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第一章 第二次 桂內閣 時代 

第一 節 桂 公の 新內閣 

一、 入  閣 

明治 四十 一年 七月 十四日、 午後 三時 三十 分 宮中に 於いて、 桂 首相 以下 各 大臣の 親任式が 行 はれ、 兹に 第二次： 3£ 內閣 

が 成立した。 

伯 は 人って 遞 相の 椅子に ついた。  . 

時に 年齒 五十二。 臺灣總 督府の 民政長官 として、 內務省 を 去って から、 滿十年 振りで、 再び 東京に 戻って きたので 

ある。 

その 翌日の 時事 新報が、 社說 において 「新 內閣の 成立」 と 題して 論じた る 中に、 「唯 前 囘の桂 內閣に 比し、 少しく 

面目 を 改めたり とも 見る 可き は、 後藤 男の 滿鐵會 社より 入り 遞信 大臣たり しと、 岡 部 子の 貴族院 硏究會 より 出で て、 

司法の 椅子 を 占めたる 位に 過ぎす」 と 言って ゐる ごとく、 新內 閣に對 して 多くの 好意 を 寄せ ざり し 人々 も、 伯の 入閣 

につ いて は 興味と 關 心と を 繫 いで ゐた。 

第一章 第二次 桂內閣 時代  ，  H 


第一 節 桂 公の 新內閣  四 

それ は 理由の ある ことであった。  . 

この 當 時の 伯 は、 年齢 閱歷 から 謂っても、 世間の 人氣 から 言っても、 正に 男盛りであった。 相 馬 事件で 男 を 賣り出 

し、 臺灣 統治で 手腕 を 認められた 彼 は、 短 かくは あつたが 滿鐵總 裁 時代に、 未来 ある 政治家と しての 折紙 を 付けられ 

た。 東洋風 雲の 中心た る滿 蒙の 天地に 於いて、 單 なる 商事 會 社の 社長 以上の 大きい 舞臺 を、 彼 は 自ら 創造し、 且つ 獲 

得した。 臺灣 時代に 於いて は、 兒玉 總督の 下に 隱れ てゐた 彼が、 はじめて 一本 立の 人間と して、 この 國際的 大舞臺 を 

背負って 立ち、 しかも 立派に やっての けたの， であるから、 全日 本の 輿 味と 關心 とが、 彼の 一身に 集中した こと は不思 

議 ではなかった。 

世人 は 新しく 昇った 星と して、 彼 を 眺めた。 蓋し 彼が 如何なる 時期に、 如何なる 形式に おいて、 中央 政界に 現 はれ 

て來 るで あらう かとい ふこと に、 世人 は 大きい 期待と 好奇心 を 懐いて ゐた ので ある。 

然 らば、 彼の 政治的 出初めであった 第二次 桂 內閣と は、 抑 も 如何なる ものであった か。 

二、 新 內閣の 花形 

この 時 は、 桂 太郞の 一 生涯に 於け る 全盛期であった。 

首尾よく 日露 戰爭の 大役 を 終った 彼が、 內閣を 西 園 寺 公望に 讓 つて 野に 下る や、 その 聲望隱 然として 海 內を壓 し、 

彼 は 何時 にても" 冉び西 園 寺 を 追つ て、 首相の 地位に 復活な し 得る かに 見えた。 

明治 三十 九 年の 一月に 出来た 西 園 寺內閣 は、 三 期の 議會を 無事に 乘り 切り、 四十 一年 五月 十五 日の 總選擧 に 於いて 


男子 侯 

爵 爵 爵 

平 寺 桂 

田 內 

^ 太 
東 正 

助毅郞 


は、 政 友會は 著しく 議席 を增 加して、 一 黨 よく 衆議院の 過半 數を 制した ので あるから、 憲政の 常識 を もってすれば、 

倒るべからざる の 情勢に あった。 然るに その 西 園 寺內閣 が、 七月 gis を もって 突如と して 辭表を 奉呈した のに は、 自 

ら 深い 理由が あった。 その 根本 は、 財政政策の 行き詰りであった。 

西 園 寺 內閣の 初期 は、 日露 戰 勝の 餘勢を 受けて、 國內 空前の 好景氣 時代であった。 しかるに 時日の 經過 とともに、 

一時的 輿 奮の 冷却に 伴 ひ、 戰費 整理の 必要と、 過度の 好況の 反動との ために、 國民 經濟の 萎縮と、 國家 財政の 困難と 

が 起って きた。 これが ために 西 園 寺內閣 は、 第二 十四 議會の 協賛 を經た 明治 四十 一年 度豫 算の實 行に 當り、 一方に は 

公債 支辨の 途絶え、 他方に は旣定 事業の 繰延べ、 殊に 陸海 軍の 繰延べ、 並びに 一般 行政の 整理 を爲 すの 力無く、 爲め 

に 豫算實 行 不可能の 窮地に 陷 つた。 

かくして 西 園 寺 公望が 病 氣の故 を もって、 骸骨 を闕 下に 乞 ふや、 世上 は その後 繼 首相の 誰 人た るかに ついて 何等の 

疑惑 を も 持たなかった。 當 時の 日本に 於いて、 桂太郞 以外に その 人はなかった ので ある。 

ゆ ゑに 第二次 桂 內閣の 成立す る や、 天下 は 多大の 望み を屬 して これ を迎 へ、 桂 自身 も亦大 いなる 自信 を もって、 堂 

堂と 政府に 乘り 込んで きた。 

彼 は 次の ごとき 顏觸れ を もって 組閣した。 

總理 大臣 兼大藏 大臣 

外務大臣 (臨時 兼任) 

內務 大臣 
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農 商務 大臣 

陸軍 大 臣 (留 任) 

海軍 大 臣 (留 任) 

司法大臣 

文部大臣 

遞 信 大臣 


子 爵 

男 爵 

子 爵 


大 

寺 


內 


兼 

正 


武 


岡 部長 職 

小 松原 英太郞 

後藤 新 平 


さう して 外務大臣の 地位 は、 駐英 大使 伯爵^ 村 壽太郞 の 歸朝を 侯って、 寺內の 兼任 を 解き、 小 村 を もって これに 當 

てた。 

それ は 強力なる 內閣 であった。 岡 部、 小 松原、 及び 伯 を 除いて は、 悉く 嘗 つて 臺閣に 列して、 その 才幹 を 認められ 

たる 人々 である。 これ を 率 ゆるに 桂の 威望 を もってし たので あるから、 何 か 仕事 をす るで あらう とい ふ 期待 を、 世人 

が新內 閣に懷 いたの は當然 であった。 

しからば 何故に、 新參の 後藤 新 平が、 斯 くの 如き 先輩 先進の 間に 伍して、 多大の 屬望を 天下に 繋いだ ので あるか。 

それ は 一 言に してい へ ば、 「新味」 とい ふこと であった。 この 「新味」 とい ふこと は、 一 生 を 通じて 伯に つき 纏つ て 

ゐた 影の やうな ものであった。 伯の 動く 度に、 この 影 も 亦 動いて いった。 さう して 伯の 參加 したる 仕事に は、 いつも 

この 影が 大きく 投げ掛けられて ゐた。 

桂 太郞の 新內閣 が、 その 海 內に蟠 る 首相の 威望と、 その 閣內に 集めた 人材の 才幹と を 以てしても、 尙ほ 且つ 缺 如し 

たる 一つの 大きい 要素 は、 實 にこの 一新 味」 であった の だ。 桂と 爾餘の 閣僚との 力量 は、 世人 はこれ を 快く 認めた。 


しかし これ 等の 人々 の爲 すで あらう 仕事 も、 世人 は 大體に 於いて 豫想 する ことができた。 そこに は、 何等 好奇心 を 喚 

起すべき ものがなかった。 それ は堅實 な、 地味な、 中年者の 內閣 であった。 ゆ ゑに それ は、 保守的な、 現狀 維持 的な、 

形式的 傳統 的な 政府と い ふ 感じ を國 民に 與へ 易かった。 

內閣の 更迭に 對 する 國 民の 期待 は、 いつも 新しい 改革の 希望に ある。 しかるに、 西 園 寺內閣 の無爲 にして 消極的で 

あった 二 年 半の 後 を 承け て、 それ 以上に 消極的な 保守的な 內閣の 出現す る こと は、 時代の 潮流に； g す 所以で はな かつ 

た 0 

炯眼なる 桂の 著 目した の は、 この 點 であった。 彼 は 多くの 保守的 分子 を 新 內閣に 入れる と 同時に、 また 明朗なる 進 

歩 的 分子 を 招き 來っ て、 彼の 政界 復活 を 華 かにし なければ ならなかった ので ある。 

その 役割に は、 後藤 新 平 は、 打って つけの 役者であった。 蓋し 後藤 新 平の 一生 を 濃厚に 彩った もの は、 その 湧く が 

ごとき 奇闢 創見であった。 その 停止す ると ころな き 飛躍的 現狀 打破 慾であった。 それが 實に、 桂 太 郞に缺 け、 また 新 

內閣の 他の 閣僚に 缺 けて ゐ たので ある。 

從 つて 身 は 新参の 若輩で あり、 その 地位 は、 傳統 的に 伴食であった 遞信 大臣ながら、 伯 は 入閣と ともに、 一躍して 

新 內閣の 花形 役者と なった ので ある。 桂 も 亦、 花形 役者と しての 伯 を、 十二分に 利用す る こと を 忘れなかった。 

かくて、 伯の 一 生に 於いて、 最も 花々 しき 時期の 一 つ であった ところの、 第一 一次 桂內閣 の遞相 時代が 開幕した ので 

ある。  ，， 

第一章 第二次 桂 内閣 時代  七. 


第一 節 桂 公の 新內閣  八 

三、 二 頭 立の 馬車  ， 

人間 扱 ひの 名人であった 桂 は、 閣員の 布置と その 駕御 とに おいて、 政治家と しての 天分 を遣憾 なく 發 揮した。 

彼の 新內閣 は、 桂 直系と 山縣 系との 二 大勢 力の 寄 合世帶 であった。 內務の 平 田と、 農 商務の 大 浦と、 文部の 小 松原 

とが、 山縣 系であって、 世に 官僚 系と 謂 はれた る 勢力の 代表者であった。 殊に 平 田 は 山 縣の大 番頭で、 山縣の 政治 思 

想の 代表者であった。 彼 は堅實 であり、 法理 的で あり、 保守的であった。 さう して、 その 地位と 閱歷 とに 於いて、 隱 

然として 副 總理の 格に あった。 その 左右に 大 浦と 小 松原と を 配して、 彼 は 新 內閣の 天下 を兩 分して その 一 を 占有す る 

かの 觀を呈 して ゐた。 

これに 對し、 桂 直系と 目すべき もの は、 外務の 小 村と、 司法の 岡 部 もあった が、 前者 は 外交の 一部 門に 隱れ、 後者 

は洒 然として 勢力 鬪爭の 外に 立った ために、 勢 ひ新參 後輩の 伯が、 單身 これ を 代表す るの 外はなかった G 

陸相の 寺內と 海相の 齋藤 は、 各ぶ 軍部の 局面に 割據 し、 且つ 寺內 は、 桂 以外に 新 天地 を拓 かんとして ゐ たので、 勢 

ひこの 二人 者 は 上記 一 一勢 力に 對 して は、 局外中立の 地位に 立って ゐた。 

これ 等の 形勢に ついては、 國民 新聞社 長と して 桂 を 極力 援助し、 深く その 樞 機に 參畫 して ゐた德 富 蘇 峰が、 次の ご 

とく 語って ゐる。 

桂 內閣の 內には 二つの 潮流が あった。 その 一 つ は 後藤 伯の 所謂 「文 珠組」 と 名付けて ゐた 勢力で 平 田、 大浦、 小 

松原の 三 氏 を 中心とする ものであった。 これに 對立 する 勢力 は 後藤 伯 一人であった。 この 二つの 系統が 對 立して 


ゐた爲 めに、 独 首相 は 「二 頭 立の 馬車 を 御して ゐた」 やうな ものである。 11 後藤 伯は厲 M 「彼等 三人 (平 田、 

大浦、 小 松原) が 自分 を いぢめ る」 と 言って ゐ たが、 文珠 組の 思想 は 僚 主義、 後藤 伯の 主義 は 自由主義 であつ 

たので、 屠. - 衝突した。 

伯 は その 旺盛なる 活動 慾と、 湧く がごと き 想像力と を もって、 時として は 一日に 三 • 囘四囘 に 亙り、 桂 首相に 獻 策し 

た。 それ は 蘇 峰の 言 ふが 如く 「後藤 伯から 見れば、 內 閣をリ ー ド したと 思 ふたら うが、 杜 公から 言へば、 內閣の 顧問 

役で、 高等 政策に 參畫 した」 もので あつたので ある。 さう いふ 伯に 對 する 桂の 態度に ついて、 彼の 女 で、 當時 首相 

祕書官 であった 長 島隆ー 一は 次の ごとく 語った。 

首相に 進言す ベ き 事柄で あると 痛感す ると、 藤 伯 は 偉い 勢 ひで 官邸に 飛び込んで 來る。 かう した 進言のう ちに は 

隨分 馬鹿 氣 たもの も ある。 桂 首相から かう した 意見 を抑壓 せられても、 恰 かも 子供が 親に 意見され たやうな 態度 

で、 釋 然として 後藤 遞相 は歸 つてい つたので ある。 桂 公 は 後藤 遞 相に は、 全幅の 信頼 を 置き、 思 ふ 存分 伯 を 働か 

した。  . 

この 點に關 して は、 さらに 尾 崎 行 雄が、 その 著 「近代 快 傑錄」 の 中で、 つぎの やうな 一 插話を 記して ゐる。 

私が 東京 市長の 時分、 市政 腐敗の 最大 原因であった 電車 を買收 して、 革 正の 實を 擧げる 計畫を 立てた。 その 用事 

の爲、 よく 首相官邸に 桂 公 を 訪ねた。 ある 日、 桂 公が r 洵 に中譯 がない が 巳む を 得ぬ 臨時の 緊急 裏 件が 起. つた か 

ら どうぞ 五分 程 待って 吳れ」 と、 大層 態 動に 詫 をして、 私 を 待た した。 誰が 來てゐ るの かと 聽 くと、 後藤 遞信大 

臣 だと 言った。 纏て 用事が 濟ん で、 後藤 君が 歸 つて 行った と 見え、 娃公は 私 を 部屋へ 通した。 すると、 十分 も經 
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たない 中に 叉 「後藤 遞信 大臣が お 目に 掛り たいと 申して 玄關に 參られ ました」 と 取次が 來た。 桂 公 は 笑 ひながら 

「彼方に 通せ」 と 言った。 不思議に 思って 「今、 後藤さん は、 歸 つたば かり ぢゃ ありませ ぬか」 と 桂 公に きくと、 

「いや、 かう いふ こと は 度々 ある。 あれ は、 此處を 出て、 自分の 官邸に 歸る 途中、 ひょっと 何 か考へ 出す と、 す 

ぐ 叉 やって来る。 一日の 中には、 三度 も 四た び もやって 來る ことがある。 その 度每に 新しい 違った 意見 を 持って 

來 るが、 三つ 四つ 持って 來 ると、 一 つ 位 は 大層い、 意見が あるので、 私 はっとめ て會 ふやう にして ゐる」 と、 笑 

つて 居りました。 後藤 伯 は 成程， さう いふ 人 かと、 私 は 初めて 桂 公の 口から 彼の 性格 を 知った。 

しかも 伯の 仕事 は、 啻に 內閣の 高等 政策に 參畫 したる のみなら す、 內閣と 元老との 速 絡 係の やうな 仕事 も檐當 して 

ゐた。 彼 は 伊藤に よく、 山縣 によく、 叉 井上に も惡 くなかった。 蘇 峰 はこれ について、 

叉、 元老と 內閣 との 交涉の ごとき も、 殆ど 後藤 伯が その 任に 當り、 桂 公 自身 元老に 對 して 言 ひ 難い こと は、 悉く 

後藤 伯の 口 を 通して、 元老に 傅へ させた とい ふ 有様で、 恰 かも 後藤 伯 は 元老への 交涉 委員と いった やうな 格で あ 

つた。 

と 言って ゐる。 

從 つて 伯の この 時代に 於け る 活動 は、 ただに 遞信 大臣と 鐵 道院總 裁との 二 局部に は 限られす して、 國政 全部の 上に 

及んだ と 云 ひ 得る ので ある。 玆に 於いて 吾人 は、 先づ桂 內閣の 政綱 全般 を 一 督 し、 然るの ちに、 伯 自身の 主宰した る 

局部 の 事務 を觀 察す る ことの 必要 を感 する。 


四、 新 內閣の 政綱. 

桂 太 郞の新 內閣を 組織した の は、 財政と 外交と を 整理 刷新して、 戰後 經營の 重任 を 全うせん とする 異常の 決心に 基 

いたのであった。 ゆ ゑに 彼 は、 組閣に 著 手 するとと もに、 その 經綸の 大體を 定め、 これ を 閣僚た るべき 同志に 示して 

その 同意 を 得、 組閣と ともに、 上奏して 觔裁を 仰いだ。 さう して 更に これ を 天下に 發 表し、 その 往 かんとす る 途を明 

かにした。 

その 前文に 於いて 桂 は、 外交に 於いて は、 日本の 躍進が、 次第に 列國の 猜疑 を 招かん とする の 情 を 嘆 じ、 財政に 於 

いて は 政^の 膨脹 を 指摘し、 經濟に 於いて は、 商工業の 恐慌と 金融の 梗塞と を 擧げ、 「此の 國歩 艱難の 時に 當て、 外 

各國の 親交 を 修め、 內百 政の 頹廢 を濟 ひ、 維新の 洪 謨を完 うせんと する の は、 固より 容= ^の 業に 非す。 唯 勇往邁進 斃 

て 後已む あるの み」 と 痛言して ゐる。 彼の 抱負と 決心 を 窺 ふべき である。 

さう して、 彼 は 進んで 次の 十 H 項目に 亙って、 その 政策 を 明示した。 

まづ (一) の 「對 議會 方針」 において、 彼 は 「唯 だ 至誠 至 公、 信を國 民の 腹中に 置く こと を 期す るの み」 となし、 

從 つて 帝 國議 倉に 對 して は、 「黨 派の 異同に 由て 苟も 國 家の 公 を 忘れて 私に 黨し、 濫に 勢力 を 借て 壓迫を 加 ふるに 至 

て は、 縱 令へ、 幾囘 解散 を 行 ふ も 敢て辭 せざる 所な り」 と强 硬なる 決意 を 示した。 

(二) の 「條約 改正」 について は、 現行 條 約のう ちで も、 特に 關稅定 約 は、 全く 片務 的であって、 r 稅 率の 如き は、 

殆ど 獨立國 たる 體 面を缺 き、 殊に 產 業の 發達 を^ 止し、 財政の. 基礎 を 危害す るに 至て は、 縱令 如何なる 困難 を 犯す も 
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斷然 之が 囘復 を圖ら ざるべ からす」 となした。 然しながら、 「世人 輙も すれば、 改正 を 以て 容易の 業と 爲し、 ー擧し 

て 全然 稅率を 左右し 得べき が 如く 思惟す と雖 も、 恐く は 其の 困難 は、 更に 前囘の 時に 下らす、 到底 國 民の 滿 足を充 し 

難き を、 覺悟 せざる ベから ざる こと」 を 特記す る を 忘れなかった。 

(三) の 「鐵道 經營」 は、 伯の 主管に 關 する ものである。 その 全文 は 次の 通りであった。 

鐵道 は旣に 國營に 因て 統一した りと 雖も、 其の 基礎 未だ 立た すして、 建設 改良の 途、 爲に 定まらす、 運輸 交通の 

利、 亦從 て擧ら す、 是れ鐵 道豫算 の、 毎に 一般 會 計の 爲に 牽制 せらる るの 弊に 由る 也。 園 家産 業の 發達を 望む 方 

に 急に、 交通の便 を 促す 日に 切なる 時に 當て、 鐵 道の 普及 復た 之を忽 にす ベから す。 宜く 其の 經濟を 特立せ しめ 

收人を 以て 直に 經 費に 充て、 募債 及 償却の 途も、 總て收 人の 範圍內 に 於て、 之 を計畫 せし むる を 要す。 是れ 啻に. 

鐵道國 營の爲 に 必要なる のみなら す、 其の 金融 を 助け、 財政 を 補 益す る、 亦 Si 少ならざる を 信す。 但だ 事業 頗る 

犬に、 且つ 一般 政務に 涉るを 以て、 新に 鐵道院 を 設け、 內閣に 屬し經 營に當 らし めんと す。 

(四) の 「拓殖」 もまた、 拓殖 局副總 裁と して、 伯と 特別に 關係 深き 事項であった。 左 は その 全文で ある。 

新に 拓殖 務省を 置き 臺灣、 樺 太、 韓國、 滿洲に 係る 事務、 並びに 拓殖 移民の 事 を 管理せ しめんと す。 從來是 等の 

事務 は、 或は 內務 省に 馬し、 或は 外務省に 屬し、 更に 統一す る 所な く、 且つ 拓殖 事業 は 他の 行政と 其の 趣 を 異に 

する を 以て、 別に 一省 を 設けて 之 を 管理せ しむる を 便と す。 但、 之に 供す る經 費、 豫算 なき を以 つて、 先に 二十 

九 年 拓殖 務省を 設置した る 例に 從ひ、 豫算 成立の 後を续 ち、 實 施せん とす。 

(五) の 「外交」 において は 「英國 との 同盟 は、 益々 之 を確實 にし、 日佛、 日露の 協商 は、 力めて 之 を 維持し、 獨、 


伊、 填 等に 對 して は、 舊來の 親交 を 温め、 時に 扦格支 吾の 虞な からし めんこと を 期す」 となし、 進んで 對米 親善の 恢 

復 策と、 對獨 協調の 外交 策を褐 げたる 後、 r 淸國は 東洋の 禍源に して 我が 國將來 の 安危 も 亦た 一に 彼の 治亂 如何に 係 

る。 早晚禍 亂の發 する は 固と 旣に 期す る 所な り。 {nj く 徐ろに 大勢の 趨く所 を 察し、 機に 臨み 變に應 じて、 我の 進退 を 

決すべき のみ」 となし、 また 日露 戰爭は 勢、 我の 南進 を轉 じて 北進せ しめたり と雖 も、 熟ら 我が 國の 地勢に 鑑み、 貿 

易の 得失に 考 ふるとき は 勢、 南方に 向て 勢力 を 扶植せ ざるべ からす」 とい ふ、 注目すべき 政策 を褐 げた。 

(六) の 「內 務」 において 特記すべき は、 近時 器械 工業の 發展に 伴 ひ、 必然に 起るべき 「彼の 社會 主義の 如き、 今日 

は 尙ほ纖 々たる 一縷の 煙に 過ぎす と雖 も、 若し 捨てて 顧みす、 他日 撩 原の 勢 を爲 すに 至て は、 臍 を 噬むも 復た將 に 及 

ば ざらん とす」 となし、 「所謂 社會 政策 を 講じて、 豫め 禍源 を 防ぐ と 同時に、 社會 主義に 係る 出版 集 會等を 抑制して 

其の 蔓延 を禦 ぐべき 也」 と 主張せ る ことで ある。 さう して 地方自治 制の 運用の 改善 示 導を說 きたる 後、 「道路、 河川 

港灣の 修築 は、 財政の 許す 範圍に 於て、 鐵道 軌道の 連絡と 相俟 て、 經營 せんこと を 期す」 となし、 「叉 內務 省に 屬す 

る 軌道 は 之を鐵 道に 合すべし」 と 記して ゐる。 

(七) の 「財務」 について は、 「財政 は專ら 財源の 涵養 を圖 り、 增稅 は當分 一切 之を爲 さす、 主として 整理の 方針 を 

執り、 苛 察の 收斂を 事と する が 如き は {nj く 之 を 避くべし。 叉 各省 官營 事業 中、 其の 收稅の 目的に あらざる 者 は、 漸次 

之 を撤廢 して 民業に 移し、 叉收 益の 範圍內 に 於て、 自營の 方針 を 以て 計畫を 立てし む。 豫算 は、 旣定の 六箇年 計畫に 

基き、 整理 節減 を圖 る」 となし、 また 公債 政策に ついては、 「外債の 借 換を爲 し、 利子の 低減 を 計る は、 財政 蔡理の 

急務な り。 鐵道 起債の 如き、 恰も 此の 機 {nj に 適する 手段と す。 內國債 は、 減債基金に 依る の 外、 政 費の 剩餘を 以て 買 
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上、 又は 抽籤に 由り、 償還すべし， 一 と 記して ゐる。 

(八) の 「軍備」 についての 根本 は、 一 現 時の 情勢に 在て は、 暫く 旣定の 範圍に 止め 國 力の 伸張と 與に 徐ろに 之が 完 

備を圖 らんと す」 るに あった。 

(九) の r 敎育」 において、 特に 注目すべき は、 「敎 育勑 語の 旨 を 奉じて、 國 民の 德性を 涵養し」 且つ 「主として 普 

通敎 育、 殊に 小學敎 育の 完成に 力め、 且つ 實業敎 育の 方針 を 取る を 要す。 彼の 中 學校及 高等 學 校の 增 設に專 なる が 如 

き は、 我が 國社會 の 情勢に 顧み、 敢て 取らざる 所な り」 となせ る點 であらう。 

(十) の 「經 濟」 において は、 農 商務省 を 分って 農林、 商工の 二 省と なすこと は、 一産 業の 發達 上に 至大の 效果 ある 

べき を認 む」 る も、 豫箅の 關係上 「暫く 適當の 時機 を 俟て實 施せん とす」 となした。 そして 「國家 進 運の 消長 は、 主. 

として 國 力の 發展 如何に 在る を 以て、 各種 産業の 保護 獎勵」 について、 諸政 策 を 述べた る 後、 工場 法、 養老 保險 法、 

病 災保險 法の 制定に ついて、 特に 調査 三 案の 用意 ある こと を 明かに した。  ： 

(十一) の 「司法」 において は、 「近 來 司法の 事 一 般に 理論に 傾き、 他の 行政と 相伴 はざる 憾 あり。 宜く國 民の 情 態 

に 鑑み、 適實の 程度に 於て 進行すべき なり」 と 述べ、 且つ 判檢 事の 增俸 並びに 登記 法 及 登 錄稅の 簡便 化に ついて 記し 

てゐる 0 

(十二) の r 遞信」 もまた 伯の 主管 事項で ある。 その 全文 は 次の 通りであった。 

遞信 省の 所管 は、 鐵道を 除く 外、 別に 變更 せす。 但、 鐵道局 は 鐵道院 の 設立と 與に 之を廢 す。 交通 機關 は、 產業 

の發 達と 相伴て 擴張を 要する も、 電信 電話の 如き、 毎に 經費 足らす して、 社會の 需要に 應 する 能 はざる を 遣憾と 


す。 宜しく 適當の 方法 を畫 し、 此の 缺點を 補 はんこと を 期すべし。 

第二 節 政界 進出 

一 、 何故に 満鐵を 去りし や 

伯の 滿鐵總 裁と なった 經過 は、 旣に 述べた る 如く、 上 は 明治天皇の 優 靛を拜 し、 下 は 一般 國 民の 犬なる 期待 を擔 

つて 赴任した のであった。 

日露 戰爭は 日本の 全勝に 終った けれども、 東洋の 形勢 はこの ー戰を もって 安定す るに 至らす、 殊に 滿洲 蒙古 を 中心 

とする 日、 露、 支 三 國の關 係 は、 將來 如何なる 變局 を招來 する や も 計りが たき 形勢に あつたから、 國民 一般 は 新設の 

滿鐵會 社に 犬なる 關心を 抱き、 その 統率者た る 伯に、 多くの 望み を屬 したので あった。 

伯が この 仕事に 臨んだ ときの 覺悟も 亦、 尋常一様ではなかった。 卽ち伯 は、 大陸 經營の 根幹と して 滿鐵を 目して ゐ 

た。 臺灣に 在った 日から、 對支 政策に 深く 思 ひ を 潜めて ゐた伯 は、 ここに 滿洲 を起點 として 支那 全土の 計を爲 さんと 

して ゐ たので ある。 

法 庫門鐵 道の ことに 關し、 伊藤博文より 伯に 送った 書狀の 後に、 伯の 手記した る 文中、 r 予は靜 夜 故 公の 遣 墨 を拜 

誦する とき は、 眞に 感慨無量、 不肖 碌々 報 效の圖 るへ きものな くんば、 何 を 以て 公の 英靈に 見えん や。 思 ふて 此に至 
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れば、 背 汗 自ら 涌く」 の 一節 を 見る も、 伯が 大陸 經營の 業に、 自ら 任じた るの 深き こと、 およそ これ を 察する ことが 

できる。 

政府 も 亦、 彼 を 遇する に 一 商事 會 社の 社長 を もってせす、 別に 勅令 を 設けて、 臺灣總 督府の 顧問、 並びに 關東 都督 

府の 顧問と した。 彼 は 伊藤の 韓國 統監た るに 相對 し、 隱 然として 滿洲 太守た るかの 觀を呈 して ゐた。 ゆ ゑに、 或は 北 

京に 赴いて 西 太后に 謁し、 叉 は 露 都 を 訪れて 露帝 一一 コ ラス 二世に 尺す る 等、 一世の. 視 聽を聳 たしむ るが ごとき 行動 

に 出て ゐた。 

伯 自身 もまた、 滿鐵總 裁と しての 自己の 地位に、 大きな 抱負と 自信と を もって ゐた。 滿鐵 時代に 草した る覺 書. (本 

卷 第一章 笫七節 一) のうちに、 自ら r 此 事業た る、 會社其 もの 旣に 大事 業に して、 自分に あらされ は 計 晝實行 共に 成し 

得る ものな しとまで 自信し 居れり」 と、 記した ほどであった。 

しかるに 何事 ぞ、 いま 卒然として、 この 重職 を 一擲し、 內閣の 末 班に 列 せんと は。 國務 大臣の 地位 は、 名譽 なら ざ 

るに あらす と雖 も、 政界 風波の 高低に 從 つて 變動常 なし。 滿鐵總 裁の 地位 は、 政變渦 外に 於け る 安全 &久の 性質 を 有 

する。 しかも、 遞相は 天下 その 人に 乏しから す。 ひとり 滿 鐵の總 裁た る 者、 後藤 新 平 を 措いて、 果して 他に 適任者 あ 

り や 否や。 彼 は 何故に 滿鐵を 去らなければ ならなかった のか。 

それ は 當然、 多くの 人の 腦 裏に 湧いた 疑問であった。 卽ち、 伯の 入閣が 果して、 伯の ために も、 滿鐵 のために も、 

叉大 にして は 日本の ために も、 正しき 判斷 であり、 擧 措であった かに ついては、 深き 疑 ひ を 抱いた 人 は 少なくな かつ 

た。 その 最も 代表的なる もの は、 當時 臺灣總 督府の 土木 局長たり し 長 尾 半 平の、 伯に 宛てた る 左記の 手翰で ある。 


謹啓 閣下 益 御 勇健 奉恭 § 、候。 此度之 御 就職 は、 (人々 はしき りに 御榮轉 など 申 居候へ 共) 實に 閣下 平生 之御炯 

眼に も不 似、 つまらぬ 事 を 被 成た る もの かな。 事實上 大臣 以上 之榮職 をす て、、 難 有 もない 僅に 遞相位 之 一 椅子 

を 被 占 候と は、 御道樂 にも 程 か ある 事と 被存 候。 未た 喬木より 幽谷に 遷 りたる もの ある を聽 かさる は、 マ ンザラ 

小生の 不敏 之 致す 處 にも 有 之 間 敷 候。 高 砂 島に 居 ゴマメ は、 十四日 之 親任式 以來、 獨てハ ギシリ 致 居候へ 共、 井 

底 之痴蛙 いまた 風雲 之 大勢 を詳 にせさ る 邊も可 有 之、 只管 閣下 之 御 健康 を いのる の 外 有 之 間 敷と あきらめ 居候。 

折 柄 御微恙 之た め、 赤十字 病院に 御 加療 被 遊 居候と 承、 痛祌仕 居候。 一 日 も 速に 御 平癒、 國務に 御 執 掌 被 遊 候 様 

奉禱 候。 

この 長 尾の 書翰 は、 その 一例に 過ぎない。 その他に も、 伯の 知友に して、 桂 內閣に 伴 列す るの 得策に あらざる べき 

こと を說 くもの 少なから す、 また 未知 未見の 人に して 「人 閣ヲ悲 シム」 とい ふ 電報 を 寄す る もの すらあった こと は、 

後揭 (本節 三) 伯の 「人閣 記」 に 記せる ところで ある。 然るに も拘 はらす、 伯が 斷然 滿鐵を 去って 桂 內閣に 入りた る 

1 つ の 理由 は、 西 園 寺內閣 との 意見の 不 一 致であった。 

伯が 首相 西 園 寺 公望の 施政に ついて 慊焉 たる もの ありし 外に、 その 閣僚に して 滿鐵の 直接 監督官た りし 人と、 意見 

の 齟齬 を來 した こと は、 すでに 記した 通りで ある。 ゆ ゑに 伯の 計畫 並びに 人事行政 は、 ややもすれば 本國 政府 に^ま 

れて、 意の ごとく 行 はれなかった。 

伯 は 明治 四十 年 七月 七日 附を 以て、 すでに 次の 如き 手厳しい 書翰 を、 西 園 寺 首相に 送って ゐる。 

拜話之 際 申 上 置 候 通、 總會の 翌日 出 發歸北 致し 候 故、 御 暇 乞も屆 兼、 缺敬多 罪 御 寛恕 奉 願 上 候。 然-ー 勅令-一より 
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在職の 儘 南 滿洲鐵 道 株式 會 社-一就 役 致 居候 もの & 昇進-一 付、 內務 官僚 中-一 異議 有 之、 現-一久 保 田 政 周 は 勅任-一進 

むへ き 期限 一一 達し 居候へ とも、 上申 之 運 一一 到り 不申 趣、 之より 推す る 時 は、 例の 政府 食言、 官僚 群議の 結果 一一 は 

無 之 かと 被 疑 候。 小生 現職 一一 就き 候 以来、 此 等の 事 一再 一一 止まらす、 其 都度 閣下 を 煩し、 恐縮 千 萬、 頗る 本意 背 

き、 微力 を耻人 居候 次第 一一 御座 候。 內務 大臣へ もー應 申入 置 候へ とも、 迎も相 運 ひ 申 間 敷と 存 居候。 此 等の 事必 

本社の 將來； 一 影響 を 生し 可 申、 何れ ー兩月 中、 ,1 と 成 行 を 見て、 卑見 發表可 致、 此儀豫 申 上 置 度、 草々 敬具 •。 

七月 七日  後藤 新. 平 

西 園 寺 首相 閣下 

下 執事  ' 

追而 小生 一一 於て ハ、 政府と 本社 否 小生との 意志の 相逮、 到底 南滿鐵 道の 職 を 全す る こと 能 はさる かを發 表する 

用意 整 ひ 居候へ とも、 外國 社債 募集 中 一一 も 有 之、 差扣へ 居候。 閣下 統御 せらる k 各 官僚 か、 小生の 總裁 たる 立 

脚の 地を危 くす る 二 到る の 困難 を 顧みす、 勅令 を墙 め、 曲解 を敢 てす る-一 於て は、 默 する 二 忍 ひさる 二 到る へ 

し。 此點 1: 賢察 賜り 度 奉 願 上 候。  以 上 

この 書翰に 現 はれた る 具體的 事件 は、 久保 田の 昇進に 關 する 小さな 問題に 過ぎない。 しかし 伯 は そのうちに、 首相 

にして 速 かに 英斷 すると ころ 無くん ば、 自ら 進んで 積極的 手段に 出づ べき 旨 を、 かなり 露骨に 開陳して ゐる。 

これに 對 する 西 園 寺の 返 翰 は、 次の 通りであった。 

拜啓 二通 贵書 落手 候。 縷. -御 苦衷 遙 察-一 不堪 候 得 共、 爲國家 只 M 御 忍耐 千 希 萬 望 候。 久保田 氏 昇 等 云々 ハ、 旣 二 


決行 之 事-一定 リ 居候 輝-一 テ、 此義- 一就 テハ 御請 合 申 候 間、 御 心配 無之樣 いたし 度 候。 尤も 勒任ハ 閣議-一 出 候 規則 

二 テ、 疑問 等 ノ出候 事 ハ事實 一一 候 得 共、 吳. -御 心配 ハ 無用 ト存 候。 祸叉御 不便 之義 モ候ハ 、、 直接 御中 遣 シ有之 

度 候. - 要 スル- 一 今日 ハ實 一一 大切 之 場合 -ー テ、 只管 御盡 カノ 程 祈 入 候。 右 ハ不取 敢御答 迄如此 候。 草々 頓首。 

七月 十五 日  公望 

後藤 男 閣下 

然るに 伯と 西 園 寺內閣 との 意見の 懸隔 は、 ー滿鐵 理事の：： 升 進の 如き 小 問題ではなかった。 それが わが 大陸 經營 に關 

する 拫本 思想の 衝突に あった こと は、 前卷 において すでに 記した ると ころで ある。 かくして 或は 松田藏 相に 對 する 詰 

問狀 となり、 或は 林 外相に 對 する 罵言と なり、 或は r 癎瘤 電報 J の 波 潤 となった。 さう して 明治 四十 一年 三月 二十 七 

日に は、 伯 は 自ら 西 園 寺 首相 を 訪ねて 强 談判に 及び、 さらに 六月に 至って は、 かなり 詰問 的な 彈劾的 文字 を さへ 含む 

長文の 覺書 を、 西 園 寺 首相に 宛てて 起草した こと は、 前卷 第二 章 第 十 節に 詳述した ところで ある C かくの ごとく、 對 

露 問題、 對淸 問題、 および 滿鐵十 年計畫 問題に 關し、 伯が 西 園 寺 首相に 對 して 加へ たる 猛烈なる 攻勢が、 端な くも 內 

閣總辭 職の 近因 をな した ものであると いふ 風評 さ へ 行 はれた ほどであった。 

かくの 如く、 中央政府との 折衝に おいて、 伯 は 多くの場合、 攻勢 的 立場 をと つたので あるが、 その 間に 伯の 痛感し 

たこと は、 一 商事 會 社の 社長た る 滿鐵總 裁の 地位 を もってして は、 到底 日本の 大陸 政策 を 遂行す る 能 はざる ことで あ 

つた。 その 前提と して、 まづ、 強力なる 內閣 が、 確乎 不動の 大陸 政策 を もって、 滿鐵總 裁 を 支援し、 指導す る ことが 

必要で あると いふ ことであった。 すな はち 問題 は、 滿鐵總 裁よりも、 むしろ 內閣 にある とも 言へ る。 從 つて、 若し 一 
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つの 條件 さへ 容れ られ るなら ば、 此の際む しろ 滿洲を 去って、 中央 政界に 驥足 を展 ばし、 もって 本國 より 滿洲を 支配 

する の 賢なる を 感じた のであった。 

然 らば 所謂 その 條 件と は 如何。 

それ はたと へ 桂 內閣に 人り たる 後と 雖も、 滿鐵の 指導 權は、 依然 自己の 掌中に 握って おくと いふ ことであった。 

內閣 成立の 三日 前、 七月 十 一 日の 時事 新報に 記載され た 「後藤 男の 談片」 と 題す る 記事に、 次の やうな 伯の 談話が 

載って ゐる。 それ は 這般の 消息 を、 言外に 物語る ものであった。 

△ 我輩の 人 閣說は 時事 新報で 見た が、 マダ桂 侯から は 何とも 交涉 がない：： 桂 侯に 聞 合せても 好い が、 時節柄 五 

月蠅 から 態と 訪問せ ぬ 事に した △ 我輩の 入閣 運動 を 伊東 巳 代 治ゃ淸 浦が したと いふの は噓 だら う。 先達て 杉 山が 

君の 入閣 運動 をす るから 運動費 を 出せと 戲言を 言った から、 そんな 噂が 立った の だら う <1 折角 遣 掛けた 仕事が あ 

るから、 之 を 仕遂げなければ ならん。 臺灣 でさへ 終始 を 一貫し たんだから、 臺灣の 時より 幅の 廣ぃ 今度の 仕事 は 

今兹で 止める 譯に 行くまい 厶ソ レ に 今の 仕事 を 半途で やめれば、 世間から 不都合 だとい ふ 非難が 起る に 相 遠ない 

△ 成程 我輩の 計畫 した 方針 通りに、 今後の 事 を 遂行して 吳れる 人が あれば、 喜んで 人閣 もす るが、 我輩が 人閣し 

たら 閣僚 間の 邪魔物になる だら ぅ八大 浦と 我輩と が 何 か 衝突 紛糾が ある やうに 噂 をす る 者が あるが、 あれ は 全く 

の噓 だ。 我輩 は 是迄大 浦と 議論した とか、 喧嘩した とか、 叉兢爭 したと か 言 ふこと はない。 だから 一所に 仕事の 

出來 ぬと 言 ふ 事 はない の だ △ 何れ 雨 三日 中には 分る だら うが、 若し 桂 侯より 我輩の 處に 交涉が あったら、 我輩 は 

有難く 御 受け 仕る。 我輩の 今の 仕事の 後始末 さへ せく 相談に 乘 つて 吳れ るなら、 我輩 は 何時でも 大人しく 入閣す 


るが、 昔 九 鬼さん が屢々 入閣の 風說 があって、 故西鄕 侯に 二三 度 冷やかされた ことがあ るよ。 まァ その りで 待 

つて ゐ るサ。 

この 「我輩の 今の 仕事の 後始末 さへ^く 相談に 乘 つて 吳れ るなら」 とい ふこと こそ、 伯が 滿鐵を 去って 入閣す るに 

ついての 一 大要 件であった ので ある。 

然るに この 問題 は、 滿鐵の 主管 を遞信 省に 移し、 伯 をして その 主管 大臣たら しむべき こと を、 桂が 伯に 約言せ る こ 

とに よって、 簡單に 解決した。 これによ つて 伯 は、 自ら 滿鐵總 裁の 椅子に 留まる よりも、 却って 高所より 滿鐵 を极幹 

とする 日本の 大陸 政策 を 指導し うるの 地位 を 獲得し たので ある。 

明治 四十 一年 八月 七日、 時事 新報に 掲載せられ たる 滿鐵 副總裁 中村是 公の 談話のう ちに も、 その 間の 消息が 現 はれ 

てゐる C 

今囘我 社に 於て は、 後藤 總裁を 失 ひたれば、 今後 總裁 たる 可き は 何人な り やと 株主 等 も餘程 心配した る 様子なる 

が、 目下の 處 にて は、 專 任の 總裁を 戴く 考も なく 勅令に 依りて 總 裁の 不在 中 は、 予が總 裁に 代りて 事に 當る害 

なれ ども、 旣に我 社の 管轄が 遞信 省に 屬 せし 上 は、 名義 上の 總裁 はなき も、 事毎に 遞 相の 指揮に 從ふ事 なれば、 

事實に 於て は 依然として 後藤 總裁を 戴ける と 異ならす、 ただ その 所在が、 本社より 少し 遠くな り、 その 地位が 少 

しく 高まりた る 差 あるの み。 . 

伯 もまた、 淸野 理事 をして 代讀 せしめた、 滿鐵 社員に 對 する 告別の 辭 (前卷 第二 章 第 十 節 九) のうちに おいて、 挂 より 

「國務 大臣 トシ テ、 指導 監督、 大局 ノ 成功 ヲ期ス へ キ事ヲ 慫慂セ ラレ」 たるた めに、 人閣を 決意して、 滿鐵を 去った 
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ので あると、 その 間の 事情 を說 明して ゐる。 以て 伯の 入閣が、 廟堂より 滿鐵の 大成 を 試みん とする の 動機に 出た る こ 

と を、 窺 ひ 見る ことができる であらう。 

二、 水 到 魚 行 

伯が 最後に は 政界に 人る であらう とい ふこと は、 少年 以来の 伯の 手紙 や 自叙 傅 ゃ演說 等のう ちに も、 しばく 現 は 

れてゐ たこと であり、 また 彼に 接した る 人々 も、 これ を 期待して ゐ たこと であった。 それに ついては、 德富蘇 峰 は、 

次の ごとく 物語って ゐる。 

明治 二十 七、 八年戰 役の ころから、 後藤 伯 は 未来の 大臣で あると、 世間から 認められて ゐた。 相 馬 事件に 關 係し 

たため、 世間から 危險 人物 視 され、 恐怖の 念 を 以て 迎 へられて ゐ たので あるが、 兒玉大 將が藤 伯 を 起用す るに 及 

んで、 「後藤 も 見かけた 程の 危險 人物で はない、 妥協 性 も ある」 とい ふ 事に なった。 

藤 伯の 人物に 惚れ込ん だの は、 山 縣公も 伊藤 公 も 殆んど 同時であった。 卽ち藤 伯の 臺灣 民政長官 時代の 事で あり 

而 して 兒玉、 桂兩 者の 關係は 兄弟の や うな 間柄であった ので、 藤 伯 も 必然的に 桂 公と 密接な 關係 を持繽 する やう 

になった。 從 つて 桂 第二次 內閣の 成立に 當 つて、 桂 首相 は敍 上の 關 係から 藤 伯 を 是非 人閣 せしめなければ ならぬ 

と 思惟し、 滿鐵 から 拔擢 した 次第で あるが、 藤 伯 自身に も 入閣の 希望が あった。 

しかし、 伯 を滿洲 から、 中央 政界に 移植す る ことに、 最も 力 を 用 ひた 人の 一人 は、 伯の 年来の 知己たり し 杉 山 茂 丸 

であった。 その 當 時の 事情 を 語って、 杉 山が 次の ごとく 言って ゐる。 


第二次 桂內閣 のでき る 直前に、 自分 は 大義 丸と いふ 船に 乘 つて、 大 連に 直行した。 後藤 伯に 會 ひに 往 つたので あ 

る。 ー體 後藤 伯が 滿鐵總 裁から 第二次 桂內 閣の遞 相に 就任した の は、 豫 約の 實 行に 外ならぬ。 兒玉 大將が 突如 逝 

去した ので、 その 遣 志 だけ は傳 へなければ ならぬ とい ふので、 滿鐵へ 赴任した ので ある。 滿鐵總 裁と しての 後藤 

伯 は、 破天荒な 勅令に より、 薹 灣總督 顧問、 關東 都督 顧問の 重職に 就任した 爲 めに、 時の 關 東都 将 大島義 呂 將軍 

の 如き は、 滿鐵總 裁の 下風に 立つべく 餘 儀な くされて ゐた。 從 つて 自分が 大 連に 赴き、 後藤 總 裁に 會 見した 際の 

如き は、 大島 都督の 如き は、 右會 見の 席上で、 斡旋 役 を 勤める とい ふ 有様であった。 そこで 自分 は大島 都督に 對 

し、 「滿鐵 總裁は 營利會 社の 社長に 過ぎぬ、 かう した 席へ は 都督 自ら 登場す る 必要がない」 旨 を 述べ、 更に 藤 伯 

に對 して は、 中央の 意向 を傳 達する と共に、 「中央に は多士 濟々、 毫も 人物に は事缺 かぬ、 しかし 自分が、 破れ 

舟 大義 丸に 乘 つて 大 連へ 急行した る 所以の もの は、 實に責 下 將來の 身上に 關 する 重大 案件に 關聯 する からで ある、 

この 際、 斷然、 都督 府 顧問 は辭す るが 得策で ある」 と說 き、 藤 伯の 內諾を 得て 歸國 した。 歸國 後、 事 は 筋 書 通り 

に 進行し、 藤 伯 は桂內 閣の遞 相に 就任した。  * 

また 桂 自身との 關 係に ついては、 長嶋隆 二が 「第二次 桂內閣 成立 前後に 於いて、 後藤 伯 は 屡. -桂公 を 訪問した、 桂 

內閣が 成立 すれば、 當然、 伯が 入閣 するとい ふこと は、 以前から 判明して ゐ たこと で、 旣定 の事實 であった」 と 語つ 

てゐる 0 

また、 當時 伯の 祕書 をして ゐた增 田次郞 は、 次の ごとく 語って ゐる。 

明治 四十 年の 暮、 藤 伯 は 上京 せられた。 そして 福 島縣矢 吹御獵 場の 雉 獵を仰 付けられ たが、 獵 からお 歸 りになる 
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と 扁桃腺が 發 熱し、 これが 惡 化して 腎臟 炎に 罹られた。 初め 自邸で 療養され たけれ ども 恢復せ す、 箱 根へ 赴かれ 

奈良 屋で靜 養、 更に 修善 寺に 出かけられ、 菊 屋で靜 養され、 それから 葉 山の 別莊に ゐられ た處、 桂さん が 「眺め 

がよ いから おれの 別 莊で靜 養し ろ」 と すすめられ たので、 藤 伯 は 私と 岸 一太さん と を 伴って、 桂さん の 別 莊長雲 

閣で靜 養され る ことにな つた。 この 長雲閣 は、 伊藤博文 公が 長 州の 雲助の ゐる處 だと 批評され たので 有名で あつ 

た。 私達が この 長 雲 閣に滯 在中に、 桂さん は 五、 六囘 ほど 来られた。 さう して 來ら るると、 一泊して 東京へ 歸ら 

れ た。 桂さん は 来られる 時 は、 朝のう ちに 来られる。 桂さん が 來.^ れる とすぐ、 後藤 伯と 會談 される が、 正午 頃 

になる と 平 田、 小 松原、 大浦 といった 方々 が やって来られる。 そして、 奥の 部屋で 何事 か 密議 を 凝らされる。 夕 

方 頃になる と 平 田さん 達 は、、 ソ と 歸られ る。 後で 桂さん は 更に 後藤さん としきり に 密議 を 凝らされる、 そし 

て 桂さん は 翌朝 歸 京され るので ある。 かう した 會合 は、 五六 囘 ほど 繰 返された。 私 は 何の 爲 めの 會合か 一向 わか 

ら なかった。 ところが、 その後 四、 五箇 月 ほどす ると、 內閣が 更迭して、 桂 第二次 內閣が 成立し、 長 雲閣に 集ま 

られた 方々 が、 皆 閣員に 列せられ たので、 成程、 あの 會合は 重大な 會 合であった とい ふこと を、 漸く 五箇 月 後に 

なって 理解した やうな 次第であった。 

すな はち、 これによ つて 見る と、 桂の 次期 內閣 引受の 準備 は、 旣に 冬の 間に 著々 として 進涉 し、 入閣すべき 人々 す 

ら 確定して ゐ たので ある。 その 謀議に 伯 は 旣に參 加して ゐ るので あるから、 伯の 入閣 も 亦、 喑默の 間に 了解が あった 

ものと 推察せられ るので ある。 . 

更に この 關係を 最も 有力に 物 まる もの は、 次の 書稽 である。 これ は娃 が、 當 fli 鐵總 裁と して、 露 都 訪問 中の 伯に 


宛てて 途っ たもので あって、 これに よれば、 者の 關 係が 如何なる ものであった かが、 明瞭す るの みならす、 ； Si の 新 

內閣に 伯の 入閣すべき こと も、 言外に 現 はれて ゐ るので ある。 

大連御 發途之 際、 御認之 芳書、 正-一 相屆、 拜讀仕 候。 長途の 汽車 御旅 行 如何 哉、 彌御 壯康之 御事ト 奉遠賀 候。 別 袖 

後 都下 之 情勢 ハ、 殊更 財界 之 形勢 を嶮惡 ならしめ、 最早 極度 一一 近き まてに 推移 居 中 候。 叉 一方 一一 於 而ハ、 總選擧 

最中 一 一而、 恰モ 本日 を 以て 終了 之 期と 相 成 居候 處、 事實ハ 判然 不仕候 得 共、 政 黨之旗 勢 案外 一一 擧 がらす、 或は 局 

面 二 一  變を來 し 不中哉 之 想 を ナシ居 申 候、 兩 三日 中には 判然 可 致 候。 預而御 配 意之 件 も 矢 張 其 儘-一而、 計 畫ハ充 

分 相 定まり 居候 得 共、 其實行 一一 至り 候 而ハ、 互 一一 責任 を遁れ 居候 爲體、 畢竟 皆 老衰 之 結果と 御 推察 可 被 下 候。 併 

し 形勢 一一 於而、 最早 極度 一一 達し 居候 事故、 此儘 一一 而數 日間 推移 仕 候 事 ハ 不可能 一一 候。 一 變之 時刻 ハ 不日 一一 來リ可 

申 候 半と 相 考居申 候。 曾禰子 頃日 歸省、 韓地之 情 形 も悉敷 承り、 春 畝 公よりも 一書 到来 致 候。 同 公 も 殊に 支那 問 

題 二 ハ 痛心 之 模様 一 一而、 老 兄が 態と 人 を 遣され、 近況 を 御 內報被 成 候 事な ど 相 認メ、 心配 之 由中來 候。 併し 何事 

も 到底 局面 ー變 ならでは 六ッケ 敷かるべし なと、 種 ぷ曾禰 子 一一 托し 傳言 いたし 來申 候。 尤モ此 人 議論の みに て實 

行-一難き 人 故、 何も 信用 は 難出來 候へ 共、 實際 前途 想像せ は、 無責任ながら も、 有志 者 は 誰れ も 心配せ ざる を 得 

• (露ヲ さす) - 

さる 事と 存申 候」 于時贵 地 之 御用 は、 定めし 見込 之 通、 夫ぶ 相 運 候 半と 推察 仕 候。 先 は 御旅 行中 之 御 起居 伺 旁、 

以 S£ 得 貴意 候。 不日 拜 光之 節、 萬褸 候。 他 は申殘 候。 敬具。 

五月 十五 日  太郞 

後藤 男老兄 侍史 下 
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伯と 桂との 關係 は、 この やうに 親密であった が、 さらに これに 加へ て、 伯 は 元老 方面の 氣 受け も惡く はなかった。 

伊藤博文との 關 係に ついては、 杉 山 茂 丸 は 一 後藤 を臺灣 民政長官に 引上げて やった 人 は 伊藤 公です。 —— 兒玉は 山 

縣の 推薦、 後藤 は 伊藤の 推薦に よって 行った ので、 これが 出世の 始まりで ある 一 と 語り、 叉 福 澤桃介 は 左の 如く 觀察 

して ゐる G 

後藤さん が兒玉 源太郞 さんに 可愛がられ たこと は、 世間 周知の 事實 であるが、 私 は 後藤さん を 一番 信賴 して 使つ 

た 人 は、 伊藤博文 公で あらう と 思 ふ。 後藤さん は 自分 も 伊藤博文 公 を崇拜 し、 伊藤 公 も 後藤さん を 偉い人と 思つ 

てゐ た。 尤も 伊藤博文と いふ 人 は 智慧の 人で、 馬鹿な 人間が 嫌 ひだった。 後藤さん を 引立てた のは兒 玉だった け， 

れ ども、 伊藤博文と いふ 人が、 後藤さん の經綸 識見に は 非常に 敬服した であらう と 思 ふ" 

山縣と 伯との 關係 は、 臺灣 赴任 前後から 始まり、 殊に 杉 山 茂 丸が 兩 者の 間に 立って、 熱心に 斡旋して ゐた。 山縣と 

伯と が、 相當 親しかった こと は、 滿鐵總 裁 就任 前後に、 伯が 山縣に 達った 旣述の 書翰 (第二 卷 第一章 第一 節 六) によつ 

て も 明かで ある C 

井上馨との 關 係に 於いて は、 伯 はしば く 議論し、 時として は 意見の 衝突 もあった が、 しかし 井上 は 公平に 彼の 手 

腕 を 認めて ゐ たやう である。 また その外に は、 政黨 にも 可成り 廣汎な 知己 を 有し、 實 業界に も、 軍人の 間に も、 交友 

が 多かった。 

ゆ ゑに 彼の 政界 進出 は、 かなり 永い 間 かかって 準備され た 情勢の 結果であって、 謂 はば 水 到って 魚 行く がごと き自 

然 であった ので ある。 


三、 入閣 記 

前 二 項に おいて、 吾人 は、 伯が 滿鐵を 去って 桂 內閣に 人った 事情 を、 外部より 眺めた。 

しからば、 伯 自身 はこれ を 如何に 說 明したり しか。 鼓に 伯の 手記に 成る 入閣 記」 なる ものが ある。 その 表題の 下 

に は、 「明治 四十 一年 八月 二十 七日、 赤十字 病院 二 於テ新 平識」 と 記して あるが、 本文 中 「爾来 病榻ニ 沈綿ス ルコト 

旣 ニニ 旬ヲ驗 ュ」 と あるより 見れば、 八月 上句の 起稿で あるら しく 思 はれる。 すな はち 伯 は、 八月 八日に 赤十字 病院 

を 退院して ゐ るから、 この 八月 二十 七日と いふの は、 八月 七日の 誤りで あらう。 

また この 入閣 記なる もの は、 如何なる 目的の ために 起草され たる もので あるか 明かで ない。 伯が 近親者に 示す ため 

に 記せし もので あるか、 叉 は 將來自 傅の ごとき もの を 編む 際の 村 料と して 左右に 口授した もので あるか、 乃至 は 公開 

の 目的で あつたか、 今日に おいて は 推測す る こと を 得ない。 

ただこれ によりて 明瞭に 知り 得る こと は、 伯の 入閣 を具體 的に 桂より 交涉 せられた の は、 親任式 前 二日で あつたと 

いふ ことと、 伯が 滿鐵 に關 し、 新 首相の 言質 を 得て、 はじめて 人閣を 承諾した ことと である。 

\  injS 己 明治 四十 一年 八月 廿 七日 

ス 言 赤十字 病院 一一 於テ 新平識 

第一 一次 桂 內閣ノ 組織 一一 當リ、 予カ桂 侯 ヨリ 人 閣ノ勸 誘 ヲ受ケ タル ハ 七月 十一 一日 一一 シテ、 實 一一 親任式 ヲ行ハ セ ラル 

ルノ 前兩日 ナリ。 此勸 誘ハ予 一一 取リテ ハ誠 一一 突然 ノ加談 一一 シテ、 予 ヲシテ 卽刻ノ 快諾 ノー  怯ナル 所ナキ 能ハザ ラシ 

メ タリ 0 
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先是、 去 臘以來 今春 一一 IG- ル比 ヒー 一 於テ、 西 園 寺侯ノ 內閣ヲ 否定 シ、 時： li:/ 轉換ヲ 行 フヲ要 スト ノ 意見 政界 ノ 一方 

二 提起 セラ レ、 而モ此 意見 ハ主 トシ テ椎侯 一 派 ノ政客 ヨリ 立 策 セラ ルト舆 評 セラ レ タリ。 當時 予ハ此 一 策 必ズシ 

モ行 ハレ 難 キニ非 サルへ キモ、 之ヲ 時機 -ー 考へ テ其得 計トナ ス 一一 足 ラサ ラ ン コトヲ 思ヒ、 友誼 上 之ヲ侯 二 一  言シ 

タリ シコト ァリ。 侯果シ テ予ノ 意見 一一 同 セラ レシ ャ否 ヤヲ 知 ラサ レ トモ、 爾來侯 ハ 一 派 政 客 ヲ戒メ テ其躁 急ヲ制 

シ、 以テ議 會及總 選 擧ヲ經 過 セリ。 然ル 一一 六月 末 一一 至リ、 西 園 寺 首相 ハ疾ヲ 以テ俄 一一 職ヲ 辭シ、 繼 ィテ閣 臣皆辭 

表ヲ上 レリ。 予ハ滿 鐵總裁 トシ テ四 月末 ヨリ 露國 一一 遊ヒ、 六月 中旬 ヲ以 テ歸 朝シ、 尋 ィテ韓 國ヲ經 テ淸國 一一 遊ハ 

ント 欲シ、 發 スルー 一先 クチ、 滿鐵經 營上對 露 政策 ノ 得失 一一 關スル 所見 ヲ、 元老 閣臣諸 公一 一 一言 シ m お カン コトヲ 求 

メ、 西 園 寺 首相 ノ 承諾 ヲ得タ リシ 力、 愈 六月 二十 五日 ヲ以テ 期 トセ シ 一一、 適々 竹相ノ 違和 ヲ以テ 未タ果 サス、 將 

一一 京ヲ發 セント スルー 一、 七月 四日 拜謁 ノ內論 ァリ、 出發ヲ 見合 居 リシ 間 一一、 內閣 ノ總辭 職トナ レリ。 予ハ 遊淸ノ 

準備 一一 忙ハ シ カリ シノ ミナ ラス、 外 間 往々： g 侯ヲ 要シテ 新內閣 組織 ヲ促ス モノ ハ予ナ ルカ ノ如ク 臆 說シ、 甚シキ 

ハ予カ 西 園 寺 首相 一一 請ヒ タル 對露 問題 並對淸 問題、 及 滿洲數 字 的 十 年計畫 大要 開陳 ノ ー按 力、 端ナ ク內閣 辭職ノ 

近因 ヲナシ タリ ト迄誤 料スル 等、 不快 ナル 嫌疑 ノ^ 集 一一 遭 ヘル 場合 ナ リシ 力 故 二、 十二 日 桂 侯 力 引ィテ 意見 ヲ問 

ハル、 一一 至ルマ テノ 間、 予ハ特 一一 侯ヲ 訪問 スル コ トヲ 避ケ、 唯 新 內閣ノ 組成 ヲ待 チ、 政局 更新 ノ 大意 ヲ 領シ、 然 

ル後遊 程 二 上 ルノ要 アリシ カ爲 二、 數 日出 發ノ期 ヲ綏へ ッ、 ァ リタ ル際ナ リキ。 

以上が 桂 公より 入閣の 交涉を 受けた るまでの 顚末 である C その 間にお いて、 伯 は 極力、 自分が 倒閣 運動の 主謀者で 

ない こと を辨 明して ゐる。 前項に 記した る、 長雲閣 における 內閣 引受の 謀議に ついては、 ニー 一一  n も 及んで ゐ ない。 しか 


し 倒閣の ための 積極的 行動に つ いて は r 此 一策 必ス シモ行 ハレ 難 キニ非 サルへ キモ、 之ヲ 時機 二 考へテ 其 得計ト ナス 

二足 ラサ ラン」 こと を 思 ひ、 伯 はむしろ 自重 策 を 桂に 進言した ので あると 記して ゐる。 さう して、 伯の 「人 閣記」 は 

繽 いて、 人閣 受諾の 顚末を 次の 通りに 記述して ゐる。 

十二 日 ノ會見 一一 於テ、 桂 侯ハ予 一一 吿グル 一一、 內閣 交迭ノ 已ムヲ 得ザル 所以 ヲ以テ セリ。 予ハ曰 ヒキ。 桂 內 閣ヲ以 

テ西園 寺內閣 一一 代 フル ノ已 ムヲ 得サル 所以 ハ、 朝野 ノ齊 シク 認ムル 所、 侯 力 宜シク 匪躬 ノ節 ヲ勵 マサル へ キ所ナ 

リ。 然レ トモ 由來 政界 ノ事、 談シ易 クシ テ處 シ難キ モノ 多シ。 時 情 ニ由リ テ之ヲ 察スル 二、 ：： 儿老 諸公ノ 意向 ノ如 

キ、 最 シ ク商摧 ヲ要セ ラル へ キ所 一一 非ス ャト。 侯ハ 曰へ ラタ。 諸 公 固 ヨリ 予カ 新內閣 組織 ノ已ム ヲ得サ ルヲ諒 

セリ、 假令 多少 ノ 異見 ヲ 生スル コ トァリ トモ 大命 一一 膺リ 職分 一一 供 シテ其 他ヲ問 ハサ ル ハ、 予輩ノ 責任 ノミ、 予 

ハ君カ 一 大臣 ノ任ヲ 以テ人 リテ共 一一 新 內閣ヲ 支持 セラ レ ン コトヲ 望 ムト。 話頭 ハ將 一一 進ミテ 閣僚 分 任 ノ差排 一一 及 

ハン トス。 予ハ思 ヘリ。 現職 ノ責分 ヲ顧ミ ルー 一、 果シテ 侯 ノ薦ニ 應スル コトヲ 得へ キヤ 否ャハ 未定 一一 屬ス、 侯 力 

今 或 一 省ノ任 ヲ擬セ ラル 、 ヲ聞 ィテ、 後尙人 閣ノ辭 セサル へ 力 ラサル ヲ發 見スル コ トァラ ハ、 是レ 所謂 班 資ノ崇 

庳ヲ 算スル 一一 似テ、 甚 タ謂ハ レ ナキナ リト。 仍リテ 侯 ノ說ヲ 遮 リテ對 へ テ 曰ク。 旣 一一 身ヲ 政界 一一 m はケ ハ、 入閣 ノ 

薦ハ臣 子ノ榮 ナリ、 分 省 排班ノ 當否ノ 如キ、 予ハ 斷シテ 一 言 モ此ニ 及 フ所ァ ラサル ヘシ、 唯 侯 ノ命ス ル所ノ マ 、 

ナリ、 然レ トモ 予ハ現 一一 滿鐵總 裁ノ任 一一 在リ、 會社ノ 現 規模 ハ、 全 ク予カ 劈 空瓶 始セシ 所 一一 係 レリ、 今日 社業 稍 

々其 緒 一一 就 ケリト 雖乇、 寸效ノ 未 タ見ハ レサ ルー 一、 胱 然身ヲ 翻へ シテ其 後ヲ顧 ミサ ラ ン カ如キ ハ、 予カ 奉公 ノ本 

意 二 於 テ能ク 忍フ所 一一 非ス、 是レ 謹ンテ 熟慮 ヲ 加へ サル へ 力 ラサル 所 ナリ、 fe モ亦幸 一一 之 力 處分ノ ，：N シキ 所ヲ思 
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ハレ ョト。 侯ハ 曰ク。 此モ 亦予ノ 再思 ヲ加 へ タル 所 ナリ、 予ハ 滿鐵ノ 主管 ヲ遞信 省 一一 移シ、 君ヲ シ テ之カ 主管 大 

臣タ ラシ メテ、 以テ 其後ヲ 蕃クセ ント欲 スト。 れハ此  一一 4- マリ、 予ハ 熟考 一 日 ノ猶豫 ヲ乞ヒ テ辭シ 去 リ タリ。 

滿鐵ヲ 以テ遞 信省ノ 主管 一一 屬セ シ メンコ トハ、 予カ 從來ノ 所論 ナ リシ 力、 以上 ノ 疑問-一 對スル 桂侯ノ 解決 ハ、 恰 

モ此策 一一 出テ ラレ タリ。 且 ッ思フ  一一 n: 露 開戰ノ 年、 前 次 独 內閣ノ 時-一際 リ、 財政 策 上 鐵道國 有斷行 ノ說ヲ 進メシ 

モノ ハ予 ナリ。 而シ テ之ヲ 斷行セ シ モ、 未タ其 利ヲ享 クル  一一：：^ 3 ァラ ス シ テ、 先ッ其 弊-一 堪へサ リシ モノ ハ、 西 園 

寺內 閣ナリ C 桂 內閣カ 其 後 ヲ承ク ル 二 當リ、 予ヲ シ テ之カ 整理 ノ責 ニ處セ シメン ト擬セ ラル、 ハ、 理ニ 於 テ辭シ 

難キ 一一 似 タリ C 仍 リテ： sti- 一人 閣 承諾 ノ決 答ヲ独 一一  致セシ ハ、 翌 十三 ni ナ リシ 力、 而モ 其夕予 ハ頃來 所患ノ 不安 

ヲ感 シテ、 俄 一一 赤十字 病院-一入 リ、 十四日 閣僚 親任 ノ 式-一 ハ爲- 一躬 闕下 一一 趨ル能 ハサ ル - 一至 リキ。 

かくして 伯の 人閣は 決定し、 伯 多年の 志 はこ こに 達せられて 臺閣の 人と なった。 然 らば これに 對 する 世評 は 如何。 

伯 は その 感懐 を、 次の 如く 述べて、 「人 閣記ー の 稿 を 結んで ゐる。 

爾來 病榻ニ 沈綿ス ル コト、 旣  一二 一旬 ヲ脇ュ 。 此間 二 於テ、 f ヲ シ テ偶々 物情 ノ恃 ミ難キ ヲ感セ シ メタル コ トニア 

リ。 諸方 ノ 知友、 多ク ハ： S 內閣 一一 作 列スル ノ予カ 得策 一一 非サル へ キヲ 說キ、 乃至 未知 未見 ノ人 一一 シテ、 入閣 ヲ悲 

シ ムト云 フカ 如キ 電文 ヲゃ W セラ レ タル ノ類、 一 二 シテ足 ラサル コ ト是レ 一 ナリ。 大連 在住 邦人 中、 從來予 カ滿鐵 

總裁 タル ヲ悅 ハス、 相 謀 リテ轉 任 運動 ノ策ヲ 講セシ 者 流 一一 シテ、 今ャ却 テ予ノ 入閣 ヲ以テ 失 〈几 ト ナシ、 一般 在住 

人士 二 和 シテ、 總裁 留任 意見 ヲ鳴 ラス ノ類是 レニ ナリ。 一 後藤 新平ノ 進退 二 シテ、 江湖 ノ 是非 ヲ费 ヤスコ ト此ノ 

如キ モノ アル ハ、 實 一一 自ラ顧 ミテ忸 タラサ ル能 ハサ ル所 トス。 漢庭榮 巧宦、 雲 閣薄邊 功、 滿！^  ノ任ト 唯モ、 予 


ハ未タ 敢へテ 功名 ノ心ヲ 以テ經 營ノ責 一一 加へ ス。 閣臣ノ 進止ヲ 卜シテ 自家 ノ 得失 一一 問ヒ、 一 拒 一 競、 泰ー 一就 キ否 

ヲ 避ケ、 以テ 政治的 生涯 ヲ貪 ラン 力 如 キハ、 誠 一一. 所謂 巧宦 者流ノ 能事 タルへ キモ、 此ハ固 ヨリ 不巧不 俊 ナル予 輩 

ノ 分際 一一 非ス。 世ノ 風雲 ヲ候 ヒ、 標置 ヲ貪ル モノ ヨリ 之 ヲ觀レ ハ、 今日 桂 內閣ノ 閣僚 クル ハ、 或 ハ賤ク 功名 ヲ沾 

ヒテ、 貴ク 自己 ヲ售ル 所以 ノ經濟 ニ非サ ルナ ラ ン。 大臣 ハ重位 ナリ。 其 苟モ取 ルへカ ラサル ハ亦 猶其苟 モ遣ル へ 

力 ラサル 力 如シ。 利害 ヲ以テ 出處ヲ 論シ、 成敗 ヲ以テ 政治家 ヲ 論スル ハ、 世間 自ラ人 アル へ シ C 一  日官ニ 服シテ 

一 日 聖主ノ 信任 ヲ辱 メサル コト ヲ得レ ハ、 則チ予 一一 於テ 足ル。 五 年相ト ナリ、 十 年 宰トナ ルモ、 歳月 ノ 長短、 攀 

附ノ 巧拙 ハ、. 何 ソ曾テ 臣子ノ 分ヲ輕 重シ、 政治家 ノ 價値ヲ 低昂ス ル 一一 足ラ ン ャ。 思 フテ此 一一 至リ、 覺へ ス啞然 失 

笑ス。 

戊 申 八月 廿 七日 赤十字 病院 病牀 一一 於 テ記ス 

第三 節 時代と 人物 

一、 時代 の 背 景 

いま 伯が、 桂 を 助けて、 その 經綸 を縱 横に 行 はんとし たる ころの 日本 は、 果して 如何なる 日本で あつたか。 

これ を經濟 的に 眺 むれば、 日露 戰爭の 終了 ごろ を もって、 日本の 產業 革命 は、 大體 において 完了した C 維新 當 初に 
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おける 農業 國 日本 は、 工業 國 日本に なった。 かくして 國內の 產業關 係が 根本的に 變 化する と 同時に、 外國 との 經濟關 

係 も 次第に 推移しつつ あった。 その 變遷期 を 順序よ く 橋渡しす る ことが、 桂 內閣の 大きい 使命であった。 

日本の 國 力が、 日露 戰爭 をー轉 期. として 躍進した こと は、 左の 如き 戰前豫 算と戰 後豫算 との 比較に よっても 目瞭で 

ある。  . 

人 ^ 


戰 前 (三十 六 年度) 

戰 後 (四 十 年度) 


歳 

二 五 一 、六、 

-六 一 五、 八 


豫 算 

、九 六 一 圓 

一、 r;^〇 四圓 


歳出 豫算 

二 四 四、 七 五 二、 三 四六圓 

六 一 六、 四 四 一 、〇 四七圓 


さらに 外國 貿易に つ いて 見る も、 次の やうな 著しい 變化 があった。 


戰前 C 三ナ六 年度) 

戰後 (四 十 华度) 


輸  出 

三  一一 、ニー  二、 八 五 1 

四 五 五、 一 五 二、 三 四 九 


人 

九、 四 九 五 


合 

六 四 三、 で 

九 六 六 ハ八六 九、 七 〇 九 


、三 四 六 


輸 人 超 過 一 

二 〇、 九 〇 六、 六 四 四- 

五六、 五六 五、 〇 一 二 


五 二、 七 一 七、 三 六 〇 

以て 日本の 資本主義が、 如何に 早い 足 どり で 進んで 行った かが 了解せられ るで あらう。 

然るに、 かかる 異常の 發展の 一方に は、 又 これに 對 する 幾多の 暗影が 隨 伴して ゐた。 假に 內外國 債に ついて 見れば、 

戰 後の 國債額 は戰 前の 約 四 倍に 激增 して ゐる。 次の 通りで ある。 


戰前 (三十 六 年度) 

戰後 (四 十 年度) 


外國債 

九 七、 六 三 〇、〇〇〇 

六 五、 七 〇 一 、ニニ 四 


内 


債 

円 


四 八 二、 九 三 八、 九 五 一 

. 一 一 〇 、六 四 五、 ニニ 八 


合 

五八 〇、 五六べ、 九 五 


計 

ョ 


一 飞ニ七 六、 三 四 六、 四 五 二 

しかも 一方に 於いて は、 外國貿 = ^が 年と 共に 輸入超過の 趨勢 を迪 つて 行った ために、 在外 正價は 急速に 減退し、 正 


貨 準備の 基礎す ら憂惧 せられん とし、 また 人口の 都會 集中 は、 次第に 新たなる 社會 問題 を發生 せんとして ゐた。 

それよりも、 一層 根本的であった こと は、 日本の， 資本主義の 異常 急速の 發展 原因たり し好條 件が、 今や 次第に 喪失 

せんとして ゐ たこと である。 卽ち 日本 工業 發展の 一 原因たり し內地 原料 は、 工業の 大發展 とともに その 不足 を 吿げ、 

多く これ を 外國に 仰がざる を 得ざる に 至り、 その 第二 原因たり し 低廉 賃銀 は、 次第に 騰贵の 趨勢 を迎 り、 第三の： g 因 

たりし、 未開 市場の 近接 は、 支那、 印度、 南洋 自體に 於け る 新 工場 發生 のために、 脅かされん とする の 兆を呈 しつつ 

あった。 

これ を國際 的に 眺 むれば、 俄然と して 擡頭した る 日本の 工業、 殊に 繊維工業と 海運業と が、 從來歐 米 各 國の獨 占 市 

場たり し 支那 市場 及び 太平洋 上に 於いて、 新しき 競爭を 開始し たがために、 諸 外國の 嫉視 を 招かん とし、 叉、 露國海 

軍の 一 掃に よる 日本海 軍の 優勢 は、 太平洋 上に 於け る 軍事 情勢 を 一 變 せしめ、 一 轉 して 歐米 列强の 戒心 を 誘 はんとし 

てゐ た。 

かかる 國內 經濟と 國際關 係の 變 化と は、 當然 國內の 政治に 反映し、 ここに も 亦 根本的なる 變 化が 發生 せんとして ゐ 

た。 それ は 維新 以来 日本の 政治 を 支配して ゐた 藩閥の 勢力が、 新たに 興りつつ あった 資本家 階級に よって、 その 地位 

を 奪 はれん として ゐ たこと であった。 政治 形式の 上から 言へば、 官僚政治より、 政黨 政治への 推移が これで ある。 

顧みれば 維新の はじめ、 德 川の 幕府 を 倒した 薩、 長、 土、 肥の 四 藩のう ち、 土 佐と 肥 前と は、 夙く 臺閣を 去って 野 

に 下り、 他の 諸 藩の 勢力と 合して、 自由 黨と 改進 黨 との 二 大政 黨に 結成せられ、 薩長の 勢力 は 相 聯合して 明治 政府 を 

維持して きたが、 その 政治の 形式 は、 行政 部の 權カ を强 化し、 官僚と 軍人と を もって これ を擔當 せし むる ことで あつ 
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.た0 さう して、 激烈なる 競 爭試驗 制度 中心の 學制を 布き、 官立 學府に 秀才 を 集め、 これ を 文官 試驗 によりて 政府に 登 

庸し、 官吏と して 頭角 を 見 はした る もの は、 これ を 勅選 議員と して 貴族院に 達り、 以て 議會 より 政府 を 支持せ しむる 

の 方策 をと つた。 

また 明治 初期の 產業 は、 多く 政府の 誘導 保護に 俟っ ところ 多かった ために、 民間の 事業家 並びに 金融業 者 等 は、 多 

く 政府 當路と 相 支援す る を 便と なし、 官僚政治 形體の 外廓と して、 行動して 來 つたので ある。 

かかる 一切の 勢力 を 代表して 出現した のが 桂內閣 であった。 明治 四十 一年の 交に 於け る 桂 太郞の 勢望が、 日本 全土 

を壓 する の觀 あつたの は、 そのためであった。  . 

しかしながら 一つの 政治 形態が、 絕 頂に 登りつ める とい ふこと は、 やがて 他の 政治 形體 へと 轉下 する こと を 意味す 

る。 すな はち 第二次 桂內閣 は、 一面に おいて、 官僚政治の 全盛期 を 劃 するとと もに、 他の 一面に おいて、 それが やが 

て政黨 政治へ と變 化する の 兆候 を、 すでに 包藏 して ゐ たのであった。 

それ は 日本 資本主義 發展の 過程と して、 新しく 崛 起せる 新 資本家 階級が、 漸く 藩閥 政治家より 獨立 せんとす るの 勢 

ひ を 示した ことで ある。 ことに 日露 戰 後の 財政 經濟の 後始末 は、 當 時の 政府 當局者 をして、 資本 を 民間に 仰ぐ の 必要 

を 痛切なら しめたた め、 嘗て は頗 使した る 資本家に、 しば 膝 を 屈して 懇請す るの 已む なきに 至らし め、 これが 爲 

めに 後者の 勢力 を 次第に 增大 せしめた ので ある。 

さらに 一 方、 日本の 經濟 的發展 は、 漸次 中産階級 を繁榮 せしめ、 その 結果 投票 を此 等の 階級に 求む る政黨 をして、 

次第に 獨自の 勢力 を 張る に 至らし めた。 


この 新 資本家 達が、 新しく 擡頭せ る 政 黨と結 托する の 必要 を 感じた こと は、 窟 に 當然の 成行きであった。 かくして 

資本家と 政黨 との 聯合 は、 徐々 として 進涉 し、 それが 官僚政治に 對 する 大きい 挑戰 となって きた。 卽ち 行政 部、 並び 

にこれ を 助ける 貴族院に 對 する 衆議院の 勢力の 增大が これで ある。 さう して この 潮流 を 代表した のが、 西 園 寺の 率 ゆ 

る 政友會 であった。 

桂の 官僚 內閣 と、 西 園 寺の 政 黨內閣 とが、 明治 三十 九 年より 大正 元年まで、 相替 つて 政局 を擔當 したの は、 上記の 

ごとき、 經濟的 並びに 政治的 變遷の 過渡的 現象であった。 さう して 第三 次 桂內閣 が、 大正 二 年初 頭の 憲政 擁護 運動 を 

もって 倒壞 するとと もに、 明治 初期より 四十 幾年に 互って 日本 を 支配した る 官僚政治 は、 實質上 終お し、 日本 はつひ 

に政黨 政治 時代に 人る に 至った ので ある。  . 

後藤 新 平の 入閣した 第二次 桂內閣 は、 斯 くの ごとき、 日本 特有なる 官僚政治の 黄金時代 であり、 行政 權の 最も 強大 

なる 時代で あると 同時に、 また その 最後の 官僚 全盛時代で もあった ので ある。 

行政 的 手腕に 於いて、 卓越した る 天稟 を 有した る 彼が、 此の 內閣に 人り、 此の 首相の 信任 を 得た る こと は、 龍の 雲 

を 得た る ごとき 幸運であった。 すな はち 知る。 第二次 桂內閣 の遞相 時代が、 彼の 政治家と しての 得意 全盛時代 たりし 

こと を e 

二、 入閣の 抱負 

然 らば 伯 は、 桂 內閣に 人り て、 果して 何を爲 さんと する ので あるか。 桂 はまた 伯 をして、 何を爲 さし めんと する の 
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であるか。  . 

これ を 表面上より 眺 むれば、 桂 首相の 發 表した る 十二 政綱 中の 第三、 鐵道 經營、 第 十二、 遞 信の 二 項目が、 伯の 直 

接 主管の 事務で ある。 若し これに 加 ふべき もの ありと すれば、 伯の 臺灣 および 滿洲に 於け る閱歷 上、 第 四、 拓殖の 一 

項で あらう。 

しかるに、 伯と 桂との 間の 默契 は、 政府 事業の 全般に 亙った こと、 旣に 述べた る ごとくで ある。 特に 伯が、 自ら 主 

力 を 傾けて 成さん と 志した ると ころ は、 人 閣に當 り、 伯の 手記した 次の 文書に よって 明かと なる であらう。 それ は 表 

紙に 伯の 自筆に て 「人 閣後覺 書 ノ 一」 と 記されて ある。 

一、 帝國ノ 財政 ノ 基礎 一一 付テハ 內外ノ 議論 囂 々タリ。 其 整理 ノ 急務 ナ ルー 一至 テハ 何人 ト雖モ 異論 ナキ 所、 新內閣 

ハ幸 一一 首相 ノカ 一一 倚リ、 此 一一 整理 案 成 リテ、 本 問題 一一 對シ 一 段落 ヲ吿ゲ タル 姿ナ ルガ、 抑 M 財政 上ノ 信用 ヲシ 

テ、 爾ク 薄弱 ナラ シム ルノ勢 ヲ作リ タル モノ ハ 誰ゾ。 予ハ 各省 二 於ケル 各部 ノ權 衡宜 シキヲ 得スシ テ、 互 二 調 

和ヲ缺 ケルヲ 以テ、 其 主因 ナリト 言 ハン トス。 此 病的 傾向 ハ獨リ 各省 ノ間 一一 止 ラス、 汎ク 言ハ、 我國 民間 ノ進 

歩 發達ノ 上 一一 モ、 其 例ヲ見 ル太タ 多シ。 換言 ス レバ、 各種 ノ機關 (教育、 財政、 勸業等 相互 ノ間) 迭 一一 調和 ヲ 

得ス シテ、 個々^々 一一 發達 セル モノ 一一  似 タリ。 之 レガ爲 一一 悉ク 不經濟 一一 趨ルノ 弊 ヲ生シ タル ナリ。 根本 ヨリ 此 

等ノ 不調和 ヲ醫セ ン トセ ハ、 固 ヨリ 世間 ノ俗說 二 拘泥 スへ キュア ラス。 一 時或ハ 不利 ヲ免レ ザ ルコ トァリ トス 

ルモ、 期ス ル所ハ 將來ノ 巨利 一 一存 スルヲ 遣 レサ レ ハ可 ナリ。 

一、 現在 ノ歲人 一一 依 リテ、 百般 ノ經 營ヲ 遂行 セント 欲 セハ、 何人 其 局 一一 當ル モ、 所謂 繰延 政策 ヨリ 他 二道 ナキハ 


辯ヲ待 タザ ル所、 但シ 井上 侯爵 ノ 唱道 セラ ル 、官 營ヲ 民業 一一 移ス コトノ 如キ、 亦 一案 タル ヲ失 ハサ ルノ ミナ ラ 

ス、 或ル部 ノ如キ ハ、 寧 tl 必要 ナル へ シト 雖モ、 之ヲ以 テ^ー 一 輸出入 ノ不 平均 ヲ濟フ ヲ得ル 政策 ナリト ハ信セ 

ラレ ス。 故 一一 繰延ハ 一時 止 ムヲ得 サルノ 政策 一一 シテ、 根本的 政策 ハ內 一一 向テ ハ、 前項 ノ如キ 官僚 不調和 ノ病源 

ヲ 斷チ、 外 一一 對シテ ハ 輸出超過 ヲ計ル 一一 如 カス。 而 シテ此 レ等ノ 目的 ヲ達 スル 手段 トシ テ、 關稅率 改定 ヲ說ク 

モノ アル モ、 是レ 一 方法 二 過キ ス シ テ、 全體ノ 政策 ト ス ル 二 足 ラズ。 

、 鄙見 一一 據レ ハ、 輸入超過 ヲ扬 フハ、 移民 及 海運業 獎勵ノ 二者 ヲ措テ 他 一一 恰當ノ 手段 ナシ？ 旣往ノ 統計 一一 據ル 

モ、 移民 ノ母國 一一 送金 セル 高 五、 六 百萬圓 一一 上 レリ C 叉 海運業 一一 付 テハ、 航海 造船 獎勵 ノ爲 一一、 國家ノ 支出 ス 

ル 金額 少 カラ ザ ルモ、 統計 ノ示 セル 數字ハ (  ) 圓ヲ下 ラサル ニ微 シテ、 前途 益ぷ 有望 ナル ヲ見ル へ 

キナリ 。然 ル-ー 不幸 ニモ 今日 ニ至ル マデ、 此ニ 個ノ大 問題 ガ、 政府-一 於テモ 民間 二 於 テモ、 切 實熟誡 二 講究 セ 

ラレ タル ヲ聞 カス。 姑ク 移民 ノミ 二 就 テ云フ モ、 我國ノ 人口 ハ、 年々 五十 萬宛增 加シッ 、アル 二、 未タ 曾テ國 

是 トシ テ 移民 ノ事ヲ 決定 スル コ トナキ ハ、 島國 タル 帝國ノ 地位 ヨリ 云フ モ大缺 典 ナリ。 時ノ 外務 當局者 ハ！： 是 

タル 根本 ノ定マ ラザル 爲メ、 先方 ノ國 情ノ ミ 二 泥ミテ 伸縮 セ ラル、 ヲ免 レス。 故 一一 先ッ 移民 ヲ 國是ト ス ル极本 

ヨリ 決定 シ、 而シテ 此國是 ヲ實行 スル爲 一一、 專門機 關ヲ設 ケテ之 一一 當 ラシ メ、 更 一一 彼我 ノ國 情ヲ 多少 斛酌 スル 

ノ權 能ハ、 之ヲ 外務 當局者 一一 委任 ス へキ ナリ。 再言ス レ ハ、 移民 問題 ハ社會 問題 ヲ解 釋ス へ キ 一 大 進路 一一 シテ 

內務 行政 及ヒ 財政 上 一一 モ、 密接 ノ關 係ヲ 有スル モノ ナ ルー ーモ拘 ラス、 內務 大藏兩 大臣 一一 於テ、 誡實 一一 本 問题ヲ 

講究 セラ レ クル ヲ耳 ニセサ ルハ、 眞ニ 昭世ノ 恨事 トス。 
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、 叉 海運業 二 就 テ云フ モ、 其 管理 ハ夙ニ 遞信省 二 霉 セシメ ラレ、 獎勸 保護 殆ン ト至 ラサ ルナ キノ 觀 アル モ、 細 

力 二 其 裏面 ヲ 窺へ ハ、 畢竟 斯ノ如 クスル トキ ハ此ノ 如 クナラ ント 推考 セル 詩的 行動 ノミ 一一 シテ、 初メ ヨリ 一定 

不動 ノ 方針 ナ キ 二 似 タリ ト云フ ヲ惲ラ ス。 之ヲ 詳言 ス レハ、 只 某々 國 一一 云々 ノ 例ァリ トシ、 二  一 ノ國ノ 先蹤ヲ 

追 フテ摸 擬是レ 事 トシ、 亳モ 彼我 ノ國 情ノ 相異ナ ル點、 及 長短 取舍ノ 得失 等 一一 付キ、 比較 講究 セラ レ タル ヲ聞 

カサル ハ遣 憾ナリ C 但 シ摸擬 必スシ モ 不可 トセ サル モ、 徒 一一 其 形骸 ヲ寫ス 二 汲々 トシ テ、 其 精神 ヲ 等閑 一一 付シ 

去ル トキ ハ、 彼 ノ孩子 ノ喜フ 狙公ノ  穀、 提灯 屋ノ 臨寫 セル 王羲之 ノ書ト 一般、 何ノ價 値カァ ラン G 

、 次 一一 當面 ノ急ナ ル滿洲 問題 一一 付 テ云ハ 、、 政府 ハ 他日 南滿洲 ヲ淸國 一一 還付 スル 意思 ナ ルカ 否、 或 ル人ハ 今一 一， 

於 テ還否 ヲ決ス ルモ何 ノ益カ アルト ノ遁 辭ヲ吐 カン モ、 我 一一 於 テハ、 先ッ以 テ此大 覺悟ヲ 定メ、 而ル後 諸般 ノ 

經 營ヲ定 メサル へ カラス C 假 一一 他日 還付 ス ル モノ トス ルモ、 實際 一一 於テ 還付 セザ ル ト 相等シ キ效果 ヲ收ム ル ノ 

道 ァリ。 蓋シ 五十 萬 乃至 百萬ノ 人口 ヲ移殖 スル是 レナ リ。 我國民 ハ母國 風土  ノ佳ナ ルト、 生計 ノ 容易 ナル トニ 

因リ、 性來外 一一 出 ツルヲ 喜 ハス。 曩日ノ 臺灣、 現今 ノ滿韓 ハ言フ マテ モナ ク、 往年 北海道 一一 於 ケル實 例 ハ皆此 

通有性 ノ 弱點ヲ 表示 セリ C 故 二 多數ノ 人口 ヲ滿洲 二 移 サン ト欲セ ハ、 先ッ 滿洲ノ 如何 ナル モノ ナ ルカ ヲ知 ラシ 

ムルノ 要 ァリ。 其方 法 一 ュ シテ足 ラサル モ、 昨年来 主張 セル 大ナル 學校ヲ 旅 順 一一 起ス 如キ尤 モ捷徑 タリ C 「住 

メバ 都」 ノ俚 議ノ 如ク、 由來外 一一 出 ツルヲ 欲セサ ル國民 ヲ誘フ 一一 ハ、 先ッ其 土地 ト相親 マ シ メサル へ カラ ス。 

已 一一 一 タヒ其 土地 ト相 親ム トキ ハ、 漸ク 大陸 的 生活 一一 習ル 、 モノ ナリ C 我 國民ガ 移民 トシ テ 如上 ノ 病根 ヲ有ス 

ル 二 モ拘ラ ス、 偶 M 布哇 一一 成功 シ タル ハ、 是レ 時勢 一一 促サ レ タル 驚ク へ キ 發展ノ 結果 ナリ r) 加奈陀 一一 於 ケル成 


功 モ亦此 機運 ヨリ 來ル。 

、 前段 一一 云 へ ル 移民 トシ テ 不適 當ナル 病 源 ハ、 浸潤 セル 所 極メテ 深シ。 素 ヨリ 一 朝夕 一一 シ テ能ク 拭去ス へ キ 一一 

ァラザ ルガ 上 一一、 政府 力 今日 一一 至ル マテ、 移民 若クハ 殖民 政策 トシ テ 何等 根本的 決定 ヲ下 サズ、 經濟學 者モ亦 

未タ 十分 ノ解 釋ヲ試 ミサ リシ ハ、 我 ノ國情 ヨリ 觀テ、 寧 E1 怪訏 一一 堪へ サル所 ナリ。 然レ トモ 前 一一 敍述ス ル如ク 

五十 萬 乃至 百萬ノ 人口 ヲ滿洲 二人 ル ヽ ノ 筆法 ヲ 以テ、 少ク トモ 百萬ノ 人口 ヲ韓國 二 入 レサ ル へ 力 ラサル ハ、 今 

日 ニ於テ ハ 最早 議論 一一 アラス シ テ、 刻下 ノ 急務 タル ヲ認 メラ レン コトヲ 望ム。 (東洋 拓殖 會社已 一一 起 レリ) 

、 次 一一 亞米 利加ノ 移民 一一 付 テモ、 一大 問題 生 シッ、 アルガ、 今日 一一 及 テハ、 從來 外務 當局者 ノ取リ タル 轍ヲ改 

ム ル コ ト容 13^ ナ ラサル へ シト 雖モ、 若 シ爲シ 得へ ク ン ぺ 現 大統領 及 「タフト」 等ト 商量 シ テ、 南米 一一 移：：^ ス 

ル コ トヲ 妨害 セサ ル ノ ミナ ラ ス、 協約 其 他 二 付キ、 方便 ヲ與へ ラル ヽコ トヲ、 他ノ 交換 問题 トシ テ 提起 スル ノ 

必要 ァリ。 幸 一一 シテ此 事 行 ハル 、 ニ至ラ ハ、 我 ヨリ 派遣 ス へ キ 領事、 其 人ノ撰 敍ハ尤 モ精ク セサル へ カラ ス。 

而シテ 之 一一 授 クルー 一、 外務 現行 ノ通则 以外 ノ權 能ヲ以 テシ、 移民 モ亦 整々 肅々、 秩序 的 進退 ヲ爲サ シメ、 又 共 

同 救濟ノ 方法 ヲ設ケ シ ムルヲ 要ス。 此ノ如 クスル トキ ハ、 自ラ 一 時 的 漂泊 移民 ト異 ナリ、 先方 國 一一 於テ モ相當 

ノ禮 ヲ拂フ コト、 ナラ ン。 此 ハ獨リ 南米 二  ノ ミ限ラ ス、 旣 ニ出テ タル 其他ノ  土地 又 ハ 滿韓國 ニ在ル モノ  ニ對シ 

テモ、 此種ノ 節制 ヲ加 フル コト ハ、 利益 ノ點ヲ 外 二 ス ルモ、 國家 ノ體面 上、 尤モ 急要ノ 問題 ナリト 思考 ス。 

、 如上 ノ 議論 ト共 一一、 更 一一 附言 シ置 カント スル ハ他 一一 アラス。 卽チ北 滿洲黑 龍 江 附近 一一 散在 セル 露 國：： ノ狀態 

是 レナ リ。 露國ハ 世人 ノ知ル 如ク、 近来 財政 ノ困 疲甚シ キー ーモ拘 ラス、 盛 一一 移民 ヲ企 テ、 年々 黑龍江 方面 一一 移 
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殖セ ラル、 數五萬 以上 二 達ス。 (然ル 二 我國ハ 韓國ニ 對シテ 官吏 ノ移 殖」 一 カム ルモ、 一般 移民 二 付テハ 未タ十 

分 意 ヲ用ヰ ザ ルカ ノ感 ァリ) 而シテ 世間 往々 露 人 勢 カノ 黑龍江 方面 一一 擴大セ ラル 、 ヲ 見テ、 猜忌 憂慮 スル モノ 

アル モ、 之ヲ 誘フテ 利用 スルノ 道ヲ知 ラサル ハ愚ナ ラス ャ。 彼等 ヲ 利用 スルノ 方法 ハ、 彼等 ト與 一一 日本 雜貨ノ 

販路 ヲ彼ノ 方面 一一 擴 張若ク ハ 開拓 スル 一一 在リ。 之レ 一一 付テ モ、 前段 一一 云 へ ル 如ク、 有力 ナル 領事 ヲ 必要 トス。 

領事 先頭 一一 立テ、 我 ガ商民 之 一一 隨ヒ、 首尾 相應シ テ商戰 一一 從ハ  >、 露本國 ノ都會 ヨリ 輸人セ ラル、 雜貨 ヲ驅逐 

スル コト、 必ス シモ難 キー 一 アラス。 何トナ レハ、 露本國 ヨリ 此レ 等ノ 貨物 ヲ 輸送 ス ル ノ 困難 ハ 、 我國ョ リ 輸送 

スル 困難 二 比 シテ遙 二 大ナレ ハナ リ。 我國人 ガ往々 勢 カノ 仲 縮 一一 腐心 シッ 、、 此ノ大 市場 ヲ 眼底 ヨリ 逸去セ ン 

トス ル傾 アル ハ慨ス へ キノ 至 ナリ。 

、 我ガ 領事 ノ 失錯 ノ爲 一一 、 政府 ノ 失錯 トナレ ル 事例 少シ トセ ス。 今滿洲 一一 於テ 實見セ ル モノー 一  就テノ ミ云フ モ、 

奉 天 一一 於ケ ル 實例ハ 如何。 之ヲ 一年 前 一一 比スレ ハ更 一一 甚シ カラ ス ャ。 營 ロノ 如 キ ハ 領事 ノ 狂態 ノ爲- 一 、 同地 二 

在 ル外國 商人 ノ、 新法 線 問題 一一 對スル 反抗 ヲ 招致 シクリ ト言フ ヲ禪ラ ス。 後チ 外務 當局亦 稍 i 悟レ ル モノ、 如 

シ。 其 他 之-一類 スル モノ 多々 ァリ。 要スル 二 領事 ノ 過失、 若ク ハ 微力 ノ爲 一一、 禍ヲ國 家 一一 蒙 ラシ ムル 虞ァレ ハ、 

其 人 ヲ選擇 スルー ー當 テハ、 學 識經驗 一一 重キ ヲ置ク へキハ 勿論、 其 人格 稟性 一一 モ 相當ノ 注意 ヲ拂 ヒ、 對手 者ヲシ 

テ徒 二 嫌惡 ノ心ヲ 起サシ メ、 若ク ハ輕 侮ノ念 ヲ生セ シメ サル適 村ヲ擧 用スル 二 在リ。 白面 ノ 書生 二 與フ ル 二 此 

重 地 ヲ以テ ス ル ハ危險 甚シ。 

、 新法 線 問題 ノ由來 一一 付、 深ク 講究 スル 時ハ、 淸國カ 我 政府 ノ施 セル 滿洲 政治 一一 慊 ラス、 寧 口 列國ノ 勢力 ヲ iM 


リテ、 我 國ノ隆 鼻ヲ挫 カン トシ、 成否 共 二 利 權囘收 ノ人氣 ト相合 フノ利 アル ヲ 看取 シ クル  一 ノ狂ー 百 ナルヲ 察知 

シ得 タリ。 彼 ハ初メ 利益 ヲ 問題 ノ外 一一 シテ、 列強 一一 賴リ テ我國 一一 一 擊ヲ 加へ ン トシ タル 一一 過キサ リシ モ、 中コ 

n ヨリ 利益 問題 之 ニ伴フ コト、 ナ レリ。 彼 淸國ガ 此企圖 ヲ發表 セル 時ハ、 已ニ 各國ノ 同情 ヲ 自家 ノ懷ニ 收メ、 

我 二 壓迫ヲ 加 フル 政策 ノ熟 セル 時ナ リシナ リ。 而シテ 其 餘焰ハ 今日 - ー及テ 猶未タ 媳ズ。 但シ此 計 畫ハ、 最初 唐 

巡撫ノ 方寸 一一 定リ、 中央政府 與 知セサ リシナ リ。 本 問題 一一 付 テハ、 我ハ愼 重ナル 態度 ヲ以 テ、 終始 主張 ヲ更フ 

へ 力 ラサル ハ 無論 ナル 一一、 當時 我內閣 一一 於テ ハ、 一 時 列强ノ 同情 淸國 一一 集ルヲ 見、 彼ノ言 ヲ容ル 、 ト 同時 二、 

別ュ 交換 問題 ヲ 提出 セ ン トス ル マテ ニ惑ヒ タリ。 然レ トモ 幸 二 辛 フシ テ、 此 危地 ヲ 免レ、 現下 ノ 立脚 點ヲ 維持 

スル ヲ得タ リシナ リ。 想フ 一一 新法 線 問題 ハ、 滿 洲經營 ノ全體 一一 關ス ルノ 重大問題 ナレ ハ、 我 ハ飽ク マテ 峻担ノ 

態度 ヲ改ム へ カラス。 寸 ヲ讓ル ハ尺ヲ 奪 ハル 、 所以 ナリ。 自ラ條 約上ノ 權利ヲ 放棄 スル如 キアラ ハ、 彼 ハ我ヲ 

以テ德 トセ ス、 却テ與 シ易シ トシ テ侮ル へキ ナリ。 中央政府 ノ 意志薄弱 ナル トキ ハ 折衝 ノ事 一一 當ル 公使 ノ 意志 

亦 薄弱 トナ リ、 結局 彼ノ爲 一一 致サル 、恐 レア リ。 今後 ノ事ハ 一 一一 新 外相 トノ 協議 一一 依リ、 之 一一 對シテ 確乎 タル 

方針 ヲ定 メラ レ ン コ トヲ 望ム。 

、 新法 線 問題 決 セハ、 次 一一 滿鐵 問題 一一 移ルヲ 順序 トス。 滿鐵 ノ經濟 事情 ハ、 當 初或ル 人々 ノ吹聽 セル 如ク n 利 

アル ユア ラサル モ、 其 後或ル 人々 ノ 悲觀セ ル如ク 寡利ナ ル モノ 一一  モア ラス。 實際ハ 後者 ノ 見込 ミ ヨリ ハ遙ニ 上 

位 一一 在 リト言 フヲ妨 ケス。 此ハ 漫然 ノ 立言 二 アラス シテ、 創立 委員 ノ計 數、 叉 大藏省 草案 計數 以上 ト 比較 シ、 

一 々調査 研究 シ タル 結果 ナリ。 新法 線 問題 未タ決 セサル 一一、 滿鐵ノ 利益 ヲ 表白 スル トキ ハ、 旣 一一 一 方-一 於テ此 
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ノ如キ 巨大 ナル 利益 ヲ享 クル 以上 ハ、 新法 線ノ 延長 ハ 是認 スル モ可ナ ラス ャト ノ說出 ツル ノ虞 ァリ。 滿鐵ハ 新 

法線 ノ延 長サ へ 抑制 シ得 ハ、 其 利益 ハ 今日 ノ豫算 以上 ナルヲ 疑 ハズト 雖モ、 一 タ ビ此ノ 延長 ヲ容 サバ、 侵略 ノ 

禍 底止 スル 所ヲ知 ラズ、 或ル 外交官 ハ 條約上 一一 新法 線 以外 延長 ヲ企 テ サルノ 證明ヲ 留保 セハ 可ナ リト說 クモ、 

是レ 腐儒 ノ言 ノミ。 共 一一 時務 ヲ談ル 一一 足 ラス。 這般ノ 問題 ハ究竞 實際的 ナリ。 一 タヒ 新法 線ノ 延長 ヲ聽 カハ其 

. 他ノ 延長 ヲ拒 ムノ辭 亡フ。 豈思 ハサ ル へケ ンャ。 此レ等 ノ紛論 收リ、 滿鐵 ノ經濟 事情 ヲ有 リノ 儘 二 發表セ ハ、 

恐ク ハ 世人 ハ其 有望 ナル 一一 一 驚 ヲ吃ス へ シ。 而シテ 世界 ノ 資本家 ハ、 爭フテ 投資 セン トス ルナ ラン。 此ノ 場合 

ニ至ラ ハ、 我ハ 今日 不利 ナル 地位 ヲ晚 シテ、 好 ム所ノ 條件ヲ 示シ、 主客 ノ 地位 ヲ顚倒 シ得ル コ ト易々 タリ。 更 

一一 五 千 萬 乃至壹 億圓ノ 社債 ヲ募 ル必 スシモ 難事 一一 ァ ラサル ヘシ。 此ノ如 クシ テ、 我 國光ヲ 毀 ケス、 我經 濟ヲ裨 

補スル ヲ得ハ 又妙ナ ラス ャ。 此道ー タヒ開 クル 一一 於テ ハ、 我 政府 ハ壹億 以下 ノ 端金 ハ 借ラズ ト高ク 居リ、 端金 

ノ 必要 ナル 場合 一一 ハ、 他 一一 融通 ノ 方法 (卽 チ滿鐵 社債 ノ範 圍內 一一 於テ) ヲ 講シ、 歐米ノ 資本家 一一 向 テハ、 我不 

關焉 ヲ裝フ コトヲ 得 ヘシ。 假 一一 モー 等國ノ 政府 トシ テ、 一 一千 萬ャ 三千 萬ノ 借金 スル爲 二  、 ， 叩頭 再 拜スル ハ 何等 

ノ陋 態ソ。 一等 國ノ 面目 果シテ 安 クー 一力 在ル。 旣 一一 此上ハ 外債 ヲ募 ラス、 整理 ノ 手段 一一 依 リテ、 節約 主義 ヲ取 

ラント 決心 シ タル ハ 宜シト 雖モ、 資本家 ノ 垂涎 スル 下物 ヲ示 シテ、 低利 ノ 資本 ヲ招 タノ、 積極的 整理 ナルヲ 忘 

却 スへカ ラサル ナリ。 

、 外交 上 ノ關係 一一 於テ、 許スナ ラハ、 滿鐵會 社 ハ日淸 兩國ノ 合資 ヲ 標榜 セル モ、 實 際上此 組織 ノ 失敗 一一 歸シタ 

ルヲ 好機 トシ テ、 寧 帝國ノ せ 有鐵道 一一 改ムル 一一 若 カス。 創立 ノ當 時兩國 ri- 一一  限リ、 持株ノ 自由 ヲ與へ タル ハ、 


淸國ノ 歡心ヲ 買フノ 必要 モア リシナ ランガ、 今日 マテ ノ事實 一一 於テ， 此望ハ 全然 { 仝 シ。 日露 戰役 一一 於テ 親善 ヲ 

增 スへキ 日淸兩 國ノ關 係ハ、 戰前 ヨリ モ寧 tl 冷 カナリ。 是ヲ 以テ、 其內容 一一 於テ 前日 一一 異ナ ル門戶 開放、 機會 

均等 ノ實 ヲ擧ク へ キ 方法、 叉 ハ 所謂 文裝的 武備 ヲ講ス へ キ 手段 ヲ取 ラサル へ カラ ス。 幸 一一 十分 列强ノ 同情 ヲ我 

一一 引 クヲ得 タラン 一一 ハ、 斷乎 トシ テ會 社ヲ 改メテ 官有 トス ルモ、 亦 四圍ノ 異議 ナキヲ 得ン。 內地 株主 ノ 所有 一一 

係 ル拾萬 株ハ、 一方 一一 於テ拂 込ミヲ 促シ、 他方 市場 一一 於 テ徐々 買 收スル トキ ハ、 經濟界 二 何等 惡 影響 ナ クシ テ 

買收 シ了ラ ン。 然ル後 チハ、 意ノ儘 一一 變更シ 得 ルナ リ。 但 シ此ハ 極メテ 「デリ ケ ー ト」 ナル 問題 ナレ ハ、 仍ホ 

十分 ノ 講究 ヲ盡シ •、 且ッ局 一一 當ル其 人 ヲ得ル 一一 非サレ ハ、 輕々 シク 爲シ難 キノ 業 ナリ。 

、 前 來述へ タルカ 如ク、 此度ノ 財政 整理 ハ 一 切 外債 ニ賴 ラサル コ ト 、 シ タル 以上、 早ク 新法 線 問題 ノ陰 雲ヲ ^1 

ヒ 之レト 同時 一一 滿鐵 ノ經濟 實情ヲ 公示 シ、 之 レー 一因 リテ 有利 ナル條 件ノ下 一一、 五 千 萬 乃至 一億 ノ 外資 ヲ 入レ、 

一 且內外 二 失墜 シ タル 財政 ノ 信用 ヲ囘復 セサル へ カラス。 一 タヒ 帝國ノ 信用 ヲ高 メ、 財政 ノ 基礎 笨 固ナラ ハ、 

一時 止ムヲ 得ス斷 行セ. ^陸海 軍 繰延ノ 如キ、 何時 一一 テモ本 一一 還リテ 計畫ヲ 遂行 スルヲ 得へ シ。 世人 動 モス レ ハ 

鐵道國 有 ヲ以テ 一 國ノ經 濟ヲ紊 亂スル モノ、 如ク 誤解 スル モ、 決 シテ然 ラス。 理事 者 其人ヲ 得ハ、 却テ 經濟ノ 

調和 ヲ 助成 スル モノ ナリ。 六 億 圓ノ鐵 道 公債 市場 一一 出 テナ ハ、 諸多ノ 公債 悉ク大 下落 ヲ見 ント豫 想シ、 現在 此 

ノ 杞憂 ヨリ 幾分 ノ 下落 ヲ見ッ 、アル モ、 事實ハ 世間 經濟 家ト 稱スル 人々 ノ 憂慮 スル如 ク、 大 下落 一一 逢フ コトナ 

カル ヘシ。 今日 ノ狀 勢ハ、 寧 n 此レ 等ノ 人々 ノ 智識 達 觀共 一一 低 キガ爲 一一、 徒 一一 前途 ヲ悲 觀シ、 延 テ市價 一一 多少 

ノ 影響 ヲ 及シッ 、アル モノ、 如シ。 
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一、 前段 一一 述べ タル 如ク、 滿鐵 ノ經濟 事情 ヲ 好餌 トシ テ、 一方 一一 滿洲ヲ 外人 一一 開放 スル ノ實ヲ 示シ、 他方 一一 外資 

ヲ 利用 シ、 內面 ヨリ 幾分 國家ノ 財政 整理 ヲ助 クル ヲ得 タル 曉 一一 ハ、 更ー 一進 テ鐵道 經濟ヲ 全然 獨立 トシ、 之 二 依 

リテ大 一一 外資 ヲ招 カン トス。 其條 件ハ、 一 一一 我ノ  一一  從ハシ メテ、 彼ノ 左右 スル所 一一 任セス シテ可 ナリ。 而 

シテ此 機運 一一 乘シ テ、 下ノ關 ヨリ 靑森 マデノ 幹線 ヲ廣軌 二 改ムル ノ胸箅 ナリ。 此 軌道 ノ 改良 ヲ 斷行セ ザ. ル トキ 

ハ 軍事上 經濟上 共 一一 鐵道 ヲ國有 トセ ル眞 價ナシ ト謂フ ヘシ。 只 財政 整理 ノ爲 一一 文裝的 武備 ヲ怠 ラハ、 天下 ノ事 

休ス ノミ。 假令幾 百萬ノ 精兵 ァリト 雖モ、 滿洲 一一 於 テハ、 車輛 限 リア リテ、 俄 一 一大 輸送 ヲ爲 スヲ 得ス。 叉之ガ 

材料 一一 モ 乏シ。 然ル 一一 南滿洲 ヨリ 安 奉 線、 韓國 全土 並 一一 關 門 聯絡 ヨリ 靑 森-一到 ル間、 廣軌 輸送 ヲ爲 スヲ 得、 車 

輛 製造 其他ノ 設備 之 一一 協 ハ  >、 百 萬ノ就 淋ヲ滿 洲ノ野 一一 動ス、 容易 ノ業 ノミ。 之 一一 反 シテ、 廣執ハ 外 一一 於テノ 

ミ 使用 シ、 國內 ニ在テ ハ狹軌 二 安 ンスル トキ ハ、 韓國 以往 滿洲 (|ハ%|)  ニ兵ヲ 進ムル 二 大ナル 不利 ァリ。 故 

二 這般ノ 改良 ハ、 財政 上ノ 信用 囘復 シ、 若干 ノ 外資 ヲ 人レ、 今日 ノ繰 延ヲ 取消 シ、 旣定ノ 計 畫ヲ實 行スル 前途 

マテ ヲ豫 想シ、 平時 ノ經 濟ト、 有事 ノ日ノ 大輪 送 トヲ對 照 シテ、 各般 ノ 講究 ヲ盡サ 、ルへ カラ スト 信ス。 

、 O^OO  O  OOOOOOOODO  00000003000000 

以上 移民 及 海運 一一 關ス ル拫 本義 ノ 決定、 並 一一 滿洲 一一 對スル 我 國ノ大 決心 ヲ促 シ、 之 一一 據リテ 國交及 財政 ノ計 畫ヲ 

定ムべ キ ハ 勿論、 當面ノ 財政 整理 ヲ 利用 シ テ、 他日 大 發展ノ 地ヲ爲 リ以テ 愈ぶ 帝國ノ 光饗ヲ 加へ ン コ ト ヲ希フ 二 

外ナ ラス。 病餘 保養 ノ旁ラ 時 ニ思ノ 馳スル 二 任セ、 其 要旨 ヲ筆寫 セル ノミ。 

以て 伯が、 桂 內閣に 於いて、 何を爲 さんと 欲した る やの、 抱負の 全貌 を 知る ことができる であらう。 


三、 仲 小路 次官の 留任 

七月 十四日の 午後 三時 半に 行 はれた 新 內閣の 親任式に は、 伯 は病氣 のた め 列す る ことができ なか、 つた。 その 前夜 か 

ら 下痢 を 起し、 親任式 當 日の 午後、 ^谷の 赤十字 病院に 人り、 家族 以外に は、 一切の 面會を 謝絶して 療養す る ことに 

なった。 それ は 赤痢の 疑 ひがあった からで ある。 しかし 二十四日に 至って、 下： 銅 もやみ、 周圍は 漸く 愁眉 を 開いた の 

であるが、 退院した の は 八月 八日であった。 

その 翌日、 箱 根宮の 下に 轉 地し、 八月 二十 七日に は鹽 原に 柱った。 そして 病 全く 癒えて 歸 京した の は 九月 初めで あ 

つた。 

この 伯の 病氣 について は、 後に 更に 詳記す ると ころが あるが、 伯 は 名古屋 時代に 輕ぃ 肺病に 摇り、 その 全癒 後 は 人 

一倍の 健康 體 となって ゐた。 然るに、 臺灣 において、 アミ ー バ 赤痢 をして から は、 しばぐ 腸の 疾. ee- に 侵され.， で。 大 

正 八 年 五月、 米國 から 倫敦に 赴く 船中で、 激烈なる 腹痛 を 起し、 船醫は 盲腸炎と 診斷 したが、 上陸 後に アミ ー バ 赤- -利 

と 判明した。 伯の 身體の 一番の 弱點 は、 この 腸の 痼疾であった。 

いま 彼 は 多年の 志 を 遂げて、 臺閣の 人と なった ので あるが、 その 第一歩に 於いて 病魔に 襲 はれ、 居常 意の ごとくな 

ら なかった。 しかも 彼の 著 手すべき こと は、 身邊に 累積して ゐ たので ある。 その 第一 は遞信 省の 1：： 容を 如何にすべき 

かであった。 

この 時遞信 省に は、 次官と して 仲 小路 廉がゐ た。 仲 小路 を 如何にすべき か。 
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仲 小路 廉 について、 我等 は 少しく ここに 語らなければ ならぬ。  - 

彼 は 慶應ニ 年 を もって、 長州德 山に 生れ、 十一 歳の 時に 父 を 失 ひ、 母の 手 一つで 育てられた。 裁判所の 小吏と して 

一家 を 支へ た 兄が、 彼の 十六 歲 のとき 他界す ると、 彼と 十一 歳の 弟と を 抱へ た 母 は、 ： 天涯 地 角何處 にも 賴る 所な き 

孤影 落莫の 境涯」 (彼の 手記、 慈母と 我が 追懐) に 落ちて 仕舞った ので ある。 

それから 彼の 母 は、 再婚の 勸めを 悉く 固辭 して、 一意専心 兩兒の 養育に 腐心した。 

斯 くの ごとき 境遇より 發 奮して 蹶起した る 彼の 五 體の內 に は、 常に 烈々 たる 負けじ魂が 沸騰して ゐた。 彼が 舊名喜 

久三を 改めて、 廉と稱 したる にっき、 客が その 改名 を賛 して 「淸 廉」 叉 は - 廉潔」 の 意なる べしと 言へ るに 對し、 彼 

は 自筆の 「廉之 記、 戲作」 (棚" I 二 计に鮮 f 時) のうちに、 次の 如く 答へ た。 

余 冷然と して 曰く。 否々 余の 名の 命す る、 子の 言の 如く、 敢て 高潔 優 尙の意 有を存 する にあら す。 予ゃ 幼に して 

夙に 父兄 を 失し、 內に强 援依賴 の 親な く、 外に 光 看 庇 保の 知な く、 煢々 孤立、 刻苦 精勵、 漸く 明治 二十 年 判事 登 

ffi 試 業に 丁り、 幸に して 甲 科の 第に 及びたり。 登 時 年少 後進 を 以て 先輩に 超駕 し、 一時 內 外に 虚名 を 博し、 私心 

亦歡 喜に 堪へ ざり き。 今にして 之れ を 追憶 すれば 殆んど 夢幻の 如く、 刻苦 勵 精の 效績、 奉祿 三百 を 得た るの み。 

由 之 憶是、 一 身 を 賭し 漸くに して 購求し 得た る もの は 三百 圓ー 夭。 予ゃ五 尺 之 身體、 唯是 三百 圓に値 ひする 一 塊の 

み。 嚷何ぞ 夫れ 廉 なるや。 人て は 金 殿に 歌 ひ 玉樓に 臥し、 出て は 肥馬に 跨り、 輕裘を 被り、 食前 方丈 侍姬千 百、 

競 艷爭妍 一 に 我が 歡心を 得ん こと を 欲し、 只 其 及ば ざらん こと を 恐る" (中略) 三百の 奉 祿何ぞ 此贅澤 に 資する 

を 得ん。 噫、 予の 生計 豈廉 ならん や。 古人 五斗米の 爲 めに 腰 を 屈する、 猶ほ 屑し とせざる 所、 今 哉 啻に 五斗米の 


みならざる なく、 腰 を 屈する の 相場 も亦廉 ならす や。 噫、 余が 才識の 分量 は 果して 三百 圓の 外に 出さる 歟。 余が 

腰 は 三百 圓を 荷へば 直に 屈曲せ ざる 可から ざる 歟。 嗚呼 余が 一身、 何ぞ 夫れ 廉 なる。 余の 名を改 むる に廉を 以て 

す、 叉其理 なきに あらざる なり。 

彼が 貧困の 裡に身 を 起し、 自恃獨 行、 氣を 負うて 社會に 出で たるの 心情 を 見るべき である。 

彼 はは じめ 司法官と して 世に出で、 撿事 として、 また 司法 省 參事官 として 令名が あつたが、 明治 三十 四 年、 司法官 

增傣 問題の 急先鋒と して 立ち、 つ ひに 官を辭 し 野に 下った。 しかし 二 箇月なら すして、 第一 次 桂 內閣の 成る とともに 

通信 省 官房長と して 宫 場に 復活し、 後、 內務省 土木 局長より 警保 局長に 擢 用せられ て、 內務 次官 山縣 伊三郎の 下に 其 

の 才腕 を 揮った。 そして 明治 三十 九 年 一月、 第一 次 西 園 寺內閣 成立し、 山縣 (伊三郎) が遞信 大臣と なると、 彼 も 亦 

伴 はれて 遞信 省に 轉じ、 次官と して 山縣を 助け、 鐵道國 有の 困難なる 仕事 を 仕遂げた。 

しかるに、 明治 四十 一年 一月 初旬、 鐵道 豫算の 問題で 山縣遞 相と 阪 (分 藏 相との， 意見が 衝突し、 山 縣が辭 表 を 呈出す 

ると、 次官た る 仲 小路 も 亦 同時に 辭表を 出した。 ところが 內閣 として は、 議會 開會の 直前に、 大臣と 次 {n と を 同時に 

失 ふこと は、 一大 打撃であった ので、 首相 は 仲 小路の 同鄕の 先輩た る 陸相 寺 內正毅 をして、 彼の 辭職を 思 ひ 止まらせ 

ようとした。 

寺 內の懇 々たる 說 得に 會 ふと、 彼 は 無下に これ を 却け て辭 職す る わけに はいか なくなった。 と 云って 一方、 山縣伊 

三郞 との 情誼から 言へば、 彼 は ひとり その後に 安閑と して 止まって ゐる わけに もい かぬ。 そこで 進退： 刚 難の 位置に 立 

つた 彼 は、 種々 考 へた 末、 r 是は 出過ぎた 處置 であるか も 知れぬ が、 已むを 得す 留任 を するとい ふ 以上 は、 一 の條件 
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を 持 出さう。 其條 件が 容れら れれば 宜しい。 さもなければ 辭表 は撤囘 しまい」 (仲 小路 廉集 「原 氏と 寺 内 伯と 自分」) と 決 

心した。 さう して 翌朝 寺 內に會 つて、 彼 は、 次の やうに 答へ た。 

自分 は 如何にも、 唯 山縣遞 相と 進退 を 共に する ことが 單に 個人的 情 實と云 ふの みで は相濟 まぬ。 去りながら、 鐵 

道の 國有は 實に容 な 問題で はない。 然るに 不幸に して 當局 大臣が 其 地位 を 去られて、 新 大臣が 来らる ト となら 

ば、 新 大臣と して は、 自ら 叉 新 大臣の 方針が あらう。 もしも それであるなら ば、 却て 自分の 居らぬ 方が 宜しい。 

自分 も 今日まで 私設 鐵 道の 關係 者に 對 して は 勿論の こと、 或は 元老、 或は 財界の 多くの 人々 にまで、 固く 一定の 

方針 を 以て 進んで 來 たので ある。 其方 針を變 へねば ならぬ とい ふこと では、 自分と して は斷 じて 此の 地位に 安ん 

する こと はでき ない。 叉 人の 使用の 上に ついても、 新 大臣の 考 へが あると いふ ことならば、 自分の 居る こと は 却 

て 職務 上の 妨げ を 生す る。 決して 私情の みで はない。 鐵道國 有なる 國 家の 一 大事 業 を 遂行す る 上に 於いて は已む 

を 得ぬ ことで ある。 ゆ ゑに 强 ひて 留任せ よと ならば、 兹に 一 つ の 條件を 持 出したい。 それ は 鐵道國 有に つ いて は、 

從前 通りの 方針に 據る こと、 人の 使用法に ついても、 總 てこれ 迄の 考へ 通りに 遂行す る こと、 若し その 通りで よ 

いとなら ば、 その 時 こそ 辭表 を撤囘 して 留任 致し ませう。 (同上) 

さう して、 寺內 をして これ を 承知せ しめ、 且つ 將來 面倒の 起った 場合に は、 內閣 中の 主要 大臣た る寺內 をして 後援 

せしめる とい ふ 言質まで 取った のみなら す、 新たに 遞相を 兼任した 原內 相に 會 つて、 同じく 原 をして これに 賛成 させ、 

はじめて 彼 は 留任した ので ある。 

かう いふ 經緯を もって 遞信 次官の 椅子に 座って ゐた仲 小路 廉 である。 そこ へ 今度の 首相の 桂 は 同鄕の 先輩で あり、 


寺 內も亦 陸相と して 留任して ゐ るので あるから、 彼の地 位の^ 固なる こと は、 普通の 次官と 同日の 談 ではない。 

しかも 仲 小路 は、 伯が 撿". ^所 事務 せ に 復活した とき、 書 を 兒玉源 太郞に 送って、 手厳しく 伯の 起用に 反對 したと さ 

へ 云 はれた ほどで ある。 

伯 は 果して、 仲 小路 を 如何にすべき 乎。 

そこで 伯 は、 赤十字 病院の 病室に 仲 小路 を 呼んだ。 

當時 この-柳 人の 間に 取り か はされ た會話 は、 不幸に して 何等の 記錄も 遣って ゐ ない。 しかし それ は、 仲 小路と 寺內 

や 原との 會見 以上に 面倒な ものであった こと は、 想像に 難くない。 「仲 小 路 さんがお いでに なって、 隨分 永い 間 話 を 

して 歸られ ました」 とい ふの が、 故 伯^ 夫人の よく 近親者に 話した 言葉であった。 

察する に 仲 小路 は、 輕々 に は 留任の 承諾 を與 へなかった もので あらう。 さう して 伯の 勸 めに 會 つて、 * ぬに 出した と 

同じ 條件を 出した ので あらう „ - 

斯 くして 仲 小路 は 遂に 留任した。 しかし 性格の 異なる 雨 者 は、 初めの 間 はな かく 圓滿に 歩調が 揃はなかった。 そ 

れを 終始 心配した のが 桂 首相であった。 この間の 消息 を、 長 島 隆ニは 次の ごとく 語って ゐる。  • 

後藤 伯が 第二次 桂內 閣の遞 相に 就任した 時、 次官 は 仲 小路 廉 氏であった。 仲 小路 氏 は 第一 次 桂內閣 時代の 警 保：：^ 

長であって、 當 時から 中央 官場 において 相當 羽振り をき かせて ゐた。 それで 後藤 伯が 外部から 入って 來て も、 少 

しも これに 屈せす、 「新 大臣 は遞信 畑に とって は 素人で ある」 といった やうな 態度であった。 殊に 藤 伯の 活動ぶ 

りが 役人 放れ をして ゐ るので、 仲 小路 次官 は 藤 伯の 眞 意が 那邊に あるか を 理解す る 事が 出来す、 むしろ 藤 伯の 遞 
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相と しての 手腕 を 危ぶんだ。 從 つて 遞相 就任の 當 初にお いて は、 兩者 の^に は 調和が とれす、 叉 この 關係 を惡用 

し、 煽動した もの もあった。 

しかし 藤 伯 は 全然、 かう した 對次官 關係を 顧慮せ す、 仲 小路 氏の 如き は 全然 眼中に おかなかった。 對 次官 關 係の 

惡化を 憂慮した 桂 公 は、 自分に 對 して、 この間の 事情 を ー應藤 伯の 耳に 人れ てお く 方が よから うと 言 はれ. たので、 

自分から 對 次官 關 係の 事 を 藤 伯に 話す と、 藤 伯 は 笑つ て 居られた。 

そのうち 仲 小路 次官 は 外遊す る 事に な"、 後に は 仲 小路 氏 も 藤 伯の 風呂敷の うちに 包まれ、 仲 小路 氏 は その 逝去 

する 迄、 藤 伯の 爲 めに 大いに 盡 力した。  ， . 

この 伯と 仲 小路との 間 を 紛糾 さした 一 つの 原因 は、 陸相 寺內 にもあった。 寺 內は西 園 寺內閣 時代に、 仲 小路 を 次官 

として 慰留した 關係 もあって、 同鄕の 先輩た る關係 以上に 彼 を 庇護して ゐ たから、 伯と 仲 小路との 意見が 衝突して、 

独が 伯 を 助ける と、 寺 內は仲 小路 を 援護し、 大臣と して 次官が 押へ 切れぬ と はどうした ことか」 と、 伯に 毒舌 を 弄 

するとい ふ有樣 であった。 

斯 くの 如く、 伯 は 閣內に 於いて は、 前記の 文珠 組に 反對 せられ、 省內に 於いて は、 次官に 反抗せられ、 かなり 困難 

な 地位に 立って ゐた。 從 つて 大臣と しての 初舞臺 において、 伯が 果して 及第す るか どうか を 危ぶんだ 人々 も  一、 二人 

ではなかった。  ， 

伯 は遞信 省に は、 自分の 腹心と いふ やうな 者 を 一人 もつれて いかなかった。 自分が 自由に 任用で きる 祕書官 すら、 

全然 それまで 一 面識 もない 小 森 雄 介 を 採用した。 


小 森 は 伯と 仲 小路との 關係を 次 の ご とく 語つ た。 

「後藤 新 遞相は 遞信省 所管 事務に は 全くの 素人で ある。 新遞相 就任し 來 つても、 省內の 事務に は 一指 も 染めさせ 

ぬ」 とい ふの が、 時の 遞信 次官 仲 小路 廉 氏の 覺 悟であった。 仲 小路 氏 は 勿論、 敏腕家であった ばかりでなく、 寺 

內 陸相と 極めて 密接な 關係 のあった 人物で、 寺 內伯を 背景と して その 地位 を 確保し、 所管 事項の 重要 案件に 就い 

て は、 後藤 遞相を 出し 拔 いて 桂 首相と 內 協議 を 遂げる といった やうな 方策 すら 講じた 程で ある。 從 つて 後藤 遞相 

は その 就任の 當 初にお いて は、 內心、 仲 小路 次官の 更迭 を斷 行しょう かと 決意した ので あつたが、 Si 首相が、 遞 

相と 次官との 惡關係 を激發 せしめぬ やうに つとめた ばかりでなく、 首相 は ひたすら 遞相を 庇護した。 そのうちに 

遞 相と 次官との 折 合 もよ くな り、 鐵道院 が 創設され るに 及んで、 「オイ、 仲 小路た のむ よ、 おれ はこれ から 鐵道 

に專 念す る」 と 吿げ、 遞信省 事務 は 全く 仲 小路 次官に 委せき りに した。 

この 仲 小路と 伯との 關係 は、 伯の 性格 を吻 語る 與味 ある 一 事件で ある。 . 

伯 は 衛生 局に おいて 長與に 仕へ、 臺灣 において 兒 玉に 仕へ た。 いま 內閣に 人って、 ^^に仕へ るゃぅになった。 伯 は 

一 見 御し 難き 悍馬の やうで あつたが、 これ 等 上長の 人々 との 折 合 は 常に 優れてよ かった。 

しかるに 伯 は、 今や 自分と 同様に 硬直 剛愎に して、 頭腦に 於いても、 自分と 拮抗し 得る 人物の、 しかも 自己に 反感 

を 持って ゐ るのに ぶっかつ たので あるから、 言 はば 人間 操縦の 試 驗臺に 立た せられた やうな ものである。 

しかも この 二人 者 は、 その 經歷が 根本的に 遠って ゐた。 仲 小路 は 司法 省より 內務 省を經 て、 官史 として 法制の 解釋 

運用の 仕事に 當 つてき てゐ たから 、條理 整然と 國務 を檐當 する ことに 長 じて ゐた。 伯が 身 を 醫學に 起し、 中道に して 
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新附の 植民地に 赴き、 規 IS 準繩 の範圍 外に 奔放 自在の 手腕 を 揮った のと は、 その 經歷に 於いてす でに 4^ なる 差違が あ 

つた。  . 

ゆ ゑに：. f 者が、 その 接觸の 初期に おいて、 左 支 右 吾、 相扞 格した の は 怪しむ に 足りない。  、 

しかしながら、 他の 一面より 觀る とき、 伯と 仲 小路との 間に は、 一味 靈 厚相 通す る ものが あった。 それ は 彼が、 そ 

の檢 事と しての 出身と、 行政官と しての 經 藤より すれば、 一見、 冷 頭 純理の 木 强漢の ごとくに して、 實は その 性格の 

うちに は、 人生 意 氣に感 する 底の 熱情が あり、 規格 守の 吏 僚と いふよりも、 むしろ 鬪氣滿 股の 政治家であった こと 

である。  . . 

仲 小路 は 幼少より、 英雄 偉人の 傳記 を愛讀 し、 晚 年に 至る まで これ を， あめなかった。 その 私淑した る 人物 は、 豐太 

閤、 日蓮、 山 鹿 素行、 賴 山陽 等で あつたが、 彼 は 豐太閣 を 論じた る 中に おいて、 「人生 は戰爭 である。 征服す るか、 

征服 せらる、 か、 勝つ か、 負く るか、 二者 其の 一 つ を 出で ない ので ある。 學者 にせよ、 政治家に せよ、 實業 家に せよ 

乃至 總 ベての 人類より 天地 間の 生きと し 生ける もの、 皆 此の 理法の 外に 出る 事 は 出来ない ので ある」 と 喝破し、 その 

秀吉 を崇拜 する 所以 を、 r 秀吉の 卓越した 性格の 中で、 彼が 其光榮 ある 生涯 を 建設した 基礎と もい ふべき は、 要する 

に 時々 刻々 寸分の 隙 もな く 胸中に 種々 の 工夫 を 凝らし、 それから それへ と 思 をめ ぐらして、 著々 之を實 行し、 遂に 其 

の 結果 を收 めた とい ふこと である。 凡人と 英雄との 差 は 畢竞玆 にある」 と 記した。 

そこに 彼の 人生 觀が 躍って ゐる。 

また 彼が 少年の 頃から 賴 山陽 を 慕った 由來 は、 山陽の 立志 論の 胃 頭に、 「男子 學ば ざれば 則ち 已む。 學 ベば 則ち 當 


に 群 を 超 ゆべ し」 と ある 一句に あつたと 一一 一一 11 つて ゐる。 ここに もまた 彼の 爲 人が 鋭 はれる。 彼 は^ 吉の鬪 志と 创造カ を 

尊重した る ごとく、  ^陽の 负けじ 魂に 共鳴した ので. ある。 

かくの 如く 仲 小路 は、 自恃獨 行、 鬪氣滿 腹の 男であった から、 當 初の 間 彼が、 新米 大臣の 伯に 對 して、 昂々 然とし 

て 拮抗した の は、 當然 であった とい はねば ならぬ。 伯 も 亦 最初の 間は猜 介なる 人物と して、 介視 したで あらう。 し 

かし 年を經 ると ともに、 彼等 兩人 は、 水 魚の 交 はりと いはざる まで も、 ^に 相 許す 政 友と して 深く 結ぶ に 至った。 そ 

れは 彼等： m 人が、 その 一見 異なる 外貌と 經歷 との 底 深く、 神會 流通すべき 共通の 資質 を備 へて ゐ たからで ある。 

他方に おいて、 伯 は 一見 非 妥協 的 且つ 主我 的の やうで、 實は 調和 的 且つ 互讓 的の 性格 を 多分に 持って ゐた。 伯 は そ 

の 公生活に おいて は、 仲々 人と 喧 f. をし ない 人であった。 況んゃ 仲 小路と は、 かかる 性格 的の 共通 性 あるに 於いて を 

や。 二人 者 は 何時の間にか、 双方の 長所 美 點に相 牽引 せられて、 互に 缺點を 補 ひっつ、 手を携 へて 政界 を 歩む に 至つ 

たので ある。 

四、 滿鐡總 裁 中 村是公 

新遞信 大臣と しての 伯の 人事行政 のうち、 いま 一つ 重大なる 案件が のこって ゐた。 それ は滿鐵 正副 總裁を 如何にす 

べき かの 問題であった。 

はじめ 伯の 滿鐵を 去る や、 政府 は 果して 何人 を もって、 その後 任と すべき やにつ いて、 世上の 議論 は紛々 として ゐ 

た 0 或は 前 閣僚 某、 或は 其 汽船 會社 社長 某 等の 名が、 その 候補者と して 喧傳 せられて ゐた。 
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しかし 伯の 意中の 候補者が 中村是 公であった こと は、 當 初から 疑 ひなかった。 また 伯の 人閣の 事情より する も、 桂 

首相が 伯の 推薦す る 候補者 を容 るべき こと は 明白であった。 

しかし 伯 は、 人閣と 同時に 中 村是公 を推擧 しなかった。 これ は 伯 一流の 人事行政に 由來 する。 伯 は 一見 性急の やう 

であって、 時として は 驚くべき 愼重 振り を發 揮した。 ことに 人事に 於いて さう であった。 後年 寺 內內閣 の鐵道 院總裁 

となった とき も、 副總 裁の 更迭に 約 七 箇月 を 費した。 それ は 人 を 用 ひるに 當り、 時として は 一時の 思 ひ 付きで 速斷も 

したが、 重要なる 地位の 補充に は、 優柔 不斷と 思 はれる ほど、 用心深かった からで ある。 

伯が 中村是 公の 總裁 昇進 を 急がなかった の は、 世論の 推移 を 眺め、 且つ 滿鐵內 の 人心の 安定 を 待って ゐ たものと 思 

はれる。 

さう して 副總裁 中村是 公を總 裁に、 理事 國澤 新兵 衞 を副總 裁に、 それ，^ 昇進せ しめたの は、 伯が 遞相 として 滿鐵 

を 去って から 約 五箇 月の 後、 明治 四十 一 年 十一 一月 十九 日であった。 

伯 は 中 村 を 滿鐵總 裁の 後任と するとと もに、 滿鐵の 重立った 人々 に 手紙 を 達って、 後事 を 托した。 

彼 は先づ 新副總 裁國澤 新兵 衞 に 左の ごとく 申し送った。 

拜啓益 御 多祥 被爲在 奉恭頌 候、 偖會社 創立 以來、 引 綾 非常 之御盡 力に 依り、 今 有らゆる 困難 を經 過し、 豫想 以上 

の效 果を牧 めつ \ ありと 承知し、 只 佩 服 之 外 無 之 候。 定めて 老 兄に 於ても、 御 快 心の 御 事と 拜察致 候て、 御 同慶 

申 上 候。 此次中 村 氏 新に 總 裁に 進まれ 候と 同時に、 老 兄の 陞 りて 副總 裁と 爲 せられ 候 は、 時と 處とを 得た る もの 

にして、 衷心より 欣祝 する 所に 御座 候。 就て は此際 改めて 申 上 度 儀 は、 是迄 理事の 首班と しての 御、. ：3 凝の 上に、 


副總 裁と して 更に 大局 を達觀 する に 一 段の 留意 を 以てせら れんこと を 望む の 一事に 候。 卑近の 例 を 引て 申 上 候 得 

ば、 夫の 圍棋を 弄 ふ もの \、 當面 局部に 全力 を 傾注す ると 同時に、 間接的に、 下石に 苦心す るの 類に して、 此間 

の 消息 を 解して こそ 能 手と も 可 申歟。 會 社の 事業の 大を 以てする も、 此數に 漏れす、 現に 列強の 畏敬 を 受け、 殊 

に 露淸關 係に 於て、 帝 國の重 を爲す 所以 は、 寧ろ 間接的 下石の 妙 を 得た るに 由れ り。 其 及ぶ 處は、 啻に 國 交の 上 

のみに 止まらす、 陽 はに 國 債の 上にまで 好影響 ある こと、 老 兄の 熟知せられ 候 如くに 候。 是れ等 大：： 3: を達觀 する 

の 至要なる は 理事と しても 當然の 儀に 候 得 共、 正副 總裁 として は 更に 緊切なる べき は 言を俟 たざる 所に 候 はん。 

譬 へば 一 方に 於て 弛を緊 むる に 細心す ると 同時に、 他方に 於て は 仲 張に 大膽 ならざる ベから ざるが 如く 一 擒ー縱 

の 術、 主として 大局の 利害より 打算す る を 要す。 人 を黜涉 する に 於ても、 眼光 を 營利的 牙 簿の內 外に 放ち、 然る 

後ち 斷行 する を 妙訣と 致し 候 事に て、 今般の 淘汰 整理 も、 亦此 趣旨より 出 づるを 信じ 候 得 ども、 老 兄が 今後 副總 

裁と して 上、 總裁を 佐け 下、 衆多の 職員 を 統率 せらる &に 於て、 特に 用意 を愼密 にせら れんこと を 望む は、 必し 

も 自己の 後 を 襲 はれん か爲 めに 申す 次第に は 無 之 候。 實に 付托の 大業 を 成就せ ん爲 に、 直言 を諱 まざる 衷情なる 

を 御 賢察 相 成 度 候。 小生の 胸應は 到底 面陳 にあら ざれば 相 悉し兼 候 得 共、 老 兄の 御榮陞 を贺 すると 同時に、 此苦 

言を呈 する は、 所謂 頌を 以てせす して 規を 以てする 眞 友の 至情に 御座 候 間、 辭の禮 ならざる を 咎めす、 一片 赤誠 

を 採られ 候 はピ、 本 懷不過 之 候、 時下 寒氣甚 し、 朝暮の 御攝養 只管 奉 祈 候。 頓首。 

明治 四十 一 年 十一 一月 一 一十 八日  湯 河原 溫 泉に 於て 

男爵 後藤 新 平 
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國澤副 總裁殿  - 

それ は 國澤に 宛てた 手紙で ある けれども、 同時に 中 村 及び 理事 會 全部に 對し、 間接に 滿 鐵經營 方針 を 啓示した もの 

とも 見られる。 

次に 理事 七 名に 宛てて、 次の ごとき 書面 を 送った。  ■ 

拜啓追 日 寒 氣相加 候處、 各位 愈 御淸安 奉遙贺 候。 然者會 社 事業 小生 在職 中日 夕 御 協議 巾 上 候 方針に 據り、 著々 御 

進行相 成、 旣に 今日に 在りても 豫期 以上の 效 果を收 めつ.^ ある を 承知し、 衷心 欣喜の 至に 堪 へす。 是れ 偏に 各位 

御盡 力の 致す 所と 感謝 致 候。 乍 去、 前途 猶 悠遠 は 申 迄 も 無 之、 隨而 各位 は 倍よ 奮勵 せられ、 所謂 滿洲 經營の 大業 

を 成就 せられん こと、 切に 小生の 懇祈 止まざる 所に 御座 候。 各位の 御 承知の 通. り、 小生 は 创業當 初の 總 裁たり し 

德義 上の 責任 甚だ 重き を 念 ひ、 現在 自己の 監督官た ると 否と を 問 はす、 造次 顚沛心 を 各位の 上に 馳せ、 會社 事業 

の 成行きに 喜 憂す る もの、 實に 人の 至情に 候。 幸に 小生 は 現に 監督の 職責 を 負へ る ものなる に 由り、 過る 二十 一 

日 桂 首相と 共に 參內、 拜謁の 上、 過去 二十 箇月 間に 於け る會社 事業の 成蹟 より 今次の 整理に 至る まで 詳細 ょ疯聞 

に 達し 候處、 殊の外 御滿 足に 思 食され、 仍ほ 今後 一段 盡カ せしめよ との 難 有 御：？^ を 奉 承 致 候 次第に 付、 各位 は將 

來 更に 御勵精 聖ビロ に應へ 奉る の 御覺悟 大切に 御座 候。 小生 退職の 後 各位が 能く 剐總 裁を輔 けて 今日 ある を 致さ 

れ、 事實 上に は 幾と 總 裁の 在 否 は 論す る を 要せす 候 得 共、 久しく 其 位： 造 を 空く する は、 偶. - 世間の 惑 を 招く 因と 

も 相 成 候 虞 あるに より、 乃ち 過般 閣議に 於て、 中 村副總 裁を總 裁に 陞し、 國澤 理事 を副總 裁に 進む る こと を 決定 

奏薦相 成り 候 次第に 付、 各位 は 曾て 小生の 前に 相 矢 はれ 候誡を 推して、 今後 は 專ら新 正副 總裁を 輔翼せられ 與に 


有終の 美を濟 すの 大 決心 こそ 望ましく 候。 故に 各位 相互の 一致 を 更に 固く し、 謹愼の 上に も 謹愼を 加へ、 苟 初に 

も 驕恣 怠慢の 事 あるべ からす。 此儀は 啻に 監督者た る 地位より 巾す のみに 無 之、 曩日 各位 を 包容せ る 大家 屬に長 

たりし 情誼に 出つ る 苦言と して、 御聽 取り 被 下 度 候。 各位の 前途 は 多幸 也、 然れ ども责 任 は彌. - 重し、 何卒 君國 

の爲に 各位 御 自玉 被 下 度奉禱 候。 不輕。 

明治 四十 一 年士 一月 一 一十 八日  湯 河 原溫 泉に 於て 

男爵 後藤 新 平 

淸野 理事 殿 

久保田 理事 殿 

犬 塚 理事 殿 

田 中 理事 殿 

久保田 政 周 理事 殿 

岡 松， 理事 殿 

野々 村 理事 殿  . 

各位 侍曹 

第三の 伯の 書翰 は、 撫順 炭坑 長 松 田 武ー郞 博士に 宛てた ものであった。 蓋し 松 田 は 伯が 特に 三 i 《久 に 乞うて、 この 撫 

順 炭坑の ために 借りて きた 人であった。 斯道の 權威 であり、 且つ： i 順の 事業の 重要性に 照らして、 特に 伯 は 意 を 用 ひ 
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たので ある。  -  . 

拜啓、 其 後 打 絕御疎 潤-一 相 過 候處、 先 以て 御 健勝 被 爲在奉 恭喜此 事 候。 叉 手前 年來 不一 方 御 盡瘁中 ナル撫 順 炭坑 

ハ弟 在職 中 御 相談 取 極 候 方針 一一 據リ、 雨來 豫定ノ 計畫ヲ 遂行 セラ レ.、 今日 旣 一一 豫期 以上 ノ效 果ヲ收 メッ、 ァリト 

承知 シ、 衷心 欣躍之 至 一一 堪へ ス候。 是ー 一 一老 兄御盡 カノ 致 ス所ト 奉 深謝 候。 今囘 御存ノ 通、 中 村 是公君 新 總裁ニ 

陞リ、 國澤君 副總裁 一一 進メ ラレ 候モ、 將來ノ 施設 專ラ當 初 決定 一一 由リ、 何等 變更無 之 事 一一 承知 罷在 候。 就 テハ老 

兄 力 岩 崎 家並 一一 世間 一一 對シ、 御 表明 相 成 候 御意 思ト、 寸毫 乖離 スル 所ナシ ト覺へ 候。 久敷 總裁ノ 地位 ヲ空 クスル 

時ハ、 偶 世上 ノ惑ヲ 相 招 キ候虞 モ有之 候 故、 過般 閣議 一一 於テ中 村國澤 兩氏ノ 陞任 ヲ 決定 奏薦セ ラレ 候 次第-一 付、. 

今後 一層 新 正副 總裁 ヲ輔ケ ラレ、 老兄 ノ雙肩 一一 荷 ハレ 候 重大 ナル 責務 ヲ全 クセ ラレ、 所謂 滿洲經 營ノ上 一一 偉功 ヲ 

樹ラ レン コト、 切 一一 懇祈止 マサル 所 一一 御座 候。 頃 者 御 歸鄕ノ 趣 承 及ヒ候 一一 付、 從來ノ 御 懇親 一一 任セ、 聊カ 鄙懷ヲ 

想へ 候 事、 如 此-ー 御座 候。 時下 寒冷 之 候、 且暮御 自重 之 程奉禱 候。 草々 不盡。 

明治 四十 一 年 十一 一月 一 一十 八日  湯 河原 温泉に 於て 

男爵 後藤 新 平 

松 田 博士 殿 

侍  W 

追て 昨日 當地轉 養、 殘 も 快方に 御座 候。 乍 餘事御 安 意之 程 願 上 候。 

中村是 公は斯 くの ごとき 伯の 周到に して 親切なる 援護の 下に、 滿鐵總 裁の 椅子に 著いた ので ある。 彼が 伯の 知遇に 


感激して、 終生 行 を 伯と 俱に したる、 亦 故 ありと 謂 ふべき である。 

1 
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I 

一、. 電話 度數制 問題  . 一 

親任式 以 來病氣 であった 伯 は、 赤十字 病院から 退院 後、 箱 根、 鹽 原と 温泉 地 を轉々 して 療養して ゐ たが、 全く 快癒 一 

したので、 九月 三日に 鹽原を 去り、 宇都 宮醫 師會の 催しに かかる 鬼 怒 川の 鮎獵 をす ますと、 東京に 歸 つてき た。 

さう して、 九月 十日の 夜の 全國 手形交換所 聯合 懇親 會に は、 病氣缺 席の 桂大藏 大臣の 代理と して 出席し、 新 財政 計 

畫說 明の 演說 を代讀 した。 大藏 省と 殆ど 關係 のない 遞信 省の、 しかも 新米 大臣に 代理 出席 を 命じた ところに、 桂の 伯 一 

を 如何に 使用せ むとしつ つ ありし やの 用意が 隱 見して ゐる。  j 

遞相 としての 伯が、 その 主管 事務に 於いて、 第一に ぶっかつ たの は、 電話 度數 制の 問題であった。  一 

これ は、 問題 自身と して は、 從來 ただ 一律に 課せられ たる 電話料 金 を、 その 使用 分量に 比例して 加減し ようとい ふ 一 

簡單な 技術的 問題 に 過ぎなかった。 ただ 偶ぶ その 影響 を 最も 多く 被る もの が、 新聞社 等 の ごとき 言論 機關で あ つ た關 

係 上、 忽ちに して 天下の 視 聽を峙 つる ごとき 大 問題と 化し、 ために 伯 は 四面 重圍の 裡に陷 つて、 苦戰 したので ある。 

當時 日本の 電話 は、 その 架設 費の 高額に して 普及 困難であった 外に、 その 所有者 は、 放縦なる 使用 習惯 のために、 一 
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「お 話中」 多く、 その 利用 率 は 到底 歐米 文明 國に 比して、 同日の 談 ではなかった。 ゆ ゑに 伯が その 救濟 策と して、 度 

數制を 採用 せんとし たる は、 寧ろ 當然 であって、 今日に 於いて これ を囘顧 すれば、 何故に 斯 くの ごとき 猛烈なる 反對 

に出會 したりし や、 殆ど 不可解で ある。 

抑 も 電話 度 數制案 は、 多年の 懸案であって、 藤 代の 大臣 次宫 は、 いづれ も 公平な 新しい 制度で ある こと は 認めて ゐ 

たが、 新聞社 側の 反對を 顧慮して、 未だ 一度 も 議會に 提出 さるる に 至らなかった ので ある。 

そこへ 新しく 遞 相の 椅子に ついた 伯 は、. その 說明 を聽 くや、 卽 座に 「宜しい、 四十 二 年の 豫算に 組む がよ い。 是非 

提出す る やうに 手配し ろ」 と 命令した し  . 

當時遞 信 省で は、 日露 戰 後の 電話 擴張 計畫を 立案 中で あつたが、 擴張 費の 財源 捻出の 爲め、 當局は 苦心して ゐた。 

圖らす も 後藤 遞 相の 意思が 度數制 支持に ある ことが 判明した ので、 省の 吏 僚 は 直ちに 電話 擴張 委員 會を 組織し、 度數 

制 問題 を 審議した。 この 時の 電話 度數 制は必 すし も增收 にの みに 著 眼して 立案せられ たもので はなかった C  (ィ) 電話 

加入者の 负擔を 公平に する こと。 (n) 無用の 通話 を 節制す る こと。 ( ハ) 設備費 を 節約す る こと。 ( 一一 ) 電話 を 整理 

する こと 等の 急務 を 認めた 爲 めであって、 本案 件實 施に 伴 ふ增收 見込 は、 僅かに 年 六十 萬 四千 餘圓に 過ぎなかった の 

である" 

然るに 東京、 大阪、 京都、 名 古屋、 神戶 及び 橫濱の 六 大都市に、 電話 度 數制を 施行 せんとす との 報が、 一度 新聞紙 

上に 傳 はる や、 俄然、 反對の 烽火 は 各 新聞社 及び 通信社に 依って 打ち上げられた。 各社 は 同盟 を 結成して r 遞信 省に 

於て 計畫 せる 電話料 金度數 制度 は 通信 機 關の發 達 を^ 害する ものと 認 むる を 以て 反對す 1 との 決議 を爲 し、 機 を全國 


に 飛ばして、 天下の 耳目 を錄 動す るに 至った。 その 反對 理由の 根據は 次の 通りであった。 

1、 度數 制の 實施は 料金 增徴の 一 手段な り。 通信 機關の 利用に 對し過 直の 負擔 を强ひ 通信 を 制限す る は 社 會の發 

達文 明の 進 運 を 阻害す。 

二、 電話 普及せば 一 加 人當り 通話 數は 自ら 減少す るに 拘 はらす、 政府 は 徒に 申込 を镜 滞し、 公約に 背きながら 使 

用數 多き もの を 濫用と 看 傚して 之 を 禁止 せんとす る は、 自ら の 無能 を 表白せ る ものな り。 

三、 度數 計算の ため 交換手 負檐を 過重し、 一層 交換 成績 を 不良なら しむ。 

四、 料金 計算 方法 不完全なる ため、 料金 負擔の 公平 を 期し 難し。 

更に 商業 會議 所の 聯合 會も 「度 數制 其の ものに 付いて は、 公平の 點に 於いて 大いに 贊成 する 所なる も、 我國 の現狀 

に徵 せば 其の 採用の 尙 早なる を 信す」 と. いふ 意見 を 開 申して、 その 反對 態度 を 表明し、 東京 商業 會議 所の 如き は、 わ 

ざ わざ 時の 通信 ：！：^ 長 小 松 謙 次郞の 出席 を 求めて、 その 說明 を聽 取した ほどであった。 

かかる 反 對の重 圍に陷 りながら も、 伯 は 敢然と して 「度數 料金 制 案」 を 明治 四十 一 年 第一 一十 五 議會に 提案した。 

豫算 委員 會は 果然 論議が 紛糾した。 さう して、 伯が 餘り 執拗に 一 ま 張る ので、 委員のう ちに は r 豫箅 委員 會ノ 意思 ガ 

此度數 制 ハ 絶對 一一 不可 ナリ ト云フ 議論 ヲ 表明 シ タ 場合 一一 モ、 遞信 大臣 ノ 職務 權限 一一 於 テ 尙此 度數制 ヲ實行 ス ル 方針 デ 

アル ャ 否ャ」 とまで 詰め寄つ たもの もあった が、 伯 は 「法文 ノ定ム ル所 一一 於テ ハ遞信 大臣 ノ權能 一一 屬シ テヰル コトハ 

行ッ テ {且 シ イノ デ アル。 併シナ ガ ラ 料金 制度 ノ 如キ： 兀來 社會的 攻究 ヲ モ 要スル モノ 故 二 餘程 攻究 ヲ シャ ゥト云 フ考へ 

ヲ 以テ、 今日 迄 經過シ タト 云フ コ トヲ巾 述べ タイ ノデ アル。 今日 度數制 ハイ カヌト 云フコ トニ 議決 一一 ナ レバ、 ソレハ 
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必ズ參 考シテ 攻究 スル」 と 答 辯した のみで、 なかく 讓ら なかった。 しかし 儉の度 數制案 は、 明治 四十 二 年の 議會に 

おいて は 遂に 否決され、 それが 實 現された の は 大正 九 年、 野 田遞相 時代であった。 

かくして 伯の 意圖 は、 遂に 不成功に 終った。 しかし この 案 そのものよりも、 これに 處 した 伯の 態度に は、 面目 躍如 

たる ものが あった。 當 時の 祕書宫 であった 小 森 雄 介 は、 次の ごとく 語って ゐる。  - 

私 はこの 度數制 案の ため、 三度 辭表を 提出した。 その 顚末 はかう である。 後藤 遞相は 電話 度數制 案に は 頗る 熱心 

であった。 しかし 議會 並びに 閣僚 中から 反對 論が 猛烈に 起った ので、 私達 は 本案 は 一時 撒囘 する がよ からう と遞 

相に 忠告した ので あるが、 遞相は 「後藤に 名 を賣れ とい ふの か！」 と 私 を 呼びつ けて、 再三再四 ドナ リ つけられ 

た。 しかしい よく 案 を撤囘 するとな ると、 伯 はまる で ケロリ として ゐられ た。 當時、 大觀艦 式が 擧 行せられ、 

桂 首相が 觀艦式 陪觀に 出かけた 際、 首相が 電話 度數制 案の 紛糾 を 憂へ て、 電報 を 以て 遞 相に 對し、 該案の 見合せ 

方 を勸吿 して 來た。 すると 電報 を 受理した 遞相は 早速、 私の 部屋へ 出かけて きて 「おい、 小 森、 今度 はよ さう」 

と 頗る 平然とした 口調で 語られた。 

また この 度數制 問題 を 囘 顧して、 當時遞 信 省 の 事務官 であった 下 村宏は 次の ごとく 語った。 

後藤 伯の 國策 施設に 對 する やり方 は、 常に 何年 か 先き を 見越し、 先手を打って ゐた。 それ故に 存外、 大風呂敷の 

やうに も 見受けられ たが、 しかし 伯 は 常に 側近者に 飜譯 をさせる やら、 新しい 情報 を 集める やら、 叉舉 者と 交際 

して 新 知識 を吸收 するな ど、 絕 えす 努力して ゐられ た。 電話 度 數制案 を 明治 四十 年代に 提唱した 如き は、 全く 伯 

の 先見の明 を立證 する もので あらう。 


また 第二次 桂內閣 の遞相 時代に、 伯 は 自働式 電話 を 採用し ようと 努力 せられた。 しかし 技術者 側の 答申 は 「現に 

米國 において 實 施して ゐ るが、 米國の やうな 生活 程度の 高い ところでは 交換手の コスト も 高い。 しかし 日本 は 米 

國に 比して 生活 程度が 頗る 低い ばかりでなく、 我國の 交換手の コスト も 極めて 低廉で ある。 從 つて 自働式 電話 は 

ft 

遠い 將來 において はい ざ 知らす、 現在に おいて はか かる 新 設備 を 行 ふ 必要なし」 とい ふので あった。 かう した 關 

係から 自働式 電話 は、 十六 年後の 大正 十三 年に 至って、 漸く 使用され るに 至った ので ある。 

一一、 新 海運 政策の 確立 

伯 は その 「入閣 後覺 書ノ 一」 の 第三 項に 記して、 「鄙見 ニ據 レバ、 輸入超過 ヲ拯フ ハ、 移民 及 海運業 獎働ノ 二者 ヲ 

措 テ他ニ 恰當ノ 手段 ナシ」 と 言って ゐる。 

移民 は 外務省の 所管で あるが、 海運 は 遞信省 固有の 事務で ある。 伯が 就任と ともに、 新たなる 海運 政策 を實 施す ベ 

きこと は、 當 初より 豫 期された ことであった。 

從來 日本の 海運 補助 政策 は、 これ を ニ途に 別って 行った。 すな はち 特定 航路 助成 法に よる 航路 補助の 契約と、 航海 

獎勵 法に 依る 一般的 補助と が これで ある。 しかるに 航海 獎勵法 は實施 後す でに 十 年に 及び、 その 間 日本の 海運 は、 船 

舶の 數も增 加し、 ニ大 躍進 をな しつつ あつたに も拘 はらす、 これに 適用 さるべき ところの 法律 だけが、 時代の 進 運に 

取殘 された る舊 制と して、 斯業 當事者 間に 非難され てゐ たので ある。 玆 において、 伯 は 新たに 改正 法雜を 確立し、 我 

國 海運の 將 來に對 する 基礎的 法律の 組織 を 樹立 せんと 決意した ので ある。 
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かくして、 約 半 歳に わたって、 殆ど 徹夜 的に 關係 {n が これに 從 事し、 法案 を 推敲し、 罰則 を 練り、 議會に 提案した 

ところの 法案 は 「造船 獎勸法 中 改正 法律案」 【遠洋航路 補助 法案」 「補助 航海 一一 從事 スル 商事 會社 一一 關スル 法律案」 

の 三であって、 右のう ち、 造船 獎勵法 中 改正 法雜 案と 遠洋航路 補助 法案と は 明治 四十 二 年 二月、 第二 十五 帝 國議會 に 

提案され、 「補助 航海-一 從 事スル 商事 會 社-一 關スル 法律案」 は 翌年、 すな はち 明治 四十 三年、 第二 十六 帝國議 會に提 

出された。 右の 中、 「遠洋航路 補助 法案 一 は 從來の 航海 獎勵 法に 依る 船舶と、 特定 命令 船と を 綜合して 規定す ると こ 

ろの 新しい 法律案であって、 すな はち 海運 保護の 主眼 を、 國 家の 必要な りと 認 むる 航路の 維持に 置き、 一般の 航海 獎 

勵 法は廢 止して 歐洲、 北米、 南米、 濠洲の 四大 航路に 對 する 補助 法 を 定め、 使用 船舶の 資格 を 規定し、 優秀 船 を 使用 

する ことと なし、 以て 一面 は 貿易 上に 資し、 一面 は 有事の 日に 備 ふること とした ものである。 

この 法案 は 衆議院に 於いて、 忽ち 大論戰 を 展開した。 

第一 に 起った 非難 は 法律 論であった。 卽 ち從來 立法 議會 の協贊 事項であった 事項の 多く を、 新法に 於いて は 監督官 

廳の 掌中に 收 めて ゐ ると いふ 點で、 委員 會 では 小川 平吉 から、 また 本 會議に 於いて は 島 田三郞 から、 詳細な 質問が あ 

つた。 その 結果、 小川 平吉の 修正 意見が 出て、 補助 法 第 一條の 補助金 支給 期間 を、 原案 三年 以上 十 年 以下と ある を 五 

年以內 に、 更に 第 一 條に對 し 「仍 し、 補助金 及 年限 一一 付テ ハ帝國 議會ノ 協賛 ヲ求ム へ シ」 と 但書が 附 加され た。 

この 遠洋航路 補助 法 中、 最も 注目すべき は、 南米 航路の 開設であって、 明治 三十 三年 航海 獎勵 法の 外に、 命令 航路 

を 開設した 時、 (ィ) 歐洲 航路、 ( P  ) 北米 航路、 ( ハ ) 濠洲 航路の 三 線 は 指定せられ たけれ ども、 南米 航路 は 全く 

捨てて 顧みられぬ といった やうな 狀 態であった。 しかるに 南米 移民の 增加、 對 南米 K 易の 增進 等の 關 係から、 西海岸 


への 交通 は 漸く 頻繁な らんと する に 至った のみなら す、 明治 四十 年の 暮、 內田 嘉吉が 南米 を 視察して 歸來 し、 遞 相に 

對し 南米 航路 開設の 急務 をカ說 した 等の 關 係から、 前記 法文の 立案に 際し、 南米 航路の 一項 を插 人す るに 至った ので 

ある。 これにつ いて 當時 祕書官 であった 小 森 雄 介 は、 「南米 航路の 開設 は 單に遞 信 省の 仕事と してば かりで なく、 我 

國の國 策 上 ヱ ボック • メー キングな 仕事であって、 後藤 伯の 遞相 就任に 依って、 始めて 達成され た 大事 業 だ」 と 一 百つ 

てゐる ほどで ある。 

議會に 於いても、 この 點は 議論 沸騰した。 衆議院の 特別委 員會 において は、 西 村 丹治郞 は、 外務省の 方針と 遞信省 

の 方針と が、 矛盾して ゐ るので はない かと、 伯に 手嚴 しく 質問し、 「南米 三箇 國に對 する 輸出 人の 總額は 僅かに 

百 八十 餘萬圓 である。 之れ に 對し百 萬圓に 近い 補助金 を與へ ると いふ ことが 疑問の 第 一で ある」 と爲 し、 且つ これ 等 

の國々 に は、 公使館 も 領事館 も 政府 は 置いて ゐ ないで はない かと 追撃した。 さう して 西 村 は、 東洋 汽船 會 社の 造った 

E 船 天洋、 地洋の 使途に 困って、 南洋 航路 を 開く の だとい ふ 坊間の 噂 を 引いて、 .「 柱き 所の ない 船 を 造った から、 南 

米 航路に 之れ を 使用す ると 云 ふので、 恰 かも 一 つの 私立 會社 を救濟 する 救濟 案と して、 提出せられ ると いふ こと を 六 

七日 頃 新聞で 承知した ので ある」 とまで 痛論した。 

實際 この 南米 航路の 新設 は、 伯と 東洋 汽船 會社 社長 淺野總 一郎との 協力に 依る もので、 かう いふ 新しい 仕事の 相手 

役と して は、 淺野は 伯に 取って 恰好な 役者であった。 

更に この 南米 航路の 新設 は、 移民の ためで あるか、 若し 然 らば 小 村 外相の 移植お 滿韓 集中 政策と 矛盾す るで はない 

かとの 質問が、 各方 面から 出た。 これに 對し、 衆議院 本會議 において 伯 は、 島 田 三郞の 質問に 答へ て、 「島 田 君ノ御 
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問 一一 御 答致シ マ スガ、 南米 ノ 航路 ヲ求 メル ノ ハ、 一 一一 殖民 政策 ノ爲、 若ク ハ移 民政 策 ノ爲デ ハナ イノ デ アリマ ス。 通 

商 貿易 ノ關係 上、 將來 航路 ノ發 展ノ上 一一 付テノ 目的 ヲ以テ 之ヲ始 メル ノデ アリマ ス」 と 言った。 

さらに 本案が 貴族院に 囘 送され ると、 四士 一年 一 万一 一十 曰の 同 院豫算 特別委 員 食に 於いて、 廣澤ー ニニ 郞の 質問に 

答へ て、 伯 は 次の やうに 言って ゐる。  . 

此 南米 航路 ノ コトハ 數字ノ 上 一一 ハ大ナ ル 變化ナ クシ テ 此事ガ 遂ゲラ レル ト云フ コトガ アツ タノ デァリ マス。 ソレ 

ハドウ 云フ コトデ アリマ ス ルカ トー 一一 一 n ヒ マ ス ルト、 此 航海 獎勵法 二 依ッ テ彼ノ 桑 港 線 二 用ヰル 船舶 ト シ テ此度 新 二 

加 へ ャゥト 云フ天 洋地洋 ノ如キ ハ矢張 リ約百 一 一十 萬圓ノ 獎勵金 ヲ下附 セナケ レバ ナラ ヌノデ アリマ ス。 ソ コデ此 

桑 港 線 二 從來用 ヰ マ シタ 所ノ三 隻ノ中 ノー 一隻 ニ代フ ル 二 天洋 地洋ノ 一  萬 一 一千 噸ノ 船ヲ 用ヰル コ ト 二 致シ マ シタ。 

而シテ 六 千 噸ノ船 ガ三隻 アラウ ガ、 一 萬 一 一千 噸ノ船 ガー 一隻 アラウ ガ、 一 向ソ レ ハ妨ゲ ナイ ノデ アリマ ス カラ 良キ 

船 ヲ以テ 之 一一 代へ テ此 航海 ノ 利益 ヲ帝國 二 占 メャゥ ト云フ コ トガ 了ソ。 又 一 方. 一一 ハ 南米 ノ 航路 ノ 開設 ガ最モ 必要 

ナル モノ デ アルト 云 フコト ヲ認メ マ シタ爲 二 彼 ノ是マ デ桑港 線 二 使用 シ テ置キ マ シ タ所ノ 一 一隻 ヲ以テ 其方 二 向ケ 

ルト 云フコ トー ーナ リマ シ タノ ガ此 豫算ノ 大體デ アリマ ス。 而シ テ 南米 航路 ノ 如何 二 必要 デ アル 力 ハ是ハ 申 上 ゲル 

マ デモ ナイ コト ト考へ マ スガ 大要 中上ゲ マス レ バ 南米 二 於キ マ シ テ 「テ ハ ン テベ ッ ク」 鐵道 ガ開ケ マ シ テ 東西 雨 

洋ノ 結合 ガ付キ マシタ 同時 一一 各 國ガ此 線路 ヲ 利用 シテ 航海 權ヲ 得ャゥ ト云フ コト 一一 急ナ ル譯デ アリマ ス。 ソ コデ 

帝國 二 於キ マ シ テ モ 南米 ト此 東洋 トノ 聯絡 一一 付キ マ シ テ 十分 ナ權 利ヲ占 メテ置 キタイ ト云フ コトハ 是ハ申 スマデ 

モナ ィコト 、、テア リマ スガ故 二、 此事 ニ對シ マ シ テ或ハ 現在 現ハ レテ 居ルャ ゥナ或 ル國或 ル國ノ 航海 ヲ 占有 スル -1 


後レル ャゥナ コトガ アツ テ ハイ カス カラ、 此際ノ 時機 ハ逸ス ベ カラ ザル モノ ト考へ マス。 

かくして 贵族院 は、 衆議院の 修正 を 承認して、 この 遠洋航路 補助 法案 は 無事に 議會を 通過して 法律と なった。 

迭 船獎勸 法改正 案 は、 時勢の 進 運に 省み、 數を增 し、 鐵製を 鋼製に 改め、 本 法の 施行 期間 を 十箇年 延長す る こと 

を 主： St とする ものであって、 これ は 異議なく 第一 一十 五 議會を 通過した。 

その 翌年の 議會 に、 前記 二 法の 補足と して、 「補助 航海 一一 從事 スル 商事 會社 一一 關スル 法律案」 が 提案され た。 それ 

は從來 政府の 補助 を受 くる 會社 は、 單に或 義務に 服す るに 過ぎす して、 一種の 請負 契約者た るの 觀が あり、 會 社の 內 

部 如何に 紊亂 する も、 定期 航海 を缺 かざる 限り は、 立ち 人て 之れ が 監督 を爲す ことができす、 また 荏苒 これ を 放擲せ 

んか、 平時に 於いて 海運業の 發展を 期し 難く、 有事の 秋に 當ては 必要の 機關 たる こと を 得ざる を 以て、 今後 其 組織の 

本體、 並びに 經營の 機 關に對 して、 必要なる 監督 を 施したい とい ふの が、 主たる 目的であった。 そして、 本案 は 衆議 

院 では 別段 論議 を 生ぜす、 すらく と 通過した。 

然るに 明治 四十 三年 三月 四日の 贵族 院本 會議に 上程 さるる に 及び、 はしなくも、 一大 法律 論爭を 捲き 起した。 卽ち 

商法の 權威者 岡 野 敬 次郞 博士 は 起つ て r 將來 斯ノ如 ク廣ク 監督 ヲセ ネバ ナラヌ ト 認ムル 理由 ガ 今日 ァリャ 否ャ ト云フ 

コトヲ 第一 二 御尋シ タイ ノデ アリマ ス —— 現行法 令ノ下 二 於テ 株式 會社ノ 營業ノ コトハ 大體ニ 於テ 株主 ノ 自治 二 任 力 

セル ト云フ 精祌ト 背馳 スル 一一 至ル ノ虞ガ アルト 思 フノデ アリマ ス」 と 述べ、 特殊 會 社で すら、 理桌の 選定に つ いて は 

候補者 中から 選ぶ ことにな つて ゐ るのに、 この 補助 航海に 從事 する 商事 會社 について は、 すべて 之れ が 選定 を 受けね 

ばなら ぬの はどうい ふわけ か。 また 定款の 變更 といっても、 大 なる も あり 小なる も ある、 航海に 關 する もの あり、 然 
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ら ざる もの あり、 すべて、 必す 主務大臣の 認可 を 要する とした 理由 は、 何 所に あるかと 痛論した ので ある。 これに 對 

し 後藤 遞相 は、 

現在 ノ 法律 ノ 制定 ヲ以テ 足 レリ トセ ヌト 云フコ トカラ、 此 提案 ヲ致シ タト 云フ コ ト ハ旣ニ 申 述べ タ 通リデ アリマ 

ス。 此 遠洋航路 ノ コト 一一 付 キマシ テハ、 固 ヨリ 帝國ガ 占有 ス ル所ノ 世界 ノ 公道 ノ上 一一 付キ マ シ テ、 是 ハ 日本 線、 

是ハ某 ノ國ノ 線ト云 フャゥ 一一、 次第 一一 線路 ガ 確定 イタ シ テ參ル 場合 デ アリマ シテ、 政府 ガ 巨額 ノ 補助金 ヲ 下付 ス 

ルト 云フコ トー 一 付 キマシ テモ、 帝國ノ 線路 ヲ極ク 確 力 一一 占有 ス ル コ トノ 目的 ヲ達シ タイト 云フ 二 在 ルノデ アリマ 

ス。 故 一一 此 業務 一一 從事ス ル所ノ 會社ノ 組織 一一 マ デモ、 監督 上 十分 一一 注意 ヲ拂 ヒ、 而シテ 其 間 一一 於 テ遣策 ナキヲ 期 

スル 一一 非 ザ レバ、 今後 航路 ノ 世界的 競 爭ノ上 一一 完全 ナル 占有 ヲ爲ス コト能 ハザル ユトヲ 認メ、 尙叉 航路 ノ 貿易 發 

達ノ 上ニ資 スルノ ミナ ラズ、 有事 ノ日 二 於テ、 此 船舶 ノ國家 ノ機關 トシ テ應用 セラ ル、 ニ對 シテ、 遣 策 ナキヲ 期 

セム トス ルー 一 ハ、 是等ノ 新制 度 ヲ以テ 八 フ日ノ 不備 ヲ補 フー 一 非ラザ レバ、 將來 帝國ノ 有用 ナル 船舶 ノ 設備 ヲ、 平生 

二 於テ 完成 ス ルコト 能 ハザル 二 依ル ノデ アリマ ス。 

と 答へ た。 それより 兩 者の 論戰は 更に 續 いて、 岡 野 は、 ー體 政府 は 如何なる 標準に 依って、 重役の 適當、 不適 當を決 

する のか、 その 標準な くして 濫りに 認可、 不認可 を 決する の は、 失當 の干涉 であると 難 じたる に對 し、 伯 は、 次の 如 

く 答 辯して、 輕 くこれ を か はした。 

認可、 不認可 二 付 ィテノ 標準 ヲ御話 モア リマ シ タガ、 (中略) 其 ノ 標準 一一 於テ ハ 一 定シ ナイ モノ デゴザ イマ スカ 

ラ、 是等ハ 政府 ノ德義 トシ テ主 タル 目的 ヲ達 スル 二妨ゲ ナイ 限リ ニ於テ 無暗， 一 認可、 不認可 ヲ 施行 スル モノ デナ 


イト ーズフ コトハ 申上ゲ ルマ デモ ナイ コトデ アリマ ス。 

かくて 本案に 對 する 岡 野 敬 次郞の 修正案が、 委員 會に 提議され、 修正 說は四 對三を 以て 否決され たが、 更に 同 三月 

十七 日の 貴族院 本 會議に 於いて は、 柳澤 委員長 (保惠 伯) の報吿 後、 卽ち 本案 件の 第二 讀會 の^ 頭に おいて 岡 野 敬 次 

郞は 演壇に 起ち、 極めて 強硬に 修正 意見 を 高調し、 田、 柳 澤等は 岡 野說を 反駁し、 記名投票の 結果、 岡 野 案赞成 二十 

六 票、 原案 賛成 百 四十 九 票 を 以て、 岡 野說は 否決され、 政府 原案 は兹に 可決 確定 せられた。 

斯樣 にして 伯の 手に よって、 新 海運 政策 は 確立した が、 しかし 國務 大臣と して 伯の 初舞臺 は、 贵衆： 吶院に 於いて、 

かなり 苦戰 であった。 これ は 伯の 提案した 他の 法律案、 叉 伯の 說明 する 各 事件に 對 する 議會の 態度に 現 はれて きた。 

それ を 小 森 雄 介 は 次の ごとく 語って ゐる。 

議會は 後藤 遞相を 目す るに n 買 名漢」 「伴食 新參 大臣」 を 以てし、 「新 平 を ィヂメ よ」 とて 全面的 突赏を 後藤 遞 

相に 集中した。 殊に 「後藤 遞 相の 就任 は、 接 首相が 滿鐵を 利用 せんが 爲 めの 策略の あら はれで ある」 との 傅 も 

飛んだ ので、 後藤 遞相は 議會の 全面的 砲火に 包圍 された 形で あ， つた。 

しかし、 伯 はこれ に對 して は、 時として は 不慣れの， ため、 隨分 困り もした やうで あるが、 又 性 來の樂 天 癖で、 案外 

ノン キな ところ もあった。 これにつ いて、 當時責 族 院議 員であった 鎌 田榮吉 は、 次の やうな 插話を 物語った。 

その後 宴會 などで 偶に あ ふだけ で、 餘 りつき あはなかった のです が、 貴族院で 度々 顏を あはす ことにな り、 後藤 

仲 小路な ど 云 ふ やかましい 人達と 私が 仲よ くした のであります が、 或る時 遞信 大臣の 後藤に 對 して、 輕 便鐵 道の 

案に 關 する 五つの 質問 をした のであります。 休憩に なって 食堂で 會 つたら、 彼 曰く。 「君の 質問 はどうせ ひやか 
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しだと 思った から、 聞いて ゐ なかった、 たった 一 つ だけ 聞いた」 と 云 ふの. であります。 實に あきれた ので ありま 

す。 道理で 答 辯が なって ゐ ない。 何 を 云って ゐる かわからない。 わからな いから 皆が 笑 ふ。 拍手す る、 それ を 御 

本人 は ゥケク つもりで ます/ \. 何 か 云 ふ。 滿場 ドット 笑 ふと 云 ふわけ でありました。 

なほ そのほかに、 伯が 管 船 局所 管 事務に して、 就任 中に 實 施した 仕事 は、 左の 諸 項であった。  . 

一、 瀨戶 内海 沿？ か 特定の 場所に 信 號所を 設置し、 其の 沖合 を 通過す る 船舶に 對し 规定の 船舶 通航 信號、 又は 兩 種の 信號を なさし 

む。 (明治 四十 二 年 七 =: 遞信^ 吿示) 

二、 白 W ブラッセル 萬 國泡法 會議に 於て、 船舶の 銜突 並に 海難救助に 對 する 雨 條約を 調印。 (四十 三年 九 HO 

三、 鐵鋼. 船撿在 規程。 (四十 三年 六月 公布) 

四、 造船 樊勵 法の 改：ル。 (四十 二 年 三月) . 

五、 商法 第五 篇 第二 章。 (四十 四 年 五 ほ 改正) 

六、 第二 種港灣 (關係 地方の 修築 工事に 對し國 庫より 相 常 補助 を與 ふべき もの) として 四日 巿、 鹽釜、 新 潟、 靑森を 選定 0  (四 

十一 一一 年) 

七、 港の 修築 —— 防波堤と 俊！ if。 祌戶 (四十 三年)、 小 檻 (四十  一 ^)、 釧路 (四十 二 年)、 函館 (四十 三年)、 四日 市 (四十 三年)、 

關門 海峡 (四十 三 i^)、 大分 (四十 三年)、 霧 (四十 三年)、 淸水 (四十 二 年)。 

• 三、 發電 水力 の 大調查 

日本の 政界に は、 取り 殘 された る 大きい 問題が あった。 それ は 政治と 科學 との 關係、 別言すれば、 政治 及び 行政に 

科擧的 基礎 付け をす る、 とい ふこと である。 


政治と か 道徳と かいふ もの は、 ややもすれば 時代から 後れが ちの ものである。 すな はち 人間の 生活 自身 は、 刻々 變 

化して ゆく ものな ので ある。 しかるに 我々 の 生活 を 規律す る 道徳と、 生活 を 統制す る 政治と は、 生活 自身の 變 化と 同 

時 且つ 同量に 變 化しない。 そのために 思想 的混亂 と社會 的動亂 とが 發 生して、 この 不一致 を 調和す る。 それ は 丁度 地 

底の 地、： J りが、 久しく 暗々 裏に 行 はれた 後、 この 地盤の 變 化に 適 應 さす 爲 めに、 大地震が 或る 年期に 起る やうな もの 

である〕 

賢明なる 政治家の 仕事 は、 かかる 激變の 起らない やうに、 間斷 なく 政治 自身 を 改正して、 生活と 合致せ しめる やう 

に 努力す る ことで あり、 偉大なる 思想家の 仕事 は、 生活に 適應 する 如き 新 思想 を 社會に 提供す る ことで ある。 

蓋し 十九 世紀 社 食の 一大 變化 は、 科學が 人類の 實 生活に 廣汎 且つ 深刻に 渗 人した ことで ある。 さう して 機械が 次第 

. に 人間 生活の 基調と なって 來た。 それが ために、 人間の 生活 は 根本的に 變 つて 行った。 ゆ ゑに 政治の 根本 も、 この 科 

舉と 機械との 基礎の 上に 置き か へ られ なければ ならない 害であった。 しかるに 自然 科 學に關 する 理解と 認識と を缺如 

せる 多くの 政治家 は、 科學 以前の 社會の 思想 を もって、 近代の 科 學社會 を 統治 せんとした。 そこに 近代 政治の 社 食 的 

權威 喪失の 大 原因が あった。 

この 點に著 眼して、 政治の 基調 を 科學に 求めん とした 人々 は、 各國 に少數 ながら、 次第に 輩出しつつ あった。 その 

顯 著なる は 露 西 亞のレ ー 一一 ンと、 亞米利 加の フ ー ヴ" ー であった。 さう して、 日本に 於いて は 後藤 新 平であった。 

. 米國の 政治 學者 チヤ ー ルス • ェ ー • ビー アド 博士 は、 伯の 東京 市長たり しころ 聘 せられて、 日本に 來り、 半 歳の 時 

日 を 消して、 日本 市政 を檢討 解剖し、 伯に 對 して、 種々 有益なる 提言 を爲 して 歸國 したが、 その 米 國に歸 著して 後、 
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レヴュ ー, ォヴ • レゥュ ！-ス 

「評論の 評論」 に發 表した る 論文 を 題して 「科學 的 政治家 後藤 子爵」 と 呼び、. 伯の 科舉を 基礎と する 政治的 立場 を、 

世界 第一と 激賞した ことがある。 

この ことにつ いて、 當時遞 信 省の 事務せ で、 後に 電氣 局長と して、 伯 を 助けて 電氣 事業 を 完成せ しめた 肥 後 八 次が、 

次の ごとく 物語って ゐ る。  . 

私 は 多くの 大臣に 仕へ た。 殊に 藤 伯が 遞 相に 就任され た 時には、 私 は微々 たる 一 課長に 過ぎなかった。 恐らく 現 

在 も左樣 であらう が 如く、 由來、 我國 め國務 大臣に して 科學を 理解し、 科學的 事業に 關心與 味 を 有する 人 は 稀で 

ある。 否、 殆どない。 しかし 後藤さん だけ は 遠って ゐた。 藤 伯 は 科學を 理解され てゐ たばかり でない、 非常な 舆 

味 を 持って ゐられ た。 だから こそ、 私の やうな、 伯から 見れば 子供の やうな 者 をよ く 呼び寄せて、 科學 的な 話 や 

意見 を聽 取され た。 

この 意味に おいて、 遞信 省と 鐵道院 と は 伯に とって、 打って つけの 舞臺 であった。 

從來 日本の 行政府に おいて は、 法律 中心の 傳統に 泥み、 內務省 を もって 最も 重要なる 宫廳 となし、 遞信 省の ごとき 

を 伴食 二流の 大臣の 地位と 考 へる 習慣が あった。 しかるに 近代の ごとき 科學 時代に おいて は、 科學 的社會 生活に 最も 

直接 關係 深き 遞信 省、 商工 省の ごときが、 次第に 重要性 を增 すべき こと は當然 であった U 

伯が 遞信 省に おいて 成し遂げた 大きい 仕事の 一 つ は、 この 科學的 事業であった。 それ は電氣 殊に 水力 電氣 に關 する 

ものである。 その 一 つ は、 發電 水力の 大 調査で、 いま 一 つ は、 電氣 事業 法の 制定であった。 

この 點に關 し、 肥 後 は 更に 繽 けて 曰く。 


明治 四十 年代に おける 我國 の電氣 事業 は 誡に微 々として 振 はす、 幼稚 極まる ものであった」 水力 電 第と 云っても 

本當の 意味の 水力 電氣 なる もの は 存在し なかった" 折角 水力 發電の 設備 は 整 へても、 これ を 送電す る 技術 は 全く 

ゼロであった。 

かう した 時代に 遞 相の 椅子に 就いた 後藤 伯 は、 發電 水力 調査の 一 大事 業 を 創始せ るの みならす、 离 難を排 して 電 

氣 事業 法の 制定に 成功し、 今日の 日本の 隆盛なる 電氣界 を 生み出す 基礎 を 確立した。 藤 伯 は實に 日本 電氣 事業界 

の 恩人で ある。 

およそ 國 力の 根本 は、 動力 を 所有す るに ありと は、 伯の 持說 であった。 然るに その 爲 めに 必要なる 石炭 並びに 石油 

につ いて、 樂觀を 許さざる 日本が、 新生面の 打開 を 水力 電氣の 開發に 傾注し なければ ならぬ こと は、 自明の理 であつ 

た。 しかも この 點に 夙に 著 目せ る 伯 は、 この 水力 を 放縦 無統制なる 個人の 開 發に委 するとき は、 禍を 百年の 後に 胎さ 

ん こと を 憂へ、 叉 かくの ごとき 國民 一般の 福利に 關係 すると ころ 甚大なる もの は、 早く 國 家の 手に よって 調査し 統制 

されなければ ならぬ と考 へた。 

そこで 伯 は、 遞相 就任と ともに、 親 意 これが 實 現に 努力し、 專門家 をして、 これ を調奔 せしめ、 史僚 をして 立案せ 

しめたの である。 その 由來 を、 肥 後 八 次 は 次の ごとく 語って ゐる。 

後藤 伯 は臺灣 民政長官 時代に 極めて 大規模な 水力 工事 を 施行し、 貯水池 を 構築し、 一大 灌漑 事業 を實 施し 大成功 

を收 めら れた 事が あった。 この 水力 工事 は 全く 後藤 伯 獨自の 見解に 基いて 達成せられ、 臺灣の 產業發 達 上、 實質 

的の 大貢獻 であった。 後藤 伯が 第二次 桂 內閣に 人り て遞 相に 就任せられ、 全 國發電 水利 調 杏と いふ 大事 業 を 達成 
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せられた の も、 旣 に臺灣 時代に おいて 水利 事業に 對 する 實地經 驗を經 て ゐられ たからで あらう。 從 つて 遞 相に 就 

任せられた 時には、 水利 事業に 對 する 定見 は 旣に備 へられて あり、 國家產 業の 發達 上、 水利 利用の 重大性 を 十分 

に 認識し て ゐられ た 次第で ある。 

當時 (明治 四十 二 年頃) は 和歌 山縣 その他に 極めて 僅かの 水力 發電 所があった。 水力 發電地 點を發 見す る爲 めに 

は、 丁度 鑛 山の 鑛脈を 見つけ 出す と 同様の 有樣 であった。 とい ふの は發電 所では 少しも 水利 を 調査して ゐ ない。 

だから 水力が 枯渴 すると 直ちに 發電 能力が ゼロに なり、 諸方 面から 苦情が 續出 するとい ふ 始末であった。 「かう 

した 不便 を 除く 爲 めに は、 是非とも 全國の 水利 狀況を 調査し、 この 調杳の 結果 を 事業者 側に 知らし め、 事業者 側 

はこの 調査の 結果に 基いて、 有利な もの だけ を 選んで 事業に 著 手 すれば よい。 さう なれば 初めて 事業者 側の 行動 

も社會 から 理解せられ、 從來 山師 呼ば はりされ てゐ たの も、 されなくて すむ やうになる わけで ある」 と、 かく 想 

ひついた 後藤 遞相は 斷然、 全國 水利の 調査 を 決行す る ことに 決意され た。 

後藤 遞 相の 眞意は 結局、 この 發電 事業 は國 有に しなければ ならぬ、 この 事業 は その 性質に 鑑みても 民間の 事業で 

はない、 日本と して は 水力 發電に 依る 動力の 供給に 依って、 石炭の 不足 を 補 はなければ ならぬ とい ふのに ほかな 

ら なかった" 

しかし 伯の 發電 水力 調査 事業 案 は、 不幸に して、 帝 國議會 の 賛同 を 得る ことができ なかった。 衆議院 は 初め これ を 

削除し、 後に はこれ を 削減した。 伯 は 百方 苦闘の 末、 明治 四十 三年の 議會 において、 提出 豫算額 二十 九 萬 二 千 餘圓の 

うち、 辛うじて 二十 萬圓の 豫算を 獲得す る ことができた。 


かくして 明治 四十 三年の 四月に 至り、 伯 はいよ， （- 水力 電氣 調査の 事業に 著 手す る ことにな つた。 同月 ま づ遞信 省 

內に 臨時 發電 水力 調査 局 を 設け、 仲 小路 次官 をして、 その 長 {R を 兼任せ しめ、 且つ 彼 を 約 八 箇月 間の 豫定を もって、 

歐米 各國に 差遣し、 實地 について 調査せ しめた。 

それと 同時に、 伯 は 同年 同月、 東京に 召集せられ たる 地方 長官 を 本省に 招待して、 これに 關し、 次の ごとき 訓示 を 

與 へ た。 

I— 抑國 民の 經濟的 活動 は、 宇 {山 無盡の 自然力 を開發 利用して、 以て 産業 振興の 源泉 を 涵養す るに ra り 促進 せらる る こと！： ょリ 

言 を 侯たざる 所に して、 氣 事業 殊に 最近 發 達に 係る 水力 電氣 事業の 如き は、 實に 一般 產業を 振興せ しむべき 無二の 源泉たり c 

(中略) 

電氣 事業 は 其 創 瓶 極て 近代の ことたる に拘 はらず、 長足の 進步を 遂げ、 且其效 益の 宏大なる 蓋 他に 匹歸 する もの あらざる べし。 

是れ 主として 最近 技術の 進 步に伴 ひ、 水力の 利 用 を 促し、 電氣遠 送 方法の 發 達せる に. e ら ずん ば あらず。 殊に 方今 工業界の 趨向 

は大 動力 を 必要と し、 事業の 盛衰 は劍カ 生產 費に 支配 せらる るが 故. こ-、 自由に 遠隔の 地に 饋 送し 得る に 至りた る 低 服なる 水力 

氣は、 竟に 市場に 於て 石炭 其 他の 動力に 比し 優越の 地步を 占め、 特に 之 を 作業場の 要素と する 電 氣化學 工業の 如き、 其方 法の 斬 

新に して 操作の 簡易なる が爲、 大に生 產費を 節約し 工業界の 面目 を 一新 せんとす るに 至りた リ。 由來 我^ は 富裕なる 石炭^な り 

と雖、 採炭の 命脈 自ら 限 あり。 海運 及 工業の 進 步に伴 ひ、 其 需用の^ 加と 共に、 採炭 費 は 逐年^ 加し、 殊に 戰 時に 4^ りて は 動 も 

すれば 橄ち 供給に 不足 を 吿げ、 平時に 於ても 亦 市價の 激變を 免れざる の 虞 あり。 之 を 統計に 徵す るに、 我國 石炭の 産額 は 明治 三 

十 一 年 以後 十 年間に 於て 約 二倍 强に^ 加し、 其 消費 額 亦 殆ど 二倍 弱に^ 加せ る を 見る。 卽ち此 情勢に 依る も 採炭の 命脈^々 短縮 

の 度を遞 加す る や 明かに して、 石炭 國を 以て 稱 せらる る 英國の 如き すら 夙に 此點 に關し 委員 を 設けて 調 杏 を 遂げし める が 如き、 

其 他の 各國 孰れ も斯の 問題に 關し 顧慮せ ざる ものな し。 我國の 如き 河川 饒多 水力の 馨： 富なる 國 土に 在りて は、 天賦 無 塞の 水力 を 

開發 して 以て 石炭 動力に 代 ふる は國民 經濟上 極て 必要なる 事に 屬し、 询に 自然の 命に 順 ふ ものと 謂 ふべ し。 ^水力^ 氣の發 達 は 
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，啻に 工業界に 資する のみならず、 排水 灌溉其 他 €^ 業 上に 於け る 利^の 途亦 漸く 多き を 加 へんと する を 以て、 將來 此方 面に 於け る 

發展の 餘地大 なるべき を 疑 はず。 而て 斯業の 興起 は 家内工業の 助長 を 便なら しむる が 如き、 倍々 地方の 繁榮と 密接の 關係を 有す 

るに 至るべき を 信ず。 

水力の 開 發に關 し 方法 を 講ずる は、 國 家の 當に盡 すべ き煑務 たる こと 固より 首 を俟 たざる 所に して、 各國に 於て は 夙に 此點 に留 

意し、 例へば 獨、 瑞、 塽、 佛 等に 於け る水理 調査 局の 如き、 或は 北米 合 衆國に 於け る 水力 調 部の 如き、 何れも 特殊の 機 關を設 

けて、 之が 調査に 汲々 たる もの ある を 見る。 然るに 我國に 於て は、 從來其 制度 具 はら ざり しが 爲、 事業の 勃興に 伴 ひ、 往々 單に 

櫂 利 を 得る を 以て 目的と する もの を 生じ、 爲 に眞摯 なる 企業の 發達 を阻碍 し、 或は 粗漫の 計畫に 依り 區々 濫用の 弊に 陷る あらん 

とす。 而 かも 旣に 開業せ る 水力 電氣 事業者と 雖、 常 初 水量の 調査 不充分な るが 爲、 豫 定の電 量を發 生し 得る もの 少く、 水量に 伴 

はざる 過大の 設備 は 無用の 資本 を 固定し、 事業 經齊を 危殆なら しむる と共に 國 民經濟 上に 於て 失 ふ所尠 しとせ ず。 斯の 如くん ば 

則ち 國家 有用の 水利 も 徒に 其 利用 を 妨げられ、 天 與の富 源 を暴殄 し、 國家 千載の 患 を 遣す に 至らん とす。 客 歳電氣 局の 新設に 伴 

ひ、 發電 水力に 關 する 事項 を も 掌理せ しめ、 特に 之が 取締に 關 する 訓令 を發 したる 所以の もの は、 畢竟 如上の 弊 寄 を 芟除し 以て 

斯業の 健 仝なる 發展を 遂げし むる こと、 頗る 緊切なる を 認めた るに 困る。 而て斯 行政の 0 的 を 達する の 道 は、 單り其 取締の みに 

止まらず、 進で 入, -國に 於け る 水力の 狀勢を 調査して 水力 臺帳を 編成し、 以て 企業の 振興 を 促進す るに 在る は、 方 令 宇内の 大勢に 

徵し询 に 明瞭なる 所に して、 之が 調丧は 固より； 4 人の 力 能く 之 を爲し 得べ きものに 非ざる を 以て、 政府 は玆に 根本的 施設と して 

水力 調査の 計畫を 定め、 今期 議會に 之が 豫算を 提出し 其 協賛 を 鯉る に 至れり。 而て 本調杳 完成の 曉に 至らば、 庶幾く は 以て 國 

に 於け る 水力の 狀 勢を審 にす る を 得、 企業 上 必要なる 確實の 資料 を供與 し、 1 其 集約的 統一 の 利用 を 指導し、 斯業の 建 仝なる 發 

展を 促す を 得ば、 産業の 興隆、 國家 民人の 福祉 を^ 進す る 上に 於て、 其裨 益す る 所 蓋し 微少なら ざるべし。 各位 宜く此 趣旨 を體 

し、 本 調 杏 事業の 施行に 關し大 に盡瘁 せらる ると 共に、 水力の 取締 を嚴 にし、 確赏 なる 企業に 對 して は 誘 被 利 導の 方法 を 講ずる 

に 努力せられ むこと を 望む。 


本 計畫は 今年度 以降 五箇 年に 互り 調査せ むと する ものにして、 本年度に 於て は 調査 费 二十 萬圓、 各 年度 を 通じ 約 百 五十 萬阒の 

經費を 以て、 國の各 水系に 亙り 約 一千 箇所の 水力 地點を 選定し、 無慮て 「：：： 萬 馬力 以上 を 得む とする ものにして、 其 調査 方法 は 

全 國を七 部、 十 數區に 大別し、 各 區に数 班 を 配置して 實 地の 踏 杏 測量 を爲 さしめ、 初年 度に 於て は 各般の 準備 を 了す ると 共に 一 

部分の 測量 工事 を 施設し、 次.^ 度 以降に 於て は 之が 績行 と共に 水量、 落差 等の 測量 調査 を 行 ひ、 其 成， 鋭に 基づきて 水力 臺帳を 編 

成す るの 計畫 なりと す。  . 

本 事業の 目的 並計畫 は、 前 叙の 如くなる を 以て、 之が 赏 施に 際し、 警察 及 技術 官の 援識 助力 を 要する 場合 多々 あるべき は 勿論な 

るの みならず、 雨量の 觀測、 流量の 測定、 流域の 踏査 其 他 各般の 亊 現に 就て は、 各地 方廳並 下級 行政 廳、 其他齐 地の 氣 象臺、 測 

候 所、 觀測听 等 各種の 公の 機關に 依リ、 相互 連絡の 調査 を俟 つに 非 ざれば、 滿 足なる 效 杲を收 むる こと 能 はざる 性質の ものなる 

に 依り、 此 等の. 5?« 公署に 對し 常に 事務の 補助 を委囑 する 場合 微からざる を 以て、 中央 及 地方 戮 カー 致して 其赏 馥を舉 ぐるに 努め 

られ むこと を 望む。  

然るに、 この 發電 水力 調査 費は翌 四十 四 年の 衆議院に 於いて またも 反對が 起り、 つ ひに 二十 七 萬圓に 削減され た。 

その 削減 額 は、 たと へ 小額であった とはいへ、 伯に とって はまこと に 苦痛なる 削減であった" そこで この 豫算 案が贵 

族 院に囘 送され ると、 伯 は 二月 二十 八日の 同院 の豫算 委員 會に 於いて、 次の やうに 訴 へて その 通過 を圖 つた。 

而シテ 一 言 兹 二 添へ テ置キ マス ノハ、 發常 水力 調査 費 デァリ マス ガ、 是ハ 前年度 一一 於キ マ シ テ モ 削減 シ テ、 又 本年度 -ー 於キ マ シ 

テ 、ノ 約 五十 萬圓 一一 近キ モノ ヲ 要求 スべキ モノ ヲ 削減 ヲ 致. シ テ 提出 シ テ ゴ ザ イマ シタ 二 拘ラ ズ 、 更 一一 衆議院 デ 減額 ヲ见 クノ デァリ 

マ ス ガ、 是ハ 諸般 計 畫ノ上 一一 於キ マ シ テ實 二 無用 ノ 苦痛 ヲ與 へ テ 公務 二害ヲ 生ズル モノ ト考へ マ シテ、 十分 原案 ノ通リ 通過 セ ム 

コトヲ 求 メタ ノデ アリマ シ タガ、 不幸 一一 シ テ 其意ヲ 徹底 スル コト能 ハズ、 併 ナガ ラ 之-一 對 シテヒ ドク 原案 ヲ 維持 スル ト云フ コト 

モ、 少額 ノ コトデ アリマ ス カラ、 穩當デ ナイト 考へ マ シテ、 其 少額 ナ ル 二 モ拘ラ ズ、 公務 一一 與 へ タ害ト 苦痛 、ノ 甚ダ 大ナル -ー 拘ラ 

ズ、 本年 ハ 幾分 ノ豫算 編成 ヲ改メ マ シテ、 衆議院 ノ豫^  ノ通リ 執行 ハ致ス 考へデ アリマ スケレ ドモ、 甚 ダ此點 一一 付ィテ ハ 不本意 
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一 一考へ テ ル次笫 デァリ マス。  - 

それから、 仲 小路 次官の 說明 についで、 色々 の 質問が 出た。 そこで 伯 は、 加納久 化と 木 村 誓太郞 との 質問に 對し、 

發電 水力の 調査が 五十 年、 六十 年の 將來 を考 へての 事業なる ことと、 これが 單 純に 現在の 河川 を 利用す る のみでな く、 

「ク ー ルス ペル」 によって 水力の 利用 を さらに 擴大 する ものである こと を 力 51^ したので あった リ 

デ 五 百 五十 ノ 河川 ヲ 大約調 杏 スルト 云フコ トニ ナツ テ居リ マス。 計畫ィ タシ マシタ 河川 ノコ トハ 斯様 一一 ナツ テ 調査 ヲ シテ、 (中 

略) ソレト 同時-一 此 河川 ヲ 用ヰテ 水力 電氣ヲ お」 ス外 一一 其足ラ ザル所 ヲ補フ 方法 ガ亦 是ハ 最モ 必要 ナ 方法 デァリ マ シ テ、 獨 逸帝國 

ナドー 一 ハ 「タ ー ルス ペル」 ト唱へ テ谷ヲ 閉鋭ス ル所ノ 方法 ガ アリマ スル。 卽チ 人工 二 水溜ヲ 造ッテ 一時-一 此 無クナ ル水ヲ 港へ テ 

或ル 部分 一一 ハ舟楫 ノ便ガ ソレー 一依 ッ テ助 カル コ ト モ出來 マス ルガ、 先 ヅ單純 -I 其邊ノ 所ヲ取 拔ィテ 計算 イタ シ マ スルト 云 フト、 - 

人工 一一 湖水 若ク ハ 池 ヲ造リ マ ン テ 丁度 今日 田園 灌漑 ノ爲 -I 設ケ テ アル モノ  ノ最 モ大ナ ル-モ ノ デァ リマ シ テ、 其 水源 ノ 容易 II 涸レ 

ザ. - モノ ヲ 称へ テ以テ 此發電 水力 ヲ起ス ト 云フコ ト ガ是ガ 亦甚ダ 必要 ナ コト トシ テ居 ルノデ アリマ ス 。殊ニ 日本 帝國ノ 地形 ト云 

フモ ノハ、 ソ レニ 對シ テ； 大與ノ 地ト. & シテモ 差 支 ナイ ャゥ -I ナツ テほ リマ ス ルノデ アリマ ス。 彼 レ此レ 考慮 ヲ致シ マシテ 發電水 

カノ 調杏ノ コト ヲ起ス コト -ー 相 成 ッテほ リ マス。 ソコデ 前段 次官 ガ申 シマシ タヤ ウー 一河 川ノ 各地 點 ヲ調^ シ テ 行 キマ シテ、 ソレ 

ガ地 質的 調杏ト 相須チ マ スルト 共-一 何レ ノ地點 -I 「タ ー ルス ペル」  谷ヲ 閉鎖 シ テ水ヲ 溜 メル 所ヲ 称へ ル コ ト が 出來ル カト 

云フ コト ハ 河川 調杏ノ 逸行 ト共」 I 出來 ルャゥ -I ナツ テ居ル 。(中略) 其 「タ I ル スペル」 ノ出來 様ガ惡 イト 云 フト、 却ッテ 水害 ヲ 

受ケル 。之 ガ爲  一！ 田園 ヲ荒シ 、或ハ 村落 ヲモ 流シ、 種々 ナ ルコト ガ出來 マス ルガ、 ソレ ガ 多年、 地 種 其 他ノ諸 要素 ノ調奄 ガ並ビ 

行 ハ レ テ行キ マス ル 結果 トシ テ 適當- 一行 フコト ガ出來 マス ル。 ソ コデァ ラュル 水力 ヲタダ 海  一！ 流シテ 仕舞 ヒマ セヌノ デ、 之ヲ利 

用スル コト ガ出來 ルャゥ  一！ ナル。 其點- 一至 リマ ス ル所ノ モノ ヲ總テ 今日 二 計畫 ヲスル ト云フ コトハ 出來得 ナイ ノデ アリマ スケレ 

に モ、 其 基礎 ハ 之-一依 ッテ定 マツ テ 後- 1 完 仝ナル 水利 ヲ用 ヰル コトガ 出來ル トー フ コト -1 相成リ マス ル譯- ！ナ リマ スル。 要スル 

一- 前段 申 述べ マ シタ 河川 ノカヲ 水力 電氣 -ー 應用 ス ル バ カリ デナ ク、 此 調杏ノ 通行 - 一依 ッ テハ更 二 人工 ヲ以テ 水 ir 俗-一 謂 フ所ノ 


水溜ヲ 称へ テ、 サゥシ テ 利用 ノ 5?:^ ヲ 攻究 ス ル 端緒ト ナ ルノデ アリマ ス。 

かくして 發電 水力 調査 費 は 中： 只 衆： 吶院を 通過し、 伯 はやう やく その 事業 を繼繽 する を 得た ので あるが、 伯の 在任中に 

おける この 事業の 進 渉狀態 は、 「事務 引繼 書」 によれば、 次の 通りであった" 

曩に 臨時 發電 水力 調査 局の 設置 せらる る や、 東京 外 六 箇所に 各 支局 を 55- き、 區域を 定め 以て 當該 地方の 調 杏に 當 

らしむ。 其の 支局 長 は遞信 管理局 長 をして 兼 掌せ しめ、 特に 踏 杳耍項 を 定めて 之 を關係 職員に 開示し、 四十 三年 

六月 下旬 孰れ も 任地に 就き、 著々 踏査 を 進行せ しめ、 踏 杏 選定した る 地點に は、 各 測量 班 を^き、 實測 作業に 從 

はしめ たり。 是の 如き 順序 を 以て 現に 作業の 進 渉に 努め、 幸に 豫定の 如く 行動しつつ あり。 現に 踏 杏した る地點 

は 一千 四百 箇所に 達し、 理論 上 百 六十 萬 馬力の 電力 を 得べき 見込み あり。 而 して 測量 班 を 配 S し in 下實測 作業に 

從 事しつつ ある もの 旣に 六十に 達せり。 其の 作業の 困難なる べき は豫 期せし 所なる も、 現狀 1ハ る 惻隱の 情 に^え 

ざる もの あり。 深山幽谷の 間 一 の樵徑 なく、 自ら 荊棘 を 刈て 通路 を拓 き、 寢 ぬるに 家な く 常に 天幕 內に 起臥し、 

携帶 の糧盡 くれば 遠く 之 を 山麓に 索め、 斷虔に 攀ぢ奔 潭と鬪 ひ、 時に 命 を 一條の 線 索に 託して 作業す るが 如き、 

其の 危險と 困難と は實 に名狀 すべから す。 今や 第二 年の 中道に 至り。 今後 數年を 出です して 本業 を 完成し、 正に 

起 業界の 基礎 を 立つ るの 時 あるべ きを 信す 0 

以て 伯 並びに その 麾下に 立つ 吏 僚が、 如何に 意氣 軒昂と して、 この 調査 事業に 從 ひしゃ を觀 るに 足る リ 

然るに、 最初 五箇 年 計畫を 以て 始められ たる この 大 調査 は、 第二次 西 園 寺內閣 成立す るに 及んで、 財政 緊縮 節約 主 

義と いふ 理由で、 僅か 二 年 目に、 中止 されん とする の 悲運に 遭遇した ので ある。 この 時の ことにつ いて 肥 後 は 語る。 
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その 時 は 實に殘 念でした。 それで 後藤 伯のと ころへ 出かけて 行って 「折角の 大事 業 を 打 切る とい ふの は實に 怪し 

からぬ ことです」 と 西 園 寺 內閣の 仕 打に 對 する 不滿 を厦ぶ 陳情に 出かけた ものです。 その都度 後藤 伯 は 「實 に殘 

念 だ、 遺憾な 事で ある」 と 嘆息して をら れた。 

しかるに 第二次 西 園 寺 內閣は 間もなく 崩 壌し、 代って 第三 次 桂內閣 成立す るに 及び、 果然 後藤 伯 は 再び 遞 相に 就 

任された。 水利 調査 關係當 局 者 一 同 は 早速、 後藤 伯に 「水利 調査の 續 行方」 を訴 へた。 スルと 遞相は 言下に 「直 

ちに 續行 する！ すぐに 豫算を 編成せ よ」 と 命令され た。 大藏省 側 もこの 豫算を 承認し、 萬 事 好調 子に 進涉 して 

行った ので はあった が、 殘念 にも 第三 次 桂 內閣は 五十 有餘 日の 命數で 瓦解し、 伯も遞 相を辭 任された。 - 

その後、 鬼に 角、 水利 調査 は 完成せられ たが、 これ は 全く 藤 伯の 遞相 時代に おける 調査の 著 手と いふ 事が、 調査 

完成への 原動力と なった わけで ある。 今日、 この 調査 資料が 存す るが 故に、 事業者 は 水利 地點に 就いての 調査 を 

行 ふ 手數を 省く 事が 出來、 叉 事業所 要 經費も 知る 事が 出来る 便宜が あるので、 今日は、 この 調査 資料が 殆ど 利用 

され、 事業者 は 絶大の 便 {且 を 得て ゐ るの. である。 

前述せ る ごとく、 この 發電 水力 調査 事業 は、 やがて 必然に 來 るべき 電力 國營 時代の 基礎工事 として、 遠大なる 計畫 

により、 著 手され たもので あった。 また 時期から 觀て も、 日本の 電氣 事業 は、 第一 期 (明治 二十 年より 三十 二 年に 至 

る) の巿內 配電 時代と、 第二 期 (明治 三十 二 年より 四十 年に 至る) 近距離 逢電 時代 を 過ぎて、 まさに 第三 期の 遠距離 

送電 時代の 初頭に 當り、 日本の 電力 事業が、 まさに 飛躍的 發展 をな さんと 身 構へ てゐた 時で あるから、 その 際に 行 は 

れた 政府の 發電 水力の 調査 は、 日本の 電力 事業 發達 のために、 最も 重要なる 基礎と 指導 を與 へたので あった。 尤も、 


最初 五箇 年繼繽 事業と し 著 手せられ たる この 事業が、 わ づか三 箇年餘 にして、 大正 二 年 六月、 臨時 水力 發電調 茶 局の 

廢止 とともに 中止され たるた め、 伯の 計畫 せし 事業 は、 つ ひに 完成 を 見る を 得なかった けれども、 とにかく これによ 

つて、 全國 における 水力 地點 分布の 情 態 を 明かに し、 且つ これらの 地點 にっき、 この 水位 流量の 變 化の 概況 を 知る こ 

とがで きた。 すな はち その 踏査 地 點千五 百 三十 六 個所に おいて、 三百 一 一十 七 萬 五 千 一 一 百 四 馬力 を發電 しうべき こと を 

推知し 得、 內八百 五十 個所の 地 點を實 地 調査し、 その 調 查地點 において、 二百 二十 九 萬 五 千 二百 三十 二 馬力の 電力 を 

得る こと を 確認し えたので ある。 これが 基礎と なって、 その後の lin 本の 驚くべき 電力 事業の 發 達が 生じ、 つ ひに 後年 

伯の 電力 統制 案が 生れ、 惹 いて 今日の 電力 國營案 を 導き出すべき 契機と なった こと は、 後に 詳記す ると ころが あるで 

あらう。 

四、 電氣 事業 法の 制定 

伯の 遞相 就任 時代 は、 日本の 電氣 事業 は 幼稚であった けれど、 水力 電氣 を發 達せし めようと いふ 熱意 は、 國 內に旺 

盛であった。  ， 

それ は 一 つに は、 當時獨 逸、 伊太利 等の ごとき 石炭 不足 國に 起った 水力 電氣 熱に 刺戟され たのと、 いま 一 つ は鐵道 

が 大部分 國有 となった ために、 事業家 はこれ に 代るべき 新 事業と して、 水力 電氣に 著 眼した のであった。 

時恰 かも 日本の 電氣 事業が、 飛躍的 勃與の 機運に 際 食して ゐ たこと は、 旣に 述べた 通りで あり、 これ を電氣 事業 資 

本に ついて 見る も、 明治 三十 六 年に は 三千 萬圓に 過ぎなかった ものが、 明治 四十 二 年に は 一億 五 千萬圓 近くに なって 
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ゐた。 さう して それから 四 年後の 大正 元年に は、 實に三 億 七 千 萬圓を 突破して ゐる。 また 明治 三十 六 年に 八 萬 二百 三 

十九 キ tl ワットに 過ぎなかった 發 電力が、 四十 二 年末に は 四十 三 萬 九千キ P ワットに 上り、 實に 五倍 强を增 加し、 營 

業者の 如き 亦 一 一 百 三十 三を增 加し、 自家用 者 を 合すれば 八 百 七十 九の 多き に 達した ので ある . 

しかるに、 かう した 勃與氣 運に ある 電氣 事業に 對し、 適用 せらるべき 的確な 法律 は 何等 整備され す、 僅かに 明治 三 

十五 年、 省令 を 以て 發 布され た 極めて 貧弱な 內容を 有する r 電氣 事業 取締 規則」 とい ふ 一片の 規定が ある だけで、 こ 

の 事業に 對 する 國家的 見地より する 保護 獎勵 は、 全然 顧慮され てゐ ない とい ふ 有様であった。 

かう した 情勢 を 察知す る や 否や、 伯 は 萬 難を排 して 電氣 事業 を 普及 發 達させなければ ならぬ と 堅く 決意した。 それ 

に は 先づ、 新しき 事態に 應 する 新しき 法律 を 制定して、 電氣 事業の 統一 を 園る のが 緊要で ある。 すな はち、 啻に 電氣 

事業の 監督 上に 止まらす、 將來 ますく 斯業 を發達 助長せ しめ、 當 業者 をして 安全に その 經營を 進行せ しむる に は、 

法律の 根據を 要する ものが あると いふので、 伯 は 就任 後 直ちに、 r 電氣 事業 法案」 の 立案 を 命じた。 さう して それ を 

早く も 明治 四十 二 年の 議會に 提出 せんと 欲し、 これが 立案 關係者 をして、 議會 に對し 諒解 を 求めさせ たので あるが、 

議會 各派の 反對 極めて 熾烈であった ため、 遂に その 提出 を 見合せ たので ある。 しかし 次囘、 卽ち 明治 四十 三年 (第二 

十六 議會) の 議會へ は、 頗る 强 硬な 態度で 提案した。 

果して 議會 は、 この 法案に 對 して、 猛烈な 反 對氣勢 を 上げた。 その 反對 論の 根據 は、 

1、 電氣 事業 法 を 制定 すれば、 必す 新しい 企業の 勃 輿 を 促が し、 この結果 は 競爭を 激化 させ、 旣設の 會社は 必す經 

營 難に 陷 るで あらう。 


一一、 本案に は電氣 料金 は遞信 大臣が 認可す る 事に 規定 せられて あるが、 これ は 甚だ 不穏 當の 規定で ある。 

とい ふので あった。 

特に 政 友 會側は 頑強に 反對 し、 法案 第 六條の 料金 認可に 關 する 條項 は、 遂に 衆議院に おいて 削除 せられた。 しかる 

に 貴族院 は 衆議院の^ 除に 反對 し、 政府 原案 を 支持し、 第 六條の 復活 を 認めた ので、 兩院の 意見 一致 を 見す、 ml 

議會を 開いて 討議した けれども、 兩者 固執して 讓ら す、 ために 電氣 事業 法案 は、 つ ひに 不成立に 終った ので ある。 

その 問題の 第六條 とい ふの は、 次の 條項 であった。 

第 一條 第一 號 ノ電氣 事業者 ハ 料金 其 ノ他 電氣 供給 ノ條件 ヲ定メ 主務大臣 ノ 認可 ヲ受ク ベ シ之ヲ 變更セ ム トス ルト 

キ 亦同シ 

しかし 伯 はこれ に 屈しな. いで、 更に 第二 十七 議會 (明治 四十 四 年) に 提案し、 漸く その 初志 を 貰 徹した。 しかも この 

場合に おいても、 叉贵衆 兩院の 本案に 對 する 意見が 一致 しないので、 遂に： 响院 協議 會を 開催し、 「料金 認可 制」 に關 

する 條 項に 修正 を 加へ、 折衷 的 意見で 兩 院の議 漸く 纏まり、 本案の 實施を 見る に 至った ので ある。 卽ち 修正され た 第 

六條は 次の 通りであった。 

主務大臣 ハ 公益 上 必要 ナリ ト認 メタル トキ ハ 電氣 事業者 一一 飼 シ 電氣 供給 ノ條件 一一 關シ 必要 ナル 命令 ヲ爲ス コトヲ 

この 當時、 伯ら しい 插 話が 傳 へられて ゐる。 肥 後 はこれ を囘 顧して いふ。 

電氣 事業 法案 を遞信 省で 立案した ところ、 鐵道院 は 料金 認可 制に 大反對 であった。 
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後藤 伯 は遞信 大臣と 鐵道院 總裁を 兼ねて ゐた關 係 上、 遞信 省の 會議 にも 鐵道院 の會議 にも 出席され た。 藤 伯は遞 

信 省議に 臨めば 勿論、 遞信省 案に 黉 成し、 鐵道院 の 會議に 出席す ると 鐵道院 側の 意見、 卽ち遞 信 省 案た る 料金 認 

可 制に 對 する 反對 意見に 賛意 を 表明した。 そこで 仲 小路 次官 は 藤 伯の この 不思議な 態度に 對 して 力 ン くになつ 

て 怒った。 さう してた まく 熱 海靜養 中の 藤 伯に 對 して、 右の 態度 を礼彈 した 書翰 を 送った。 伯 はこれ に 對しニ 

間 半^ どに 亙る 長文の 書 を、 仲 小路 氏に 送って 辨 明され だけれ ども、 しかし 藤 伯の 態度 は 極めて 氣輕な もので、 

熱 海から 歸 つて 仲 小路 次官に 會 ふと 「マ ァ、 そんなに 怒るな ョ。 遞信 省の 意見で も 鐵道院 の 見解で も、 どちらで 

もよ いで はない か」 といった。 これに はさす がに 强氣の 仲 小路 次官 も、 呆れて しまった U 彼 は 藤 伯の この 脫な 

態度に 二の句が つげす、 全く 拍子 拔 けの 態であった。 

ー體伯 は、 かう した 重要 法案に ついても、 その 微細な 點は 殆ど 理解して ゐ ないやう であった。 そこで 議會に 質問が 

出さうな 日になる と 肥 後に、 

『明朝 六 時に 來て 吳れ 給へ、 案の 說明 を聽 くから。』 

と 命令した。 依って 肥 後 は 指定 通りの 時刻に 遞相邸 を 訪問す る、 そして 案の 說明を 十分 間ば かり 話す と、 伯 は、 「我 

輩が 臺灣で 水力 開發 事業 を 行うた 時には：：」 と 過去の 經驗談 を 話し 出して、 まるで 肥 後の 話 を 聞かなかった。 そし 

て 小森祕 書せ が、 「もう 議會 へお 出かけの 時間です」 と案內して來るまでひとりで饒^^！ってゐた。 こんな 風で、 議會 

に 臨む ので あるから、 僅か 十分 間の 説明に 依って 得た 知識で、 滿 足な 答 辯ので きょうわけ はなかった。 だから 伯 はい 

つも 議場で 揚げ足ば かりとられて ゐた。 


しかし 伯 は、 そんな ことに は、 一 向平 氣 であった。 

なほこの 電氣 事業 法の ほかに、 伯の 時代に 制定 せられた 法律 は、 電氣 測定法であった。 これまで 電氣 測定に 關 する 

法制 は 一つ もな く、 隨 つて 動力 電燈 等の 取引 上 正確 を 保す る ことができ なくなつ たので、 伯 は萬國 電氣單 本位 會議の 

決議に 基き、 電氣 測定法 案 を 第二 十六 議會に 提出して 協黉を 得、 明治 四十 三年 三月 これ を發 布し、 ついで これに 件 ふ 

試驗 規則 を 定め、 また 電氣 計器 の 型式 試 驗に關 す る 準則 を 定め て 告示 し た。 

五、 電氣 局の 新設と 電燈 料の 値 下 

かくの 如く 伯 は、 一方に おいて、 電氣 事業に 關 する 法制の 完備 を圖 ると ともに、 他方に おいて は、 これが 行政 機構 

の 擴充强 化 を 行って、 電氣 事業の 急激なる 勃興 時代に 備 ふるところ があった。 

その 一 は、 從來 通信：：^ の 一 課たり し 電氣課 を 割いて、 明治 四十 二 年 七月 新たに 電氣局 を 創設し、 以て 電氣 事業、 電 

氣單 本位の 取締り、 其の 他 電氣ー 切に 關 する 事項 を 掌理せ しむる ことと したので ある。 蓋し 近代 科學の 進歩に 作 ひ、 

電燈 電力の 使用と 供給 は 都鄙 到る 處に行 はれ、 或は 水力に 或は 火力に、 その 出願が 年と 共に 增 進して、 到底 一 課の^ 

務に 非ざる のみなら す、 由 來電氣 事業 は、 世界の 進歩と 生活の 向上 經濟界 の 發展に 伴 ひ、 どこまでも 助長 開 發 しなけ 

れ ばなら ぬ、 これが ために は 政府に おいても 自ら 畫策 計理 すると ころがなくて はならぬ とい ふ 主 ：t から、 新たに  一：：：^ 

を 設けて、 電氣： ：！^ としたの である。 

これと ともに、 從來 通信 n:^ の所屬 たりし 電氣試 驗所は 電氣： 15 の 所管に 移された。 電 氣試驗 所が 電信 電話 一般 電氣に 
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關 する 學術的 研究、 材料 試驗、 用途 講究 等 を なすことば、 在来と 同じで あるが，、 なほ 電氣單 本位の 研究、 測定器の 試 

驗、 檢定 その他 一般 公衆より 願 ひ 出づ. る電氣 的試驗 設計に は 最も 力 を 用 ひて これに 應ぜ しめた。 特に 世界 各 園に 比し 

優る とも 遜色な き 無線電信 附屬 機の 改良 發 明の 如き は、 中外の 矚目 すると ころと なった。 そこで これらの 電氣 試驗研 

究には 特に 力 を 注ぎ、 數々 有爲の 技師 を 選んで 歐 米に 留學 研鐵を 積まし め、 その 結果 新たに 發 明した る もの 六 を數ふ 

るに 至り、 いづれ も 斯業に 裨 益貢獻 すると ころ 多かった。 

小； I： ほこの 外に、 伯の 在任中、 私設 電燈會 社 を 合併して 料金 を 低下せ しめ、 叉 は旣存 電氣會 社に 電燈 事業 を經營 せし 

めて、 同じく 料金 低下 を實 現せし めた ことがある。 蓋し、 電燈 料金の 問題 は 一般大衆の 生活に 直接 關係 すると ころ 廣. 

！?^ であって、 電氣 事業 盛衰の 根本に 關す るからで ある。  - 

由来 第二 十五 議會 において 電氣 事業 法案が 不成立に 終った の は、 電氣 料金 認可 櫂の 得 喪に 在った。 然るに * 年なら 

. すして、 社會は 東京 電燈會 社の 電燈 料金の 不 廉を唱 へ、 新聞に 雜 誌に 或は 演說に 論難 攻撃し、 時に 鋒 鋩 を 監督 廳に向 

けて、 監督 緩慢な りと 篤る に 至った。 固より 電氣 供給 料金に ついては、 大體 一定の 規準 を 設ける こと は 必要で あるけ 

れ ども、 全國 劃一 の 定規 を設 くる 如き は、 實際行 はれ 得ない ことで ある。 其の 決定に は 事業 經營の 難易、 設備の 大小 

供給 範圍の 廣狹、 兼業の 狀況、 その他 沿革 叉 は 投資の 關係 等に 鑑み、 當 業者と 公衆との 利益 を 調和 節制す る を 要義と 

しなければ ならぬ。 そこで その 方針 を 所轄 地方 廳に內 示し、 好機の 熟する を 待って ゐる うち、 果して 東京 は 勿論、 地 

方當 業者 もまた 大勢に 省みて、 つ ひに 東京、 橫濱、 神戶 等、 多少 その 趣 は 異なる けれども、 營業會 社から 進んで 料金 

^減の 申請 を 爲し來 つたので、 直ちに これ を 認可した のであった。 


元來 東京 市內に 電燈會 社の 出願 をな せる もの、 その 數實に 十七の 多き に 達した。 しかし 旣設會 社に は 東京 電燈會 社 

あり、 東京 電氣 鐵道會 社の 兼營 もまた その 緒に 就いて ゐる。 そこで 東京 市將來 の發展 と、 それに 伴 ふ 需用 數量 を豫想 

し、 これ を 旣設會 社の 豫定發 電力に 對 照して みれば、 なほ 多少の 不足 を 免れない けれども、 固より 十七 會 社の 全部に. 

許可す る ほどの 餘地 はない。 それに 十七 會 社の 出願 も、 其の 內容 を細査 すれば、 一として 確實 なる 條件を 具備す る も 

のがない。 そこで その 中で も、 割合に 企業 確實 にして 設備の やや 滿 足なる 東都、 日本の 二 社 を 選び、 その 3：! を內 示し 

て 二 社に 合同 出願せ しめ、 明治 四十 四 年 六月 これ を 許可す るに 至った ので ある。 この 日本 電燈會 社の 新設が、 間接に 

は、 東京 電燈會 社の 電燈 料金 値 下の 契機と なった こと は、 言 ふまで もない。 

また 神戶 市に おいても、 電燈 事業の 願書 を 提出せ る もの 殆ど 十會 社に 及んだ が、 神 戶市將 來の發 展を豫 想しても、 

たうて い 新たに 一 會社を 起さし める ほどの 餘地 はない ので、 神 戶電氣 鐵道會 社が、 副業と して 電燈 事業 を兼營 せんと 

する を 選び、 明治 四十 四 年 七月、 これが 許可 を與 へたので あった。 

六、 郵便貯金 及び 爲替 制の 改正 

郵便貯金、 爲替、 その他 これに 關聯 する 事務に ついて、 伯の 在職 中に 行 はれた 重なる 業績 は、 大要 次の ごとき もの 

である。 

( 一 ) 郵便 爲替 規則の 改正 

從來 通常 爲替 及び 電信 爲替の  一口 金額が 五十 圓 であった の を、 百圓に 引上げた もので、 これ は 明治 四十 一年 十二月 
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に 公布し、 翌年 一 月から 實 施した。  - 

ニー) 市 公金 制度 開始 

次に 同年 四月から、 郵便振替 貯金に 依る 市 公金 取扱 事務 を创設 した。 本 制度 は、 租稅 其の 他 公課の 徵收 方法 を 簡便 

ならしめ、 納稅 者の 勞费を 省き、 同時に 國家叉 は 自治 體の 牧納 成績 を 良好なら しめる こと を 目的と した もので、 公金 

徵收上 一 新紀元 を 劃した ものと いはれ てゐ る" 

この 市 公金の 取扱 ひ は 又、 貯金 增 加の 一因 ともなった。 市 公金 取 极經費 は 之れ を 第二 十六 議會に 要求し、 其の 協賛 

を 得、 四十 二 年 四月 特別 取极 規則 を發 布し、 翌 五月 大阪府の 中 請 を 認可した のを嚆 矢と し、 一層 取扱 ひの 簡便 を圖 り、 

しば/ \ 規定の 改正 をした ので 京都、 新 潟、 和歌 山、 岡 山の 各市 相 踵いで 之れ が 取扱 ひ を 開始す る やうに なった C 

(三) 貯金 利子 引下げ 

桂 內閣は 公債 を 整理し、 戰後 財政 を 安定せ しめる こと を その 重要 使命の 一 つと して 生れた ものである C そのために 

從來の 五分 利 公債 を、 著々 として 四 分利 公債に 引 直しつつ あった。 一方、 政府が 民間の 零細なる 資金 を 集めて ゐる郵 

便 貯金の 利子 は 五分 二 厘であった。 これ は 四 分利 公債に 比して、 高利に 過ぐ る もので、 多少の 引下げ を 必要と してき 

た C ところが、 若し この 利率 を 引下げて、 その 結果と して、 郵便貯金 額が 減少す る やうな ことになると、 政府 は 色々 

の 困難に 遭遇し なければ ならぬ" 卽ち當 時 はこの 郵便貯金 は 大藏省 預金 部に 集中 せられて、 種々 なる 政府 事業に 使用 

せられて ゐ たからで ある C 

しかし 伯 は、 斷乎 として、 この 貯金 利子の 引下げ を；^ 意し、 明治 四十 三年 四月 一日 を 以て これ を實 施した」 これ は 


從來の 五分一 一 厘 を 一 分 低減して、 四 分 一 一 厘と した ことで ある。 

しかるに、 當 初の 祀 憂に 反し、 此の 引下げ は 幸 ひに 何等 郵便貯金に 影響す る 所がなかった のみなら す、 却って 貯金 

の 人員 金額に 激增を 来し、 左表の 如き 狀況 を呈 する に 至った。 


ケ 


四十 年度 末 

四十 一 年 良 末 

四十 二 年度 末 

四十 三^ 度 末 


人 

人 


七、 八 九九、 九 五 九 

八、 六 七三、 八 二 〇 

〇、〇 五 二、 六 四 一 

一 、〇 二 六、 二 一  九 


前年度 末より^ 


〇• 九 八 

一 i 九 

〇• 九 七 


金  額 

九 三、 五六 五、 五ヒ 一 

〇 六 、九九 五、 四 七三 

二 七、 一 四 二、 八 〇 四 

六 四、 六 一 一 、三 四 三 


前华度 末より^ 

割 


一 • 四 四 一 

一 人 八 一 

二  • 九 五 j 


これと 關述 して、 日本 金銀 行 畜 預金の 引 繼を爲 した こと も 注目すべき ことであった" 同行 は 明治 二十 七 年 創業 

以來 漸次 擴 張し、 预佘者 七十 萬 人、 金額 千 三百 萬圓の E 額に 達して ゐた。 然るに 當時 財界の 趨勢と して は 到底、 一 私 

設營利 會社を もってして は、 將來 完全なる 發達を 企及し 得べ からざる ことが 明かと なった ので、 同 會社は 四十 三年 九 

月 會社を 解散して、 預金 全部 を擧げ 郵便貯金に 振替へ たいとい ふ 希望 を 表明し、 大藏、 遞 信の： 吶 者に 同意 を 求めて 來 

た。 是に 於いて： 刚省 熟議の 末 その 願意 を 許容し、 遂に 同行 所有の 國債 證券 全部、 其の 價格六 百 七十 一 萬 六 千 四百 五十 

二 圓を買 ひ 上げ、 且つ 人員 十五 萬 百 六 人、 ，貯蓄 金 九 百 八十 二 萬 五 千 八 百 六十 一圓 餘を 郵便- S 金に 振替へ た。 

更に 此等 低利資金の 貸付に 運用す るに 就いては、 政府 は 大いに 意 を 用 ひ、 是の 如く 漸次 吸 集して 來た 貯金 を 以て、 

勗 めて 地方 金融の 調和 を圖 つた。 其の 四十 三年 度に 於け る 貸付金 額 は 次の ごとくで ある" 

地 方 公 共 圑 體  七； .CI 萬阒 


耕地整理 及 産業組合 

笫 一章 笫 二次. 桂內閣 時代 


三， rE 萬圓 


/ ゴ 
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.災 害 復舊費  千 二百 萬 九千圓  ， 

g 害 S 緊急 工事費  百 六十 一 萬 三千 五百圓 

一 耕地整理 産業組合  二百 萬圓 

計  二 千 五 百 六十 二 萬 二 千 五百圆 

此の 他 四十 三年 度に 於いて、 勸業 債券 六 百 萬圓の 引受 をした。  . 

(四) 年金 恩給 事務の 移管 

玆に 從來、 永く 懸案と なって ゐ たの は、 政府から 支拂ふ 年金と 恩給と を、 地方 鹿より 引取って 遞信 省の 所管と し、 

郵便局で 取极 はしめ る ことであった。 

これ は 四十 三年 四月 一 日から 實 施された。 

地方 廳 所管の 場合 は、 全國 僅かに 五 百 二十 箇所に 過ぎない 金庫で 取扱 ふ爲 めに、 支給 期 毎に 受給者の 蒙る 不便が 尠 

なくなかった ので、 之れ を全國 各地に 普及して ゐる 郵便局 所に 於いて 取扱 ふこと にした ので ある。 これ は 啻に 取极場 

所の 增加 のみでな く、 現金 支拂 事務に 慣 熟して ゐる 郵便局 所 を 利用す る ことと なる ため、 事務の 處理 を圓滿 敏捷なら 

しめ、 受給者に 與 ふる 利便 頗る 犬であった。 之れ が實 行に 就いては 從來 幾多 攻究 せられて ゐ たので あるが、 種々 の 困 

難があって 容易に 實施 できなかった の を、 途に實 施した ので ある。 

(五) 郵便 集金 制の 實施 

明治 四十 三年 十一月に 郵便 集金 規則 を 制定し、 日本 赤十字社 年 醵金 等の 集金 事務の 取扱 ひ を 開始す る ことと し、 先 

づ石 川縣下 及び 鳥 取 市に これ を 試行し、 四十 四 年度に は、 相 當經費 を 豫算に 計上して 議會の 協 黉を經 た。 從來 之れ が 


集金 は 各市 町村 吏に 委ねられて 居た ので あるが， これ は 啻に 諸種の 弊害 を醚 生した のみなら す、 第二 十六 議會に 於い 

て 官公吏の 寄附 金勸誘 及び 取 集 等に 干與 する を禁 する 決議が 通過した ため、 日本 赤十字社、 愛國 婦人 會、 或は 帝國海 

事協會 等の 圑體は 醵金の 蒐集 上に 困難 を來 して ゐた〕 ところが 之れ を 現金 取 立 郵便に 依らし める と 多大の 費用 を 要す 

るので、 其の 缺陷を 補 ひ 世の 需用に 應 する 爲め、 特に 本 制 を 設けた ので ある。 

(六) 郵便貯金 局の 创設 

斯 くの ごとく、 郵便貯金 事務の 發達 膨脹と ともに、 伯 は官廳 組織の 改正 を 計り、 明治 四十 二 年 七月 を もって、 從來 

の 郵便 爲替^ 金 管理 所 を 削り、 新たに 郵便貯金 局 を 設け、 年少 氣 鋭の 下村宏 を その 初代の 11:^ 長に 任用した。 彼 は當時 

未だ 勃 任 局長た るべき 年限に 達して ゐ なかった の を、 奏 任官の まま、 多くの 先輩 を拔 いて 局長に 簡拔 された。 これ も 

亦 伯 一 流の 型破りの 人事行政で、 省內 の签氣 一 新に 貢獻 した。 

七、 簡易 生命 保險の 立案 

简 3^ 保險 事業の 創設に ついては、 伯の 下に 郵便貯金 nl^ 長たり し 下 村宏の 努力に 俟っ ところが 多い。 しかし その 沿革 

を たづ ぬれば、. 遠く 明治 初年にまで 遡らねば ならぬ" すな はち わが 郵便 制度の 创始 者た る 驛遞局 頭 前島密 が、 海外よ 

り歸朝 後、 明治 八 年、 郵便貯金の 創始と 同時に、 簡易 保險と 郵便年金と を も、 併せて 施行 せんとし たのが、 そ もく 

の 濫觴であった。 このと き は、 すでに 成案まで も 作成した ので あるが、 調査の 不十分と、 加 人 見込の 不明な りした め、 

一 先づ 郵便， i 金の み を 創めた のであった。 
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續 いて それより 二十 餘 年の 後、 野 村遞信 大臣の 時に 至り、 郵便 保險 並びに 年金の 名の 下に、 再び その 調 茶が 開始せ 

られ た。 さう して 明治 三十  一、 二 年の 交、 郵便貯金 法 を 制定 せんとす るに 際し、 同 法案の なかに、 兩 事業に 關 する 條 

項 を 加 ふべ しとの 議 があった ので あるが、 これ また 時機 尙 早の 故 を 以て、 その 成立 を 見す に 終った ので ある。 

然るに それより また 十 年 近くの 後、 下 村 宏が白 耳義の 視察 を 終って 歸朝 すると、 この 問題 はまた も具體 化さる る 機 

運に むかった。 すな はち 下 村 は、 白 國の勞 働 者 保 險法を 日本に 移植し ようと 思って、 或は 雜 誌に 筆 を 取り、 叉 は當時 

浪人であった 平 田 東 助 を 訪問して、 これ を說 明す る 等、 頗る 熱心に 努力した ので あるが、 この 下 村の 所說 に、 最も 共 

鳴した もの は、 彼の 直屬 長官た る 後藤 遞 相であった。 

この 點 において、 伯 はむしろ 下 村の 先輩であった とい ふこと がで きる。 伯 はすで に 衞生局 技^ 時代より、 熱心なる 

社會 政策 的 立法 論者であって、 明治 二十 一年に は 「職業 衞生 立法」 なる 論文 を發 表し、 さらに 獨 逸に 留學 して、 ビス 

. マ ー ク の社會 政策 的 立法に 傾倒し、 歸朝後 まもなく  r 勞ェ 疾病 保險」 に關 する 講演 をな したの みならす、 獨逸、 瑞西 

其の 他 歐洲諸 國勞働 者 保健制度 を譯纂 し、 明治 二十 八 年 九月、 衛生 局長に 復活す る や、 これら 社會 政策 的 立法の 實現 

に 努力 を 傾注し、 特に 勞ェ 疾病 保險 法の 實 施に は、 不斷 の盡瘁 をつ づけた こと は、 すでに 前卷に 詳述した ところで あ 

る。 この 意味に おいて、 伯 は 日本の 社會 政策の 有力なる 元祖の 一人で あると いふ ことができる。 

政治の 眼目 は、 防 貧と 救貧に ありと は、 伯 多年の 持說 であった。 特に 簡易 保險の ごとき 一般大衆の 福祉に 關係 する 

ところ 深き もの は、 これ を 私立 會 社の 營利 事業に 委 さすして、 國 家が 公益 を nn 標 として 施行すべき ものであると いふ 

伯の 社會 政策 的 見地より する 議論であった。 晩年に 至り 伯 は、 昭和 四 年 一月 十六 日の 手記 を もって、 保險と 電力と 酒 


精 含有 飲料と を國營 とする の 案 を 立て * これ を 時の 內閣に 進言して ゐる。 

さて 伯 は、 下 村から、 白 耳 義の勞 働 者保險 法の 話を聽 くと、 早速 これ を 日本に 實 施したい とい ふ 熟 意 を 生じた) そ 

こで 卽 座に、 下 村に その 立案 を 命 するとと もに、 その 年卽ち 明治 四十 三年 七月 中句、 郵便- S 金：：^ に 新規事業 調査の 名 

の 下に 調査 部 を 設けて、 この 簡易 保 險の調 1^ を 開始せ しめた。 この 調査 部 は、 

( 一 ) 生命 保險、 勞働 保險、 年金 其 他 之に 類す る內 外の 法制 

(二) 保險及 年金制度 施設 經營の 方法 及 其の 利害得失 

(三) 保險及 年金制度 實 施に 伴 ふ 法令 及 事務 取极手 績に關 する 草案 

( 四 ) 保險及 年金制度 實 施に 伴 ふ豫算 

等保險 事業の 各般に 亙る 調査 を 始めた。 

その 結果 を 伯 は、 第二 十七 議會に 法案と して 提出しょう とした けれど、 法制局の 尙早 論に^ まれて 延期す るの 已む 

なきに 至った。 しかも 伯 は 之れ に 屈せす、 明治 四十 四 年 一月 十七 日 を 以て、 郵便^金局に於ける該調^^機關を擴張す 

る 趣 3:: を 以て 「郵便 生命 保險及 郵便年金 制度 調査の 件」 を 認可し、 遞信 省內に 郵便 保險 年金 調 杏 委員 會を 設け、 更に 

根本的 調査 を 遂げる ことにした" 

その 間に、 政界に おいて は、 幸德 秋水 一派の 大逆事件 を繞 つて、 朝野の 間に 社會 問題が やかましく 論議され る やう 

になり、 明治 四十 四 年の 議會に は、 この種の 討論 質疑が しば/ \ 繰 返された" さう して、 二月 二十 二日の 贵族 院豫算 

倉議 において、 內務 大臣 平 田 東 助 は 桑田 熊藏の 質問に 對し、 「小額 保險ノ 如キハ 其中ノ 重要 ナル 事項 ト致 シテ 政府 ガ 
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宜シ ク之ヲ 攻究 シ其誤 リナ カラ ム コ トヲ 期シ、 由ッ テ以テ 其方 針 方法 ヲ定メ til ヲ行フ コ ト 一一 向ッテ ハ 政府 一一 於 テモ深 

ク信ジ 深ク慮 リツ、 アル 事柄 ノ丁 ソデ アリマ ス」 と 答へ て、 政府 は 小額 保險 (簡 1^ 保險) の實 施に つき、 一種の 言質 

を與 へたので あった。 

しかるに 此の 當時、 農 商務省に おいても、 すでに この 問題の 調査 研究が 行 はれて ゐて、 各省から 關係者 を 集めて 議 

を 練って ゐた。 遞信省 もこれ に參 加して ゐ たが、 國營か 私 營か半 官民 かの 根本 方針が 決定して ゐ なかった ため、 議論 

に 中心 を缺 いて、 調査が なかく 涉ら なかった。 

そこで 伯 は、 四十 四 年の 議會 後、 次の やうな 意見 を 閣議に 提出した。  • . 

過般 農 商務 大臣 ヨリ 小額 保險ノ 調査 一一 關シ 閣議 ヲ稟 請セ ラレ タリ。 當時 本官 ハ、 該 閣議 ノ 趣意 ハ、 曩-ー 貴族院 ノ 

質議 一一 際シ、 內務 大臣 力 政府 ヲ 代表 シテ言 明セ ラレ タル 趣旨 ト毫モ 相反 スル モノ 一一 非ス シテ、 小額 保險ヲ 宫營ト 

爲ス 一一 就テ、 其 程度 ノ定メ 方、 其 他 民 營トノ 關係ヲ 講究 スル モノ 一一  シテ、 大體ノ 方針 ハ旣 一一 一 定シ タル モノ ナリ 

ト信シ 居 リク リ。 依 テ當省 ヨリ モ 委員 ヲ差 出シ、 共-一之 レカ 講究 一一 從事 セシ メタ リシ 一一、 其 後 農 商務省 一一 於テ提 

案セ ラレ タル 所ハ、 別紙 ノ如 ク、 

1 、 官營 小額 保 險經營 案 

一 一、 公益法人 小額 保 險經營 案  . 

三、 特種 會社 小額 保 險經營 案 

四、 小額 保險 事業 私營案 


ノ四 項目 一一 シ テ、 此 投案ノ 趣旨 二 依 レハ、 全然 政府 二 於テ ハ未 タ定マ リ タル 方針 ナク、 宫營 ト爲ス へ キカ 將タ民 

業 ニ委ス へキ 力、 或ハ 半官半民 ノ 會社ヲ 創立 セシム へキ 力、 是等 重大 ナル點 一一 於テ 何等 定 マリ タル 所 モア ラサ レ 

ハ、 當省 ヨリ 差出シ タル 委員 ノ如 キモ、 殆ト適 從スル 所ヲ知 ラス、 何レノ 方針 一一 依テ 講究 シ然ル へ キヤ、 本官 ノ 

指揮 ヲ請フ 一一 至 レリ。 

元 來斯ル 事業 ヲ官營 ト爲ス へ キカ、 將タ 民業 一一 委ス ルカ、 或 ハ半官 半私ノ 一  會 社ヲ创 立セシ ム可キ 力、 是等ノ 問 

題 ハ全ク 施政 ノ 根本 一一 屬シ、 政策 上 重大 ナル 關係ヲ 有スル 事項 ナ レ ハ、 先ッ 政府 一一 於テ 一 定ノ 方針 ヲ投 ケ、 其方 

針ノ下 一一 調査 一一 從事セ シム. ^ハ 可ナル モ、 斯ル 政策 上ノ 根本 一一 屬ス へ キ 事項 ヲ、 多數 事務 宫ノ 討議 一一 付シ、 之ヲ 

決定 セ シメン トス ルカ 如 キハ、 甚タ 本末 ヲ誤 レル ノ ミナ ラス、 終 二 ハ 世上 二 種々 ノ 疑惑 ヲ生セ シメ、 施政 上極メ 

テ 不得策 ナル 結果 ヲ生 スル 一一 至 ラン。 依テ 今日 ノ 場合 一一 於テ ハ、 先 ッ以テ 政府 一一 於 テ大體 一一 關スル 方針 ヲ定 メラ 

レ、 以 テ所屬 委員 一一 其 命ヲ傳 へ、 豫メ適 從スル 所ヲ知 ラシ メ、 速 一一 調査 ヲ 進行 セシム ルー 一 在リ。 今囘農 商務省 ョ 

リ 提出 セラ レ タル 諸 案 ヲ見ル 二、 元來 細民 ヲ 相手 ト シ 、 其 生活 情態ヲ 改善 セ シメン トス ルヲ 以テ 目的 ト爲ス 小額 

保險 制度 ヲ、 根本 一一 於テ 營利ヲ 目的 トス ル 民業 一一 委セ ン トス ルハ、 到底 其 {且 シキヲ 得 タル モノ 一一 非ス。 此點ニ 付 

テハ別 鋭 (別紙 略) 一一 充分 其 理由 ヲ說 明シ置 キタレ ハ、 今兹 一一 多言 ヲ用 ヒス。 

叉官 營ト爲 スト ノ 主義 ヲ決 メクル 上、 更 一一 其 實行ノ 方法 トシ テ、 內閣 一一 保 險局ヲ 設置 スルト 云 フカ 如キハ 全ク其 

要ナキ 所-一 シテ、 現 一一 其實行 ノ機關 ヲ見レ ハ、 矢張リ 通信 官署 クル 郵便局 叉ハ 貯金局 等-一依 ラ ン トス ル 一一 在リ。 

左ス レ ハ是 レ全ク 屋上 ニ屋ヲ 架スル モノ ト云フ へ ク、 徒ラ 二 無要ノ 機關ヲ 設ケ、 却テ其 管掌 ヲ複 雜ナ ラシ メ、 事 
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務上得 ル所ナ クシ テ失フ 所 蓋 シ甚タ 多 カル 可シ。  ， 

叉 半官半民 ノ 會社ヲ 创立セ シム ルト云 フモ、 之 レト同 シク、 矢 張 其實行 機關ハ 郵便局 等 一一 依 ラント スル モノ ナレ 

ハ、 前 一一 述へ タル 所ト 同様、 亳モ其 必要 ヲ見 サルノ ミナ ラス、 却 テ甚シ キ弊ヲ 生スル ニ至ラ ン。 

如斯 種々 ノ點 ヨリ 講究 シ來 レハ、 結局 豫テ 內務 大臣 一一 於テモ 考究 セラ レ タルカ 如ク、 先 ッ我カ 貯金局 及 郵便 2:^ ヲ 

利用 シ、 兹 一一 郵便 保險及 郵便年金 ノ 制度 ヲ 開キ、 目下 ノ 急務 一一 應スル コト、 極 メテ其 要ヲ得 タル 所  一丁 ンテ、 其爲 

メ, 一生 スル 利益 ハ、 之ヲ 別紙 一一 詳述 シ置キ タルカ 如シ。 

右ノ 如ク、 今日 ノ 場合 一一 ハ、 全ク此 制度 一一 依ル ノ外ナ カル へ シト 思考 セ ラル。 果シ テ然リ トセ ハ、 其 主管 ハ 全然 

遞信省 ニ屬 スへキ モノ ナレ ハ、 本官 モ亦 責任 上 . 是 ヨリ 充分 ノ 成案 ヲ 建テ、 以テ 政府 力 言明 シ タル 責 ヲ全フ セ サ 

ル可 カラス。 左 スレハ 最早 餘日モ 無 キ事ナ レハ、 一日 モ 速力 一一 大體ノ 方針 ヲ定メ ラレ， 著々 實 際上ノ 調査 ヲ投取 

ラシ ムル樣 取リ極 メラ ルル 事、 極メテ 肝要 ノ 事柄 ト 思考 ス。 是レ 不得已 本議ヲ 提出 シ タル 所以 ナリ。 

これと 前後して、 伯 は 別に 「閣議 稟申 案」 を 提出し、 小額 保險 制度 を遞信 省の 下に 官營 として 實 施す るの 方針 を 決 

定 せんこと を 求めた。 さう して その 參考 として 添付した 簡易 生命 保險及 年金 事務 ヲ 郵便 官署ヲ シテ 取扱 ハシム ルノ 

件」 のうちで、 その 理由 を 次の 如く 說 明した。 

尤 モ保險 思想 乏シキ モノ、 換言 ス レ ハ尤 モ保險 思想 扶殖ノ 必要 アル 大多数 ノ！. ^級 社會ヲ 顧客 トス ル 少額 保 險 事業 ハ、 集中 的大規 

模ノ 經營ヲ 耍シ、 然カモ 其 基礎 ノ確赏 ヲ要ス ルコト 、一 層 切 ナル モノ ァリ。 是レ官 營ト ナ ス へ キ 根本 ノ 要義 ナリ。 

小額 保險 經眢ノ 要ハ、 下級 社會 改良 ノ  c ^地-一 立ッ 以上 ハ、 非營利 主義 ヲ トリ、 猶必耍 止ムヲ 得サル 場合-一 ハ、 其 經費ノ 一部 ヲ補 


給 シテ、 以テ 成ル可 ク保險 條件ヲ 寛-! シ、 其 取扱 方法 ヲ 改善 シ、 以テ其 利便 ヲ大 -I スルト 同時-一、 之ヲ 仝國 都鄙 一 I 洽及 セシメ ス 

ンハ アラス。 (中略) 官營ノ 理由 ハ、 基礎 ノ確. K  -! ァリ。 機關ノ 普及-一 ァリ。 利便 ノ智 一一  ァリ。 罃利ヲ nr 的ト セサ ルー 一 ァリ。 

而シテ 通信 機關ヲ 協力 利用 スル 二 ヨリ、 其欽果 一層 大-! シテ、 然カモ 1^ 費ヲ 節約 シ、 手績ノ 簡易 ヲ期 スル コトヲ 得へ シ。 

通信 機關ト 協力 シ、 所謂 郵便 生命 保險ヲ 經營ス ルノ 理由 ノ重 ナル モノ、  f お-一次 ノ 如シ。 

一、 機覷ノ  及 現 時 通信 官署ハ 仝 國 都鄙 ヲ通シ 其數實 一一 七 千ヲ^ セリ。 

二、 集金 ノ 利便 現 時 通信 官署 ヨリ、 日々 都市 ハ固 ヨリ 深山 孤 鳥-一至 ル迄、 居常 集配 事務- 1 從 事スル 郵便 集配人、 一  二 萬 六 千 

人ヲ 箅シ、 足跡 乂至ラ サ ルナ ク、 多キハ 一 日 十 數囘ノ 配達 ヲ重ヌ ル モノ ァリ。 

三、 保 險褂金 振替 ノ 利便 現 時 一千 百餘 萬人ヲ 箅スル 郵便貯金 預ケ 人ハ、 其 貯金 口座 ト保險 口座 ノ問 -1、 豫 メ保險 掛金、 保險金 

等ノ 相互 振替 計算 ノ逢 ヲ開ク コトヲ 得。 

四、 金融 ノ 調節 現 時 通信 官署ハ 通信 事務 爲替 貯金 其 他 各種 事務 取扱-一伴 ヒ、 日々 一而 ニハ約 口 圓ノ 金員 ヲ受 人レ、 

一面-一 ハ約 口 圓ノ 金員 ヲ支 拂ヒ、 中央 金庫 ノ 支脈 トシ テ、 七千ノ 通信 官署ハ 、事赏 支 金庫 ノ  (K ヲ舉ケ 、近時 一面 

一一 ハ 納税 ノ 受入ヲ ナシ、 一面 一一 ハ 恩給 年金 ノ支 拂ヲ ナス  一！ 至 レリ。 今保險 事務 ノ收 支ヲ 併セ經 營スル トキ ハ、 資金 ノ運轉  一 I 於 

テ 著大 ナル 調節 ヲ來タ スコ トヲ得 ヘシ。 

五、 經費ノ 節約 經費ノ 節約 ハ尤モ 郵便 機關 利用 ノ 特色 ナリ。 乃チ 人員、 局舍、 器具 物品、 通信 運搬、 掛金 ノ取 立、 薹帳 ノ計理 

凡テノ 方面 ヲ通シ テ相 流用 シ、 相 併用 スルー 一 ヨリ、 比較的 少ナキ 經費ヲ 以テ、 廣ク且 深 ク之カ 利便 ヲ洽及 スルヲ 得へ シ。 

今 新 二 獨立 二 人員 ヲ 組織 シ、 局舍ヲ 設備 シ、 物品 ヲ 調度 ス ルカ 如 キハ、 菅ニ 一時 二 互額ノ 固定 資本 ヲ要ス へ キノ ミナ ラス、 $ ^メ 

-I 屋上 屋ヲ 重ネ、 無用 ノ經費 ヲ要ス へ キハ、 率テ 事業 ノ 利便 ヲ智 進シ、 下級 社會- ー對ス ル條件 ヲ寛ナ ラシ メ、 事業 ノ 14- 礎 ヲ笨固 

スルノ 所以 一一 アラス。 又 公益法人 ト ナ シ、 特殊 銀行 組織 ト ナスカ 如キ、 外國 其例ヲ 見サル ノ ミナ ラス、 皆 互額ノ 固定 資本 ヲ投 

下シ、 mj 勢 ヒ郅便 機關ノ 利用 -1 對シ 多額 ノ手 數料ヲ 耍シ、 然カモ 事務 ノ 監督 鯉 營上隔 靴 ノ歎ァ ル へキコ ト 言 ヲ俟サ タル 處ナ リ。 

笫 一章 笫 二次 桂內閣 時代  九 七 


第 四 節 遞信贫 の 業 大 八. 

閣議 はこの 伯の 案 を容れ て、 これ を 決定し、 伯 は 下 村 等 をして、 その 立案 を 急， がしめ た。 一方 民間の 生命 保 險會社 

は、 これ を 漏れ聞いて、 猛烈なる 反對 運動 を 起した が、 伯 は 終始 飽くまで 原案 を 維持して 讓ら なかった。 

しかるに その 年 八月 を もって、 ：gi 內閣が 倒れた ため、 伯 は その 在任中、 つ ひに 簡：： ^保 險を實 現す る ことができ なか 

つた。 さらに その後 一年 餘を經 て、 大正 元年 十二月、 第三 次 桂內 閣の遞 相と して、 再び 就任した る 伯 は、 今度 こそ こ 

れを實 現しようと 意氣 込んだ ので ある けれども、 在任 僅かに 五十 餘日 では、 如何と もす る ことができなかった。 

さう して 郵便貯金 局 は 大正 一 一年 山 本 內閣の 行政 整理に 際し 廢 止せられ、 從 つて 前記の 調査 部 も 自然 解體の 巳むな き 

に 至った が、 政府 は保險 事業 企畫 の意圖 を拋棄 せす、 その 調査 は 郵便貯金 局に 代った 爲替 貯金局の 事務の 一部と して 

繼承績 行せられ、 大正 三年 四月 第二次 大隈 內閣の 成立と ともに、 內閣 に. 小口 保 險調杳 委員 會が 置かれて、 その 調査 を 

繼績 し、 民間 保險 業者 及び 之れ に 類す る 諸團體 の反對 陳情に 介意せ す、 著々 審議 を 進めて、 同年 十二月 首相に 對し小 

ロ保險 制度 調査に 關 する 報告 を 了した。  .  . 

かくて、 簡 3^ 生命 保險 法案 は、 大正 五 年 春に 至り、 やう やく 議會を 通過し、 同年 十月 一日 を もって、 全國に その 事 

務を 開始す る ことにな つた。 伯が 郵便貯金 局內に 調査 部 を 設けて より、 正に 六 年の 日子 を 要した ので ある。 

なほ 小口 保險と 並んで、 社會 政策 的 立場より、 伯の 實施 せんと 努力した の は、 郵便年金 制度で あつたが、 これ も 亦 

伯の 在任中に は實 現す る こと を 得なかった。 しかし これ も 貯金局に おいて 調 查を繽 け、 大正 十五 年の 議會を 通過し、 

同年 十月 一 日より 實 施せられ た。 


八、 郵便の 新制 度 

伯の 遞相 時代に、 郵便 關係 において 創定 された 重なる 新制 度 は、 「市 內特训 郵便」 「速達郵便」 及び r 內容 證明郵 

便」 であった。 

いま 其の 各自に ついて 略說 する。 

「市內 特別 郵便 制度 一 は、 郵便 制度の 极本 原則た る 料金の 遠近 均一 制に 對 する 一 の 例外であって、 同文の 有 封 及び 無 

封書 狀 並びに 同一 內容の 第三 種 及び 第 四 種 郵便物に 限り、 同一 郵便 區市內 に 同時に 百 通 以上 發蓍 する ものに 對し、 一 

般 郵便 料の 約 半額 を 以て 取扱 ふ 制度であって、 明治 四十 二 年 十月に 創始され た C 從來 同一 市町村 內に、 一時に 多數の 

郵便物 を 差 出さう と 思っても、 料金の 負擔 重きた め、 差 出し を差控 へる 有様であった。 その 爲め 各種の 社交 又は 業務 

的 通信の 送受 を阢礙 して ゐ たのが、 本 制度の 创始 によって、 その 不便が 一掃せられ たので ある C 就中、 定期刊行物の 

類に して、 本 制度 を 利用す る ものが 多くな つた。 

その 次， は 「速達郵便 制度」 の 創始で あるが、 由來 郵便物の 特急 送達の 制度 は、 明治 四 年 郵便 創業 當 初から、 別配達 

の 制度と して 旣に存 したので あるが、 その 特急 施設 は 配達の みに 限られ、 遞 送に ついては、 通常の 遞送 便に よった の 

で、 都市の やうに 配達 便の 繁多な 地域で は、 多く その 用を爲 さなかった。 のみなら す、 明治の 中期から 後期に かけ、 

殊に 日淸、 日露 戰 役の 大捷 により、 急激に 發展 したる 我が 國情は 從來の やうな 通信 方式で は、 到底 國： の <^a™ に應じ 

難い 形勢に なって きた。 そこで この 缺陷を 補ふ爲 めに 案出され たのが、 遞送 配達 共に 特急の 方法に よる この 速達郵便 
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の 制な ので ある。 この 制度 は、 明治 四十 四 年 二月 十一 日、 紀元の 佳節 を もって 實 施された。 

「內 容證明 郵便」 は、 四十 三年 十一月から 開始され た。 これ は 郵便物の 內容 たる 文書 を、 郵便局で 認證 する 制度で、 

文書の 謄本 を 郵便局 及び 差出人の 手許に 保留し、 後日の 鑑 照に 資せし める ものである。 蓋し 社會の 進展に 伴 ひ、 法律 

關 係複雜 となり、 商取引 その他 後日に 證據の 存在 を 要する もの 增 加した ため、 確定 日附を 以てする 擧證 方法の 必. 要に 

應ぜ しむる 爲め 制定せられ たる ものである。 

尙 ほこれ 等 以外に、 伯の 在任中に 實 施せら， れた諸 制度のう ち、 第一 に擧 ぐべき は 「郵便切手 類記號 規則」 である。 

これ は 明治 四十 一年 九月に 制定せられ たので あるが、 本 制度 は、 申請に より、 申請者に 於いて 使用す る 切手 類に 對し 

獨特の 穿孔 叉 は 打 出 を 施す こと を 許す もので、 常時 多數の 切手 類 を 使用す る 銀行、 會社、 大 商店 等に 於いて、 その 使 

用人 等に より 犯さる る こと あるべ き 切手 類の 盜用、 亂用を 防止す るに 役立つ ところ 多大なる ものが あった。 

「特許 審判 書類 取扱 郵便 規則」 は、 明治 四十 二 年 十一月から 施行され た。 特許法、 實用 新案 法、 意匠 法 等に よって 送 

達すべき 書類 は、 一般 郵便物の 送達 方法と は 自ら 異なる ものが あるが、 從來は その 取扱 方が 完備して ゐ なかった ので、 

新たに 本 規則 を 設け、 郵便に よる これ 等の 送達 法 を 規定した ので ある。 

「遞信 省 徽章、 通信 日 附印及 郵便切手 類 模造 取締 規則」 は、 明治 四十 三年 三月から 施行され た" 從來、 遞信省 徽章の 

使用、 通信 日附 印お よび 郵便切手 類の 模造に ついては、 何等 特別の 取締 規則な く、 一般 刑罰 法規に 委せられ てあつた 

が、 斯くて は 郵便 事業の 完全なる 保護 發達を 期し 難かった ので、 新たに 本 規則 を 制定して 嚴 重なる 取締り を爲す こと 

とし、 以て 事業の 安全 を 確保す る ことと したので ある。 


K:.! 細 fsj 大陸の 隣國 との 郵便 事務 を 便なら しめる ため、 明治 四十 三年 四月、 新たに 「淸韓 郵便 規則」 を 制定 施行し、 

以て 韓國 との 通信 疏通 を圓 滑なら しめた。 然るに 之れ より 數 箇月 を 經 すして、 韓國は 日本に 併合 せらる る ことにな つ 

たので、 直ちに 內國 郵便 法 その他の 通信 法規 を 朝鮮に 施行す る ことと し、 以て 內鮮間 通信の 統一 を 計った。 

この 外 伯が 從來の 規則 叉 は 制度に、 改正 叉 は 改良 を 加へ たもの も 二、 三に して 止まらなかった。 卽ち 明治 四十 一年 

十月に は、 郵便 函の制 式 を 改正し、 從來の 木製 黑 塗の もの を 改めて、 鐵製 朱塗と した。 その 鐵製 となした るに 因って、 

郵便物 はより 嚴重に 保護せられ、 朱塗と なした るに 因って 一般の 注意 を惹 き、 街頭に 一 風景 を 加へ た" 

翌四 十二 年 十月に は 「私製葉書 制 式 規則」 を 改正して、 從來必 すし も 紙た る こと を 要しなかった 私製葉書の 材料 を、 

紙に 限る ことに 定め、 且 其の 面に 寫眞叉 は 装飾 用の 紙片、 織物、 木 羽 類 を 貼付す る こと を 認め、 以て 一般の 需要に 應 

ぜ しめ、 更に 翌 四十 三年 一月に は、 通貨 以外の 貴重品 は、 價格 表記 郵便物の 外、 書留郵便 としても 差 出し 得る ことと 

し、 以て 郵便物 差 出 上の 條件を 緩和し、 其の 七月に は、 從來 一、 . 二等 郵便局 叉 は 一部の 三等 ii: にの み 限った 架 金 郵便 

叉 は 代金引換 郵便に よる 現金の 取 立 を、 廣く各 集配 局に も 及ぼし、 以て 邊陬の 村落に 於け る 物品の 通信 購入 を容 3^ な 

らしむ ると 共に、 行商 者の 利便 を 計る 等、 郵便の 便益 を、 廣く 一般に 均霑 せし むる やうに した。 

九、 電信 事業の 擴充 

日本が 開 國の遲 かった ために 蒙った 不利益 は 種々 あつたが、 その 一 つ は國際 通信網 を 夙く 西洋 各 國に獨 占せられ た 

ことであった。 殊に 伯の 遞相 就任 f 時 は、 對外 連絡の 海底電信 線 は、 多く 外國の 電信 會 社に 所有せられ、 日本と 關係 
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最も 密接なる 朝鮮との 電信 速 絡 線す らも、 丁 抹大北 電信 會 社の 獨 占に 屬 する 始末であった。 

殊に 明治 四十 三年 九月 を もって、 & 韓倂 合成り、 朝鮮が 我が 領土と なった 後 は、 签山對 島 間に 殘存 した 大北 電信 會 

社の 海底電信 線 約 五十海 里 は、 帝國 領土 內の 外國 電信 線と 化する に 至った" 

之れ より 先き、 政府 は 上記 會 社に 對 して、 買 收交涉 を 開始した ので あるが、 會社 は尙ほ 明治 四十 五 年末まで 存績の 

權利 があった ため、 容易に 之れ に應ぜ す、 萬 巳むな きを 得ざる 場合に は、 二十 六 萬 圓の價 格 を もって 讓り 渡さう と 申 

出た。 この 價 格の 不廉な こと は 明かであった が、 朝鮮 併合 以來、 伯 は 外國會 社線の 存繽を 認める を 欲せす、 遂に 十六 

萬圓を もって 買收 する に 決し、 明治 四十 三年 十一月 一日、 我國と 上記 大北 電信 會 社との 共同 架設に 係る 長 崎 釜 山 線の 

買收を 了し、 玆に 初めて 多年 朝鮮 海峽 に その 獨占を 擅 ま に し た外國 電信 會社 の 特權を 解消 せしめる こと を 得た ので あ 

る。 これが 爲 め從來 高率であった 內鮮 電報料 金 は、 內地 間の 電報と 同率にまで 低下され たのであって、 これによ つて 

內鮮間 の 關係を 密接なら しめる こと はき 少 でなかった。 

伯の 植民地に 對 する 電信 政策 は 右に 止まらす、 更に 臺灣に 延びて、 長 崎 淡水 間 六 百 七十 二 海里の 長距離 海底電信 線 

の 開通と なった。 當時、 內 地臺灣 間の 電信 連絡 は、 僅かに 琉 球を經 由す る 一條の 海底電信 線路の みであって、 中繼の 

煩瑣と 通信の 幅輳は 想像に 餘り、 而も 一朝 之れ が 故障に 會 する や、 內臺 間の 通信 全く 杜絶し、 其の 及ぼす 影響 もまた 

少なから ざる 狀 態であった。 故に 政府 は 夙に 直通 線 敷設の 必要 を 認め、 之れ が 計 畫を樹 てた こと 一再でなかった が、 

諸種の 事情から 實 行の 運びに 至らなかった」 しかるに 伯 は 財政 上の， 困難 を排 し、 斷乎 として 之れ が 著 手 を 決意し、 各 

方面の 諒解に 奔走し、 且つ 部下 を勵 まして 急速 工事 を進涉 せしめた 結果、 明治 四十 三年 十月 二十 三日 漸く その 竣成 を 


見、 內臺 間の 電信 連絡 は 面目 を 一新す るに 至った。  一 

次に 國內 電信 事業の 充實 につ いて は、 大略 次の ごとき 新規 施 S^^Ai 實 現した。 

就任の 翌月、 卽ち 明治 四十 一年 八月に は、 早く も r 豫約 新聞 電報 規則」 を 制定し、 更に 翌四 十二 年 六月に 至り、 其： 

の發受 する 範圍を 內地臺 灣樺太 相互 間に 及ぼす ことに 改め、 以て 新聞 通信事業の 社會的 重要 使命の 達成 上に 特殊の 便 一 

益を與 へた。 同年 十月に は、 通信 宫署と 海軍 艦船 間の 無線電信に 依り 發受 する 電報に、 「無線 電報 規則」 を 準用す る 

こと を 規定した。 次いで 同 四十 二 年に は r 氣象 通知 電報 規則」 を 制定し、 公衆の 請求に 基き、 中央 氣象棗 叉 は 測候所 

に 於いて 公示す る氣象 事項 を、 電信局 所より 通報す る ことと し、 翌 四十 三年 五月、 更に 航行 中の 船舶と 中央 氣象蠆 に 

氣象 電報の 交換 を 開始して、 航行の 保全に 資する 所の 制度 を 設けた。  ： 

t 一 

また 經濟界 の 著しき 發展に 伴 ひ、 株式 その他の 取引 頻繁 を 極む る 秋に 於いて 取引所、 仲買 店、 相互 間の 速 絡 は、 共 一 

の 性質 上 分秒 を爭 ふべき ものなる に拘 はらす、 僅かに 專用 電話 を 利用す るの 程. 度で、 不便 甚 しきものが あつたので、 

歐 米に 於いて 夙に 使用 せらる る ティッカ ー 電信機の 採用 を 思 ひ 立ち、 明治 四十 三年 九月、 同 報 電信 制度 を 設け、 東京 

株式取引所 および 附近 仲買 店との 間に、 株式に 關 する 電信 通信の 取扱 ひ を 開始した" また 壓搾 空 氣の 作用に 依る 氣送， 

管 設備が 歐 米各國 都市に 於いて 電報 送受にまで 利用せ られつつ ある を 知り、 我國に 於いても 東京、 大阪の 如き 大都市 

一 

に 之れ を 敷設し、 大量 通信の 用に 充 つるに 於いて は、 其の 利益 多大なる を 認め、 明治 四十 二 年 十二月、 先づ 東京 中央 

電信局、 祌田局 間に 之れ を 施設して 電報 送受に 試みた が、 引繽き 通信 量の 多い 東京 中央 電信お と 東京 株式取引所お よ. 

び 東京 米穀 取引所との 間、 並びに 大阪 中央 電信局と 北濱 株式取引所との 間に 之れ を 設備し、 好成績 を收 めた。 一 
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この 外、 明治 四十 二 年 十一月. 通信 官吏 練習所 を廢 止し、 大臣 官房に 遞信 官吏 練習所 を 置き、 吏員の 養成に 關 する 

事項 を 掌理せ しめ、 從來と は 根本的に 舉制を 改革し、 授業 範圍 をも擴 張し、 以て 時運に 應 する 有爲の 人材の 養成に 貢 

獻 した。 

尙ほ ここに、 無線電信に ついての 施設 を 一言す る 必要が ある。  . 

無線電信の 創設 は、 伯の 就任 前 二 箇月、 明治 四十 一年 五月、 初めて 铫 子に 無線局の 設けられ たるに 始まる。 それよ 

り 著々 として 增設 せられ、 伯の 在職 間に、. 船內局 十五、 陸上 局 五に 達し、 開始 當時は 通信 距離 百浬內 外であった もの 

が、 晝間 五、 六 百 浬、 夜間 ニ千悝 以上の 遠距離 通信 を爲 すまでに 發 達した。  . 

一 〇、 電話の 普及  • 

伯の 遞相 就任 當時、 民衆 生活の 上から、 最も 改良の 急 を 感じられて ゐ たの は、 電話であった G 

日露 戰爭 後の 急激なる 國 運發展 に、 似 もっかない 狀態 にあった のが、 當 時の 日本の 電話であった。 一方に は 加 人 申 

込 者が、 奔流の 如く 釗增 する に對 して、 新設され る 電話 數は九 牛の 一 毛の 觀 があった。 ために 電話 加 人 申込 後、 八 年 

の 日子 を 費して、 漸く その 架設 を 見る とい ふ 有様で、 これ を 紐 育 市に おいて、 加 人 申込 後 三十 分で 取 付けられ るのに 

比し、 殆ど 別世界の 觀を呈 した。 

これが ため、 電話 は 一種の 財産の ごとき 奇 觀を呈 し、 一個 三千 圓、 四千 圓の 高價を 呼ぶ に 至り、 政府の 電話 事業 獨 

占 は、 むしろ 電話 禁止 稅を國 民に 課する かの ごとき、 皮肉なる 現象 を 生じた。 


しかも かかる 少數 電話の 經營 は、 他方に おいて 頗る 能率 低く、 故障 多く、 混線 多く、 お 話中 多く、 國 民の 日常生活 

に 支障 を與 へたる こと、 鮮少でなかった。 

伯 は 就任と ともに、 この 電話の 慘狀を 救 はんと 志した。 その 第一 に 著 手した る度數 制が、 新聞社 その他の 反對を 蒙 

つて 不成功に 終った こと は、 旣に 記した る ご. とくで ある。 

次に 伯の 觸 手した ると ころ は、 電話 增設 であった。 しかし これに は 豫算を 計上して、 先 づ大藏 省の 承諾 を 得、 次に 

議會 の 難關を 突破す る 必要が あった。 

我國の 電話 は、 明治 二十 九 年度に 第一 期擴 張計畫 成り、 次に 三十 九 年度に 第二 期計畫 として 二 千 萬 圓六箇 年 計畫を 

實 施し、 更に 西 園 寺內閣 の三箇 年計畫 成り、 伯の 就任 當時 は、 その 實 行中であった ので あるが、 それでも まだ 日露 戰 

後の 異常なる 需用に 應 じきれ ないで、 東京 市 だけで も、 申込 者 超過 數ー萬 を 越えて ゐる 有様であった。 第三 期の 擴張 

計畫は 正に 燜頭 焦眉の 急務で あつたので ある。 

しかるに 桂 第二次 內閣 は、 戰 後の 財政 整理 を 標榜して 出現した 內閣 であった ために、 財政 整理の 必要 上、 西 閑寺內 

閣の 手に 成る 擴張 三箇 年計畫 すら、 その 中途に 於いて 打 切られる の狀 態であった C 

西 園寺內 閣の擴 張計畫 は、 公債 支辨 による ものであった。 兹 において 伯 は、 この 電話 饑鐵の 急 を 救 ふに は、 それ 以 

外の 方法に よって 擴張 計畫を 立てる の 外な きを 看取し、 豫定外 施設に 俾 ふ增收 等に 擴張 財源 を 求め、 一般 豫算を 以て 

旣定 計畫を 遂行す る の 案 を 立 て た。 

先づ 四十 二 年度 豫算 において、 電話 擴張費 年 割 額 を 改め、 一千 八 百 二十 萬圓 を四箇 年度の 繼繽 費と し、 四十 二 年度 
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の 年 割 額 を 四百 二十 萬圓 とし、 更に 至急 開通 料の 徴收額 約 百 四十 八 萬餘圓 と、， 使用料 を度數 制に 更改す るの 計畫 によ 

り、 六十 萬 圓の收 人 を 計上して、 財源に 充當 する ことと なし、 これ を 第二 十五 議會に 要求した。 

しかるに 肝心の 度 數制案 は、 上述の 如く、 議會 において 削除され たので、 その 收入 不足 額 は、 他 費目 を もって 補充 

する ことと し、 他の 豫算は 上下 兩院を 通過した。  . 

四十 三年 度に 於いて は、 更に 電話 擴張 費と して 四百 萬 圓の年 割 額の 協赞を 得た が、 それでも まだ 社會の 需用に 應す 

るに 足りなかった ので、 更に 四十 四 年度に は、 その 年度の 年 割 額 四百 五十 萬圓 に、 次， 年度の 年 割 額から 百 五十 萬圓を 

繰 上げ、 都合 六 百萬圓 とし、 議會 の協赞 を 得て、 これ を實 行した。  • - 

これによ つて、 加 人 者 十三 萬 八 千 六 百 名、 電話 交換局 九 百 二十 三 箇所、 市外 線 二 萬 百 五十里 を 完成し、 第二 流 以下 

の 都 會地は 勿論、 全國 主要 町村に 至る 迄、 電話の 利便 を 享有せ しめる ことができた。 この 計畫 こそ、 實に 我國に 於け 

る 電話 普及 の 根幹 を爲し たもので あった。 

新設 計 畫は斯 くの ごとくで あつたが、 更に 又 制度の 改正に 依り、 極力 一般の 需用 を滿 たす 方針 を樹 て、 六 大都市の 

加 人. & 込 者に 對 して は、 特に 電話 開通 費の 一部に 相當 する 費目 を負檐 する 者に 限り、 優先的に 電話 を 架設す る 「電話 

至急 開通 規則」 を 定め、 明治 四十 二 年 五月 一 日より 之れ を 施行した。 また 六 大都市 以外の 普通 電話 施行 地に 對 して は 

明治 四十 一 一年 四月 三十日、 勅令 を 以て 電話 施設の 費用に 充っ る 目的 を 以てする 金錢の 寄附 を受 くる こと を 得る 件を定 

め、 之れ が 寄附 を爲 したる 者に は、 都會 地に 於け る 至急 開通 同様、 優先的に 架設す る 新制 度 を 創設し、 以て 多 數加人 

申込 者に 對 する 希望の 路を 開いた。 


また 當 時の 市外通話 料 は、 里程に 比例して 定められた 關係 上、 著しく 高額であった ので、 かくて は 市外通話 利用 上 

に 一大 障礙 ありと し、 明治 四十 三年 五月 一日より、. 長距離 遞 減法 を 採用して、 長距離 通話 者の 利便 を增 進し、 之れ と 

同時に、 市外通話の 時間 的 平均 化と 料金の 低減と を 理由と して、 夜間 通話の 制度 を 採用す る ことと した リ 

しかし 日本の 電話 は、 伯の 在任中に は 勿論、 未だ 十分 滿 足の 域に 達しなかった。 今日と 雖も我 園の 電話 は、 世界の 

一等 國 たる 地位に 相當 して ゐる とい ふこと はでき ない。 しかし 伯の 就任 前に 比すれば、 ^乾坤の 觀が ある。 その 改善 

の 礎石 を， いた もの は， 伯の 上記 各般の 施設であった こと は、 公平なる 觀察 者の 認める ところで あらう。 

一一、 人材 簡拔 

伯 は 法制と いふ ものに 贈して、 ほとんど 興味 を もたなかった。 伯の 目的 はいつ でも 仕事 そのものであった。 法律 は 

仕事 を 遂行す るた めの 一 つの 手續 に過ぎない。 創造的に して、 解釋 的でなかった 伯 は、 法規の 末に 泥む ことが、 in ぶに 

嫌 ひであった。 

『十三 行 載 紙に 附 を附 ける のが、 あの 男の 藝 だからな。』 

などと いって、 法律に 通す る こと を 誇る 役人 を 揶揄した) だから 何 か 新しい 仕事 を 始めよう として、 それ は 法規 逮反 

です とい はれる と 「それなら、 その 法律 を 直せ！」 と、 一喝す るの が 常であった。 

さう いふ 法制 嫌 ひの 伯で はあった が、 その 永い 一生 を 顧みる と、. 伯 は その 間に、 澤 山の 法律 規則 を 作って ゐる。 そ 

れは伯 自らが 立案した のでな く、 その 新 意 創案 を實 施す る 必要 上、 下僚 をして 伯の 所謂 「十三 行鮮 紙」 に 書き込まし 
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たので ある。 

『これ を 十三 行 g 卦紙の 中に 納まる やうに 書いて くれ。』 

さう いって、 自分の 考 への 骨子 を、 下僚に 渡す のであった。 

十三 行 St 紙と いふの は、 官廳の 公文 用紙が 十三 行の 載の 入った 紙で あるから だ。 伯 はこの 十三 行の g 卦 紙に 書いた も 

の を、 金 科玉條 として 尊重す る 習慣が、 大嫌 ひで あつたの だ。 だから 永い 間 能吏 循吏 として 生 ひ 立った 人々 は、 初め 

て 伯に 接する と、 この 「十三 行鮮 紙」 の 無視 輕視で 面 喰 ふの が 常であった。 

伯の やうな 悍馬が、 七十 年の 生涯の 大部分 を、 この 十三 行鮮 紙の 堆積 裡に 生活した の は、 まことに 不思議な 運命で 

あった。 

素より 衛生 局の 一 技師であった ときには、 自ら 筆 を 取って 十三 行 g 卦紙に 立案す る 必要 もあった。 從 つて その 頃 は、 

多少 この 窮屈な 官場 作法 を も 尊重し なければ ならなかった であらう が、 いよ/, \ 大臣と なった 時分に は、 この 「十三 

行1^紙」 の 無視 は隨 分と ひどくな つて ゐた。 

それ は 形式が 進歩 を 妨げ、 繁文 縛禮が 人間 才能の 發揮を 遮る こと を 嫌った の だ。 伯の 目標 は、 いつでも 實 際の 仕事 

であり、 その 仕事の 中心 は 人間であった。 「一に 人、 二に 人、 三に 人」 それが 彼の 一生の 信條 であった の だ。 さう し 

て、 形式の 嫌 ひであった 伯の 性質 は、 何時でも、 その 型破りの 人事に おいて、 最もよ く 現 はれた〕 伯 は臺灣 において 

新 渡 戶稻造 を 官等と 段 違 ひの 高級で 採用したり、 年少の 贺來佐 賀太郞 を 局長 代理と したり、 滿鐵 理事に 三十 そこ/. \» 

の 田 中 淸次郞 や 犬 塚 信太郞 を拔擢 したりし たと 同じ 筆法で、 遞信 省で も、 鐵道院 でも、 當 寺の 官界に は 珍ら しい 破 


な 人物 拔擢 を斷 行した。 

當時 この 拔擢を 蒙った 一人で ある 下村宏 は、 次の ごとく 物語って ゐる。 

當 時の 遞信省 は 人材の はけ 場が なく、 從 つて 湯 川 寬吉君 は 住友へ 逃げ出す、 川 村、 松 木、 中 村 (純 九郞) といつ 

た 出来物 も 他の 省へ 轉任 するとい つた やうな 始末であった。 

後藤 遞 相が 「1^ 金 局」 を 新設して 自分 を簡拔 して 下さった 時、 自分 は 未だ 三十 二三 歳であった。 奏任 「三等」 で 

局長に なった わけで、 その後 は 年限が 到來 する の を 待って、 ギリ/ \ に 官等と 棒 給 を 上げて 下さった のと、 戰後 

の 官吏 增 給が 行 はれた 爲 めに、 私 は 一 年間に 倍額の 收人を 得る やうに なった。 

その 翌年で ある、 全國に 十三 箇所の 遞信局 を 新設し、 今まで 行詰りに なって 前途の 昇進 を とざされて ゐた 人達 を 

拔擢 して、 これらの 遞信 局長に された。 かう した 型破りの 人事 は、 全く 後藤 式の 獨特の ものであると 思 ふ。 

卽ち次 項に 述 ぶる 遞信 管理局の 復活 や、 各 局の 新設 は、 人材 を簡拔 して、 久しく 沈滞した 省內の 空氣を 一洗 せんと 

の 目的 も、 多分に 含まれて ゐ たので ある。 

伯の この 型破りの 人事 は、 秘書官の 探 用に も 現 はれた。 當時遞 相 祕書官 に 任用され た 小 森 雄 介 は、 自己の 採用に つ 

いて 次の ごとく 物語って ゐる。 

藤 伯が 遞 相の 椅子 を 占められた 時まで は、 私 は 全く 伯と は 未知の 間柄であった。 當時私 は 洋行 を 終へ て歸 朝し、 

臺灣 銀行の 本店 副 支配人に なった ばかりの 時であった。 友人の 床 次 竹 ニ郞、 淸野長 太 郞の兩 君が 本店へ やって き 

て、 遞相 秘書官 就任 をす すめた〕 それで 後藤 遞 相に 鐵道院 でお 會 ひする と 「君の 部屋 は 隣室 だョ、 もう 準備が 出 
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來てゐ る」 とい ふ 話で、 否應 なしに 祕書官 に卽日 任命され た。 從 つて 辭令. が發 令され て、 初めて 臺 銀の 方で 氣が 

ついた やうな 始末で ある。 

伯 は 仲 小路 次官 を 留任 させた とき も、 滿鐵 理事の 選任 を 一切、 副總 裁の 中村是 公に 委した とき も、 さう であった や 

うに、 この 小 森 祕書官 の 場合 も、 「俺なら、 どんな 人間で も 使 ひこな して 見せる」 とい ふ 自信 力から 來 てゐ- たので あ 

る。 だから 伯 は、 よく 近親者に 語って、 「どんな 人間で も、 使へ る やうでなくて は、 大きい 仕事 はでき ない」 と 語つ 

てゐ た。  ， 

或る時 伯 は、 人に 語って 「伊藤 公 は、 株式 會社 だ。 誰れ でも 關 はす 人材なら 自分の 下に 人れ て 使 ふ。 別に 黨派 とい 

ふ考 へがない。 しかし、 山縣公 は、 匿名 會社 だ。 自分の 氣に 人った 人間 だけ を 周圍に 集めて 使 ふ」 と 言 ひ、 その 人材 

簡拔 主義と 無黨派 主義と において、 伯 は 自ら 伊藤の 衣鉢 を繼ぐ ものた る を 期して ゐた。 しかし、 それが 常に 成功して 

ゐ たとの みは 見られなかった。 伯の この 「來る 者 は 担ます、 去る 者 は 追 はす」 式の 淡泊な 人事が、 一面に 於いて は、 

永い 間の 下僚に 冷淡と も考 へられて、 伯の 事業 遂行 上の 弱味と なった 場合 もしば あった。 また この 恬淡な 態度 は 

時として、 鷄鳴 狗盜の 人物 を 周圍に 集める とい ふ 非難 さへ 惹起した" それ は 「来る 者 を 拒ます」 の 主義で、 門 戶を開 

放して ゐ たため、 色々 の 人間が 伯の 家に 出 人し がちであった からで ある。 

しかし、 親しく 伯に 親炙した 人々 は、 伯が よく 口癖の やうに 「御 親 兵 一割の 損」 とい ふの を 聞かされた。 それ は、 

伯が 權 要の 地位に 著く とき は、 却って 平生 親しい 人々 を 採用す る こと を 遠慮した からで ある。 

それで ゐて 伯が 世間から、 「後藤 閥」 を 作る ものと いふ 批評 を 蒙り 易かった の は、 伯が 仕事の 遂行に 熱心なる の あ 


まり、 全く 世評に 無頓 著に、 人 村 を簡拔 したからで もあった" 伯 は 適任者と 見れば、 型 外れで も 何でも 關 はすに 探 用 

した。 例へば 第二次 山 本內閣 で、 復興 院總 裁と なるや、 岸 一太 を勒任 技師に 拔. 用した ごとき それであった" それ は 岸 

が 耳鼻咽喉科の 醫舉 博士であった ので、 この 人 を 復興 事業の 技師に する の は、 あまりに 自己の 親近 者 を 可愛がり すぎ 

るとの 世評で あつたので ある。 しかるに、 伯が 岸 を 探 用した の は、 岸が 帝都 復與 事業の ため 重要なる 堪芥處 分 問題に 

ついて、 特殊の 研究と 發 明と をして ゐ たからであった。 かう いふ 時に 伯 は、 岸が 臺灣 以來 自分との 親近 者で あつたと 

いふ ことな ど は、 眼中に 置かす に斷 行した。 

ニー、 遞信 管理局の 復活 

伯 は 法律と 形式が 大嫌 ひであった。 しかし 一面 また、 官制 を改廢 する ことが 不思議に 好きであった。 それ は 一つの 

創作 愁の表 はれであった とも 見られ 得る。 實際、 伯 は 到る ところに 於いて、 新 官^ を 作り、 新 職員 を 任命した。 

遞信 省に おいても 亦、 伯 は 多くの 新 官制 を 制定した。  . 

遞 信省內 において、 伯 は、 電氣 と 郵便 肸金 局と 臨時 發電 水力 調査 局 を 新設し、 遞信 官吏 練習所と 電 氣試驗 所と 共 

濟 組合と を 起し、 叉省內 より 鐵道 局と 鐵道 作業 廳とを 分離して、 新たに 鐵道院 を创設 した。 

それより 伯 は、 地方 廳の 整理に 指 を 染め、 兹に遞 信 管理局 を 各地に 新設した" これ は遞信 省內の {n 制 改革と して 特 

筆 さるべき ものであった。 

從來遞 信 省の 地方 官制 は、 初めて 內閣 官制が 定められて、 遞信 省の 成立した 當初 は、 地方 榧 要の 地に 遞信 管理お を 
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置いて 大區域 制 を 取った ので あるが、 明治 二十 二 年に これ を廢 し、 全國 四十 五の 一等 局 をして、 管轄 域內の 郵便局 

を 監督せ しむる ことと した。 

然るに 明治 二十 六 年に 至り、 これ は 十八に 減 じられ た。 そして 更に 三十 六 年 三月に 至り 東京、 大阪の 二 局 を 通信 管 

理 局に 改めた が、 これ も 亦 同年 十二月に 再び 一等 局に 復 した。  . 

伯の 就任した 時 は、 斯 くの ごとく、 地方 制度 は 監督と 現業と を 一局に 兼務して ゐ たので ある。 のみなら す、 同一 遞 

信 省內の 事務た る 通信、 電氣、 船舶、 貯金 等の 仕事が、 悉く 別個の 地方 機關 によって 分掌せられ、 その 間 何等の 統一 

なく、 時勢の 進歩と 業務の 複雜 化との ために、 事務の 混 港と 不便と を增 しつつ あつたの である。 

兹に 於いて 伯 は、 明治 四十 三年 四月の 行政 整理に 際し、 一方 人員 を 減じ、 經費を 節する とともに、 他方 久しく 廢せ 

られ たる 地方 監督 機關を 復活し 東京、 大阪、 橫濱、 神戶、 長 崎、 札幌、 長 野、 新 潟、 名 古屋、 熊 本、 仙臺、 廣島、 金 

.澤 の 十三 箇所に 遞信 管理局 を 設置した。 

その 目的と すると ころ は、 監督 事務と 現業 事務と を 截然 分離して、 事務の 能率 を發 揮せ しむる ことと、 遞信省 所管 

事務た る 通信、 電氣、 船舶、 貯金の 事務 を 一所に 統一す る ことと、 管理局の 委任 事項 を大 にして、 事務の 敏活 を 園ら 

んが ためであった。 

これに ついては、 この 制度 發 表の 直後、 伯が 新任 管理局 長に 對 してな したる 左記の 訓示に、 その 精神が 詳細に 示さ 

れてゐ る。 

 抑モ新 宫制ノ 趣旨 ハ、 諸君 ノ旣 -ー領 知スル ガ 如ク、 從來 個々  一！ 分立 シ タ ル 地方 遞信機 關ノ統 一 ヲ 謀リ、 之ト 同時 一一 監督 事務 


ト 現業 事務 トノ 區別ヲ 明- シ タル モノ ナリ。 故 二 諸君 ハ 往日 ノ 如ク單 -i 通信事業 ノ 管理者 タル 二 止ラ ス、 電氣 事業 ト云ヒ 船舶 海 

員-一 關スル 事務 ト云 ヒ、 凡ソ 地方 一一 於ケ ル遞信 事業 仝 面 ュ 涉ル 責任 ヲ有ス ル - -至リ タル モノ ナリ。 本 大臣 ハ、 一面- 1 於テ ハ新官 

制-一依 ル 管理局 長 ノ 職責 ノ極メ テ 重大 ナルヲ 思ヒ、 .一 面 -I 於テ ハ 諸君 ノ眞 摯ナル 誠意 ト 敏活 ナル 手腕 ト 一一 信 賴シ、 {:a 紀 秩序 ノ許 

ス範圍 一一 於テ、 成ル へ ク 諸君 ノ 委任 權限 ヲ擴大 セリ。 蓋シ今 囘ノ新 組織 一一 依リ、 我遞信 行政 ノ 系統 ヲ按ス ル --、 本^ ハ首腦 -ー シ 

テ、 諸君 ハ胸腹 一一 屬シ、 而シテ 現業 局所 ハ其 手足 タリ。 此 三者 ノ脉絡 聲息能 ク相疏 通スル ユア ラサ レハ、 事業 體ノ 活動 ハ得テ 

期スへ カラス 。抑 モ人ノ 活動 スル ャ、 先 其健ム A ナル 體躯ヲ 要ス。 而シテ 健康 ノ墓礎 ハ實- 一 其 胸腹ノ 機能 完 ナル 一一 在リ。 諸君 ハ 

此點ヲ 熟盧セ サルへ カラス。 

かくの 如く、 伯 は 官制 改革の 精神 を說述 したる 後、 繽 いて 次の ごとく、 部下 執務 上の 精神と 信念と を、 鼓吹す る を 

忘れなかった。 

遞信 事業 ノ發展 一一 伴ヒ 一般 地方行政 トノ關 係ハ益 密接 ヲ加 フル モノ ァリ。 殊 一一 電氣 業-一 關スル 監督 調査、 海運 事業 及 郵便貯金 

ノ 事務 ノ 如キ、 其 最モ顯 著ナル モノ トス。 是故 一一 本 大臣 ハ、 曩 一一 會議 ノ爲メ 上京 セル 地方 長官 ノ 來省ヲ 求メ、 遞信 事業 ノ爲メ 一一 

各地 方 長官 ノ 協力 ヲ要ス ル モノ 將來 益多キ ヲ加フ へ キ コ トヲ鎵 述シ、 諸君 ト共 一一 斯業 ノ爲メ 一一  盡瘁ス へ キ旨ヲ 訓示 セリ。 諸君 モ 

亦 此意ヲ 體シ、 地方 官廳ト ハ 常-一 氣脉ヲ 通シ、 處務ノ 上 一一 遣憾ナ キヲ期 セサル へ カラ ス。 

官吏 增俸及 行政 整理 一一 對シ、 部内 職員 ノ 注意 ヲ 耍スル 事項 ハ、 從來屢 訓示 シ タル 所 ナルヲ 以テ、 更- ー玆- 一反 覆 スルノ 要 ナシ。 唯 

1 貢 ヲ 要スル ぺ 事務 ノ簡 捷ハ 近年 著々 研究 ヲ重 ネ、 隨時實 施 シ來リ タル モ、 仔細-一 考究 スル トキ ハ、 尙 If 縛ノ 改廢ス へキ モノ 

尠カ ラサル ヘシ 。故-一 本^ 一一  於 テハ、 特別 ノ 委員 ヲ シ テ益其 考究 ヲ繼 續セ シ ムルノ ミナ ラ ス、 廳舍ノ 落成 -I 伴ヒ、 進テ 般ノ亊 

物-一 改良 ヲ 加へ ン コトヲ 期 セリ。 諸君 モ亦各 i 其 所管 内- 1 於テ、 事務 ノ 改良 講究 ヲ 等閑-一 付 セサル コトヲ 要ス。 

鑌 いて 伯の 訓示 は 通信、 電氣、 發電 水力 電氣 の备 部局の 事務に つき、 更に 詳細に 亙って 次の 如く 說 示した。 

以上 ハ 一般 一一 涉リ 諸君 ノ 注意 ヲ促ス 所ナル モ、 更 一一 各部 局ノ 事務 - 一就 テニ、 三 要領 ヲ 略示ス ル所 アル ヘシ" 
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通信事業 ヲ 觀察ス ル 一一、 大體- 一 於テ、 能ク 人文 ノ進步 一-伴 ヒ、 世運ノ 要求 一一 應ス ル-コ トヲ得 タル ハ、 本 大臣 ノ深ク 滿足ス ル所ナ 

リ。 管理局 制度 ノ 下-一 於テ 諸君 ノ深ク 注意 ヲ要ス ル 點ハ、 管理 事務 ト 現業 事務 トノ 關係是 ナリ。 若シ 夫レ此 事務 ヲ 分割 シ タル ノ 

結果、 諸君-一 於テ知 ラス 識 ラス 現業 事務 ト遠 カリ、 其 施設 漸ヲ 以テ 迂遠-流 レ、 遂 一一 經費ノ 膨大 ヲ 馴致 ス ルカ 如キコ トァラ ハ、 

是レ 實-ー 制度 ヲ害 用スル 所以 ナレ ハ、 諸君 ハ深ク m 、"ヲ 此點 一一 致シ、 益 本 制度 ノ 光輝 ヲ 發揚ス ルコトー ー努 カス ヘシ。 

三等 局ノ 監督 一一 付 テハ、 諸君 ノ 慎重 ナル 注意 ヲ耍ス 。同局 ノ現 狀ハ、 一面-一 於テハ 家庭 シ テ、 I 面 -ー 於テ ハ 官府 タリ。. 故  一 I  0 

モス レハ 處務ノ 問-一 公私 ノ區 別ヲ 混淆 ス ルノ 虞ナキ ヲ保セ -ス。 諸君 モ 部下 職員 ヲ シテ之  一 I 臨 マシム ル 場合 ノ 如キ、 能ク 官紀 ヲ明 

一 一 シ 、 秩序 ヲ保 タシム ルコト ヲ期ス ヘシ。 

氣 事業 ハ 比 年顯著 ナル 發達ヲ 致シ、 社會 公共 ノ 利害 -ー 直接 重大 ノ 關係ヲ 有スル -I 至 レルヲ 以テ、 今 囘遞信 管理局 -ー 屬セシ メタ 

ル 監督 事務 ノ弛 張ハ、 斯業 ノ 隆替-一 影響 ヲ及ホ スコ ト鮮カ ラサル - 一依 リ、 諸君 ハ 公平 ノ心 ヲ以テ 寬厳宜 シキヲ 制シ、 其ノ實 績ヲ 

舉ク ル- ー務メ サルへ カラス。 

發電 水力 調杏ノ 事業 ハ、 比較的 规模ノ 大ナル 計畫ー 1 屬シ、 各種 ノ公 ノ機關 -I 侬リ、 相互 連絡 ノ 調査 ヲ竣 ッノ耍 アル ヲ以 テ、 同 支 

局長 タル 諸君 ハ 勿論、 其他ノ 諸君 一一 於 テモ、 {且 シ ク 斯業 ノ本 皆 ヲ 諒シ、 戮カ 一 致シ テ其 大成-! 貢獻セ ム コトヲ 望ム。 

特に 伯が、 懇切なる 說示を 試みた の は、 海事 部に 關 する ものであった。 次の 通りで ある。 

海事 部 ヲ置キ タル 遞信 管理局 ノ局長  一！ 對シ テハ、 特-ー 一 首 スへキ モノ ァリ。 抑./ 海運 ノ消長 ハ 百般 產業ノ 盛衰 二 至大 ノ關 係ヲ有 

ス。 故-一 國運 ノ發展 ヲ期セ ン トセ ハ、 力 ヲ其發 達-一 盡 ササル へ カラ ス。 諸君 ハ 地方 海事 行政 ノ 街-一 當リ、 當 業者 ヲ 指導 誘 掖スル 

ノ 任- 1 在ル者 ナルヲ 以テ、 能 ク此ノ 趣旨 ヲ體シ テ、 其ノ 職務 一一 盡痒ス ルヲ 要スル ハ 言 フ ヲ 待タサ ル所ナ ルモ、 本 大臣 ハ特 -I 左ノ 

諸點 -ー 付 諸君 ノ 留意 セ ン コトヲ 望ム。 

一、 官紀 ノ嚴 守ハ固 ヨリ 一般 官吏- 1 必要 ナル 所ナル モ、 常 一 I 船舶 所有者、 船長 等-一 近接 シテ 職務 ヲ行フ 官吏-一 在リテ ハ、 殊 -I 紀 

律ヲ 重ンシ 淸廉自 ラ持ス ル - ー非ン ハ、 往々  一 I シ テ他ノ 誘惑-一 陷リ、 惹テ 官府 ノ烕 信ヲ 失墜 スル - 一至 ルヲ 以テ、 平素 充分 ノ 監督 


ヲ加フ ルコト ヲ要 ス 。 

二、 船舶 撿査 其ノ他 海事- -關ス ル 事務 ノ處理 ハ、 敏捷 誤 ナキヲ 主 トシ、 《s 業者 ヲシ テ^モ 執務 ノ通滞 ヨリ 生 スル拟 失ヲ受 クル コ 

ト ナカラ シム ルコト ヲ耍ス 0 

三、 海事 -ー 關スル 法规ヲ 適用 スルー ーハ、 ！=1^鵠ヲ失ス ルコト ナク、 能 ク其ノ 精神 ヲ發 拇シ、 寛-一流 ル、 コト ナク、 厳-一失 セ サルコ 

トヲ 要ス。 殊ー 1 船舶 撿杏 一一 關スル 規程- 1 於テ、 撿杏 官吏 ノ 認定 判斷 一一 任セ タル 事 > 狃ノ如 キハ、 其ノ 適用 上 公平 均一 ヲ保 タシム 

ル樣 注意 ヲ加 フル ヲ 肝要 トス。 

四、 各所 管 地方 一一 於ケル 海事 ノ狀況 一一 就テ ハ、 居常 其ノ 趨勢-一 注意 シ、 調 杏 ヲ怠ル コ トナキ コトヲ 耍ス。 其 ノ海政 上 重要 ノ^ーな 

一一 付 テハ、 隨時 意見 ヲ 具シ、 開 申 ス ヘシ。 

伯の 訓示 は、 更に 進んで、 經理 事務と 貯金 事務に 及んだ" その 事務 上の 注意の 周到なる 次の 如き ものが ある。 

經理ノ 事務 ハ、 其 性質 特ー！ 合 规綺確 一毫 ノ 錯誤 ヲ許サ サル モノ-一  屬ス。 從テ之 カ收支 手續ヲ 周密 一一 シ、 其 取扱 方法 ヲ铘 重ナラ シ 

メ、 以テ 非違 ノ防 遏- 一勉 ム へキ モノ トス。 然ル 一一 一般 行政 ノ 整理 ト 經費ノ 節約 トノ 爲メ、 此寧 務モ亦 簡約 敏據ヲ 謀 ラサル へ カラ 

ス。 今囘 官制 施行-一伴 ヒ、 會計 法規 ヲ 改正 シ タル ハ、 此 趣旨-一外 ナラ ス。 然レ トモ 是レ 決シ テ斯ノ 事務 ノ本 勵行ヲ 弛 フシ タル 

一一 非ス。 一 一一 赏 務者ノ 誠赏ト 手腕 ト 一一 信賴シ タル-一外 ナ ラス。 故 一一 上下 相戒メ テ 一 層 奮 勵シ、 改正 法 规精祌 ノ存ス ル所ヲ 研究 シ 

之-依 リ啻 一-違法 不當ノ 行 爲ヲ避 クル 一一 止ラ ス、 更 一-進 テ 一般 利便 ノ 興起 ヲ企 II ス へ シ。 殊-ー 今囘ノ 官制 ハ、 ：般 監せノ 奉務ヲ 

打テ 一 園 ト爲シ タル ヲ以 テ、 其 經費ノ 種目、 經理ノ 方法 等舊來 ノ如ク 單純ナ ル能ハ ス。 諸君 ハ克 ク兹 -I 留意 シ 事務 ノ阒滿 ナル遂 

行 一 一 努メン コトヲ 望ム。 

郵便貯金 其 他 之 -ー 附帶 ス ル 各種 事業 ハ 、 國家經 濟上益 重要 ナル關 係ヲ有 スルー 一至 リタ ルヲ 以テ、 資金 流用 ノ  度 方法 等 -i 關 シ テ 

ハ、 財政 ノ許 ス限リ 存種ノ 方法 ヲ講 シ、 一般 财界 ノ發 達-一 資 セン コトヲ 期 セリ。 然レ トモ 其 施設 ヲ赏際 一一 述州ス ル？： P2 務者ー I シテ 

本 ヲ 了解 セサル トキ ハ、 完全 ナル 法制 モ具文 一一 歸シ、 何等 赏益ヲ 見ル コト能 ハサ ルヲ 以テ、 之 力 監督 ノ 任-一 在ル i^s 君ハ、 nw 常 
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部下 ヲ戒 飭シ、 處務ノ 精確 ト 敏捷 ト ヲ期セ シメ、 以テ益 斯業 ノ發展  一 IE 助ム ヘシ。 - 

さう して 訓示 は、 最後に 伯の 年來の 主張た る 人物 中心 主義に 及び 次の やうに 結んで ゐる。 

諸君、 之ヲ 耍スル 二 法律制度 ハ素 ヨリ 完美 ナラ サル へ 力 ラサル モ、 其 運用 ノ妙ハ 人-! 在リテ 存ス。 殊 -1 我遞信 各部 ノ 行政 ノ如キ 

ハ、 國家 活動 ノ神經 ト國家 經濟ノ 血脉ト モ謂 フへキ 重要 ノ機關 一一 當ル ヲ 以テ、 啻 -I 世 運 ノ進步 -I 相隨伴 スルー 一止 ラス、 寧 n 進テ 

社會 發展ノ 先驅タ ル ノ 奮鬪ヲ ナ ス ノ 覺悟ヲ 有セサ ルへ カラス。 遞信 事業 力、 一 方 -ー於 テ社會 公衆 ト 直接 頻繁 ノ 關係ヲ 有. シ、 他 

方 二 於テ 内部 -ー 配置 ス ル 人員 ノ 非常 -ー 多数 ナル ハ、 他-一 類例 ナ キ所 ナリ。 故-一 之 力 監督 ノ局 一一 當ル 者ハ、 念々 公衆 ノ 利便 ヲ謀リ 

^々部下 ノ 愛撫-一 務メ、 所謂 物質的 進步ヲ 講究 スルト ！！： 時-一、 精神的 信愛 ノ情ヲ 保チ、 文 質 並進 ンデ 斯業 ノ圓滿 ナル發 達 ヲ企圖 

セサル へ カラス。 本 大臣 ハ 諸君 力 銳意措 畫シ、 此 希望 i ー滿 足ヲ與 フル コトヲ 信 シテ疑 ハサ ルナ リ。 

この 「精神的 信愛の 情」 とい ふの が、 伯の 在任中 力 を 籠め て 鼓吹した 「家族 主義」 「信愛 主義」 の 謂 ひで あつ て、 

これが ために 伯 は、 全國に 行脚し、 遞信從 業 員に 訓示 講說 して、 その 徹底 を 期した こと は、 後に 述ぶ るが ごとくで あ 

る。 さう して、 かう した 撥剌 たる 精 祌を部 內に橫 溢せ しめた ことこ そ、 百の 法律 制定、 十の 官制 改革よりも、 むしろ 

伯ら しき 功績であった とい ふこと がで きる。 

一 三、 遞 信 廿パ 濟 組 合 

遞 信省關 係の 現業に 從事 する 人々 は、 郵便 集配人、 電話 交換手、 郵便 電信局 事務員、 電信 工夫 等、 その 數幾十 萬 を 

算す るの みならす、 その 仕事 は 一般 民衆の 福祉に 關係 する こと 甚だ 緊要なる ものが ある。 それに も關 はらす、 彼等の 

待遇 は、 その 當時、 比較的に 薄く、 その 災厄に 際しての 救濟 方法 も 亦、 殆ど 備 はって ゐな かった" この 事實 が、 社き 


政策に 熱心なる 伯の 眼に 映らす にゐる 害がなかった〕 

兹 において 伯 は、 一方 官吏 增俸 によって、 一般 官吏と ともに 此等 下級 從業 員の 給與の 充實を 計る と 同時に、 他方、 

新たに 遞 信共濟 組合 を 新設し て、 彼等の 災厄 その他の 救濟 方法 を 講じた。 

この 現業員の 共濟 制度に ついては、 明治 四十 年の ころから、 遞信 部內に その 議が 起り、 種々 奔走す ると ころが あつ 

たけれ ども、 國家 財政難の 理由に よりて、 容易に 實 現せす にゐ たので ある。 

伯 は遞相 就任と ともに、 現業員 待遇改善の 一日 も 緩う すべから ざる こと を 認識し、 先づ 其の 第一 著 手と して、 現業 

員の 相互 共濟の 組合 を 設立す る ことに 決定した。 そこで 次官 仲 小路 廉、 通信 局長 小 松 謙 次 郎等と 相 謀り、 その 設立に 

關 して、 まづ 財政 當 局との 折衝 を 開始した。 これに 對 して 大藏省 は 日露 戰 後に 於け る 一般 豫算 の膨 膜に 作 ふ 財政難 を 

理由と して、 頑強に、 政府 補給 金 其の 他 組合 成立に 要する 費用の 支出 を 担んだ けれども、 遂に これ を說 得して、 二十 

餘萬圓 の 豫算を 成立せ しめた。 

これに 關 する 法規 は、 四十 二 年 五月の 勒令、 同 六月の 省令 等 を もって、 順次に 制定 公布され、 同 七月 一日 を 以て、 

組合 業務 は 開始の 運びに 至った。 設立 當 初の 共濟 組合員 は 一 一 萬 七 千 百 六十 八 人で、 其の 創業 第 一 年度に 於け る 組合 收 

支の 狀況 は、 牧人に 於いて 政府 補給 金 五 萬 九 千 六 百 餘圓、 組合 掛金 十 萬 一千 餘圓、 利子 二 千 百 餘圓、 支出に 於て 給與 

金 一 萬 五 千 七 百 餘圓、 雜費 三百 餘圓、 差 引殘額 十四 萬 六 千 七 百 餘圓に 過ぎなかった。 また 組合 業務の 遂行に は 種々 の 

困難 隨 伴し、 前途 必す しも、 容易に 樂觀を 許さない ものが あった。 

現業員 相互 共 濟機關 として、 組合の 揭 げた 目的 は 甚だ 廣汎 で、 直接 明示す る救濟 種目 も 傷痍、 疾病、 療養、 死亡、 

第 一 章 第二次 桂 内閣 時代  一 一 七 


第 四 節 遞信 省の 業績  二八 

災害、 脫退、 勤繽の 七給與 金に のぼり、 行政 上の 附帶 施設と しての 共濟 組合の 使命に 鑑み、 其の 經營 施設 は、 誠に 多 

事 多難であった。 しかし 幸 ひに、 伯の 在任 は 三年の 長き に 亙った 爲め、 組合の 礎石 は、 漸次 確固と なり、 伯の 遞信大 

臣 退任の 年次に 於け る、 組合の 成績 は、 組合員 三 萬 二 千 七十 三人、 收人は 政府 補給 金 十 萬 一千 二百 餘圓、 組合員 掛金 

十五 萬 二 千 八 百 餘圓、 利子 一 萬 六 千 九 百 餘圓、 支出 は 諸 給 與金八 萬 九 千 百 餘圓、 雜費 一千 餘圓、 差 引殘高 十八 萬 九 百 

餘圓に 達し、 組合 開始 以来の 殘高卽 ち資產 は、 五十一 萬 五 千 百 餘圓に 至り、 その 業績 は 全く 飛躍的 發展を 示した。 

今や 共濟 組合の 會員數 は、 十七 萬 一 一千 八 百 五十人、 組合の 資産 は 四千 七 百 九十 九 萬 三千 餘圓 (昭和 七 年 十二  現在) の 

巨額に 達し、 昭和 六 年度 中の 支出 金 は、 諸 給與金 だけで も 三百 五十六 萬 八 千 餘圓、 其の 他 雜費を 併せる と 四百 一 萬 六 

千 百餘圓 の龙大 なる 計數を 示す に 至った。 

我國に 於いて、 社會 運動の 波の 懲^と して 起った 大正 末期より 昭和 初頭に 掛けて、 幸 ひに して 遞信從 業 員の 間に、 

大 罷業 等の 混亂の 起らなかった 一 つの 原因が、 此等 時勢に 先行した る社會 施設のお かげであった こと は 否み 得ない 事 

實 であらう。 


第五 節 國有鐵 道の 新生 

一、 新 天 地 

日本の 社會 に、 伯の 遣した 大きい 足跡の 一 つ は、 國有鐵 道經營 であった" 

伯 は 前後 四囘 の人閣 中、 三囘 まで 鐵道院 總裁を 兼ね、 その 最も 信賴 した 人々 は、 鐵道關 係 者に 多かった。 のみなら 

す、 鐵道 事業 は 伯の 才能と 性格と に、 頗る 適合して ゐ たために、 在 朝と 在野と に拘 はらす、 伯の 關心は 何時でも 鐵道 

から 離れなかった。 

殊に 伯が 第二次 桂 內閣に 人った 動機の 一 つ は、 前內 閣の實 行した 鐵道國 有の 後始末 をしたい とい ふこと であった。 

蓋し 鐵道國 有 は、 第一 次 桂內閣 のとき に、 その 主義が 決定し、 第一 次 西 園 寺內閣 のとき に實 行され たので あるが、 そ 

の 提案者の 一 人 は 伯であった。 それ は旣 記の 入閣 記の 中に r 且 ッ思フ 一一 日露 開戰ノ 年、 前 次 桂 內閣ノ 時 一一 際リ、 財政 

策 上 鐵道國 有斷行 ノ說ヲ 進メシ モノ ハ予 ナリ」 と あるに よっても 窺 はれ、 更に また、 桂が 伯の 人 閣を您 通す るに 當り、 

國鐵 整理 を もってし たるの 痕跡 は、 同じく 人閣記 中に 「而 シテ之 (翻國 1) ヲ 斷行セ シモ、 未ダ其 利ヲ享 クル 二 追ァラ 

ズ シテ、 先 ッ其弊 二 堪へサ リシ モノ ハ西園 寺內閣 ナリ。 桂 內閣カ 其 後ヲ承 クルー 一 當リ、 予ヲシ テ之カ 整理 ノ賫 一一 處ラ 

シ メ ン ト擬セ ラル ルハ、 理ニ於 テ辭シ 難キニ 似 タリ」 と ある ことによ つても 明瞭で ある。 
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伯が 當初、 何故に 鐵道國 有 を 桂に 進言した る や は 明かで ない が、 由來鐵 道の， 國有 並びに 國營 は、 世界 各國に 於いて 

議論の 分る ると ころであって、 その 利害 も 亦 相半ばして ゐる。 これに 最も 成功した のは獨 逸であって、 最も 失敗した 

のは歐 洲大戰 中の 米國 であった。 

イン ディ ヴィ デュアル ィ II シェ ー テ イヴ 

鐵 道の 國有 並びに 國營 が、 第一に 逢 著せる 難問 は、 如何にして 私立 會 社の 個 人的 創 意 を、 官僚 組織 內に生 _ 

かし 得る かとい ふこと である。 

蓋し、 營利 のために 經營 せらる る 私立 會紙 において は、 個人的 利益と 自由 競爭の 原則の 下に、 勢 ひ活潑 なる 進歩 改 

良が 行 はれ、 從業 員の 任免 黜陟も 亦、 能率 を 本 皆と して 行 はれ、 そこに 個人的 創意が 澄剌 として 躍動す るので ある。 . 

しかるに 國營の 事業に おいて は、 私利 收營を 目的と せす、 國利 民福 を 主眼と する が ゆ ゑに、 この 國利 民福の 精神が、 

個人的 利益の ごとき 痛切なる 刺戟 を與 へざる 場合に は、 その 仕事ぶ り は 緩慢と なり、 形式的と なり、 且つ 保守的と な 

. り 易い。 卽ち 官僚化し 易い ので ある。 

この 國有鐵 道の 官僚化 を 防ぐ とい ふこと が、 いま 伯の 前に 提示され た 大きい 試驗 問題であった。 

鐵道 國營の 第二の 危險 は、 事業が 政爭の 犠牲に 供せられ 易い とい ふこと である。 殊に 日本に おいても、 やう やく 政 

黨 政治が 擡頭し， 來る とともに、 勢 ひ 人事が 政治 關係 によって 左右せられ、 新 線の 建設が 政黨 員の 選擧に 利用せられ、 

各種の 鐵 道利權 が政黨 との 結托に 濫用 せられる 虞れ があった。 ゆ ゑに 如何にして 國有鐵 道 を、 政爭渦 外に 置くべき や 

とい ふこと が、 伯に 課せられた 第二の 試驗 問題で あつたので ある。 

これら 二つの 根本的 難問の ほかに、 日本に おいて は、 なほ 二つの 特殊の 問題が あった。 その 一 つ は 新たに 買收 せら 


れ たる 十七 私設 鐵道會 社 間の、 人的 並びに 物質的 不統一 を 如何にして 整頓し、 また 如何にし てこれ を 渾然たる 帝國國 

有鐵 道の 一 體 系に 作り 上ぐべき やとい ふこと であった。 

更に 他の 一 つの 問題 は、 日本の 鐵道を 如何にして 歐米 先進 國の鐵 道に 比し、 遞色 なきまでに 改良 進歩せ しむべき か 

とい ふこと であった。 蓋し、 鐵道 事業 は 一面に 於いて は 純然たる ビズ ネスであって、 昔 通の 行政 事務と は 其の 性質 を 

異にして ゐる。 この 意味に おいて、 鐵道 院總裁 は、 行政 長官で あると 同時に、 他面 事業 會 社の 社長で も ある。 しかる 

に 官僚 的 組織 內のー 構成分子 として、 如何にして 事業 會社 社長の ごとき 自由 澗 達の 手腕 を 板 ひ、 もって 外國の 私設 鐵 

道 を 凌駕す る ごとき 完備せ る 鐵道を 作り 得べき か。 これが 亦、 伯の 前にあった 大きい 問題であった。 

しかし それらの 難問 は ともあれ、 この 鐵道 こそ は、 實は 伯に 取って 打って つけの 仕事であった。 伯の 特色 は、 混亂 

の裡 より 秩序 を 生む ことであった。 前人未踏の 新 天地に 奇闢獨 創を實 施す る ことであった。 ゆ ゑに 第二次 桂 內閣に 於 

ける 伯の 精力の 大半 は、 この 國有鐵 道の 整頓 發 達に 傾倒され たので ある。 

ことに 鐵道國 有 X め々 の 日に、 その 主宰者と なった ことが、 伯の ために も、 鐵道 のために も、 幸 ひであった。 それ は 

臺灣の 新 領土、 滿鐵 の新會 社に 臨みた ると 同じく、 全然 新しい 白紙の 上に、 筆 を 取って 墨痕 淋滴、 「後藤 新 平」 とい 

ふ 人格 を 記しつ ける ことができ たからで ある。 

然 らば、 いま 新進の 國務 大臣と して、 中央 政界に 初 登場した る 伯 は、 この 國有鐵 道と 稱 する 先人 未踏の 處女 林に、 

如何なる 斧 鎖 を 加へ、 如何なる 新 天地 を 創造 せんとす るので あるか。 
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二、 病中 覺書 

玆に 伯の 鐵 道に 於け る 業績 を 物語らん とする に 先立ち、 吾人 は 一 の與味 ある 文 獻を讀 者の 前に 提示 せんと 欲する。 

それ は 伯の 「病中 覺書」 と稱 する 文書で ある。  . 

この 覺書が 如何にして 作成せられ たかは 明かで ない が、 旣に 記した やうに、 伯 は 親任式の 前日から 病 を 獲て、 床上 

にあった。 この 靜 閑の 裡に伯 は、 膜 目 熟慮す る 機 會を惠 まれた。 ことに 伊豆の 溫 泉に 静養 中、 伯 は 筆 を 取って、 鐵道 

に關 する 計畫を 起案した。 その 文書 は 今 は 湮滅して 傳 はって ゐな いが、 これ は その 送付 を 受けた 帝 國鐵道 廳總裁 平 井. 

晴ニ郞 が、 その 詳密なる に 驚いて、 「誰れ か 入れ智慧 をした の だら う」 といった 程で ある さう だ 0 

しかし これ は 全然 伯の 病床に 於け る 創作であった。 六十 幾 箇條に 亙る 事項の 羅列であった とい ふこと を、 伯 自身が 

しば./. \ 話して ゐた。 

次に 全文 を揭 載す る 文書 は、 その 覺書 の寫 しに 依る ものである。 この 文書 は、 伯の 鐵道 政策の 根幹と もい ふべき も 

の を 多く 包含す る點 において、 興味深い ものである。 

それ は 伯の 年来の 性癖の 發 露に 外なら ない。 伯の 事業 は 常に、 かかる 斷 想のう ちから 生れた ので ある。 さう して、 

それ は、 或は 夜中 床上に、 ある は 白 晝車を 驅る街 上に、 乃至 は 窒內來 客との 對談 中に、 腦裡に 閃 電し來 ると ころで あ 

つて、 それ を 手當り 次第に 紙片に 記し 付けて おくのが、 後に 補正 改 資せられて、 伯の 幾多の 傑作と して 地上に 出現し 

たので ある。 


鐵道 組織に 關し 病中 思 ひ 出で たる 一 一三 左に、 

ー營業 方面に 於け る 常務 執行 者に は、 其 職責 を 明かに し、 營業 事務の 進行 を 敏捷なら しむる 事。 

普通 日本に 於け る 諸 官廳の 執務 例に よれば、 一 事件の 所 決 は、 最初 下級の 屬官が 立案 をな し、 是れ より 進んで 

掛長、" 課長、 部局 長、 若く は 之れ に關聯 する 他の 部 課長 等に 合議し、 最後に 所謂 上長 者の 名 を 以て 決行す る 例 

なり。 其の 結果 或 一事 件 を 所 決する には少 くも 數日、 多き は數 箇月 を 要し、 其 間數十 人の 目を經 過せ ざるべ か 

らす。 是れ 事務 停滞の 最大 原因に して、 機敏 を 要する 鐵道營 業 事務の 如き は、 か.^ る 緩慢の 方法に よるべから 

す。 卽新 官制に 於て は 課長、 掛長 等の 邊に 日常 事務 を 所理し 得る 敏腕の 士を 配置し、 常務の 執行 は、 多く は 之 

等の 人々 に 一任す るの 方針 を 執り、 部局 長 以上の 上長 は、 成るべく 相互 事務の 間に 連絡 を 保た しむる の 外、 日 

常の 執務に 逐 はれす して、 充分 時間の 餘裕 をつ くり、 一般 社 會經濟 の 大勢に 注目し、 事業の 大方 針 を 研究 確定 

し、 之れ を 下僚に 示して 其の 依て 以て 進むべき 方向 を 知らし め 置く に 止まらし むる を 可とす。 叉 課長、 掛長の 

如き も、 平素の 常務 は 自己の 責任 を 以て 所 決し、 其の 名 を 以て 決行す ると 共に、 或は 其の 責任 を 上長に 嫁し、 

或は その 所理を 下僚に 托して 時日 を 徒費せ しむるな きを 要す。 

從來 執務の 緩慢 は、 地方 機 關に權 限な かりし と 云 はんより、 中央部に 於て 各 案件に 對 する 所 決の 中心 點 定まら 

す、 屬 僚の 立案より 上長の 決裁に 至る に、 常に 多くの 時日 を 要せし 事 は、 其 最大 原因と 言つべし。 依て 其 弊の 

ある 所 を 察し、 新 官制に 於て は、 中央 地方と も、 各 分掌 毎に 日常 執務の 中心 點に意 を 注ぐ こと 肝要なる べし。 

近来 英米に 於け る經濟 組織の 發達 は、 蓋し 此點に 注目した るの 結果な りと す。 
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1 备 部局に 於け る 庶務 取拔 は、 成るべく 簡易の 方法 をと り、 現在 庶務 取扱に 從事 せる 俊秀の 材 あらば、 なるべく 

之 を 事業の 直接 經營 に當る 方面に 充っ ベ き 事。 

我が 國從來 の 職制に は、 普通 庶務 取扱の 一部 局 を 設け、 其の 主任者に は 敏腕なる 事務家 を 置く を 常と せり。 然 

るに 鐵 道の 如き 機敏 を 要する 業務に 於て は、 其の 技術に 關 すると、 事務に 關 すると を 問 はす、 總て 直接 事業 經 

營の 任に 當 るか、 若しく ば社會 公衆に 直接して 執務せ しむる 方面に、 俊材を 置く を 可とす。 然るに 庶務 方面に 

於て 有力者 あり、 現業 方面に 第二 流の 士を 配置す るに 於て は、 現業の 方面 從事者 は 常に 庶務 方面 從事 者よりの 

拘束 を 受け、 其の 驥足 を 延ばす 能 はす、 一般 事業の 萎縮 を 来す は 免れ 得ざる の數 にして、 曩に 山陽 鐵 道が 其 經， 

營に 高評 を 得し もの は、 此の 點に 注目して 現業 方面に 俊 村 を 配置した るに あるべく、 之れ と對 比すべき 某大鐵 

道が、 其 經營振 は ざり しもの は、 山陽 線と 反 對の措 S を 執りし に 因るべし。 

從て新 官制に は、 俊材を 撰で 運輸、 汽車、 工務の 备 現業 方面に 從 事せ しむべし。 庶務 方面に は 成るべく 他の 事 

業 を 掣肘せ す、 寧ろ 之 を獎勵 する 的の 溫 厚なる 人物 を g はく を 可とす。 其の 地位の 如き も、 現業 方面に 比して 之 

れを 一 一 一段 下げて 可なる ベ し。 蓋し 英米 等に 於け る鐵道 組織に は、 各部 局に 於け る 庶務 取扱の 爲め 一 分課 を設 

くる 等の 事 は 殆ど 皆無な り。 

一 適材 を 適所に 置く にっきて。 

孰れの 事業 を 問 はす、 事業の 經營 全から しめんに は、 關係 者の 材 能に 應 じて 其の 職 を 分たざる ベから す。 然る 

に 私設 鐵道 買收 後、 官 私の 鐵道從 事 員 相 寄りて 其經 營に從 事す る 事と なれる を 以て、 其 間 主要なる 職員の 技能 


不明なる もの 多く、 爲 めに 其 技量 其 職に 相應ぜ ざる 者 も あれば、 叉 有爲の 村を懷 きながら、 未だ その 技能 を發 

揮す るの 地位 を 得ざる もの 多し。 殊に 私設 會社 出身者に して、 內 地に 於け る 相當の 經驗を み、 後 海外に 於て 

各國鐵 道の 新 智識 を 修めた る 青年 有爲の 技術者、 尙 未だ 其 技能 を 現 はすの 職 を 得ざる 者 多し。 是大に 注意す ベ 

き點 なるべし。  . 

一 給與と 職員の 技倆と 其の 勞務に 比例せ しむる 樣務 むる 事に つき。 

官私鐵 道 合同 後の 整理 は、 之 を 職員 給與の 方面に も 必要と す。 蓋し 其給與 よく 各自の 枝 倆と 勞務に 比例せ ざる 

に 於て は、 所謂 惡貨は 良貨 を驅逐 する 經濟 上の 原則に 隨ひ、 技能 卓越に して 給與少 きもの は 去り、 所謂 其の 勞 

務に對 して 過分の 給 與を受 くる 者の み殘 るの 結果 を將 來に來 すの みならす、 現在 職員の 取扱に 於ても、 公平 を 

失する は、 各自 をして 業務に 熱心なる 能 は ざら しむる 所以なる べし。 思 ふに 此の 點に關 して は、 葡 作業： ：5 出身 

の 現在 廳 員が、 概して 私設 鐵道 出身の 職員に 對 して、 給與 低く、 其 技倆と 勞務に 比し、 報酬 之れ に相當 せざる 

なきや を 憂 ふ。 

之れ を 要するに 別項に 云へ る 如く、 私設 鐵道 出身者に は 其の 技能に 應 する 職務 を 得ざる もの 少 からす、 作業 局 

出身者に は 給與が 技倆 及 勞務に 比し 足らざる もの 多し と考 ふ。 

一 官制 改革 後の 人選に つき。 

官制の 不備 は、 配 の 人物に 依て 之れ を 補 ふ を 得べ し。 然るに 官制 完備 所謂 理想的の もの を 得る も、 職員の 配 

置 {且 しき を 得 ざれば、 一 般 事業の 改善 は 之れ を 望む ベから す。 職員の 配置 宜しき を 得る は 其の 要 前述の 如く 適 
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材を 適所に 置く にあり と雖 も、 叉 一 は 上下 心 を 一 にして 相 導き 相 助けて 事業の 進行 を 計る にある ものと す。 目 

下鐵 道行 政の 振 はざる は、 蓋し 之れ 等の 點に 不備なる もの あるな きに 非る か、 新 官制 確定 後に 於け る 職員の 人 

選に 關 して は、 大凡 左の 方針 を 以てする を 可な りと 信す。 

總裁 は副總 裁、 各部 局長、 秘書 役、 人事 主任者 並に 營 業の 樞 機に 參與 する 本部の 課長 數名 位の 人選に 止め、 是 

等の 人選 定まりた る 後 は、 其撰定 された る 人々 が、 各自 其 直接 幕僚と するべき 職員 及 直接 命令 を 下すべき 次 階 

の 從事員 等 を 人選し、 以下 此の 順 を 以て 進行 すれば、 上は總 裁より 下は驛 夫、 工夫に 至る 迄、 其 連鎖に 一 の缺 

點 なく、 上下 意思 疏 通し、 相 和合して 一般 事業の 經營 全き を 得べ し。 素より 此方 法に よれば、 時に 數 名の 敏腕， 

有 爲者を 個人的 關 係より して 空しく 適所に 置く 能 はざる 場合な きにし も あらす。 然共斯 る 場合に 於て は、 是等 

の士は 他の 一般 事業 進行に 關係 なき、 鐵道 調査 所の 如き ものに、 勤務せ しむる の途 あるべし。 

この 文書の 第一 は、 課長 中心 主義で ある。 これによ つて、 從來 の繁文 縟禮を 打破 せんとす るに ある。 その 第二 は、 

現業 中心 主義で ある。 その 第三 は 人物 本位 主義で ある。 その 第 四 は 職員の 物質的 優遇で ある。 その 第五 は 上官と 下僚 

間に 人間的 連鎖 を密 にし、 以て 龙然 たる 國有鐵 道 九 萬の 大衆 を、 有機的 ー體 として 結成 せんとす るに ある。 

しからば、 かかる 伯の 思想 は、 如何にして 國有鐵 道の 上に 實現 せられた るか。 

三、 鐡道院 の 誕生 

鐵道院 の 創設 は、 第二次 桂內閣 旣定の 方針であった。 組閣と ともに 發 表された 旣述の 政綱 中、 すでに 「但、 事業 頗 


る 犬に、 且つ 一般 政務に 涉るを 以て、 新に 鐡道院 を 設け、 內閣 こ：， ヽ 經 營に當 らし めんと す」 と 記して ある。 

兹 において 伯 は、 先づ、 この 旣定 方針に 從ひ、 鐵道院 新 {：：：： 制の 根本 を 閣議に 提出し、 各 大臣 をして、 これに 赞 同せ 

しめた。 次の 閣議 決定 書が それで ある。 この 原本に は、 各 大臣の 花押が 畫 かれて ゐる。 

帝 國鐵道 現在 ノ 狀態ヲ 察スル 一一、 到底 現狀ヲ 5^ フテ 推移 スル ヲ許サ 、 ル 形勢 一一 迫 レルヲ 以テ、 今一 一 於テ適 當ノ改 

革ヲ 施シ、 以テ 刷新 ノ實 ヲ擧 ルノ途 ヲ講ズ ルハ、 國有 後ノ鐵 道經營 一一 於テ、 洵ー 一已 ムヲ得 ザル所 ナリ。 依テ左 一一 

改革 ノ 綱領 ヲ揭ゲ ン。 

一 鐵道 事務 ヲ 統轄 スル爲 メ、 獨立ノ 官廳ヲ 設ケ、 之ヲ鐵 道院ト 爲シ、 親任 せ ヲ以テ 其總裁 ト爲ス コト。 

一一 現在 ノ帝 國鐵 道廳、 及 ビ遞信 省鐵道 局ハ、 之レヲ 廢シ、 其 事務 ハ總 テ之ヲ 鐵道院 一一 併合 セシ ムル コト。 

三 鐵道從 事 吏員 一一 對シ テハ、 特別 任用 ノ途 ヲ開ク コト。 

四 鐵道院 中央 機關 一一 於 テハ、 總裁副 總裁ノ 下 一一 官房 ヲ 1^ キ、 更 一一 左ノ 六部 一所 ヲ設 クル コト。 

.1 總務部  . 

二 監督 部 (；^ 、公布の 際 は 削除され た) 

三 運輸 部 

四 計理 部 

五 倉庫 部 (註、 公布の 際は创 除され た) 

六 建設 部 

笫 一章 第ニ次^！^内閣時代  一 二 七 


院道 鐵國帝 
裁 總 


I 


中 

^官 

央 

部 

1  1  1  1  1  1  1 

第五 節 國有鐵 道の 新生  一二 八 

七 鐵道 調査 所 

五 鐵道院 地方 機關 トシ テ左ノ 制度 ヲ採ル コト。 

全國ヲ 五箇 ノ 管理： ili! 一一  分シ、 本州  一二 二 管理局 ヲ 置キ、 北海道 及 九州 一一 各 一箇所 ノ 管理局 ヲ 設ケ、 各 其 管轄 內 

. 二 於ケル 事務 ヲ 分掌 セ シムル コト。  - 

六 工場 ハ總テ 各 管理局 一一 分屬セ シメ、 製作 工場 ヲ置 カス。 叉 中央部 直轄 ノエ 場ヲ置 カサル コト。 

七 鐵道院 所 屬ノ經 費ハ、 總テ 特別 會計 ノ支辨 一一 屬セ シムル コト。 


本 制度 ノ細 織-付 テハ、 監督者 ト被 監督者 トヲ 混同 スルノ 搛ト、 國家 直接 ノ 行政 事務 ト營業 的 事務 トヲ混 滑 スルノ t ハ、 之 


總務部 

監督 部 

運輸 部 

倉庫 部 

建 設 部— 

鐡道 調査 部 

(現業 機關 )- 


- (地方 出張 1W) 11 建設 事務所 


- 新橋 管理局 ン 

-上 野 營理局 

-大阪 管理局 . 

- 九州 ^3 理局 

北海道^ 理局 ) 


1 總務課 

i- 運 輸 課 


- 運輸 雍務所 

—運 0  01  { 紅 95 鸸 


i 保 線 課- 

1 計 理 課 

——倉 庫 課. 


- 保線 事務所 

出納 事務所 

- 地方 駐在 物品 會計 官吏 


ヲ免ル 、 コトヲ 得ス。 

-ー 、 敏 道院ハ 直-一 内閣 一一 隸屬セ シム ルカ、 將タ 各省 中何レ ノ主膂 一一 屬セ シムル カヲ定 メ置ク ノ 必要 ァ リ。 

上記 決定 書 は 更に 遞信 省と 法制局との 審議 を經 て、 多少の 修正 を 受けた 上、 鐵道院 官制と して 公布され た。 その 經 

緯を 「日本 鐵 道史」 は、 次の ごとく 記して ゐる。 

明治 四十 一年 十二月 五日、 勅令 笫 二百 九十 六號ヲ 以テ、 徵道院 官制 公布 セ ラル。 其 第 一條-一 曰。 鐵 道院ハ 内閣 總理 大臣 一一 隸シ、 

錢道及 軌道 一一 關スル 事項 並 二 南 滿洲鐵 道 株式 會社 -I 關スル 事項 ヲ統 理ス ト。 是 ョ リ先、 四十 年 十月 ヲ以 テ、 鐵道 II 有法ノ 規定 -I 

依リ、 私設 鐵道ノ 買收ヲ 畢リ、 爾来 約 一箇年 問 ノ成鎮 一一 鑑 ミル -ー、 鐵道 國有ノ 目的 ヲ伸 達シ、 其 機能 ヲ發 揚セ ン  一！ ハ、 哲 一一 屬ス 

ル ー廳ノ 規模 ヲ以テ 足 レリ トセ ズ。 且省 大臣 ノ 更迭 スル 毎-一 鐡道統 裁者ノ 更迭 スル ハ、 此 目的 ノ爲ー 一利 ァリ卜 セズ。 依テ 之ヲ贫 

外 獨立ノ 官衙ト 爲シ、 其權限 ヲ擴張 スルノ 必要 ァリ。 尙國有 鐵道ノ 作業 ハ鐡 道行 政ト 密接 ス ルカ 故 一一、 遞信省 鐡道局 -I 屬スル 事 

項ヲ之 -I 併合 シ、 以テ 內閣直 屬ノ下 II 運用 ノ實績 ヲ擧ゲ ン トス ル ノ 方針 ヲ 以テ、 新 一一 鐡 道院ヲ 設置 セラ レ タル モノ ナリ トス。 官 

制-一 據ル 二、 其 職員 ハ總 裁、 副總 裁、 技監、 理事、 參事、 祕書、 主事、 主事 捕、 技師、 書記、 技手 二 シテ、 If 裁ハ 親任 トシ、 所 

部ノ 官吏 ヲ指 拇 監督 シ、 奏 任官 ノ進返 ハ 内閣 總理 大臣  一 I 具 狀シ、 判任官 以下 ノ進 返ハ 之ヲ專 行シ、 副總 裁、 技監 ハ 勅任 トシ、 现 

亊ハ 勅任 义ハ奏 任 トシ、 參事、 祕書、 主事、 主事 補 ハ奏任 トシ、 書記 ハ判任 トセ リ。 义鐡道 院-ー 總裁官 liSs 及總務 部、 建設 部、 巡 

鞔部、 計 部、 鐵道調 杏 所 ヲ置キ 、地方 ュ五 箇所 ノ普理 局 ヲ置ク モノ トセ リ。 (中略) 

是日 (註、 四十 一 年 十二月 五日) 總裁達 ヲ以テ 鐡道院 事務 分掌 规程ヲ 定メ總 務部ハ 鐵道ノ 監督、 免許、 軌道、 捕 助 金 -ー關 スル事 

現、 南 滿洲鐵 道 株式 會 社-一 關スル 事 頃、 國有鐵 道 及^ 設鐵 道-一 關 聯スル 事項、 運輸 部ハ 運輸 及 附帶膂 業、 車輛、 船舶 ノ述 餺、 製 

修 -I 關スル 事項、 電氣 一一 關スル 事項、 鐵道ノ 修理、 保存、 改良-一 關スル 事！ Mr 建設 部ハ 鐵道ノ 建設 一一 關スル 事 1^、 計现部 ハ僉計 

及 用品- 1 關スル 事項、 鐵道 調査 所 尸 業務 ノ 取調、 鐵道及 軌道 ノ 研究 及 用品 ノ試驗  一 I 關スル 事現ヲ 掌理 スル モノ トシ 前 一一 帝 鐡道 

廳總務 部 一一 屬セシ 掌理 事項 ハ鐵道 院總裁 官房 ノ掌理 -I 歸シ タリ。 (中略) 

第一章 第二次 桂內閣 時代  一 二 九 


第五 節 國有鐵 道の 新生  ，  一 三 〇 

また この 新制 度の 實 施に 關 して は、 伯が 第二次 桂 內閣の 更迭に 際し、 後任 者への 引繼 書に 添付した る r 國有鐵 道 成 

績」 Oin 明治 四十 一年 七月 至 明治 四十 四 年 七 HO は、 次の ごとく 說 明して ゐ る。 

鐵道院 組織 ノ舊 制度 ト異ナ リタ ル耍 點ハ、 業務 縱斷 ノ制ヲ 橫斷ノ 制-一 改 メタル コト 、地方 部ノ 權限ヲ 擴大シ タル コトト -ー 在リ。 

卽チ仝 國ヲ五 管理局 一一 分チ、 局長 ノ權 限ヲ大 -I シテ 其專決 施行 ノ範 圍ヲ 擴メ、 從前 運輸 計理 工務 等 一一 分割 シァリ タル 事務 ヲ 一 手 

一一 收メテ 其 調節 ヲ行 ヒ、 义 管理局 部內 -I 屬スル 仝 责仵ヲ 負ヒ、 他 管理局 ト營 業上ノ 成績 ヲ競ハ シメ、 如 斯シテ 事務 ノ扦格 ヲ避ケ 

處理ノ 敏活 ヲ期シ タリ。 其 中央 組織 ハ 一時-: 1：- 從前ノ 部 本位 制ヲ 採リ、 總裁 ヨリ 部長、 部長 ヨリ 課長 ト遞 屬セシ メタ リシ 力 四十 一一 一 

年 四 一至 リ此 組織 一 I 變更ヲ 加へ、 監理 部 及 建設 部ヲ 存置 シ、 輸 計理ノ 二部 ヲ廢 シテ課 本位 トシ、 課長 ヲシ テ總 裁-一直 屬 セシ. 

メ、 中問ノ 一段 階ヲ 贫キ、 而シテ 各部 課 問 要務 ノ扦格 ナカラ シメ ンカ 爲メ、 會報ノ 制度 ヲ開 キ、 關聯ノ 事務-一 付テ ハ隨時 各 課長 

ヲ會合 シテ其 衆議 ヲ聽 クコト トシ、 义鐵道 一一 於ケル 重要 事 1^-ヲ{# 議ス ルカ 爲メ、 理事 余 3 議ヲ置 キテ隨 時 集 議シ、 义 業務 一一 關スル 

重要事項 ヲ 調査 恭議ス ルガ 爲メ、 業務 調 杏 會議ヲ 設ケ、 業務 調 杏 会" 議内 ラ，^ 分科 ヲ 贯キ、 定時 ズハ 臨時-一 分科 會 义ハ. 總會 ヲ！ I キ 

各自 調査 ノ 結果 ヲ{# 議ス ルコト トス。 

すな はち、 この 新 官制に おいて、 伯の 「病中 覺書」 に 現 はれた る 課長 中心 主義、 現業 中心 主義 等が、 はやく も その 

片鱗 を あら はし 來 つたこと を 見るべき である。 この 管理局 新設に よる 地方 分權 制に ついては、 初め 管理局 長と して、 

後に 副總 裁と して 伯の 下に 働いた 古川 阪次郞 は、 語って 云った。 

藤 伯 は 鐵道院 の 仕事の 重點を 地方に おかれた。 本院の 方よりも 地方 管理局の 仕事 を 尊重され た。 

五つの 管理局 卽ち 中部、 東部、 神戶、 九州、 北海道の 五 局の 局長に は 第一流の 人物 を拔擢 し、 本院の 局長 級 はむ 

しろ 第二 流の 若手 を据 ゑら れた。 從 つて 地方の 管理局 は 鐵道院 を 眼中に おかす、 各 管理局 長 は 新規事業 を 起さう 


と考 へる と、 鐵道院 の 各 局 各 課に 少しも 相談せ す、 先づ 後藤 總 裁の 諒解 を 求め、 然る 後に 書類 を 作成して 提出す 

ると いふ 有様であった。 

時に かう した 種類の 書類が 局長の 手許に 停滞す ると 大變 である。 地方の 各 管理局 長 は 督促す る、 總裁は 書類 を 停 

滯す るの はよ くないと 誡 めら れる、 局長 連 は 小さくな つて ゐる。 

これ は 後藤 伯の 人事の 特長 を 示現す る 一 事例で あつ て、 「責任の 衝 にある ところの 地方 管理局 長が 折角、 書類 を 

作成して 提出して 來 たのに^ し、 直接の 衝 に當ら ぬと ころの 本省の 局長 連が 橫槍を 人れ る 事 はよ ろしくない」 と 

いふので ある。 これ は 實に藤 伯の 主義であった。 

かくして 誕生せ る 鐵道院 は、 元 帝國鐵 道廳の 位置に 開廳 した。 その 陣容 を 見る に、 遞信 大臣 男爵 後藤 新 平が 鐵道院 

總裁を 兼ね、 副總裁 はェ學 博士 平 井 晴ニ郞 が 任ぜられた。 本院の 首 腦部は 理事 山之內 一次 を總務 部長と し、 技， g ェ學 

博士 野 村 龍 太郞を 建設 部長、 理事 圖師 民嘉 を計理 部長、 副 總裁平 井 晴ニ郞 を 運輸 部長、 技師 山 口 準 之 助 を 鐵道調 杏 所 

長と し、 參事松 木 幹 一 郞を總 裁 官房 祕書 課長、 理事 山 之 內丁ゾ 、を 同文 書 課長 兼務、 參事 大道 良 太 を 同 保健 課長と なし 

た。 また 地方 管理局 を 見る に、 技師 長 谷川 謹 介が 東部 鐵道 管理局 長、 技師 古川 阪次郞 が 中部 鐵道 管理局 長、 技師 ェ學 

博士 岩 崎 « 松が 西部 鐵道 管理局 長、 理事 植村俊 平が 九州 鐵道 管理局 長、 理事 野 村 彌三郞 が 北海道 管理局 長に 任ぜられ 

た 0 

鐵 道の 新しき 組織と、 新しき 陣容 は 成った。 さう して 伯 は、 かって 足 を 臺灣の 新 領土に 印した る 時の ごとき 熱情 を 

もって、 國有鐵 道の 新 計畫に 飛び込ん だので ある。 

第 一 章 第二.^ 桂內閣 時代  一三 一 


第五 節 國有鐵 道の 新 一  三 二 

四、 財政 整理と 鐡道 經營の 根本 案 

鐵道經 營の第 一 著 手 は、 一 般 財政 經濟の 根本的 整理から 始まる。 

第一 次 西 園 寺內閣 の倒壤 は、 財政 上の 行詰りに 原因した。 さう して、 その 財政 困難の 一因 は、 鐵道 建設 改良 資金の 

調達 難に あった。 

しかるに、 これに 代れる 桂內閣 は、 日露！ # 後 財政の 整理 を 目標と して 生れた ものであるが、 一方、 國有鐵 道 は 新た 

なる 建設 改良の 必要に 迫られて ゐた。 伯 はい ま、 財政に ついて 何を考 へ、 鐵道 資金に ついて 如何なる 方策 を 講ぜん と 

する か。 

この 點に關 して は、 頗る 重要なる 文獻が 遣って ゐる。 それ は 「財政 整理 並 鐵道經 營に關 する 件」 と 題す る 文書で あ 

る。 その 表題の 左側に は、 伯の 筆蹟 を もって、 赤紛 筆で 「陛下 二 內奏シ タル 案」 と 記し、 また 右 肩に 同じ 色の 鉛筆で 

r 秘」 と 記して ある。 

この 文書 は、 胃 頭先づ 「近 來我 財政 上ノ 信用 墜チ、 之カ爲 政府 ハ 財政 計 畫ノ實 行 困難 一一 陷リ、 內 民間 經濟 界ハ萎 ii 

不振 ノ狀 一一 沈 淪シ、 外 本邦 公債 ノ巿價 低落 ヲ告 ケテ 外資 利用 ノ途杜 絕シ、 內外ノ 狀勢甚 憂慮 スへキ モノ ァリ」 と 記し、 

「今 財政 不安 ノ 影響 トシ テ見ル へ キ顯 著ナル モノ ヲ擧 クレ ハ左ノ 如シ」 となして、 左記の 八 項目 を 掲げて ゐる。 

一 戰 役中尙 九十 圓臺ノ 市 價ヲ保 チタ ル內國 五分 利 付 公債 ハ、 今日 八十 圓 一一 落チ、 一時 ハ 八十 圓 以下 一一 下リ クル 

コ トァリ 0 


二 買 收鐵道 株 ノ巿價 ヨリ 計算 スル- 一、 同 鐵道株 一一 對シテ 交付 スへキ 公債 ノ價 格ハ、 額面 百圓 一一 付 七十 圓 前後 ト 

ナ レリ 0 

三 倫敦 市場 一一 於ケル 本邦 公債 ハ四 分利 付 八十 四 j^- 一  シテ、 露國四 分利 付 公債 八十 七碟 四分ノ 三-一 比 シテ、 ニー 碎" 

餘 以下 二 ァリ。 四 分 半 利 付 公債 ハ 九士 ー磅 前後 ュ シ テ、 支那 四 分 半 利 付 公債 九十 八磅餘 ニ比シ テ六磅 低位 ュ 在 

リ。 同地 經濟 市況 恢復 シ テ、 諸國ノ 公債 類 漸次 騰貴 ス ル 一一 拘ラ ス、 本邦 公債 市價ノ 恢復 見ル へキ モノ ナシ。 

四 公債 ノ市價 低落 ノ爲、 內外 一一 於ケル 公債 所有者 ノ 損害 大 ナルヲ 以テ、 將來 本邦 公債 一一 出資 スル ノ觀念 ヲ失ハ 

シメ タリ。 殊ー 一外 國 市場 一一 於 テハ、 本邦 公債 發行ノ 見込 殆ント ナク、 諸 外國ハ 近来 金融 ノ 緩和 一一 乘 シテ、 繽々 

公債 社債 ノ發行 一一 成功 スル モ、 我滿洲 鐵道會 社々 債ノ如 キハ、 不利益 ナル 條件ノ 下-一、 僅 力 一一 小額 ノ 短期 債券 

ヲ 募集 シ得 タル 二 止 マリ、 而カモ 他 ノ市惯 低落 ヲ恐 レテ、 公衆 發行ト ナス コト ヲ得サ リキ。 

五 公債 發行ノ 見込 絶へ クル ノ 結果 トシ テ、 政府 ハ旣 定ノ 財政 計 畫ヲ實 行 スル能 ハス、 四十 年度 一一 於テ 一千 七 百 

萬圓ノ 繰延ヲ 行ヒ、 四十 一年 度豫算 編成 一一 際 シテ、 財政 計畫 一一 一部 ノ 改定 ヲ 加へ、 數ケ年 一一 亙リテ 繰延へ タル 

金額 一 億 一 一千 餘 萬圓- 一達 シ、 四十 一 年度 一一 於テ 亦豫算 遂行 一一 困難 ヲ生 シ、 更 一一 三千 九 百 餘萬圓 ヲ繰延 フル ュ至 

レ リ。 

六 將來 旣定ノ 計畫內 一一 於 テモ、 尙年々 財源 一一 缺陷ヲ 生スへ キノ ミナ ラス、 事業 ノ繰 延ハ 翌年 度 一一 於テ更 一一 財源 

不足 ヲ來 スノ 原因 トナル へ キヲ 以テ、 現 狀ノ儘 二 シテ進 マ ハ、 四十 二 年度 以降 二 於テ、 財政 ハ救フ へ 力 ラサル 

ノ 窮境 ュ陷ル コト明 カナリ。 

第 一 章 第二次 桂內閣 時代  1 三 三 
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七 財政 ノ 前途 右 ノ如ク ナルヲ 以テ、 鐵道 事業 費ノ如 キハ、 假 令豫算 一一 計定ス ルモ、 財源 ノ缺乏 一一 因 リテ、 年々 

遂行 一一 蹉跌 ヲ來 シ、 叉 之 一一 關連 シテ、 絶 ヘス 財政 上ノ 難問題 ノ 原因 トナル ヘシ。 

八 今日 民間 經濟 界ノ窮 狀ハ、 一時 ノ 企業 熱 ノ 反動 ト、 內外 經濟界 一一 於ケル 自然 的 現象 ノ併發 一一 基ク所 多キ. ハ勿 

論ナ ルモ、 財政 不安 ノ壓 迫ヲ 受ケテ 益々 禍根 ヲ深 クシ、 其ノ 恢復 亦從テ 抑制 セラ ル、 コト 多シ。  . 

以上が 財政 不安の 影響 八 項で ある。 この ゆ ゑに 伯 は、 「財政 不安 ノ 影響 右 ノ如ク 重大 ナル ヲ以テ 今日 財政 ヲ 整理 ス 

ル ハ戰後 經營ノ 最大 急務 一一 シ テ若シ 整理 一 日 後 ルレ ハ國家 百年 ノ 不利 ヲ來ス へ シ」 と爲 して、 次の ごとく、 これが 解 

決 策を揭 げてゐ る。 

財政 ノ 整理 ハ 多岐 多端 ナリト 雖モ、 其 ノ要ハ 不急 ノ 事業 ヲ廢 止シ又 ハ繰延 へ、 事業 ノ經營 一一 適 當ナル 方法 ヲ立 テ、 

以テ 一般 會 計上 歳出 入ノ 均衡 ヲ保 チ、 以 テ將來 募債 ノ必 耍ヲ 斷チ、 rnj 歳 人ノ殘 餘ヲ以 テ旣存 公債 ノ惯還 ヲ行フ 二 

外ナ ラス。 左 一一 財政 整理 ノ 大綱 ヲ揭 ゲン。 

1 各省 繼繽費 ノ年割 一一 相當ノ 變更ヲ 加へ、 事業 ノ繰延 ヲ豫算 上 一一 明白 一一 スル コト。 

二 努メテ 歳出 ノ 緊縮 ヲ 圖リ、 經費ヲ 節減 スル コト。 

三 官業 中 民間 經營 トシ テ差 支ナキ モノ ハ 民業 一一 移スノ 方法 ヲ講 スル コ ト。 

四 鐵道ハ 純然 タル 獨立 ノ會計 トシ、 鐵道 關係ノ 公債 一一 要 スル經 費 及 建設 改良 一一 要 スル經 費ハ、 同會計 一一 於テ獨 

立 自營ノ 方法 ヲ講 スル コト。 

五 一般 會計豫 算-ー 於テハ 公債 財源 ヲ 見込 マサル コト。 


六 右 各項 實行ノ 結果、 一般 會計 一一 於 テ生シ タル 殘餘 金ハ、 總 テ國憒 整理 基金 一一 繰 入レ、 公愤惯 遺財 源-一充 ツル 

ゴ ho 

右ノ 方法 一一 ョ リ、 從來國 債 整理 基金 一一 於ケル 公債 償還 財源 約 四千 萬圓 一一 加 フルー 一、 更 一一 公債 惯還金 約 四千 萬圓以 

上ヲ以 テシ、 ハ母年 八 千萬圓 以上 ノ 公債 ヲ 償還 スへキ 政府 ノ 財政 計 畫ヲ內 外 一 一宣 明スル トキ ハ、 財政 上ノ 信用 玆ニ 

恢復 シ、 內ハ經 濟界ノ 人氣ー 變シ、 外ハ 外資 利用 ノ 好望 ヲ生ス へク、 從テ 又經濟 的發展 ノ機關 タル 全國鐵 道經營 

二 要スル 資金 ヲ 調達 スル コ ト ハ、 敢 テ難キ ユア ラサル へ シ。 

以上が 伯の 財政 整理 案の 大綱で ある。 この 极本的 整理の 上に こそ、 鐵道 經營の 財政 的 基礎が おかれる ので あると い 

ふの が、 伯の 考 へであった。 故に 伯 は、 上の 如く 一般的 財政 整理の 意見 を 記した る 後、 表題 を 改めて 「鐵道 經營」 と 

題して 次の ごとく 論じて ゐる。  ， 

鐵道ハ 經濟的 璽 耍機關 一一 シ テ、 之 力 改良 發達ハ 一 日 モ緩フ スへ カラス。 而シ テ鐵道 一一 要 スル經 費ハ、 一方-一 國民 

生産力 ヲ增 進シ、 他方 一一 ハ鐵 道收益 ノ增加 ヲ來ス へキヲ 以テ、 公債 ヲ 財源 トス ルモ 不可 ナキ モ、 唯今 日 一一 於テ鐵 

道 一一 耍スル 公債 ノ 募集 不可能 ナ ルハ、 一般 公債 一一 對スル 償還 ノ計劃 明 カナ ラサル ト、 鐵道 公債 ノ惯還 及 利 拂ノ財 

源 一 般 財源 一一 混淆 セラ ル 、 ト 一一 歸因 ス。 故 一一 前段 叙述 シ クルカ 如ク、 財政 ノ 整理 ヲ斷 行シ、 公債 惯還ノ 計 割ヲ明 

カュ スルー 一 於 テハ、 財政 一一 對ス ル內外 疑惧 ノ念 ヲ銷 除シ、 年々 要スル 三千 萬圓 乃至 四千 萬 圓ノ鐵 道 經费ヲ 調辨ス 

ル コト、 敢テ 困難 ナ ラサル へキヲ 信ス。 

若シ然 ラス シテ、 鐵道獨 立 ノ實ヲ 明 カー 一 セス、 叉 財政 整理 セラ レサ ルー 一 於 テハ、 常 一一 財政 計 劃 遂行 ノ 困難 一一 逢 著 
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シ、 却テ鐵 道ノ經 ヲ {ー 兀 フス ル能 ハサ ル ヘシ。  . 

鐵道會 計 ノ獨立 一一 就 テハ、 種々 ノ 難問 ヲ生ス へ キモ、 左ノ 綱目 一一 據ルヲ 以テ、 最モ 財政 上ノ 必要 並 鐵道經 營上ノ 

要求 一一 適合 スルモ ノト 認ム。 

一 鐵道 益金 ハ鐵道 特別 會計 ヨリー 般會計 一一 繰 人 セサル コト、 シ、 特別 會 計-一 於テ、 鐵道 關係ノ 公債、 又. ハ 債務 

ノ 元利 仕 拂金、 又ハ 鐵道ノ 建設 改良 費 一一 充テ シムル コト。  . 

二 鐵道ノ 經營ハ 本 會計獨 立 自營ノ モノ トシ、 一 般會計 ヨリ ハ 資金 ヲ繰人 セサル モノ トス ルコ ト。 

三 鐵道 事務 ヲ綜理 スル爲 、鐵 道院ヲ 設置 シ、 親任官 ヲ以 テ其ノ 總裁ト ナス コト。  . 

四 鐵道 運輸 其 ノ他ー 切 ノ經營 方針 ヲ 一層 營業的 一一 ス ル爲、 規則 ノ 改正 役員 ノ 選任 其ノ他 一一 適 當ナル 方法 ヲ採ル 

ゴ ト。 

i 鐵 道ノ經 營ハ、 其ノ 實績ヲ 擧ケ收 益ノ增 加ヲ圖 ル爲、 努 メテ旣 設線ノ 改良 ヲ先 一丁 ン、 新設 工事 ヲ後 一一 スルコ 

ho 

六 鐵 道附屬 事業 ヲ 整理 シ、. 民間 經營 トシ、 差 支ナキ モノ ハ 民業 一一 移スノ 方法 ヲ講 スル コト。 

七 鐵道 經營上 必要 ノ 事業 ヲ 遂行 ス ル爲、 財源 不足 ナル トキ ハ、 鐵道 公債 ヲ 募集 シ、 之ヲ 補充 スル コト。 

但シ鐵 道 益金 ヲ以 テ鐵道 公債 ノ檐保 トス ルコ トハ、 萬 已ムヲ 得サル 場合 ノ外 之ヲ 避ケ、 鐵道 公債 ノ割增 ヲ附ス 

ルコト ハ絶對 -ー 非 認スル コト。 

八 將來發 行 ス へ キ鐵道 公債 ノ 總額 ハ 、 鐵道 建設 及 改良 旣定豫 算總額 以內ト スル コト。 . 


九 鐵道 公債 一一 關スル 事務 ハ大 藏省ヲ 主管 トス ルコ ト。  ： 

十 本會 計所屬 現金 ノ 出納 保管 ノ 事務 ハ確 實ナル 銀行 ヲシテ 取扱 ハ シ ムルコ ト。 

十 一 本會計 一一 於テ 現金 ノ餘裕 アル トキ ハ预金 部 一一 預入 レ、 其ノ 他確實 有利 ナル 方法 ヲ以テ 運用 シ得ル モノ トス 

ル コ ト 0 

十二 本會計 歳出 支 辨ノ爲 現金 ノ 不足 アルト キハ、 當該 年度 內 一一 返還 スルコ トヲ條 件 トシ、 利子 附 一一 テ 一般 會計 

ヨリ 借人 金ヲ 爲シ、 叉 《融通 證券 ヲ發 行スル コ ト ヲ得ル モノ トス ル コ ト。 

十三 本 會計ノ 歳入歳出 豫算ハ 毎年 議會 一一 提出 シ、 叉 本 會計ノ 決算 ハ會計 撿査院 ノ檢查 確定 ヲ受ケ 、議會 一一 提出 

スへ キコト 0 

玆 にも 吾人 は、 伯の 常套手段の 顯現を 看破す る。 それ は 伯の 常に 言って ゐた 「一部と 全部との 關係 11 とい ふこと で 

ある。 卽ち 伯の、 鐵道會 計の 獨 立と、 鐵道 建設 改良 資金の 調達 を企畫 する や、 直ちに この 二者 を 目標と して 猪突せ す- 

先づ 徐ろに 帝國 全般の 財政 を大觀 し、 その 對 策の 一部 門と しての 鐵道 經營に 及び、 而 して、 はじめて 鐵道會 計の 獨立 

と鐵道 資金 調達が、 帝國 直前の 必須 事た る こと を 論 結して ゐる ことで ある。 

これ は 嘗て 伯の 臺灣と 滿洲に 於いて 取り、 後に 帝都 復興の 際 取った 態度と 同工異曲で、 彼 は 常に 綜合しつつ 分析し 

たので ある。 

次に 掲げる 青木 周 三の 談話 は、 當 時の 鐵 道經理 が 如何に 紛糾 混雜 して ゐ たか、 從 つて 伯の 樹立した 新制 度が、 如何 

によく 鐵道經 營の根 斡 を 形成せ しか を說 明す る。 
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後藤 伯が 第二次 桂內 閣の遞 相に 就任され、 帝國鐵 道の 經營 にも 關 係され る 事に なった が、 當時は 國有斷 行 後間 も 

ない 事であった ので、 一番 面倒な. のは鐵 道の 經理 問題であった。 

それ は私鐵 を引繼 いだ 關 係から、 運輸 運 轉に關 する 限り は、 當時 における 日本の 技術 は 何れも 外國で 研究して そ 

の 智慧 を 借りて やって ゐ たので あるから、 宫設鐵 道に 勤めて ゐた人 も、 私鐵に 勤めて ゐた人 も いづれ も 同一 型の 

人ば かりであった。 それ ゆ ゑに、 私鐵の 運輸、 運 轉に關 する 事柄 は そのまま 官設 鐵 道に も充當 されて、 少しも 差 

支へ がなかった。 しかるに 私 鐵の會 計と 政府の 會 計と は 大變に 違って ゐた。 だから 私鐵 から 來た 人達に 對 して、 

先づ 分らなかった の は 政府の 會計 法の 組立て であった。 

現在の 鐵道 特別 會計 は、 後藤 伯の 時に つくられた ものであるが、 この 特別 會 計の 前に も 特別 會計 があった。 しか 

もこの 特別 會計は 普通の 宫廳 における それと は 非常に 異なった ものであった。 

用品 會 計と いふ 會 計が 特別 會 計のう ちに あった。 換言すれば、 特別 會計 中の 特別 會計 であった。 卽ち 特別 會 計の 

うちに 更に 叉 一つの 規則が あった わけで ある。  , 

ナゼ、 こんな ものが あつたの かとい へば、 それ は 通常、 豫算は 一年々々 の 豫算を 組み、 例へば 八 年度の 豫算 は、. 

八 年度に 要する もの を購 人す るので あるが、 鐵道 において はそんな 簡單 なわけ に は 行かぬ。 車輛 を 外國へ 注文し 

て も 一年間で 出来ぬ ものが ある。 叉 車輛が 出来て 来ても、 その 敷物 を 更に 別に 購入し なければ ならぬ。 かう した 

材料 をば 用品 會 計で 購入す る 事に なって をって、 この 用品 會計は 別に 資金 —-— 約 百萬圓 であった と 記憶して ゐる 

—— を 持って ゐ たので ある。 


かう した 複雜な 組織に なって ゐ たので、 鐵道國 有が 斷 行され て、 各方 面の 私鐵 から 帝國鐵 道廳へ 人って 來た 人達 

は、 非常に 困った ので ある。 卽ち鐵 道營業 事務所 を設 la し、 その 所長に 各種の 私鐵 から 來た 人々 ！— 從來、 專務 

とか 常務であった 人達 11 が 任命され たので、 この 所長 樣 たち は、 政府の 會 計の 組立て が 分らぬ ので 大弱りで あ 

つた。 

かう した 狀 態であった から 明治 四十 一 一年 —！ その 年 は 物價も 騰貴して ゐ たので あるが -—— 各營業 事務所の 會計を 

集めて みると 豫算を 超過して ゐた。 

當時、 私 は 未だ 官吏に なって 五 年 位で あつたが、 どうも 豫算 超過の a- れが 多分に あるので、 或る人に 「こんな 事 

をして ゐ ると 豫算 超過 をし やすまい か」 と 心配して 尋ねて 見た 事が ある。 その 人 は 「そんな 馬鹿な i$ が ある もん 

か」 といって 樂觀 して 話した ので、 自分 も、 そんな もの か 知らん と考 へて ゐた。 

ところが 間もなく 豫算 超過と いふ 話が 出て 來た。 百 萬 圓かー 一 百萬圓 かの つけおちが あつたと いふ ことが 分つ て來 

た。 それで 大慌てに、 營業 事務所で は 帳簿 をつ くり かへ てし まった。 

當時 參宮鐵 道の 常務 を やって ゐた 人が 港町 事務所の 所長であった。 大いに 吃驚して 古い 帳簿 を燒 却し、 新しい 帳 

簿を 作成した。 ところが 參宮鐵 道の 元 社長 は片 岡直溫 氏であった。 この 事を舊 部下であった 事務所 長から M いた 

もの だから 大變 だ。 議 會でギ ヤンく と 後藤 遞 相に 喰って 掛っ たもので ある。 

これで はいけ ない と 伯 は 痛感され、 營業 事務所 を 管理局に 改め、 さらに 會計 撿查院 から 森 本邦 治 郞氏を 招聘して 

来て、 鐵道經 理の大 改革 を斷 行せられ たのであった。 
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五、 獨立會 計の 成立 

鐵道會 計の 獨立、 鐵道 公債の 發行 等の こと は、 組閣 當 初からの 旣定 方針であった。 旣述の 十二 大政 綱のう ちに も、 

從來 國有鐵 道の 成績の 擧 がら ざり し 所以 を、 r 是れ鐵 道豫算 の、 毎に 一般 會 計の 爲 に牽掣 せらる る 弊に 由る 也」 とな 

し、 r 宜く 其の 經濟を 特立せ しめ、 收人を 以て 直に 經 費に 充て、 募債 及惯 還の 途も、 總て收 人の 範圍內 に 於て 之 を 計 

畫せ しむる を 要す。 是れ 管に 鐵道國 營の爲 に 必要なる のみなら す、 其の 金融 を 助け 財政 を 補 益す る、 亦 16 少ならざる 

を 信す」 となして ゐる。 さう して この 獨立會 計の 創定 について は、 r 國有鐵 道 成績」 は、 次の ごとく 記して ゐる。 . 

從來ノ 倉 計 制度 一一 於 テハ、 鐵道ノ 建設 及 改良 一一 要スル 資金 ハ之ヲ 一般 會計 一一 仰キ、 營 業上ノ 益金 ハ之ヲ 一般 會計 

ノ歳人 トナシ タル ヲ以 テ、 鐵道 建設 改良 ノ 事業 ハ、 一般 財政 ノ 都合 一一 依リ、 屡. -其 事業 ヲ繰延 フル ノ已ム ヲ得ザ 

ルノ 場合 ュ 遭遇 セリ。 依リテ 四十 二 年度 以降、 其會 計法ヲ 改正 シ、 鐵道 會計ヲ 獨立セ シメ、 鐵道 益金 ハ直 一一 鐵道 

建設 改良 ノ 資金 一一 充テ、 不足 額ハ 其負擔 一一 於テ 公債 ヲ發 行シ、 若クハ 借人 金 ヲ爲ス コトト ナシ、 一 般 財政 ノ 波動 

一一 連レ、 資金 供給 ノ上 一一 累ヲ及 ボシ、 工事 ノ計畫 一一 蹉跌 ヲ來サ 、ラン 事ヲ期 セリ。 而シテ 鐵道會 計 ヲ獨立 セシメ 

タル 結果、 一般 鐵道從 事員ヲ シテ、 自己 努力 ノ 成果 ハ 直接 一一 鐵道 事業 ノ 消長 一一 關係ヲ 有スル コトヲ 自覺セ シメ、 

其營業 成績 二 偉大 ノ 反映 ヲ示ス 一一 至 レリ。 

勿論、 この 獨立會 計創定 以前にお いても、 鐵 道に ついては、 或る 範圍 における 特別 會 計が 認められて ゐ たこと は、 

前項 靑 木の 談話に も 現 はれて ゐる 通りで ある。 すな はち、 明治 二十 三年の 官設 鐵道會 計 法 は 固定、 運 轉のニ 資本 を 置 


き、 また 豫備獎 を 設けて、 業務の 運用に 資する ことと したので あるが、 この 特別 會 計の 範圍 は、 單に 作業に 限られ、 

從 つて 活動の 地域が 狹 かった ので ある。 そこで 明治 三十 九 年に、 新たに 帝國鐵 道會計 法が 公布され、 これによ つて、 

「建設 ト 作業 トヲー 會計ト 爲シ、 资本 ヲ鐵道 事業 ノ 負債 トシ テ 一般 會計 一一 對シ 償還 スル モノ トシ、 作業 ヨリ 生 スル益 

金、 之ヲ 負債 利子 ト食債 消却 金 トー 一別 チテ、 一般 會計 一一 納付 スルモ ノト 爲シ」 (日本 鐡 道史) たのであった。 これによ 

つて その 活用の 範圍 は、 著しく 擴 めら れ たので あるが、 まだく 不十分で あると いふので、 つ ひに 伯の 手に より、 百 

尺 竿頭 一 歩 を 進めて、 完全なる 會 計の 獨 立と なった ので ある。 

さう して この 鐵道會 計 法の 改正に ついては、 r 國有鐵 道 成績」 は、 次の ごとく 說 明して ゐる。 

右 ノ外鐵 道會計 法改正 ノ 主要 ナル 事項 ヲ擧 レバ 左ノ 如シ。 

鐵道 會計ノ 利益 一一 於テ餘 裕金ヲ 運用 シ、 叉 金庫 一一 寄託 セラ レ タル 出納 官吏、 保管金 ヲ 地方 ノ 金融 ヲ助 クル ノ主 

ヲ 以テ、 所在地 銀行 一一 利 付 預人ス ルノ制 ヲ設ケ タリ。 之 力 爲メ鐵 道 會計ハ 毎年 拾餘 萬圓ノ 利子 ヲ收人 セリ。 

鐵道會 計 一一 於テ、 仕拂上 一 時 現金 ノ 不足 ヲ吿ケ タル トキ ハ、 舊法 一一 テ ハ五 拾萬圓 ヲ限リ 一 般會計 ヨリ 借人 ヲナシ 

得 ルー 一過 キサ リシ モ、 之カ範 圍ヲ擴 張シ、 一般 會計及 他 ノ會計 其 他 ヨリ モ 借人 レ得ル コト トシ、 猶ホ 金額 ノ 制限 

ヲ 解キ、 且ッ 融通 證券 ヲ發行 スルノ 制 ヲ設ケ タリ。 

用品 資金 特別 會計 ヲ廢 止シ、 之ヲ鐵 道會計 資本 勘定 中 一一 併合 シテ、 物品 購人及 製作 一一 要スル 資金 ノ仲縮 一一 便ナラ 

シメ タリ 0  . 

災害 事變其 他豫期 セサル 歲出ノ 不足 ヲ補 スル 爲メ、 積立金 ヲ設ケ タリ。 
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更に 明治 四十 四 年、 政府 は 第二 十七 帝 國議會 に 帝 國鐵道 會計法 中 改正 法律案 を 提出した。 その 改正の 要點 は、 「鐵 

道 益金 不足 ノ 場合 一一 於テ、 政府 ハ 無記名 短期 ノ 證券 ヲ發 行スル コト、 並 一一 鐵道及 軌道 一一 關スル 監督 上ノ諸 費用 及輕便 

鐵道 補助金 ヲ、 本會計 ノ負擔 トシ、 收益 勘定 ノ 歳出 トス ルコ ト」 (日本 鐵 道史) であって、 一月 二十 一日、 衆議院の 第 

」 讀會に 於け る 若 槻大藏 次官の 說明 によれば、 その 理由 は、 r 鐵道ノ 建設 改良 資金 ハ鐵道 益金 ヲ以テ 之 一一 充 テ、. 益金 

不足 ノ 場合 一一 在リテ 《公債 叉 ハ 借入金 ヲ以テ 補充 ス へ キモ 公債、 借人 共 一一 機宜 ヲ制 シ難キ 場合 ァ レ ハ、 市場 一一 於テ自 

由 一一 資金 ヲ求 メン 一一 ハ、 短期 證券 亦大 一一 利ァリ トス ヘシ。 叉 輕便鐵 道 補助 一一 就 テハ、 之 力 支出 ヲ負擔 スへキ 勘定 ヲ會 

計 法 上 二 明示 スルノ 必要 ァリ」 (同上) とい ふので あった。 この 案 は 衆議院に おいて 些少の 修正 を 加 へられた 後、 三月. 

九日、 貴族院 もこれ を 可決した ので、 二十 三日、 政府 は 法律 第 十六 號を 以て これ を 公布した。 - 

また、 會計 法の 創定 とともに、 新たに 實 行され たの は、 豫算の 編成 並びに 執行に 關 する 新制 度であって、 これ は國 

. 有鐵 道の 官僚化 を 防ぎ、 營利會 社の ごとき 彈カ 性と 當務 者の 責任感 を 刺戟す る 上に 於いて、 犬なる 裨签 があった。 右 

にっき、 「國 有鐵道 成績」 は 次の ごとく 記して ゐる。 

• 管理局 制度 ヲ布 クー 一 及ヒ、 豫算 執行 一一 關スル 责任ノ 重 キヲ知 ラシ メ、 豫算 編成-一際 シ テハ、 各 局長 提出 ノ 概算 書 

ヲ 基礎 トシ テ 院議 ヲ 定メ、 決定 公布 一一 當テ ハ、 更 一一 各 局長 ヲ 招集 シテ、 最近 ノ狀況 一一 依リ、 將 一一 開始 セント スル 

年度 ノ實 施豫 算ヲ定 メ、 之ヲ 配付 シテ、 一年中 ノ 事業 ハ 此豫算 一一 基 キ推行 スべキ モノ ト定メ タリ。 從 テ豫算 執行 

ノ « 任 者ハ、 叉 其 編成 上ノ 責任者 タル ヲ自 覺シ タル 爲メ、 爾後 概算 調査 ノ如キ 著 實且實 際的ナ ルー 一至 レリ。 

豫算 執行 上 一一 關シ尙 注意 ス へ キ 現象 ハ、 執行 一一 關スル 監督 方法 ノ 確立 セル コト是 レナ リ。. 從來ハ 豫箅差 引 簿ノ整 


理尙 遣憾ァ ルヲ免 力 レサ リシ 爲、 年度 末 一一 迫リ テ或 ハ 俄 力 一一 違 箅ヲ發 見 ス ル等ノ 混 雜ヲ免 力 レサ リシ モ、 今日 二 

在リテ ハ常ニ 最近 ノ現 狀ヲ 監視 シ得ル 様 整理 シ アル ヲ以テ 絶へ テ此 憂ナキ 一一 至 レリ。 如此ニ シテ 業務 ノ^ 行者 力 

常 ニ豫算 一一 親炙 スルノ 美風 ヲ 馴致 シ タル ハ 管理局 制度 組織 後ノ 効果 顯著 ナル モノ  、 一  ナリ ト云フ 可シ。 

尙鐵 道會計 ノ全體 一一 涉リ 一 年度 中ノ 收支豫 定額 ノ月 割ヲ 定メ實 際ノ收 支額ト 對照シ 常-一歳 人出 ノ 調節 一一 注意 ス ル 

ト共 一一 之ヲ 印刷 シ テ 毎月 各 局 一一 通知 シ 各：：： ヲ シ テ各局 自身 ノ 成績 ノ外 全部 一一 通スル 知識 ヲ得セ シム ルコトー 一勉 メ 

ッ ヽァリ 0 

六、 三 囘の大 淘 汰 

鐵道院 の 組織 は 成り、 獨立會 計の 制度 はでき た。 しかし 鐵道 經營の 源泉た る鐵道 牧人の 實 .況 はどうで あつたか。 

當時 伯が 會計 撿查院 から 招いて、 鐵道會 計の 衝に當 らしめ た 森 本邦 治郞の 語る ところに よれば、 「明治 四十 一 年度 

における 鐵道 益金 は、 公債の 利を拂 つて 漸く 七 百 五十 萬圓 であった。 當 時の 鐵道總 收人は 七、 八 千萬圓 で、 當：： ^者 は 

いづれ も 「 一 億圓 J を 目標と して 努力した ものである」 とい ふ 有様であった。 斯くのごとく貧弱なる^^代をもっ てし 

て は、 到底 伯の 所期す る ごとき、 大規模の 新 計 畫を實 施す る こと はでき ない。 

しからば、 財源 を いづく に 求むべき か。 

それ は 冗費 を 節し、 職員の 能率 を增 進し、 鐵道收 益 を增す こと だ。 その 冗費の 節約に は、 人 件费の 節約と、 物件^ 

の 節約と が ある。 後者に ついては、 項 を 改めて 記す ことと して、 兹に 吾人 は先づ 伯が、 嘗て 臺灣に 於いて 斷 行した る 
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と 等しき 人員の 大 淘汰 を、 鐵道 において 決行した こと を 記す であらう。 

伯が 前後 三囘に 亙って 行った 大 淘汰に より、 その 節約し 得た る 人員 數と 金額と は、 次の ごとくであった ( 

笫 


第 二 


第 三 


次 

此 

次. 

高 

雇 

雇 


四十 一 年 十二月 執行 

等 官 

任 官 


五十二 人 

三 ぼ 十八 人 

三 •rs 三十 六 人 

給 年額 二十， 九 萬 一千 二百 二十 四圓 

四十 二 年 六 =： 執行  - 

, 二十 五 人 


等 


ま 

人 


俥 給 年額 

四十 三年 四月 執行 

等 官 

任 官 • 


七 百 九十 四 人 

二 千 二百 五十 四 人 

八十 六 萬 六 千 五 百 四十 五圓 

三十 六 人 

三百 二人 

三百 三十 六 人 

三十 三 萬 八 千十圓 


此 俸給 年額 

すな はち、 以上 三次の 淘汰 を 通計して 節約し 得た 人員 は、 高等官 百 十三 人、 判任官 千 十八 人、 雇 千 四百 六十 六 人、 

慵人ニ 千 二百 五十 四 人、 合計 八 千 八 百 五十一 人、 金額に して 年 百 四十 九 萬 五 千 七 百 七十 九圓 にの ぼった ので ある。 

斯 くの 如き 大規 校の 人員整理 を斷 行す るに 際り、 伯が 如何に 周到なる 用意 を 以て、 その 實 行に 萬 遣算 なき を 期した 


りし か、 當時祕 書 課長と して この 局面 を擔當 したる 松 木 幹ー郞 は、 次の ごとく 囘 顧して ゐる。 

私設 鐵道 買收の 結果、 宫私兩 様の 仕事 振りの 變 つた やり方な どが 自然人 間の 上に も、 事務の 上に も、 重複 を餘儀 

なくされて ゐ たのであります。 のみなら す鐵道 作業 局 は 千古 斧 鎖の 人らざる 森林の 如き 姿で 鐵道廳 に引繼 がれ、 

叉 私設 鐵道 では、 今迄 役人に 威張られて 監督 を 受けた ものが、 一朝 自身 も 役人に 成った ため、 反動的に 傲慢の 風 

を 生じ、 從 つて 人心の 統一 に缺 けて 居る 上に、 自然 冗員 も 存在し、 例へば 人力車に 輪 を 三つ 著け たやうな 有様で、 

却って 速度 能率 を 減 するとい ふ 現象 を 見ました。 故に 之れ を 打って 一丸と し、 最 能率 ある 働き をな さしむ るに は 

淘汰、 黜陟は 全く 致し方がなかった のであります。 そこで 伯の 考へ として、 職員に 一 々考課表 を 作る ことにし ま 

した。 卽ち 高等官 は 全部、 判任官 は 四 級 以上で 二 千 四百 名に 何れも 學歷、 閲歷、 身體の 健否、 性質、 材 幹、 技能 

と、 最後に 家族 係累と いふ 項目まで 設けまして、 作成 は 所管 課長、 其の上 を 局所 長が 更に 批判して 裏書 をす る、 

之れ が嚴祕 書類と して 官房 祕書 課に 集まって 來 ます。 ここに 家族 係累と いふ ことの 一項が、 總 裁の 人情味に 厚い 

點 である こと を 一言 說 明したい のであります。 官吏が 其の 家庭の 關 係から、 經濟的 問題で いろく 困った 事情 を 

生す る、 それが 事務の 能率に 影響す る、 また 少なくも 轉免 異動の 際、 之れ を參 酌して やります こと は、 上司の 淚 

あり、 同情 ある 處置 であるべき 害な のに 拘 はらす、 從來 かかる 事情 は 毫も 念頭に 置かれなかった のであります が、 

伯 は 此の 精神 を汎く 人事 進退の 上に 加味す る ことにされた のであります。 かくて 進退 賞罰 は 絕對と は 云へ ます ま 

いが、 大いに 公平 適切 を 期し 得た 譯 でありまして、 卽ち 面識 や 交際の 有無、 運動の 上手 下手な どで 進退が 亂 さる 

る 弊害 を 防ぎ、 延 いて 士氣 振作の 上に 多大の 效果 があった やうで ありました。 
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なほこの 人員整理と 並んで、 伯が 鐵道院 において 行った の は、 能率 增進 とい ふこと であった。 

官僚 事務の 主要部 分 は、 九 割まで は. 監督の 仕事で ある。 それ は 法規 法律の 定 むる ところに 適合せ り や 否や を 監視す 

る ことで ある 0 ゆ ゑに 直接 生産に 關係 なく、 從 つて 生活の 實體 から 游 離し 易い。 しかるに 鐵道 經營は 活潑々 地の ビズ 

ネスで ある。 それ は 法規の 嚴 守よりも、 能率の 發揮を 主眼と して 行 はれなければ ならぬ。  . 

そこで 伯は鐵 道に 於け る 努力の 焦點 を、 能率の 發郎 とい ふこと においた。 その 實 際に 現 はれた の は、 鐵道 本院に お 

ける 課長 中心 主義であった。 かくして 事務の， 卽決 敢行 を 計った ので ある。 

, その 二 は、 管理局 中心の 現場 卽決 主義であった。  , 

いま 一 つ は、 各 課、 各 管理局、 各 工場、 各 運輸 事務所、 各 保線 事務所 間に 於け る競爭 主義であった。 かくて 各 局所 

に 於いて は、 その 月々、 年々 の 業績 を 競 ひ、 能率 を發 揮し、 浪費 を囘避 せんとの 風が 起った。 

また 伯の 努力した の は、 つとめて 年少 氣 鋭の 士 を拔擢 して、 能力 を 十二分に 發揮 せしめん とする にあった。 併し 乍 

ら、 この 點 について は、 官吏 身分 令 俸給 令 等の 制限が あって、 十分に その 意を果 さなかった。 

かかる 能率 獎勵の 結果と して、 鐵 道の 業務 は 日 ましに 改 誇せられ、 進歩した。 

七、 購買 費の 節約と 用品の 整理  ， 

1 體に 政府の 會計 は、 民間 私立 會 社に 較べる と 鷹揚な ところが ある。 そこに 浪費の 生す る 大きい 弱點が ある。 國營 

事業の 經濟的 失敗 は、 多く ここに 起因す る。 故に 伯 は 國有鐵 道の 經營を 引受けた ときに、 先づ この 官 場の 宿弊た る浪 


費と 闘 はなければ ならぬ と 決心した。 

その 浪费の 一 つたる、 人間の 使用に 關 する 無駄の 節約、 すな はち 人員の 淘汰に ついては、 前項に おいてす でに 述べ 

た。 本 項に おいて は 伯が、 如何にして 物品 購入の 際に 起る 浪費と 鬪っ たかを 物語らう と 思 ふ。 

伯は鐵 道に 人る とすぐ r 鐵 道で 一 番犬 切なの は 何」 と 訊いた。 さう して 鐵 道の 購 人す る 物品のう ちで、 最も 重要な 

の は、 石炭と 枕木と であり、 その 購人 費の 節約 は、 鐵道會 計に 重大なる 影響 を 持つ こと を 知る と、 伯 は 先づ、 石炭 及 

び 枕木に 關 する 徹底的 調査から はじめた。 この間の 事情に つ いて、 森 本邦 治郞は 語る。 

當時、 各 官廳の 物品 購人、 工事の 請負 等 は隨意 契約 はなく、 總 て競爭 入札の 方法で 購 人して ゐ たのであった。 例 

へば 枕木 十 萬 上野 驛 納め、 石炭 九州 一等 炭 仙臺驛 納め、 とい ふ 調子で 購 人して ゐた次 第で ある。 

依って 自分 は 四十 二 年 二月、 後藤 總 裁に 會見を 求め、 「現在、 鐵道當 局で は 石炭 年額 百 五十 萬 トン、 枕木 年額 百 

萬 挺 以上 も購 人して ゐ るが、 しかし これ を購 人す るに 當 つて、 その 局に 當る者 は 石炭、 枕木に 關 する 何等 專門的 

知識 を 持って ゐ ない、 購入者が 人 札 値段に 依って 漸く 石炭、 枕木の 値段 を 知る やうな 有様で は 駄目で あるから、 

此の際 一 つ、 專門家 をして 石炭と 枕木 等の 根本的 調査 を斷 行され たい」 と 建言した ところ、 後藤 伯 は 直に 石炭、 

枕木の 專門家 を 鐵道院 嘱託と して、 全國の 石炭と 全國の 枕木の 生産高 を 調査せ しめた。 この 調査 は實に 特筆す ベ 

き 功績 を擧 げた。 

右の 調査に 基いて、 石炭 並びに 枕木の 購入 法 は、 根本的に 改革され た。 特に 石炭に ついては、 著しく 購人價 額 を 

低下す る ことができた。 すな はち 四十 一年 度 用 石炭の 購人高 は 百 三十 三 萬噸、 代 價八百 七十 ニ萬圓 であった もの 
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が、 四十 二 年度 用 は 百 三十 一 萬噸、 代 價七百 十八 萬圓 となり，、 四十 三年 度 用 は 百 三十 三 萬噸、 代 價六百 六十 萬圓、 

四十 四 年度 用 は 百 三十 八 萬噸、 代 價六百 十萬圓 となった。 これ を 四十 一年 度に 比する に、 四十 四 年度 は購人 高に 

おいて 五 萬 噸を增 加せ るに も拘 はらす、 購入 價額は 二百 六十 二 萬圓を 減じ、 石炭 購入 費 を 三 割 以上 も 節約す る こ 

とがで きたので ある。  ..  . 

この 石炭の 調 杏に 參 加し、 その 購人價 格 引下げの 決行に 關 係した 松 木 幹 一 郞は、 この間の 事情 を 語って いふ。 

次に 經費 節約の 手段と して 用品 會 計の 上に 深き 撿討を 遂げまして、 物品の 購人ゃ 倉庫の 大 整理 を實行 されました。 

是は當 時會計 撿査官 から 大いに 賞譜 された やうに 記憶 致します。 殊に 石炭の 購人 方法に 至って は 在来の 型 を 破り、， 

其の 結果 前年に 比較 致しまして 總額ー 一 百 四十 萬圓 ほど 安價 に、 而も 品質 は 却って 良い もの を 買 上げる ことが 出來 

ました。 それ は 從來は 石炭 業者の 提出す る 見本 を 分析して 品位 をき める。 納人者 側から 見れば 幾多の 不正 を 働き 

得る 間隙が あつたので あります が、 總裁は 之れ を 改めて、 最初 購入の 石炭 は、 約十噸 位の 見本、 それ は鐵道 吏員 

が 山の 現場に 出張し、 監督して 發送 さした もの を、 本省の 運轉 課で、 東京 橫濱間 を汽關 車で 焚き 試し をし まして、 

其の 成績に 依って 品位 をき めた。 從來 納め 来った もの も 同様に 扱って 品位 を 定めた。 叉 値段 は 山元 坑口に て 幾許、 

之れ を 鐵道院 指定の 貯炭 場までの 運賃 幾許と いふ ことに、 納人 者より 別々 の內譯 勘定 を 加へ て 人 札 さす ことに 致 

しました。 そして 山の 方 は、 河 合 保四郞 とい ふ 元製鐵 所の ニ瀨鑛 山に 居た 堪能な 技師 を選拔 し、 其の 人と、 當時 

新たに 此の 仕事 を 兼務 させられました 新米の 私と が、 全國の 石炭 山 を 草鞋ば きで 廻って、 一 々實 地に 就いて 生產 

費 を 勘定し ましたから、 石炭 屋 さん は 此のく らゐ 弱った ことはなかった のであります。 それで 前記の 通り 品質 を 


落さす、 安 價に買 人れ 得た のでありまして、 其の 數箇 月間の 惡戰 苦闘の 結果た る購人 決定の 稟議書 を 持って 總裁 

にお 目に かけます と、 五分と は掛 らぬ說 明で 直に 決定され ました。 其の 裁決ぶ りに は實に 驚かされ、 又 感激 を禁 

じ 得なかった ので ありました。 

伯の やられた 此の 石炭 購入 方法の 改正と、 前囘の 冗員 淘汰と で、 ザ ット五 百 萬 圓の經 常 費が 浮び 上った ので あり 

ます。 皆 之れ が 益金に 廻る のであります から、 之れ を 五分の 利息 を拂ふ 公債の 資金に 還元して 見ます と、 丁度 一 

億圓の 資本の 效 用に 匹敵す るので あります。  . 

ところが、 兹 に大騷 動が 持 上った。 それ は當 時、 鐵 道の 石炭 所要 量 は、 日本の 石炭 產出 量の 約 一割 を 占め、 從 つて 

鐵 道の 購入 價格切 下げ は、 直ちに 日本 全國の 石炭 價 格に 影響す る を 以て、 兹に大 資本家の 猛烈なる 反 對を受 くるに 至 

つたこと である。 しかし それ は、 伯が 當 初から、 豫 期した ところで ある。 一 旦か うと 決心した が 最後、 天魔 鬼神 も 避 

ける やうな 勢 ひで 突進す るの が、 伯の やり 口であった。 

しかも 伯 は、 この 價格切 下げに ついて、 相當 辛辣なる 方法 を 用 ひた。 それ は、 從來三 井 や 三菱の 納入す る 石炭 は、 

一等 炭と か 二等 炭と かいっても、 みんな 相當の 割合で 三等 炭 を 混 人して ゐ るが、 たと へ 混ぜられても、 その 品質 を 確 

然と 鑑定し 得る ものがない と、 伯に 人 智慧した ものが あつたので、 伯 は、 よし、 どうせ 混ぜられ ると 極って ゐる もの 

なら、 その 混ぜた 最劣炭 を廉ぃ 値段で 買 人れ て、 效果 を試驗 して 見ようと 考 へた」 さう して、 杉 山 茂 丸の 語る ところ 

によれば、 伯 は 石炭 商人 を 呼びつ けて、 

『これから は 一等 炭 や 二等 炭 は、 もう 購入し ない。 三等 炭 だけにす る。 若し その 爲 めに 列車が 延 著しても、 我輩が 責 
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任 を 取る 。違約金 は 隣室に 手形 を 用意して あるから、 みんな 持って行け。』 . 

と 大見得 を 切った もの だ。 石炭 商人 は 狼狽した。 さう して 直ぐに 內田 山の 井上馨の 處へ驅 けつけ て、 緩和 救濟 方の 

陳情 を 行うた。. 井上 は 長 閥 出身の 元勳 たるの みならす、 首相 娃とは 姻戚で あり、 また 三 井 財閥の 總 顧問であった。 さ 

うして 三 井 は 三 池 炭、 北海道 炭 はじめ 全國に 石炭 山 を 持つ 大 資本家で ある。 そこで 伯 は 井上の 許に 呼びつ けられて、 

井上 一流の 大 雷の 落下に 會 つた。 その 時の 情況 を、 杉 山 は 次の やうに 語った。 

r 贵 公は辭 職せ よ。 氣が 狂った の だ。 三等 炭ば かりで 列車 を運轉 すれば、 必す 支障が 生す る。」 

と 怒鳴った。 すると 後藤 遞相は 毅然として、 ， 

「自分 は、 井上 侯に 依って 任命され たので はない。 贵 下は國 家の 元老 かと 思ったら、 石炭 屋の 元老であった。 貴 

下 は 私 を 氣狂ひ 呼ば はりされ たが、 これから 醫師へ 行って；^:^ 斷 して 貰 ひ、 それから 颜末を 上奏す る。」 

. と 駁論した ので、 流石の 雷 侯 も マァく とい ふ 事に なり、 この 爭論は 納まった。 

次に 枕木に ついては 青木 周 三が 次の ごとく 語った。 

枕木に 就いては、 その 頃の 購人法 は 石炭 以上に 無茶な やり方であった。 枕木の 購人數 量 は實に 莫大な もので あつ 

たが、 九州 地方 は 九州 地方で、 東海道 は 東海道で 買 ふとい ふやり 方で 購 人して ゐ ると、 所に よって は、 非常に 豐 

富に 枕木が 出る 場合と、 殆ど 缺乏 する 場合と が ある。 その 間に 立って 商人が 活躍し、 自由に 枕木 を 制する とい ふ 

事になる と、 値段 はト 二 カク、 枕木が 全然 買へ ない といった やうな 年 も ある これと いふの は、 來 るべき 年の 計 

畫を 知らされて ゐ ないから、 商人 も 凡その 見當で 用意す るから こんな 妙な 事になる。 


それで 伯の 来任に より、 枕木 問題 を 研究せ しめられた 結果、 鐵 道に 要する 枕木の 數量を 枕木 星の 方へ 知らせて や 

る 事に せられた" しかも この こと は 枕木の 事 を 特に 研究した 人 をして 當ら せられた。 

すな はち 枕木 は、 從 來競爭 入札に よって 購入した ので あつたが、 これで は價 格の 高低 常なら す、 且つ 兢爭人 札と 

したので は數 量、 納入 地、. 納期 等の 關係 上、 事實 上の 製 出 者 は 入札に 加入す るに 便なら す、 その 間 所謂 請負 者な 

る ものが 介 立し、 暴利 を 貪る ので、 終に 枕木の 製 出 者 を 減す るに 至り、 所要 數の 調達に も 困難 を感 する に 至った 

ので ある。 そこで 四十 二 年度から は、 隨意 契約 を 以て 購入す る ことに 改め、 製材 者から 直接購入の 方法 を 採る こ 

ととした】 その 結果 は、 鐵道國 有の 爲め 急激に 膨脹せ る 二百 餘萬 挺の 枕木 を、 何等 故障な く 調達す る こと を 得た 

のみなら す、 購入 價格 において、 四十 一年 度に 比し、 十餘萬 圓を滅 する こと を 得た のであった。 

石炭と 枕木に 次いで 大 問題であった セメントの 購入に 關し、 伯の 取った 態度に ついて、 靑木周 三 は 次の やうな ー插 

話 を 物語る。 . 

セメントの 購入 も、 伯が 鐵 道へ 人ら れ てから 改革され たのであった。 元來、 鐵道 工事に 使 ふ セメント は、 最も 良 

質の ものでなくて はならぬ ので、 で， 小 ー ト ランド • セメントと 決めて あつたの であるが、 當時、 各會 社に 依って ボ 

1 ト ランド • セメ ントの 性質が 異 つて ゐた。 いよ/ \ 人 札と なると、 惡 ぃセメ ン トが購 人され る C それで なんと 

かして、 セメント 購人法 を 改革し なければ ならぬ とい ふ 事に なった。 

當時、 淺野總 一郎 氏が セメント 會社を 設立して ゐ たが、 淺野氏 は ああい ふ 見識 を 持った 人で あるから 「淺 野セメ 

ン トは官 廳の人 札に は 加 はらな い。 若し 淺野セ メ ン ト がよ いから 淺野セ メ ン トを買 ひたいと いふ 希望が あれば、 
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その 向きへ だけ 賣 るの だ」 と 言って、 人 札に 應ぜ す、 從 つて 鐵 道に も 淺野， セメント は 使 はれて ゐ なかった。 

淺野氏 は 時々、 伯 を 訪問したり、 叉當時 倉庫 課長 をして ゐた 私の 處へ もやって 來た" そこで 私が 「三年 間に 百 萬 

樽 買 ふ 場合に 値段 は どれ 位 か」 と淺野 氏に 訊す と、 初めは 四圓 とかいって ゐ たが、 とうく 三圓 五十 錢で賣 ると 

いふ 事に なった。 それまで 鐵 道で 買って ゐ たの は 一 樽五圓 五十 錢 だった ので ある。 何しろ 三年 間に 百 萬 樽え 購入 

するとい ふ 契約 は、 鐵 道で 當時 一度 もやった 事の ない 大きな 契約 だ〕 そこで、 伯に この 事 を 御 話して 「如何 致し 

ませう か」 と 御 伺 ひする と、 伯 は 「ゥ ン.、 よし それ はやらう」 と 云 はれた。 この 伯の 明快な 決裁に よって、 鐵道 

の 物品 購入 法 は 全く 改善され 面目 を 一 新した"  . . 

すな はち、 セメントに おいても、 從來の指名競爭人札を隨意契約に^^め、 所要 年度 前に 豫め 信用 ある 製造業 者と、 

豫定 所要 額の 大部分 を虔 約す る ことにより、 良質の もの を、 廉價に 購買し うるに 至った ので ある。 この 外、 各種 鐵道 

資材の 購入に ついても、 伯の 時代に 根本的 改革が 行 はれた。 それ を 森 本 は 語る。 

鐵道院 開設 當 初にお いて は、 私鐵 各社が 各自 隨 意に 鐵道 資材 を購 人して ゐた 風習が、 院內 にも 遣され てゐ た。 當 

時、 鐵道 資材 は、 枕木 石炭 等 以外 は 殆ど 外國 から 輸入す る 始末であった。 それで 备 管理局が、 私鐵 時代の 様式で 

各自 鐵道 資材の 注文 を 行って ゐた。 從 つて 機 關 車の 型が 個々 別々 であった。 注文 を 受ける 會社 側で は、 これに 依 

つて 値段 を 釣り上げる 事が 出来た。 かかる 不統 一 を斷然 改めて、 各 管理局の 個別 的 注文 は 一 切 これ を廢 し、 悉く 

中央で 取纏めて 統 一 的に 資材 購 人の 注文 を 行 ふやう に 改正 せられた。 

なほ 石炭 枕木 等の 買 人に ついて、 經費を 節する とともに、 伯の 進んで しなければ ならなかった こと は、 鐵 道の 倉庫 


と 工場と に堆银 する 用品の 整理で あり、 叉 その 用品 を賣 買す るた めに 使用 せられる 用品 資金の 整理で あり、 更に は そ 

の 用品の 買 入 方法の 改良であった。 

先づ 倉庫 及び 工場 內 の- S 藏品を 整理す るた め、 各 現場に 堆積せ る 用品 を备 管理局の 基金と して、 これ を 配布して 自 

由に 運用せ しめ、 本院 は單に その 監督 を爲 すの みの 制度と した。 

更に 貯藏品 中 各種の 品目に ついて、 その 價 格の 切 下げ を斷 行し、 用品の 大 整理 を 行った。 これが 爲 めに- S 藏 品の 運 

用 頗る 敏活と なって、 堆猜の 宿弊 を 減じた。 

次に 用品 運用 上に 於いて、 困難 を 感じた る は、 建設 及び 改良 工事の 用に 供す る 物品 を 準備す るた め、 用品 資金 會計 

において 必要 額の 前受 金を爲 して ゐ たので あるが、 斯 くの ごとき 物品 は 建設 改良 工事が 數 年度に 跨がる 繼繽费 たるの 

關係 上、 一年 度 內には 未整理の まま 翌年 度に 持 越され、 次第に 堆積して、 用品 資金 會 計の 莫大なる 負擔 となって ゐた 

ことで ある。 その 額 は 明治 四十 一年 度に 於いて は、 八 百 六十 六 萬 餘圓の 多き に 上って ゐた。 

伯の 時代と なって、 この 前受 金の 整理 を勵 行せ しめ、 四十 三年 度 末に 至って は、 全部の 精算 を 完了し、 用 品 基金 は 

多少の 現金 を 所有し、 自由 活潑の 働き を爲し 得る やうに なった。 

また 伯 は 物品 調達 方法の 改正 を 行った。 その 一 つ は 從來の 中央 集權 制を廢 して、 管理局 長の 專 行すべき 權限を 犬に 

する ことであった。 次に は その 購人 方法 を 改正し、 從來の 杓子定規 的 競 爭人札 制を廢 し、 一定の 條件を もって 隨意契 

約に よる を 得る の 制度と した。 

これが 爲 めに 物品 購人價 格の 低下 を來 したる のみなら す、 叉 必要に 適應 し、 隨時 敏活に 物品 を 供給す る こと を 得る 
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やうに なった。  ， 

八、 消费 節約 

官僚政治の 弊害の 一 つ は 浪費に あり、 と 夙く 著 眼した 伯が、 購買に 關 する 節約と 群んで 勵 行した の は、 消費の 節約 

であった。 その 消費 節約の 宜傳 は、 伯の 信愛 主義と なって 現 はれた。 信愛 主義と は、 後述す る ごとく、 人と 物と を 信 

愛せよ、 とい ふので ある。 信愛の 對象を 人に， 限らす して 物に 及ぼした ると ころに、 彼の 著 服が あった。 彼 は 「物 を 粗 

末にす るな」 と は 言はなかった。 それよりも 積極的に 「物 を 愛せよ」 といった。 

そのために 彼 は、 各驛に 石炭、 油 等の 能率 を圖 解した ボス ク，' を 貼付し、 これ を 善用 するとき は、 幾何 哩の 機關車 

走行 哩を 出し、 且つ 鐵道 全體 として、 何 萬圓の 節約と なる か を 明かに した。 さう して、 彼 は 脚絆が けで 幻燈と 活動 寫 

i 具と を携 へて 全國 にこれ を 遊説した。 彼が 卷ゲ ー トル 姿 凛々 しく、 全 國の鐵 道主 要驛を 歴訪して、 信愛 主義 を宣 傅し 

た 光景 は、 永く 現業員の 腦 裏に 止まって、 彼等 をして 「我等の 總裁」 とい ふ 親しみ を 生ぜし めた。 

彼 はこの 消費 節約と いふ こと を、 次の ごとく 說 いた。 (四十 二 年鐡道 雑誌) 

鐵 道の 經費を 節約して、 可成 少額の 出費 を 以て 其效果 を收め 度い と 云ふ考 へから、 力めて 此方 針 を 採りて 居る 處 

か、 近頃 は 一. 般に 其方 針に 向って 來て、 頃日 發 行の 鐵道雜 誌な ど 見ても 其 様な 事が 書いて ある。 之 は 甚だ 滿 足の 

事であって、 職員 全般が 協心 同 力して 此 傾向に 著々 進んだならば、 餘 程好い 結果 を 得らる るで あらう と 思 ふが、 

併し 經費 節約と 言 ふ 事 も 色々 の 意味に 取れる。 一 口に 經費を 節約せ よと 云 ふて、 若し 其 意味 を 誤解し、 延 いて 思 


ひ 設けぬ 事態 を 生す るに 至らば、 之れ 甚だ 遣憾の 極みで ある。 勿論 塵埃 りて 山と なる 理で、 少しの 物 も 集合す 

れば實 に 侮り 難い 物になる。 滴瀝 集りて 海と なる 如く、 些々 たる ものの 聚合千 百 萬圓の 金額に 達する は. S. 迄 もな 

いから、 少しの 物で も假令 一片の 紙で も 無益に 浪費す る こと は 慎まねば ならぬ。 之は國 家の 財政に 於ても ー會社 

乃至 一個人の 經濟に 於ても 皆然 りで、 決して 忽 にすべき もので ない。 一枚の 紙 も 切り方 如何によ りて は 二度の 用 

を辨 する もの も、 中央 を 使用して 兩端を 切り捨てる 時 は 辛うじて 一度し か 用 を 辨ぜぬ 道理で あるから、 一般に 注 

意の 上に も 注意 を 加 ふること を 希望す る。 

尙叉 事務に 忠實と 云 ふこと は 何事に も 必要の 事で あるが、 經費 節減に 於ても、 之を廢 して 外に は 方法 はない。 人 

に對 すると 物を极 ふと を 問 はす、 事に 當 つて 常に 丁寧 親切な らんこと を 思 ひ、 事務に 忠實 なる 結 栗から して、 自 

然に伴 ひ 來る經 費の 減額が 最も 希望す る 所で ある。 此事は 西部 管理局 員に も 話して 置いた が、 總て 物事 親切 丁寧 

の 心情 を 以てする こと は 極めて 大切の 事で、 上の 者が 八 釜 敷く 云 ふ 許りで は 希望す る 結果 は 期せられ ぬ。 各驛各 

所の 慵員迄 も 心 を 協せ 共に 此心 を體 して 働かねば ならぬ。 假 令ば 各驛 所員が 毎日の 作業に 於ても 常に 親切に 取极 

ふこと を考 へる。 乃ち 貨物の 扱 ひに 丁寧 を 旨と する こと は 一面 貨 主の 希望に 副 ふの みならす、 他方に 货 物の 毀損 

が少 くなる。 延ては 其爲に 支拂ふ 賠償金が 減少す る。 叉 旅客が 案 內を請 ふ 時に、 不親切に 敎 へる も敎 ふるので あ 

るが、 親切に 敎 ゆると 能く 納得して 喜ぶ。 納得 すれば 其 人 は 叉 他人に 話す。 此方で は 叉 案 內を請 はれす に 濟 む。 

必竟 此方の 仕事の 節約と なる。 然るに 不親切で あると、 叉 先に 行きて 案內を 求める。 而し間 逮を來 して 12- 送す る 

か、 叉 は 賃金の 拂戾 とか、 切符の 調査と か、 總 てに 面倒 を 惹起して 經費を 要する。 何れも 敎へ るので あるが、 少 
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しのこと から 兩 者の 經 費に 著しき 差 逮を來 す ことになる。 尙又 車輛 器具 機械 其 他の物 件の 取极 を愼， むと き は 永 持 

する。 夫れ 丈け 經費は 節減され るので ある。 然るに 手荒く 取扱 ふとき は 毀損 も 速い が、 叉 其 毀損の 生じた ると き 

破損した からと 云うて 之 を 手荒く 取扱 ふと、 一層 破損 を增 大して 修繕費 を 非常に 要する。 殊に 破損し かけた 物な 

ど は、 少しの 事に も 著しく 破損 を增大 する。 從て 修繕費 は 嵩む。 卽ち 丁寧に 取扱 ふこと が 修繕費の 節約と. なる の 

である。 然るに 經費を 節減す る こと を 唯一 の 標的と して、 此事 許り を 目掛けて 進んだならば、 可成 手數を 省いて 

貨物 を极 ふに 至る。 其 結果 は 却て 賠償金 を增 加す るか も 知れない。 旅客に 不親切 は 收入を 減じ、 他方に 旅客の 反 

经 切符の 調査 等に 經 費の 膨脹 を 招く 恐れが ある。 車輛 修繕費 を 節減して、 一時凌ぎ 許りして 日 を 送る こと は、 車 

輛を 遊ばしめ る 日が 多い。 再三の 修繕 は 却て 費用 を增 加す る 結果 を來 す。 車輛 を何輛 修繕した、 一 輛何圓 平均で 

あると 云 ふ 統計表に 立派の こと は、 實 際に 於て 不利益 を 受けて 居る。 此れ は  一二の 例で あるが、 皆此 樣な關 係に 

立つ。 必竟本 を 忘れて 末に 走る と 不期の 結果 を 招く。 であるから 各人 皆此 意を體 して、 人に は 親切に し、 物 は 愛 

惜し、 事務に 忠實 ならん こと を當 面の 目的と し、 此 目的の 追求が 副と して 經 費の 減少 を來す こと を 計りて 貰 ひた 

い。 か \ る 成 行より 生じた る經 費の 節約 は、 假令 五十 萬圓 であっても、 單に 經費滅 削の 爲 めに 削減し 得た 百萬圓 

にも 勝り、 自分の 希望に 副ふ譯 である。 或は 大勢の 中には、 此 事に 心 付かす して、 節約の 本旨 を 誤解し、 單に數 

字 的に 表 はれた る經 費の 減少 を企圖 せんとす る 者が ある や も 知れない が、 此は 自分の 本旨で ない こと を 明に して 

置く 必要が ある。 

一見 粗枝大 葉なる がごと くにして、 その 實 周到 緻密な りし 伯の 性格が、 行間に 躍動して ゐる。 さう して この 節約 宣 


傳は、 次第に その 效果 を數 字の 上に 示して 行った。 これ を 「國 有鐵道 成績」 は、 次の ごとく 記して ゐる。 

消費 高ノ 節約 

ィ、 石 炭 

四十 一 年度-一 於テ百 十五 萬 一 千 六 百噸ヲ 消費 シ、 其 代惯ハ 八 百 十三 萬 四千 圓、 四十 二 年度-一 於テ K:! 十七 萬 四千 五 百 嘴ヲ消 费シ、 

其 代 價ハ六 百 五十 五 萬 八 千 七 百圓、 四十 三年 度-一 於 テハ、 百 十九 萬 八 千 五 百 哂-丁 シテ、 其 代 慣ハ六 百 二十 八 萬 六 千 四 "マ！= 圆 -丁ン 

テ、 今更 一 1 換算 車輛 千观 走行  一！ 耍セ シ數量 代惯ノ 平均 割合 ヲ求 ムレ ハ、 四十 一年 度 一一 於 テニ千 三百 九十 斤、 其 代^ ハ十圃 〇 五 

錢、 四十 二 年度-一 於 テハニ 千 三百 八十 斤、 其 代 惯七圓 九十 錢、 四十 三年 度-一 於 テハニ 千 二百 七十 斤、 其 代！？ ハ七圓 〇 三 錢トナ 

リ。 鐵道國 有後ノ 四十 一年 度 數量代 慣-ー 對シ、 四十 二 年度 數量ハ 四厘ヲ 減シ、 代惯ハ 二割 一分 四厘ヲ 減シ、 四十 三年 度数 量ハ 

五分 ヲ減シ 代價ハ 三割ヲ 減シ、 雨 年度 平均 数量 一一 於テ 二分 七厘 ヲ減 シ、 代 憤-一 於テ 二割 五分 七厘 ヲ減 シ、 数量 及 代 トモ 一一、 

何レ モ 前年度-一 比シ 遞減シ 來リ、 良好 ナル 效杲ヲ 收メッ 、ァ リ。 

D  、油脂  .  . 

四十 一年 度-一 於テ 一 萬べ 千 〇 二十 九 石、 其 代價ハ 三十 八 萬 三千 ぼ 圓、 四十 二 年度-一. 於テ 一 萬 五 千 三 ぼ 四十 五 石、 其 代^ ハ 二十 

八 萬 八 千圓、 四十 三年 度 一一 於テハ 一 萬 三千 八十 五 石、 其代價 バニ 十五 萬 七 千百圓 ラン テ、 今更-一 換算 車辆千 if 走行- 1 要 セシ油 

脂ノ 平均 割合 ヲ求ム レハ、 四十 一年 度 -I 於 テニ升 二 合、 其 代價ハ 四十 七錢、 四十 二 年度 一一 於テ 一 升 九 合、 其 代^ ハ 三十 五錢、 

四十 三年 度-一 於テハ 一升 五合、 其 代價ハ 二十 九錢ト ナリ、 鐵道國 有後ノ 四十 一年 度数 量 代 價-ー 對シ、 四十 二 年度 數量ハ 一割 三 

分 六 厘 ヲ減シ 代價ハ 二割 五分 五厘ヲ 減シ、 四十 三年 度 數量ハ 三 割 一分 八厘ヲ 減シ、 代 價ハ三 割 八 分 三厘ヲ 減シ、 兩 ^度-牛 均 数 

量-一 於テ 二割 二分 七厘 ヲ減 シ、 代 價-ー 於 テ三割 一分 九厘ヲ 減シ、 数量 代價ト テモ何 レモ 前年度-一 比シ 遞減シ 來リ、 良好 ナル效 

果 ヲ收メ ッ 、 ァリ。 
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九、 制服. の 制定 

伯が 鐵 道で 實 行した 仕事のう ちで、 丁度 遞信 省の 電話 度數 制の やうに、， その 仕事の 內容 以上に、 世上の 問題と なり、 

伯 自身の 人間 批判の 種と なった 事怦 があった。 

それ は 制服の 制定であった。 

鐵道 職員 全體 が、 一見 海軍 士官と 紛 ふやうな 服 をき て、 儀式のと きはサ ー ベル を 下げて 出歩く とい ふので ある。 そ 

こで 世間 は 「成る 程、 金ピカ 好きの 後藤の やり さうな こと だ」 と、 頭から 伯の 趣味と きめて かかって、 或は 冷笑し、 

或は 揶揄し、 叉排 難した。 

それ は 一般 世間に 解り 易い 事件であった だけに、 人間的 興味 を そそって、 後藤 新 平の 人物 論の 材料と なり、 鐵道獨 

立會計 や、 石炭 枕木 買人價 格の 節約 以上、 新聞 雜 誌で 論評され た。 また 傅 記と いふ 立場から 見ても、 この 制服 制定 は、 

會計 制度 や 官制 改革 以上に 重大な 事件であった とい ふこと がで きる。 それ は 後藤 新 平と いふ 人間 を 表示す る點 におい 

て、 興味 ある 材料 を 提供す るからで ある。 

鐵 道院總 裁の 制服 を 著て、 赤革ゲ T トル を 穿いて、 全國を 行脚した 伯の 姿 は、 伯の 鐵道 經營 をシム ボラ ィズ した。 

ゆ ゑに 吾人 は、 少しく 委曲に 亙って、 この 事件 を 物語らう と 思 ふ。 

伯が 制服 を 作る であらう とい ふ 噂 は、 鐵道院 がで きる と 間もなく 傳 はって きた。 卽ち 明治 四十 二 年 四月 八日の 時事 

新報に 現 はれた 次の 記事 は、 その 當 時の 世間の 持った 感じの 表 的な ものであった。 


時事 小言  <1 我网 鐵道院 では 其 職员に 一定の 制服 を 著け させる ことに 略內 せ-した さう だ。  <1 金緣金 釦にサ ー ベル を 佩かせて、 ソ 

レで鐵 道商資 と は 振って ゐる、 嚇 儲かる こと だら う。  <1*ト ウセ 政府の 商賣は 士族の 商法 だ、 イツ ソ のこと 二 本 差に したら ドウ か 

ね、 转を 著け たら- 面白い。 A 今の 總裁 は臺灣 仕込み 金ビカ 好きだから、 かう いふ 事 を 思 ひ 付いた 次第で あらう が考 へても 兑給 

へ。 A 臺灣ゃ 朝鮮 向の 役人なら、 新附の 人民に 對 する コケ烕 しの 爲に 多少 制服の 必要 も あらう が、 內 地での 述送 11^ 待 業に 何の 必 

要が あるか、 たわける にも 沿糟 にも ST が ある、 ソレも 〈驛 員、 驛 夫の 類が 筒 便 質素な 制服 を 著け るなら 格別、 其 他の 職 貝が 事務 

を 執る に 制服 を ける 必要 は 毛頭 もない。 〈現在の 鐵道 院はコ ンな 太平 樂を考 へて る 暇 はない 害 だ。 然るに 斯様な 後生 樂な こと 

に腦味 t« を 絞って る 位 だから、 本業の 方が HIII く往 かな いのも 尤， だ。 

しかし 伯 は、 かかる 世上の 冷評に は無頓 著に、 同年 十二月 二十日 を もって、 鐵道院 職員 服 制の 勒令を 公布し、 從來 

現業員の みの 著 用す ると ころであった 制服 を、 一般 鐵道 職員に 及ぼす ことと し、 これに 附隨 して、 服装 規則、 禮式規 

程、 其の 他の 規則 を 制定 公布した。 

その 年の 暮、 十二月 二十 八日、 有樂 座に 於いて 開かれた 鐵道 職員の 忘年 會に 臨んで、 伯 は、 一場の 演說を 試みた が 

その 大部分 は、 制服 制定の 主 ぼの 說 明に 費され た。 先づ國 有鐵道 經營の 困難より 說き 起し、 これ を 克服す るた めに は 

健全なる 鐵道 精神 を 創造す る こと を 要すと 褸述 し、 さらに ー轉 して 制服の 問題に 及んだ。 

今 制服 制定 ノ耍趣 ヲ云ハ ン。 凡 業 一一 從ヒ 事務 ヲ執ル -ー赏 テャ、 機務ノ 要訣 タル へ キ モノ 三 ァリ。 第一 敏速 ナルヲ 要シ、 第二^ 確 

ナルヲ 要シ、 第三 明快 ナルヲ 要ス。 以上 ヲ稱シ テ機務 ノ三訣 ト名ッ クル コト ヲ得ン 乎。 敏速 ト ハ事 一一 當テ 歸^ 逡巡セ ス。 立 n  -I 

執行 處理 スルノ カー 一 シテ、 資 一一 斷ヲ助 クル モノ 也。 竊確ト ハ 疑念 惑 想 ヲ挾マ ス、 誠 货ナル 所信 ト麼忍 以テ事 功 ヲ期ス ルコ トヲ指 

稱ス。 而シテ 明快 ト ハ 快活 以テ 事務 ヲ 決行 スルヲ 云フ。 樂ンデ 業務 一一 服スル -ー 在リ。 コ レ難 ヲ排シ テ功ヲ 秦スル 所以 也。 以上 ノ 

三訣 タル 獨リ鐵 道 事業 ノミ 一一 關スル ユア ラサル ヲ 以テ、 諸子 カ若シ 鐡道ヲ 辭シ、 轉シテ 他ノ率 業 一一 從事 スルノ 際-一 於 テモ、 諸子 
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ノ 幸福 ト 成功 トヲ助 クル コト 甚大 ナルャ 固 ヨリ 寸疑 ヲ容 レサ ル听 ナリ トス。 而シテ 制服 ノ 制度 タル 斯 ノ如キ 機務ノ 要訣-一 資スル 

コ ト颇ル 大ナル モノ ァリテ 存ス。 今 試 一 I 其效用 -I 就キ 分析 解說セ ン。 

かくの 如く 伯 は、 執務の 要諦 は 速、 確、 明の 三 點に存 すとの 持論 を 明かに したる 後、 制服 制定の 理由と して、 次の 

十三 箇條 を擧 げた。  . 

第 一 、 制服 制度 ナル モノ ハ、 複雑 ナル 生活 ヲ 簡易 ナ ラシ メ、 更 一一 敏活 厳正 - 一服 務セシ ムル ノ效果 ァリト ス。 是レ 諸子 力 制服 實施 

ノ後親 シク. i 驗ス ル 所ナル ヘシ ト信ズ 。- 

第二、 制服 制度 ハ怠 惰ヲ 制シ、 放逸 ヲ戒 メ、 规律ヲ 確守 シ、 責務 ヲ重 シ、 之ヲ 4- ウセ シ ムル ノ惯習 ヲ作ル 一一 與テカ ァリ。 . . 

第三、 時間 ト勞 カトノ 節約-一 顯著ナ ル效果 ァリ。 

第 四、 言 文 以上 -I 上下 ノ秧 序ヲ保 維シ、 組織的 -ー 執務 ヲ助 ケ、 諸般 ノ 活動 ヲ圆^  一丁 ン、 其軌條 ヲ逸脫 セサラ シ ムル爲 一一 ハ 此 制服 

ノ 制度 一一 據ル ヲ以テ 策ノ良 キヲ得 タル モノ 卜 思惟 ス。 是ヲ以 テ鐵道 圃體ヲ ナ ス 九萬ノ 大衆 力、 和親 相 助ケ、 信愛 相 賴リ、 家族 

的 一 致ノ 行動 -! 出 ツル ハ 此 制服 制度 i 一依 ルヲ 以テ便 《且 ナリト ス。 而シ テ此 制度 -I 依テ 組織的 活動 生シ、 此 .1 始テ 家族 的 一 致ノ 

行動 力 鐵道ノ 上 -I 顯如 タル へ シ。 (中略)  ， 

第五、 瞬時 ヲ爭フ 激務 ヲ 1： ス ル問 一一 、 一 目 其 同僚 タ ル コ トヲ確 知 スルヲ 得 ルノ便 ァリ。 

フロック マー. I 卜 

第 六、 鐵道 ノ如キ 活動的 ノ 職務-一 當ル  一 I ハ、 制服 ハ大 -! 必要-一 シテ、 殊 -I 洋裝禮 服 タル 高帽正 衣ノ如 キヲ著 用シテ 事務 ヲ執 

ル ハ頗ル 不便 ナル ヘシ。 然レ トモ 鐡道 ハ、 必シ モ 普通 旅容 貨物 ヲ 取扱 フノ 職務 ノ ミナ ラ ス、 最高 ノ 人-一 接 スルノ 事務 ヲ モ 決行 

ス。 其貴顯 一一 接 スルー ーハ、 禮容ヲ 整へ、 禮節 ヲ厚フ ス ル必 要ァ ル 場合 -ー 赏テ、 鐵道 事業 其 モノ  ノ 活動-一 ノ ミ便ス ル服裝 一一 テ ハ 

<Hi ク適セ サル所 也。 是 一一 於テ 力、 簡易 -I シ テ執業 -I 便-一、 而モ鱧 ヲ失セ サルノ 制服 ヲ 制定 セラ レ タル ハ、 頗ル 機宜-一 適 セル コ 

ト ナリト 思惟 ス。 

第 七、 制服 ハ 上下 同 愛ノ情 ヲ厚フ スル效 ァリ。 相互 ノ蹯 式ノ 舉行ハ 大-! 煩 雜ノ感 アル へ シト 雖モ、 互-相 親ミ相 樂ムノ  ヲ鬼ス 


. 力 故-一、 義務 職 责ノ蒐 キヲ感 シテ、 相互 共助 ノ 親切 ヲ$ ？シ、 此 間-一 於テ 命令 ト服從 卜 力 敏活 HJra 滿- 一行 ハ ル へ キ也。 

笫八、 多數 群集 シ頗 ル混雜 其シキ 問-一 於 テモ、 直-一同 僚 タル コトヲ 辦識シ 得 ルカ 爲- 一、 互-一 業務 ヲ助 クル ノ便 ァリ。 (中略) 

第 九、 工場 又ハ 列車 內等 於テ 喧噪 ヲ 極ムル 際-一 常 テモ、 制服 -I 依テ 鐵道關 係者ヲ 容易 -ー 辨別 認識 ス ルヲ得 ルノ效 ァリ。 (中略) 

笫十、 鐵道從 業者 ノ 怠慢 ヲ 矯正 シ綺 勤ヲ獎 勵スル ノ效果 ァリ。 制服！：；施後ハ疾^^其他ノ事故ノタメ、 制服-一 ョ ラス シテ 服務 スル 

一一 ハ 必 上官 ノ 許可 ヲ耍セ サルへ 力 ラサルへ キヲ 以テ、 終始 獻身的 一一 勤務 セ サル可 ラサル コ トヲ强 要セ ラレ タ ル狀態 - 一布 ル へク、 

制服 制度 ハ鐡道 職員 二重 キ新 ナル 責務 ヲ負ハ シメ タリ ト云フ モ强言 一一 ハァ ラサルへ シ。 此ノ如 クシ テ惰 心ヲ 1£正 シ 事務 ノ 正確 

敏活 ヲ助 クル ノ 傾向 ヲ^ 進 スル ノ效カ アル 也。 

第 十 一 、 制服 ハ 職員 タ ル モ ノ 二六時中 獻身的 -ー 鐡道 -i 服務 シ、 假令 休息 中ト雖 モ鐵道 職務 上 緊<:？ わ ヲ耍ス ル 場合-一 ハ、 W - 一之 -I 應 

ス ル ノ 覺悟ト 用意 トカ 整然 タ ルコ トヲ. E ラ 表象 スル モノ ト云フ ヘシ。 故-一 制服 ヲ著 クル ヲ欲 セサル 人ハ、 暗-一 所謂 懶^ 倫安ヲ 

贫ル 人ナル n ト ヲ知ル - 一難 カラ ス。 (中略) 又鐵道 職員 ハ、 制服 一一 侬テ 品性 行 狀ヲ方 |il 一一 檢束ス ル ノ效果 ヲ收ム ルヲ 得へ シ。 今 

軍隊 ノ 生活 ヲ見 ルー 一、 撿束 ノ嚴ナ ルカ 故 一一 痛苦 ヲ感ス ルコト アルへ シト 雖モ、 コ レ乃チ 終生 ノ 幸福 ヲ招 クトノ 信念 ヲ有 スル人 

モ多々 之 アル へ シト 信ス。 余ハ 軍隊生活 一一 ハ. i 驗ス ル所之 ナント 雖モ、 薹灣 一一 留ル コ ト九 年、 其 問 薹灣ノ 制服 制定. ノ舉 ァリ、 

官吏 自身 ノ爲 n 將乂 公衆 一一 對シ テ其 效果ノ 顯著ナ リシ コトハ 親シク 實驗シ タル 所 n シテ、 其臺灣ノ官吏ノ品行ヲ撿is^ン、 事務 

ヲ執ル 一一 所謂 機務 ノ三訣 タル 敏速、 精確、 明快 ナル 傾向 ヲ 養成 スルー 一 與テカ アリシ コトハ 、佘ノ 斷シテ 疑 ハサ ル所 ナリ トス。 

第 十二、 形體上 ョ リ烕 儀ヲ正 シ、 外 威儀 ヲ正 シ、 而 シテ內 一一 心ヲ正 ウス ルカ ヲ有シ 、常-一 形體 ト^ 神トヲ 方！ 一  一 I 持シ、 其 贵務ヲ 

激勵ス ル ノ效果 ァリト ス。 之 ヲ以テ 徒-一 虛烕ヲ 張リ、 虚飾 一一 流ル、 モノ ト考 フル ハ 大ナル P 、想 也。 制服 ハ 其 制度 一一 稀々 ノ 制限 

存 スルヲ 以テ、 恣 一一 盛装 ヲ凝ラ シ 華美 ヲ盡ス コトヲ 得ス。 聖詔ノ 所謂 華ヲ 去リ實 -1 就ク コト ハ、 却テ此 制度-一依 テ達ス ルヲ 

得へ キコ トヲ 了解 セラ レン コトヲ 希望 ス 。 (中略) 

第 十三、 帶劎 一一 就テ 一 言 ス ル 所ァラ ント 欲ス。 帶劎 一一 付 テモ亦 世上 頗ル 誤解 ノ存ス ル モノ ァリ。 制服 並 巾 劍ヲ： HI シテ 武装 ト思 
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考ス ルノ謬 ヨリ 來ル。 制服 ハ武裝 一一 ァラ ス。 帶劎 亦必モ 武装 二 ァラ ス。 夫ノ 文官 ノ大禮 服-! 帶劍 ノ伴フ ハ、 是決シ テ武裝 二 

非 ルャ明 也。 官 內省ノ 供奉 員 ノ帶劍 亦 然リ。 i: 巾劍ハ 武^ ノ爲 一- 必耍 ナルモ ノト、 禮 容ヲ裝 フル 爲 一一 スル モノ トノ別 ァリ。 今囘 

ノ 制服-一伴 フ帶 劍ハ、 乃 烕儀ヲ 正 シ、 禮容ヲ 整 フル 爲-ー 必要 トス ル モノ-一  シテ、 之 ヲ以テ 直-一 武裝ト ナスカ 如キハ 誤 見 謬想ノ 

.  甚シキ モノ 也。 (中略：) 

以上 述べ タル 所-一 ヨリ、 略 制服 ノ制 定サ ル 、 一一 至 リシ 所以 並  一！ 制服 著用ノ 覺悟ヲ 理解 セラ レ タリ ト 思惟 ス。 要 之、 諸子 力 制服 ヲ 

著 用 スルー I 當テハ 虚飾- 1 走ル コトヲ 戒メ、 敏速 精確 g; 快ノ 三訣- 一依 テ 職務 ヲ執ル へク、 且華 ヲ去リ K  ニ就ク コトヲ 期セサ ル可ラ 

ス。 若 之 一一 背違シ テ虛飾 -I 走ラ ン 力、 其 弊. f 計 ル可ラ サルモ ノア ラン。 自ラ顚 ミ深ク 注意 ス ル所ァ ラン コトヲ 望ム。 更 一一 制服 ナ 

ル モノ ハ 不偏 不黨ヲ 表象 ス。 元ョ リ政黨 政 派 二 關スル 二 アラス。 孰 レー 丁 2 テモ 不偏 不黨、 只 信愛 衆 一一 及 ホス コト ヲ云フ I 一外 ナ ラ- 

ス。  是卽 制服 ハ 活動 中 常- 1 軌道 ヲ逸脫 セサル ノ 感念ヲ 保持 ス ルノ 牽制 タ ル 所以 也。 

伯 は 制服に ついては、 斯 くの 如く 考 へたので あるが、 それ は必 すし も 大多數 の 人々 の 共鳴 を 得た と は 云 はれない。 

勿論、 現業 職員が 制服 を 必要と する ことに ついては、 誰 人 も 異存なかった。 けれども 總裁 以下の 全 職員が、 常に 制服 

を 纏うて 執務す べしと 爲す 伯の 考へ 方に は、 色々 の 反對說 があった。 現業 中心の 伯の 考へ方 は 一貫して ゐ たが、 しか 

し 永い 間の 官僚政治の 因習 は、 鐵道 本院の 職員 をして、 自ら 現業員と 思惟せ しめる こと を 許さなかった。 殊に 鐵道院 

が鐵道 省と なる に 及んで、 本省 職員 を 現業員と 區別 する 思想が 勝 を 占めて、 制服 制度 は 本省に は實 行せられ ない こと 

に 改正され た。 

しかし 伯 自身 は、 • 最も 熱心なる 制服 主義者で、 その後 兩 度の 鐵道 院總裁 時代に も、 常に これ を嚴 格に 勵 行した。 內 

相と 鐵道 院總 裁と を 兼任して ゐた折 も、 鐵 道の 事務に 從事 する 時 は、 必す 制服に 著換 へた。 世人 はこれ を もって、 伯 


の稚氣 となした。 後に 伯が 少年 阁の總 裁の 制服 を 著て、 全國を 行脚した 時、 世人 はます-^ これ を もって、 伯の 小 供 

らし さと 爲 した。 

ところで、 鐵道 職員 自身 は、 これにつ いて、 果して 如何に 考 へて ゐ たか。 當時 中部 鐵道 管理：；^ 長と して、 現業の 第 

一線に 立って ゐた 古川 阪次郞 は、 次の ごとく 語った。 

藤 伯が 鐵 道に 殘 された 治績のう ちの 最大な もの は 「制服の 制定」 である。 制服 制定 當 時に 於いて は 一 部の 人士の 

間に は 非難 もあった。 「見 榮を 張る やうな 制服 は 不必要で ある」 とい ふの がその 反對 論の 骨子であった やう だ。 

しかし 藤 伯 はかう した 反 對論は 眼中に おかす、 制服 を 制定され た。 私 は 當時劍 を 下げる 事 だけ は餘り 感心し なか 

. つた けれども、 制服の 制定の 精神に は大黉 成であった。 

制服 は その後、 」J£ 次總 裁の 時に 廢 せられ、 現業員 だけが 著 用す る 事に なった。 しかし 私 は 矢張り 藤 伯の 精 祌を生 

かして、 鐵 道の 全 職員が 著 用す る 方が よいと 信じて ゐる。 

また この 當時、 官房 人事課 長と して、 制服 制定の 仕事 を擔當 した 松 木 幹 一郎 は、 次の ごとく 語った。 

現業員の 規律 を 精神的に 勵 行せ しむる に は、 叉 外形的に も 之れ を 引締めて 行く のが 必要でありまして、 鐵道院 職 

員の 服 制 を 制定す る 事 を 企てられました。 何しろ 文官が 類のない 制服 を 著て、 儀禮の 場合に は、 劍を 佩びようと 

云 ふので あります から、 法制局で はまた 後藤さん の 横紙破り だと 云って、 なかく 承知され ませんで した。 初め 

から 二 箇月 以上 も かかりました らう、 部長の 故 中 西 淸ー君 ゃ當時 書記官であった 江 木 翼 君 等と 折衝 を 重ねて、 や 

つと 勅令 案が 通過す る ことにな りました。 之れ が 四十 一 一年の 暮 であります。 
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總裁は 此の 服が、 自分で 言 ひ 出された だけあって、 全く 大好きで ありました。 明治 四十 三年 八月の 東海道 大水 害 

の 際 11. 此の 時 は 横 濱熱田 間 を 汽船で 聯絡し ました 11 は、 當時 流行の 魁であった 赤 革の 脚き をつ けて、 勳 一等 

旭日章 を 胸間に 燦 めかし、 洪水に 埋もれた 線路 を 巡視され たのが、 まだ 眼に 淺 つて 居ります。 これによ つて 伯 は 

「和製 ル ー ズ ベルト」 の 尊 稱を貰 はれました。 とに 角 批評 は 色々 ありまし たが、 眞 面目な 意味で、 此の 制服 制度 

は餘程 規律 上に は 役立った やうであります。 

なほこの 制服の 制定と ともに、 起った 問題 は、 如何にし てこれ を、 九 萬の 鐵道從 業 員に 供給すべき やとい ふこと で 

あった。 從來の ごとく、 民間の 請負に 委 すか、 或は 鐵道 自らが その 仕事 をす るか、 この 制服 供給の 問題が 片付かな け 

れば、 折角の 制服 制度 も、 畫龍點 睛を缺 いて 弊害 百出す る 虞れ があった。 

これに ついては、 この 仕事の 衝に當 つた 森 本邦 治郞 が、 次の ごとく 語って ゐる。 

後藤 總 裁の 時代に 鐵 道の 制服が 定められた。 この 制服の 供給に 際し、 總裁は 朝鮮 鐵 道の 例に 鑑みて、 民間への 注 

文 を 取 止め、 被服 工場 を 新設す る 事に 決意した。 勿論、 當時、 民營論 もあった が、 總 裁は斷 乎と して これに 反對 

し、 その 初志 を 貫徹した。 總 裁の 意思が 强 固であった とい ふ 事 は、 實に 朝鮮 鐵 道の 制服 問題に おける 失敗 を 知悉 

して ゐ たからで ある。 卽ち 請負人が 策謀し、 期限が 到來 すると 出来ぬ と斷 り、 他の 方面から 注文 所要の 品物 を 持 

ち 込み、 當局 をして やむなく 右の 品物 を 購入せ しめて 暴利 を むさぼって ゐた 事例 を、 後藤 伯 は 深く 察知し、 かか 

る 惡計畫 に 乘らぬ やう 先手を打つ て、 被服 工場の 直 營を斷 行した 次第で ある。 

かくして、 制服の 製造が 直營 となった ことの 利益 は、 第 一 に 製品の 統 一 とい ふこと であった。 第一 一は 價 格の 低廉と 


いふ ことであった。 それ は 大量 生產の 利益と、 請 负 人の 下にあった 下請 人の ロ錢を 省く ことができ たからで ある。 そ 

の價 格の 差 を 示せば 次の 通りであった。 


種  類  IS 负人 納入 愤格  ^51  ^  IS 格  差  0 

羅紗 服  ー〇、 二 五 七  九、 ー〇〇  一、 一. 五 七 

へ ル 服  七、 〇 八 0  五、 三 〇〇  一 、七 &〇 

セル 服  七、 五 九 六  四、 九 六 〇  二 、六 三 六 

外  套  一 〇、 三 四 三  八、 二八 〇  二、 〇 六 三 


すな はち 一箇年に 七 萬圓の 節約と なる。 その 結果、 元 海軍省 水路 部の 建物 を讓り 受けて、 芝 公園 內に鐵 道 院直營 の 

被服 工場 を 設けた のであった。 當初は 民業 壓迫 等の 非難 もあった が、 後に 歐洲大 戰勃發 し、 日本が 好 ぼ ヌ氣 時代に 人つ 

て、 物 價の大 暴騰 を 見た とき、 鐵道は その 十數 萬の 現業員の 被服に 何等の 不便 を感 する ことなくして 終った。 

また この 制服 制定に 關聯 して、 全く 世間に 知られて ゐ ない 一 插 話が ある。 それ は 國有鐵 道の 徽章に ついて である。 

伯 は 制服 制定の こと を考 へて ゐた とき、 徽章 を どうしようかと 工夫して ゐた。 伯 はさう いふ こと を考 へる のが 好き 

であった。 

話 は、 遡って、 伯が 臺灣の 民政長官 時代に、 新 稻戶稻 造と 洋行した 際、 米國の フィラデルフィア 市なる 新渡戶 夫人の 

里方、 ェ ル キン トン 家 を 訪問して、 その 一 家の人々 と 親しくな つた。 この ェ ル キン トン 家はク ェ ー 力！：.. 小の 熱心な 信 

者であった。 一 體ク. -1 力 ー 宗は、 基督教の 中で も風變 りの 宗派で、 東洋 的な ところが 澤山 ある。 ことに H ル キント 

ンは、 嚴格 にして 質素なる 點 において、 日本の 古武士の 悌が あり、 伯と 互に 相 推服した。 
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新渡戶 夫人の 末弟の アル フ レッド. エルキントン は、 技術 家で あつたが、 伯の 滞在中、 伯 を案內 して 歩く うちに、 

犬の 後藤 最屑 になった。 さう して 伯が 米國を 去って 後、 何 か 記念品 を 伯に 送らう と考 へた。 

或る日、 彼 は 自分の 家の そばの モイ ランの 停車場から、 フィラデルフィアの 町に 行かう と 思って、 汽車 を 待って ゐ 

た。 さう して 考 へる ともなく、 伯に 送るべき 記念品の こと を考 へて ゐた。  ，  . 

そのと き、 雷の ごとき 響き を 立てながら、 列車が 停車場に 人って きた。 その 先頭に 立つ 機關車 を、 彼 は何氣 なく 見 

た。 すると その 堂々 たる 機關 車の 下に、 大きい 車輪が 朝日に 輝きながら 應々 と廻轉 して ゐた。 それ は 男性的な、 英雄 

的な 感覺を 彼の 全身に 叩きつ けた。  . 

『これ だ！』 

彼 は 思った。 さう して、 フ ィ ラデル フ ィ ァに 著く と、 直ぐ その 意： を もつ て、 寳 石屋 を 訪問し、 時計の 鎖に つける 

純金 製 飾 牌 を 注文した。 

それが 出来 上る の を 待って、 彼 は 一通の 手紙 を 添へ、 伯の 許に 送り届けた。 

その メダルが 日本に ついた 時、 受取人 はも はや 臺灣の 民政長官ではなかった。 彼 は 桂內閣 の遞信 大臣 兼鐵道 院總裁 

であった。 さう して 恰 かも 鐵道 職員の 制服の 徽章に ついて、 思案に 餘 つて ゐた 折であった ので ある。 

この 遠来の 贈物の 箱 を 開ける と、 「これ だ！」 と 伯 は 思 はす 叫んだ。 それが 帝國 國有鐵 道の 徽章の 由來 である。 


一 〇、 國 內述輸 改善と 園 際 連絡 運輸 

鐵 道の 仕事が、 最も 直接に 一般 公衆と 接觸 する 面 は、 運輸 關係 である。 つまり 運賃が 安い か 高い か、 客車と 貨車の 

設備が よい か惡 いか、 列車の 發 著が 正確で あるか どうか、 列車が 早い か遲 いか、 列車 囘數が 多い か 少ない か、 鐵道 事： 

故が 頻發 する かしない か、 停車場と 列車 內の從 業 員が 親切 有能で あるか どうか 等、 鐵 道が 一般の 素人から、 よい か惡！ 

いかの 判定 を 受ける の は、 主として この 方面で ある。  „ 

この 點に 於いて、 伯 は {是 に 幸運であった。 それ は 木下淑 夫と いふ 有能なる 史僚 を、 この 方面に おいて 持って ゐ たか 

ら である。 木 下 は 元来 工科 出身の 技術者で あつたが、 夙く 運輸の 業務 を 研究し、 鐵道 廳 時代から 主として 運輸 系統の 

仕事に 從 事して ゐた。 彼 は 實際的 手腕と 計畫的 才能と を 併せ持って ゐた。 さう して 米國 流の 活動 慾に 燃えて ゐた。 今 

や 彼 は、 元氣 一杯の 後藤 總裁 を迎 へて、 腹 いっぱいに、 その 才能 を發 揮しょう とする ので ある。 彼 は 伯の 課長 中心 主 一 

義 時代に、 拔擢 せられて 營業 課長の 地位に つくと、 まづ 十七 會 社の 不統一なる 業務 を 調整し、 國鐵 改善の 事業に 邁進 一 

する ことにな つた 0  一 

r 國有鐵 道 成績」 は、 伯の 時代に 實 施された る 運輸 上の 施設と して、 次の 二十 一 項目 を擧 げてゐ る。 

(一) 山陽 ホテル 室料 低減、 (二) 鐵道市 內營業 所 設置、 (三) 乘 車券 引換 證 發賣、 (四) 橫濱鐵 道 借 入、 (五) 阁體乘 車の 一 

獎勵、 (六) 海外 連絡、 (七) 外人 旅行 取扱 者ト 當院ノ 取引、 (八) 外人 旅行者 二 對スル 施設、 (九) 下關釜 山間 旅客 運 貸 低 

減、 (十) 小荷物 特別 配達 開始、 (十一 ) 特種 貨車 ノ增 備、 (十二) 貨物 運賃 割房廢 止、 (十三) 貨物 賃金 ノ 整理、 (十四) 貨ー 
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物 運賃 並 取扱 方ヲ 公衆 一一 周知 セシ ムル 方法、 (十五) 院線 航路 連絡 貨物、 (十六) 貨物 監査 勵行、 (十七) 冷藏 車の 增傭、 

(十八) 停車 搆內 一一 於ケ ル稅關 事務 ノ 開始、 (十九) 關門間 貨車 航送、 (二十) 貨物 海外 連絡、 (二十 一) 鐵道ト 船舶 トノ連 

帶 運輸。 

なかに も 特筆すべき は、 (六) の 海外 連絡、 特に 日露 連絡 運輸の ことであった。  • 

抑 も 日露 連絡 運輸 は、 明治 三十 八 年の 日露 講和 條約第 八條に 基き、 四十 年 六月、 露 都に 於いて、 我が 本 野 大使と 露 

國 外相 ィズヴ オル スキ， I との 間に 於いて 協商 を 遂げ、 東淸鐵 道の 我國 へ割讓 すべき 線路の 境界 點を 決し、 彼我 接續驛 

間の 旅客 及び 貨物輸送に 關 する 事項 を 決定した 際、 其の 追加 條約 として、 兩國の 諸鐵道 間に 旅客 貨物の 直接 交通 を 開 

始 せんがた め、 なる ベ く 速 かに 特別 協定 を遂 ぐべき こと を 約した のに 始まる。 

その後 わが 大阪 商船 株式 會社は 浦鹽、 敦賀 間の 定期 航路の 經營を 開始した。 しかし 露 國の鐵 道との 間に、 連絡 運輸 

の 協定がなかった ため、 旅客 は 多大の 不便 を 忍ばねば ならなかった。 そこで わが 政府 は、 豫 ての 約に より 露 國に對 し 

て、 所謂 直接 交通 協定の 交涉を 開始した ので あるが、 露國 政府 はな かく 思 ふやう に 進めて 吳れ ない。 わが 政府 も少 

少 困却の 體 であった。 

時恰 かも 滿鐵總 裁であった 伯が、 明治 四十 一年 四月、 露國を 訪問す る ことにな つた。 これが 情況に ついては、 滿鐵 

の 章に 細說 した 通りで ある。 その 際 東淸鐵 道の 監督 長宫 たる 藏相コ コフ ツォフ は、 一 見舊 知の ごとき 態度で 伯 を迎へ 

た。 殊に 當時 わが 國を 来訪して 歸國 したば かりの 農 商務 大臣 シ ー ボフ が、 其の 間に 在って 色々 と 斡旋して 吳れ た。 た 

めに、 さすが 二 チエ ヴォ ー 主義の 露國 政府 も、 つ ひに 彼我 連絡 協議の 開始 を 承諾す るに 至った ので ある。 


これ 全く、 伯の 人格と 聲望 とが 露國の 要路 者 を 動かした 結果であって、 わが 政府 當 ：5 者 も 意外の 交涉進 渉に、 むし 

ろ啞然 たる 形であった。 前述の 如く、 伯 は 露 都 訪問から 歸 朝して 間もなく、 滿鐵を 去って 入閣した。 かくして 滿鐵總 

裁 時代から、 日露 再 接近の 仕事に 熱心であった 伯 は、 今や 桂 內閣に 人る とともに、 更に その 政策 を 推進すべき 恰好の 

地位 を 占める ことにな つたので ある。 それ は鐵 道院總 裁と して、 交通 運輸の 立場から、 國際關 係 を補强 する ことで あ 

つた。 

明治 四十 一年 十一月、 伯は鐵 道院、 滿鐵 及び 大阪 商船の 代表 を 露 都に 派遣して、 所謂 連絡 運輸 會議を 開かし めた。 

會議は 三 箇月に 亙った。 さう して、 南 滿洲と 北滿洲 間、 北滿洲 及び 沿海州と 日本 內地 間、 並びに 露 國各鐵 道と 日本 內 

地 間の、 旅客 及び 手荷物 連絡 輸送に 關 する 協定が 締結 せられた。 すな はち 旅客お よび 手荷物に ついては、 東淸鐵 道、 

南滿鐵 道、 朝鮮 鐵道、 關釜 連絡船、 大阪 商船、 及び 露國 義勇 艦隊に より、 浦鹽 および 釜， 山を經 由して、 露 國各鐵 道と 

日本 內地 間に 直通 連絡 運輸の 途が 開かれた ので ある。 しかし 貨物に 關 して は、 日露 兩國鐵 道の 利害 關 係と： 响國の 法規 

の 差異 等の ために、 いまだ 一般的の 協定 を 結ぶ までに 至らなかった。 ただ 滿洲 から 輸出す る 重要 穀類 だけ は、 南滿鐵 

道、 東淸鐵 道、 大阪 商船、 及び 露國 義勇 艦隊 間に 述 絡して 輸送し、 木材、 石炭、 セメント 等 は、 南滿 及び 東淸： 刚鐵道 

間 に 連絡 輸送す る こ と を 協定し た。 

明治 四十 三年 五月、 第二 囘 連絡 會議が 露 都に 開かれ、 日本と 北滿洲 及び 沿海州との 間、 貨物 連絡 輪 送の 協定 を 遂げ 

たけれ ども、 其の 實 施に 必要なる 細目の 協定が 出来なかった 爲 めに、 直ちに その 實行を 見る に 至らなかった。 

第二 囘會議 が 終了して 間 もない 同年 七月、 白 耳義國 ブラ ッ セルに 開かれた る 第五 囘西比 利 亞經由 國際述 絡會議 に、 
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わが 國は 初めて 鐵 道院、 滿鐵、 大阪 商船の 代表者 を參 加せ しめたが、 會場は 同國の 鐵道廳 で、 集まる もの 日本の 外、 

白、 英、 蘭、 普、 北獨 ブラバ ゾ. K 加奈陀、 太平洋、 南 滿洲、 東 f;r 露國 (ヮル サゥ、 ウィン ナ) の 各鐵道 及び 萬國 

寢臺 車、 歐洲大 急行 車會 社、 大阪 商船、 上海 郵便、 北獨 ロイド • ピ- • ォ， "汽船、 東洋 汽船、 ジ ー ラ ンド 汽船、 露國 

義勇 艦隊、 露國鐵 道國際 事務局の 各 代表者 等で、 極めて 大 仕掛の ものであった。 この 會議 により、 旅客 及び 手荷物 運 

輸に關 し、 次の 三連 絡 運輸 を 協定した。 

一 、 加奈陀 及び シ ベ リア 經由 世界 一 周 連絡 

二、 歐洲と 日本 朝鮮、 支那 露領 間の 連絡  . ， 

コー、 シベリア 及び 瑞西經 由 周遊 連絡 

次に 日 支鐵道 連絡 運輸に 關 して は、 明治 四十 一年 十月、 滿 鐵が大 連に 於いて 京 奉鐵道 代表者の 會議を 開き、 奉 天に 

於け る 兩鐵道 間 旅客 手荷物の 連絡 輸送 を 協定した。  , 

かくの 如くに して わが 國有鐵 道 は、 漸次 世界 交通 經路の 主要 線と 化し、 且つ 日本と 海外 諸國 との 經濟的 並びに 文化 

的 接觸を 緊密に し、 豫て わが 國際的 立場の 向上 を 計らん とする 伯の 多年の 志 は、 著々 として 達成せられ つつ あつたの 

である。 

一 一、 東亞 英文 案內の 編纂 

滿鐵總 裁と して 露 都 訪問の 日、 伯が 藏相コ コ フッォ フに 約した る ことの 一 は、 完全なる 東 }0j 案 內書 を、 英文 を もつ 


て 編纂 出版し、 以て 東洋の 事 を 世界に 紹介し、 西 比利亞 鐵道經 由の 旅客 增加を 援助すべし、 とい ふこと であった。 

しかし その S 的 は、 單 純に 鐵道收 益 を 増加し ようとい ふ實利 的な ものではなかった。 伯の 眞意 は、 これによ つて、 

日本 文化と 日本 精神と を 全世界に 宜傳 し、 依って 以て 伯の 所謂 「世界の 日本」 より 「日本の 世界」 へ の 躍進に 资 せん 

とする にあった。 

ゆ ゑに 伯の 鐵道 院總 裁と なるや、 直に この 「英文 東亞 案內」 編纂の 事業に 著 手した。 それ は 普通の 案內 記と M (なる 

遠大なる 計畫 であった。 獨 逸の 「べデ 力 ー 案內 記」 に範を 取った けれども、 その 構想 はべ デカ ー より 遙 かに 雄大で あ 

つた。 べデカ ー が、 實際 旅行の 便覽 たる 目的に 終始して 執 せられた るに 反し、 該案 內記は 美術、 哲學、 文藝、 茶の 

湯、 庭園、 演劇、 能狂言の ごときに 至る まで、 日本の 特色 を 各方 面から 委曲に 說 明して、 文化的 色彩 を 濃厚に 盛り 上 

げた ものであった。 

それ は龙大 なる ものであって、. 各 卷五百 頁、 第一 卷 朝鮮 滿洲、 第二 卷 西部 日本、 第三 卷 東部 日本、 第四卷 支那、 第 

五卷 南洋 (佛領 印度支那、 比 律賓、 蘭領 印度支那、 海峡 植民地) の五卷 より 成り、 これに 細密なる 地圖 と、 美 魔なる 

寫眞版 を 多數插 入した。 そして、 その 豫算は 二十 萬 圓を越 ゆる 巨額であった。 

この 事業の ために、 人 を 各地に 派して、 實地 について 材料 を 一鬼 集せ しめ、 先づ 日本 文 を もって 執^した 後、 最も 懇 

切に 英文に 飜譯 せしめ、 英人ニ 名の 校閲 を經て 印刷した。 著 手した の は、 明治 四十 二 年で あつたが、 その 第五 卷の印 

刷 を 終った の は、 大正 六 年の 四月で、 前後 八 年の 日子 を 消して 完成した ので ある。 

この 英文 案內記 は、 發賣 とともに、 他方 無料 を もって、 內 外の 要所に 頒布した ので あつたが、 大正 十一 年 九月、 伯 
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が 東京 市長と して、 米國の チヤ ー ルズ •  H 1 *ビー アド 博士 を 市政 研究の 顧問と して 招聘した 際、 この 五卷 の案內 SSi 

を、 豫め 米國に 送って、 東亞に 關 する 知識 を 得る 參考に 資せん こと を 申 送った。 人の 知る ごとく、 ビ ー アド 博士 は、 

現代 米國 一流の 文章 家で ある。 

博士 は 日本に 到 著 後 まもなく、 伯の 私邸に 於け る 午餐 會の 席上で、 ふと 思 ひ 出した やうに 言った。 

『先日、 米 國に御 送付 を 辱う したる 英文 案內記 は、 拜 見して、 實に 驚嘆いた しました。 その 內容の 結構な こと は 勿論 

であり ますが、 私の 最も 感服した の は、 その 文章であります。 あれ は マシゥ • ァー ノル ド の文體 であります c』 

筆者 は、 この 一語 を 伯の ために 通譯 しつつ、 深き 感激 を覺 えた。 それ は、 ビ ー アド 博士 を俟 つて、 はじめて この 英 

文案 內 記の 眞價が 理解され たと 思った からで ある。  • 

この 案內 記の 英文 は、 横 井 時 雄の 筆に 成った ので ある。 彼 は 横 井 小 楠の 嫡子で、 若く して H 1 ル大 學に學 び、 深く 

マ シゥ. ァ ー ノ ルドの 文章と 思想に 傾倒し、 生涯 その 文 體を推 重して 已 まなかった ものである。 ゆ ゑに 横 井 は、 伯よ 

りこの 英文 案內 記の 飜譯 を委囑 せらる る や、 渾身の 力 を 傾けて、 鏤心彫 骨の 文字 を 刻んだ のであった。 彼 はこの 案內 

記 中に 插 人す る爲め 芭蕉、 杜甫の 句を譯 する や、 稿 を 易 ふること 幾囘 なる を 知らす、 しばく 鶴 鳴 を 聞いて 枕 を 取つ 

た。 伯の 志 は、 横 井の 文に 俟 つて、 はじめて 達せられた のであった。 

大正 八 年初 夏、 伯の 外遊に 際し、 紐 育の 宿 舍に伯 を 訪れた 安達 金 之 助 は、 伯に 向って、 「あの 英文 東亞 案內記 は、 

明治 以來、 日本 政府の 發 行した すべての 文獻 のうちで、 最も 世界に 誇る 金字塔であります」 といった 程で ある。 

言 少しく 過褒に 類 すれ ども、 事實 安達の ごとく 永く 米國 にあって 英文 を驅 使した 人間から 見れば、 日本に 於いて 發 


刊 せらる る 所謂 英文の 書物の 文 體に滿 腔の 不滿 を覺 えたる 後、 横 井の 英文 を 見て、 祖國 のために 深い 感激 を覺 えす に 

は 居られなかった ので あらう。 

憾 むらく は、 その後、 この 英文 案內記 は、 全然 通俗的、 實用 的の 目的に 改 刪せられ たため、 橫 井の 名文 は、 第一 版 

の 改訂 せらる ると もに、 全く 影 を 潜めて、 現在 版の ごとき 英文と 化して しまった。 

ニー、 全 國鐵道 網 

日本に 於け る鐵道 敷設の 根本 策 は、 明治 二十 四 年 七月、 鐵道廳 長官 井上 勝の 提出に 係る 長文の 建議に 始まる。 時の 

內閣は 閣議に 於いて この 方針 を 決定し、 同年 十二月 鐵 道買收 法案 並びに 鐵道 公債 案 を 帝 國議會 に 提出した が、 前者 は 

否決せられ、 後者 は議會 解散の ため 中途に して 葬られた。 

翌ニ 十五 年 五月七日、 政府 は 第三 帝 國議會 に鐵道 公債 法案 及び 私設 鐵道 買收 法案 を 提出した が、 議會は 數案を 綜合 

折衷して、 新たに 鐵道 敷設 法と 名 づけて、 これ を 可決 確定し、 政府 提出の 二 案に 替 へた。 

この 鐵道 敷設 法の 第十條 によって、 全國に 亙る 線路 調查實 施の ことが 決定した ので ある。 しかし 乍ら、 當時 線路 調 

査の爲 めに 計上した 豫算 は、 三年 繼續 費と して 僅かに 五、 六 萬圓の 少額に 過ぎなかった。 

その後 鐵道 敷設 法は數 次の 改正 を經、 且つ 明治 四十 年 を もって、 鐵道國 有の 斷行 せらる るに 及び、 鐵道 建設の 面 E 

は、 玆に 一 新すべき 機運に 向った。 

然るに、 鐵道國 有の 主要 目的た る 新 線 建設 並びに 旣成 線の 改良が、 その 經 費の 問題に ついて、 遞信 大臣と 大藏 大臣 
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との 意見の 衝突と なり、 延 いて 西 園 寺內閣 瓦解の 端 を 開いた こと は、 旣に 述べた ると ころで ある。 

白が 鐵道經 營の業 を檐當 したの は、 かかる 時期であった。 そして 伯が、 鐵 道の 建設 並びに 改良の 根本 方針と して、 

鐵道 益金、 鐵道 公債、 並びに 一時 借人 金に 依るべき 方針 を 樹立した る は、 旣述の 通りで ある。  • 

伯. H, 更に 進んで、 この 建設 並びに 改良 事業の ために、 國有鐵 道 は 果して 幾何の 負 檐カを 有する や を 知らん と 5^ し 

明治 四十 四 年 以降の 三十 年に ついて、 根本的なる 資力 調査 を 行った。 その 結果、 最初の 十三 年間に は 平均 年額 約 五 千 

五 百 萬圓、 後の 十七 年間に は、 平均 年額 約 四千 萬， 圓の 负擔カ ある こと を發 見した、 この 後の 十七 年間に 負擔 力の 減退 

する は、 建設工事の 進 渉と ともに、 次第に 收益 乏しき 山間 僻地に 鐵道を 敷設す る ことと なる 結果で ある。 

この 鐵道 資力の 推定 を 完了した る 後、 初めて 鐵道 建設 改良の 根本 策が 定まった ので ある。 「國 有鐵道 成績」 はこれ 

について、 次の ごとく 記して ゐ る。  . 

孅道獨 立 會計創 定ノ後 ハ 、 從來鐵 道 -ー 關スル 債務 六 億 六 百 八 拾. 餘萬圓 一一 對スル 元利 仕拂ノ 義務 ハ 、 鐵道 會計ノ 負擔ト ナ リタ ルノ 

ミナ ラ ス、 四十 二 年度 以降 建設 改良 事業 ノ^ メ、 投下 ス へ キ簧金 -ー ンテ 借入金 父ハ 公債 ニ待ッ へキ モノ ハ亦之 力 元利 ノ仕 拂ヲ負 

詹セ サルへ カラス。 而シテ 其仕拂 利子 年額 ハ、 四十 二 年度 初 現在 債務 -ー 對スル モノ ノミヲ 計算 スルモ 三千 十 一 萬 八 千餘阒 一一 上 レ 

リ C 之-一 加 フル -ー 爾後 ギ々 建設 改良 事業 ノ爲メ 一一  投. 卜ス へ キ^ 本ノ 利子 ヲ以 テセ 、へ 其 负擔ハ 年ト共  一一^ 加シ、 鐵道侖 "計ノ 資力 

ノ之二 堪へ得 ルャ否 ヤヲ 明-一 スルー 一 アラス ン ハ 一 切ノ 事業 計 蜜 ハ之ヲ 進行 スル能 ハサ ルコ ト卜ナ レリ" 而シテ 旣往- ー於テ モ 多少 

之-一千 係 アル 調 杏 ヲナシ タルコ トナ キー 一 アラス ト雖モ 、單- 一 其 一部 ノ計^ 一一  止 マル ノ ミ ナ ラス、 其 調査 亦頗 ル 完 ナ ラ ス 、依リ テ 

第一 一- ハ各 線ノ？ 輸货 容ノ數 * ヲ 某-礎 トシ 

4 ニニ-平 一  一  t- 收人ク 基礎 トシ 


第三 -I ハ益 金^ 進 年額 ヲ 基礎 卜 シ 

數種 ノ资カ 調杏ヲ ナセル 一一、 孰 レモ 相近キ 結果 ヲ得、 四 十四 度 以降 三十 度 問 中、 初メぃ 三年 度問ハ 平均 額 約 五 千 五！ 萬圆、 

後 十七 年度 間- 1 ハ 平均 年額 約 四千 萬圓ノ 資金 ヲ 投下 ス ルモ、 能ク 其負擔 一一 堪 ノル ノ 計算 ヲ得、 建設 改良 率 業 遂行 ノ某 礎、 一一 其 

確立 ヲ見ル - 一至 レリ。 

旣に鐵 道の 財政 的負擔 カを發 見した る 上 は、 後顧の 憂 ひなく 建設 改良の 事業に 邁進す る ことができる。 

鼓に 於いて 伯 は、 議會の 協 贊を經 て 多額の 線路 調査 費 を 設け、 日本 全國に 亙る 鐵道 網の 測量 踏査に 取掛 つた。 それ 

が爲 めに 伯 は、 多數の 職員 を 全國に 派出した るの みならす、 自ら も 亦、 陣頭に 立って 全國を 旅行した。 

伯は總 裁の 制服に 赤革ゲ ー トルと いふ 凛々 しい 姿で、 多くの 鐵道 職員の 先頭に 立ち、 全國を 行脚した。 かくして 新 

線 を 調査すべき 地方 を、 或は 人力車、 或は 馬上、 また 時として は、 健脚 自慢の 伯 は、 徒歩で 通過した ものである。 

彼の 大名行列 は、 往々 にして 新聞紙の 冷評の 種と なった。 しかし これによ つて 久しく 植民地 廻り をして ゐた 伯が、 

日本 內 地の 隅々 に 知られる やうに なった こと は爭 はれない。 それが 伯の 政治的 勢力の 增 進に 役立つ と 同時に、 それに 

も增 して、 人間 後藤 新 平の 印象 を 一般， 衆に 與へ、 後年 伯の 社會 運動 乃至 啓蒙運動の 地盤 を、 不知 不識 の裡に 作りつ 

つあった ので ある。 

この 實地 測量の 結果、 全國の 線路 網が 出來 上った ので あるが、 その 大要 は 交通 系統 を鐵道 幹線 及び 地方 線 並びに 市 

街 線の 三種と し、 第一 は專ら 普通 鐵道を 用 ひ、 第二 は 地形 及び 運 轉の狀 況に應 じ、 普通 鐵道叉 は 輕便鐵 道と し、 第三 

は 軌道と するとい ふので あった。 さう して！ &線鐵 道 は國家 自ら 之れ を 敷設 經營 する の 方針と し、 更に！： 有線の 營養線 
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として、 乃至 は 一地 方開發 用の 鐵道 として 民間の 輕便鐵 道 を獎勵 する の 政策 を 樹立し、 これが 爲 めに 輕便鐵 道 補助 法 

を 制定して、 一定の 豫算を 議會の 協 黉を經 て 計上して おいた。 

伯の 在任中、 本州、 四國、 九州、 北海道に 亙り、 實 測した る 線路 哩程は 約 五千哩 にして、 踏査した る それ は 約 一千 

六百哩 であった。 かくして 日本の 鐵道は 一段と 進展の 途に 上った ので あるが、 明治 四十 四 年 三月 鐵道院 刊行の 鐵道網 

線路 ー覽 中に、 當 時の 建設 計畫の 全貌 を 見るべき、 線路 網の 哩程 及び 建設 费の 槪算 表が 載って ゐる。 鐵 道院總 裁と し 

ての 伯の 業績 を總覽 する 資料と して、 左に 採錄 する。 


旣成並 未成 鐵道 線路 網 哩程及 建設費 概算 


地方 别 


線路 種別 


m 程 


建 


f ぱ 


費 


if; 牛 均 建設 斐 


考 


五  一 二、 四 五八、 二 六 叫 

一一 二、 一 七 〇、 七. 二 六 

三 六 〇、 九 〇 六、 〇〇〇 

五六、 六 〇 二、 〇〇〇 

六 三、 九 二 〇、〇〇〇 

三 九、 九 五 〇、〇〇〇 

三 一 四、 八 〇〇、〇〇〇 

一 九 六、 七 五 〇、〇〇〇 


二 五、 〇 八 一 

六 五、 二 一 一 

八 二、 〇〇〇 

八 二、 〇〇〇 

八 〇、〇〇〇 

五 〇、〇〇〇 

八 〇、〇〇〇 

五 〇、〇〇〇， 


比較的 完 仝ナル f: は 備トナ ス トキ 

比較的 輕 易ナル 設備 ト ナス トキ 

比較的 完 仝ナル 設傭ト ナス トキ 

比較的 輕 易ナル 設備 ト ナス トキ 


旣定線 

豫想線 


道 海 北 


六 五 七 
三 五 四 二 
七 五 五 四 


合 


十 

一一 「口 


四、 八 二 一 

四 七 八 

二、 五 二八 

一 i 

七 九九 

七 九九 

四、 五 七 二 

四、 五 七 二 


五六 六、 六 七 八、 四 〇 三 

三 一、 一 七 〇、 七 二 六 

四 〇 九、 一 三 八、 五 〇〇 

六 一 、四 六 九、 五 〇〇 

六 一一 一、 九 二 〇、〇〇〇 

三 九、 九 五 〇、〇〇〇 

三 四 六、 六 五 〇、〇〇〇 

ニニ 八、 六 〇〇、〇〇〇 


旣 成！^ 

五、 二 九九 

建設 雙 五 九 七、 八 四 九、 一 二 九 


延 長 


未成 線 旣定線 

三、 一一 三 七 

四 七三、 〇 五八、 五 〇6 

建設費 五 九 七、 八 四 九、 一二 九 四 四 九、 〇 八 八、 五 〇〇 


未成 線 豫想線 

四、 九 三 八 

四 〇 八、 一 一 九、 五 〇〇 

二 九 〇、〇 六 九、 五 〇〇 


合  計 

1 三、 五六 四 

、四 七 九、 〇 二 七、 一 二 九 

、三 一一 一七、 〇〇 七、 一 二 九 


局部 線ヲ 3- 一一  依ル 

局部 線ヲ乙 一一 依ル 


備考 國 有線 建設費 ハ、 四十 二 年度 末-一 於 ケル會 計 課 調査-一 係ル 建設費 概算 額 ヨリ 未成 線 一- 屬ス ル分ヲ 控除 シ タル 額-、 四十 四 
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旣成線 

幹  線 

未成 線 

一 旣定線 

豫想線 

局部 的 豫想線 


幹線 


五 四、 ニニ 〇、 一 三 九 

四 八、 ニー  二  二、 五 〇〇 

四、 八 六 七、 五 〇〇 

三 一 、八 五 〇、〇〇〇 


七 四、 八 九 〇 

八 八、 五 〇〇 

八 八、 五 〇〇 

五 〇、〇〇〇 
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年 一一 一月 十五 日 迄-一 開業 シ タル 線路 ノ 建設費 (建設 部 調査 ノ モノ 一一 依 リ^ 出ス) ヲ合シ タル モ ノト ス。 

前^ 建設費 ノ 内買收 十七 鐵道 建設費 ハ 建設 實費 ノミヲ 計上 シ タル モノ 一一  シテ 買^金、 貯藏品 代 及 付 帶營業 一一 屬スル 倉庫、 船舶 

一一 關スル モノ ハ 包舍 セス。 

私設 鐵道 建設費 ハ 監理 部 技術 課臺 帳-一依 ル。  . 

さらに 伯の 時代に、 鐵道 普及の 一方 法. として、 土地の 事情に より、 普通 鐵道 にあらざる 簡易なる 鐵道を 敷設す る こ 

ととし、 これ を 輕便鐵 道と 名 づけた。 この 輕便鐵 道 敷設 豫算は 明治 四十 四 年 春の 議會に 初めて 計上 提出せられ、 繼績 

費と して 金 三百 一 一十 萬圓の 協賛 を 得た。 

一 三、 改良 工事  . 

限り ある 鐵道收 人 を、 新 線の 建設に 投 すべき か、 旣設 線の 改良に 用 ふべき か は、 鐵道當 局 者の 常に 當 面する 大きい 

問題で ある。 

鐵道院 の 豫箅の 大體の 建前 は、 總收 人の 中より 純粹 なる 營業費 並びに 投下資本の 利子 (卽ち 公債 利子 其の 他) を 差 

引きた る 殘餘を 純益と 稱し、 これ を 建設 及び 改良 費に 使用す る ことに ある。 從 つて、 營業 費と 建設費と 改良 費との 割 

合が、 時の 首腦 者の 意見に よって、 色々 と變更 する。 殊に 建設費と 改良 費との 孰れに 多額の 資金 を充當 すべき かとい 

ふこと が、 國有鐵 道の 大 問題と なって、 所謂 「建 主 改從」 叉 は r 改主 建從」 なる 言葉 を 生じ、 時として は 政界の 大問 

題と 化する やうに なった。 


I 


蓋し、 鐵道國 有の 一 つの _15fl 要なる 理由 は、 私設 會 社の 制度に よって は、 いかに 日本 全體 より 見て 經濟上 並びに 國防 

上 必要で あっても、 營利 事業と して 收益 薄き 山間 僻地 は、 何時まで 經 つても 鐵 道の 建設 せられる 見込みが 乏しい から、 

鐵 道を國 有と して、 國家 全體の 大局 的 見地より、 鐵道 普及の 途を 講じなければ ならぬ とい ふに あった。 

しかし また、 國有鐵 道の 財政 的 安固の 上より 言へば、 建設費 高額に して 收益 乏しき 山間 地方に 新 線 を 普及して 底止 

するな きに 於いて は、 投下資本の 利子の み增 加し、 純益 これに 伴 はざる 結果、 國有鐵 道の 財政 的 基礎 を 危うす るの 憂 

ひがあった。 

この 故に、 都 會と都 會とを 連絡す る旣成 線の 改良 を 主と すれば、 人口 物資 稀薄の 農村 を 閑却す るの 憾み を 生じ、 農 

村の 新 線 普及 を 先 きにすれば、 鐵 道經營 の經濟 政策 を忽 せに する の 非難 を 招く。 殊に この 問題に 政黨的 利害の 加 はる 

とき は、 農村 を 地盤と する 政黨 は、 建設 を 先き とせん こと を 熱望し、 都會 中心の 政黨 は、 勢 ひ 改良 を 主と せんと カ說 

する に 至る C 玆忙 後年の 所謂 「我 田 引鐵」 の 政治 運動 を 生んだ 根本 理由が あった。 「我 田 引鐵」 と は、 自己の 政黨の 

地盤に 鐵道を 敷きて、 選擧 のせ 心 を 買 はんとす る 政略で ある。 .  . 

伯の 鐵道 院總裁 時代 は、. 國有鐵 道 百事 草创の 際であった ので、 未だ 斯 くの ごとき 黨弊を 生じて はゐ なかった けれど 

も、 改良 費と 建設費との 孰れ を 主と すべき やの 問題 は、 旣に その 萌芽 を 見せて ゐた。 伯 は 何れ かとい へば、 力 を 新 線 

の 建設に 用 ひた。 しかし 一面に おいて は、 旣成線 中の 重要 線路に 改良 を 加へ て、 鐵道 純益の 增 加を圖 り、 これによ つ 

て 新 線 敷設の 財源 を增 加す る こと も、 考 へねば ならなかった。 鐵道 改良に ついて、 伯の 時代に 起った 最も 主なる もの 

は、 廣軌 改築の 問題であった。 これ は 事 頗る 重要で あるが 故に、 別に 節 を 設けて 詳論 せんと 欲する。 ♦ 
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これに 次いで は、 熱 海 線 新設 工事、 東京 市內 高架線 建設工事、 電氣 設備の 改善 等であった。 また 車輛に ついては、 

各種の 改良 を 施した る ほか、 明治 四十 一年 七月より 四十 四 年 七月 末に 至る 三年 間餘の 間に、 機 關車三 〇 七輛、 客車 六 

五三 輛、 及び 貨車 三 五 一 六輛 を增備 し、 なかに も 二等 寢臺車 (十 輛) と 冷蔵車 (六十 輛) と は、 全く 本 期に おける^ 

意であった。 また 二十 四噸炭 車の 完成 は、 猜量を 約 三倍 化して、 鐵道 輸送の 情 態に 顯 著なる 變化を 及ぼした。 工場 も 

また 大いに 新設 擴 張され、 その 結果 車輛の 修縛 成績 は 著しく 向上し、 機關車 修繕に ついては 約 八 割 五分、 客車 修 精に 

つ いて は 約 五 割、 貨車 修繕に つ いて は 約 十三 割の 增加 を來 した。 

東京 市內 高架線 工事の 進行 は、 改良 工事中 特に 一般 世間の 興味 を牽 いた 仕事であった。 これ は 今日 現在の 省線 電車 

線の 基礎 を 作った もので、 これまで 蒸汽鐵 道であった 山手 線が 明治 四十 二 年 十二月 十六 日、 はじめて 電車と して 運轉 

開始した る 時の ごとき は、 東京 市民 間に 一大 セン セ ー ショ ンを 起した ものであった。 同日に 濱松町 停車場 及び 烏森假 

停車場 (今日の 新橋 驛) を 開き、 翌 四十 三年 六月 二十 五日 有樂町 停車場 を 開き、 九月 十五 日に は吳 服橋假 停車場 (今 

日の 東京 驛) まで 電車 運轉を 延長した。 

併し 改良 工場のう ちで、 廣軌 改築に 次いで 天下の 論爭を 惹起し、 はて は 伯 自身に 對 する 人身攻撃にまで 發展 したの 

は、 熱 海 線の 工事 計畫 であった。 

本 來熱海 線 は、 性質 上 は 建設工事と 一 百っても 然るべき 重要 且つ 高價な 線路で あつたが、 その 費用 を 建設費と して 議 

會の 協賛 を 得る こと は、 當 時の 情勢に 於いて 望み 難かった ため、 その 二つの 終點 たる 國府津 と 三 島との 兩驛 が、 東海 

道 本線 上に あるの 關係 上、 これ を 改良 工事と して 分類し、 改良 费を もって 支辨 せんとす るの が、 伯の 計畫 であった。 


その！ R 的と すると ころ は、 東海道 本線 山 北沼津 間の 急勾配 を 避け、 もって 日本 第一 の 重要 幹線の 輸送力 を增加 せん 

とする にあった。 

新 線の 經路 は、 國府津 より、 小 田 原 を 經て熱 海に 到り、 丹那山 隧道 を 貫いて 三 島に 出る のであって、 蔡 線の 三十 七 

哩三 十八 鎖に 對し、 七 哩餘を 短縮し、 舊線 最高 所の 一 千 四百 九十 九呎 なる に對 し、 新 線 は 僅かに 二百 四十 三呎に 止ま 

り、 爲 めに 舊 線が 四十 分の 一 の 急勾配 十二 哩餘 なる に 比し、 百 分の 一 勾配 僅かに 六哩餘 に過ぎないので、 運輸 營業上 

の 利益 は 著大で あると された。 併し乍ら 一方に おいて は、 新 線に は 橋梁 多く、 殊に 隧道に 至って は、 舊 線の 七 箇所 總 

延長 七 千 五 百 六十 呎な るに 對し、 二十 三 箇所、 總 延長 五 萬 五 百 九十 六呎に 達する の 困難が あった。 就中、 丹那山 隧道 

は 延長 二 萬 五 千 六 百八呎 (七、 八 〇 七 米) に 及び、 淸水隨 道に 次ぎ 本邦 第二 位の 長隨 道で ある。 

これが 愈ぶ 決定せられ たの は 大正 元年 十月で、 工事に 著 手した のが 大正 五 年 十二月、 卽ち 伯が 寺 內內閣 に 入って 間 

もない ことであった。 しかるに 此の 線路に 對 して は、 最初より 囂々 たる 反 對說が 湧 起し、 論戰 頗る K ん であった が、 

これ を 難す る もの は、 熱 海 線 を もって 伯 個人の 私利に 出づる ものと し、 甚 しき は 伯が 熱 海に 廣大 なる 地所 を 有すと 中 

傷した。 爲 めに 本線 は 一時、 激烈なる 攻撃の 的と なり、 つ ひに 山 本 第一 次 內閣の 床 次鐵道 院總裁 は、 一時 これ を 中止 

する に 至った。 その後、 大隈 內閣の 仙石總 裁の 時に 至って、 此の 線 は 復活せられ、 困難なる 丹 那山燧 道 工事 は、 數度 

の 出水 及び 崩 滑の 大障礙 に出會 しつつ も、 遂に 昭和 九 年 十二月 一日 を もって、 漸く その 開通 を 見る こと を 得た。 

最初 熱 海 線 は、 全線 豫算ニ 千 四百 萬圓、 完成 豫定七 箇年を 以て 起工され たので あつたが、 事實は 全線 經費六 千萬圓 

を 要し、 起工 以来 十七 年 を 費して、 やう やく 完成した ので ある。 しかし 本線の 開通に よって、 東海道線の 輸送力 は 一 
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大增 加を來 せる のみなら す、 東京と 京阪 地方との 交通 は 急遽 その 速力 を增 加し、 東海道線 はいよ/、 日本 第一 の餘 線. 

たるの 實を備 ふるに 至った ので ある。 

一四、 鐡道 電化 計 畫 

ここに、 興味深き 三 個の 文獻が ある。 

その 一 つ は、 英文 電報 本紙で ある。 次の 一 っは獨 逸文 電報 控 である。 さう して、 いま 一 つ は 英文 書翰で ある。 この 

三 個の 文書の、 發信 人と 受信人 は、 ラ ー テ ナウと 後藤 新 平と である。 

この 當時、 ラ ー テナ ゥは アル ゲマ イネ 電氣會 社の 社長と して、 後藤 新 平は鐵 道院總 裁と して、 これ 等の 電報と 文書 

と を 交換した ので ある。 一人 は 後に 戰後獨 逸の 外相と なって 暗殺され、 一人 は それより 四 代の 內閣に 出 人し、 七十 三 

歳の 天壽を 全うして 死んだ。 

併し乍ら、 戰後獨 逸の 生んだ、 稀 有の 天才 政治家 ラ， I テ ナウの 悲釗的 終焉 を懷ふ もの は、 日本の 天才 兒 後藤 新 平と 

の 文書 交換に、 無限の 興味 を覺 えざる を 得ないで あらう。 

不幸に して 兩人 は、 遂に 相 見る の 機な くして 終った。 ゆ ゑに 次に 摘出す る 三 個の 文獻 は、 この 不思議なる 二人の 政 

治 家の 地上に 於け る 唯 一 の接觸 であった ので ある。 

英文 電報 千 九 百 十一 年 二月 二十四日 午後 七 時 三十 二分 伯林 發信 

遞信省 後藤 男爵 閣下 


鐵道罨 化 計 畫に關 し、 金融 方、 二月 十六 日附を 以て、 閣下に 書面 呈上せ り。 

アル ゲ マ イネ • ヱ レ ク トリ チテ— ト會社 社長 柩密 顧問 {::;: ラ，' テ ナウ 

この 電文の 横に、 n 本文に て、 「返電 要領、 日本 二 於テハ Rr 下贵見 二 依 ル如キ 關係ヲ 結 ブノ要 ナシ」 と、 伯の 自， 

で ペン 字の 走り書き がして ある。 しかし 返電 は、 次の ごとく 發 送され た 様子で ある。 

獨 逸文 電報 控 四十 四 年 二：： 二十 七日 

返 電  、 

伯林、 エレクトロン 樞密 顧問 官ラ ー テ ナウ 

昨日の 貴 電に對 し 深謝す。 一 一月 十六 日附の 貴翰 間もなく 人手 を 希望す。 

後藤 男 餘 ， 


英文 來翰 飜譯  . 

鐵道 院總裁 男爵 後藤 新 平 閣下 

閣下 ノ 管掌 セラ ル、 鐵道院 一一 於 テハ、 東京 下 ノ關間 幹線 ノ軌幅 ヲ擴ム ルノ御 計畫、 並 一一 東京 橫濱 間、 及 恐 ラクハ 

横濱 國府津 間ヲ始 トシ、 該 線路 中 ノ或ー £il 間 ヲ電氣 化 スルノ 御 考案 中-一有 之 候由拜 承奉リ 候。 而シテ 弊社 ハ 閣下 ノ 

部下 タル 大道、 島ノ ニ氏ノ 伯林 滯 在中、 此 計畫ノ 技術的 及 財政 的 見込 一一 關シ、 ニ氏ト 論議 スルノ 榮ヲ得 申 候。 島 

氏ノ御 助力 ヲ仰 ギ、 當地ノ 鐵道專 門家ハ 線路 ノ電氣 化 一一 關ス ル、 準備 的 報吿ヲ 作製 中 一一 有 之、 特 一一 電力 ノ 直流 及 
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交流 ノニ 主義 中歐洲 大陸 及 北米 合衆國 ノ實驗 一一 鑑ミ テ、 技術 並 一一 經濟的 見地 ヨリ、 其 何レヲ 採用 スルヲ 以テ、 責 

國鐵道 一一 尤モ 適當ナ ルカ ヲ 決定 スルノ 目的 一一 テ 研究 中 一一 有 之 候。 且 右報吿 作製 一一 就 テハ、 當地專 門 家ハ、 東京 ノ 

郊外 鐵道 (山 ノ手線 等) ガ 直流 主義 一一 依 リ運轉 セル ノ事實 ヲ看却 セザル 可ク、 此事實 ハ實驗 上向 來御 計畫 一一 尤モ 

適 當ナル 主義 ヲ御 選擇ノ 際、 重要 ナル 關係ヲ 有スル モノ ュ 御座 候。 

確固 クル 提案 ハ、 勿論 弊社 ノ 技師 ガ御地 一一 出張 シテ、 充分 線路 ヲ 吟味 シ、 地方 ノ狀 況ヲ 調査 シ、 且 將來ノ 作業 ュ 

影響 ス へ キ 一 切ノ 條件ヲ 貴院當 務者ト 議定 シ タル 上 ナラデ ハ、 明言 致 シ難ク 候。 若シ 閣下 一一 シテ 時機 熟 セリト 御 

思惟 相 成 候 ハ ，.、 、 弊社 何時 一一 テ モ 此 目的 ノ爲 一一 、 技師 長ヲ 東京 一一 派遣 セ シ ム ベ ク候。 

此 提案 ノ 財政 的 方面 一一 關シテ ハ、 下記 ノ方 案ヲ 具シテ 閣下 ノ劉覽 一一 供シ度 候、 蓋 シ外國 資本 ヲ得ル 一一 適當ノ 形式 

ヲ以テ セバ、 閣下 ノ企畫 御 遂行 ヲ易カ ラシ ムルモ ノト 豫想致 候。 閣下 モ夙 一一 御 諒知ノ 如ク、 弊社 ハ歐 洲諸國 一一 於 

テ 數個ノ 「シン ディケ ー ト」 ヲ 設立 シ、 且 是等ト 密接 ナル 聯絡 ヲ有 シ、 以 テ電氣 事業 ノ進 涉ヲ 企テ、 是等 「シン 

ディケ ー ト」 ト 協力 シテ、 世界 諸國 ノ電氣 事業 ノ 遂行 一一 當リ 居候 次第 一一 有 之 候。 

今此 一一 敢テ 閣下 一一 提案 仕 候ハ、 鐵道院 御 計畫ノ 事業 一一 要 スべキ 資 本ハ、 弊社 ガ 前記 金融 「シン ディケ ー ト」 ト共 

同シテ 調達 方 取 計ヒ、 日本 政府 ハ之ヲ 年賦 一一 テ惯還 スルノ 方法 一一 御座 候。 此 形式 ヲ御 推薦 仕 候 儀ハ、 獨リ 資本 ヲ 

得ルノ 最モ廉 價ナル 方法 クル ノ ミナ ラズ、 之ガ爲 一一 特殊 ノ 公債 ヲ起ス ヲ避ケ 得べ ク、 大藏 大臣 ハ 僅-一 右 資本 ノ元 

利 トシ テ 一 定ノ 年額 ヲ 償還 スル ヲ要ス ルノミ 一一 有 之 候。 而シテ 弊社 ハ此點 一一 ツキ 大道 氏ト御 協議 申 候處、 同氏 モ 

御 賛成 相 成 候 様被存 候。 卽チ 弊社 ハ敢 テ此 提案 ュ對シ 閣下 ノ御 高裁 ヲ仰ギ 度、 日本 帝國 政府 ガ此點 ノ交涉 ヲ進ム 


ル コトヲ 御 認許ァ ラン コトヲ 希望 致 候。  、 

見 今 弗 國ニ於 テハ、 稍. * 價 i 本ヲ 調達、 ン 得べ ク候 間、 此 提案 ニ關シ 弊社 所定 ノ怫國 「シン ディケ I」 

會致 I、 同 「シン ディ T ト」 ハ 日本 帝國 鐵道 ノ霞化 二 要スル 資本 ノ 調達 方 ニッキ、 弊社 ト 協力 スルコ トヲ 

確 カメ 申き 付、 今ャ 弊社 ハ 閣下 ト右ュ 對スル I 條件ヲ 御 協定 申 上 ケ得ル 地位 二 有 之 候。 . 

右 取引 方靈致 候佛 國 「シン ディケ 1 ト」 ハ、 巴里ノ 「ソシ エーア • サントラ ル .プ1ル- ランデ コスト リ ：ェ 

レクト リック」 (霞 工業 中央 會社) ヲ 代表者 ト シ、 之ヲ 組成 ス ル 銀行 其他ノ 金融 機關ノ 主要 ナ ル モノ ハ左 言 ノ 

通リ 二 御座 候。 

. 一、 佛爵ェ 興 蕃社 (ソシ エーア "ェ ネー フル • プル-ファゲ ォ リゼ-さ デヴ ェロプ マン • デュ. コンメ ルス 

ド • ラ ン デ ュス トリ 1 • アン. フランス) 

二、 巴 SK 民 割引 銀行 (コント ヮル. ナショナル. デス コント \ド- く.) 

三 、「パリ」 及 和 蘭 銀行 (巴 5  (バンク ..ド • パリ-で デ. ペイ ハ) 

；  7  /  - ぐ，。， レ • レ • コンメ ルス • ェ • ラン テ コスト リ 1 ) 

四、 佛國 商工 銀行 (巴 SO  (パンク. フランセ， -フ. フノ  •  ノ. 

五、 巴&; 聯合 銀行 (バンク リュー 一 オン. パリジェンヌ) 

六、 電 si 行 (チュ 1 リツ ヒ) (バンク； ュル； レクト リツ シラ パタネ 1 ム" ン) 

七、 黨囊會 社 (伯林) (ゲゼルシャフト； ュル • エレクト リツ シラ ゥン タネ；； "レニ. ダン トル。 フリ 1 

八、 航海 及 工業 金融 會社 (ブリュッセル..) (ソシ ラァ* フ イナ ンシェ 1/ •— 1 、 . 

5  ノ  It クル ーハ ムス。 す ン」 氏ハ右 中央 會社ノ 取締役 一一 シ テ、 大道 氏ノ巴 里滯 在中、 氏ヲ同 「シ ンデ ィ ケ 

ナ 一一に 口, ィ  P- も 

1ト」 長 タル 「シャ ルル •  口 1 ラン」 氏 二 紹介 致 候。 其 際此貴 間-一 右 提案 遂行 ノ條件 二 關シテ 1.^  ノずき 

一 \ 五 
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有 之 候。 乍 併 前記 轮線ノ 各區間 電氣化 一一 要スル 資 本 額ハ、 其 事業 ノ範 圍ノ 確定 シ 弊社 調査 ノ 完了 スルマ デハ、 決 

シテ 明確 一一 算定 シ難 キコ ト論ヲ 俟タズ 候。 加 之帝國 政府 ノ 意志 ガ、 電化 事業 中 一一 廣軌 改築 ヲ 包含 セ シムル 一一 在ル 

力、 將叉 電化 ハ全ク 獨立ノ 事業 ナ ルカ、 弊社 ノ 聞知 セザル 所 一一 御座 候。 故 一一 兎 モ角三 氏 御 協議 ノ際 ハ、 電化 事業 

ノ 範圍ヲ 前記 線路 一一 止ムル モノ トシ、 歐洲 一一 於ケル 同種 事業 ノ經費 ヨリ 推定 シテ、 投下資本 ノ 所要 額 ハ 概算 三千 

五 百 萬 法 ト相成 候 由 -ー 有 之 候。 

弊社 ハ 何時 一一 テモ此 資本 ノ御 調達  一丁 應ジ 得べ ク候。 而シテ 其條件 一丁 ソキ テハ、 假リ 一一 大道 氏 迄 申出 S1 候 通リ、 日 

本 政府 ハ 五十二 囘ノ 年賦 ュテ 年利 四 分 五 厘、 五十二 箇年ノ 年賦 料 トシ テ五 厘、 外 一一 債券 ノ發 行、 利札 ノ支 拂、 及 

佛國 政府 一一 對シ 公納 料金 一一 要 ス ル 銀行 ノ手數 料 トシ テ約五 厘ヲ要 ス ベ ク候。 

日本 帝國 政府 一一 シテ、 右樣ノ 方法 一一 テ 年賦 償還 ノ 取引 方 御 一考 相 成 候ハ、 >、 弊社 ハ貴 院ノ御 委任 ヲ得 テ、 右 事業 

ュ ツキ 充分 ノ調杏 ヲ試ミ タル 上、 見積書 ト 同時 一一 確固 タル 財政 上ノ 提案 ヲ 提出 仕ルべ ク、 此 提案 ノ 遂行 一一 ツキ テ 

ハ 充分 弊社 ノ 責任 ヲ以テ 保證致 ス ベ ク 候。 

弊社 ガ諸 電氣 製造 會 社中 一一 於テ第 一 流ノ 地位 ヲ占メ 居候 事 ハ 、 閣下 御 考案 ノ 重大 事業 一一 對シ テ、 充分 其 途行ノ 能 

カノ 保證 タルべ クト存 候。 而シテ 弊社 御 引受 ノ 結果 ハ、 技術 上 ヨリ 見 ルモ、 財政 上 ヨリ 見 ルモ、 贵國 政府 一一 充分 

ノ滿足 ヲ與フ ベ クト存 候。 

客 夏 平 井 博士 ノ歐洲 一一 遊 バレ タル 際、 獨逸 及英國 一一 於テ、 弊社 ノ 請負 建設 仕 候 諸 電氣鐵 道ヲ御 視察 ノ榮 ヲ荷ヒ 候。 

弊社 尸 現今 普國 政府 及英佛 鐵道會 社ノ爲 一一 右 同様 ノ 事業 ヲ 引受 ケ、 EI 下 建設 中 一一 御座 候。 


敢テ 前記 提案 ヲ試 ミ、 禮ヲ 失シ候 段ハ、 閣下 ノ御 寬恕ヲ 仰ギ、 尙 閣下 ノ御快 答 ヲ給リ 候 様、 俯シテ 懇願 奉リ 候。 

アル ゲマ イネ、 H レ ク トリ チテ ー ト會社 H 1 • ラー テ ナウ (自署) 

本書 翰の ごとき 電化 計畫 は、 遂に 實 施せられ なかった。 しかし、 これによ つて 察知し 得られる こと は、 伯に 鐵道電 

化の 意が あって、 職員 をして これ を 世界 各 國の實 際に 就いて 調査 攻究せ しめつつ あつたと いふ ことで ある。 

科 學に熟 心であった 伯 は、 殊に 電氣に 多大の 興味 を 持って ゐた。 それ は 遞信省 鐵道院 に 在任の 日の みに 限らな かつ 

た。 晩年に 及んでも 家庭 電氣 普及 會の ごときに 關 係して、 家庭の 電化に 鋭意して ゐた。 

一 五、 業務 調査 會 議 

伯 の 足跡 印す ると ころ、 そこ に は必す 科擧的 研究所 の 設立 を 見た。 

鐵 道院總 裁と して、 伯の 創設した 研究所 は、 その 名 を 業務 調 查會議 と 言って i 是 に大掛 りな ものであった。 明治 四十 

三年 三月 一 一十 九日 を もって その 規則が 發 布され たが、 これ は 平 井 副 總裁を 委員長と し、 副 委員長 長 尾 半 平 外數十 人の 

委員 を 任命し、 十九の 分科に 分って、 鐵道 業務の 諸問題 を 研究 調査す る機關 であった。 その 最も 主力 を 注いだ の は、 

やはり 廣軌 改築の 問題で あつたが、 この 會議 について、 長 尾 半 平 は 次の ごとく 語った。 

業務 調査 會議は 建設 部と 監督 部との 二部に わかれ、 この 部のう ちが 更に 十九の 課に 分れて ゐた。 かくの 如く 多數 

の 課 を 設けた の は、 全く 後藤 總 裁の 指示に 基く ものであって、 後藤 總 裁が これらの 各 課の 若い 課長と 直接 會談す 

る 機會を 作る 爲め であり、 玆 にも 總裁 一 流の 人事行政の 特質が あら はれて ゐた。 
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この 事業と 關聯 して r 讀書 會」 を 開催した。 それと いふの は 多忙な 人々 に對 して は、 眼から 知識 を吸收 する こと 

は 至難な 事で あるから、 耳から 知識 を 獲得す る こと を 主眼と し、 同時に 「業務 調査 研究資料」 を 作成し、 要領 だ 

け を 記載し、 更に これに 依って 詳細に 研究 を 行 はんとす る 人々 の爲 めに は 引照 を附 して 研究の 便に 供した。 かく 

て當 時、 鐵道院 に 堆積して、 帶封 もと かすに あった 外國の 資料 を 巧妙に 消化す る 機會を 得る やうに なった。 この. 

會 合へ は、 「居眠りして をら れても 結構で あるから、 是非 出席して 欲しい」 と 私 は 後藤 伯に お 願 ひした。 藤 伯 も 

努めて この 會 合に 出席 せられた。  - 

「國 有鐵道 成績」 は、 また これ を 左の ごとく 說 明して ゐる。 

業務 調査 會議ハ 十九 箇ノ科 會ュ分 タレ、 各 特殊 ノ 調査 課題 ヲ與へ ラレ、 常務 ト 全然 分離 スルノ 方針 ヲ以 テ、 研究 

ニ努 メッ、 ァリ。 初メ鐵 道國有 實施セ ラレ、 鐵道廳 官制 ノ發 布セ ラル、 ャ、 鐵道調 查所ノ 創設 アリシ ト雖、 當時 

ノ 組織 ハ單 一一 外國 鐵道ノ 法制 經濟 若クハ 技術 一一 關スル 一 部ノ 研究 一一 過キサ リシ 力、 四十 一 年末 第 一次 ノ 改革 二方 

リ、 深ク 調査 所 ノ將來 一一 注目 シ、 定員 若干 ヲ增 加シ、 新 ター 一本 會議ヲ 設置 シ、 從來 研究 事項 ノ外、 尙進ン テ鐵道 

二 關スル 各種 ノ 調査 ヲ命シ タリ。 是 今日 廣軌 問題 ヲ 提案 スルノ 素地 ナリ キ。 其 後 四十 二 年度 末 一一 至ル 迄、 不斷各 

般ノ 改良 ヲ 加へ、 調査 ノ 成果 漸ク見 ルべキ モノ ァリ。 (中略) 

從來 常務 ト 各種 調 查トハ 同一 箇所 一一 於テ行 ハレ、 之 カ爲メ 常務 ハ 調査 ノ爲 一一 妨ケ ラレ、 調査 ハ叉 常務 ノ爲 一一 其 進 

渉 ヲ妨ケ ラレ タル 嫌 アリシ ヲ、 本 會議ノ 設置 二 ヨリ、 兩者ヲ 全然 分離 シ タル 結果、 兩 ナカラ 迅速 周到 ニ處理 セラ 

レ、 執務 上 多大 ノ 便宜 ヲ得ル 二 至 レリ。 


一 六、 職員 敎習 所の 設立 

明治 四十 二 年 六月 を もって、 鐵道 本院に 職員 教習所、 各 管理局に 職員 地方 敎習所 を 設置した。 

これ は 年若き 現業 職員の ために、 一 つの 登 龍 門 を 開いた もので あり、 これによ つて、 現業員 中の 優秀 者 は、 日常 繁ー 

忙の實 生活 を脫 して、 その 不幸 中絶した る學 業を繽 け、 以て 新たなる 躍進 を 試むべき 機 會を與 へられた のであった。 i 

この 教習所の 門 を 潜った 幾千の 俊才 は、 その後 國有鐵 道の 有力なる 支柱と して、 公私の 方面に 活動し、 一に は鐵 道； 

業務の 成績 を擧 げしめ、 また 一に は 一 般 現業員 中に 一 道の 生 氣を注 人した。  . 一 

それ は 伯の 人間 本位 主義の 顯 現であって、 伯 は その 開 所 式に 臨み、 次の ごとく 訓示した。  . 一 

本 教習所の 所に 際し、 一 君 以て 職員 並敎 習： Jji: 諸子に 吿く。  - 一 

抑 も 本 教習所 を 5?<. ^くるに 至リ たる 由緒 は、 何れに あるかと 云 はは、 卽ち人 を 作らね はならぬ と 云 ふこと に墓囚 す。 想 ふに 諸般の； 

事業 は 其の 盛衰、 興錢 一 として 人に 俟た さるもの なし。 彼の 有名なる ビ ス マ ー クは、 一 も 金 二 も 金 三 も 金との 格言 を與 へられた 

り。 然と も 日本に 於け る 現 時の 狀態 は、 ビス マ ー クの 格言の 少しく 常て 箝 まら さるもの ある を 知る。 何と なれ は 日本に 於け る 各！ 

般の 事業の 有樣を 見る に、 其 成否 は 金よ リも 寧ろ 人に 依リて 支配 せらる 乂 ところ 多き を 見る。 故に 本官 は 一 も 人 二 も 人 三 も 人と： 

云 ふ を 以て 適？ "？ぼ となし、 凡ての 事業の 效 杲を舉 けて 人の 力に 委ねん とす。 殊に 國有鐵 道に 於て 其 必要の 著しき もの ある を認 む。 

卽ち 上下 九 萬の 職員 心 を 一 にして 力 を 協せ、 誠心誠意 以て 業務に 當らは 如何なる 難 溢の 事業 も敢て 意に 介す るに 足ら さる へ し。 

然し 夫れ に は 各員 各 其の 業務に 對 する 素地 を 造る ことか 必要て ある。 素地 を 造る は 恰も 畫 家の 紙 を 選 ふに 均しく、 卽ち 其の 紙に： 

錄水を 引く 所以 は畫を 書く の 素地に して、 此の 素地な かリせ は畫を 能し 得さるな り。 今 九 萬に 餘る鐡 道職员 にして 苟も 其の 素地： 

を 失 はんか、 鐵道は 何に 倚りて 豫 期の 效 果を收 め 得へ きか、 之 本官 か 常に 焦慮し つ チ-, める ところに して、 其の 就職の 初に 於て 先 
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つ 之 を院の 高等 職員に 謀り、 之 か K 行方 法 を 攻究せ しめたる に、 少 くも 其の 一都 分に 統一的 赏用敎 宵 を 施す の 要 ある を 認め、 玆 

に 中央 教習所 を 興す に 至れり" 

かくの 如く、 伯 は 人間 養成の 要 をカ說 したる 後、 進んで、 本 教習所が 普通 畢 校と 異なる ところ は、 實 用の 學を 授け 

ん とする にある こと を 次の 如く 說 いた。 

此の 九 萬の 大衆 中の 大多数 は、 初めから 鐵 道に 從 事した る ものに あらす。 中には 鎩道學 校 及 他の 學 校に 於て 鐵 道に 有用なる 學術 

を 修得せ る もの も ある へしと 雖も、 之 を 以て 果して 其の 人物 か Kffl 敎 育の k に 於て 完仝 なるや 否や は 先つ 疑 5! なり。 概して 高^ 

の 舉問は K 務に 接近し 難き 憾み 少なし とせす。 尤も 殿 道學校 等に 於いて 多少 "Kw 的 敎育を 受けた る ものな きに あらさる も、 之 を 

以て 仝 部の 職 A を充 たす こと は 不可能な り C 义 鐵道學 校と 中央 敎習 所と は 自ら 其 目的 を 異にす。 卽ち纖 道 Mi. 校 は鐄道 業務の 各般 

に 涉る初 步的敎 育 を 授け、 本 教習所 は 業務の 赏 質に 伴 ふ lc;w 的 授業 を 科す。 故に 職員 諸子 は 意 を 能く 兹に 用ゐ、 空論 を 避けて 空 

理を誡 め、 華 を 去り？：：； に 就く 教授 方針 を 採り、 繁閑 難易 を 察し、 ：f めて K 際に 有用なる^ 科 を 授け、 尊ら Kffl 的 人物の 養成に 努 

. むる を 要す。 乂敎習 生た る もの-も 其のず ¥體 し、 親しく 敎師の 講演 を聽 きて 其の 指導に 服し、 勉勵^ るな く 以て 啓發 する 處多か 

らしめ、 成業の 嘵には 其の 技 倾を發 I！：！ し、 品行 を 端正に し 能く 同輩 を 感化し、 協心 努力 以て 其の 位 5^ を 辱めさる を 期す へし。 敎 

授時 問の 割合に 少なき か 如き は、 夙に 舉校 生活 を 去リ、 永く 雑駿 なる 業務に 從事 せる 諸子なる を 以て、 濫リに 注 人的 敎投を 避く 

る 所以に して、 大 に敎師 諸子 か 留意せられ たる 听 なり。 

それから 伯 は、 最後に 本敎習 所に 英語 科 を 設けた る 理由に 言及して 次の 如く 結んだ。 

又 本 敎習所 は 並：： 通 科、 特 科の 外に 更に 英語 科を設 く。 抑 も 日本 は 世界の 日本た るに 止まらす、 遂に は 日本の 世界たら さるへから 

さるに 就いては、 東洋に 於いて 最も 便利なる 英詰を 修得す るの 必耍 あり。 依て 特に 同 科 を 置きた る 所以な り。 要するに 此敎習 所 

の^ 效 不成效 は、 舉 けて 諸子 か 卒業後 鐵 道に jlls する 分量の 多寡に 依りて 定まる 故に、 諸子 は 最も 品行 方 H にして 研學に 努め、 


以て 所定の 目的 を 貫徹 せられん こと を 望む、 * 

また r 國有鐵 道 成镜」 は敎習 所に ついて 次の ごとく 記して ゐ る。 

四十 二 年 六月、 東京- 1 職員 中央 敎習 所、 <^ ^理！ s  - 一同 地方 敎 習所ヲ 設置 シ、 中 矢-在 テ ハ尋 常中學 卒業 以上 ノ學 カァん モノ、 地 

方-一 在テ ハ 之-次 クノ程 変-於 テ、 ^鐵道業務-ー若干ノ！^驗ァん モク ヲ選拔 シテ之 カ敎習 努メ タリ。 爾來 著々 發展ヲ 示シ、 中 

央敎習 所ハ已 -I  四十 四 年 七月) 二百 二十 六 名、 地方， i?- 習 所 亦 已 - 一 へ 百 九名ノ 卒業生 ヲ 出シ、 昔 赏務- 一 從事シ 良好 ナル成 

ヲ 舉ケッ 、ァ リ。 -付 常-一 中央-於 テ ハ 一箇年-一 二百 名、 地方-一 於テ ハ 同上 八 百名ヲ 修業 セシ ムル ノ 順序 ヲ以テ 進行 シッ 、ァ リ。 

敎 習-一 關スル 大要 ハ、 中央 敎習所 通科ヲ 業務 ト運 轉- 一分 チ、 左ノ 十五 科目 ヲ敎 ス。 此外英 露語 科 ァリ、 S 通 列車 ノ 車掌 トシ 

テ谩遊外カ.^:待遇上 --便ス へ ク、 义敦贺 下 關ノ船 車 連格ヲ 要スル 箇所 一一 配置 セ ラル。 

中央 敎習 所敎授 課： H 

甲乙 共通 目 保線、 保安 及 信號、 運轉 計畫、 较計、 倉庫、 會計、 電信 ts- 話、 法規、 交通、 地理、 ^記 

甲 (業務 科) 旅 《>_ ；、  車辆、 動力 一 班 

乙 (運韓 科) 車辆、 動力、 業務 一 班 

地方 敎習 所敎 科 nr ハ 大體 中央 -ー 同 シク程 度 稍低キ ノ  i お 從亊員 一 般 -ー 好學 獨習ノ 志想ヲ 涵養 セ シム ルカ 爲メ、 漸次 通信 敎授 

ノ 方法 ヲ K 施 セン トス。 西部 管理局- 1 於 テハ、 地方 敎習所 講義 錄ヲ發 行シ、 現-数千 部ヲ 配付 シッ 、アル 盛況 ナリ。 

ーヒ、 社會施 設 

伯が 三年 二 箇月に 亙る 第二次 杜內閣 を 去らん とする に當 り、 その 最も 精力 を 傾けた る 鐵道院 事務 を、 後任 總裁原 敬 

に 引 檻ぐ に 際し、 何處に その 望 點を S はきた るか。 次に 揭記 する 事務 引繼 書が、 その 質問に 答へ るで あらう。 

第一章 第二次 i!^ 內閣 代  . 一 九 一 


笫 五節 國有纖 道の 新生  一 九 二 

我 國有鐵 道 事業 ハ、 現今 之 レ-ー 從事ス ル者總 テ九萬 六 千-一 及ビ、 內 高等官 四百 六十 一名、 判任官 六 千 四百 五十 七 

名、 其餘ノ 雇員 以下 ニ至リ テハ實 二八 萬 九 千 人 ノ多キ 二 達ス。 

鐵道 事業 ノ 性質 タル、 最モ 事務 ノ 熟練 ト 組織 ノ 統一 ト 一一 重キ ヲ澄ク モノ 一一  シテ、 各. -其ノ 能 一一 應ジ、 或ハ 技能 ヲ 

以テ職 一一 奉 ジ或ハ 勞働ヲ 以テ事 一一 從ヒ、 今ャ 組織 漸ク^ 固ヲ 加へ 事績 日 一一 擧ルヲ 見ル。  . 

然 レドモ 鐵道ノ 通ズル 所、 其ノ 交通 機關 クル 性質 ヨリ 意思 相通ジ 易ク、 其ノ 動作 ヲ共 一一 スル 組織 上ノ 必要 ヨリ 行 

動ノ 一  致 一一 出デ 易ク、 一 朝 精神 上 身 體上ノ 不滿ヲ 感ズル ャ相呼 應スル 一一 於 テ甚ダ 便利 ナル 地位 一一 在ル モノ ナリ。 

此ガ爲 メカ 近來歐 米备國 一一 於 ケル實 績ヲ見 ルー 一、 其 事業 ノ 進路 阻却ノ 原因 トシ テ最モ 恐 ルべキ 同盟 罷ェ ハ、 鐵道 

事業界 ュ於 テ其數 一一 於 テ最モ 多ク、 其 ノ範圍 一一 於 テ最モ 廣ク、 且ッ 其ノ速 絡-一 於 テ最モ 戴 固 ナルヲ 見 ルハ、 甚ダ 

注目 スべキ 事 實ナリ トス。 ——— 昨年 佛國 及ビ英 園-一 於 ケル鐵 道 雇員 ノ 大小 同盟 罷ェ、 今年 英國蘇 格 蘭 土-一 於ケル 

同盟 罷ェ、 其 他 米國ュ ユオン • パシフィック、 サザ ー ン. パ シ フィック 同盟 休業 ノ如 キ、 其 重ナル モノ ナ リ。 

—— 如 斯鐵道 事業 ノ 交通 機關 クル 性質 ノ 當然 ノ 結果 トシ テ、 同盟 罷ェ ヨリ 生スル 影響 ノ及ブ 範圍ハ 頗ル大 ナルモ 

ノニ シテ、 運輸 動脈 ノ溢滯 一一 基 ク經濟 界其他 ノ被ル 損害 變動 ハ、 實 一一 戰慄 スべキ モノ ナリ。 其ノ 結果 多 ク勞働 者 

ノ 凱歌 ニ歸シ 易ク、 其 ノ社會 秩序 一一 及ボ ス 思想 上 ノ危險 一一 至リ テハ、 更ニ 恐ルべ キ蛹 ヲ養フ モノ アル 一一 似 タリ。 

從 ッテ勞 働者ノ 不平 不滿ノ 原因 ヲ 除去 シ、 其經 濟上ノ 地位 ヲ 安固 一丁 ン、 却ッテ 安ンジ テ其ノ 業務 一一 樂マ シメ、 以 

テ斯 カル 恐 ルべキ 結果 ヲ 未然； ー豫 防スル ハ、 苟モ 鐵道爲 政ノ路 一一 當ル 者ノ、 寸時 モ忘ル 能 ハサ ル所 一一 シテ、 國家 

政策 ノ最モ 緊切 ナル モノ ノ 一  ナリ トス。 


我鐵 道院ハ 夙-一 玆 一一 鑑 ミル 所 ァリ、 明治 四十 年 鐵道阈 有トナ ルャ、 鐵道 雇員 以下 現業員 相互 ノ救濟 組合 ヲ組 織シ 

以テ 公務 上 負傷 セル 者 ノ救濟 ノ途ヲ 講ジク ルガ、 其ノ 後世 界ノ 趨勢 ハ益. -斯 カル 制度 ノ發 展ヲ促 カスー 一 及ビ、 漸 

ヲ遂フ テ救濟 政策 ノ實現 一一 努メ、 近 ク常盤 病院 ヲ 新設 シ テ 現業 從事員 其 他 ノ 疾病 治療 ノ用 一一 宛テ、 進ン デ 類似 設 

備ノ擴 張 進 渉 一一 努ム ルノ 方針 ヲ定 メ、 是 一一 關スル 勒令ノ 發布ヲ 求ムル 一一 至 レリ。 11 是レ獨 逸 一一 於 ケル强 制 疾病 

保 險ノ例 一一 傚ヒ タル モノ 一一  シテ、 以テ從 事 各員 ノ 幸福 增進ヲ 謀リ、 無謀 ノ擧ヲ 豫防セ ン トス ルノ 主意 一一 出 ヅルモ 

ノ ナリ。 目下 調査 中 一一 屬スル 鐵道慵 員 以下 ノ 共助 圑ノ 組織 ノ 如キ、 若クハ 職員 ノ 消費 組合 一一 對スル 監督 助長 ノ如 

キ、 凡 テ备勞 働 者ノ勞 働ノ效 果ヲ大 一一 シ、 其 ノ職ヲ 樂マシ ムルヲ 眼目 トス ル モノ 一一  シテ、 前述 ノ 設備 ト相俟 ッテ 

窮極 ノ 理想 一一 進 マ ン トス ル モノ ナリ。 

以上 ハ鐵道 事業 ノ實 效ヲ擧 クル 上 一一 於テ、 最モ與 ッテカ アル モノ ナリト 思惟 スルヲ 以テ、 今 鐵道院 總裁ノ 更迭 二 

際シ、 事務 引 繼上殊 一一 閣下 ノ 留意 ヲ 煩ハシ タク、 尙其 他ノ點 一一 至リ テハ、 別冊 國有鐵 道 事業 成績 一一 關スル 書類 二 

於テ、 詳細 網羅 セラ レア ルヲ 以テ、 是 レニ ヨリ 了解 セラ レン 事ヲ 乞フ。 

卽ち 知る 伯の 中心思想 は、 九 萬の 鐵道 職員の 生活 を、 精神的に 物質的に 安定せ しめて、 國鐵大 同盟罷業の 勃 發を未 

然に 防がん とする にあった の だ。 

衞生局 技師の 日より、 獨逸 遊學の 日より、 更に は臺灣 民政長官の 日より、 一日と 雖も、 彼の 念頭 を 去らなかった 一 

大關 心事 は、 實 に社會 問題で あつたので ある。 

彼が 國鐵 の首腦 者と なる に 及んで、 最も 痛切に 感じた る こと は、 九 萬 現業員の 背 如何であった。 當 時の 日本に 於 

第一章 第二次 ト：； ：： 內閣 時代  一 九 三 


笫 五節 國有鐵 道の 新生  一 九 四 

いて は、 社會 運動の 組織 未だに 成らす、 勞働 大衆の 勢力 尙ほ 大いに 伸びて ゐ なかった けれども、 やがて はこの 平和な 

る 日本 國 土のうち に、 激甚なる 社 會鬪爭 の 波 満の洶 1H すべき こと は、 彼の 夙に 豫 見した ると ころであった。 

ゆ ゑに この 一大 危險を 未然に防いで、 社會の 基礎 を 安泰なら しむる 爲 めに は、 大衆の 未だ 求めざる に 先立って、 早 

くその 生活の 安定 を 保障す るに 若く はない。 その 方法と して 彼の 考案した ると ころ は、 一 に は 精神的 鍍鍊 によって、 

戮カ 奉公の 志 を 養 はしむ る ことで あり、 いま 一 つ は 疾病 保險、 失業 保險、 養老 保險に 似た る 制度 を 設けて 人心 を 安定 

せしめ、 更に 進んで 醫療、 消費 組合 等の 便益 を 供給して、 その 生活 を 安易なら しむる ことであった。 

かくの 如き 社會的 方面の 事務 を擔當 せし むる ため、 彼 は 鐵道院 の 新 官制 を設 くるに 當り、 官房に 保健 課 を 置いた。 

この 新設の 保健 課に、 彼が 何物 を 期待し たかは、 翌四 十二 年 六月 二日、 保健 事務 協議 會に 臨み、 各 管理局より 參 集し 

た 職員に 向つ て 試みた る 彼の 訓示に よって 鋭 ひ 知る ことができる であらう。 

保健 課 の 事務 は 今日 まで は 询に微 々たる ものである。 それ故に 此 職務に 常る こと を 以て、 最も 名譽と し 奮 進 して 之 に當 りつ- 1 あ 

りし や 否や は、 甚だ 疑 はしい やうに 思 はれる。 此 事た るゃ鐵 道の 仝 カを活 澄に 發動 すると ころの 基礎と なる ので あるから、 此職 

務に當 る こと を 最も 樂 みとし、 前途に 偉大なる 望 を 有って 奮勵 すべき もので、 保健 課の 事務 は 外 公衆に 對 する 衞 生の 事務 も ある 

が、 內我鐵 道 自體の 大部分 を 占めて 居る 現業員 何 萬 人の 健康 を、 直接 問 接に 保持し、 健 仝なる 活動の カを發 せし むる もの を、 併 

せて 一 に此 事の 效 力に 俟 たねば ならぬ ので ある。 (中略) 此 保健 課の 事務 成績の 擧 がると 舉 がらざる とに 依て、 始めて 此家 族生 

活の實 を 舉げ又 信愛 主義の 實效を 仝う する こと を 得る と 否と に 分岐す るので あ つ て、 余が 謂 ふところの 信愛、 王義 なる もの は、 其 

詞の 美麗なる もの を 以て、 唯聽 いて 樂ま しむる もので はない。 仝く 事货 上の 好果を 仝う せしめねば ならぬ のであります。 而 して 

其 大部分 を 占む る 所の 墓 礎 は、 仝く 此 保健 課の 事務に あるので あるから、 此 事務 を擴 張す る こと は 甚だ 必要で ある。 併しながら 


之 は 百般の 事務と 均衡 を 保ち、 鐵道院 の 事務の 發展 すると 共に、 其發展 し往く 所の 原動力 を 失 はざる 樣 に計畫 して 往 かねば なら 

なり。 (中略) 故に 此 t 務は に 人道、 £w の 上に 於て 非常に 倫 快に 感ずる ので あるから、 此 職務に 就く を樂 み、 前.？^ に 犬なる 望 

を 以て 從 寧すべき 害の ものであると 云 ふこと を 前提と して 愛に 一言す る 所以で ある。 仍て此 事務 を 倍. -擴 張す るに 就て、 本官 は 

之に 力 を 致す こと を吝 まぬ 積り であるが、 此事 たる や 唯數字 上に 於て 金錢を 多く 下附 する 爲 めに 始めて 其 結果が あると 云 ふ もの 

ではなく して、 一粒の 米 にても？，！ き 心 を 以て 給與 する を 要する。 只 努めて 仝體の 均衡 を 保ち 過不及な からしめ、 漸次に 發展カ を 

維 ia- 亡し むる やうに して、 始めて 其 目的 を 達する に 至る ものである こと を 心得ねば ならぬ。 (中略) {Ml しく 諸般の 事務と 均衡 を 

保ち、 此 事業の 倍 i 發展 する に從 て、 數 萬の 現業員 をして 幸福なる 生活 を爲 し、 安んじて 勞 働に 服す る ことが 出來る やうに して 

やる のが 必要で ある。 

卽ち彼 は 保健 課の 活動に よって、 鐵道從 業 員 九 萬 人の 肉體 のみなら す、 精神の 安定 を 園り、 もって 國有鐵 道の 安泰 

と 能率 向上と を 期せん としたの である。 

國有鐵 道に は、 明治 四十 年 四月 を もって 制定 せられた 現業員 共濟 組合と、 職員 救濟 組合と があって、 傷痍、 療養、 

死亡、 老衰 等の 救 濟に當 つて ゐ たが、 伯の 時代に 至って 傷痍 救 濟會の 外に、 疾病 救 濟の途 を 講じて、 救濟 事業の 範圍 

を擴 大した C 

白ま. 內務省 衛生 局 技師 時代に、 東京 市內の 貧民窟 を 研究して、 貧に 陷 りし 原因 を 尋ね、 その 大部分が 疾病より 來て 

ゐる こと を發 見した。 爾来 彼 はます/ \ 社會 施設の 根本 を 醫療に 置かざる ベから ざる こと を 痛感して ゐた。 彼が 病^ 

醫藥 のこと に 熱心なる は、 一 啻に 彼の 出身が 醫學 者たり しが 爲め のみで はなく、 彼の 社會 政策 的の 見地より 出發 して ゐ 

たので あった。 

第一章 笫 二次 桂內閣 時代  一 九 五 


笫 五節 國有鐡 道の 新生  - , 1 九 六 

初代の 保健 課長たり し 井上 正 進 は、 東京 鐵道 病院の 前身た る 常 盤 病院の 创設 について、 次の ごとく 物語った。 

明治 四十 一 年で あつたと 思 ふ。 或る日の 事、 藤 伯が 私 を 呼び出されて 「病院 を 設立した いと 思 ふが、 君 一 つ 立案 

して 吳れ」 と 云 はれた。 私 はかう した 事務 は 初めての 事で あるから、 「私に は 病院 關 係に 就いての 經驗が ありま 

せん、 誰れ か 他に 適任者がない でせ うか」 とお 伺 ひする と、 r ィャ、 別に その 點に 就いては 心配 はいらぬ。 警視 

廳に栗 本と いふ 專門 家が ゐ るから、 ァレと 相談して やれば よい」 とのこと であった。 

そこで 私 は 早速、 警視 廳に栗 本 君 を 訪問して いろく 考究した 結 栗、 人院 患者が 百 名の 場合と 五十 名の 場合と 二 

口にして 立案す る 事、 そして 診療 費に 就いては、 三 井關 係の もの を 十分 調査して 參考 にす る ことと して、 これに 

基いて 案 を 作成して 藤 伯の 御手 許へ 差 上げた。 すると 伯 は r ゥン、 これでよ い」 と 述べられ、 尙ほ 病院の 設置 地 

域. に 就いては、 「高架線 開通 豫定 地の 上の 方で 吳服 橋の 近くが よいで あらう。 未だ 高架線が 開通す るに は 二、 三 

年間の 時日が あるから」 と 言 はれた。 その 時、 私が 「さう した 場所で 設立なさい ますなら、 經 費の 都合 もよ いだ 

らうと 思 ひます」 と 中 上げる と、 伯 は 「いやかう いふ 事業 を 始める には經 費な ど は 問題 ぢ やない。 どん/ \.. 進行 

さへ していけば、 經費は 後から なんとかなる もの だよ」 

かう した 伯の 見識が、 今日の 鐵道 病院の 盛大 を 致す ところの 基であった のです。 

伯 は 更に 進んで、 各地に 治 所 を 設け、 又 現業員に 消？： 卯の 講習 を 行 ひ、 叉 全線に 散在す る 鐵道醫 の 制度 を 改正して 

その 監督 を嚴 にした。 r 國有鐵 道 1S」 は、 左の ごとく 記して ゐる。 

治療 所ノ 新設 


從來 治療 所ノ 設備 アリシ ハ 大宮、 祌戶ノ 二 工場 ノ ミナ リシ 力、 其成績^^ル良好ナルヲ以テ、 四十 二 年 四 n: 魔 取 工場-一、 四十 三年 

十月 新橋 工場-一之 ヲ^ 設 セリ。 ^^效果ハ何レモ大-ー兑ル へキモノァリ。 四十 二 年 夏期 中 一一 ハ、 新橋 驛 一一 臨^ 救護所 ヲ f 杖ケ、 旅客 

及攝員 ノ應急 手當ヲ ナサ シメ、 四十 二 年 十一月-一 ハ、 ひ！ 栖述輸 並 保線-ひ r 務 所員 ノ經營 -ー係 ル衞生 机 合-一 特別 ノ捕 給ヲ 與へテ 組合 

事業 ノ 完成 ヲ 助ケシ メッ、 ァリ。 其 成績 亦 良好 ナリ。 

消毒 ノ 講習 

鐵道 衞生ノ  3m 義ハ淸 潔 保持-一 ァリ。 而シテ 淸潔ヲ 保持 スル 一一 ハ 消毒 方法 ヲ 熟知 セサル へ カラス。 依テ 本年 六月 各 管理局 ヨリ 々い 

務者！^^名ッッ召第シ、 講 侖 "ヲ S£ 催シ タリ。 

鐵 道键ノ 整理 

從來鐵 道 醫-- 就 テハ、 各會社 時代 ヨリ 區々 -ー 涉リテ 一定 セス。 從ッテ 若干 ノ 弊害 亦 伏在 セシヲ 以テ、 四十 二 年 六月 鐵道醫 囑託ニ 

關スル 方針 ヲ 定メ、 以來續 々之 力 整調 ヲ務メ ッ、 ァリ。 

また 白 は 列車 內に 救急 函を 設備せ しめて、 職員 及び 旅客の 傷痍に 對 する 應急手 當に備 へしめ、 叉救濟 制度の 周 失 及 

び 衛生 思想の 普及の ため、 「職員 救濟 組合 詳說」 「保健 彙報」 「鐵 道衞 生」 「救濟 及 保健制度」 「獨逸 疾病 保險 法」 等の 

圖書 を發刊 して、 これ を 職員に 配布した。 

伯 は 又 各地に 消費 組合の 設立 を獎勵 し、 その 監督 を嚴 にした。 蓋し 鐵道從 業 員の ごとく、 自ら 交通 機關 運用の 局に 

當る 者に あって は、 全國 より 生活必需品 を 安 價に買 人れ 且つ 運搬す るの 便 あるが ために、 消費 組合 活用の 範圍大 なる 

とともに、 その 弊 も亦從 つて 發し 易かった からで ある。 今日の 日本に 於いて、 鐵道從 業 員の ごとく 消費 組合の 便益に 

浴す る こと 豐 かなる もの は 少ないで あらう。 

み 女す るに、 我國鐵 道の 國有 せられし より 玆に 三十 年、 その 從業 員の 數は 二十 萬の 多き に 及び、 相互 連繁 聯絡の 容.^ 
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なる、 ただ 一指 彈の勞 に過ぎない。 しかも 今日に 至る まで、 遂に ー囘の 罷業な く、 半 個の 騷擾を 見す して 終った の は、 

その 因、 主として 國 有の 當初、 伯が 鐵道從 業 員の 間に 家族 主義、 信愛 主義 を 熱心に 強調し、 以て 其の 素質の 向上 を圖 

ると 同時に、 衛生、 保健、 救濟、 消費 組合 等の 社會 事業 的 施設 を 保護 獎勵 し、 以て 從業員 をして 後顧の 憂な からしむ 

ことに 努めた るに 依る ものが 多い。 

一八、 時代 の 寵-兒 

吾人 はい ま 進んで、 伯の 桂 第二次 內閣に 於け る 活動の 壓卷 たる、 信愛 主義 宣 傅の 遊 說と、 廣軌 改築 計畫の 奮闘と を 

敍 せんとす るに 先立ち、 玆に 暫く 立ち止まって、 後藤 新 平 個人の 風貌と 生活と を 眺めたい と 思 ふ。 

この 當 時の 彼 は、 年齒 五十二 歳より 五十 五 歳の 間にあった。 壯 年の 日に 初期の 肺 患に 犯されて、 痩 嫗蒼顏 であった 

彼が 臺灣 滿洲の 活動 期を經 て、 身體 漸く 肥滿 し、 顔面 生 氣を帶 び、 五 尺 四 寸前 後の 身長に 十九 貫より 二十 貫に 及ぶ 體 

重 を 有し、 角 _ 刈りした る 頭髪 少しく 銀色 を 交へ、 鼻下の 髭の 外に、 三角に 莉り 込みた る頤 下の 美 髯を蓄 へ、 隆 鼻に 當 

時の 日本に は 珍ら しき 鼻眼鏡 を 用 ひ、 兩 方より 鼻柱の 上に 相 接せん かと 見 ゆる 太く して 半圓 形なる 眉毛の 下に は、 涼 

しき 雙眸 が炯々 として 光って ゐた。 

彼 は 美丈夫であった。 さう して、 かかる 堂々 たる 風采 を、 彼 は 人 念に 手 人れ した。 しばく 理髮師 を 招いて、 頭髪 

鬚髯の 手 人を爲 したの みならす、 顏 まで 一 々理 髮師に 剃らせた。 彼 は 外國の 旅行の 時 以外 は、 自ら 顏を 剃った こと は 

殆どなかった。 


彼 はまた 衣服に も 凝って ゐた。 モ ー ユング、 フ a ック • コ — トの？ M めしき より、 北 = 廣 、旅行 服の くだけた るに 至る 

まで、 可な りの 注意 を拂 つて ゐた。 それ は 彼の 名古屋 時代からの 趣味であった。 

けれども 彼 は、 かかる 人 念の 工夫 を、 性來の 豪放 癖 を もって、 ぶち 壤 して ゐた。 それ は 故意で あつたか 放心で あつ 

たか 择ら ない ほど 自然に 見えた。 故に 世間 は 彼 を、 依然として r 蠻爵」 と 呼んで、 その 粗野 性 を 眺め、 往々 にして、 

その 邊 幅に 人 念なる 一 面 を 閑却した。 

この 細心と 豪放との 瓦 碟雜糅 が、 彼の 精讲 生活で あつたと 同様に、 彼の 風貌で あり、 生活 態度であった。 であるか 

ら彼 は、 Sup レを 著て 茶の間に 胡座をかき、 東北 辯 丸出しで、 鹽 煎餅 を嚼 りながら、 放談 高 笑して ゐ るかと 思へば、 

又 忽ちに して、 仙臺 平の 袴に 五つ 紋の 羽織 をり うと 著 込み、 日本間の 床 を 背に して、 脇息に 輕く片 肱 を 托し、 威儀 を 

つくろって 端座して ゐ た。 或は、 茶の湯の 席に 招かれて、 茶 椀 を 鷲掴みに、 がぶ りと 薄茶 を飮 むかと 思へば、 一方に 

於いて、 西洋 料理の 禮式は 細かく 心得て ゐた。 

さう いふ 矛盾した 性格 を、 そのままに 露出しつつ、 彼 は 人生の 大道 を 大股に さっさと 歩いて 行った の だ。 ことに こ 

の 桂內閣 時代が、 彼の 天馬 行 空 時代であった。 そして かかる 風貌と 性格との 背後に は、 ま 5®! と 滿洲の 成功の 後光が 射 

して ゐた。 順風 滿 帆の 彼の 進路 は 春光 熙々 として 見えた。 資本主義 全盛期の 日本 は、 彼の ごとき 仕事師 を カ强く 要求 

して ゐ たので ある。 

その 年齒と 閲歷と 時代との 一 切が、 後藤 新 平の 上に 微笑んで ゐた。 

彼 は 時代の 寵兒 であった の だ。 
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殊に 天下の 彼に 望み 見た の は、 その i ^お々 として 盡 きざる 精力であった。 彼 は 早曉五 時に 床 を 離れ、 木 挽 町の 遞相宫 

邸より 馬 背に 跨がって 街頭 を驅 り、 家に 歸 つて は、 數十 百の 訪客 を 引見し、 遞 信と 鐵 道と、 後に は 拓殖 局の 事務 を も 

併せ 看、 晝 夜の^な き 宴會に 臨み、 しかも 深夜 書齋に 返いて 西洋 新刊書に 眼 を 曙して ゐた。 

彼 はまた r 蠻爵」 とよ ばれ、 「和製 ズヴェ ルト」 と 綽名され ながら、 將來の 首相と して、 世人の 筆と 口と に 上 

る やうに なった。 「桂の 後繼者 は、 後藤なる か」 と、 さう いふ 評判が、 第二次 娃內閣 の 中頃から 一般 世間に 流布す る 

やうに なった G 

彼 は 滿鐵の 背景 を 有し、 臺灣に 乾兒を 有し、 叉 各方 面の 實業 家と 好く、 從 つて 軍資金が 豐富 であると いふ、 雲の ご 

とき 漠然たる 感じが、 一般 社會 にあった。 從 つて 彼に 近附 くこと は、 人世 登 龍の 門に 人る ものであると いふ 感じが、 

多くの 人々 を 彼の 門前に^ 集せ しめた。 

彼に 關 する 嗜話、 評論、 傳記、 論文の 類が 新聞 雜 誌に 數 多く 現 はれた。 彼の 鼻眼鏡と 三角 髯の 姿が、 漫畫 家の 好 題 

目と なった。 かかる 個人的 精彩 を もって 今や 彼 は、 東都に 於いて は廣軌 改築の 大 問題 を 提げ、 日本 各地に 於いて は 家 

族 主義、 信愛 主義のお 題目 を高唱 しつつ、 縱横 無盡に 荒れ 廻らん とする ので ある。 

然 らば 彼は當 時、 演壇の 上より、 何事 を 語りつつ ありし か。 

一九、 信愛 主義と 家族 主義の 鼓吹  ■ 

三角 髯に 鼻眼鏡、 鐵 道院總 裁の 制服に 赤革ゲ ー トルの 後藤 新 平 は、 多くの 屬 僚を從 へて 日本中 を 歩き 廻った。 さう 


して 到る 處で 講演した。 

それ は 不思議な 光景であった。 遞信 大臣 兼 鐵道院 總裁從 三位 勳 一等 男爵 後藤 新 平 閣下が： ：5： 長、 課長、 祕 書官、 屬 み n 

を從 へて 來 著される の だと、 石の やうに 固くなって 列んで ゐる驛 員の 前 を、 赤革ゲ ー トル 鼻眼鏡の 彼 は、 さっさと 素 

通りして、 いきなり 便所 を观 いて、 それから 風 DC 場に 闖入した。 人 浴 中の 驛員 は、 不意 を 喰って 周章 狼 狼した。 彼等 

が 立ち 騷 いで ゐる 頃に は、 彼は旣 にさつ さと 引上げて、 驛員宿 舍の臺 所と 食堂 を 見廻って ゐた。 

そこに はかっての 衞生 局長 後藤 新 平が、 躍り 出して ゐた。 彼 は 九 萬の 從業 員の 生活 自體に 深い 關心を 持って ゐた。 

ゆ ゑに 彼等の 寢食坐 臥の 實際を 見廻って、 細かく 注意した。 一皮 剝 けばむ しろ 彼 は、 名古屋 病院 長 後藤 新 平であった 

の だ。 

それから 彼 は、 集會 所に 集まって ゐる 職員に むかって、 彼 一流の 講演 を 試みた。 

かう した 講演の 際、 彼 は 何時でも、 活動 寫眞と 幻燈と を携帶 して ゐた。 鐵 道ゃ遞 信の 事務に 關 する 幾 十 種の 色付 幻 

燈畫ゃ 映畫を 講演の 前に 映寫 し、 時として は 自ら これ 等の 畫 面の 說明 をした。 「大臣の 映畫說 明」 として、 新聞の 揶 

楡 したの は それであった。 それ は禮儀 三千 威儀 三百の 官僚 大臣と して は、 空前の 型破りであった。 

その 數十囘 の 講演の 內容は 「國 有鐵道 成績」 が 簡單に 要約す る ごとく、 次の ごとき 諸點 であった。 

從業員 ノ學術 技藝ノ 向上 ヲ計 ルト共 一一、 尙 精神的 方面 一一 於 テモ、 一般 一一 向上 發展ノ 目的 ヲ達セ シメン トシ、 鐵道 

從業員 ハ凡テ 一家 族 タル ノ 精神 ヲ以テ 相 獎メ相 扶ケ、 家族 ハ 家長 ノ命 一一 從ヒ、 其 期待 スル トコ 個人 關係 ヲ離レ 

テ常 一一 其 家 ノ名譽 利益 ノ爲 一一 活動 スべキ モノ ナル ヲ 說キ、 九 萬ノ從 事員ヲ シ テ獻身 的 一一 事業 一一 盡瘁 スルノ 思想 ヲ 
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涵養 セ シメ、 以テ鐵 道 國有ノ 美 果ヲ收 ルー ー努メ タリ。 又 信愛 主義 ヲ說 キ、 人 叉ハ物 一一 對シ信 ト愛ト ヲ以テ 之 二 臨 

ム へ キコト ヲ敎へ タリ。 卽 公衆 一一 對シテ ハ 丁寧 懇切 一一 待遇 シ、 物品 使用 一一 就 テモ、 一塊 ノ炭 一片 ノ紙 タリ トモ 其 

利用 ノ效 果ヲ 推測 シ、 之ヲ 尊重 ス ルコトー 一 遣 漏 ナカ ラシ ムルコ トヲ期 セリ。 叉鐵道 氣質ヲ 說キ、 從 業員ハ 敏速、 

精確、 明快 ヲ以テ 平生 行動 ノ 準則 ト ナス へク、 叉 一 部ト 全：：^ トノ 關係ヲ 說キ、 下級 吏員 ノ 一 部 的 職務 ガ 全局 ノ進 

涉上 如何 一一 關係深 キカヲ 自覺セ シメ、 之ヲ 事例 一一 就テ閬 明シ、 彼等 ヲシテ 自己 ノ 存在 ヲ 意識 セ シメ、 殉職 ノ 精神 

ヲ 興奮 養成 セシ ムルコ トニ 努メ タリ。 此 ほ 的ヲ 達スル 爲メ、 總裁 地方 巡閱ノ 際ハ、 附近 ー帶ノ 現業員 ヲ 招集 シ、 

親シク 訓示 指導 スル所 ァリ。 叉 招集 一一 參會 スル能 ハザル モノー ー對シ テハ、 該 訓示 ノ 印刷物 ヲ 配付 シテ、 其 趣旨 ノ 

徹底 一一 努メ クリ。 實 一一 之等ノ 指導 訓示 ハ、 九 萬 從事員 ノ氣風 ヲシテ ー變セ シメ、 淸新潑 剌ノ氣 一一 充チ、 以テ 各自 

ノ 職務 一一 夠ス ルノ 精神 ヲ 馴致 ス ルー 一至 レリ。 

しかし 彼の 講演 は、 この やうに 穩 健な 明快な ものではなかった。 天下が 名して 「脫線 家」 と 呼んだ やうに、 彼の 

講演 は 論理の 梯子 を 踏み外して、 隨處に 機鋒 穎脫 した。 またし ばく 獨合點 の 五里霧中 にも 彷徨した。 更に また 時な 

らぬ 時に、 何者 相手と も 知らす、 熱烈に 攻撃した。 

彼の 演說 は、 速記に よって 讀 むに は、 全く 不向きな ものであった。 その 特色 は、 彼の 生々 とした 風貌と、 その 滴る 

ごとき 愛嬌と、 その 稚氣 を帶 びた る 豪傑 張りとの 裡 にあった。 卽 ち彼獨 得の パ， - ソナリ ティに あつたの だ。 ゆ ゑに 印 

刷した る 文字に よって 受ける 印象と は、 全然 異なる 感激 を、 常に 聽 衆の 胸に 喚び 起して ゐ たので ある。 

彼が 二十 幾年 後の 今日まで も、 鐵道從 業 員の 間に 殘 して ゐる 感化 は、 その 言葉よりも、 人間 自身に あつたの だ。 


兹に 吾人 は、 彼の 講演 中の 代表的なる ものに ついて 點撿 して 見ようと 思 ふ。 

鐵道院 官制の 發表後 間もなく、 その 改正の 主旨 を 論じて、 彼 は 一場の 訓示 をした。 その 長い 講話の 中頃に おいて、 

彼 は 彼の 得意と する 「一部と 全部との 關係」 を說 いて、 次の ごとく 言った。 

其 注意 中の 最要點 は 何かと 云 ふと、 局と 一 部との 關係 である。 各 課長が 令-局と 1 部の 關 係が 判らぬ ことにな つて 來 ると、 例 へ 

ば 運輸 部長が あ つ て 運輸の 關 係を統 ぶる ものが な いと 仕事が 出来な いと 云 ふこと になって 來る。 各 課長が 仝 局と 一 部との 關 係が 

判つ て 居って 齐專仵 の 人 を 其 下に 附 けて、 是は仝 部に 對 して どう 云ふ關 係が あると 云 ふこと が 判る やうに なると、 別に 都 長の 支 

配 を 受けないで、 各 課長の 手許に 纏めて それ を會 報に 出し、 決定が 出來る ことになる。 此の 仝 部、 一部の 關係 を、 一首に して 言へ 

ば 頗る 容易な ことであって、 何人も 之に 向て 非難 を 首 はない ので あるが、 此位 世の中に 間違 を 生ずる もの はない。 先づ之 を大な 

る 區別を 致します と、 學 事に 付ても、 仝 局と 一部の 關 係と 云 ふ ものが 明瞭に なって Iwr ら なければ ならない。 又國 事に 付ても、 亦 

家事に 付ても、 仝 部と 一部の 關 係が 明かに ならねば ならぬ から、 之 を 明かに する もの は 主人な り 又 妻 君な りの 力で ある。 國 事に 

あって は、 國務 大臣 を 始め 各 主要の 幹部に 居る 人々 の 力が 甚だ 犬なる ものである。 又 俗事に あって は、 社會 般の關 係に 付て 之 

を 明かに して、 統一 する の 必要 を 見る のであります。 學 事に 在て は、 敎育 的の 一 致 調和 を 保つ と 云 ふこと である。 然るに 學 事の 

ハル 乇 一一 1 

みならず- 否學 事よりも 俗事の 點に 付て 調 和 を 保つ 爲 めに 令： 部と 一部の 關係を 明かに して 遣！^ なき こと を 期す るの は、 頗る 

至難に 屬す るので ある。 此に 於て 始めて 非難な きと ころ S 文明 生活が 出來 るので あります が、 文明 生活 は 常に 部と 一部の 關係 

ウー I フ ヘル ジテ 1 ト 

に 付て 甚だ 缺點を 生じ 易い もので、 敎育 上の 專門 分立 は 卽ち此 病 を 生ずる ところの 原因 をな す 素質 を 有って 居る。 幾度 か 此大學 

を 称 へ て、 それが 一 致 を 保た むと する けれども、 學者 は旣に 病に 罹つ て 今日は 完 仝に 之 を爲し 得な いので ある。 何れの 大學 にて 

も 完全なる 調和 均 街 を 得た る敎 育と 成長と を 有する 人 を 出す こと を 至難と する 所以で ある。 而 して 此 不具. 相 助けて 完備 ー體と 

なる 心懸 も、 甚だ 必要と して 攻めて 後段た けの 望 を， 4- くせんとの 希望 さへ 逢し 得られぬ 憾 あり、 故に 之が 矯正に 付いて は 仝般に 

注意 を 加へ なければ ならぬ 事柄で あるが、 諸君 も 亦此鐵 道に 付て 先づ學 者は學 者の 事、 技術 官は 技術の 關 係に 付て、 其 仝 部と 一 
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部の 關 係に 注意 を 怠らぬ やうに しなければ ならぬ ので ありま ニン。 要するに 學 事と 俗事と M 事と 家事と を 問 はず、 此仝 局と 一部の 

關 係と 云 ふ もの が 甚だ 注目の 必要なる ものであると 云 ふこと を  一 一一 m したならば、 諸 f?;;: も亦此 注意の 點に 付て 思 ひ 半ばに 過ぐ る も 

のが あらう と考 へる のであります。 (中略) 之 を 俗事の 上に 付て 言 ふと、 火夫が 火 を 焚く ところの 注意が、 如何に 鐵 道の 仝 終濟 

に 及して 如何なる 結果 を 導く かと 云 ふこと が、 卽ち 幻燈 を 以て 示した 一 部で ある。 义韓轍 手が 如何なる 事柄から 如何なる 結果 を 

來 すか、 と 云 ふこと を 知らし める 「ダイ アグラ ム」 も 亦、 其 一 であると 云 ふこと は 明かで ある。 斯く， して 始めて 一 部と 仝 部に 關 

係す ると ころの ものが、 唯 其高尙 なる 關係 ばかりでなく、 日常の 勞働 者の ー舉ー 動の 上に も關 すると 云 ふこと を、 知らし める こ 

とも 敎 育の 本旨で ある。 斯の 如くして 敎 宵と 云 ふ； P の が成效 し、 斯の 如くして 仝體 S 健 八 なる 活動 を 見る に 至る ところの もので 

ある。 然るに 行政の 整理と 云 ふこと はさう 云 ふ 事に 注目せ ず、 單に 文書の 整理の みで あるから 今日まで 其 整理の 出來 ぬの は歷々 

a ると ころの ものである。 我 鐵道院 に 於て は 此點に 十分 注意し なければ ならぬ。 (中略) 斯の 如くな つて 來 ると、 恰も 爪先の 痛 

みが 頭痛に 來 るが 如くで あるから、 此處で 始めて 本官 就職 以來 反覆 丁寧 幾 囘も綠 返す ところの 鐵 道の 家族 的 生活の 某； 礎が、 之に 

依って 立つ ので ある。 此^^-に付て諸^1^か再三*抨四して言葉の足らぬところは捕ぅて、 而 して 鐵道從 事 員の 仝 部に 此 精神の 徹底す 

. るゃぅにせられむことを切ニ希^する^-でぁります。 彼 佐 久問象 山が 「匹夫の 五 世界に 係る」 と 云 ふこと を 一一 一- E つて 居る が、 偉い 

ハンメル 

人 は斯の 如き もので あらう と考 へ るか も 知らん が、 なに 偉い人ば かり ぢ やない。 鐵 を 以て 働く 工場の 勞働者 も 亦 轉轍手 も 火夫 

も此關 係に なって 往 くので あります。 唯 それ は 文字の 形容 を 以て 色々 にす る だけ？ 事で、 其 精神に 至て は 甚だ 大 なる ものである 

オルガ ニス ムス 

のであります。 何と なれば 卽ち鐵 道院其 物， は 一個の 組織 體 であって、 其 結合と なって 居る ので あるから、 其 一 部の 分子の 如 

何 は 仝 體に關 係す る こと亳 も 疑 ふところ はない。 故に相常の敎育を修めた諸^^は、 此關 係の 分らぬ 窖 はない C 又 分って 居て 爲さ 

ぬと 云 ふこと は、 罪惡 之より： t:^ しきもの はない ので あるから、 此點に 付て 十分 注意 を 願 ふので あります。 

この 演說 は、 彼の 演說の 典型的な ものであると いってよ い。 意餘 りあって 言葉 足らす とい ふの が、 彼の 演說の 特色 

であった。 さう して 一 つの こと を說 いて ゐる うち 中途で 氣が變 つて、 他の 方に 外れて ゆく 爲め、 纏まった 文を爲 さす 


に 終る のが、 彼の 癖であった。 又獨 逸文に 見る やうな， 複雜な 言葉 遣 を もって、 聽 衆に 含 糊 摸 後の 感じ を 抱かし める 

の も、 彼の 演說の 特色であった。 

しかし 目の あたり 彼の 風貌 を 見、 彼の 東北 訛りの 聲を 聞く もの は、 この 辯士 としての 多くの 缺點を 彼に 許して、 そ 

の 精神 を 汲む のが 常であった。 

更に この 訓示の 末 段に 於いて、 彼 は 後進. の 指導に つき、 次の ごとく 言った。 

次に 諸君 は 課題 を 出して 指導す る ことが 最も 必要で ある。 余 は！ i 裁と して 之に 從事 して 諸君に 課題 を 出す ことが 卜 分 出來な い の 

は 諸君の 知らる X 如くであって、 深く 遺憾と すると ころで ある。 又縱し 課題 を 出しても 諸君が 判斷 に^しむ と 云 ふこと は 余の 甚 

だ遣憾 とすろ ところであります。 併しながら 余の 一 大、 H.: 義 として 我 不能 を 不能と して 人の 不能 を 導く と 云 ふこと が年來 力めつ X 

ある 事柄で あるが 故に、 鐵 道に 付ても 余 は 之 を 力む る ことに 躊躇 しないので あります。 諸？ 一;^ 此 意を諒 して、 余が 出した ところの 

課題に 付て 足らざる ところ は 捕って、 さう して 其 課題 を 今日の 科學藝 術の 上に 付て 適 常に 修正 を するならば 卽ち 一 の 課題で あら 

うと 思 ふ。 而 して 之に 答 ふるの は 諸君の 務 である。 諸君 は 相 常の 敎育を 受け 來 たので あるから、 それに 力む ると ころな くんば 是 

迄學ん だと ころの もの は、 總て無 川で あらう と 思 ふ。 今後 大學 卒^の 後進 生が 段々 本院 職員と して 來 るに 違 ひない。 是 等に 對し 

て は 皆 課題 を 選んで それ を 授けて 指導す るの は 甚だ 必要で ある。 是 迄の 課長た る 人 は 俺 は 一 級 上 だと 言 はむ ばかりの 效付 でお 辭 

儀させる とか、 十三 行 Hi 紙に 唯 省かせる ばかりで、 是 等の 高等官の 後進の 指導に 努める こと は^だ 少 いのみ ならず、 後進 ゆ； i! の 

を盡す ものが な い。 或は 中には あるか も 知れぬ が、 後進 啓迪の を盡す ことの 厚から ぬと 云 ふこと を斷甘 する を 揮らぬ ので あ 

る。 此邊の ことに 付て は 諸君 十分 意 を 用ゐて 今後 此 課題 を 授け、 而 して 之 を 指導し 此課题 をして 無益に 歸 せしめず して 有效 なら 

しめ、 諸君 自ら 向上の 修養 を爲 すの みならず、 他人に 對 しても 亦 向上心 を 養成し、 而 して 之が 眞の 信愛、 K.: 義 となって、 縱令鐡 道 

を 出ても 其 指導 を 受けた 者 は 幸福になる。 又鐵 道の 側に 於ても、 其 指導に 力めた 者 は 他に 向て 貢獻 する ことの 大 いなる は 明かで 
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ある。 此に 於て 鐡道氣 質の 效 3^ の 頗る 大 なること は 疑 を容れ ぬのであります。 此邊に付^is!^十分意を用ゐられむことを誡意希望 

致す のであります。 

讀者 はこの 演說 をー讀 せられて、 その 表現形式の 奇なるに、 驚かされる であらう。 しかし それが、 後藤 新 平の 面目 

であった。 彼 は その 人物 性行の 獨特 であった やうに、 その 言論 文章 も 亦、 不思議な 特殊性 を備 へて ゐ たので ある。 

同じく 四十 二 年の 五月 十五 日に、 兵 庫機關 庫に 於いて 試みた る 演説の 一節のう ちに、 彼 は その 信愛 主義の 何もの な 

る ゃを說 明して、 次の ごとく 言って ゐる。 ， 

然 らば 如何にして 此 大事に 從 事せば 可な り やとい ふに、 時と 場合と に 依り 千 差 萬 別な りと 雖も、 旣に 各所に 於て 屢々 之 を 述べた 

る 如く、 要は 各員 各自の 心掛 にあり。 精神の 51^ き 所に あり、 守るべき、 王義 にあり。 凡そ 如何なる 人 も、 如何なる 事業に 從事 する 

ものに も、 缺く ベから ざる もの は、 親切と 愛情に あり。 就中 鐵 道に 從 事し、 特に 我^ 有鐵 道の 好 鎮 を舉げ 美果を 成さん とせば、 

• 一  に此 信愛 主義に 依らざる ベから ず。 乘. 5„ ^に 接して は 愛情 親切 を 以てし、 荷物 を 取扱 ふ もの； 1^ 親切 丁寧 を 以てせば、 唯に 鐡道營 

業 上 過失 少なき のみならず、 世の 非難 を受 くる ことなく、 事業 上の 好成績 は 之に 基き て 自然 之を收 むる を 得べ し。 然れ ども 人の 

親切 愛情 は、 時に 濃淡 厚 簿の變 化 ある を 免れず、 此變 動の 爲 めに 失敗 を 招く こと ある は 憂 ふべき なり。 鐡道 客貨に 接する 者 は 一 

曆此點 に 注意し、 如何なる 機き に 遭遇す る も 一 意 專心此 主義に 背く ことなき を 期せざる へ からず、 近く 例せば、 乘 客に 對し 初め 

は大に 便益 を與 へん 爲め懇 々說く 所 ある も、 彼れ 偶々 通解し 能 は ざらん か、 此瞬 問に 於て 神 氣ー變 し、 厲聲叱 陀の聲 と 化する こ 

と 多し。 此れ 大に愼 む 可き 事に 馬す。 f おし 此ー髮 の 間に 於て、 其 我意 を 制し、 始終 信愛 主義 を 抱 持し、 叮嚀 反覆 之 を說明 せんか I 

彼我 共に 意思の 疏 通を來 し、 其 結果 誠に 良好 掬すべき もの あらん。 貨物に 於ても 亦然 り。 貨物 は 唯揚卸 をな せば 足れり とし、 此 

間に 信愛の 誠意 を缺 けば、 或は 之 を毀拟 し、 貨 主に 如何なる 损失を 蒙らし むる に 至る や 知るべからず。 され. ば此 等の 取扱に 就て 

も、 一 舉 一 動^？も常に此觀念を固持して、 何等 問 違の 生せ ざる ことに 注意せ ざるべからず。 能書の-人 は 如何に 惡 筆に 擬 せんとし 


悠筆を 試む る も、 忽ち 本 來の笨 跡を顯 はすが 如く、 內に 信愛 主義 を 抱 持して 習 ひ 性と ならば、 如何に 邪惡暴 一;^ の 所業 を爲 さんと 

欲する も 能 はざる に 至るべき なり。 人 各々 何等かの 習癖 を 有す。 此癖 たる や 考慮の 末に 出で ずして、 不知 不識の 問に 外部に 現 は 

る" ^員 亦此 信愛 主義に 努め、 遂に a 己の 習鮮 となる 迄に 惯行 練磨すべし。 然る 後は勞 せず して 不知 不識 客に 對し、 貨物に 付き 

常に 叮啤 懇切 の 實現を 見る に 至らん こ と 難き に あ ら ざるな リ。 

惜 むらく は、 この 演說は 文章 體に 書き改められて ゐる ため。 伯の 口調 そのままの 味 ひ を 失って ゐる。 しかし 彼が、 

信愛 主義なる 文字に よって 何 を 意味せ しめ たかは 明かで あらう。 

明治 四十 三年 十月 十日、 熊 本の 縣會 議事堂に おいて、 遞信 鐵道兩 職員 を 集めて、 例の ごとく 幻燈 演說會 をした 際、 

彼 は 蘇 東坡の 赤壁賦 にある 「造物主の 無 盡藏」 とい ふ 句 を 引用して、 信愛 主 の 精神的 基礎 を、 次の 如く 說 明した。 

それが 漸々 推進んで 行く と、 自分の 心から 盡す ことにな つ て 何事に も 骨身 を吝 まず 盡 すと 云 ふこと に 成つ て來 る。 之 を 高 尙に首 

ふと 自分の 心が 健 仝に 發 建して 終に は 他の 爲に 親切 を盡 してやる、 國 家の 爲に 骨身 を is まず 働いて やる と 云 ふこと になる。 親切 

と 云 ふ もの は 幾ら 盡 しても 減る もので な い、 無盡藏 であると 云ふ考 へ になって 來 るので ある。 斯樣 にたって 始めて 完令： に 仕事が 

出來 るので あります。 物品 を 扱 ふの も 其通リ で 物品 卽 ち 貨幣 で あ る 。 貨幣な れば 大切に す る が 物品な ら ば 粗末 にして {ュ いと 云 ふ 

譯は 決してな いので ある。 凡ての 物品 は 皆な 貴重品で ある。 油 一 滴で も 無駄に 溢 ぼして はならぬ ので ある。 釘 を 打つ 者で も槌を 

持て 敲く 者で も 皆 其 通りになる ので ある。 それ を 此釘を 五本 打 込む 虔を 三本 打 込めば {且 いと か、 此槌 一 敲 きが 幾らになる から 大 

抵 此位敲 けば {且 いと 云ふ考 では いけない。 此 等の 注意が 十分に 出来る やうに なること を 希望す る 爲に此 幻燈 會を催 ほす ので ある- 

或は 中に は斯樣 になった な ら ば、 成 ほど 役所 の爲に はなる。 役所 の爲に は. なる が ほ 分 は大曆 骨が折れ ると 云 ふ考が 起る も 3 が 有 

るか も 知れない。 併し それ は 間違 ひであって、 單に 役所の 爲 になる 計りではなくて 自身の 爲 にもた るので ある。 銘々 の 幸福の 基 

になる ので あると 云 ふこと を 忘れて はならぬ。 何と なれば 前に も 述べた 通り、 自 分の 心を盡 す こと は 無盡藏 であるから、 どこ 迄 
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盡 しても 決して 減る もので なく、 自分の 損！ いなる もので はない。 其 事が 能く 分る やうに なると 縱令遞 信^、 鐵道 院を辭 して 他の 

役所 他の 事業に 從事 する ことにた つても、 必 らず大 に重寶 がられて 人から 尊敬 をされ るに 違 ひない ので ある。 (中略) 妻 君 も 其 

氣 になる。 其 話 を 子供が 聽 くと 子供 も其氣 になる。 卽ち其 問に ら 一 家の 寳が 出來 るので ある。 而 して 此出 來た寶 は無盡 蔵の も 

のとな つて 永劫 滅 する こと はない。 若し 斯の 如き 寶を產 むこと が出來 ぬと 云 ふなら ば、 夫れ は 赏に淺 猿 I いこと である。 氣の i>l$ 

なと 云 はねば ならぬ。 幸に 遞 信^、 鐵道院 に 此寶が 出來て 之が 漸々 發展 する ことに なれば、 世の 所謂 行政 整理 财政 整理 は 何でも 

ない ので ある。 動もすれば 給料が 多い とか 少ぃ とか 云 ふ ものが あるが、 給料と 云 ふ もの は 政府の 吳れる 凡て ヾ はない。 縱令 五十 

錢の 給料 を 取らう が、 三十 錢の 給料 を 取らう が、 其 給料 5 上に も 一 つの 大切なる 附 きものが 出來る ことになるの である。 附 きも 

のと は 如何なる もの かと 云 ふと、 信愛と 云ふ附 きものであって、 信義 を 重んじ 愛情 を 旨と する 觀 念が 附 いて 來 るので ある。 (中 

略) 金 は 僅か 十錢 二十 錢 でも 大層 賁 いものになる のであります。 是は 大臣の 口舌で も總 裁の 講釋 でも 何でもない。 九 萬の 大衆が 

赏 際に 行って 出來 るので あって、 此 信愛の 情が 漸々 充滿 して 妻子に 及ぼし、 さう して 皆な が 無 盡藏に 働く ことにな り、 生活 上 幸 

. 福を產 むと ころの 必要なる 要素になる ので ある。 

明治 四十 三年 七月 二十 九、 三十の 兩 日に 亙り、 彼 は 直 江 津と富 山との 間の 新 線 建設工事 視察の 途上、 その 建設 事務 

所員 を 集めて、 信愛 主義の 基礎た るべき 「誠心誠意」 とい ふこと を、 次の やうに 述べた。 

夫れ から 仕事 をす る 上に 於て、 能く 稽杏 熟考して 萬 違算な きこと を 期すべき は 勿論で ある。 注意に 注意 を 加へ て、 手 落な き樣に 

する こと は 勿論で ある。 十分 注意 を 加へ た 上で 間違の 生ずる の は、 之れ 止 を 得ざる 次第で ある。 所謂 人事 を盡 した 上の 間違 は、 

實に致 方な き 次第で あるが、 唯 特に 一首して 8^ きたいの は、 誠心誠意 にやる とい ふこと である。 世の中の 事 は 何事に 限らず、 誠 

心 誠意で やった こと は、 存外 問 違 ひの 少 いもので あると 云 ふこと は斷 一一 S して 憚らな い。 之に 反して 何か爲 にす る 所 あ つて やった 

仕事 は、 如何に 注意しても、 どこに か 穴が ある ものである。 缺點が 伏在して 居る ので あるから、 此 誠心誠意 卽ち 誠實に 熱心に 親 


_v  ,5 に 丁睥に 仕事 をす ると 云 ふこと を、 決して 寸時 も 忘れて はならぬ、 諸君が 各自に する 仕事 は、 一人々々 では 甚に 些細な 樣 であ 

るが、 樋め て微々 たる もの  やうで あるが、 夫れ が 集まりくて ズ 女- 體 となると、 たかく 重大な 關 係になる ので あるから、 些細 

な 事と 雖も 決して 等閑に せず、 十分に 注意 を 加へ て I なき 樣に 油斷 しない 樣二 仕なければ ならぬ。 听翠 丈の 堤 も， 穴から 

波れ る ことがあ るから、 能く 其邊の 意味 を 了解 せられた い。 

彼 はこの 成 意と いふ こと を、 口癖の やうに 言って ゐた 01 その 意味 は、 ただ 眞 面目に 一生懸命 にやる、 とい ふこと だ 

けではなかった やうで ある。 彼の 言 ふ 誠意と は、 「心の底から 出る」 とい ふやうな 意味であった らしい。 すな はち 他 

人から 敎 へられ、 本な どから 學ん だので はなく して、 自分の 本心から 自然に 流れ出た もの を、 彼 は 誠意と 稱し たので 

あらう。 彼 はい ま 建設工事の 工夫 や 土方 を 集めて、 心の底から 仕事 をせ よと 獎 めて ゐ るので ある。 

然る 後 皮， H. 進んで、 彼等に 浪費 を 避ける こと を勸 め、 一部と 全部との 關 係を說 いた。 それ は從來 建設 從事 員と 營業 

,"セ 事 員との 間が、 渾然ー 體を爲 して ゐ ないた めに、 事務の 圓 滑を缺 き、 果て は 種々 の 事故 を すら 生じる 弊に 鑑みて、 

これ を 訓示した ので ある。  . 

夫れ から 勞カを 無駄に 使 はな い、 卽ち勞 力 を 尤も 經濟 的に 尤も 有效に 且つ 有益に 使用す ると 云 ふこと が 必要で ある。 假令^ 良な 

る 意志と 非常なる 勤勉と を 以てする も、 -似 ほ其勞 苦が 無駄と なり、 骨折 拟 となる のみならず、 時として は 却て 有害と なること が 

ある。 斯る こと は總 裁の 常に 尤も 遣 憾に考 へて 居る 所で あるから、 卽ち總 裁 は 常に 諸君の 勞 苦が 徒 勞 にならぬ 樣に、 無駄骨折り 

にならぬ やうに、 諸君の 流し つ >t ある 汗が 一 滴 も 無駄に ならぬ 樣に、 一 舉手 一 投 足が 凡て 有效 になる 樣に、 熟 望し て^まぬ ので 

あるから、 諸君に 於ても 十分に 其 意を諒 せられた し。 夫 は 外で もない、 卽ち 意思の 疏 通と 云 ふこと である。 常に 云 ふ虚の 一部と 

仝 部との 關係を 知らなければ ならぬ と 云 ふこと である。 單に 線路 を 作り さへ すれば 《且 しい、 隨道 さへ 通 ずれば 《几し い、 と 云 ふだ 

けで は 本 赏に鐵 道 を 作る と は 云へ ない。 卽ち其 線路が 他日 營業 開始の 嘵には どんな 風に 使用され るか、 運輸の 仕事に は どんな 便 
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不便が あるか、 保線の 上に は どんた 影響を及ぼすべき か、 運轉 上に は 如何た る 結果 を 生ずべき か、 と 云 ふことまで も稽 杏して、 

相互に 能く 意思 を疏 通し、 能く 各方 面と 連絡 を 有ち て、 一 部の 全部に 及ぼす 關係を 十分に 呑み込み、 常に 一 致團 結して 建設と 營 

業の 利害 を 共に する 樣に 注意し なければ ならぬ。 例へば 一 の 事故が 生ずる と、 夫 は 保線の 罪な り、 建設の 罪な リ、 我れ 關 せず 焉 

とい ふて 互に 責任 を 逃れむ とする が 如き は、 I：：： に 他人 視す るの 甚だしき ものにして、 協同 一致の 家族 主義に も 反し、 信愛、 王義に 

も戾る 次第にして、 必竟 一 部の 仕事が 仝 部に 如何なる 密接の 關係を 有して 居る か、 一 人々々 の 仕事が 鐵道 仝體の 上に 如何なる 影 

響 を 及ぼす か を 知らざる の 罪で ある。 此 一部と 仝 部の 關 係に 付て は、 卽ち 建設と 保線、 運輸 等の 闥 係に 就て は、 從來 聊か 隔靴簸 

痒の 憾 なき 能 は ざり し 次第 なれば、 特に 諸君 は此點 にも 注意 を 加 へられん こと を 希望す。 此れが 卽ち 諸君の 勞苦を 無駄に せず、 

諸君の 汗 を 無益に 流さし めざる 所以で ある。  • 

また 同年 九月 六日、 大 阪公會 堂に 於いて、 彼 は 例の ごとく 幻燈 を もって、 鐵道 事務 を 示した る 後、 學俗 接近に つい 

て 次の ごとく 說 いた G 

次に 鐵 道と 學 術との 關 係が 如何 樣 であるかと 云 ふこと が、 此 幻燈に 依て 分る のであります。 前に 申す 如く、 學 術と 云 ふと 非常に 

難 かしき ものであって、 最下 級の 現業 者な ど は、 迚も 理解し 能 はざる もので あるかの 如く、 餘 ほど 高き 處 にあって 手の 屆 かぬ も 

の X やうに 考 へて 居る が、 二十世紀の 學術は 左樣に 不可思議の もの ぢ やた い。 何人に も 手の 屆く處 まで 學 術の 醫及 をす る やうに 

たって 居る のであります。 唯 之 を #3 及せ しむる 方法の 如何 は、 之 を 講ずる 人の 施設 如何に 依る のであります。 文明 生活なる もの 

は 如何にして 起る かと 云 ふと、 六I^:i:なる學術を有すろ者と、 極めて 卑近な 者と が漸々 相 接近して、 相互 並立し なければ ならぬ の 

が 文明 生活で ある。 何も さう 難 かしく はない。 現に 高- なる 學術 を、 尤も 平易に 應 用して 此事を 毎日 やって るの は 我が 鐵道事 

業であります こ 例へば 我が 鐵道は 高お なる 電 氣の學 理を應 用し、 學者 でもない 尋常の 人が 每日 扱って 居る のでありまして、 又 ® ほ 

車 を 動か， Lf3 燈を點 ずるが 如きに 至 つ て も、 容易に 之 を 用 ゐて些 の過諜 もな いので あ， ります。 是と同 樣に徵 道に 應 用すべき 高^ 

なる 學理 並に 技術 を、 總て の-人が 大 なる 苦 勞 をせ ずして 應川 する こと を 得る やうに する の が、 總裁始め.^^幹部の最もカむべ き 要 


務 であります。 諸 1?;; 其 意を體 して. II 分盡カ されん こと を 希望いた すので あります。 此專門 分立と 云 ふこと は、 或は^1^門"ぉと名く 

べき も 3 であって、 必ら ずし も鐵 道の と は 中さず、 世間に は 其 祸に權 つて ほる ものが 多々 あるので ある。 此世 問に ある は 之 

を 治療す る ものが 別に あるから 爱には 述べな い。 併しながら， 我が 鐵道 にある 專門 分立の 弊より して、 部と 一 部の 關 係が 〈几し き 

を 得ず、 而 して 鐡 道の 健 入  1 なる 發逹 を妨 ぐるに 至って は、 九 萬 大衆 2 力 を. R- ししから しむる のみならず、 阔 家の 發展に 大關係 を 有 

する 鐵道 事業 をして 麻 1^ せし むる に 至らば、 其 罪 く總 裁に あるの であり ますから、 此點に 付て は 十分 意 を用ゐ なければ ならぬ 

のであります。 此邊 の-事 を克く 理解 せられて、 總 裁に 援助 を與 へられん こと を、 希望して 已ま ぬのであります。 

以上の 摘記に よって、 彼が 各地に おいてな せる 講演が、 如何なる もので あつたか、 ほぼ 推知す る ことができる であ 

らう。 彼が 相手と したる 聽衆 は、 專門擧 校 を 出て ゐる やうな 所謂 知識階級 ではなく、 多く は 油と 汙に まみれて、 驛と 

工場と 郵便局と に勞 働しつつ ある 人々 であった。 彼 はこれ 等の 大衆に むかって、 彼 一流の 精神主義、 理想主義 を、 反 

覆解說 したので ある。 

恐らく は、 聽 衆の 大多數 に 取って、 大臣 を 間近 かに 見て、 その 演說 を聽 くの は、 生れて はじめての 經驗 であった に 

遠 ひない。 王政 維新 を 去る こと 僅かに 四十 年、 官尊民卑の 風、 尙ほ 牢乎と して 拔け ざ.^ しの 日、 親しく 國務 大臣の 話 

を聽 くと いふ こと は、 彼等に 取って は、 異常の 刺戟で あつたに 相 遠ない。 

彼は斯 くの ごとく 說 きつつ、 東西南北の 旅を續 けた。 その 東北 辯と、 その 論理 を 飛躍す る說 話と、 その 玉石 混 滑す 

る 表現と は、 彼 を 厳格なる 意味に 於 付る 雄 辯 家と はしなかった。 しかるに も關 はらす、 彼の 天眞 流露す る稚氣 と、 生 

氣橫 溢す る發氣 と、 自ら 燃え 亦 人 を 燃やさ すん ば 巳まざる 情熱と は、 かかる 不完全なる 形式 を 突破して、 幾 _wsl 衆の 

肺 俯に 迫った。 所謂 知識階級 は、 彼の 非 論理と 稚氣 とを嗤 つたで あらう。 しかし 乍ら、 額に 汗して パン を 食 ひっつ あ 

笫 一 章 笫 二次 桂 内閣 時代  二 一 1 


第五 節 國有鐵 道の 新生  -  ニー  二 

る單純 素朴なる 人々 は、 自ら 苦勞 人で ある 彼の 言葉のう ちから、 終生 忘 じがた き 感銘 を 受けた。 彼が 後年 永く、 鐵道 

現業員の 間に 記憶され たの は、 その 言葉ではなかった。 彼の 情熱で あつたの だ。 

二 〇、 柬京 市街 鐡逬の E ぉ牧  . 

伯が 鐵道 院總 裁と しての 最後の 仕事 は、 東京 市が、 市內 電車 を 買収して 巿營 とする こと を 許可した ことであった。 

これ は 多年の 宿題で、 しば/ 計畫 されて は、 常に 失敗に 歸 して ゐ たこと であるが、 それが 第二次 桂 內閣の 總辭職 直 

前に、 突如と して 斷 行され た。  ， 

その 目的 は 二つであった。 一 つ はこれ によって 多年 東京 市政 を腐欣 せしめて 居た タマ 二 1 • ホ 1 'ル的 勢力 を 打破す 

る ことで あり、 いま 一つ は、 正貨 準備の 缺乏を 補ふ爲 めに 必要なる 資金 を、 東京 市債と して 外國 市場に 求める とい ふ 

ことであった。  - 

その：^ 定に 至る までの 大體 の經過 は、 次の 通りであった。 

明治 四十 四 年 六月 二十 七日、 平 田 內相は 東京 市長 尾 崎 行 雄 を 招致して、 買收價 格、 支拂條 件、 支拂 期日、 市有 後の 

會計 組織に 關 する 政府の 條件を 示した。 依って、 尾 崎 市長 は、 六月 三十日 臨時 市 參事會 を 召集して 上述の 結果 を報吿 

し、 七月 一日より 市の 交涉 委員と、 東京 鐵道會 社との 間に 公式の 買 收交涉 を 開始し、 折衝 談判の 末、 總額六 千 四百 十 

六 萬 五 千 五 百 十八 圓を 以て 買收 する ことに 決した。 さう して この 契約 は 同月 八日の 市會に 提出され、 委員 附託と なつ 

たが、 委員 は.；^, 議の結 EK、 總 額より. 二十 五 萬圓を 減額す る ことに 決し、 會 社の 承諾 を 得、 翌 九日 市會を 開いて 之れ を 


可決した。 

然るに この頃に 至って、 電車 市 營に對 する 反 對の氣 勢 は 漸く 猛烈と なり、 九日の 市會の 如き、 一. 市 會の周 圍は千 五一 

百 名の 正服 及び 袖 警^に よりて 警戒せられ、 之れ を 以て 足れり とせす、 士官 劍を 按じ、 兵士 敍を 構へ て赫 日の 下に. 

何者か を 戒めたり」 (七月  一 H 「時事 新報」 社說) とい ふごと き 嚴戒裡 に 行 はれた ものであった。 また 同じ 日に 行 はに た 日 一 

比 谷の 市民 大會 も、 「殆ん ど 警吏大 會の觀 あり」 (同上) と稱 せられ、 多 數の檢 束 者 を 出し、 時事 新報の 如き は、 一— 警： 

iH- と 軍隊との 下に 開かれた る 市會、 此 警戒 あるが 故に、 II 激の徒 は 却り て 反抗の 精神 を 起し、 (中略) 若し 他日、 神 一 

聖 なる 帝 國に不 蹄なる 一校： If 動、 刺客の 類 を 生ぜし むる 事 あらば、 吾人 之れ を 以て、 其責 桂內閣 にあり と豫斷 する を 一 

憚らざる 者 也」 とまで 極言す るに 至った。 しかし その 間 も、 電車 市營 のこと は、 著々 として 進行しつつ あった。 すな 一 

はち 尾 崎 市長 は會社 社長との 連署 を 以て、 府知事 並びに 警視 廳を經 由し、 內 閣總理 大臣、 遞信 大臣、 內務 大臣に 向つ 一 

て買收 認可の 申請 をな し、 政府 は 三十 一日 附を 以て、 運輸 事業に 就きて は內 閣總理 大臣 及び 內務 大臣より、 叉電氣 事： 

業に 就いて は遞信 大臣よ り 許可の 指令 を 交付 したので ある。  .  一 

かくして 多年の 懸案であった 電車 市營は 解決した。 しかし その 間に、 大隈重 信の 政治 勢力 を 代表す と 目され たる 報 

知 新聞が、 七月 十 一 日の 「最後の 警吿， 一 と 題す る社說 において、  - 

市の 理事 者が 提出した る將來 の收支 計算の 如き は、 孟浪 杜撰 を 極め、 之を實 行す るに 際して 直に 蹉， 躓 を 生す る は； 

甚だ 見易き の 數に屬 せり。 (中略) 本 問題に 對 する 表面の 第 一 責任者 は、 市長 及市會 なれ ども、 監督官 廳も亦 同： 

樣の 責任 を帶 ぶべき は 無論な り。 若し 內務遞 信の 兩省 にして、 市の 中 請 を 容れて 買收を 認可す る 如き あらば、 ；刚； 
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省 も 亦 市 理事 者が 提出した る收支 計算 を 是認す る ものと 云 ふべ く、 他日 事實の 上に 其 不可能 を證明 せらる- - 場合 

に 兩省は 市 理事 者と 共に 市：：^ に對 して 其責に 任ぜざる ベから す。 (中略) 現 內閣は 電車 市營の 結果 を 見るべき 運 

命 を 有する や 否や、 吾人の 知らざる 所な り。 唯 彼等 は往 きがけ の 駄賃と して 無責任の 問題 を 提起せ ると 否と に 論 

なく、 市民 は 之が 爲に 莫大の 不利 を 被む る こと 明白に して 桂、 後藤、 平 田 三 氏の 名 は、 此關 係に 於て 永く 市民の 

記憶に 殘る べし。 此の 如き 利害 明白の 問題に， 於て、 强 ひ. て 世論 を排 したる 責任 は、 單 純なる 政治家の 責任の みに 

止まる を 得す。 

と 論じて、 電車 市 營に對 する 反對の 態度 を 明かに した。 また 當時 衆議院議員 島 田 三郞の 主宰した る 東京 毎日 新聞 は、 

七月 四日に は 鋒 尖 を 後藤 遞 相に 集中し、 「通 相 乎 娼婦 乎」 と 題して、 「大臣 中 官紀 を紊亂 する もの ありと せば 後藤 遞 

相の. 如き 其隨 一な り。 彼 は 所謂 相場師 を 幕下と して 官邊の 機密 を 漏らし、 而 して 輸贏 を 株式 場 裏に 爭ふ」 と 非 謗し、 

「後藤 遞 相が 賞錢 値上 を 決行せ ざる 公言す る は、 一 時 を 糊塗せ ん爲 めの 詐言 にして、 恰 かも 娼婦が 客 を 欺かす と 誓 

文す るが 如し。 市民た る もの 眉に 唾して 可な り」 とまで 毒づ いた。 たと へ 報知 も 東京 毎日 も、 反 對黨の 新聞であった 

とはいへ、 以て この 問題が、 如何に 一部の 激烈なる 反對を 蒙り、 これが 爲 めに 伯が、 如何に 辣に惡 罵せられ たりし 

や を 窺 ひ 得る であらう。 

しかし 反對 は、 外部の みではなかった。 閣內に 於いて は、 平 田內相 もこれ に 難色 あり、 大藏省 も はじめは 省 議をも 

つて 反對 した。 その 間にあって、 當時 伯を援 けて これ を實 行せ しめたの は、 鐵道 院內の 一致した る 意見と、 首相 祕逢曰 

宫 にして 藏相 秘書官 を 兼ねた 長島隆 二の 努力と が與 つて 力あった。 


然 らば 何故に 伯 は、 かかる 群議 を排 して、 電車 市營 を斷行 せんとし たので あるか。 また それが 閣議 決定に 至る まで 

の經緯 はどうで あつたか。 長 島 はこの 當 時の 內幕 について、 次の ごとく 語った。 

その 當時 東京の 電車 は 私立 會 社の 經 營に屬 して 居った。 而も 情 弊が 非常に 多く、 會 社で 改善す る こと は 中々 出來 

ない。 殊に 資金に も 行 詰まって、 經營も 非常に 困難で ある。 もう 一 つ は 東京 市政の 罪 惡の极 源に なって 居った。 

電車 會 社と 東京 市會と 非常に 密接な 關係 があって、 市政 を 刷新す るに は、 どうして もこの 電車 を市營 にして、 そ 

の 腐敗の 根源 を 絶たねば いかぬ とい ふこと になった。 

後藤さん はこの 點に眼 を 著け て、 餘程 以前から 市營の 計畫を 有して 居って、 非公式で したが、 二度 ほど その 案 を- 

まだ 具體 的ではなかった が 閣議に 出した。 所が 二度と も 閣議で 否決され た。 それから 三度 目に いよく それ を 出 

さう とい ふので、 閣議で 下相談 をした が、 どうも 反對の 空氣が 非常に 強かった。 それで 私に 案 を 作る ことと、 閣 

議を 纏める こと を 託された。 それが 明治 四十 四 年の 三月の 頃 かと 覺 えて 居ります。 それから 私 は 一通りす つと 調 

ベて、 案 を 立てて、 さう して 市營 にす ると 同時に、 市が 外債 を 募集して その 買收 代金 を 拂ふ計 畫を樹 てた。 さう 

して 後藤さん に、 「閣議 を纒 めます から、 其の 間 あなた は 東京に 居られぬ 方が いい」 と 言った。 

「それ ぢゃ、 湯 河原 か 熱 海へ 行って 居る から、 その 閣議の 進み 具合に 依って 何時でも 出て 來 るから、 その 經過を 

絕 えす 知らして 吳れ。 」 

と 言 ふので、 湯 河原へ 發 たれた。 その 間に 閣議 を 纏めに 掛 つたので すが、 初めから 市營 案に 纏める のぢ やい けな 

い。 大藏 省と 日本銀行から 市營の 必要 を 主張させる 方が いいと 思 ひまして、 その 方面に 私 は 力を入れた。 と 云 ふ 
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の は、 その 頃日 本の 正貨 準 傭が 非常に 減りまして、 どうも 兌換の 金 建が 餘程 危險 になって きた。 而も 輸入超過 は 

續き、 正貨の 流出が 段々 殖 ゑて、 日本銀行が 非常に 苦しくな つた。 丁度 大藏 省と 日本銀行との 間で は、 正貨 準備 

の 維持 を どうしようかと 云 ふこと が 問題に なって 居った。 場合に 依ったら 兌換 制度の 上に 餘 程の 變 革を與 へな け 

れ ばなら ぬが、 さう すると 日本の 經濟界 に 響きが 餘 りに 大きい、 それ をせ すに 濟 ますに は、 何とかして 外債 を 募 

集して 正貨の 補充 をして 行かなければ ならぬ と 云 ふ 必要が あった。 その 意見の 交換 は 盛んに 大藏 省と 日本銀行と 

で 行 はれて 居った。 大藏 大臣 は 桂 公が 兼任 t 次官が 若槻 さん、 理財：： 5 長が 勝 田さん、 日本銀行の 總裁は 高 橋是淸 

さん、 その 兩 方の 議の 盛んに 戰 はされ て 居る 所に、 私 は 正貨 補充の 問題 を 持 出して、 その 案に、 國債を 外 國で募 

集す る こと は 困難 だ、 滿鐵の 社債 ももう 旣 にこれ 以上 募 築 は 出来ない、 朝鮮の 事業 公債 も 難 かしい、 それより は 

國 債で なしに、 市債で 而も 利益の ある 事業の 外債 を 募るべき である、 それ をす るに は 東京 市で 電車 買收 をして、 

その 市債 を 外 國で發 行す るが いいと 云 ふ 意見 を 出した。 大藏省 も 日本銀行 も 正貨 補充の 必要が ある 際で あるから、 

直ぐ その 意見 を 採用して、 さう して 財務官の 方に 電報 を 打って 東京 市債の 募集が 出來 るか どうかと 云 ふこと を 問 

合せた。 財務官の 方 は 向う の 市場の 主な 人々 に當 つて、 電車 買收の 市債なら 發 行が 出来る と 云 ふ 返事が 來た。 そ 

れで 大藏省 日本銀行 は、 國の 自營上 必要な こと だから、 電車 市有に 賛成 どころ か、 寧ろ 積極的に 主張す る やうに 

なった。 その 意見 を 持って 閣議に 出る やうに して、 後藤さん の 留守中に 纏めて しまった。 それから 電報 を 打って、 

「もう 纏まった から 出て 來て 正式に お決めなさい」 と 言って やる と、 はじめて 後藤さん が 湯 河原から 出て 來て、 

電車 市 營の案 を 正式に 提出し、 閣議が 決定した のです。 この 問題 はな かく 面倒な ものでして、 以前に 桂 內閣だ 


けで なしにし ば/ \. 問題に なった が、 實行 出来なかった。 後藤さん のとき にこれ が實 行出來 た。 さう して 明治 四 

十四 年の 五、 六月 頃に 亙って 買收の 交渉が 決まり、 外債 募集が 間もなく 出来ました。 

第 六 節 廣軌 改築 問題 

一、 發端 

伯が 鐵道 院總 裁と して、 最も 天下の 視聽を 集めた 問題 は、 所謂 「廣軌 問題」 であった。 日本の 鐵 道の 軌 幅が 三 i< 六 

吋で あつたの を、 せ 界各國 の 標準 軌 幅と 稱 せられる 四 i< 八 吋 半に 改築し ようとい ふので ある。 

それ は經 費の 點 から 謂っても、 他の 國防、 經濟、 財政 並びに 國民 生活 一般との 關係 上から いってぐ、 影響す ると こ 

ろ 頗る 廣汎 深刻であった ために、 忽ちに して 滿 天下の 大 問題と 化し、 一時 は 內閣の 死活に 關係 する かとさへ 思 はるる 

に 至った ノ 

伯の 鐵道 院總 裁と しての 在職 三年 間の 大部分 は、 この 廣軌 改築 問題の ために 費され たと い つ て も 大過な い。 

日本に おける 廣軌 改築 問題の 發達 にっき 明治 四十 三年 十月 十一 日附の 報知 新聞 は、 雨 宮敬次 郞の？ れ として、 次の 記 

事を揭 載して ゐる C 

<| 廣軌 改築 案に 對 する 世論 囂々 として 歸著 する 所 を 知らん 様 だが、 世間の 奴等の 知識 は 乃公より は 一 一十 年後れ て 
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居る。 囘顧 すれば 今 を距る こと 十八 年、 明治 二十 五 年 銀行 條例を 改正 せられた 當時、 第 十五 銀行が 其の 猜立金 を 

株主に 割戾 したので、 華族 は 不時に 懷に這 入った 大金の 處 に 苦しみ、 家令 家扶 共 は 適當の 放資先 を搜し 廻った 

が、 是 はと 思 ふ 事業が 見附らなかった ので、 此の 乃公に 相：^ a を 持ち掛けて 來た。  <1 所が 乃公 は 日本の 鐵道 を廣軌 

に 改築せ ねばなら ぬと 豫て考 へ て 居た 矢先であった から、 五 百 萬圓を 以て 延長 一 千 哩の全 鐵道を 改築す るの 計畫 

を 提供し、 華族 會 館に 同志の 出席 を 求めて 詳細なる 說明を 試みる と、 賛成が 繽 出した ので、 時の 參謀 次長 川上 操 

六 を 動かし、 軍事輸送の 見地より 補給 利子 を 出させる 計 畫で勸 誘に 力めた る 結果、 其 賛成 を 得た ので、 更に 井上 

勝 氏に 同意 を 求めた。 然るに 豈に圖 らん や、 井上 は 頑として 應ぜ なかった。 △ こんな 事で 計畫は 一頓 挫を來 した 

が、 陸軍省の 運輸 部長であった 大澤界 雄が、 歐洲 の鐵道 視察から 歸 つたならば、 必すゃ 廣軌案 は 一大 氣勢を 高め、 

遂に 目的 は 達成す るな らんと、 其 歸朝を 心待ちに 待って 居た 所が、 意外、 實に 意外、 二十 七 年に 歸 つた 大澤 は、 

諾 威の 軌幅三 六时を 例に 引き、 日本の 地勢で は 軍隊 輸途の 上より 見る も 狭軌で 澤山 だと、 廣軌 案に 絕對 の反對 

を 試みた ので、 川上の 意見 も變 り、 乃公の 計畫は 全く 水泡に 歸 して 了った、 世の中に は 案外、 知識の 有る もの は 

少 いもの だ。 A 爾来 星 移り 歲替 りて 明治 四十 三年の 今日に 至り； ffi 首相、 後藏總 裁に 依りて、 乃公の 年来の 持論た 

る廣軌 案が 計畫 せられた の は、 乃公の 滿足 此の上 もない。 是非 案の 成立 を 望みたい。 

右の 談話に おいて 言及して ゐる やうに、 廣軌鐵 道 改築に 對 する 參謀 本部の 熱意 は 明治 二十 七 年、 大澤界 雄の 歸 朝に 

依って 急に 冷却した。 卽ち 日本 鐵道史 (下 卷四七 ー页) が、 

其 頃 ヨリ 參謀 本部 ノ論 3!n 一  轉シ、 軍事 輸途ノ 主眼 トス ル所ハ 線路 系 路ノ整 正 一一 在ルヲ 以テ、 軌間 ノ廣 狹ハ寧 n 第 


ニノ 問 题ナリ トシ、 而モ 線路 系 路ノ整 正 ハ各鐵 道區々 ノ經營 一一 望 ムへキ 一一 非サ レバ、 鐵 道ハ畢 竞阈營 タラ ザ ルヲー 

得ズ トセ リ。  一 

と 記した やうに、 鐵道 創業 期に おける 廣軌論 は、 單に 一 つの 議論と して i? へられた だけで、 間もなく 立 消えと なって 一 

しまったの である。 

其の後、 明治 三十 八 年 九月、 米 國サザ ー ン .パ シフ. - ック鐵 道 外數會 社の 社長 ハ リマ ンが滿 洲鐵道 視察の 途次、 日 

本 g 立 寄り、 我が 當 W 者に 對し 廣軌 改築 を勸吿 した 事が あった。 然し 乍ら 協議 は 遂に 成立す るに 至らなかった。 卽ち 

次の 通りで ある。 

其 際 當局者 ハ 我 狹軌鐵 道 一一 關スル 要項 ヲ 調査 シ、 之ヲ彼 一一 示シ タリ シガ、 彼 ハ之ヲ 閱シ狹 軌ノ利 ナラザ ルヲ說 一 

キ、 我 一一 シテ 廣軌 改築 ヲ行 ハント セバ、 或條件 ヲ以テ 資金 ヲ 供給 ス ヘシ トノ意 ヲ洩シ タリ シモ、 化 ハ條件 稍.^ 複雜： 

二 シテ、 我ハ 之ヲ容 ルル 二 躊躇 シ、 協議 遂ニ 成立 一一 * 至ラザ リキ。 (曰 本 鐵道史 下 卷四七 二 頁) 

かくの 如く、 軍事的 見地より カ說 された 議論 も、 ハ リマ ンの 資金 融通の 提議 も、 共に 物に ならなかった ので ある。 ： 

然るに 廣軌 改築 論が 本格的に 朝野 識者の 間に 論議せられ、 當 W 者 も 亦 熱心に この 劃期的 事業の 達成に 志す に 至った の： 

は、 實に 第二次 桂 内閣 時代の ことであって、 その 中心の 立 役者 は鐵 道院總 裁と しての 伯であった。  一 

それ は， 0 の 生涯に 於け る、 最も 花々 しき 鬪 ひの 一 つであった。 伯 は 宛 かも 大 旋風の 眞只 中に 艄を乘 人れ た 船長の や. 

うに、 八方の 敵と 鬪ひ、 その 政治的 生命 を赌 して、 努力した。 伯の 廣軌 改築に 志した の は、 決して 一日の 故で はな か： 

つた。 すでに 滿鐵に 於いて、 廣軌 改築 を斷 行して 成功した 伯 は、 日本 本土に 於いても 亦、 之れ と軌を 一 にせざる ベ か i 
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ら ざる こ と を 深く 感じ てゐ た。 

伯が 滿鐵總 裁に 就任せ る 時、 伯に 對し、 速 かに 廣軌 案を斷 行す るの 必要 ある 事 を 建言した 古川 阪次郞 は、 當 時を囘 

想して 次の 如く 語った。  - 

後藤 伯が 滿鐵總 裁に 就任され た 時、 自分に も滿 鐵へ來 いとい ふ 事で あつたが、 私 は 身 體が滿 洲の氣 候に 適合せ ぬ 

關係 上、 就任す る こと を斷 つた。 この 旨 を 平井喑 次郞 氏に 傳 へて 藤 伯への 傳言方 を 依頼した ところ、 平 井 氏 は、 

「それ は それと して、 是非 直接、 一度、 藤 伯. にお 目に  力 力って おく 力よ 力ら う」 とすす めら れ たので、 滿鐵 社宅 

でお 目に かかった 事が ある。 その 時、 自分 は、 戰 時に 當：： 1; へ 提出した 意見 走曰 11 卽ち 標準 軌 幅に 變更 する 件に 就 

いて 說 明した。  ■ 

この 意見書なる もの は、 日露 戰爭 中、 我が 陸軍 運輸 部の 仕事で 渡滿 中、 實 見した 經驗を 基礎と して 立案した もの 

であって、 未だ 戰爭の 終らぬ 間に 提出した ものである。 この 意見書に 對 して は 陸軍 部內は 大反對 であった。 殊に 

運輸 部の 仕事 を 統轄して ゐた大 澤少將 の 如き は 反對の 急先鋒であった。 長 {R としての 大澤 少將は 自分に 對し、 

「君が 勝手に 軌幅變 更の事 を 建議す るな ど、 誠に 越權 だ」 と 云って 愤慨 された 事が あつたが、 自分 は 「現在の 仕 

事に 關 する 意見に 非す、 將來の 見 透し に對 する 意見で あるから 差 支へ なから う」 と駿 論した 事 もあった。 

かう した Ie5 介な 自分の 意見書の 內容を 再び 繰返して、 藤 伯に 中 上げた ので ある。 自分 はカ說 した。 「旣に 日露 戰 

爭中 において、 滿鐵の 軌幅は 日本の 軌 幅に 變更 されて ゐる。 戰爭が 終了した から 早速、 標準 軌 幅に 變更 する 必要 

があります」 と。 藤 伯 は 聞き 終って 「君の 云 ふ 通り だ。 早速 實行 する 一 と斷言 せらに た。 


滿鐵 の廣軌 改築 は、 豫期 以上の 短日月の 間に 達成 せられた。 而 して 今や 娃內閣 の遞信 大臣と して、 國有鐵 道の 主管 

者と なった 伯が、 人 閣の當 初から、 夙く も、 その 廣軌 改築の 抱負 を もった こと は、 旣揭 (第三 節 一) の 「人 閣 後の 覺 ま曰 一 

ノ 一」 のなかに、 r 此 機運 一一 乘 シテ、 下ノ關 ヨリ 靑森 マテ ノ仏种 線 ヲ廣軌 二 改ムル ノ胸算 ナリ。 此 軌道 ノ 改良 ヲ 斷行セ 

サル トキ ハ、 軍事上 經濟上 共 一一 鐵道ヲ 國有ト ナセル 眞 價ナシ ト謂フ ヘシ。 只 財政 整理 ノ爲 一一 文裝的 武備 ヲ怠 ラハ、 天 

下ノ 事休ス ノミ」 と 記せる によっても 明かで ある。 

しかしながら、 內地 における 廣軌 改築 問題に は、 幾多の 困難なる 事情が 伏在す る こと を、 着 過す る こと はでき なか 

つた。 勿論 單 なる 技術的 見地から するならば、 滿洲 におけると、 日本 內地 におけると、 さした る 相 遠 はない かも 知れ 

ぬが、 しかし 內地 において 廣軌 改築 を實 現せん とする 場合、 最も 厄介なる 事態 は、 斯 くの 如き 問題が 政治問題 化する 

ことで ある。 從 つて 廣軌 改築の 經驗 者と しての 自信が、 伯 をして 廣 軌案實 現への 決意 を 固めし めた 要因で あったらう 

けれども、 政治問題 化する 惧れ ある こと、 並びに 帝國の 交通 政策 上の 大難 關 である こと 等 を 想起 すれば、 伯 自身と し 

て も、 滿洲 における 如く、 實驗窒 的 試練と いった やうな 氣 持で、 廣軌 改築 斷行を 決意す る わけに は 行かなかった。 

伯 は 上記の 覺 書のう ちに、 「故 二 這般ノ 改良 ハ 財政 上 ノ 信用 囘 復シ、 若干 ノ 外資 ヲ人レ 今日 ノ繰 延ヲ 取消 シ旣 定ノ 

計 畫ヲ實 行スル 前途 マ テヲ豫 想シ、 平時 ノ經 濟ト 有事 ノ日 ノ大 輸送 トヲ對 照 シテ、 各般 ノ 講究 ヲ盡サ 、ルへ カラ スト 

信ス」 と 記し、 必要なる 調査 研究 を 行 ひっつ、 靜 かに 時機の 來るを 待って ゐ たので ある。 
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二、 都 城 深夜 の 大文字 

伯 は、 大分 宮崎 兩鐵 道の 線路 實地 踏査の 爲め、 明治 四十 三年 十月 四日 午後 三時 二十 五分、 新橋 發 列車に 乘 じて 西 下 

の途に 就いた。 この 旅 中、 伯 は 到る 慮で 家族 的 信愛 主義の 講演 をした。 同月 十三 日に は 大分 縣の 視察 を 終って 宮崎縣 

に 人り、 都 城の 旅館 攝護 寺に 宿った。 伯の 著 都 を 知った 鹿兒島 新聞の 特派員 は、 直に 伯 を 訪問した ので あつたが、 こ 

の 日の 伯の 談話 は 全く 鐵道 經營 問題に は觸れ す、 奇想天外 的な 跣 足獎勵 論の 高調であった。 卽ち 特派員の 通信に よれ 

ば、 次の 通りで ある。 

午後 四時 過ぎ 著 都の 後藤 總裁を 旅館 攝護 寺に 訪 ひしに、 總裁は 微笑 を 以て 快く 迎へ て 曰く。 

「君 また 来たよ。 昨日 一 昨日 は 雨天で 頭巾 を 冠って 居た から 途中 は 解らなかった が：： 世間の 醫者 連が 跣 足は衞 

に惡 いと 云っても、 バ チ ル ス なんか 平素に 於て 跣 足 を やりつけて をれば、 決して 足から 其麼 者が 這 人る もの か、 

馬鹿な 話 だ、 旅行 中 偶に 跣 足 を 見受けて、 自分 は鹿兒 島の 學 生が 進取 的氣 象に 富んで ゐ ると 非常に 樂 しく 思って 

ゐ たが、 奈何 かネ。 現に 奥州なん かで は 此の 美風 良俗が 鐵道 開通の 爲 めに 破 壌され て、 跌 足が 無くなった。 之れ 

は 其の 土地 乃至 人間に 進取の 氣 象が 無くなった 證據、 卽ち 現象 だと 思 ふ」 

と布團 から 乘 出して、 頻りに 跣 足獎勵 論を說 去り 說 来れる は、 例の 後藤 式を發 揮した の だ。 記者 は 非常に 愉快 を 

感じて 「霧 島の 氣象觀 測 は 何の 爲 めです か」 と 聞いたら、 

「それ だ、 自分 は 如何に 蠻的 を賞識 しても、 技術 上に は 科學的 研究の 必要 ある 所以で、 其の 按配 を 甘く 調和して 


初めて 文明 的^ 備、 又は 文明 的の 人間な りと 謂つべし だネ」 

と尙總 裁の 談論 は 容= ^に盡 くべ くもな かつ たが、 孰れ 緩り 霧 島で 承る こ と を 約し て 記者 は 引 去 つ た。 

この 記事に 依っても 知り 得る やうに、 伯が 都 城の 旅館 攝護 寺に 人った 時刻 は 午後 四時 過ぎで、 右の 通信 は 午後 六 時 

三十 分に 發 信され てゐ る。 さう して、 新聞記者が 辭 去した 後、 卽ち 十三 日の 夜、 伯 は廣軌 改築 斷 行への 最後の 覺悟を 

次の 如き 楓爽 たる 文字 を：：^ て 手記した。 

四十 三年 十月 十三 日 都 械攝護 寺に 於て 

一、 淸國と 早 晚大戰 爭を免 かれ 難き 形勢に 相 成た る 事。  . 

此 形勢 を 可成 巧に 逐 ぐるに は 武装 以外 文裝的 優勢 を賴 むに 若 かす。 卽經濟 的 優勢に よるへ き 事。 

一、 淸國 と開戰 能力 は 虚勢に て は 不可な り。 實カ によるへ き 事。 

且 全世界との 戰 爭を覺 悟し、 列國間 合縱の 有様に 照らし、 常に 優勢 を 伴 はせ さるへ からさる 事。 

一、 淸國は 大陸 的に して 廣軌鐵 道なる に、 我 は島國 的に して 狭軌なる も 可なる や。. 

彼 は 前日の 日淸 日露 戰爭 時代と 同一 にあら すして、 頗る 成長し 居る に拘ら す、 我 は 守株 捕 鬼の 耀に 傚ら はば、 

其 勝敗 知る へきな り。 是內外 輸送 上 一致の 爲、 廣軌の 急 施、 可成 經濟 的に 經營 する の 止む へから さる 所以なる 

一、 帝國 運輸の 狀態、 將 來狹軌 にて 經濟的 競 爭に堪 ゆる ものと 信す る は、 正に 帝國 衰亡 を 意味す る こと を斷 言す 

るを單 からす C  • 
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狭軌の 不經濟 は 愈 M 帝國 衰亡の 原 をな す や 疑 を容れ さる 處 なり。 是經濟 眼より 爲 したる 廣軌急 施の 必要なる 事。 

一、 現在の 狭軌 は 亦、 運輸 增 進の 程度に 副 はす、 漸次 線路 萬 端 危險に 迫りつ. - ある 事。 當今 技術 宫は 綜合 的、 卽 

學 理と實 地、 叉 技術と 經濟、 叉 文事と 武備、 叉 世界的と 島國的 利害 關係を 概括して、 建設 改良 運輸の 大計 大略 

を定 むる 能力に 乏しく、 隨て此 技術 官の審 事 者と して、 政事 を •  執る 人 も、 其 點に氣 付き 居る とする も、 之 を 如 

何に 指導 啓發 して 圓滿の 域に 達すへ きか を 講究 大成す る 力なき 事、 否餘 力なき 事。 

一、 財政 家 は 姑息の 成功 を 放擲し、 近視眼 者の 人望 をと る 弊を脫 すへ し。 軍人 は 文裝的 武備 を大 主眼と し、 武装 

的 文弱に 陷ゐる を 防ぐ の大 見識 を 開き、 盛に 經綸を 行 ふへ き 事。 

一 、 民間 金融 綏漫 なりと いふ 說は、 實業家 企業 力の 乏しき 爲に 生す る 一 現象た る 嫌な き 能 はす。 眞の實 業 卽生產 

的 企業 をな し 得へ きか 爲 めに、 鐵道を 起さん とする に 至り、 而 して 廣軌 並びに 電力に よらん とする もの 漸く 多 

く、 現內閣 創立 後 國有鐵 道の 善後策と して、 下官 就職 後、 電力輸送の 講究 は 幼稚^りしか 故に、 之 を獎勵 し、 

一方 民間の 注意 を 喚起した る ものな きに あらす。 今や 九州に 尾 勢に 新 潟 東京 間に、 有力なる 廣軌 私設 鐵道 起ら 

ん とす。 

先程まで は蒲團 から 乘り 出して、 跣 足 獎勵の 提唱で 新聞記者 を 煙に 卷 いて ゐた伯 は、 いつの 間に か 筆に 呵 して 國策 

の 大文字 を 列ね てゐ るので ある。 

この 手記 は、 伯の 廣軌 改築 斷 行への 眞意を 明瞭に 顯 はして ゐる。 文裝的 優勢 卽ち 經濟的 優勢 を 力説し、 島國的 狭軌 

を 排撃し、 姑 なる 財政 策 を 否定し、 生產的 企業 を 待望す る 伯の 燃 ゆるが ごとき 情熱 は、 藏剌 として 行間に 躍動して 


伯が 廣軌 改築への 最後 的 決意 を 固める までに は、 相當の 準備と 調査と を盡 して ゐ る。 然 らば 當 局の 事務的 準備 は、 

如何様に 行 はれて ゐ たか。  . 

伯が 廣軌 改築 調査 を鐵道 調査 所長 山 口 準 之 助に 命じた の は 四十 一 一年の 事で ある。 山 口 所長 は 同所 勤務 技師 理學 博士 

田 中正 平、 技師 塚 本 小 四郞、 杉 文 三、 於 保 庫一 等 をして 調査に 從事 せしめた。 その 調査の 題目 は、 

一 、 東京 下關 一一 於 ケル廣 軌鐵道 並 一一 之ト 同等 ノ 運輸 力 ヲ有ス ル狹軌 鐵道ノ 建設費 及 ヒ營業 費 

であって、 伯の 命 を 受けた 調査 所では、 右の 題目 を、 

ィ、 一部 廣軌 敷設 ノ 利害 P 、全線 廣軌 改築 豫算額 .ハ 、現在 鐵道ノ 發展餘 地 如何 -ー 、狭軌 鐵道ノ 最高 輸送力 

ホ、 客 貨の發 達 趨勢 

に 分ち、 それぐ 分科 會を 設けて 調査 研究に 從 事した。 而 して 山 口 所長の 命 を 受けて 調査に 從 事した 田 中 技師 等 は、 

同年 七月 一 一十一 一日 を 以て 調査の 結果 を復 申した。 其の 要旨 は 左の 如くであった。 

一 、 廣軌 鐵道ハ 東京 中央 停車場 二 51- リ下關 停車場 -1 至ル モノー I シ テ、 (中略) 旣成鐵 道 二 沿 ヒ別ニ 複線 ヲ設 クル モノ ナル モ、 線 

路 ノ 位置 ノ如 キハ必 スシモ 現在 -I 依 ラス、 土地 ノ 情況 其 ノ他ヲ 參酌 シ、 之ヲ 撰定 スル モノ トス。 

一、 廣軌鐵 道ノ軌 問ハ四 呎八时 半、 軌條ハ 重量 ー碼 一-付 九十 封 度、 機 關車ハ 一 軸 重量 二十 噸〇 九總 重量 百 三十 噸ノ四 軸聯結 r テ 
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ンダ ー 」 トス。 

一、 東海道線 國府痒 沼津 間、 大現關 ケ原間 及 馬場 京都 間-於 ケル各 現在 四十 分ノ 一  勾配、 並 山陽 線 八本 松廣島 間-一 於ケル 現在 四 

十五 分ノニ 勾配 ハ、 共 一一 他ノ 適赏ノ 線路 ヲ撰 ミ、 之ヲ 百分ノ 一  勾配- - 改ムル モノ トス。 

一、 東京 下關 間-一 於 ゲル 廣軌鐵 道-一 對スル 新設 ノ 停車場 ハ平沼 (横 濱)、 大船、 國 麻津、 沼津、 靜 ！：、 豐橋、 名 古屋、 米 原、 馬， 

場、 京都、 大阪、 神 戸、 姬路、 岡 山、 廣島、 柳 井津、 德山、 三 E 尻、 小 郡 等 トシ 中 問 停車場 ハ之ヲ 設置 セサル モノ トス。 

一、 現在 旣成鐡 道 ハ其ノ 儘之ヲ 存置 スル モノ トス。 

そして、 これが 建設費 豫算 並びに 營業費 等に 關 する 復 中の 要點は 次の 通りであった、 し 

(七) 東京 下關問 現在 線ノ 外-一、 廣軌鐵 道 複線 ヲ 敷設 スル モノ トセ バ、 其 建設費 豫箅ハ 約 二 億 二百 八十 萬圓 ナリ。 

(八) 東京 下關 間-一 於ケル (中略) 廣軌鐵 道 複線 ト 同等 ノ 運搬 力 ヲ 有スル 狭軌 鐵道 複線 ヲ、 現在 線ノ 外-一 敷設 スル モノ トセ バ、 

其 建設費 豫尊ハ 約 一 億 八 千 九 百萬圓 ナリ。 

, (九) 前項 程度 ノ 狭軌 鐡道 複線 ヲ、 束 京下關 問ノ內 東京 沼津 IT 大現 關ケ原 問、 馬場 明 石 問、 八本 松廣 in!^ 間 一-現在 線ノ外 一一 敷設 

シ、 其他ノ 一展 問 ハ總テ 1： ー强度 一一 改築 シ、 -何 現在 單線ノ  m 問ハ、 同 一 强度ノ 第二 線ヲ添 設スル モノ トセ ハ、 其 建設費 豫算ハ 約 

一 億 三千 七 百萬圓 ナリ。 斯シテ 敷設 シ タル 狭軌 鐡邀 貨物輸送 量ノ 最大限 ハ 現在 ノ 五倍 以上 ナリト ス。 本頃ノ 場合 ハ 東京 國府津 

間、 京都 明 石 問-一 於ケル 現在 複線 ハ、 之ヲ 旅客 電車 ノ運轉 -ー專 用スル モノ トス。 

(十) 第 七 ー攻ノ 廣軌鐵 道ト、 笫八 1^ ノ 狭軌 鐵道ト ノ營業 费ハ略 isi: 樣 ナリト 認ム。 

(十 一 ) 第 七^  ノ廣軌 鐡道並 -I 現在 ノ狹軌 鐡道ト 第 九^  ノ狹 軌鐵道 トヲ對 照スル -!、 膂業§^^ -ー  於テ ハ 狭軌 鐵道ノ 方遙カ  一 I 低廉 ナ 

リ。 何 トナレ バ笫九 1^ ハ 七 百 六 種 ノ內、 僅 力-一 約 一 百哩 ハ 四 線 運 轉ナル -I 拘 ラズ、 第 七 項ハ約 四百 哩 ハ 四 線、 約 三百 隨 ハ 三 線 

運 轉ノ計 寰ナレ ハ 運輸 費、 保線 費- 1 於テ殊 -I 使 キヲ認 ムレ ハナ リ。 而シテ 第 七項ノ 狭軌 鐵道 ハ、 地方 列車 ヲ運 轉セ シムル -I 於 

テ廣軌 鐡道ト 併存 使用 スルノ 必要 ァリ。 -Ci: 第 九项ノ 狭軌 鐵道 ノ區間 ハ 、 大 瞪 近 キ將來 -I 於 テ之ヲ 四 線-一^ 築 スルノ 必要 ナキ見 


込 ナリ。 

(4>  二) 急行列車 ノ 最大 速度 ハ 勾配 及 曲線 -I 應シ 自ラ 制限 ァ ル モノ ナレ トモ、 狹 軌道 -ー 於テモ 適常ノ 構造 ヲ有ス ル車； 1 ヲ使 ffl ス 

ル -I 於 テハ、 #31： 官有 徵道 ノ廣 軌道 二 於ケ ル 現行 ト同  一 ノ 制限 ノ下 一- 緩 曲線 線- M  二 於ケル 最大 速度 ヲ 六十 fi ト スル コトヲ 得へ 

キヲ 以テ、 ？ g 想 的 狭軌 鐵道 ハ 官有 廣軌鐵 道 ト略ホ 同等 ノ 速度-一達 シ 得へ キモ ノト 認ム。 

すな はち 山 口 技師の 復申書 は、 所謂 廣軌鐵 道と 强度 狹軌鐵 道と を 比較して、 むしろ 强度 狹軌鐵 道に 改築す るの 勝れ 

る やの 結論に 達した ので ある。 

伯 は 更に、 技師 石 川 石 代に 對 しても 廣 軌に關 する 調杳を 命じた。 石 川 技師 は 明治 四十 三年 七月 一 日 「東京 下 關間準 

軌道 狹 軌道 比較」 と 題す る 復申書 を 提出した。 因に 石 川 技師の 所謂 準 軌道と は、 標準 軌 幅の 軌道、 すな はち 山 口 技 帥 

の 所謂 廣軌と 同じ も の を 指す ので ある。 

右の 復申書 は 一、 緒說 二、 將來ノ 輸送量 三、 改良 方法 建設 及 輸送力 四、 營 業費ノ 比較 五、 列車 抵抗力 六- 

雜件 七、 結論の 七 節から 構成され てゐ る。 

一、 緒說 

— 夫レ準 軌道 ハ速 カノ 大ナル ト經濟 的 輸送力 ヲ有 スル點 一一 於テ、 狭軌 道 一一 優ル コトハ 世 一一 異論 ナキ所 ナルト 共 一一、 建設 费ノ多 

額ヲ耍 スルモ 亦 明白 ナル. 事實 ナリ。 故 一一 建設 费ト 改良 後 -ー 於ケル 營業費 卜 ノ 比較 ハ固 ヨリ 兩軌ノ 優劣 マ 判定 スル 要素 ナレ トモ、 

本 幹線 大 改良 ヲ爲ス -ー 當リ、 準 狹何レ 一一 據ル可 キヤ ハ、 主 トシ テ將 來經濟 狀態ノ 發展ノ 程度 力 永久 一一 狭軌 ヲ以テ 之 一- 應シ 得へ キ 

ャ否 ヤノ 推定， 一依 リ決ス 可キモ ノ 一一  シテ、 建設費 ノ 問題 ノ如キ ハ寧 ロ從タ ラサル 可 カラス。 何 トナレ ハ生產 ニ對シ 不適 (：s ナル設 

備ハ、 終-一 ハ國家 經濟ノ 大缺陷 タル 可キ 者ナレ ハ也。 11 

二、 將來ノ 輸送 数量  . 

笫 一章 第二次 桂 内閣 時代  ニニ 七 


第 六 節 廣軌 改築 問題  .  ニニ  A 

11 現在 線路 ハ 出荷 多キ 時期-一 ハ其述搬量1^?ント樋度-1達シ、 或ハ 不足 ヲ感 スル 事ナキ -ーァ ラサル 區間 ァリ。 是レ實 -1 改良 ヲ急 

耍ス ル 所以 一一 シテ、 其方 法 如何 ヲ考 索ス ル. 事次ノ 如シ。 

コー、 改良 方法 ノ 建設費 及 輸送力 

東京 下關間 輸送力 I 加ノ 爲- 一山 口 技師 ハ 左記 一一 一種 ノ豫 算ヲ 計上 セリ。  • 

第 一、 準 軌道 複線 新設 費  二 〇 三、 〇〇〇、〇〇〇 圓 

第二、 强度 狭軌 道 複線 新設 費  一 九 〇、〇〇〇、〇〇〇 圓 

第三、 强度狹 軌道 複線-! 改築 費 一 一一 一八、 〇Q〇、〇〇〇 圆 . 

右 ノ外余 ハ玆- ー左ノ 豫赏ヲ 追加 セン トス。 

第 四、 準 軌道 複線-一 改築 費  一 五 二、 〇〇〇、〇〇〇 圓 

而 して 石 川 技師 は、 山 口 技師の 計上せ る 三 案 中、 第一 の 「準 軌道 複線 新設」 (卽ち 山 ロ復中 書の 〔七〕 の 案) 及び 第二 

の 「強度 狹 軌道 複線 新設」 (卽ち 山 ロ復中 書の 〔八〕 の 案) は、 二つながら 「計 畫餘リ 大膽粗 漫ノ嫌 アル」 ものと して、 

これ を 問題外に おいた。 さう して 第三の 「强 度狹 軌道 複線 二 改築」 (卽ち 山 口 復申甞 の 5 の 案) を 以て、 「線 數ニ關 

シテ ハ最モ 適切 ナル 改良 方法 ナリ。 本 幹線 現狀ヲ 考察 シテ 改築 ヲ企 圖セ ン 一一 ハ、 必ス ャ此ノ 方法 一一 據 ラサル へ 力 ラサ 

ル モノ トス」、 となした 上、 自ら 新たに 「前記 第三 ノ 新設 增設 若クハ 改築 スル 處ノ モノ ヲ準 軌道 ト爲 ス」 ところの 第 

四 案 「準 軌道 複線 一一 改築」 を 追加して、 その 費用 を 一億 五 千 二百 萬圓と 推算した。 すな はち、 以下 は 右の 第三 案と 第 

四 案と にっき、 石 川 技師の 復 申せる 比較 論で ある。 

山 口 技師 計上 ノ 第一 準 軌道 新設 ノ 費用 ハ、 第二 狹 軌道 新設 ノ 費用 -1 恰モ百 分 ノ七ヲ ^加シ タル モノ-一 當 レリ。 假 一一 之ヲ 一割 ノ^ 

加ト ナン、 第三 狭軌 一一 改築 ノ 費用-約 千 四百 萬 圓ヲ^ 加 シテ、 笫 四準軌 一一 改築 ノ費 用ヲ見 積リ、 查億五 千贰 萬圓ト ナサ ハ、 大 


ナ ル 見 常 違 ナキヲ 信スル モノ ナリ 

山 口 技師 ノ說明 -I ョ レハ、 第三 ノ豫算 ま 億參千 餘萬阒 ハ 現在 狭軌 道ヲ 理想 ノ最强 度 一一 改築 スル モノ トス ルモ- 現今 歐米 諸^ ノ趨 

勢ハ 汽船 ノ 船腹 益./ 大ヲ極 ムルト 同樣、 機 關車ノ 重量 亦 益 1^ 大ス ルノ 傾向 ァリ。 我 邦 百年 ノ計 ヲ立ッ ル 上 -I 於テ、 狭軌 ト シ テ 

本 幹線 ノ 改良 ヲ圖ラ ン 一一 ハ、 橋梁 ノ强度 軌道 ノ 結構 固 ヨリ 斯クァ ラサル 可 力 ラサル 所ノ モノ  -- シテ、 敢テ 異数 ノ！^ 费ヲ 狭軌- 1 投 

スルモ ノト ハ認ム へ カラス。 鐵道ノ 能力 發揮ハ 線路 車辆ノ 改善 ノ外、 更 一一 停車場 ノ！？ ： ぱ備及 海 連絡 設備 ノ  (-兀 否 一- 關スル モノ^ 大 

ナリ。 (中略) 本 項 第四ノ 豫算ハ 勿論、 第三 ト雖モ 此等ノ 設備-一 關スル 費用 充分 ナラ ス、 故-一 露赏 改良 ヲ！： ラ ン -ー ハ尙數 多ノ. 1； 

費 ヲ投セ サルへ カラス。 隨テ本 金額 ハ固 ヨリ 改良 費豫^ ノ 總額ト ハ認 ムル能 ハサ ルモ、 第三 現 改良 案トノ 比較 二 用 フル 金額 ト シ 

テハ 敢テ差 支ナキ モノ トス。 設計者 ノ說明 二 依 レハ、 前記 狭軌 改築 二 用 フル 機 關車ハ 新-一 設計 セ ル 理想的 最 强度ノ モノー- シ テ、 

南阿 於ケル 狭軌 一一 使用 ス ル 最大 機關車 一一 比 シ約三 割 方ノ强 サヲ加 へ 、 又 貨車 ハ 獨 逸準軌 一一 使用 スルモ ノト 同一 ノ モノ ヲ ffl フ。 

此機 關車ヲ 採用 セ ン トス ル トキ ハ、 線路 ヲ相赏 ノ强度 並 一一 大サ 一一 改築 ス ル ノ 必要 ァリト 言 フ。 改築 ノ內 容斯ク ノ如シ トセ ハ、 豫 

棼第四 ノ準軌 一一 改築 スル モノ トノ 差ハ、 只軌幅 ノ差ト 枕木 ノ 長短 一一 アル ノミ C 而シ テ第四 - ー於テ ハ 一 層 强度ノ 橋梁 ヲ架 設ス ル コ 

ト ヲ得ル モノ ナ ルカ 故-一、 將來更 一一 機 關車ノ 重量 ヲ^ 加 ス ル事ヲ 得ルノ 利益 アル へ シ。 

强度 改築 ノ 狭軌-一 ァリテ ハ、 前記 理想的 ノ機 關車ヲ 用ヒ、 線路 ノ强 サヲ大 一一 シ、 列車 速度 ノ如 キモ緩 曲線 一一 於テ ハ 最大 速度 ヲ六 

十呢 トシ、 斯 クシ テー 日 百 二十 囘、 晝夜ヲ 通 シテー 時 問 五 往返 ノ運轉 ヲ爲ス 二 依 リテ、 其 得 ル處ノ 最大 輸送力 如何 ヲ ル 一-、 旅 

客  一 I 在リテ ハ 現在 ノ 二倍 以上、 貨物-一 在リテ ハ 同シク 五倍 (中略) ヲ 運搬 シ 得ルノ 計算 ナリト 云フ。 此！？ ぱ計ハ 所謂 理想 ノ 設計 二 

シテ、 計算 一一 於 テハ固 ヨリ 正確 ナル へ シト 雖モ、 未タ實 驗ヲ經 タル モノー ー非ル ハ事赏 ナリ。 如是 理想的 改良 ノ線 路上 -I 理想的 械 

度ノ運 轉ヲ問 斷ナク 持續ス ル モノ トス ルモ、 I:? 且 三十 年後 一一 ハ e  -I 其 不足 ヲ訴へ サル可 力 ラサル ハ、 前^ 將來ノ 輸送 豫想高 一一 比 

較ス レ ハ自ラ 明瞭 ナリ C 況ャ此 極度 ノ 輸送 ナル モノ  、へ 設備 ノ關係 一-於 テモ 速度 ノ關係 一一 於 テモ、 實際ノ 輸送力 ト爲ス -! ハ其幾 

割ヲ 減スル ヲ至當 トスへ キ ヲャ。 —— 

第一章 笫 二次 桂 内閣 時代  ニニ 九 


笫六節 廣軌 改築 Si: 題  -  二三 0 

四、 營 業費ノ 比較 

—— 狭軌 道-一 於テ 一 ケ年查 千 萬 圓ノ營 業 費 ヲ要ス ル トキ ハ、 準 軌道-於 テ ハ前 記ノ 一. 九 トー. 八ノ 比例 ヲ以テ 九 百 四 拾 七萬圓 

ヲ以 テ足ル 計算 トナ リ、 其 節約 額 五 拾 餘萬圓 -I 上ル ヘシ。 而シ テ準軌 狭軌 ノ 改築 費 ノ差千 四 萬圓 二 對 ス ル年 五分 ノ 利子 ハ 七 拾 

萬圓 一一 シテ、 未タ 以テ營 業費ノ 減少 ハ此 差額 ノ 利子 ヲ 支拂フ - 一足 ラ スト 雖、 輸送 發建 シ營業 費ノせ 加之レ -ー 三 割 三分 ヲ加フ ル -i 

至リ、 則チ千 三：. H 三 拾 萬 閱ヲ要 スルノ 時機-一 ハ、 營 業费ノ 減少 ハ此建 If. ぱ费 差額 ノ 利子 ヲ 仕拂フ  一！ 足ル 可シ" 此 時機 ハ蓋シ 遠キ將 

來ニァ ラサル ヲ知ル へ シ。 —— 

五、 列車 抵抗力 

 準軌 ハ狹軌 -ー 比 シ速 カヲ^ 加 ス ル コ ト 容易 一一 シ テ、 速 カノ  ^加 -I 伴フ 牽引力 減少 ノ度 小ナル コ ト、 隨 テ運轉 費^ 加 率 ノ小ナ 

ルコト ヲ知ル 可シ。 

しヽ、 ：iy-  hi 

> 菊  件 

. — ■ 軍事 h  ノ  0- 地ョ リセ ハ、 滿韓ト 同  一 ノ軌 ヲ 本邦 一一 有 ス ル事ハ 車輔、 器具、 器械、 其 他 ノ流川 一一 於テ 幾多 ノ利 便ァ リ。 況ン 

ャ 軍事 -I 最 必要 ト ス ル 敏速 確 赏ナル 輸送、 狭軌 ノ遂 一-準 軌 一一 及 ハサ ルコト 明 ナル ヲャ。 現 時 滿韓- 一 旣-ー 準軌ノ 幹線 ァリ。 財政 ノ 

都合 上 地方？ E 發ノ 急務 ョ リ シ テ、 滿韓 -ー 狭軌 若ク ハ 其 他 ノ輕便 鐵道ヲ 敷設 セ ント ノ議ァ ラハ、 是 レ最モ 不得策 ノ 極ナル コト、 日 

露 戰役中 奉安 線 ニ呎六 吋 牛 輕便鐡 道 -I 於 テ親シ ク我邦 ノ赏驗 セル 所ナリ C 

七、 結  論 

以上 ノ諸項 ヨリ 考察 スル トキ ハ 柬京、 下 關問七 Kii 有餘 ！.： ハ 現在 ノ 狭軌 ヲ準 軌-ー 改築 スルヲ 有利 トス。 而レ トモ 我 邦旣設 ノ 線路 五 

千哩 以上 -I 達シ、 * 本 區間ハ 僅-一 其 七分ノ 一 一一  モ足ラ ス。 軌 問ノ铳 一 ハ最モ 必要 ナル 事項 ナレ ハ、 殘餘 四千 三百 有餘 隨ノ榦 支線 ヲ 

悉ク準 軌-ー 改築 ス可 キヤ 否 ヤヲ 決定 シ タル 後、 始メテ 赏行ヲ 画 ル可キ ナリ。 單 -1 本 iHil 問而 已ノ 研究 ヲ以テ 決定 ス可キ |ー  ァラ ス。 

右に 依って 見れば、 山 口調 杏 所長の 復 申に 於け る、 强度狹 軌道 複線 改築 費 一億 三千 八 百萬圓 Q 經 費に 比較し、 石 川 


技師の 報吿 は、 廣軌 (準 軌道) 改築 經費を 一 億 五 千 二百 萬圓と 算定し、 齊軌 改築の 頗る 有利なる 點を 指摘した ので あ 

つた。 

一方 この 廣軌 問題に 對 する 鐵道院 の 空 氣は 如何であった かとい ふに、 當 時の 中外 商業 新報が 「鐵道 業務 調査 會の設 

置 ある や、 叉 之と 關聯 して 鐵道 財政 其 他の 調査に 從 事し、 爾 来院の 內 外に 於て 盛に 論爭 せられて 今日に 至りた る もの 

にして、 古川 中部 鐵道 管理局 長の 廣軌 說、 岩 崎 西部 鐵道 管理局 長の 狹軌說 は、 實に兩 々相 對峙 し、 此種 研究の 花と 見 

られ たり」 と 報じて ゐる 如く、 鐵道院 擧げて 廣軌斷 行 論と いふ わけではなかった。 

當時、 中部 鐵道 管理局 長と して 廣軌 論の 急先鋒であった 古川 阪次郞 は 次の 如く 語った。 

^も 管理局 長と して 管內鐵 道の 狀態を 調査した 結果、 是非とも 標準 軌 幅に 改變 する 必要 を 認めた ので、 列車の 速 

力 を增大 する 爲 めに は、 大 改良 工事 を 施行す る 必要が ある、 これに は 約 二 億の 金額 を 要する 旨の 意見書 を 提出し 

た。 そして 更に 藤 伯に ぉ會 ひして 右の 點に 就いての 自分の 主張 を說 明す ると、 r レ，" ルを變 へ ると 同時に 廣軌に 

する を 必要と する」 と 藤 伯 は 答 へられた。 そして この 理想 を實 現す る爲 めに 新設 鐵道は 無論の 事、 トンネル も 亦 

廣軌の 準備に 著 手し、 書類に は 「廣軌 準備」 の 符牒 を附 ける 事に なった。 

四、 財源の 問題 

かくして 廣軌 改築に 對 する 二つの 技術的 調査 は 出来 上った。 しかし 伯の 肚は、 前述の 都 城の 手記に あら はれて ゐる 

如く、 國策 上の 見地から、 すでに 廣軌 改築 斷 行と 決まって ゐ たので ある。 

第一章 第二次 桂 内閣 時代  二三 一 


第 六 節 廣軌 改築 問題  .  二三 二 

殘る 問題 は、 これが 財源 を 如何にす るかと いふ ことであった。 如何にして 財務 當 局と 折衝すべき か。 閣議 を どんな 

方針で 通過せ しめよう か。 伯 はま づ、 廣軌 改築 方針の 立案 方 を 關係各 課長に 命じた。 さう して 徐ろに 大藏 省と 交涉を 

開始した のであった。  . 

これに 對 して 財務 當局 は、 何よりも、 廣軌 改築 費の 增 加に 基く 鐵道 豫算の 膨脹に 吃驚した。 さう して 遲 疑し 且つ 逡 

巡した。 玆 において 伯 は、 財務 當 局の 消極 退嬰的 方針 を 慨嘆す るの 餘り、 ついに 大藏 省に 對し、 強硬なる 意見 を 提出 

したる ものの 如く、 その 草稿と も 見ら るべき 手記に よれば、 次の 如くで ある。 

一 、 鐵道 公債 ノ追テ 發行セ ラル へキ 事ハ、 內 外人 旣 ニ之ヲ 察知 セリ。 

一 、 然ル 一一 之 ヲ發行 セサル トキ ハ、 一 時的卽 姑息 的 方法 一一 ョ ル事ヲ 推知 セラ ル 、力 故 一一、 公債 發行ヲ 見合 セ居ル 

ヲ 以テ、 我 財政 ノ强健 ナル事 ヲ內外 一一 了知 セシ ムル - 一好 方便 ト云 フ事ヲ 得ス。 

. 1、 公債 發行ヲ 見合 セ遣繰 算段 ノ出來 得 ル範圍 一一 止メハ 勢、 鐵道 事業 ヲ縮メ 改良 ヲ遲 延セ サルヲ 得ス、 是廿 世紀 

二 伴 ハ サル 運輸 機關 ヲ以テ 商工業 的發達 (記入 ナシ) 列國 ト兢爭 ヲ試ミ ン トス ル モノ ナリ。 不知 眞 一一 此 姑息 政策 

力 終極 ノ利ナ ルへキ 力。 

1、 明治 五十 年ノ萬 國博覽 會ハ、 現內 閣持績 一一 ヨリ 開會セ ラルへ キヤ 否 ハ別題 トシ、 鐵道ノ 如ク數 年若 クハ數 十 

年ヲ 經サレ ハ、 建設 改良 ヲ全ク スル事 能 ハサ ル 難事業 一一 對シテ ハ、 先頃 政府 一一 於テ、 之 力 豫期ノ 遂行 ヲ全フ ス 

ルカ 爲メ 一一、 夙 一一 講究 スル 處ナ カルへ カラス。 不肖 當局 トシ テ、 今日 之ヲ 明白 一一 其 消息 ヲ 陳述 シテ 施設 ノ急耍 

ヲ 吿ケス ンバ、 其 職 一一 忠ナル 所以 一一 非 サルヲ 知ル。 是 大蔵大臣 ノ 再考 ヲ 求メ、 總理 大臣 ノ明 斷ヲ 切望 スル 所以 


、 今ャ 現-一 鐵道 特別 會計 ヲ設ケ ラレ、 其 資本 勘定 一一 於 テ七億 圓餘、 其 總收人 金 九 千 萬 圓經費 約 五 拾^ プ „1 セン 

ト ナリ。 乃 四千 六 百 萬 圓餘、 純益 四千 餘萬 圓、 從來約 四 拾 六七プ n セント ノ處、 四 八 若 クハ五 〇 プロ セント 弱 

二 達 セン トス。 十 年 平均 毎年 增收 二十 分ノ ニニ シテ、 純益 ハ 四十 分ノ  一  二 過 キス。 之 一一 ヨリ テ將來 ハ母年 幾何 ノ 

資本 利子 ヲ支 拂ヒ 得べ キカヲ 推算 スル 一一、 五 千 百 萬 圓若ク ハ 五千贰 百萬圓 一一 對スル 五分 ノ 利子 ヲ支拂 フ事ヲ 得 

ヘシ。 故 一一 其 四千 五 百 萬圓ノ 資本 增加優 一一 供給 スル 事ヲ 得へ キナ リ。 此中 一一 年々 延長 線 ノ增收 人 ハ之ヲ 算人セ 

ス。 其 殘額六 百 萬圓、 五 朱 ノ利參 拾 萬圓ト 延長 線 增收ヲ 推算 五 拾萬圓 純益 剩餘ヲ 生スへ キノ 理ナ リ。 更 一一 五 朱 

利附 資本 七億ノ 利子 ヲ四朱 一一 變更 スル トキ 一一 ハ、 年々 七 百萬圓 ヲ餘ス へ キ事 勿論 ナ ルカ 故 一一、 年 壹千七 百萬圓 

ノ 資本 供給 一一 對ス ル 利子 ヲ支拂 フ事難 力 ラサル へ シ。 

、 特別 會計 トシ テ、 一般 會計 ト異ナ ルカ 故 一一 元利 償却 一一 於テ 一般 會計 一一 累ヲ及 ホス 事 少シ。 更 一一 進テ鐵 道ヲ 一 

ノ財围 法人 トモ 見ル へ ク、 叉爲ス へ キ程ノ 決心 當初已 一一 定 メラ レ居 次第 ナ レハ、 今 一一 到 テ强テ 一 般 會計ノ  S 糸ヲ 

引 證シテ 將來ノ 公 倩發行 若クハ 借人 レヲ 困難 ナリ トシ テ鐵道 完成 ヲ 制限 縮少セ ハ、 特別 會計 ヲ設？ はセ ラレ タル 

當時ノ 理由 ヲ シ テ 死滅 一一 歸セシ ムルノ 嫌ナキ 力。 不肖 疑ナキ ヲ得サ ルナ リ。 

、 當初 現行 特別 會計 ハ、 一 般會計 一一 累ヲ 及ホサ スト ノ 理由 ノ下 一一 設定 セ ラ レ タル 事 前提 一一 シ テ正シ カラ ン 一一 ハ- 

鐵道 特別 會計 一一 公債 若クハ 借人 金ヲ ナシ、 事業 ノ 進行 ヲ 完了 セシム ル事ハ 一般 會計ノ 非 募債 主義 一一 何等 妨ケナ 

キ害 ナリ。 否少ク トモ 妨ケ ナキ 說明ヲ ナス 事ヲ 得へ ク、 此點 一一 對スル 誤解 ナカラ シム ル事ヲ 得へ キ箸 ナリ。 
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一、 四十 三年 度 一一 於テ 提出 鐵道 豫算ヲ 減削セ ラレ、 一般 會計ノ 基礎 ヲ 危殆 一一 陷 ラシ ム ヘシ ト認メ ラル、 ホト、 薄 

弱ナル 帝國 財政 計畫 ハ 叉 不確實 ナリ トセ ハ、 是迄 ノ 大藏 大臣 ノ 宣言 ハ頗 ル信ヲ 缺クモ ノト 疑 ハサ ルヲ 得サ ルナ 

かくして 伯 は、 桂內閣 組閣 當 初の 政綱であった 非 慕 債 主義 を、 眞 向から 粉碎 せんとし たので ある。 

伯の 物凄い 大藏省 攻撃 は 果然 效を 奏した。 すな はち、 次に 述 ぶる 種々 の 困難 を、 鐵道當 局に おいて、 十分 克服し 得 

る 自信が あるならば、 大藏省 は、 廣軌 改築 案に 敢て 異議 を 表明せ ぬ 旨の 覺書 を、 伯の 手許へ 送って 来たので ある。 

大藏省 は 遂に 沈默 したの だ。 非 募債 主義の 看板 を 塗り かへ る ことにな つたの だ。 今 その 覺 書の 全文 を 記載 すれば、 

實に 左の通り である。 

一、 鐵道ノ 建設 改良 一-付 テ ハ、 鐵道 # 計ノ獨 立 經營ヲ 確立 シ タル 初期、 卽チ 明治 四十 二 年度-一 於テ ハ、 旣定 ノエ 事 ヲ甚シ ク縮少 

セサル 程度-一 於 テ計畫 ヲ立テ タリ ト雖、 明治 四十 三年 度-一 於 テハ、 主 トシ テ 建設 及 改良 ノ 必要-一本 ツキ、 同年 度 以降 三 四 年度 

間 ハ年々 約 四千 萬圓 ヲ放資 スル ノ計畫 ヲ定メ ラレ タル ヲ以 テ、 財政 常 局 一一 於テ ハ 右 資金 ノー 調達 ヲ期シ テ 諸般 ノ 考案 ヲ立テ タリ。 

. 然ル 一一 僅 カー 一 一年 一一 シ テ更 二 約 二 千 萬圓ノ 放資額 ヲ智加 セラ レン トス ルハ、 財政 常局ノ 仝ク豫 期セサ ル所ナ リシ。 

二、 現下 並 -ー將 來ノ舦 勢-一依 リ、 我 内地-一 於 テ鐵道 資金 ヲ 調達 シ 得へ キ In- 度ノ 見込 ヲ案ス ル -ー 左ノ 如シ。 

ィ、 公債 償還 元金 毎年 五 千 萬 圓ナル -ー 鑑ミ、 生産 公債 ト雖、 内地 市場-! 於テ五 千萬圓 以上 ノ 公債 募集 ハ、 常 分 不能 ナル コト。 

C -、 金融 ハ 水害 凶作 等ノ爲 影響 ヲ受 クル ノ ミナ ラス、 民間 事業/進 涉ヲ 期シ、 將來 緊縮 ス へ キ 傾向 ァリト ノ觀念 1 般 -I 流行 セ 

ルヲ 以テ、 四 分利 九十 五 劇 ノ價格 ヲ以テ 新規 公債 ノ發行 ハ赏分 困難 ナル 事。 

ハ、 四 分利 九十 五圓 以下 ノ價格 ヲ以テ 公債 ヲ 新規 發行ス ル ハ、 國債ノ 整理 阻害 ス ル コト。 

二、 右國債 整理 ト 公債 ノ 新規 發 行トノ 事業 ノ 調和 ヲ計 ルカ 爲、 公債 格 維持 ノ爲 少ク トモ 每年 千萬圓 以上 ノ资 金ハ、 散 出超 過 


ノ狀態 -I 置ク 必要 アル 事。 

ホ.， 朝鮮 事業 經资及 治水 费 -ー 充？； ！ S ス ル爲、 公 债 财源ト シチ 今後 繼績的 -! 約 千 五 百 萬圆ヲ 必要 ト スル モノ トセ ハ、 鐵道 公情ト シ 

テ 發行シ 得へ キ適赏 額 ハ、 多クト モニ千 五 百萬圓 一 1 .i- メサル へ カラス。 

へ、 二 千 五 百 萬圓ノ 公债ヲ ST 分 九十 五圓 トシ テ發 行シ、 手数料 約 一 半ヲ 控除 セ ハ、 此收 入金 二 千 三百 餘萬 阒ヲ 得へ シ、 此 公債 

ト雖、 常分ハ 短期 債券 トシ テ發 行スル ノ外ナ カル へ シ。 

ト、 右 赘金ノ 外、 預金 部 ヨリ 每 年少 ク トモ 千 五 萬 圓ハ鐵 道 特別 會 計-一 付スル コトヲ 得へ ク、 之 一一 鐵道 ^！! 金 千萬圓 トセ ハ 四千 

七 百 萬圆ノ 資金 ハ 調達 シ 得へ シ。 

三、 前項 ノ 計算 ハ最 モ樂觀 的-一計 算シ タル. 見込 一一 過 キス。 而カモ 其 资金ノ 大部分 ハ 短期 ノ 資金 ヨリ 成立 スルヲ 以テ、 早 晚之ヲ 長 

期 資金 一一 整理 セサル へ カラス。 

四、 先ッ 外債 -1 依リ 資金 ヲ手 - 一入 レ タル 後 建設 改良 計畫ヲ 改案ス ル 一一 ァ ラ ス シテ、 先ッ 建設 改良 ノ計 畫ヲ 改メ、  .1^ 々多額 ノ鐡道 

资金ヲ 要スル コトヲ 標榜 シテ 外國 資本 ノ 調達 ヲ爲ス ハ、 其 困難 ノ 程度 一段^ 加スル モノ トス。 

五、 以上 ノ 困難 一一 對シ テハ成 ルへク 之-一打 滕ッ コトヲ カムへ キハ 勿論 ナリト 雖モ、 萬 1 之 一一 打 滕ッ能 ハサ ル 場合 ヲ. iH シ タル トキ 

ハ、 事業 繰延 一-依 リ之ヲ 救 濟スル コト、 豫メ之 ヲ覺悟 セサル へ カラス。 

六、 以上 ノ 困難 ヲ覺 悟シ、 ， 父 前記 資金 ノ範圍 内-一 於テ 計畫セ ラル、 モノ トシ、 東京 馬 關問ノ 軌道 ヲ廣軌 一一 變更セ ラル、 コト鐡 道 

政策 上最モ 其. K キ ヲ得タ ル モノ トセ ラル 、 一一 於 テハ、 財政 常 局 一一 於 テハ別 一一 之 一一 異議 ヲ唱 へサル ヘシ。 一 日； 廣軌 改築 ノ如キ 多 

額ノ 费用ヲ 要スル 事業 一一 著手シ タル 上、 更 -ー 鐵道 普及 ノ耍 求ヲ モ 滿足セ シメン トシ、 年々 ノ 支出額 ヲ 前記 金額 以上 -ー ^加セ ン 

トセ ラル 、如 キア ルモ、 财政赏 局 ハ 之-一 對シ テ 責任 ヲ分ッ コト能 ハス。 
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五、 閣議 決 . 定 

かくして 廣軌案 は、 明治 四十 三年 十一月 十二 日の 定例 閣議に 附議され、 伯 は 次の 如き 廣軌 改築 理由 を樓述 して、 全 

閣僚の 承認 を 得た。 それ は單に 經濟的 技術的 根據 のみに 跼蹐 せす、 軍事上の 見地から も その 必要 をカ說 した もので あ 

る。 この 理由 書 は、 「標準 軌道 一一 改築 スルヲ 得策 ナリ トス ル 理由」 として、 まづ 鐵道軌 幅に ついての 世界の 現勢より 

說き 起して 次の 如く 記した。 

一、 時ノ 古今 ヲ問ハ ス、 洋ノ 東西 ヲ論セ ス、 標準 軌道 ヲ 採用 シテ赏 際 上 別-一 支障 ナキヲ 0- レ ハ、 其 適 常ノ軌 幅ナル コトヲ 證明ス 

ル モノ ト云フ ヘシ。 而 シテ此 It 小 準 軌道 ヲ 採用 スル 國ハ英 IT 佛風、 .21 耳義、 和 蘭、 伊太利、 瑞西、 獨逸、 填 太 利、 匈牙利、 丁 

抹 等-一 シ テ！； f 典、 諾烕、 露 領波蘭 及 土 耳 古-一 テモ 主要 ノ 線路 ハ！！ 準 軌道 ヲ用 ュ。 歐 洲外ノ  n  - ー於テ 標準 軌道 ヲ 採用 セル ハ加那 

陀、 埃 及、 淸^、 錄國及 南 滿洲、 新 南 威 斯等ナ ルカ、 墨！ S 哥ハ其 國 内線 路ノ半 部、 isi 爾然 丁、 爪 ゆ-、 ウル ガイ、 パラ ガイ、 祕 

露 等ハ其 一部 ヲ 標準 軌道 トス。 ■ 

二、 北米 合 衆 (一  メ ー トル 四 四 五) 及 露 國ノ鐵 道 (一 メ  — トル 五 二 四) ハ廣 軌式ナ ルカ、 標準 軌道 トノ差 甚シク 大ナラ ス。 以 

上 ノニ國 一一 テハ 昔時 ハ 今日 -ー 比 シ^ 一  層廣 大ナル 軌幅ヲ 用ヰシ モ、 後 漸ク现 今 ノ軌幅 一一 減セ ラレ タル ナリ。 而カ モ 今日-付、 標 

準 軌道 ョ リ モ軌幅 ノ廣キ 所以 ハ 、 別  一一. i 濟上ノ 理由 一一 墓ク -I ァ ラ ス。 合衆國 一一 於テ ハ 仝 II 鐵道ノ 軌幅統 一 ヲ計ラ ン トス ルニ際 

シ、 最大 廣軌ヲ 主張 ス ル 論者 アリシ ヲ 以テ、 該 論者 トノ 調和 ヲ計ラ ン カ爲、 其 中ヲ取 リ斯ク ハ 標準 軌道 以上 ノ軌幅 ト爲シ タル 

ナリ。 而シ テ露國 -I テ ハ 世人 ノ 知悉 ス ル 如ク、 軍事上 ノ 理由 卽チ 他國ノ 侵入 ヲ 困難 ナラ シメ ンカ爲 ナリト ス。 

三、 愛蘭. 伯剌西爾 雨國 一一 テ ハ  ーメ  I トル 六、 西班牙、 ゲイ タト リア、 南 濠洲、 東印度、 亞爾 然丁ノ 諸國ノ 鐵道ノ 大半 ハ其軌 幅 

ーメ ー トル 六 七六ナ ルカ、 之 レトテ 標準 軌道 トノ差 亦 甚大 ナラ ス 。而シ テ此 差異 アル 理由 ノ 一  ハ 技術 上 -ー ァリ。 卽從來 最有效 


II 


ノ機關 車 ハ廣軌 -ー 適スル モ，. ノ外 製作 シ得サ リシ -ー 因ル。 殊-- 東印度 ノ如キ ハ 、 廣軌ハ 標準 軌道 一一 比シ テ 暴風 -; 抗スル ノカ大 

ナル ヲ信シ タル 一 レリ C 

四、 三 呎六吋 (ーメ ー トル •〇 六 七) ノ 狭軌 ヲ有ス ル國ハ 日本 ノ外、 諾威、 瑞典ノ 一部 南 亜 弗 利 加ノ. 殆 ント仝 部、 クィンス ラン 

ド、 西 濠洲、 タス マ-一 ァ、 新西蘭、 ゲ H ネッラ フ等 ナリ。 土 耳 古 及 爪哇ノ 一  部 亦 然リ。 此等ノ 諸 i! ハ 人口 未タ稱 密ナラ サ ルカ、 

交通 頻繁 ナ ラサル 力、 或ハ 地勢 險惡 ナル モノ アル 力、 此等 諸種 ノ 原因 ニ依リ 狭軌 ヲ 採用 セル ナリ。 専門家 ノー 一一  H  ニ依レ ハ 狭軌 式 

鐵道ハ 技術 上、 經 濟上ノ 利益 ァ ル カ爲 敷設 セラ ル、 モノ-一  非ス シテ、 以上 列舉 ノ如キ 困難 アル カ爲止 ムナク 此式ヲ 採 川スル -ー 

過キ スト 云フ。 (五、 六、 七 略) 

世界 各國 が、 特別の 事情な き 限り、 標準 軌幅を 採れる こと は 上記の 通りで あると して、 然 らば 日本の 現狀は 如何。 

而 して 早 晚準軌 に 改築すべし とせば、 現在 を 以て 改築の 最 好機と なす 理由 は 如何。 伯 は 記して 曰く。 

八、 日本 ノ現狀 如何 ヲ見ル 一一 其 人口 稠密 ノ 程度、 農工 商 及ヒ」 父 通發達 ノ狀態 等、 大-ー 標準 軌道 式ヲ 採用 セル 諸國 一一 類シ、 殊-ー 西 

歐中 歐ノ諸 國又ハ 支那-一 似 タリ。 從テ 此等ノ 諸國ト 相似 タル 交通 機 關ヲ有 スルノ 必要 生ス へク、 义 必耍ノ 程度 ハ 年々^ 進ス へ 

シ。 m 本 一一 於テ モ 標準 軌道 式 ノ學理 上 優 滕ナル コ ト ハ殆ン ト各專 門家モ 異論 ナカ ル へ ク、 义 日本 ノ 交通 經濟ノ 發達カ 終 -ー 歐洲 

ノ如キ 程度 一一 マ テ 進步ス ルー 一至 ラハ、 其 際 必然 軌道 改築 ノ必 要ァ ル コトハ 何人 モ 否定 セサル 所ナル ヘシ。 

九、 若シ 日本 二 シ テ 標準 軌道 二 改築 ス へ キノ 時期 早晚 必到來 ス へキ モノ ナリト セン 力、 成ル へ ク早 ク之ヲ 改築 ス ルヲ 可ナリ トス 

ルノ 理由 數多 ァリ。 蓋 歳月 ヲ經ル ニ從ヒ 土地 材料 ノ惯格 ヨリ 勞銀 一一 至ルマ テ 騰貴 スル ノ ミナ ラス、 線路 亦 延長 f ラ レ、 機械 器 

具ノ. 如キモ 智加ス ルカ 故 一-、 改築 ノ機ヲ 緩 ウス ルー 一 從ヒ、 改築-一依 リ 生スル 影響 ハ ー國 ノ經濟 界ヲ燈 亂スル コト益 大ナル へ 

キ 、ノ 到底 免ル へ 力 ラサル ノ數 ナル ヘン。 

十、 杲シ テ然ラ ハ 日本一-於 テ 軌道 ヲ 改築 ス へ キ 最良 ノ 時機 ハ何レ ノ時ナ ルカ ト云 フー 一、 开ハ 今日 ヲ除 ィテ他 一一 適常ノ 時機 ナカ ル 

へ シ、 政府 ハ今 H! 旣 一一 仝國ノ 鐵道ノ 1 ロン ト 4- 部 ヲ國有 ト爲シ 了 リタ ルカ、 其 未タ國 有トナ ラサル 以前 一一 於テ、 . ^私立 鐡道舍 社 
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ハ各其 鐵道カ 遠 カラ ス 政府 ノ 手-一 移 ルへキ n トヲ豫 期 セル ヲ以 テ、 特-ー 英 大ノ， 經費ヲ 支出 シ、 自己 所有 ノ諸 材料 ヲ捕 充シ、 或 

ハ 修繕 ス ル コ トヲ 爲ササ リキ。 之レカ 爲今ャ 政府 ハ年々 英大 ノ經費 卽數千 萬圓ノ 改良 費ヲ投 シテ、 或ハ 車庫 ノ 改良 ヲ 爲シ、 其 

他 「レ ー ル」 ノ 交換 ヲ 始メ、 橋梁 車輛 等 - 一就 テモ 改修 ヲ要 スル モノ ァリ。 果タシ テ然ラ ハ 同時 n 廣軌式 II 適スル モノ ヲ 製作 ス 

ルヲ 得！^ ト ス。 若然ラ ス シテ 機械 器具 等總テ ノ モ ノヲ唯 I 狭軌 式 -I  ノ ミ適セ シ ム へ ク製 作セ ハ、 他日 廣軌式 -ー 改築 セント スル 

一-方 リ、 其 經費ハ 今日 ノ 倍額- 1 上ル へ シ。 是予ノ 今：； z ヲ以テ 改築 ノ最好 時機 ト爲ス 以 ナリ。  - 

繽 いて 伯の 理由 書 は、 經濟關 係から も、 準 軌改， 築が 有利なる 諸點を 論じて、 次の 如く 記した。 因みに、 標準 軌幅は 

俗に 廣軌 と稱 せられて ゐる ため、 この 理由 書に も、 兩 者が 時々 1^ 同され て ある ことに 注意して 讀 まねば ならぬ。 

十一、 仝 國鐵道 幹線 ヲ 急激- 1 改築 シテ 廣勒ト ナサ バ、 之レカ 巧お 收入ノ 比較 率 低下 スル事 モア ラン カナ レ トモ、 然カモ 之 ヲ以テ 日 

本 經濟狀 態 - ー及ホ ス 影響 良好 ナラ スト 云フへ カラス。 何 トナレ ハ廣軌 完成 ノ嘵ー I 於テ 運搬 カ^ 加シ、 其貨率 低減 ノ  礎 ヲ生シ 

一 國生產 ノ^ 進 ヲ促ス へ キヲ以 テナ リ。 況ン ャ今囘 ノ廣軌 改築 漸次 各 幹線  一 I 及フ モノ-丁 ンテ、 地方 經濟 生産 一一 鑑ミ、 特別 會計 

ノ 資力 -I 照應シ テ 赏行ス ルカ 故-一、 廣軌 改築 ノ爲 -I 一  時鐵 道債ノ 利子 ヲ慣フ 事 能 ハサ ル- 一至 ルノ虞 ナク、 隨テ 一時-一 テモ 平均 

收入 利率 低下 ス ル事ナ カル へ シ。 殊-ー 輕便線 普及 二 テ 述輸 ヲ 催 進 ス ルカ 爲-ー 鐵道 幹線 ハ 大  一一 ^加 セ ラル ヘシ。 

十二、 货物 ノ？^ 搬ー 5：? 一一  關シテ ハ、 我國. ハ 將來 尙發達 ス へ キ見 込ァ ルノ ミナ ラス、 必 ス之ヲ 發達セ シメ サルへ カラス。 否 ラサ レハ 

. 列國競 爭ノ上 二 於 テ我國 ハ 劣敗-一 陷ル ヘシ 。而シ テ軌幅 擴張セ ラ レ、 車辆 廣大ト ナリテ 運搬 力 ^加 スル トキ ハ、 貨物 ノ 輸送 ハ 

漸次 盛大 一一 赴キ其 結果 或 ハ 運貨ヲ 低下 スル コトヲ 得へ キハ 之ハ束 印度 ノ 例- 1 徵ス ルモ 明白 ナリ。 更 一一 日本一-就 テ iK ハ、 日本 ハ 

森林 二 富ムノ 國ナル モ之ヲ 有益 -I 使用 ス ル ノ途 未ダ完 令； ナラ サル モノ ァリ。 然レト モ 鐵道ノ 軌幅ヲ 擴張シ テ 木材 運搬 一一 非常 ノ 

便利 ヲ與 フルト キハ、 此等 木材 ヲ常. 二 世界 ノ 市場  ー| 正確 供給 ス ルコ トヲ得 ヘシ。 豈帝： J 一一  木材 ノ ミナ ラ ンャ、 一 國固 有ノ農 產 

物 (米作-一 適 セサル 山地-一 於ケル 穀物 ノ 播種 及 牧畜) モ鑛 物モ亦 運輸 機 關ノ發 達-一伴 フテ產 額 プ^ 加ス ヘシ。 運輸 機關 發達シ 

テ始メ テ殊 二 僻地 ノ 農産物 モ亦大 都會大 貿易港 等 一一 搬出 シ テ販 寳スル コトヲ 得へ キナ リ。 民ノ 性質 ハ其 何レ ノ國ノ ckni? タ，. 


ヲ問ハ ス、 一般- 1 保守主義-一 傾ク モノ ナルヲ 以テ、 交通機關ノ發達  ー| 促サ レ严4^^^ノ新販路ヲ得ル - 一到 リテ後 漸ク荒 地ヲ耕 

ス - -至ル モノ ナリ。 其他ー：12|^ナル自國ノ產米ヲ輸出シ テ、 雕！^ ナル他 國ノ產 米ヲ輸 人シ、 因 テ以テ 1： 民 必需 ノ 食料 ヲ廉偵 ナラ 

シ ムルノ 便法 モ、 交通 機關ノ 輸送力^ 加 シ運賀 低下 ス ル -- 至リ テ始メ テ其盛 ヲ致ス へ キナリ 。义現  一一 R 本. 4- 國 二 普遍 ナル 土地 

-ー固 著 セル 手工 的 工業 モ、 鐵道 運輸 ノ 便-一依 リ 精良ノ 機械、 石炭、 原料、 粗製品、 精製品 等 力 容易-一 運搬 セラ ル 、一一 至 ラハ、 

尙 一層 ノ進 步發達 ヲ爲ス へ シ、 試ミ 一一 彼 ノ南滿 鐵道ヲ 見 ョ廣軌 (滿 鐵ハ. 標準 軌幅 ナリ) -ー 改築 シテ 始メテ Im 三千 if  ノ輸送 力 

ヲ 七千哂 -ー 射 加シ、 以テ 少クト モ 貿易業 者ノ 希望 -ー 副フコ トヲ得 タル 二 非 スャ。 1?<更 二 之ヲ 他方 面 ョ リ 觀察ス レ ハ 、 南 滿鐵道 

ハ廣軌 式-一依 リ テ始メ テ滿洲 ノ富ヲ 世界 ノ 市場-; 提供 シ、 以テ大 一一 滿洲 il 發 一一 資スル コトヲ 得 タル 一一 非ラ スャ。 (中略) 諺 二 

曰ク 「貿易 ノ發達 ハ阈旗 ノ向フ 所-一 從フ」 ト。 今 之ヲ鐵 道-一 應用セ 、へ ー國ノ 進步ハ 交通 制度 ノ發 達-一 從フ ト云フ コトヲ 得へ 

シ C 又 之ヲ赏 際-一 徵スル -ー、 交通 幼稚 ナル 土地-一 於テ ハ、 狭軌 ハ節儉 的 ナル機 關ナリ ト雖、 交通 頻繁 ナル 邦國 一一 在テ ハ 廣軌ハ 

次に 旅客に 對 して、 愉快なる 設備 をな しうる 點、 特に 一等車の 設備に ついて 下記の ごとく 記して ゐる。 

十三、 更 -1旅客運輸ノ^?-ョ リ觀察セ ンカ、 (中略) 日本 ノ 狭軌 式 鐵道 、ノ 一  切ノ偸 快ナル 設備 ヲ爲ス 能 ハサ ラシ メ、 其 不便 ノ度啻 一一 

歐米 ノ鐵道 一一 劣ルノ ミナ ラス、 滿韓 ノ鐵道 一一 モ 劣リ、 义 日本 ノ 汽船 及 旅館 二 モ及 ハ ス。 車 ハ 小一 ーシ テ動搖 亦甚シ ク、 萬寧不 

淪快 ナリ。 其 一. 等 室 二於テ サ へ 他ノ 旅客 ト 雑居 セサ ルヲ 得スシ テ 相互 一一 他 客 一一 迷惑 ヲ與 フル コ ト其 幾許 ナ ルヲ知 ラス。 旅 力 

(S ゲル sa) 

一等 室 ヨリ 最大 ノ便 利ハ、 他ノ 未知 識ノ旅 ：ト雜 居セサ ラシ メ ン カ爲、 車中-一 區劃 ヲ設ケ タル 専用 室ノ 設備 アル 點ニ 存ス。 口 

本ノ如 キ雜： 115 組 縑 ハ 他國 一一 於テ ハ唯 タ之ヲ 三等 或ハ 四 等 二 於 テ見ル ノ ミ。 旅客 力 互額ノ 貸金 ヲ投シ テ 一 等乘 車券 ヲ膦入 ス ル所 

以ノ モノ ハ、 畢竟 一室 二 只 一人 若ハ 同伴 相識 ノ 旅客 二三 人-一 テ 一室 ヲ占メ ンカ爲 ナリ。 日本人 ノ經營 スル鐡 道-二 ァモ、 滿韓ノ 

鐡道 ノ如キ ハ 標準 軌道 式ナ ルカ 故-一、 以 上述へ タル 専用 別室 ノ 設備 モア リ。 然 ラサル モ 車中-一 横列ノ 腰褂ヲ 置キ、 車輛 ノ. 幅 

員 充分 ナル 力 故 一一 其 撗列ノ 腰掛 ノ 中間 或 ハ其ー 側 一一 通路 ヲ設 クル コトヲ 得 ヘシ。 (中略) 唯タ 現今 ノ狀態 一- テハ、 日本 ノ鐵道 
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ハ 常-一 世界 周遊 者ノ 惡評ヲ 買ヒ、 殊- ー他ノ 諸國ヲ 旅行 シテ偷 快 ナル鐵 道 二慣レ 來レル 周遊 者-一 然ル モノ ァリ。 (中略) 尙 速力 

ノ點ニ 就 テ論ス レ 、へ 其 極度 ハ 日本-一 於ケル 人口 稠密 ノ度、 旅行者 ノ數ニ 比シ權 銜ヲ失 セル 觀ァ リ。 若 日本 ノ鐡 道-一 シテ其 速 

カヲ I 加セ ハ、 單 一一 觀光的 旅客 ヲ^ 加 スルノ ミナ ラス、 用務 上ノ乘 ヲ ^シ、 商業 ヲ活 潑ナラ シメ、 勞 働者ノ 移動 ヲ 容易 二 シ 

又 官吏 商人 其他ノ 職務 上從來 書信 等ノ 便-一 ヨリ 事務 ヲ辦 セシ モノ 自ラ鐵 道 ノ便ヲ 利用 スル 一一 至ル 可ク、 延ヒテ 業務 ノ進渉 上 一一 

好影響 ヲ與 フル -I 至ル へ シ。 此ノ 如ク. i 濟ヒ、 行政 上侗 人力 鐵道ヲ 利用 シテ^ 接事ヲ 辨スル 二 至ルノ 利益 ハ、 殊 一一 日本 ト韓國 

又 ハ 日本 ト滿 洲ト / 交通 上 一一 見ル コトヲ 得へ ク、 . 從テ： Z 本ノ新 經濟的 領土、 日本 ノ新 贩賣地 タル 韓國及 ヒ滿洲 ノ發逹 上 利益 少 

ナカ ラサル ヘシ。  . 

また 伯の 理由 書 は、 次の 如く 述べて、 最も 主要なる 幹線より はじめて、 全國鐵 道の 改築に 及ぶ を 有利と して ゐる。 

十四、 一 國仝 體ノ 鐵道ヲ 改築 ス ル ハ、 個々 ノ小 線路 ヲ 改築 ス ル ヨリ ハ經費 節約 ノ點 ヨリ EJ- ル モ經濟 狀態棍 亂ノ度 ヨリ 見ル モ優レ 

リ トス。 (中略) 而シテ 改築 工事 ハ先ッ 現今 交通 最モ 頻繁  一 I シテ、 且最モ 危險ナ ル斡線 ヨリ 著 手 セサル へ カラ ス。 蓋 シ此ノ 如 

キ 線路 ハ經濟 及ヒ安 仝ノ點 ヨリ 最モ 急速 一一 著手ヲ 要スル モノ ナレハ ナリ。 11 

然 らば、 準 軌と廣 執と を 比較 するとき、 何れ を 以て 勝れり とすべき か。 

十五、 標準 軌道 及 ヒ 廣軌兩 者 ノ中 一一 就テ 其 標準 軌道 ヲ優 レリ トス ル 所以 ハ、 檩 準 鐡道カ 有效ト 節儉ト ヲ最 モ能ク 調和 シ得 ルカ 故 

ナリ。 唯 昔時 廣軌ヲ 用ヰシ ハ 有 效ナル 汽罐 及ヒ 車輛 ハ 標準 軌道 一一 適合 ス ル如ク 製作 ス ル ヲ得サ ルカ 爲ナ リシ モ、 今ハ 此事 容易 

トナ レリ。 鐵道 史ハ" 吾人 -ー敎 フル 一一 廣軌 ヲ變シ テ 標準 軌道 ト< 奴シ タルコ トヲ以 テス ルモ、 未タ テ 標準 軌道 ヲ變シ テ廣 軌ト爲 

シ タル コトヲ 示 サス。  

十六、 II 準 軌道 ノ  2^ 原ハ 偶然 一一 出テ タリ トス ルモ、 今日- 1 至ルマ テノ 長年 月問ノ 經驗ハ 檩 準 軌道 ノ最モ 優勝 ナ ル コトヲ 示ス。 

(中略) 例へ ハ 築堤、 橋梁、 謹、 車輛、 汽纏等 一 切/工事 及ヒ 製作 ハ、 標準 軌道-一 關ス ル モ ノヲ 最モ多 ク經驗 セリ。 獨リ技 

術ノ ミナ ラス、 鐵道 行政 ノ如キ -I 關シ テモ其 注意、 硏究、 實驗調 杏 等孰モ 標準 軌道 ヲ 中心 トセ リ C  (中略) 要 スルー I 緒 濟的技 


術 的 ノ諸點 -ー於 テモ、 义安 仝ト 云フ點 一-於 テモ、 瘰準 軌道- 1 關 スル終 驗最モ 多ク、 從テ 善良、 安 仝、 節儉ノ 三者 ヲ 具備 スト 云 

フ ヘシ 0 

十七、 節 儉ノ點 一-就 テ 、ノ、 更-ー 下 ノ如キ 事情-一依 リ 一層 節儉 トナル へ シ。 卽多ク ノエ 場 材料 或ハ 技術者 ハ n 準 軌道-一 關スル モ/ 

多キカ 故- -、 其 購入 或ハ 雇入ノ 場合 一一 ハ競爭 ヲ爲サ シメ、 以テ 最善 最良 最廉 惯ノ モノ ヲ求 メ得レ ハ ナリ。 

最後に、 準軌と 狭軌の 比較 は 如何。 伯 は 安全の 點、 建設費と 營業 費、 運轉費 等の 關 係より 論じて、 次の ごとく 斷定 

した。 

十八、 狭軌 ハ唯 父 通， Ci: 未 頻繁 ナラ サル 場合 一一 於 テノミ 用 フへキ モノー 了 ンテ、 若 交通 頻繁 トナリ 一 定ノ 速力 父 、， 一 定ノ 積載量 ヲ 

超過 セサル へ 力 ラサル 一一 至ラ ハ 安全 ト云 フ點大 一一 減少 ス。 (中略) 世界ノ鐵道-ー關ス ル書籍雜誌ハ5^2、  ロ本ノ 狭軌 鐵道 ノ弱點 

ハ 此安 仝ノ 缺乏ト 云フ點 一- 在 リト云 ヘリ。 r ト D スケ」 氏ハ 「狭軌 ヲ選ヒ タル 應報 此ノ 如シ」 ト 題スル 論文-一 日本 ノ例ヲ 引用 

シ テ 曰ク。 「日本 ノ 列車 ハ風ニ 抵抗 ス ルカ 弱ク、 若 少シク 强風ァ レ ハ 列車 胜 線シ屢 橋梁 上 ヨリ 水中 一一 落ス ルコト ァリ、 父 

大風 ノト キ ハ 列車 ハ 停車場 ヲ出 ヅル能 ハ ズ」 ト。 水害 ノ爲 交通 ノ絕ュ ルコ ト多キ ハ 線路 ノ土 エノ 堅牢 ナ ラサル ト、 線路 カ溪底 

一一 敷設 セラ ル 、力 爲ナル へ シ。 (中略) 標準 軌道 ハ 狭軌 ニ比シ 使用人 ノ數 割合-一 少キモ 充分 用ヲ 辦スル 一一 至ルヲ 以テ、 不適 常 

ノ 使用人 ヲ 解雇 ス ル モ可 ナリ。 又 使用人 採用 ノ際モ 充分 其 選 揮 ヲ嚴- 一 スルヲ 得へ ク、 且其敎 育 亦 容易 ナル へ キヲ以 テ此點 ヨリ 

見ルモ 危險 ノ度ヲ 減スル コトヲ 得へ シ。 

十九、 狭軌 ノ 建設費 ハ少キ モ其營 業費ハ 割合-一 多シ。 若 標準 軌道 ナル トキ ハ 旅客 货物ヲ 積載 スル 一一 容積 ノ大 ナル 車辆ヲ 用ヒ、 車 

輛ノ 連結 數亦 多ク、 尙 客車 ノ 外-一 常-! 特別 速達 貨物車 輛ヲ 連結 ス ル トキ ハ、 其營 業費ハ 狭軌 一一 比シ 旅客 一人  一！ ツキ、 及ヒ 貨物 

單位 ニッキ、 义ーキ ロメ ー トルー 一 付キテ モ之ヲ 低減 スルコ トヲ得 ヘシ。 (中略) 又 作業 一一 使用 スル 人員 ノ如 キモ、 狭軌 一一 比シ 

割合-一 小人 數ヲ 以テ 足. - へ シ。 改築 後 ノ南滿 鐵道カ 使用人、 石炭、 機關車 ノ數ヲ 減少 ス ルヲ得 タル 原^  ノ 一  ハ右ノ 理由-一依 ル 
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二十、 11 運轉费 ヲ見ル 一一 標準 軌道 ノ運韓 費ト收 人トノ 割合 ハ、 狭軌-一 於ケル ヨリ モ遙 力-一良 好 ナリ。 獨逸 殖民 局バ ルツ ァ I 氏 

ノ 調査- 1 依ル 二 「メ ー トル」 軌道 ト^ 準 軌道 トノ述 韓§ ^ノ比 例ハ 一. 九 トー • 八ノ如 シト。 此 ノ如ク 「メ. "トル」 軌道 ノ 不利 

ナル 理由 ハ、 諸 機械 ノ 使用 ヨリ 生スル 毀損 モ多 ク、 死 重 モ大- 一、 且機關 車 及 其 他 車輛 モ 多数 ヲ 使用 セサル へ 力 ラサル 二 依ル。 

(中略) 南滿 鐵道ノ 改築-一 關ス ル報吿 統計 世界一-公表 セ ラル 、 - 一至 ラ ハ、 始メテ 世界 ノ鐵 道-一 關スル 研究 一-向 テ 石炭、 車輛、 

從 事員ノ 節約 果シ テ 幾何 ナル ャ 信憑 ス ルー 一足 ルへ キ 材料 ヲ供^ スル モノ ト云フ ヘシ。 要 スル- 一 狭軌 ハ 最初 建設 ノト キ -ー 於テ廉 

價 ナルノ 利益 アル モ、 歳月 ノ. i 過ト 共-! 不利益 ト. ナル 所以 ハ其運 轉费ノ 大ナル -I 反シ、 運搬 力， 收人 カノ 小ナル - 一依 ルナ リ。 

歐洲 一一 於テ ハ 法律 ヲ以テ ！；！ 準 軌道 ト 狭軌 ノ  二者 選 擇 ヲ許セ ル モ、 今ハ 地方 徵道サ へ 標準 軌道 ヲ 採用 ス ル モノ 多シ。 

さらに 伯の 理由 書 は、 別に 「軍事上 ノ 見地」 なる 項目 を附 して、 國防 上から 觀る も、 準軌に 改築す る ことの 急務な 

る を 次の 如く 論じて ゐる。 

經 濟上ノ 理由 ノ 外-一、 各國又 軍事上 ノ 見地 ヨリ 軌道 ノ廣 狭ヲ 論ス。 英國 -1 於テ 法律 ヲ以テ 標準 軌道 式 採用 ノ コ トヲ 規定 シ タル ハ 

軍事上 ノ 見地 ヨリ 來レ ル モノ-一  シテ、 其 後 露 國モ同  ーノ  地ョ リ 軌道 ノ制ヲ 定メ、 (中略) 殊ニ獨 逸 力 「H ルサス」 「01 トリ 

ンゲ ン」 (獨 佛ノ國 境) 地方 一一 於 テハ、 地方 的徵道 ス ラ モ 狭軌 式 ヲ用フ ルコ トヲ許 ササル 力 如キ、 軍事的 關係ノ 爲ナル コ ト明ナ 

リ。 今 試 二 日本一 ー於テ 標準 軌道 一一 改築 シ タル 場合 ノ 利益 ヲ 舉クレ ハ左ノ 如シ。 

一 、 將來止 ム ナク他 國ト戰 端ヲ^ クノ 場合 ァリ トセ ン 力、 サ古 日本 二 シ テ 標 準 軌道 ヲ有ス ル トキ ハ. 鐵 道用ノ 機械 材料 ハ 一 切 之ヲ日 

本 内地 ヨリ 韓國、 滿洲及 支那 各地-一 運送 シテ 使用 スル コトヲ 得 ヘシ。 日露 戰爭ノ 時代 -ー 於テ 日本 ハ此便 { 且ヲ 缺キタ リシ 力 故-一 

無益 ノ餌 費ヲ 糜シ、 乂計畫 ノ如ク 戰ヲ作 シ兵ヲ 用 フル コトヲ 得スシ テ 幾多 ノ 困難 ヲ感シ タル ナリ。 

二、 戰 爭前乂 ハ戰爭 中 -ー 於テ、 鐵 道用ノ 一  切ノ 機械 材料 ヲ 補充 スル 爲之ヲ 購人ス ル 必耍ァ ル トキ ハ、 檫準 軌道 ヲ有ス ル 利益 トシ 

テ最モ 敏速 一一 最 モ簡單 一一 歐洲又 ハ 支那 ョ リ 膦 人 スルコ トヲ得 ヘシ。 

三、 内地 - -於テ モ. 車辆ノ 大ナル コ ト、 速力 ノ疾キ コ ト ハ 兵士 食ノ 輸送 -I 大ナル 利益 アルへ ク、 殊 -i 重砲 及 馬匹 ノ輸 や； 於テ 


然ルモ ノア ラン。 傷^：^者ノ後送亦靜カ ナ ル 車輛 ヲ可 ナリト ス 

四、 n 本ノ 狭軌 鐵道 ハ 暴風、 脫線及 橋梁 上 ヨリ ii- 落ス ル等ノ 故障 多ク、 又 洪水 ノ爲 汽車 不通 ト ナル コト少 ナカ ラス、 是動 a:/ 際 

一一 ハ殊， 一 不利 ナル點 ナリト ス C 

五、 若 シ將來 一一 於テ 軌幅ノ 錢 更ヲ免 レスト セハ、 成ル へ ク早 ク之ヲ 實行ス ル ヲ以テ 軍事上 得策 ナリト フ、。 卽 5^ 時 ノ如ク 世界/平 

和ナ. ル 時期 ヲ以 テ最モ 適赏 ナリ トス。 仆ぉ機  一 I 遲ル 、トキ ハニ 朝風 雲 ヲ吿 クル ノ トキ-一方 リ、 改築 ノ  W 難ヲ 見ル - 一至 ラ ン 。 

伯の 所謂 廣軌 論が、 區々 たる 技術 上の 優劣 論よりも、 むしろ 產業 上、 軍事上の 大： S 觀 から 出發し たもので ある こと 

は、 旣述の 通りで ある。 而 して、 閣議 決定の 翌日、 東京 朝日 新聞 は、 廣軌案 決定 事情 を 左の 如く 報道した。 

新橋 下の 關間廣 軌式鐵 道 布設の 閣議 決定に 就き 熱心なる 後藤 總 裁の 主張 は 左る 事ながら、 之 をして 無難に 閣議 を 

通過せ しめたる 所以の もの は、 寺 內總督 (註、 四十 三年 十一月 一 曰 陸軍大臣 にして 朝 tti 總督 を兼仵 す：) の 後援 與 つて 力 あ 

りと 云 ふ。 蓋し 同總督 は豫々 軍事上の 必要より 內地滿 韓 鐵道述 絡の 必要 を おへ、 新橋 下の 關 間の 鐵道 丈け は 是非 

とも 廣軌 式に 據ら ざる 可から すとの 意見 を 有した るに 對し、 後藤 總裁も 熱心に 廣軌論 を 主張し たれば、 兩 者の 默 

契は豫 てより 暗々 裡に行 はれた るが 如く、 斯くて 寺 內總督 の 裏書 ありて、 さしもの 大 問題も^々 と 閣議 を 通過し 

たるな りと 傳 へ らる。 

少なくとも、 廣軌 案の 閣議 通過に ついて、 寺內 陸相が 與 つて 力 ありし こと は、 事實 であった やうに 思 はれる。 報知 

新聞の 如き は、 むしろ. f: 寸內を 主として、 彼 は 「後藤 男が 鐵 道の 革命 を 策すべく 功名に 急なる に附け 込み、 窃かに 廣： 

改築の 大業 を 成就すべく 煽り 立て、 過日の 閣議に 提案せ しめ、 寺 內子眞 先き に 赞成を 表し、 以て 苦 もな く 閣議 を 通過 

せしめた る ものな り」 と 報じて ゐる ほどで ある。 
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第 六 節 廣軌 改築 問題  二 四 四 

六、 廣軌 案の 內容  、 

然 らば 廣軌 案の 全貌 は 如何なる もので あつたか。 兼攝藏 相と して 桂 首相が、 閣議 決定 後 三 箇月 を經 たる 十一月 十五. 

日に、 大阪 經濟會 主催の 招待 會の 席上に おいて、 四十 四 年度の 財政 計畫に 就いて 試みた 演說 こそ、 非公式で はあった 

が、 政府の 廣軌 改築 斷 行方 針を宣 明す る 第一 聲 であった。  一 

桂 首相 はこの 演說 において、 廣軌 問題に 言及して、 

鐵道 一一 就ィ テモ、 數 年來ノ 難問題 ク リシ、 約 五 億 一一 近キ鐵 道買收 公債 交付 ノ處 分モ 全部 完了 シ タリ。 而モ 其經濟 

界ュ 對スル 影響 極メテ 良好 ナルノ ミナ ラズ、 此間 事務 ノ 整備、 技術 官ノ 養成 等 モ漸ク 進 ミクルカ 故ュ、 玆 一一 鐵道 

1 一 關スル 政策 ヲ 一進 シ、 明年度 以降 東京 下 關間ノ 帝 國鐵道 幹線 ヲ廣軌 式 一一 改築 シ以テ 滿洲及 朝鮮 一一 於 ゲル 鐵道ト 

連絡 ヲ保 チ、 遙 一一 歐 洲經濟 市場 トノ 交通 ノ 大道 一一 一大 改良 ヲ加 フル 計畫ヲ 立テ、 其實行 一一 著 手 スル事 一一 決 セリ。 

と 述べ た。 しかし この 言葉 は單に 政府の 意 圖を說 示した だけの 事であって、 案 そのものの 內容を 判明せ しむる に 足る 

やうな ものではなかった。 

廣軌 改築 計畫の 內容が 初めて 判明した の は、 實に 十二月 九日、 伯が 幸俱樂 部に おいて 行った 說 明演說 であった。 卽 

ち 伯は鐵 道院總 裁と して、 この 龙大 なる 新國 策の 實現を 期すべく、 貴族院 並びに 衆議院の 有力なる 政 派に 對 して 詳細 

なる 說明を 行 ひ、 本案に 對 する 理解と 支援と を 求めた。  • 

更に 十二 日 午前 十 時、 伯 は山內 主事 外 二 名の 屬官を 伴 ひ、 政友會 本部に 赴き 同 會の鐵 道， 港灣調 _ ^會に 出席し、 廣軌 


改築 計 畫に關 し， 實に 三時 間に N る 說明を 行うた。 この 調查會 席上に おける 伯の 說明： 

說の 前日、 すな はち 八日に 行 ふべき 豫定 であった が、 健康 を 害して ゐ たため、 この 日に 延期した ものであって、 その 

趣旨 は 幸供樂 部の 集會の 席上に おける ものと 殆ど、 同一 の ものであった。 伯の 說明 終了後、 三 土 忠造ゃ 井上 角 五郎よ 

り、 それぐ 質問が あつたが、 これに 對し伯 は、 

廣軌 改築 財源 は 特別 會 計の 正條に 依り 處辨 する。 政府に は旣に 其の 成算が ある、 現在の 狭軌 は 工事中 は 無論 併存 

し、 工事 後と 雖も 必要な 一?ii 域 は 狭軌 車 或は 電車に 使用す る。 今 囘は單 に京關 間の みの 廣軌 改築 計畫 であるが、 將 

來は 無論 全國の ® 要 斡 線 は盡く 廣軌に 改築す る。 その 豫定經 費 は 四 億 五 千萬圓 である。 

旨 を 特に カ說 した。 今、 伯が 兩會 派の 集會の 席上に おいて 說明 せる 要領 を 摘記 すれば、 左の 如くで ある。 

△ 廣軌 得失の 調査 鐵 道の 廣軌 狭軌 得失 論に 至りて は、 旣に 議論の 定まれる ことで、 唯 問題 は 現在の 狭軌 を廣軌 

に 改築す るに は 如何にすべき やの 點 にあります。 而 して 鐵道院 に 於て は (一) 現在の 狹軌を 其の儘に して 運輸 力 

の增加 を圖る 方法な きか (一一) 現在の 軌 幅を廣 めすして、 最も 強力の 線路と して 狭軌 最 極度の 運輸 を爲し 得る 線 

路に 改築す るの 得失 如何 (三) 軌道に 根本的 改良 を 加へ て 四 s< 八 吋 半 幅、 卽ち 標準 廣軌 と爲 すの 得失 如何に 就い 

て愼 重に 調 查硏究 したる 結果、 鐵道 特別 會 計の 活量の 範圍內 に 於て 次の 要點を 決定し ました。 

第一 は、 廣軌に 改築す るの 方針 を 定め 其の 順序 を 立つ る こと。 

第二 は、 廣軌に 改築す る爲 めに、 狭軌の 建設に ついて 從前 定めた る 部分の 成效の 速度 を 減ぜざる こと。 

第三 は、 狭軌 建設の 追加 延長 を 要する もの も 亦、 廣軌 改築の 爲 めに 其の 計 畫を滅 縮せ ざるの みならす、 之れ を 四 
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十 年度、 四十 一年 度、 四十 二 年度の 各 年度より は、 多額の 鐵道 建設費 を 支出して 運輸 線路の 普及 を圖 り、. 併せで 一 

將 來廣軌 に變更 する の 必要 ある 線路に は、 相應の 用意 を 同時に 攻究し 5a くこと。 

第 四に は、 輕便鐵 道の 補助 法案 を 提出して、 毎年 少なくとも 壹 千萬圓 以上の 輕便 線の 敷設 を 保護 獎勵 し、 大いに 

運輸の 便 を 開く こと。  . 

第五に は、 官設の 輕便線 を 北海道 並びに 本土に 便 {且 敷設す る こと。  . 

此の 五箇 條に 決定 を 致しまして、 將來 の鐵道 政策 を定 むる ことに 致しました。 此の 政策 は 特別 會 計の 整理と 一般 

財政の^ 固と 相俟って、 其の 活用 を 致す ことになるので あります る。 今日に 於いて は 以上 申 上げました ところの 

決定の 實 行に 堪 へる だけの 一般 會 計の 健全なる 發 達の 基 も 定まり、 叉 特別 會 計に 於いても 十分 此の 活量と 餘カを 

生じ ましたる ものと 認め、 叉將 來の爲 めに は 一 日 も 早く 之れ に 著 手せ ざるべからざる ことの 必要に 迫りて 居る の 

であります。 

<1鐵 道 負債 惯却 唯今の 鐵 道の 負債 は 概算 八 億 三千 萬 圓と云 ふこと になって 居る が、 是れは 明治 四十 三年 度 六 億 

五 千 七 百 二十 七萬圓 とし、 將來 別表の 如く 議會の 協賛 を經 て、 將來 新たに 敷設すべき 鐵 道と 或は 改築すべき もの. 

と を (卽ち 廣軌鐵 道 を 敷設す る ものと し) 計算し まして、 其の 他 は 先 づ假に 明治 四十 四 年 以後 新たに 出來 ると こ 

ろの 鐵道 は、 利 ハ<^ もな く 叉 損 もな く、 唯 經費を 支辨し 得る に 止まる ものと 想定し まして、 元利 償却の こと を 推算 

して 見る と、 明治 百 五 年になる と 元利 を惯 却し まして 五 千 二百 萬 圓餘の 純益が 得られる。 其の 翌年から 卽ち 明治 

百 六 年から は 八 千 八 百萬圓 以上の 純益が 得られる やうになる。 それから 假に又 廣軌鐵 道 を計畫 しない ものと 計算 


が擧 る。 且つ 其の 翌年から は 矢張り 八 千 八 百萬圓 以上の 純益が 出る やうな 計畫が 立ちました。 斯 くの 如く 明治 九 

十一 年の 後に 八 千 八 百 萬圓を 得、 若く は 百 六 年の 後に 八 千 八 百 萬圓を 得る と 云 ふやうな ことになる。 之れ を 逆に 

算當 をし まして、 其の 能力 を 今より 用 ひ、 さう して 吾々 の 子孫に 極く 熟した ると ころの 運輸の 效果に 浴せ しむる 

やうに せねば ならぬ と 云 ふことの 考へも 生じまして、 特別 會計 にどれ だけの 能力が あるかと 云 ふ 事 を 推算す る も 

の を 捲へ て 見た のであります。 (中略)  ■ 

.△ 結論 扱て 要 點を申 上げます と、 廣軌に 改築す る爲 めに 費す 所の ものが 二 億 三千 萬圓 であります。 それから 應 

急 姑息の 改蕃 として 旣に 調査 概算せられ 居る 金が 九 千 九 百 萬圓、 約 一億になります。 それで 此の 應急 改善に 依つ 

て やった 所の もの は、 直に また 改善の 必要 を 生じて 來て、 到底 將來の 運輸 力 を 維持す るに 足らぬ と 云 ふ 所から 廣 

執に 致します。 それから 前に 申 上げました やうに、 軌幅を 俄かに 改正せ すして 其の儘 用 ひて 極度の 輸送 を すれば 

廣軌に 代へ る だけの ことが 出 來るぢ やない かと 云 ふ 議論 もあります が、 此の 事 は-全く 氣 がっかぬ のぢ やない。 十 

分に 講究 を 致しました。 其の 講究の 結果に 依て 見ます と、 一 億 九 千萬圓 以上 かかりまして、 而 して 全く 輸送 上彈 

力の なく 營業費 も 不經濟 なる ものに 止まる のであります。 之れ に反して 一 一億 三千 萬圓を 投じて 改築 を 致しました 

所の もの は、 狭軌の 最 極度の 輸送力に 優れる 改善 を 了し、 尙ほ彈 力の ある 所の 經濟的 運輸に 堪 へる ものに 相 成り 

ます。 さう して 此の方 法は實 施の 後に さう 荷物が 出て 來 るか 來 ないかと 云 ふことの 問題が ありまして、 是 れは久 

しく 苦心 をして 硏究を 致しました 所では、 患 ふるに 足らざる こと を證 明すべき 決定 を 得ました。 是れ はどうして 
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然る かと 云 ふと、 輕便鐵 道の 敷設に 依って 幹線に 出て 来る 荷物が 多くなる。 それから 各地に 鐵 道の 聯絡が つくに 

從 つて 東海道線、 山陽 線、 裏日本 線 等に 出て 来る のが 非常に 多くなります。 斯 くの 如く 當初 講究した る ものより 

は 更に 多くなる のみなら す、 殊に 營業上 最も 必要なる もの は、 從來 運賃の 關 係から 輸送し 得ざる 所の 石材 或は 礦- 

石、  是 等の ものが 非常に 多く 運搬 せらる る やうに なって、 工業に は 非常な 便利 を與 へる。 それと 共に 其の 歸り荷 

物の 便 も 開け、 輸送量 を增 加す る ことにな"、 廢物 利用の 點 について、 今まで 出ない 物の 出て 來 るの が澤山 にな 

り、 五 百萬圓 くら ゐの收 人は是 れが爲 めに 增加 する を 得べ きものと 言うても 過大な もので なから うと 信じて をり 

ます。 其の 中 百 五十 萬圓 至 二百 萬圓は 純益に 計上し 得る もので あらう と 思 はれます。 叉營業 費に 於いて 節約の 

つくもの を 前 申 上げた やうに 三百 萬圓 あると します ると、 四百 五十 萬 乃至 五 百 萬の 純益 を 加算す る こと は 過當に 

あらざる べしと 考 へて 居ります。 (中略) 

△ 廣軌 にすべき 線 尙ほ 幹線 を 除きまして 廣軌に 致す もの を擧げ ますれば 橫 濱稅關 線、 橫須賀 線、 平 塚 線、 蛇 松 

線、 武豐 線、 熱 田 線、 大津 線、 西 成 線、 小野濱 線、 和 田 岬 線、 宇 野 線、 吳線、 宇 品 線、 大嶺 線、 以上が 二 億 三千 

萬圓の 中に て廣軌 改築 を 了す る 見込であります。 

厶經 費 年度 割 それから 經 費の 年度 割 を 申 上げます が、 是れは 最初 は 小さく して 終り ほど 大きく して 行く ので あ 

りまして、 斯う 云 ふ 順序になります。 

四十 四 年度に は 四百 四十 四 萬 九千圓 

四十 五 年度に は 四百 五十 萬圓 


四十 六 年 変に は 六 百萬圓 

四十 七 年度に は 一千 萬圓 

四十へ 年度に は 一 千 三百 萬圓 

四十 九 年度に は 一千 四百 萬圓 

五 十 年度に は 一 千 五 百萬圓 

五十一 年度に は 二 千 五 百萬圓 

五十二 年度に は 二 千 七 百萬圓  - . 

五十 三年 度に は 二 千 七 百萬圓  .  . 

五十 四 年度に は 三千 萬圓 

五十 五 年度に は 三千 萬圓 

五十六 年度に は 二 千 四百 五 萬 一 千圓 

と 云 ふ もので 二 億 三千 萬圓 になります。 それから 是等は 借人 金の 勘定で やって 四 分 五， 厘の 勘定で、 帝國鐵 道の 特 

別會 計で 利子 を拂 つて 行ける と 云 ふ 計算に なって 居ります。 叉 之れ を 募債に 依る かどう かと 云 ふこと に 付いて は- 

特別 會計 法に 定 むる 所に 依り 第一 益金、 次に 公債 叉 借人 金 を 以て 改良 建設費に 充てる と 云 ふ 事が、 四十 二 年 法^ 

第 六號に 出て 居ります から、 原則 は 疑 ふべき 處 なく、 但 施行の 順序 時事の 情況に 依るべく、 何れにしても 四 分 五 

厘の 利子に て は、 優に 特別 會 計の 活量に 餘カ ある こと 明か なれば、 多 辯 を 要せす して 判斷を 得る に 難から すと 信 

以上、 伯の 廣軌 改築 案 中、 伯の 謂 ふ 「廣 軌」 なる もの もまた、 通俗の 稱 呼に 從 つて、 標準 軌幅 のこと を 言って ゐる 

ので ある。 以下 もまた、 かう した 場合が 多い。 
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七、 世上 是非の 論 

伯の 廣軌 案說 明に 對し、 世間 はいろ くな 觀點 から 之れ を 批評し、 贊 否の 兩論 は當 時の 新聞紙 上を賑 はした。 今 そ 

の 二、 三 を 摘記 すれば 次の やうな ものが あった。 

大 喂 伯の 談 (報知 新聞 所載) 11 今の 後藤 先生-、 滿洲 の鐵道 を廣軌 式に 改造して 居る ので、 植民地 さへ 旣に 廣軌式 

をと つたの だから、 內 地の 鐵道も 何とかして 廣軌に 改めなければ ならぬ と 云 ふので、 急に やる 事に 決した の だら 

う。 (中略) 所が 今度の 計畫 では、 先づ 新橋 下 ノ關間 七 百餘哩 間の 伙 s= 線 を 廣軌に 改築す ると 云 ふん ぢ やが、 これ 

丈け では (中略) 却て 內地鐵 道の 統 一 を缺 いて 非常な 不便 を 蘭す ことになる。 (中略) 夫れ 故 どうせ 奮發 して 廣 

軌を探 用す るなら ば、 全 國の鐵 道 を 悉く それで 統一す るで なければ 效果 が擧ら ぬ。 それ は 容易に 望まれぬ として 

も、 少 くも 全國の 重なる 線路 だけ は、 さう サニ 千哩位 は先づ 以て 改築 を 要する。 .—— 

仙 石 貢の 談 (報知 新聞 所載) ， 1 . 今囘の 改築 計畫 を、 假にニ 億 三千 萬圓 程度の ものと する も、 我 國有鐵 道 は それ だ 

け 新に 資本 を增 加せられ し を 以て、 營業上 非常なる 困難に 陷る ものと 見ざる ベから す。 (中略) 貨客 それに 伴 ふ 

能 はざる べき を 以て、 到底 新 資本に 對 する だけの 報酬 を 得る 能 はす、 直ちに 利子 支拂に 窮乏 を訴 ふる 事と なる ベ 

し。 (中略) 結局 は鐵道 特別 會 計の 破 壤を來 す ものと 斷ぜ ざるべ からす。 —— 

高 橋 是淸談 (時事 新報 所載) 1 - 鐵道國 有の 目的 は、 國 運の 發展に 伴 ひ、 之 を 廣軌に 改築せ ざるべ からすと いふに 

在りし は 明白の 事に して、 (中略) 最も 獨逸前 植民 大臣 デル ン ブル ヒ 氏の 如き は、 我國の 如き 國 情に 於て 廣 執の 


必要なしとの 意見 を 有した る ものの 如しと 雖も、 素より 當 になる 意見に あらす。 (中略) 此際廣 執に 改 むる 事に 

決定したり とせば、 國有當 初の 冃的を 事 實に實 行 せんとす る ものにして、 誠に 然るべき 事と いふべ し。 (中^^) . 

一 

ー國の 生産に 關係 ある 鐵 道の 改善 を圖 るに 公 倩 を 以てする は、 諸 外 國 にても 幾多の 先例 ある 事 なれば、 諸外國 人- 

は 同病 相憐 むの 譬に 漏れす、 斯擧に 賛成 こそ すれ、 決して 反對 せざる は 申す まで もな き 事な り。 II  一 

曾 我 (祐 準) 將 軍談 (東京 朝日 新聞 所載) 11 帝國の 陸軍の 現狀は 果して 廣 軌に據 るに 非 ざれば 輸送に 支 吾 を來す 

や 否や。 今日は 知らす、 三十 七 八 年の 戰 役に 於け る クロパトキンの 囘想錄 に 依れば、 。シ ァは單 線の 爲め 派兵に i 

^滞 を 來し兵 機 を 過ちたり と あり。 然るに 日本 は 此事實 なきものの 如くな りし。 元來 日本の 大兵の 活動す る 舞麈- 

は、 朝鮮 滿洲 若く は 亞細亞 大陸に ある を 以て、 船に 寄らざる を 得ざる は 明かな り。 成程 軍馬 は 廣軌の 方 輸送に 便 

利なる に は 相違な しと 雖も、 軍事上 菜して 來 年度より 一 一億 三千 萬圓の 大金 を繼繽 支出して 之 を 遂行す るの 焦 の 

急務なる や 否や、 當局 者の 明答 を 待つ 處 なり。 ——  i 

鳩 山 和夫談 (東京 朝日 新閗 所載) 11 企の 政 友 仲間に 於て は、 廣軌 案に 賛成の 意 を 表する 者 殆ど 之 無き が 如し。 勿 

論 廣軌其 物に 對 して は 余 とても 與論 有るべき 理由な し、 故に 政府が 若し 非 募債 計畫を 抛棄して 余 等の 軍門に 降り、 一 

而 して 全 國の轮 線 を 悉く 廣軌 となす 案 を立來 らばい ざ 知らす、 然れ ども 政府が 何の 意味 やら 分明なら ざる 京關間 

のみの 廣軌案 を 提出し、 叉 表面上、 飽 まで 非 募債 を唱 へて、 裏面に 於いて 貯金 部より 遣 繰す るが 如き は 奇怪の 處 

なり。 I- 

關 一 談 (時事 新報 所載) 11 釜 山、 下關 間が 陸繽 きに て 直接 汽車の 連絡 を 必要と する ものな りと せば 兎も角、 此の ： 
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區間は 汽船に 依りて 連絡 を 採る の 外 何等 方法 もな きに 釜 山 以西、 歐洲に 至る 間が 廣軌 なれば とて、 我 本土の 連絡 

, に は 何等 關係を 有せ ざれば なり。 (中略) 單に 新橋 下ノ關 間の みに 限定し、 剩へ 其の 年限 を 十三 箇年 計畫 となせ 

るが 如き は、 永く 我鐵 道の 不統一 を 来さし めん。 11- 

かくの ごとく、 黉 否の 聲が囂 々と 起った が、 殊に 前記、 鳩 山の 言說 において 見る 如く、 政黨 方面に おいて は 意外に 

反 對の聲 が 高かった。 一 方言 論機關 においても 黉 否の 雨 論が 鬪は された ので あつたが、 當 時の 新聞に あら はれた 廣軌 

反對 の社說 は、 大體 次の ごとき 論調で 展開され た C 

(中外 商業 新報) 11 國有鐵 道の 幹線 を 廣軌に 改築す る こと は、 鐵道經 營の爲 めに も、 一般 經濟 界の爲 めに も、 勿 

論 適當の 措置に して、 余輩が 年來 主張した る 所 なれば、 黉意を 表する に吝 かなら ざれ ども、 二 億 五 千 萬圓の 財源 

を 公債 募集に 待つ の 一事 は、 政府の 公債 政策との 關係 上、 其 利害 果して 如何 あるべき や。 (中略) 新 公債の 募集 

は單に 右一 一億 五 千 萬圓に 止まらす、 治水 費の 財源 一 億 八 千 萬圓、 朝鮮 經營費 一 億 圓も亦 之 を 公債 募集に 待つ の 計 

畫 なりと 云 ふ。 果して 眞乎。 若し 之 を事實 なりと せば、 政府 は 結局 五 億 三千 萬 圓てふ E 額の 公債 募集 を爲す 事と 

なる。 勿論 右の 經費は 孰れ も 喫 緊急 要の ものにして、 而も 費 額の 犬なる もの なれば、 公債 募集に 賴る ことが、 最 

も 便利なる に 相 遠 無 からん。 左れ ど それと 同時に 現 內閣が 成立 當 初より 標榜せ る 公債 政策 遂行の 一 大 支柱た る 非 

募債 主義 は、 之が 爲に 全く 撤去され たる 事と なる ベければ なり。 

(報知 新聞) ！！— 廣軌鐵 道 問題 は 突如と して 現 はれ 来れり C 十月 廿 三日 全 國 手形交換所 聯合 秋季 大 懇親 會の 席上、 

桂 首相 は滔々 數千萬 言 を 費して 明年度 財政 方針 を演述 しながら おくび にも 出さ ざり し 廣軌鐵 道 問題 は、 十五 日の 


大阪 經濟會 において 突如 公表す る 所と なりたり。 (中略) 現 內閣は 表面 統一 を 保てる 者の 如き 觀 ありと 雖も、 山 

縣 系の 外様大名た る 後藤 遞 相と 譜代 恩顧の 平田內 相、 大浦 農相との 間に 性格の 相逮 より 生す る 感^の 隔離 あり。 

(中略) 小 樽及窒 蘭に 於け る鐵道 院の埋 立計畫 に反對 し、 事業の 進行 を 妨げた る； 1: 島 北海道 長官 を馘 らんと せし 

遞 相の 提議に 對し、 平 田 內相絶 對反對 を 試みた るより、 後藤 男の 愤恨 骨に 徹し、 (中略) 內相を 苦しむ るの 手段 

を 講じ、 (中略) 兼ねて 手 を 握れる 寺內 陸相 を 唆 かし、 一種の 軍備 充實の 意味 を 含める 廣軌鐵 道 問題に 賛成す ベ 

く餘 儀な くせし め、 而 して 突如 內閣に 提出し、 以て 一 大功 名 を 博して 甘心 せんと 試みたり。 

卽 ち廣軌 改築 そのものに 反 is するとい ふよりも、 むしろ 組閣 當 初の 政綱の 一 たる 「國債 政策の 崩壤」 を 痛撃し、 更 

に 進んで 閣內 不統一 を 5| 露し、 以て 桂 內閣の 桂冠 期 を 促進せ しめよう とする 意圖 において、 廣軌 問題 を 取扱った ので 

ある。 

八、 著 々 實 行 

伯 はかう した 論難に 包圍 されながら も、 次期 議會へ 廣軌案 を 提出すべく、 著々 と 準備 を 急いだ。 

その 準備の 第一 は、 豫算實 行までに は 時日 を 要する が、 それまでの 間、 線路の 增設叉 は 停車場の 改良 を 如何なる 方 

針で 行 ふかと いふ ことであった。 

しかし 乍ら、 この 案件に 就いては、 伯 は 旣に軌 制 案 未決定 前にお いて、 事務的 方策 を 講じて しまって ゐた。 卽ち十 

月 十四日 附を 以て 中部、 西部 兩鐵道 管理局 長 及び 市街 線 建設 事務所に 對 して、 
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東海道線、 山陽 線、 市街 線 ノ如キ 運輸 數量ノ 激增ス ル酉間 一一 在リテ 線路 ノ增 設叉ハ 停車場 ノ 改良 ヲ爲ス 一一 當リ、 

將 來廣軌 一一 改築 シ 得へ キ 計畫ヲ 豫定シ S タノ 便宜 ナルヲ 認メ、 先ッ兩 軌道 中心 間ノ 距離 及 停車場 內 建造物 叉ハ橋 

. 梁等ノ 設計 一一 對シ テ、 廣軌 建築 定規 ヲ假 設シ、 之-一基 キ計畫 ヲ立テ 工事 ヲ施 ス。  . 

べき 皆 を 通達し、 更に 十月 二十 八日 附を 以て 中部、 西部 兩鐵道 管理局 長に 對し、 

廣軌式 設計 確定 マ テ ハ 東海道 本線 (橫濱 海陸 述絡線 トモ)、 横須賀 線、 武豐 線、 名古屋 海陸 連絡線、 大津 線、 西 

成 線、 山陽 本線、 宇 野 線、 eK 線、 宇 品 線、 大 嶺線ュ 於ケル 線路 及 停車場 ノ規 校ハ、 運輸 ノ發展 二 伴 ハザル 消極的 

弊害 一一 陷ラ ザル 程度 一一 設計 シ、 諸 建造物 ノ搆 造モ、 今後 投下 スへキ 資本 ノ 不用 損失 額 ヲ能フ 限 リ輕減 スへキ 見込 

ヲ 以テ、 保安 上 叉 ハ外觀 上 已ムヲ 得ザル モノ ノ外 ハ、 努 メテ假 設的ト 爲シ、 以テ 資本 ノ 節約 ヲ圖ル べシ。 

との を 通達した のであった。 當時を 想起して 岡 田 竹 五郎 は 斯う 語って ゐる。 

廣軌 案の 實 行に は 後藤 伯 は 頗る 熱心であった。 橋梁 や 路線 を 出來る だけ 廣軌に 役立つ やう 準備 を 命ぜられた。 改 

. 良工 事に 關 する 書類 を 持って 總 裁の 處へ行 くと、 總裁 は必す 「この 書類 は廣軌 案の 準備に なって ゐ るか」 と 反問 

された。 毎 囘必す この 點に 就いて 反問され る、 それでと うく 書類の 上に r 廣執 準備」 とい ふ 特別な 印を捺 して 

から 書類 を 持って行く 事に なった。 . 

天龍川な どの 橋梁 も 全く 廣軌 用の もの を 架設し、 機 關車も E3C0 では 駄 口 だから、 廣軌 用の E45 を 使用す る 事 

にした。 叉 新しく 改良す る 線路に は廣軌 用の 軌條を 敷設した し、 叉 複線 相互 間の 距離 も擴 大した。 

この 廣軌 準備 行動 は、 議會 において 野 田 卯太郞 から 論難され て 一波 溯 を 惹起した ものである。 


第二の 事務的 準慵 は、 廣軌案 を鐵道 會議に 諮詢す る ことであった。 この 會議 では 仲 小路 遞信 次. IB が 議長 席に 著き， 

說 明の 衝には 理事 山之內 一 次が 當 つた。 

卽ち 十二月 十五 日 午後 一時から、 鐵 道院內 において 會議を 開き、 議員 坂 東 勘 五郎の 質問に 對し、 山之內 理事から 詳 

細なる 說明を 行 ひ、 議員 伊藤 大 八の 發議に 基づき、 本案 件 は 重大問題なる 故に、 委員に 附託して 調査す る 事 を 中 合せ、 

同 五 時半 散會 したが、 翌十 六日 午後 二 時より、 廣軌案 委員 會 (第 八 百 八十 四 議案 調査 委員 會) を 開き、 調査 書類 を委 

員に 配布す ると 共に、 左の 計 畫案を 議題に 供し 審議 を 遂げた。 

. 廣 軌計畫 案 

一、 新橋 濱松町 間 及 高架 市街 線、 ノ 現在 ノ マ 、廣 軌-ー 改築 ス 

一、 東京 (濱松 町) 國府津 間 (橫濱 大船 問ヲ 除ク) 及 京都 明 石 間-一 於 テハ、 先 ッ廣軌 式 二 線ヲ新 5_., 队シ、 之-一 狭軌 式 軌道 ヲ 敷設 シ 

テ、 狹軌 列車 ノ運轉 ヲ爲サ シメ、 而シテ 現在 ノ 狭軌 式 複線 ヲ廣軌 式 複線-一 改築 シ、 前後 廣軌 工事 ノ 完成 ヲ待ッ テ廣軌 列車 ノ運 

轉 一一 供シ、 新設 廣軌式 狭軌 道 ハ之ヲ 廣軌式 軌道-一 改 染シ、 T 一： ^ 車 ノ運轉 一一 使用 ス ル モノ トス。 

一、 國府 津沼津 間、 大垣 關ケ原 間、 馬場 京都 間 及 < ^本 松廣島 間ハ、 別-一廣 軌式 複線 ヲ新 設シ、 前後廣軌ェ事ノ完成ヲ待テ廣軌^^ 

車 ノ運轉 ヲ爲サ シムル モノ トス。 

一、 橫濱 大船 間、 沼津 馬場 間 (大 垣關ケ 原間ヲ 除ク) 及 明 石 姬路間 ハ.、 廣軌式 一線 ヲ 新設 シ、 之-一 狭軌 式 軌道 ブ敷 設シ、 現在 

軌ノ 一線 ト相 俟テ 複線 ト爲 シ、 狭軌 列車 ヲ運轉 セン メ、 他ノ 現在 狭軌 一線 ヲ廣軌 式-一 改築 シ、 而シテ 新設 廣軌式 狭軌 道-一 軌條 

一 倏ヲ 添設シ 置キ、 前後 廣軌 工事 ノ 完成 ヲ 待テ、 改築 廣軌 式線ト 共-一廣 軌式 複線 ノ 用途 ヲ爲 サン ムル モノ トス。 右ノ外 横濱大 

船間ハ 別-一廣 軌式 ニ線ヲ 新設 シ、 t 他 車 運 轉-ー 供ス。 

一、 姬 路上 郡 間 及吉永 八本 松 問ハ、 別-一廣 軌式 一線 ヲ設 ケ、 之-一 狭軌 式 軌道 ヲ 敷設 シ、 狭軌 列車 ヲ運 轉セ シメ、 現在 狭軌 線ヲ廣 
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軌 式-一 改築 シ、 前後 廣軌 工事 ノ 完成 ト 同時-一、 新設 廣軌式 狭軌 道-一 軌條 一條 ヲ添， f ぉシ、 改築 廣軌 軌道 ト相 俟テ、 廣軌式 複線 ノ 

運用 ヲ ナサ シムル モノ トス。 

一 、 上郡吉 永 間ハ、 線路 比較的 整 固ナル 構造 一一 シテ、 之 ヲ廣軌 式 一一 改築 ス ル モ H 事 僅少 ナル へ キヲ 以テ、 便宜 線路 ヲ厘 問-一分 チ 

テ、 一 時單線 運轉ト 爲シ、 漸次 施工 セ ハ、 列車 ノ運 轉ヲ 支障 セ ス シ テ優 -ー 改築 ヲ完 了シ 得へ シト 認ム。 低シ 軌道 ハ 前陳 ノ 方法 

. 一一 依リ、 前後 廣軌 工事 ノ 完成 ヲ 俟テ、 廣軌 列車 ノ運 轉ヲ 爲サシ ムル モノ トス。 

一 、 廣島下 關間ハ 別-一廣 軌式 一 線ヲ 敷設 シ、 前後 廣軌 工事 ノ 完成 ト共 -1、  0 一一  廣軌 列車 ノ運 轉ヲ 爲サシ ムル モノ トス。 

一、 支線 ノ内橫 須賀線 及 西 成 線ハ、 姬 路上 郡 間 一-於 ケルト 同樣ノ 方法 一一 依リ 改築 シ橫 濱稅關 線、 平 塚 線、 蛇 松 線、 武雎： ：： 線、 熱 m 

臨港線、 大 線、 小野濱 線、 和 £ 鄉線、 宇 野 線、 吳線、 宇 品 線 及大嶺 線ハ膂 業 列車 ノ運 轉-ー 支障 ヲ來 サ、、 、ル 程度-一 漸次 廣軌式 

二 改築 ノ 上前 後廣軌 工事 ノ 完成 ト 同時 一一 廣軌 列車 ノ運轉 一一 供ス ル モノ トス。 

しかし 乍ら 委員 會は 本案の 可否 を 決せす、 この 旨、 委員長 富 田鐵之 助より 十七 日の 本會の 席上で 報告し、 「本 會に 

おいて 議決され たき」 3 曰 を 陳述した。 これに 對し 議員 子爵 堀 田 正 養 は 「本案 は 重大問題 だ」 と 述べ、 議員 若槻 禮次郞 

は 「旣に 委員 食で 調査が 結了して ゐ るから 本 會は須 く 可否 を 決すべき だ」 と 論じ、 議員 鳩 山 和 夫 は 「執 制 問題 は 各自 

の 理解 あり 殆ど 議論 を 要せぬ から 宜しく 議事 を 進行され たい」 と 希望し、 採決の 結果 多數を 以て 原案 を 可決した。 

九、 貴 衆 兩院の 形勢 

二つの 事務的 準備 は 整 へられた。 この 後に 来る もの は 「第二 十七 帝國 議會」 とい ふ難關 であった。. 而 して 議會乘 切 

り 策の 最大 難點 は、 對政友 會關係 を 如何に 始末す るかと いふ ことであった。 


當 時の s 埃院の 形勢 は、 殆ど 全體 的に 政府 支持と いってよ いくら ゐ であった。 當 時の 新聞の 調査せ る 所に 據れ ば、 j 

政府 黨と in: すべき もの は 研究 會八 十四、 茶話 會 五十、 無所屬 三十 九、 淸交會 十七の 計 百 九十 名。 また 反政府 黨に屬 す 一 

べき もの は 土曜 會三 十八、 扶桑 會 十六、 木曜 會ニ 十五、 談話 會 三の 計 八十 二 名で、 このほか 純 無所屬 として 約 七十 人！ 

あり。 この 七十 人中、 常に 議場に 出席せ ざる もの 三十 五 人 を 除き、 殘り 三十 五 人中に は 政府 黨 および 野黨相 半し、 ま i 

た 幸俱樂 部に 屬 する 無 所屬 中、 政友會 系の 數名 をす でに 野黨 として 算 せば、 結局 政府 黨 二百 五 人、 在野 黨百 二人と い 

ふ 分野であった。  一 

而 して、 貴族院の 廣軌 問題に 對 する 態度 を 見る に、 十二月 十九 日の 東京 毎日 新聞の 報道せ る 如く、 「貴族院に て は， 

各派 共 未だ 議會 問題に 對 して 研究 を 重ね 居らす。 只 幸俱樂 部が 過日 後藤 總裁を 招きて 說 明を聽 取せ るに 過ぎざる も、 . 

大體に 於て 廣軌 案に 贊 成なる 事 疑 ふの 餘地 なし」 と ある 如く、 極めて 政府 側に 有利な 情勢で、 およそ 黉軌 案に 關 する 一 

限り、 政府 對贵 族院關 係は議 會開會 前にお いて 極めて 樂觀視 すべき 狀 態に おかれた ので ある。 然 らば 他方、 衆議院の 

分野 は 如何にな つて ゐ たか。  一 

政 友會は その 頃、 衆議院に おいて 絕對 多數を 占む る 第一 黨 であった。 然るに 當時 における 政友會 の黨是 は、 地方 產ー 

業の 振興と その 開發 とに あった C これが 爲 めに、 未成 鐵道 線の 敷設 普及 を 念願して やまなかった。 勿論、 廣 軌計畫 案： 

は 産業の 開發 上、 必要な 計畫 である こと は 認める。 しかしながら 未成 線の 敷設 を 度外視す る廣軌 案に 對 して は 輕々 に 一 

黉意を 表明し 難いと 云 ふに あった。 卽ち同 黨の大 岡 育造 はこの 關 係に 就いて、 「現今 世界の 鐵道は 概ね 廣軌 となり、 一 

我滿鐵 及び 朝鮮 鐵道 も旣に 廣軌を 採用し 居れる 時代に 在りて、 廣軌其 ものが 不可なる べき 害な き は 云 ふ 迄 もな し。 只： 
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問題 は 財政 關 係が 支障な く圓滿 にこれ と兩 立し 得べき や 否や、 叉 未成 線との 關係 如何に ありて、 技術 上の 諸點の 如き 

は 寧ろ 附隨の 問題な り。 政 友 食に 於て は 過日 後藤 總 裁の 說 明に 依る 計数の 標準 如何 を 調査した る 上、 徐ろに 態度 を 決 

する に 至るべく」 云々 と 意見 を 表明した が、 全く 政友會 は廣軌 案の 取扱 ひ 方に 就いては 頗る 苦慮して ゐ たので ある。 

一方、 第二 黨 たる 國民黨 の 態度 を 窺 ふに、 同 黨內に 於け る 犬 養 派、 武富派 は、 當 初から 反政府 的 態度 を 固持して ゐ 

た關 係から、 廣軌案 そのものに 對 して は、 もとより 好意 を 表明す る 害がなかった。 ただ 同黨內 には當 時、 鐵道 通を以 

て 目せられ た 仙 石 貢、 片 岡直溫 あり、 この 兩 者の 意見が 如何なる 形式に おいて 表明され るかが 問題で あると 同時に、 

また この 兩 者の 專門的 見解が、 本案 件に 對 する 黨の 方向 を 決定す る 上に おいて、 有力なる 要素で あると 視られ てゐた 

が、 £ ^岡 は廣軌 案に は 賛成なる も、 之れ が 實行は 時期の 問題な りと 云 ふ ほか 多く を 語らす、 仙 石 も 亦、 過般 同黨 が、 

後藤 鐵道院 總裁を 招待して 廣執 案の 說明 を聽 取した る 時、 總 裁に 質問して、 「百 五 年 迄の 收支 決算 如何、 這 は 實に經 

濟 問題なる を 以て、 該收 支， 決算に よりて 黉否 何れと も 決する ものな り」 として、 未だ 賛否 いづれ とも 表明す る こと を 

避けて ゐ た。 

一 〇、 勇躍 壯途に 上る 

彼が 投じた る廣軌 案の 石 は、 果して 日本 政界に 大波 紋を 捲き 起した。 貴族院 各派の 動向、 衆議院 政黨の 策謀、 新聞 

雜 誌の 論評 等々。 今や 天下の 耳目 は、 廣軌 案に 集まり、 その 發案 者た る 後藤 新 平に 集まった。 

然 らば かかる 囂々 たる 天下 是非の 論評 中に あって、 彼 は 如何なる 生活 をして ゐ たか。 


彼 は 雷獸の ごとく、 天下 鳴動の 日に 幸福であった。 彼 は その 渾身の 精力 を 傾けて、 三面六臂の 活躍 を 開始した。 彼 

の 官邸 は 義士 打 入りの 前夜の ごとき 緊張 振りであった。 彼 は 年 方に 暮れん とする 師走の 末、 寒風 を迎 へて 床 を 離れ、 

陸繽 殺到す る 訪客 を 引見し、 山 する 文書 を 決裁し、 縱橫 放談し、 踔腐 風？^ した。 

その 光景 を敍 して、 十二月 二十 五日 附の 時事 新報 は 「遞相 邸の 二 時間、 後藤 總裁 意氣 軒昂 肩 を 打って 廣軌を 論す」 

とい ふ 見出しで、 次の 如く 彼の 身邊 の签氣 を描寫 した。 

△ 早朝より 繁昌 二三 日 前の 事、 午前 八 時の 約束 通り、 遞相 官邸に 車を驅 ると、 ニ臺の 護謨 輪が 先 著して ゐる。 

應接窒 に 通る と、 果して 車の 主人公が 二人、 煖爐の 前 を 占領して ゐた。 續 いて 一頭 立の 幌馬車で 白 髮の老 紳士が 

來る。 流石 當 世の 流行 兒 丈に 朝から 賑 かなこと だ。 先 著の 先生 達 は、 フ n ックコ ー トの 徽章と 談話の 模様と で、 

土 佐の 代議士と 推せられ たが、 果し， て 待つ こと 約 半時 間にして、 給仕が 高知縣 のと 呼んで 二階へ 案內 して 去る と 

引 違 ひに、 矢張り 白髮 長身の 一 紳士が 来た。 見る と是叉 北海道 選出の 代議士で、 中央 俱樂 部で 其 人 ありと 知らる 

. る 淺羽靖 君 だ。 (中略) 處へ 給仕が 呼びに 來た。 

△ 活動せ る 官邸 內 階段 を 上る 間 も、 給仕 は駔 足で、 お 早くお 早くと 急かす。 是は 記者の 時 許りで はない。 此處 

の 給仕 や 使丁 は 何時でも 小 走りで 用辨 して 居る。 亦 以て 主人公の 如何に 多忙で 寸時 を 惜しむ か^ 推せら る&。 が 

夫れ も 無理で ない C 事務室の 懸札 ある 窒を 通って、 主人公が 大部の 書類 を 風呂敷に 包んで 給仕に 渡す 間に、 一寸 

窒內を 見廻 はすと、 テ ー ブル や 書棚が 窒 一杯に 耕べ られ て、 其の上に は 書類が 山積して ある。 客用の 椅子 は 僅か 

に 二 脚 丈け 壁 際にお いて あるの み。 スト ー ブの 棚の 上に は 各所から 来た 招待 狀が 立て 並べて ある。 其 側の 壁に は 
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一週間の 出 廳先を 書いた 張 紙が ある。 見る と 午前と 午後と に 分けて 閣議、 遞信、 鐵 道院、 柘殖 局な ど 大概 一日 三 

箇所 位の 懸 持ちで ある。 其 外の 壁に は 毎日の 日程 を 隙間な く 朱書して 黑 板が 懸 つて 居る。 近來 主人公の 鬚髯 俄に 

白き を 加へ たの も、 是れ では 尤も だと 感ぜら るるが、 其 元氣は 益ぶ K 盛で、 スト ー ブの前 を 檻の 中の 虎の 如く 行 

きつ 戾 りつ、 拳 を 振って 盛んに 廣軌 論を說 く。 

△ 一  夜 作りに 非す 世間で は 一 夜 作りの やうに， 云 ふが、 神なら ぬ 以上、 何う して 此れが 一 夜に 出来る もの かとて、 

ベ ルを 押して 先程 下に 遣った 風呂敷 包み を 取 返し、 其內 から 各種の 場合 を豫 想した 十 通 以上の 鐵道收 支 計算書 類 

を 一 々說 明され る。 書棚から 鐵道 線路 網の 大地 圖を取 出して 見せる。 

△ 技術的 道樂 現在の 狭軌 にても 改良の 方法 種々 あって、 將來の 運輸に 差 支へ ない と 云 ふ說の 如き、 畢竟 技術 上 

の イン テレス トを 以て 研究した 机上の空論 である、 此 通り 線路が 倍增 すると、 停車場に 於け る 側線 は 其 叉 二倍 位 

に增 加し、 隨 つて 停車場の 構造 も 之に 準じて 擴張 せねば ならぬ のみなら す、 交叉 點が 非常に 增加 する 結果、 危險 

の發 生す る 機會も 多くなる 道理で あると、 紛筆を 取って 圖を 書いて 說明 する。 

△ 日本 は 亡びる 今にお いて 廣軌 の要點 如何 を 云々 する 如き は 迂遠で ある、 廣軌と 狭軌との 建設費の 差 は 僅々 一 

割 五六 分に 過ぎな. い、 で 今から 線路 用地な ど を 買って 置く と、 資本 を 固定せ しめて 不經濟 の やうで あるが、 實際 

はさう でない、 買收 せらる る 方で も鐵 道の 用地 は 細長い ものであるから、 自分の 土地の 一部分 を屢ぷ 取られる よ 

り も、 一度に 買收 せられた 方が 跡の 始末が よい 譯 だが、 鐵 道の 方で も 地價は 年々 騰贵 する 一方で あるから、 資本 

に對 する 利子 を 計算しても、 差 引 早く 買った 方が 利益で ある、 若し 日本の 地價が 夫れ St: - ぬと 云 ふやうな 事— 


視 する もので はない かと、 大喝 一 聲拳は 飛んで ボンと 記者の 肩 を 見舞れ た。 驚いて 見上げる と總 裁の 顏は 朱色 を 

漲らして ゐる。 談話、 否 寧ろ 演說の 中に 使丁が 大形の 名刺 を 取次いだ が、 今日は 是 から 出勤し なければ ならぬ、 

夫れ に 尙來客 も あるから ドウ ゾ 明日に と、 宛 も 名札の 本人に 直接せ る 如く、 腰 を 屈めて 斷りを 述べて 居る。 是れ 

も 畢竟 演說に 熱心の 結果、 所謂 夢中で 然り しもので あらう が、 大部 時間 も經 つた。 長居 は 主人公に も應接 窒の兩 

客へ も失禮 と、 ー捭 して、 未だ 退出せ ぬ 間に ベル を 押す。 給仕が 飛んで 來る C 次の 客 をと 命ぜら る、。 階段の 中 

途で 他の 給仕が 之 を 取次いで、 應接 室に 驅け 付ける と 自動車が 旣に橫 付けに して ある。 淺羽 君が 一 人で 淋しから 

うと 思 ひ 乍ら 時計 を 見る と、 十 時半 だ。 鬼に 角遞相 官邸 內の 签氣は 活動して 居て 愉快 だ。  - 

年を越しても、 この 官邸の 主人公の かう した 元氣 は、 少しも 衰 へなかった。 相 も變ら す廣軌 論を唱 へて、 一人で も 

多く 日本の 民衆が 廣軌 論に 共鳴して 欲しい こと を 念願す るの 餘り、 彼の 說く 廣軌論 はいよ /、、激化して 行った。 

一一、 熱 海の 手記 

休會 明け 議會の 期日が 切迫して 來た。 伯は增 田？ i 書 を 伴って 熱 海に 出かけた。 旅館 極 口に 宿って、 朝食が すむ とす 

ぐに 錦 水莊に 人った。 錦 水莊は 政務 處理 の爲 めに、 特に 伯が 借り受けた 別莊 である。 そして 一 日中、 公用 以外の 者に 

は 一切 面會を 謝絶して、 ここに 伯 は 籠城した。 

彼 は 今、 休會 明け 議會 において、 論戰の 標的と ならん とする 廣軌 問題 說明 草案の 作成に 沒 頭して ゐ るの だ。 この 時 
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彼 自ら 筆 を 執って 書き記した 草案 こそ、 實に 明治 四十 四 年度 鐵道豫 算說明 書の 骨子 を 形造る ものであった。 その 全文 

は 次の 通りで ある C 

運輸 線路 網 

普 通 

輕 便 三種 各 級  ， 

軌 道 

此 三種 各 級ハ、 猶 道路 一一 國道縣 道 及 里 道 アル 力 如ク、 各國 鐵路軌 幅ーナ ラサル モノ ァリ。 米國ノ 如キ亦 線路 統一 

前 ハ區々 ナ リシナ リ。 

建設 及 改良 ハ 特別 會 計-一 ョ ル。 此 能力 ト 餘カト -ー 依リ 百般 計畫實 行-一 力 トム。 

廣狹： 吶種間 得失 旣 一一 定論 ァリ。 但 現在 ノ狹軌 ヲ廣軌 一一 改築 スル 一一 ハ特 一一 講究 ヲ要ス へキ モノ ァリ。 是從來 ノ廣軌 

論ニ異 ナリ、 當局 苦心 ノ存ス ル處。 三樣ノ 講究。 

第 一 狭軌 ノ長處 並 現在 ノ軌幅 一一 テ 改築 スルノ 利。 

第二 廣軌 愈. - 有利 ナリ トセ ハ其 時機、 其經費 支辨並 實施ノ 順序 方法。 

其 經濟的 諸 關係。 

當初 何故 一一 廣軌 トセ サ リシ カノ 來歷及 變遷。 


京 濱鐵道 创設ノ 時代、 日本 九州。 

日 淸戰爭 前後 

日露 戰爭 前後 

國 有後ノ 今日 

以上 ノ 講究 ハ、 遂ニ小 日本 ノ 大日 本トナ リシ 國運ノ 輿 隆ト、 將來ト ノ爲ニ 一 新 轉機ノ 急要ヲ 認ムル 二 至 レリ。 

第一 東海道 及 山陽 道ノ 幹線 

第二 其 他 ノ各線 

此實 行ハ、 第 廿五議 會協黉 明治 四十 二 年 法律 第六號 特別 會計法 所定 ノ 成文-一 ヨリ、 其 能力 ト其 餘カヲ 活用 スル 二 

在リ。 

稽 査審定 

特別 會計 ノ 堪能-一有 スル餘 カノ 範圍 一一 於 テ 

第一 廣軌 一一 改築 スルノ 方針 ヲ立ル 事。 

第一 一 廣軌 改築 ノ爲 狭軌 建設 從前 所定 ノ分 成功 ノ 速度 ヲ減セ サル 事。 

第三 狭軌 建設 ノ 追加 延長 モ亦 廣軌 改築 ノ爲 一一 其 計畫ヲ 減縮セ サルノ ミナ ラス、 四十 年度 叉ハ 前內閣 時代 ヨリ 

多額 ノ鐵道 建設 一一 對スル 支出 ヲ講 スル 事。 併 セテ將 來廣軌 一一 變更 スルノ 必要 アル 線路 一一 ハ、 相當ノ 用意 ヲ 同時 

二 講シ置 クへキ 事。 
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第 四 輕便鐵 道 補助 法案 ヲ 提出 シ、 每 年少 クモ壹 千萬圓 以上 ノ輕便 線 敷設 ヲ 保護 獎 勵シ、 大ュ 運輸 ノ便 ヲ開ク 事。 

第五 官設 輕便 線ヲ 北海道 並 本土-一 便宜 敷設 スル 事。 

(施脫 力) 

此鐵道 新政 策ハ、 一般 會計 一一 累ヲ 及サ、 ル 提案 トシ テ 活用 行スル 事ヲ 得へ キモ ノト 信ス。 然レ トモ 是皆、 一般 會 

計ノ 整理 一一 ヨリ、 財政 ノカ 攀固ト ナレル カ爲 メト、 鐵道 特別 會計 一一 於テ 四十 一 年度 以来 整理 一一 ヨリ 生シ タル 餘カ 

トニ ョレル モノ ナ ルカ 故 二、  一二 特別 會 計/カノ ミ 二 活動 スル事 能 ハ ス。 必スャ 一 般會計 健全 ナル 活力 二 依賴セ 

サル へ 力 ラサル 事 論ヲ俟 タス。 然レト モ 特別 會計カ 如何 一一 其 堪能 ト餘 カト ヲ生セ シカ ハ、 別表 ノ示 ス處ノ 如シ。 

(別表 略)  • 

尙ほ當 時、 三 皇孫 殿下 (註、 今上 夭 皇 陛下、 秧父 宮殿 下、 高 松 宮殿 下) が 熱 海御滯 在中であった ので、 伯 は 「遞信 及鐵道 

事業 統計 要覽」 を 三 殿下の 御覽に 人れ 奉り、 御 說明申 上げた。 三 殿下 は 未だ 御 幼少に あらせら るるから とい ふので、 

伯 は 圖說的 御 說明を 申 上げる ことに 苦心した。 三 殿下 はこの 圖 解に 殊の ほか 御 與を 催され、 その後 伯の 隨 行者 增田祕 

書にまで も 拜謁を 賜 は つた ほどであった。 

夜の 樋 口 旅館 は賑 かであった。 伯の ほかに 小 村 外相が 泊って ゐた。 叉、 眞 龍齋貞 水が 保養が てら 同じ 樋 口に 滯 在し 

てゐ たので、 伯 も 小 村 外相 も 貞水を 呼んで、 忙中 閑日月 を娱 しんだ。 

一 二、 議會に 於け る論戰 

明治 四十 四 年 一月 二十 一日、 衆議院 本 會議の 席上、 四十 四 年度 總豫算 案が 上程され、 桂 首相 は 兼攝藏 相と して 財政 


方針に 就いて 演說を 試みた。 この 演說 中、 豫算案 中の 重大 案件た る廣軌 改築 費に 言及して、 


今ャ 財政 ノ 整理 漸ク 步武ヲ 進ムル 一-及 ヒ、 交通 機關ノ 整備 ヲ圆 リ、 以テ產 業 ノ發達 -I 資シ、 運ノ發 展ヲ期 スルハ 刻下 ノ 急務 ナ 

リ。 依テ 現在 ノ鐵道 -1 對 シテ大 -ー 改良 ヲ加 フルト 共-一、 新橋 下 關間ノ 幹線 ヲ廣軌 式 -ー 改築 シ、 並 -I 旣- 1 著 手シ タル^ 路ノ 外更- 一 

數線ヲ 企蹓、 力、 且ッ旣 成 鐵道ノ 交通 ヲ捕 成ス へ キ輕便 鐵道ノ 建設 ヲ獎 勵ス ル ノ計畫 ヲ立テ タリ。 之 力 爲旣定 計畫ー I 對シ、 更ー！ 建 

設 費-一 於 テ總額 二 億 七 千 四百 餘萬圓 (廣軌 改築 費ト 改良 費 追加 額ヲ 合ス) ヲ^ 加シ、 本年度 以降 前者 ハ七箇 年、 後者 ハ十 一一 一箇年 

ヲ以 テ之ヲ 完成 スル ノ豫定 ナリ。 右 改定 ノ爲 本年度 一一 於テ 支出 ス へキ帝 國鐵道 建設 及 改良 费ノ年 割 額ハ、 五 千 百 五十 三 萬餘圓 -1 

達ス。 

と 述べ て 政府の 所信 を 表明した が、 これ を 契機と して 廣軌 案に 對 する 衆議院の 論戰 がいよ く 展開 さるる に 至った。 

さう して 該案 は 直ち に 特別委 員に 付託され、 豫算 委員 會並 び に 分科 會 において 審議され た。 

豫 算總會 における 論戰の 前哨 戰は、 先 づ國民 黨所屬 代議士 片岡 直溫の 質問に 依って 開始され た。 一月 二十 五日の 總 

會 席上で、 片岡 は、 「廣軌 調査に 關 する 資料が 多過ぎて 困る から、 基本的な 調査と も 目 せらるべき もの を 提出 若しく 

ば說 明して 欲しい」 と 質問した が.、 この 質問の 背後に は 伯の 調査 癖 を 多分に 皮肉りつつ、 時機 を 窺って 反對論 を高唱 

しょうと いふ 意 圖が藏 せられて ゐた。 さう して 片岡 は、 次の ごとく、 飽くまで 廣軌 改築の 數字的 根據を 追究し ようと 

した。 

私 ハ 一 ッ 適切 單刀直 人的 一一 御尋ネ シ タイ。 今 HI  ノ廣軌 ト云フ モノ ヲ兹 一一 是非 敷設 シ タイ、 シナケ レバ ナラ ヌ、 シ タ方ガ ま シィ、 

斯 ゥ云フ n トヲ御 持出シ 一一 付 キマシ テハ、 旣往ノ 狹軌鐵 道 ト云フ モ ノ  ノ 現在 將來ト 云フ モノ ヲ、 玆ー 一明 力 二 シテ、 サゥ シ テ此廣 

軌 問題 ト云フ モノ ヲ此處 -I 御出シ 一一 ナ ラナ ケレ バ、 此 財政 逼迫 ノ 場合 ニ於テ 吾々 ノ 去就 ヲ決ス ル 一一 甚ダ 困難 ナ譯デ アル。 (中略) 

卽チ 建設 當時 ヨリ 今日 マデ 入レタ 資本、 今日 ノ 輸送 ガ此 貨物 人員-一 於テ、 殖 H テ往ク 趨勢 カラ 鑑ミ テ、 に ウセ 此儘デ 往ケナ クテ、 
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何年 カ來レ バ之ヲ モウ s: 線殖ャ サ ナケレ バナラス、 其殖 ヤス-一 付 テノ金 ハドウ ャル、 (中略) 現在 ノ 狭軌 ノ實 際ノ、 輸送力 ガ ド 

ノ點 --マ デ往ク ノダト 云 フコト ノ事赏 的金ヲ 見積ッ テ、 サゥシ テ之ヲ 此 儘往ク ヨリ ハ 此方 ノ モノ ヲ 称へ ル 方ガ經 濟ナリ ト云フ コ 

トガ出 ルナ ラバ、 始メ テン レヲ出 シテ來 ナケレ バナラス。 今： n、 赞澤 -I ド ツチ ガ. K イカ ト 云へ バ、 廣軌ガ {nj イト 云フ ニ誰モ 異論 

ガ ナイ。 金 ノ掛ル ト云フ コト 二 於 テハ、 非常 一一 困難 ナコト -ー拘 ハラズ、 之 ヲャル ト云フ コトハ 結局 に ツチ ガ 利益 ダ ト云フ コトヲ 

數字 一一 現 ハス コ トガ 必要 デ アル。 (中略) 是ト 同時 一一 今後 本州 其ノ 他ノ處 - 一 於テ、 廣軌 二  K スべ キ線ガ ドレ 丈 アル、 其ノ 聯絡 ハ 

ドウ 取 ルカ ト云フ 如キコ トモ、 合セ テ其 費用 計 畫ヲ示 サナケ レ バ ナラ ヌ箬 デナ イカ ト思ヒ マ ス。 此ノ如 ク根據 ヲ示シ テ、 サゥシ 

テ 廣軌ト 狹軌ト 比較 致シ マ シ タナラ バ、 吾々 ガ之 一一 贅否 ヲ決ス ル -! 付テ、 にダ 容易 ィ意 見ガ定 メラ レ ル。 (中略) ソレヲ ーッ詳 

シィ コトハ 無論 別 一一 統計 ヲ以 テ、 御 答 一一 ナ ラナ ケレ バナラス。 

これに 對 して、 伯 は 次の 如く、 極く アツ サリと 答 辯した。 

. 唯今片 1： 君 カラ 參考 書ノ コ ト 二 付テ、 參考書 ガ多過 ギル ト云フ ノデ、 ィ n  く 御 話 ガァリ マシ タガ、 其參考 書ノ御 取捨 ハ 固 ヨリ 

御捨テ -! ナ ラウ トモ、 御取リ 二 ナ ラウ トモ、 其 事 ハ 別段 ノ コト 1 ァ アリマ スガ、 此 中-一 ハ 唯今 片 1： 君 ノ御尋 I ーナ リマ シタコ トハ、 

段々 調べ テア リ マス。 其 中-一 ハ f?^ 技術 ふ： ノ御答 ヲ致ス ャゥ- 一 スべキ モノ モア リ マス。 其 場合 一一 其參 考省ノ 用立ッ タメ 一一  差 出シテ 

アル ノ デァリ マ スカ -フ、 御 間 ガァリ マ ス -I 從ッ テ其ノ 事ヲ說 明シ、 其 場合 ニ參 考書ノ 利用 ヲ スルャ ウー I シテ アル ノ デァリ マ ス。 

數字 ノコ トガ 多クゴ ザィ マスカラ、 其 等 ノ 便 {且 ヲ計ル タメ  二、 差出シ タノ デ アリマ スケレ ドモ、 併シ ナガ ラ 多年 I 一  從ッテ 迷 ヒ ヲ 

生ズル ト云フ ガ如キ コトノ アルトア ラザル トハ、 是ハ 別段 ノコ トデ アリマ ス。 

かくの ごとく、  二十 五日の 前哨 戰は平 穩裡に 推移した ので あつたが、 翌 二十 六日の 豫 算總會 は、 さう はいかな かつ 

た。 當 日の 議事 進行の 模様 を 想起して、 古川 阪次郞 は 次の 如く 語った。  . 

議會 では r 鐵道 院は旣 に廣軌 準備に 著 手して ゐる ではない か、 正當の 手績を 踏ます 議會の 存在 を 無視して、 豫箅 


も 通過せ ぬ 先き に廣軌 改築の 準備に 著 手 するとい ふ 事 は 誠に 不都合で はな いか ：- とい ふ 詰問 的の 質問が あら はれ 

て來 た。 依って 私達 は、 「あれ は 決して 廣軌 準備で はない。 世の中が だんく 進歩す る。 進歩す るに 從 つて 列車 

の 型が 大きくなる。 さうな ると 困る から、 ：： それで やって ゐる 仕事 だ」 と 不得要領 的な 答辭を やって 諒解 を 求 

めた のであった けれども、 實際 は、 鐵道院 として は、 伯の 命に 依って どんく 廣軌 準備 を やって ゐ たの だ。 この 

廣軌 準備 は、 後に 床次總 裁の 時に 中止 を 命ぜられ たので、 駄目に なって しまった。 

まづ 二十 六日の 豫 算總會 では、 政 友 會の野 田 卯 太郞が 「廣軌 準備の 措置」 に 就いて、 深刻な 質問 を 始めた。 野 田 は 

案 そのものに は眞 向から 反 對を唱 へす、 ボ ッリ/ \- と 執拗な 質問 を繼繽 した。 更に 野 田の 後 を 受けて 元 田雞も 起ち、 

追撃 的 質問 を 行った。 伯 は これらの 質問に 對し 逐一、 詳細な 答 辯 を 試みた ので あるが、 特に 何故 廣軌 準備の 措？ y を 執 

つた かとい ふ 質問に 對 して は、 懇切に して、 しかも 要領の よい 答 辯 を 行った^ 

すな はち、 先づ野 田の r 廣軌 改良 費 中に、 物價 騰貴 を 見込み あり や、 東京 下關間 以外に おいて、 廣軌に 改良すべき 

線路の 延長、 金額 方法 順序 如何、 今後 建設 さる \ 線路に 廣軌 準備 をな すべき や」 等の 質問に 對し、 伯 は 次の やうに 答 

へ た。 

此 數字ノ コ トハ詳 シィコ トハ义 別-一 申上ゲ マス ガ、 大體 一一 於テ 將來ノ 此物價 險貴ノ コ ト ヲ總テ 見込 ンデ！ ルト云 フ譯デ ハ アリマ 

セ ヌ 。 現在 ノコ トヲ 標準 ト シ テ、 是マ デ / 繼續 年限 デ 工事 ヲ起シ マシタ 經驗カ ラシ テ、 此ノ 如 キ豫算 ナ ラ バ 出來得 ル デ ァ ラ ゥ ト 

云フ トコ 0 ヲ II 算シ タ モノ デ アリマ シテ、 總テ ノ 物價ノ 騰貴 ヲ悉 ク幾ラ ト 見積ッ テ、 サゥシ テ之ヲ 計上 シテ アル ト云 フ譯デ ハ ナ 

イノ デァリ マ ス。 是迄 多年 ノ繼綾 工事 ノ經驗 上、 必 耍ナル 精算 ヲ致 シテ アル ノ デァリ マ ス。 (中略) ソ レ カラ 柬 京下關 以外 ノ金 

額 二 付 キマシ テハ、 昨日 御尋 ガァリ マ シ タガ、 金額 ダケ ノ 概算 ダケ ハ シ テア リ マ ス ガ、 是ハ廣 軌鐵道 二 改築 シ マ ス 時期 一一 於テ、 
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精細 ナル 計算 ヲ ナスべ キ モノ デ アルガ 故-一、 今 計上 シテ アル トコ D  ノ モノ ハ槪算 二 止 マル モノ デ アリマ ス。 (中略) ソレ カラ モ 

ゥ 1 ッ ハ將來 ノ廣軌 鐵道ノ 用意 トシ テ、 今後 新-一 建設 スル トコ 0  ノ 狭軌 鐡道 一一 對シ テ悉ク 用意 スルャ 否ャ、 斯 ゥ云フ コト ガァリ 

マシ タガ、 是ハ 必要 ナ トコ n  -ー  ハ、 現在 狭軌 鐵道ヲ 建設 シテ 行キ マスケ レ ドモ、 何時 デモ 廣軌 鐡道ノ 建設 一一 資スル ヨウ -ー シャゥ 

ト思 ッテ居 ルノデ アリマ ス。 

のみなら す 伯 は、 r 此 場合 ニ於キ マシテ 大要 ヲ申 述べ マ シテ ク コ トガ 必要 デ アラウ ト思ヒ マスカラ 一 言 添へ テ置 

キ マス ガ」 と 前置して、 質問 外に 亙り、 狭軌 及び 輕便鐵 道の 普及と 廣軌 改築との 關係 にっき、 次の やうに 述べた。 蓋 

し 主として 地方 農村に 地盤 を 有する 政 友會が 最も 憂慮す ると ころ は、 斡 線の 廣軌 改築に 急なる 餘り、 地方 農 はへの 鐵 

道の 普及に、 支障 遲滯を 生ぜし めはしな いかとの 點 であった。 伯 は その 疑惑 を 一掃 せんがた めに、 特に 次の 一言 をけ 

した ものと 思 はれる。 そこに 伯の 周到なる 用意が あった。 

廣軌鐵 道 ノ計畫 ガ此度 提出 シタ 通リ - 一定 マリ マ シテ、 漸次 進ム ト云フ コト ニナ リマ ス レバ、 是マデ ノ狹軌 鐵道ノ 進行 ヲ妨ゲ ハ セ 

ヌカ、 斯ゥ云 フコト が 屢，， アル コトデ アリマ スガ、 ソレハ 無ィ。 狭軌 鐵道 ノ是 マデノ 並" 通 ノ計畫 ヨリ ハ、 旣- ー此度 提出 致シ マ 

シ タ豫算 一一 於 テモ、 少 ナカラ ザル 金額 ヲ 提出 スル コト -ー ナツ テ居 ルガ 如クデ アリマ シテ、 今後 モ 狭軌 鐵道ノ 並； r 及 二 對シテ 減縮ス 

ル ト云フ ャゥナ コトハ ナイ。 斯 樣ナル 方針 ヲ以テ 進 ム積リ デ居リ マ ス。 ソレ カラ 輕便鐵 道 ヲ以テ 地方 ノ運轉 ヲ補フ コ トー 一致 シマ 

ス ノハ、 旣 一-御 協賛 ヲ得タ 法律 ノ範圍 內-ー 於テ、 是ヲ 普及 スル コトハ 勿論、 尙輕 便鐵進 補助 法案-依 ッテ其 目的 ヲ進メ タイ。 ソ 

レ カラ 次-一 ハ、 或 部分-一 ハ官營 ノ輕便 鐵道モ 架ケル ト云フ コト- 一致 シテ、 運輸 ノ 普及 プ闹リ タイ、 斯 ゥ云フ コト- 一 ナツ テ リ マ 

ス。 耍スル 一一 地形 一一 從ヒマ シテ、 此輕 便鐡道 ノ爲メ 一-酷 ク 鐡道ノ 均一 制度 ヲ害. スル ャゥナ 議論 モア リマ スガ、 其 憂ハ素 ヨリ， 4^ 然 

免ル 、 コト ハ出來 ナイ ノデ アリマ ス。 併シ ナガ ラ此 利用 《且シ キヲ 得バ、 均一 制ヲ施 イタ ヨリ モ却 ッテ 運輸 上 一-便益 ヲ得ル ト認メ 

テ居 ルノデ アリマ ス。 


鑌 いて 野 田の r 廣軌 にす ると すれば、 豫箅 追加 をな す や 否や」 の 質問に 對し、 伯 は 次の 通り 答へ た。 

御 尤ノ御 問 デァリ マス ガ、 是ハ 「ゲ I ジ」 ノ 改良 ノコ トハ、 廣軌ト^^軌卜 ノ改良ノ變化ノ コ ト ハ當 局者ノ 考ヲ以 テ豫算  一一 ^更ヲ 

來 サザル 範圍内 -ー 於テ ハ、 其撰擇 ヲ ナス コトハ 出來 ルャゥ 二 ナツ テ居リ マス。 サウナ ッテ居 リマ スル カラ、 是 マデノ 中二 モ、 例 

へ バ 六鄕川 一一 著 手 ス ル ト云フ ガ如キ 場合 ガ アツ テ、 豫算 一一 狂ヒ ヲ生ゼ ヌ 範圍內 一一 於 テ爲シ 得 ルナ ラ バ、 此橋臺 ヲ廣軌 一一 シテモ 差 

支ガ ナイ ャゥ 二 シ タイト 云フ コ トヲ、 當局者 ハ努メ テ居ル ト云フ コトヲ 申 上 ゲ タ譯デ アリマ ス カラ、 縱令、 輕濟 上將來 二 利益 ァ 

リ ト認メ チモ、 其 事柄 ハ 一 應此 豫箅ノ 提出 一 1 依 ッテ、 大體ノ 主義 ヲ定 メテ置 キタイ ノデ アリマ ス。 是 -ー 省令 ヲ以 テ定メ テア リマ 

スガ タメ 一一、 狹軌ト ナ シ廣 軌トナ スコ トニ 付 テハ、 私設 鐵道 官設 鐵道 -ー 拘ラ ズ隨意 一一 出來ル ャゥニ ナツ テ居リ マス。 唯豫^ ト云 

フ點- 一 於 テ 變更 ヲ 求メネ バナラス ト云フ 程度-一達 スル 時-一 アツ テハ、 別 二 此豫算 ヲ 提出 シナケ レバ ナラヌ ト云フ コトハ 勿論 デ ァ 

リ マス。 是 マデハ ソレガ タメ  二 別-一 豫算 ヲ 提出 シナケ レバ ナラヌ モノ トハ、 致シ テナ イノ デ アリマ ス。 今後 ハ 左樣 二 此豫算 ノ 範 

圍 內デ爲 シ得ル コ ト ノ ミデ ハ、 到底 目的 ヲ達シ 得 ナイ モノ デァリ マスカラ、 鼓 一一 根本 ノ 趣意 ヲ 改正 シ、 其 調和 ヲ計ル ト云フ コ ト 

-I 致シタ イノ デ 提出 致 シ タノ デァリ マス。 

また 更に r 廣軌 改良 期間 を 十三 年と 定めた る 理由、 及び これ を 伸縮す るの 得失 如何」 とい ふ 野 田の 質問に 對 する 伯 

の 答 辯 は 次の 通りであった。 

此十 三年 ト定メ マンタ 譯ハ、 ーハ 財源 ノ 都合-一依 リ、 一 ハエ 事上ノ 都合 ニ依リ マス。 ソ レ カラ 第三 一一 ハ 此 進行 ノ間ー I 於テノ 運輸 

等 一一 —— 現在 ノ 運輸 等-一 妨ノ ナイ ャゥ 二 ス ル ト云フ コ ト デァリ マ ス。 ソ レデ 伸縮 出來 ルカ 否ャ ト云フ 御尋ネ デァリ マ スガ、 先ノ 

方 一一 行， ッ テ ハ 十三 年ヲ十 年間 -ー ス ルカ、 其事ハ 財政 ノ 都合 デ出來 マ セゥ。 現在 ノ著手 方、 延バ ス コト ノ出來 ナイト 云フ ノ ハ經济 

上 -I 損失 ガ ァ ル。 (中略) 例 へ バ 隧道 ノ如キ モノ デ アリマ シテ モ、 旣 一一 箱根ノ 運輸 ヲ百 分ノ  一  ノ 勾配 一 1 ナラヌ ト云フ コト- 一 付テ 

他 一- 線路 ヲ求メ テ埶 一海 ノ方 一一 變更シ ャゥト 云 フ n トー 一 ナツ テ、 此ノ 如キ良 魏路ヲ 見出 シ テ居 リマ スガ、 是 I 一  著 手 スルー 一、 旣 一一 狭 
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軌デ 著手シ テン マへ バ 、 ビ廣軌 ニス ル -I パ大ナ ル金ガ 掛ル、 是初 ヨリ 之ヲ廣 軌ニシ テ置ケ バ僅カ -I 一  割 五六 分 ノ差ヲ 以テ、 廣 

軌ノ隨 道 ガ出來 ルト云 フ譯デ アリマ ス。 

次に 「この 案の 決定 を 一年と 延ばす こと はでき ぬと は 了解に 苦しむ、 如何」 と、 野 田が 詰めよ つたのに 對し、 伯 は 

次の 如く 答へ た。 

ソ レ ハ常局 者ハ、 今年 之 ヲ緩ゥ ス レ -パ ソ レ ダケ ノ担失 ガ立チ マ ス。 故-一 此計 畫ハ愈 X 廣軌 一一 ス ル コ ト. ガ將來 必要 ナリト ス レ バ、 

直チ 一一 之ヲ 改善 スル コ トニ 致シ テ著手 ス ル方カ 利益 ナル コ トハ、 野 田 ff?^  -I 於テ モ能ク 御分リ -ー ナツ テオ ルコト ト思ヒ マス。 成程 

一一お.：々々 -ー ハナ ッテ リ マスケ レ， ドモ、 旣 -I 隧道 ノ  ロナ リ、 又 停車場 ノ計畫 ナリ、 其 他 -I 著 手スル 一一 常ッ テ、 廣軌 ノ规模 ヲ定メ 

ティカ ヌケ レバ ナラヌ モノ デ アリマ ス。 更, 一 ソレノ ミナ ラズ 又 今後 新ラ シ ィ 材料 ヲ買 入レル トコ 0  ノ 狭軌 ノ種々 ナル モノ  -ー  對シ 

テモ、 旣 一一 將 來廣軌 改築 ノ コ トー ーナル ト考へ マス.^ 卜、 注文 ヲ致ス 品物 其 他 -I 付テ、 大 一一 影響が アル コトデ アリマ ス。 ソレ故 一一 

經濟 上ノ點 カラ ハ早ク 之ヲ改 *屮* ス ル コ 卜ノ 必要 ナル コ 卜 ハ、 論 ヲ侯タ ヌ コ トデ アラウ ト思ヒ マ ス。 ^モ此 事 カ往カ ヌ ト云フ コ ト 

デァ レバ 已ム。 旣 一一 此事 ヲ以テ 必要 ト ス ルコト 1 ァ ァ リ マ ス ナ ラ バ、 何ヲ 苦 シ ン デ  一 3P テ モ 半年 デ モノ 問-一 於 テ、 不經濟 ノコ トヲ 

シ テ行ク カトー- ム フ n トハ、 II 易 キ理デ アリマ スカ ラ、 此事ダ ケ ハ 一 言 申上ゲ テ置キ マス。 

繽 いて 野 田の 「運賃の 率 如何、 運賃と 金利との 關係、 及び 勞銀增 加との 關係 如何」 との 質問に 對し、 伯 は 次の ごと 

く 答 へ た。 

經费 ノ^ 加 スべキ モノ、 又 運赁ノ 次第-一 遞減ス ベ キ トコ n 一一  付 テノ調 杏， 等 ハ 致シ テ居リ マス。 併シ乍 ラ此假 定ノ數 二  ：^ぃ、テ四分ニ 

厘若ク ハ四分 五 厘 ト云フ 利子 ヲ、 連年 續ィ テ數十 年間- 1 亙ル 間、 計算 ヲシテ 居 ッテ、 一方- 1 ハ其ノ 問 二 利子 ノ  更スル ノヲ a ル 

ベ キ時 ガ來ル 二 相違 ァリ マ セヌ。 ケレ ドモ 利子 ノ遞 減ヲ或 程度 二  .^^メ テ、 假定シ テア リマ ス カラ、 利子 ノ  I- 更ョ リ シ テ， 贊ヲ遞 

诚スル コトハ 調 ベ テ アリマ セ ヌケレ ドモ、 遝货 ノ 一  哩收入 ガ ドウ 云フ 風-一 ナル ト云フ コトノ 調ヲ致 シテ リマ ス。 


野 田に 鑌 いて 立った の は、 元 田肇 であった。 さう して ー當： S は 一面に は 鐵道を 非常に 改善した と 

と、 他面に は 頗る 不完全で あるから、 廣軌に 改築し なければ ならぬ と 言 はれる が、 ー體 現在の 鐵道は 完全な のか、 不 

完全な のか」 と、 甚だ 皮肉な 質問 をした。 これに 對 して 伯 は、 率直に 次 0 ごとく 答へ た。 

今ノ鐵 道カ完 仝ナ鐵 道デァ ル ト云ッ テ誇ッ テル ト云フ コトデ アリマ スガ、 是ハ少 シ ク劳 酷ノ評 デァラ ゥト 思フ。 私ノ 提出 シマシ 

タ 書類 ノ內- 一、 或 ハサ ゥ云 フ答ガ 方々 一一 ァリ ハセ ヌカ ト思フ 服ガ、 昨日 來 /  一一  3 論 ノ 中-一 アル ャゥ- 一考へ テ居 リマ スガ、 其 等 ハ 文 

章ノ. S シ カラ ザ ル所ガ アル 力 ハ分 リマ セヌ ガ、 改春シ テ來 マシタ ダケ ノ 程度 ヲ申 述べ マ シ タ。 卽チ 昨日 ハ 未ダ 改善 シ テ ハ 居ラ ヌ 

デ ハ ナイ 力 ト云フ 御尋ガ アツ タガ、 是モ 御尤デ 十分 ト ハ 申上ゲ マ セヌ。 是 ダケ 改善 シテ オル、 是デ仝 ク 改善 シテ ル ト云フ コ ト 

、ノ 出來 ナ ィ、 將來 ハ此 ノ如シ ト云フ コトヲ 申述 ベ テ 居ルノ デ ゴ ザィ マスカラ、 此 問-一 何 カ撞著 ノア ルャゥ 二 御尋 .K' . ガ アル ャゥ -I 

思ヒマ シタ。 (中略) 是 ダケ 位ノ 改善 ハシテ アル コ トト認 メル ケレ ドモ、 併 シ乍ラ ^將來 ヲ慮 レバ 斯樣 二 致 サナケ レバ ナラ ヌト 

云フ コトヲ 述べ、 又 财政其 他 ノ關係 一一 對シ テ、 鐵 道ノ範 圍內ノ 改善 ノ事ハ 如何-一 ナツ テ i:lg ルカ ト 云へ バ、 斯樣- 一 迄ハ致 シテゴ 

ザィ マス。 

さう して 元 田が 更に 續 いて、 r 鐵道院 內の實 際 家中に は、 この 調査 は 完全な 計算に あらす と 見る ものが ある やに 傳 

へられる が 如何」 と 質問した るに 對し、 伯の 答へ は 次の ごとくであった。 

民間 ニ斯 ゥ云フ 評判 ガ アルト 云 フコト デァリ マスカラ、 別 一-之-一封 シテハ 申上ゲ マ セヌ。 鐵道 一一 於テ ハ 技師 一一 如何 ナル 人ガ 如何 

ナル 議論 ガァ ルカ 一-付 キマシ テハ、 一々^ ベ テナ イノ デァリ マスカラ、 多少 技術的 ノ考 ニ於テ ハ 議論 ガァ ルカ モ知 レマセ ヌガ、 

ソレ ハ聽カ ヌ昔ノ 事 デァリ マ ス。 今日 ハ 攻究 ノ 結果、 旣 二 提案 致 シタ通 リデァ ッテ、 一同 ノ 異議 ノナキ トコ n デ アルト 云 フコト 

ヲ明首 致シ マ ス。 若是 一一 就テ 御證據 ガァリ マ ス レバ 承 リタ イト 思ッ テ居リ マ スガ、 今 nn 一一 於テ ハ 左樣ナ 不統一 ナ モノ ヲ 提出 シタ 

ト云 フコト ハ 議論 ヲ申 上ゲ ルノデ アリマ セ ヌガ、 誠意 ノア ル所ヲ 申 上 ゲル タメ  一二 申上ゲ マス。 此邊 一-御 疑ノ 無ィャ ウー 一 願ヒマ 
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ス。 唯此 事-一就 ィテ ハ サ ウーぶ フ 豫斷ナ クシ テ御 質問 アル コ トヲ 偏-一希 望シ テ置キ マ ス。 

かくして 二十 六日の 論戰 は、 別に 根本からの 激しい 反對 論はなかった けれども、 何だか 奥齒に 物の 挾まった やうな 

質疑 應 答が 鑌 けられて、 それだけに 會議 の空氣 は 緊張 味、 眞劍 味を帶 びて ゐ たのであった。 

一 ニー、 桂 西 安 協と 廣軌 延期 

第二 十七 議會へ 提案した 諸 案件のう ち、 桂內閣 がその 成 行 を 最も 重視して ゐ たの は、 海軍 擴張 計畫と 治水 事業と 廣 

軌 改築 案との 三 案件であった。 而 して そのうち 海軍 擴張 計畫と 治水 計畫 との 二 件に 就いては、 政 友 會も國 民黨も 異議 

を 挾む 餘地 はないで あらう、 ただ 憂慮され るの は廣軌 案の 運命で あると 見られて ゐた。 しかし 政府 側の 樂觀 的な 觀測 

では、 廣執 案と 雖も、 たと へ 國民黨 が從來 の行懸 りから 反對の 態度に 出 でても、 政 友會は 妥協 的 態度に 出で るで あら 

うと 考 へて ゐた。 

しかるに 休會 明け 議會 において は、 國民黨 は 正面から 政府 反 對の旗 喊を飜 へし、 政 友會も 亦、 國民黨 の 猛烈なる 氣 

勢に 追隨 するとい つた やうな 形勢 を 展開して 來た。 ， 

のみなら す、 朝鮮 關 係の 追加 豫箅 問題が 憲法 論と 混淆して、 何時 議會の 承認 を 得る やの 見込 も 立たぬ とい ふ 事態と 

なった。 このまま 推移 すれば、 解散 か 總辭職 かその 一 を 選ばなければ ならぬ。 

鼓に おいて、 桂 首相 は 一月 二十 七日、 突如、 西 園 寺 政 友 會總裁 を 訪問し、 政局 打開 策 を 提議した。 この 席上に は特 

に 政 友 會め松 田 正久、 原 敬も參 加した。 當 時の 會見經 過と して 新聞紙の 報道す ると ころ は 左^通りで iKl^  


杜侯 は從來 曾て 見ざる 沈痛の 態度 を 以て 自家の 心事 を披 源し、 西 侯の 同情 を 求め、 は (^^^^^^？ 

論 を 基礎と する 政府の 樹立 を 思 ひ 立ち、 多年 揭げ來 りたる 超然 主義の 看板 を 撤去し、 公々 然として 吾等と 歩 を 同 

じく せられん とする は、 單に 憲政の 運用 上の 一進 歩た るの みならす、 國 家の 將來に 向て 此 上の 慶事 は あるべ から 

す。 (中略) こ k において 一方 桂 侯 は 直ちに 山縣 公を訪 ひ、 事の 成 行を說 明して 其 同意 を 得、 更に 臨時 閣議 を 開 

きて 此事を 報告し、 決然たる 意氣を 示して 閣議 を 確定す ると 同時に、 闕 下に 伏して 具 さに 事の 次第 を 奏上 1 1 

(讀賣 新聞 二月 一 日) 

かくして 政府と 政友會 との 安 協 は 成立した。 しかも この 妥協の 條件 として、 廣軌案 は 遂に 一箇年 延期され る ことに 

なった ので ある。 

伯 は 「妥協の 成立」 を、 次の 如く 解釋 した。 

11 予 往年 露國に 遊びし 際、 スト リピ ン內閣 の 藏相コ コ フ ツォフ は國民 議會に 臨み、 「我 國 のデュ ，マ は 卽ち露 

國 の議會 にして、 他 國議會 の それと 犬に 其の 精神 目的 を 異にす。 是 れ我國 のた め 慶賀す へし」 と演說 したり。 然 

るに 在野 黨 甚だ 悅 ばす して、 藏 相の 演說を 取消 さし めんと し、 議場の 沸騰 形容し 難き もの ありたり。 去れ ど藏相 

は頑强 以て 自己の 所信 を枉 げざり しなり。 予は之 を目睹 して、 一 國の 地位 精神 實に 然ら ざるべからざる を 感歎し 

たり。 思 ふに 桂西兩 侯の 政見 一致 は、 我が 欽定憲法の 精髓に 徹底せ る ものなら す や。 

△ 政 ：15 の 今後 桂西兩 侯の 政見に して 旣に 一致せ し 以上 は、 桂 內閣も 政 友 會も俱 に 虚心 懷、 互讓 して 議會の 諸 

問題 を 料理し っ&、 在 朝 在野と いふが 如き 區別を 撒し、 官僚 非 官僚と 呼ぶ が 如き 墙壁を 去り、 公平に 進退すべき 
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なり。 我々 閣僚 は 桂 侯の 胸底に 察して 處置 せんこと を 期せり。 要するに 政 櫂の 移動の 如き は、 是 素と 大權 の發動 

に 依る ものにして、 首相 唯一 人の 見る 所に あり。 我々 閣僚の 窺知すべからざる ところな りと 雖も、 首相の 意中 は 

適 當の人 を 得て 適當の 時期に 於て 之 を繼紹 せしめ、 以て 國 運の 進涉を 庶幾す るに あらざる なき 乎。 

八廣軌 の處置 我々 が 西 園 寺 侯との 政見 一致に つき、 桂 侯より 耳に すると ころに よれば、 今日の 事 一局部の 事業 

の遲速 存廢に 因りて 云爲 すべ きものに あらざる を 信す る ものな り。 殊に 廣 執の 計畫は 原則に 於て 是認せられ 居る 

に 於て は、 其の 案が 一箇年 延期せられ たりと て、 鬼 や 角と 議 すべき ものに あらす。 桂 侯に して 延期 を 認容せ しか 

らに は、 予と雖 も 快 心 之に 賛成せ り。 況んゃ 廣軌は 十三 箇 年の 繼鑌 事業 なれば、 今後 愈よ 之 を經營 する の 時期に 

人ら ば、 其の 繼續 年限 を 短縮す る こと 敢て 不可能と せ ざれば なり。 —— (中央 新聞 二月 一日) 

かくして 二月 九日の 分科 會 における 野田卯 太郞の 動議 成立し、 r 廣軌 改築 は 財政 上 及 經濟上 重大の 關係を 有する が 

故に、 之が 實 行の 順序 影響 等に 就き、 更に 愼 重の 調査 を 加 ふるの 必要 あれば、 宜しく 本案 中より 削除すべし」 とい ふ 

に 決し、 二月 十日 午後の 豫 算總會 において、 大岡 育造 は 左の 如く 分科 會の 審議 結果 を 報告した。 

大蔵省 所管 ノ帝國 鐵道院 一一 屬ス ル分ヲ 御報吿 申上ゲ マ ス。 此豫^ 一一 於キ マ シテ、 最モ 重大 ナル 問題 ガ當 議會 II 於 テ現ハ レ タノ デ 

アリマ スガ、 是ハ 卽チ廣 軌改， 築 案 デァリ マ ス。 此計畫 一一 付キ マシテ ハ未ダ 十分 ナラ ズト 認ムル トコ 0 ガ アリマ ス。 民間 鹩濟 上ノ 

關係其 他 此營業 上ノ點 カラ モ、 イロ  く 質 應答シ マ シ タ 結果、 ^不十分 タ ル コトヲ 免レヌ ト云フ n ト 一一 歸著ス ル ノ デ、 依ッテ 

此 廣軌鐵 道-一 關ス ル 豫箅ヲ 削減 ス ルト 云フ議 ガ起リ マ シテ、 政府-一 於テ ハ廣 軌錢道 ヲ計畫 シタ、 其 計畫ヲ 遂行 シ タイ、 政府 自身 

-- 於テ ハ旣ニ 十分 ナリト 思フケ レ ドモ、 尙 議院 -I 於テ 不安心 ト思 ハ レ ル 箇所 ガ ァ ルナ ラバ、 之ヲ 調べ ルコト -I 付 テハ、 必 ズシモ 

諸君 ノ議 一一 反ス ル譯モ ナイ カラ、 ソレー 一 付テハ 賁衆 兩院ノ 議員 プ初 メ、 相當ノ 人々 ヲ 委員 ト シ テ調查 梭關ヲ 置 ィテ、 速 -I 調査 -I 


著 手スル 後リデ アルト 一ぶ フ マ デ ノ 言明 7  、 總瑰大 E ヨリ 得マシ タノ ダァリ マスカラ、 此 削除 -ー 付 テハ別 一一 議論 ヲ ナス 必要 ハァリ 

マセス 0 —— 

卽ち桂 首相 は、 委員 を 任命して 調 杏 機 關を設 £1 する ヒ 3 の 言質 を與へ たわけで ある。 

かくて 豫算 委員長-ぬ 敬 は、 同月 十四日の 衆議院 本 會議の 席上、 廣軌 改築 費 削除の 颜 末 を 報告して 議決せられ、 兹に 

廣軌 改築と いふ 新國 策の 著 手 は、 遂に 延期 を餘 儀な くされ、 調査 機關の 調査に 附 せられる ことにな つたので ある。 

一 四、 廣軌鐵 道 改築 準備 委員 會の 決議 

明治 四十 四 年 四月 五日、 勅令 第 八十 六號を 以て、 廣軌鐵 道 改築 準備 委員 會 官制が、 左の 如く 公布せられ た。 

廣軌 改築 準備 委員 #官 制 

节 1 お 廣軌截 道 改築 委員 會ハ、 内閣 總理大 E  ノ 監督 一一 屬シ、 帝 國鐵道 ノ廣軌 改築 準備 一一 關スル 重要 ノ 事項 ヲ調杏 審議 ス . 

笫ニ條 廣軌鐡 道 改築 準備 委員 會ハ會 長 一 人 副會長 一 人 及 委員 四十 人以 內ヲ以 テ之ヲ 組織 ス。 前項 ノ 定員 ノ外 必要 アル 場合 一一 於 

テハ 臨時 委員 ヲ置ク コトヲ 得。 

. 笫三條 會長 ハ內閣 總理大 E ヲ以テ 之-一充 ッ。 委員 及 臨時 委員 ハ 内閣 總理 大臣 ノ 奏請-一依 リ、 關 係各廳 高等官 貴族院 議員 衆議院 

議員 及學 識經驗 アル 者. ノ中 ヨリ 內閣- 一 於 テ之ヲ 命ス。 

第四條 會長 ハ會 務ヲ虚 理ス。 

會長 事故 アル 時ハ 副 會長其 ノ 事務 ヲ 代理 ス。 侖" 長 及 副會長 事故 アルト キハ、 内閣総理大臣 ノ 指名 シ タル 委員 其 ノ 事務 ヲ 代理 ス。 

(第五、 六、 七條及 附則 略) 

翌 六日 附を 以て 左の 如く 會長副 會長並 び に 委員が 任命 せられた。 . 
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會 長 內 閣總理 大臣 

副會長 鐡道. as 總裁 

委 員 遞信 次官 

海軍 中將 

大蔵 贫國債 局長 

從 四位勳 三等 

大蔵 次官 

勳 三 等 

從四位 iH  二等 

從 三位 勳 四 等 

陸軍 次官 

勳四等 

海軍 次官 

從 三位 勳 一等 功三 級 

內務 次官 

正 五位 動 四 等 

• 勳 四 等 

正 四位勳 二等 

從 三位 動 四 等 

！:^ 四位勵 一等 

大藏贫 主計局 長 

勳四等 

法制 長，：？ ：！ 


侯 

ず 


^£1 


it 


ェ學 博士 


伯 

男 


爵 


Hh  Iff 

法學 博士 


男 爵 

子 爵 

ェ學 博士 


太 郎 

新 平 


仲 小路 雕 

藤井較 一 

山 崎 四 男 六 

仙 石 貢 

若 槻 fl.  郎 

益 田 孝 

中橋德 五郎 

柳 澤保惠 

本 新 六 

繁 三 M 


石 

财 

石 


黑 忠 惠 

一 木 喜德郞 

^  に. BS 一 

野 田 卯 太郞ー 

田 健 治郎ー 

腐 居忠文 

古市 公威 一 

橋本圭 三 郎ー 

豐川良 平 一 

安廣 伴 一 郞』 


二 七 六， 


正 七 位 勳五等  中 野武營 

正 四位勳 二等  仁 尾淮茂 

長 島 驚太郞 

從 二位 勳 一等 子 爵曾 我祐準 

從四位 勳四等  武 富時敏 

陸軍 少將  大澤界 雄 

正 七 位 ェ學 博士 白 石 直 治 

勵五等  濱ロ 吉右衞 門 

, 正 五位  伊藤 大八 

li- 四 位 勳四等 子 爵き木 信 

正 五位 勳四^ 男 爵本多 政 

從 三位 勳四 等 功五 級 伯 爵吉井 

正 四 位 勳四等 子 爵酒井 

勳四等  川原 

農 商務 次官  押 川 


幸 

嘉 


光 

リ、 

吉 


臨時 委負 


幹 事 


勳四 等， 

鐵道院 理事 _ 

鐵道院 副 總裁ー 

鐵道院 技師； 

鐡 道院參 事： 

鐡道院 技師 一 

鐵道院 理事 


ェ學 博士 渡 邊 

吉植庄 一 郞 

山 之 内 一次 

ェ舉 博士 平 井 晴ニ郎 

田 中 富士太 

森 本邦 治郞 

岡 田 竹 五郎 

小 林 源 蔵 


調査 委員 會は 四月 十一 一日 第 一 囘の 會議を 開き、 桂會 長から 左の 議案が 提出され た。 

東京 下ノ關 間廣軌 改築 工事 ハ 明治 四十 五 年度 以降 十二 箇 年間 ノ繼續 事業 ト シ、 其 豫算ヲ 金 二 億 二 千 五 百 五十 五 萬 一 千閱ト ス。 

理  由 

旅客 貨物 ノ^ 加國？ S 發展ノ 趨勢 ヨリ 東京 下 ノ 關問ノ  路 ヲ廣軌 一一 改築 スル ハ、 今 口 ヲ 以 テ 最良 ノ 時期 トス。 仍テ 鐵道 特別 計 / 

資力 ト 一 般 財政 及終濟 一一 及ホ ス 影響 ト 一一 鑑ミ、 明治 四十 五^ 度 以降 十二 箇年ヲ 期シ其 竣功 ヲ阖ラ ン トス。 

この 會議 の當日 二、 三の 委員から、 廣軌 改築の 計畫は 確定した ものと 認め、 單に その 實 施の 方法 等に 就いて だけ 審 

議 すべきで あるか、 或は 又 根本の 計畫 にまで 論及して、 其の 利害得失 を 研究すべき であるかと いふ 質問が あつたが、 

採決に 至らす、 四月 十七 日の 第二 囘會 議で會 長から 「討議の 範 圍は必 すし も 準備 行爲に 局限せられ す、 改築の 利害に 

論及しても よろしい」 旨を宜 明し、 全般的 調査の 爲 めに 特別委 員 二十 一名 を 指名し、 委員長に は 互選の 結果、 曾我祐 

準が 就任した。 卽 左の 如くで ある。 

委員長 曾 我祐準  藤 井較ー  仙 石 貢  益 E 孝  中 橋 德五郞 

柳 澤保惠  奥 繁三郞  一木喜徳郎  野 田 卯太郞  E 健治郞 

古市 公威  橋 本 圭三郎  豐川良 平  川原 茂輔  武 富時敏 

大澤界 雄  白 石 直 治  $ -藤大 八  靑木信 光  渡 邊嘉ー 

吉植庄 一郎 

• 第 一 隼 第二次 枝 内閣 時代  二  4J 七 


第 六 節 廣軌 改築 間 題  二 七 八 

更に 特別委 員 は 調査 事項 を 左の  H« 'く 三 科と ii^ し 委 口 貝の 所屬を そ の 拷^1思とす る所を1^ て こ れを八刀ち、 各 八 刀 科と も 

定時 及び 臨時に 會議を 開く ことにと りきめた。  - 

〔第 一 分科〕 廣軌 狭軌 / 利害得失 及 東京 下關問 以外 -I 於ケル 廣軌 改築 -I 關スル 調 杏 

主査 柳 澤保惠  仙 石 貢  古市 公威  大澤界 雄  藤大八 

渡 邊嘉ー  曾 我； i 準- 

〔第二 分科〕 廣軌 改築 ノ 財政 上 ノ關係 及 經濟上 一一 及ボ ス影ま 3 

主査 £ 健治郞  益 E 孝  中橋德 五郎  野 W 卯太郞  橋 本 圭三郞 

川原 茂輔  武 富時敏 

〔第一 一一 分科〕 水陸 連絡 及廣軌 改築 ノ爲 狭軌 鐵道ノ 普及-一 及 ホス 影響 及 其 他雜件 

主 杏 一木 喜德郞  藤井較 一  奥 繁三郞  豐川良 半  白 石 直 治 

靑木信 光吉 植庄 一郎 

力くて 第一 分科 は、 四月 二十四日から 七月 三日に 亙り 十三 囘の會 合 を 重ね、 七月 三日 報吿書 を 委員長に 提出し、 第 

二分 科 は、 四月 二十 六日から 七月 二十 八日に 1 る 九囘の {#議 を 重ね、 七月 二十 八日 報吿書 を 提出し、 第三 分科 は 審議 

五 同の 後、 七月 二十 八日に 報吿書 を 提出した。 

分科 食の 審議 內容に 就き、 當 時の 臨時 委員 ェ學 博士 岡 田 竹 五郎の 手記に 依れば、 左の通り である。 

第 一 分科 ハ廣狹 兩軌ノ 利害得失 ヲ 攻究 ス ル モノ、 卽チ本 委員 會 問題 ノ 根元 ヲ爲ス モノ ナル- 一依 リ、 而シ テ 委員 中 一一 ハ鐵道 ノ權烕 

者 亦 多數ァ リタ ルヲ 以テ、 理論 及赏 際ノ兩 方面 ヨリ、 互 細- 1 涉リ殊 -I 基礎 數量、 其-準 及 利用 率 等 ノ谆出 決定-一 ハ正 鹄ヲ過 タサラ 

ン卜、 慎重 ナル 調査 ヲ遂 ゲ、 順次 


年度 

四 五 

五 七 

六 二 

七 二 


A、 將來三 卜 筒 年 東海道 及 巾 陽 線 -I 於ケル 推定 運輪數 量 


(延  人 

委員 會 決定 

一、 一一 ニー 一、 ん六. r  000 

一、 八  一 0、 一一 一四 四、 000 

一一、 01 七、 五八 s、000 

一 rsi 一三、 0 六 四、 000 


哩) 

原 案 

1 、二八 0、1 一一 四 二、 000 

1 、^七、 一 U 八、 08 

二、  一  S 、一一  I  一一 一一、  000 

1 一、 六 一七、 八 orooo 


2、 ギ度 

四 五 

五 七 

六 二 

セニ 


事 


B、 廣軌及 改良 狭軌 ノ 設備 基準 

委員 會 決定 


項 


車輪 一 對ノ 軌條ヲ 

壓 ス ル 最大 重量 

2、 貨車 平均 積載 重量 

3  、同 上 自 重 


噸 

四、 〇〇 

七、 五 〇 

五、 〇〇， 


廣 軌 

一 八、 〇〇 

一 五、 0〇 

八、 二 一 


(此 他ハ 原案 ト同 一 ナル ヲ以テ 省略 ス) 

c、 客車 ノ 座席 貨物 ノ 積載- 1 於ケル 利用 率 

事 .  項 


率) 


委員 會 決定 

1 一一 〇•〇 


頃 


案 

一一 一 九丄ニ 


客車 座席 

貨物 積載  五 〇•〇  五 二  • 八 

D、 一 列車 平均 輸送量 

列車 種類. 委員 舍 決定 ， 


旅客列車 

第 了 草 第二次 桂 内閣 時代 


二 〇 


廣 


六 〇 


( . り- 

委員 # 決定 

六 八 六、. Kolros 

-ニ  0、 六 一一 300 

、天お、 1  一 |00、000 


原 案 

±1、 九. srooo 

、二 さ、 四ー 一一 0、000 

、五 。一一、 olrooo 

、.^1  一 riso、coo 


原 


原 


四 三 


案 


四、 〇〇 

七、 0〇 

四、 八 1 


廣 


六、 〇〇 

八、 〇〇 

五、 0〇 

八、 二 一 


案 


廣 


人 

六 八 

二 七 九 


四 ニー 

狹\ 

〇 〇 四軌 
廣 

— - —し  ~ • 

〇 五' 七軌 

狭、 

〇 〇 五軌 
廣 

. ~ * 一 【■*  ~ • 

0 〇 五 ©J 


第 六 節 廣軌改築§^題 


二八 〇 


貨物列車  一一 三. 

E、 單線 複線 及複々 線-一 於ケル 通過 列車 數 

 通 過 —列 _ 車 

線數  委員 會 決 定 i I 


顆 

二 五 Q 


ノ 極 數 


案 


ヲ調 查シ之 -ー 據リテ 

F、 廣狹兩 軌道-一 於 テ輸、 送 カノ 極限 - 一達 ス ル區問 及 年度 

G、 各 年度 ノ 狭軌 I 設攒張 費 及廣軌 改築^ 設擴張 費 

ヲ求メ タリ、 改築 施行 ノ 順序 方法 ハ大 體當局 案ヲ可 トシ、 其 結杲ハ 明治 七十 二 年度 末ノ 計數ヲ 摘記 スレハ 左 ノ如シ 


1、 狭軌 ノ 場合 

^設擴 張 費 

2、 廣軌 ノ 場合 

改 築 費. 

改築 殘功 前應 llIT^ 改良 費 

改築 竣功 後 撗張費 

合  計 

3、 差 (廣 軌— 狹 軌) 

又 前記 齐項 - 一基 キ其他 諸般 ノ 材料 ヲ 冤集シ 


委員 會 決定 

二 六 九、 六 四 四、 一 九 〇 


ニニ 七、 八 九 六、 〇〇〇 

二 四、 六 九 〇、〇〇〇 

三 七、 七 〇 五、 〇〇〇 

二 九 〇、 二 九 一 、〇〇〇 

二 〇、 六 四 六、 八 一 〇 


原 


案 

円 


二 六 九、 三 九 四、 一 九 〇 

ニニ 五、 五 五 一 、〇〇〇 

二 九、 一 二 〇、〇〇〇 

四 二、 三 八 七、 〇〇〇 

二 九 七、 〇 五 .r〇〇〇 

二 七、 六 六 三、 八 一 〇 


收入 ハ 廣 狹兩軌 -- 於 テ 何等 異ル所 ナシト 見效 シ 、 


H、  ^$:.响軌道 --於ケ ル營業敉支ノ推算ヲ《^でリ。 其 結果 廣軌ノ 利益^ 左ノ通 リトナ レリ。 

原  案 

明治 五十 七 年度  三、 八へ 〇、〇〇〇  二、 九九 〇、〇〇〇 

(改築 Irs- ノ 翌年) 

明治 六十 二 年度  四、 四 二 〇、〇〇〇  三、 四 一 〇、〇〇〇 

明治 七十 二 年度  五、 四 九 〇、〇〇〇  四、 一六 〇、〇〇〇 

尙 

I、 本州 線 仝 部ヲ廣 軌ト爲 スノ件 

攀 

-I 付 大體ノ 調杏ヲ 遂ケ、 改築 ノ優レ タル ヲ認メ タリ。 

笫 一 分科 會 一一 於ケル 調杏ノ 結果 ハ叙 上ノ如 クランテ、 廣軌ヲ 採用 スルノ 利益 ハ 明白 ナリ トシ 、第二 分科 會 一一 於 テ ハ 財： 源 及 財政 經 

濟上ノ 關係ヲ 何等 顳慮ス へ キコト ナク、 寧 n 安 ンシテ 改築 ノエ 5£ヲ 促進 スルノ 利益 ナルヲ 認メ、 加 之 此ノ洪 益 ァリ。 而カ モ自營 

ノ 能力 アル 廣軌 鐵道ノ 爲メ、 東京 下關 問、 ノ出來 得へ キ限リ 急速 一一 之ヲ 完成 シ、 繼ィテ 他 線 一一 及 ホン、 速 一一 本州 線 令-部 ヲ廣 軌ト爲 

スノ 方法 確立 ノ事、 並 一一 國家 財政 ノ許 ス限リ 必要 一一 應ジ 調査-一 著 手ノ事 等、 建議案 ヲ以テ 希望 シ、 又 第一 一一 分科 一一 於 テハ、 此 改築 

二 互 額 ヲ投ス ル爲、 他線ノ 新設 及 改良  一！ 對 シテハ 何等 障碍 ヲ來サ 、ルモ ノト 認メ、 水陸 運輸 迷 絡 一一 關シ テハ 横濱、 名 古屋、 大阪 

神戶、 下關、 門 司 等 重要 港灣ノ 現在 設備 及 將來ノ 計 畫ヲ調 杏シ、 义 浦鹽斯 德トノ 連絡 上敦 賀線ヲ 改築 計畫 一一 迫 加 スルノ 費用、 小 

野濱 支線 ヲ 複線 トス ルノ 費用、 橫濱 港-一 於ケル 旅客 船 車 連絡 設備 ノ费 用等ヲ 計算 シ、 廣軌 改築 一一^ 聯シ、 之レト 步調ヲ 一 - ーシ、 

確定 ノ财源 ヲ以テ 一定 ノ期 問內 一一 完成 セシ ムルヲ 必要 ト認ム ルモ、 是等ハ 一 々政府 當局者 ノ善處 一一 俟ッ コト 、セント 云フ 一一 歸 1^ 

セリ 0  - 

更に 特別委 員 會は各 分科 調査の 進行 中に おいても 會議を 開き、 七月 三十 一日の 第三 囘會議 において、 各 分科の 報吿 

び 建議案 等を議 し、 同日 左の 如き 要 皆の 報告書 を會 長に 提出した。 

第一章 第二次 梓 内閣 時代  二八 一 


第 六 節 廣軌 改築 問題  一一 八 一一 

改築 費 1 一億 一 一千 五 百 五十 五 萬 千 圓ヲニ億ー 一千 七 百 八十 九 萬 六 千 圓ト改 ムルノ 外 原議、 秦下關 間 廣軌菌 工事 

ヲ 明治 四十 五 年度 以降 十二 箇年 ノ繼續 事業 ト ナス ハ 目下 ノ 財政 及 經濟狀 態 一一 照 シ穩當 ナルモ ノト 議決 セリ。 

改築 費が 增 加され たの は、 車輛 增備費 二百 三十 四 萬 五 千圓を 原案の 改築 費に 加算した 爲 めで ある。 そして この 報告 

は 八月 七日の 第三 囘 委員 總會 において、 全會 一致 を 以て 可決され たので、 會長は 同日、 內 閣總理 大臣に 之れ を 報告し、 

同時に 建議 六 件 を も 提出した。 報告書の 全文 並びに 建議の 要旨 は 左の通り である。 

廣軌鐡 道 改築 準備 委員 會報吿 

？ 四月 五曰廣 軌鐵道謹準 備實會 官制 發布セ ラレ、 同月 六 tn 實 以下 ノ 任命 ァリ タル ヲ以テ 同月 十二 曰 第一 囘ノ t ヲ開キ 

當初 先. グ別 I 案 ヲ發ピ Ks  ノ 範圍ヲ 明， -シ、 同月 十七 曰 第二 囘ヲ 開キ 特別 實 二十 一名 ヲ 選定 シテ t  ノ 調査 §フ シメ、 

特 II ハ更， -之ヲ 三分 科-分 チテ t  ノ擔任 事項 ヲ 定メ、 爾來數 月- 涉リ 各種 ノ甞 類-一 徵シ驚 者 ノ說ぜヲ 求メ、 又 ハ赏地 

- 一就 キ 視察 ヲ遂 ゲ、 反覆 討議 ノ I ヲ 具シ、 各 分科 ヨリ 特別 實會、 特別 實會 ヨリ 本會ニ 提出 シ タル 二 ヨリ、 本き つ 、月ず 

ヲ以テ 望 囘ヲ開 i 議ノ 上、 東京 下 i 廣軌 霊つ 1 薩算ニ 億 一一 千 害 八十 九 萬 六千圓 ヲ以テ 明治 四十 五 年度 以降 十一 一箇年 

ノ繼續 事業 ト爲 スハ 目今 ノ 財政 及 經濟狀 態 一-照 ラシ 穩當 ノモ ノト 議決 セリ。 左記 書類 ヲ具 シ、 此段 及報吿 候お。 

明治 四十. 四 年 八月 七日 

廣軌鐵 道 改築 準備 委員 會會長 公爵 桂  ^ 

内閣 總理 大臣 公爵 桂  太 郞殿 

建 議 (耍 旨) 

1、 東京 下關 間廣軌 改築 期限 ヲ繰 上ケ繼 テ他ノ 本州 線 一一 及 ホス 件  > 

政府 ハ柬京 下 關問ヲ 十二  SS- 一 於 テ廣軌 スル ノ計畫 アル モ、 廣軌 改築 ハ其霊 カノ？ -ト 雲ず まよぎ、 一 


般 終濟界 ヲ 利スル コト大 ナルハ 言 ヲ須 タス C 且鐵道 特別 會計 -1 於 テ 改築 費負擔 ノ餘裕 アル ハ、 本 食 ノ 一 や： 一れ 布 I- 

ナ ラス、 併セテ 狭軌 改良 費ヲ 節約 ス ルノ利 アル ヲ以 テ、 今ノ 時-一 當 リ廣軌 改築 ノ率 業ヲ 速成 ス ル ハ、 其 洪^ 測 リ知ル へ カラ 

ル モ ノア リ。 而シ テ廣軌 改築 ノ遲 速ハ、 專ラ 1 時ノ 資金 供給-一 對ス ル 財政 ノ 運用 如何 - 一存 スル モノ ナレ ハ、 政府 ハ此洪 益ァリ 

而モ 自營ノ 能力 アル 廣軌鐵 道 ノ爲、 特 -ー廟 議ヲ盡 サレ、 東京 下關間 ハ出來 得へ キ限リ 急速-一之 ヲ 完成 シ、 艉 テ他 線- 1 及 ホシ、 

一日 モ 速-一 本州 線 仝 部 ヲ廣軌 ト爲ス ノ 方法 ヲ 確立 セン コトヲ 望ム。 

二、 本州 線 以外 ノ鐡 道- 1 對シテ モ廣軌 改築 ノ 調査 ヲ ナス 件 

東京 下關間 ノ鐵道 ヲ廣軌 -I 改築 ス ル ハ、 運輸 機關ヲ 改良 ス ル 所以-一 シテ、 運輸 狀態 ノ發 達-一伴 ヒ、 勢ヒ今 ^一一 互リ テ廣軌 改築 

ヲ 斷行ス ルノ 時機 ヲ見ル - 一至 ル へ シ。 旣- 一九 州ノ如 キハ、 運輸量 年ヲ 逐フテ 多ク、 到底 永ク 今日 ノ儘 -I 其 鐵道ヲ 放置 ス へ カラ 

ス。 故ニ國 家財 政 ノ許ス 限リ、 必要-一 應 シ廣軌 改築 ヲ 本州 以外 ノ鐵 道-一 及ホ ス爲、 速-一 調査-一 著 手シ、 其計畫 ヲ樹 テラ レ ン コ 

トヲ 望ム。 

三、 鐡道 材料 ノ 需要-一 應 スル爲 内地 工業 ノ發展 ヲ阖ル 件 

政府 旣定 計畫ノ 鐵道ノ 新設 改良 ヲナ シ、 父 東京 下關間 ノ鐡道 ヲ廣軌 一一 改築 ス ルー 一 於 テハ、 其 材料 ノ 多大 ナ ル モノ アル ヘシ。 政 

府ハ 宜ク此 機會ヲ 利用 シ、 鐵道 材料 ノ需耍 - ー應ス ル爲、 大 一一 內地 エ- 業 ノ發展 ヲ圖ル -I 勉 メラン コトヲ 望ム。 

四、 產業 發達ノ 目的 ノ爲 鐵道ヲ 活用 シ並 重要 輸出品 ニ對ス ル 運賃 其他ヲ 塱梅シ 輸出 ヲ獎 勵ス ル ノ 政策 ヲ 確立 スル件 

鐡道ノ 、運輸 ハ 産業 ノ消 長-一 關シ、 産業 ノ興廢 盛衰 ハ鐡道 政策 一-. E ル コト 多シ。 政府 カ銳. 意 鐡道ノ 改良 發達 ヲ阖ル ハ、 頗ル其 i, ほ 

ヲ得 タルモ ノナリ ト雖、 政府 ハ獨リ 運輸 ノ 任務 ヲ仝 ウス ルヲ 以テ足 レリ トセ ス、 更 二進 ンテ大 一一 産業 發達ノ 目的 ノ爲 一一 鐡道ヲ 

活用 スルコ トヲ簡 ラサルへ カラス。 而シ テ又我 重要 輸出品 ニ對シ テハ、 運 貧 其他ヲ 鹽梅シ テ、 太-一 其 輸出 ヲ獎 勵セ サルへ カラ 

ズ。 今 ャ廣軌 改築 ノ機會  一 I 臨ミ、 當局者 ハ{ 且ク 以上 ノ 趣旨-一 於 テ鐵道 政策 ヲ 確立 シ、 此 運輸 機 關ヲシ テ签我 1： 家經濟 上- -K 獻 

ス ル所ァ ラン コト、 切望 ニ堪へ サル所 ナリ。 

第一章 第二次 桂內閣 時代  .  二八 三 


第 六 節 廣軌 改築 £^ 題  一一 八 四 

五、 港灣 -I 對シ關 係 齐官廳 問 -ー鬪 滿ナル 連絡 ヲ得ル ノ  m 的 ヲ以テ 行政 ノ統 一 整理 ヲ行フ 件 

海陸 運輸 ノ 連絡-一就 テ 現下 ノ狀態 ヲ案ス ル --、 港 清-一 關ス ル 行政官 廳區々 -ー 涉リ、 相互 ノ間 意思 ノ疏 通ヲ 缺キ、 行政 ノ統 一 ヲ 

失 フノ嫌 ァリ。 爲 ニ海陸！^^レ輸ノ連絡ヲ妨ゲ、 延ィテ 一般 交通 ノ溢 滯ヲ 來シ、 生業 ノ 上-一 不良 ノ影 穆ヲ與 フル ノ  4^ ナキ 一一 非 ス。. 

故 -ー 政府 ハ關 係.^ 官廳ノ 問- 1 最阒滿 完全 ナル 連絡 ヲ得ル ノ 目的 ヲ 以テ、 速-一行 政ノ 統一 整理 ヲ 遂行 セラ レン コトヲ 希望 ス。 

六、 港灣 修築 ノ計 畫ハ廣 軌鐵道 改築 トノ 步調ヲ 一 --シ 水 運輸 連絡 ノ完 仝ヲ期 スル件 

鐵道ノ 建設 改良 ハ豫メ 其 财源ヲ 求メ、 年度 割 ヲ{. ^メ、 繼績 事業 トシ テ 確赏ノ 遂行 ヲ期 スルー 一反 シ、 港灣 修築 ノ計 畫- 一至 リテハ 

往々 確實ノ 財源 及 繼績ノ 年度 割ナキ モノ ァリ。 事業 ノ 前途 豫測ス へ カラ ス。 今ャ 幹線 鐵道ヲ 廣軌- 一 改築 ス ル 一一 當リ、 其 a 接逑 

絡ノ 街-一 赏ル港 灣-ー シテ、 如是 狀 態-一 放任 スル ハ大ナ ル缺陷 ト謂ハ サル へ カラ ス。 仍テ 政府 ハ是等 港灣ノ 修築- 1 付、 廣軌鐡 道 

改築 ト 同一 步調ヲ 取リ、 確 實ナル 财源ヲ 求メ、 以テ 港灣ノ 設俯ヲ 整へ、 水陸 蓮輸 逑絡ノ 完成 ヲ期ス へキ計 畫ヲ立 テラ レン コト 

ヲ 望ム。 

右の 報吿を 受けた る 桂 首相 は、 直ちに 左記の ごとく、 これ を 明治天皇に 奏上した。 

臣太 郞謹ミ テ奏ス 

東京 下 關間鐵 道廣軌 改築 ノ議ハ 前年 

聖允ヲ 蒙リ、 帝 國議會 一一 提出 シ タルー 一、 衆議院 ハ事國 家 一一 重大 ノ關係 アル ヲ以 テ、 調査 會ヲ設 ケ愼重 討議 ス ヘシ 

トノ 希望 ヲ表シ タリ。 仍テ 本年 四月 五日 廣軌鐵 道 改築 準備 委員 會 官制 ヲ發セ ラレ、 委員 ヲ 朝野-一 擧ケテ 全般 ノ調 

查ニ當 ラシ メ、 本年 八月 七日 ヲ以テ 其 報 吿ヲ受 クル 二 至 レリ。 報 吿ノ大 旨ハ、 改築 費 額 二 億 二 千 五 百 五十 五 萬 一 

千 圓ヲ、 車輛 增備- 一充 ツル 爲 二百 三十 四 萬 五 千圓ヲ 加へ テ、 二 億 二 千 七 百 八十 九 萬 六千圓 ト爲シ タル 外、 殆ント 

全ク 政府 ノ 提案 ヲ 可ナリ トシ、 資金 ノ 供給 及 撒布 一一 伴 フ 影響 一一 關シ テハ、 財政 及 經濟上 其累ヲ g 乂 クル ノ i ナクゝ 


隨 テ廣軌 改築 事業 ノ爲、 將來 普及 ヲ要 スル新 線路 ノ 敷設 ヲ^ 礙ス ルコトー： ント謂 ヘリ C 

ムル 一一 隨ヒ、 益廣軌 鐵道ノ 優良 ナル コトヲ 認メ、 獨リ 東京 下 關間ノ ミナ ラス、 本州 線 全部 改築 ヲ國家 一一 洪益 ァリ 

トシ、 該酉間 速成 ト合セ テ他線 改築 ノ 建議 ヲ 提出 シ、. 其 他 水陸 運輸 連絡 ノ便 ノ爲、 廣軌 改築 ト共 一一 關係港 灣ノ修 

築ヲ 必要 トシ、 叉 改築 材料 ノ 需用 一一 應シ テ內國 H 業ノ 發展ヲ 獎メ、 一般 生産 業 助長 ノ 目的 ヲ以テ 鐵道ヲ 運用 スル 

コト等 一一 就キ、 併セテ 建議 スル所 ァリ。 臣ハ 

上 聖 3 ほヲ 奉戴 シ、 下 當局者 及 委員 會ノ 調査 一一 信 賴シ、 關 係閣臣 ト議ヲ 協へ、 豫期ノ 歳月 ヲ以テ 東京 下關間 改築 

ノ業ヲ 了シ、 次 テ他線 二 及 ホス ノ 規模 ヲ 立テ、 更ニ  • 

聖鑑ヲ 仰 カン トス。 謹 テ狀ヲ 具シテ 以閜ス 臣太郞 誠惶頓 首再拜 

これより さき 桂 首相の 心中に は、 ひそかに 圓滿辭 職の 希望が 熟しつつ あった。 同じ 閣僚で も、 首相と 特^の 間枘に 

あった 伯に、 この 桂の 決心が 知れて ゐ ない 害はなかった。 伯 はこの 頃から すでに、 所管の 遞信 及び 鐵道 事業に つき、 

任期中の 業績 を 取纏めて、 これ を 後任 者へ 引 繼の準 傭と 爲 すに 忙しかった。  ■ 

就中、 伯の 心 を 最も 急がせた もの は、 廣執 改築 案の 善後策に 關 してであった。 廣軌案 こそ は、 伯の 在任中、 心血 を 

注いで 努力 を 傾倒せ る 大事 業であった。 しかも 今や、 特別委 員會の 成案 は、 桂 首相の 手許に 提出され、 閣議 を經 て、 

奏上の 手繽 きさへ 執られた ので ある。 機に 臨んで 何時 退陣す る も、 周章す るの 要な き 準備 は 整 へられた。 

この 特別委 員會 こそ は鐵道 技術 方面 は 言 ふに 及ばす、 財政 經濟 その他 各方 面に 於け る 朝野 第 一 流の 智能 を 集めた 權 

威 ある 委員 會 であった。 しかも その 成案なる もの を 看る に、 廣軌 案の 重要性 を强 調し、 その 實現 を强く 希望す る點に 
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於いて、 曩に 提出せられ たる 政府案 以上に 熱心なる ものが あるで はない か。 ここまで 形態 を 整へ て 世に 問うたなら ズ、 

假令 何人が 代って 鐵 道院總 裁の 椅子に 坐る とも、 この 成案に よって、 易々 と 之れ を實 現せし め 得る であらう。 若し 之 

れを行 ひ 得ぬ やうな 政府であるなら ば、 そ は 政府の 暗愚 及ぶ ベから す、 人事 は 旣に盡 きた ものである。 伯 は 莞爾と 笑 

を 含んで 桂內閣 圓滿辭 職の 日に そな へて ゐた。 

一 五、 內閣辭 職と 廣軌 案の 中止 

桂 第二次 內閣 は、 明治 四十 四 年 八月 二十 五日 總辭職 を 決行した。 而 して その後 を 承け て 西 園 寺內閣 成立し、 その 親 

任 式 は 八月 三十日 午後 三時、 宫中 御座所に おいて 行 はせられ たが、 鐵道院 總裁は 內相原 敬が 兼任す る ことにな つた。 

かくして 一切の 退陣 準備 を 整へ て ゐた伯 は、 すこしも 惡 びれ なかった ばかり か、 むしろ 得意 滿面、 來訪 せる 新聞記者 

に 語った。 

ナ ュ鐵道 院の方 カネ：： 鐵 道の 廣 軌計畫 の 如き は廣軌 調査 會 成って 著々 と 精確なる 調査 を 了し、 從來 空論 的 理想 

的に のみ 唱 へられし 廣軌計 畫を實 際 的、 數理 的に 組立て たぢ やない か。 チヤ ー ン と出來 上るべき 土臺を 持ら へた 

ぢゃ 無い か、 帝 國の鐵 道 政策 は 最良の 基礎 を据 ゑら れ たと 信す る。 (八月 二十 七日、 二 六 新報) 

かくして 伯 は 八月 三十 一日 午前 十一 時 鐵道院 に 登院し、 平 井副總 裁に 事務の 引繼ぎ を依賴 したる 後、 續 いて 副總裁 

以下 各部 課長 一 同 を 會議窒 に 召集し、 「在職 中は勵 精なる 諸君の 援助に 因りて 幸 ひに 大過な きを 得た る は 大いに 感謝 

する 所 也" 我邦鐵 道の 一新紀元に 際し 施^ を 要する もの 多々 益々 多 からん とす。 諸君 須 らく 自重、 識道 の爲に 8- さ 


れん 事 を 希望す」 と吿 別の 挨拨を 行うた。 

原 新任 總 裁への 事務 引繼 書に 添付した る 國有鐵 道 成績の 中には、 特に 廣軌鐵 道の 項目 を 設け、 左の 如く 明記され て： 

あった。  一 

頃 年 我！： 運輸^ 進ノ 結果お 來ノ狹 軌鐡道 一一 テハ 其ヲ充 タス 一一 遣憾 ナキコ ト能 ハ ス。 仍テ 幹線 屮ノ 幹線 ト稱ス へ キ 東海道線 及 山陽 

線-一就 キ 精細-一 調查ヲ 逮ケ、 狭軌 改良 ト廣軌 改築 トノ 利害 ヲ計較 シテ、 斷 然廣軌 採用 ノ利 5!! ナル コトヲ 認メ、 笫 廿七囘 帝^ 議會ー 

-I 提案 シ タリ。 然ル -ー 衆議院 ハ 事態^ ル 重大 ナルヲ 以テ 調杏會 ヲ設ケ 十分 ノ 1  难議ヲ 盡 シ タキ 33 ノ 希望 ヲ 表明 シ タル 一一 依リ、 ー應ー 

右 ノ計畫 ヲ撤囘 シ本华 四 廣軌鐡 道 改築 準備 委負會 ヲ設ケ 委員 ヲ 朝野-一 舉ケ テ調在 一一 當ラ シメ タリ。 右 調在ノ 結杲ハ 本年 三月 七 

口 ヲ以テ 政府 一-報 吿 ァリ、 其大體 ニ於テ 原案 ヲ可 ナリ トシ、 唯 客車 ノ 座席 ヲ裕二 シ 貨車 ノ 積載量 ヲ内 端-一 nj- 積 リタ ル爲、 車辆^ 

備费 二；. n 三十 四 萬 五 千 圆ヲ^ 加シ タ ルノ外 原案 ノ計畫 ハ更- 一 變更 ヲ受ケ タル 所 ナシ。 改築 財源 一一 關ス ル 財政 上 ノ關係 及资金 散布： 

一一 依 ル經濟 界ノ關 係 一一 於 テモ共 一一 惡 影響 ヲ及ホ ス ノ虞 ナキモ ノト 議決 セラ レ、 鐵道 特別 會計 ノ负擔 カー 一至 リテ ハ將來 二十 八箇 年， 

問 新 線 / 建設 费及 改良 費ヲ 包容 シ タル 計 尊 一一 於テ、 狭軌 改良 ノ 場合 ョ リ モ 廣軌 改築 ノ 場合 ヲ利 35! ナリ トシ 東海道線、 山陽 線 以外： 

ノ 本州 仝 線ヲ廣 軌トナ ス 場合 ト 雖モ、 其 建設 改良 费ノ 多額 一一 上ル 一- 拘ラ ス 元利 償還 ノ 年限 ハ却テ 短縮 ス へ キ 結論 ヲ得 タリ。 一 

左-一 其 大綱 ヲ揭 ク。  .  一 

◊ 仝 線 狹軌ノ 場合 

建設 改良 費 十二 億 七 千 七十 八 萬 二 千.. -百 九十 三圆 

^p; 債 利 廻 四 分 五 厘  一 

元利 償還 年 百 七 年  ， 

◊ 東京 下 關廣軌 他 ハ 狭軌 ノ 場合 

建設 改良 费 十二 億 五 千 六 "P! 九十 五 萬 四千 七 百三圓  . 
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負債 利 通 四 分 五 厘 

元利 償還 年 百 年 

◊ 本州 線 全部 廣軌他 ハ 狭軌 ノ 場合 

建 改良 費 十四 億 四百， へ 十九 萬 六 千 九 百ニ圓 

負債 利 i! 四 分 五 厘 

元利 度 還 年 百 一年  - 

後任の 原總 裁の 手腕に 就いては、 伯 は 「原 氏 は 新內閣 第一 の 遣 手 なれば 氏の 鐵道院 總裁を 兼任せ る は 誠に 適當 とい 

ふべ く、 新 內閣中 氏 を 措きて 他に 適任者 ある を 見す。 故に 其の 施設 必らす 宜しき を 得る もの あらん」 と 語って、 ひた 

すら 原總 裁の 鐵道 政策に 期待した のであった。  . 

然し 西 園 寺 內閣は 行政 及び 財政の 整理 を 標榜し、 翌年 度 豫算を 編成す るに 際し 一切の 新 事業 を 延期し、 爲 めに 廣軌 

改築 案 も 財源 見込 立た すとの 理由 を 以て 實行 せぬ ことと なり、 遂に 廣軌 改築 計畫は 中止され るの やむな きに 至った。 

第 七 節 拓殖 行政 

」 、 拓殖 局 副總裁 

明治 四十 三年 六月 二十 二日 を もって、 拓殖 局の 新 官制が 公布せられ、 伯 は その 副總裁 兼任の 辭令を 受けた。 1 


部 は 朝鮮、 關東 州の 事務 を 管掌す る 組織であった。 勒 任の 部長 二人、 奏任 書記官 四 人の 小 {nl 廳 であった けれど、 その 

總 裁と 副 總 裁との^ 歴聲 望の ゆ ゑに、 朝野の 視 聽を欹 てた。 

それ は 拓殖 省の 變 形であった ので ある。 さう して、 その 緊急の 事業と して は、 朝鮮 併合と いふ 大 芝居が あった。 殊 

に 伯に 取って は、 これ こそ 桂內閣 入閣の 重要なる 理由の 一つで あつたので ある。 

吾人 は 筆现を 新たに して、 玆に 伯の 拓殖 行政に 關 する 行 藏を檢 討し なければ ならぬ。 蓋し 伯が 拓殖 省設？ ^の 必要 を 

唱道せ る 一 日の 故で はない。 嘗て 臺灣に 在りし日、 これが 建議 を 時の 首相 伊藤博文に 爲 したる は、 旣に 臺灣の 章に お 

いて 詳述した ると ころで ある。 その 當 時の 伯の 理由 は、 臺灣の 統治 を 內務省 外に 置 かんとす るに あった。 

然るに 日露 戰 役の 結果、 關東州 は 我が 租借地と なり、 滿鐵は 我ぶ 有に 歸し、 樺 太 南半 亦 我が 領土と なる に 及んで、 

日本の 植民 事業 は 曩に數 倍す る 重要性 を帶 ぶる に 至った。 伯が 拓殖 省設， 造の 急務 を 唱道す る、 往年に 比し 更に 一 段の 

熱意 を 加 ふべき こと は、 さに お：^ きの 理 であった。 兹に 伯の 手記した る覺 書が 三 通 ある。 卷 紙に 毛筆 を もって 記した 

る もので、 入閣 直前の 意見書と 思 はれる。  . 

その 第一 は 若し 入閣の 交涉 あるに 於いて は、 拓殖 事務 を擔當 する ためなりせば、 必す しも 担 否せ ざる 旨の 覺書 であ 

る。 そして これ は、 他人に 示す ためで はなく して、 寧ろ 自己の 決心 を 明瞭に 爲し 置く ために 記された る ものの 如く、 

それだけに 忌憚な く 自己 の 心情 を 披瀝し てゐ る。 

. 一、 滿洲に 在る 現在の 本位より 考る時 は、 此儘ー 兩年經 過 南 滿鐵道 を 成功し 退職す るの 利なる に 如かす。 何とな 
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れば、 此 事業た る、 會社其 もの 旣に 大事 業に して、 自分に あらされ は 計 畫實行 共に 成し 得る ものな しとまで 自 

信し 居れり。 若し 外に 適任者 あれば 之を讓 り、 他に 國 家の 要務 一一 あたる も 固より 望む 處 なり。 決して 商工 實業 

家と して 從事 せん 考 なし。 

一、 國家は 自分に ー會社 事業の 成功の み を 望む とせば、 人物 經濟上 不利なる べし。 對滿 政策、 對淸 政策、 對列國 

政策と 聯關の 大局 ユカ を 致さし めされ は 頗る 損なる へし。 果して 然ら は、 國家は 自分 一一 對 する 待遇 を 進め、 淸 

國に重 を 加 ふるに 如か さるへ しと 思 ふ。 是れ 私事の 爲 めに 非ら す、 公事の 爲め なり。 

一、 然るに 拓殖 省 設立 論 は、 國 家の 進 運より 見る に 急 要なる へき も、 愚人 多き 今日 尙早論 も あらん。 其 他 感情論 

も あらん。 一旦 設立の 上 は豫め 陛下に 上奏し 置きて、 陸 海軍大臣 內閣 更迭と 共-一更 任せざる 制度と 內定 して 動 

さ \ る こと 緊要な り。 否され は 成功な きのみ ならす、 或は 却て 害 あらん。 卽政黨 の 餌 となるべし。 

伯が 外 間の 目して 以て 得意の 壇場と なした る 滿鐵總 裁の 椅子に、 必す しも 居心地よ さ を 感じて 居なかった こと は、 

.旣 に 滿鐵の 章 下、 並びに 本章の 冒頭に おいて、 しば/、 記述した ると ころで ある。 彼 は 利害 錯綜す る 滿洲に 在って、 

背後に 藩閥な く、 軍閥な く、 財閥な く、 黨閥 なく、 學閥 なく、 孤峭犖 然として 寂寥の 感を 抱いて ゐた。 臺灣に 於いて 

は、 兒玉を 背景と したる が ゆ ゑに、 中央の 重 壓を感 する ことが 少なかった。 滿洲に 在って は、 彼の 獨カを もってして 

は 到底、 政府 を 動かす 能 はす、 從 つて 露、 淸： 响國に 重き を爲す ことので きない こと を 痛感した。 

この 局面 をー變 する の途 は、 滿鐵に 元老 を迎 へて 自ら その 輔佐 役た るか、 乃至 は 中央 政界に 入って、 政府の 威力 を 

もって 滿洲を 指^す るかの 二つ 以：^   . 


彼は笫 一 の 方途 を 策して、 その 成らざる を 見る や、 第ニの策に出てんとし.^のでぁる」 卽ち およ り 入 stt.  メス 7^ あ る 

に 於いて は、 拓殖 大臣と して 迎 へられる こと を豫 期して ゐ たやう である。 それが 上記 覺 fn 作成 當 時の 彼の 心事で あつ 

たと 思 はれる。 

しかるに 桂 は 彼を遞 相と して 迎 へた。 玆に 於いて 彼 は、 次の ごとき 覺書を 手記した。 

一 、 拓殖 省ハ 四月 一 日 以後 二 非サレ ハ之ヲ 設置 スル コト能 ハス。 

一、 獨逸 殖民 省 設置 ノ近例 二見 ルガ 如ク、 議會 賛同 ヲ得サ ルカ 爲メ 或ハ 一年 ノ 延期 ヲ免 レサ ル 場合 ナシ トセ ス。 

此 場合 一一 處スル 爲、 一 時 的 一一 內閣 一一 臨時 拓殖 局 ヲ置ク トス レ ハ、 勒令ヲ 發セサ ルヲ得 サルノ ミナ ラサル、 甚タ不 

手際 千 萬 ナリ。 依 テ當分 ノ內、 南滿鐵 道-一 關スル 事務 ハ遞信 省 管理 一一 屬ス トシ テ、 拓殖 省設？ は 迄遞信 一一 人 ルコト 

トス ル方、 內閣ノ 成立 一一 便 一一 シテ、 南滿 社員 一 體ノ 人心 一一 モ宜シ カラ ン。 且沖繩 北海道 ノ遞信 一一 關スル 事務 ノ分 

割 可能 ナル ヤヲ 撿定ス ルニモ 便ナル ヘシ。 

卽ち彼 は、 將來 拓殖 省 を 設置す べしとの 桂の 明 約 又は 默契を 得て、 遞信 大臣た る こと を 承諾した。 さう して、 遞信 

省の 事務と して、 一時 滿鐵を 所管し、 將來 拓殖 省 創設と ともに これに 轉 ぜんとし たので ある。 

更に 彼 は、 また 次の ごとき 覺書を も 記した。 それ は 新しく 設置すべき 拓殖 省の 所管 區 域に 關 する ものである。 

拓殖 省 管轄 til 域 

第一 案 臺灣 滿洲 韓國 

第二 案 臺灣 沖繩 北海道 樺 太 韓國 滿洲  • 
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此兩案 中 第一 案 ヲ取ル トキ ハ頗 ル單 簡ナレ トモ、 第二 案 ヲ取ル トス ル トキ ハ、 鐵道 通信 ノ 事務 拓殖 省-一統 一 スル 

コトノ 如何 ト 云へ ル 問題 ヲ生ス へ シ。 是非 拓殖 事業 n 密接 ノ關係 アル 力 故 一一、 實際上 一一 ハ 拓殖 省 統一 スル ノ便ナ 

ル 二 如 カサル 事情 多々 アル ナリ。 現 二 其例ハ 臺灣ノ 成功 二見 ルカ 如シ。 多言 ヲ耍 セサ ルナ リ。 

二、 植民 政策 論， 

彼の 植民 政策に 關 する 意見 は、 臺灣 並びに 滿鐵の 章 下に 於いて、 しば，， ^記述した ると ころで あるが、 玆に いま 一 

つ 輿 味 ある 文獻が ある。 それ は 一九 〇 九 年卽ち 明治 四十 二 年 二月、 米 國デト イト 市に 於いて 發刊 せられた る 「ファ 

1 • ィー スト」 と题 する 雜誌 に揭 載せられた 論文の 飜譯 である。 

この 論文が 如何にして 作成せられ たる や、 今日に 於いて はこれ を 明かに し 得ない が、 彼の 署名の 下に 發 表せられた 

る こと だけ は 確かで ある。 彼 は遞信 大臣 後藤 男爵と 記し、 r 亞細亞 に 於け る 日本の 植民 政策」 と 題して、 次の ごとく 

論じた。 

戰 勝の 結果 帝 國の狻 得せる 土地 は、 我が 植民 政策 を 待ちて 處理 せらるべき 者と す。 しかも 其の 土地と 云 ふ 者 決して かの 小 植民 也 

を 構成す るに 足る 制限され たる 部分 を 指す に 非ず。 H 本の 植民 政策 は 亜 細 fsi 大陸の 各地に 於て 租借地、 保 識領、 割讓地 等の 種々 

の 名 を 冠すべき 範圍に 於て 實施 さるべき 者と す。 固より 新に 勢力 範圍 内に 入れる 此等 領土に 對 して は、 劃一 無異、 守株 膠 住の 政 

策 を 踏襲す べきに 非ず と雖 も、 吾人 は 玆に此 等 八 h: 範圍 に關し 我が 帝國の 採るべき 一 般 の-植民 政策 を 論究 せんとす。 

と說き 起し、 進んで 植民 政策 は 時代に 順應 せざる ベから す、 しかるに 日.^ は 急激に 變 化しつつ ある を もって、 _ 日本^ 


植民 政策 も 亦 今日 を もって、 明日 を豫斷 すべから すと 爲し、 更に 績 けて、 n 本朝 野の 植； 意見の 小乘 めに MM 

なる を 痛言し、 次の 如く 疾呼した。 

余 は 常に 戰後 大日 本建築の 一 柱礎た るべ きこの 大 問題の 解決 を 閑却す る 日本 與論の 3 は 意 を 疑 はざる を 得ざる たリ。 杭 ほ 政策に 對 

する 我が 與論の 冷淡 假令恕 し 得べ しとす る も、 爲に^ 家の 根幹 を枯搞 せし むる に 至る を 奈何 せんとす る。 何人 か 夫に して 一切 

地味 を檢 する の 勞を厭 ひ、 種子の 撰擇を 閑却して、 收 穫に當 りて 良果を 得ん と 欲する 者を嗤 はざる 者ぞ。 我が 日本の 現狀 果して 

こ の 農夫に 等しき 者な きか。 吾人 は 戰爭が 吾人の 雙 肩に 擔 はしめ たる 多大の 债務を 償^す るの 青仵 あり。 加 ふるに H 〔人 は 將來の 

大發 展の爲 め、 甘んじて 犧牲 となり、 鮮血 を 流して 顧 ざり し 幾多 勇士の 忠魂に 對し、 更に 多大の 債務 を 負へ り。 吾人 はこの 鮮血 

と金 錢 との 兩大負 擔に對 し、 最も 豊富なる 敉穫を 望まざる ベから ず。 然 らば 何 を 以て この 大收 穫を滿 足し 得べき や。 不斷政 費 節 

滅 を呼號 して 以て この 目的 を 達すべ きか。 殘餘の 小 資本 を 運用し 單に 行政 整理の 消： f 作用に.^: 心 を 傾注す るの み を 以て、 果して 

この 目的 を 達し 得べき か。 余の 見 を 以てすれば、 此の 如き は眞 に小膽 小勇の も 夫が、 僅少なる 收穫に 甘ん ずるが 如き 姑息の 政策 

に 過ぎざる のみ。 

更に 伯 は 進んで、 積極的 植民 政策の 要 を 叫んで 曰く。 

若し戰勝の結果其物にして^51ちに戰後經營時代に於ける第 一 の 職責 を 語り、 更に 國 家の-改善と 發展と を 促し、 獨り國 威の 發揚に 

止らず、 更に 國 民の 膨脹 を 要求す るに 在りと せば、 余 は 直ちに 植民 政策 を 以て 仝 カを盡 すに 足るべき 問題なる べき を 思 ひ、 この 

問題に 對 する 我が 政府の 正當 なる 解決 を發 見せん こと を 望まざる ベ からず。 

吾人の 植民 政策 は 大規模なら ざるべからず。 吾人の 望む 所 多々 あり。 種子 は 廣く之 を It かざるべからず。 一分の 怯懦 を 許さず。 

些 許の 畏縮 を 許さず。 何事に 限らず 他に 制せら る X 事 を 避け、 自 から 進んで 他 を 制せざる ベから ず。 滿 腹の 經綸之 を 行 ふに 何の 

遲疑 する 所ぞ。 t おし 夫れ 進取の 餘 地を發 見せば、 ー驅 直ちに 之 を 略すべき のみ 0 到る 處 未開の 寶庫を 見ば、 直ちに 之 を 開くべく、 
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到る 處新富 源を發 見せば、 自己の 實 力の 如何 を 顧慮して 其 開拓 を 躊躇す るが 如きな きを 要す。 吾人 今日の 位置 は 素より 寸分の 返 

步を 許さず。 又縵々 苟 くも 止らざる 世界の 進 運より 一 步も遲 る， >f 能 はざる なり。 

その 1;1 吻は 最も 露骨なる 帝國 主義者の それで ある。 しかし 伯 は 自己の 信す る 大乘的 日本 膨脹 論の 立場から、 帝國主 

義者 として 非難され る こと を 少しも 顧慮し なかった。 この 點伯 は、 英 國のジ ョ ー ゼフ • チ， - 1 ムバ レ I ンと 相似た る 

ところがあった。 卽ち、 內 政に 就いては、 進歩的 社會 政策の 實施を 急 言し、 外交に 對 して は 日本 膨脹の 行進曲 を 吹奏 

したので ある。 

伯 は それより 進んで、 領臺當 時の 日本に 盛 行した る 消極 論と、 そのために 蒙りた る 植民 政策の 障礙 とを說 いていつ 

た 0 

■ 余 は旣に 余の 見地 を 明に せり。 而 して 余の、 張が ® ちに 我が 經濟 家财政 家の 赏讃を 博し 得られざる は 余の 自 から 期す る 所な り。 

然れ ども 飜 つて 過去 を 追想せ よ。 臺灣が 帝阈の 領有に 歸し 我が 國の 一 部と なれる 時、 國民は 果して 如何に 之を觀 じたり しか。 朝 

野舉 つて 我が 植民 政策 を 遂行す るの 至難なる を說 かざる 者な かりし に 非ず や。 當時國 民 中 臺灣を 以て 非常の 重荷 視し、 母 國に對 

する 苛税 視 したる 者 少なからず。 而 して 其 重荷 や 其 苛税 や 母國の 財源 を涸渴 せしめ、 其經濟 財政 狀態 を提亂 せしめ、 母 國に大 打 

擎を與 ふる 者と なせり。 此の 如き 誤解 は獨り 我が II に 於ての み 起り しに 非ず。 英國民 中 亦 植民地なる 者 は 母 國の實 力 以上 母國に 

重稅を 課する 者な りと 論ずる 者 ありき。 加 ふるに 當 時の 我が 國の經 濟财政 家中、 單に 臺灣を 以て 母國に 重稅を 課する 者と 論ぜる 

のみならず、 盛んに 其 所 說を鼓 し、 國民を 煽動した る 者 あり。 爲に當 時 臺灣^ 題に 關し、 國 民を驅 つて 懐疑の-深淵に 陷 らしめ 

たり。 此の 如く 其 附庸地 を魔理 せんた め 母國國 力に 對 する 不安 懷疑 は、 臺灣に 日本の 植民 政策 を 行 ふに 對し、 多大の 障 礙を舆 へ 

たり。 當時蹇 湾に， する 國民 的懷 疑心 は、 終に 4 ほ 局 官吏 を 幅って SEESK^ し 、唯 一條の 活路の みに 令 * 力 


の I とま 何ぞ。 植民地 s 濟財 5 獨 I たり c 事情 此の 如き を 以て、 時の-政府 は 終に |£ き 解す I 大の 見解 

を 間 ふ S なく、 又完， る I を 得ん ために 要する g と 資本と を拂 ふに 及ばず し 一」、 Mill- 21k 

最少の 費用 を 以て 最短 期に 之 を 完成せ しめんと、 期 岡せ ざる を 得ざる に 至らし めたり。 

さう して 伯 は、 この 財政 獨立 完成 後の 消極 論者 の 態度 を 非難し て 、 

此の 如き 愚劣、 近眼 的 秦を囊 に 行 はざる ベから ざるに 至ら しめたる の 罪 は、 仝 4 時 植民 S を 解決 せんた め、 母 園 力 相 

應說を S し 一」 SS 讚 を 博 せんとせ る經濟 家財 政 家の 責に歸 せざる ベから ず。 今 曰に 於て は囊は t 獨立 せる 财政 を 以て. 

. 運爲 しつ >t あり。 而 して 之 を 目して 大成功、 大勝 利と 唱 ふる 者 あるに 至る 憐 むべき 哉。 

と爲 し、 さらに 進んで、 

しかも 篇 財政の 獨立を 以て S 地馨 唯一の 成功と なすこと 果して 常 を 得た るか。 余の f 以てすれば、 囊 統治に 關 する こ 

の 觀察は 獨り囊 統治 それ 自身に 於て 痛切なる 非難に 値する のみならず、 囊 以外の 我が 植民地 及び 將來 我が 植民地の 箭に入 

るべき 土地に 對し、 最も 悲 むべき 惡例 を貽す 者と 云 はざる ベから ざるな り。 

と 斷言 した。 そして、 次に 植民 政策の 暴 を 論じて、 未開 國に 於け る 文明 各 國の腕 較べな りと 爲し、 その 優勝者と な 

る もの は、 必す しも 財政 的 獨立 を 成就した る ものに あらす。 財政 的 獨立 は 却って 植民地 を 母國に 反抗せ しむる の 結果 

となる。 之れ を 制する に 兵 を 以てすれば 震の 負 重び 難く、 之れ を 治む るに 精緻の 法律 を 以てすれば、 却って 土民 

の狡智 難治の 徒と 變 すべし、 故に 寧ろ 豫め 比較的 多額の 經費を 投じて 植民地 を開發 し、 土民の 要求に 順應 しつつ 漸次 

これ を 誘導す るに 若ぐ はなしと した。 これ は臺灣 以來、 伯の 持論で ある。 

二， P 五 
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なほ 吾人の 言 はざる ベ からざる 重要なる 一 事 あり。 吾人が 今後 植民 政策 を赏行 せんとす る 場所 は實に 世界的 競 爭の鬪 技 場な り。 

吾人が 論究 せんとす る 場所 は、 世界の 各 强國が 焦心 各自の 勢力 を攒充 せんとす る 所に して、 吾人 を驅 りて 止むな くこの 競 爭場裡 

に 角逐す るに 至ら しめたる 者な リ C 此等 地方の 住民 は、 初より 列強 中の 某 一 國に傾 心する 者に 非ず。 之に 反し 少し にても 一 國. の 

好意な き徵 候を認 むる 時 は、 直ちに 干戈に 訴 ふること を辭 せざる の 民な り。 此 等の 土地に 成功し 永緣 する 者 は、 其 住民と 市場と 

を滿 足せし むる 者に 非れば 能 はず。 玖 馬、 布 ゆく 菲立賓 を 見よ。 或は 滿韓諸 地 を 見よ。 悉く これ ー强國 以上の 國 民の 鼓爭場 たる 

に 非ず や。 如上の 各地 は その 管轄 權を 有する 國、 ，或は 最も 多く 利害の 關係を 有する 母国と は、 少しも 誤解の 端緒 を發 見す る 能 は 

ず、 又 少しも 紛糾の 端緒 を發 見す る 能 はざる なり。 しかも 障害 は 常に 各種 徴税の 事より 生ず。 これ 各地 方 種々 其 事情 を 異にする 

に 因す。 財政の 獨 立なる 偏 狭隘 小の 政策 は、 實に此 等諸惡 及び 誤解の 母な り。 財政の 獨立は 終に 其 土地の人 民 をして、 母 國に反 

抗す るに 至らし む。 かくて 擾亂の 生ぜ ざらん を 望む も-:; Di に 得べ けんや。 しかも 其 if 亂ゃ 容易に 恢復す る こと 難し。 擾亂 長き に 亙 

リて經 費 を 要する 益 i 大に、 終に 母國の 費用 を耍 する 初めより 遠大の 政策 を實 行せ るより 更に 犬なる を 致す ベ し。 しかも 此 等の 

費用 は 到底 土民の 敵懷心 及び 反抗 を鎭壓 する の 力なく、 且つ 長く 多 費 を 要し 乍ら、 終に 仝く 惡 結果 を 見る に 終るべし。 論者 或は 

昔 細なる 法令の 力 を 以て 土民の 反抗 を 制し、 其耍 求を烕 麗し 以て 秩序 を 維持し 得る となす 者 あり。 然れ ども 此の 如き は 決して、 

本 國の烕 を 其 土民に 示し 得る 所以に 非ず。 單に 素樸に して 兒 童の 如き 土民の 心裡 に、 到底 彼等の 理會し 咀嚼し 能 はざる 各人の 權 

利と 云 ふが 如き、 珍奇の 思想 を 注入す るに 過ぎず。 而 して 其 結果 一方に は官 植に對 する 反抗の 念 を 助長し、 他方に は 何事に も 法 

廷を煩 はす 健 訟の風 を 養 ひ、 隣保 互に 相爭 ふの 基と なる のみ。 約 一 百 すれば 此 種の 政策 は、 土民 を驅 りて 最も 難治の 域に 導く 者の 

み。 これ 等は赏 に 各國の 植民 經驗上 各 植民地に 於て、 土民の 敞懷心 を鎖壓 せんとして 無益の 費用 を 浪費した る 所以な り。 凡そ こ 

れら 有罪の 判決 を受 くる 者の 多く は、 無辜に して 素樸なる 土民な り。 しかも 各 强國の 無智に して 不正なる 植民 政策の 惡結 杲を受 

け、 空しく 寃を訴 ふるに 處 なき は 眞に憐 むに 堪 へたり。 此の 如きの 不幸 は 實に各 國が其 植民地の 經營に 於て 當 初の 經綸を 誤りた 

るに K す。 若し 植民地の 繁榮 幸福 を希圖 せんとせば、 其 常 初に 於て 比較的 多額の 費用 を郷 たざる ベから ざる 事、 蓋し 避く ベから 


べき 第一 の耍 素に、 凡て 能く 梳 K 地の 要求と 4*= 然ー 致し、 新 機會の 生ずる 毎に 之に 適應 する 政策に 出づ るに^"。 

然 らば 斯 くの 如き 植 政策 を 成す の 方法 如何。 n く 當局人 を 得る にあり。 曰く 適材 を擧 げたる 後 は、 掣肘 を 加 ふる 

ことなく、 彼 をして 自由の 手腕 を S: はしむ るに ありと して、 次の ごとく 論じた。 

fm- して 植： 地の 凡ての 事情に 適應 し、 其 趨勢 を 洞察し、 之が 赏 行に 常り て 著々 治績 を舉 げん 爲に は、 笫ー の 要素と して 植民 行政 

の HI? に當 るべき 首 腦の也 位に 人 を 得る こと 最も 必要な り。 苟も 人な からん か、 幾 億の 財貨 を糜す も、 植民地 2 經營に 何等の 寄與 

する 听 なかるべきな"。 旣に人 を 得たら ば、 國家 はせ-しく 其 人の 判斷 技能に 向って 十分なる 信用 を拂 ひ、 自由に 其 手腕 を 揮 ふに 

,壬 せ、 其 計畫は 凡て 之 を 採用し、 其耍 求す る 費途に 關 し 濫りに 制限 を與 ふること なき を 要す。 かくして 初めて 植： K 地 統治のお に 

當， r>l る 者 は、 國民 期待す る 所の 植民 政治 を 行 ふ を 得べ く、 母國 と眞摯 熱誠なる 連絡 を期圖 する を 得る に 至る ベ し。 

次に：？ は、 日本の 植民 政策 は、 他國の 模倣 たるべからざる を說 き、  * 

日本の 如き は 他國に 比し 其本國 及び 植民地 共大 に狹少 にして、 我が 帝國の 植民 的 經驗は 未だ 幼稚の 域に 在る を 免れず。 其 植民 政 

策 及び 植民 也の 經營 に當 り、 他の 大國の 政策 及び 方法 を 模範と する が 如き は、 蓋し 誤れる の甚 しき 者に 非ず や。 

と 言った 後、 日本 は 遠大なる 植民 政策 を 必要と すと 言 ひて、 次の ごとく 結論した。  、 

往 寺に 在りて： M 界 の-列 强は植 民事 業 を 以て 國家 活動の 最 要素た る を 思 はず、 故 を 以て 植民 政治 は 甚だ 輕視 され、 遠大の 計 を 立つ 

る 者な く、 植民 計畫を 重視し 之に 多 费を投 ずる 者な かりき。 しかも 多額の 費用 を 植民 事業に 投 ずる は、 これ 多大の 收穫を 得る 所 

以 なる を 以て、 余 は何處 まで も 遠大なる 植民 政策 を 主張 せんとす。 

吾人 は 此の 如き 植民 政策 を 以て、 絕 東に 於け る 世界的 運動の 調和 を 得ん こと を 期す。 吾人 は 我が 國の將 來と其 多幸と を 望む や 切 

なり。 今日は 實 にこの 廣大 なる 未來に 向って、 其 基礎 を 置くべき の 時に 屬す。 i 且 しく 奮勵 以て この 大任に 常るべく、 我 力 帝國の 
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大 植民 政策の 墓 礎 を 建つべき の 時機に 旣に 熟せり。 若し 完 仝なる 基 遊 を 建つ る 能 はずと する も、 吾人に して 一 礎石 だに 置く 能 は 

ざらん 乎、 何の 面目 ありて か 我が 子孫に 對 する を 得ん や。 

それ は 徹頭徹尾、 膨脹 主義者の 口吻で ある。 しかしながら、 その 末 句の 「吾人 は 此の 如き 植民 政策 を 以て、 絡 東に 

於け る 世界的 運動の 調和 を 得ん こと を 期す」 に 於いて、 初めて 伯の 意 圖を窺 ふこと がで きる。 

彼 は 飽く迄も、 日本 を 信じ、 日本 文化と 日本 生活と 日本 精神との、 世界 人文史 上に 於け る 偉大なる 未來を 信じた。 

ゆ ゑに 彼に とって は 植民 政策 も 亦、 大日 本 主義 を 世界に 發揚 する 一手 段、 一生面で あつたので ある。 

三、 慎重なる 人事 

伯は斯 くの ごとき 抱負 を もって、 拓殖 省の 創設 を計畫 した。 然るに も關 はらす、 閣內に 於け る反對 は、 遂に 伯 をし 

て その 志を遂 ぐる を 得せし めす、 僅かに 拓殖 局の 折衷案 を もって 折 合 ふこと になった。 

しかし、 その 形式の 小なる にも 關 はらす、 彼の 期す ると ころ は 依然として 大きかった。 

明治 四十 三年 夏 は 桂 內閣の 全盛期で ある。 從 つて 伯 は 遠から ざる 將來に 於いて、 この 局を變 じて 省と 爲 すの 自信に 

燃えて ゐた。 ゆ ゑに 伯 は その 人選に 腐心し、 部長に は當時 官界の 俊髦ニ 名を羅 致した。 第一部長 は、 後に 臺灣 總督と 

なった 內 田嘉吉 を、 遞信省 管 船 局長より 拔擢 し、 第二部長に は、 法制局 參事官 江 木 翼を擢 用した。 、江 木 は 後に 民政 黨 

內閣の 閣員と なり、 その 鋭敏なる 才能 を 政界に 謳 はれた ものである。 この 兩者は 共に 事務家であった めみ ならす、 外 

國 語に 長 じ 畢殖に 富んで ゐた。 それが 伯の 著 眼した 大きい 由の であった やうに る。 i^.fe.li.5^g^、 との 


拓殖 局 を もって、 大日 本 主義 實 現の 一 つの 中柩機 關と爲 さんと あ B, して ゐた からて あ ヌ- 

玆に 拓殖 局の 職員 選任と 關聯 して、 伯が 人事に ついて 如何に 愼 重で あつ たかを 物語る いま 一 つの 事例が ある。 それ 

は 明治 四十 三年 八月に 起った 臺灣 民政 長宫 更迭に 關し てであった。 

臺灣 民政 長 {R 大 島久滿 治が 職を辭 したので、 後任 者 錄衡の 事 起る や、 二 名の 候補者に ついて、 佐 久間臺 灣總督 は そ 

の 選擇に 苦慮した e 一名 は殖產 局長 宮尾舜 治で、 一名 は 土木 部 次長 長 尾 半 平であった。 伯 はこの 問題に ついて 犬なる 

發言權 を 持って ゐた。 さう して 長 尾 は、 伯の 終生、 個人と して 最も 親愛した る 人間の 一人であった。 

然るに 民政長官の 椅子 は、 この 兩 人の. 孰れに も與 へられす して、 拓殖 局 第一部長 內田 嘉吉が 突如と して その 命を受 

け、 宮 尾は內 田の 後 を 襲って 拓殖 局に 人り、 長 尾 は 同じく 伯の 主管す る鐵道 省に 勒任 技師と して 轉 任した。 

その 間の 事情 を 物語る もの は、 明治 四十 三年 八月 一 日附、 伯が 桂 首相に 宛てた る 次の 一 通の 親展書で ある。 

拜啓 

其 後 益御淸 勝、 今日 頃再輕 井澤 御別莊 一一 人ら せられ 候 御 事と 奉拜察 候。 小生 巡視 も 連日 晴天、 昨日 當金澤 市 二人 

り 候。 到 所 鐵道熱 一一 狂し 居り、 殆ント 冷却 一一 こまり 居候。 各地 工事 並 現業 追々 整理の 模様 一一 見受けられ、 是は閣 

下 一一 御 報告 可 中 上 一 大眞報 一一 御座 候。 

然るに 臺灣 民政長官 後任 之 件ハ、 總督 一一 於ても 苦慮の 餘 一一 出て 候 故、 閣下 御 快諾 を與 へられ 候 事と 奉拜察 居、 豫 

定の 進行 希望 致 居候 處、 其 後 中 村 總裁其 他より 通報-一 よれ は、 宮尾 容易に 引受 不申 模樣に 御座 候。 是ハ總 督-ー 於 

て 宮尾を 買 ひ 居候よりも、 宮尾ハ 後 圖深重 一一して、 責任の 容 ならさる を 知り、 長 尾 ハ容： 一一  長官 引受 心得 一一て 
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も、 就職 を 望み 候と ハ、 雲泥の差 一一 御座 候。 總督 ハ臺灣 統治の 困難 を 知らす、 是 迄順況 一一 乘し 居り、 此數 年間 二 

弛 縱解態 上下 積弊、 一 朝 - 一して 洗 ひ 難く、 官史 ハ黨派 援引、 長 尾の 世話 -ー テ各會 社 土木 部內 より 各地 方 小吏 傭 雇 

人、 糊口 一一  あり 付 居候 もの 多數 一一 有 之 候より、 容易 島 治 引受 成功 を 期し 居候 儀と 被 察 候。 此總督 ハ島治 弊 竇の所 

在 を 看破し 得さる 處有 之、 何事 も輕易 一一 考 居候 一一 相逮無 之、 來八 日出 發歸京 候との 事 一一 候へ とも、 宮尾 後任 引受 

けさる 一一 歸任候 事 如何 可 致 か。  -  , 

臺灣 民政 官は 相當 人物の 名 局長 を 得て、 何時-一 て も內閣 組織の 力 ある 事 肝要-一有 之、 單 一一 小吏 員 叉 各會社 一一 傭 雇 

人 も 世話 致し 勢力 ありと 自信し 居候ても、 彼 民政 長. {HI: ならば 我 も 行きて 其 部下 奮勵 せんと、 東京 一一 居る 宫人を 引 

付ける 力な かるべ からす。 是 現總督 一一 かけ 且 政 長官 一一 乏しく、 爲 めに 島 治の 根本 を危く 致し 候 原本と 拜察 奉り 

候。 此邊 御參考 まで 稟申 致し 置 候 間、 佐久間 總督出 發歸任 後長 {n:: 後任の 御 議定 一一 付 御 一 考を烦 し 奉り 度、， 要する 

に臺灣 政事 ハ 朝野 ある 黨 派的官 人の 亂す處 と 相 成 可 申 形勢 一一 て、 此數 年間 極めて 解 態弛縱 積弊 一一 堪へ さらん とし 

て、 總督之 を 明察せ す 容易 一一 相考 居、 宮尾は 之 を 承知 致 居候 事情 を 奉拜察 候。 右 まて 草々 拜具。 

金澤 二て 後藤 新 平 

桂 首相 閣下 

下 執事 


四、 韓國 併合 問題  ^ 

拓殖 局が 创 立され ると 直ぐ、 いきなりぶ つかった 大 問題 は、 韓國 併合 問題であった。 と 言 ふよりも、 むしろ 拓殖 局： 

そのものが、 最初から、 一種の 韓國 併合 準備 事務局と して 設立され たもので あると 言った 方が、 眞相を つて ゐる。 一 

當 時の 首相 祕書 官、 長 島 隆ニ もさう 言って ゐ るが、 江 木 翼 は 更に 詳しく、 その 裏面の 內情 を、 次の 如く 語って ゐる。 i 

丁度 第二次 桂 內閣の 時代で 自分 は 法 政局 參事官 であった が、 四月の ある 日 桂 首相から 「一寸 來て くれ」 との 電話 一 

が あつ- ^0  , 一 

話の 內容は 絶 對祕密 にすべき であると 前提して r 實 はいよ く 日韓 合併 を やる ことに 決意した。 ついては、 色々 

君の 力 を 借りたい が、 まづ その 實行 手段の 一 として、 新たに 拓殖 局 を 設けようと 思 ふ。 しかし 議會 は濟ん だば か 一 

りで あるから、 第二 豫備 金から 支出して これ を 創設し、 總裁は 親任と し、 第一 次の 總 裁に は大體 自分が なる つも 

りで ある。 君 は 拓殖 局 設立 後の 實際 上の 仕事 をす ベて やる つもりで ゐて くれ」 との. 話で あ •  つた。 (中略) 

しかるに 曾禰 統監 は、 非 併合の 方針 をと つて、 一進 會の 併合 運動 を 制止す る 傾向が 見えて ゐ たので、 自分が 娃首 

相に 會 つたと き、 首相の いふに は 「會禰 は 身體は 弱い し、 叉 併合 等の 大事 業 を やる 力量 も缺 けて ゐ るから、 今度 

辭 めさせて、 代りに 寺內を やって 仕事 をさせる つもりで ある。 君 も どこまでも 併合の 方針で 調 杏 立案 をす る やう 1 

に」 との 話で ある。 桂 首相の 腹 は 決って ゐた。  一 

. 自分 はいよ く 拓殖 局 設置の 立案に とりかかり、 ま づ大藏 省に 第二 豫備金 支出 を交涉 したが、 當 時の 大藏 大臣 は 
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桂 首相の 兼任 (若 槻禮次 郎君が その 下で 大藏次 官) であった から 都合が よく、 四十 三年の 六月に 拓殖 局の 設置 を 

見た。 

總裁は 桂 首相、 剐總裁 は 後藤 遞 相の 兼任で、 自分 は その 下に 部長と なった。 しかし 當時國 內の舆 論 はもと より、 

朝鮮の 種々 な 運動 を 初め、 國際 的關係 もあった ので、 朝鮮 併合の ための 準備と いふ こと は 表面に は 現 はせ なかつ 

た。 そこで 拓殖 局の 新設 は、 世間に 向って は臺灣 行政の 改革 を やる とい ふ觸れ 出しで、 それが ために 緊急 を 要す 

るから 豫傭金 支出 も 止む を 得ない と吹聽 した。 そこで 何とか 臺灣に 手 をつ けねば ならぬ と 5 ふので、 ま づ臺灣 民 

政 長官 を 更迭させる こと、 し、 大島 久滿次 君の 後签 に、 遞信省 管 船 局長であった 內 田嘉吉 君を据 ゑ、 それから 第 

一 一段に 滿洲 における 軍事的 占領の 遣 風 を 除外す るた めに 旅 順 を 開港 場に した。 (その 顷を 語る) 

蓋し 韓國は 早晚、 好機 會を捉 へて、 併合 を斷 行し なければ ならぬ と は、 桂 首相が 夙く から 胸中に 堅めて ゐた 決心で 

あった。 しかし この 問題に ついては、 國內に 急進 漸進の 二 大潮 流が 對 立して ゐた。 すな はち 山縣、 桂、 寺內 等の 所謂 

武斷 派が、 北滿 よりす る 露 西 亞の壓 力に 對抗 し、 變轉の 兆 ある 支那の 形勢に 對處 する ために は、 一日 も 早く 韓國を 併 

合して、 東亞に おける 帝國の 地歩 を 堅めねば ならぬ と 主張した のに 對し、 伊藤、 井上 (馨 )、 山 本 (權 兵衞) 等の 所謂 

文治 派 は、 韓國 併合の 世界 列強に 與 ふべき 衝撃 を 憂へ、 むしろ 暫く 保護 政治 を繼績 して、 熟柿の 枝 を 離る るが 如き 時 

まで 隱忍 する を 可な りと 考 へた。 從 つて、 桂 第二次 內閣 成立の 當 初にお いて は、 韓國 において 統監の 重任に ある もの 

は 文治 派の 頭目た る 伊藤で あり、 國內 において 政局に 當る もの は武斷 派の 中堅た る 桂であった ため、 そこに 複雜 機微 

なる 關係を 生じた ので ある。 


この 硬軟 二 派の 對立 において、 伯が 何れに 與 したりし やに ついては、 これ を^ すべ き.^ if の t\ おぎ.^^^ 

の 從來の 思想 は、 何れ かと 言へば、 文治 派の 主張に 近く、 且つ 左に 揭 ぐる 伯の 手記になる 覺 *1 も、 依然として、 武斷 

派の 主張と は 遠 か つたこ と を 思 はしめ る。 

一、 韓國經 營ハ、 豫定ノ 經費ト 年限 トー 一 於テ、 成功 ヲ期 セサル へ カラス。 

經費ハ 財源 ヲ定 メ、 其 支出 ノ 程度 ハ、 殖民 的 經濟ノ 原則 ト相 照準 シテ、 背馳 セサル コトヲ 期 セサル へ カラス。 

成功 ハ豫メ 事業 ノ範圍 ヲ定メ テ之カ 進 渉 ヲ圖ル 一一 在リ。 (卽來 十 年間 一一 ) 移民 五十 萬蓄產 牛馬 各 百 萬。 

疏水 並 水溉。 

1、 韓國ノ 財政 ヲシテ 獨立ヲ 速成 セシム ルハ、 永ク 帝國ノ 保護 一一 賴ルノ 信念 ヲ絕 チ、 暗 一一 韓國 ノ獨 立心ヲ 催進ス 

ルノ 結果 ヲ招 タノ 因 タル ヲ忘ル へ カラス。 

韓國ノ 歳人ヲ 以テ、 韓國ノ 拓殖 卽勸 業敎育 交通 等ヲ成 サン トス ル ハ、 保護 國ノ 威信 未ク 浸潤 セサル 一一 先テ、 被 

保護 國々 民 一一 自主 獨立ノ 志 ヲ起サ シ メ、 我帝國 主義 ノ 普及 ヲ妨 クル モノ タル ヲ忘ル へ カラス。 

一、 韓國 外交 權ヲ我 一一 牧 メタル 以上 ハ、 可成 內治ハ 國王並 一一 韓官ノ 爲スカ 儘 一一 任 シテ、 假令其 行 爲韓國 々民 二 害 

アル モ、 餘リ 一一 干 涉ヲ試 サルヲ 得策 トス。 

蓋し 當 時の 伯に とって は、 韓國 併合の 急 不急の 問題よりも、 現に 實施 中なる 保護 政治 を、 如何に 行 ふべき かの 當面 

の 問題の 方が、 より 興味 を惹 いたで あらう と 思 はれる。 

然るに 韓國 において は、 伊藤が 統監と して 京 城に 乘 込んで から、 まだ 一年 も經 たぬ うちに、 韓國國 王が 親 翰 を列國 
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元首に 密 贈した とい ふ 不祥事が 起った。 さらに 明治 四十 年 七月に は、 韓 王が 密使 を 海 牙萬國 平和 會議に 送り、 獨立運 

動 を 試みん としたと いふ 事件が 起った。 この 時ば かり は、 流石 文治 派の 伊藤 も 赫怒して、 韓國を 亡ぼす もの は 韓人な 

りと、 痛嘆した と傳 へられる。 かくして 保護 制度の 實施 後三年 有半の 間、 伊藤の 苦心 經營 によって、 制度 改善の 成績 

は 著々 として 現 はれた に拘 はらす、 匪徒 暴民 は 依然として 所在に 横行し、 日本 居留民 は 生命 財産の 危險を 胃す にあら 

ざれば、 一歩 も 市外に 踏み出す ことができな いとい ふ狀 態であった。 玆 において、 伊藤の 期待 は 悉く 韓人の ために 裏 

切られ、 伊藤 もまた、 韓國の 保護 政治 は、 到底 永績 すべから ざる 所以 を覺 るに 至った。 

かくして 明治 四十 二 年 六月、 伊藤が 統監の 地位 を 退いて、 桂と 肝膽相 照せ る 曾禰荒 助が これ を繼 いだ 時、 韓國 併合 

のこと は 一歩 を 前進した こと を 示す ものであった。 一般に 信ぜら るると ころに よれば、 同年 四月、 伊藤 統監 は、 桂 首 

相 及び 小 村 外相に 對 して、 すでに 韓國 併合の ことに 黉意を 表し (^IBf^y 「一 1) その 結果 桂 內閣は 閣議 を 開いて、 同年 

七月、 正式に 韓國 併合の 方針 を 確定した と 言 はれて ゐる。 iKfsf」) しかし 併合 問題に ついて 側面から 活燈な 運 

動 を 試みた 黑龍會 の 「日韓 合 邦 秘史」 は、 その 事實を 否定して、 わが 廟議 が韓國 併合に 決定した の は、 同年 九月 末 か 

ら十 月初めの 交で あつたと 主張して ゐる。 しかし 何れにしても、 韓國 併合の 大方 針 は、 拓殖 局の 設遗 さるる 十 箇月 乃 

至 一年 以前に、 すでに 決定して ゐ たので ある。 

併合 斷 行の 形勢 を急轉 直下せ しめたの は、 明治 四十 二 年 十月 二十 六日、 元老 伊藤が 哈爾賓 において 韓國剌 客の 兇手 

に 幾れ たこと であった。 この 事件と 伯との 因緣 について は、 前卷 r 嚴島 夜話， 一 にこれ を 詳述した。 韓人が 文治 派の 頭 

目 伊藤 を、 晤 殺した とい ふ事實 は、 いたく 我が 國 民の 心 を 激動せ しめ、 輿 41 は囂々 と 湧き 立った。 韓國 においても、 


併合 を 主張す る 水 H 谷 九、 宋栄峻 等の 一 進會の 運動 も、 ますく 活遗 猛烈と な つ た C 兹 においてお は. お fe: ゆく お， ゼ，， 

となし、 病中の 曾禰 統監 を 返 かしめ て、 寺內 陸相 をして これに 代らし め、 綾いて 新たに 拓殖：： i! を 設けて、 著々^ 合の 

準備 を 進む る ことと なった ので ある。 

伯が 拓殖 局副總 裁と して、 韓國 併合の ことに、 直接 關與 する やうに なった の は、 それ 以來 である。 

韓國 統監に 任命せられ たる 寺內 陸相 は、 その 赴任に 先 だち、 韓國處 分 問題に ついての 大方 針、 少なく と. も韓國 皇室 

の 待遇、 韓國 元老 大臣の 措置、 韓國 人民の 統治 方針、 併合 實 行に 要する 總經 費の 四點 だけ は、 豫め 確定し おくべき こ 

と を 求めた。 かくして 關係 各官廳 から、 併合 準備 委員が 選 まれ、 六月 下句から 七月 上句に かけて、 首相 {n^ 邸に おいて 

會議を 重ねる ことにな つたので ある。  . 

この 會議 に、 拓殖 局 を 代表して、 主として 出席した の は、 第二部長 江 木 翼であった。 外務省から は 次官 倉 知 鐵吉、 

大藏 省から は 次官 若 槻禮次 郞、 法制 ：！：！： から は 長官 安廣 伴 一郎、 書記官 中西淸 一、 統監 府 から は 外事 21^ 長 小松綠 等が 出 

席し、 議長に は內閣 書記官 長柴 田家 門が 當 つた。 伯 もまた 拓殖 局副總 裁と して、 時々 この 會議 にも 出席した。 

この 最終 會議 (七月 八日) において 確定した る 重なる 事項 は、 左の通りであった。 

笫ー 韓國 を改稱 して 朝鮮と する こと。. 

第二 韓國 皇帝た る 李 王 を 大公と 稱し、 その 席次 を 皇太子の 次、 親王の 上と し、 その 一家 を 世襲と して ーケ年 歳費 百 五十 萬圓を 

支給す る こと。 

第三 李 家の 親族 は 皇族 待遇と し、 その 班 位に 應 じて、 公侯 伯 を 授け、 世襲 財產 として 相當の 公債 證書を 下賜 せらる、 こと。 

第 四 新舊 功臣に は その 分に 應 じて 爵位 を 授け 且つ 世襲 财產 として 公債 を 下賜 せらる.^ こと。 
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第五 朝si人は特.に法令乂は倐約を以て別段の取扱をなすことを定めたる場合-.::^^^然內地人と同 一 の 地位 を 有する こと。 

笫六 韓國の 對外條 約 は 併合と 共に 總て廢 .i- し、 r;: 本 2 針 外 條約を 以て 之に 代へ、 從來の 居留地の 事務 を弁阈 領事より =: 本 .J?!: 廳 

に 引繼ぐ ことと し、 かつ 永代借地 權は 借地 樅 者の 希 51- に 依り 所有 樺に 代 へ しめ、 この 希望 を 表明せ ざる 場合に は 依然 永代借地 

權を認 むる こと。 

第 七 併合の 際 所要 終 費と して 公債 三千 萬 圓を發 行. L、 その- 一半 を 王族、 元老、 大 官等の 世襲 財産に 充て、 他の 一半 を敎 育、 授 

產、 備荒 等の 基金と して 各 村に 分 賜 せらる \ こ：^。 

かくして 韓國 W 合の 準備 は 成った。 韓！： 統監 は、 これ 等の 大方 針に 從 つて、 韓！！ 政府と 交涉を 開始し、 八月 二十 二 

日、 つ ひに 日韓 併合 條 約が 成立した こと は、 更 めて 樓述 する まで もな く、 炳 として 正史に 存 する。 

韓國 併合の 實 現によ つて、 わが 半島 經營は 全く 面！ S を 一新し、 ここに 東亞 安定の 不動の 礎石が §a かれる ことにな つ 

た。. 而 して これが 中心人物 は、 明かに 相で あり、 その 意を體 して、 直接に 併合の 斷 行に 當れ る殊勳 者が 寺內 統監 

である こと は、 何人も 認 むる ところで ある。 この間に おいて、 伯が 如何なる 働き を爲 せし やに ついては、 具體 的に こ 

れを 叙述すべき 資料が のこって ゐ ない。 しかし 拓 tgw 副總 裁と しての 伯 も、 また その 功の 一部 を 分った であらう こと 

だけ は、 想像に 難くない。  . 

五、 韓 m; 併合に 關 する お 

いよく 韓國が 合併と 決した る 時、 差當 つて 起った 大きい 問題 は、 憲法が 朝 Si に 施行 せらる るか！，^ かであった。 こ 

の 問題 は^- 1 關 して 發 生し、 六 三 猇問题 として 日本の 政界 並びに 學界に 大波 ii を 捲き 起した ことで あるが、 


朝.^ につ いて は、 I 喿灣と 同一 と：：：： すべき や 否や、 それ は 重要なる 問題であった。 

これにつ いて 伯 は、 次の ごとき 覺書を 手記して ゐる。 卽ち、 憲法 は當然 朝鮮に 行 はるべし との 意見で ある。 . 

一 、 三千 年來、 君民 ノ關 係ト同 一 ナル關 係 新版 圖ノ 人：：^ ュ與 ヘラ ル へ キカ。 

一 、 大權 統治 ト スへキ コト。  - 

一 、 主 權者ノ 意志 ノ發表 ヲ待テ 始メテ 新 領土 二 施行 セラ ル へキ モノ ナリ。 

一 、 從來ノ 事歷ハ 憲法 當然新 領土 一一  行 ハル、 モノ ト 解釋ス ル ノ外ナ シ。 

1、 從來 政府 ノ 意見 ハ 不可 トシ 取消 スコ ト。 

1、 折衷 說ヲ以 テ韓國 -ー 施行 セサル 方法。 

一 、 韓國ハ 土地 人民 共 二 占領 セラ ル 、 モノ ナリ。 故 一一 臺灣ト 樺太ト ハ同シ カラス。 

第二に 起った 大きい 問題 は、 朝鮮の 行政 上の地位 である。 朝鮮 は 臺灣の 如く、 日本の 屬領 として 外國 より 割讓 せら 

れ たる ものに あらす して、 r 韓國 皇帝 陛下が 韓國 全部に 關 する 一切の 統治 權を 完全 、水久 に、 日本 皇帝 陛 下に 譲與」 

(韓國 併合 條約第 一條) した ものであって、 之れ に對 し、 「日本 國 皇帝 陛下 は、 前 條に揭 げたる 讓與を 受諾し、 は， 全然 

韓國を 日本 帝國に 併合す る こと を 承諾」 (同 第二 條) せられん とする ので ある。 

故に 伯 は、 第二の 覺書 において、 朝鮮の 行政 的 取扱 ひ、 及び 朝鮮 貴族の 待遇 を、 次の ごとく 記し、 且っ^^ば法施行に 

關 して は、 w 定的 にこれ を 停止し S くべき ものと した。 

一、 日本 皇帝 兼 朝鮮 皇帝 一一 非 ラス。 日本 皇帝 ノ 治下 一一 合併 シ、 特別 ノ州制 ヲ設ケ ラル ヘシ。 
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1 、 責族ハ 朝鮮 ノ 貴族 トシ、 日本 ノ公 侯伯 子 男ト同 一 ト 看傚サ ス。 何時 同 一 取扱 ト ナス へ キカ。 

1、 憲法 ハ 朝鮮 一一 施行 セラ ル へキ モノ ナリ。 然ル 一一 直 一一 實行ノ 困難 ナル事 ヲ認ム ルカ 故 一一 大權 一一 委任 ス へ シ。 而 

シテ 憲法 ノ 施行 ハ、 何時 二 テモ大 權ノ發 動 二 ヨリ、 施行 ヲ宜言 セ ラル へキ モノ トス。 

この 二通の 覺書 を、 伯 は 何の 目的 を 以て 手記せ しもの なり や は 明かで ない。 或は 例の 通り、 逢 首相 または 元老 諸 公 

に獻 策す るた めの 心覺 えであった かも 知れぬ。 或は また、 前項に 述べた る 準 傭 委員 食に おいて 一言す るた めの 用意で 

あつたか も 知れぬ。 しかし これによ つて、 韓國 併合 問題に 關 する 伯の 意見 は、 大體 において 觀取 する ことができる。 

さう して、 この 意見 は、 一部 を 除く ほか、 大部分 は 容れら れてゐ る。 

六、 韓國 統監に との 推薦 

伯が 中央 政界に 於いて 羽翼 を 伸ばした る 後に 至っても、 伯の 眞實の 手腕 は、 寧ろ 植民地に 於いて 揮 はしむ る を 可な 

りと した 人々 があった。 それ は 伯の 特色が、 混 亂の裡 より 秩序 を 生む 創造的 方面に あつたが 故に、 百事 草創の 植民地 

に 適すと 爲 したので ある。 

そ.^ 等の 人々 は、 伯 をして 朝鮮 統治に 手腕 を 揮 はしめ たなら ば、 必すゃ 半島の 面目 を 一新せ しめる であらう と考へ 

た 0 しかし 伯 は 終生 終に 朝鮮 總督 たる 機會 なくして 終った。. 

然るに 爱に、 伯 を曾禰 統監の 後に 据 ゑようと 運動した 人が あつたの である。 それ は 伯の 年來の 友人 杉 山 茂 丸で、 彼 

が 明治 四十 三年 二月 一日、 卽ち 朝鮮 併合に 先立つ 約 七 箇月 前、 山 縣有朋 に 送った 次の 書簡に よって 窺 はれる。 


释 ：.^ 塞 愈 太 敷 御座 候處 

閣下 益御廣 胖被爲 ij^ 御座、 恐悅 至極 奉存上 候。 今朝 尊 翰を捧 誦し、 御來論 k 銘- ー不 耐奉存 候。 (中略) 韓國の ， 

條 二 付て は、 度々 奉 得 御意 候 通り、 事柄 は 素よ 李 韓國. の國 情-一 對し 當然の 事-一て、 彼等 有志 家の 境遇に て は 有 勝 

の 事-一 御座 候 得 共、 始 より 讒誣 中傷 其 間-一 狭まり、 當局の 頭 腦忽チ に 此の 韓國 特性の 風土病に 冒され、 終に 曾輔 

(冥) 

統監の 頑 明 を 破り、 隨 つて 一事 は 一 事 毎 一一 一 日 は 一 日毎に、 鉋 迄 も 彼等 有志 家の 感情 を 破 壌す る 事と 相 成、 今日 

にて は 事柄よりも、 統監の 處 置よりも、 單に對 統監の 感情 を 以て、 極端に 愤恨を 抱き、 終に 死生 を 顧みす、 統監 

二 仇 せんとす る 事 を 決定 致候狀 態に 相 成、 小生 は 今日 迄 若し 彼等に して 陛下の 御 信任 を 以て 任に 統監に ある 曾 

禰 氏を批 儀す るの 實狀、 公式に 相 顯ハれ る 時 は、 卽 時に 彼等 を 深淵に 突き落し、 斷絶可 致と 相 待ち 居候 處、 彼等 

も 叉 小生の 心事 巳に 決して 動かす 可から ざる を識 了し、 俄然と して 今囘 彼等より 小生に 斷絶を 申込み、 自由 行動 

を 執り 度 由申來 り、 實は 喫驚 致 候。 併し 素より 小生の 微力より 生す る 事 一一 御座 候 間、 一 昨年 頻り -ー 苦 策 を 廻らし 

縱橫罷 在 候 次第、 御 偶 察 被 下 度 候。 唯え 特に 當局 一一 覺悟爲 致 置 度 は、 此儘 にて は 彼等 雜輩は 小生の 手 を 離る. -と 

同時に、 悉く 暴徒と なる か 刺客と なる か、 到底 拾收 統一 難 致 ものと 可 相 成 は 火 を 見る よりも 明かなる 事 實に有 之、 

今日 迄 極力 首相 陸相： 刚 閣下へ は 侃 I 一； れの 忠言 を 棒げ 置 候 得 共、 小生の 微力 は 今や 已 一一 盡絕 せんとす る 時に 御座 候 間、 

韓國十 年の 大事 目 睫に あると 憂慮 罷在 候。 若し 豫 期の 如く 干戈 一 動 以て 彼等 を 一 婦す るに 至ら は、 結果 は 瞭然 豫 

期と 相反し、 彼等 ハ 山野 江湖の 間より 直に 四方に 四散し、 帝國の 不手際 無此 上、 其 仇す る 處十年 十五 年に て は 兎 

て も 纏り 不申 事と 相 成 可 申 候。 此 時に 於て は 如何なる 智者 も 劣者 も、 海外に 對韓當 局の 秕政 露 致 候 時 は、 外交 
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上の 障害 實に 測り 知る へからざる 義と苦 中罷在 候。 小生 此 際の 一 良策と して は、 統監の 御 不例 を 期と して 一時 休 

養の 事と 罷成、 例の 蕃勇 後藤 男 にても 枉げて 御 任用 相 成候ハ 、、 一時 は必す 過誤 も 可 有 之 候 得 共、 荒 片付 丈け は 

可 相 付、 其 後に て 曾 根子な り 陸相な り 御 出馬に 相 成候ハ 、、 戰は萬 全 を 得べき かと 奉存 候。 此邊の 事 を 相考へ 候. 

に は、 鬼ても 小生 當局の 御 相談 は 斷念罷 在 候 間、 御 一考の 資 にもと、 閣下へ 巾 上 奉り： 造 候。 -11 

二  • 月 一日  .  茂  丸 

山縣 元帥 閣下 i!: 史 

しかし この 杉 山の 獻策は 用 ひられなかった。 さう して 陸相 寺 內正毅 が、 曾禰に 代って 韓國 統監の 任に 就き、 日韓 併 

合の 大事 を 成就した こと は、 すでに 述べた 通りで ある。  - 

七、 次第に 後 返 

创立當 初の 拓殖：：^ は、 朝鮮 併合の 大事 業で 活氣 を呈 して ゐ たが、 それ も 一段落 を吿げ ると、 次第に 閣 散な ものと な 

つてき た。 それ は 植民地に 對し、 恰 かも 新たに 法制：： 1： を 設けた る 如き 觀を呈 し、 一半の 力 は 法規 穿鑿の 末技に 費され、 

他の 半ば は 外國の 植民 政策に 關 する 文獻の 飜譯に 費され る やうに なった からで ある。 

元 來拓植 局 そのものが、 內實 は、 朝鮮 併合の 準備 事務局と して 創設され たもので ある こと は、 すでに 述べた。 伯 を 

副 總 裁の 椅子に 据ゑ たの も、 或は 拓殖 ：15！ を 以て 臺灣 統治 を 主と する がごと く 力 モ フ ラ ー ジ ュ する ためであった かも 知 

れぬ。 伯 も 恐らく、 この こと は、 萬々 承知の 上であった らう。 若し娃 から 明ら さまに さう 一 W はれた とすれば、 伯 は： ir 


ん 二て その 愧儡 となった ことになる。 しかし その 動機が 何で あらう とも、 一 ni 抚 おお^ 設 さわ 1^ 『ぉュ は こォを？^- 

礎と して、 年 來の志 を 遂げようと いふの が、 伯の 意圖 であった。 

この 當時伯 は 新 渡戶稻 造に 語って、 「俺の 什 事 は 一寸 ると 締め括りが ないやう だが、 俺が 一度 糸 を ぐっとし める 

と、 ちゃんと 締 りが 付く やうに 仕組んで あるの だ」 といって ゐた。 それ は、 伯 は 機會を 見て、 これ を獨 立の^と する 

のみなら す、 朝野の 舉者實 際 家 を 集めて、 伯の 持論た る 大日 本 主義 的 膨脹 政策の 實 行に 取り 掛 らうと 待って ゐ たから 

である。 

"之って、 こり 石- 殖 おに は、 次の 勒令 案の ごとき 大規模の 拓殖 會議 を附屬 せし むる 計- 畫 であった。 

勅令 案 

拓殖 會議 規則  I 

第 一 条 柘赌 #議 ハ內 閣總理 大臣 ノ 監督 一- 屬シ 0. 關東 州、 臺灣及 f^TM, スル 諸般 ノ 政務 一一 就キ {#議 シ又ハ 内閣 總 S 大！ 21 ノ 

諮詢-一 應シ意 ヲ開 巾. スル モノ トス 傍線 ノ所別 案 一一 ハ 「拓殖 一一 關スル 事項 ヲ め，^ 議シ」 ト ァリ) 

笫ニ條 拓殖 會議 ハ 柘ま 一一 關ス 小 事項 一一 付 主 仵各ゃ 大臣 -ー 建議 スルコ トヲ得 

第三，^ 柘喊 會議ハ 殖 各般 ノ 事項-一 關 シ韓讓 統監、 關東 都督、 臺灣總 督及稀 太 廳畏官 一一 對シ 意見 ヲ徵 スル コトヲ 要 シ或ノ 臨^ 

議員 ヲ 各地-一 派遣 シテ 調査 ヲ要 スト 認ムル トキ ハ之 ヲ內 閣總理 大臣-一 具申 ス ヘシ 

第四條 拓殖 侖 " 議ハ譲 # 整理 ノ爲- 一規 則ヲ 議定 シ 内閣 總理 大臣 ノ 認可 ヲ受ク へ シ 

第 五條 拓殖せ 議ハ 議長 一 人議员 4" 人以內 ヲ以テ 之ヲ， m 織ス 

議員 ハ. 内閣 所管 官廳、 內 務^、 外務^、 大蔵^、  軍^、 海軍^、  S 商務^、 遞信省 高等官 ヲ以テ 之-一充 ッ 
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第六條 特別 ノ 事件 ヲ{# 議ス ル爲メ 一一  臨時 必耍ノ 場合- 1 於 テ前條 定員 ノ外 臨時 議员 ヲ命ス ルコ トヲ辱 

第七條 議長 ハ國 務大 li- ブ以テ 之-一充 ッ 高等-:; c  ノ 内 ヨリ 命ス へ キ 議員 ハ 所屬大 E  ノ 奏請-一依 リ 内閣 一一 於テ之 ヲ命ス 

第. -條 議長 ハ i な 務ヲ統 シ 議事 規則-一依 リ 議事 ヲ 整理 シ其 決議 ヲ 内閣 總理大 E 及 各^ 大 E  具申 ス 

笫九條 議長 事故 アルト キハ其 银名シ タル 議員 ヲシテ 事務 ヲ 代理 セシム  . 

第十條 拓殖 會議 -i 幹事 二人 ヲ置 キ內閣 所管 官廳 高等官 ヲ以テ 之  一 i 充ッ 

幹事 ハ 議長 ノ指摊 ヲ承ケ 庶務 ヲ 整理 ス  . 

第 十 一條 議長 議員 及 幹事-一 ハ ーケ 年千圓 以内 臨時 議員-一 ハ率 件ノ輕 重-一 應シ其 都度 相^ ノ手 常ヲ給 スルコ トヲ得 

第 十二 條 ^殖 會議 -ー 書記 ヲ置ク 議長 及 幹事 ノ指 It ヲ承ケ 庶務- 從事ス 

書記 、ノ 內閣 所管官 廳 判任官 ヲ 以 テ 之 II 充 ッ 

第 十 三 條 書記 一一 ハーケ ^貳 百圓 以内 ノ 手 常 ヲ 給スル コトヲ 得 

しかしながら、 この g 令 案 は、 第二次 賴內閣 に 於いて はつひに 實現レ なかった。 第三 次 相 內閣に 於いても 內閣 短命 

のために 成功せ す、 漸く 七 年後に 至り、 寺 內內閣 の 時に、 拓殖 調 茶 委員 會 となって 實 施せられ た。 

八、 事 士、 心 と 違 ふ 

伯の 拓殖 局に 於いて 爲 した 最後の 仕事 は、 滿洲の Mr 死病 退治であった。 

明治 四十 四 年の 初頭、 北滿に 於いて 肺 ペストが 發 生し、 非常な 勢 ひ を もって 傳播 し、 南下して 次第に 南 滿洲に 侵入 

し、 果て は北淸 地方に も 一 5:^ 延 せんとす るの 形勢 を 示した. > 


その 忠者 は數 萬に 上り、 中心地た る 哈爾賓 の慘狀 は、 人 をして 面 を 背けし める も r 

恐怖の 狀は、 殆ど 外敵 侵入、 洪水、 地震 等に 越 ゆると も 言 ひ 得べき 程であった。 滿洲 在住の 日本人 及び 外國人 は、 

那人 市街との 交通 を遮斷 し、 出入に マスク を 用 ひ、 殆ど 斷食斷 水の^ 狀に陷 りつつ、 日夜 戰々 恂々、 ただ 5{禍 の 身に 

及ば ざらん こと を 祈る の 情であった。 

殊に 北京 は 外交 團の 中心地であった だけに、 その 騷動も 一層 大袈裟であった。 義和團 匪 事件 以來の 大事 件と して、 

北京の 城門 を閉 して 出入 を 誰何す る ほどの 騒ぎであった。 

この 報 を 得る や、 伯 は 直ちに 黑 死病に 關 する 世界的 權威 たる 親友 北 里 柴三郞 を 起用して、 防疫の 大策を 樹立せ しめ 

ん とし、 これ を 桂 首相に 獻 策した。 北 里 は ペスト 病原菌の 發 見者で あり、 且つ 日本 防疫 事業 實 施の 殊勳者 であった。 

桂 は 直ちに 伯の 獻策 を容れ て、 北 里に 懇囑 した。 しかし 北 里 は、 病 Jg- もす でに 明かで あり、 防」 S 方法 も 確立して ゐる 

ペストの ことで あるから、 自ら 出馬せ すと も、 門下の 一人 を 派遣 すれば 足る ものと 考 へて、 独に この 匕：： を 答へ た。 然； 

るに 伯 は、 なほ 北 里に 懇請して 止ます、 北 里 もつ ひに その 熱心に 動かされて、 二月 極 塞の 滿洲に 渡った。 さう して 大 一 

連より 奉 天、 長 春に 至る 各地 を 視察し、 防疫 上 各般の 方針 を 確立した のみなら す、 歸 途寺內 朝鮮 總督の 懇請に より、 一 

朝 Si における 防」.^ 策 を も 樹立せ しめた。 

肺 ペストの 惨禍に 驚倒した 淸國 政府 は、 同年 六月 奉 天に 於いて 世界の 專門家 を^め て、 ^後處 S はの！： 際 會議を 開い 一 

た" 北 里 は 議長と して この 會議を 指導し、 日本 はこの 一 大異變 始末の 主動 者と して 列 國を指 し、 遂に この 慘禍を 鎖 一 

壓し、 禍害 を 滿洲に 限 115 して 支那 本部に 波及せ しめなかった。 ぞれは 北 里の 仕事であった けれど、 後に 伯の 强 力な 一 
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る 後援 あるに 非 すん ば、 彼は斯 くの ごとく 縦横に その 腕 を ふこと を 得なかった であらう。 

しかしながら、 こ S 滿洲 ll^i 死病 $ 件が、 拓^ 總 としての 伯の 仕事の 最後であった。 すな はち 五月 五 nl、 独 

相と 後藤 遞 相と は、 突如と して、 正副 總 裁の 兼 {Hz を 免ぜられ、 ：M: 閣 書記 {R 長柴 田家 門が、 新たに 總裁 兼任の 命 を 受け 

たからで ある。 それと 同時に、 拓殖：：^ は その 內容に 一大 變化を 蒙った。 それ は 植民地 指導の 地位 を 失って、 植：^ 地 ふに 

廳 殊に 朝鮮 總#府 の中繼 所た るの 地位に 下落した からで ある。 かくして 伯の 理想と したる 拓殖 省設 ぎの 案 は _ 滞られて、 

單 純なる 植お 行政 事務の ための 法制 的 取次 所が 出現した。 それ は當 時の 政界の 事 が、 柘 Jgw を もって、 朝鮮 總将を 

指 禅 監叔： ： する こと を 得なかった ためで ある。 

しかし 叉 一方から 言へば、 柴 田の 總裁 兼任 は、 挫 內閣の 返却 準 傭で もあった。 桂 は その 三 箇月 後の 八月 二十 五日に 

辭表を 奉呈して、 所謂 圓滿辭 職 をした からで ある。 

第 八 節 政治 外交 及び 私生活 

一、 金拾贰 萬圓處 分の 始末 

吾人 は 伯の； S 內閣に 於いて 擔當 したる 遞信、 鐵道、 拓殖の 三 {R 鹿の 業績 を點撿 した。 

併し乍ら 伯の この 內閣に 於け る 爲侗の 活躍の 舞^が、 竹 相 fj^ の 相談役と して、 內閣 全！^ の 問題に X つたこと は、 旣 


に 本章の： 3： 頭に 於いて 記した。 それ は 政治と 外交との 全： W 面に i つた。 ゆ > ^に 吾人 は、 伯の 第二次 独內閣 時代の 記述 

を 終らん とする に當 り、 少しく これ 等の ニ點 について、 すると ころなくて はならぬ。 

,们 の 閣內に 於け る 地位 は、 小 村 外相と 共に、 純； S 系と して 閣內に 立ち、 山 縣系を 代表す る 平 田、 大浦、 小 松 一? 、ク三 

者と 對 立して ゐた。 德富蘇 蜂の 言 を藉 りて 言へば r 大浦子 は內閣 のゴミ タメで、 いやな 事 を やらされた。 謂 は、 ,£閣 

の 裏門の 支配 役であった。 後藤 伯 は 表門、 卽ち 玄關の 支配人であった」 ので ある。 

また 長島隆 二の 語る ところに 依れば、 r 大 浦の 思想 傾向 は 頑固な 保守主義で、 政 黨彈壓 方針 を 執れる に對 比し、 後 

藤 伯の 思想 傾向 は 自由主義で、 對政黨 方策 は、 彈壓 せす してむ しろこれ を： g 擁する」 とい ふ 立場に あった。 さう して、 

桂 內閣に 於け る 伯の 政治的 勢力に ついては、 長 島 はさら に 「桂 公と 後藤 伯との 密接な 政治的 關係 によって^ 成せられ 

たと ころの 一大 勢力 は、 その後 大正 年代に おいて 憲政 會、 政友會 とい ふ 二つの 政治 勢力に 對抗 すると ころの、 獨自の 

勢力 を 構成した。 この 勢力に 依って 出現した のが、 實に寺 內內閣 であり、 第二次 山 本權兵 衞內閣 であった」 と 語って 

ゐる C  , 

卽ち伯 は 中央 政界に 於いて 二 大政 黨と 藩閥、 肘 閥の 外に、 獨自の 地位 を 築きつつ あつたの である。 世人の 呼んで 後 

藤 閥と いったの は、 伯の 個人的 勢力が 官僚、 政黨、 財界、 新聞、 擧 界の备 方面に 浸潤しつつ あった こと を、 指示す る 

ものである。 

相 內閣は 政黨に 地盤 を 有せざる 內閣 であった。 ゆ ゑに 首相 桂 は、 事毎に 政黨と 1: 女 協して、 その 政策 を實 行し なけれ 

ばなら なかった。 政黨 取引の 一 方の 大 番頭たり し大 浦兼武 は、 中央 供樂 部と 稱 する 自己の 腹心 を 持って ゐた。 しかし 
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桂 內閣の 政策 實行 のために は、 かかる 少數黨 のみ を 以てして は 如何と もす る ことができなかった。 すな はち 議院 內の 

第 一 黨 たる 政 友會と 握手す る こと を、 絶對 必要と したので ある。 

その 政友會 との 連絡の 衝に當 る ことが、 伯の 仕事であった。 それ は 勿論 伯 一人の みの 受持 ではなかった。 しかし 伯 

は その 重要なる 役者の 一 人で あつ-た。 ゆ ゑに 後年 伯が 桂に 從 つて 國民黨 系の 議員より 成る 同志 會に 人黨 した 時、 世人 

はむしろ 伯の 政 友會に 入ら ざり し を 怪しんだ 程で ある。 而 して 同志 會脫黨 後の 伯が、 最後まで 最も 政 友會と 近かった 

の は、 この 第一 一次 桂內閣 時代に 蒔きた る 種の 發芽 せる ためであった。 

伯 は その 性格に 於いても、 消極的なる 同志 會 11 今日の 民政 黨 ！ よりも、 積極的なる 政 友會と 近かった C これ 等 

の點 につ いて は、 吾人 は 第三 次 桂內閣 成立 以後の 章に 於いて 詳述す るで あらう。 

伯が 斯 くの ごとく 桂の ために 政 黨聯携 に 奔走した る 事 a は、 不幸に して 文書と して 淺 つて ゐ ない が、 兹にー つ 頗る 

舆味 ある 文獻が ある。 それ は卷 紙に 毛筆 を もって、 伯の 自書 ヒた覺 書であって、 「金 拾貳 萬圓處 分の 始末」 と 表題 ま 

で 記して ある。 

それ は 桂 首相 並びに 寺內、 大浦兩 相と 高 橋 日銀 副總 裁との 間に 起った 重大なる 經濟 財政 上の 問題 救濟 のた め、 伯が 

私財 を 提供し、 その 不足 額 は 後藤 勝 造 をして 補給せ しめたる 事件の 覺書 である。 次の 通りで ある。 

金拾甙 is? 圓處 分の 始末 

四十 三年 十一 一月 廿日、 首相 並寺內 大浦兩 相と 髙橋 日銀 剐總 裁との 間、 經濟 財政 上 重大の 影響 を 生 せんとす るを認 

め、 救濟策 一一 奔走し、 濱ロ吉 右 衞門其 間に 周旋し、 却て お. ハ將に 去らん とす。 此 秋-一 於て、 僅かに 金 拾武萬 


圓ニ テ救濟 の 法 立つ へしと て、 高 橋-副 總 裁と 協定 處辨 したり。 ^^：後の策は四十四年ニ月を期とす。 6>J に 事 豫想 

と：：^ し、 本年 本 月に 及び、 之 を 放任す る 能 はす。 小生お： ヌ任を 以て 處理 し。 後藤 勝 造？ S れり。 左-一 

內 金 五 萬圓也 西の 宮 土地 賣却 三千 五 百 坪. 

右 は卅五 年、 阿片 賞 與金參 千圓ニ て 買 人れ たる 參千五 百 坪の 地な り。 

金贰萬 四千 圓也 神戶 みるめ 村の 海岸 地 六 百 坪 

右 は廿八 年中、 參千 五百圓 一一て、 友人 大阪齒 科 醫西村 輔三君 か、 隱逃 地と して 小生の 爲 めに 買 入 與られ たる もの 

殘額金 四 萬 六千圓 是 後藤 勝 造 小生の 義擧 一一 感し、 自ら 所有の 鬼 怒 川 株數千 株を資 却して、 

外に 

九千圓 は、 平 沼專藏 計算 日銀 利子 等の 不足 分、 合計 五 萬 五 千 圓支辨 結了せ り。 勝 造從來 相場 株式に 手 を 出した る 

事な し。 仍 財政の 爲 めに 救 濟 せんとて 助勢し たるまて なり。 其 精神 髙潔 世俗の 及. ふへ き處 一一 あらす。 世俗！ ^禅 を 

- 明に する 爲め、 此 一一 明記し！ a くもの なり。  . 

明治 四十 四 年 九月 十九 日 爲後； i 勝 造 君 

男歸 後藤 新 平 (花押) 

この 事件の 內容が 如何なる もので あつたか は 1： 明 しないが、 その 救濟 のために、 自己の 私財 を 投げ出した ところに- 

伯の 性格が 躍如と して ゐる。 さう して、 自己の 私財 を もって 不：： 止した ると ころ を、 友人 後藤 勝 造 をして 投供 せしめ、 
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且つ 後日の 誤解 を 避く るた め、 この 覺書を 手記し 置きた る ものと 思 はれる。  . 

後藤 勝 造 は、 正規の 敎育を 受けた る こと さへ なき 一個 俠 骨の 市井 人で あつたが、 性 來義氣 に 富み、 しば/ \ 伯 のた 

めに 働いて ゐた。 この 事件 も 亦、 伯の^ 境 を 坐視す るに 忍びす、 進んで 私財 を 提供した ものと 昆 える。 實業 家の 獻金 

が往々 にして 反對 給付 を 伴 ふの 事實に 鑑み、 伯 は 勝 造の 潔白 を證 する ために、 この 一書 を 認めた もので あらう。 

上記の 文獻 は、 伯が 桂內閣 のために 盡カ せる は、 單に 知識 供給の 一事に 止まら ざり し を 示す ものである。 叉 伯の 資 

財の 出 所に 關 して、 當時 世上に 流布され た 種々 の 取沙汰が、 いづれ も眞 相と 遠き ものであった ことの、 ー證 左と 爲す 

に 足る であらう。 

二、 阿里 山問题 

たと へ臺灣 及び 滿洲 において 偉 勳を樹 てたり とはいへ、 中央 政界に おいて は 全く 新參 者なる 伯が、 桂 第二次 內閣の 

成立と ともに、 內閣の 花形 役者と して、 颯爽と 登場し 來り しこと について は、 すでに 詳述した ると ころで ある。 しか 

しその こと は、 同時に、 政敵の 攻撃の 矢 を、 伯の 一身に 集中す る 所以で もあった。  - 

當時独 首相の 祕書官 として、 這般の 消息に 通 ぜる長 島隆ニ は、 その 間の 消息 を 次の ごとく 物語って ゐる。 

遞相礼 彈の綠 火、 更に 議會の 政府 いぢめ の戰術 は、 き はめて 巧妙に 行 はれた。 卽ち 正面攻撃 を 行 はす、 北：： 面攻擊 

の 方略 を もって 現 はれて きたので ある。 さう して、 火の手 を 後藤 遞 相に 集める の策戰 をと つた。 西！ i 寺 政 友會總 

裁 は、 大いに 成 行 を 憂慮し、 私から 事情 を聽 取され た ことがある。 

― ——  ■ I n^^^^m 


かくして 第二 十五 議會 の開會 とともに、 ^內閣 は、 後藤 遞相を 中心とする 大波^の うちに 漂 する ことにな つた。 

その 第 一 が 阿里 山 問題で、 第一 一が！： 務 大臣 答 辯 資格 問題であった。 

ー體 この 阿里 山 問題と いふの は、 伯が 臺灣 民政長官 時代に、 その 森林の 伐採 を計畫 したの が發 端で ある。 伯が 蕞灣 

中部 拓 tg のために、 自ら この 千古 斧滅の 人らざる 森林 地 を 踏 杏し、 阿里 山開發 の具體 化に 努力した こと は、 前卷 にお 

いて 詳述せ ると ころで ある。 

これが 爲 めに 伯 は 再三、 中央政府に 對 して 阿里 山 官營論 を 提議し、 中央の 援助の 下に この 新しい、 しかも 壯 大な拓 

殖 事業 を 達成しょう t たが、 時た まく 日露 戰爭に 際し、 中央政府 はこれ を 顧みる 財政 的 餘裕を 持たなかった。 そ 

こで 伯 は、 藤 田 組に 對 して 阿里 山 經營の 交涉を 開始し、 その 結果、 總 府の監 待の 下に、 藤 田 組 をして 經營 せしめる 

とい ふ 契約が 成立した。 かくて 藤 田 組の 資本に 依る 阿里 山の 開發 事業 は 著々 進行して 行った。 その 顷、 偶然に も 棲 蘭 

山と いふ 山が 發 見せられ、 この 山 も 亦 阿里 山の やうに 檢材 が豐， に繁 つて ゐ ると いふ 事が わかった。 そこで 忽ち 棲 蘭 

山の 伐木 權を 得ようと する 出願者が あら はれた が、 藤 田 組 は、 かかる 兢爭 的の 山 を 他に 許されて は、 とても 阿 31- 山の 

事業 を繼 綾す る こと は 至難で あると いふので、 棲 蘭 山の 伐木 權も權 得したい と 總督府 に 願 ひ 出た。 さう して 總 $： 府が 

これ を： E 絶す る や、 遂に 明治 四十 一年 一月に、 阿里 山 經營の 中止 を總 府に對 して 屮出づ るに 至った。 時の 總^ ：;^ 久 

間大 將ゃ大 島民 政 長 {n は 協議の 結 架、 藤 田 組の 中止 巾 出に 同意す ると 共に 同年 四月、 阿里 山の 實地踏 杏 を 行 ひ、 その 

結 架、 「かかる 事業 は： 業に 委 ぬべき ではない。 毫灣總 き府當 初の 口 的 通り、 官營に するがよい」 とい ふ 結論に 到達 

した。 依って 藤 田 組に 對 して は、 阿里 山 を 總督府 に讓與 する やうに 巾 込み、 百 八十 萬圓で 譲渡 するとい ふ內 協定が 成 
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立した。  . 

$1 において いよ く 總将府 は 阿里 山宫營 事業の 新 方針 を 樹立す る 必 要に 迫ら れ、 藤 田に 支拂 ふ ベ き 金額 並び に 人フ後 

官營 として 事業 を 運用すべき 费用 を、 五箇 年繼續 業と して 支出す る ことと し、 四十 二 年度の 豫算 案に おいて 先づニ 

百 六十 二 萬圓を 計上し、 これ は 借人 金 を 以て 充當 する 方針で、 議會の 協贊を 求めた。 

以上が、 所謂 「阿里 山 問題」 の 起る までの 經緯 である。 

しかるに、 四十 二 年 一月 二十 三日、 衆議院 豫算總 食に 於け る大島 ：^: 政 長せ の、 本 問題に 對 する 答 辯の 不備に 端を發 

し、 論議 は 頗る 紛糾し はじめた。 大島 長官の 說明 では、 どうしても 議會が 承知し ない。 そこで 「民 營ニ シ タノ ハ、 惡 

カツ タト 云 フコト ヲ自覺 シテ、 今度 改 メタ、 斯 ゥ云フ 意味 デス 力」 とい ふ 質問に 對 して、 独^0相は、 「決 シテ サゥデ 

ナイ。 此 臺灣ノ 阿里 山經營 ト云フ コ ト 一一 付テノ 歴史 ヲ 諸君 ガ御 承知 一一 ナツ タラ、 多分 サゥ 云フ ャゥナ 誤解 ハ起ラ ナイ 

ダ ロウ ト考へ マス。 slf ハ幸ニ シテ、 今日 後藤 遞信 大臣 ガ 出席 シテ居 リマ ス カラ、 初 メカ ラノ 阿里 山 經營ノ 問題 ヲ、 後 

藤 大臣 カラ 御聽キ 一一 ナル 方ガ能 ク解リ ハ セ ヌ 力 ト思ヒ マ ス」 と 答へ た。 さう して 伯 は、 自己の 所管 外の 問題で あるに 

も拘 はらす、 起って その 辨明を 試みる ことにな つたので ある。 それ は 長時間に 亙って、 豐 富なる 蕴蓄を 傾け、 頗る 達 

者な、 しかも 熱の ある 答 辯で あつたが、 速記録に よれば、 その 大要 は、 次の 通りであった。 

抑々 阿里 山官營 ノ起リ ト云フ モノ ベ 大ナ ル三ッ ノ 目的 ガ アル ノ デァリ マ ス。 之 ヲ幾ッ 力 ニ別テ バ幾ッ 二 モナ リマ セゥ ガ、 先ッ 

三ッ デァリ マス。 其 第一 ト云フ モノ ハ、 此薹灣 一一 於テ 中部 柘难ノ 事業 ト云フ コト 一一 付テ、 餘程 苦心 ブ シ タノ デ アリマ ス。 北部 ハ 

柘殖ノ 功 成リ、 南部 ハ糖 業-一 依 リテ發 達致シ テぉリ マスケ レド モ、 中部 柘殖ノ 事業 ト云フ モノ ハ、 如何 ナル モノ デ >  ル カト nf フ 


攻究 ハ 、 餘 程 や：： 心 ン タノ デ アリマ ス r>  (中略 J 之 ,1 依テ 令 體ブ通 スルト n  n  - "な メ養 ヒ、 义 一 般 人 Tjij  -I 幸 _!f ヲ與 ヘル モノ ハ、 

！ 1： 里 山 -I 如ク ハ ナイト 云フ コ ト -I ナツ タノ デァリ マ ス。 —— 而シ テ阿& ：出 ノ地タ ル ャ、 常時お ホ 生蕃 ノ根據 地 デァリ マス。 併ナ 

ガラ此 生蕃 ハ幸 -I シテ 研究 シテ見 ルト、 馴 クべキ トコ n  ノ モノ デ アル、 餘 北 蕃ノ懔 恃ナル モ ノト 同ジ カラ ヌ ト云フ コトガ 明 力 

-I ナ ッ テ參リ マ シ テ、 其 統治 一-於 テ此地 ヨリ シテ柘 1^ スルノ  W ナル ト云フ コトノ 第二  ノ理. S デ アリマ ス。 (中略) 第一 一一 ノ理. E ハ卽 

チ臺灣 二 於テ 木材 ト云 フ モノ 一一  窮シ テ 福州ョ リ多 ク取ッ タノ デ アリマ ス。 ソレノ ミナ ラ ズ 内地 ヨリ モ取ッ タノ デァリ マ ス。 r 中 

略) 此 阿里 山ハ 拓殖 ノ功 ヲ見ル ト云フ コ トー I ナリ マス レバ、 却テ 輸出 ガ 出來ル ト云フ マデ 一一 ナリ マ シタ カラ、 是レ  一 ロノ^ 豫ス 

ベ カラ ザル モ ノト ナッタ ノデ アリマ ス。 故 一一 前々 內閣 ノト キー 一 三囘、 當時 民政 長，：？ 2 ト シ テ此 意見 ヲ 申述 ベ タ 。 义 《：s 時 ノ 兒 玉總督 

モ此 急務 ヲ認メ ラ^マ シ テ、 總督 自身 二 モ 内閣 一一 說カ レ、 民政長官 ト シ テ； 4 モ屢々 說 イタ 意見 甞ヲ 三囘 モ出シ テ ル ノデ ァリ- マ 

ス ガ、 (中略) 併 ナガ ラ其 計算 ハ 如何 ト云 フコト ニナ リマ シテ、 ソレハ 總督莳 自ラ經 營ノ仵 一一 當ラ ゥト 云フノ デ、 調杏ヲ シタ モノ 

デァリ マスカラ、 ソレヲ 差出シ タノ デァリ マス。 其 金額 ガ凡ソ 三百 萬兩少 シ餘ダ ト思ッ テ！！ W リ マス。 三百 五十 萬兩バ カリ ダト思 

ッ テ居リ マ ス。 然ル 一一 サ ゥ云フ 急激 ナ 事業-! 今 著手ス ル コ ト ハ 出來ヌ ト云フ ノデ止 ンダ。 4- ンデ 民業-一 ス ルガせ イト 云フ コ トデ 

民業 ヲ企テ マシ タケ レド モ、 當時ソ レ 一一 應ズ ベ キ者ガ ナ ク テ、 困ッ テ居リ マ シ タ問 一一 、 藤 田 傳三郞 ，| 之ヲ 經營サ シ テ ャゥト 云 

フコ トー ー話ガ アリマ シ テ、 (： 中略) 一 且藤 田 傳三郎 モ斷リ マ シ タケ レド モ.、 兒玉 總抒並 二 私 カラ、 是非 是 、ノ 早 ク著手 ン テ 遣ん コ 

ト 、ノ 必要 デ アルカラ ャッテ 吳レ、 (中略) 決 シ テ 官營デ ャッ タカ ラト 云 ッテ、 サゥ 粗雜ナ モノ デナ イカ ラト 云フ 說明 モ與 へテ、 

而 シテソ レナ ラバ ャ ッ. テ モ {且 シ イト 云フ コト 一一 ナ リマ シタ 上-一 就キ マ シ テ、 之ヲ 此通リ ャ ル 以上 一一 ハ.、 イロ  /、人 ノ關 系、 其 他 

/ 關係 -ー 付 テ困リ マスト 云 フノ二 付テ、 兒玉 總督並 二 民政長官 デ居リ マ シ タ 時代 故、 自分 ハ官 一一 居ル 人ヲ罷 メサセ テ贷シ テ ャル、 

ソレ カラ 此經營 ノ 道ヲ枉 ゲズシ テャル コトァ レバ、 必ラ ズ 成功 スル カラ、 ャッテ レバせ シ イノ デ ハナ イカ、 併シ是 ハ外 一一 マ ダ 

山林 等ノ 事業 ガ今 ノヤ ゥ 二 生蕃 ガ 跋扈 シテ居 ル間ト 違 ッテ、 形勢 ガ ー變 シテ來 ルト、 盆々 宜クナ ルカ ラト 云フ コト ヲ話シ テ置ィ 

タノ デ アリマ シタ ガ、 然ル- 一益々 宜 クナル トコ 0  ノ 形勢 ガ後 一一 ー變 シテ、 却 ッテ藤 E 傳三 郞ノ營 業-一 ハ害 ヲ爲ス ャゥナ 次第 デ、 
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(中略) ソ コデ材 積 ヲ見ル 卜、 數字ハ 確 力 一一 記憶 致シ マセ ヌガ、 最初 總督 府-ガ 調べ タ數字 カラ 見 ルト、 尺/ ガ減ッ テ來 タト 云フ 

コ 卜 ガ起ッ タ。 (中略) 一 方 一一 ハ棲 蘭山ト 云フ、 {1 蘭ノ 一  部分 デ海^ 一一  近ィ、 最モ 阿里 山 ノヤ ゥ ナ 困難 ヲ見ズ シ テ出セ ル トコ 口 

ノ 山ガ、 生蕃 ガ返 縮シ テ之ヲ 伐 リ出ス コ トガ 出來ル ャ ウー I ナツ テ來 タノ デァリ マス。 ソコ デ之ヲ 願出ル 者ガ澤 山出テ 來テ、 ドウ 

カァノ 山ヲ伐 ラシ テ吳 レト、 斯 フ云フ コト 一一 ナッタ。 此 時-一 常 ッテ、 總督府 ハ是ハ 素 ヨリ 業同樣 ノ 保護 ヲ 以 テス ルノデ アル 力 

ラ、 是ハ 許可 スル コトハ 1H 來 ヌ窖デ アル ケレ ドモ、 段々 此 形勢 ガ變ッ テ來タ モノ ダ カラ、 ソレヲ 許可 セヌト 云へ バ、 藤 £ 傳三郞 

ノ 亊業ヲ 保護 ス ル ガ爲- 一 、 總督府 ハ ソレヲ 許可 セ- ヌト 云フコ トニ 取 ッテ、 反對 ノ氣焰 が揚ル ト云フ 形勢 ガ段々 アル モノ ダカ ラ、 

其 棲 蘭山ヲ 許可 シ ナケレ バナラス ト云フ コトノ 形勢- 1 ナツ テ來 タ。 ソコデ 藤 田 ハ是 ハ堪ラ ヌ ト思ッ テ、 其 阿里 山 ュ澤山 ノ金ヲ 注 

込 マ セテ、 鐵道 モ其內 -ー 御 話シシ マス ガ、 元 ノ計畫 ヨリ ハ金 ガ掛 ルャゥ -I ナツ テ來 テ、 サゥシ テ材積 ハ減ッ テ居ッ テ、 サ ゥシテ 

其方 ヲ許サ レタナ ラ バ 到底 競走 一一 堪へヌ ト云フ コ ト 一一 付 ィテ、 ゾ レ ハ ドウ ゾ前ノ 方針 通リ 官業 ヲォ遣 リナ サル ト云フ 精神 デ、 

一一 ャッ テ貰ヒ タイ、 若シ 官業 デ^ # 府ガ此 阿里 山ヲ 御遣リ 二 ナッタ ナラ バ 必ズ植 蘭. E ハ 御許シ -ーナ ラヌデ セゥ、 ドウ 力 私- 1 許シ 

テ貰ヒ タイト 云フ コト ガ出テ 來タ。 然ル 一一 総督府 ハ 藤田傳 三郎- 一向 ッテ、 此 時分 ハ R 政 長官 ヲ私 ハヤ メタ 時デ アリマ シ タガ、 祝 

民政長官 力 ラ 顧問 ト シ テ.； 職 中 一一 聞 カレ タノ デ稍々 記憶 シ テ居 リマ スガ、 總舒府 力 ラ ハ 是ヲ 同時 一一 著手シ 。ト、 斯 ゥ云フ コトヲ 

云ッタ iw が、 阿 M 山 一一 ァレ ダケ ノ 金 ヲ注 イデ 置 ィテ、 M 時-一 著 手 シ n トー- ムフ、 ソン ナ 無理 ナ コトハ 出來 マセヌ カラ、 是ヲ 保留 シ 

テオ ク 卜-お フ コ卜 一-願 ヒ タイト 云フ コト 二 ナッタ ノデ アリマ ス。 此時 一一 方ッ テ藤 E  ノ方デ ハ 若シ 総督府 ガ 阿里 山 經營ヲ シ テ居ッ 

タナラ バ、 II： 時 一一 之 -i 著手ヲ ナサ ルノ デハ アリマ ス マイ、 ソレ故 一一 其時ノ 精神 通 リデ御 許 ヲ願ヒ タイト 云 フコ トー 一 ナツ テ來 タ。 

(中略) 其 間 一一 總 督府デ モ意 思ノ 齟餹ガ アツ テ、 サゥシ テ 今日 一一 至リ、 其 中止 ノ 原 ra: ヲ生ジ タモ ノト ナッタ ノデ アリマ ス。 而シ 

テ此 官業 ト云フ コ トハ、 斯様 ナ經過 ヲ以テ 民業 -ー 移ッタ モノ デ アリマ ス。 唯 其 本 -ー 還 ヘル ダケ ノコ トデ、 決シテ 總督府 -I 於テ官 

業-一 移 スト 云フ ャゥナ 趣し！ E  ノ 變化デ ハ ナイ、 ャハリ 精神 ハ同 ジデ アル。 又此 事業 ハ急 ヲ耍ス ルカ ト 云へ バ益々 急ヲ 耍スル ノデァ 


この 伯の 長時間に 亙る 說明 にっき、 森本駿 が、 「此 御話ノ 責任 ハ總理 大臣 ガ裨取 リー ーナ ルノデ アル 力、 或ハ 後藤 遞 

信 大臣 ガ御 取リ 一一 ナルノ デァ矿 マ スカ、 又 ハ 所管 ノ內務 大臣 ガ御 取リ 一一 ナ ルノデ アリマ スカ」 と、 iiK 任の 所在 を 突つ 

こんだ が、 伯 は簡單 に、 

唯今 總理大 E  ノ御話 - 一依 リマ スト、 前ノ綞 過モ知 ッテ居 ルシ、 國務大 E ト シ テ ルカ ラト 云 フ御話 デァリ マスカラ、 遞信大 E ト 

シテ御 話シタ コトデ ハナ イト 私ハ考 へテ居 リマ スガ、 其 事 ハ總理 大臣 カラ 明白 二 仰シャ ルコト ハ 諸君- -對シ テ常ヲ 得 タル モ ノト 

考へ マ ス カラ、 私 ハ其事 ハ總理 大臣 若ク ハ 所管 大 E カラ、 御明 答-一 ナル コト - 一致 サ ゥト考 へ マ ス。 

と 答へ て、 輕 くこれ を 外した。 また 元 田 輩の 「藤 田 組 二 托シタ 後、 官營 ニ戾ル ャゥニ ナック ト云 フ顚 末」 を 明かに せ 

よと いふ 要求に 對 しても 伯 は、 

明瞭 ヲ缺 クト言 ハレ マシ タガ、 唯今 接 蘭 山 ヲ下ゲ ヌ ト云フ コト、 ソ レ カラ 入費 ガ澤 山掛ル ト云フ コトガ 元 ノ：^ リ ノヤ ウー 一考へ マ 

ス。 此事 一一 付テ 委シィ コ ト ハ 自 分 就職 中ノ コトデ アリマ セヌ カラ、 確 力 一一 私ハ申 述べ マ セ ヌガ  

と 答へ たのみで、 輕く 突つ ばな してし まった。 

こんな 風に して、 朝の 委員 會は 終った。 それ は 一種の 前哨 戰 であって、 議員 側 はた だ、 伯の 長い 答 辯 を、 默 つて 傾 

聽 して ゐる だけであった。 ところが、 午後の 委員 會に 至り、 形. 勢 は 俄然と して ー變 し、 四方八方から 攻撃的 質問が、 

伯に 向って 蜩 集して きた。 

まづ 起ち 上った の は、 野黨の 論將島 田三郞 であった。 

午前 ノ阿 問題 1 1 此 阿里 山 問題 ハ世ノ 中 一一 ィ 0  く  ノ風閗 ガ傳へ ラレ テ居ッ テ、 重大 ナ 問題 ト思ヒ マ ス。 二百 六十 萬圆バ 力 

リデ 金額 ハ 大ト ハ申シ マ セ ヌガ、 政府 ガ此 際總テ ノ愦實 ヲ捨テ 、、 誠意 ヲ國民 一一 表セ ラル、 力 否カト 云フコ トヲ、 信ズべ キカ疑 
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フべキ 力 ヲ決ス ル 材料 二 ナ ル 重大 ナ 問題 ト 思フ。 是 マ デ世ノ 中 一一 ハ斯樣 ニ傳へ ラレ テ居リ マス。 臺灣 總督府 ハ 一 個人 ノ藤 E 傳三 

郎 ト云フ モノー 一、 阿里 山ノ 有利 ナル ト云フ コトヲ 信 ジテ、 之-一事 業 ヲ；^ サセタ トコ n ガ、 其 後事 業ガ 有利 デナ イト 云フ コトガ 分 

ッタ -ー 付テ、 其總テ 投入 シ タト コ Q  ノ 資本 ヲ 以テ、 阿里 山ヲ 1;^ ビ買 屍サゥ ト云フ コ トガ 世ノ中 一一 傳へ テ居ル コ トデ、 豫算/ 上 一一 

反射 シテ 居リ マス 二：. u 六十 萬圓ハ 卽チ是 レデァ リ マス。 サ ゥ致シ マス ルト、 此 手！^ ヲ 明確 -I 世ノ 中二 知ラ シ メナ ケ レバ、 外 二 政 

府 ガサ ゥ云フ 事ヲャ ルャゥ ナ事ガ アツ テ ハ ナラ ヌ卜 一ぶ フ コ トヲ、 國 民が 疑 フ 問題 ト ナル カラ、 赏 ハ小ナ ルガ 如 クニ シテ、 極メテ 

重大 ナル？ I 題デ アル。 (中略) 次 -r 後藤 大臣 ガ 述べ ラ レ タ {且 蘭邊 ノ山ヲ 出願 スル モノ ガ アツ テ、 是が鼓 S|?> ヲス ルガ タメ- 1  、 藤 田 

/ 今迄 ノ 經營ガ 有利 デ ナイト 一： ム フャゥ ナ 場合 二 ナッタ。 斯ゥ云 フノデ アルカラ、 此競 爭ガ出 テ 後 - 一 利益 ガナク ナッタ 卜云フ コ卜 

-ー ナル。 前-一 ハ藤 E 偉三郎-一 極メテ 有利 ナル 事業 ヲ經 營サ セル 考デ アツ タ。 此事 一一 付テ 藤田傳 三郞ハ 如何 ナル 心掛 ヲ以テ 此經營 

ヲャッ タカ、 是ハ 商業 的 事業 デァ ルカ、 抑々 愛國的 精神 デ ャッ タカ ヲ疑 フ。 —— 併 シ國家 ノ經營 -I 任ズル 總帑府 が、 之ヲ 買上ゲ 

ルト 云フコ トニ 付 テハ、 甚 ダ疑ハ ザルヲ 得ヌ。 藤田ガ ^賣的 一一 引受 ゲルト 云フコ トハ、 一個人 ノ  業 的 精神 デ、 損益勘定 デ 引受 

. ケ タカ、 愛國的 情祌デ 引受 ケ タカ。 (中略) 後藤 大臣 ノ 說明デ ハ耍 ヲ得ナ イデ、 甚ダ滿 足 ガ出來 ナイ。 得 ノナル 時 ハ取ッ テ損ノ 

アル 時ハ 政府 ガ 引受 ケ ルト 云フコ トハ、 後藤 大臣 ハ サゥ デナ イト 一一 a ハレル ケレ ドモ、 唯ソレ ダケ デハ 分ラ ナイ。 事實ヲ 列擧シ テ 

說明 一一 ナラ ナイト 分ラ ナイ。 ソ レ 故-一 其事赏 ヲ承リ タイ。 ソ レ カラ 藤 田ガ此 國家ノ 山ヲ經 營ス ル 二 付テ、 出願-一 出タ モノ デ アル 

力、 又 ハ國家 ヨリ 命令 シ タ モノ デ アル 力、 出願 デ ァ レバ 願 ノ通リ 許可 スル トー K フ書而 ガ下ル ベ キ Ilic デァ ル。 又 命令 ナ レ バ 命令書 

ガ アル 譯デ ァ ル 。 此手續 上 ノ 書面 ヲ 委 al; 長 ノ手ヲ 通シテ 御廻シ ヲ願ヒ タイ。 

これに 對 して、 伯 は 次の やうに 答 辯した。 

 1£ 傳三郞 ト時ノ 薹灣總 督兒玉 源 太郞ト ノ間ノ 契約 誊ガ ァリ マスカラ、 之 ヲ御覺 -I ナレ バ 明白 -I 分リ マス。 之ヲ差 上ゲマ 

ス。 (中略) 島 田 君 力- フ ノ御 質問 二 依 ルト、 藤 E 傳三郎 が 利益 上ノ 契約 ヲ ナシ タケ レドモ 、担 ヲシタ カラ 之 ヲ救フ タメ 一一  ト云フ 解 

釋ハ、 新？ S ノ傳フ ル トコ C ヲ 前设ト シタナ ラバ、 至！^！御尤デァ ル。 併 シ之ヲ 前设ト シ テ說 明ヲ シ タ fr? 


成ル程 利ガァ レバ 彼/利益 二 ナツ テ、 其 後 ハ 或 ハ 德義 心ヲ以 テ經營 ヲ致ス カ知ラ ヌ ガ、 其 利 5^  ノ 差ヲ總 督府 -ー收 メル コトハ ナイ 

ガ、 契約書- 1 依レ バ 精神 ノ在ル トコ 0 ハ 公益 上ノ 必要 デァ ル カラ、 藤田傳三郎ガ經^&：！シ テモ 損失 ハ立テ ナイ カラ、 之ヲャ レト云 

ウタ トコ n ガ豫定 ノ計畫 通リ行 カナ イト 云フ コ トハ、 前段 申 述べ タヤ ゥナ 次第 デ、 接 蘭 山 ノ如キ 利益 ヲ妨ゲ ル モノ ガ出來 タノ デ 

困ル ト云フ ノデ、 ゾ レガ 原因 二 ナツ テ 今日 ノ如キ 中止 ノ コト- 一 ナッタ 譯デ アリマ ス。 (下略) 

績 いて 議員 側から は 橫井時 雄が 起って、 

是ハ百 八十 萬ノ金 ヲ或ハ 年賦 ナリ、 何ナリ 一一 シテ藤 £ 傳三郞 -1 返 シテ置 ィテ、 サゥシ テ棲蘭 山 ノ方ヲ 新 シク經 營シタ 方 ガ得デ 、ノ 

ナイ カト云 フ疑モ 起ル。 

とい ふ 主意の 質問 をな したる に對 し、 大島 民政長官が、 

棲 蘭 山 ハ朧 口-一  分ッ テ居リ マ ス ル ガ、 マダ赏 ハ隘勇 線ノ外 一一 アル 山デ アリマ ス。 探撿等 一一 行ク コ ト ハ 無論 出來マ ス ル ガ、 十分 -ー 

精査 シタ 譯デ ハ アリマ セヌ カラ、 果シ テ是が 阿&: 山ト 比較 シ テ、 非常 ナ有望 ナ 山デァ ルカ 否 ヤトー K フコト ハ 判明 致シ マ セヌ。 併 

ナガ ラ 今日 マ デノ調 14- 一一  侬レ バ、 阿里 山 ヨリ ハ 劣等 ノ山デ アルト 云 フコト ハ分ッ テ居リ マス。 

と 答へ たこと がきつ かけと なって、 豫 算總會 は圖ら ざる 波瀾 を 捲き 起す ことにな つた。 大島 民政長官の 答 辯が、 伯の 

言葉と 矛盾した からで ある。 その 矛盾 を捉 へて、 議員 側 は銳く 詰め寄って 來た。 さう して、 橫井時 雄と 大島 民政長官 

との 間に 二、 三の 押 問答が 行 はれた 後、 つ ひに 武藤 金吉 の、 

唯今 阿里 山ト棲 蘭山ノ 比較 二 付キ マ シ テ、 民政長官 ノ御答 ト遞信 大臣 ノ御 答ト 、ノ 仝ク 齟齬 致シ テ居ル ャゥ 一一 承知 致シ マス。 是ハ 

何レヲ 信. ジ テ宜 イノ デァリ マスカ。 

とい ふ 質問 を 引き出す に 至った。 そこで 伯 はまた も 答 辯に 立たねば ならなかった。 
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御 答致シ マス ガ、 先刻 民政長官 力 ラ 御 答. シ マ シタコ トト異 ッテ居 ラヌノ デス。 唯 經濟ト 力 不， 經濟ト カ云フ 文字 ヲ 用ュル トス ルノ 

間-一 於テ、 其 應用ガ 宜シキ ヲ得ヌ ト云フ - 一止 マル ノデ アリマ ス。 此ノ如 キコト -ー 付テ 問答 ヲ煩ハ スト 云フコ トハ、 甚ダ時 問ノ不 

經濟卜 云 フコ トー 一 自分 ハ考 ヘル 位デ アリマ ス。 一 言 此所 -! 陳ジ テ置キ マス ノハ、 此棲蘭 山 ト云フ モノ ハ 姑息 ナ 著手ヲ スルー 一 1^ 利 

ナ所デ アツ テ、 阿里 山 ハ极本 的 一一 著 手スル -1 ハ {且 シキ 所デ アツ テ、 此 利益 モ 亦大ナ ル所デ アル。 併シ其 業-一 著 手スル ,1 ハ大 資本 

ヲ要ス ル ガ故 二  、 姑 S 法ノ タメ  二 妨ゲラ ル 、コ トハ、 最モ 商業 上恐ル ベ キノ 敞デァ ル ト云フ コ トヲ申 述べ テア ルノデ アリマ ス。 

(中略) 今日 一一 於テモ 阿里 山ノ 有望 ナル コトハ 疑 ナイ ノデ アリマ ス。 併 ナガ ラ是ガ 官營デ アリマ シ テャル トキ- 1 ハ、 第一 -I 材積 

幾ラ -ー 付テ幾 ラト 云ッ テ拂フ コ トモ ナイ ノデ アルカラ、 其 利益 バ カリ モ 大ナル モノ デァリ マス。 1^ 一  方ノ營 業者 ノ受目 ニナ リマ 

スルト 其ノ材 積モ拂 ハナ ケ レバ ナ ラヌ。 其 金 ハ卽チ 利息 付ノ佥 デ、 利息 ヲ拂ハ ナケ レバ ナラヌ 金 デ アル。 斯ゥ云 フャゥ ナコト -I 

段々 ナツ テ來 マスカラ、 其經濟 上ノ關 係が 變化 ヲ來ス ノデ アリマ ス。 ソコラ ノ點- 一 付 テハ、 阿里 山ガ 不經濟 ナ所デ アルト 云フ コ 

ト -ー 御考二 ナラ ヌャゥ 一一 希望 致シ マ ス ノデ、 說明 ノ足ラ ヌ トコ 0 ヲ補ッ テ置キ マ ス。 若シ夫 レ總理 大臣 ノ御答 ヲ耍ス ル 事柄 ガァ 

リマ スナ ラバ、 私 ノ申上 ゲタコ 卜 一一 付テ、 其 通リデ アル ャ否 ヤヲ、 諸君 力 ラ 御 問 一一 ナル コトヲ 望ミ マス。 

しかし 議員 側 は、 伯の この 答辩 では 滿足 しなかった。 さう して 鑌 いて 元田聚 が、 さらに 猛然と 攻め寄せ 來 つた。 

天 ドノ 疑問 ト ナツ テ居ル トコ ロノ 阿里 山 問題 二 付テ 政府 ノ當局 大臣 ト申シ タイガ、 當局 大臣 -ー ハァラ ズ シ テ、 前 民政長官 -ー シ テ 

今日 遞信 大臣 ト ナツ テ居ル 方ノ、 先刻 來ノ辦 明ト、 現 民政長官 ノ 辦明ト ハ、 大- ー異ッ テ居ル ト云フ コト ハ、 何人 ガ見テ モ分リ 切 

ッテ居 ルノデ アリマ ス。 是 ハツ マリ 同ジコ トデ アルト 云フ 唯今 辨明 デァリ マ シテ、 何デ モ 宜シィ カラ、 御前 方 ハ 信用 シ テ 議決 ス 

ルナ リ、 否決 ス ルナ リ、 何 レー！ モセ ョ ト云フ ガ如キ 態度 デァ レハ、 吾々 ハ、 吾々 ノ其 決心 ガァリ マス ガ、 叮 嚤 一一 說 明ヲサ レテ、 

何レ 二 ナリ、 吾々 一一 事情 ヲ 明白 ナ ラシ メテ、 賛否 ヲ決 セシ ムル ト云フ 誠意 ガァ ルナ ラバ、 今 少シク 慎重 ナル 態度 ヲ以テ 御 說明ァ 

ラン コトヲ M ミ マス。  

そこで 結局、 桂 首相が 自ら 起って、. 答 辯し なければ ならなかった。 そして その 答 辯 は、 至極 ハツ キリして ゐた。 次 


の 通りで ある。 

私 ノ信ズ ル處- ー於テ ハ、 從來ノ 關係上 -I 於テ 、ノ、 現 時 ノ遞信 大臣 卽チ 後藤 前ノ K 政 長 {は ヨリ 御 話 ヲ申サ レマシ タノ ガ、 相 常， 

トト考 へ マス。 

しかし 阿き-山 官 營に對 する 衆議院 各派の 反對 は、 この 首相の 答 辯 を もってしても 終媳 しなかった。 その 結 s^、 豫^ 

總會 において、 この 费目 は彻 除の 運命に 適った。 

豫算 委員長 栗原亮 一 は、 次の ごとく 說 明して ゐ る。 (四十 二 年 二月 十三 日 午後 一時 八 分 開議ノ 衆議院 本 會議) 

四十 二 年度 豫算 審查ノ 結果 ヲ報 吿致シ マ ス. Y 中略) ソ レ カラ 臺灣 特別 會 計-一 於キ マ シテ ハ彼 ノヤ 力 マシキ トコ n  ノ阿 Mf; 山 ノ官營 

デ アリマ ス。 之ガ タメ  ニー  時 借入金 ガ 二百 六十 二 萬圓、 是 ハ 四十 二 年度 デァリ マ ス。 四十 一二 年度  一 I 於テ 八十 三 萬圖。 四卜四^^^度 

一一 於テ モ八 十三 萬圓、 合セ テ 四百 二十 八萬圓 ト云フ モノ ガ、 一 時 借入金 -ー 侬テ支 辦スル ト云フ ノ案デ アリマ ス。 残リ百 六十 二 萬 

圓 ト云フ モノ ハ臺灣 歳 人力 ラ支辦 スル。 此經營 費 ハ總計 五 百 九十 六 萬 M デァリ マ シテ、 ナカ ナカ ノ大率 業 デァリ マ ス。 此 問題 一一 

付キ マ シテ ハ隨分 慎重 二 調査 ヲ致 シ、 又當 局者ノ 言フト n  。 モ 十分-一 聽取ッ タノ デァリ マ スガ、 何分 本件 ト云フ モノ ハ、 計晝調 

杏 共 二  ^不充分 二 シテ、 果 シ テ 今日 之ヲ 官營 二 ス ルガ ョ イカ、 此 得失 ト云フ モノ ハ 容易 II 今 H、 斷定 スル コトハ 出來ナ イト 云フ 

理由 ヲ以テ 、否決 ヲ致シ タノ デ アリマ ス。 

かくして 阿里 山の 官營案 は、 一旦 は 衆議院に おいて 葬り去られ たが、 翌 明治 四十 三年に 至って、 やう やく 議會を 通 

過し、 實 現される ことと なった ので ある。 
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三、 國務 大臣 答 辯资格 問題 

阿里 山 問題が 一段落つ いて、 伯 攻撃の 火の手が 衆議院で 小康 を 得た と 思 ふと、 間もなく、 今度 は國務 大臣 は、 他人 

をして 代理して 答 辯せ しむる こと を 得る か、 乃至 は、 國務 大臣 は 自己の 所管 以外の 問題に ついて、 答 辯す る こと を 得 

るかと いふ 憲法 上、 議院 法 上の 大論戰 を 惹起し-、 政局の 大 紛糾 を招來 した。 

ことの 起り は、 明治 四十 二 年 一月 二十 六日 午前の 衆議院 豫算 委員 會 において、 議員 片岡 直溫の 鐵道豫 算に關 する 長 

い 質問に 對し、 伯が 桂大藏 大臣に 代って、 詳細なる 答 辯 をした るに ある。 

これに 對 して、 第一 に 質問の 矢 を 放った の は、 森 本 i 我であった。 

其 前 II 先程 ノ遞信 大臣 ノ答 辯ノ コ トー-付 ィテー 一一 一一 n 御尋シ テ置 キタイ。 唯今 鐵道 -ー 對 ス ル 質問 ガァリ マ シテ、 遞信大 巨 ョ リ御答 辯 

-I ナ リマ シ タガ、 ァ ノ御答 辯 ハ遞信 大臣 ト シ テ御答 凝 一一 ナツ タノ デァリ マスカ、 或ハ 鐵道院 總裁ト ン テ ノ御答 辩 -ー ナッタ ノデァ 

リマ 七ゥ 力、 鐡道 -ー 關 ス ル 政府 委員 ト シ テ御答 辯 I 一  ナッタ ノデ アリマ セゥ 力、 責仵ノ 明 力 ナル トコ Q ヲ伺ヒ タ ィ。 

この 質問に 端を發 して、 國務 大臣 答 辯 資格 問題と いふ やうな、 大波 瀾を 起す であらう と は、 恐らく 何人も 想像し な 

かった であらう。 そこで 首相 は、 最初 不用意に 鐵 道院總 裁の 資格と してで あると 答へ たが、 鐵道院 總裁は 政府 委員 

ではない。 そこで 國務 大臣と しての 答 辯で あると 言 ひ 直した が、 これで もい けない。 蓋し 伯が 鐵道 院總 裁の 資格に お 

いて 答 辯した となれば、 政府 委員に あらす、 從 つて 全然 答 辯す る 資格の ない 後藤 新 平と いふ 個人に、 桂 大蔵大臣が 勝 

手に 自分の 代理と して 答 辯す る こと を 委任した もので、 ！5i!^ 藏 相に 果して、 その 權限 あり や 否やとの 問題 を 生じ、 若し 


たこと となる。 いは ゆる 「國務 大臣 答 辯 資格 問題」 とい ふの は、 この 法律 的ヂ レム マ を 提げて、 政府 を 難詰した もの 一 

である。  一 

これ も かなり 意地の 惡 ぃ策戰 で、 伯 を いぢめ る爲 めの 論戰 としか 思 はれない やうな 應酬 であった が、 その 間 伯 は、 

終始 沈默を 守って、 その 成 行 を傍觀 して ゐ るより 外なかった。  へ 

さて、 伯の 答 辯が、 國務 大臣と して、 責任 を 以て 答 辯した ものであると いふ ことが 明かに なると、 こんど は 長 島 鹫ー 

太郞が 起ち 上った。 

； 4 ガ 議院 法ヲ解 釋ス ル トコ。 一一 依 リマ スト、 國務大 121 ハ各々 主管 ノ 事務 一一 付テ 說明ヲ ナサ ルべキ モノ デァ ル ト S フ C  (中略) 若 j 

シ國務 大臣 ト云 フ單 純ナル 資格 ヲ以 テ說明 出來ル ト云フ コトデ アリマ ス レバ、 其國務 大臣 所资ノ 事務 以外 一一 付 テ御說 明 一一 ナック. 

， 

モノ 一一  付テ、 他 ノ國務 大臣 モ連 帶シ テ 責任 ヲ帶ビ ラル、 コ トー I ナリ マスカ ドウ 力。 _  . 

これに 對 して は、 法制局 長官 安廣 伴 一郎が 政府 委員と して、  ： 

國務 大臣 ハ他ノ 主管 ノ 事務-一 付テ、 何時」 一 テモ 答辯ノ 自由 ヲ有 シテ 1IW ル ト認メ マ ス。  -ー 

と 答へ、 なほ 長 島 鷲 太郞. および 元田聚 から、 連帶 責任の 點を 執拗に 追窮 された ので、  .： 

無論！^" へ タ大 臣ハ 責仵ヲ 帶ビ、 又 其 事-一 付テ、 赘ノ大 E ハ 無論 責任 ヲ！： 小 ビル： .§5チ代1^トシテ於<"^ス レバ 其 究 仵ヲ帶 ビル。 各大 

E カ聯帶 シテ煑 仟ヲ帶 ビルト 云フ コトハ ナイ。  一 

と 答へ た。 しかし 議員 側 は、 この 答 辯で は、 どうしても 滿 足しなかった。 そこで 委員長 栗原亮 一は、 この 問題の， お 議 

を 後 廻し にして、 鐵 道と 公債の 問題の 質問 戰を續 行しょう としたが、 片岡 直溫の 質問に 對 して、 伯が 答 辯しょう とす； 
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ると、 この 資格 問題が 解決 しないう ちはつ 後藤 國務 大臣の 說 明は聽 くこと がで きぬと いきり 立ち、 つ ひに この 答辯資 

格 問題 は、 次の 委員 會 まで、 持ち越される ことにな つた。 

かくして 翌 一月 二十 七日 午後の 衆議院 豫算 委員 會 において は、 ま づ長島 鷲 太郞が 起って、 この 問題 を 蒸し返した^ 

桂 首相 ノ御眘 轄 一一 屬ス へ キ 事柄-一 付テ、 後藤 男爵 ガ委员 ノ 質問- -對シ テ御答 tl-l ナッタ 事柄 ノ 資格 ガ、 鐵道 院總裁 トシ テ ノ卸資 

格 1ニ アル 力 如何 ト云フ 質問 二封 シテ、 健 力 首相 ト私ハ へ テ居リ マス ガ、 ソレ ハ 鐵道院 總裁ノ 資格 デ アルト 初メ卸 答- 1 ナツ タト 

覺 H マス。 ソレ 二 對シテ 鐵道院 總裁デ ハ^！^シィノデ ハ ナイ 力、 國務 大臣 若ク ハ 政府 委員 ナ ラバ 兎-一角、 何等 資格 ヲ有セ ヌト コ n 

ノ鐵道 院總裁 後藤 男爵が 說明ヲ サル、 ト云フ ノハ、 何ノ 法律 二 據ッタ モノ デァ ルカ ト云フ 質 間が 出 マンタ-一 對 シテ、 是モ健 力 首 

相ト覺 H マ シ タ、 國務大 Hr- ァ アルト 云フ御 辯解ガ アツ タヤ ゥ二 承知 致シ テ居 リマ セヌ カラ、 赏ハ 差控へ テ居ッ タノ デ アリマ ス。 

(中略) 此 問題 ハ 政府 當 局者ト 雖モ、 亦 吾々 議員 ト雖 モ、 愼重 -ー W 究ヲシ ナケレ バ ナ ラス モノ デ アル。 場合 - 一依 レ バ 將來ノ 先例 

. ヲ作ル モノ デ アル。 我邦ノ 憲法 史上 -I 於テ  一 ノ大 問題 ヲ 惹起 ス所ノ モノ デ アルト 考へ マシタ カラ、 私 ハ 政府 赏局者 一一 向ッ テ 慎重 

. ナル所 ノ御答 辯ヲ求 メタ ノデ アル。 (中略) 卽チ此 十  < -年ノ 御 詔勅 卜云フ モノ ハ、 立憲 ノ 準備 ノ御 詔勅 デ アツ タノ デ アル。 此御 

詔勅 -! 依テ見 マ ス ル ト、 ^官衙 卽チ各 大臣 ノ 責任 ト云フ モ / が、 各 分擔サ レテ アルト 云フ コトハ 明白 ナル 次第 デ アル。 乂ニ 十三 

年 -I 發布 一 1 ナッタ トコ ロノ 官制 ヲ見 マシ テモ、 ャハリ 同一 デ アル。 況ンャ 二十 六 年, 一 改正 サレタ トコ 0  ノ 官制 ヲ 0- マス ルト、 第 

ニ條 一一 「各省 大臣 ハ 主任 ノ 事務- 1 付 其 貴-一任 ス」 ト云フ コトガ アル。 是ヲ 以テ見 マス ルト、 各省 ノ 大臣 ガ其 所管 ノ 事務-一 付テ煑 

任ヲ盡 スノハ 明白 ナル コトデ アツ テ、 我 憲法 史上 -I 於テハ ー點ノ 疑ヲ容 レスコ トデ アル。 若シ 昨日 ノ 政府 ノ 答辯ノ 如ク、 國務大 

臣 ハ 何時 タリ ト モ、 所管 外ノ 事務 一一 付テ 答辯ス ル コトガ 出 來ルト 云フナ ラバ、 其^ 務 大臣 ト云フ モノ ハ、 聯帶シ テ其 義務 ヲ負フ 

ト 云フ 結果 ヲ生ズ ル譯 -I ナル。 政府 常 局者ガ 聯帶シ テ 責任 ヲ帶ビ ル ト云フ 御. 說明デ ァ ルナ ラバ、 吾々 議員 ハ 又滿足 ス ル 次第、 デ ァ 

ル。 若シ然 ラズト ス レバ、 國務 大臣 ハ各其 主管 ノ 事務 一一 付テ說 明ヲサ レン ケレ バ ナラヌ 。其 他 ノ人ト 云 フ. モノ ハ此 議院 -! 來テ主 

管大 e 若 クバ 政籽 委員 ノ外、 說 明ヲス ルコト ノ资格 ハ無ィ モノ ト謂 ハナ ケ レバ ナ ラヌ。 


さら ほその 飛沬は 意外のと ころまで 飛んで、 伯 を 以て 徒らに 官制 を複雜 化する ものであるとの 非難 さ へ も 生れた。 

長 島 は 綾いて 論じて ZI く。 

併 乍 ラ此數 ^來 ト云フ モノ ハ、 造憾 ナガ ラせ制 ト：： ムフ モノが 段々 複雜 M ナツ テ參 ル傾ガ アル ノデ アル。 是ハ 決シテ 勅ノ御 趣意 

一一 基ク モノ デ ハ ナイ。 我々 詔勅 ノ御 趣意 二 遠 ザ カッテ 居ル。 隨テ其 結果 ト云フ モノ ハ、 漸次， 立憲 ノ 原則 ヲ破ル ト云フ n トー 一流 レ 

ルノデ アル。 私 ハ多ク ノ例ヲ 用 ヰ ナイ。 後藤 男爵 閣下 ガ臺 灣ノ 民政長官 ヲ罷メ ラ レ テ カラ 以來 今日 一一 至ルマ デ 後藤 ノ 足跡 ノ 

嚮フ トコ 0、 官制 ハ常 一一 —— 私 ハ 紊亂ト 、ノ 謂 ハ ナイ、 複雜 ヲ來タ シテ 居ル。 是 ハ私ハ 後藤 男爵 ヲ攻 擎ス ル譯デ ハナ イノ デ アル。 

固 ヨリ 政府 ノ 施設 ノ 上-一 於テ、 後藤 男爵 ノ 如 キ 有爲 ナル 人ヲ耍 スルト 云フ コ トハ、 吾々 モ之ヲ 認メテ 居ル。 併 ナガ ラ 斯樣 一一 官制 

ノ複雜 一一 ナルト 云フコ トハ、 1^1 々 ハ 餘リ望 ム べキコ トデ ハ ナイ。 極メ テ忌 ムべキ コトデ アル。 (中略) 斯樣 一一 官制 ヲ漸 次紊ル ト 

云フコ トハ、 寅-一 我 立憲 史ヲ 破ル n トデ アル、 又 豫箅委 負 會 一一 於テ 問題 ト ナツ テ居ル トコ 0  ノ 阿里 山 問題 ノ如キ モノ、 鳥 田 $ ^ノ 

御耍 求-一依 テ 政府 ノ 提出 サ レタ トコ n  ノ 契約 案ヲ見 レバ、 單 純ナル トコ n  ノ 契約 デ アル、 藤 田卽チ 現^  ノ： 政 長官 ノ行爲 -ー 影響 

ヲ及 ボス トコ C  ノ、 薹灣 ノ 元老 後藤 男ガ アルト 云フ タメ  二、 契約 上 一一 情實が 搦 マラ レルト 云フ コトヲ 以テ、 多額 ノ 報償 ヲ 出サナ 

ケ レバ ナラヌ ト云フ コ ト 一一 相 成 ルト 思フ。 十八 年ノ 御 詔勅 ノ 御 趣意 ヲ見 レ \  、 官守 ヲ明 力- 1 スル ト 云 フ 御明 文 ガ アル。 之ヲ 以 テ 

0- テ モ、 詰リ 官制 複雜ノ 結果 ト云フ モ / ハ種々 雜多 ノ情實 ト云フ モ ノ ヲ生ズ ルノデ アル。 —— 

この 質問のう ち、 第一の 資格 問題に ついては、 安廣 法制局 長官が 次の ごとく 答へ た。 

唯今 委员長 カラ 御報吿 一一 ナリ マ シタ 通リ、 昨日 ノ コ ト 一一 付 テ御答 辯 ヲ致シ テ置キ マ ス。 卽 チ甲大 E ガ乙大 E  ノ、 王， ぜノ 事務- 1 付テ 

代理 トシ テ答 辯ヲス ル コ 卜 ハ出來 ルト云 フ積リ デァリ マ ス。 併 ナガ ラ是ト 同時- 1 其 主管 大臣 ハ 無論 責 仵ヲ帶 ビルト 云フ コ トー 1 ナ 

リ マス。 (中略) 主管 大臣 ガ各其 責任 ノ範圍 内 二 於テ、 他-一 委託 サレル ト云フ n トハ 敢へテ 法律上 ノ 差支ナ キノ ミナ ラズ、 是ハ 

便 {且 上斯ゥ 云 フ コト、 ガ宜カ ラウト 考へ マ ス。 旣 一一 今 マ デモ 斯ノ如 キ例ハ 度々 アツ タ ノ. デ ゴザィ マス。 否 ラザレ バ 若 シ 1； 務 大臣 ガ 

第 一 章 第二次 化 内閣 時代  三 三 一 


第 八 節 政治 外交 及び 私生活  .  三 三 二 

御 病氣ノ 時分 二 ハ、 是非 其 大臣 ヲ 兼任 スルト 云 フャゥ ナ辭令 ガナケ レバ、 二進 モ三 進モ 事務 ガ運バ ナイト 云フ話 ニナ ラウト 思ヒ 

マ ス 0 

この 答 辯に 對し、 元田聚 は、 然 らば 國務 大臣 は、 議會 において、 政府 委員の 外に、 臨時に 代理 を 命じうる ものな り 

やと 追窮 し、 安廣と 押 問答の 結果、 つ ひに 安廣 は、 代理 を 認める と 答 辯せ ざる をえ なくなった。 績 いて： g 首相が 自ら 

立って、 次の ごとく 極力 これらの 問 题の辨 明に 努めた。 

今 ノア トデ長 島 君が 御！ K 疑-一 ナッタ トコ n 一一  御答ヲ ン マ ス。 昨：！！  ノ此 問題-一 上ッ テ居リ マシタ トコ D  ノ長 島？ ノ御 質疑 I- 對シ マ 

シ テ 昨：：！ 此席 ニ於キ マシテ 明瞭 ナル御 答 ヲ爲シ 能 ハナ カツ タノ ハ^ダ 遣憾デ アル。 併 ナガ ラ是 ハ餘程 重大 ナル コト ト考へ マシタ 

力 ラ、 篤ト 詮議 ヲ シ テ內閣 ノ考ヲ 決定 致シ マ シテ、 御答ヲ スル積 リデ、 昨日 ハ 卽答ヲ シナ カツ タノ デ アリマ ス。 甚ダ其 間 -! 於テ 

本 大臣 ガ或ハ 鐵道院 總裁ト 云ヒ、 或ハ 國務大 E ト云フ コ ト 一一 付テ、 長 島 君ハ餘 s^: 先刻 モ御 述べ -ーナ リマ シ タガ、 是 ハ甚ダ 其明晓 

ヲ缺 イタ ト云フ コト- 一 付キマ シテ ハ、 本官 ガ 一 時 ノ問違 ヒデ アツ タ、 今： ：！ 御 答 ヲ致シ マ シ タノ ガ是ガ 本 統ノ御 答ト卸 承知 ヲ願ヒ 

タイ。 次 一一 先刻 カラ 明治 十八 年ノ御 詔勅、 官制 ノ複 雜、 現内閣 ハ之ヲ 無視 シテ居 ルカ 否ャ、 此御 質疑-一 對シ マ シテ ハ、 本官 ハ明 

0  -_ 御 答 ヲ致シ テ置 カナ ケ レバ ナラヌ ト考へ ル。 決シ テ 無視 致シ テ -i^ ラ ナイ。 尤 モ獨リ 明治い 八 年ノ御 詔勅 ノ ミナ ラ ズ、 總テ陛 

下ノ御 趣意 ヌ 奉戴 致 シ マ シ テ、 立憲 的 - 一 憲法 一一 基 キマシ テャッ テ ル 決心 デゴ ザィ マ ス。 此邊 ハ ドウ ゾ卸 疑ノ ナイ ャゥ - 一致 シタ 

ィ。 此官制 ノ複雜 云々 ト云フ 先刻 カラ 御話モ ゴ ザィ マ シ タガ、 是 ハ 多分 殊 二 後藤 男爵 其ノ 一  身ノ 任用 -ー 付キ マ シ テ、 種々 御 質疑 

ガ アツ タヤ ゥデゴ ザィ マ ス。 如何 -I モ 本官 ノ覺へ テ居ル トコ。 デハ、 曩, 一 後藤 男爵 ガ薹灣 民政長官 ヲ代ラ レマシ テ 滿洲鐵 道ノ總 

？ 5^ 一一  ナ ラレ マシタ 後-一、 或ハ 臺 灣ノ顕 若ク バ 關 柬州ノ 顧問 卜 一； ムフ ャ ゥナ、 -Ipii 制デァ ッ タカ 何デ アツ タカ、 アツ タヤ ゥ -I 覺ェテ 

居リ マス ガ、 今 ni ハ 其 事 ハ 無ィ ノデ アリマ ス。 义將來 モ成ル ベ クサ ゥ云フ ャゥナ コト ハ避ケ タイト 云フ 考デ ゴ ザィ マスカラ、 ド 

ゥ， ゾ サゥ陶 承知 ヲ願ヒ マス。 


この 豫箅委 ：M 總會 における 論戰 は、 時の 政府に 取って は、 隨 分の 難問題であった。 さう して、 議場 はかなり 典 * し 

H: っ驗擾 したので あった。 しかし かう した 法^問題 は、 豫算 委員 會 において 論議すべき ではない とい ふ 議論 も 出た の 

で、 遂に 二月 一日に は 花 井 卓藏は 正規の 賛成者の 連名 を 得て、 左記の ごとき 二通の 質問書 を 議場に 提出した。 

質問書の 一 

國務 大臣の 资格及 其 發ー百 の 責任 に關 する 質問 主意 書 

一 、 ^務大 E と 各^ 大臣と は^ 法 上 其 資格 同 一 にあら すと 信す。 政府の 所見 如何。 

二、  n 務 大臣の 發ー百 は必 すし も 其 主管 事務に 拘束 せらる へき ものに あらす と 信す。 政府の Jwly- 如何。 

三、 國務 大臣の 發 言に 付て は 政治 上 道徳上 内閣の 總 負 其責に 任す へき ものな リと 信す。 政^の 所见 如何。 

四、 國務大 E の發言 に關し 委託^く は 代理 を 認めた る 法規な しと 信す。 政府 如何。 

五、 國 務大 ほの 資格 並に 言責に 關 する 事項 を辦 明す る は 法制局の 所管 事務に あらす と 信す。 政府 ハ所兑 如何。 

5^ 問 書の 二 

政府 委員 の 發ー百 の 責任に 關 する 質問 主意 書 

甲、 明治 四十 二 年 一 月 二十 六日 豫算 委員 會に 於て 政府 委员 安廣 伴 一 郞. 君 は 委員長 島« 太郞 君、 元 E 维 君の 質問に 對し 左の 如く^ 

辯したり。 

(中 略 リ 

乙、 义 同年 同 ：=; 二十 七日 同 委員 會に 於て 同 政府 委員 は 左の 如く 說明 並に 答 辯 をな したり。  . 

¥ 略) 

右の 應酬 に對し 本員の 政府の 所信 を 確 めんと する 耍點 左の 如し。 

笫 一 前記 甲乙 各 事 Is- に關 する 政府 委員の 說明 並に 答 辯に 付て は國務 大臣の 總員は 共に 其の 貴 任 を负ふ や  ， 

笫ーせ 十 第二次 內閣 時代  三 三 三 


第 八 節 政治 外交 及び 私生活  .  三 三 四 

第二 若し 然ら すと せ は 前記 各 事項 は 如何なる 大臣の、 王 官 事務に 馬し 如何なる 大臣に 於て 責任 を 負 ふ や 

笫三 所^ 事務の 定めな き 政府 委員 は 官制 上の 所 化 =2 以外に 渉りて 說 並に 答 辯 をな すの 權利 あり や 

第 四 法制局 長官 か 政府 委員と して^す る 資格 權 限の 範圍 如何 

さう して 提出者 花 井卓藏 は、 翌 二日の 午後、 衆議院 本會議 において、 左の 如く 說 明した。 

—— 法律上 ヨリ 見 マ シタナ ラバ、 國務 大臣 ハ君 主-一 對シ テ單獨  一！ 責仵ヲ ねフコ トハ疑 ハナ イノ デ アリマ ス。 本員 も 义左樣 一一 信ジ 

テ居 ルノデ アル。 併 ナガ ラ 政治 上 道徳上 ノ 問題 ト致シ マシ テハ、 大臣 ハ議會 一一 對シ テモ、 E ほ 對シ テ モ、 同ジ ク其責 仵ヲ负 ハ 

レン ケ レバ ナラヌ モノ デァ ラ ゥ ト 本員 ハ 思フ。 是 レ ゾ卽チ 立憲 的 動作 デ アルト 思フ。 而シテ 憲法 行 ハレ テ玆- ニー  十 年、 議會開 力 

レテ兹  一- 二十 五 同、 惯例 トシ テ、 事 (お トシ テ、 内閣 ノ總 員ガ 政治的 問題 ニ關シ マ シテ ハ聯 帶-! 其責 一一 任 ズべキ モノ デ アルト 云フ 

コ トハ、 議院 ノ  4- 體 一一 於 テ認メ テ居ル トコ ロナ ルノ ミナ ラ ズ寧ロ 信 ジテ疑 ヲ容レ ザ ル所デ アル。 (： 中略) 而シ テ此點 -I 關スル 政 

府 委員 ノ答辯 一一 至リ マシ テハ、 不讜 慎、 不 條理、 不通、 不？^是 ハ實  一一 一一 一一 E 詰 -I 絕シ タル モノ ト 本員 ハ 心得 テ居ル ノデ アル。 (中略) 

本員 ハ 憲法 ノ正 常ナ ル解释 ト致シ マン テハ、 1： 務大 E ト齐^ 大 tai ト ハ 其资格 一 1 於キ マシテ 決シテ 同一 デナ イト 思フ ノデゴ ザィ マ 

ス。 諸君、 内閣 ハ 國務大 E ヲ以テ 組織 ス ル トコ 0  ノ 合議 機 關デゴ ザィ マス。 各^ 以外 一一 獨立 シテ展 ル所ノ  一  ノ官 廳デ アル。 國務 

大臣 ハ 其 官廳ノ  一  ノ 吏員 デ アル。 官吏 デ アル。 (中略) 果シ テ然ラ バ 所謂 內閣ト ハ 政府 ノ謂 二 ン テ國務 大臣 ト ハ 政府 ノー  人、 内 

閣ノ 一  員 デ アルト 云フ コ 卜ハ、 最モ 明. dT テア ラウト 思フ ノ デァリ マス。 ソレ故 一一 議會 一一 臨ム トコ 0  ノ國務 大臣 ハ行 政 各部 ノ 首長 

ノ 意義 デ アルガ 如キ 狭義 ノ解释 ヲ下ス ハ、 好ンデ 不文 ノ典 則ヲ 否定 シ 議院 ノ權利 ヲ殺グ モノ デ アルト 本 信ズ ル ノデァ ル。 

(中略) ^務大 R 卜 シ テ 議院 二 臨 マ ルル 以上 ハ、 其 發ー 百ハ常 -I 必ズ 政府 ヲ 代表 ス ルモ ノト： 土；：々 ハ 受取 ッ テ然ル べキ モノ デ アルト 

思フ。 (中略) 從ッ テ所资 以外 ノ 事務 デ ゴ ザ イマ シテ モ、 發 一一；： s  ノ 拘束 ヲ受 クル コ卜 ノナキ ハ 勿論、 ^モ 政務-一 關 スルモ ノデゴ ザ 

イマ スル 以上 ハ、 自 一  其 意 ヲ 述べ 得べ キ權利 アルト ：！ 昨 一一、 述べ タルー 百-一封 シテ ハ^ 大臣 ハ內閣 代表 ィ發 一一 H トシ テ互 -1 聯帶 

シ テ 其責 -1 任 ジナケ レバ ナル マイト 思フ。 (中略) 行政 <J ^部 ノ 首長 ノ 發 一一 H デ アルト 云 フ 1 百 葉 ノ 下-一、 所管 外 ノ责任 ヲ免ル 、ト 云フ 


ュ ト ハ 政治 道 德ノ上 -! 於テ V 立セ忍 政治/. 典則 ノ上 -ー 於 テ許ス ベ カラ ザル コトデ ァ ラウト 本員 ハ 思フ、  <  中略」 然ル -! 若シ 主仵大 

臣ガ 主任 以外 -ー 責任 ヲ有シ ナイト 云フ コト 一一 相成リ マ シ タナラ バ 如何 デ ゴ ザ イマ セゥ 力。 文武 九^ 一一  分 タレ テ居ル 行政 齐部ノ 首 

長ハ 仝ク 内閣 ヲ以テ 已レノ 主管 セル トコ ロノ 行政 廳 ノ 出張所 卜 ナシテ 居ルモ ノト 0- ナケ レバ ナル マイト 思 フノデ アル。 又 各 大臣 

ハ 其擔 仵致シ テ：： W リ マス ル トコ。 ノ 行政 事務 一- 對 シテノ ミ责仵 ヲ有ス ルモ ノト 致シマ シタナ ラバ、 是ハ 政務 ヲ總 攒 ス ル -ー 、ノ ァラ 

ズ シテ 政務 ヲ 分離 スル モノ デ アルト 私 ハ思フ 。政務 ヲ 銃ーセ ョトハ 内閣 官制 -- 揭ゲラ レテ アル。 (中 峪) 已 -ー 然リ ト致シ マ シ タ 

ナラ バ、 甲ノ 國務大 K ハ乙ノ 國務大 R 一一  發 首 ヲ 委托シ 代理 ヲ委托 スルノ 必要 ハナ イノ デ アリマ ス。 況ャ 委托ト 云ヒ、 代理 ト云ヒ 

國家ノ 公器 ヲ授ク ベ キ關係 一一 於テ 民法 上ノ 用語 ヲ使フ ト云フ コ ト ハ 日本 開闢 以來未 ダ曾テ 無 イノ デ ァ ル。 任官 ハ 陛下 ノ大 權デ ァ 

リ マス。 國務大 E 一一  代理 ヲ命 ズルコ トモ  ーノ 仵官デ アル。 旣 一一 仟官ト 致 シ マ .ス レ バ H<^5fl  ノ 大權 二 依ラ ズ ン テ 自. m 一一  受校 スルコ 卜 

ノ 出來ル 事柄 デ ゴザ イマ セゥ 力。 ^シ 之ヲ以 テ便& ナ ルガ 故ニト 云フ 政府 委員 ノー 一  K ヲ シ テ 減 ナ ラシ メタ ナ ラバ、 彼等 ハ 便化ヲ 以 

テ 大權ヲ 侵 ス モノ デ アル。 都合 ヲ以 テ 天皇 ノ大權 ヲ侵ス モノ デ アル。 其罪恕 ス ベ 力 ラ ズ ト信ズ ル 。 (中略) 法制局 畏官 一一 大 E  ノ 

资格 責任 ヲ云爲 ス ル 權限ヲ 何時 授ケ ラレ タカ、 何ノ 法規 -ー 依ッ テ授ケ ラレ タカ ト云フ コトヲ 問ハザ ルヲ得 ナイ ノデ アル。 赏ハ法 

制 局長 官ガ出 シャバ リ過 ギタ過 デァリ ハ シ ナイ カト 思フ。 (中略) 法制局 官制 中笫 一 條 法制局 長官 ハ阔 務大ほ ノブお 格 並 二 其 一一 H 責 

ヲ 調査 スべキ モノ ト云フ 規定 ハ 何處 ヲ 見テモ イノ デ アル。 

これに 對 して、 務 大臣 平 田 東 助 は、 事 殊に 重大に 1 る を 以て、 政府 は 深く. 难議 考慮の 上、 書面 を 以て 答 ふべき 匕 

を 一 百 明した。 

また 同じ n の 衆議院 本會議 において は、 r 國務 大臣 ノ議會 一一 對ス ル權限 ヲ明由 一一 決定 セ ム カ爲特 一一 調^ 委員 ヲ擧ケ 

テ 調査 セシム へ シ」 とい ふ 緊急動議が 提出され たが、 これ は 花 井 等の 質問に 對 する 政府の 答 辯を聽 いてから にした 方 

がよ からう とい ふので、 それまで 延期す る ことにな つた。 
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この 執拗なる 衆議院の 攻 擊に對 し、 政府 は 頗る 苦慮した。 そこで 法制：： において 愼盧に 研究し、 閣議の 決定 を經て 

三月 二十四日、 次の ごとく！： 相から 答 辯 書 を 送った。 

衆議 K 議員 花 并ネ藏 ^外 一 名^ 出 阔称大 E の^ 格 及其發 一一 H の資 任に 關 する^? 1： に對 する ^^：：辯 書  . 

一、 國務大 E の 職務 は阔法 上-竹^ 所管の 事務に 限 せ さるものと 認む 

二、 國務大 E の 發ー百 は必 すし も 其主菅 事務に 拘束 せらる へき ものに あ ら す と認む  ■ 

三、 國務大 E の發 一一 rE に 付其總 員が 政治 上 及 道 德上言 責に 任す へき や 否や は 各 事項に 付 決定す へ き 問題に して 概括 的に 答 辯す る こ 

と を 得ず 

四、 ^称 大臣の 發霄に 關し他 31： 務に 於て 其 委託 を 受け 义 は代瑰 をな す へき 特別の 法規な し 

五、 國務大 E  3 資格 並に 首 煑に關 する 事項 を辦 明す る は 法制 の 所^ 事務に あらす 但政」 肘 委員の 職務 は必ら すし もせ 制の 所管 事 

務と 相關聯 する を 要せす 

衆議院議員 花 井 卓藏君 提出 政 麻 委員の-鼓 一 百に 關 する 質問に 對 する 答 辯 書 

第 一 、 質問書 記載 2 甲乙^ 事項に 關 する 政府 委員の- 說明 並に 答 辯に 付いて は 事 政府 令- 體に關 する を 以て 阈務 大臣の 總 と共に 其 

言責 を 負 ふ ものと す 但し 政^ 委員の 說明中 委任 及 代理 云々 は 稍々 穩常を 缺くを 以て 之 を 取消す 

第二、 前 1^ の 答 辯に 依りて 明かな り 

第一 一一、 政府 委員の 職務 は 必ずしも 官制 上の 關係を 要せ w<j を 以て 所资 事^の 定めな き 政府 委員 は 官制 上の 所^ 以外に 渉りて 說 

並に 答 辯す るの 權能を 有す 

第 四、 前項 答 辯に 救り て 明な り 

この 答 辯 書の 提出に よって、 二月 二日の 國務 大臣 權限 調査に 關 する 緊急動議 は、 撤囘 される ことにな り、 漸くに し 

てこの！： 務 大臣 代，，  一 も 終り を吿 げ、 一時 は 天下の 耳 EI を聳 動した 政界の 波瀾 も鎭靜 したので あった。 これ は 


の 中心と なること は、 伯の 政治的 潜勢力の 反映と も 見られ 得る からであった。 つまり 伯 は、 不思議な 形に おいて、 議 

會の 花形と 爲 りつつ あつたの である。 この こと は、 後に 寺 內內閣 の 際に ー曆甚 しかった。 

四、 外交 上の 活躍， 

ビス マ ー クが 外交 家であった とい ふ 意味に おいて、 伯 も 亦 天性の 外交 家であった。 彼 は 少年の 日から、 跃 引の 名人 

であった。 彼 はなに を 達成すべき やの 目標 を、 明白に 胸中に 把持しつつ、 人 を そらさす して 應酬 する の 術を體 得して 

ゐた。 

また 彼 は 一 生 を 通じて 外交に 與味を 抱いて ゐた。 若し 彼に して 外國 語の 才を惠 まれて ゐ たなら ば、 日本 は 一 人の 偉 

大 なる 外交官 を 彼に 於いて 發 見した であらう。 

彼の 外交 趣味 は、 夙く 旣に獨 逸 留學の 日に 始まる。 彼 は 社交 を 好まなかった。 併し乍ら、 彼 は 赤十字 會議の ごとき 

國際 會議に 出席して、 日本の 立場 を 主張す る こと を 好んだ。 

この 外交 與味は 臺灣に 赴く に 及んで、 更に. 一層の 濃度 を增 した。 支那 政策、 南洋 政策に ついて、 彼 は間斷 なく 研究 

し、 且つ 働き かけた。 

滿鐵總 裁の 任に 就く や、 * は 支那と 露國 とに 對し、 隱 然として、 日本 を 代表す る 外交官の 役目 を 演じて ゐた。 伊藤 

博 文との 嚴島會 見に おいて、 日本の 世界政策 を 徹宵 談論した る は、 旣に 記した ると ころで ある。 

第 一 章 第二次 桂內閣 時代  null 七 


第 八 節 政治 外交 及び 私生活  三 三 八 

桂內 閣の遞 相た るに 及んで、 彼が 更に この 外交 趣味 を發摊 すべき は、 寧ろ 餘 りに 當然 であった。 彼 は 或は 首相に 獻 

策して 外交の 方策 を 講じ、 或は 側面より 小 村 外相 を援 けて 外國 使臣 その他と 交驩し、 或は 自ら 主人公と して 外國 との 

交 涉に當 つた。  • 

彼が 首相に 對 して、 いかなる 獻策を 試みた るか、 不幸に して これ を 叙述すべき 資料 を發 見す る ことができぬ。 しか 

し 彼 は、 筵 を 設けて、 外國 使臣 を 招待し、 彼の 家族 は^めて 外國 使臣の 招宴に 應 じて 出席した。 また 和 子 夫人 は 

公式 接見 日 を 設けて、 外國 使臣と その 家族と を 午後の 茶に 招待して 交 藤した。 

彼が 自ら 主人公と して、 外交に 參畫 したの は、 主として 支那と 暂西 亞と獨 逸と 米國 とであった。 彼の この 四國 との 

外交的 關係 は、 四 個の 公共 圑體 によって 殘 つて ゐる。 

の 支那に 對 する 輿 味 は、 內務 省衞生 局の 日に 始まり、 在臺の 日に いよ/ \ 深まった。 その 結果と して、 彼 は 桂の 

創設した る 東洋 協 會にカ を 響し、. 後に 會頭 として その 擴張强 化を圖 つた。 

彼の 露 國に對 する 關心 は、 滿鐵總 裁の 日に 始まる。 その 最後に 至る まで、 彼 は 念々 對露 政策 を 忘る るの 日な く、 一 

時 は 殆ど 露 國に對 して 日本 を 代表す る 唯一 人た るかの 觀を すら 呈 した。 その 努力の 結晶した る ものが、 彼が 創設 盡カ 

して、 後に 會 頭たり し 日露 協會 である。  - 

彼が 初めて 獨 逸の 文化に 接した の は、 須 I 只 川醫學 校に 於いて、 醫學の 研究に 志した るの 日に 始まる。 而 して 獨逸留 

學の 日に その 濃度 を增 し、 臺灣、 滿洲 とこれ を繼績 し、 臺閣に 列す るに 及んで は、 カを盡 して 日獨の 接近に 努力し、 

しば/ \ 私財 を擲 って獨 逸の 15 學を 日本に 招聘した。 彼が 後年の 日獨 文化 協 會の會 頭と なった こと は、 蓋し 偶然で は 


併し乍ら、 彼の 關 心の 最大と いはざる も、 その 重大なる もの は、 米國 にあった。 殊に 彼の 新 渡戶稻 造と ともに 米國 

に 旅行す る や、 この 國が 將來 世界に 冠絶す る大國 たるべき こと を豫 見し、 北米 合 衆 國に對 し、 歐洲は 將來、 歐洲合 衆 

國を もって 對抗 する に 非 すん ば、 到底 拮抗す る こと 能 はざる べしと 爲 した。 これが プリ アンの 歐洲 聯盟 運動に 先立つ 

こと 三十 年で ある。 

ゆ ゑに 彼 は 米國の 動靜を 注視す る こと を 怠らなかった。 彼 は 夙く 米國宣 敎師の 支那 朝鮮に 於け る 勢力 を 看破し、 こ 

れを 是正す る爲 めに は、 {ー 且敎帥 以上の 人物 を 以てする の 外な しと 思惟し、 遂に 萬國 基督 敎靑 年會の 創設者、 米人ジ ョ 

ン • ァール • モッ ト 博士と 厚誼 を 結び、 彼 を 通して 日本の 立場 を 世界の 宗教家の 間に 知悉せ しむる ことに 努力した。 

また 彼 は 米 國の新 文化に 留意し、 その 嗣子 ー藏 をコ ロム ビア 大學 に遊學 せしめた るの みならす、 米國の 學殖を 日本 

に 人れ るに 盡カ する こと 厚く、 米國の 碩學チ ャ ー ルス •  H 1 • ビ ー アド 博士 を 招いて、 東京 市政 調 查會を 創設し、 關 

東大 震 火災に 際して は、 再び ビ，' アド を 急 招して、 帝都 復興の 案 を 立てし めた。 これ 等 は、 彼の 對米 外交の 片鱗 を 物 

語る ものである C 

かかる 廣汎 なる 意圖 の. 下に 行 はれた る 彼の 外國 代表者との 交驩 交涉 は、 桂 內閣當 時に 於け る ものと して は、 僅かに 

支、 露、 獨、 米の 四國 との 記録の 一部に 殘存 せる のみで あるが、 併し乍ら、 それ 等に よって、 遞相 としての 彼が 外交 

方面に 如何の 活躍 を爲 せし やの 一斑 は窮ひ 得る であらう。 

笫ー章 第二次 桂 内閣 時代  三 三 九 


第へ 節 政治 外交 及び 私生活  三 四 〇 

五、 唐紹 儀と の 密談 

明治 四十 一年 十月 十三 日の 夜、 遞信 大臣に 就任して 間 もな き 伯 は、 深 川の 日本銀行 供樂 部に、 廣紹儀 一行 を 招待し 

小 村 外相、 大島關 東 都督，： 伊藤巳代治 子、 松 尾 日銀 總裁、 その他 外務、 大蔵、 遞信 各省の 次官 局長、 並びに 濉澤榮 一 

男、 岩 崎 男、 三 井 男、 大倉喜 八郞、 其の 他實業 の 巨頭 を 集めて、 盛 筵 を 張った。 

廣紹儀 は H 1 ル大 學に學 び、 李鴻 章の 幕下に 生長した る 支那 政界の 有力者で、 明治 三十 八 年 六月、 徐世 i:;n の 東 三省 

總瞥 として 滿洲 に來る や、 彼 は 奉 天 巡 撫に擢 用せられ て、 專ら對 .p、 對 露の 外交に 當り、 戰後は 支那の 利 權囘收 政策 

のために 奮闘した。 その 當時 新たに 滿鐵總 裁と して 赴任した 伯と は、 その 間に 相識る に 至った ので ある。 

今囘の 彼の 渡 日 は、 團匪 事件 賠償金 中二 千 萬兩を 支那に 還附 したる 米 國に對 し、 謝恩 使と し 特派 せらる る 途次、 立 

寄った ものであって、 その 目的 は 日本 財政の 調査に あった。 彼 は 謝恩 使た る 以外に 日、 英、 米、 獨、 怫諸國 の 財政 を 

調査すべき 內命を 受けて ゐ たので ある。 

併し乍ら、 彼の 眞の 目的 は、. 名 を 謝恩に 藉 つて 米國に 赴き、 米淸 接近の 一 投石 を 試みん とする にあった。 それ は 日 

露戰爭 以來、 急激に 增 進した る 日本の 極東に 於け る 勢力 を、 米國の 力に よって 牽制 せんとす るに あった。 ことに 滿洲 

に對 する 米 國の關 心 を 助長し 對日、 對 露の 清朝 外交 を補强 するとと もに、 出來 るなら ば、 米淸 同盟にまで も 進みたい 

腹であった やうで ある。 

ゆ ゑに この間の 事情 を 察知した る 日本 政府 は、 これに 對し 周到なる 手配 をした。 一方、 駐米 大使に 訓令 を發 して、— 


ある。 

パ诏 儀が 米國 政府 を 訪れ、 米淸 同盟の 提案 を 試みて 失敗した る は、 世界 外交 祕史 中の ー插 話で あるが、 彼 は 東京に 

於いて は、 ，膽 の 毛 ほど も、 その 素振り を 示さなかった。 日本側に 於いても、 素より これ を 感知せ ざる ものの ごとく、 

た だ 日 淸國交 の 親善 を 主眼と して 接待し た。 

ただ その 夜、 伯が 招宴の 主人と して 述べた 儀 禮的挨 俊のう ち、 次の 一節 は、 注目に 値する。 何と なれば、 この 思想 

が具體 化して、 やがて 十 一 月 一 日の 唐紹 儀との 密談と なった からで ある。 

鲁 

愚案 デ ハ日淸 雨 國ノ關 係ハ單 一一 官ト 官トノ 親密 ダケ デ ハ. 足 ラヌ。 乃 チ兩國 ノ大官 員 ト雨國 民 問 ノ财政 家 經濟家 ト云ハ ル 、人々 ト 

ノ間 -_ 親密 ナル 關係ガ 起テ、 初メ テ 雨國ノ 幸福 ヲ於 "進 ス ルコト ガ出來 ルノデ アリマ セゥ。 自分 ガ初メ テ麼 大臣 一一 接近 シタ 時ハ、 

官ノ 關係デ 無ク、 殊 一一 此感 ガ深ィ 境遇 一一 居ッ タ時デ アツ テ、 自分 ハ凡ソ 兩國ノ 親善 ナル モノ ハ、 雙方ノ 官民 ノ 親善 デナ ケ レバ、 

完 仝ナル 親善 デナ イト 云フ宿 見ハ、 徹頭徹尾 固信シ テ疑ハ ヌ所 デァリ マ ス。  ， 

十月 十三 日の 夜 宴 は、 儀禮 上の 舞臺的 動作に 過ぎなかった。 本 當の交 涉は十 一 月 一 日 午後、 強 穴の 滿鐵 社宅に 於け 

る、 主客 水 人ら すの 懇談に あった。 

この 日 通譯の 任に 當 つた 佐 藤 安之助 は、 次の ごとき 長文の 會談記 要 を 作成して、 これ を 伯の 手許に 送った。 これに 

よると、 伯 は 先 づロを 開いて、 「今日 ハ少ク 秘密 一一 涉ル事 ヲ御話 申 度 ク斯ク ハ 他人 ヲ 避ケテ 別席 對坐ヲ 求 メタル 次第 

ナリ」 とて 滿鐵 問題に つき、 次の 如く 驚くべき 提案 を 試みた ので ある。 

第一章 第二次 桂. s: 閣 時代  三 四 一 


第， へ 節 政治 外交 及び；？^ 生活  三 四 二 

先般 奉天ヲ 訪ヒ徐 總督ト 面談 セル 節、 條約面 基キ、 淸國人 一一 於テ滿 鐵株ヲ 引受 ケラ レン コト、 更 -I 「步ヲ 進メテ ハ貴國 皇室 二 

テ 該株ヲ 所有 セラ レン コト 並- 1 賁國ヲ 代表 ス ル人ヲ 同會社 -I 人 ラシ メ ン コト ノ三點 一一 及ヒタ ルガ、 閻下此 事 二 關シ閗 知 セラ ル 、 

所 アル 力。 

これに 對 して 唐が、 すでに この 問題 は、 徐總督 より 聞き及び をる 旨 を 以てする や、 伯 は 單刀直 人、 r 此ノ三 點ュ對 

スル 閣下 ノ御 高見 如何」 と 訊した。 これに 對 して 唐 は、 淸國 皇室が 滿鐵株 を 所有す る ことの 全く 絶望なる 旨 を 次の や 

うに 答へ た。 

閣下 ノ貴我 雨 國ノ爲 一一 配 セ ラル 、所ハ 固 ヨリ 諒ト スル モ 第一、 第二 共- 1 至難 ナリ。 殊-! 我ガ 皇室  一 I 於テ滿 鐵株ヲ 所有 セラ ル 、 

トイ フコト ハ絕對 - 一望 ミ ナ シ。 我 力 皇室 ガ他 國ノ 皇室 ト仝ク 事情 ヲ Bf- 一  スル ハ 閣下 ノ 夙-一知 ラル 、所 ナル べシ。 徐督 ヨリ 右ノ趣 

ヲ 北京 - 一報 シ越セ ル赏 時、 自分 ハ慶 親王 一一 面シ 種々 内 話 スル所 アリシ モ、 到底 其成ル へ カラ サル 事由 ヲ發 見シ タリ。 慶 親王 ノ云 

ハル ルー ーハ、 前キ 一一 盛宣懷 ヨリ 大冶 鐵鑛 及萍鄕 31^  ノ兩 株式 ヲ 皇室 一一 於テ 御所 有 願ヒタ シ、 若シ 幸- |聽 納 セラ ルル トキ ハ、 冥加 

ノ 意味 ヲ以テ 銀 百 萬 元 -I 相 常スル 株式 ヲ差 上ケ、 其 上 親王 ノ 手許 へモ 同額 ノ物ヲ 差 出 スへケ レバ、 然ルへ ク處分 セラ レタ シトノ 

コトヲ 申出 タル 一一、 親王 ハ 自分-一 對スル モノ ハ 受納 シ難 キノ ミナ ラ ズ、 皇室-一 持 株ヲ願 フコト モ 迷惑 ナリ、 其 上皇 室 持株ノ 得失 

ヲ 說明ス ルモ、 恐ク ハ情ヲ 悉スヲ 得サル ヘシ、 仍テ卿 謁見 ノ 時機 一一 於テ、 E 接 奏上 スル - 一如 カザ ラント 答へ ラレ タリ。 併シ ナカ 

ラ盛ハ 所謂 外省官 -丁ン テ京官 -1 ァラ ザル 爲メ、 謁見 ノ機 會稀ナ レハ、 漸ク 請訓 (御睱 乞) ノ 場合、 兩宮ノ 御前 一一 テ 此事ヲ 何出タ 

ル 一一、 殊ノ 外ノ御 不興- 1 テ、 汝ハ 皇室 ハ買賨 シテ錙 朱 ノ利ヲ 追 フ モノ ト思 フカ ト处 口 叱 セラ レ、 流石 ノ盛モ 恐縮 シテ 御前 ヲ返 下シ 

タ. ル由ナ レハ、 今： IT  ノ狀況 一一 テハ、 皇室 ヲシテ 株式 ヲ 所有 セ シムル コトハ 袷ント 絕望 ナリ。 

淸國 皇室が 株式 を 持つ ことの 困難なる は、 i 是に 唐の 語る ところの 如くであった らう。 しかし 伯 はさら に 屈せす、 も 

う 一度 その 點、 -た。   I 


貴國ノ 事情 ハ 高說ノ 如 クナラ ン。 去リ ナガ ラ弊^  ノ 資本 ノ ミ プ以 テ經齊 シ居ル トキ ハ 、 脅！： 人 ハ視 ルー 一 他 n  ノ 事業 ヲ以テ セラ い 

兩國ノ 關係厚 カラ ス。 之-一反 シ テ日淸 兩國ノ 資本 ヲ合 一 スルヲ 得ハ、 利 寄 相 同シキ プ致ス へ シ。 .E 分 ハ 其 土地が 已 -1 滿洲ナ ル ュ 

於 テハ、 必ス ャ兩 國 ノ资本 ヲ以テ 合辦ス ル ヲ當然 ナリト 信ス。 而シ テ其笫  一 ノ 手段 ハ、 皇室-一 御 持 株 ヲ願フ 一-若 ク モノ ナン。 皇 

室-一 於 テ已二 株主 トナラ ルル トキ ハ、 人民 ハ招カ サルモ 來リテ 加 ハラン コト ヲ願フ ヘシ。 率 一一 貴^ 皇室 -I 於 テ此ノ 至 願 ヲ容ル 、 

トキ ハ、 自分 ハ我ガ 皇室 一一 於テモ 株式 ヲ御 所有 遊サル 、ャゥ 微力 ヲ盡 ス考へ ナリ。 若シ此 レ等ノ 希望 成就 セ ハ、 獨リ 滿洲鐵 道^ 

業ノ上 一一 良好 ナル關 係ヲ生 スルノ ミナ ラス、 延 テ兩國 皇室 ノ梭 近ヲ更 -I 事赏ノ 上- 1 見 ハシ、 ^交 上 一一 モ 好結果 ヲ斑ス へキハ 勿論 

ナラ ン 0 

そして 唐より、 再應 その 實 行の 望みな きを 閜 くや、 直ちに 第二の 提案に 移った。 卽ち 一般 淸國 をして、 滿鐵株 を 

拳 

所有せ しむる の 案で ある。 それにつ いての 談話 は r 會談記 要」 によれば 次の 通りであった。 

大臣 皇室 ノ御 都合 貴說 ノ如ク ナラハ 是非 ナキ モ、 一般 ノ貴國 人 ヲシテ 人 株セシ ムルハ 如何。 

唐 一 般弊 國人ガ 株式 ヲ 引受 クル コ ト ハ尤 モ喜フ へ キ 所ナル モ、 是レ亦 現今 ノ 無資力 一一 テ ハ 困難 ナル へ シ。 

大臣 雨國 人ガ赏 -ー 合資 ヲ 決心 スル トキ ハ、 拂 込ミハ 一時 ナラ ザル モ 漸次 納人ス ル 方法 モア ル ヘシ。 

廣 然リ。 去 リナ カラ 貴國ノ 出資 ガ查 億圓ナ ル -ー 於 テハ、 弊國ノ 出資 モ亦壹 億 圓ナラ ザ， レ バ 妙ナラ ズ。 漸次 納人ス ル モノ トス ル 

モ、 現 時 ノ弊函 ノ狀態 一一 テハ、 ニギ 乃至 三年 内 一一 此互 額ヲ 拂込ム コトハ 至難 ナリ。 (佐 藤氏 語 ヲ擴メ テ 云ク。 資本 ハ贰 億圓ナ 

ルモ、 内 查 億圓ハ 政庇ノ 出資 一一 屬シ、 民間 應募ノ 株金 ハ殘 リノ 查億圓 ナリ。 ) 

0 夫 レー 一 シ テモ五 千萬圓 ハ出サ ザルヲ 得ス。 今 CH  ノ弊國 ノ有樣 ニテ ハ、 迚モ 無擔保 -I テ此 借款 ヲ 承諾 ス ル 相手 ナカ ル ヘシ。 假 

シ五 千萬圓 借入ル ルコ トヲ得 ルモ、 滿鐵總 資本 一一 對スル 弊 國ノ權 利ハ、 卽チ 四分ノ 一 一一  過 キス。 是レ亦 内外 ノ議ヲ 纏ムル  一 I 困 

難 ナル理 .S トス。 

大臣 淸國人 一 1 持 株 ヲ勸ム ル 意味 ハ、 決シ テ權利 問題 ヨリ 來ル 一一 アラス。 此點 、ノ 飽迄 誤解 ナキヲ 望ム。 畢竟 ロ淸 兩國 ノ合资 事業 
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ハ 、 兩 國民ノ 翻 保 ヲ更- 一 良好 ナラ シ ム ル 所以 -ー シ テ、 持株ノ 多少 必 スシモ «!f ク問 フヲ要 セス" へ ハ百抹 二 テモ千 - ーテ モ貴 

國人ノ 資本 ノ入リ タル 事 實ガ、 雨 者ノ翻 係ヲ更 一-親和 ナ ラシ ムル道 ナル ヲ遣ル へ カラス。 

唐 貴意 了解 ス： 然 レドモ 出資 一- ハ 二 樣ノ意 昧ァリ C 若 シ官- -於テ 祛式ヲ 引受 クト 云ハ ぐ權 利ノ爲 メナ リ- 其 利益 ノ有無 ノ如キ 

敢 テ問フ 所-一 アラス： 民間 ノ 出資 ハ仝ク 之 -ー異 ナリ、 其 目的 ト スル所 ハ專ラ 利 S  -I 在リ" 故- 1 攉利ノ 點ョ" 云 ハマ、 百 株 乃至 

千株ノ 出資 ハ寧 I "爲サ ザルノ 勝レル -I 如 カズ トノ 議； Si ヲ生ス へ シ- 而シテ 利益 ヲ主跟 トス ル 民間 ノ 資本 ヲ 吸敉セ ン -I ハ、 現在 

ノ痛 鐵ハ未 タ爾ク 有利 ナル モ / ト シ テ汎ク 弊 國人ノ 間- 1 知ラ レ居 ラス。 蓋シ 民間 ノ見閣 ノ狭キ コ ト 政麻ノ 見聞 ノ狭キ 力 如クナ 

レ ハナ リ。 

と、 流石 は淸國 外交 界の誉 宿 だけに、 唐 は 巧みに 伯の 親 鋒 を 受け流しつつ、 進んで 攻勢に 移り、 滿鐵 創業の 際の 事情 

を 述べて、 大いに 不平 を 並べ立てた。 次の 通りで ある C 

. 滞 鐵會肚 創業 ノ時、 自分 ハ 株式 招募ノ 記事 ヲ r ジャパ ン. メ. 'ふ」 上  一 I 見 タル ノ ミ： 常時 北京 天津 又 ハ 上海 一一 於テ 發行セ ル新 

閎紙 -I ハ 何等 ノ廣吿 モナ 力 リシ 一" 故 一一 弊 as 人ノ多 クガ、 該會 社ノ 株式 招募ヲ 承知 セザ リシ ハ 無理 ナラ ス" 1- へ 貴國ノ 外務省 ガ北 

京駐剳 公使 ヲ轻由 シテ我 外務 部-一致 サシ メラ レ タル 公文 中-一 ハ、 滿 鐵會肚 創立 ノ 趣意 ヲ 明-一 シ、 且 ッ紫國 人ノ爲 一-多少 ノ 祛式ヲ 

保留 シ置ク 旨記サ レ タリ シガ、 滑稽 二 モ此 公文 ヲ 接手シ タル ハ初 一日- 1 シテ、 株式 申込 ノ錄切 期 ハ 其翌々 日 ナル初 三日 ナ リシ" 

當時 自分 ハ 外務 部侍郎 トシ テ此 公丈ヲ 受取 リ、 直-一 尙書及 軍槺處 王 菜 ノ覺- ー供シ タルカ、 之 力 爲-ー 二日 ヲ費ス 次第 ナレ ハ、 殘リ 

一日- 1 於 テ周ク 民間 二 知ラ シメ、 應募 マデノ 手績ヲ 畫ス コ ト ハ 不可能 事ナ リキ。 當時 自分 ハ 、 此章程 ガ弊國 人 ノ加人 ヲ勸ム ル目 

的ヲ以 テ作ラ レ タルモ ノト ハ、 想到 スル 能ハザ リシ。 貴國ノ 趣意 ハ 了解 セル モ、 當 時照會 ヲ受ケ タル 場合 ノ 事！：：； 此ノ 如クナ リシ 

ヲ 亮知セ ラレ タシ。 

これに 對 して 伯 は、 ー！！只 說ノ如 クナレ ハ實ニ 馬鹿 氣タ ル談 ナリ」 然し 乍ら 二 云フ死 ilk」 ノ齡 ヲ箅フ ル ハ 詮ナキ 


業ナ レバ」 と、 IS 、この 問題 を 一蹴し、 更に 大處 高處に 立って、 滿鐵の 事業に 淸國 民の 協力 を 求む る. こと，. 

國 民の 結合に より、 歐米 資本の 壓迫を 防ぐ 所以で ある こと を、 次の ごとく カ說 した。 

倚 閣下 ノ御 一考 プ乞ヒ タキ ハ、 外 阈ノ资 本 ヲ滿鐵  一！ 人ル 、ヲ 善 シ トス ル ノ 議論、 稍 ク^ 內 -I 勢力 ヲ占メ ッ 、 ァ ル事 是 レナ リ。 

其理 山ハ、 日本 ハ滿洲 -I 對シテ 何等 ノ 野心 ナク、 巳-一天 下-一公 表 セル 所謂 門戸 開放 ト機會 均等 ト ハ 終始 渝 ハ ラサル 所ナル 一一 拘ハ 

ラ ス、 列 國ハ 動 モ ス レ ハ 日本 ハ 滿洲ノ 利益 ヲ壟斷 スト， 誣ヒ、 門戸 開放 機會 均等 唯 タ名ノ ミト 疑へ リ。 之 一一 對シテ 日本 ノ  3M 意ヲ 

事 IE;- ー證示 スルノ 方法 ハ、 歐米人 ヲシテ 株式 ヲ 所有 セシム ルヲ至 計 トス ト云フ -ー 在リ。 自分 ハ此 說- 一反 對シ、 若シ 歐米ノ 资本ヲ 

加入 セシ ムル トキ ハ、 將來 難事 滋 生シ、 其禍 ヲ蒙ル モノ 獨リ日 淸兩國 一一 止 マ ラサルへ キヲ 思ヒ、 東 isj 大局 ノ上 ヨリ 打算 シテ、 滿 

洲 問題 ハ B 淸兩 國自ラ 解決 ス ルヲ 得策 ト スル モノ ナリ。 此ノ  地 ヨリ ほ 分 ハ日淸 雨 國ノ合 辦ハ、 歐 米人ヲ シ テ 出資 ノ望ヲ 絕タ シ 

ムル唯  一 ノ 方法 ナリト 信ス。 閣下 ノ高說 如何。  . 

伯の 所論 堂々、 唐 もまた 論駁の 餘地を 見出し 難かった であらう。 そこで この 點 について は、 ただ 淸國の 現 狀を繰 返 

すの み。 却って 第三 點、 卽ち 淸國の 代表者 を 滿鐵に 人る る 條件を 話題と なし 來 つた。 

閣下 ノ憂慮 セラ ル 、所 一 々敬服 ノ外 ナシ。 其 議論 ノ 公明 一一 シテ 堂々 タル、 貴國ノ 好意 ハ 誠 一一 多ト ス ル  一！ 足 ルモ、 如何 -ー セン、 弊 

國 ノ現狀 ハ 前 -I 首 へ ル如ク 官モ民 モカ 微 一一 シ テ、 盛 情 -ー 酬ュル 一一 便ナラ ザ ル ヲ憾ミ ト ス C 贵說  一-二 點、 最後 ノ淸 1： 側 ョ リ 代表者 ヲ 

出ス 一事 ハ、 舊條約 一一 モ明文 アル 所ナレ \  、 赏行 スルヲ 得へ シ。 赏ハ 露國 ヨリ モ、 前年 自分 外務 部 侍郞ト シ テ r ポコチ D フ」 ト 

商議 シ タル 緣故 アル -I 因リ、 成ル へ ク早ク 適當ノ 代表者 ヲ 出サレ タシト 促シ來 レリ。 是レ ハ右ノ 緣故ノ 外、 自分 ガ滿洲 問題 二 付 

干與 セル 所少 ナカラ ザ ルヲ知 レル- 一由 ル ヘシ。 此度モ 北京 ヲ去ル 時、 露國 公使 ョ リ 人撰ノ 催促 ァリ タル モ、 自分 ハ露阈 側 へ 代表 

者 ヲ出ス 場合-一 ハ、 同時 日本側 へ モ 代表者 ヲ出ス ヲ相 當ト考 へ 、 其 儘 I 一 打過キ タリ。 而シ テ若シ 日本 二 於テ 異議 ナキ トキ ハ、 

夫ノ段 芝貴ヲ 推薦 セ ンカ トモ 思 ヘリ。 此ノ 代表者 ヲ出ス コ トハ、 自分 北京 一一 在リ タル トキ ハ左マ デ 緊要 ナラ サ ルカ 如 ク考 へ居リ 
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タルモ、 任 一一 奉 天 一 I 赴キ タル 後 ハ、 忽チ 必要 機 關ナル ヲ感シ タリ。 從來 幸ヒ佐 藤君ノ 在ルァ リテ、 諸般 ノ 協議 ヲ盡 シ來リ タルモ 

隨 時枉駕 ヲ煩ス モ 鱧- i アラス。 去迚 a 分 等 ヨリ a 接會社 へ 照會ス ル モ 如何 ト 苦慮 ス ル 場合 屢 之レ 有リ。 此 ノ如キ 時ハ每 モ弊國 

側ノ 代表者 ァラ バ 遠慮 ナク 相談 ス ル 便ァラ ント思 ヘリ。.  . 

株 は 持てぬ が、 重役 を 出しても いいと いふの は、 少々 蟲の よい 言 ひ 分の やうで もあった。 しかし 伯の 眞意 は、 たと 

へ いかなる 形式に もせよ、 清國 をして 滿鐵の 事業. に關與 せし むる ことが、 わが 大陸 經營 上、 有利な りと したので あら 

う。 直ちに 次の 如く 答へ た。 爾後、 談話 は 具體的 問題に つき、 流る る 如く 進 渉した。 

大臣 貴 國ノ望 マル 、所 高說ノ 如クナ ラバ、 自分 亦 微力 ヲ盡ス へ シ。 * 何卒 閣下 ヨリ 此事ヲ 北京へ 通シ置 カレ タシ。 去 リナ カラ 此 

處 一一 テ 閣下 ノ 一考 ヲ請ヒ タキ ハ、 淸國ハ 一個 ノ 株式 ヲモ有 セズ シテ、 代表者 ヲ出セ ル ハ 違例 ナ リトノ 議論 ノ出 テン コト是 レナ 

リ。 此ノ 場合 一一 ハ 名義 丈ケ 株主 ト スルノ 便法 ヲ取 ルャ モ知ル へ カラス。 此事 ハ豫メ 閣下 ノ 諒察 ヲ望 ミ置キ タシ。 尤モ此 株ハ名 

義人 二 於 テ買取 ルー 一 及ハザ ルノ便 モア ラン。 只 タノ ぼ 社 ガ有ス ル株 ヲ借リ 受ケ、 之 一一 對シ テ 權利ト 利益 トヲ 委托ス ル委仵 狀ヲ附 

シ置 カハ足 レリ。 此レ等 形式 上ノ 手績ハ 凡テ當 方-一 於テ 取計フ へ シ。 

唐 貴說 ノ如ク スルー 一 ハ凡ソ 幾株ヲ 有スレ ハ可ナ ルカ。 

大臣 百 株- 1 テモ 二百 株： テモ差 支へ ナン。 

唐 百ャ 二百 ナラ バ 必耍 -ー 應シ 本人 ヲシテ 買 人 レシ ムル モ苦シ カラス。 要スル 二 斯ル 人物 ガ滿鐵 -I 在 ラハ、 啻 -! 經營上 雙方ノ 便 

利 ナルノ ミナ ラ ス、 腐ク淸 國 人ノ 間-一 滿鐵 其物ノ 眞愤ヲ 紹介 スルヲ 得、 自 ラ淸國 人ノ费 本人 リ來 リ、 進テ ハ 閣下 ノ 希望 セラ ル 

ル如ク 皇室 二 於テ該 株式 ヲ 所有 セラ ル 、 一！ 至ラ ン。 而シテ 一 般ノ弊 國人ガ 滿鐵ノ 株式 ヲ買 取ラ ン トス ル 場合 ニハ、 如何 一一 シ テ 

人手 シ 得へ キカ。 

大臣 若シ此 ノ如キ 希望者 アラバ、 會肚 自身 ノ所冇 株 アル 故、 之ヲ 所望 一- 應シ 讓渡ス ル モ 可ナラ ン。 且 市場-一 テ ハ 二十 阖拂 ミ 


ガ 二十 四五圆 ノ^ 格ナラ ン が、 市 -I 拘 ハラ ス券而 額 二 テ 貴意 二 從フヲ 得へ シ。 

唐 今後 會社 ノ營 業報 吿ヲ 自分へ モ送 ラル 、ャ ゥ願ヒ タシ。 個人 トシ テ 知人 ノ 問-一 持 株 ヲ勸メ ント ス。 

大臣 貴意 了承、 必 ス 今後 毎 期 報 吿書ヲ 送呈 セシム ヘシ。 _ 

そして 伯 は 更に 言葉 をつ づけ、 東亞の 大局より 觀て、 日淸 提携の 急務なる こと を、 次の 如く 再說 した。 

今日 自分 ガ日淸 兩國ノ 合辦ヲ 主張 セル ハ、 東亞 ノ 大局 ヨリ 觀テ、 兩國ノ 接近 ヲ更- 一事 赏 上 一一 證シ、 小 Si: 題 ヲ將テ 相 爭フノ 不利 ヲ 

避ケ、 隔^！ぉナキ搌手ヲ 一 曆堅ゥ セント スル 綺祌ナ ルヲ此 -I  w 言ス。 自分 等ノ 勢力 アル 間ハ、 斷シ テ歐米 人 一一 滿鐵株 ヲ持タ シメサ 

ル モ、 自分 等ノ 勢力 衰へ、 軟弱 ナル 政治家 ガ 勢力 ヲ得 タル トキ 、ノ、 或ハ 歐米ノ 资本ノ 入ルト 同時-一、 勢 カノ 浸入 ヲ防ク 能ハ. サル 

一 1 至 ラン。 此 ノ點特 一一 閣下 ノ 賢慮 ヲ望ム 所 ナリ。 

玆 において は、 唐 もまた 伯の 眞 意に 動かされざる を 得なかった。 卽ち、 

敬 承 セリ。 過般 徐督ガ 中 村 副總裁 ト會談 セラ レ タル 次第 ヲ、 總督 ヨリ 北京へ 報シ 越シ、 總督ハ 自分 一一 對シ、 足下 東京 I 一到 ラ ハ 一 

般 ノ狀況 ヲ兑、 且ッ 後藤 男爵 閣下 ノ 意見 ヲ閗ケ ト云ハ レタ ルガ、 赏際此 地 一一 來リ 且ッ 親シク 閣下 ノ敎 ヲ請フ トキ ハ、 京奉ノ 天地 

-I 在テ 想像 セ ル所ト ハ 多少 ノ 徑庭ァ リテ、 到底 書信 ナド 一一 據リテ 其 露 ヲ判シ 易 カラ ス。 夫レ 一一 付テ モ 自分 ハ 中間 ノ人ァ リテ情 I： ぬ 

通達 ノ甚タ 必要 ナル ヲ感 セリ。 - 

と、 僞 はらざる 感想 を述 ぶる や、 兩 者の 心情 もやう やく 融合し、 伯が さらに 進んで、 

ほ 分ハ前 來ノ精 祌ヲ更 一一 實 際-一 施ス 爲メ、 事業 ノ 大小 一一 拘ラ ス、 日 淸兩國 商 民 ガ財ヲ 合 セカヲ  一 n シテ、 共  一一 ffi 洲開發 ノ^-一  從 

ハンコ トヲ 望ム。 若 シ其人 確 赏ナル モ 資本 ナ キト キハ、 或ハ滿 鐵會社 一一 命シテ 出資 セシ ムルモ 可ナル 故、 幸 一一 閣下 ノ御 賛同 ヲ得 

ハ、 豫メ貴 國商民 ノ最モ 確實ナ ル者ノ 氏名 ト其 事業 ヲ舉薦 セラ レン コトヲ |g フ。 

と說 くや、 唐 は 答 ふるに、 「自分 一一 於 テモ. 深ク 希望 スル所 其 人物 一一 付 テハ追 テ貴聞 一一 達ス ル所ァ ラン」 と 答へ、 この 
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會談を 終った。  ， 

この 唐紹 儀との 密談 は、 主として 滿鐵經 營に關 する もので あつたが、 そのうちに は、 伯の 當時抱 持せ し對滿 政策、 

惹 いて は 東洋 政策の 极 本義が、 單 なる 理論で なく、 實際 化せる 形に おいて、 かなりに 明白に 現 はれて ゐる。 . 

六、 日露 關 係に 斡旋 

桂內閣 の遞相 時代、 對露 外交の ために 盡カ せし 痕跡 を 示す 四 個の 文 獻が殘 つて ゐる。 その 一 つ は、 駐日 露國 財務官 

ウィル レン キ ン との 會見 記で あり、 他の 三つ は、 駐日 露國 大使 マ レウス キ ー • マレ ヴ イツ チ との 會談覺 *1 である。 

ウィル レンキン は、 ^！！が遞相として官邸に居住せる間、 伯の 宮村 町の 私邸 を 借りて 住んで ゐた 人で、 特別の 使命 を 

帯びて 滞日して ゐ たやう である。 日本 を 去って 後、 倫敦 駐在 財務官と なった こと を 見ても、 その 才能 を本國 政府に 認 

識 されて ゐ たこと は 確かで ある。 

彼との 會 話の 题目 は、 南 滿鐵道 及び 柬淸鐵 道 を 合同して、 列國 共同の 資本に よる シン ディケ ー ト經營 となさん とい 

ふ 問題であって、 當 時の 歐 米の 空氣 を觀测 する 一個の 外交 文獻 として、 興味 殊に 深い。 時 は 明治 四十 二 年 二月 十九 日 

場所 は 木 挽 町の 官邸であった。 

W 曰。 昨年度 赤十字社" 炳院- ー於テ 拜晤ノ 節、 南 滿束淸 雨 鐵道ヲ 合同 シ、 國 際的ノ 一  大シ ンヂ ケ，' トヲ 組織 シテ、 之 レヲ經 營スル 

卑見 ヲ申上 候 以來、 小生 ハ此ノ 問題 ヲ 熟考 仕リ、 昨年 秋 米 國ヲ經 .S シテ歸 ^ノ 次 紐 育 市-一 立 寄リ、 シッフ 氏-一而 會仕 リテ、 小 

生 1 隔人ノ 意見 トシ テ此ノ 問題 ヲ 同氏 -1 物語 リ、 同氏 ノ财 務家ト シテノ 地 ヨリ 之レ -I 對スル 考案 ヲ相 尋ネ候 所、 同氏 モ亦 兼々 


日本 ノ滿 洲經營 一一 米國ノ 資本 ヲ參 加セ シ メント 欲シ、 一 年 斗 前、 1::2!1^|男爵ト害面ヲ往復セ リ。 然ル 一一 常時 日本 政 狩 ハ之 レ-ー 贊成 

セラ レズ、 遂 一一 立 消へ トナ レリ。 洩レ聞 クニ、 駐英 大使 小 村 伯 殊 二 不賛成 ナ リシ ト答へ ラ レ候 問、 小生 ハ、 常時：：：： 本 政府が 

其 案-一 不賛成 ナ リシ ハ、 束 鐵道ハ 現狀ヲ 維持 シ、 南満 鐡道ノ ミ獨リ 變更セ ラル 、 ハ、 兩！：  ノ滿 洲-! 於テ 勢力 均等 上、 日本 政^ 

一一 不利益 ト 思ヒタ ルナ ラ ン。 然ル 一一 小生 ノ 私案 ハ、 日露 兩國ノ 合意 ノ上、 兩 鐵道ヲ 合同 シ、 國 際的シ ンヂケ I トヲ 組織 シ、 各國 

ノ 資本 ヲ 歡迎シ テ、 國際的 一一 經營 セント スル モノ ナ レバ、 大 一一 其ノ趣 キヲ異 -ー ス ル旨 ヲ述へ 置キ 候。 小生 ハ 本案 II； シ 成立 シ タ ル 

曉 一一 ハ、 外 國ノ費 金ヲ 集ムル  一！ モ 米國ヲ 中心 ト致ス 事尤モ 得策 トシ、 實際經 營スル -ー當 ッテモ 亦 米國式 ノ營業 方法 ヲ 採用 スべキ 

モノ ト在ジ 候 間、 シ ッフ氏 二 一  應話 ヲ致シ タル 次第 一一 御座 候。 後 露 都 へ 赴キコ コフッ オフ 大臣 一一 面會、 日本 ノ近 況逐 一 報吿 致シ、 

然ル後 本件 ヲ申 述べ、 大 E  ノ 意見 ヲ伺ヒ 候。 此時 小生 ハ、 東京 滞在中 後藤 男爵 一一 モ旣 一一 本件 ヲ御話 シ致シ 御 熟考 ヲ願 ヒ置キ タル 

モ、 男爵 ハ 本件 ノ 可否-一 關シ テ未ダ 御明 答 ナカ リシ 旨特 一一 申 添 候。 ココ フォ ツォフ 大臣 ハ、 此 事ハ綺 钿ナル 調杏ト 硏究ヲ 耍スル 

問題 ナ レバ、 特ニ 熟考 ヲ重 ネシ後 答へ ン ト云ハ レ候。 数日後 大臣 ハ 小生 二 向ヒ、 露國 カ柬淸 鐡道ヲ 手放 ス 事-一就 キテ ハ、 余 一個 

ト シ テ ハ敢テ 異議 ナ シ。 只 ダ貴說 ノ如ク 國際的 經營ト スル 時-一、 各國ガ 利害 關係 ヲ有ス ル 一一 至リ、 反 テ事ノ 而倒ヲ 釀スガ 如キ忠 

ナシ トモ 不計、 寧 D 一  步進 メテ國 際的シ ンヂケ I ト - 一代 リテ、 兩鐡道 ヲ淸國 へ 賣渡ス 策ヲ講 セラ レテ ハ 如何。 兎-一角 外務大臣 ノ 

外交 上ノ 意見 ヲ聞 キシ 上、 此ノ  gi: 題 ヲ愼重 一一 取調べ ョ ト命ゼ ラレ 候。 小生 ハ 早速 外務 大 E  - ーモ 本件 ヲ御話 致 候處、 外務大臣 ハ別 

二 御 異議 ナク、 只ダ 駐英 大使べ ッケ ン に ルフ 伯爵-一 相談 セョ ト云ハ レ候 間、 小生 ハ龍動 一- 到リ、 伯爵 一一 面會 致シ、 本件 ヲ申上 候 

處、 伯爵 ハ此ノ 賛否 ヲ決ス ル 以前、 一 應财界 専門家 ノ 意向ヲ 叩 ク必耍 ァリ、 幸 ヒゴル -ド ン商會 コ ッ ホ氏 ハ露國 公債 募集-! モ盡カ 

シ尤モ 信用 ス へキ 人ナレ ハ、 余 親シク 相談 ス へ シト答 へ ラ レ候。 伯爵 ハ内々 コッ ホー 一 意見 ヲ問ハ レ 候處、 コ ッホハ R 露 兩國ガ 合 

意 セ バ 其 事 容易 ナリ、 我々 進ンデ 御 引受 申 サン ト答 ヘシ. m  、小生 ハ ビ 紐 育二 到 リシ ッフ氏 二 面會 シ テ 、 露 都 及 龍 動 -ー 於テ 小生 

ガ 聞キシ 事相 談シ 候。 然ル シッ フ氏ハ 早計-一 モ 專斷- 一本 件 ヲ高撟 男爵 一一 打電 セシ ハ、 小生 尤モ 遗憾ー I 存シ 候。 而 テシッ フ氏ハ 

高 橋 男爵 ヨリ 如何 ナル 返電 ヲ得ラ レシ 力、 無.，  一 i 閣下 一一 於テ モ御 承知 ノ事 ト存 候。 就テ ハ 小4^;今度-f^ ヒ日本 一一 歸任セ シヲ 以テ、 閣 
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下ノ 御意 見 ヲ伺ヒ 、進 ンテ 本件 ノ調 杏一 一 從事致 度 候 云々。 

伯 はこれ に對 して 確答 を與 へて ゐ ない。 しかし この 案に 賛成でなかった こと は、 前項 唐紹 儀との 會談 によっても 窺 

はれる が、 ウィル レンキンに 對 する 次の 答への なかに も、 首 外に 看取 せられる。  • 

大臣 曰ク。 本件 ハ甚ダ 重大 ナル 事ナ レバ、 佘ハ 尤モ愼 重-一 熟考 致セ シモ、 ni 下 ノ處、 事ノ 可否 ハ兎モ 角、 中々 す  1^ 手 致シ難 キ事ト 

存候。 第 一 日本-一 於テ 財政 ノ 整理 其ノ緒 一-就 キ、 最早 財政 困難 ト ハ&ス 必要 無 之、 南滿 鐡道モ 今日 ハ 容易 -I 資金 ヲ得ル / ミナ ラ 

ズ、 之レ ヲ投ス レバ 之レヲ 有利 一一 用 ヰルノ 道モ開 カレ タリ。 元 來此事 淸國- 一 對スル 問 題 ナリ。 日露 兩國ハ 支那 題ヲ 解決 スル 二 

相互-一 提携 スべ キ必耍 アル 一一 モ 不拘、 日露 兩國ノ 親好 ノ關 係ハ未 ダ其ノ 程度-一達 シ居ラ ス候。 英國ガ 現今 猶ホ 支那 ノ  li 濟 問 題-一 

就 キ尤モ 勢力 ヲ有シ 居 ルモ、 本件 一 I 關シテ 輕視シ 難ク、 ッ 支那 自身 ノ 政治 狀態ノ 眞 相ハ 殆ント 何人 モ觀 破シ 難ク、 袁世 凱 ノ如 

キ大 勢力 ヲ有ス ル人 スラ忽 チ免セ ラレ タリ。 先ッ 支那 一一 於テ 目下 ノ處 政治 上ノ 中心 點ナシ ト申シ テ敢テ 過言 一一 非ラ ズ。 內外ノ 事 

情 今 申 述べ シ通 リナ レバ、 本件 ノ 可否 ヲ判斷 スル ハ暫ク 他日 一一 讓 ツル ヨリ 外 無 之 候 云々。 

第二の 文獻 は、 明治 四十 二 年 十二月 十三 日に 於け る、 駐日 露國 大使 マ レウス キ ー • マレ ヴ イツ チ との 會談 要領で あ 

る。 

この 會 見が 伊藤博文の 哈爾賓 遭難 約 五十 日 後に あった こと は、 注目に 値する。 卽ち 伯の 日露 接近の 意見 を容れ て、 

伊藤 公が 訪 露の 途に 上り、 中道に して 噎れ たこと は、 伯 をして 一層 日露 協調に 對 する 責任 を 痛感せ しめた。 そして こ 

の 上 は 桂 を 中心として 對露 政策 を實 行す るの 外な しと、 彼 は 心中 深く 決して ゐ たので ある。 故に 該會 見に 於いても、 

彼 は對露 外交の 中心 は、 桂なる こと を說 いて、 露國 大使に 印象 せんと 試みて ゐる。 

伯の 日露 協調 論の 板 本 は、 支那の 安定と いふ ことであった。 卽ち歐 米 各 國の干 涉を棑 して、 日露： 吶國を もって、 極 


東 平和の 維持に 當 らんと する にあった。 次 揭の會 見 記 は、 少しく この 點に觸 れてゐ る C 而 して その 內 容 から^^^^ 

は 第一 ー囘 目の 會 見であった ことが 知れる。 

明治 四十 二 年 十二月 十三 日 午後 二 時 木 挽 町 官邸 -I 於 テ露阈 大使 ト會 談ノ 耍領 

大使 過般 (十 一 月 廿日) 貴 大臣 -1 拜顔ノ 節、 閣下 ハ 日露 兩國ノ 親善 ヲ計ル 一一 ハ、 兩國 共同 シ テ 支那 問題 ヲ 解決 ス ル -ー ァリト シ、 

其ノ策 トシ テ 

第一 鐵道 問題 

第二 貿易 問題 

第三 對淸 問題 

ヲ 示サレ タリ、 余 ハ之ヲ 内密-一 露國 外相-一報 吿シ タル 二、 外相 ハ此ノ 問題 ハ頗ル 重大 ナルヲ 以テ、 露國 -1 於テモ 最モ愼 重ニ講 

究 シ度キ 希望 アル ヲ 以テ、 右ノ 三 問題 ヲ單- 一 理想 トセ ズ、 少シク 具體的 一一 其ノ 方法 ノ耍 點ヲ 内示 セラ レ度キ 事ヲ余 -I 訓令 セラ 

レ タリ 0 

大臣 只今 ノ處 具體 的- 1 ハ申 上ケ難 キモ、 余ノ 確信 スル處 -I 依 レハ、 從來 日露 兩國 力、 淸國- 一 對シロ 露兩國 共同 ノ 利害 關係 アル 

問題 ヲ、 比 a ナ單獨 -ー S  -_ 交渉 シ テ 解決 セント 欲 セリ。 之レ赏 一一 兩國ノ 意志 ガ互 一一 疏通. セザ ルガ 爲ナ リ。 若 シ兩國 ガ鐵道 及 

易ノ 問題- 1 一致 ヲ見ル 時ハ、 第三 ノ針淸 問題 ハ 自然 一- 此ノ 交通 的 通商 的ノ 基礎 ノ上 一一 共同 ノ 解決 ヲ ル -1 至ルべ シ。 几ッ^!s國 

並 二 諸列國 一一、 日露 兩國 ガ極柬 一一 於テ 和親 ヲ結 ビ、 提携 シテ 支那 問題 ヲ 解決 シ得ル ノ赏カ ヲ示ス ベ 獨 リ我ガ 日本 ノ 幸福 ノミ 

ナ ラズ、 同時-一貴 國西歐 諸 國-ー 對シテ 利益 アルべ シ。 

伢藤公 ノ滿洲 一一 赴 力 レ シ時、 公ハ 政府 ヨリ 何等 ノ 使命 ヲ 受ケラ レ タル 事 ナン。 然レト モ公ガ貴^藏相ト^^3談ノ時JI、 各 題-一 

就キ 個人的 一一 意見 ヲ 交換 セ ラルべ シト余 一一 約シ タリ キ。 而シテ 今 ャロ露 親交 ノ 中心 點ハ  一 一！ 桂 首相 アル ノミ。 

大使 我 力 外相 C 註 ィズゥ オル スキ I) モ 多年 貴國 一一 駐在 シ、 賁國 一一 對シ 好意 ヲ有 セラ ルル 者ナ レバ、 從テ 一 昨^  ノ 協商 成立 ヲ見シ 
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次第 ナリ。 然レ トモ 協商 ハ事ノ 笫ー步 -I シテ、 今ャ雨 國ハ笫 ニ步モ 三步モ 前進 ス へキ 場合 一一 到 レリ。 余モ 本件-一就 キ 微力 ヲ盡 

サン ト欲 スルヲ 以テ、 理想 ヲ顯 赏セ シムル 爲メ、 賁見ノ 在 ル處ヲ 具 體的ニ 承知 シ度 キ次笫 ナリ。 

第三 囘の會 見 は、 それより 一週間 後の 同月 二十日であった。  - 

この 時露國 大使 は、 政治問題 を 主題と せんとし、 伯 は 力めて 經濟 問題に 重點 を？ U かんとした。 さう して 小 村 外相よ 

り も、 寧ろ 桂 首相に 倉 見すべき こと を勸 めて ゐる。 それ は 後の 桂との 訪 露の 伏線で ある。 

明治 四 十二 年 十二 月 二 卞日 午前 十 時露國 大使 飴 -! 於 テ會 見 

ま 

大 E 先週 閣下-一 拜額シ テ聊カ 卑見 ヲ述 へ置キ タルカ、 其 節 御 約束 申セシ 通リ、 小生 ハ桂 首相-一而 會 シテ、 三 問題-一就 キー 應愚 

考ヲ 陳述 セリ。 首相 ハ大 體- ー於テ 小生 ト 八.： 然 同意見 ナリ。 然レ トモ 首相 ハ 政治問題 ハ其ノ 影響 スル所 重大-一 シテ、 列國 トノ關 

係 ヲモ考 慮 セサル 可 ラス、 從 テ此ノ 問題 ハ最モ 慎重 二 攻究 ヲ 要スル 一一 依リ、 暫 ク其ノ 解決 ヲ 他日 二 讓リ、 先ッ鐵 道贸易 等ノ經 

濟的ノ 諸問題-一就 キ、 閣下 ト御 協議 ヲ 進行 ス へ シト 希望 セラ レ タリ。 

. 大使 小生 モ亦 閣下 ト 意見 ヲ同ゥ スル者 ナリ。 貴意 ノア ル所 ハ旣 一一 露國 外相 -ー 精細 -I 内報 シ タリ。 今 ゲ進ン テ 理想 ヲ顯 K スル ノ 

方法 -I 就キ、 少シ ク具體 的- -御內 示 アル 事 ヲ願ヒ タル 次第 ナリ。 鐡道 問題 ノ如 キハ、 若シ 閣下 ノ御希 紫 通リ赏 施スル - ー於テ ハ、 

滿鐡 ハ露^ 鐵道 -ー 連絡 スル事 一 層 良好 トナル ヲ 以テ、 滿鐡カ 政 接-一利 ス ル所少 カラス。 今 ャ賁國 ハ 安 奉線ヲ 建設 セラ ル、 ヲ以 

テ、 工事 完成 ノ嘵- 一 於 テハ、 貴 國ノ鐵 道ハ露 阈鐵道 一- 對シ テ競 爭線タ ル ヘシ。 又 貴國ノ 生絲ヲ 英須科 -! 鐡道 輸送 スル 一一 特別 ノ 

割引 貨率ヲ 協定 セ ハ、 貴 國ノ生 絲業ヲ 益スル コト 疑ヲ容 レサ ルナ リ。 故- 1 換 首 セ ハ、 結局 露 國ハ貴 國ノミ -I 對シ テ經濟 的ノ慯 

牲ヲ支 拂フ事 一一 歸著ス ト云フ モ敢テ 過言 一一 ァ ラサル ヘシ。 飜 テ滿洲 問題 ヲ觀 察ス ル 一一、 此ノ 問題-一就 キテ ハ、 然兩^ 共同 ノ 

利害 關係 存在 スルヲ 以テ、 雨覿 連帶シ テ 淸國- ー對ス ル策ヲ 講スル 必要 アル 事 明 カナリ。 故 -I 小生 力 三 問題 ヲ客觀 的 -ー 攻究 スル 

-I 常 リテ、 リ 政治問題 ノミヲ 分離 スル 事ハ 到底 不可能 ナリト 思考 ス。 

大臣 询ー 一貴 11^ 御尤千 萬ナレ トモ、 容易-一 解決 シ難キ 政治.^ 題ハ、 今後 相互- 1 愼 重-一 攻究 スル寧 トシ、 先 ッ經濟 的 方而ノ 問題- 1 


就キ、 閣下 ト親 シク 友誼 的-一 御 協議 致シ 度シ。 又對涛 問題 中-於 テ、 差 常 リ滿洲 ノ眷察 題-! 就キ テハ、  <  "〈 つ、， ト 

開始 ス ル 以前 -I 於テ、 日露； 兩國カ 意思 疏通シ テ共 一一 攻究 シ置ク 必要 ァラ ント 思フ。 故  一 i 此 事モ特 一一 閣下 ノ御 一 考ヲ煩 シ度シ C 

首相 ハ 小生 -I 向ヒ、 日本 ヨリ 露 國 へ 要求 スル事 13- ノミヲ 申立 ツル ハ 甚 タ不穩 當ナレ ハ 、 露國ノ 日本 へ對シ 希望 セ ラル、 事項 モ 

進 ンテ拜 承 スへキ 事、 旲々 モ 申サレ タリ。 

大使 滿洲ノ 地ハ、 日露 雨國 力、 單 一一 若干 ノ資 金ノ ミ ヲ投セ シ 一一 非 ラス シ テ 貴重 ナル血 ヲ流シ タル 處ナ リ。 故 -ー 從來 ノ如ク 日露 

雨國ハ 隣家 ノ 他人 交際 ノミ ヲ以テ 滿足セ ス、 進ンテ 相互-一 提携 スル ノ必耍 ァリ。 故  一 I 小生 ハ 政治問題  一！ 就キ、 小 村 外相 ノ 意見 

ヲ モ 一 應伺 ヒ タシト 思フ。 閣下 一一 於テ 御 異存 ナ キヤ。 

大臣 小生 ハ 閣下 ノ小村 外相 ヨリ モ桂 首相 -I 會見ス ル事ヲ 寧 n 望ム モノ ナリ。 本 問題 ノ如キ ハ暫ク 外交的 ノ 形式 ヲ 避ケ、 反テ個 

人的 I 一友 誼 的- 1、 胸襟 ヲ開 キテ 首相 ト 意見 ヲ 交換 セラ ル 、方 得策 ナル へ シ。 然ラ ハ 適當ノ 時機-一 於テ、 首相 ヨリ 閣下-一、 外相 

ト御 協議 アル へ キ事ヲ 申上ク へ シ。 日露 ノ 親善 ヲ計 ルー 一、 先ッ 日露！ g 國 政治家 ノ 意思 ヲ 充分 疏通ス ル -ー ァリ。 桂 首相 ノ如キ ハ 

衷心 日露 兩國ノ 接近 ヲ 希望 ス. ル者 一一 シテ、 侯ノ 朝-一 立 ット野 一一 下 ルトヲ 間 ハス、 目下 日本一 ー於テ ハ 政治 上ノ 一 大 中心 ナリ。 故 

二 上 一一 至尊 ノ御 信任 厚キ ハ 勿論、 政界 一一 於テ 勢力 ァ ルヲ 以テ、 日露 兩 國間ノ 諸問題 ヲ 解決 ス ル 一一、 侯ノ カヲ藉 ラサ レ バ 到底覺 

束 ナシ。 

大使 ，. 諾。 

大臣 願ク ハ 首相 ト御 會見ノ 節、 小生 ト兩 國ノ 經濟？ E 題ヲ 攻究 セ シ 一一 . 自然 ノ結 杲ト シ テ 政治問題 二 接觸 ヲ免レ 難キヲ 以テ、 首 

相 ノ之ー 1 對スル 意見 ヲ問キ 度 シト御 話ァリ テ然ル へ シ。 

大使 諾。 

終 n 臨ミ、 大使 ハ 日露 兩國ノ 新開-一就 キ、 大臣 ハ滿 洲ノ 電信 間 題-一就 キ 懇談 セラ レ タリ。 

第 四 次の 會見 は、 同月の 二十 九日に 起って ゐる。 これ は 錦齊鐵 道に 對し、 日露 兩國 共同の 歩調に 出 でん こと を交涉 
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した ものである。 

明治 四十 二 年 十二月 廿 九日 午前 十 時 木 挽 町 官邸 -I 於 テ會談 

大使 今日 ハ錦 齊鐵道 布設ノ 計畫ー I 關シ、 閣下 若 シ其ノ 倐件ノ 內容ヲ 精細- 1 御 承知 ナラ ハ、 御 拽シヲ 願 ハント 思 ヒテ參 上 セシナ 

リ。 

大臣 小生 モ 本件-一 關 シ未ダ 精細 ノ報吿 -I 接 セズ。 然レ トモ 此ノ鐵 道ハ、 他日 齊々 哈爾 ヨリ 必ス 延長 セラ レ、 愛琿マ デ布設 セラ 

ル、 事 ヲ豫想 スルヲ 以テ、 其ノ經 過- 1 對シ大 一一 憂慮 スル者 ナリ。 

大使 蒙古 ノ地 人口 稀簿 -1 シテ、 且ッ 沙漠 モ不少 ト聞ク 。若 シ果 シテ然 ラバ、 此ノ 鐵道ハ II 濟上 成功 ノ 見込 ミア リャ。 又 日露 ノ 

鐵 道- 1 對スル 競爭ハ 如何。  . 

大臣 至極 御尤ノ 御觀察 ナリ。 素 ヨリ 經濟 上-一 於テ 多大 ノ收益 ヲ見ル 事 至難 ナレ トモ、 此鐵 道假令 一問 ナリ トモ 布設セ ラル 、時 

ニ於テ ハ、 之レヲ 企圖ス ル 者ハ、 之レ -I 依テ 日露 ノ現令 滿洲， ー於テ 保有 ス ル 利權ヲ 侵害 ス ル事疑 ナシ。 從テ 政治 上 紛議 ヲ隨シ 

遂 -I ハ 極東 ノ 平和 モ 提亂セ ラル、 II 至 ルべシ 。是レ 日露 ノ尤モ 憂 フべキ ナリ。 

大使 然ラ ハ法庫 門鐵道 問題 ノ如 ク、 日本 ハ之レ -ー 對シ 抗議 ヲ試ム ル 事能ハ ズャ。 

大臣 錦齊鐵 道ハ南 滿鐵道 一一 對シ 並行 線ト ハ認メ 難シ。 又齊々 哈 爾マデ 布設ス ル トス レバ、 露國モ 亦之レ -ー 對シ 何等 抗議 ヲ ナ ス 

論據ナ カルべ シ。 而 日露 兩 國カ此 ノ企圆 -ー對 シ只タ 沈默ノ 態度 ヲ示ス 時ハ、 錦齊 鐵道ハ 突如 トシ テ、 齊々 哈爾 一一 於テ貴 國ノ鐵 

道ヲ 撗斷ス ル錦愛 鐵道ト 變スべ シ。 最初 ヨリ 愛 琿マデ 布設ス ル事 ト發表 セザル ハ、 彼等 ノ尤モ 巧妙 ナル 外交 手段 ト謂ッ ベ シ。 

大使 公然抗議ヲ爲ス事不可能トセバ日露兩國ノ之レ  ーーi^ス ル策如何。 

大臣 只ダ 日露 兩國ノ 提携 シ テ淸國 -I 常ル ヨリ 外-一策 ナシ。 且 ッ此ノ 提携 ハ列 國-! モ知ラ シ ム ル 事尤モ 必要 ト存 ズ。 .£ 來淸國 一一 

於テ 政治 上ノ 中心 點ト認 ムべキ 者 ヲ缺ク 儀ハ、 閣下 モ旣- 一 御 承知 ノ 次第 ナリ。 植カ アル 一大 官カ 甲國 -1 接近 ス ルカ ト 思へ バ、 

他ノ大 官ハ 乙 SS ト 握手 シ居ル 如 キ奇截 ヲ演ズ ル 一一 非スャ C, 故-一 淸^  -I 於テ ハ 勿論 國是 ハナ ク、 大官ノ 輩 ハ國家 百年 ノ策 ヲ講ス 


大使 誠-一 御 同感 ノ 次第 ナリ、 今： 1 ノ 事件- 1 就キテ ハ、 我 力 外相 ハ頗ル 危惧 セラ レ、 多分 外相 ノ方 ヨリ 進 ンテ貴 阈ク. 代表者-; 會 

見 セラ レ シ模樣 ナリ。 不 m 精細 ノ報 吿ヲ 落手 致 サバ、 其ノ 顚末ヲ 御内 報 仕ルべ シ。 

大臣 多謝。 願 クハ貴 國 外相 ノ御 通信 ノ節、 貴 II モ 北京 駐在 ノ 貴！： 公使- 1 日本 公使 ト能ク 意志 ヲ疏 通シ、 互 一一 提携 シテ淸 ^政府 

一 I 當 ル ベ キ樣、 御 訓令 有 之 樣御逮 言 ァ リタ シ。 常 方 -I 於 テ モ 北京 ノ我 公使へ 同樣ノ 訓令 アル 事 II 取計フ ベ シ 。 

大使 諾。 

文 獻の存 する もの は、 此 處に盡 きて ゐる。 併し乍ら これによ つて 吾人 は、 當 時の 伯が 如何に 踏み込んで、 日露 問題 

の 解決に 努力せ しゃ を 知るべく、 叉 その 背後に 桂 首相の 默契 ありし こと も、 首肯せられ るので ある。 

これが 後に 桂と 帶 同しての 訪露 となり、 ョ ッフ- の 招待と なり、 最後の 訪露 となった のであって、 それ は 滿鐵總 裁 

以來、 一貫した る 彼の 外交 軌道で あつたので ある。 

七、 日獨 文化 接近に 努力 

獨逸關 係の 文 獻で殘 つて ゐ るの は、 獨 逸人 チ ー ス 博士の 滿鐵 顧問 任期 延期 方 を、 駐日 獨逸 大使に 交涉 した 覺書 であ 

る。 

伯 は その 醫學 出身た ると、 獨逸 留學の 故と を もって、 特に 獨 逸の 學 問に 尊敬の 情 を 抱いて ゐた。 ゆ ゑに 機會 ある；！ g 

に獨 逸の 硕學を 招聘し、 人 をして 獨 逸書 を 講ぜし め、 時に 自己 名義 を もって 獨 逸書の 飜譯を 出版す る 等、 獨逸 文化の 

輸入に 努力す ると ころ 鮮少でなかった。 
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チ ー ス 博士 を獨 逸より 聘し來 つて 滿鐵の 顧問と したる は その 一例であって、 次に 揭 ぐる 任期 延長の 交涉 (明治 四十 三 

年 五月 九日) の ごとき は、 伯の 眞 意の 奈 邊に存 したりし や を 示す、 興味 ある 一個の 文獻 である。 

日獨間 ノ國交 ハ從來 多少 ノ 誤解 ァリ タル コト モナ キ- ーァ ラサ リシ モ、 如斯キ ハ 今ャ 雲散霧消 シ テ、 日 二 益 國交ノ 親善 ヲ見ル ハ 

慶賀-一 堪へ サル所 ナリ。 抑 モ日獨 兩國ノ 問-一 ハ數十 ii- 來學問 的 同盟 成立 シ、 而シテ 此學問 的 同盟 力 兩國ノ 國民的 感情 及 政治的 交 

際-一 及ホ ス 好影響 ハ、 到底 政治的 ノ 同盟 又 ハ 協約 ト 同日ノ 論 一一 非ス。 但其 功果 ヲ見ル 事 急々 赫々 ナル事 能 ハサ ル 代-一、 其 勢力/ 

深 クシ テ且ッ 一 暦 厚キヲ 見ル。 世人 ハ 最 モ彼ノ 政治的 ノ 同盟 又 ハ 協約 ナル モノ？ f 重キヲ 81^ クモ、 予ハ 赛ラ學 問 的 同盟 一一 望 ヲ嘱ス 

ル モノ ナリ。 而シ テ此 日獨間 一一 成立 ス ル學問 的 同盟 ヲ 助長 シ、 以テ 雨國ノ 親善 ヲ シ テ盆 深 カラ シメン コト、 予ノ常 一一 希望 ス ル 

所-一 シテ、 而 シテチ ー ス 博士  ノ聘用 モ亦赏 -ー此 主旨-一 出テ、 獨國ノ 經濟學 者 ガ講筵 ノ間ニ 定義 原則 ヲ說ク - 一止 マラ ス、 進 テ應招 

的 赏 現ノ 方法 ヲ 指導 ス ル 一一 至リ、 カヲ 滿洲鐡 道及鐵 道院ノ 事業 二 注クコ トハ、 日 獨ノ舉 問 的 同盟 ヲ シ テ益 鞏固 ナラ シム ルー 一力 

アル コトヲ 难信 ス 。 

义從來 日本-一 對ス ル諸 外國ノ 非難 ハ、 多ク ハ 事情-一通 セサル ヨリ 來ル 誤解 一一 基ク モノ ナリ。 日本 カ戰 ヲ好ミ 領土  ノ擴張 ヲ欲ス ル 

卜 云 フカ 如 キハ、 其 誤解 ノ最モ 著 シキモ ノ  -I シ テ、 ロ本ノ 立場 ハ 先日 ボ ー タ— 氏 一一 交付 セ ル 覺書ノ 如ク、 ー點ノ 野心 ヲ蔵 スルモ 

ノ  -ー  アラス。 而シ テ此ノ 誤解 ヲ解 キ、 日本 ノ眞賴 ヲ外國 一一 紹介 ス ル コト、 常 ニ予ノ 希望 スル所 ナリ。 此事 タル 素 ヨリ チ I ス 博士 

一人 ノ カノ 克 ク爲. ス所 一一 ァ ラサル モ、 チ I ス 博士 ヲ聘 用シ、 目下 議論 ノ焦點 タル 滿洲- 一 於ケル 日本 ノ 起業 二 關與セ シメ、  E: 其 見 

聞 ヲ 歐米 -ー 紹介 セシム ルハ、 有力 ナ ル 一 方法 タルコ トヲ 信ス。 

チ —ス 博士  ノ聘 用ハ 货 一一 以上 述フ ルカ 如 キ眞意 一一 出 ツル モノ ナ ルカ 故 一一、 チ— ス 博士 仟期 延期 - ー關シ テハ、 充分 ノ 考慮 ヲ雙サ レ 

ン コトヲ 望ム。 

前文 ノ通チ I ス- ー話シ タルー 一、 チ I スハ 御 好意 ヲ謝シ タル 上、 然ラ ハ 男爵 カ獨逸 大使 -I 御 面 會ァラ ハ 、 大使 ョ リ乂 自分 -I モ 何等 

カノ話ァル^^-キ -ー 付、 夫レ 迄待ッ コ ト トス シ ト申述 へ タリ。 


-i アル モ、 本國ノ 官位 (官吏 ト シ テ ノ官 階ナリ 學校ノ 官位 二 アラス) ハ之 ニ拘ラ ス 昇級 サル 、コト ナレハ 延期 ヲ 承諾 ス 可シ。 コ 

ノコ トハ 政府 -I テ 盡カセ ハ 出來サ ルコトー 一 ハ アル マジ ク、 又 例 モナ キコト -ーァ ラスト。 

官位 ト云フ ハ學 校-一 テハ旣 -I 正 敎挽ナ レハ、 コノ 上昇 ルコト 能 ハサ ルモ、 政府 官吏 ト シ テ ノ 官位 (何々 wath ト 云フノ 類) ハ 

昇級 シ得 可キ ナリ。 

右覺 書中、 ボ ー タ I とい ふ は、 倫敦 タイム ス 記者 バ ー ト • ピ 1- . ポ ー ク ー であって、 彼 は倫敦 タイム ス 日本 號發 

刊の ため 渡 日し、 伯の論文を得て揭載したる^^-とを指すのでぁる。 

また 桂に 帶 同して 渡 歐 したる 際、 伯 は 途を獨 逸に 取り、 伯林に 人って カイ ザ ー • ウィリアム 二世に 謁見す る 豫定に 

なって ゐた。 このと き獨逸 は、 日本に 獨逸 文化 扶植の 大學を 設立す るの 內諾 を、 人 を 通して 伯に 與 へて ゐ たので あつ 

た。 伯は晚 年し ば/ \ これに 言及して、 聖上の 大喪に 會し、 その 事の 成ら ざり し を 深く 憾ん でゐ た。 

伯が 獨 逸より 招聘した る學者 は、 滿鐵 のために チ ー ス 博士、 ウイ ー ド フェルド 博士、 一個人と して ヤコ ブ 博士、 ド 

レ ー シ ュ 博士が ある。 哲人 オイケン を 招かん として、 旅費まで も 巳に 送付 せんとして ゐる 矢先、 突如と して 歐洲 大戰 

勃發 したため、 遂に 中 折した こと も ある。 

八、 モ ッ ト 博士との 交情 

米國關 係の 文獻 として 殘 つて ゐ るの は、 簡單 なる モット 博士よりの 書翰で ある。 

吾人 はこの 機會に 於いて、 近代 基督 敎界に 於け る 世界的 巨人 モ ッ トと 伯との 肝膽相 照らした る 國際的 友情 を 詳記せ 

第一章 第二次 桂內閽 時代  三 五 七 


第， へ 節 政治 外交 及び 私生活  .  三 五八 

んと 欲する。 

蓋し 伯と モットとの 關係 は、 伯が 滿鐵總 裁たり し 時、 日本に 萬國 基督 敎學生 同盟 大食の 開かれた る を 機と し、 明治 

四十 年 四月 八日 小石 川の 後樂 園に、 その 參列者 を 招待し、 伯が 歡迎の 挨梭を 試みた るに 始まる。 その 事情 は旣 に滿鐵 

の 章 下に 詳記せ ると ころで ある。 

モ ッ ト 博士 及び 其の 一 行 は、 爾來 深く 伯の 好意 を 多と し、 殊に モ ッ ト 博士 ♦  は 伯の 人物に 傾倒し、 兩 者の 交情 は 伯の 

死に 至る まで 瀹ら なかった。 

左に 揭 ぐる モット 博士の 書翰 は、 伯の 後樂 園に 於け る 一 投石が、 當 日の 參會 者の みならす、 ひろく 米國、 加奈陀の 

識者に 感銘 を與 へ、 遂に 彼等 をして、 日本に 對 する 返 禮の擧 に 出で しめたる こと を 記して ゐる。 さう して、 後年 モッ 

ト 博士が、 在 支在鮮 宣教師の 日本 を 攻擊惡 罵す る 者に 對し、 綏和鎮 靜の盡 カを惜 まざりし は、 この 友情の 犬なる 表顯 

であった。 

伯が 晩年に 至る まで、 米國 宗教家の 間に 多， 1^ の 信望 を 持って ゐ たの は、 これ 等の ことが 機緣 となった ので ある。 

拜啓。 顷 日米 國ノ諸 名士 力、 貴國 -I 於 ゲル 友人 ト共 一一、 基督 敎靑 年會ノ 事業 ノ摈張 及 發展ヲ 計 ラント シテ、 鋭 il:- 協力 致 居候 次第 

書面 一一 相 認メ、 閣下 ノ劉覺 -I 供 セシコ トハ、 數 週日 前 米 國出發 以來、 常-一 小生 ノ懷ヲ 離 レサ ル所 -I 御 iw.- 候。 同 年會カ 日本 帝國 

一 I 於テ种 サ重ス へ キ 事業 ヲ 成就 致候コ ト ハ、 米國 人士 ノ深ク 感歎 ス ル 所-一 有 之候ノ ミナ ラ ス、 閣下 ヲ始メ 日本 ノ諸 名士 力、 日本 一一 

於ケル 基督 敎靑年 會-ー 對シ、 宏量 -I シテ 有力 ナル 援助 ヲ與 ヘラ レシ 事、 亦米國 人士 ノ決 シテ 忘却 セサル 所 一一 有 之 候。 四 年 前、 小 

生 ノ貴國 往訪 ヲ終リ 歸鄕致 候 際、 閣下 ヨリ 靑年會 及 萬 國學； ii.; 大會 -I 對シテ 有力 ナル御 同情 ヲ賜ハ リシ コト、 モ、 米國 人士  -ー 報告 

致 候お 人、 此等ノ 人士  -ノ  . 貴國基 菅敎靑 年會 -I シ テ、 上下 ヲ問ハ ス有爲 ノ靑年 ヲ助ク ルコト 此ノ如 クナル ..tc 上ハ、 更 -I  }H '等 力 ノ方 


米^ 其 他 ノ諸國 -I 於ケル 前記 事業 ノ發 展. -ー 對シテ ハ、 大統領 タフト 氏モ 深厚 ナル 興味 ヲ有 セラ レ候 事故、 華 盛 頓庥/ 一  ホテル 一一 

諸 名士 ノ來 會ヲ 請フテ 大會ヲ 開催 シ、 问 席上 タフト 氏 一一 基督 敎 靑年會 一！ 關スル 御意 見 御 演說相 願 候 心得-一 テ、 其 趣 申出 候に 同 

大統領 ハ 右演說 ノ事ヲ 快諾 被 致候ノ ミナ ラス、 自ラ進 ンテ右 大き ヲ 「國 民ノ 家庭」 タル 大統領 官邸 白 M 館-一 於 テ開會 スへキ ほ 希 

望 セラ レ候。 是レ 41- ク， 同大 統領 力、 該 事業 一一 異常 ノ 好意 ヲ有 セラ ル、 コ トヲ、 最モ明 二 表白 セラ レ タル モノ ト存 候。 是 -I 於テ大 

きハ 大統領 官邸 一一 於テ 開催 被 致 候處、 此間 一一 於ケル タフト 氏ノ 態度 ハ、 仝米國 人士 ノ 熱心 一 I 歡迎 セシ 所-一有 之、 又 大古ノ 結果 ト 

シテ、 爾來 米國及 加奈陀 ノ寬 仁ナル 人士 ハ、 § 外國 一一 於ケル 基督 敎靑 年會ノ 事業 擴張ノ 補助 トシ テ 寄附 ヲナ スノ 意思 ヲ發 表シ 

二十 萬 弗 以上 ヲ 醵出 シテ、 靑年會 ノ爲メ 日本 ノ諸 都市-一 近世 的 建築物 ヲ膂 造シテ 寄附 ス ル コ 卜 、相 成. &候。 如上 ノ事 赏ハ 定メテ 

閣下 ノ聞ク ヲ喜バ ル 、所 ナル へ ク、 且米國 ノ赏業 家カ此 寄附 ヲ爲ス -I 至 リシ 動機 ノ 一  ハ、 此 寄附-一因 テ以テ 日米 問ノ 平和、 親善 

ナル關 係 ヲ擎固 ニス ルノー  助 タラ シメン トス ルニ 在ル コト、 亦 閣下 ノ 欣然 聽取 セラ ル 、所 ト泰存 候。 ^萬 國學生 大會開 會ノ常 日 

該會ー 1 關シ稱 揚ヲ極 メラ レ タル 閣下 ノ歡 迎演說 一 1 鑑ミ、 小生 ハ 閣下 一 1 シテ 上記 ノ國際 的 好意 表明 -ー關 スル報 吿御覽 相 成候ハ 、、 

非常-一 御 滿足被 成 候 御事ト 確信 仕 候。 敬具。 

四月 四日  アデ ン -I テ 

ジ ョ ン • モ ット 

後藤 男爵 閣下 

右 は 明治 四十 四 年 四月 四日 附の #1 翰で ある。 その後 モット はしば/ \ '日本 を 訪れた が、 その 折 は必す 伯の 門 を 叩い 

て、 絶えす 交誼 を 新たに した。 

ベ ー ジル •  メシ ウスの 筆に 成る モ ッ ト傳 は、 東京 在住の ジ ー •  H ス • フ ル ブスが、 該 著者に 寄せた る 書翰 を 引い 

て、 此の間の 消息 を 次の ごとく 記して ゐる。 
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國際 協調に 關 する モ ットの 業績 は 恐らく は 一 九 二 五 年と 一 九 二 六 年と に 於け る 彼の 最近の 訪日 中に その 最高潮に 達した。 彼の 日 

. 本に 於け る 經驗は 集積 的であった。 卽ち彼 は 訪日 ー囘每 に、 彼 自身の 洞察力 を嗜 加し、 又 日本 思想界に 於け る 指導者 間に 於け る 

彼の 信望 を 高揚した。 一九二 五 年の 折に は、 彼 は 日本 國民 性に 關し 多分 量の 新 知識と 新 理解と を 獲得し、 爲 めに 彼が 在來 日本人 

間に 有した る 偉い なる 個人的 勢力 を 射 大した。 余の 想像に て は、 こ の 日本に 於け る 多忙なる 數 週間に モ ットが 受けた る 心より な 

る歡迎 以上 の 歡迎を 受けた る 外國人 はないで あらう。 

彼 は、 日本の 最大 政治家の 一 人に して、 吾々 米國 人の 屢 我が セォド T ル •  nl ズヴ H ルトに 比較す る 後藤 子爵の 客であった。 

後藤 子爵 は 夙く 科 學的敎 育 を 受けた る 人に して、 從て 基督 敎が 日本に 於け る 科 學的綺 神 を 有する 人々 に、 如何なる もの を 提供す 

べき やにつ いて 痛烈なる 關心を 有した る 人であった。 彼 は 種々 談話の 末モ ット 博士に 向 ひ、 該^題に 關し 充分に 意見 を 開陳 せん 

こと を 求めた。 その 結果 余 は モットが、 恰も大衆に講說するが如き深^^なる注意をも つて、 r ィ H ス. キリスト の科學 者に 提供 

すると ころ 如何」 と 題す る 課題の 解 1^ を 作りつつ ある を目擎 した。  . . 

大正 十二 年 九月 一日の 關 東大 震 火災に 際し、 いち 早く 深厚なる 同情 を 伯に 寄せた の は モットであった。 モット は 震 

災の報 を 聞く や、 九月 八日 米國 政府に 依囑 し、 國 務卿ヒ ュ ー ズの名 を 以て 在東京 米國 大使館 を經 て、 伯に 對レ 左記の 

如く 電報して 来た。 

發信人 國 務卿ヒ ュ ー ズ 

受信人 米國 大使館 

ジョ ン • ァ ー ル • モットより、 左の通り 

内務大臣 後藤 子爵に 傳 へて 

日本 國民 に對し 深甚な る 同情 を 表す。 . 


救護 事業 援助 の 爲め 仝 力 を 傾倒す る を辭 せ ず。 

貴下 の國 民の 偉大な る 統率力 に對し 信賴の 意 を 表す。 

伯の 亦 モットの 人格 識見に 推服す る ことの 如何に 深 かりし や は、 彼が 後年、 大阪市 基督 敎靑 年會 館の 落成式. に 於い 

て爲 したる 演說 中、 モ ッ ト をェデ ィ ソン、 バ ー バ ンク のニ大 天才と 對 比して 次の ごとく 說 いたの を もっても 窺 ひ 知る 

ことができる であらう。 

私 は 先年 米國に 漫遊し まして、 三人の 傑出した 人物に 逢 ひました。 其の 一 人 は科學 上の 發 明に 依って、 其の 名のよ く 知られて ほ 

る エヂ ソ ン 氏であります。 彼 は 自然界 を 征服して 幾多の 貢 獻 を 人類の 爲め になした のであります。 第二の 人 は 加州に 現在 は 住つ 

て 居ります が、 世界的に 知られて 居る 人で、 植物界に 一 大 奇蹟 を 示した ル， I サ ー • バ I \ ンク 氏であります。 御 承知の 如く バ ー 

バ ンクは 小さ い 芥子の 花を麗 はし い 數倍も ある 花に 仕上げ、 ある 果赏に 香ばし い 香 ひを與 へ、 或は トゲ ある 無用 有害の 植物と 考 

へられて 居った シャボ テンの トゲを 取り除いて、 家畜の 食物と したので あります。 バ— バンクの 植物界に 於て 成功した 事 は、 人 

類に 對 する 功績と 云 はなければ なりません 第三の 人 は 明治 11 十 年 私が 滿鐵 の總裁 をして りました 顷、 束 京に 於て 世界 基督 敎 

學生 同盟の 大會が 開かれた 時お 逢 ひして/ 其の後 友人と して 交誼 を 辱う して 居ります ジョ ン • ァ ー ル • モット 博士であります。 

米 國に參 りました 節 も 親しく 語り、 其の後 我が 國 訪問の 際 は 必ず 親しくお 話 を 致して るので、 近々 我國 に參ら るる ことと なつ 

て 居りまして、 私 は 親しく 色々 のお 話 を 聞きた いと 思つ て 居る ものであります。 

科學 者と じての ヱヂ ソン、 植物界に 於け る バ，" バンクと 相 並んで、 ； 4 は 彼が 世界に 於け る靑 少年の 指導者と して、 非常に 傑出し 

た 人物で あ る こと に 深 い li? 敬 を拂っ て 居る ものであります。 

思 ふに 士の相 知り 相 許す、 時として 國境を 絶し、 人種の 別 を 越える。 英國の 哲人 力 ー ライル を、 最も 早く 且つ 深く 

理解した る は 米國の 哲人 H マ ー ソンで あり、 獨 逸の 大政 治 家 ビス マ ー クと相 許す こと 最も 深 かりし は、 米國の 史家 モ 
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トレ ー であった。 吾人 は敢て 伯と モッ. ト との 交情 を、 前兩 者の 例に 比する ものに 非す と雖も 敎、 言語、 人種 を 異に 

する 此等兩 人の 友情 inii- に 掬すべき もの あるの 事實を 特記した る 所以で ある。 

九、 「大國 民の 歌」 と 劇 曲 つ 平和」 

この ころ 伯 作る ところの 大國 民の 歌と いふ ものが 發 表された。 

これ は 永い 間、 伯の 胸中に あった 思想 * で、 果して 何時の 頃 これ を 筆に したる や 明かで ない が、 印刷して 江湖に 發賣 

したの は 明治 四十 一 一年 十月 一 一十 四日であった。 

この 發 表に 先立って、 彼 は 德富蘇 峰、 佐々 木 信 綱 等 を、 日本 橋偕樂 園に 招いて、 これ を 示し、 その 批評 を 乞 ひ 且つ 

文字の 修正 を 求めた。 女子 音樂學 校長 山 田 源 一郎が、 この 爲 めに 作曲した。 

大國 民の 歌  . _ 

第一章 

五大洲なる 我が 友よ  大國民 を 何と 知る。 

大國民 は 土地 廣く  民の 衆き を 謂 ふべ しゃ。 

おや 

遠つ 祖 より 傅へ たる 至大 至善の 魂の 

榮 ゆる あたり その 國に すまへ る 人 を かくは 呼べ。 

第二 章 


天津 御 神の 御 旨て ふ 

た ふと 

三つの 寶と崇 みて 

世界に 富を頒 たんと 

東と 西の 境界な く 

第 三 章 

建 國以來 日の 御子の 

大國民 は 唯 それ を 

算盤 はじき 畑うて ど 

御 國に民 は 身 を獻ぐ 

第 四 章 

人た る 道に く國 

世界の ために 懲 さんと 

1 たび 鞘に 納めて は 

高く 笑 ひて 肱 を 把り 

第 五 章 

照らす 日 かげ は 一 なれ ど 
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平和と 自由、 文 を 

一 に 通商、 一 一に 勞働 

働く 人の あると ころ 

大和 島根 ぞ ことごとく ( 

稜威を 仰ぐ 神の 國 

たか 

獨り 尊し と 傲らん や。 

いざ 事 あらば 鋭と りて 

それ を 健し と 誇らん や < 

天に 鎌な す國 あらば 

拔 きつ 鬪ふ劍 太刀 

昨日の 仇 も 今日の 友 

歌聲 合す 酒 ほが ひ。 

もも 

國 土の 花 は 百よ ろす 
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やま は じ 

早 百合 山攄子 罌粟 牡丹 

八千代の 春に 色 添へ て 

iN- や 櫻 は 愛の 華 

第 六 章 

あやに 長し、 明らけ く 

赫突 照らす 日の 如く 

御言った はる その 極み 

人て ふ 人 は 親しまん 


三， 六 四 


矢 車 菊と 紅き 薔薇 

簇る蕊 の まじく 

これ ぞ 日本の 姿なる。 


すめらぎ 

治まる 御代の 天皇 は 


四海の 平和 宣り給 ふ。 

國て ふ國は 安らけ く 

これ ぞ 日本の こころなる。 

後に 彼 はこの 歌 を漢譯 して、 支那に 頒布した。 

尙 ほこの 外に 彼 は、 劇 曲の 腹案 を 示し、 平 木 白星と 大道 良 太 をして、 一幕物 を 作らし めて ゐる。 

題して 「平和」 とい ふ。 

その 主旨 は、 獨逸ゥ イリヤ ムニ 世の 黄禍 論に 反對 して、 日本と 英國 とが 相 提携して 戰禍を 克服 するとい ふに ある 

その 扉に、 

こ の 劇 曲 を歐羅 巴なる 某主權 者に 奉獻す 

と 記して あるの を 見ても、 叉 その ロ總 として カイ ザ ー の構圖 して ヘルマン • クナ. ックフ ー ス に 命じて 畫 かしめ たる 

夫の 「黄色 禍」 の 繪を插 入せ る を 見ても、 その 眞 意の 奈邊 にあり しゃ を 窺 ひ 知る ことができ るつ 


その 話の 筋 は、 歐洲の 天地に て 四 人の 女神が 軍神 マルスの ために 欺かれ、 日ネに SIL 籾お， 

取って 立ち 向 はんとす る 刹那、 凛々 しく 武装して 現 はれた る ブリタニアが 引きと おめ、 日本の 平和的 精神 を說 いて 皆 

を 宥める。 折し も あれ、 天の 一 角より 雜々 たる 響 音 すさまじく、 黄 龍 一 頭 雲間より 躍り 出で る。 

正に これ 黄禍で ある！ 

流石の ブリタニア も、 日本の 不信に 驚き、 歐洲 自衛の ために 奮起し、 黄 龍 を 刃に 掛けて その 腹を割って 見る と、 黄 

龍と 見えた は 飛行機で、 中から 現 はれる の は、 日本 姬 である。 姬は 日本より ブリタニアに、 日本の 平和的 精神？ i 明の 

使命 を帶 びて 馳せ参じ ためで ある。 

大和 姬と ブリタニア は、 手 を 取って 舞 ふ。 四 人の 歐洲の 女神た ち も、 初めて 日本の 眞意を 悟って、 共に 平和の 舞 を 

舞 ふとい ふので ある。 

この 劇 曲 「平和」 の 原本に は、 「男爵 後藤 新平搆 案、 大道 良 太、 平 木 照 雄 合作」 と 記して ある。 後に これ を改. 汀し 

明治 四十 五 年 四月 十五 日、 平 木 白星 (照 雄) 著と して 刊行 せられた。 

一 〇 、私生活 種々 相 

この 時代に 於け る 伯の 日常生活 はどうで あつたか。 

當時鐵 道 院總裁 藤 書と して、 伯に 身近く 仕へ て ゐた增 田次郞 は、 次の ごとく 語った。 

遞相 官邸に おける 伯 は、 毎朝 五 時 ごろに 起床され た。 臺灣 民政長官の 頃の やうに、 奥様 御 同伴の 散歩 は 殆ど 中.^ 
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された。 

朝 ごはんの 時には 森 孝 三 君が やって来て 獨逸語 をよ む。 ごはんが すむ と 直ぐ 御隱居 様の 御機嫌 を 伺 はれる ので あ 

る。 伯 は 必す輕 い 口調で 「御 隱居樣 はどうです ネ」 と聲を かけられる。 伯は當 時、 御隱居 様に は 全く 身心 を 捧げ 

て ゐられ た。 御旅 行の 際は必 す、 「只今から 出かけます」 と 挨拶 せられて ゐ ため 

それから 二階の 大臣 窒に 人ら れる。 おひるまで、 訪問客に 會 見され る。 來訪 者に は 誰れ でも 會 見され る。 

午後 は 役所の 書類 を 決裁され るの だが、 閣議の 日 は 首相官邸 でお 晝食。 又 鐵道院 の 方に 會議の ある 時 は 鐵道院 で 

ぉ晝 食。 夜 は 大抵、 宴會に 出席され る。 宴 會 から 歸 つてから 讀書、 就床され るの は 大抵 十一 時 頃であった。 

その 頃の 訪問客 は 尾 崎 行 雄、 元 田 輩、 川原 茂輔、 廣岡 宇一郎、 臼井哲 夫、 野 田 卯 太 郞らの 諸氏であって、 當時、 

東京の 電車 市營 問題が やかましかった 頃で、 尾 崎 市長 は 一 番 頻繁に 來訪 された やうであった。 

一番 早く 訪問す る 人 ほ 淺野總 一郎 氏であって、 官邸の 門が 開く か 開かぬ 頃に やって来て r 大將 はもう 起きた か」 

といって 人って 来られた ものである。 

伯が 電話 を かけられた 時の 様子から 見る と、 桂さん は 伯の 長官であった けれども、 桂さん への 話 は 大變、 氣樂さ 

うであった。 大 浦さん への 電話の 調子 も 氣輕な ものであった。 ただ 平 田さん への 電話 はな かく 面倒で、 伯に は 

平 田さん が 苦手であった やうだった。 齋藤 海相と は 竹馬の友の 關 係から 無論 懇意で あつたが、 閣議 中 目立って 親 

しかった の は、 寺內 さんと 小 村さん とであった。  ， 

遞相 時代の 初め 頃 は、 伯 は 二頭立ての 馬車 を乘 用され た。 伯 は 馬が 大好きで、 わざく n シァへ 行った 際、 ュ ハ 


レ 一一 コフ 牧場で 馬 を 選んで 日本へ 送らせられた 程で、 伯の 乘用 馬車 は 堂々 たる 車で あり、 總理. Is^^s^^!? 

立派であった。  . 

その後 米國 から 自動車 を 贈呈され たので、 馬車 を廢 し、 自動車 を 常用せられ たが、 當時は 日本に 運轉 手が 五、 六 

人位し かゐ ない 時代であって、 閣僚 中、 自動車 を 使用す る もの は 後藤 伯 だけであった。 民間の 人で は 福潭桃 介、 

大倉 喜八郞 といった やうな 人が 乘 つて ゐる 位で、 誡に 自動車の めづ らしい 時代であった。 

遞相 になった 初めの 間 は、 伯 は 早朝 馬に 乘 つて 東京の 街 を 廻って ゐた。 また 折々 は 銑 を 持って 獵 にも 出かけた やう 

である。  ， 

しかし 何とい つても、 伯の 一番の 道樂は 接客であった らう。 彼 は 門戶を 八文字に 開いて、 天下の 士を 友と して 暮す 

風が あった。 たれ か 彼に 議論で も 吹き かける と、 その 相手の 年齢、 身分に 關係 なく、 むきになって 討論す る 癖が あつ 

た。 さう して 何處 まで も、 徹底し なければ 止まない 風が あった。 

長 尾 半 平 は 語る。  . 

故 伯が 最初の 鐵 道院總 裁であった 頃、 自分 は臺灣 から 政府 委員と して 上京した 時、 一日 故 伯 を 葉 山の 別 莊に訪 う 

た。 故 伯 は 珍ら しく 閣 であって、 火鉢 一 つ を 中立 地 として 對 座して 種々 なる 談話に 時 を 移して 居る 間に、 故 伯 

は その 頃 讀んで 居られた 佛 書から、 佛敎の 極意 を 故 伯獨特 の達觀 的な 話 をして 聞かされた。 佛 敎に關 して は 研 鎖 

の 足らざる 自分 は、 少なから ざる 感興 を 以て 傾聽 させられ たが、 話 は 段々 と 進んで 基 #敎 の 敎理を 論ぜられて 怫 

敎 との 比較 論にまで 及んで 來 ると、 故 伯の 獨斷的 意見が 多く ある を 認めた から、 自分 は 「もう 基 哲敎の 御 話 はよ 
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しませう ではありません か、 先き 程 佛敎の 御 話 は 私の 知識の ない 爲 めか 實 に謹聽 して 居り ましたが、 基督 敎に至 

つて は 丸で ものに なって 居りません」 と 云 はせ も敢 へす、 「ものに なって 居ない と は」 と 切り込んで 来られた か 

ら、 「あなた は 有神論 者 だと 云 はれながら それで は 論旨が 支離滅裂 ぢ やありません か、 餘り深 人り をな さると 御 

自分の 無學な ことが 暴露し ますよ」 と 言 ふと、 「無 學とは 何事 だ、 何たる 無禮 だ」 と 僅か 十疊 許りの 座敷で、 し 

かも 火鉢 一 つの 距離し かない 處で おそろしく 怒鳴らる るから、 此方 も 負けても 居られす、 大聲 で應戰 して 激論と 

なった。 すると 豫て賢 婦人の 聞え 高き 和 子 夫人 は、 靜 かに 次の間より 襖 を 開けて、 「後藤と 長 尾さん の元氣 のよ 

い 御 話は臺 灣以來 久しく 伺 ひませんで したから 少し 傍聽 させて 下さい」 と、 賢明なる 調停 役 を 勤めに 出て 來られ 

たので、 議論 も 漸く 下火になり 笑聲も 混じる 樣 に鎭定 しかかった。 その 少し 前に、 鐵 道の 某 局長と て當時 敏腕の 

評判 ある 一人、 何 か 公用 もて 刺 を 通じて、 遙 かに 離れて 吾等の 激論 を アツ ケに 取られながら 聽 いて 居った ので あ 

つた。 それに 氣附 かれた 故 伯 は、 r サ ー 君 此方へ 火鉢の 側へ 來 給へ。 君 も 何かネ ー 長 尾 君の やうに 基 敎の方 か 

ネ ー」 と輕く 話しかけられた。 すると 某 局長 は 頭の いい 男 だけに 答へ に 苦しんだ やうに 見えた が、 纏て 「ハイ 私 

も學生 時代に はよ く 冷 かしに 敎會 などへ 出 人した ものです が、 今日で はスッ カリ 御無沙汰で 長尾サ ン などから は 

叱らる る 方です」 とど ちらへ もさ わらぬ 樣に、 所謂 鼠色の 返事 をした。 之を聽 くや 否や、 故 伯 は 開き直って 折角 

鎭火 しかかった 火の手 は 再燃した 様な 口調で、 「君 冷 かし ナン テ 宜しくない 事 だ。 自分の 主義 は飽迄 鮮明に、 長 

尾の やうに 基 $3 敎 ならば その 樣に、 之に 反對 する もの あらば 何處 まで も lei- 敢に戰 ふべき である」 と、 大鐵槌 を 其 

頂 門に 喰 はされ た。 甘 木 局長 は最 賢明なる 答案、 是 ならば 先 づ滿點 と 思った もの も、 故 伯の 如き 偉人の 前に は 落第 


點 であった に は氣の K ゆでた まらなかった が、 又 多大の 感に 4^^^^^^^ てあつた 

感受性の 强 かった 彼 は、 社會 各般の 人々 から、 千 種 萬 態の 報吿を 聞き、 印象 を 受ける ことによって、 その 感能を 新 

鮮 化して ゐ たので あらう。 

『大勢の 人が 態々 尋ねて きて、 俺に 社 會哲學 を敎へ て くれる の だ。』 

とよく 伯 は 周圍の 者に 話して ゐた。 

かう して 伯が、 訪客に 接する 際、 浴衣の 肌 を ひろげ、 帶を 臍の 下 あたりに ダラ リと 締めて、 野人の ごとく 放お する 

ことが しばく あった。 それが 一見 だらしない やうで、 却って 豪放に も 見えた。 しかし 伯に はまた 一面、 妙に 几帳面 

なと ころがあった。 それにつ いて、 當 時の 秘書 增 田が 左の 如く 語って ゐる。 

私 は 伯の 祕書 時代に おいて は、 伯が 旅行され ると ハンカチ、 手袋、 ホワイト： ンャ— ッ 等身 邊の 一切のお 世話 を 

した。 それで 平常の 身なり は大變 ふざけた ものであった けれど、 公開の席へ 出られる 場合と 並 "通の 席へ 出席され 

る 場合との 衣服が 非常に 厳格で あり、 勳 章を附 ける 場合、 跗 けなくても よい 場合、 更に そのと き 著 用され る 手代.^ 

の 種類 等、 實に 几帳面でした。 宴 會の 席な どで は、 來會 者と 隔意な くお 話 をな され、 その 際依賴 された 揮毫 を 一 

一 快諾され るので、 この 始末に 弱らされ 祓いた 事 も ある。 

此處 にこの 當時、 增 田が 情 細に 計算して、 表 を 作って 伯に 示した 擧 資金 給與の 計算書が のこって ゐる。 

■ 明治 四十 ニ年學 資金 統計 書 

一 金 式 千 贰百拾 六圓也  總給與 高 
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內譯 別表 ノ通 

本年 給 與學生 ハ通シ テ八名 一一 シ テ其 ノ^ 減ヲ rT^ セバ 六 n  二  A  A  <1 A 九 =: -ー A  A  <1 十一 =: -ー A  A  A  ノ 三 名 -ー 對 ス ル 給與ヲ 停止 シ 

タル 代 リニ  二  =: ヨリ A<1AA<1 九月 ヨリ AAAAA 十一月 ヨリ AAAAA  ノ 三 名 二對ス ル 給與ヲ 開始 シ 結局 十二月 現在 八 名 一- 

シテ 月額 百 六 拾五圓 ヲ耍ス 

伯 は 滿鐵總 裁 時代から、 學 生に 學 資を與 へて ゐ たので ある。 その 計算書 は、 どこまでも 正確 詳細に 記 人して なけれ 

ば、 承知で きない 伯であった。 しかも これ 等の 學 生の 選擇 並びに 監督 は、 一切 これ を 祕書官 に まかせて、 伯 は その 顏 

も、 その 名 も 知らない のが 多かった。 自己の 若き 日の 苦學を 想起して、 貧しき 靑 年に 同情した のであった。 彼 はこれ 

等の 人々 より、 毫釐の 返報 を も 期待して ゐ なかった。 叉 陰德を 積まう とい ふ 精神で もなかった。 ただ 一片 同情心の 發 

露に 過ぎなかった の だ。 ゆ ゑに 筆者 も 亦、 この 計算書 中の 姓名 を 削除した。 これ を 明記して 殘す こと は、 泉下の 故人 

の 意 由 心で はない と 思 ふからで ある。  - 

一一、 人の 使 ひ 方 

この 當時 は、 臺灣 時代 ほどではなかった が、 それでも 霧 震 ー聲、 家內の 人の 頭に」. s« 玉が 落下す る こと はしば/ \ 

あった。 

その 疳 瘤の 相手 は、 主として 和 子 夫人であった。 夫人 はよ く 語った。 

『後藤 は あれで 仲々 の 遠慮 屋で、 他人に は隨 分疳疲 を： g へて ゐ るので す。 子供に でも 隨分 遠慮して ゐ るので す。 ただ 

私 だけに は 遠慮が な いもので すから、 勝手 放題に 怒る のです」』 


さう して、 寺 內 rKg のころ になる と、 4 の 落. 笛 か つて て .ns 产电 

『このごろの 後藤 は、 以前 ほど 怒ら なくなり ましたが、 あれ は體 力が 衰 へて きたた めかと 思 ひます と、 かへ つて 心配 

であります。』 

と 言って ゐ た。 

伯の 最も 特有な 痳 瘤の 一例に かう いふの が， ある。 それ も 和 子 夫人が、 よく 茶の間の 笑 ひ 話と して ゐ たこと である。 

『葉 山の 別莊 が出來 上りました ので、 私 どもが 檢 分に 參 りました。 すると 出来具合が 氣に 人らなかった らしく、 後藤 

はいきな り 下駄の まま 緣に 上りまして、 「こんなう ち は 駄目 だ！」 と 怒鳴りながら、 下駄で 障子 をば り/ \/\ -と踏 

み 破って しま ひました。』 

さう いふ 痳瘕 持であった。 しかし 彼 は、 部下の 者の 失策に 對 して は、 滅多に かう いふ- 1^ 瘤 は 起さなかった。 增田.^^- 

郞は、 次の やうに 言って ゐ る。 

伯 は滿鐵 の總裁 時代、 北京 政府 を 訪問し、 西 太后に 謁見 せられた 事が ある。 その 時、 お土産 物 を 東京 や 京都で ド 

ッサリ 買 ひ 込まれ、 その 荷物 は 祌戶の 後藤 廻途 店の 手 を 通じて 發 送した。 

そのうちの 荷物 一 箇が 積み 殘 されて しまった。 

六月 二十 一日であった。 公使館で 一生懸命に 探した が 見當ら ない。 その 荷物のう ちに 人って ゐ たの は、 北京 政府 

の 下級 官吏に 贈る 豫定の ものであった ので、 一同 大いに 善後 處 置に 苦 惱 して ゐ ると、 伯から 「あの 荷物 はどうし 

た」 とのお 問合せで ある。 ？ 1# は 大いに 恐縮して、 「廻送 店の 方で 積み 遲れ たので せう、 見當 りませんで 困って を 
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ります」 と ビク. /.\- しながら 申 上げる と、 伯 は 「何 か 他の もので 間に合せ ておけ」 との 仰せで ホッ とした 事が あ 

る。 伯 は 私共の 失策に 對 して は 實に 寛大であった。 

伯 は 大勢の 人 を 使った。 しかし 自分が 苦勞 人であった だけに、 祕書宫 など は 親切に 敎 育し 養成した。 增田は それに 

ついて、 次の ごとく 囘 顧して ゐ る。 

私 は 伯から 電報の 打ち方 を 初めて 敎 はった。. 伯の 口述され るの を 私が すぐ 筆記して そのまま 打電す るので あった 

が、 そんな 場合に 私が 筆記した 電文 を撿閱 して、 私が 「東京」 を 「トウ キヤウ」 と 書いて ゐ ると、 「こんな 場合 

は 「トウ ケフ」 と 書け、 でない と 書く 人 も 一字 だけ 字数が 多い ので 手間取る し、 叉 一字 だけ 料金が 餘 計になる か 

ら經濟 上 も 損 だ」 と敎 へて 下さった。 更に 伯 は、 私に 伯の 手紙 を 口述され た。 その 末尾に 伯 は 御 自筆で サイン さ 

.れ たので あつたが、 かう した 場合、 私の 字が ドンナ 下手で あっても 小言 を 受けなかった。 しかし 若し 伯の 口述の 

意味が 文面に ハツ キリ あら はれて ゐな いと、 伯 は必す 「自分の 云った 事が ハツ キリして ゐな いのはよ くない。 自 

分の 意思が 先方へ ハツ キリす る やうに せぬ といかぬ」 と 云って 私に 訓 誠され たが、 伯のお 手紙 は 御自身の 御意 思 

が飽 まで 先方へ ハツ キリ 傳 達される 事 を 主眼と されて ゐた。 それで 初めの 間 私の 不慣れの 間 は隨分 汗の 出る やう 

な 事 もあった。 

私が 初めて 伯のお 伴 をして 旅行した の は、 臺灣 民政長官 時代に 臺中、 臺南 方面の 狩獵に 出かけた 時の 事でした。 

臺 中の 宿に 泊った 時、 私に 對 して 伯 は、 この 宿 はこの 程度の チップ を：. g いてお け、 又 女中の 心付け もこれ だ 

と 懇情  1 に敎へ て 頂いた。 

匪— —WSTITn—IFTallTnl 1 fllBmn=B==^H==Hn^=^M^^H»ggl 


； 1^ は 富 時まで、 かう した 事に 就いては 全く 世間 知らす であった ので， かう した 人間 を 故にお 使 ひに たるに 力し」 

自分で も 不審に 思った 程で あつたが —— 伯 は、 どんな 人間で も敎 へて やれば 役に立つ とい ふ 事 を前投 として、 私 

の やうな 人間 をお 使 ひに なつもの だと 思 ふ。 私 はかう した 伯體 にっかへ てゐ るう ちに、 かかる 人に こそ 一身 を捧 

げて お働き 申 上げる ベ き だとい ふ 感じ を 持つ やうに なった。 

氣 分に むらの 多かった 彼 は、 時として は初對 面の 人に 好意 を滿 載し、 多年の 知己 を 「御 親 兵 一割の 損 だ」 と稱 して、 

却って 冷遇した りした こと も ある。 しかし 大體に 於いて は、 彼 は 自分の 使った 人間の 爲 めに は、 隨分 細かく 面倒 を 具 

る 方であった。 これ も增 田の 談 である。  ， 

私 は、 靜岡縣 で 大正 四 年の 暮、 立候補した ことがあ るが、 伯はヮ ザく 私 を 伴って 井上 释 さんの 處へ 訪ねられ、 

r 增 田が 立候補す るから よろしく」 と 依頼して 下さった。 井上さん は 「湯 淺倉平 (後の 內 大臣) が 靜岡縣 知事 だ、 

增 田に 對し 無暗に 選 擧干涉 をせ ぬ やうに 云 ひ 付けて おかねば いかぬ」 と 言 はれて、 井上さん から 特に 31 淺 知事に 

話して 下さった 程であった。 それで 私が 靜 岡へ 出かける 時 は、 必す 井上さん の處 をお 訪ねして、 御 食事のお 相手 

をして 行かぬ と、 井上さん の 御機嫌が 惡 いとい ふやうな 有様であった。 

伯 は 更に 私 を 熱 海の 三 浦觀樹 さんや、 岩 淵の 別 莊にゐ られる 田 中光顯 伯の 處へ 伴れ て 行き、 私の 立候補に 對 する 

援助 方 を 依頼して 下さった。 私の 當 選した の は 全く 伯の 御 援助の 賜物であった。 

また 增田 は、 自己の 水力 電氣 事業に 關係 する やうに なった 經緯を 次の ごとく 語って ゐる。 

• 或る時 伯から よびに 來た。 伯に ぉ會 ひする と 「福 澤桃 介が 木せ 川 水力 電氣を やって ゐ るが、 上流から 御料 林 を 伐 

第一章 第二次. 桂 内閣 時代  三 七三 


第 八 節 政治 外交 及び 私生活  三 七 四 

採して 流す ので 困って ゐる。 かう した. 事 を 防止す る やうな 處 澄を講 する やう 交 涉に當 る 人間が ゐ ないで 困って ゐ 

る。 君、 福 澤に會 つて 見ろ」 との 仰せで ある。 私 は 「伯爵が、 福澤に會って見ろと仰しゃるなら福9^^|;さんにぉ會 

ひ 致し ませう」 とお 答へ すると、 「水力 電氣 はおれが 遞信 大臣 時代に 大いに 力 を 注いだ 仕事 だ。 やり 出す と 面白 

ぃぞ」 と 伯 は 首 はれた。 

伯からの 紹介の 名刺 を 頂いて、 福澤 事務所 を 訪問す ると、 福 澤桃介 氏 は 「おお 君來 て吳れ たか、 難 有う、 僕はポ 

ケット から 毎月 君に 百 圓づっ 手當を 出す からね、 やって 吳れ 給へ」 と。 歸 つて 伯に 御 報吿申 上げる と 「どう だ、 

福澤 とい ふ 人物 は 面白い 奴 だろ、 あれ は 遠った 人間 だ、 やって 見ろ！」 

かう して 私 は電氣 事業に 關係 する 事に なり、 爾來 今日に 及んで ゐる。 

增 田が 日本で  一、 二 を爭ふ 大水 力 電氣會 社の 社長と なった の は、 かう いふ 經緯 からであった。 

一 二、 錦 衣 故 鄕に歸 る  . . 

明治 四十 二 年 七月 二十 六日、 伯 は 奥 羽 地方 及び 北海道 巡囘 旅行の 途に 上った。 これが 遞信 大臣 兼鐵 道院總 裁と して 

の、 伯の 最初の 視察 旅行であった。 この 時 伯 は、 途上 水 澤に立 寄り、 亡父 諦光院 の 第二 十七 囘忌 法要 を 執行 せんがた 

めに、 母堂 利惠 子、 夫人 和 子、 令姉 初 勢、 長女 愛子 を 同伴した。 

同日 午後 七 時 三十 分、 伯の 一行 を 載せた る 汽車 は、 仙 臺驛に 著いた。 プラット フォ ー ムに は、 伊達 邦，：.： 小 伯 以下、 朝 

野の 名士、 有志 團體數 百 名が 出迎 へて、 仙直_^驛頭は全く人を以て祖められた。 


し 日の 午前 は、 仙ぉ5^.郵便：：？なび仙臺驛の巡視に費した。 ^^^食は$-達伯邸の：疑辦弋 .：t 後????^^ 

百 五十 餘 名の 官民 招； S: 會 および 有志 招待 會に 臨み、 散會 したの は 十 一 時 ごろであった。 

それに も拘 はらす、 伯は翌 二十 八日の 朝 は、 四時 はやく も 床 を 離れた。 さう して 旅裝を 整へ ると 直ぐに、 腕 車を驅 

つて 東北 法律 擧校 および 東北 女子 職業 學校 を訪 ひ、 且つ 直 傷 入院 中の 大山 仙 臺驛長 を 慰問した 後、 仙毫驛 にむ かって 

伯の 一家と 落ち合った。 この 時 r 遞 相-一 ハ 場外 一一 出迎 へ、 母堂 ノ手ヲ 執 リテ、 待合室 一一 導キ」 と當 時の 旅行 日誌 は 記 

して ゐる 0 

かくして 伯の 一家 は、 特別 列車に 乘 つて、 七 時 三十 分仙臺 驛發、 水澤 にむ かった。 

錦 衣して 故鄕に 人る。 伯の 感慨 や 果して 奈何。 

往年の 惡童新 平、 今 輝く 國務 大臣と して、 歸り來 るを迎 ふ。 町民の 熱狂 や 果して 奈何。 

旅行 日誌 は 次の 如く 記して ゐる。 

午前 十 時 二十 分 水 澤驛- ー著ス ルャ、 豫テ驛 前 一一 設ケ タル 天幕 內ノ 歡迎 所-一人 ルャ、 知事 代理 岩 田 警務 長、 舊 主家 

留守 景福 氏、 木 村 博士 ヲ始メ トシ テ、 知己 一同 一一 取圍 マレ クルカ、 左 視右顧 歡情舂 ノ如シ 。雨 側-一 並 ヘル 小學校 

生徒 等-一 一 々會 釋シ ッ、、 大臣 ハ磐井 旅館-一、 家族 ハ 親戚 坂 野 氏 方へ 人 レリ。 旅館 一一 テハ面 會者績 々詰 懸ケ、 非 

常 二 雜沓ヲ 極ム。 

伯 は面會 者の 一 時 途絶えた 午前 十 一 時 ごろ、 徒歩で 城趾 精華 堂を訪 うて、 少年の 日 を^び、 一 旦歸 館し、 晝 食後 は 

坂 野 邸を訪 うて、 親族 一同と ともに、 家君の 墓所に 詣で、 菩提寺なる 龜 島山 增長 寺で 逮夜の 式 を營ん だ。 
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家 の 法要が 執行され たの は、， 翌ニ 十九 日であった。 その 光景 を、 旅行 日誌 は、 次の ごとく 叙して ゐる。 

午前 七 時、 大臣 一一 ハ家？ S 法要 執行 ノ爲 メ、 菩提寺 ナル龜 島山 增長寺 一一 參シ タルカ、 一族 知己 堂-一 滿チ タリ。 淸掃 

セ ラレ タル 墓前 二 ハ、 伊達 家ョ リノ 草花 ヲ供セ ラレ タリ キ。 八 時 衆 僧 二 依リテ 法要 ハ修セ ラレ、 讀經ノ 聲ハ摩 力 

レリ。 大臣 一 門 知己 列席者 ノ燒香 ァリ。 方丈 一一 於テ ハ齋 食ヲ饗 セラ レヌ。 隨員ハ 別席 一一 於 ィテ饗 ァリ。 大臣 ハ 一 

同ト 快談セ ラレ、 或ハ扇 面に 揮毫 セ ラル.、 ァリ。 怡々 タル 衷心、 露々 タル 緒、 恭風 堂ニ滿 ツル ノ 光景 ナ リキ。 

父 實崇の 死去した の は、 明治 十六 年 一月 十三 日、 卽ち 伯が 愛知 縣 病院より 內務 省衞生 局に 轉 じたる 時であった。 從 

つて 彼が 生前に 見た の は、 利かん 氣の 少年 新 平の 姿と、 ；ぬ贺 川の 醫學 校に 於け る苦學 時代と、 名古屋 における 元 氣ぃ 

つ ぱいの 靑年翳 時代と だけであった。 伯の 結婚 も留畢 も、 相 馬 事件の 波瀾 も、 臨時 陸軍 檢疫 部に おける 活躍 も、 また 

臺灣、 滿洲 における 國家 的經綸 も、 つ ひに 此の世に おいて 見る を 得すして 逝いた。 星 移り 年變 りて 二十 有 六 年、 今や 

娃內閣 の 花形 役者と して 一世 鍾 nz の 的と なれる 我が 兒が、 丁冢を 率ゐて 故鄕に 歸り來 り、 この 盛大なる 法要 を營 む。 

おそらく は 泉下に、 轉た 感慨の 深き を覺 えたで あらう。 • 

この 法要が 執行され た 日、 伯の 一行 は、 舊主 象なる 留守 家に おいて、 晝餐の 招待 を 受けた。 終って 臨時 緯度 觀測所 

を參觀 し、 駒 形 神社に 參拜 した 後、 水澤公 闺內に 開かれた る 歡迎會 に 臨んだ。 來り會 する もの 水澤 町長、 木村榮 博士 

(臨時 綠 度觑渊 所長) を はじめ 三百 餘名。 町長の 發聲 にて、 遞 相の 萬 歳 を 三 し、 績 いて 母堂の 萬 歲をも 三唱した。 宴 終 

つ て 伯 は 東 競馬場 に 赴き、 駒 形 神社 前 に 記念の 松樹 を手植 した。 

かくて 伯が 故鄕水 澤を辭 したの は、 翌 七月 三十日 正午、 その 糾中を 小舉校 及び. ぶ^ 校に おいて 講演 を 試み 


たる 後であった o 


一 三、 堂々， たる 返陣 

明治 四十 四 年 八月 二十 五日、 桂 首相 は、 閣員の 辭表を 取纏めて 闕 下に 奉呈し、 所謂 圓滿辭 職 を 行った。 それ は 組閣 

當時聲 明した る 諸政 策が、 旣に 悉く 實行 せられ だる 今、 途を後 賢の ために 開かん とする にあった。 

八月 三十日 を もって、 西 園 寺 第二次 內閣 成立し、 政 友會は 再び 政權を 把握した。 

當時伯 はこの 總辭 職を說 明して、 世界に 比類な き 立憲 的 引退で あると 斷じ、 次の ごとく 豪語した。 

〇 ドウ ダイ：！？；、 恐らく 歐米 とい はす、 日本と いはす、 世界に 立憲 內閣 があって より、 今度ぐ らゐ 堂々 たる 圓滿な 

總辭 職が あるかい。 大抵の 內閣は 何う にも 斯うに も 遣り きれ なくなって 投げ出す か、 反對黨 から 蹴落され るか、 

止む を 得すに 苦しがって 倒れる の だ。 然るに 今度と いふ 今度の 吾々 の內閣 は、 Is 々たる 餘 裕を存 して 返く ので、 

豫定の 政策 を 豫定の 如くに 遂行し、 圓滿 に路を 他の 賢 良の 士に 向って 開く ところの 立憲 的 引退で ある。 靑 表紙と 

首っ引きの 速 中が 如何に 眼鏡 を 光らして 西洋の 例な どを搜 したって、 ソリャ 無い よ。 吾より 古を爲 すの 抱負 を 持 

つて 天下の 大政 を處理 せに やい かん。 

〇 遞信 省の 仕事 だって 見 給へ。 is? 般の 施設 一 々數 へ來れ ば、 總て 吾人の 信す る 最良の 政策 を寳 現し 得た る 巾に も、 

阈家 政策 中 最新 S ものと して 世界の 注意 を牽 ける 電氣 政策 も 逸早く 確立せられ、 又 從來の 航海 補助 政策 は 一 變し 

て 航路 補助 政策と 爲し、 帝國の 海上に 於け る 實カを 確保して、 國家的 航路 を 定めた る 如き は、 特に 吾人の 國 家の 
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爲め賀 すべ きを 爲 したりと 信す ると ころで ある。 (九州 日 H 新閗 九；：：：； 三十：！；) 

以て 彼の 得意 さ を 想 見す ベ きで ある。 

彼 は 今、 桂と 共に 臺閣を 去り、 久方ぶ りの 浪人と なった。 人 閣以來 正に 三年 一箇月 半で ある。 日本 內閣 の壽 命と し 

て は、 決して 短 かしと いふ こと はでき ない。 

玆に 吾人 は 振 返って、 彼の 最初の 大臣 振り を i める の 時期に 到達した。 

顧みれば、 明治 四十 一年 七月、 彼が 初めて 桂に 招かれて 廟堂に 列す る や、 天下 驗目、 好奇の 心 を もって これ I 迎へ 

た。 桂 內閣の 新味、 此處 にあり と 思った からで ある。 

在位 三年、 彼 は 果して 天下の 期待 を 裏切らなかった か。 

偉大なる 期待 を もって 迎 へられる こと は、 必す しも 人生 幸福の 因で はない。 それ は、 此 一一 細の 失敗と 雖も、 過大に 評 

價 せらる る 危險が あり、 失敗な しとす る も、 成功の 犬なる もの 無き 時 は、 却って 人氣の 反動 を 招来す る。 

彼 は 若く して 自由 黨異變 を もって 市井の 間に 名を馳 せ、 相 馬 事件に 際して 天下の 耳目 を聳 動し、 陸軍 撿疫 所、 臺灣 

滿鐵の 成功 を もって 識者の 間に 信任 を 博した。  .  、 

かかる 色彩 多き 過お は、 後光の ごと；^ 彼の 頭上に 光って ゐた。 而 して 今 亦、 日本 政界に 獨歩 する 桂 太 郞の信 賴を受 

けて、 一躍 閣 班に 列した ので あるから、 入閣 當 時の 彼 は、 宛 かも 極彩色の 狩 野畫の ごとき 鉤麗味 を 持って ゐ た。 頓虱 

滿帆、 春 潮に 船出す。 前途の 光明 知るべき で. 《 つた。 

果せる 哉、 彼 は、 水力 電氣調 茶、 遠洋航路 補助、 鐵道院 新設、 廣軌 改築と 矢繼 早に 創意 新案 を發 表して、 天下の 耳 


目を峙 てし めた o 

しかし 彼が 天下の 興味 を鍾 めた の は、 その； itsa そのものの みではなかった。 彼の 爲 人であった。 

彼 は當時 官界に 全く 風變 りな 人物であった。 王政 維新の 餘爐 漸く 收 まって、 昔日 豪放 跌宕の 虱 地を拂 はんとす る 寺、 

彼 は 幕末 志士の ごと. « 無遠慮 さ を もって、 溫柔宾 (默を 事と する 宫 場に 現 はれて きたので ある。 

平静なる 東京の 官僚 界に、 彼 は臺灣 沖の 大風の ごとく 出し 拔 けに 飛び込んで きたの だ。 さう して 天馬の 空 を 行く ご 

とく、 縱横 無盡に 活躍した の だ。 

三角 释に 鼻眼鏡の 彼 は、 當 時には 珍ら しき 米國製 自動車 を乘り 廻して、 腹一杯に 活動した。 はち切れる やうな その 

精力、 眼中 人な き 覇氣、 觸 るる もの を 燒き盡 すごと きその 情熱、 踔 腐風發 する その 座談、 滿 腹の 稚氣、 處 かま はす 爆 

裂す る その」 瘤、 而 して 滴る ごとき 愛嬌。 それ は 全く 官界の 桁外れであった。  、 

彼に 接する 者 は、 電氣に 接する ものの 如く、 感觸 した。 彼 を 好む と 好まざる とに かか はらす、 彼の 爲人は 天下 話 

の 種と なった。 漸く 沈滯 せんとしつつ ありし 明治 末期の 日本に 於いて、 彼 は 確かに 一. 闹の 淸涼劑 であった。 

なる 哉、 蠻爵 後藤 新 平の 名 は、 快男子の 別名の ごとく 天下に 喧傳 せられた。 恐らく は、 この 第二次； g 內閣 の遞相 

時代 こそ、 彼の 名が、 最も 華々 しく 世人の 眼に 映 じた 時で あらう。 叉 彼が 最も 痛烈に 讒誣 中傷せられ、 又 同時に 嶄然 

として 一代の 人氣の 尖端に 立った の も、 恐らく はこの 第一 次の 遞相 時代であった らう。 

ゆ ゑに 桂 內閣の 中葉より、 天下 は 夙く も 彼 を もって、 將來の 首相と して 腥 目した。 

彼 は 果して、 娃 の後繼 者と して、 能く 宰相の 地に 上るべき か。 
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天下の 航ハ味 はこの 處 にあった。 

此の 當時 を囘 顧して、 德富蘇 峰 は 次の ごとく 語った。 

これにつ いて 懷ひ 起す の は、 後藤さん の遞相 就任の 頃、 私が 口 ー ズ ベリ ー 卿の 書いた ラ ン ドルフ • チヤ ー チル傅 

を 贈った ことで ある。 

この 本 を りながら、 私 は 彼に 語って 言った。 

「あなた も氣を 付けぬ と、 この チヤ ー チルの やうに 方々 から 嫉妬され ますよ c」 

と。 それ は 伯の 出世の 早かった ことと、 勢望の 一 躍して 高まった 點と は、 ランドルフ • チヤ ー チル が、 ソ— ルス 

ベリ ー 內 閣の藏 相に なった 時 i 似て ゐ たからで ある。 

伯 は 果して、 才氣餘 りあって、 却って 儕輩の 嫉視の ために 倒れた るラ ン ドルフ • チ ャ ー チル となる か、 或は、 能く 

この 反感 嫉妬の 怒濤 を 凌いで、 政治的 成功の 彼岸に 達すべき か。 

吾人 は 更に 筆 を 改めて If* 寺 內內閣 より、 第二次 山 本 內閣當 時に 於け る 彼の 行動 を敍 する に 際り、 彼の 政治的 地位 を. 

概觀 する であらう。 

彼 はい ま 內閣を 去り、 衛生 局長に 復活 以來 久し振りで、 天下 無職の 浪人に 返った ので ある。 

彼の 浪人 生活 は 架して 加 何で あつたか。 
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、多忙なる 浪人  . 

明治 二十 八 年 四月 一日、 任 臨時 陸軍 檢疫部 事務 {R の 辭令を 受けて 以來、 十六 年 五箇 月ぶ りで、 伯 は 再び 浪人の 生活 

に 人った。 相 馬 事件 出獄 後の 浪人 時代 を 加 ふれば、 正に 二度目の 浪人で ある。 

併し乍ら 前囘に 比して、 何とい ふ 違った 浪人 生活であった らう。 

ある 雜 誌が 當 時の 伯の 日常生活 を 描いて、 題して 「多忙なる 浪人」 といった の は、 正に 知 言であった。 伯 は 木 挽 町 

の 官邸 を引拂 つて、 麻布 宮村 町の 自邸に 起臥す る 身と なった が、 その 生活の 忙し さは、 大臣 時代と 異ならなかった。 

否 寧ろ これに 優る の 勢 ひであった。 訪客 は晨 より 夕に 至り、 陸續 として 踵 を 接した。 當 時の 新聞 は 記して 「前 大ぼ中 

後藤の 門前の み獨り 巿を爲 す。 訪客 日に 三 四十 名 也と。 主人公 何 を か 策す る」 とい ひ、 また 「後藤 男は閣 地に 就いて 

以來 訪客 益ぶ 多く、 最も 多い 日 は 七十 三人、 最も 少ぃ 日で も 十三 人と いふ 來客 ださう だ」 と 記した。 

それ は 伯の 在 朝 三年 間にお ける 活躍が 齎 した 人氣 であった。 しかし、 それより 更に 適切なる 理由 は、 彼が 遠から す 
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して 再び 政權の 地に 復歸 する であらう とい ふ 期待であった。 

遊 刃 tt々、 餘 カを剩 して 返却した る娃 は、 何時でも 西 園 寺 を 追って 天下 を 取る やうに 見えた。 さう して 桂 組閣の 日 

は、 後藤 入閣の 日で ある。 世間 はさう 考 へた。 否、 後藤 自身が 首相た るの 日 も、 甚だ 遠くない かも 知れない。 天下 は 

さう も考 へた。 

しかし 政 權囘復 の 望みの みであった ならば、 は 彼の 門の みに 集まらす して 桂、 大浦、 平 田の 門に も亦蜻 集すべき 

である。 何故に 彼の 門の み ひとり 賑は ひたる や。 新聞 はこれ を、 ある 消息通の 言と して、 次の ごとく 揶揄して ゐる。 

△ 新聞で は 中央 派が 後藤 男に 寢 返り 打った と 書いて るネ、 大浦 子に 金がないの は 今に 始まった こと ぢ やない よ。 

金の ない 處が H ライ 處だ。 △ 金の 話 序 だが、 後藤 男に 三百 萬圓 位の 裏書が できる としたら、 桂 公 は 五 萬 か 十 萬と 

. いふ 處 だら う。 ナー 一大 浦 子 かい、 大浦 サンの 裏書で 幾何 融通が できる か 知ら。 

卽ち 伯に は 大きな 金穴が あると いふ ことが、 ^^第ニ次內閣在職中の流言でぁった。 彼 を 傷 けんとし たる 者 は、 これ 

を 誇張して 流布し、 彼に よって 不純の 利益 を 期待した る 人々 も 亦、 これ を 信じて， 彼に 接近した。 

, ゆ ゑに 彼の 門前に 麕 集した る 訪客の 總 てが、 悉く 純情なる 動機に 出で たる もので ない こと は 明白で ある。 また かか 

る 浮說の 天下に 喧しかった からこ そ、 彼 は前揭 「拾 貳 萬圓處 分の 始末」 なる 問題に ついて、 後藤 勝 造の 潔白 を證 せん 

として、 その 金 nsj の 出處を 明細に 記して おいた ので ある。  • 

しかし 多くの 人 を宮村 町の 彼 § 邸に 車き つけた 理由 は、 かかる 功利的なる ものの みではなかった。 當 時の 伯 は、 

脊の乘 つた 絶頂であった。 はち切れる やうに 精力の むくれ 上って ゐた彼 は、 應接 間の 主人公と して、 i 是に 天下一 の 


る.^ ヌし .sr ipl 


存在で あつたの だ。 その ロを衝 いて 出で る 警句、 1^ 請、 諷刺、 痛罵、 

つて^い てゐ たので ある。 ， 

少し 蒼 味 を 帯びた 白皙の 顔に、 鼻眼鏡 を 光らせ、 半身 を 椅子から 乘り 出した 彼が、 東北 訛りで、 大きい 手振り を 使 

ひながら、 傍若無人に 辯 じ 立てる ところに は、 初： の 風の 綠林を 過ぎる やうな 颯爽 味が あった。 

さう して 彼の 漫篤に は、 締め括り のない 一種の 小 供ら しさが あった。 彼の 明朗なる 敍述に は、 他人の 校 倣 を 許さ ざ 

る 一味の ュ —モアが あった。 であるから、 彼 は 一 人よ がりの 增上慢 の ごとき 言辭を 弄しつつ も、 尙ほ人 をして これ を 

憎まし めなかった。 勝手 放題の 惡 篤を發 しつつ も、 尙ほ人 をして 微笑せ しめた。 .  . 

責任 ある 國務 大臣の 地位から 解放され たる 伯が、 如何に 天馬 行 空の 放言 を恣 まにしたり しゃ は、 想像に 餘り ある。 

從 つて 伯が 新聞 雜誌 記事の 花形であった こと も、 理解せられ 得る。 

かくして 伯 は、 一方に は 天下の 惡 篤と、 冷評と を 浴びながら も、 同時に また 一代の 人氣 者と して、 その 花々 しき 浪 

人 生活に 人った ので ある。 


、. 譯書 「官僚政治」 の 出版 


浪人と なって 間もなく、 明治 四十 四 年 十 一 月、 伯が 自分の 名で 出版した のが 「ま 僚 政治」 と稱 する 譯書 であった。 

これ は ヨゼフ • ォ ルツ， - ウス キ ー の 原著で、 伯が 在臺の 頃、 森 孝 三 をして 飜譯 せしめた の を、 こんど 自分の 名 を 冠 

して 出版した ので ある。 ゆ ゑに 著述と して は、 殆ど 伯と 無關 係の もので あつたと 言って よい。 ところが この 一書が 現 
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はれる と、 忽ち 天下の 問題と なり、 その 評論が 新聞 雜誌 を賑 はし、 その 書 は 意外の 賣行 きを 示した。 

それ は 理由の ある ことであった。 當時全 成规を 極めて ゐた (に 僚 政治に 對し、 その 中心人物の 一 人と： 1 された 伯が、 そ 

れに 批判 を 加へ たとい ふこと に對 する 興味であった ので ある。 

伯 は その 序文の 中に、 本書 刊行の 理由 を說 明して 次の ごとく 言った。 

抑 も 官僚政治と は何ぞ や。 何人も 知る 如く、 せ 僚 政治と は 古より 吾 國に存 せる 語に あらす、 ビュ 口 ー クラ チスム 

スの譯 語な り". ^ 然 らば ビュ n 1 クラ チス ムスと は何ぞ や。 更に 其 語原に 溯れば、 此の 語 伊太利 語の ビュ 口，' 卽ち 

卓子 掛 なる 語より 轉 化し 来る. - 蓋し 昔の 風、 {：：：： 府の 卓子に は必す 卓子 掛を覆 ふ習惯 あり。 是に 於いて ビュ 。ー な 

る 語 は、 何時の 頃よりか 自ら 轉 じて 府の 卓子の 意味 を 生じ、 更に 轉 じて 政務 を 執行す る 事務局の 意味と なり、 

遂に 凡そ 一 長官の 統率 主宰の 下に、 行政 組織の 完全なる 一 速 鎖 を 成せる 官吏 全體の 形く る 一 種の 習惯 制度 を 指し 

て、 ビ ュ 口 ー クラ チス ムス の 名を與 ふるに 至れるな り。 然 りと 雖もビ ュ 口 ー クラ チスム ス本來 の 意味より い へ ば 

.猶 ほ 語原の ビュ 口 1- が必 すし も 官府の 卓子 掛を 意味す るの みに 非ざる が 如く、 官府の 行政 組織に のみ 特有なる 習 

慣 制度 をい ふ ものと すべきに 非す。 官府に 於いて 行 はるる ビ ュ 口 ー クラ チ ス ム スは、 偶 ま 其の 最も 著しき 一 例に 

過ぎざる のみ。 

吾國に 於いても ビ ュ 口  ，1 クラ チスム ス なる 語 は、 一 般に 官僚政治の 意に 慣用 せら るれ ど、 事實に 於いて は、 官私 

の 別 を 問 はす、 大小の 差 を！ i ぜす、 苟 くも 或 一定の 組織の 下に 成立せ る 各種の 機關に 在って は、 必すゃ 何等かの 

形式に 於いて、 ビュ 口  ，1 クラ チス ムス の 發現を 見ざる なし。 獨り 官府の みとい はんや、 一 般 政治 界に 於いても、 


商工 界に 於いても、 va、 廣く 社會： 白般の 方面に 互り て、 i つくも 組織的、 統一的 機關の 成立す る 所、 卽 ちビュ C1— 

クラ チス ムスの 發現 する 所と なす も、 誰か これ を誣 ひたりと 言 はんや。 ビュ 口 1 'クラ チス ムス 果して 不健全の 現 

象なる か。 然 らば 其の 弊害の 及ぶ 所、 豈 啻に 官府の 行政 機關 にの み 止まらん や。 大 銀行 も： H 、の 弊 を うくべし、 大 

會社も 其の 弊 を うくべし、 否、 堂々 たる 大政 黨と雖 も、 一 定の 統率者の 下に 一 定の 規律に 從 つて 行動す る 以上、 

同じく 其 弊 をう くる 事な くして 止まん や。 

是に 於いて か 知るべし。 利害 關係を 等しう せる 多數相 依りて 形成せ る 組織 機關に 於いて、 汎く {m 他の 利益 を 思 ふ 

事な くして 專ら 一人の 勢力 を 仲 長 せんと すれば、 其 所に は靦 面に ビュ n 1 クラ チス ムスの 弊害 を 生ぜざる 事 能 は 

ざらん。 卽ちビ ュ n 1 クラ チス ムス にして 其 弊 ありと せば、 獨り 所謂 官僚政治の 上に これ を g| むる のみに して 足 

らん や。 國民は 各 その 利害 休戚 を 有する 組織 機關に 向って、 備 さに 所謂 ビュ 。- 'クラ チス ムスの 得失 を 講究せ ざ 

る 可から す。 斯の 如くに して ビュ 口 ー クラ チス ムスの 講究 は、 官民 を 論ぜす、 苟 くも 眞摯 に國家 社會の 公益 を 思 

. ふ ものの 一 日 も 念頭 を 離る 可から ざる 急 要の 一 大 問題たら すん ば あらざる なり。 

これによ つて、 伯の 僚 政治に 對 する 思想の 大要 を 窺 ひ 得る であらう。 伯 は. {r 僚 政治の 內に身 を 立て、 〈； ：： 僚 政治の 

發展 とともに 發展 した。 そして 事務家であった 伯 は、 官僚政治に 最も 適當 する 一面 を 持って ゐた。 しかるに も拘 はら 

す、 伯に は 一片の 俠氣稜 々として、 化石 化せる 官界の 空氣に 悉く 合致し 得ざる ものが あった。 伯の 特色で ある 豐 1： な 

る 想像力と、 奔放 自在なる 個人的 創意と は、 唯々 諾々 主義の 官吏 氣 質と 左 支 右 吾した。 

要するに 伯 は、 官僚政治 中に 棲息しつつ、 痛切に その 弊害 を體驗 して ゐ たので ある。 さう して 伯 は、 この {に 僚 政治 
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的 風習が、 他の 大 組織 中に 同一 程度に 發 達すべき こと を豫 見した。 政黨の 僚 化、 大會 社の {e: 僚 化、 軍隊の せ 僚 化、 

新聞の 僚 化、 勞働 組合の 官僚化 等 はこれ である。 これ 等に 向っても 亦 伯 は、 警鐘 を 鳴らさん と 欲した ので ある。 

然 らば- 著者 オル ッ ェ ウス キ ー は、 官僚政治に 對 して、 如何なる 見解 を 持して ゐた のか。 彼 は 次の 如き 激語 を 以て 

その 弊害 を 痛烈に 攻撃して ゐる。 

かの 無政府 黨が亂 暴なる 破壤 を企圃 し、 火と 劎 とに よ， リて 一 切 萬 事 を 解決 せんとす る 兇惡殘 忍の 所 爲は惡 むに 餘り ありと 雖も、 

- 五！： 人 は 此の 多 頭 的 怪物と  一 壤の差 あるが 如く！^ ゆる 今日の 官^ 者 流と を 比較して、 之れ を 同 一 視 する 事の 强ち 矯激に 失する 

ものに 非ざる こと を 信ぜん と 欲する ものな り。 何と なれば、 今 H 徐々 として 絶えず I 長し つ ある 民衆の 不平、 及び 今日 緣に抑 

制しつ チ， める 民衆の 憤 恨 を、 將來 何時の：！： にか 突如と して 爆發 せし むる もの は、 自己の 虚榮に 眩惑して、 良心の 知 覺を失 ひっつ 

あ る 官僚 者 流 に 外な ら ざ れ ば な り 。 

近世の 國家は 其の-超 絕 せる 仵 務を盡 さんが 爲、 益々 新规 なる 精力 及び 手段 を 求め つ つ ありと 雖も、 人民が 如何に 政府 3 從 僕を嫉 

視憎惡 せる か を 冷 靜に觀 察し 來 らば、 {12 僚の 跳梁が、 如何に 國 家の 勢力 及び 威望 を 失墜し つ つ ある ことの 甚だしき か を 知る に 足 

る！ H- し。  • 

自ら {::: 僚 政治の 中心人物と なりつつ ありし 伯が、 かくの ご. とき 激烈なる せ 僚 政治 攻撃 論 を、 何等の 割引な く赞 同し 

たりし や 否や、 疑 ひなき を 得ない。 さりながら、 今にして 官僚政治の 弊害 を 德 正す るに あら すん ば、 3 具に 怖るべき 事 

態 を 惹起す るで あらう と は、 伯の 夙に 憂慮せ ると ころであった こと は事實 である。 

然 らば、 官僚政治の 弊害 は、 如何にして 撲滅 七うべき か。 これに は 急激なる 革命 手段に よる ものと、 漸進的なる 改 

良 手段に よる ものとの 二つが ある。 然るに 原著者 は、 十八 世紀の 末葉に 於け る佛國 革命の 如く、 社會 制度の 最も 過激 


なる 變 革と 雖も、 國 家の {in 僚 政治 を 撲滅す る こと 能 は ざり しのみ ならす、 却って 其の 勢威 を 逞しう する に 至らし めた 

る 史實を 引き、 且つ 「社 會的 建築物の 破壤 は、 之れ を 新築す るよりも 容 《^ なり。 而も 古き 建築物 は、 老朽^^收したる 

部分 を修絡 加工す る ことによ りて、 幾多の 近代的 建物に 比し、 遙 かに 堅牢なる ものと なす 事 を 得べき は 明かな り，」 と 

なして、 漸進的 改革 論 を 主張して ゐ る。 

この {H: 僚 政治の 漸進的 改革 こそ は、 伯の 心中 ひそかに 抱け る 志望であった。 しかも 原著者 は、 今やせ 僚 政治の 弊害 

撲滅の 機、 正に 熟せり となし、  • 

世に は械 端なる 保守 論者 あり、 官僚政治に 對 する 反抗 を 以て、 社 會ハ秧 序、 國 家の 存立に 對 する 暴行と 認 むる もの 少なからずと 

雖も、 又 一面に は、 官僚の 形式主義と、 被治者の 表面的 服 從に對 する 政府の 虚榮 心と が、 日に R に 政府と 人民との 隔絕 を^ 長し 

つ k ある 危險を 洞察した る 一 部の 識者な きに 非ず。 今や 國家 S 祭壇に 搾ぐべき 個人的 及び 物質的 犧牲 は、 次. 第に^ 加し つ 子-, める 

を 以て、 政府と 人 K との 反目 を 促す に 足るべき 機会 3 は、 頻々 として 日に 多き を 加へ っ乂 あり。 是に 於いて か、 川 意^ 到に して 且 

つ 熟練なる 外科 醫が Sij ちて 大手 術 を 施すべき 時代 は、 旣に^^ーしたりと謂っ可きたリ。 

と 論じて ゐる。 讀ん で兹に 至り、 恐らく 伯 は 案を拍 つて、 自ら かかる 大 外科 醫 たんとの 野心に 燃えた であらう。 而し 

て IS 著者 は、 更に 論 を 進めて 曰く。 

兑ょ、 今や 經濟界 の 狀況は 益々 悲觀 的. となり、 貧富の 懸隔 は 愈々 其の. 甚だしき を 加へ、 單 純なる 觀. 祭 を 以てする も 社き 的 秩序の- 

安 仝に 對 して は、 層 1 層の 注意 を 加 ふるの 必要 を 生じた るの 時に 當り、 人民 をして 國 家と 隔絶せ しむる 事な く、 益々 固なる 統 

ー體 たらしむ る は、 焦眉の 急務と いふ 可き に 非ず や。 況ん や、 列 國の關 係 は 愈々 危殆に 瀬し、 内部の 實カは 益々 之れ を 堅固に し • 

之れ を^ 加せ ざる 可から ざるの 事情 あるに 於いて を や。 之れ に 加 ふるに 民族的、 宗敎 的爭鬪 は、 文明開化の 進步 と共に 日に 激烈- 
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を 極めつ 乂 あり。 (中略) 是に 於いて か、 現 狀の秧 序 を 維持 せんとす る 論者 は、 國 家の 烕望を 高めん が爲、 先づ 各般の 改革に 著 手 

し 就中、 近世 國 家の 寵兒 たる 官^政治 を 1 掃す る ことに 努力せ ざる を 得ざる なり。 而も 一 方に は 職業と 趣麴を 求めて 喧囂を iM む 

る 多数の 貧困 者 あり、 國 法的 團體を 離れ、 從來の 指揮者 を 度外視す る 幾多の 結社 あり、 戰慄 すべき 政治 上の 妄想 狂た る 無政府 黨 

の 如き あり、 幾多の 重大問題 は陸績 として 政府の 覺醒を 促しつ V あるに 拘ら ず、 彼等 は 平然として 鱧帽の 新形、 體 服の. 鈕の 数、 

事務 統計表の 新 項目、 公文の 新樣 式と いふが 如き、 問題に 貴重なる 時間 を 消費し つ. f あり。 

見るべし。 殆ど 伯 自身の 言の 如き を！ しかも 讀んで 此處に 至る ときに、 吾人 は 次章に 於いて 記さん とする 第三 次 

桂內 閣に對 する、 憲政 擁護 運動の 光景 を 想起 せざるを得ない。 憲政 擁護 運動 は、 多分 量なる 政治的 陰謀 を包藏 して ゐ 

た。 そして かかる 政治 駅 引の 尙 ほよく 成功した る 所以 は、 彼等 反 桂黨の 政治家が、 {elz 僚 政治に 對 する 民衆的 反感 を 巧 

みに 利用した るに 外ならぬ。 しかも 伯は娃 內閣の 一員と して、 伯 自身の 改革 せんと 志しつつ ありし {z:! 僚 政治的 弊害の 

目標の ごとく、 民衆の 反對を 受けた ので ある。 政界の 波瀾 時として 人間 想像の 外に あり、 運命の 皮肉 亦甚 しと 言 ふべ 

きで ある。 

併しながら、 官僚政治の 改正と 撲滅と は、 政治 駆 引 を 目的と する 政黨 政治家 や、 此 等に 操らる る 一般 民衆に あらす 

して、 より 純理 的なる、 より 冷靜 なる 人々 にこれ を 求めなければ ならぬ。 この 點 について、 原著者 は 論じて 曰く。 

之れ を耍 する に、 何もの が 官僚政治の 弊風 を 打破し、 其の 僕 滅を圆 るべき かの 問題に 至りて は、 吾人 直ちに 之れ に 答 ふるに *s 躇 

せず。 官愤 政治の 弊害 を 認め、 併せて 衷心 人類の 幸福 を企阖 すべき 任務 を 有する もの は、 先づ國 家、 社會、 識者、 新聞紙 及び 學 

間にして、 此等 は赏に 率先して 官儉 政治の 饑滅に 努力すべき ものな り。 

これ 亦 伯の 心中の 志望であった。 彼 は 官僚政治の 弊害 を 知悉した。 それ ゆ ゑに こそ その 改正 を 念と した。 さう して 


彼が、 援引 せんとした 社會的 勢力 は、 黨人 にあら すして 學者、 新聞紙、 及び 一般 知識階級であった。 これ 彼が 努めて 

學 者と 接近し、 後に 記す がごと く、 大隈內 閣當時 は大阪 のニ大 新聞 を 聯合せ しめんと し、 また 後に 政治 倫理 化 運動に 

よって、 一般 知識階級 を 結成 せんと 奮鬪 したる 理由で ある。 

更に 原著者 は、 れ僚 政治 撲滅の 政治的 方式 を 論じて、 立憲政治に 歸納 した。 

官价 政治 を 撲滅す るの- 耍件は 夫れ. 斯の 如く 多し と雖 も、 就中 其の 重要なる 案件 は 一 切の 官廳 及び 總 ての 官吏が、 立憲 的 原則 を 確 

守す るに 在り。 素より 立 慮 政 體と稱 する 一個の 輩 純なる 形式が、 官僚政治の 發生を 拒絶す るに 足らざる こと は 敢て首 を 要せず。 

何と なれば、 ； 五；： 人 は 立憲 的、 自、 H.: 的に 統治せられ たる 諸國に 於いても、 -何ほ 官僚政治の 弊風 著しき もの ある を目擎 すれば なり。 

然れ ども 立憲 的 原則 を 確守す る ことによ りて、 政府 は 少なくとも 官僚 的 寄生 蟲の 繁殖す る 素 H を 減少す る こと を 得べ し。 抑も官 

僚 政治の 勢力 は、 其の 法律上の 根據 薄弱なる に乘 じて^ 長し 來るを 常と す。 何人と 雖も、 憲法に 矛盾す る 政府の 要求 若しくは 禁 

令が、 久. I く持續 せらる.^ こと 能 はずして、 結局、 li:- 義 公道の 前に 屈服す るに 至るべき を 信ぜざる ものな かる 可し。 今、 近世 各 

國の 憲法 史に 就いて 之れ を 案ずる に、 人民の 正常なる 感情と 自由の 權 利と は、 自. S 主義の 改革に 饿焉 たる 官僚 者 流の 反抗 述動最 

も 激烈なる もの あるに 拘ら ず、 徐々 として 勝利 を 占め、 今 口に 於いて は 如何なる 頑迷 者 流と 雖も、 昔日の 如く 一片の 妄想 を 以て 

立憲 政體を 見る ものな きに 至れり。 是に 於いて か、 吾人 は 各官廳 及び 各 官吏が 舉 つて 立 秉的 原則 を 確守す る 事に より、 竟 に官价 

政治の 弊害 を 打破し 得べ きを 信じて 疑 はず。 

この 思想 は 伯の、 後に 立憲 同志 會に 入り、 また 政治 倫理 化 運動に 奔走した る 思想 的 背景 を 示す もので、 吾人が 旣に 

伯 を もつ て、 多分の 自由主義 的 傾向 を 有する と爲 したる ところと 吻合す る。 

次に 官僚政治 撲滅の 社會的 方式 如何。 原著者 はこれ を、 民衆の 自發的 組合に ありと 爲 した。 

然り而 して 官僚 者 流の 弄 植に對 する 有力なる 防禦の 武器 は、 人民 自ら 結社して 自由なる 組合 的 生活 をな すに 在り。 卽ち 自由なる 
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政治的 及び 經濟的 結合 は、 人民の 權 利に 對 する 官僚 者 流の 暴行 を 杜絶し、 且つ 官府の 冷淡、 酷簿 なる 態度 を 撲滅す る 上に 於いて、 

屈强の 手段な り。 孤立せ る 一個人が、 政治 上 若しくは 經濟 上の 利益 を疲 得せん が爲、 政府の 助力 を 仰がん として、 官俊者 流の 態 

度と 銜 突す るの 虞 ある 場合に 於いて、 結社 的闹體 は、 或 種の 事項に 關 して 能く^ 家の 行爲を 代理し、 官 《S3 狂との 不偷 快なる 銜突 

を 免れし むる 事 を 得べ し。 (中略)  . 

自由 結社の 發達 は贵に 官僚政治 を 捷滅し 得る のみならず、 併せて流行^；？的社會主義に對する好箇の治療手段たり。 かの 社 會黨は 

平等 及び 物質的 共有と いふが 如き 架空 的 妄想 に 他 を 顧る の餘裕 なく、 卑近に して 可能 的なる 進 步の方 案に 對し、 袷 ど 盲者と 

擇ぶ 所な きも のな り。 

又 經濟上 頗る^ 仝に して 且つ 自由なる 各 町村の 發達 は、 官俊 政治 を 撲滅せ しむる ま： 耍 e 一手 段な り。 然るに 自由 思想の 發 達せる 

現 時に 於いて、 尙ほ 識者と 稱 せらる、 一部の 人士 中、 或關 係に 於いて は、 町村の 自キ： 的 や； 沾を 制限し、 之れ を 政府の 監督の 下に 

置かん とする の說を 唱道す る 者 ある は、 頗る 悲 む！？ き 現象な り。 

この 點は 伯の 自治 主義の 唱道と 吻合す る。 伯 は 人 の 自治に 最も 犬なる 期待 を繁 いで ゐた。 旣に歐 洲留舉 の 日に 於 

いて 英獨の 自治に 傾倒し、 更に 臺灣に 保 甲の 制 を 敷いた るの 日に 現 はれて ゐる。 後に 倫理 化 運動 を是唱 し、 少年 圑を 

創り、 東京 市政 調査 會を 創設し、 自治 精神 を 普及して 全國を 行脚した る も 亦、 同一 思想 系統に 出て ゐる。 これ を 要す 

るに、 この 著書に 流れる 思想 は、 十九 世紀末の、 自由主義 思想で ある。 さう して それ は、 恰 かも 大正 年間に 日本に 潔^ 

として 起って きた 政治 思想であった。 ゆ ゑに 伯が、 この ー譯 #1 を 出版した る は、 正に 時代の 要求に 適合した る もので 

あつたと 言 ひ 得る。 

鯢敏 なる 感受性 を 持って 生れた る 伯が、 常に 時代思潮の 影響 を 受け、 社會 i< 心の 推移と 共に 歩みつつ ありし とと を 

肴 取す る ことができる。 


しながら、 伯の かくの ごとき 躍進 轉 化の 裡に は、 自ら ー贯 したる 性格 的 連鎖が あった。 彼が 前後の 矛盾 を 無視し- 

白より 黑に轉 する 如き 臨機 應變 主義者でなかった こと は、 彼の：诚^^^?^文章並びに政治運動の實際を：^細に點檢する時に- 

何人と 雖も 1^ 取す るに かならない であらう。 


「DH 


發 表 


多忙なる 浪人 は、 或は 夫人 を携へ て鹽 原に 赴き、 

い つる 日 も 入る 日 も あかぬな かめ かな 

にしき かされる 秋の 鹽原 

と咏 じ、 或は 人に 與へ て、 

夢 在 浮沈 外。 萍蓬 五十 年。  . + 

閑居 有 師友。. 明月 與 山川。 

と 閑 雲 野 鶴の 心境 を 叙し、 或は 祌戶 郊外 ニ樂莊 に大谷 光瑞 を 訪れて 快談 し、 或は 鐵道 靑年會 の總會 席上、 大隈 の鐵道 

現業員 賃銀 引 上 論を駁 し、 或は 朝鮮に 旅して 寺 內總督 を 訪れて 世上 噂の 種 を 作る 等、 席溫 まるに 暇な き 有様であった 

が、 明治 四十 五 年 六月 七日の 東京 各 新聞 は、 突如と して 伯が、 桂と ともに 外遊 せんとす る こと を 報じた。 

それ は 一 大 衝撃 を 天下に 與 へた。 

單 純に 考 へる 人々 は、 これ を 以て、 ある 雄大なる 世界政策への 踏 出しな りと 眺めて、 大きい 期待 を 感じた。 複雜に 
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物を考 へす に は ゐられ ない 人々 は、 桂と 伯との 腹 を 色々 と 揣摩脇 測した。 毎日の 新聞 はさう いふ 浮說妄 斷で滿 たされ 

て ゐた。 

伯 はこれ について、 次の やうに 說 明した。  . 

公が 歐洲 漫遊の 目的に 就て、 世間で は、 新政 黨の爲 であると か、 種々 の 評判が ある やうで あるが、 是は揣 摩 臆測 

の說 で、 其 眞相を 得た もので は 無い。 - 

公の 志 は、 日本 帝國の 前途と、 國際 政お の 大勢と に 鑑みて、 犬に 開國 進取の 國是 を恢弘 し、 經綸を 世界に 行 はん 

とする に 在った。 經綸を 世界に 行 はんとす るに は、 せ界 政策の 大方 針 を 確定し、 之を實 行に 顯 はさねば ならぬ。 

是れが 公が 平素の 抱負であって、 歐洲 漫遊の 目的 も 亦 之に 外ならぬと 思 はれる。 

• 伊藤 公 在世の 當時、 予は 世界政策 論 を 以て、 公と 其の 議論 を 上下し、 其實 行の 方法 を 講究した ことがあった。 其 

耍點 は、 卽ち大 亞細亞 主義 を 以て、 舊 大陸の 聯合 を圖 り、 之 を 以て、 支那 問題 を 解決し、 之 を 以て 歐洲强 國と對 

峙し、 世界の 平和に 貢獻 すると 云 ふ大趣 ぼで 在った が、 予は 伊藤 公と 反覆 論究した 末、 公 も 亦 之に 賛成され た。 

卽ち 四十 二 年、 公の 哈爾賓 行と 爲 つたの は、 其 抱 食を實 現せん とした 一端で あつたが、 不幸に して 公が 奇禍に 罹 

り、 空しく 未了の 志を齎 して 逝かれた の は、 予に 取って 千秋の 恨事で あると 申さねば ならぬ。 伊藤 公が 奇禍に 罹 

つた 翌日であった。 予は桂 公が 或る人に 對 して 「伊藤の 死後、 其の 志を繼 いて、 世界政策 を實 行す るの は、 我輩 

の 任で ある」 と 云った こと を 聞いた ので、 大に人 意を强 うした。 そこで 予は 直ちに 娃公を 三 田の 私邸に 訪て、 伊 

藤 公と 討論 研究した 所の 世界政策 論 を 以て、 公の 意見 を 叩いた が、 公 は 直ちに 同意 を 表されて 「伊籐 公の 志を繼 


四十 四 年 八月、 公が 首相の 職を辭 する に 及んで、 公 は 閑地に 就いた の を 機と し、 歐洲 漫遊の 途に 上り、 其 宿志 を 

果 さんと した 所が、 適よ 支那に 於て 革命の 動亂 が勃發 したので、 躊路 せねば ならぬ やうに なった。 

けれども、 間もなく 淸朝 滅亡 を 吿げ、 革命の 事業 も 一段落 を 告げて、 小 を 得る に 至った ので、 公 は 愈ぶ 其の 志 

を 決し、 天顔に §2 尺して 其 勅許 を 得、 無冠の 大夫を 以て、 歐洲を 漫遊す る ことにな つたので ある。 其の：：：： 的 は、 

前に 述べた 通り、 世界政策 研究の 爲 めであって、 新政 黨 樹立 計 畫の 如き は、 其の 研究の 緒餘に 過ぎぬ。 然るに、 

世間で 公の 洋行 を 以て、 新政 黨 樹立 準備の 爲め であるが 如く 云 ひ 觸らす もの あるの は、 畢竟 公が 世界的 經 綸に對 

する 大 本領の 在る 所 を 知らぬ 輩で あると、 明言しても 差 支な からう。 (八 ム爵 桂太郎 傳坤卷 五六 三 頁) 

當の桂 はこれ について 何と 言って ゐ たか。 上揭 桂傳坤 五六 八 頁に、 本人の 實話 として、 次の ごとく 記されて ゐる。 

世間で は 吾輩 今囘の 漫遊に 對 して、 日英 同盟、 日露 協商、 日佛 協商 等に 聊か 關係 ある やの 意味に 解釋 して 居る 者 

も ある やうで あるが、 これ は 犬なる 誤解で、 今囘の 渡歐は 何等 政治 上に 關係を 有せざる、 老 書生の 漫遊 旅行に 外 

ならん ので ある。 併し乍ら 一方に 於て、 身國 家の 重職に ありし 場合に 想到して、 無責任の 中に 有つ ところの 責任 

は、 充分に 心得て 居る ので あるから、 苟も 國 家の 爲め裨 益すべき 研究資料 を、 目に し 耳に して 歸朝 致したならば 

i 早に 自分 一 個の 爲め のみなら す、 多少！： 家に 貢獻 する こと も あらう と 信す るので ある。 

これ は當 時の 桂の 地位と して は、 この やうに 聲 明す るより 外なかった であらう。 世界の 國々 が、 彼と 後藤との 外遊 

に、 如何に 多大の 關心を 持って ゐ たかは、 當 時偶. -紐 育に あった 筆者が、 米國 及び 英國の 新聞に 現 はれた る 記事に よ 
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つて 窺 ひ 知った ところで ある。 從 つて； S として は、 飽くまで も 政治的 意味な き 個人の 漫遊と、 主張す る 外なかった つ 

である。 

しかし 彼が 後藤 を 同行して、 先づ露 都に 赴いた こと は、 深く 英阈を 刺戟し、 當時 この 國に 於いて は、 日露 協商の 使 

命を帶 ぶる ものと 評論して ゐた。 

當時 同行者の 一 人であった 若槻禮 次郞 が、 最近 本傳 記の ために 語った ところ は、 事件 を 去る こと 遠き 今日の ことで 

あるから、 却って 眞 實を傳 へて 居る ものと 考 へられ 得る。 

！ 1;^ さんが 政黨を 組織し ようと 決心され たの は訪露 前の 事で ある。 政黨 組織に 就いては 無論、 後藤 伯 も 意見 を 述べ 

られ たものと 思 ふ。 私 も 伯と は 別に 政黨 樹立の 必要 を 桂さん に 述べた。 それと いふの も、 第二次 桂 內閣の 時、 政 

.府 は 政 友 食と 協調して 漸く 戰 後の 財政 整理 を實 現し 得た。 財政 整理 案 は 政府で 立案し、 政 友會の 共鳴 を 得て 實行 

したので あるが、 議會に 政府の 味方が 一 人もゐ ないから、 一 々政 友會 (絕對 多數) の 諒解 を 得なければ ならぬ 0 

それが 爲 めに 政府の 意見 は 幾分 かづ つ 修正され る。 ^^はどぅしても議會に政黨を持っ てゐなければぃけなぃ、. 政 

友會 との 妥協で 政策 を實 行す る やうで は 駄目 だと 考 へたので、 しきりに 桂さん に 政黨の 樹立の、 ふ 要 をす すめた。 

後藤 伯 や 大浦子 も 私と は 別に、 それ/^ 政黨 組織の 必要 を 桂さん に 述べられた。 それで 桂さん も政黨 樹立の 決意 

を 固められ、 訪 露の 際に は 「早 晚政黨 を 組織しょう」 とい ふ 內心を 以て 旅立った 次第であった。 この 點に 就いて 

は 明治 大帝に 御 內奏巾 上げて あつたと 察せられる 節が ある。 元勳が 次ぎ/ \ -に调 落す る、 從 つて 個人に K つて 

. 輔翼し 奉る こと は 不都合、 不便と なる から、 國 全體で 大政 を翼赘 する： が ある、 と， S ふ 难さ>^0. 考へ では. X 


て 左様で はない。 

娃 さんの 訪 露の nz 的 は單に n シァ 許りにあった ので はない。 勿論、 日露 戰爭 後、 n 露 兩！： の 勢力 範圍の 限界 も定 

まり、 兩國の 協約 も出來 上って ゐた顷 であった ので、 桂さん の意圖 は、 ロシア 側 は、 戰後 における 日露： 吶 阈の國 

境での 自由 行動 を 何等かの 形で 實 行し 得る 關係 になって ゐ るから、 この 形勢に 鑑みて。 シァ 側の 政治家と 協議し 

て 日露の 政治的 關係を 協調す る やうに しょうと いふので あった。 

更に 英、 怫、 獨をも 歴訪す る 目的であった。 英國 では 日英 同盟の 關 係を密 にす ると 共に、 英國の 政 黨の關 係、 主 

として 實際 的な 事情 を しらべようと いふので あった。 

佛國 では 貯蓄の 多い 國で あるから、 佛國の 資金 を 日本へ 融通す る 必要が 將來 起らぬ とも 限らぬ から • 佛國の 資本 

家財 政 家と 協議す ると いふので あった。 

獨逸 では カイゼルから 豫て 桂さん に 對し來 遊を勸 誘して 來てゐ たので、 一行 は ゆっくりして、 ブラック フォ レス 

トへ 行って 風光 を 賞美す る、 或は 拜謁を 仰 付かった りする。 . 

以上の 四つが 訪歐の 目的であった。 私に 對 して は 桂さん から、 後藤さん も 行く から 君 も 同行す る やうに との 事で、 

；！^ も 一 行に 加 はった。 

この 若 槻の話 を 裏書す る もの は、 次の 如き 三 通の 書翰で ある。 その 第一 は、 山 縣有朋 より 桂に 宛てた 手紙で ある。 

花 章 敬讀、 扨 歐洲御 巡遊 之 事-一 付、 西 園 寺 首相 ト御 談合 相 整ヒ、 老閣御 參內之 上、 事情御內.^^、之上、 昨日 御 許可 
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之 御沙汰 被 蒙 候趣拜 承、 御 同慶 -ー 不堪 候。  椿山莊 

六. 月 一日  朋 

桂 老公 閣下  頓首 

その 第二 は、 宮內 大臣 渡邊 千秋より、 桂に.：^ てた 書面で ある。  . 

謹啓。 過日 ハ參. 上 仕、 毎ぶ 至 敎-ー 接し 奉 感謝 候。 閣下 御 渡航-一 付、 御 抱 负爲御 書取 相 成 候 書類 一一 關シ、 今日 親 敷 

該 書-一就 言上 仕、 猶 乙夜 御 聖覽候 様 仕度、 親 敷 御手 許-一 差 上 候 間、 御 承知 可 被 成 下 候。 却 說御發 途前御 參內之 

儀、 いつれ 時日 御 定メ相 成候ハ 、、 後藤 男ハ其 翌日 參內 拜謁可 差 許 事-一、 今日 御 內慮御 下命 御座 候 間、 後藤 男へ 

は 乍 恐縮 爲內含 閣下 ヨリ 御 垂示 置 被 成 下 度 奉 願 上 候。 御 品物 は 其 節 御 下賜 之 事-一手 害 仕置 候。 日々 1： 多忙 奉 恐察 

候。 御 出立 前 相應之 御用 事被爲 在候ハ 、何卒 無 御 遠慮 御 下命 仰望 仕 候。 先 は 右 條迄申 上 度、 早々 如此 御座 候 也。 

六月 二十日  敬具 再拜 

娃公 閣下  千 秋 

その 第三 は、 發 程の 二日 前、 卽ち 七月 四日、 山縣 より 杜に 送った 親書で ある。 

—— 歐洲御 巡遊-一 付、 而モ 英露獨 駐在 大使 ト 漫遊 之 目的、 各 國關係 之 事情-一照 シ、 無 隔意 御 談話 相 成 候 順序 之概 

要、 逐一 拜承。 其 主旨 明晰 何等 內 外-一 對シ手 落 無 之、 深 御注意 之 結果、 邦家 近来 之 爽快 ヲ感申 候。 

椿 山 莊老主 ■ 

iii^ 老公 閣下 侍史，  朋頓首 


四、 東京より 大 連へ 

明治 四十 五 年 七月 六日。 

夏の 日が 漸く 西に 傾き かけた ころから、 長蛇の やうな 人の 列が、 新橋 驛に繽 いた。 さう して 七 時 發神戶 行きの 急行 

列車の 出發 一時間 前に は、 驛の中 は 身動き ならぬ ほどの 混雑であった。 

それ は 桂と 伯との 知人 だけではなかった。 知る と 知らざる となく、 或る 國民的 興奮に 驅られ て、 彼等 は 新橋 驛に集 

まって きたの だ 0  .. 

當時 若き 大學 生であった 河 合 榮治郞 がかう 云って ゐる。 「私 はた だ 何とい ふ氣 もな しに 新橋に 往 つた。 日本 國：^ と 

して、 桂さん と 後藤さん との 訪露を 見送りたかった の だ。 さう せす に は 居られな いやうな 氣 がした から?^」 と。 それ 

が 日本の 民衆の 心 を 物語る 純 眞な聲 であった。 

時計の 針が 進む に從 つて、 新橋 驛 頭の 人の 群 は、 ますく 數を增 した。 石段に は 巡査と 憲兵の 一群が 聲 を-唆らして 

客 を 制止して ゐた。 一、， 二等 待合室 前に は兩 家の 名刺 受が 出て 居た が、 その 一間 四方の. 子の 上に は 大小 幾千 枚の 名 

刺が 滿載 されて、 今にも！ ^ 奴れ 落ちさう であった。 自働 入場券 發賣器 は間斷 なく 轉 廻され、 损子は 熱し 切って 火 を發せ 

ん ばかりの 凄じ さであった。 六番賣 場から 改札口に 至る 間 は、 白 服の 巡査と 力 ー キ 色の 憲兵が 三、 四十 名、 「， 後へ • 

後へ」 と 手 を 振り 聲を嗳 らし て 制止し てゐ た。 

. 一行の 出發 後、 桂 公爵夫人 加奈子 は、 和 子 夫人に むかって、 
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『あの 地味な 桂が、 こんな 人氣で 送られ ましたの は、 全く 後藤さん のお 藤で ございました。』 

さう いって 悅ん だ。 それほど ロマン テ イツ クな 光景で あつたの だ。 

この 時の 訪歐 旅行に 東京から 同行した 人々 は、 前大藏 次官 若糊禮 次郞、 陸軍 少佐 畑英 太郞、 岩下淸 周、 杉 梅 三郞、 

龍居賴 三、 森 孝 三、 山 本 三郞、 淸田龍 之 介で、 外に 赴任の 途に 上る 駄露 大使館 參事 {n: 田 付 七 太が あり、 そして 大 速よ 

り は 夏 秋龜 一ヽ 哈爾賓 より は 木 藤 某が 一行に 加 はふ ことにな つて ゐた。 

この 行 は 一般に 「桂 公と 後藤 男」 との 兩名を もって 呼ばれて ゐた。 

陛下 は、 桂と 伯と に、 日 を 別にして 拜 IS を 許され、 伯が 桂と 別個 獨 立の in 的 を もって 旅行す る こと を 示された こと 

は、 前揭の 渡邊宮 相の手 紙に よっても 明かで ある。  .  秦 

この 旅行に ついては 幸 ひに して、 同行者た る 龍居賴 三の 簡潔に して 要 を 得た る r 隨行 日乘」 が殘 つて ゐ るから、 以 

下 これ を 摘記す る ことにする。  . 

七日 (日、 雨後 曇) 神 戸市 官民 協同 午餐 別宴の 催 あり。 、： 十： 人 側 は 服 部 知事 を 始め 市長、 松 方 商業 會議 所會頭 以下 同地 屈指の 人々 

なる は 言 ふまで もな し。 席 は 常 盤 華壇、 餘 興に は 長 m 〈新 浦 島と 地うた 「： 審」 の 舞 あり。 (中略) 公. 男 及び 若 槻氏は 午後 三時 牛 

上阪 *  卯摟 における 實 業家逑 よりの 送別 會に 臨まれ、 同 十 時 過歸祌 せらる。 

八日 (月、 雨後 i 円) 午前 卞時、 大阪 商船の 天草 丸-一 便し、 神 戶港を 去って 大 連へ 向 ふこと V なる。 夜 來の雨 初めて 霧れ、 ？，^ 度 俄 

に 上る。 メリ ケン 波止場より 本船までの 間 は、 見送りの ランチに て 列 をな す。 須磨明 石の f お 景は畫 の 如く 美しと いへ ども、 前日 

來の 風波 猶ほ 未だ. i^. まず、 船の 動搖 ゃ&甚 しかりし も、 小豆 島邊リ より は 漸く 靜穩 とたり、 心地 淸 がくし。 夜分 は 船員の 餘與 

演藝 にて 時 問 を 消し、 十 時 中寢に 就く。 


九日 (火、 晴， ：- 午前 五 昨 過、 船 は 門^の 東 入 u に 逢す。 七 時 上^して、 馬關" 春 帆樓に 人る。 筑， 讀業^ ヵ儎 しと かにて、 

別 午鋈 {rj^ を 同摟に 張らる。 私 等 も 例に ょリ 相伴して、 久方振りに 新鮮なる 魚貝の 香に 飽 くこと を 得ぬ。 かくて 午後 零時 半 本船 

に歸 る。 關門 二、 一一 一十 集の 小 汽艇 は、 滿钸， て 本船 を 港外に 送リ， 且つ 數度 煙火 を 打ち あげて 行 色を壯 にしたり。 

十：：： (水、 雨後 曇) 此の 嘵ニ時 過より 濃霧に 銷 さる。 IT; 文 島 沖は絕 えず 汽笛 を 鳴らしつ \最 徐行す、 漸く 天明く る も 陰晴 未定、 

幾た びか 船 脚 を 止め、 遂に 所 安島 附近に 下 箭假： m する の據 なきに 至りぬ。 その 爲め大 連 遲著は 免れざる 1W なれば、 ； 4 は 本社なる 

國 澤副總 裁の 許と 東京 支社に、 此^-由無線電を通す。 當夜 も餘興 演藝の 催し 數番 あり。 11 

十一 日 (木、 曇 ：} 午前 八時顷 より 濃霧 やう やく 飛散、 徐ろに 鋪を拔 き 前進す る こと X なりたる も、 折々 澄 霧の 襲來 繰り返され、 

停船し ばく。 十時顷 より 僅に 意 を 安して 進行 を辦 くる ことと なれり。 公， 男 等は大 連の 遲著は 止むを得ず として、 前 路豫定 の 

口取りに 影 饗するな くんば、 我等 身に 取りて は 寧ろ 天 與の靜 養 時間な りと て、 元氣 更に さかんに 見 ゆ。 11 

十二 日 (金、 晴〕 午後 一一 一時 大連安 著、 航海に 思 ひの 外の 時間 を 失 ひたる 結果と して、 待ち設ける 旅大の 人々 と は 直々 語るべき 暇 

とてもな く、 準 頭より 馬車 を 急がせて 一路 大連驛 に 至り 直に 乘車、 同 四時 開發 して 北に 向 ふ。 沿道の 警戒 は 厳 i を 極めぬ。 北京 

より 特に 徐世 昌、 宗輿、 坂 西 大佐 來連待 受け 居た る も、 右の 始末 なれば、 徐氏 以下 を 一行の 列車 内に 延き、 坂 西 氏の 通 譯を以 

て徐氏 は！ Jl^ 公 等と 數時 問會談 し、 徐氏 以下 大石 橋より 別れて 左折し、 普 口 を 經て歸 燕した リ。 國澤副 總裁は 列車の 大連を 離る \ 

や 車内に 晚餐會 を 催し、 主人と しての 挨拶 を 述べ、 次に 桂 公の 答辭、 徐 氏の 謝 辭 ありき。 並 M 蘭 店に て 福 鳥 都督と 會談 せらる。 

この 徐 fM;: との 會談 は、 重要なる 意味が あった。 時 は 辛亥 革命の 翌年で、 袁世 凱が 大總統 として 北京に 居た 頃で あ 

る。 徐は袁 の 使者と して； l^i に會 見に 來 たので ある。 それ は 露 都に 於いて、 桂と 伯と が、 露國 政治家と 支那 問題 を 商議 

すべき こと を 慮り、 豫め これに 備 へんと したる ものの 如くで ある。 

右に ついては、 內田 外務大臣より、 旅 順なる 幅 島關東 都督に 發 した 七月 四日 附の 次の 公電が、 その 間の 消 を 物語 
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つて ゐ る。  四 〇〇 

f 直ハ 後藤 f  i ノ S ナルヲ 以テ、 11^1.  ^.^^^a<  /r^r., 

u り有シ 居ル： 付、 一行 大 I  ノ時曰 承知 シ！ Hit ヨリ i アリ： ル， 一 付 「一， 订リ： ：リ 得 タキ 希 

ナル コト、 蒸 S ハ喜ン テ徐ト 直スル 趣， 一 付、 著 船 時 f  _ 一大き I ン 巧し；、.^ 订ノ^ 十一 日 午 f  s<i  ノ豫定 

右御舍 迄。  ； - 犬^-一 來著シ 取ル樣 同人-一 傅 達 方、 同 公使-一 電報 シ置 タリ。 

五、 西 比 利 亞横斷 

長 春から 東 i. 乂鐵 道て 乘 り^へ た 人な き  ^  '  -  C 

M 桟 へた ハム 男の 一行 は 物々 しき 警戒のう ちに 露 都に； E> つた。 4£.:ts5 き i,,  i 

て、 雾 t^?¥<tt! ょト 1 1 ト，. > ！、  ilKr-  ^  . ^年 伊藤 公 遭難の ことに 鑑み 

_ 簾 園 1^1:^ は 十二分の 用心 をした ので ある。 

.Hi..tf<,  IIS の II ひたと^? あるから、 その 如何に 大疆 t ので 

0^u^^f^^ … i、 應ギ ン . . iif 、  一  I 

！ 公、 ilir 一； 列； P 時 刀晕 irill に 公、 I を 

f 露 人 は li の 時！ ずた n な：：：，：。" J" る：， み rr 直に 北進 せらる。 . 

時、 民 I 官は 簡單 なる 挨 f -S し、 S 公 は II ベ， りれ たり。 - , してず や 否 知らす。 長 Is 内 午 想 

八 S 男を迎 へ た る東淸 貴賓 車よ、 卜 二 l^-th-i  乂、  >  、  fc ト 

- ク年 S 八ラ I 賓に 赴かれた る 時用ゐ たる ものと 酷似す るを異 みつ i めり しに、 車內の 


この 旅行に ついて、 若槻は 次の ごとく 語った。 

何しろ、 滿鐵總 裁 を やった 關 係から バ 口 ン • ゴ トウ は滿鐵 沿線で 大 もてで あつたし、 叉 旣に露 都 を 訪問して ゐた 

ので、 露西亞 側で も 後藤 伯の 名が 印象に 殘 つて ゐ るので、 大歡迎 であった。 食卓の メニ ュ ー にも 「桂 公、 後藤 男 

を歡迎 す」 と 記して あった 程 だ。 

後藤 伯 は 旣に東 支 鐵道當 ：15 と鐵道 聯絡 關 係で 聖彼得 俊まで 行かれた 經驗が ある、 それで P シ ァ では バ n ン • ゴ ト 

ゥと いふ 名前 は、 當時 において は、 大變 親しみ を 持って ゐた。 そこへ プリンス • 力 ッラも 出かける とい ふので、 

プリンス • 力 ッラ、 バロン • ゴ トウの 名 は ロシア 人に は 深く 印象づけられて ゐ たので、 到る 處大 歡迎 であった。 

私 は 汽車の 中で は、 本 を讀む 位であった。 

歡迎の 人々 は いづれ も、 プリンス • 力 ッラ、 バロン • ゴ トウの 一 一人 を 目標に して 出て 來 るので ある。 そして 藤 伯 

は 桂 公 を それらの 人達に 一 々紹介され た。 

當時、 ロシア 側で は、 伊藤 公 遭難 後間の ない 事であった から、 非常な 警戒ぶ りであった。 列車のう ちに は士 {n が 

兵卒 を 連れて 入って 来て 警戒す る。 長 春から 聖彼得 1  おまで は鐵道 沿線に 兵隊 を 出して 警戒す る。 叉、 列車が 道路 

を橫斷 する 時 は、 往来の 人達の 交通 を 一時 杜絶 するとい つた やうな 嚴戒 ぶりであった U 警戒 厳重なる だけ それ だ 

け 露國は 敬意 を 表した わけで ある。 
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さて 龍 居の 日記 は續 く。 

十四日 (日、 晴) 夜 來頓に 涼 氣を覺 ゆ。 天明 くれば 與安嶺 の 裙遙に 見えたり。 さて は 西 伯 利 二 隧道の 一 は 早 や 過ぎぬ と 人々 語り 

合 ふ。 午前 十 時 滿洲里 著。 此所 にて 旅券 や 手荷物 調べ 形の 如く あり。 夏 秋 氏 等の 盡カ にて 輕く埒 明く、 哈爾賓 より 同車の 本多總 

領事 はこ X にて 辭 別して 歸路に 就かる。 午後 十 時 知 多 著。 軍围長 以下の 送迎 例の 如く 賑 かなり。 在留邦人 總代四 名來リ たる も、 

夜中 警戒 上乘 車に 近 かしめ ず。 私 は 公の 旨 を 承け て^ 名の 邦人 を 別室に 招き 其の il- 志 を 謝したり。 

十五 日 (月、 晴) 午前 十一 時ゥ H ル フネ ゥデン スクを 過ぐ。 午後の 半日 は 貝加爾 湖畔 を旋る C 興 安の 壯大 に對 して 無 かるべ から 

ざるの 水景 なり。 私に は 曾遊の 地 瑞西を 聯想せ ざる を 得ざリ き。 (中略」 午後 十 一 時 五十 分 イルク ー ックに 安 著す、 此所 にて 一 

二等 乘客は ワゴン リ I 寢臺 車に 乘換 ゆ。 この 夜 雷雨 あり。 遽に涼 氣铀を 掃 ふ。 快い ふべ からず。 

十六 日 (火、 雨) 午前 一時 イルク. I ッ クを發 す。 雨 猶ほ歇 まず。 隨て？ i 度 下り 華氏 六十 乃至 六十 五 度 を 往来す。 天明 くれば、 折 

折 雲 破れて 秋晴れの 如き 風 色を呈 し、 神 身共に 爽 かたり C 私 は 平生より、 西 伯 利の 旅行 は 加奈陀 原野 を 過ぎた る 時 ほどの、 或は 

それ以上の 返 屈さ を 忍ばざる ベから ずと 思 ひ 居た るに、 こ の 邊リは 取り分け 名物の 白摊林 打ちつ ^き、 而 かも 地面 は 名 も 知れぬ 

野草の 五彩 もて 點々 蔽 はる あり、 其の 景致 まことに 棄 てがたし。 車内 小讀書 會は哈 爾賓發 後 ほとんど 毎日の ごとくに 催され、 森 

氏 主として 講說 す。 11 

この 伯の 車中の 讀書 につ いて は、 同行の 若 槻は又 次の やうに 語った。 

私 は、 後藤 伯 はよ く 新しい 事 を 知って ゐる 人で あるが、 どうした わけで あるか、 訪 露の 時まで は 知らなかった。 

訪 露の 特別 列車の 中には 應接窒 があって、 其 處へ伯 はよ く 桂 公と 共に 出かけられた。 その 時、 森 孝 三 氏に 本 をよ 

ませて、 後藤 伯が 聞いて ゐられ るの を 見受けた。 それで 私 は、 成程、 藤 伯の 新 知識 は あの やうな 具合に して 習得 

される のかな と 感心した。 卽ち伯 は 本 をよ く讀む 人間 を 使つ てゐて 新し い 本から ド シ- (« 新 知識 を吸收 された。 


伯 は 時に 非常に 粗雜な こと を 云 ふかと 思 ふと、. 時に 非常に 面白い こと を 云 ふ。 それ は學者 をして 絶えす 「時の 問 

題」 に關 する 著書 を讀 ませ、 その エッセンス だけ を吸牧 されて ゐ たに 依る もので、 非常によ い 心 懸けで あつたと 

田 し ふ。 

龍 居 は 更に 記して 曰く。 

十七 日 (水、 晴) 朝霧 深し、 ？ i 度 や i 昂る。 午前 六 時 H  二 セィ河 を 過ぐ。 績 いて マ レイ レ ス クを經 て、 夕 六 時 四十 分 タイが 驛に 

達す。 當驛 にて 東京 其の 他へ 二三 發電 せんとし たる も、 外國 電信 は 扱 はずと て謝絕 せらる。 それより 大驛を 過ぐ る银に 發電を 試 

みたる も、 同じ ロ赏 もて 斷 はらる。 夕方より 乂 もや 雨ふり、 且つ 遠雷 殷々 として 聞 ゆ。 

十八 日 (木、 雨後 曇) 夜 來の雨 未だ 霽れず、 冷 氣身を 襲 ひ、 俄に 行李 を 解き 裏付き 服 を： 取 出して 著更 ゆ。 我々 の 時計 は イルク— 

ックに 於て 直し、 はや 午前 九 時 を 示すな るに、 車内の 食堂 は 堅く 鈸 されて 入るべき やうな し。 その 故 を 1! へば、 只今 彼 得 時の 

四時 なれば、 なほ 三時 間を經 ざれば 食卓の 用意 出來 ずとの こと、 皆 失望して 僅に 茶 を 呼んで， 止む。 彼 得 a; 時の 九 t-II 十分 ォ ムス 

クに 著く  0 停車 約 二十 分 時、 場 內の寶 石 店 を 素 見す。 オビの 下流 ィ ルツ イシ ュ河 沿岸の 風景、 殊に 佳し。 

十九 日 (金、 晴) 當日少 々朝 寢坊 をす る。 覺 めて 窓外 を 望む に、 太陽 は 高く 輝き、 地の 靑草は 光 を I し、 々の 風車 は 緩く 旋り 

幾 犬の 聲 さへ 聞 ゆる 平和的 風贵 なり。 試に？ 14 の 時計 を撿 する に、 午前 四時なる に は 聊か 面众 ふ。 幾程 もな く英斯 科との 分岐 點チ 

H リャ ピンスクに 著く。 この 邊の 風物 は t< ^然歐 露の 觀、 西 伯 利の 影な し。 やがて ウラルに 入る。 暑 氣<!： わに 加 はり、 華氏 八十 度 を 

越 ゆ。 イカ テ リンブ ルグ にて 土産 物 を 素 a- す。 然れ ども ガンく の發車 信鍾に 促されて 何も 買 ひ 得ず。 

車窓より 05- る 部落 は 極めて 貧しき も g なる が、 到る 處燦 たる 金 十字架 を 頂きに 置く 寺院 ある を 5!?: み、 私 は 夏 秋 氏に 向 ひ、 この 多 

數の 寺院が 學 校の 建物と 變 ずる 時代に は、 露國 そのものの 上に 大變動 を 見ん かと 語りき。 
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二十日 (土、 晴) 此の 日 も 暑氣甚 し、 而 かも 太陽の 熱 は 車窓に K 射して 堪 へがた し。 早速 床 を 離れ 面 を 洗 ひたる 後ち、 時計 を 一 

見 すれば 冗に 午前. 三 時0 午後 二 時 ウイ ャッカ を 過ぐ。 炎 帝ます/ \烕 を？ jli- うす 0 

長い 車上の 旅の 徒然なる ままに、 伯の、 .i^ 紛 を 取って 半紙に 和歌 を 記した のが、 ニ枚殘 つて ゐる。 その 二、 三 を 

紹介しょう。 

鳥の 音 もまた 蟲の音 も 打 絶へ て • 

た、 汽車の 音の 響く シ ベリ ャ 

シ ベリ ャ はまた 夏な から 寒から じ  - 

白露お ける 曉の空  . 

シ ベリ ャの旅 こそい と \ わびし けれ 

汽車の 響に 目 を さましつ、 

六、 明治天皇 御不豫 

長い 西 比 利 亞の旅 もい よく 終った。 

七月 二十 一 日の 午後に は、 露都セ ント .ピー タ ー ス ブルダに 著く ので ある。 その 日の 朝 は、 暑氣は 九十 度 を 過ぎ、 

加 ふるに、 潆々 たる 細 砂車內 に充滿 して、 不快 忍び 難き ものが あった けれども、 一同 は 目的地 到 著と いふ 喜悅 に驅ら 

れ、 それ 等の 一 切 を 忘れて 行 手に 心 を, ilrl がせた。 露 都に 著いたら 名物の トル コ風 y:I に はいれる とい ふの が、 一同の 氣 


を 引立てた ので ある。 

然るに その 日の 午後、 俄然と して 形勢 は 一 變 した。 籠居の 日記が この間の 消息 を 俥へ る。 

二 卜 一： w  (日、 陰晴 相 牛) .溫 度 九十 を 過ぐ。 窓 扉 を 開けば 熱 土 雲の 如く 襲 ひ 來リ、 鈸す もな ほ 隙 問よ リ微澳 の 如く 舞 ひ 込み、 

不决 いふべ からず。 ゾ 中驛 より 松 島 書記官、 伊藤 文士 S 男乘 車、 本 野 大使の 傅 首 を 齋す。 この 時以來 公、 男 等 S 憂色 其の 面に 見 は 

れ たる は、 し 明治天皇 御大 患の 御 樣子を 承 はられた るに. S らん。 とかくして 午後 三時 十分、 聖彼得 堡に安 著し、 K ちに ホテ 

ル • ジュ 01 。フ に投 招す。 (中略) 時候 は 内地の 初夏 位ゐ にて、 朝夕 は 薄き 外套 を耍 した リ。 著 後 東京より 深憂すべき 飛電 曳 きも 

切らず 到リ、 一行の 進 返 亦 容易に 決定し がた き有樣 となる。 折角の 遠征の 元氣も 顿に銷 沈す。 夜分 男 群 は (nE  口の 出迎 訪問 を 謝す 

る爲、 本 野 大使 を訪 はる。 

若槻の 談話 は、 更に 生き生きと 當 時の 光景 を 物語る。  • 

西 比 利 亞の旅 は 十一、 二日 間の 日子 を 要した やうに 思 ふ。 頗る 退屈した。 いよく 明日の 午後に は 聖彼得 仲へ 到 

著す る 事が 出來 る地點 (十二時 間で 聖彼 得堡へ 達し 得る 場所) まで 列車が 来た 時、 非常な 大風で 砂 1： 瀠々、 まる 

で 灰が 飛んで ゐる やうであった。 窓 をし めても、 隙間から 灰の やうな 砂が 侵入して 来て、 乘客 一同の 髮の 毛が 眞 

白に なって しまった。 丁度 白髮の やうで、 一行 悉く これに は大 閉口であった。 聖彼 得^へ 著いたら 先づ風 ほに 人 

らうと いふの がー 同の 要求であった。 杉 氏が、 「いや、 向う へ 行けば トルコ風呂 があって トテモ 素晴らしい」 と 

いふので、 一行 は、 トルコ 風 21： へ 入る のを樂 しみに して、 聖彼得 優へ 到 著した 次第で ある。 

露 都へ 到 著す ると 本 野 大使が 迎 へに 來てゐ た。 すぐ 迎 への 馬車で 宿へ 行く ので あらう と 思って 下車す ると、 独 公 

と 後藤 伯と 本 野 大使の 三人 は 急いで 停車場 內の 一 室へ 人って 何事 か 話して ゐる。 待って ゐ るが なかく 出て 來な 
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い。 私共 は 三十 分 程 も 待って ゐ たやう に 思 ふ。 

そして 第一 の 馬車に は 桂 公と 本 野 大使、 第二の 馬車に は 後藤 伯と 私と が乘 つて、 宿へ 向って 馬車 を驅 つた。 その 

車中で、 後藤 伯が 私に 「先刻、 驛で本 野 大使から 天皇陛下の 御 不例で ある 旨 を 聞いた」 と 云って 話された。 

その 話 を 聞く まで、 I は トルコ風呂の 事を樂 しみに して ゐ たので あつたが、 この 話 を 聞く と、 もう ガッ カリして 

しまった。 宿屋へ 著いても、 誰れ 一人 トル コ 風呂の 話 をす る もの はなく、 食堂へ も 出かけす、 各自、 めし を 取 寄 

せて 喰べ、 風呂へ 人る もの もなかった。  , 

その 晩に、 U シァの 首相 ココフ ツォフ 氏からの 招待 晚餐會 が ある 豫定 だった が、 これ も 取消し、 更に 本 野 大使の 

歡迎宴 や 桂 公の 招待 會 といった やうな 日程 も 取消して、 一行 は 宿屋に 塾 居して、 ひたすら 日本から 來る 電報 を 待 

つて ゐた。 

思 はざる の 不幸 は、 日本 民族の 頭上に 墜落し 来った。 殊に、 独と 後藤との 上に は、 一大 鐵槌 となって 落下して きた 

の だ。 

七、 宿 志 再び 破る 

聖 都に 不安 憂愁の 一夜 を 明かした 一行 は、 その 翌日 東京よりの 電報で、 御經 過少し く，： HI しと 知って、 聊か 愁眉 を 開 

いた。 

そこで、 伯 は、 桂 公と 本 野 大使と 共に、 露國 首相 コ コ フッォ フを；t^s問し、 重要なる 會 火：^ をした。 


先づ龍 居の 日記 を抄 記す る 

二十 二  30=:、 雨後 曇) 東京より 御經過 多少 御- K しき S 他 報 來リ、 一同つつ.、 愁 E15 は 開きた る も カ&、 男爵 は 萬 一 の 場合 を 慮り、 先 

づ 前進の 豫定 を^め、 若し 桂 公 この 地よ リ歸朝 せらる >1 なれば、 余 も 亦 與に歸 朝す る考 へに 付き、 左樣 心得べき a ほ 私共に 申閗か 

され、 (中略〕 公、 男 は 午後 二 時半 ホテル を 出て、 本 野 大使 同伴 露國 首相 コ コ フ ツォフ 氏を訪 ひ、 三時 顷 より 大使の 通 諍に 依り、 

重要なる 會談を 試みられた 答た リ。 私 は 午後 大使館 を 訪問し、 久し振りに て 本 野 夫人に 面 ひ、 ブラッセル 以 來の舊 話 を 交 ゆ。 舞 

路久保 氏よ リ借覽 のべ デカ— 案内書に 依 リー、 ニケ 所見 物して ホテルに 戾 る。 夕刻 男爵に 隨ひ 一行の 杉、 夏 秋 氏 等と 共に、 大街ー 

の百货 店に 赴き、 若干の 買物したり。 是の日 東京 杉 山 氏よ リ御囘 春の 見込み 確かな りと 漏れ聞く との 意味の 電報 來リ 公、 男 は 喜 一 

色滿面 一 同 は ひそかに 萬 歳 を 唱ふ。  つ 

この 日の ココ フッォ フ との 會談 について は、 當 時の 籠居の 日記 は、 上記の 如く、 公伯 一 緒に 露國 首相と 會 見した と 

一 

記して あるが 「公爵 桂 太 郞傳」 は 何故に や、 伯 先 づ露國 首相 コ コ フッォ フを 訪問し、 その後で 桂が 午後 二 時半、 コ コー 

フ ツォフ を 訪ね、 午後 三時から エラ ー ギンの 別莊に 於いて、 ココフ ツォフと 會談 したと なって ゐ、 これに 列席した 者 一 

は、 本 野 大使 一人であった となして ゐる。 會談は 大使の 通譯 で、 約 三時 間に 1 つたが、 まづ 日露の 關 係に 就いて 意見 一 

を 交換し、 談 支那 問題に 移る や、 桂 は 曰く。  一 

今や 支那 は國 家の 統一 を 失し、 各省 分立し、 叉 は 中央政府の 權カ 微弱に して、 無秩序 無政府の 狀 態に 陷り、 結 周 i 

列國の 干涉を 招く に 至らん も、 未た 測る 可から す。 萬 一 此の 如き 場合に 至らん 乎、 之に 對 して、 最も 有效 なる 措 一 

置 を 執り 得る もの は、 日露 兩國 なる を 以て、 兩國の 親交 的 關係を 密接なら しむる は、 支那 革命 事 變の發 生と 同時 

に、 最も 必要な りと 認む。 若し 此 際に 於て、 列 國干涉 の 必要 を 見る に 至ら は、 露國は 果して 如何なる 措置 を 執ら 一 
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ん とする 乎。 

これに 對 して コ. コ フッォ フは 答へ て 曰く。 

貴 見の 如く 予も亦 支那の 將 來に對 して、 危懼の 念禁 する こと 能 はさる ものな り。 而 かも 支那の 無秩序 無政府の 狀 

態 は 意外に 早く 到来す へし。 果して 然ら は、 日露 兩國の 間に 十分なる 協商 を遂 くる こと、 最も 必要なる へし。 但 

た 問題 は、 何れの 點に關 して、 協商す へき や 否やに 在り。 事 若し 滿洲 蒙古の 分割に 在りと せば、 其の 協商 は 誠に 

易々 たるの み。 然れ とも、 目下 國際關 係の 狀態を 察する に、 滿蒙 分割に 著 手す るの 時機 は、 未た 到来せ さるもの 

の 如し。 然らは 日露 兩國 は、 支那 保全の 爲に 列國と 協議して、 共同の 措 澄に 出つ へき 欺。 吾人の 見 を 以てすれ は、 

是れ亦 言 ふ 可く して 行 ふ 可から さるへ く、 叉必 すし も： m 國の 利益に 非 さるへ し。 蓋し 支那 借款 問題に 關し、 列國 

の 共同 困難な りしに 徵 すれ は、 日露の 利益 を 害する ことなく、 列國 をして 共同 的 態度に 出て しむる は、 到底 不可 

能な りと 信 すれ は 也。 要するに、 支那 擾亂の 結果、 支那 政府 は 其の 安寧秩序 を 維持し、 外國 人の 生命 財産 を 保護 

し、 叉 其の 日露 兩國 に對 する 義務 を 履行す る 能力 を缺 くに 當り、 日露 兩國の 其の 當に 執る へき 政策 は、 兩 國の最 

も 利害 的 關係を 有する 滿蒙 地方 を 占領し、 支那 か 其の 秩序 を囘復 する の狀 態に 達する 迄、 其の 占領 を繼續 する に 

在り。 而 して 兩國か 其の 措置 を 執る 必要 を 生した る 場合に 於て、 ：.f 國 提携 事に 當 らん か 爲に、 互に 相信賴 して、 

其の 意見 を 交換す る を 要する は 勿論なる へ し。 

さう して 翌廿 三日に は、 ココフ ツォフが 答 禮の爲 に 来訪し、 独 は 伯と 共に、 約 一時間の 會談を 遂げた。 この 會談に 

より、 露國 側が 如何なる 印象 を 受け たかは、 九月 十五 日附、 法 宛て 本 野 大使の 次の 書信に 明かで ある。 


11 外務大臣 迄は旣 に報吿 致^ 候 通り、 此度 閣下の 露 國御來 遊に 付て は、 常國の 官民に 對！、 非常の 釘 印象 を * へ、 

る H 露の！： 交 上に 至大の 影響 を 及す へき は 申す まで も 無 之、 目下 械東 多事の 時に 常り、 誠に 仕 合？ 事と 存候。 兼て 御：！ 1： 意 を 得 51^ 

候 通り、 閣下と 當國 (sn? 者と 御會談 のま 記 は、 外務大臣まで 送付 致 置 候處、 帝^ 政府に 於て は、 露國常 EI 者の 意見に 對し、 如何 

なる 考を 抱き 居られ 候 哉、 承知 致 度 も 乃と 在 候 0 右に 付て は、 何れ 西 31 寺 首相 其 他 常 局 者と、 御 歸朝後 御 話 合の 次第 も 有 之 候 事 

と存 候へ は、 ^しも 御 差 支 も 無 レ之候 は \、  W 接な り乂は 後藤 男 を 終るな り、 御 一報 被 レ下候 は \ 幸甚の 至に 奉レ存 候。 閣下 常 地 

御 滞在中 一寸 御 話 申 上 候 通り、 露國 政府に 於て は、 支那 事件 發 生の 常時 は、 餘り深 人す る を 好ま さる 樣の 有樣に 見受けられ 候^ 

爾來 事局の 發展 する に從 ひ、 隨分强 硬の 態度 を 示す に 至り 候。 右 は 本 十日 外務 大 E 宛に て 電報 致 置 候 通り、 く 英國か S: 藏問 

題に 關し、 强 硬の 政策 を 執る に 至りた るに 原因す る ことと 察 しられ 候 0 帝國 政府の 將來に 於け る滿蒙 政策に 付、 閗ド S 御意 見 は 

閣下 赏 地御滯 在中 親く 拜聽 する こと を 得て、 大に 自信 を强 うする を 得た る 次第に 御麼 候處、 小. 考 にて は、 英露兩 國か旣 に ftl 

國の 利益 保護の 爲め、 各. -滕手 自儘の 政策 を斷 行す る 以上 は、 帝國 政府に 於ても、 此際我滿蒙に於ける利^！！保護の爲め、 相 (S の 

手段 を 執る の 必要 あるへ しと 信し 候。 —— (公爵 梓 太郎傳 坤卷五 七 八— 五 七 九 頁) 

さて 二十 三日の 東京 電報 は引續 き、 更に 吉報 を齎 したので 公、 男 は 豫定の 旅 を績け 得べき かと、 またも 旅程の 計畫 

を 立てる やうに なった。 龍 居 は 記す。 

二十 三日 (火、 晴) 柬京電 は 引 績き御 順 {且 を 報じ 來 る。 この 日 は 公、 男 も 安ん して 前進す る を 得ん かとい はれ、 . 科 び瑞典 純. E の 

Hs« など 硏究 す。 午後. 三時 半露國 首相 答 鱧と して ホテルに 來り 公、 男 及び 本 野 大使 は迎 へて 會談 せられ、 せ辭 去の 際 梓 公 は 我々 

一同 を それ/^、 紹介 せられた リ。 一 行 は 本 野 大使より セ ス トラ レ ッ ク の 海岸 別 野； に 招かれ、 午後 時 十分 發の 列車に 便して 赴き 

珍ら しき 日本料理の 饗を 受けて、 夜 九 時 五分 同所 發 車に て歸來 す。 靑松 はな けれども、 白沙の海岸^^！^は、 まことに 身の 保養と 

なれり 0 

二十四日 (水、 晴) 露 日 協會の 催と して 午後 七 時よ リ、 エルネスト • レストランへ 男爵、 本 野 大使、 川上 總 領事、； 藤 書記官、 
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夏 秋 氏 及び 私 招かる 。露國 側より は シ1  •  ホフ、 ゥ H ンッリ I、 エゴ ロフ (ノ I  H ウレ ミヤ 外交 部長) 諸氏 を 始め 多数の 出席者 あ 

リ、 可な り 打 融けた る 晚餐會 な リき。 —— 

然るに 二十 五日に 至り、 東京の 杉 山 茂 丸より 長電が 達した。 それ を 見た 伯 は、 桂と 相談して、 卽刻歸 朝と 決した。. 

かくして 二十 六日に は、 俄かに 露國 外相の 午餐 會、 首相の 略式 晚餐會 が 催され、 二十 八日の 夜 十一 時、 つ ひに 一行 は 

露 都 を 去る ことにな つた。 龍 居の 日記に 曰く。 - 

二十 五日 (木、 晴) 午後 一時 本 野 大使より 午餐の 招き を 受け 赴く。 久方振り 多數 同胞の 會 合と て快談 漏刻の 移る を 知らず。 然る 

に 半に して 杉 山 氏よりの 電報 達し 公、 男、 大使 は 俄に 別室に 入りて 協議せられ たる 末、 二十 八日の 英斯科 行き を 見合す ことと 

なりたる は 勿論、 斷然 駿を囘 して 歸朝 とい ふこと に 一決す。 こ は 首 ふまで もな く、 御 容體の 容易なら ざる を 報じ 越された るに 因 

る 0 

, 二十 六日 (金、 S 一行 歸 朝の. むな きに 至りた る 事情 露國 側に 知られ たれば、 俄に 外相 サ 、ノフ 氏の 午餐 會、 首相の 略式 晚餐 

會 催さる i こと \ なり、 午餐 會には 公、 男、 本 野 大使、 畑 佐官 等 招かれ、 晚餐會 に は 公、 男 始め 一行 私 どもまで 多數 招かる 0 こ 

れは 午後 八 時よ リエ ラ ー ギンの 瀟洒なる 邸に 催され、 露國 側の 陪賓 として は內 相、 外相、 鹿ェ 相、 シ ー ポフ、 ゥ H ンッリ ー 等の 

諸氏 出席し 主客 三十 餘名、 互に 暢談多 時に lis! りたり。 二十 八日 露 都を發 し、 英斯科 經由歸 朝の ことと なりたる に付き、 八月 七日 

朝 長 春 著 次第 釜 山 直行の 車輛 準備 ありた き S3S、 國 澤副總 裁の 許に 急電 を發 す。 一行と 別れて 前進した る 人 は 森、 淸田ニ 氏の 外 岩 

下 氏 も ありき 0 ャ後 男爵に 尾して 夏 秋 氏と 共に 名物の 露 西 isi 風呂に 一 浴す。 

二十 七 H (土、 晴) 急遽 歸 朝の 事 決定した るに 依り 公爵より 駐英 加 藤 大使、 駐 獨畑參 l!HS へ苑、 男爵よりも 在倫敦 磯村 氏 其の 他 

へ 宛、 それ t 通知す る 所 あり 0 午後 一行 手分けして 吿 別廻禮 したり。 

二十へ 口 (日、 晴) 朝來 訪問者 多く、 且つ 一行の 買 もの やら 荷造りに て 可な り混雜 す。 著 後一 週間 平服の 警官 數名 婁 夜詰め 切り 

部屋 ハ 廊下まで も 警護したり。 この 日の， 干 食に は 常連の 外、 夏 秋 夫人 及び 令嬢 や 柴山秀 子の 女流 も 加 はりて 跟 かなりき。 午後 十 


A 

悲 

報 
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悲愁に 胸 を 鎖され て、 伯 は 桂と ともに 七月 二十 九日 を もって 莫斯科 を 去った。 茫々 たる 五 千 哩の長 程が、 前途に 橫 

はって ゐる。 この 大 平原 を橫斷 して、 祖國の 岸に 著く 日まで 聖上 陛下 は 果して、 御 安泰なる べき や。 

車輪 車 棘々 と 響く 西 比 利亞鐵 道の 車上に、 彼 は 眠りな り 難き 一 夜 を 過ごした。 

莫斯科 出發の 翌日 は 快晴であった。 午後 一時 ヴ オルガの 大河 を 渡った。 洋々 たる 江 水 は、 岸と 共に 平 かで ある。 河 

上に 架す る 長 橋 を 渡って スィヅ ランの 驛に 著く と、 悲しむべき 飛報 は 彼 を 待って ゐた。 

本日 午前 零時 四十 七 分 聖上 崩御  

それが 本 野 大使からの 電報で、 時間 は 午後の 五 時であった。 
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I 時 一 行 は出迎 ひの 川上 總 領事と 共に いよ/ \ 露 都を辭 して 英斯 科に 向 ふ。 本 野 大使 及び 夫人 を 始め 文 武官の 方々、 露阈 側より 

も ホル ヮッ ト將軍 ゥヰン ッ H リ I 氏な ど 多数の 見送り あり、 5^ 仏 中 は 勿；！ 11、 驛 内外の 蒈戒 振り 殊に 厳 鬼た る やうに 見受く  0 發車程 

なく 私 は 身 を 寢薹に 投げ 車窓から 露 都の 灯影の 薄らぎ ゆく を 望み つ 、假 夢に 落つ 0 

かくして、 伯の 對露 政策 は、 再び 一 大 蹉跌 を 見なければ ならなかった。 嘗て は嚴 島の 夜、 伊藤博文 を說 得して これ 

を哈爾 { 钱に途 り、 宿志 將に 成らん として、 安重 根の ー彈に 破れ、 今 は 桂 を 動かして 漸く これ を 露 都に 伴 ひ、 ， め 日に し 

て その 意 圖將に 達せん とする や、 再び 國 家の 大 不幸 事の ために 阻まる。 

霄都を 去らん とする に當 り、 恐らく 伯 は、 天 を 仰いで 嗟奠 した ことで あらう。  . 


第一 節訪露  -四 ニー 

思へば 初めて 臺灣 統治の 委曲 を、 親しく 上聞に 達して より、 身に 餘る 殊遇 を 辱う して 今日に 至り、 十餘 年の 歳月 は 

夢の やうに 過ぎた。 笈ー つ を 肩に 雪 深き 水 澤の里 を 出て、 東京に 迎り 著いた 往年の 貧乏 少年が、 前 大臣 男爵の 今日 あ 

る も ひとへ に 聖恩の 洪大に 依る。 何 を 以て か 能く これに 報いた てまつ るべき。 

戰敗 雪辱の 心に 燃 ゆる 露 國の復 纏： 心 を 和らげ、 支那 保全、 東洋 平和の 礎石 を 近くた めに は、 新たなる 日露 諒解の 外 

に途 はない。 そこに こそ わが 奉公の 途が あるの だ。 一念 發 起して 玆に八 年、 括 志將に 成らん として、 卒然、 この 悲報 

に 接す。 運命の わが 志 を 遇する こと 何ぞ しかく 酷薄なる や。 

後に 伯 は、 往年の 感懷 を囘 想して、 次の ごとく 物語った。 

モス コ ー 通過 後 間もなく、 崩御の 悲報に 接した 時、 さすがに 萬感 胸を壓 し、 落つ る淚を 抑へ る ことが 出來 なかつ 

た。 

邦家 百年の 大計 も 東亞 治安の 長 策 も、 かくて { 仝 しく 消えて しまった。 もし 何等の 異變に 遭遇せ すして、 當 初の 所 

期 通り、 ドイツ 皇帝 を 始め 芙、 佛、 露三國 政府に 對 する 諒解 運動に 成功して ゐ たなら ば、 支那の 國情は 良く 改善 

されて 居り、 列國は 最も 進歩的 政策に よって、 一層 利益す る ことが 多かった に 相 遠ない。 しかも それ は 十分に 可 

能 性 ある 計畫 であって、 こ.^ に 一切 を 公表す る こと は出來 ない が、 決して 架空 的 幻想ではなかった ので ある。 か 

く 信す るが 故に、 {仝 しく 引退した こと は、 返す/ \- も遣憾 であって、 我輩 終生の 痛恨 事と すると ころで ある。 (そ 

の 頃 を 語る) 

その 翌夜は 十五夜であった。 


見渡す かぎり 茫々 たる ウラル 高原の 上に、 鏡の 如き 明月が 冴えて ゐた。 異鄕萬 里の 遊子 は、 水の 如く 澄む 天上の 0^ 

光 を 仰ぎつつ 忡々 の 情、 胸に 溢れた。  一 

龍 居の 日記 は、 次の ごとく 記して ゐる。 

二十 九日 (月、 晴) .iHg 十 時 英斯科 著、 直に 總 領事館に 人り 午 食を濟 ませ、 それより 各. - 市中の 見物 やら 買物 やらに 出かけ、 私 

は クレムリン 宮 0- 物の 仲 問に 別れ 公、 男 等と 共に 毛皮 屋に 出かけた リ。 (中略し かくて 午後 九 時 四十 分 同所 を發 す。 停車場の 出入 

さながら 王侯 を 待つ もの ト卯 かりし。 —— 

三十日 (火、 晴) 午前 八 時 モル シ ャ ン ス を、 午後 一 時べ ン ザ を 過ぐ。 それよ リウ オルガ の 鐡橋を わたり、 ス ィヅラ ン驛に 建した 

. る 時 (午後 五 時) 本 野 大使より、 

本日 午前 零時 四十 七 分 聖上 崩御 

との 急電を 受け、 公、 男 等は莫 浙科總 領事館の 入電より 推して 萬 一 の 場合 を覺 悟し つ i ありし も、 今更の 如く 打ち 驚き っ悲 み、 

肅然 恐懼と 申し 交 はす 外な く 公、 男 は K ちに 宮 内大臣 宛 御見舞 電を發 せらる。 この 口より 又もや 暑 氣强， -0 11M 夏服に 更 ゆ。 

三十 一日 (水、 晴) この 朝 ウファ を 過ぐ。 露國 首相より 弔問の 電來 り、 公より 答電を 出さる。 夜半 彼 得 との 分岐 點 チリ ャ ビン 

スクを 過ぐ 0 終日 烏 拉爾の 大風 贵に飽 く。 露曆 にて は 十八 日なる も圓 かなる 望の 月 は 車窓 に^せり。 

八月  一！：！ (木、 曇) 夜 來冷氣 秋の ごとし。 雨後の m にて 西 伯 利 名物の 沙塵 飛ばず。 木 藤氏 幹旋 して 米飯 を 炊かせ たれ ども 出來损 

ず。 午前 小雨 あり たれ ども 止みた る 後 は i! 度 急に 昂 る。 午後 二 時半べ テ D パフ n フス クを 過ぐ。 ォ ムス ク にて 杉 山 氏よりの 畏文 

電に 接す 0 

この 杉 山の 長電 とい ふの は、 故國 政界の 內情を 詳報し、 此の 大事 變に 際し、 桂の 不在した ことが、 やがて 彼の 政治 

的大 失脚の 危機 を 孕んで ゐる こと を豫 見して、 伯に 向って 警戒した ものである。 その 全文 は 次の 通りであった。 

第二 章 在野 時代  四 ニー  1  . 


第一 節訪 露  .  ，  四 一四 

莫斯科 ヨリ ノ貴電 今 見タ。 宮中 ノ 御大 變 一一 付 テハ、 天地 晦冥、 上下 悲痛 ヲ極 ム。 兩君ノ 御 心情 想 察 一一 堪へ ズ。 昨 

夜 御所 一一 於テ直 一一 踐祚 御擧式 全ク了 レ リ。 

善後 ノ事 一一 付 テハ、 山縣 公一 一 ハ山縣 公ノ考 ァリ。 西 園 寺 侯 一一 ハ西園 寺 侯ノ考 ァリ。 叉 宮中 ノ 連中-一 ハ夫レ 相 當ノ. 

考 ァリ。 之 ヲ知テ 今 憂慮 シッ 、 アル 者ハ、 恐ク ハ僕 一 人ナラ ント 思フ。 電文 御 氣付ノ 次第 ハ、 已 一一 一 一時間 餘ニ  H 

リ、 山縣 公二 談シ キ タリ。 猶ホ 今日 公二 面 會スル リ。 兩君ハ 明瞭 二 下ノ如 キ事ヲ 了知 シテ歸 朝 セラ ル \ ノ必 

要 ァリト 思フ。 萬 里 ノ旅遊 止ムヲ 得サル コト 、 ハ言 ヒ乍ラ 陛下 ノ御 臨終 ト御踐 ^ノ 時機 一一 御歸 朝間 一一 合 ハザリ 

シ ハ、 國 家ノ爲 メ及ビ 善後策 ノ 爲メ、 更 一一 兩君 平生 ノ志ヲ 君國 一一 致サル 、事業 ノ爲 一一、 多大 ノ 損害 ヲ被 ラレ タト 

云フ 事情 デ アル。 併 シ山縣 公一 一 ハ僕 極論 縱橫 熱誠 ノ限ヲ 盡シ、 兩君御 歸朝後 マデ、 成 ルべク 今後 ノ 事-一 付、 渾沌 

不得要領 ノ狀態 ヲ持續 セシム ルガ、 國家ノ 大幸ト 思ヒ、 僕 一己 ノ 苦心 ヲ 以テ、 頻リ 一一 相談 ヲ遂 ゲ置キ タリ。 公ハ 

此 議論 一一 對シテ 決 シテ惡 キ感ジ ガナキ 様子、 一 己 トシ テ ハ兩君 ノ御歸 朝マデ 一一 、 自分 ノ 意見 丈ケ ハ 堅ク定 メ置キ 

度 キ模樣 一一 見受ケ ラル。 

內閣ノ 衆. ハ政黨 一類 ノ者ト 密議 ヲ凝 シ、 議會ガ 活動 ノ 結果、 宫內省 及 ビ皇窒 一一 ハ 千歲ノ 一遇 ナリ ト論ジ 崩御 前 

ュ 議會ヲ 召集 セント ノ儀ヲ 企テ、 西 園 寺 首相 其 議ヲ责 ラシ テ、 山縣公 ガ判斷 ヲ試ミ タリ。 此 際僕ハ 必死 トナ リ、 

議會ノ 行動 ハ 何等 皇室 ノ 御大 變ト關 係ナキ コトヲ 極論 シ、 山 縣公ハ 危ク之 レヲ引 キ止メ ラレ タリ。 今日 崩御 

ノ 不幸 ヲ見 タル 曉トナ リテ、 再 ヒ內閣 二 臨時 議會 召集 ノ議起 レリ。 此 レニ ハ種々 ノ 理由 ヲ具シ テ來ル モノ ト信セ 

ラル、 故 萬 止 ムヲ得 ザ ルコト 、思フ 。僕 モ今猶 途方 一一 クレ 居ル所 故、 此 電報 屆キ 次第、 兩^ ノ 御意 見內密 -I 承リ 


置キ タシ。 其レ故 返電 ヲ見ル マ デハ、 新 キ僕ノ 行動 差控へ 謹愼シ テ待テ 居ル。 

中央 政局の 暗澹たる 情勢、 階る がごと くで ある。 これに 對し、 伯 は 次の ごとく 返電した。 

朋御ノ 善後策 並踐； t ノ件 一一 付テ ハ、 皇室典範 其 他ノ定 ムル處 ァリ。 臨時 議會ヲ 召集 スルノ 必要 ナシ。 若 シ他ノ 事 

情 ヨリ、 此際ニ 乘ジ、 故サラ 一一 力 ヲ議會 一一 カリ テ爲メ 一一  セ ン トシ、 紛更ヲ 試ムル コト アラバ、 將來 一一 恐ル べキ惡 

例ヲ 遣シ、 延テ 國體ノ 維持 二 影響 スルノ 虞ナシ トセ ズ。 幸 二 老公 ノ見ラ ルル 所、 我々 ノ憂フ ル所ト 同ジケ レバ、 

右等ノ 大事 〈桂 公 ノ歸朝 マデ、 一切 老公 一一 於 テ食ヒ 止メ置 カルル ャゥ、 老兄 畢生 ノ盡 カヲ 望ム。 

公男の 一 行を乘 せた る 列車 は、 さらに 西 比 利亞廣 原の 疾驅 をつ づけて、 八月 七日 哈爾賓 に 著いた。 さう して 一 行 は 

長 春で 滿鐵 線に 乘り換 へ、 朝鮮 經由、 九日の 朝 馬關に 上陸し、 十一 日の 早朝、 諒闇の 帝都に 著いた。 龍 居の 日記に よ 

れば 次の 通りで ある。 

二日 (金、 曇) 午後 五 時 タイガ を 過ぐ。 この 日 冷氣、 裘 付き 服 を 著す。 露人は大抵久.ー服にして中には\^?皮外套を穿っもぁり0 

三日 (土、 曇) 朝 クラ ス ノヤ ル スク を。 前 過ぐ 日 來引續 き冷氣 なる 爲め 停車 中フォ I ムを 散歩す るに 外套 を耍 した リ。 時々 降雨 

あり。 聞く 所に 據れ ば、 一週間 前に は 稀 有の 洪水 ありし と 0 途中 堤防 破 壤の跡 を 見る。 カン スク 附近 被害 甚 し。 

四日 (日、 曇) 午後 一時 二十 分 イルク ー ック 著、 二 時 十分 發車、 東淸鐵 道の 列車に 移乘す 。室 稍. -廣 し。 ヌ加爾 湖畔 を 半周す る 

とき 宛然 琵琶湖に 遊ぶ 心地 せらる。 この 日 も 冷氣。 

五日 (月、 晴) 午後 知 多 を 過ぐ、 市街 遠く 何もの も 目に 人る ものた し。 夕刻 黑龍 江鐵 道の 分岐 點を 見る。 

六日 (火、 晴) 拂 嘵滿洲 51 を 通過し、 午前 十一 時 海拉爾 一?r 柬淸 幹部の 出迎 多し。 本多總 領事、 滿鐡上 E 祕書 役、 井原 齊々 in 爾 

領亊、 郡司譯 官等の 出 迎を受 く。 午後 ニ時顷 興安嶺 にか X り 露 人の 自慢すな る 渦卷式 線路 を 望見す。 仏 中 線路 故障の 爲め 哈爾賓 
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著 は 豫定に 後る \ こと 二 時間な りし。 

七日 (水、 曇) 午前 二 時 哈爾賓 に 到 著、 停車 僅に 二十 分 時に して 長 春に 向 ふ。 露國 側の 警戒 例の ごとく 嚴を 極む。 同 八 時 二十 分 

長 春 著、 に滿鐵 線に 移り 奉： 太に 向 ふ" 网 澤副總 裁、 犬^ 理事、 上 出、 お • ト、 梳松等の^^^氏出迎ひ同車せられぬ。 露國 側よりも 

ゥ ェ ンッリ ー 氏 始め 多数の 要人 この 所まで 见 送りた リ。 泰 天よ リは 豫定の 如く 安 奉 線に 移乘 す。 驛 頭の や 」 迎例 5 如し。 

八日 (木、 晴) 暑氣 し。 車內 華氏 九十 五、 六 度に 昇る。 鴨綠江 通過の 際滿鐵 1： 村 技師 架橋 工事 を說 明す。 (中略) 朝 Si 時の 午前 

个 時半 京 城 著、 直に 南下 午後 八時签 山に 達し、 列車-を 桟橋 際に 停めて 卽時聯 船弘濟 丸に 移 乘す。 見送り 人 多数。 11 

九日 (金、 晴) 午前 七 時馬關 安！， お、 直に 上陸して 春 帆樓に 入り、 午 食の 後 三時 半大阪 商船の 嘉義 丸に 便して 神 戶に向 ふ。 港內小 

汽船の 列 を 作して 見送る こ と 往路の 時の ごとし。 

十日 (土、 晴) 正午 神戶安 著、 ミカに ホテルに 投じ、 少憩の 後 午後 三時 三十 五分 臨時列車に 搭 じて 歸 東す。 この 夜 九 時 二十 分 名 

古屋を 通過す。 

十一 日 (日、 晴) 午前 六 時 二分 諒閽の 帝都 新橋に 歸 著す。 西阛寺 首相-ど 始め 朝野 知名の 人士 多数 出迎 はれたり U 

卽 日本 野 大使 始め 內 外の 大宫其 他 に 宛數通 の 謝 電を發 せら る。 

かくして 伯 は 桂と ともに、 東京に 歸り來 つた。 然 らば 中央の 政界 は、 いかなる 姿 を もって、 彼等 を迎 へたで あらう 

か。 此處に 八月 九日 付、 德富蘇 峰が 伯に 與 へたる 書翰が ある。 伯が これ を 落手した の は、 恐らく 著 京 後で あらう。 

肅啓。 人事 不可逆^、 折角 御 仕組 ノ 脚色 も 中途 挫折、 御同^^ー奉存候。 乍 併 目的 ノ 大部分 ハ先相 達 候 事と 愚考、 

聊自 S 心 藉仕候 次第 一一 御座 候。 彼 ノ黨人 一流 ハ、 恐 レナ カラ 先帝 ノ御 崩ヲ 奇貨 トシ、 姑息 偷安ノ 小策 ヲ弄 セント 

スル徵 候 有 之、 世 ノ耳食 者 流、 唱新 標異、 浮誇輕 佻、 可慨之 至と 奉 存候レ 閣下 定めて 充分の 御成 竹 可 有 之、 何卒 

高眼昂 手、 機 外 -ー 立テ、 制 機 之 道 御 示 導 奉 願 上 候。 昨今 事情 一 一 一 桂 公 迄 具. e. 候 間、 御 序 -I 御 一 覽被成 下 候 ハ 、 幸 


甚。 首 e 

大正：： 儿年 八月 九  猪 

後藤 男 閣下 

先の 杉 山の 長 » とい ひ、 この 德 富の 書翰と いひ、 まさに 險惡 化せん とする 政界の 風雲 を 暗示す る ものが あった。 

第一 一節 第三 次 桂內閣 

一、 桂の 內府 入り 

八月 十一 日 を もって 歸 京した る 桂 は、 十三 日、 內 大臣 兼侍從 長に 任ぜられて 宮中. に 人った。 

こ- は 伯が 極力 阻止 せんと 努力した ると ころであった。 桂 自身 も 亦 その 任に 非す として、 御 辭退申 上げ、 山 縣有朋 

を 推薦した ので あるが、 山 縣と西 園 寺との 熱心なる 從^慂 に 遭って、 遂に 受諾す るの 已む なきに 至った ので ある。 

これ は 桂の 一身に 取って は、 大 いなる 失策であった。 第二次 桂 內閣當 時、 國民 新聞 を 提げて 終始一貫 桂 を 援助した 

德富蘇 峰 は、 この間の 事情 を敍 して 次の 如く 述べた。 

&、 彼 は 元氣. 俎 喪して 歸 京し、 先帝の 柩の 前に 慟哭す ると 同時に、 山 縣と西 園 寺 は 彼に 向って、 遮二無二 內 大臣 

たるべく 迫った ので ある。 彼等 は 口 を 揃へ て、 今日の 所で 否應 いふべき でない、 只 御身の 一諾 を 得る まで、 ある I 
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萬 事 は 巳に 解決して 居る というた。 之 を 否む 事 は 彼に とって は 殆ど 不臣の 如く 覺 えたので ある。 そこで 彼 は 終に 

之 を 承知した ので ある。 是は 彼に とって は 非常なる 誤りであった らう。 少く とも 其 一身 を處 する 上に 於て 斯く思 

はる \ の である。 彼 は 何故に 之 を固辭 せなかつ たので あるか。 德大寺 公 は 四十 年來 陛下の 左右に 事へ たる 老臣. 

である。 山 縣公は 威望 中外に 癱く 老臣で ある。 彼は此 等の 人に 向て 讓 るべき が當然 であらう。 否 彼は讓 つたので 

ある。 特に 山縣 へな に 向て 讓 つたので あると いふ 事で ある。 然しながら 何故に 堅く 讓ら なかった ので あるか。 固よ 

り 新 帝の 常 侍 輔弼の 臣 として は、 彼 は適當 であった であらう。 政治 上の 經驗に 於て 彼が 如き もの 幾人 か ある。 

彼は舊 知識 も 新 知識 も 相 應に備 へて 居る。 叉 先帝の 御寵 遇に 於ても 年と 與に 愈ぶ 優渥 を 加へ、 御 病床に 於ても 

常に 彼の 事に { 辰 慮を勞 させ 給 ひ、 彼の 旅程な ども 御 病臥 中に 拘ら す屢ぷ 御下問 あらせられ、 且つ 彼に ついて 常 

に 聖 意の 篤 かりし 事 は、 御 病床に 侍した る もの、 親しく 見聞した る 所に して、 彼 はか \ る 事を拜 聞す るに つい 

て も、 いよく 身の 措く 所 を 知らなかった ので あらう。 されば 彼が 獻身 的に 山縣、 西 園 寺 等の 勸誘を 聞き、 恩命 

を拜 したの は、 彼に とって は餘 儀な き 事情 もあった らう。 然し 是は實 に 彼に とって 非常なる 失策であった。 彼 は 

如何に アンチ 桂の 空氣が 世間に 濃厚であった かとい ふ 事に 氣附 かなかった ので あらう。 否 少し は氣附 いても、 斯 

まで あらう と は 思はなかった であらう。 實は 第二 桂 內閣の 下半より、 アンチ 桂の 空氣は 頗る 增長 したので ある。 

(中略) 殊に 第二 桂 內閣の 後半に 於て は、 彼 は 縱橫發 揮、 我が 意の ある 所 を 振舞うた が爲 めに、 眼中 元老な しと 

邪推せられ たか も 知れぬ。 當 初より 此 通りで あれば それ も 致 方がない が、 第一 桂 內閣に 於け る 彼が 如きに 對 比す 

^f. 老人 等の 釋然 たらぬ の も、 幾らかの 理由 ありと も 見ら る、。 そこで 彼 は 要するに 四面 敵中に あつたの であ 


る。 彼が 餘 りに 大きくな り 過ぎた 結果 は、 殆ど 維ての 物 を 敵と なした ので ある C そこで 

內閣の 下半期より いよく 濃厚 を 加へ、 辭 職した るに 拘ら す、 無 {:::: の 一老 書生た る 彼の 上に 尙：^ 卷 いて ゐ たので 

ある。 云 はに 辭 職の 手 績が餘 りに 鮮で萬 事に 拔 目な かりし 爲め、 却て 愈ぶ 反動の 雲 を 起した ので ある。 洋行が 半 

年も繽 けば、 多少 此黑 雲が 散 じたに 相逮 はない が、 一箇月 も經 つか 經た ぬに 歸 つて 来て は、 固より 黑雲は 依然と 

してあった ので ある。 然るに 彼は內 大臣と なった。 是に 於て 世間の 多くの もの は、 彼が 自ら 好んで なった と考へ 

た。 內 大臣と いへば、 苦 通の 人 は 百人一首で 覺 えた 儘の 官名で、 いはば 雲上人で ある。 彼が 雲上人と なり、 宮 

中の 雲 深き 所に 人った とい ふ 事 は、 長れ ながら 彼 は 古の 攝政關 白の 仕事 をな すので は あるまい かと 疑 ふたもの も 

あった 程で ある。 奇貨 乘す べきで あるから、 彼の 政敵 は 縦横 無 礙に、 之 を 彼に 向って、 有害 的に 惡 用した ので あ 

る。 斯 くの 如くに して 彼 は、 多年 築き上げ たる 政治的 生涯 を、 衆怨群 謗の 中に 薛り 去るべく、 餘儀 なく せられた 

ので ある。 (ぼ 公)  . 

正 に德富 の 言 の 通りであった。 

當 時の 國內の 空氣は 桂の 宮中 人り を 不可と した。 また 桂の 性格 は、 到底 永く 宮中に 奉仕す るに 堪 ふるところ ではな 

かった。 ゆ ゑに 彼 は早晚 宮中より 政界に 歸還 する であらう とい ふこと は、 殆ど 萬 人の 見る ところであった。 彼 は 最も 

不適 當 なる 時期に、 最も 不適 當 なる 地位に 就いた ので ある。  - 

それが 彼と 形影 相伴って ゐた 伯の 身の上に 亦、 一 大變化 を 及ぼした ので ある。 

伯 は 伊藤と 兒 玉との 歿後 は、 桂に 依って 志 を 行 はんとした。 しかるに その 桂が いま 露國 より 歸る や、 突如と して 雲 
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上人と 爲 つたので あるから、 その 手 違 ひの 如何に 大き かつ たかは 想像に 餘り ある。 

しかも 政治的 不運 は、 忽ちに して 重來 した。 それ は 第二次 西 園 寺內閣 が、 間も無く 暗 確に 乘り 上げた ことで ある。 

一一、 臺 灣 再遊  ， ■ 

十月に 入って、 西 園 寺內閣 が豫箅 編成 期を迎 へる とともに、 政局 はニ箇 師圑增 設問 題 を 中心として、 やう やく 危機 

を 孕んで 來た。 しからば この 時 この 際、 伯 は 何 をして ゐ たか。 彼 はこの 政變の 直前、 悠々 として 臺灣に 旅行して ゐた 

ので ある。 

御大 葬の 終った 一箇月 後、 十月 十三 日の 夜行 列車で 伯 は 和 子 夫人と 娘の 愛子 を 伴って、 京都に 赴き、 桃 山 御陵 參拜 

の 後、 十七 日神戶 出帆の 亞米利 加 丸で 佐 藤 六 石、 菊池忠 三郞、 下 村 當吉の 三人 を 伴 ひ、 飄然と して 臺灣に 向った。 

翌日 下關に 上陸した る 彼 は、 往訪の 新聞記者に 對 して、 その 旅行の 口 的 を 語って、 

予が 此の 行に 對し、 世間に て は 何 か 意味 あり 氣の 臆說を 下す もの も ある も、 その 目的と する 所、 全く 海上の 靜養 

に 外なら す。 

と辨 明した が、 叉 他の 記者に 向って は 次の 如く 語った。 

先年 予の 銅像 を 臺灣に 建つ るに 當り、 渡臺 せんとし たる も、 彼の地に てお 祭騷 ぎに 自分 を歡迎 するとの 報に 接し 

たる を 以て 渡臺を 見合せ たり。 (中略) 自分の 臺地を 去りて 來滿七 年 目 なれば、 隨分 全島の 模様 も變 化し 居るな 

らん。 自分が 在任中 彼 地に て經營 施設した る 各種の 事業 中、 如何なる ものが 成績よ く發 達せる や、 叉 有望な りと 


味 を 惹起す こと あらん かと 思 ひ、 幸 ひ 閑散 を 利用して 舊 任地の 視察に 出掛く る 次第な り。 

それ は 伯の 眞情 であった らう。 

臺灣は 伯に 取つ て は、 忘れ 難き 一 生の 思 出の 地で ある。 壯年氣 鋭の 日、 一 代の 英傑 兒玉源 太 郞と相 許し、 心魂 を 打 

ち 込んでの 荒仕事 をして きた 記念すべき 舞臺 である。 七 年の 歳月、 水よりも 迅く 流れ 去る。 知らす 舊 知の 山河、 如何 

の 新粧を 凝らして 伯 を迎へ ん とする か。 

神戶 より 臺灣に 向 ふ 船中、 伯 は 一詩 を賦 して 言った。 

不離 頭上 彼 蒼 蒼 到處 人間 卽作鄕 

知 是全臺 皇化遍 行 看 父老 說 農 桑 

十月 二十日 基隆に 上陸し、 翌日 臺 北の 臺灣 神社に 詣で、 自己の 手植 ゑせ し 小 樹の旣 に十數 尺と なれる を 見、 一木 一 

. 草に 舊 知の感 を 催した る 伯 は、 

劍潭 山上 手 栽 花 仍記 春風 吹滿車 

今日 吾來 皆有舊 再遊 心 恰似歸 家. 

と 詠 じた。 さう して、 臺 北巿內 外の 視察 を 終る と、 伯 は 先年 議會 で苦戰 した 問題の 阿里 山に 登った。 白雲 深き 所、 斧 

滅を 人れ ざる 千古の 大 森林 中 を 逍遙して、 彼 は 八 年 前の 日 を 想起し、 兒玉源 太郞の 友情 を懷 つた。 その 感慨 を 紙に 展 

ベて 曰く。 
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阿里 山 再遊 途中 

此地重 來已八 年 

,數 家 雞犬令 添 趣 


四 ニニ 


當 時草昧 絶人烟 

多謝 將軍早 著 鞭 


また 曰- 


古 柏 欝蒼參 九天 

大材可 使 朽窮谷 


斧斤 始識及 千年 

聖 代 今 無 避 世 賢 

臺 北より 臺中、 嘉義、 阿里 山、 臺 南と 廻って、 伯 は打狗 から 乘船、 大 板埒、 紅 頭嶼、 火燒 島の 島々 を 視察し、 花 蓮 

港に 上陸 するとい ふ 精力 振りであった。 さう して 到る 所、 各種の 歡 迎會、 講演 會に 出席した。 

十一 月 五日 基隆發 の備後 丸で、 內 地に 向って 出帆し、 八日 門 司に 著く と、 その 感想 を 新聞記者に 語って、 

七 年 振に 見た る臺灣 は、 實に碧 海變 じて 桑田と なりし 感 ありて、 事業 は 何れも 其 緒に 就けり。 

と 言 ひ、 更に 九日に 神戶に 上陸す ると、 

三日 見ぬ 間の 樱 かな、 七 年間に 於け る 臺灣の 物質的 進歩のう ちに、 特に 余の 感じた る 一は 理蕃 事業の 進涉 と、 一 

は內 地との 貿 額の 急激なる 增加 なり。  . 

と 語り、 理蕃 事業に よりて、 臺灣の 山嶽 地方 は 旣に皇 化に 浴し、 これによ りて 森林の みならす 耕地 及び 水源地 を 得る 

こと を說 き、 

次に 臺灣 產業發 達の 結 內 地との 貿 額 は 今玆數 年の 間に 一 億 一 千 萬圓に 達し、 臺灣 特別 會計 は、 年々 一 千 萬 


圓 以上の 剩餘金 を 出す に 至れり。 

鎮れ ば、 伯が 初めて 臺灣 事業 公憒 案を携 へて 人 京す る や、 朝野 は 擧げて 伯の 空想的 大風呂敷 を 冷嘲 惡 篤し、 當 時の 

政 客 はこれ を 妨害す るが 爲 めに 狂奔して 餘 カを剩 さなかった。 

今 この 也,. い 再遊し、 その 繁榮 の、 當 時の 豫 想に 數倍 する を 見た る 時、 伯 は 恐らく 萬 斛の滿 足 感に胸 を 膨らまし たこ 

とで あらう。 

このと き 伯 は、 植民地統治 は 三代 七十 五 年の 年 所 を 要すて ふ 持論 を 繰返して、 日本 國 民が 過去 十五 年の 治臺の 成績 

に 陶醉し c、 輕々 しく 日本 文化と 日本 生活と を、 新附の 民に 施す の 愚 を舉ば ざらん こと を 切言した。 

< 水の 在任 當 時より 七 年後の 今日は、 物質的に は 世界に 餘り 比類な き 發達を 遂げたり と 云 ふこと は斷 言す るに 憚ら 

す。 精神 上の 同化 政策に 於ても、 國 語の 普及 等の 點 より 云へば、 確に 一段の 進歩 を 遂げたり と 云 ひ 得べき も、 此 

の 同化 政策、 卽ち新 領土 經營が 果して 成功した る や 否やに 就て は 未だ 俄かに 斷定し 難し。 最近 世界 植民 政策 學者 

の 說に從 へば、 凡ての 新 領土 乃至 植 地の 向背 は、 三時 代卽ち 七十 五 年を經 ざれ. ば 判然せ す。 和 蘭 英吉利の 例に 

よりて、 此の 事 實は旣 に 動かすべからざる 原則な り。 然るに 臺灣が 日本 新 領土に 歸 してより 以來十 有 五 年、 未だ 

Tils. にも 達せす、 而 して 其の 住民 三百 萬 人 は、 世界 植民地政策 學者 間の 疑問と して、 到底 他人 種に 同化し 得べ 

からざる 支那 人種に 屬 する もの なれば、 彼等が 日本語 を 習得し、 日本の 習慣に 腿 致し、 文化の 程度に 於いて 內地 

同様の 或に 達した る 曉と雖 も、 未だ 日本に 他意な しと 斷 する 能 はす。 されば 或 者 は 臺灣は 東洋の ァ ルサス、 。レ 

1 ヌ たるべし と 云 ふ もの さへ ある 位なる が、 實に然 り。. 臺灣の 將來は 實に爲 政 者の 最も 留意せ ざるべ からざる 所 
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なり。 然 らば 人 あり、 余に 臺灣 統治 策 は 如何と 問 ふ もの あらば、 余 は 言下に 無 方針な りと 答 へんと 欲す。 何とな 

れば 或る 論者の 如く、 臺灣も 等しく 陛下の 臣 ：}1!- なり、 假令新 領土な りと 雖も、 十 有 五 年の 今日、 彼等に 相 等の 

權 利を與 ふる を至當 とし、 臺灣 人に 選擧 權を與 へよ、 或は 內地 人と 關係 なくして 會社 設立の 權 を賦與 すべし と 云 

ふ もの ありと 雖も、 此れ 實に 短見 者 流の 似非 文明 人な り。 吾人の 見 を 以てすれば、 現代に 於け る 日本の 對臺 政策 

は、 世界 各 列強の 植民 政策に 比して 決して 遞色 ある ものに あらす。 英國の 印度 香港に 於け る 政策 を 見よ。 黑 人に 

對 する 英 政府の 待遇 は 決して 本國 人と 何等 區別 なき 迄に 寛大なら す。 獨 逸然り。 米國然 り。 此に 比すれば 日本の 

政策 は 寧ろ 寛大に 失すと 云 ふて 撣 る 所な し。 權 利均霑 論者 は、 現英 政府が 如何に 愛蘭 自治 案に 對 して 苦心し 居る 

か を 思 はば、 蓋し 其の 說の當 否を自 から 判別す るに 難から ざるべ し。 

それが 伯の 臺灣 に對 して 抱いた 一貫の 思想であった。 それ は 畢竟、 伯の 生物 擧の 原則に 立脚す る 政治 論で あつたの 

である。 

三、 大正 政 變の序 慕  ，• 

娃は 政界 を 去って、 雲 深き 宮中に かくれた。 しかし f の 黨與は 尙ほ多 士濟々 であった。 藉 すに 時日 を 以てするなら 

ば、 彼等 は 新しき 中心 を 求めて、 整然たる 統制 を 作り出し 得た であらう。 然るに 桂の 宮中に 人り 明治天皇 御大 葬の 

終りて 後 二 箇月 を 出です して、 西 園 寺 內閣の 根柢 を 震撼すべき 一事 件が 突發 した。 

それ は 一 一箇 師圃增 設問 題で ある。 


抑 も 日本の 國 防計畫 は、 日露 戰 後の 事情に 應 する ため、 明治 三十 九 年 西 園 寺 內 閣の當 iri  S 案：^ iii< せ れマ ゾ 

である。 それ は、 陸軍 は當 時の 十七 帥 團に八 箇帥國 を 加へ て、 二十 五師團 とすべし とい ふので あった。 その 增師 計畫 

を 第一 期 第二 期に 分ち、 各 期 四箇師 围增設 の豫定 であった が、 財政の 事 は 一 擧に四 箇師團 を增設 する こと を 許さな- 

かった ので、 先づ 第一 期の 前期と して 二 個師團 を、 第 1 次 西 園 寺 內閣當 時に 於いて 增設 したので ある。 

然るに 第二次 桂 內閣は 財政 緊縮の 方針 を樹 てて ゐ たので、 この 第一 期 後期の 二 箇師團 增設を 延期した。 然るに 第二 一 

次 西 園 寺 內閣の 陸相 上 原 勇 作が、 大正 元年 秋の 豫算 會議の 交に 至り、 斷乎 として ニ箇師 圑卽時 增設の 議を强 論した の 一 

で、 玆に 大蔵大臣 山 本 達 雄の 財政 緊縮 方針と 正面衝突 を來 すに 至った ので ある。 

しかも 此の 問題 は 忽ちに して、 政治問題と 化し、 政變を 惹起せ しむる 直接 原因と なって きた。 これに 關 して、 三 派 一 

三 様の 說 があった。 卽ち 政府 側 は山縣 及び 桂が この 問題 を內閣 倒壞の 具に 利用した りと 謂 ひ、 山 it 側の者 は、 山縣は 

却って これ を 首相に 警告した るに 關 はらす、 西 園 寺は聽 かすして 斯様の 羽目に 陷 つたので あると いって ゐた。 桂に 至 i 

つて は、 嘗て 自らの 內閣に 於いて 延期した る この 問題 を、 自分の 方より 提議す る譯 なしと 疏 明した。  二 

その 張本人 は 何れに あつたに せよ、 陸軍が 二 箇師圑 增設を 主張し、 顽 として 讓ら す、 大藏 大臣 はまた、 その 不可 を 一 

極力 强說 して 降らなかった こと は事實 である。 然るに 一方 內閣 は、 海軍の 擴張を 容認し、 水道、 治水、 港灣、 鐵 道の， 

一 

新 經費を 承認しつつ、 ひとり 陸軍の 要求の み を 削除す る は 片手落ちで あるとの 非難が あった。  二 

その 結 梁 上 原 陸軍大臣 は 辭表を 提出し、 延 いて 西 園 寺 內閣の 瓦解と なった。 それが 十二月 五日であった。 

その 翌日 元老 會議が 宮中に 開かれ、 西 園 寺 留任と 決し、 山縣は 自ら 元老 會議を 代表して 西 園 寺 邸に 赴き、 その 留任 j 
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を勸吿 した。 この 時 西 園 寺 は 頑として 之れ. に應ぜ す、 却って 逆に、 時局の 收拾 は山縣 自ら 當る ベく、 然る 能 はすん ば 

桂 これに 當 るべ し、 餘の 人で あらば 自分 はこれ を 援助す るに 迷惑す べしと 中 添 へ た。 

元老 は 再び 會 合して、 後 繼者を 物色し、 先 づ松方 正義 を 推し、 その 辭 する や、 平 田 東 助 を 薦め、 その 受けざる を 見 

る や、 山 本權兵 衞を擧 げた。 然るに 山 本 も 亦 これ を 拒絶した。 

かかる 間に も、 政界の 風雲 は、 二百十日の 暴風雨の ごとき 危險性 を もって 奔馳 しつつ あった。 それ は增師 問題 を も 

つ て 西 園 寺 內閣を 倒した る もの は 藩閥 官僚の 陰謀で あつ て、 その 張本人 は 山縣と 桂で あると いふ 國民的 反感の 爆發で 

あった。 その 火元が 果して 何れに あつたか は 別と して、 鬼に 角 この 評判 は全國 を風麼 し、 山縣と 桂に 對 する 民衆的 憤 

懣を 喚び 起した。 

元老 會議は 前後 十囘に 亙って 開催せられ、 國民的 感情 は、 日と 共に 反 長 閥に 急斜 して 行った。 さう して 或る ー靑年 

は、 遣 II 曰 を 懐中して 山縣の 邸內に 自殺 を 企て、 警官に 逮捕される とい ふやうな 事件 さへ 起った。 

その 國民的 反感の 目標 は、 初めは 山縣 であった。 然るに 十二月 十七 日に 開かれた る 第 十囘の 元老 會議 が、 萬 策盡き 

て 桂 起用と 決し、 桂 も 亦、 決然 宮中 を 出で、 第三 次 內閣の 組織に 著 手したり との 報に 接する や、 民衆の 憤懣 は、 俄然 

として 桂に 向って 奔 逸した。 それが 「閥族 打破、 憲政 擁護の 運動」 の 起り である。 

四、 桂 內閣の 成立と 憲政 擁護 運動 

元老の 桂 推薦と ともに、 憲政；； 別 は 足 許より 鳥の 立つ がごと く 急 翔した。 


桂に 大命の 降下した の は 十二月 十七 日、 歌舞伎 座に、 憲政 擁護 命： 「： -,、 きが 開催せられ，' 

た。 彼等 は 決議して 言った" 【， 閥族の 橫： ぉ践 1!13、 今や 其の 極に 達し、 憲政の 危機 目晻の 間に 迫る。 吾人 は斷 乎ハ， 協 を 

排し、 M 挨 政治 を 根絶し、 以て 憲政 を 擁護 せんこと を 期す」 と。 

かかる 急 言 激語 は、 政治 運動 者 流の 常套語であって、 敢て 珍と する に は 足りない。 ゆ ゑに 桂 並びに その 周 圍の士 が、 

はじめ 深く これに 介意し なかった こと も 亦、 怪しむ に 足りない ので ある。 

現に 伯の ごとき は、 この 元老 會議を 他所に 十三 日、 十四日と 二日 間、 悠々 として 日光 御獵 場の 雉獵に 行って ゐ たの 

である。 さう して 伯 は、 桂の 組閣 準備の 最初の 相談に 洩れて しまった。 當 時の 伯 は、 露國に 同伴して 歸國 したば かり 

であり、 前 內閣に 於いて 能く 桂の 最高 顧問 役 を 勤めて ゐた 後で も あるので、 今次の 組閣に 於いて は、 內務の 重職に 坐 

する か、 然ら ざる も、 少なくとも 副 總理の 地位 を 占むべき 形勢であった。 また 已に伯 自らが 首相 候補者の 一 人で も あ 

つたので ある。 

しかるに 伯が 日光から 歸 つて 三日 後、 いよ/、 大命が 桂に 降った 時、 桂が 伯に 擬し. たる 椅子 は 意外に も、 文部大臣 

であった。  . 

勿論 桂に も 十分なる 理由 はあった。 長 嶋隆ニ はこれ について、 次の やうに 語って ゐる。 

第三 次の 桂內閣 のとき に 斯う 云 ふこと があります。 內閣 組織のと きに 閣員 を 決める、 これ は 私が 桂に 言うた。 ど 

う も 今度の 內閣 では 教育の 制度の 改革が 一番の 問題 だ、 今まで 二度の 桂內閣 で、 外交、 財政 經濟の 方で は 相當の 

働き をして 天下に 認められて 居る。 併し 是れ からの 日本 は、 本當 にやって 行く に は 敎育を 徹底的に 改革し なけれ 
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ばいかぬ、 この 第三 次 桂 內閣の 一 大使 命 は敎育 制度の 改善に ある、 それ を やる ことが 國 家に 貢 獻 する 一 番 大きな 

仕事で ある、 それに は 適 當な人 を 入れなければ ならぬ、 11 後藤さん は その 時に 遞信 大臣に 決って 居った 11 遞 

信 大臣の 仕事 は、 後藤さん でなくても 誰れ でも やれる、 閣員の 位， 返に 高下が ある 譯ぢ やない から、 遞信 大臣が 重 

くて 文部大臣が 輕 いと 云 ふこと はない、 殊に 今度 は 文部大臣が 非常に 大事で ある、 人 を 得て 後藤さんでも 行けば 

非常に 重き をな す、 それから 後藤さん も 腕 は 世の中に 認められて 居る、 これから はもう 一 つ 高い 一 つの 働きが あ 

る、 人間が もっと 深い もの だと 云 ふこと が、 後藤さん が將 來總理 大臣になる 大事な 點 だと 思 ふ、 それに は 後藤 さ 

んを 文部大臣 にした 方が まい、 さう いふ 意見 を 私が 言うた。 すると 桂が 非常に 賛成し まして、 それ はい、、 併し 

後藤が それ を 欲する か 欲せぬ か 分らぬ、 後藤が 賛成で さへ あれば、 それ は 至極 名案 だ、 一 つお 前の 考へ として 後 

藤に 話して 見ろ と 云 ふこと であった。 それから 私が 後藤さん の 所に 行きまして、 今の 意味 を 詳しく 話した。 その 

時 私 は 心から、 後藤さん が將來 の大を 成す のに は、 どうしても その 方面で 一 つ 腕 を 見せて 置く がい. -、 臺 灣の經 

營を やり、 滿鐵の 經營を やり、 遞信 大臣と し、 鐵 道院總 裁と して は、 さう 云 ふ 物質的 方面の 働き は 極端まで 分つ 

て來、 寧ろ 腕が あり 過ぎる 程に 世の 人が 認めた が、 別な 方面の 精神的な 方面に 力を入れて やれば、 人間が 非常に 

大きくなる、 さう 思うた ものです から 熱心に 勸 めた。 非常に 意 は 動いた やうで したが、 どうももう 一 つ 先き にな 

らばい、 が、 今此處 では 鐵 道の 經營、 それから 遞信 事業に 就いて、 まだ 自分が やらなければ ならぬ 事が あると 云 

ふので、 到頭 それに は應 じなかった のです が、 私 は 今でも これ は惡 ぃ案ぢ やない、 後藤さん なら 敎育 制度の 改革 

は出來 たと & つて 居ります。 それから 叉 それ を やれば、 桂 內閣の 今まで やった 仕事と まるで 違った 方面で、 圑家 


かくして 伯 は、 遞 相の 舊 椅子に 坐った。 桂 はこれ に 加 ふるに 鐵 道と 拓殖との 兩總 裁の 椅子 を 以てした。 この 時內相 

の 椅子 は 旣に大 浦に 與 へられて あつたの である。 

憲政 擁護、 ii 族 打破の 民衆 運動 將に 全國に 燃え 上らん とする 時、 桂が 組織した る內閣 は、 その 最上の 辯 護 者た る德 

富 蘇 峰す らも、 

然るに 桂 內閣は 果して、 それだけの 敵 を 料る 見識が あった や 否や。 我等の 遣 憾と思 ふ は 第一、 桂 內閣の 人選で あ 

つた。 今更 彼此い ふので はない が、 此 人選 は單に 反對黨 のみなら す、 公平なる 第三者 をして、 多くの 滿足 を與へ 

なかった ので ある。 今更 言 ふても 返らぬ 事で あるが、 贵族院 にも 頓著 なく、 衆議院に も頓 著な く、 只餘 りに 自己 

の 家の 子郞黨 のみ を 以て 組織した のであって、 いはば 桂 一人が 大臣の 格であって、 爾餘の 大臣 は I .大 浦、 後藤- 

加 藤 等 は 別と して —— 概ね 其 書記官 若く は i 曰 官位の 相場であった。 (ぼ f 錄 i^l^g-i 桂 公) 

と 評した 程の 微力な 顏觸れ であった。 恐らく これ を 最も 遣憾 とした 者の 一 人 は、 伯であった であらう。 

桂 は 小 村 壽太郞 の 死によ つて 失った 外相 を、 駐英 大使 加 藤 高 明に よって 補 ひ、 彼の 英京より 歸來 する 迄の 間、 自ら 

外相 を 兼任した。 さう して 木 越 を 陸軍に、 松窒を 司法に、 若 機 を大藏 に、 仲 小路 を 農 商務に、 柴田を 文相に 置き、 齋 

藤に は 特に 勅語 を 賜うて 海軍に 留任せ しめた。 

この間に、 憲政 擁護 運動 は燎 原の 火の ごとく、 六十 餘 州に 一 41^ 延 しつつ あった。 その 陣頭に 立って 活躍した の は、 政 

友 會の尾 崎 行 雄と、 國民黨 の 犬養毅 であって、 その 背後に あって 畫 策した のが、 政 友 會の岡 崎邦輔 であった。 德富は 
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此の間の 消息 を 語って、 

天下の 長^に 對 する 憎 惡心は 殆ど 其 極點に 達し、 自 から 智勇 辩カ ありと 信す る 者、 撼 1: 不遇の 者、 野望 ある 者、 

若く は 理想的 夢幻 者、 空中 樓閣 陰謀 者、 好亂 者、 其 他 あらゆる 各種の 勢力 相 抱 合する に 際し、 之に 向て 恰好の 題. 

目を與 へんか。 天下 風靡すべき である。 席捲すべき である。 斯の 如くに して、 憲政 擁護の 火 は 燃え 出した ので あ 

ろ。 へ前褐 書-— ン 

る 二 九 三 頁)  . 

と 言った。 蓋し 尾 崎と 犬 養と は、 かかる 民衆的 反感 を 指導し 偏揚 すべき 絶好の 役者であった。 

薩長の 天下の 政枘を 握る こと 旣に 四十 年、 四時 更替の 序によ つて、 彼等の 倒るべき 日 は 迫りつつ あつたの である。 

憲政 擁護 運動の 動因 は、 政治的に 見れば 一 に は 藩閥 並びに 官僚に 對 する 一 般社會 の 反感で あり、 一 に は 特に 長 閥の 

全盛に 對 する 他の 政治 諸 階級の 羨望で あり、 最も 狭義に は 桂 個人に 對 する 上層階級 多數 人の 嫉妬 心であった。 しかし 

經濟 的に 見れば、 封建的 ァ リスト クラシ ー に對 する 資本主義 的ブ ル ジ ョ アジ ー の挑戰 であった ので ある。 

明治時代に 於け る國民 經濟發 達の 結 架と して、 急速に 成長した る 工業 並びに 金融資本 勢力 は、 新たに 發 達しつつ あ 

つた 政 黨と結 托して、 議會 主義に 依る 政治の 新 展開 を 要求して ゐ たので ある。 

而 して、 その 人身御供に 選ばれた のが、 公 t: 接 太郞 であって、 彼 自身 は斯 くの 如き 社會 進化の 過程に 於け る ー犧牲 

者と して、 日本 全土に 捲き 起りつつ あった 國 民的與 奮の 波に 呑まれん とする ので ある。 


五、 桂の 新黨 組織 

初め 憲政 擁護 運動の 勃發 した 時 は、 その 中心 勢力 は 尾 崎、 犬 養、 岡 崎 等に あった。 此等 三者 は その 性格 を M ハに し、 

その 立場 を 異にし、 從 つて その 動機 を 異にして ゐた。 

尾 崎 は 政 友 會總務 では あつたが、 東京 市長の 職に ありし 十 年間、 政界の 中心 勢力より 遠ざかって ゐ たために、 當時 

は 政 友 會の歸 り新參 であって、 未だ 此の 大多數 黨を曳 き 招る 力 は 持って ゐ なかった。 彼 は 民衆 政治の 信者で 理想家 肌 

であった。 從 つて 彼 は 純理 的 立場から、 桂の 政治に 反對 したる ごとく 思 はれる。 之れ に 反し 犬 養は智 術に 生きる ボリ 

ティ シアンであった。 彼 は、 桂が 自己の 主宰す る 國民黨 の 大部分 を拉し 去らん とする を 知って、 痛愤 肚裏に 燃えて ゐ 

た。 さう して 岡 崎 邦輔に 至って は、 天成の 策士であった。 彼 は當時 その 策士と しての 立場 を 原に 奪 はれて 不遇の 境遇 

にあった。 ゆ ゑに 尾 崎と 犬 養との 智勇 辯 力 を 利用して、 國民 大衆運動 を 起すべき 筋 書 を 書き 卸した。 

それ は 恰好の 役者で あり、 恰好の 舞臺 であり、 且つ 恰好の 筋 書であった。 國民 大衆と 稱 する 觀 客が、 滿員 客止めの 

勢 ひ を もって、 この 憲政 擁護 劇に 殺到した の も 無理 はない。  . 

しかし 政界の 死命 を 制する もの は、 この 三者の 民衆 運動ではなかった。 それ は 議會內 に 於いて は絶對 多數黨 たる 政 

友 會の街 背で あり、 議會 外に 於いて は、 桂の 代表す る長闕 と、 陸軍と 對 紘的關 係に 立つ 薩 派の 海軍の 動向であった。 

而 して、 政 友會の 名目 上の 題目 は 西 園 寺で あり、 薩派 海軍の 名實 共に 傭 はる 首領 は 山 本 權兵衞 であった。 

然るに 西 園 寺 は 自ら 桂の 蹶起 を從蒜 心した る 一人と して、 反 桂の 運動に 加擔 すると は 思 はれなかった。 又 西 園 寺の 名 
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に 於いて、 事 實上政 友會を 指導しつつ ありし 原と 松 田と は、 その 性格 上 民衆 運動に 狂奔すべき 人物ではなかった。 ゆ 

ゑに 被 等 は、 當初は 尾 崎、 岡 崎 等の 運動に 對し、 不卽 不離の 態度 を 取って ゐた。 彼等 は 桂に して その 意思 を 表明す る 

ならば、 妥協し 得べき 餘 地を殘 して 靜觀 して ゐ たので ある。 

桂の 從來の 遣り口 を 以てすれば、 彼 は 原に 對し議 會切拔 けの 交涉を 開始す るで あらう と 思 はれた。 

然るに 事 は、 全然 天下の 意表に 出で た。 - 

一 月 一 一十 一 日 を もって 議會は 再開 せられん として ゐた。 しかるに その 前日、 卽ちー 一十 日に 至り、 桂 は 突如と して 新 

政黨 組織 の 覺ま曰 を發表 したので ある。 

一月 二十 一 日の 東京 日日 新聞 は 次の ごとく 記して ゐる。 

桂 公 新政 黨 組織 覺書發 表 

新 內閣の 首班た る 公爵 桂 太郞氏 は、 二十日 午後 四時より、 三 田の 私邸に 巿內 重なる 各 新聞 通信社 代表者 を 招き、 

後藤 男 立會の 上、 愈 新政 黨 組織の 事を發 表したり。 其覺書 左の 如し。 

覺  書 

不 $1: 恭しく 大命 を拜 し、 國家 多事の 際 內閣の 首班に 列す。 夙夜 兢々 上 は 聖 明に 答へ 奉り、 下 は 輿望に 副 ふ あ 

らんこと を 是れ勗 む。 予從來 在閣の 日、 旣 成の 政黨と 協商し、 國務の 施設 を無礙 ならしめ、 憲政の 運用 を 圓滿な 

らし めんこと を 企畫 したる こと 前後 幾囘 なる を 知らす。 今や 當 面の 時局 を 洞察す るに、 此 事の 斷 じて 繰り返す ベ 

からざる を覺 ゆ。 


是を 以て 自ら 不敏 を 顧みす、 廣く 天下 同志の 士と與 に、 ； に 新政黨 を 一 

て 憲政 { -兀 美の 功 を 全う せんこ と を 期す。 

諸君 は 天下の 耳目た る 重要なる 職に 任す。 故に 予は 公人と して 先づ 諸君に 向って 此の 決心 を 表明す るの 義務 を 荷 

ふ。 特に 本日 諸君の 来臨 を 煩 はした るは是 れが爲 なり。 若し 夫れ 如上の 決心 を實 現す る 順序 及 方法に 就て は、 不 

日 事 實に徴 して 之 を會取 せられん こと を 希 ふ。 

大正 二 年 一月 二十日 

公爵 桂  太郞 

果然、 この 聲明は 一大 セン セ ー シ ヨン を 捲き 起した。 當時 議會の 分野 は、 政友會 二百 十六、 國民黨 八十 九、 中央 供 

樂部 三十 四、 同志 會三 十七、 純 無 所屬四 名で あつたが、 桂の 聲明發 表の 夜 を もって、 大 石正已 以下 四十 餘名 は國： 黨 

を晚 して 新黨に 走り、 中央 供 樂部は 解散の 決議 を 公け にして、 之れ に 加盟し、 政 友會の ー少 部分 も 亦、 之れ に 合流す 

る もの あり、 新黨 は議會 再開と ともに 九十 三 名の 所屬 議員 を數 ふるに 至った。 

後に この 新黨を 命名して、 立憲 同志 會と 言った。 . 

この 新黨の 結成 は、 政 友 會に對 する 正面 切っての 挑戰 であった。 ために これまで 靜觀の 態度に あった 原、 松 田 をす 

ら驅 つて、 桂內閣 打倒の 戰 線に 就かし めた ものである。 今や 彼等 は 蹶然として、 桂內閣 反對の 態度 を Si 明に した。 

かくして、 一部 言論 家の 開始した る 憲政 擁護 運動 は、 今や 政界 實カ 者の 支持 を 得て、 勢ひ滔 天の 波の ごとく、 急奔 

亂逸、 正に 桂 太郞の 牙城 を吞 まんと する の概を 示し 来った。 
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六、 伯の 新 黨 組織 觀 

政 友 會內の 實カ派 は、 第三 次 桂內閣 が、 從來の 例の 如く、 妥協 を 中 込んで 来る ものと 期待して ゐた。 然るに 桂 は 何. 

故、 突如と して 新黨 組織 を發 表し、 政友會 に挑戰 したので あるか。 それよりも、 問題 は、 伯が この 新黨 組織 を 如何に 

觀、 これ を 如何に 說明 せんとし たかで ある。 ， 

これに ついては、 當時 伯の 「政變 始末 原稿」 と稱 する 文獻が ある。 それ は 第三 次 桂 內閣辭 職の 眞相 にっき、 伯が 口 

授 して 龍 居賴三 をして 手記せ しめ、 自ら 處々 に 加筆した ものであるが、 その 前半 は、 桂の 蹶起と その 新黨 組織との 心 

事を說 明せ る もので、 文 情 生氣に 富み、 惻々 人に 迫る もの ある は、 伯が 衷心 深く 時弊に 慨し、 桂の 心事に 萬斛の 同情 

を 傾けた るが ためで あらう。 それ は 先 づ筆を 桂內閣 組織の 內 情に 起し、 桂の 蹶起が、 全く 至誠 報國の 衷情に ありし こ 

と を、 次の ごとく 記して ゐる。  . 

去年 桂 公ガ朝 ター 一宮 中 奉仕 ノ人ト ナリ、 夕べ 一一 復ビ 政界 一一 人テ權 枘ヲ握 レルヲ 見、 公ノ 得意 想フ べシト 取沙汰 シ 

タル 者少 カラ ザ リシ モ、 是レ 所謂 小人 ノ心 ヲ以テ 大人 ノ心ヲ 忖度 スルノ 類 ノミ。 西 園 寺侯ガ 過半 數ナル 多 衆ヲ率 

ヰ ナガ ラ內 閣總 辭職ノ 止ムナ キー 一至 リ、 且ッ 後繼內 閣ヲ得 ルー 一 非常 ナル 困難 一一 逢へ ルノ 時、 桂公ガ 衷心 國家ノ 前 

途ヲ 憂慮 シ、 補 闕ノ截 ヲ去リ テ自ラ 時局 ノ難 ニ膺ラ ン コ トヲ 決心 シ タル マテ ニハ、 他人 ノ 想像 ス へ カラ ザ ル慘憎 

タル 苦心 存スル ヲ疑ハ ス。 世人 往々 公 ノ爲ニ 出 ツル 一一 時ヲ得 スト 云へ ルモ、 公 トシ テ ハ此 レ等ノ 忠言 二 耳 ヲ假サ 

ス、 一 曰-一至 * 國 一一 許ス ニ於テ ハ時ノ 利、 不利 ハ素 ヨリ 伺フ所 一一 ァラ ス、 叉 公ノ智 必ス其 13: ノ 不可 ヲ知 ラサル 一- ァ 


考 フル モ國ハ 亮陰ノ 中 一一 ァリ。 帝國ノ 政局 一 大變遷 ノ來ル へ キ 時機 熟 セル ヲ察 シ、 公ハ 思フテ 國家ノ 前途 一一 到ル 

トキ ハ眞 一一 寢食 ヲ安セ ス、 微臣ノ 進 返 利害 ノ如キ 何等 考慮 ヲ要セ スト ハ、 公 ガ親シ ク予 一一 語ラ レ タル 所 ナリ。 故 

一一 予毎ネ 一一 公 一一 說ク 一一 利害得失 ヲ以テ セ ス、 只公ノ 誠意 ノ向フ 一一 任セ、 且予 ハ 之 一一 從フ へ キヲ心 一一 矢へ リ。 當時 

ノ兩 三日間 二 於ケ ル公ノ 苦心 ハ 到底 筆舌 ノ能 ク寫ス へ キュア ラス。 若シ詳 ニ之ヲ 記述 スル トキ ハ恐 クハ 一 大卷ヲ 

成ス ヘシ。 左レ ハ公ハ 當時 蹶起 ス ル コ ト ノ必ス 世間 ノ 誤解 ヲ 招キ、 隨テ 種々 ノ 困難 一一 遭遇 ス へ キヲ 疾ク覺 悟シタ 

ルハ 勿論、 現 一一 親任式 了リ共 一一 闕ヲ辭 スルノ 時、 公ハ辭 令ヲ懷 一一 シ ッ、、 萬 一 誤解 者ノ爲 一一 途中 不測 ノ 難-一 逢フ 

コト アル モ、 卿 等ハ之 一一 驚 カス 微志ヲ 繼テ、 大正 維新 ノ 御宇 一一 當リ、 十分 ノ 奉公 セン コトヲ 望 ムト語 ラレ タリ。 

然 らば 独 は、 何故に、 情意投合の 易き に 就かす して、 新黨 組織の 難路 を擇ん だので あるか。 伯 は その 所以 を、 娃が 

過去の ながき 經驗 によって、 政 友 會內の 病弊 を 洞察し、 かかる 腐敗せ る 政 黨と事 を 共に する ので は、 到底 內治 外交の 

實を擧 ぐる こと 不可能で あると 覺 つたた めで あると して、 次の 如く 記して ゐる。 

桂公ノ 心事 已 一一 此ノ如 シ。 而シテ 絕對多 數ヲ誇 レル政 友 會ノ狀 態 如何 ト云フ 一一、 彼等 ハ桂 公ガ 妥協 若クハ 情意 投 

合ノ慣 手段 ヲ以テ 招 カン コトヲ 期待 シ、 更 一一 一歩 ヲ進メ テ桂公 ト西園 寺 侯トノ 地位 ヲシ テ容 3^ 一一 轉換セ シメ、 兩 

者 相 扶ケテ 以テ國 政 ノ翼黉 ヲ分タ ン ト計リ タル 事 實ァリ キト ハ 、 今 仍ホ黨 員 中 當時ノ 事情 一一 曉通ス ル者ノ 語ル所 

ナリ。 當 時會內 二 這般ノ 謀議 ァラ ン コトハ 桂 公自ラ モ察セ サルニ アラス。 世人 ノ 想像 亦 之 二 遠 力 ラサル モノ ァリ 

シ 一一 モ拘 ハラス、 公ハ 假令 彼等 二 此意 圖ァリ トス ル モ、 斷乎 トシ テ其 易キ 二 就 力 ス、 却 テ他ノ 難ヲ擇 取スべ キヲ 
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決心 シ タリ。 蓋 シ公ハ 當時ノ 政局 紛糾 ノ 淵源 ハ 過去 ノ難 3^ 一 一途. ヲ 誤用 シ タルモ ノ多キ 一一 由ルヲ 思ヒ、 乃 チ進テ 難 

路 ヲ擇フ ハ 將來ノ 時： 一一  向テ 一 大 解決 ヲ與フ へ キ關鍵 タルべ キヲ覺 リタ ル爲 メナ リ。 予 亦公ノ 難路 ヲ撰擇 セル ヲ 

以テ、 寧 11 國 政ヲ擧 クル 所以 ナル ヲ信シ タリ。 公 ハ前ニ 囘內閣 組織 ノ 大命 ヲ 拜シ、 且其 以前 一一 於 テモ、 政 友會ト 

ハ 其 前身 タ ル 自由 黨 時代 ヨリ 種々 ノ干繁 一一 於テ 折衝 旋 ノ勞 一一 當リ タル 緣 故經驗 ァ リ 、 且躬 首相 ノ 印綬 ヲ佩 フル 

一一 於テ、 政策 實行 ノ爲 一一 妥協 若クハ 情意投合 ソ 方便 一一 由リ、 又 西 園 寺侯ヲ 薦メテ 內閣ヲ 組織 セシメ タルコ トニ 囘 

一一 及ビ、 其 間公ハ 彼等 ノ 能力 如何、 叉 健全 ナル 點ト 病的 短所 トヲ 察知 シ タレ ハ、 第二次 西 園 寺 內閣成 レルノ 後 マ 

テ ハ、 自 ラ起テ 政黨ヲ 組織 ス ル ノ心ヲ 有セサ リシ モ、 其 後 ノ實情 一一 鑒ミ政 友會ノ 前途 略、、 察ス ル 一一 難 カラ ス トセ 

リ。 而カモ 其國家 一一 及 ホス 利害得失 如何 ハ、 頗 ル公ノ 腦裏ヲ 刺激 シ タル ヲ疑ハ ス。 後幾ク モナ ク 隣邦 革命 ノ變亂 

. ァリテ 識者 窃 一一 憂慮 措 力 サルノ 時、 侯ノ內閣ハ^？且偷安何等爲スナク、 外交 財政 ハ言フ マテ モナ ク、 內政 一一 於テ 

モ徒 一一 黨勢擴 張 一一 努メ、 黨派 政策 ノ爲 一一 ハ 自治 體ヲ 危殆 一一 陷 ラシ メ、 所謂 政策 ヲ以テ 國民ノ 性格 ヲ頹 廢セ シムテ 

フ世讓 ヲ實際 二 見 メシ、 吾人 ヲ シ テ轉 黨弊ノ 深茶ナ ルヲ 感セシ メタル 一一 過 キス。 

更に 伯の 覺書 は、 公と 仍 にした る訪露 旅行の 意圖 と、 增師 問題に ついての 眞 相を說 明し、 政 友會の 陋劣なる 心事 を 

次の 如く 述べた。 

此時 一一 當リ 日本 帝國 ハ列 國ノ間 一一 在 テ漸ク 孤立 ノ姿 トナ リツ、 アル ヲ認 メ、 前年 來此點 一一 關 シ テ 適當 ナ ル 手段 方 

法ヲ 講シ、 併セテ 東洋 永遠 ノ 和平 ノ爲ニ 其 榧 軸ヲ握 ラン コト亍 M 心 セル 独 公ハ、 此 遠大 ナル： n 的ト iii 應 シテ、 一 

新 意見 ヲ 供へ、 乃チ 先帝 哗： 下ノ允 裁ヲ 仰キ、 予等ヲ 具シテ 歐洲ノ 征途 一一 上 リタ ルー-、 脚 僅-一 露 都 一一 人ルノ 日、 


先帝 御 不例 ノ 電報 一一 接シ、 匆忙同 地ヲ 去テ 歸朝 ノ路 一一 就キ 途中 崩御 ノ電示 ヲ承ケ タル 次第 ハ 重テ此 一一 言 ハ サ ル 

モ、 ，人 ノ記惊 1 一新 ナル 所、 而シテ 公 ハ行 李 未タ解 クー 一 暇 7 ラス シテ 宮廷 ノ人 トナ リタ レハ、 周圍ノ 嫉妬 怨望ハ 

殆 ト公ノ  了：^；-ーー集マ ルノ觀ァリシ モ、 公 ハ常侍 輔弼 ノ直任 一一 磨リ 今上 一一 忠勤 ヲ抽 スル ハ卽チ 先帝 殊恩ノ 萬 一 

一一 答へ 奉ル 所以 ナルヲ 思ヒ、 心 一 日モ 政治 ヲ離レ スト 雖モ、 自己ん 責任 一一 顧ミ、 專念 宮中 奉仕 ノ事ノ 外他ナ カリ 

シハ當 然ナリ 。然 ルー 一 偶. - 第二次 西 園寺內 閣ハ、 師 M 增設ノ 問題 ノ爲 一一 總辭職 スルー 一至 リ、 而カモ 陸軍 當：： ^ノ之 

ヲ提テ 西 園 寺內閣 一一 肉薄 シ タル ハ 、 娃公ガ 政權爭 奪ノ爲 一一 セ ル 手段 一一 外ナ ラスト マ デ 曲解 ス ル モノ ァリ。 政友會 

側 一一 於テ ハ尤モ 此 誣言 ノ傳播 一一 カメ タル 跡 ァリト 雖モ、 當時公 ハ 宮中 一一 在テ啻 一一 此種 政治問題 一一 容^ スル能 ハサ 

ル ノ ミナ ラ ス、 增^ 問題 ハ決シ テ 一朝 タノ 事 一一 アラス、 其 當局ガ 急要ヲ 主張 ス ル 一一 ハ相 當ノ來 歴ァリ 理由 ァ ル コ 

トナ レハ、 杜公ノ 勢力 ヲ以 テス ルモ、 或 ル人ノ 推測 スル 如キ 抑揚 ノ事實 ノ行ハ ルへ キュア ラサル ハ辯ヲ 待 タス シ 

テ 瞭然 タリ。 叉 假令此 問題 ガ政 權爭奪 ノ意圖 一一 出ッレ ハ トテ、 絶 對多數 ヲ有ス ル政友 會內閣 一一 於テ 故サラ 一一 其 解 

決ヲ 遲延セ シメ、 剩へ 未熟 ナル 新聞紙 ヲ 利用 シテ、 國防ノ 大事 ヲ妄談 横議 セシ メテ忌 マサル ノ ミカ、 寧 口 小火 ヲ 

煸テ 大火 タラ シメ、 遂 一一 自ラ焚 タノ 極 ニ至ル マテ ノ總裁 以下 黨員 ノ擧措 一一 對シテ ハ、 愈./ 黨利 ノ爲ニ ハ國家 問題 

ヲ モ 顧慮 セ サル モノ ナルコ トヲ It 白シ、 識者 ヲ シ テ愈. -黨弊 ノ堪ュ へ 力 ラサル ヲ悟ラ シ メ タリ。 

兹 において 伯の 論法 はます く 銳く、 第二次 西 園 寺內閣 の無爲 無能と、 政 友 食の 醜 情と を 痛烈に 攻撃し、 桂の 新黨 

樹立の 所以が、 全く 黨 弊！！ 正の 目的に ある こと を 次の 如く 論じた。 

■ 抑. - 第二次 西 園寺內 閣ガ、 在職 一年 有半 ノ間 一一 於テ 何等 國家的 施設 ヲ爲 ササ リシ ハ、 旣 11 世人 眼前 知悉 スル 所ノ 
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如シト 雖モ、 其無爲 ノ痕迹 ヲ掩ハ ンカ爲 一一、 前任者 ノ 政策 ヲ 非難 スル ヲ以テ 能事 トス ル 彼等 ノ陋ハ 深ク尤 ムルヲ 

耍セ スト 雖モ、 新聞紙 ヲ 利用 シテ盛 一 一杜 內閣ノ 財政 計畫ヲ 攻撃 シ、 延 テ帝國 財政 ノ破 產呼ハ リヲ敢 テシ、 其窮狀 

ヲ事實 以上 一一 誇張 シ、 國家 一一 容易 ナ ラサル 損害 ヲ與 へ、 而 シテ此 困難 ヲ救 濟ス ルカ 爲 一一 ハ、 己 レー 一 消極的 一大 新 

意見 ヲ有ス ルカ ノ如ク 吹 聽シッ 、終 一一 何事 ヲモ爲 ス能ハ ス、 加 之 一 方-一 緊縮 ヲ 主張 シ ナカラ 他方 一一 膨脹 的 施設 ヲ 

試ミ、 公債 政策 ヲ 改善 スト 稱シッ 、却テ 之 ヲ攪動 シテ、 爲メ 一一 內外 巿價ノ 下落 ヲ招 クー 一至 レリ。 彼等 ハ 財政 上ノ 

困難 ハ 皆 前任者 惡政 ノ 致 ス所ト 云 フテ、 罪ヲ 他人 一一 嫁 シ テ 恬然 慚色 ナカ リキ。 ま 、他 地方 {R ト政黨 ト結托 シ テ 以 テ 

自利 ヲ恣マ 一一 シ、 卷良ナ ル國民 ヲシテ 自黨カ 政府 以上 ノ 威力 ヲ 有スル モノ  、 如ク 信用 セ シメ ン トセ リ。 例へ ハ樺 

太 漁業 ノ如 キ、 各地 鐵道ノ 如キ、 政友會 一一 依頼 スル ユア ラサ レハ 何事 モ 成就 セ スト 放言 シテ、 誘惑 ノ手ヲ 各方 面 

ニ展へ クル 如 キハ、 實 一一 憲政 ノ賊ト シ テ惡ム へ キュア ラス ャ。 外交問題 二 付 テモ時 ニ逸ス へ 力 ラサル 機會來 ラサ 

ル ユア ラサ リシ モ、 一 日 ノ安ヲ 偷ミ黨 利 ノ爲ノ ミ 二 沒頭シ テ他ヲ 顧慮 ス ル 二 暇 ナカ リシ ハ事實 ナリ。 凡ソ 重大 ナ 

ル 問題 ハ愼重 考究 ヲ名 トシ テ、 殆ド 高閣 一一 束ネ ラレ タルモ 亦事實 ナリ。 想 フー 一 此ノ如 キ黨利 本位 ノ氣 習ヲ成 セル 

ハ、 總裁 其人ノ 本意 一一 ァ ラサルへ ク、 叉黨員 全體ノ 意思 一一 モア ラサルへ シト 雖モ、 滔々 タル 時代 ノ惡 風ト 相抱容 

シテ、 此憂フ へ キ 現象 ヲ呈シ タル ナラ ン。 故意 ノ 過失 ハ自ラ 改ムル ヲ得ン モ、 故意 二 アラス シ テ勢ヒ ノ然ラ シ メ 

タル 過失 ハ、 自力 改ムル 二 力足 ラサル ハ 自明 ノ理 トス。 假シ 春秋 ノ 筆法 ヲ以テ 論セサ ルモ、 政 友會ヲ シテ故 伊藤 

公 创立ノ 本旨 ヲ失 ハ シ メクル 責任 ノ 幾分 ハ、 娃公亦 負 ハサ ルへカ ラサル 一一 似 タリ。 妥協 ト云ヒ 情意投合 ト 云ヒ、 

1 ー囘ュ テモ公 ノ奏藤 一一 依リ テ內閣 組織 ノ 大命 ヲ 奉承シ クル 西 園 寺 侯ノ黨 與ハ、 毎モ多 數ヲ爽 議院 有シ ナカラ、 


" ハ 巨額 ノ豫算 ヲ擁シ テ之 カ實行 一一 困ミ、 或 ハ 財政 ノ 衰運 ヲ 吹聽シ テ公 憒市價 ノ維祷  一一 . ^、ン - If 

壤ノ止 ムナキ 一一 終 リタ ル實 教訓-一 鑑ミ、 温和 ナル 政治家 桂公ヲ シテ、 最早 妥協 若ク ハ 情意投合 ノ 國家ュ 有害 ナル 

ヲ悟 ラシ ム ルー 一至 リタ ル モノ、 畢竟 桂公ガ 表面 政 友 會ノ行 爲ュ慊 ラナ ルノ ミナ ラ ス、 妥協 若ク ハ 情意投合 ノ 都度 

拂ヒ タル 義牲ノ 過大 一一 シ テ寧 &國家 ノ後忠 タル へ キヲ深 ク感シ タル 一一 由ラ ン。 然リ 今ノ政 友會ヲ シ テ黨利 威 福 ュ 

誇 ラシ メ ハ、 政友會 ハ自ラ 腐敗 シ自 ラ泯滅 スルノ 外ナキ 運命 ヲ 荷へ ル モノ ナリ。 此間大 政治家 ノ起ル ァリテ 矯正 

ノ 大任 ニ當 ラン コト、 吾人 ノ冀 フテ止 マサル 所ト 雖モ、 之ヲ 先輩 ニ求ム ルモ、 或ル 人ハ已 二世 ヲ去テ 九泉 下 二 眠 

リ、 或 ル人ハ 頹齡老 ヲ養フ 一一 過 キス。 然ラ ハ之ヲ 後進 一一 望 マ ンカ、 未タ其 器ノ饒 カナ ラザ ルヲ 奈何、 是-ー 於テ桂 

公 ハ之ヲ 他人 ュ托サ ン ヨリ モ自ラ 奮起 シテ 及フ 限リヲ 盡シ、 而シテ 其 足 ラサル ハ之ヲ 後進 ノカ 一一 待 タント セリ。 

去臘 第三 次 桂內閣 組織 ノ時 一一 當リ、 公ハ已 一一 政機變 轉ノ徵 アル ヲ察 シ、 政 友 會トノ 提携 ヲ避 クルト 同時 一一、 自己 

ノ誡意 ヲ以テ 健全 ナル 國民ノ 腹中 一一 布キ、 憲政 運用 一一 資ス へ キ 一 圑 ヲ立テ ン コ トヲ 決心 シ タル 爲メ 一一、 斷然 難易 

一 一途 ヲ逆 一一 擇ヒ テ悔ヒ サ ルナ リ。 是レ 深 ク國家 將來ノ 休戚 ュ 想到 シ クルー 一因 レリ。 

以上 桂 公 苦心 ノ 一  斑 ハ、 去 職 十五 日 以後 一 一十 一 日 一一 至ルノ 間、 卽 大命 ヲ拜シ テ ョ リ內閣 組織 當日 一一. 至ル マ テ、 數 

日間 一一 於ケ ル事實 一一 據リテ 叙述 シ タル 一一 過 キス。 唯. - 不幸 一一 シテ當 時 公 ノ眞意 汎ク國 民ノ間 一一 徹底 セ ス、 誤解 叉 

誤解 ノ中 一一 公 等 ノ 總辭職 ヲ見タ ルモ、 此ー 一記 セル 大要 ハ公ノ 政黨 組織 並總辭 職事歷 トモ 關聯 スル モノ 少カ ラサル 

ヲ 以テ、 聊カ 辨明シ テ後證 一一 供 フル ノミ。 

さらに この 文献の 後半 は、 桂內閣 の倒壤 する に 至った 經 緯を敍 した ものであるが、 それ は 後に 譲る ことと する。 
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八、 西 園 寺 侯 會見覺 書 事件 

一月 二十 一 日議會 再開に 先立ち、 桂 は 衆議 院議 長大 岡 育造に 交涉 し、 豫算 案の 印刷 未だ 成らざる の 故 を もって、 議 

會が 任意 休會 せんこと を覓 めた。 併し乍ら、 この 時 旣に戰 意 を 固めて ゐた 政友會 はこれ に應 じなかった。 鼓に 於いて 

桂 は 上奏して、 十五 日間 議會の 停會を 命じた。 、 

この間に 憲政 擁護の 運動 は、 日を逐 うて 白熱し、 桂と その 與黨 に對 する. M 民 的憎惡 は、 險惡 なる 形勢 を 孕みつつ あ 

つた。 ボ ー ツマ ス條約 締結 後に 於け る ごとき； 動の 氣勢 すら 現 はれて きたので ある。 卽ち政 友 食と 國民黨 と は 相 合し 

て、 議會に 桂 內閣彈 劾 案 を 上程 せんとし、 內閣は 到底！. ダ 協和 衷の 途を發 見し 得ざる の 窮地に 追 ひ 込まれて 來た。 

進んで ー戰 すべき か、 退いて 後圖を 期すべき か。 

解散 乎、 總辭職 乎。 

この 時に 當り、 伯の 行動 は 突如と して、 天下に 一大 セン セ ー ショ ンを棬 き 起した。 所謂 「西 園 寺 侯覺書 事件」 と稱 

する ものである。  • 

それ は 一月 十七 日、 伯が 桂の 3 曰 を 含んで 西 園 寺 を 駿河臺 の 私邸に 訪れ、 西 園 寺が 桂 を I 繼 首相と して 推薦した りし 

や 否や を 質した るに 端を發 する。 その 意 は、 若し 西 園 寺に して 誠心、 桂 を 推したり とせば、 今日 時局 紛糾の 日、 彼 は 

その 率 ゆる 政 友會を 慰撫して、 桂 攻撃の 鋭鋒 を收 めしむべき ではない かとい ふに ある。 これに 對 して 西 圜寺は 如何に 

返答した か。 


この 時 伯の 作成せ る覺 走曰 によれば、 その 應答は 次の 通りであった- 

口上^ 

今日 政界 ノ現 狀頗ル 奇觀ヲ 呈シ來 リツ、 ァリ。 由テ 不肖栳 公ノ 使命 ヲ含ミ 閣下 ヲ拜 訪スル コトト ナリ、 而カモ 

其 事柄 極メテ 重大 ナルヲ 以テ萬  一 二 モ言 句ノ間 差異 ヲ生セ ン事ヲ 惧レ、 乃 大要 ヲ筆 シテ 一 片ノ覺 書トナ セリ。 

閣下 御 辭任ノ 際、 後繼者 トシ テ桂公 ノ外他 一一 適任者 タルへ キ人ナ シト云 ハレ、 桂 公 承 皆 閣下 ヲ 官邸 一一 訪問 セラ レ 

タル 時、 亦 此事ヲ 聲明セ ラレ、 閣下 カ辭表 捧呈 セ ラル、 ノ日、 拜謁前 桂 公一 一 御 面會ノ 節、 親 シク此 意ヲ漏 サレ、 

桂 公 ハ兩度 共 一一 只管 辭退 シテ止 マサ リシ 一一 モ枸 ハラス、 陛下 一一 對シ 奉リテ 桂公ヲ 薦奏セ ラレ、 一 面山縣 公一 一 御 面 

會ノ 時モ同  一 ノ御 進言 ァリ、 且桂公 以外 ノ 後任 者 タラ ハ、 自分 野 一一 在 リテ封 f 援ス ル コ ト難シ ト マ テ 言明 セラ レ タ 

ル由。 素 ヨリ 今次 桂公ノ 就任 ハ 大命 一一 依リ、 直接 一一 閣下 ノ 提議 一一 由 ラサル ハ論ヲ 待 タスト 雖、 其經過 事情 已ニ此 

ノ如 クナル 二、 世間 否 政 友會中 此間ノ 消息 ヲ 誤解 シ居ル 一一 非サ ルカ ト疑ハ ル 、 モノ アル ヲ以 テ、 1. 友 一一 一 應 閣下 ノ 

御 記 臉ヲ質 承 シ^ク ノ 必要 ァ ル へ キヲ 思フ。 抑 今日 一一 至テ 何故 此ノ 如キ 疑問 ヲ發ス ルカ ハ、 今 政 友 會員ノ 行動 言 

論 二 徵シ頗 ル怪訏 一一 堪へ サル モノ アル 一一 依 レリ。 或ハ多 數黨員 中、 總裁ノ 眞意ヲ 誤 ルカ、 然 ラサ レ ハ總裁 ノ眞意 

全黨 一一 貫徹 スル ュ至 ラサル ノ致ス 所ナラ ン ト察セ ラル。 之 ヲ外ニ シテ 推考 スル トキ ハ、 乃 チ當時 桂 公ノ記 ト閣 

下 御 腦裏ノ 間、 何等 歟錯差 アリシ 一一 因ラ ンヲ疑 ハサ ルヲ得 サル事 トナル へ シ。 元來槐 公 此度ノ 就職 ハ、 固 ヨリ 大 

命 ニ依ル コト 無論 ナル モ、 閣下 カ公ヲ 推薦 セラ レ タル 事情 前 叙ノ如 クナル コト其 實ヲ得 タリ トセ ハ、 桂公ノ 就職 

ハ 閣下 ノ御 志望 トー 致スル モノ ナルヲ 信ス。 叉 桂 公 ハ自ラ 云 ヘリ。 西 園 寺侯ヲ 信スル 事最モ 深シ、 故 一一 黨員 各自 
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力 如何 ナル 言動 ヲ敢テ ス ルモ、 侯 ハ此際 內閣ノ 不信任 ノ 提議 一一 同意 セラ レサ ルハ、 侯ノ 平生 一一 徴シ テ寸疑 ヲ容レ 

サル所 ナルヲ 以テ、 侯 カ總裁 トシ テ自ラ 黨員ヲ 統率 セラ ル、 以上、 黨員中 何等 ノ 言論 ヲ 試ムル 者 アル モ、 政友會 

ト シ テ 內閣 不信任案 ヲ 提議 スル事 萬 M 之 ナキヲ 信スル モノ ナリ、 然レ トモ 政 友 會多數 者 ノ 奇怪 ナル 言論 行動 ヲ 目 

防 スルー ー於ィ テハ、 一 應西園 寺侯ノ 眞意ト 前日 ノ記 臆トヲ 承知 シ、 而後 適當ノ 措， eg ヲ施ス ノ外ナ カル ヘシ、 然ラ 

サレ ハ 標的 ナキ 二 矢ヲ放 ッノ愚 二 陷リ、 漫ニ 憲政 擁護 ト云ヒ 藩閥 打破 ト 云へ ル聲 一一 向テ、 自ラ 標的 トナル ノ嫌ァ 

ルノ ミナ ラス、 實ニ大 早計 タル ヲ免 レサ レ ハナ リ、 畢竞 內閣不 信認 ノ如キ ハ、 政治 上大體 問題 二 シテ、 議院 二 於 

ケル 各個 問題 一一 非 サルヲ 以テ、 苟モ 總裁ノ 許諾 ナ クシ テ妄ニ 提議 シ 得へ キ 一一 非ラ ス、 萬 一 黨員 一一 シテ其 節制 一一 服 

セ スト ナラ ハ、 總裁ニ 於 テ相當 ノ處置 セラ ル へ キ 害ト考 ヘラ ル、 ト。 

以上 ノ 事項 ハ 閣下 ノ 垂答ヲ 煩シ、 而ル後 應酬ノ 道 ヲ講セ ント 欲スル 微意 ナル コトヲ 高鑒セ ラレ タシ。 

西 園 寺 侯 垂答ノ 大要 

贵意 領承 ス。 政友會 ヨリ 內閣 不信任案 ヲ 提出 スル コ ト ハ、 多分 之ナ カル へ シト 思考 ス。 怛事 突發- ー出ル トキ ハ此 

限 二 非ラ ス。 

桂 公 此度ノ 就職 一一 關スル 經過及 事情 ハ、 大體- 一 於テ、 予ノ記 臆スル 所公ノ 記臆セ ラル、 所ト 差異 ナシ。 

抑予カ 桂公ヲ 薦奏シ タル 意ハ、 桂 公 ナラハ 今日 ノ 時局 一一 處シ テ圓滿 一一 牧結シ 得 ラルへ キヲ 信シ、 乃 チ公ヲ 最適 任 

者 トシ テ推 擧シ タル 次第 ナリ C 而シテ 其 結果 トシ テ圓滿 一一 時局 ヲ收 ムルト 否ト ハ、 一 ニ公ノ 力-一 賴 ラサル へ カラ 

ス。 萬 一 其 結果 不良 ナラハ 、予亦 不明 ノ責 ヲ逍レ 難シ。  Mmmmw  I  H 


予 京都 ヨリ 歸後 承知 スル所 二 ョ レハ、 形 入. K カナ ラサル 力.？ ノト ^ モ、 予ハ 力. 不： J.1 ヲ叫テ n 小？ ン 

ッ ッ アル モ、 何等 爆動ス ル事ナ キト 同時 一一 、 未 タ鎖壓 ヲ試ミ タル コト モナ シ C 

桂 公 就職 ノ初 ヨリ、 此. 度 ハハ， ^協 若クハ 情意投合 等 ノ關係 一一 付キ 何等 ノ 談合 シ クル コトナ キモ、 一丸 一一 好意 ヲ 保有 シ 

テ國事 ニ任ス へキハ 勿論 ナリ。 佤特 一一 依賴セ ラレ タル コ トモ 無ク、 依賴 ヲ受ケ タル コト モナ シ。 故 二 今！：^ ニ至ル 

マテ、 黨員ノ 行動 一一 對シ 何等 抑揚 スル 所ナシ ト云フ ノミ。  . 

今日 迄ノ 經過此 ノ如ク ナルヲ 以テ、 今後 ト雖モ 之 一一 對シ 如何 一一 處？ はス へ キカ ハ、 予 ノ未タ 用意 セサル 所 ナリ。 目 

下ノ 形勢 一一 テ ハ、 御 依 賴ァリ テモ、 急 一一 此際 何等 施 スヲ得 サルノ 事情 ヲ諒セ ラレ タシ。 

大正 二 年 一 月 十八 日夜 後藤 新 平手 記 

さう して 伯 は、 この 覺書を 西 園 寺 公に 途附 して、 事實 この 通り 相違な きことの 承認 を 求めた。 それに 添付した る 書 

翰 は 次の 通りであった。 

謹啓。 時下 寒氣 Si 敷 候處、 益 御寧 福被爲 在、 欣頌之 至-一 奉存 候。 昨朝 趨伺拜 話 之 次第 ハ、 委曲 桂 首相-一報 吿致， 返 

候。 尤も 此颜末 は 新聞 等 一一 於て 明白に せんと 欲する 一一 ハ無之 候 得 共、 動もすれば 言 句の 相違より、 重大 之 問题を 

惹起す るの 虞な きに も 限らす と 痛心 罷在候 一一 付、 小生 拜述の 覺書加 封 瀏覽に 奉 供 候と 同時に、 拜承之 大意 を も 一 

筆 仕 候 間、 御 覽後御 遞交被 下 度 候。 是れ異 日 誤解 無之爲 め、 雙 方の 間に 使した る 小生の 分と して、 長者に 對 する 

禮務と 御 諒察 賜り 度 候。 敬具。 

これに 對し、 西 園 寺 は 伯に 左の 如く 書翰 を 以て 答へ た。 
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拜啓。 一昨日 は 御 来駕 被 下、 猶叉 昨日 は 覺書御 遣し 縷ぶ 御手 數 感謝の 至-一 候。 覺 書ハ薰 手拜讀 候。 往 翰返璧 候。 

御 査收被 下 度 候。 右覺 書の 末節に、 桂公拜 命の 初 云々 の處 へ、 左の 一節 御 加へ 置 被 下 度 候。 挫 公，.^ 小生に 向て、 

政綱と も 云 ふべき もの 十 餘條を 被 示た る 上 二、 如此 にして 公ぶ 然と 進む 悟覺 なる が 故に、 此度ハ 政 友會を 煩す こ 

と はなさ る 積り 也、 勿論 好意 ハ 望む 處 なり、 との 事に 有 之 候。 此義ハ 小生 も黉成 致し 置 候。 右ハ 一昨日 閣下へ 

申 人 候う ちに 有 之、 御 記憶 被 下 度 候。 色ぶ 御^ 慮 嘸と 奉 恐察 候。 御 答 迄 草. -頓 首。 - 

この 覺書 は、 單に 他日の 誤解 を 防ぐ 爲め にして、 これ を 天下に 公表す る爲 めに 作成す るに あらす と は、 伯が 前揭西 

園 寺 宛ての 書翰に 公言せ ると ころで ある。 事實伯 もこれ を發 表して、 政爭 白熱の 日に、 火に 油 を 注ぐ が 如き 擧に 出で 

ようと 考へ てゐ たので は あるまい。 

然るに 如何なる 筋より 人手した もの か、 この 覺 書の 全文が、 二月 一日の 東京 日日 新聞に 揭 載され、 忽ちに して 天下 

の大 問題に なった。 そして この 爲 めに、 政友會 突撃の 氣勢は 毫も 緩和せられ なかった はかり か、 その 西 園 寺の 立場 を 

して 甚 しく 困難なら しめたる こと は 明かであった。 

さう して この 事件が、 伯の 後年の 政治的 針路に 少なから ざる 障 礙を爲 したりと 思考した る 人々 も 少なくない。 

九、 伯と 西 園 寺との 關係 

西 園 寺との 會見覺 書 事件が、 伯の 晩年に 如何なる 影響を及ぼせ しゃに 關し、 吾人 は 興味 ある 一 觀察を 併記して S き 

たいと 思 ふ。 


くして 世 を 去った。 此の 點に關 し、 吾人 は 德富蘇 峰に 向って、 その 理由 を 質した るに、 彼 は 次の ごとく 答へ た。 

ィ、 後藤 首相 說は 度々 擡頭した、 山 縣公も 屠 M 考 へた。 しかし 平 田 東 助 子の 反對で 後藤 內閣は 出現し なかった。 

口、 西 園 寺 公 は 批評 精神の 豐 富な 人で ィ-ー シ ァチブ のない 人物で ある。 毫も 積極的 意見 を 有せす、 換言すれば 仕 

事師 でなかった。 後藤 伯 は 園 公に 比して 批評 カを缺 いて ゐた。 けれども 创造 力に 富んで ゐた。 卽ち藤 伯と 園 公 

と は その 性質が 全く 反對 である。 しかし 園 公 も 藤 伯 も 共に 陽氣な 交友 を 好み、 思想 傾向 は 自由主義であった 點 

に 於いて は 共通で ある。 

ハ、 例の 西 園 寺 公覺書 問題 も、 後藤 伯が 首相た る 能 は ざり し 一 つの 原因であった とも 思 ふ。 元來、 公卿なる もの 

は 意地 惡 である。 一度 あやまらなければ 駄目で ある。 しかし 園 公 はか-^ る 事柄 を 根に持つ やうな 人間で はない 

と 思 ふ。 

一一、 後藤 伯 を 首班と する 內閣は 危な かしい と 憂慮され た。 それ は 「藤 伯の 積極的 活動の 行方」 に 就， いて 多大の 危 

惧が 抱かれた からで ある。 藤 伯の 推進力 を 如何にして 抑止す るか。 藤 伯の 抱負 は 或は 社會 主義 的 か、 帝國 主義 

的 か、 乃至 は帝國 主義 的社會 主義 か、 端倪すべからざる ものが ある。 從 つて 絕對 的に 藤 伯に 「ブレ —キ」 が必 

要で あると 老- へられて ゐた。 杜 公が 「自分が 藤 伯の ブレ ー キ になって やる」 と 云って ゐ たの は 叙 上の 點を 顧慮 

したから であらう。 

藤 伯はフ ァ ー スト • クラス • マ ィ ンド ではなかった。 アスク ヰ スの やうな 頭の 持主ではなかった。 自分が やらう 
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と 田 ひった 事 は 理窟 を附 けても やる。 しかし どうかす ると 廻轉 して をる うちに 忘れて しま ふ 事 も ある。 それで 藤 伯 

は 事の 輕重 差別 は 分らぬ 嫌 ひが 多く、 酒 嫌 ひの 人に も 酒 をす、 める とい ふ 癖が あった。 例の 調査 會案を 原 敬 氏に 

相談した 如き はこの 適例で ある。 更に 叉、 後藤 伯 は 一流の 人に 相談すべき 事 を 二流、 三流の 人に 相談した。 

藤 伯の 頭の 豐 富な 事はジ ョ ゼフ • チ ，一 ー ンバ ー レ， I ン 以上であった。 從 つてい ろくの 提案 考案が あら はれた の 

であるが、 そのうちから 石 も 金 も 出て 來る。 ^3 の點、 ウィンストン • チヤ ー チル と餘程 似て ゐる。 ウィンストン • 

チヤ ー チルを 想 ふと 必す 後藤 伯を考 へる。 立場 は 違 ふが 物の 見方、 經綸 とい ふ點は 頗る 似て ゐ ると 思 ふ。 また 伯 

の 出世の 早かった ことと 勢望の 一 躍して 高まった 點 とはラ ン ドルフ • チヤ ー チル の、 サ リスべ リ， I 內 閣の藏 相に 

なった 時と 似て ゐた。 

藤 伯 は 惜しい ことに は、 頭をデ イシ プリンす る機會 なしに 成長した 人で ある。 若い 頃に 偉い人が 附 いて ゐて、 藤 

伯の 頭 を 叩いたならば、 よかった と 思 ふ。 伊藤、 桂と 關 係が 出 來た頃 は、 旣に 後藤 伯 は 偉くな つてし まって ゐた 

の だから。 

後藤 伯に は忠吿 する 友人が ゐ なかった。 たと へ忠吿 する にしても 大變 骨が折れた。 忠告 すれば 逆に 藤 伯 は 反對す 

る。 それで 自分 はこれ は 結局、 實物 敎訓に 待つ より 他に 途 なしと 考 へた。 

德 富の 藤 伯頭腦 評に は、 流石に 一世の 大 新聞 人た るの 名に 背かざる 透徹が 閃いて ゐる。 しかし この 覺書 事件に つい 

て は、 これが 伯の 出世の 妨害と なりし ごとく、 又、 なら ざり しごとく、 すこぶる 含 糊 摸 梭の說 明 をして ゐ るが、 心 あ 

る 人 は その 言外の 眞意を 汲む に雞 しとし ないで あらう。 


一は この 點に關 し 更に 端的に 物語って ゐる c 

この 覺 #1 事件 は、 西 園 寺さん に 取って、 中々 の 痛手でした らう。 ために 世間の 一部分で は、 後藤さん がその 證文 

を 取って これ を 或る 方面へ 發 表した から、 西 園 寺さん がその ままで 居れぬ で、 總 裁を辭 める と 同時に、 政界 引退 

をした とまで 言 ふので すが、 それ は 後藤さん の覺書 事件の 爲めぢ やなかった でせ う。 當然 西阑. f— さん は 初めから 

さう する 決心であった らうと 思 ふ。 しかし 何 か 知らぬ、 その 前から か 知らぬ が、 どうも 西 EI^ さんとの 關係 はす 

つと 面白くなかったです ね。 どうも 後藤さん も 西 園 寺さん に 勤める とか、 西 園 寺さん の 諒解 を 得たり する こと を 

ちっとも やらぬ。 訪問 は その後 もし ましたが、 するとき は 何時でも 私共が うるさく 勸 めて いや/ \> 行く のです。 

そんな 風です から 行っても それが それ 程好くなかった。 西 園 寺さん の 方面から 後藤さん に對 する 感じ も、 やはり 

{且 しくない。 

これが 後藤さん の總理 大臣に なれなかった 私 は 一 番の 原因 だと 思 ふ。 山縣 さん は 後藤さん に 持って行かう 持って 

行かう とした。 .|_小內 さんな どに も 非常に それが あった。 しかし どうしても 西 園 寺さん の 方 は 終始い けなかった。 

桂、 兒玉は 本 當の內 輪であって、 伊藤さん の 方 は 幾分 か餘 所行き でした。 しかし 伊藤さん に は 割合にぶ： かった。 

伊藤さん は ああ 云 ふ 極く 洒落な 人です から、 後藤さん の 才能 を 認めて 居りました。 それから 後藤さん も 伊藤さん 

に は 意見 を 持って行って 打 突かって 當 つて 見る。 好い 氣 持で それ を やったら しい。 がその 流儀が 西 園. ii.- さんに は 

いかない。 後藤さん の 方で もやらぬ し、 叉 さう 云 ふ 遣り口が 何 か 西 園 寺さん の 方に は氣に 人らない と 云 ふ 風が あ 

つた。 
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人間の 一 生 は 運命に 支配 せられる。 詩人 や 科擧者 ゃ小說 家な ど は、 その 成果 は 多く 自己 一 人の 力に 成り、 且つ それ 

は 同時代に 鑑賞 理解せられ すと も、 後世の 批評に 待つ ことができる" しかし 政治家 は、 彼の 才能に 適した る 時代に 遭 

遇し、 且つ その 手腕 を 揮 ふべ き 舞臺に 登る こと を 必要と する。 然ら ざれば 彼 は その 有した る 天才 を發 揮す ベ き 機會を 

得すして 世 を 去らなければ ならない。 

尹 藤 博 文 は、 嘗て 伯に 向って、 「君 は遲く 生れ 過ぎた。 叉 君 は 早く 生れ 過ぎた」 と 言った と、 伯 はしば/ \- 語って 

ゐた。 

それ は 伯が 維新の 風雲 奔馳 する 日に 働き 得なかった こと を 指して、 遲く 生れた と 言 ひ、 また 伯の 縱橫の 才能 を 八方 

に 揮 はしむ るに は、 時代 はま だ そこまで 進歩して ゐ ないから、 それで 早く 生れ 過ぎた と 言った ので あらう。 しかし 法 

制の 執行 を 本務と する 官僚 時代に は、 伯 は 寧ろ 横紙破りの 脫線 家た る ごとき 感を與 へ てゐ た。 

しかも 伯 を推輓 したる 先輩 は、 相次いで 世 を 去り、 伯と 性格 的に 相容れ ざる 人々 のみ 生存して ゐ たこと が、 これよ 

り 物語らん とする 伯の 晚年を 次第に 困難なら しめたの である。 

然 らば 伯 は 如何にして、 この 新たなる 困難と 鬪 つたで あらう か。  、 

一 o、 桂. 尾 崎の 一騎 打 

停會 の期滿 ちて、 議會の 再開され たの は 二月 五日であった" 

 ： |、..^^ぁるべ しと聞ぃて、 或はこれを院外に於ぃて眺めんとし、 ゥ. ： ノビ 


十重 一 ー十簏 に包圍 し、 萬 一 を 警戒して ゐる警 {R 等と 各所に 衝突 を 演じた。 

憲政 擁護 派 代議士の、 悉く 胸に 白蔷薇 をつ けて 登院す る や、 群集 は 喝采 歡 呼して これ を聲援 し、 白 普 薇 を 胸に せ ざ 

る 與黨 代議 士には $3- 々と し て 惡篤を 浴 びせ、 果て は 暴行に すら 及ぶ とい ふ 興奮 ぶりであった。 

殊に 桂 自身 は 衆 怨の府 となり、 衆愤の 的と 化し、 何時 奇禍の 身に 及ぶ や も 測り 難き 狀 態であった。 伯 も 亦 衆 愤の目 

標 ではあった けれど、 これ を 桂に 比すれば 雲 の 差が あった。 蓋し 憲政 擁護 運動 は、 不思議に 独に 對 する 個人的 憎惡 

心に 終始した ので ある。 

娃は 暴風雨の ごとき 衆議院の 議場に 現 はれ、 施政方針に 關 する 演說を 試みた。 これに 繽 いて、 若槻 は大藏 大臣と し 

ての 財政 演説 をした。 

. 政 友會は 之れ に對 し、 元 田 聚を演 擅に 接り、 「內閣 の 措置 並 政綱に 關 する 質問 主意 書」 を 提げて、 九 箇條に 亙る 彈 

劾 的 質問 演說を 試みし めた。 

再び 壇に 登った 桂 は、 反覆 丁寧なる 答 辯 を 試み、 元 田に ー點乘 すべきの 釁隙を も 示さなかった。 

然るに 独の 答 辯 終る や 否や、 尾 崎 行 雄 は 立って 議事 日程 變更の 緊急動議 を 提出した。 それ は 內閣彈 劾の 決議案で あ 

つた。  • 

かくて 尾 崎 は、 民衆の 後援に、 意氣冲 天の 概を もって 壇に 登り、 厲聲 叱-化、 桂の 非違 を詬 篤した。 彼 は、 社が 齋 藤 

海相の 留任に 勅語 を烦 はし、 叉議會 停會に 詔勒を 奏請した る を 責めて、 「玉座 を もって 胸壁と 爲し、 詔勅 を もって it 
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丸に 代へ て、 政敵 を 倒さん とする もので はない か 一 と 痛 語した。 

桂 は 三度び 壇に 登って これに 答へ、 詳細 委曲よ く 理を盡 した。 併し乍ら、 與 奮した る 議院 內 外の 空氣 は、 到底 桂の 

純理 的 答 辯の f 鎭靜し 得べき ところではなかった。 天下 は 寧ろ 尾 崎の 急 言 激語に 喝采し、 以て 議院 雄 辯 史上の ー異 

彩と 爲 した。  • 

見る ベ し 長 閥 四十 年の 堅壘 は、 議院 政治家の 口舌に よ つ て 震撼 せんとす る を。 

これに 對し與 黨の島 田三郞 は、 決議案 反對の 演說を 試みん としたが、 議會は 再び 停會を 命ぜられ たるた めに 果 さな 

かった。 

初め 桂の 登院す る や、 二月 初め 閣議に 於いて 決した る 解散の 案に 基き、 解散 奏請の 理由 書を懷 にして ゐた。 然るに 

此の 日、 議 會再會 とともに、 彼 は 伯 及び 大浦、 加 藤と 再び 解散の 議を 討論した るに、 加 藤 は 次 項に 述ぶ るが ごとき 理 

由に よって 解散に 反對 し、 枝 も その 說を 容れて 再び 停會を 奏請す るに 至った ので ある。 

一一、 優 読 西 園 寺に 下る 

議 會停會 中、 時局 を拾收 せんとした 桂の 努力も空しく、 政界の 空 氣は 日と ともに 險惡に 赴き、 議院 外に 於け る 民衆 

運動 は 次第に 暴動の 氣 勢を呈 してきた。 

然れ ども 旣に 新黨 組織 を聲 明した る 桂で ある。 此の際 進んで 議會を 解散して、 國 民の 審判に 訴へ、 自己と 政敵との 

所 の 孰れに 天下 多数の 後援 ある や を决定 すべ き は、 彼の 正に 取る ベ， き當 然の途 であった。 


歩んだ。 それ は、 ； 一!^ 闇 中に 於け る政爭 休止の 中 出で ある。 

加 藤の 說く ところに よれば 英國に 於いて、 先年 H ドヮ ー、 ド七世 崩 じ、 ジ" - 1 ジ 五世の 位に 登る や、 朝野： 刚黨 の竹領 

を會 して 圓卓 會議を 開かし め、 政爭を 休止して、 政 W の 安泰 を 策せ し ことがある。 ゆ ゑに 我國に 於いても 亦、 此の際 

政 友 食と 政治的 休戰の 協定 を 試むべく、 直ちに 解散に 及ぶ ベから すと いふので あった。 

玆 において 槐は、 加 藤 を 使者と して 西 園 寺の 許に 赴かし め、 政友會 S 、撫 のこと を依赖 せしめた。 

然 らば 伯 は、 この 囂々 たる 憲政 擁護の w^! 衆 的 憤 起 を 如何に 觀た るか。 また 解散 斷 行か 政爭 休止 かの 問題に ついては 

如何なる 態度 を 執りし か。 

前掲 「政 變 始末 原稿」 と稱 する 伯の 手記になる 文獻 によれば、 少なくとも 伯 は 解散に 絶 對反對 とはい はざる も、 1 

月 十八 日の 西 園 寺との 會 見の 顚 末に 顧みて、 なほ 一 應西園 寺と 交 涉の餘 地 ある こと を、 首相杜 に 進言して ゐる。 さう 

して それが 加 藤の #旋 となつ て 現 はれた ので ある。 その 次第 は 次の 通りで ある。 

次ュ 桂內閣 組織 ノ際 一一 至リ、 初メ 桂公ノ 方寸 一一 計畫セ ラレ タル 所 ト實際 トハ、 多少 舢齬 ノ點ナ キー 了ン モア ラサ リ 

シ。 蓋シ內 閣ノ病 板亦此 ュ生シ タル ナラ ン。 而シテ 之カ爲 二、 政 友會ガ 公二 寄セ タル 同情 ノ稍ク 去レル モ 事實ナ 

リ。 隨テ桂 ター 一 對スル 反抗 ト 誤解 トハ 急激 一一 其 度ヲ昂 クシ、 所謂 憲政 擁護 藩關 打破 ノ聲、 愈. -大ト ナレル 一因 ト 

モナ リタ ルカ 如シ。 桂 公 ハ大々 的 抱負 ヲ以テ 大命 ヲ欽ミ タル ナレ ハ、 此レ等 ノ民聲 二 驚 力 サルト 同時 一一 或ル 程度 

. マテ ハ 自己 ュ 對シテ 反抗 スルモ ノト ハ 認メサ リシナ ル へ シ。 余 亦自 彼等 ヲ以テ 吾人 ノ眞 反對者 ナリト 思惟 セサリ 
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キ。 獨リ 藩閥 ノ ミ ナ ラ ス黨 ト 云ヒ學 ii ト云フ モ ノ皆其 效果顯 ハルト 共 一一 多少 ノ弊ノ 之 一一 伴 フヲ免 レサ ル ハ 吾人 

常 一一 認ム ル處、 まク餘 習胎後 ノ病ヲ 去リ、 世界 ノ進運 一一 從ヒ、 遠 ク建國 正氣ヲ 鼓吹 シ K 之 ヲ將來 一一 維持 スルハ 固 

ヨリ 賛同 ス,^ 所ナリ C 然ル 一一 其 勢 ノ激ス ルャ、 公ノ 人身攻撃 ト ナリ、 若ク ハ 公二 對スル 不信任案 ヲ 衆議院 一一 提出 

セ ン トス ル氣勢 一一 至レル ハ、 寧 口 意外 トス ル所、 未タ 何等 政策 ヲ見ス シテ內 閣ノ非 政 ヲ聲ス 能 ハサ ル ヨリ、 忽チ 

詔勅 濫奏ヲ 名 トシ テ 不信任案 ノ 通過 ヲ圖リ タリ。 當時 一一 在テハ 一時 熱狂 ノ餘、 自ラ其 愚ヲ悟 ラサル モ、 試 二 今日 

ヨリ 當時 ヲ顧ミ テ夫ノ 質問 及ヒ 不信任 決議案 ノ 文意 ヲ味ハ 、誰 力 其 無意義 ナル 一一：： 木然タ ラサル モノ ァラ ンャ。 意 

フ 二 之 一一 署名 セル 人士 ト雖モ 今一 ー及テ ハ 中心 忸怩 タラサ ルヲ得 サラ ン。 政府 二 ァリテ ハ、 事 ハ詔勒 ニ關シ 時ハ諒 

闇 一一 屬シ、 强 テ爭ハ ン ト欲セ ハ 狂人 ト 共-走 ル不 狂人 タラサ ル へ 力 ラサル ヲ以 テ、 飽 クマ テ冷靜 一一 考慮 シ、 最後 

マ テモ 解散 ヲ避 ケテ 反省 ヲ促 スノ 手段 一一 努メ、 萬 止ムヲ 得サル 一一 至テ ハ 解散 ヲ モ辭セ スト 覺悟 セリ。 

斯テ 最終 鎭撫 ノ爲 一一 ハ嘗テ 西 園 寺 侯ガ辭 職ノ際 陛下 及ヒ 元老 諸 公一 一 對シテ 明言 シ タル 所 一一 由リ、 此間 一一 處シテ 

用ゥ へ キノ 力 猶有ス ル ヲ自ラ 信ス ルニ於 テハ、 侯ヲシ テ 前言 ヲ履マ シ ム ル ノ機會 ヲ與フ ルモ亦 一 計 タル ヲ失 ハ ス 

ト考 へ、 乃チ侯 ニ謀ル 二 此事ヲ 以テシ タリ、 是レ 卽チ： g 力 前 首相 タリ シト、 今ハ 一 元老 トシ テ医輔 ノ重キ ニ居ル 

ノ 故ヲ以 テナ リ。 而シ テ此事 二月 八日 加 藤 前 外相 ノ 斡旋 一一 依テ 始リ、 當日 午後 桂公ハ 首相 邸 一一 西 園 寺侯ト 會見內 

談シ、 同夜 西 園 寺侯ハ 原、 松 田 ニ氏ヲ 招キテ 商議 ヲ畫シ タル 上、 侯 ヨリ 囘答 スル コト、 ナリ、 翌 九日 午前 加 藤 男 

更 一一 西 園 寺 侯ヲ訪 フテ侯 ヨリ 前日 來考 慮ノ 次第 ヲ聽 取シ、 其レ ヨリ 同日 午後 侯ノ參 內ヲ見 ルー 一至 レリ。 其 時 陛 

下ハ直  一一^ ヲ賜ヒ 、侯 カ闕 下ヲ辭 スルー 一 當リ、 ：^; 從 長士？ 所-一 於 ふ- . — , -i セル 听  一一 レハ、 旣 -1 ^ 


； f 統ヲ 拜シ タル 以上 ハ斷 アル ノ ミ、 若シ事 意ノ如 クナラ サル トキ ハ 自決 罪 ヲ謝ス ト マ テ云 ハ レ タル. S.I 著、 ン 

テ ノ侯ノ 意思 健全 ナ リシ ヲ疑ハ ス C 

加 藤の 奔走より、 この 西 園 寺の 優： S を拜 する までの 顚末 は、 次に 褐 ぐる 文 獻に詳 かで ある。 その 舉蹟は 伯の 祕蚩曰 菊 

池 忠三郞 の もので、 表紙に は 伯の 自筆 赤 鉛筆で 「加 藤 外相 ト西園 寺 侯 會見覺 書」 と 記して あるが、 內容は 全く 加 藤の 

顚末 報告の 形と なって ゐる。 

二月 八日 午前 九 時半、 外務大臣 加 藤 男爵、 驟河臺 なる 西 園 寺 侯爵 邸を訪 ふ。 

辭令 終りて 加 藤 男 は 話題 を 開きて 曰く。 本日 予か 閣下 一一 面會を 求めし は、 桂 首相の 依賴ニ 依る。 其 用件 は 他な し。 首相 は 時局 -ー 

關 して 至急 閣下に 會 見して、 親しく 意見 を 交換した き冀 望な り。 此義 にっき 閣下の 承諾 を 得ん か爲 なリ。 桂 公の 意 は 私事に あら 

ざるが 故に、 公 親ら 閣下の 邸 を 訪ふも 不可、 又 閣下 を 自邸に 請す る も 不可な り。 願く は 公け の 場所 を 撰み て會 見した しと 云 ふに 

あり。 依て 閣下が 首相官邸 若く は 貴族院 大臣 室 こ- 來臨 せられん こと を 望む。 侯 曰く。 貴意 諒承せ リ。 然れ とも 今日の 場合 侖 "見し 

て も 何等の 功 能な からん と 思 ふ。 大體 面談 を 求めら る X 用務の 內容は 如何。 差閊 なくん は 漏され たし。 男 曰く。 予は其 內容を 推 

知せ さるに 非 さる も、 之を述 ふる は予の 任に あらす。 但し 其 事の、 困難なる 時局 を 救 はんとす るに 在る は 勿論に して、 其 諮る 所 

が 從來行 はる \ 妥協 又は 情意投合の 類に 非 さる こと は、 此に 明言す る を 憚らす。 委曲 は 親しく 首相より 聽 取せられ たし 0 西阅寺 

侯 は 之 を 聞きて 頗る 躊躇の 色 ありし も、 漸くに して 承諾し、 首相官邸に 於て 侖 3 見せん ことに 同意せ り。 然るに 侯 は 一 の 條件を 申 

出て たり。. gf ち 此會見 を 公侯 二人の 對談に 止めず 原、 松 田の 兩氏を 同席せ しめんと いふて. 在り。 此時 若し 此耍求 を容れ され は 侯 

は殆 とき 見の 事 を謝絕 せんとす る氣色 あり。 男 は 其 言容を 察して、 侯の 首の 無碍に 排斥す へから さる を 惟 ひ 曰く。 首相の 意 は 公 

侯 二人の 懇談 -ー 在れ は、 何人の 列席 を も 欲せ さる は 明か なれ ども、 閣下の 冀望も ある ことなれば、 此 US は 公に 傳 ふべ し。 但し 予 

の 所思 を 言 へ ば 原、 松 田の 雨 氏 は 別室に 控 へ て會 見の 席に 列せ ざろ 事と せば、 或は 公の 同意 を 得らる へ きか。 何れ -I しても 首相 
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に 相談の 上. 答 ふる 所 あらん。 执其 時期 は 本日 午後 二 時と せられた しと 述 へしに、 侯 は 之に 伺 意せ しも、 常 日 午後 政友會 茶話 會に 

列なる 先約 ありとの 事に て、 結局 午後 三時 首相官邸に 於て 會見. せんと 決定し、 加 藤 男 は 返 邸せ り。 ， 

加 藤 男 は 此報を 首相に 報せ しに、 桂 公 は 列席者の 儀 は 全然 謝絶した しとの 事な り けれ は、 男 は 午前 十 一 時 過 再び 西 園 寺 侯 邸を訪 

ひて 此旨 を. 通せし に、 侯 は 其 意を諒 し、 重ねて 午後 三時 侯 群 単身に て 首相官邸 を 訪問 せんこと々」 確約して 袂を 分て り。 

然るに 午後 二 時半 顷、 加 藤 男 は 外務 翁 官舍に 在りし に、 西陶寺 公の 代理者より 電話 あり、 據ろ なき 差閊を 生し たれ は、 本日 會見 

の 約 を果し 難し、 明： w なら は會 見し 得べ しとの 事な. り。 听謂 差！： の 何事なる にもせ よ、 會 談は國 家の 大事に 關し、 苟も 侯 男の 简 

に 確約した る 事柄が、 時刻 間際-一 至りて、 無造作に て 破棄 せらる X は赏に 意外 千 萬の 事なる を 以て、 男 は 直に 電 9 で 一て 西 園 寺 < - 

郎氏を 通して 會見實 行の 事 を 促したり。 一 方 桂 公 は 此時旣 に 三 m 邸 を 出て i 約束の 時刻に 官邸に 來著 する の 5^ 上に 在りければ、 

此事も 併せて 通告したり。 

旣 にして 西阅 寺八郎 氏より 電話 あ- リ、 何分 本日 は舍 見. を遂け 難しとの 事な り。 時に 午後 三時 を 過き、 桂 首相 は旣に 官邸に 入りで 

西 園 寺 侯の 来る を 待ち、 侯 は 約束 變改 のま \ 出で V 政 友.^" 本部に 在り C 加 藤 男 乃ち 電話に て 同 本部に 在る 原 敬 氏に 照會 したる も 

耍領を 得さる を 以て、 午後 四時 前に 親ら 本部 を訪 ふ。 此時 茶話 會旣に 終りて、 侯 は-何 一室に 留まれり。 男 は 直に 面會 せし に、 侯 

は 男 を 一瞥す る や、 閣下に 對 して は赏に 恐れ 人る との 語を發 し、 頗る 當 惑の 態に て、 會見は 困る/ \ と 繰返した る も、 結局 男の 

勸 めに 從 ひて、 官邸 訪 の 事に 決意し、 同 本部 を 出て i 官邸に 入りし ハ四 時半 顷 なり。 是 より 公侯 對談約 一時間。 九日 午前 十 時 

半 加 藤 男 は 西 Si 寺 侯の 招きに よ リて同 邸を訪 ふ。 是れ 侯が 前日 のん  1：1 談に對 する 侯の 決意 を .1^ 公に 致さん こと を 男に 托せん とする 

に 在り C 

この 八日 午後の 首相官邸 における 杜、 西 園 寺の 會見 こそ、 當 時世の 視聽を 集めた る對談 であった. - その 會見 內容は 

直接に は 叙述して ない が、 翌 九日 午前の 加 藤、 西 園 寺 會 見の 際の 記錄 のうちに、 間接に 明かに されて ゐる。 卽ち 「加 


藤 外相 ト西園 寺 侯會 見贅書 」 は、 前記に 緩け て、 次の 如く 記して ゐる。  nnl^l 

侯 は 前日 柁 公と 會 談の耍 旨たり とて 語 P て 曰く。  ft 公より 時 に關 して 種々 の 談話 ありし か 要 點は三 ケ條. なり。 笫 一 は予に 内閣 

を 引受けて は 如何との 意味な リ しが、 -UI 分 は 何の 用意 もな しと 答へ しに、 公 は 左 も 有るべし と 云 ふ 如き 挨拶 あ リー-み々。 此時加 藤 

男 語 を 挟みて 日く。 予の 公より 閗 きたる 直話 は 只今 閣下の 語と 少しく 異なる が 如 t。 公の 直話に 依れ は、 公 は 閣下に 引受の 決心 

と 用意と 有ら は 事大 權の發 動に 關し、 固よ リ私 約す へきに 非され とも、 自分 S 關與 する 限  一 I 於て 必要の 手段 を 取り、 閣下 の^に 

進路 を 開かん との 事 を、 明白に 閣下に 語れる か 如し。 果して 斯の 意味な りし か。 侯 曰く。 然り。 要するに 其 意味 あり。 然れ とも 

別段 勸 誘せられ たるに あらず。 男 曰，、。 勸 誘の 强弱は 兎も角も、 公 は 詰り 前述の 意味 を 明瞭に 述べられ たるが 如し。 閣下 は 其 意 

味に 解釋 せられし や。 侯 曰く。 然り其 意味な り。 男 曰く。 其時閣下ょり陸軍問題もぁりて内閣の祖織闲難なりと^:話ぁりー趣 二 

て 之に 就て は 桂 公より 陸軍の 事 は 昨年と は 事情 を 異にし、 且 自分 も 相當の 心配 をな すべし と 述べられ しと 聽 きたり。 然、 r ず や。 

侯 曰く。 然り。 其 通りな り。 男义問 ふ。 然らは 閣下の 話と 公の 話と は 結果に 於て 同 一 の 意味と 認む。 如何。 侯 曰く。 然り。 

西 園 寺 侯 は 語り 績 けて 曰く。 第二に 桂 公よ リ此際 御沙汰 を 承 はりて、 西阔寺 侯の 龜カを 受けて は 如何との 說も あり 云々 の 話 あり 

しも、 元來 今の 驟きは 不穩當 (詔勅 云々 -ー對 する 議員の 行動 を 否認す るの 意) に 相 さ なき も、 今 H の 場合 御沙汰に 係る 話 は 止め 

られ たしと 答へ たリ。 男 日く。 予の 公よ リ聽く 所 は 一層 詳か なり。 公の 語る 所に 據れ は聖 勅に， 二 あり。 一は 所謂 大詔 澳發、 卽ち 

前年 首相と 議長と に 降され し 詔勅の 如き 是な リ。 一は、 陛下 か 親しく 元勳 たり 重臣た る 人 を 召させられて、 御 一一 rii 葉 を 降 さる. 乂者 

是 なり。 桂 公 は 斯くー £1： 別して 語りし と聽 けり。 閣下 は 右 樣に聽 き 取られ ざり しゃ。 侯 曰く。 然 リニ 樣に 別ちての 話な りき。 此^ 

加 藤 男 は 自己の 意思 を陳 へ て 曰く。 前者 は 或は 壓 迫に 當 るとの 非難な きに 非ざる べき も、 後者 卽ち 重臣 元勳 として 閣下に 御 一 百 葉 

を 賜 はる 場合 は 大に趣 を 異にす。 現に 憲法の 本家と も 云 ふ へ き英國 等に 於ても、 或る 場合に 皇帝 か 政治家 を 召. L て 右一 一 類す る 御 

話 をな さる 例な きに あらざる が 如し。 今や 諒闇 中と 申し、 御卽. 位の 初と 申し、 總 ての 手段 を盡 して 國 家の 安寧 を 保つべき 際に 於 

て、 此 等の 方法 を 取リて 時局 を 解決す る は 一 策た る を 失 はずと 思考す。 侯 曰く 0 御 相談 は 困る C 男 曰く。 唯予の 意見 を 陳述した 
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るの み、 相談の 意に あらす。 然し予或は此^9^を桂公に進ー百するゃも計る へ からす。 豫め此 に 一言し 置く。 侯 は 之に 對 して 相談 は 

困る/ \ の 語 を 反覆せ り。 然れ とも 侯 は敢て 絕對に 拒否す るの 色 も えさり けれ は、 男 はお、 侯の 意嚮 を 確認 せんた め、 予は採 

否 は 鬼 も. として、 此亊 を！^ 公に 相談すべし、 其 結果 何時 如何なる 通吿か 閣下の 邸に 逢す る や も 計り 難ければ、 本日 御 在 邸 を 乞 

ふと 述 へしに、 侯 は 之を諒 し、 (CS 日 は 外出せ さるへ しと 確答せ り。 前後 5 事情 を 察する に 侯 は 御沙汰に 關 する 話に つき、 勿論 約 

諾せ さる も、 K 際 不同 窓に は あら ざり しものと 認めたり。 

侯 は 第三 點に 就て 述 へて 曰く。 之 を 要するに、 桂 公よりの 相談に 關 して 昨夜 來 幹部と 種々 熟議した る も、 決議案 旣に 議場に 上れ 

る今ロ到^^之を撤囘する能はす。 予は 公の 依賴 にっきて 爲 さ^るに 非す。 能 はざる たりと。 此^ は めて 明^たり き。 侯 は 又 右 

一一 一點 の 中 第一 と笫 二と は、 桂 公と 自分との 問に 限り 他に は 一 切 秘密 一 1 する 約束 なれ は、 首相へ の傳贯 は 第三 點 のみ 一一 て 可な りと 

述 へ是- 一て 會談を 終る。 

以上が 西 園 寺が 優餘 を拜 する までの 經緯 である。 更に その 前後の 顧 末につ いて 「會 見覺 書」 は績 けて 曰く。 

此 = 駐英 大使 井上 氏 親任式に つき、 桂 首相 は靑山 離宮へ 參 内中なる を 以て、 加 藤 男 は 同 離宮に 參 内し、 桂 公に 面して 右の 趣 を 報 

吿す。 時-正午 顷 なり。 旣 二して！ 公よ リ 陛下に 奏上の 事 あり， - 司侍從 長よりの 電話に 應 して、 西 園 寺 侯の 參内 ありし は、 

午後 二 時 過な り。 侯 は^に 御前に 進み、 御 一一 H 葉 を邦受 す。 

首相、 宮相、 外相^ 宮 内大臣 室に.；^ り.^ 午後 二 時 牛顷、 西 園 寺 侯 御前 を 返 下して 宮相 室に 入り 來り、 折 柄 居 合せし 桂 公に 對し、 

只今 恐れ多き 御沙汰 を 蒙り、 讓 みて 拜受 して 退きた リ。 然るに 侍從 長より 御沙汰に 對 する 奉答 あり や、 又 其 時期 如何と 問 はれし 

も、 綸旨は 出て 汗ハ 如し。 奉答 を 要する 次第に あらす。 唯 之を實 行して 聖慮を 安し 奉る へきの みと 語りた るに、 桂 公 は 額き て そ 

は當然 のこと なり。 若し 閣下-一して 之を赏 行し 能 はされ は、 閣下 は 政 友會總 裁を辭 せざる ベから さる 箬 なりと 語る。 侯 曰く。 

に總裁 辭職ハ みならん や、 昔し なら 切腹すべき 听 なりと。  く 此事落 著せ は 祝 んと謂 ふに、 ft は鱅 


« として 丈に 奢， 玉 へ と謂 ふ-』 に；；；. -下ニき. つに 桂 公二  ひ、 ,、-:. M つ 結果に つき 報告 を 受ては to 何と 霱 I しに、 寺 侯に 直に 引 

取 "て、 ^^り其結*^は翻藤男1.ニ.、涵知すべく、 多分 今タ 通知し 得るな らん へ、 希望 C 色 を 浮へ て 退出せ 

か- 、て 擾： f 一 まし、 九日 を もって ta?^  ，二 降い、 西圑 t7 は 御前, ご 退出」 て、 .f、llna 內府殴 下に L て、 更に 令旨 を^ は 

り、 恰 かも 內特 官房に あった 桂と 會1、  一  ：^:「1^.ー へ-ニー  i!; マに、 • するとい ふ 事 は、 r:s 刀 を 賜 はった と 同樣と 心得る C 

是が行 はれぬ とい ふこと であれば 由 * 教 大事であって、 自分 は 直ちに 腹 を 切る より 外に 道 はな いので ある。 自分 は 誓 

て 安 じ 奉る f である」 上、 意氣 f  rr て 言った と、 同席した 江 木 翼が 語って ゐ る-」 (l^f 太 1^1」 

玆に 於いて、 桂 は 意 を 安んじて 西 園 寺 と^れ、 更 めて 陛下に 拜謁を 仰 付けられ、 政情 代奏の 後、 三 田 自耶に 縁 

つた。 

かくの 如く、  . ^日 西 園 寺が as^ を拜 する までの 經過 は、 . ^なくと も 表面的に は、 順 潮に 進行しつつ あるかの 如く 見 

えた。 伯の 上揭 一政 變 始末 原稿 二 も、 一 蓋、 ン此時 マー マノ 侯ノ意 健全 ナリ、 ンヲ疑 ハス 二 と 記して ゐ る。 然るに 翌 十日 

の 朝に 至って、 形勢 は 俄然 ー變 した。 これまで 地下に あっか 暗流が、 、如、 地表に 現 はれ 來 つたから である。 それ は 

薩 閥と 政 友會斡 部との 結合であった、」 

一 二、 山本權 兵衞 の 橫检 

二  nrt:^ 日から 九日に なって、 政 爭休戰 の 一幕に おける 立^者 は、 外相 加 藤 高 明であった C 然 らば 形勢 ー變 せる 十日 

に 至って、 加 蕩は何 をして ゐ たか" I 加 蘧：^ 相 ト西園 寺 侯 會見覺 書 一は、 辏 いて 次の ごとく 記して るる G 
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此夜 (gg) 加 藤 男 は 自邸に 在り。 暗に 侯の 報 を 待つ。 夜 九 時 を 過く る も 何等の 報な し。 乃ち 電話-一 て 用 向の 次第 あれ は 何時 二 て 

も推參 すべし と 侯の 邸に 通せし む。 而も 遂ー 一報な し。 十日 午前 九 時 乃至 十 時、 加 藤 男 は 貴族院 大 ini 室に 在り。 西阅寺 侯より 電話 

一一 て 報して 曰く。 昨夜 來恚カ 中な り。 午前 十 時より 政友會 本部-代議士 舍を 問く 窖 なれ は、 自分 も 只今 本部 一一 赴かん とする 所な 

り。 又 本日の 衆議院 ハ休 きとなる ならん と。 其 意、 事 は 今 ま經過 中に 屬す。 其 結果 は 後刻 報吿 ある ものと 男 は解释 したり。 

加 藤 男 は 首相官邸に 赴く。 正午に 垂ん とする も 何等の 報な きを 以て、 電話-一 て 原 敬 氏に 模樣を 問合せし に、 原 氏の 答 ふる 所 頗る 

明瞭 を 缺き竟 に 要領 を 得ず。 而 して 原 氏の 語 中に 「政府の 考も 判らぬ から」 と 云 ふ 一一 rn あり。 時 は 刻々 に 移り行きて、 衆議院 議 

の 時刻に 迫り 來る。 而 して 侯より ハ 確報 來ら す。 

午後 一時 顷、 加 藤 男 は 衆議院に 於て 原 敬 氏に 面して 結 HI- 如何 を 質す。 原 氏 曰く。 折角 盡 力せ しも 議員 は 豫定の 行動 を 取る の 形勢 

なり。 如何と も爲し 難し。 男 曰く。 幹部 は 極力 配慮せ しも、 黨の 行動 は 遂に 制 する を 得すとの 意 か。 氏 曰く 然り。 男 曰く 是れ 

足下 一 人の 意思に 非す して 西 閾 寺 侯 も 亦 同一 の 意なる か、 且 足下の 首 を 以て 侯の 決 答と 認めて 可なる か。 氏 曰く 然り。 侯の 答 辯 

と 同視 せられて 可な り。 

加 藤 男 直に 之 を 桂 公に 報し。 公 は 意 を 決す。 

加 藤 男 は 議院 を 返き て 後、 西 陶 寺 侯 3 邸を訪 ふ。 時に 侯は將 さに 參內 して 盡カ 不結果の 始末 を 上 開に 達せん とする 所な りしが、 

内閣 處 決の 次第 を 加 藤 男より 聽 きて、 是れ赏 に 止む を 得さる 成 行なり との 語 を？ i したり， - ； W ほ 侯 は 上 間に 達した る 後 も 閣下 (加 

藤 SR) に 報す る 答な りきと 語りたり。 

「加 藤 外相 ト西園 寺 侯 會見覺 書」 の 記す ところ は 以上に 止まる。 しかし 十日に おける 政局 急變の 事情 は 複雜を 極め、 

かかる 一方的 觀察 のみ を 以て は、 その 眞相を 捕捉し 難い。 

まづ 政友會 側を觀 るに、 十九 日の 夜、 西 Hi 土寸は 自邸に 歸る や、 直ちに 政 友會の 原、 松 田、 元 田、 尾 崎 並びに 國： ^<ひ じ 


の 犬 養 を 招いた。 さう して 吿 ぐるに 優綻の 降下 を もってし、 政府 突擊を 中止 せんこと を勸 めた。 この 會合 において 尾 

崎 は、 「優 誼 を 受けられた 贵下 は、 政爭 中止に 努力 せらる るが よい。 しかし 我々 は资 下の 言に 從 ふこと はでき ない。 

若 I 貴下の 說を政 友 會に强 制せられるなら 我輩 は總 務を辭 する 外 はない」 と 言った。 犬 養 も 亦、 同様なる 主 じ" を もつ 

て、 政爭 休止に 反對 した。 

しかし 政 友會の 中心 は、 未だ 必す しも 突撃と 決意して ゐ たのではなかった。 代議士 全體も 亦、 恭順 派と 非 恭順 派と 

の 二 派に 別れて 論爭 して ゐた。 

兹に 於いて 政友會 幹部の 多數 は、 西 阔寺總 裁 をして 逮 勃の 罪人たら しむる に 忍びす、 十日の 議會 は休會 し、 以て 時 

局の 急 を 救 はんとす る 計畫を 定めた。 さう して 十日 朝、 西 園 寺 は 加 藤に 電話 を かけて、 十日の 議會 は休會 なるべし と 

吿 げたので あった。 

それに も拘 はらす 十日 朝に 至り、 形勢 は急轉 直下した。 その 間の 政友會 側の 內情 について、 尾 崎 は その 「自叙 傳」 

.n- こ、 .k 、ヮ卩 く 己 ) て， 0 る 0  Y 尾 崎 行 雄 仝 集 第十ン 

ヰに 次の 如く 記して ゐる , 卷ー 〇 七— 八 頁 ) 

是 より 先き 政 友 會總裁 西 園 寺 侯 は、 伏見內 大臣の 宮を經 て、 桂 内閣 援助の 御沙汰 を 受け、 而も 拜 承の 旨 を 奉答したら しかった。. 

今日 政 友會、 國 民黨、 其 他 各種の 方面より 反 對の氣 勢大に 楊らん とする 場合に、 侯 は 之 を 坐視して ゐる わけに は 行かぬ。 侯 は 松 

m 原兩君 及び 私 を 招て、 前記の 顚末を 漏され た。 私 は 其 不都合 を处 口め たが、 「旣に 奉答した 後で あるから、 今更 联 消す 譯には 行 

かぬ」 と 侯爵 は 言 切った。 四 人頭 を 鳩め て 智慧 を 絞った が、 吾々 は 侯の 意見に 從 ふわけ に は 行かず、 去りと て 侯 をして 奉 签の意 

味 を 取消させる こと も 出来ず、 進 返 谷って 徒らに 時間 を 過す ばかりであった。 其 時 私 は 「議員と なって^ るから、 こんな 目に 遭 

ふので ある、 議員 を辭 職し さへ すれば、 此 屈辱 を 免れる ことが 出來 る、 比，； I な 申合せて 議員 を辭 さう ではない か」 と發議 した 松 
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『世間で は 君が 新 帝 を 挾んで 威 福を肆 まに するとい ふこと を 言って 居る ぞ。 君、 甚だ 面白くな いこと だから、 止めた 

ら何 うだ c』 

八面玲瓏、 圓轉 滑脫は 桂の 一大 特色であった。 これによ つて 彼 は、 半生の 功業 を 築いた ので ある。 世 はこれ を 一一 コ. 

ボンと さへ 稱 した ほどであった。 しかるに この 時ば かり は、 山 本の 態度と その 2|¥  口と に 思 はす 憤り を發 して 言った じ 

『吾輩 は敢て 今の 地位に 戀々 たる もので ない C 代って やる 人が あるなら 何時でも 讓る。 君 一 つやって 見たら どうか。 

君が やる とい ふなら ば やったら 宜 からう c』 

桂 は 後に 至って 一， 今朝 は實に 遣り損なった」 と 言った さう である。 

しかし 言 駟馬も 及ばす。 山 本 はこの 言質 を 得る と、 直ちに その 足で 政友會 本部に 赴き、 西 園 寺に 向って、 独との 對 

談を 語った。 時恰 かも 代議士 總會を 開かん として 混雜 しつつ ありし 同 本部 は、 一， 山 本来」 の 報 を 得て、 百 萬の 味方 を 

得た る ごとく 喜び、 形勢 忽ち ー變 した。 

桂 は 官邸に 於いて、 西 園 寺の 來るを 待って ゐ たが、 來 たの は 西 園 寺でなくて 山 本であった。 この 時 は 桂 は 平生の 彼 

に歸 つて ゐ たので、 優 魏の西 園 寺に 降って 居る 事情 を 語り、 山 本の 閬 入の 大義に 合せざる こと を說 いた。 山 本 も その 

理に 服し、 然 らば 余が 西 園 寺に 話し 置きた る こと ある 故、 取消した しと 思 ふ、 秘書 {R を 貸して 貰 ひたしと 申出た。 そ 

こで 首相 祕書官 伊藤 文吉 は、 山 本の 使者と して 政友會 本部に 西 園 寺 を 訪れ、 山 本の 傳言 により、 先刻 話した こと は 取 

消す といった。 すると 西 園 寺 は、 取消す と は 一部の ことか、 全部の ことかと 聽き 返した ので、 伊藤 は それ 以上 は 知ら 

すと 答へ て 引返した。 


會 代議士 會の 情報 を 待つ て ゐた。 

然るに 政友會 は、 山 本の 言に よって 桂に 辭意 ある を 知つ. たので、 急に 强 腿と 爲 つて 居る ところへ、 西圃+ > の總 裁と 

しての 挨拨 も、 「自分 はこの 勅？！^ を 受けた けれども、 諸君に は 諸君の 途が あらう。 自分 は 大命 を拜 したから これ を 諸 

君に 傅へ て勸吿 する ものである」 とい ふ 通り 一 遍の ものであった。 

それで 政友會 代議士 會は 不信任 決議案 提出と 決して 議院に 臨んだ。 それまでの 經過 について、 伯の 「政 變 始末」 は 

次の ごとく 記して ゐる。 

一 方 山 本 伯 ハ 一 一月 十日 午前 ヲ以テ 娃公ヲ 首相 郞 一一 訪問 シ、 內閣ヲ 西 園 寺 侯 一一 引渡 シ テ 勇退 セラ レ テ ハ 如何 トノ忠 

言ヲ 致シ、 桂 公ハ之 一一 對シ テ、 西 園 寺 侯 ヨリ 一 昨日 來ノ會 ： ベ：^ 一一  於テ 到底 時局 一一 當ルノ カナシ トノ 囘答ヲ 得居レ ハ 

今 二 及テ 忠言 一一 從フモ 事 行 ハル ヘシ トモ 覺 H ス、 紛糾 益 Ay 甚シ キ -ー 至ラ ゾ ト 答へ クルー 一、 山 本 伯 ハ然ラ ハ 今 一 應 

自分 ヨリ 西 園 寺侯ノ 意向 ヲ質ス へ シトテ 去リ、 十 一 時 頃 再ヒ桂 公ヲ訪 フテ、 必ス西 圃 寺 侯ヲ起 クシ メ ン ト 明言 シ 

クル モ、 桂 公 ハ西園 寺 侯ハ現 一一 御 餘ヲ蒙 リ黨內 鎭撫ニ 著 手シッ 、 アル 次第 ナレ ハ、 未 ク其囘 答 至 ラサル 場合 ニ贵 

說ヲ 納ル、 トキ ハ更ニ 紛糾 ヲ加フ ルノ虞 レア ルノ ミナ ラス、 順序 ト シ テ モ 顕 倒ヲ免 レサ レ ハ、 自分 ハル- W 說 二 對シ 

テ答フ ル限リ 二 ァラ ス ト 考フ、 ：； 儿來 何故 一一 未 タ事ノ 結末 ヲ見ス シテ 突如 贵說 ヲ出サ レ タルカ ト 問セ ル 二 對シ、 . 

山 本 伯ハ只 貴意 了解 セリ、 西 園 寺 公一 一向 テ ハ 自分 ノ 前言 ヲ 取消 シ度 キー 一 付、 自分 ノ 使者 トシ テ 何人 カヲ 先方 マテ 

. 煩シ クシ ト云 ヒ、 独 公 ハ直ニ 伊藤 秘書官 ヲ 呼ヒ、 伯ノ使 トシ テ其傳 言ヲ在 政友會 本部 ノ西園 寺 侯 ュ窗シ メタル 一一、 
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意外 二 モ西園 寺 公 ヨリ 取消 ス ト ハ 全部 ノ 意味 二 心得 然ル へ キカト 問 ハレ、 固 ヨリ 祕書官 ハ答フ ル所 ヲ知ラ ス シ テ 

其 儘 歸邸シ タル 一一、 山 本 伯ハ已 一一 去 テ在ラ ス。 仍テ 取消 ノ 全部 ナルャ 否 ノ點ハ 總テ山 本 伯 ト西園 寺 侯トノ 直接 電 

話 ニ任ス コト 、 シテ 談ハ絕 H タル 次第 ナ ルガ、 抑. -西園 寺侯ノ 所謂 全部 ノ 取消 ト ハ何 モノ ヲ 意味 ス ルカ、 聊カ不 

{番 ヲ生シ タル 折 柄、 西 園 寺 侯 ノ黨內 一一 於ケル 御； S 傳達ノ 模様 頗ル 誠意 ヲ缺キ 陛下 ノ思召 ハ此ノ 如シ、 諸君 ハ議 

員ノ 本領 一一 依リ其 所思 ヲ行フ ヘシ ト云 ヘル ヤノ 報 聞 ヱ、 果シテ 事實ナ ラン 一一 ハ、 輕擧不 謹 愼驚キ 入 ルナ ド語 リツ 

ッ、 正午 一同 食堂 二人 リ、 其レ ヨリ 直 二 議院 二 赴 カン トス ルナ ルカ、 桂公ハ 食堂 二人 ラント スル 時、 微笑 シテ云 

フ。 西 園 寺 侯 ハ必ス 誠意 ヲ以テ 思 ヲ 傳達シ タル -ー 相違 ナシ、 黨員 若シ聽 カス ン ハ彼レ ハ 總裁ノ 地位 ヲ去ル へ シ- 

此ハ 昨日 闕ヲ辭 スル時 侯自ラ 明言 スル 所ナレ ハナ リト。 然レ トモ 頻至ノ 情報 ハ公ノ 信スル 所ト相 距ル遠 カリ キ。 

此の 日 帝都の 光景 は、 殆ど 日露 講和の 際の 燒打 事件 當日 に似て ゐた。 激昂した る數 萬のお 衆 は、 議院の 周圍に 殺到 

し、 鯨波 を 擧げて 反對黨 議員 を聲援 し、 果て は 警戒の 警 吏と 衝突す るに 至り、 政府 は 軍隊 を 出して、， 議院の 周 圍を護 

衞せ しむる の狀 態であった。 しかし 群衆 はます./ \. 激昂し、 警察署、 交番 所を燒 き、 政府 辯 護の 新聞社 を 襲 ひ、 幾多 

の 死傷者 を すら 出す とい ふ騷 ぎで あた。 「政 友 會旣に 不信任案 提出に 決す」 との 情報 を 得た る 時、 娃 は院內 大臣 窒に 

衆議 院議 長大 岡 育造 を 招き、 解散の 旨を吿 げんと した。 然るに 大 岡の 来る や 桂 は、 閣員 列席の 前で、 突如と して 辭職 

すると 一一 一一 II 明し、 閣僚 を啞然 たらしめ たので ある。  - 

然 らば、 何が 独の 態度 を、 かく も急變 せしめた ので あるか。 その 經緯 は、 伯の 「政 變 始末」 の績 いて 審 かに 記す と 

ころで ある。 


ス、 無論 独 公一 ー對 シテハ 何等 モ 通知 ナケ レハ、 桂 公 ハ加藤 外相 ヲ以テ •  ぬ 敬 氏-一問 合セ クル 所、 政 友 會-ー 於 ケル西 

園 寺 總 裁ノ： S 說ノ 效果ハ 「ネガ チ， >  フ，」 ナ リシ コ ト丈ケ ハ 明白 二 シテ、 議院 ニ於テ ハ結 33； 不信任案 ヲ撤 囘 スル能 

ハサ ル 形勢 トナ レリ、 然レ トモ 十日 朝 西 園 寺 侯 力 加 藤 男 一一 電話 セ シ 所-一依 レハ、 本日 ハ休會 トナル ヘシ、 十一 日 

ハ 紀元節 トテ 當然休 n 故此 時間 一一 於テ 十分 考慮 シ事ヲ 決スル ヲ得ン トノ談 一一 テ、 辦 多少 ノ餘地 アル モ ノ、 如クナ 

リシ カバ、 ：S 公 ハ直ニ 最後 ノ 一  斷ヲ行 ハント スルニ 於テ 躊路セ サルヲ 得サル コト、 ナ レリ。 何 トナレ ハ西園 寺 侯 

二 シテ 誠意 黨員ノ  IS 撫 一一 盡 カシ、 猶其效 果ナキ トキ ハ 解散 ノ外ナ シト內 定シ居 ルモ、 侯 ヨリ ハ 最後 ノ通吿 ナク、 

叉 御： 55^ 傳達ノ 情報 區々 二 シテ、 孰レヲ モ輕信 シ難キ 事情 アリシ ヨリ、 先 ッ之カ 事實ヲ 質スノ 時間 ヲモ 必要 トシ、 

若シ 解散 ヲ斷 行シ タラ ン上ハ 之 ニ盡ス へキ 手段 モア リ、 旁. - 政府 トシ テ ハ萬  一二 モ輕 擧ナキ ヲ期サ ン トシ、 先ッ 

大岡 議長 ヲ招 キ內閣 不信任案 撤囘ノ 事 行 ハレ サル トキ ハ、 政府 ハ止ム ヲ得ス 解散 ヲ 奏請 スへキ 覺悟ナ ルカ、 未タ 

政友會 一一 於 ケル西 園寺總 裁ノ盡 カノ 模様 モ 明白 ナラ ス、 一 方開議 時刻 切迫 セル 今ノ 場合 一一 於テ ハ、 輕 ク開議 時刻 

ヲ延ス へ キカ將 タ休會 スへキ 力-一 付キ、 議長 ノ 意見 ヲ求 メタル 際、 稍 ク西園 寺 侯 御； S 傳達ノ 狀況并 一一 其 效架ノ 消 

極的ナ リシ 事 稍 立 明白 ト ナレル 爲メ、 杜公ハ 閣員 列席、 大岡 議長 ト對 談ノ間 一一 於テ 陛下 ノ御思 刀：： 徹底 セサル 

上 ハ是實 二 拭 フへカ ラサル 汚斑ヲ 勒読ニ 加へ タルモ ノナル ヲ以テ 恐懼 ニ堪 ヘス、 先 自分 二 於テ此 責任 ヲ引 カサ 

ル へ カラ ス ト 自覺セ ラ レ タリ。 去 テ西園 寺 侯 ヲ責メ ン ヨリ ハ、 退テ 自己 ヲ责ム へ キ 道理 ナリト 信ス ルヲ 以テ、 解 

散ヲ斷 行シテ 民意 ヲ問フ マ テ乇 ナク、 先 ッ自ラ 處決セ ン トス。 御貌 傳達ノ 結果 一一 シテ 此ノ如 クナル トキ ハ、 之ヲ 
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以テ 憲法 上 否、 憲法 以上 ノ 意味 一一 於 テ責ヲ 引力 サルへ カラ スト、 內意決 スル處 ァリ。 大岡 議長 一一 對シ テ此 瞬間-一 

公言 シテ 辭職ノ 決意 ヲ示 シ、 且此ハ 自分 一 身ハ此 場合 責任 ヲ引テ 辭職ス へ シト 明言 セラ レ タリ。 斯テ大 岡 議長 去 

ルノ 後、 閣員 一同 已 一一 首相 ノ 決心 ヲ 聞ケル 以上 ハ猶 豫ス へ キー 一 アラス トテ 總辭職 一一 一決 シ、 廟議ハ 解散 ト 決定 シ. 

ナカラ、 瞬間 ノ變轉 11 因リテ 第三 次 桂內閣 ノ崩壞 ヲ見ル 二 至リ タル 次第 ナリ。 而シテ 其ノ後 ノ經過 ハ卽チ 政友會 

其他ノ 各派 ト山 本伯ヲ 首腦ト セル 所謂 薩派 內閣ト ノ關係 一一 徴シ テ考フ ル トキ ハ、 最早 說明 ヲ加フ ル ノ要ナ カルへ 

シ。 此ノ間 ノ事實 一一 至リテ ハ、 前日 娃公カ 早計 一一 モ安協 若クハ 情意投合 ヲ避ケ テ自ラ 新政 黨ヲ 作リ、 却テ 敵黨ノ 

カヲ 增大シ タル 非 策 一一 階 リタ リトノ 非難 アリシ モ、 以上 ノ事實 ヨリ 推考 スル トキ ハ、 公 力 政 友會ト ノ關係 ヲ絕テ 

ル 乇、 叉自ラ 新黨ヲ 樹立 シテ國 家 ノ將來 二 貢獻 セン コト ヲ覺悟 セル モ、 實  一丁 必至 ノ理、 因果 ノ然カ セサル へ カラ 

サル モノ アリシ ニ由ル ヲ觀ル へ キナリ 。實 一一 政 友 會ハ共 二 天下 ノ事ニ 任スへ 力 ラサル 事ヲ 早ク已 二 先見 セラ レタ 

ル 桂公ノ 明ハ、 山 本 伯 ト 彼等 黨人 トノ 行動 1 ー徴 シ テ自 ラ證セ ラレ、 新政 黨 ノ起ル 偶然 ナ ラサル 事 並政黨 革新 時期 

到來シ タル 事 自ラ明 ナル事 ナリ。  _ 

かくして 桂 は 閣員の 辭表を 纏めて 闕 下に 奉呈し、 次いで 大命 は 山 本 權兵衞 に 下った。 

桂辭 職の 報 は、 議院 內の 反對黨 をして 萬 歳 を 叫ばし め、 議院 外の 群衆 をして、 歡呼 せしめた。 しかしながら、 一方 

において は、 西 園 寺が 優 詫を拜 し、 一 且 これ を 御 受けして 御前 を 退出しながら、 遂に これ を 奉行す る を 得なかった こ 

とに 關 して は、 當時 天下に 大 議論が 沸騰した。 或る 者 はこれ を もって、 西 園 寺に その 意 あり、 極力 盡 力せ しも 力 及ば 

ざり しもので あると 辨疏 し、 或る 者 はこれ を もって、 西 園 寺の 達 勅問 題な りと 攻撃した。 その 事實は らく は 1^ 者で 


あつたで あらう。 併し乍ら 結果に 於いて は、 この 事件 は、 一 方には：^^內閣^;!?15^^^^^^3?3!?5;59 

總 裁の 地位より 遂ひ、 數 年の 間、 京都に 謹慎す るの 已むを 得ざる に 至ら しめたので あった。 

一 三、 暴風 一過 

二月 十日の 夜、 閣議から 宮村 町の 自邸に 歸 つてき た 伯 は、 恰 かも 參 集して 彼 を 待って ゐた 家族の 團樂 のうちに 現 は 

れた。 さう して 爾 として 筆者 を 顧みて いった。 

『さあ これから、 インタ ー ナシ 3 ナル • マ イン ドを讀 まう か c』 

それ は その 數日前 筆者が、 米國 より 到 著した る ニコラス • マレ ー • バ トラ —の 小 著 「インタ ー ナショナル • マ イン 

ド」 の 頗る 有用の 文字なる こと を 語り、 伯の 小閑 を 見て、 伯の 爲め にこれ を講讀 すべし と 申出て ゐ たからで ある。 

かくして 伯 は、 臺閣を 去った。 

それ はまこと に 短命なる 內閣 であった。 在職 僅かに 六十 一日と いふ、 日本 內閣 史上の 新記錄 であった。 ゆ ゑに 伯 は 

その 在職 中、 何等 特筆すべき 事業 を爲 すの 暇がなかった。 ただ 僅かに 遞信 省に 於いて、 水力 電氣 調査 を 復活した ると、 

鐵道院 に 於け る 年末の 訓示に 於いて、 黨弊を 戒め、 制服 勵行を 疾呼した るに 過ぎなかった。 

桂 は、 この 內閣に 於いて、 閣內 の不統 一 に 苦しんだ 痕迹が ある。 それ は 伯と 大 浦との 不 一 致であった。 憲政 擁護の 

運動 白熱し、 民衆 動の 形勢 歷然 たるの 日に、 主管 大臣と して 大 浦が 治安 維持の ために 取りた る 措 55! について、 伯 は 

心中 少なから ざる 不滿を 抱いて ゐ たやう である。 
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さう して 最後に、 拉の 突如と して、 辭 職の 意を大 岡に 言明す る や、 伯 は 閣議に 於いて 「後 は 我輩が やり ませう」 と 

言 ひ 出した ほど、 鬪 志に 燃えて ゐた。 それ は 前掲の 文獻 中に 現 はるる 伯の 政局 觀 にも 明かなる ごとく、 伯 は 桂 組閣の 

精神 を 十分に 正當 化して 考へ てゐ たからで ある。 

伯 は、 反： g の 怒 が として 天下に 瀰漫 して ゐた とき、 

『これ は 一寸見る と、 困った ことの やう だが、 實際は 奴等が、 独に 成功の 王冠 を 棒げ てゐる やうな もの だ。 何故かと 

云 ふと、 この 波 を乘り 切ったら、 独 は 政治家と して、 却って 非常な 名 * を擔 ふこと にな るんだ からな。』 

と、 語って ゐた。 それほど 伯 は、 勝利 を 確信して ゐた。 從 つて 總辭 職と 決って 歸邸 すると、 彼 は 言った。 

『政治と いふ もの は、 ゲ ー ムと 同じ だ。 今日は 自分より 弱い 奴に 敗け るかと 思 ふと、 明日 は 又 自分より すっと 强ぃ奴 

に 勝つ こと も あるの だ。 だから 敗け た 時は氣 にして はいけ ない。 蒲團を 引っ被って 寢て しまへば いいんだ。』 

けれども、 娃 のこの 第三 次 內閣當 時の やり. 口 は、 往年の 桂ではなかった とい ふこと を、 伯 は その 當 時から 痛切に 感 

じて ゐた。 それで 桂が 死んで その 死體が 解剖せられ、 その 死因が s:: 癌で、 その 結果 腦髓 に異 狀を呈 して ゐ たこと が發 

見せられ ると、 伯 は 言った。 

『癌と いふ もの は、 決して 短時日に 發生 する もので はない。 桂さん は 大分 以前から、 もう 發 病して ゐ たんだ。 だから 

第三 次 內閣の 時には、 もう 腦髓に 病氣が 來てゐ たんだ。 昔の 桂と は 全く 遠って ゐ たの は、 そのためだった。』 

醫者 出身であった 彼 は、 ； Si 晚 年の 蹉跌の 眞因 を、 その 肉 體的變 化に 歸 した。 であるから 彼が、 自分自身 後年 腦 溢血 

に權 つたと き、 深く 心中 決する ところ あつたの は 蓋し 偶然で はな い。 


第三 節 同 志 會 脫 黨 

一、 山 本 内閣 正面の 敵 

山 本 內閣の 成立と ともに、 誕生 早々 の 同志 會は 在野 黨 となった G 

政 友 會が山 本內閣 支持と 決する や、 國民黨 はこれ と絕緣 し、 尾 崎 行 雄、 岡 崎 邦輔等 二十 餘名は 政 友 會を脫 して、 政 

友 俱樂部 を 組織し、 政府 反對の 地位に 立った。 併し乍ら、 山本內 閣反對 派の 中心 は、 新 成の 同志 會 であった。 

伯 は 山 本 內閣を 評して 「定九 郞內閣 J と 言った。 それが 天下の 通り言葉 となった。 その 意 蓋し 山 本 權兵衞 が、 と 

憲政 擁護 派との 抗 爭に乘 じ、 突如と して 横 合より 躍り 出し、 一 氣に 政權を 奪取した る 態度 を、 かの 忠臣 藏 劇の 定九郞 

が、 與市兵 衞の懷 中より、 財布 を 奪 ひ 去りた るに 比した のであった。 伯 一流の 警句で ある。 

この 山 本の 組閣 手段に ついて、 伯 は 衷心の 憤り を 感じて ゐた。 ゆ ゑに 彼 は、 彼 一流の 辛辣なる 言辭を もって、 しば 

しば 山 本 內閣を 痛 篤した C 流石の 山 本 もた まり 兼ねて、 內閣 書記官 長 をして、 伯 を 訪れて その 評言の 取消 を 求めし め 

たが、 それ は 却って 逆に、 伯に 使者と 首相と を 揶揄す るの 機 會を與 へたるな ど、 新聞紙に 好個の ゴシップの 村 料を提 

供した だけであった。 

力く して 山 本 內閣の 伯に 對 する 態度 は、 日と ともに 峻嚴 となり、 內閣は 伯の 在官 時代の 施設 を複 すの みならす、 苟 
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も 後藤 系と 見られる もの は、 これ を 免官 叉 は 左遷す るの 擧に 出で る やうに なった。 それの 殊に 甚 しかった の は 鐵道院 

と滿鐵 とであった。  - 

新たに 鐵 道院總 裁と なった 床 次 竹ニ郞 は、 山 本 內閣の 行政 整理に 際し、 伯の 最も 力 を 人れ たる 業務 調 杏會議 を廢止 

して、 その 專 任の 職員 を 罷免し、 伯の 信任した る 平 井 副總裁 以下の 人々 を、 あるひ は免宫 し、 または これ を 本院より 

追った。  . 

更に 床， は 突如と して、 廣軌 案の 廢 止と、 熱 海 線の 打 切りと を聲 明した。 また 滿鐵に 至って は、 大正 二 年 十二月に 

至って 中 村、 國澤 正副 總 裁の 滿期を 機と して これ を 退け、 尙ほ 任期 一箇年 を餘 せる 理事の ほとんど 全部 をして、 辭職 

の餘 儀な きに 至らし め、 延いては、 滿鐵 本来の 目的 精神 を沒 却し、 そめ 組織と 施設と に、 大改廢 を 加 ふるの 方針 をと 

つ た。 

玆 において 伯 は、 時の 政府に 對し、 正面の 敵と して 鬪 ふべき 境地に かれた ので ある。 

然 らば 彼の 政 友たり 同志た る、 立憲 同志 會內に 於け る 彼の地 位 は 果して 如何で あつたか。 

二、 福 島の 初 舞 臺 

山 本 內閣は 同志 會、 國民 黨、 政 友仍樂 部の 反對を 受けた が、 政 友會の 支持 を 得た ので、 僅少の 差 を 以て 危く 議會を 

切り 拔 けた。 さう して 政局 は 暫く 安定す るかに 見えた。 . 

然るに 三月に 入って、 西 園 寺 は 政友會 總裁辭 任の 意 を 表明し、 部の 慰留 を肯ぜ す、 京都に 隱 退し、 四月に は 1^ の 


開き、 殘生を 擧げて 新黨發 達に 棒ぐべき こと を聲 明し、 四月 八日に は 加 藤 高 明の 人黨を 見、 同志 會の氣 勢 次第に 揚ら 

ん として ゐた。 然るに 四月 七日 及び 八日 夜の 宴 會 席上、 被 は 眩、 暈と 腹痛 を發 して 中途 返 席し、 九日より 遂に 病床に 臥 

する に 及び、 新黨の 前途に 一 抹の陰 驟を投 する に 至った。 

；^^の容態は日を經るも快方に向はす、 六月 十九 日 鎌 倉の 岩 下 別莊に 人る に 及んで、 遂に 不治の 重患た る ことが 判明 

する に 至った。 かくて 創立 匆々 在野 黨の 地位に 立った 同志 會は、 內は黨 首 重患の 不幸 を 抱き、 外 は 憲政 擁護 運動 以來 

の 民衆的 不人 氣に惱 まされつ つ、 その 多難なる 行旅に 上った ので ある。 

この 時 伯 は、 敢然と して 起ち 上った。 

彼 は 生れて 初めての 黨人 生活に 入る や、 持 前の 精力 的 活動 を 開始した。 それ は 東西南北の 遊說 であった。 その 初 旅 

は、 彼が 貧乏 擧生 として、 初めて 西洋 醫學の 門に 入った 思 ひ 出 多き 一  1 島縣の 各市 郡であった。 

四月 二日 彼 は 東京 を發 して 福 島 市に 赴き 河野廣 中、 島 田三郞 とともに、 同縣 支部 發 #1 式に 臨んで 演說 し、 轉 じて 鎖 

贺 川に 到り、 町民 全體の 熱烈なる 歡迎を 受けた。 

これ は 彼の 政黨 人と しての 初陣で あつたの だ。 そして、 この 政黨 運動 は 彼に 如何なる 印象 を與 へた か。 大正 二 年 四 

月 八 n の 時事 新報 は 「後藤 男の 遊說觀 福 島遊說 の土產 話」 と 題して、 伯の^ 話 を、 次の ごとく 記して ゐ. る。 

ィャ 御^で 福 島 遊說は 大成功だった よ。 何に 反對黨 から 妨害？ 其麼 事が ある もの か。 何んでも  一、 二の 新聞に 

. は 後藤が 新開 座の 演說 で聽 衆から 野次り 立てられて 大味 噌を つけた 杯と 書き立て 、あった さう だが、 全く 跡形 も 
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無い 事サ。 離間 中傷 も此處 まで 來 ると 寧ろ； 稽 になって 腹 も 立てられな いからね。 野次る 所 か 聽衆は 珍ら しく 靜 

—* だった よ。 俊 も 演說の 方に は 新米 だが、 F-i 人 筋の 島 田 ゃ久 保お  一 S 杯が、 斯 i5 靜. S の 政談 演說會 は 始めて だ 

つたと 感心して 居た 位 だから、 以て； 斑 を 知る 可し サ。 何に.： S 加 川 町の 歡迎會 で 電灯が 消えた つて？ それ 丈け. 

は 事 實サ。 須贺川 は 僕が 未だ 書生 時代に 彼 所の 病- as に 腰辨を やって 居た 緣 故が あるので、 前から 度々 來 いくと 

云 はれて 居た が、 今度 は 幸 ひ 福 島まで 出掛けた 序に 土地の 有志の 好意に 酬いん が爲に 一寸と 出向いた の だが、 面 

白い 事に 政 友 會員も 又 歡迎會 を 開いて 1  犬れ てね、 大分 大持ての 體サ。 所が 政 友 會侧の 宴 會には 別に 何事 もなかつ 

たが、 新政 黨 側の 懇親 會の 席上で 二 時間 許りの 間 電灯が 五六 囘も 消えた ので、 折角の 御馳走 も 闇 汁サハ 、、。何 

ん でも 後で 聞く と、 政友會 側の 述 中が 戶 外の 電線 を切斷 したの ださう だが ね、 噓も隱 しもない 所反對 側からの 妨 

害 は 此の 闇 攻め 一 っサ。 併し 爲る 事に 事を缺 いて、 斯 麼惡戲 をす る 杯 は 甚だ 以て 好まし からぬ 事 だ。 須く 政黨の 

爭 は公爭 にあり サ。  . 

更に 四月 十日の 東京 朝日 新聞 は 「後藤 男の 氣焰」 と 題して、 伯の 政局 觀を、 次の ごとく 記して ゐる。 

△ 遊說と 言っても まだ 黨略も 決って る譯 ではない。 國民黨 の 攻撃に 力 を 注いで ゐる やう だと？ そんな 風に 見え 

るか も 知れない。 脫黨 速から は 自然 居殘り ものが 憎い。 いろく 內情も 知って ゐ るから 正義 面が 可笑しい。 從っ 

て 國民黨 の 攻撃が 重になる 傾きが あるか も 知れない。 が 方針 も 何も 無い のが 有 體の所 だ。 政 友會も 現內閣 も餘り 

手酷し ぃ攻擊 はやらな い。 逮勅 問題 は 問題が 問題 だから 控 へ る 精り だ。 

ム 世間で は娃 公が 結 W 政友會 と！^ 協す るか 何う かする 積り だな ど 、^測す る 相 だ。 ソリャ 九月の 結黨 式までに は 


形勢 も 多少 變る だら うが、 挫 公の 政 黨に對 する 考へは 中々 根柢が 深い。 第 一 吾辈が：5^^公を政黨へ 引張り込んだゃ 

うに 思って る 根本的の， お解から 總 ての， 、解が 出る の だ。 一 體 吾輩 は 政 黨は嫌 ひだよ。 <fr 迄 政 黨に對 して 何の 趣味 

も 有たなかった。 今では： Si 公の 誠意に 動かされて お供 をして ゐる 許り だ。 

△ 政 友會は 西 園.^ ォの 代りに 山 本 を 何う のかう のと 言 ふが、 只 世間 體を胡 魔 化して ゐ るの だ。 山 本 は 政 友會に 向つ 

て は、 君 等で なければ ならぬ やうな 茶 羅鉢を 言って ゐ るが、 一方に は守葡 派の 山縣 系と 手 を 握って ゐる ではない 

か。 山 本が 何で あの 際に 飛 出した と 思 ふ。 薩派 十六 年の 類 勢 を 盛 返さう とい ふの も ある。 松 方の 息子 達が 薩 派の 

天下で 明年の 大典 を 行つ て 親爺 を 公爵に しょうと いふので 運動した の も ある。 川 崎 造船所が 是非 山 本に 出て 貰 は 

ぬと 困る とい ふの も ある。 それから 君窒蘭 製鋼所と ァ， I ムスト 口 ング會 社との 關係 とい ふこと を 知るまい。 ァ ー 

ムスト ロングから 山 本の 所へ 兼々 の 御 約束 を 何う して 下さる とい ふ 手紙が 來た。 西 園 寺 侯へ も來 た。 西 園 寺 は 金 

など は 取って ゐ ないだら うが 鬼に 角 一 一人の 所へ 大々 的 抗議が 來た。 ィャ 其の 手紙の 寫は 吾輩 ちゃんと 見て ゐる。 

是れが 政 變の眞 相 だ。  . 

△ ィャ まだ ある。 當時桂 公に 對 する 反感 は 天下に 漲て ゐた。 桂 公が 公爵に さへ ならなければ、 新政 黨はー 擧に天 

下 を風糜 したに 相 遠ない。 それから 元老な どい ふ ものが 桂の 餘 りに リベラル なのが 氣に喰 はない。 それから 犬 養 

だって 山 本と 關 係が ある。 是 等の 事情が 集って 非 桂 運動と なった の だ。 憲政 擁護の 運動が 何う いふ 徑路を 執り 何 

うい ふ 結果と なった かの 事實は 明かに 新政 黨の 必要 を 語って ゐ ると 吾輩 は 地方 人に 言って 聽 かせた。 政 友 會の現 

狀は 政權爭 奪の 爲 めに 違 勅まで 敢 てしたと いふに 過ぎない。  •• 
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<1燒 打 事件まで 惹起した の は、 群衆 心理 を 無視した とかい ふが、 群集と は 何 だ。 群衆に 媚びる の は經世 家で はな 

い。 吾輩 は 群衆 をより 高き 群衆に 導く 積り だ。 生活難 や 何 か 當 時の 群衆 激動の 動機に なって ゐる こと は 知って 

ゐる。 それから 警察が 惡ぃ。 警視 11 が惡 い。 吾輩の 見る 所では 警視 總監 なんても の は _歴 代 碌な もの はない。 國家. 

の爲 めに 警察 を 使 ふとい ふ考 へが ある ものがなかった。 其の 下の 巡査 は 粥 さへ 啜れない。 彼等 は 毎日 何を考 へて 

ゐる。 大抵 好い 口が あったらと いふ 連中 だ。 魂の 拔殼 がサ ー ベル を 下げた つて 駄目 だ。 警察官の 知識 は 進んだ が、 

警察官の 精神が 喪くな つた。 之 を 何う かしなければ ならぬ 云々。  . 

さう いふ 風に 伯 は、 臉面 もな く 八方に 當り 散らしつつ、 黨人 生活の 第一歩 を 踏み出し たので ある。 自ら 「俺 は政黨 

は 嫌 ひだよ」 と 言 ひっつ、 政黨 のた め 黨勢擴 張 運動に 奔定 し、 しかも 自ら 何等 その 間 矛盾 を 感ぜざる ところに、 伯 一 

流の 頭の 歪みが あつたの だ。 

三、 外 間の 噂 

斯 くの ごとき 伯の 活動 は、 漸く 政界の 問題と なる に 至った。 その 第一 に 起った の は 外部の 批評であった。 その 第二 

は、 內 部の 反感であった。 

吾人 は先づ 伯の 活躍が、 如何なる 波紋 を 外界に 及ぼしつつ ありし や を 窺 ふの 材料と して、 大正 二 年 四月 二十 二日 附、 

東京 朝 n 新聞 の 次 の ご とき 記事 を 引用す るで あらう。 

議會閉 後 大 に 其 iis" 動 を 期待 せられ し 新政 黨は 其 後 格別 の發 M を 示さず、 甚だ 人の 意外とす る 1^ なる が、 之れ が裹 面に は 種々 


複雜な る 1* 情 5 存 する こと 近時に 至りて 漸く 明. c とたる に 至れり。 

厶.15^1公の作戰計畫 新政 黨は 後藤 男の 手 を 緒て 政 友き の 一角 を 切 崩すべし と は、 豫て^^-せられたる！^なるが、 最近に 至る まで 毫 

も其赏 效を顯 はさず、 1= んど其 切 崩しの 能力 を 疑 はる. t に 至りし が、 桂 公が 最初の 作 戰計畫 なる もの は、 故ら に 政 友會に 向って 

は 手を控 へ、 1:民黨を逆境に沈^^1せしめて、 遂に は 失 §tf: せる 黨員を 部 手に入れん とする にあり しが 如し。 此計畫 を •！：：； 現せん と 

して 大隈 伯に 款を 通じ、 政. M 會の 過半 數を 制する こと も贺 らく 見逃して 手 を 下さ ぐるに 定めた るな リ。 桂 公 等の 意 蓋し 今日 急遽 

政 友 會の切 崩し 運動 を 開始す る 時 は、 一 方に 於て キヤ ス チン ゲ • ゲォ I ト を！！ 榜 せる^ 民 黨と政 友俱樂 部と を 得意なら しむる を 

以て、 先 づ此國 -i- 黨を 失望せ しめんが 爲、 政 友會 を寬假 すべ L と 云 ふに 在りし が 如し。 

A 桂 公 ゥ：； S お 然るに 國民黨 は 犬 養 一派の 結束 甚だ 固く して 容易に 之 を 破壤し 得ざる もの あり、 稍 胸算^ ひし 矢先、 .ゅ公の^;?氣 

は 漸く 顯 著なる に 至れり。 其 ^；? 狀は 或は 胃癌と 云 ひ、 或は 單に惡 性の 胃 祸と傳 へら るれ ど、 後藤 男 は 其の 親交 ある 某 學 博士の 

診. 祭-こ-よ リて 公の 胃癌なる を 信ずる もの & 如く、 男 及び 男の 部下 は 俄に 之に 就て 憂慮す るに 至れ リ。 現に 後藤 男に 愛幸 せらる る 

某氏の 如き は、 桂 公の 祸氣 渉々 しからざる 以上、 後藤 男の 如き は 新政 黨 内に 在りて rtl ら發展 の：^ を 講ぜざる ら ずと 漏らす に 至 

れり。 

A 後藤 男の 活動 夫れ か あらぬ か 後藤 男 最近の 一一 i-E 行 は、 新政 黨 内の 他の 同志 を 眼中に 置かざる の槪 あり。 大浦氏 を 憑 弄.，^、 加 藤 

男 を 憚らざる は 勿論、 山 縣 公 さへ 冷評す るに 至リ。 一方 自ら 立脚地 を 開拓すべく 政 友會其 他に 向って 手 を； 卜！、 大に 活動 を 始 

ナ るに 至れり。 曩に政 友. 會員 にして 議員 を辭 せし 山 本 悌ニ郞 氏 S 如き は、 後藤 男に 動かされ たる こと 明白に て、 乂佐 渡の 選舉區 

に 於て 山 本 氏の 次點 者た リ し！： 崎 謙 氏 (現 住 地 小櫞) は、 初め 國民黨 候補者と して 打て 出で しに 拘ら ず、 1： 民黨に は無斷 にて 新 

政黨の 後藤 男の 幕下に 投 ずる こと を 約す るに 至れ リ。 是れ 後藤 男が 最初 出 本 氏 を 誘 ひし も 事情 脫黨の 困難なる を 確む る や、 氏に 

^杲を 含めて 氏 の 代りに！：： i- 氏 を 得る に 至りし な りと 云 ふ。 

A 後藤 男の 立場 鯈桂公 一；? 氣 にて W び 大に振 ふ 能 は ざらん か、 後藤， g、 大浦 派、 大 is^ 及び 純然たる 役人 派 i^li^ 各 勝手に 振舞 ひて 
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新政 黨は 四分五裂の 憂 ひなき を 保す ベ からず。 此 間に 居りて 旣に稍 其 爪牙 を 現し 始めた る 後藤 活動 振 は大に 注目に 彼すべき 

もの も ぁリ。 男の 親近 者た る 杉. H 茂 丸、 荒 井 泰治等 諸氏が 最近に^ 聽 しつ \ ある 所に よれば、 後藤 男が 今迄 H 醒 しき 活動 をな さ 

ざり し は、 仝く 民黨 的に 進むべき か官 の 根 據に據 るべ きか C 見 掘 ゑつ かざりし に W る もの にて、 後藤 男 は 近時 漸く 政 友會の 

1 角 所謂 臺灣祖 なる もの を 切 崩して、 ^民黨 及び 政 友俱樂 部と は 寧ろ 妥協 的 態度に 出 でんと する の 下心 を定 むる に 至れり 云々 

と 0 

<1 政友國 民 警戒 新く 3 如き 後藤 男の 意向 仄見 ゆる-よりして、 政 友， V ぼ は 其の 臺灣， m なる ものに 向って 譽戒し 始めし が、 臺灣に 於 

て 後藤 男と 特殊の 關係 ある 中 村 取 E 次郞 氏の 如き は、 後藤 男に 引かれて 脫黨 する に 至らず やな ど 同志 間の 題と なり 居れり。 又 後 

藤 男 は 國民黨 其 他と 接近すべく、 近時 排ロ II： 題の： 保 侖" などに も其裹 面に 活動して 元氣 連の 意を迎 へんと する 傾，： i: あり。 國民黨 

幹部に て は 之 を 好機 會に、 T 海 志 弱行の 徒が 後藤 男と^ 合する なきやに 就て 大に 警戒 を 加 へ つ  >, あり。 

卽ち彼 は 政界の 注意人物 として、 各方 面の 恐怖と 警戒と を 買 ひっつ あつたので ある。 

四、 東北 六縣 の動搖 

かくして 伯 は、 一切の 中央 政界の 噂 を 他所に、 縱橫馳 突、 日本 各地 遊說の 行を續 けて ゐた。 

四月 十九 日 東京 を發 して、 水戶 市より 福 島縣平 町に 赴き、 二十 三日に 歸京 する や、 二十 五日 は 更に 福 島縣白 河に 赴 

き、 二十 六日 は 三春、 二十 七日 は 郡 山、 二十 八日 は 若松、 二十 九日 は 喜 多 方の 順序 を もって 遊說 し、 五月 十二 日は祌 

奈川縣 松 田、 同月 十七 日 は米澤 市、 二十 一日より 二十 三日の 間 は 茨城 縣太田 町より 水 戶巿を 歴訪して 歸 京した。 

五月 二十 九日より 彼 は、 秋 田縣と 北海道との 大遊說 の途に 上った。 その 歸 京した の は 六お 二 4 七日、 前後 殆ど 一箇 


月 を 地. R 政戰 紫^ に ^ こ し た の- て あ る r  ,  I 

殊に 秋田縣 の遊說 は、 その 效 の大 なりし 點に 於いて、 特^の 價 ilg ある ものであった。 從來 政友會 全盛の 地で あつ 

た 此の 縣に、 今日に 至る まで、 同志 會の後 身た る 政黨の 勢力 牢乎と して 拔く ベから ざる ものあって 存 する は、 彼の 

この 疾風迅雷 的 遊 說に负 ふところ 頗る 多い。 

この 秋 田 縣遊說 中、 五城目に おける 光景 を、 六月 七日の 國民 新聞 は、 次の ごとく 記して ゐる。 

從來此 町 を 中心として 湖東 (八郎潟) 十三 ケ 町村 は、 夙に 政 友會の 金城？ „ ^地と して 知られ、 是迄 何人と 雖も 一指 を染 むる こと 能 

はず、 先年 西鄕 侯が、 國 民協會 首領と して 來られ た 時な ど は 極度の 迫害 を 受け、 ホウ/.、 の體 にて 裹 門から 逃げ出し たる やの 奇 

談さ へ殘り 居れる に、 今 囘奮發 して 男 一 行 を歡迎 する に 至りし に 就て は 深き 意味 ある ことにて、 此事 を傳へ 聞きた る縣ド 政友會 

の 狼 狼 名狀す tH- らず、 縣 警察の 神經も 亦た 頗る 機敏と なり、 或は どんな 椿事が 持ち 上る か 知れぬ 杯と、 他人の 疝氣を 頭痛の 輩 も 

少なから ざり しに、 來て 0- れば 案外 又 意外、 五城目 驛には 町長 並に 町會 議員 仝 部 羽織 i: にて 出 迎ヘ、 夫れ より 約 一 &: の 問 露 先に 

白地に 墨黑々 と 「東北の 俊英 後藤 男爵 を驩迎 す」 と 大書せ る 旗 を 押し立て、 お n を 腰に 差した 掘强の 消防 夫 一行の 後 押 をな し、 

ig- 數十臺 を 連ねて 五城目 町に 乘 込む や、 沿道^ 列 町民 舉 つて 驩迎 すると 云 ふ 有様、 前日 來庵 席が 狭い からと て 態々 新 立の 壁を壤 

はし 像 先に 繼ぎ たし 合して や つ と 座席 を こしら へ たる カノ ぼ 場 永 樂 館に は、 旣に 附近 十二 ケ 村の 村長 並に 有力 家 揃 も to つて 二 

ャ：：！ 有餘名 朝來相 集りて 一 行の 來著を 今や 通しと 待 受け たる こと.^ て、 男 餅 は馳せ i せく や ぐ 快 然として 忽ち 多数の 报ュ： あり、 

纏て 靄々 たる 滿 堂和氣 2 被に 包まれ 濱 = 氏の 經濟談 あり、 男の 頗る 打ち解けた 親切 流露せ る 地方 人民の 心得に 關 する 演說 あり、 

終って 祝杯 を舉 ぐると 間もなく 時 問 切迫 記念 3 撮影 をな し、 .^?:び多數町民に送られて驛に馳け著け-ん時幾分能代著米代」^-の政談 

演說會 場に 臨み 紫 明 館 こ. 投じ、 更に 七 時 過ぎよ リ先 の 島 田 氏 一 行と 共に 俱樂 部に 於け る大 懇親 ノ ぼに 臨めり。 

この 遊說 中、 伯 は狩獵 服に 赤革ゲ ！• トルと いふ 服装に 改めた。 人 はこれ を觀て 「後藤 男の 虎狩り」 と稱 した。 而し 
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て 伯の 東北 遊說の 結果に つき、 六月 二十日の 二 六 新聞 は 「東北 風. 魔す」 と 題して、 次の ごとく 記して ゐる。 

〈同志 會と 東北 反對黨 は 稀々 の中^2|を試み つ ト める も 事！：； は掩 ふべ からず 。一 後藤 束 北遊說 の^す； W を：： るに、 一 f  ii? 縣は 今！： の 

市町村 會 議員の 選擧に 於て 二三 町村 を 除く の 外 部 同志会 3 の 勝利に 歸し、 殊に 注 H すべ き は 從來政 友會 のみ を 以て 占有せ る 十数 

ケ 町村 會は、 今：！ の 選舉に 於て 其 地位 を 4- 然轉 倒し 同志 會の 有に 歸 したる 一事な り。 乂 山形、 官城、 巖手、 ！ in 森の 如き は 未だ 普 

く 遊說を 試みた るに 非ざる も、 早く 旣に福 島 秋 田 遊說の 反響 を 受け 形勢 一 變の 兆を呈 し、 仙 臺市會 の 如き は 從來四 名 を 除く 外 仝 

部 政 友會 なリ しに、 今！： の 選擧に 於て 十一 一一 對 十九の 多数 を 以て 同志 會の 勝利に 歸し、 山形 市 余" も 亦 多數を 制した リ。 只 山形の 郡 

部 は 政 友 余" が 輕鐵を 提供して 其 動搖を 抑制し つ >t ある も、 旣に 次年度に 於て 經 費の 關係上 敷設す る を 得ず との 鐵道院 の 明白なる 

一一 rn 明 ぁリ たる 爲、 兹に 欺かれた る を 悟 りたれば 同志 會 S 結束 は 益 i 鞏固 を 見る に 至れり。 巖手ハ 如き は旣 に-:^ 敬 氏の 地盤に も 動 

搖を來 すの 兆候 を呈 し、 青 森に 至って は 曩に豫 約せ る 港 灣輕鐡 其 他の 問題 は 令- く 失 5*- に歸 し、 政 友 侖" • の爲 めに 賣られ たる を知リ 

, 其 大部分 は 近く  ulyKl 會に投 ずるに 至るべし と 2 豫報 ありて 東北の-野 は將に 新黨を 歡迎し つ 上め リ。 

厶秋 E 政 友會 5 大崩壤 過般 中央に 突 鼓せ る 政 變以. 來政 友會 並に 國民 殘黨の 行動に 慷 たらざる 秋 E 縣の 有志 は、 此際 時局の 韓換 

を 期待し つ  >; めり たるが、 愈、、 秋 田市會 議員の 選擧に 際し是 が 實現を るに 至り、 結局 多年 政 友 會の獨 占に 歸 せる 同 市會も 同志 

會 派の 多數を 占む る 所と なリ、 其 大勢 は 郡部に も 波及し 政 友會の 防止 策 も 犬 養 派の 遊說も 何等の 反響な く、 偶 後藤 男の 秋 田 遊 

說に 際し 其の 兆候 愈.^ 實 現す るに 至り、 俄然 秋 E 縣政友 会" の 地盤に 大動 搖を來 したり。 (中略) 其 結果 は從來 縣會に 於て 十五 に對 

する 十八の 多數を 有し 專橫 を： f めた る 政 友 會は廿 四に 對し 僅に 九の 少數を 維持す るに 過ず して、 地盤の 上に 於ても 政犮會 は： g m 

代議士の 3W 郡た る 仙 北 郡と 南 秋 田 郡 一 部？ 殘蠱を 死守す るの みに て 事 實上秋 田 縣の政 友. 會は 拫抵ょ リ崩壤 せりと 云 ふべ し。 此の 

如き 情況なる を 以て 同地 方 を拫據 とする 代議士 田中隆 三、 三 浦 盛 德の雨 氏に 對 しても 其 去就 を 明に せし むる を 至當 とし、 右 四 郡 

有志の 名 を 以て 政 友 會脫會 の勸吿 書を兩 代議士に 送り、 近々 右 有志 總代兩 三 名 上京 處接 勸吿を 試む る 害な り。 

八月 十九 nt の 東京； 母：：： 新聞に も 「後藤 男の 突擊」 と 題す る 次の ごとき 記事が 現 はれて ゐる。 


is!- すべく 作戰 し、 道.^ 議員の 選舉に 見事 失敗した る も： i: 志會の 勢力 を 北海道に 扶殖 したる の效沒 すべ からざる もの あり。 殊に 秋 

ほ縣に 於け る 其 遊說は 意外の 效を 奏し 政 友會が 東北大 會を秋 田 市に 開く の 準備 最中、 同^^ 力の 縣會 議员數 名 を 突然 脫會 せしめ 

て 大會に 出席 せんとす る 原內相 を啞然 たらしめ たるが 如き、 賞に 近來の 快事た リ。 彼れ 今や 加 藤 男と 共に 信 州に 遊說 して 政 友の 

根據に 放火 を 試みん とす。 政友會 の 幹部 狼狠 して 俄に 遊說員 を^ 派 せんとす る 故な きに あらず と 某 政^ は， 抨す。 

五、 依然として 東奔西走 

六月 末 東北と 北海道の 遊説より 歸 つた 伯 は、 七月 二日に は横濱 より 加賀 丸に 搭乘 し、 三日 は神戶 に、 六日 は 門 司に 

寄航して、 長 崎に 向った。 

途上 神戶 に 於いて 彼 は、 大阪 新報 の 記者 に 次 の ごとく 語つ た。 

長 崎へ 行 •  くから と 云っても 決して 遊說 ぢゃァ ない。 遊 說には 夫れ，， \ 言論の 人が あるの だから 我輩が 出掛ける 必 

要 もない が、 過般 江 木が 行って 後藤が 來 るから と 約束した と 云 ふから 仕方なく 出掛ける のに 過ぎない C 左ら ば 何 

故の こ/ \. 遊說 でもない のに 行く かと 云へ ば 此の 目的 は 他で はない、 地方 有力の 人士に 會 見して 從來の 政 黨が如 

何に 地方の 自治 を 消長せ しめて 居る か を 知る の は 新政 黨 樹立 上 充分 講究す る 問題 だから 之 を 得ん が爲に 行く ので、 

我輩の 如き 政 黨狀況 に 通じない 者 は 堂々 として 言論 を 弄する の は 不可能の 事で あるから、 北海道 或る は 東北/行 

つた 時 も 決して 演說を 試みた 事 はない。 あれ は演說 をせ ぬ 理由 を演說 したに 過ぎな い。 

卽ち彼 は 各地の 遊説に 於いて、 普通 政 客の ごとく 壇上より 叫ばす して、 多く は 懇親 會 席上に 地方 有力者と 會し、 或 
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は學 校の 生徒に 訓 誠し、 叉 は 地方 有志の ために 揮毫しつつ 歩いて ゐ たので ある。 この 點 後年の 倫理 化 運動 時代と 全然 

異なって ゐた。 彼が 晩年に 及んで、 次第に 國民 指導者と して 民衆に 接近す るに 至った 進化の 跡 を 窺 ふこと がで きる。 

彼 は 長 崎縣に 於いて は 八日 長 崎、 九日 ロノ 津、 それより 島 原、 諫早、 大村、 佐 世 保、 平 戶を經 て、 十六 日に 終了の • 

豫定 であった が、 十日 突如と して、 有栖川 宮殿 下の 御 悲報に 接し、 演說會 を 中止して、 十三 日長 崎を發 し、 十五 日朝 

九 時、 新橋 著 御 葬儀に 列した。  - 

その 日 午後 五 時、 自動車 を驅 つて、 彼 は 鎌 倉に 桂 を 見舞った。 さう して 醫者 である 彼 は、 桂の 命數 のす でに 長から 

ざる を 悟った。 

この 時から 彼 は 心中、 同志 會の 前途に 疑惑の 念 を 抱き、 自己の 進退に ついて 考慮す る やうに なった。 

しかし 彼 は、 依然として、 東奔西走の 行程 を變 じなかった。 卽ち 八月 十五 日より 一週間に 亙って、 長 野縣下 を遊說 

した。 十五 日 は 小 諸、 十六 日 は 長 野、 十七 日 は 下 高 井、 上林溫 泉、 十八 日 は 北 安、 木 崎 湖、 十九 日 は 淺間溫 泉、 二十 

日 は 上 灘訪、 さう して 二十 一日に 歸 京した。 

九月に 人る と、 靜！： 縣の 遊説に 出發し 五、 六の： m 日は靜 ！：、 七日 は 袋 井、 九日 は濱 松、 十日 は 氣贺、 十一 日 は掛川 

を 訪れ、 十一 日歸 京した。 そして 僅か  一：：！ の 休養 を 取った だけで、 十三 日 上野 發、 翌 十四日 仙裹の 支部 發會 式に 臨み、 

同 R は 仙 裏， 座に 於いて 「束 北 人の 使命」 と题 する ig 說 をした。 さう して、 それが 彼の 黨人 としての 地方 遊說の 最後の 

演 說と爲 らうと は、 彼 自ら も 知らなかった ので ある。 

彼 は その 全. 、. ^において、 果して 何 を 語りつつ あつたか、 その 一 標本と して、 次の 仙臺 における 演說： 二—、 


元 來私は 何處へ 行っても 演說 はせ ぬ。 演說に は 熟練と 修養 を 必要と する が 余に は 其 熟練と 修養と がない からで あ 

る。 然し 我 鄕關の 諸君と 此處 に相會 する を 得る の は 余の 最も 光榮 とする 所で、 此會 合の 好機 會を 利用す る は當然 

の 事と 思 ふ。 立憲 同志 會が 今日 何故に 新たに 起らねば ならぬ か、 私 は 桂 公に 常に 接近して 居る 故に 其 由 來を述 ぶ 

るに 最も 適任者の 一 人で あると 思 ふが、 今 は 未熟 政黨调 落の 時で 舊來の 政黨を 革新すべき 時で ある。 我 新政 黨は 

一時 人心に 投じなかった が 今や 漸 やく 投合し 來っ たかの 觀が ある。 今荐 二、 三月 頃の 新聞の 論調 は 何で あつたか、 

又 現今の それ は 如何で あるか、 之れ 糙 かに 人心の 推移 變遷を 示して 居る ものである。 國： 黨 のみなら す 政 友會も 

尙ほ 革新の 氣運を 自覺し つ 、あるで は 無い か。 固より 從來の 行 掛り上 其 他の 事情の 爲 めに 動 拣 もない けれど 內心 

苦悶して 居る 者が あると 云 ふ 事 を 聞く。 之 を 見ても 明かに 革新の 時機に 到達せ し 事が 判る。 今夕 我 鄕關數 千の 友. 

が 集まりた る此 席上 一 人の 聲を發 する 者な く 靜聽し 自分 等の 話 を 聞いて 靜 かに 判斷を 下す とい ふ此 有様 は 確かに 

一大 進歩と 云 ふ 可き で、 私の 衷心より 喜ぶ 處感 謝する 處 である。 維新 當時 東北人の 嘗めし 苦き 經驗 に對 し、 今度 

は 此方より 九州に 進み 敵 を 善導す る は 武士 的復 報の 最上なる もので、 實 に仙臺 人の 使命なる のみなら す 我 藩祖公 

の 雄 圖に對 して 正に 爲 すべき 事で ある。 若し 桂 公に 誠意な しとし 其 行動に 懷： おたらす とせば、 公に 構 はす 東北人 

自ら 起って 進む 可き のみで ある。 今 卷我黨 の 逆 勢 は 恰も 日蓮が 旗 を 揚げた 當 時世の 虐待 を 蒙りし と 同じ 事で 已む 

を 得ぬ 事で あるが、 今や 形勢 ー變我 精神の 存 する 所 大に國 民の 知る 處 となった。 諸君 益ぷ 奮勵此 使命 を 2^ さん 事 

を 希望す る 次第で ある。 
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卽ち 彼が この 政黨演 說會に 於いて 「未熟 政 黨！： 落」 とい ふ 不思議なる 文字 を 用 ひた こと は、 吾人に 多くの 與 味を覺 

えしめ る。 彼の 政 黨嫌ひ は、 この 同志 會人黨 後も變 化して ゐ なかった ので ある。 彼 は 桂の 力に よって 能く 未熟 政黨を 

更生して、 生 氣逾剌 たる 公黨に 進化せ しめ 得るならば、 その 爲 めに は 自己の 全力 を 傾く るの 價値 ありと 思考して 人黨 

して ゐ たので ある。 

然るに 同志 會に 加入せ る 黨員等 は、 栗して 彼の 期待す る ごとき 新生の 意氣に 燃えて ゐた であらう か。 否、 彼等 自身 

がすで に调 落すべき 未熟 政 黨の殘 濘 ではなかった のか。 彼 は遊說 途上、 親しく 黨 人と 接しつつ、 仔細に その 行 藏を觀 

察し、 心中 意外の 感無 かりし か 如何。 

彼 は その 脫黨の 後、 近親者に 語って 言った。  t 

『俺が 同志 會の 連中と 地方 を 歩いて 驚いた こと は、 彼等が 宿屋な どで お 互に 話し合って ゐる ことであった。 彼等 は 政 

友會を 篤 倒しながら、 自分 達が 天下 を 取ったら、 かう いふ こと をして やる。 ああい ふこと をして やる と、 まるで 政 友 

會に 覆輪 かけた やうな こと を 言って ゐた。 これに は 俺 も 呆れた。 これで はとても 駄目 だと 思った。』 

それが 彼の 眞實の 感情であった。 ゆ ゑに 桂の 立つ 能 はざる を 知る や、 彼 は 同志 會の 根本的 建 直し か、 然ら すん ば自 

己の 脫黨 かの 一 一途 中、 その 一 を 選むべき 日の 近づきつつ ある こと を 悟った。 

六、 伯の 欽定憲法 論 

に 吾人 は 暫く 立 止まって、 彼の 政治 思： 3 する 必要が ある。 


その 謎 を 解く もの は、 「立憲 同志 會員 諸君-一 質ス」 と 題す る 一 文で ある。 それに よれば、 彼が 「俺 は 政 黨は嫌 ひだ 

よ」 といった 政黨と は當時 「現存の 政黨」 であって、 彼が 桂 を 助けて 作らん と 努力して ゐ たの は、 彼の 「理想の 政黨」 

であった の だ。 彼 は 現存の 政 黨を嫌 ふが ゆ ゑに、 理想の 政黨作 出の 運動に 狂奔して ゐ たの だ。 從 つて 彼と して は その 

間に 何等の 論理的 矛盾 を も 感じなかった ので ある。  _ 

併し乍ら、 ただ 表面より 彼の 言葉 を 聞けば、 政 黨は嫌 ひだと いひつつ、 政黨 のために 黨勢擴 張 運動 をす るので ある 

から、 そこに 外 間の 人々 は 矛盾 を 感じ、 惡意 ある 人々 は偽瞞 とすら 感じた であらう。 

事實は 如何であった かとい へば、 彼 自らし ば- 言った ごとく 「政治 は 俗 中の 俗事」 であるから、 彼の 理想と する 

ごとき 政黨 が、 出來 上る わけの もので はなく、 叉 彼 自身と 雖も その 多智多 策の 實際 家と して、 時には 權變 の途を 歩ま 

ざる を 得ない 場合 も 多かった から、 そこに 言行の 矛盾 を 生すべき は 自然であった。 而 して、 それ 等の 矛盾 を 一切 眼中 

に 置かないで、 明朗に 澗 歩し 放言して ゆく ところに、 彼の 不思議な 頭腦と 性格と があった ので ある。 

次に 揭げる 書翰 は、 大正 二 年 五月 上旬、 同志 會所屬 の 代議士 並びに 同會員 中の 知友に 頒布す る だめの 冊子 「立憲 同 

志會員 諸君 二 質ス」 とい ふ 一 文に 添付した る ものである。 

啓 今春 初、 立憲 同志 會發 起セ ラレ、 桂 内閣 ノ總 辭職ト ナリ、 次 テ山本 内閣 ノ 組織 ヲ見候 常時 ヨリ、 政 友 僉ト各 政黨及 ヒ此等 

政 黨ト我 力 同志 會トノ 間 一一 於ケル 政！^ 上 ョ リ、 各 其 所見 ヲ異  一 I スル モノ アル ハ當然 一一 候 得 共、 西 園 寺 侯爵 ノ 所謂 勅旨 傳建ノ 

顚 末ト、 之 一一 對スル 政 友會ノ 態度 一 1 察シ、 世間 往々 政黨其 モノ  、危險 ヲ感シ 候コト 前日-一倍 シ、 薰 if 同視 ー槪 -I 政黨ヲ 娥惡ス 
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ルノ 傾向 ヲ生シ 候 極ハ、 畢竟 黨派 政策-一 從ハ ン トス ル トキ ハ 必然、 欽定憲法 ノ 基礎 ヲ動 搖スル -I 至ル へ シト 誤解 スル人 不少、 

殊ー 一山 本 内閣 成立 前後 二 於 ケル政 友 i なノ 行動 二 徵シ、 世人ハ政友<1&獨リ^11:ラ其宣言書趣23ほ書ヲ無視シテ憚ラサル 一一 鑑ミ、 一律 

一一 政黨 ノ宜盲 主義 綱領 一一 重ヲ置 カス、 我问 志會ノ 宣言、 王義 綱領 迄 モ疑フ 一一 至ル。 仍テ！ ^^；: 人ハ. S え 憲法 ト 内閣 組織 ノ關係 ヨリ、 

政權 授受 ノ事赏 一一 亙リ、 聊 力- ヲ敍 述シテ 同志 諸君-一 質スノ 必耍ヲ 覺リ、 前- 1 先輩 ノ 所見 ヲ 叩キ、 今更-一 我 同志 會所屬 代議 

士 諸君 ノ敎 ヲ請ハ ン卜シ テ此册 子ヲ坐 右-一 呈寄致 候 C 是レ 吾人 同志 ノ先ッ 慎重 講究 ス へキ 吃緊 事 ナルヲ 信 シ候故 一一 候。 右 取 IJ!:^ 

キ得 貴意 度 如 斯-ー 御 坐 候。 敬具。  - 

大^  二 年 五 後藤 新 平 

殿 

追伸 

一、 仝 部 御 1^ 對ナル トキ ハ 返送 ヲ乞 フ。 

. 二、 大體御 同感 ナル モ、 條" m 一一 亙リテ 御高 見ァラ ハ、 御手 數 ナカラ 截頭餘 白 へ 御 記 人 垂示 セラ レタ シ。. 

一一 一、 部 御 同感 ナル トキ ハ其儘 惠存ヲ 5*- ム。 

然るに 伯が 桂の 同意 を經 て、 これ を大 石、 河 野、 武富、 獎浦、 島 田の 五領 袖に 示した ところ 大石、 河 野 等 はこれ を 

見て、 論 皆の 歸著 如何 は 姑く  き、 今 同志 會劍 立の 際に 於いて これ を 公け に すれば、 徒らに 世人の 银 惑を增 すの みに 

して、 同志 會の 前途に 影響す ると ころ 少なから ざるべき を 憂 ひ、 暫く これが 公表 を 止めし めんと 欲し、 河 野 自ら 桂 を 

病床に 訪ねて、 その 意見 を陳 ベた ので、 桂 も 亦玆に 慮る 所 あり、 卽ち次 の 一書 を 伯に 與 へて、 その 注意 を 促した ので 

あった。 

河 野 氏尤モ W 難 ヲ究メ 申 候 

前略 高 汗、 昨 n ハ御 來訪 多謝。 陳者 1^ 突 之 至-一 候 得 共、 只今 河 野 廣中氏 急-一面 會 ヲ求メ 來リ、 何事 ナ ラント 面會ヲ 致 候處、 其耍 


んョ —人— ノ  5^ 中  . ^  -1  3  :1 I  け， 二  V- ヨリ 贵見ノ 有- 

11- n  M 代議 寒-河 i 中二 右 i! 

，判 ！！$、  s 一-於 テハ何 等§ノぉーー？";"" 卜；；！" リ t  ノ出 s 共、 今 n 內輪ノ  14  メ萬 

上 二 顯レ候 得 者、 靈， 此櫟 * シ、 攻擎ヲ "カヨ" 力 -,、 老;； ヲ以テ S  ノ奮ヲ ナス ハ隨分 W 難 不少、 就 

事き i ハ、 望 ii<-uuc 何 萬 産-一一 付 rii 養々 モ願上 候。 雲 養-一 紛 

而ハ 老生 ノ  11 迄 ハ.、 裏ヲ 世上 二 御？ ^ノ， #  S^HVI^.  g。 

• 1 J.^a0-e- &  , - 一，" 矢。， ハ SI- 牛ノミ 早々 簡筆御 w き 招^ 「境.^  . 

紛ヲ 虫シ候 事ハ、 充分 御 勘辦相 願^ モノー^^ i ィ  太郞 

五月 二十 六 HI 

後藤 男爵 閣ド  . . 

»s 進 ノラ 或ハ 文章 明 ヲ缺キ 乂ハ文 ヲ爲 サ、 ル處ハ 御推シ 1「  、 - I よたり 重り 

かの； P  ill せしめ I 書が、 卽ち 「1111 ス」 であって それ は I 

である。 

乂  rrutnlf  。或ハ 其ノ擧 iil ヲ 疑フ者ァリ。 或ハ 其ノ誡 |シー點 疑 

梓 公 新政 黨組綠 ノ事ヲ 發_ ^センお * ザ 一一-ぼん I  。 

ヲ懷カ サ ル モ、 仍ホ II 其ノモ ノ  -ー  對 シ 疑惧 ノ 念ヲ懷 ク者少 カラ ス 

今 其 ノー、  ニヲ 舉ケム 一一、  . ヽノ  ，=レ ず I シ、 專ラ f ヲ S  ノミ i キテ、 立 裏、 王制 ノ本 

一、 ま ハ .13 二 媚ヒ、 國民ノ 基礎 ノ上 ニ立ッ ヘシ 謂 i  .-:  ^  t 

義ヲ遣 ルナ キ 軟，。 , ,、， „3 ま. I ナケ 1-ー| ピア、 li ノ 本義 ヲ シ、 ，之 ヲ問却 スル- 一到 ルナ 

一、.^:. ムハ現 一一 1： 民黨 一 派ノ 末季  一一 Bni セ ル标ぷ S ナノ  f  f  f  、  r 

四, 七 
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ス黨2« タ ラサルへ カラ スト 爲シ、 俄-一 入黨 ヲ强ヒ テ以テ 政黨. S 閣タ ル ノ外 觀 ヲ 裝ヒ、 上. 卜ヲ 欺^ セ ム トス ルカ 如キハ ^黨ノ  £^ ッ 

ル 所、 お 一一；.：： 巳 - 一之 ヲ 一一  シ、 政綱 之 V  #  二 フ、、 ル仅タ -ぱ 二 我 や 法 / 化 W 祌 一一 竹 尺 スル モノ ナリ。 

我 黨ノ素 願ハ帝 3： 違法 ノ 精華 プ發 抓シ、 や- 1^ 政 有終 ノ^ブ 濟ス、 -ー^ リ。 忠愛 ノ大 義ヲ顯 彰シ、 ^體プ 擁護 スル -ー 在リ。 故-一 モウ- 5 ね 

法 ノ^ 神-一 一 シ ；大 £1^  ノ大植 ブは犯 ス ルカ 如キ ハ毫 15；  ノ微卜 維 之 ヲ戒メ テ假借 スル所 ナシ。 是レ實 -1 新政 憲ノ 興起 スル 所以-一 

シテ、 今 現-一 K 救ヲ 時弊 ノ 上-一 試 ムへキ 至 緊ノ時 ナルヲ 信ス。 

抑、、 我^ 政ノ 動力 タル へキ モノ、 衆議院 其ノ 一 一一 居ル ャ疑 ヲ容レ スト 雖、 貴族. 院亦 衆議院 ト 同等 ノ 權限ヲ 有シ、 均 ク其ノ 青务ヲ 

负フ モノ タル ャ明白 ナリ。 而シ テ a; 密 顧問 亦 fs^ 法 所定 ノ機關 一一 シ テ重耍 ナル職 實ヲ^ ス。 倘シ此|!;寸^|^機關ノ存.；^樯能ヲ忖ナ重セ サ 

ラム 力、 政 機運^  ノ關 期シ テ望ム へ カラス。 唯 夫 レー-一 ci^ 意 ノ 代表 機 關ナリ ト稱シ テ衆議 K  ノ ミヲ 偏重 スル -I 於 テハ、 勢 他 機 

關ノ 權能ヲ 輕視ス ルノ 結果-一 陷リ 易ク、 政見 ノ實行 ヲ傷ク ル コト 頗ル大 ナリ。 ^モ 政局 ノ赏際 ヲ觀ル 者 ノ思ヲ 致 ササル へ 力 ラサ 

ル所 トス。 

. 凡ソ 政治 ノ 良否 綱目 ノ弛張 ハ事ヲ 執 ル者ノ 能 否 一一 存ス。 政務 ノ完八 A ナル 運行 ヲ期セ ム ト欲セ ハ、 適 村 ヲシテ 各 其 ノ處テ 得 セン ム 

ル ヲ以 テ最モ 急ト ス 。而シ テ 適材 ヲ シ テ 政務 ノ街 二 常ラ シメ ムト欲 セハ、 廣ク 人材 ヲ 各方 而 -ー求 メサル へ カラス 。我！： 一-於 ケル 

政 黨ハ濟 々多士 ト云フ ト雖、 又以テ 齐般ノ 事項 ニ關ス ル 材能ヲ 網羅 シ盡シ タリ ト認ム へ カラ ス。 英國 -I 於テ スラ.^^竹大^及政務 

次官 ノ中 一方 ハ 上院-一、 他ノ 一方 ハ下 iH- 一  求 ムルヲ 通例 トセ リ。 蓋シ 現下-一 於ケル 政治 ノ 動力 ハ社僉 各方 而 -I 分布 散在 ス レ ハ ナ 

リ。 是レ亦 政治家 ノ思ヲ 致 ササル へ 力 ラサル 所 トス。 

W 襲制ト シ テ政黨 政治 ヲ用ゥ ルノ^ 卜雖、 政務 {:::: ヲ 黨人ノ ミニ 限ル ハ、 弘ク 適材 ヲ得ル 所以-一 非サ ルヲ認 メッツ アル ハ 近時 ノ傾 

向 ナリ。 又 現-一 其ノ 除外 ノ例 ヲ作シ タルモ ノス ラ之レ 有リ、 況ンャ 我 ノ如キ 制 アル 國 I- 於テ ヲャ。 

先進 立憲^ ノ 政治 上 ノ惯例 蓋 シニア リ。 一 ハ 卽チ责 任 內閣制 ヲ探ル モノ  -ー  シテ、 他 ハ卽チ 僚 内閣 制 ヲ採ル モノ 是レ 也。 責仵內 

閣制ヲ 釗始シ タル モノ ハ英國 ナリ。 制-一 曰ク 國會ハ IJJ^、H.; 上 K 及 下院 ヨリ 成ル、 政府 ハ -- 對シ 貴二仵 スト。 我阈ノ 論者 往々 責 


-せ 主- 1 對シテ f-- 一任 スル ト； 1： 時- 1  、 議- お-一 對 シテ贵 -ー 仵ス。 否、 議院 ト君キ -ト合 シテ ー體， ブ爲シ タル 「。ハ| リア メ ント」 -ー 13： シ 

责 -I 任ス ルナ リ。 此ノ制 ヲ採ル -I 常リ テハ、 政 機 ノ運川 ヲ沿ナ ラシ ムル 必要 ノ爲、 議. 院ニ 多數ヲ 有スル 政黨ヲ 以テ、 政府 ノ要部 

ヲ 組織 スルヲ 原則 トス。 但シ 多クノ 除外例 ヲ存 セリ。 

官條 內閣ノ 制ヲ用 ウル モノ  ノ顯 著ナル ハ 及 獨逸帝 1： ナリ。 官：^ 內閣ト ハ專ラ 國家ノ 事務 一一 駚掌シ タル I- 驗 アル 官吏 ノ中 ヨリ 

國務 大臣 ヲ仵命 スル- ノ制ヲ 謂フ。 國等ノ 制-一 於テ ハ 官吏 ハ名譽 職 一一 非ス シテ 職業 制 ナリ。 官吏 ハ^ 家ノ係 祿ヲ受 ケテ入 A 身ヲ 國 

家 事務 一- 捧 クル モノ ナリ。 隨テ 國家ノ 政務 ヲ 執行 スル ハ最モ 堪能 ナル モノ ハ 官吏 ナリ ト爲ス ナリ。 是ヲ以 テ^ 務大 ほ ノ選ヲ 宵な 

ノ 中二 求ム ルナ リ。 

二者 各 一得 ァリテ 一失 ナキヲ 得ス。 於 是乎此 等 ノ制ヲ 原則 ト スル モノ、 亦 多クノ 除外例 ヲ設ケ テ廣ク 適材 ヲ黨 波及 官^  ノ. s 外 -I 

求 ムルノ 已ミ難 キー-到 レリ。 是レ 最近 一一 於ケ ル先進立齊阔政治ノ歸向ノ赏！^；：-ナリ。 我國 一一 於ケ ル 政治 ノ 货 際ヲ觀 察スル 者ハ、 《^ 

ク 憲法 ノ 本義 ヲ究メ 1： 政 參與ノ  .S 來ス ル所  一一 w-^ ヲ致 ササル へ カラス。 政 黨ノ黨 首 タル モ ノ亦 廣ク齐 稀ノ耍 素卽チ 黨 貴族-お 官 

等ノ上 一一 立 チテ之 ヲ宰理 ス ル ノ 能力 ヲ有 セサル へ 力 ラサル ト 同時-一、 此等 數者ヲ 包容 スル ノ宏 量ナ カル へ カラス 。内閣 ノ糾綠 、ノ 

固 ヨリー -ー 君主 ノ大權 -I 存 スト 雖、 之 カ奏薦 ハ其ノ 包容 ヲ大， 一 シ、 廣ク 適材 ヲ各虚 一一 求メ、 闽 家ノ爲 一一 最善 ノ 政治 ヲ施ス ヲ以テ 

終局 ノ 目的 ト セサル へ 力 ラサル ナリ。 此ノ如 クニ シテ 始メ テ我 建國ノ 歴史 ト國 情ト 一一 適シ タル 内閣 ヲ 組織 スルヲ 得へ キ ナリ。 

以上 我 立憲 同志 會 ノ內閣 組織-一 關スル 所見 ノ秘^ ヲ 擧ケ、 同志 諸君-一 質シ、 併 セテ世 問ノ謬 說ヲ解 キテ、 立黨ノ 本： t ヲ明 一一 セム 

ト ス。 同志 諸. 君 シ テサ_^ン所見ノ異ナ ル モ ノ ァラ ハ 、 幸-一 示 敎ヲ吝 マ レサ ラム コトヲ 望ム。 

以上 數千 言、 その 主 匕 ！： とすると ころ を 要約 すれば、 の 五 點に歸 著す る。 

一 內閣は 天皇に 對し 責任 を 有し、 議會 に對し 責任 を 有する ものに 非る こと。 

二 政黨 は政權 授受の 機關 として 作らる る ものに あらす。 國 民の 政治 思想 を }f 養し、 指導 誘掖 以て 政 機運 闬を圓 
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滑に する 爲 めなる こと。 

三 故に 黨員 のみ を 以て 內閣を 組織す ベから す。 人 村 を廣く 天下に 求むべし。 

四 多 數黨必 すし も 內閣を 組織す べきの 理な きこと。  - 

五 衆議院の み 偏重す ベから す。 贵族院 も 亦 平等の 機關 であり、 樞密院 も 亦 憲法 運用 上 重要なる 存在なる こと。 

而し てこの 「立憲 同志 會員 諸君 一一 質ス」 なる 一文 は、 ひとり 彼の 政治的 動向 を 理解す る 上に 於いて 頗る 重要なる 文 

獻 であるの みならす、 我國の 政治的 潮流 を味讀 する 爲め にも、 定に 意義 ある 材料で ある。 

卽ち 明治の 初年、 我國に 立憲 制の 議論 發 生して 以來、 朝野の 間に 二様の 思想 系統が あった。 それ は 今 n も 亦 一般 國 

民の 間に 存在す る 政治 思想の 二 大潮 流で ある。 

その 一 つ は西歐 並びに 米國に 存在す る ごとき 議會 主義 的 政治 思想であって、 その 論理的 歸結 は、 二 大政 黨の對 立に 

より、 政 權を圓 滑に 授受せ しめて 政 機の 運用 を圖 らんと する にあり、 いま 一 つ は 北 歐中歐 に 存在した る 政治 思想に 近 

似す る 欽定憲法 論で、 衆議院の 多 數は必 すし も 政 擔當の 必要 條件 にあら すと する 說 である。 この 二つ は、 種々 なる 

形に 於いて、 日本の 政 客の 頭腦を 支配し、 叉現實 政治の 上に 顯 現して 行った。 

伯 はこの 第二の 說を、 政治 信條 として ゐた。 然るに 原、 加 藤 その他の 政黨 政治家の 多く は、 卽ち 第一 說の 信奉者で 

あった。 そこに 伯と 加 藤 高 明との 思想 的 不一致、 Sf いて は 同志 會脫？ の 一因が あり、 同時に 伯が 晚年、 政 友會に 入る 

べき 機 食 をし ば/ \有 しながら、 遂に 入ら ざり し 一半の 理由が あつたの である。 

かくして この.； 文 は、 その 當時 はつひに 公表せられ すして 終った ので あるが、 伯が 同志 會を^ 退す る や、 大正 三年 


一 月 上旬、 これ を 「立 セ&- 同志 會退會 始末 大要」 なる 一 文と 共に 阱せ 印刷して、 知友に 配布した のであった」 伯 はこれ 

によって、 同志 會脫 退の 理論的 根據を 明かに せんと 欲した ので ある。 さう して 大正 六 年 四月、 これ を 再 刷す るに あた 

つて は、 さらに 序文 を附 し、 そのな かにお いて、 次の ごとく 記した。 

蓋シ 公-一 シ テ仍ホ 世-一 在 サハ、 浙 ノ立黨 ノ大报 本義 ハ、 當然 先決 釋定セ ラル へ カリ シモ、 公 逝クノ 後、 黨派的 迷 想 余： 内-一彌 漫シ- 

公ノ 精神 ノ 反比例 -ー 喪失 スル モノ 亦勢ヒ ノ止 ムナキ 所、 出來 黨利ヲ 以テ最 モ重シ ト爲ス 彼等/集 國ハ、 政 機運 川ヲ 唯一 ノ 理據ト 

シ テ、 恣 -I 欽定憲法 ヲ 曲解 シ、 毫モ憚 ラサル ノ狀 アリシ プ 以テ、 予 トシ テハ 公ノ 薨去 ト同 -ー 、 望ヲ 同志 侖" 一-絶 ッノ 止ムナ キー I 

至 レルモ ノ 《15 然ノ 成行キ ナリ。 予カ 退會ノ 前、 加 藤 子 餅 一一 示シ テ 意見 ヲ叩キ タル m:^ 書 ノ如キ ハ、 抑 々末 一一 シテ、 寧 0 ほ已ノ 不明 

迂濶ヲ た处ュ ル ノ料 タラ ス ン ハ ァラ ス。 予カ 同志 \ ぼヲ脫 返シ タル？ お 時、 委曲 ヲ 纤 一一 セ ス シテ 好意 忠吿ス ル人 ァリ。 i ぉク ハ公ノ 薨去 

二 失望 シ テ 心機 ー轉シ タリ ト、 故意 二 中傷 スル者 ァリ。 後者 ハ辦 スル 一一 足 ラス。 前者 ト雖 モ恐ク ハ予ノ 心事 ヲ 誤解 ス ル モノー 丁ン 

テ、 予ノ進 止 去就 ハ、 赏 一一 欽定憲法 ノ解釋 如何 二  ^リ テ定マ ルノー  事 アル ノミ。 是故 一一 桂 公  一丁 シテ 萬々 一 一一 モ黨派 ノ非曲 - 一就 キ 

テ予 ノ移ス へ 力 ラサ ル 確信 ヲ附 マント スル如 キアラ ハ、 最後 ハ、 浪ヲ飲 ミ秈ヲ 拂フテ 去 ルノ外 ナカ リシ ャモ 亦 未 タ知ル へ カラス。 

すな はち 伯 は どこまでも、 自己の 同志 會脫 退の 理由 を、 全く 欽定憲法の 解釋 問題に あつたの であると、 主張して ゐ 

るので ある。 


七、 ^藤 高 明 常務 委員長と なる 


さて 實際 問題と して、 伯と 同志 食との 絕緣の 端 は、 黨首 桂の 重患に 發 した。 而 して 必然に 起った の は、 Si の 後繼者 

の 問題であった。  . 
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然るに 七月 十八 日の： 部會 は、 早く も 加 藤 高 明 を、 娃 の後繼 者たら しむる ことに 決した ので ある。 すな はち！ 部會 

は、 桂の 病氣 容易に 囘復し 難しと 見て、 桂 創立 委員長 萬 一 の 場合に 於け る 大體の 方針 を內定 し、 最高 幹部 は 加 藤、 後 

藤、 大浦、 大石、 河 野の 五名より 成る 常務 委員 組織 を 採り、 その 委員長に は、 加 藤 を 推す ことに 決した。 しかも 加 藤 

を 推薦した の は 伯の 發言 による もので あつたので ある。 

伯 は 何故に、 自ら 加 藤 を 桂の 後繼 者に 推した ので あるか。 七月 二十 二日の 時事 新報 は 次の ごとく 報じて ゐる。 

右 は 仝く 後藤 男の 方策 成功せ る も 5 にして、 若し 男より 進んで 加 藤 男 を 推さぐ るに 於て は 或は 一 部の 黨員は 後藤 男 を 推す 者 を 半； 

じ、 延て舊 中央 派 は常然 之に 對 して 大浦氏 を 推すべく、 斯 くの 如くん ば 逮に收 拾すべからざる 事態 を 酸し、 前み 仏の 禍拫 此の 昨よ 

リ發 する や も 知れず、 且つ 後藤 男 も 仝 然大浦 子に 屈服す る は 不快と する 所 なれば、 寧ろ 機先 を 制して 政黨政 派に 因 緣少き 加 藤 男 

を 推し、 以て 外に 對 して は 舊緣を 避け、 内に向っては大^！子、 後藤 男、 大石、 河 野 氏 等の 領袖 從來通 リ阔滿 に 並び 立つ の 方 ^に 

. 出で たる もの な りと 同黨 有力者 は 語 れリ。 

また 七月 二十 三日の 東京 日日 新聞 は 「新 黨頭首 問題」 と 題して、 次の 如く 報道した。 

加 藤 男 は今囘 立憲 同志 會 常務 委員長と して 創立 事務 其 他 一 般の黨 務を、 H.; 裁す る こと、 なりたる が、 今！： 男が 梓 公に 代りて 黨 首の 

地位に 就く に 至りし 事情 を 聞く に、 新 黨には 性行 仝く 相反せ る 大沛、 後藤 ハ雨 頭目 ありて、 前者 は舊 中央 派 を 率ゐて 居然たる 一 

勢力と なり、 後者 は 對人關 係に 於て 特 稀の 味方 を 有せざる も 金力 を 背後に、 且新黨 唯一 の智囊 として 湖を稱 しつ i ある 有樣 なれ 

ば、 桂 公" S び 起たざる 場合 若し その- 一 を拔 きて 黨 首の 地位に 就かし めんか。 何れの 時機 かに 於て 必ずや：！^ 鞭 を 生じ、 進んで は黨 

の 分裂 を 來すゃ も 計られず と は 桂 公 獨リ之 を 感知す る 所なる のみならず、 兩者. の 政治的 徑 路 及び 其 性行 を 知悉す る 者の 皆 憂慮す 

る 所なる が 如く、 此等の事情ょリ比较的名5^ー手腕の具はれる加藤男を55^|して！^^^公の後繼者たらしむるを以て上：！；^と認め、 ^に 機 

政なる 後藤 男 は 桂 公の 3a 意 を 资 して、 自 ら加藤 男推舉 の 任 に^りし ものな りと 云 ふ- 然るに 今後 加 藤 男 が 黨務を 、下： 裁す る に 常 り 


私的 關係 は： w め て 別懇 の 仲に あるの みならず、 其政見も^^だ しく货馳 せざる もの ある が 如くな れ ば、 新黨 S 立場より して 現内閣 

の 政策に 攻擎を 加 へ ん とする 場合に 花み、 s!^ して 峻烈 强- 嫂なる 態度に 出で X 猛進す る を 得る やと 黨內に は 多少の 疑 SE を 懐ける 者 

も あるが 如し。 

然 らば、 これ 等 新聞の 觀 測が、 果して 正 §1 を 得た る や 否や。 伯 は 何故に 加 藤 を 推 選した るかに ついて、 伯 自ら 語つ 

たこと はない が、 恐らく 機微 を 察する のに 妙 を 得た る 伯 は、 桂の 肚裏に 描け る 人物の 加：. i なる を！^ 破した であらう と 

思 はれる。 叉 一方 同志 會が 益. -大隈 系の 勢力に よって 支配 さるべき を豫 見し、 大隈 系と なれば、 三斐 との 關係 上、 加 

藤の 勢力の 優勢た るべき 運命 を 洞見した りと 見られる 節が あった。 それ は 伯が 後年、 ふとした 折、 不用意の 間に 「俺 

は 同志 會が、 きっと 大隈黨 になる と 知って ゐ たんだ」 との 一 句 を 洩らした るに よって 窺 ひ 得られる。 

また 今一 つの 大きい 原因 は、 第二次 桂 內閣以 來の大 浦と 伯との 軋 蝶で ある。 中央 仍樂 部の 殘黨を 率 ゐる大 浦が、 伯 

を 抑 へんが ために 加 藤に 走る は睹 易き の理 であった。 慧眼なる 伯の これ を 察せざる 害 はない。 故に 伯 は、 當 時の 新聞 

が觀 測せ しごとく、 先手を打って 加 藤 を 推 選した ので あらう。 而 して 桂 意中の人 物 は、 はじめから 加 藤で あつたが、 

その 間、 加 藤 は 人沛を 推し、 大浦 また 加 藤 を 推して 相讓 つた 經緯 は、 加 藤が 自ら r 大浦兼 武傳」 に 寄 走曰 した 一節 (！ 1： 

書 二 七 0K) に 依って 明白で おる。  - 

独 公が 同志 會を 組織す るに 當り、 大浦^：；も予も共に人會したるが、 公は自 から 總裁 となり、 予 を副總 裁に すると 

. かの 噂 さを傳 聞した る も、 不幸に して 杜公は 不起の 病に 罹り、 自 から 其の 起つ 可から ざる を 知り、 予に 同志 會の 
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首腦 者た らんこと を依囑 せられた る も、 .予 は 到底 其の 任に 非ざる を自覺 し、 固く 辭 退したり。 

予以爲 らく、 國務 大臣 拜 命の 順序に 於て は、 予は或は大浦^：；ょり先任と謂はれんも、 年齢に 於て、 又 政 黨に關 す 

る 經歷に 於て、 桂公に代て同志會總裁たる可きものは寧ろ大浦^；；を以て最も適任なりと。 因て 此の 議を大 浦 君に 

諮りた るに、 氏 は固辭 して 曰く。 (中略) 此の際 統率者 其 人 を 得て 黨の 結束 を^ 固に する は 最も 緊要に して 急務 

なり、 而 して 黨內を 物色す るに、 總 裁の 任に 最も 善く 適する 者、 君 を 除いて 他に 其 人 を 得る 能 はす、 希く は 快く 

總 裁の 任に 當り、 邦家の 爲に 努力 せられん こと を 切望す、 若し 黨の 雑務の 如き、 兼武 及ばす 乍ら 內外 共に 輔佐の 

任に當 る 可し と、 露々 として 勸誘 止ます、 (中略) 予 此の 時 始めて 大 浦と 云 ふ 人物 は：. 5^ して 固陋なる {R 僚 主義の 

人に 非す、 叉、 偏見に して 權 勢に 執著す る 人に も 非す、 眞に 國士の 一 人なる を覺 り、 爾來其 人格に 敬服せ り。 

これ 等 諸方 面よりの 資料に よって 判斷 する に、 當 時の 情勢 は、 加 藤が 桂の 後繼 者た るべき こと は、 伯が これ を 好む 

と 好まざる とに 拘 はらす、 むしろ 必至の 勢 ひであった。 故に 伯が、 率先して 加； 膝 を 常務 委員長に 推した こと は、 賢明 

なやり 方であった とい ふこと がで きる？ 

八、 內 紛 

同志 會の 幹部 會が、 加 藤 を 常務 委員長に 推した こと は、 桂 萬 一 の 場合、 加 藤 を 桂の 後繼 者たら しむる こと を豫 約し 

たもので あった。 しかし その後 も、 黨 內の內 紛は絕 ゆる 間がなかった。 蓋し 同志 會は、 その 出 發の當 初から、 融和す 

ベから ざる 官僚と 黨 人と を 結合した ものであった ばかりでなく、 官僚の なかに も加德 あり、 後藤 あり、 大浦 あり、 


黨人 のなかに も圃： r: 常. 一， 矛 あり、 政 友會系 あり、 中央 供 樂部系 あり、 それ 等 は、 悉く；：：； 頭お を 中心とし て 「 そ のネ r.- に 

集まった ものであるから、 これらの 諸 勢力が、 桂の 再起 不能と 見る ゃ黨內 において、 複雜 なる 內， 訌紛爭 の if を 卷き起 

す は、 むしろ 當然の 成行きであった。 この 內紛 は、 單 に：^ 部 會が加 藤 を 常務 委員長に 推した とい ふやうな、 一時的 權 

宜を もってして は鎭壓 せし むる 由はなかった。 殊に 十月の 初旬に 人り、 桂の 危篤が 傳 へられてから は、 黨の 秩序 は 全 

く 壌 亂に陷 り、 ひとり 幹部 間にお いて 勢力の 暗鬪 絡えざる のみなら す、 黨員 及び 院外 團 有志 も 幹部の 高壓的 態度に 慊 

らす、 つ ひに 躍起 運動 を 開始す るに 至った ので ある。 而 して 十月 四日の 午後 五 時、 肥塌、 黑須、 安達、 小 寺、 藤 原 等 

が 大隈を 築地 精 養 軒に 招待して 一場の 講話 を 請 はんとし たるより、 端な くも 一種の 巷説が 行 はれ、 つ ひに r 隈伯 推戴 

說」 が 再燃す るに 至った。 

これにつ いて、 十月 七日の 東京 朝日 新聞 は 「新 黨の 前途 如何」 と 題して、 次の 如く 傳 へた。 

若し 隈伯 を黨 首に 推戴せば、 政 友 俱樂部 は 招かず して 至るべく、 國： K.:f 桂 公 だけに 除かれな ば、 加 藤男對 犬養毅 氏の 關係を 利 

用して 同一 步調を 取る に 至るべく、 玆に非 政友大 合同 を 形成し 得る こと さしての 難事に 非ず など、 誠しやかに 說く者 あれ ど、 是 

は 一 笑に も僳 せざる 愚論に して、 畢竟 新黨の 末輩が 爲 めに すると ころ ありて 流布した る 一 場の 蜚語に 過ぎず 0 隈伯 如何に 老 ゆる 

も、 今更 新政 黨の黨 首た る を肯ん ぜんや。 假 りに 一 步を讓 り、 隈 伯が 新 黨に黨 首と なりたり とする も、 其 動かし 得る は、 僅かに 

政 友 俱樂部 亦樂會 等の 一部に 止まるべく、 國民 黨は斷 じて 動かすべからず。 尤も 國民黨 中 其 一部 は、 或は 大石 氏の 傘下に 走せ 參 

サ るが 如き こと 絕對に 之な しと 限る 可らざる も、 それ だに 極めて 少數 にして、 以上 を 合する も、 新黨 は總數 情々 百 二十 を 超え ざ 

るべ し。 多年 多数 を 以て 傲れる 政 友會、 及び 新たに 崛 起して 逐日 勢 ひ を 加 へんと する 薩派を 向 ふへ 廻し、 败殘 落日の 新 黨に黨 

首と なりて、 晚 年の 淸 節を瀆 すが 如き は、 斷 じて 隈 伯の 敢て せざる ところ、 殊に 新 黨の大 石 氏 は、 表面 隈 伯と 何等の 反感 を 有せ 
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ざるが 如き も、 彼の 進 步黨の 改革 非 改革 兩 派の 分裂 當 時より、 一種 像らざる 感じ を 抱いて 隈 伯に 臨める あり、 旁 伯 を 推戴 せん 

こと は 氏の 本意に 非ず。 只斯る 流言 蜚語 を敢 てす る は、 新黨 內の雜 輩が 之に 依りて 黨 內の睽 離せん とする 形勢 を 恢復し、 其 間に 

あって 自ら 利 せんと 欲した ろに よる 事 明か 也。 然 らば 新黨の 前途 は 如何と 云 ふに、 加 藤 男と 大石 氏と は 在 來の關 係 も あり、 今後 

と雖も 必ず 一致の 行動 を 終始すべく、 而 して 新 黨に 四十 名の 多き を 成せる 土 佐 派 は、 一 に大石 氏の 操縱 する 所なる を 以て、 加 藤 

男 は 依然 總理 としての 黨の實 權を緊 掘すべし。 さりと て 野心 勃た る 後藤 男 は、 之 を傍觀 する 程 功名に 括 淡なる 能 は ざれば、 勢 

ひ 内訌 紛爭は 日を逐 うて 甚だしき に 至るべく、 結局 桂 公 萬 一 歿後の-新政 黨は、 其 出生の 當 初に 於て 不合理 を 極めた る 覿面の 應報 

として、 禍內 より 生じ、 解體 分裂の 外 あるべからず と觀 測す る 者 あり。 

更に 翌々 九日の 大阪 朝日 新聞 は 「政界の 暗流」 と 標題して、 次の ごとく 述べた。 

接 公の 政黨 組織に 著 手せ る や、 二 大政 黨の 理想論 は 其の、 王と して 標榜せ る 所な りし も、 公の 政黨は 未だ 其の 發會式 をも舉 げざる 

に 先 だち、 早く も 黨の要 部に 龜裂を 生じ、 日を逐 うて 益 甚し きを 加 へんと する もの & 如く、 恐らく は 遂に 拾收 すべから ざるに 

終らん か。 新政 黨の 解體と 否と は 事件 其れ 自身に 於て は 左程の 重大 事に 非ざる も、 近來！ 角 活動の 機 會を捉 ふるに 苦しみ つ \ あ 

る 政界 は、 之 を 動機と して 或は 比較的 大 いなる 離合 を 見る こと 無き を必 せず。 其の 結果 は、 二 大政黨 主義の 赏 現と 正反對 なる 小 

黨 分立に 終る こと 無き を 得る か、 政界の 前途 を觀 測す る 者に 取って 颇る與 味 ある 問題な り。 新政 黨の  一^にて は、 桂 公の 病歿 は 

黨勢擴 張 上 何等の 損失な きのみ ならず、 從來枝 公 を 毛 嫌 ひし、 公の 下に 馳せ參 ずる を 潔し とせ ざり し 者 も、 桂 公 無き 新政 黨と步 

調 を 共に せんこと は、 必ずしも 難事に 非ず と 辯 じつ X ある も、 昨今の 形勢 は 寧ろ 反對 の-結 杲を豫 報し、 桂 公 在る が爲に 新政 黨に 

馳せ參 じたる 者が、 公の 麻 益 重き を 加 ふるに 連れ、 新政 黨に對 して 益 i 離反の 度 を 加 へんと する 傾向 あり。 就中 國民 黨. の. 脫黨組 

なる もの X 去就 最も 注目に 値す。 所謂 脱黨 組の 中 にても 大石、 河 野、 島 田 等 五領 靴と 稱 せらる X 者 は 姑ら く 別と し、 其の 他の 脱 

黨 連の 一部 は、 今後 或る 機 >w "に 於て 國民黨 に復歸 する ことなし とも 限らず。 現に 其の 傾向の 看 1^ せらる >1 もの 無き にし も 非ず。 


然れ ども 一 且脫黨 したる 者が 國民黨 に復録 せんこと に 最後の 窮策なる が 故に、 此の-窮策に 出.. つるに 先 だち、 凡ら ゆる 後 娘ん , 

ずべき は 勿論に して、 大^ 伯 推戴 論の 如き も、 之が 爲に 案出せられ たる 計畫 なりき C 然れ ども 大^ 伯が 今日まで 新政 黨 の-顧^ら 

しく 言 ひ觸ら された る は、 仝く 桂 公. 在る が爲 にして、 將 さに 梓 公 を 失 はんとす る 新政 黨に 封して 今日 以上 深 人り せんこと は、 殆 

ど豫 想すべからず。 大隈伯 は 顷日國 民黨の 一員に 語り、 桂 公 さへ 死せば 其れにて 善しと 曰へ りと か。 新政 黨が假 りに 大隈伯 を 戴 

くべ しとす る も、 伯の 胶肱 たる 者 は 國民黨 の脫黨 組に 過ぎざる が 故に、 事實は 却て 新黨の 分裂 を 促進す るに 過ぎ ざらん とす。 而 

して 新政 《m 要 部の 動靜 如何 を るに、 或は 検 公の 相續 者と 目 せらる V 加 藤 男 は、 本來 同志 會の 組織に 賛成して 人黨 したる に 非ず 

唯 桂 公の 勸誘辭 し 難く、 公に 對 する 義理 一片の 人黨に 過ぎざる が 故に、 ：si^ 公の 歿後、 黨 内の 紛擾 漸く 繁 きを 加 ふるに 至らば、 或 

は 之 を 機會に W: び黨 外の 人た らん も 未だ 知る 可から ず。 大石氏 一 派を胶 肱と して 後藤 派と 爭ひ大 浦 派と 爭 はんこと は、 男の 長 技 

. に 非ず。 左り とて 後藤 男 も 大浦子 も 悉く 自家 藥籠 中の 物と 爲 さん こと は、 尙更 不可能な り。 結局 は 後藤 男の 暗中飛躍が、 桂 公の 

歿後 新政 黨に對 して 先 づ動搖 の 機 會を與 ふべ く、 此の 機 食に 於て、 新政 黨は縱 ひ 分裂せ ざるまで も、 黨中自 から 黨を樹 つる を 免 

れ ざるべし。 而 して 後藤 派の 新黨員 は、 山 本 伯の 後繼 者と して 寺 内 伯を迎 ふるに 仝 カを倾 到すべく、 政. M 會內 にも 秋波 を 送りつ 

つ ある 寺內伯 は、 一面に 於て は 山 本 伯と 政友會 との 反感 を 利用し、 他の 一面に 於て は、 新政 黨の事 K 的 分裂 を 利用して、 恐らく 

長鬧 最後の-奮 鬪を 試む ベ きか。 政 權に戀 々たる 政 友， き は、 此の 場合に 於て 純然たる 反對黨 たるの 勇氣 あろべ き や 否や。 

卽ち 政界の 消息通 は、 桂の 死後、 加 藤の 時代と なるとと もに、 伯 は 同志 會を 脆して、 寺內 伯と 行動 を 共に すべし と 

豫 見して ゐ たので ある。 

然 らば 事實は 果して、 如何に 展開せ しか。  ■ 
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九、 大正 未來記 

ここに 與味 ある 一個の 文獻が ある。 

それ は 「大正 未来 記」 と稱 する 不思議なる 文章で ある。 

この 文章が、 果して 何人の 手に 成りし や は 明かで ない が、 筆蹐は 確かに、 當時 伯の 祕書 をして ゐた菊 池 忠三郞 であ 

る。 文章 は 第三者の 立場から 記された やうな 形に なって ゐ るが、 その 內容に は、 伯の 頭から 出た であらう と 思 はれる 

やうな 思想が 隱 見して ゐる。 當時秋 山定輔 等の 諸政 客が、 しばく 伯 を 訪れて、 深夜まで 密談して ゐ たとい ふから、 

或は この 「大正 未來 記」 の 出 所 も、 さう いふと ころに あつたか も 知れない。 

それ は 桂 公 死去 直後に 記された ものである。 さう して 同志 會內の 暗流が、 遠から す 伯 自身 を同會 より 驅遂 すべき こ 

とを豫 言し、 その 理由と して 三菱と 加 藤との 關 係に 言及して ゐる。 さらに 進んで は 日本の 政治が、 金權 と政黨 との 結 

合 勢力の 支配 下に 立つべき こと を豫 言し、 同志 會は 三蓬黨 となり、 政 友 會は三 井と 古河 黨 たるべき こと を 指摘して ゐ 

る。 その 全文 は 次の 通りで ある。 

ヅ 正 未. 1^ 記 

嗚呼 娃公 遂に 逝け るか。 長 閥兹に 倒れ、 薩閥 獨り餘 3J を 保つ 如き 觀 あらん も、 之 も 久しから すして 亡び、 次で 代 

る もの は 何ぞ。  < 水 は 之を豫 言して 富豪 闕と いはん。 思 ふに 三 i 変 は 新政 黨に 依り 古河、 三 井 若く は 其 他の 一富 豪 は 

政 友， 會を援 け、 兩者 互に 權 勢に 由り て 益ぶ 不正の 富を大 ならしめ、 天下 は 暫く 富豪 閱に； M りて 左右 せらる、 に 至 


らん か" 

三菱 か 新政 黨を率 ゆるに 至る 徑路 として、 加 藤 男 は今將 さに 後藤 男 を 排斥 せんとして 極力 陰謀 を 企てつ あり。 

由來 後藤 男 は 加 藤 男 を容る k の稚量 ある も、 加 藤 男 及び 其 一 派 は 後藤 男 を容る \ の 襟度な し。 後藤 男 忠君 愛國の 

至誠より 加 藤 男 を 推して、 首領と 仰がん とし、 如何に 彼を從 ^Ig する も、 彼 は 到底 後藤 男の 心裡を 解す る 能 は ざら 

ん。 否 之 を 解す る 能 はざる のみなら す、 廣く 民衆 を抱容 する の才に 於て 遙 かに 後藤 男に 及ばざる を自覺 せる 彼 は、 

假令 三菱の 金力に 由り て 一 度 は 首領と 仰がる \ も、 新政 黨愈 大を爲 せる 後此 一 大政 黨を 利用し 得べき もの は必す 

後藤 男なる べき を 慮り、 三菱 亦 後藤 男が 永く 自家 藥蘢 中の ものたら ざるべ きを 知る が 故に 兵糧 を 出さん とせす、 

大石片 岡 仙 石 等 斗脊の 輩、 或は 三菱に 建策し、 或は 加 藤に 人智 惠し、 後藤 男が 解散 說を唱 へて 自ら 勇退す るを俟 

ちて、 政 黨に不 誡實、 桂 公に 不信義なる 惡名を 後藤 男に 負 はしめ、 政治 社界 より 葬り去らん とす。 是れ 彼等が 今 

日に 於て 著々 實 行し つ \ ある 陰謀に あら すん ば卽ち 幸な り。 

後藤 男 去れる 後の 新黨は 如何。 加 藤 男 は 大石片 岡 仙 石 其 他の 一味と 共に 頻りに 三菱 を 動かし、 三 ^久. 亦 新政 黨に據 

りて 其 勢力 を 張らん とし 新政 黨を援 け、 新政 黨も 一時 議會に 於て 多數を 制し、 政治 は 暫時 新政 黨の ものと なり、 

三菱 及 其 與黨は 之 を 利用して、 陸軍に まれ 海軍に まれ 鐵道、 植民地に 其 辣腕 を 揮 ふて 益 暴 富 を 積む に 至らん。 

然れ ども 天下 豈に 永く 一  富豪の 手に 歸 せんや。 政 友會は 古河 若く は 三 井の 後援 を 得て 一 たび 失墜せ る 勢力 を挽囘 

して 新政 黨に對 杭す るに 至らん。 

然 らば 後藤 男の 前途 は 如何。 著實 なる 民衆 を 基礎と せる 自治 協 會は其 趣旨に 於て 大に 可なる も、 如何せん 純朴な 
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る 農民 著實 なる 小 工業 者の 智慮 思想 甚だ 淺薄 にして 社會的 運動の 中心 は 有志 者の 手に 歸 して 離れす、 有志 者は悉 

く 皆 名利に 走り 權 力に 從 ふの 徒な り。 彼等 は 新政 黨 若く は 政 友會の 爪牙と なりて 益 M 良民 を 苦しむ るに 至る。 是 

に 於て 自治 協會は 一 變 して 中產 以上の 多數 富豪に 援助せられ、 是 等多數 富豪 は 後藤 男 を 戴きて 圑結 せる 一 圑を組 

織し、 政黨 擁護の 二三 富豪に 當 らんと す。 

この 記事 は數 年後に 至り、 殆んど 悉く、 文字通りに 實 現した。 

卽ち この 未來記 は、 政 友會が 結局 三井黨 となり、 同志 會が 三菱 黨に 化すべき こと を豫 見して ゐ るが、 それ も その 通 

りであった。 而し てこの 二 大政 黨に對 し、 農民と 小 工業 者 を 基礎と する 自治 協會の 出現 を說 き、， それが 結局 無力に 終 

るべき こと を豫 言して ゐ るが、 これ も その 通りに なった。 . 

伯が 大隈 內閣當 時、 この種の 運動 を計畫 したる こと は 後に 述 ぶる ところで あるが、 その 企圖は 悉く 失敗した。 また 

政治 倫理 化 運動 も その 變 形であった けれども、 これ も 亦、 中産階級の 無力なる ため 政治的 勢力た るに 至らなかった。 

最も 興味 ある は、 末 段の 最後に ある 「是に 於て 自治 協會 はー變 して 中産階級 以上の 多數 富豪に 援助せられ、 是等多 

數 富豪 は 後藤 男 を 戴きて 圑結 せる ー圑を 組織し、 政黨 擁護の 二、 三 富豪に 當 らんと す」 とい ふ數 行の 文字で ある。 恐 

らくこれ が 伯の 政治的に 求めた る 最後の 立脚地で あつたので あらう。 

伯 は 三 井と 三菱との ニ大 財閥に、 日本の 經濟界 の 支配 權の 移らん とする を 憂へ、 さらに この ニ大 財閥が 一 一大 政黨と 

結 托して、 政治的 制覇 を 試むべき こと を 痛心した ものと 思 はれる。 而し てこの 二 大勢 力に 當 るべき もの は、 工業 勞働 

者 を 中心とする 勞働黨 にあら す、 農民 を 基礎と す マ  二に あらす、 乃至 は 中産階級 を 支柱と する 自由 十  £ も 


あらす して、 日本の 實 として は 三 井、 三乂 A 以外の {:E 豪の 速 合 勢力の みが、 旣成 ニ大肘 閥の 支援す る 二 大政 黨に當 り 

得べ しと 考 へた。 卽ち 伯が 年來 親善な りし 神 戶の鈴 木 や、 後年に 至り 頗る 意氣相 投合せ る 東京の 安田 善次郞 や、 淺野 

總 一 郎等の 諸 勢力 を 糾合す る ことのみ が、 一 一大 政 黨とー 一大 財閥の 專權を 抑制し 得べ しと 思考した ので あらう。 

然るに 鈴 木 は 昭和 二 年の 恐慌に 倒れ、 安田 は 大正 十 年 2- 匁に 伏し、 伯 を 支持すべき 財 M は 相次いで^ 滅 したる がた 

めに、 つ ひに この 企て は實 現す るの 機が 無かった ので ある。 

しかも この 未來 記が 豫 見した る 如き 金權 と政黨 との 結 托に對 する 反對 は、 昭和 六 年に 至り、 意外の 邊 より 起って き 

たので ある。 それ は 軍部であった。 しかも それが 伯の 心血 を灑 いで 經營 したる 滿鐵 防衞の 形式に 於いて 爆發 したる こ 

と は 運命の 奇、 人事の 變、 人間 想像の 外に ありと 謂 はざる を 得ない。 

かかる 觀點 よりして、 吾人 は 前掲の 小 文に、 無限の 興味 を感 する ので ある。 

一 〇、 脫 黨 の 意 思 表 示 

明治の 末期より 大正の 初頭に かけて、 日本の 資本主義 は 大潮の さすが ごとく、 力強く 經濟界 に 進出して きた。 さう 

して かかる 資本主義の 潮流に 棹した る 政 客 は、 奔馬の ごとく 政界 を疾驅 しはじめた。 

三菱の 壻 である 加 藤 高 明 は、 藩閥 全盛期に すら、 伊藤 も 大隈も 桂 も、 これ を 無視す る ことができなかった 存在で あ 

る。 山 本 權兵衞 も 亦、 辭を 低う して 第三 次 桂內閣 より 山 本 內閣に 留任 せんこと を 求めた ほどで ある。 しかしながら 彼 

はこれ を辭 した。 彼 はこの 時旣に 桂との 默契 によって、 同志 會に 人るべく 運命 付けられて ゐ たので ある。 
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而 して 一方、 古河 を 背景と したる 原 敬 は、 次第に 三 井と 結んで その 政治 勢力 を 伸張しつつ あった。 

憲政 擁護 運動 を 一期と して、 藩閥 全盛の 時代 は 永久に 日本の 社會 から 消え去つ たので ある。 日本に 於け る 資本主義 

の 進展 は、 次第に 資 本 を少數 富豪の 手に 集中し、 而 して 封建的 勢力の 代表者た る 藩 11 に 代って、 資本 的 勢力の 代表者 

たる 政黨 が、 いま 政治の 中心に 座 せんとす るので ある。 尾 崎、 犬 養の 民衆的 人氣 は、 ただ 巧みに 彼等に 利用 せられた 

るに 過ぎない。  - 

かかる 時代 推移の 大 いなる 波の 上に 泛ん で、 加 藤 高 明と 後藤 新 平との 同志 會內に 於け る 力競べ は 始まらん とする の 

である。 その 勝敗の 數は、 識者 を俟 たす して 明かであった。 

十月 十日、 桂 は 鎌 倉で 溘焉 として 他界した。 

桂の 死と 共に、 後藤 背後の 最強 支柱 は 消失した ので ある。 彼 は 果して 晏 如と して 同志 會內 に殘留 する であらう か。 

否、 伯が 同志 會を 去らざる ベから ざる 運命の 日 は、 刻々 として 近づきつつ あつたの である。 

果然 それ は、 桂の 死の 翌 十月 十一 日、 加 藤 邸に 開かれた 常務 委員 會 において 爆發 した。 この 席上に おいて、 同志 會 

將來の 大方 針に 關し、 伯 は 他の 四 常務と 意見の 正面衝突 を來 し、 つ ひに 脫黨の 意志 表示 をな すに 至った ので ある。 

右に つき 十月 二十 七日の 時事 新報 は 「後藤 男の 脫黨 期」 と 題して 次の ごとく 報道した。 

< 後藤 男 態度 ー變 去る 九月 中 故 桂 公を缣 倉に 訪れて 歸 京した る 前後より、 後藤 氏の 新政 戴に 對 する 態度 は 漸く 變調を 帶び來 り 

しが、 公の 愈 館 舍を捨 つる や 鼓に 仝 然ー變 して、 仲 小路 氏と 同樣 新政 黨 解散 論 を 唱道す るに 至りた るは旣 報の 如くに して、 天下 

周知の 事 に 馬せ り" 最初 同氏 は 新政 黨の前 に 就て 頗る 樂觀 的觀 測を爲 し、 其の 地方 遊 より 録る飪 に.， 常に 非 政友大 合同の 


機運 各地に 勃たり と爲 し、 東奔西走. L て 黨の黨 勢 接 張に 令， \」 つ、， えりた る： 

より は 地方 遊說の 結果 も 頗る 面. HI からさる 者 あり、 加ふるに男も亦喾術の心得ぁる所ょリ公の病狀に就ては旣に胸中に^^信を六 

する に 至りた る を 以て、 玆に 後藤 男の 心理 耿 態に 一 大變化を兆し新政黨の前f^bに對して漸く悲觀し初むるに至リたり。 

<1 脫 5^」 決意 發表 之 を 以て 後藤 男 は 一方 新政 黨の 地方 遊說に 出動す る 事 を 謝絶し、 他方に 新政 黨 解散， 說を唱 へて、 彼の 新政 黨立 

黨の 根本 趣 3 ほたる 二 大政 黨對 立論 を 罵倒し、 且非政 友 合同の 如き は 4- く 無意義なる 者に して 今日は 國 民が 內に同 黨伐異 を 事と す 

可き 時代に 非ず、 {且 しく 舉國 一 致して 外に 帝 國の大 發展を 期せざる 可らず と 論じて、 公然 政黨 主義 を 非難す るに 至りた る を 以て、 

少しく 事情に 通ず る もの は、 男が 遂に 新政 黨を 捨て 再び 官僚の 本 城に 復歸 する に 至る 可き を 信じつ X あり。 後藤 男 自身 も 桂 公歿 

後に 於け る 新政 黨の處 分に 就て は 最後に 意見 を 陳述す 可し と 公言して、 暗に 其の 脆黨の 決意 を？ 1 らしつ X ありた るが、 桂 公が 去 

る 十日 病歿して 翌 十一 日加 藤 男 邸に 於て 大石、 河 野、 後藤、 大 浦の 諸氏 會 合し、 桂 公 歿後の 新黨處 分に 就て #議 を 開きた るに、 

果然 後藤 男 は 同席 上に 於て 脫會の 決意 を發 表する に 至りたり。 

<1 加 藤 邸會議 内容 卽ち 後藤 男 は 同 會議の 席上に 於て、 他の 四 常務が 夫々 意見 を 陳述した る 後、 懷 中より 草案 を 取り出し、 大體 

新政 黨は 他の 群小 政黨と 其の 趣 を 異にして、 政植の 掌握 を 目的と する ものなる を 以て、 近き 將來に 於て 政 友 會の絕 對多數 を 打破 

する の 希望 あるに 非 ずん ば、 新政 黛 を 今後に 維持 せんとす る は仝然 無意義なる 事に 馬し、 仝く 彼の 网民黨 の }Si 流を學 ばんと する 

ものたり と 信ず。 然るに 諸君 は 果して 新 《m 大發展 の 成算 あり や。 余の 考へ を 以てすれば 少く とも 新政 黨の大 飛躍 を 試む るが 爲め 

に は、 ( 一) 合議制 は斷 じて 政黨の 敏活なる 發展を 策す る 所以に 非ざる を 以て、 加 藤 男 を 委員長たら しめざる 可らず、 (二) 加 藤 

委員長の 下に 吾人が 大 活動 を 開始す るに 就て は、 莫大なる 黨資 を備 へざる 可らず、 (三) 政 友 食 を 破 壌す るに は 尋常一様の 手段 

を 以て 之 を 能くす 可らず、 (四) 梓 公 を 失 ひたる は吾黨 の 致命的 大打擎 たり。 諸君 は 梓 公に 依りて 失 ひたる 所 を囘復 せざる 可ら 

ず。 諸君 は 以上の 諸 點に關 して 確實 なる 成算 あり や。 何の 成算 も 無くして 徒に 桂 公の 遣 志と 稱 して 肷殘 の新黨 を 維持 せんとす る 

は、 其の 志 や 甚だ 壯烈 なる に 似たり と雖 も、 決して 政治家の 態度に 非ず と 論じ、 新政 黨 にして 若しも 如上の 成算 無くん ば 此の際 
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寧ろ 之 を 解散す るに 若かず と 提案した リ。 然るに 他の 四 領袖 は 何れも 異ロ同 昔に 後藤 男の 意見に 反對 せし を 以て、 後藤 男 は然ら 

ば 余 は 諸君と 行動 を 共に する 能 はざる 可し と斷 一一 日し、 鼓に 愈 新政 黨脫 返の 決意 を發 表する に 至り. たる 次第な リ。 

A 官僚 復活の 期待 後藤 男の 脫黨 決意 は 仲 小路 氏と は 何等 連絡 無き 事 勿論なる も、 兩 氏の 歸趨は 略同樣 なる もの \ 如く、 偶 彼の 

官僚 復活の 新 機運 を 暴露した る ものに 非ず やと 察せら る。 卽ち近 來長州 派 官僚 者 流が 其の 不遇に 對 する 悶々 の情壓 へ 難く して、 

彼の 卽位式 以前に 官僚 派 を 糾合して 現內 閣を仆 さんと する の 企劃 は 意外に 進 渉し、 官位 復活の 運動 は 貴族院 m 密院 侧に薛 勃た ろ 

もの ある 所より、 後藤 男 は 早く も 此の 新 機運 を 察知して 此 等の 計 劃に 參加 せんとす る も、 身 を 新政 黨に 置く に 於て は 勢 ひ 自由な 

る 活動 を 爲す能 はざる 可き を 以て、 痏て こ そ新黨 解散 か 然 ら ざれば 脱 f?^  3 意見 を 發 表す るに 至りた る ものな りと 傳 へらる。 

<1 事實 上脱黨 せり 而 して 二十日 新黨 大食に 於て 五 常務 中獨り 後藤 男の みが 何等の 意見 をも發 表せ ざり し は、 頗る 同黨員 の 注目 

を惹 きたる 所なる が、 K は 後藤 男が 旣に十 一 日の 加 藤 男 邸，^" 合 席上 脫返の 決意 を發 表しながら 尙ほサ 日の 大食に 出席した る 事 こ 

そ、 却って 他の 四 常務 等 は 奇異の 感を 抱きた る 所 なれ。 之 を 以て 後藤 男が 意見 を發 表せ ざり し は 仝く 常然の 事と 云 ふべ く、 而か 

. も同男は當日の決議事^^たる關西大會にも又各地の遊說にも參加せざるは勿論、 新政 黨 よりも 右の 事情なる を 以て 最早 や 男の 出 

動 を 希望す る 事無く、 斯 くして 後藤 男と 新政 黨 との 關係は 仝 然絕緣 したる ものと 斷定す 可き もの にして、 新政 黨に 於ても 仝く 斷 

念し つ X ありと 云 ふ。 尙同黨 某 幹部 は此所 旬日 を 出で ずして 形式 上に も 同 男の 股黨を 見る に 至る 可し と 語り 居れ リ。 

この 記事 は 同志 會斡 部から 出た 材料に よって 記された ものである こと は、 一 見して 明白で ある。 さう して 右の 記事 

に 於いて は、 宽 に 淡泊に 片附 けて あるが、 この 十一 日の 常務 委員 會 なる もの は、 實際は 非常に 紛糾、 否、 熱狂した る 

ものであった こと は、 その後 次第に 外 間に 傅へ られ たと ころに よって 明かと なった。 

正 傅 「加 藤 高 明」 の 記者 は、 次， の ごとく 記して ゐる。 文中 伯と あるの は、 無論 加 藤の ことで ある。 

後藤 常務の 去った の は、 外面 的に 大きい 衝動 を 起す やうに 考 へられた。 後藤 伯の 主張 は 「^公の？ JT- 合 戰の爲 に は、 


百 萬圓を 準備し て黨 勢の 急擴 張を斷 行す るの 外に は 良策が ii い。 從.1^のゃぅなぼ&な|€^5^?^55^^5^5^ 

來ぬ」 と 云 ふので あった。 

この 意見が 初めて 伯 邸の 常務 員 會で戰 はれた の は 前記 「協心 戮カ」 の 表明 後、 未だ 一週 日も經 ない 時であった。 

この 後藤 伯の 主張に 對抗 した 伯の 論據 は、 

「今 俄かに 百 萬圓を 準備す ると 云 ふの は、 第一 に 不可能 を 主張す る ものである。 第二に、 斯 かる 手段が、 果して 

桂 公の 弔 合 戰の理 に 適合す る や 否や 甚だ 疑 はしい。 公 は 政黨の 事業 は 歳月 を 積んで 後 大成す る 所以 を 信じ、 現に 

吾々 と 夫れ を 懇談した ので ある。 今躁 急に 行動して 萬 一 非 立憲 的 策謀の 識りを 受ける やうで は、 却って 公の 意 を 

裏切る ものである、 第三に、 公の 遣 業 は 未成品で あるが、 其 現狀に 何の 逆轉 なく 而 して 今後 漸 時發展 して 躓づく 

ことが 無ければ、 公の 意 は 全うされ、 其 名 は 遂げられ るので ある。」  . 

と 云 ふので あった。 他の 常務 は 悉く 伯に 賛 して、 後藤 伯の 反省 を 促が した。 中には 「百 萬圓は 出来ても 吾々 は 夫 

れを 取らぬ」 と 極言し、 攫み 掛 らん 許りに 憤った 人 もあった。 

この 「攫み 掛 らん 許りに 愤 つた」 の は、 大石正 巳であった。 彼 は 伯に 對 して 腕力 沙汰にまで 及ばん とし、 左右の 制 

止に よって 僅かに そのこと なくして 巳んだ のであった。 

ゆ ゑに ー兩 年の 後、 大石 自身の 同志 會を 脆黨 する や、 德富蘇 峰 は その 主宰す る國民 新聞紙 上に 於いて、 r 大石君 は 

今日に 於いて、 同志 會の 成す 無き を 見て 脫黨 すと いふ。 往年 後藤 男の 脫黨に 際し、 男に 腕力 を 用ゐん としたる 本人と 

して、 君 は 後藤 男に 對し、 今日 果して 何の 面目 あり や」 と 痛罵した。 
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一 一、 世評 利 あらず 

十月 十一 日の 常務 委員 會 において、 伯が 他の 四 常務と 衝突し、 つ ひに 脫黨の 意志 表示 をな した ことが、 世に 與 へた 

る 印象 は、 伯に とって 甚だ 不利であった。 卽ち 彼等の 考へ たこと は、 伯 は 夙く から、 桂な き 後の 同志 會に 見切り をつ 

け、 當時 政界の 一部に 行 はれつつ ありし 官僚 復活の 運動に 參 加すべく 決意して ゐ たのであって、 そのために 伯 は 殊更 

無理難題 を 吹き かけて、 これ を 口 實に牛 を 馬に 乘り換 へんと した ものであるとの 印象であった。 しかも これ 等の 問題 

に關 する 報道の 材料 は、 多く 同志 會の iS 部 側から 出た ために、 伯の 態度に ついての 世評 はます く 香し くなかった。 

然 らば それらの 點を、 伯 は 如何に 說明 せんとし たか。 十月 十一 日の 常務 委員 會 における 經 緯の眞 相に ついては、 ！0 

は 詳しく 語る を 避けた のみなら す、 晚黨の 意志に ついても、 むしろ 瞹昧 ならしむ るが 如き 態度 をと つた。 

十月 二十 八日の 時事 新報 は、 伯の 意見 を 叩いて これ を 「後藤 新 平 男 は 語る」 と 題し、 次の ごとく 揭 載した。 

A 目下 攻究 中 新政 黨の w 常務 其の 他の 諸君が、 余が 先 H の 意見 發表 以來 余の 態度に 就て 如何の 推測 を爲 しつ >f あり や は 余の 知 

る 所に 非ざる も、 余 は 未だ 新政 黨 脱退の 意思 を 決した るに も 非ず、 又從 つて 同黨股 返の 手績を 了した るに も 非ず、 且つ 新政 黨の 

處 分に 就て 余の 具體的 意見 を 公表した る 事無くして、 唯 だ 桂 公 歿後の 新政 黨を 如何にす 可き やに 就て は、 先般 四 常務 諸君の 意見 

を簡 きたる と共に、 此 等の-諸君に 向 ひて 疑の 有る 所 を 質した る 迄の-事 にして、 新政 黨 今後の 態度に 就て は、 目下 各 常務 諸君との 

間に 攻究 中に 屬 すると 云 ふの 外 無く、 余と して は 四 常務 諸君が 余の 胸中 を 如何に 推測す る 事 ある も、 是れ 以上に 語る 能 はざる も 

のにして、 余の- 脫退 すると 否と は、 此の 問題の 攻究 を 終りた る 後に 於て 初めて 決定す 可き ものな りと 信ず。 

厶 準備 不充分 卽ち枝 公の 死去 は 吾黨に 於け る 重大なる 事件に して、 桂 公 を 中心として 成立した る-吾 黨が、 桂 公 を 失 ひたる 以.. rr 


大英斷 に 出で ざる 可らざる ものにして、 彼の 協力 一致の 申合せ Q 如き、 素より 非難す 可き に 非ざる も、 一片の 申合せ は 未だ 以て 

大に志 を 天下に 有する 者の 廿ん ずる 能 はざる 听 たり。 而して四常務^！？？？；^か、 新 黨の前 に對 し、 果して 如何の 意 を發 表した リ 

や は、 今 聊か 霄 ふ を 憚る 所なる も、 少 くと も佘は 此の 四 常務 諸君の 意 に滿足 し、 若しくは 之に 聽從 する 能 はざる を斷 1ーョ する も 

のにして、 四 常務 諸君の 意見 を 以てして は、 余 等が 新 黨立黨 の极本 目的 を 達する 上に 於て、 用意 極めて 不充分な りと 云 ふに 歸著 

し、 斯の 如くん ば 余 は遣憾 ながら 新政 黨の前 > 迖に對 して ー點の 光明 をも認 むる 能 はざる なり。 

〈情實 論 を排す 然るに Ifi:: 黨 内に 於ても、 動もすれば 桂 公の 遣 志と 稱 して、 徒に 情赏に 囚 はる  >- 者 あるが 如き も、 所の 如き は 却 

て 桂 公の 遺志に 背ける ものと 言 ふ 可く、 余の 如き は 飽く迄も 理性の 正當 なろ 判 斷に訴 へて、 攻む可 くんば 卽ち 攻め、 守る 可 くん 

ば卽 ち 守らん とする 者に して、 胸中 何等 の 成算 あらざる に妄 りに 暗中 に 摸索 せんとす る は 余の 斷 じて 與 みする 能 は ざ る 所な リ。 

去れば 新黨 にして 今後 幾多の 攻究 を遂 ぐる も、 遂に 何等の 成算 をも發 見す る 能 はずん ば、 余 も 亦た 斷乎 として 決する 所 無 かる 可 

らず。 況ゃ 新黨の 今後に 對 する 根本 問題の 決定せ ざる 以上、 本 を 捨て 末に 走り、 輕々 に 地方 遊 說を爲 すと 雖も、 畢竟 無意義の 事 

に屬 する を 以て、 余 は 例 令 ひ 脱黨を 決行せ ざる 迄 も、 當分新 黨の爲 めに は 何等の 積極的 活動 を爲す 事無く、 彼の 大 阪大 會を 初め 

關 東大 會 其の 他の 遊 說に對 しても、 一 切 出動 を 見合す 可し。 

<1 寺 内 伯との 關係 斯 くして 新黨の 前途 を 如何にす 可き やに 就て は、 前に 云 ふ 如く 目下の 所 他の 幹部 諸君との 間に 攻究 中に して 

余が 新黨を 脱する や 否や は 未だ 確定の 時期に 達し 居らざる を 以て、 余が 不幸に して 他日 新黨 と絕緣 する 事ぁリ とせん も、 脫\ ば 後 

に 於て 如何なる 方面に 政治的 新 立脚地 を 求めん とする や は、 毫も 問題に 上リ たる 事無く、 余が 彼の 仲 小路 氏の 去就と 沒 交渉なる 

は 勿論の 事、 彼の 寺 内 伯 擁立 說の 如き は、 荒唐無稽 も 亦た 甚だしき ものにして、 世人の 離間 中傷 も玆に 至って 極まれり と霄ふ 可 

きのみ。 

しかしながら 世 は、 かくの ごとき 伯の 說明を 以てして は、 滿足 する ことができなかった。 世 は 伯が 娃の 他界 後 まだ 
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葬儀 もす まない うちに、 悲境の 同志 を 捨てて 脫黨 する の は、 何となく 不人情な 仕 打で あると 感じた ので ある。 

十月 二十 九日の 東京 日日 新聞 は、 社說に 於いて 「後藤 男の 脫會」 と 題し、 伯 は 同志 會の爲 す 無き を 見て、 寺內 等の 

官僚 系に 復歸 せんとす る ものな りと 諷 示し、 その 賢愚 は 別 論と して、 此の際 同志 會を 去る は、 政治 道德上 果して 正し 

き 否やと 難 じたので あった。 それ は 當時外 間多數 者の 代表的 意見であった らうと 思 はれる。 次の 通りで ある。 

桂 公一 坏の土 未だ 乾かず、 仲 小路 氏の 脫會 につぎ て、 更に 後藤 男の 脫 S^J を 偉 ふ、 新政 黨は 終に 星雲 狀 態より 進化す る 能 はずして 

霧 消の 運命に 逢 著せむ とする 歟。 後藤 男の 脱 返 理由と する 所、 要するに 積極的に 大に 活動す べしと 云 ふに ありと 雖も、 而も 其 主 

張 や 極めて 不自然なる を 免れず。 活動す べしと 主張し、 其 主張の- 容 れられ ざる を 霄 となして、 卽ち脫 余" の 決意 をな す、 豈愛黨 の 

精神に 滿 てりと 謂 ふべ けむ や。 桂 公の 遣 志 重き か、 立憲 同志 會重 きか、 將た 後藤 男 一個人の 立脚地 重き か、 此 三者の 一 を 選み て 

. 後藤 男の 脫會 となれ るの み。 其 理由の 如き は、 表面 幾許の 辦明 あるべし と雖 も、 深く 後藤 男の 心 裡に立 入れば、 思 ひ 半に 過ぐ る 

もの あらむ。 政權 容易に 得べ からず、 尙ほ 何ぞ險 喁を俱 にせむ と 云 ふ もの、 蓋し 後藤 男の 本心 たるべし。 然れ ども 斯の 如き は義 

に 於て 故 桂 公に 背かず となす を 得べき か。 桂 公 床上の 遣 託其效 なく、 新政 黨の 領袖 は、 斯 くして 忽ち 異圖を 抱け リ。 吾 si* 益 故 桂 

公の 末路 を 憐れまざる を 得ざる なり。 後藤 男の 態度に 對 して は、 吾輩 姑く 評論 をな す を 避くべし。 何と なれば、 斯る 際に 於け る 

表裏の 事情、 容易に 捕捉すべからざる あれば なり。 唯 男が 其 自己の 立脚地 を 以て、 如何に 展開 を圃 るべき か、 これ 最も 注意に 値 

する 所なる べし。 政界の 雲 行、 甚だ 穩か ならず、 雷 霆の微 に聶く 所、 -:ioi 何等かの 機微 を 報ぜず とせむ や。 吾輩 は 後藤 男の 異画を 

諒 とせざる にあらず、 然も 其 新政 黨に對 する 政治的 節操に 關 して は、 毫も 之 を 寛恕すべき 理由 を發 見す る 能 はず。 知らず 官僚に 

復歸 せる 後藤 男 は、 其豫 想す る 如く 欲望 を 達する の を 有する や 否や。 

かくの ごとく 當 時の 世評 は 多く、 伯の 脫黨を 以て、 受難 期の 同志 會に對 して、 後足で 砂 を かける やうな 政治的 不德 

0  -   


たの は、 單に 衝突の ロ實を つくる 虚說に 過ぎなかった か 否か。 

ここに、 是れに 關し與 味 ある 二つの 文獻が ある。 それ は 共に 伯が 自分で 卷 紙に 毛筆 を 以て 記した 覺書 様の もので あ 

る。 その 一 つ は、 桂の 病中に 成った もので、 恐らく は 六月 乃至 七、 八月の 頃に 記された もので あらう。 これ は 公表 さ 

れ たもので はなく、 伯 自身 思索 を 纏める の 便宜上、 例の ごとく これ を 手記し 置きた る ものと 思 はれる。 

立憲政治 ノ 運用 上 健全 ナル 政黨 必要 ナル 事。 

一 健全 ナル 政黨ヲ 組織 スルー 一 ハ、 淸淨無 ナル 資金 ノ 充足 ヲ以テ 必要 トス ル事。 

此 點ニ關 シテ、 桂公ハ 三百 萬圓ト 概算 シテ、 之 ヲ自ラ 調達 スルノ 成案 ァリト 開示 セラ レ タリ。 

一政 黨 組織 ノ初 一一 於テ、 其 經費ノ 支給 不足 ヨリ、 無理 ナル 方法 ヲ以テ 姑息 的 一一 處辨 スル トキ ハ、 管-一 其 成長 ヲ害 

スルノ ミナ ラズ、 未來 永劫 洗脱ス へ 力 ラサル ノ 病根 ヲ釀成 スルヲ 免 レサ ル事。 

一 政 黨ハ烏 合 不規律 ノ 集會團 タル へ カラ ス。 必 節制 アル ヲ要 ス。 隨テ 幹部 組織 先 健全 ナ ラサル へ カラ ス。 

此點ュ 關シテ 桂 公 ノ式ヲ 襲用 スル コ トハ、 桂 以上 ノ人ニ 非サレ ハ 不可能 ナル へ シ。 

1 桂 公病氣 全快 再 ヒ政海 一一 活動 スル トキ 一一 ハ、 病前ノ 組織 ヲ變更 スルノ 必要 ヲ感セ ラルへ ク、 隨 テ斷然 革新 ヲ行 

ハル ヘシ。 否 ラサ レハ 近時 此數 月間、 日本 否 東洋 一一 (否 東 西洋 一一) 出現 シ來リ タル 時潮ノ 活動 一一 適應シ タル 國 

運ノ 進行 ヲ全フ スル能 ハサ ルへ キヲ以 ナリ。 

一 今ャ我 日本 國ハ、 黨派 ノ鬪爭 ヨリ モ擧國 一 致ノ 必要 一一 迫 リ居ル 一一 拘 ハラス、 政 友會ト 同志 會トノ 相 闘 ヨリ モ、 
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更 二 政 薩間ノ 不和 ヲ生セ ン トス ル 力 如キ、 公鬪 ハ變シ テ將ュ tiU タル 私鬪 一一 陷ラ ン トス ル モ ノ ナリ。 實 二 危急 

存亡 ノ機ュ 臨 マ ン トス。 

1 此秋 一一 方テハ 一大 活眼 ヲ開 キ、 俗流 ヲ超 脫シ、 小人 輩ノ毀 * 褒貶 ヲ 擲放シ テ之ヲ 顧慮 セス、 一新 畛域ヲ 開示 シ 

テ國： 一一  福音 ヲ授ク ルコトー ー努メ サル可 カラス。 

一 桂 公 ハ 其 偉大 ナル 經綸ト 縱橫ノ 機略 トヲ 以テ 成功 ス へ キ計會 ヲ有シ タリ シナ ラン。 之ヲ 繼承ス ル モノ ハ 少クト 

モ之ニ 肖 タル モノ ナ ラサルへ カラス。 否 ラサル トキ ハ 同志 國民ヲ 率 ヒテ將 來之ヲ アヤ マル ノ責ヲ 免 レサ ル ヤノ 

虞 ナキヲ 得ス。  • 

一 今 ャ桂公 ノ飛微 二 對シ公 ヲ信シ テ立ッ モ ノト、 桂 公ナシ ト雖自 ラ信ス ル處 ァリテ 所謂 文 王 ナシト 雖起ル モ ノト 

. ァ ラン。 此ー 一類 ニ對 シテ、 少クモ 適 當ナル 別 ヲ立テ ヽ 將 來ヲ圖 ラサル へ カラス。 

一月 來各 地方 ヲ 周遊 シ クル 處 ヨリ 群衆 心理 ノ硏 究ヲ 積ミ、 黨員ノ 性行 ヲ精 察シ、 各黨派 トノ關 係ヲ詳 悉シ、 國運 

ノ旣 往將來 一一 照 考シ、 一 大策ヲ 建 ツル ノ急要 アル モノ ト信 ス。 

これ を 以て 見れば、 豐 富なる 政治資金の 準備と、 政黨 組織の 根本的 建 直しと は 桂 在世中からの 伯の 持論であって、 

その 實 現に ついては、 伯 は相當 に眞劍 であった ことが わかる。 

第二の 文献 は、 桂の 死去 直後に 記された ものの 如くで ある。 前揭 時事 新報 (十 二十 七日) の 記事のう ち、 十一 日の 

常務 委員 會 において、 伯が 「懷 中より 草案 を 取 出し」 たと 記して あるが、 これが その 草案であった かも 知れない。 何 

れ にしても、 この 文中に 此の際 同志 會の 改組 成ら ざれば、 むしろ これ を 解散すべく、 解散す る も 立黨の 精神 は沒 せす 


と稱 する 邊は、 彼 一流の 頭の： 免み であって、 この 點 論理的、 法律 的なる 加 藤 等と、 議論の そりの 合はなかった の も 無 

理 はない。 

一 立憲 政體 有終 ノ美其 始選擧 ヲ愼ム 一一 在リ。 其 病根 ヲ除 カント 欲 セハ、 先 其 病原 ヲ 講究 シテ 之ヲ絕 ッコト ヲ努メ 

サルへ カラス。 

1 桂 公 新黨ヲ 組織 スル ャ、 其ノ主 トス ル所、 黨人若 クハ黨 主 ノ爲ニ 非 ラス。 隨テ立 黨自體 二 非 ラス シテ國 家本體 

ノ爲 メナ リ。 故 一一 國家本 體ノ爲 二 ハ、 黨ノ 解散 ハ固 ヨリ 意 トス ル 二足 ラサル ナリ。 - 

1 今ャ桂 公ハ薨 セリ。 其 精 祌ハ死 セス。 同志 會 解散 スルモ 其 主旨 宣言 ハ 不滅 ナリ。 之 力 大目 的ヲ達 セン 爲- 一、 準 

備的 時代 一一 靜止 スルコ ト固 ヨリ 亦 止 ヲ得サ ルナ リ。 

一 今 ャ我黨 人才 二 富ムト 雖モ、 我黨ノ 偉大 ナル 正鵠 ヲ達 スルー 一 ハ、 尙ホ其 性質 一一 於テ其 分量 一一 於テモ 尙ホ足 ラサ 

ルヲ 感ス。 其 資金 一一 於 テモ亦 然リ。 故 一一 此 一一 準備 時期 ヲ更 一一 定メ テ廣ク 人才 ヲ 包容 シ、 且 其資ヲ 募ルノ 先./ 急 

急務 タルコ トヲ 確信 ス。 

今に 至り、 これらの 諸文獻 によって 察する に、 當時 一般に 信ぜられ たる ごとく、 十月 十一 日 常務 委員 會 における 正 

面 衝突 を 2^ て、 單 に脫黨 のロ實 をつ くらん がた めの 伯の 言 ひが かりで あると 斷定 する の は.、 早計で あると 思 はれる。 

伯 は 持說の 貫徹に かなり 眞劍 であった。 恐らく 伯が、 若し 自說 にして 容 れられ すん ば、 脆黨 する も 厭 はすと いふ ほど 

の 意氣 込み で 、 常務 委員 會 に 臨んだ こと は事實 であらう。 

しかし 桂 亡き あと、 新政 黨は よろしく、 大政 友會と 正面から 堂々 太刀打ちす るに 足るべき 陣容 を 整 ふべ く、 若し そ 
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の 成算な きとき は、 むしろ 同志 會を 解散す るに 如かす とい ふの も 一 見識 なれば、 伯の 言 ふが ごとき は 一片の 理想論で 

あって、 現實 的に は 到底 不能 を 人に 强 ふるもの であると する の も、 また 一 つの 無理から ぬ 意見で あつたと 言 はねば な 

らぬ。 當 時に 於いて は、 かかる 新政 黨の 大方 針に 關 する 論爭 よりも、 これ を繞る 政治的 諸 勢力の 衝突 內紛に 幻惑され 

て、 この 同志 會 幹部の 消極 論に 對 する 伯の 積極 論の 衝突 は、 あまり 重要視され なかった けれども、 今日に おいて 冷靜 

に判斷 する 場合に は、 むしろ そこに 重點を 55! いて 考察す ベ きで は あるまい か。 

,  一二、 脫 黨 

伯 はま だ 正式に 同志 會を 脫黨 して はゐ なかった。 しかし 伯 は 常務 委員 會 において、 すでに 脫黨の 意志 を 表示した。 

事兹に 至って は、 晚黨 はすで に 時日の 問題で ある。 さう して これ を 形式的に 決定した のが、 十月 三十 一日の 加 藤 邸に 

於け る 常務 委員 會 であった。 

伯の 脫黨の 意志 表示が、 當 時の 政局に 投げた 波紋 は 大きかった。 それに も 似す、 その 最後の 一幕た る その 日の 常務 

委員 會は、 全く アツ ケ なく 終った。 その 翌日の 報知 新閜は r 脫黨 承認」 と 題す る 次の ごとき 記事 を揭 げてゐ る。 

後藤 男の 同志 會脫黨 間 題 は、 結局 芝居の 打 损 ねに 似た る 形式に て、 三十 一日の 加 藤 男 邸に 於け る 五 常務の 合 を 終結と し、 双方 

共 談笑の 間に 別 袖す るに 決して 幕 を閉ぢ たり。 卽ち常 日 午後 六 時 後藤 男 は 自身 加 藤 男 を 其の 自邸に 訪ひ、 「所謂 後藤 問題 は 其 後 

世間の 離間 巾 傷 あり、 11 摩 臆 說紛 出せる 爲め、 意外の 難 題と なり、 同志 會の 有志 諸君. に 多大の 迷惑 を 蒙ら しめたる は、 予の甚 

だ遣憾 とする 所な り。 今日は 充分 予の 意の 在る 所を陳 ベて、 最後の-決心 を 語らん が爲 めに 來訪 せる 次第たり」 と陳 ベた る を 以て 


加 藤 男 は 「然 らば 卽刻 他の 常務 を も 招きて 協議す る を 便宜と すべし」 と 答へ、 おに 急遽 臨時 幹部せ？ 1 催の 事と なり、 常：^ -i て大 

浦、 河 野、 大 石の 三 常務 及び 仙 石、 若槻等 諸氏の 集 會を請 ひ、 席上 後藤 男 は r 予 の脫黨 問 題に 關し、 同志 會 有志 諸君 ハ多數 が、 

熱心に 留黨 を勸吿 せられた るに 對 して は、 感謝す るに 辭無 きも、 今日に 於て 猶予 は、 仙 石 氏 を 通じて 脫黨の 意志 を 表示せ る^ 

と 何等 事情の 異る もの 有る を 見 ざれば、 到底 意志 を 飜す事 困難な り。 唯予は 同志 會に對 して 何等の 不平 不滿の 感情 を 懐き 居る も 

のに 非 ざれば、 今後 黨外 の-人と なると も、 從前 通り 諸君と 平行の 進路 を 取り、 桂 公の 遣 志 を 成就す る點 にっきて は、 及ばず乍ら 

能 ふ 限りの 努力 を Is. まざる 可し。 故に 諸君に 於ても 予の 衷情 を諒 とせられん 寧 を 望む」 と 述べ、 之に 封し 大滞子 は 「旣に 後藤 

が 吾 々同志と 何等 意志 の 扦 格せ る も の 無く、 义 感情 の 疎隔な しとい ふ 以上、 黨内 に 留ま り て 協心 戮カ黨 の 發展 に 努力 せら れては 

如何」 と 熱心に 說く 所ぁリ しも、 結局 後藤 男の 意志 を飜 すに 至らず、 圓滿 に袂を 分つ に 決し、 夕 一刻 一同 食卓 を 共に して 歡談 にき 

を 移し、 脫黨を 承認す る 事と なりて 散會 せり。 

玆に 伯が、 この 日の ために 用意して おいた であらう と 思 はれる 覺 書の 案が ある。 それ を 左に 掲げる。 

覺  書 

我 力 立憲 同志 會ハ僅 一一 初聲ヲ 發シ、 形 體未タ 成 ルー 1 及 ハス シテ、 忽然 黨首桂 公爵 ノ 薨去 一一 逢へ ルハ、 獨リ 我カ黨 

ノ 不幸 ノ  、、ニー  止 ラス。 顧フ 一一 同志 會ノ 主義 方針 ハ、 偉大 ナル 經綸ト 縦横 ノ 機略 一一 富 ムノ公 在 リテ始 メテ實 行ヲ期 

シ 得へ ク、 不背 新平ノ 如キ、 斡部ノ 一  員 トシ テ私ニ 公 ノ志ヲ 紹述セ ンコ トヲ顧 フモ、 德薄ク 力足 ラ ス、 直 ニー  公ノ 

遣 業ヲ承 クル ノ 至難 ナルヲ 思 ヘリ。 乃 チ預メ 同志 長 友 ノ敎ヲ 請ヒ、 且 ッ自ラ 考慮 ヲ盡シ タル 結果、 爱 一一 暫ク 同志 

ト辭 別シ、 專ラ 微力 ヲ 準備 11 傾ケ、 他日 重來 ヲ期セ ン コ トヲ 決心 シ タリ。 是レ實 一一 不肖 自己 ノ爲 1ー ハ 不利 トス ル 

モ、 國 家ノ爲 一一 ハ 最大 有益 ノ擧 クル ヲ信 シテ疑 ハサ ル所 ナリ。 
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しかし この 覺書 は、 つ ひに 提出す る ことなくして 終ったら しい。 他に 「別 案」 として、 同志 會を 去る 挨核の 原稿が 

のこって ゐる。 これが この 日の 席上で 述べた 挨拶の 草案で あらう と 思 はれる。 事實 この 通りに 述べた か 否か は 別問題 

として、 この 文字に あら はれた ところが、 當 時の 伯の 眞情を 叶 露した も ◎ と 言 ひ 得る。  - 

諸君、 我が 立憲 同志 會が まだ 初聲を 上げた 許りにして、 形 體も具 はらぬ 時に 於て、 忽ち 黨首 たる 桂 公の 薨去に 値 ふたこと は、 御 

同前に 痛恨に 堪 へ ぬ 所であります。  - 

併し公の^^の到底不治のものでぁることは、 疾く御 同前に 覺 悟して 居った 所でありまして、 黨の 前後策に 付ても、 一一 日 はず 語らず 

の 問に 互に 窃に 講究 せられて 居った 事と 信じます。 が元來 同志 會は 公が 唯一 の發頭 人であって、 偉大なる 經綸を 持って 縱 横の 機 

略に 富んだ 公 在りて こそ、 其 立 汲なる 主義 方針 も赏 際に 行 はれる の であります が、 黨の 中心た る 公 亡き後の 同志 ノぼは 如何に すれ 

ば {且 いかと 云 ふに、 公 亡し と 雖も其 政見 を 受け 繼て 行けば. K いと か、 公 亡き 以上 は 愈. -ー 致则 結して 行らねば ならぬ とか、 至 In 

痛快な 議 il も ある やうであります が、 愚见を 以てします れば、 凡そ 政黨 なる もの は 何う しても 中心人物が 笫ー 要件と ならねば な 

らぬ。 旗 許りが 見事で も、 所謂 寄り合 世帶 では、 迚も 高い 理想 を！^ 際に 施して 行く こと は出來 ぬ。 此點に 付て は 政 友 会" を 起した 

价 藤 公 も、 同志 會の桂 公 も同樣 であり ませう。 時勢 3 進 運に 促されて、 旣 成の 政黨に まらぬ 我々 は、 桂 公の 裔發 に！？ 心 激して、 卽 

ち 其 人物 を 望で 傘下に 集った 所が、 不幸に もま だ 半途まで も 行かぬ 内に 其 中心人物に 離れ、 幾た び 呼んでも 英魂 還た 歸ら ぬと 云 

ふ 場合に 於き まして、 公に 代るべき、 否な 代り 得べき 人物 を 他に 求めて みても、 將來は 知らず 今：：！ は、 朝野 を 通して 私の 目で は 

發 見し 得ぬ のであります。 巳に 左樣 である 以上 は、 今の 幹部の 儘の 組織で 行ける かと 云 ふに、 公 病中の 假設 的の ものと して は 格 

別、 ^？もニ大政黨の 一 を 以て ほ 任しつ > -、 3?!: の首腦 もな く媒 鼓堂々 として 陣頭に 臨める ものではありません。 私 は 幹部の 一 人と 

して、 同志 諸君 を 率て 行く贵 任 上から て も、 御 同意 致し 兼ぬ るので あります。 

そこで 私 は 此際世 問の 俗論 や 一 時 的毀眷 褒貶 は頓 著す るに 及ばぬ、 又 故 公に 對 する 私情 も 抑へ て、 斷 然公黨 らしく 將來の 立場 を 

決定して、 黨 内外の il^ 解 を 防ぎ 変い と考 へます が、 若し 此亊は 今日 議 すへから ずとの 御意 見が 多毁 でありますならば、 暫く 私 丈 


け を 除外して 截き 度い の であります C 御存の 通り 私は圭 角の 多い 人 問であります。 桂 公の 如き 大稚 量. を 持った 人なら ば 参く 容 れ- 

て 1  犬れ るから、 共に 行って ゆけ るが、 さう でない と 長い 月日の 問に は 御 互に-面. E  くない ことが 出來 る。 而して其れが黨カ利^» にナ 

もなら ねば 自他の 爲め にも な らぬ e  ； 4 は 改めて 言 ふまで もな く、 恐らく は 諸君 も 御同樣 であらう が、 桂 公が 卽ち 政黨で あ つ て 、 

人と 黨とを 相 別たぬ と 云 ふ 信念 を 以て、 喜で 公の 最終の^ 業に 加 はり、 春來 各地 方を步 いても、 同志 會の 諸君 は 勿論、 同憂の 士 一 

と 相 語った 時 も、 政黨は 書き 附 けの もので ない、 人物で あると 云って、 政. M 會の 今昔 を 感慨な どした 位で、 私の 解釋 では、 何う 一 

しても 炸： 公 亡き後 は、 今の 同志き は 一と 先つ 存立の 意義が 消 ゆる ものと 考 へます から、 私 は 情と して 殆んど 忍びません が、 形ち 

丈け は 同志 會と 離れて、 自己の 力量に 應 して 他の 道 を； il り、 異日 及ばず ながら 公の 志に 酬 い 度い とい ふ 決心 を 致した 次第で あり 

ます C 

最後に 從來 諸君の 御 指導 を 辱 ふした こと を 感謝 致します と 同時に、 將來も 相 變らず 御 厚誼 を 賜ります やう 御 願. & 上げます。 一 

卽ち彼 は、 桂あって の 同志 食であって、 桂 無き 後 は 繼續の 意義な しとい ふ、 人間 本位の 議論 を 主張して ゐる。 この 一 

點は、 政黨は 主義 政策 を 同じう する ものの 結合であって、 人間 は 第二で あると いふ 一 般 知識階級の 政黨 論と 全然 反對： 

である。 さう して、 それが 彼の 脫黨の 非難され た 一 つの 理由で もあった。  一 

また 彼 は、 彼 自身が 圭 角の 多い 人間であって、 桂 以外の 人物 はこれ を容れ ないで あらう と 述べて ゐる。 この 點は、 

加 藤の 人物に 對 する 婉曲なる 不信任の 表明であって、 彼の 脫黨の 心理的 方面 を 物語る に 近いで あらう。  i 

伯の 人生に 於け る 立場が、 終始一貫して 一 も 人、 二 も 人、 三 も 人と いふので あった こと は、 旣 にしば，/, \- 述べた と 一 

ころで ある。 故に、 政黨 創設の ごとき 難事業 も、 桂あって はじめて 可能で、 桂 無き 後の 凡庸 人が これ を繼 承す る は、. 

佛 作って 魂 人れ ざる ものと 同斷 であり、 從 つて 從來の 政黨と 何の 異なる ところな き 政權爭 奪の 一機 關と墮 すべし と、 ； 

第二 章 在野 時代  五 一七 


第三 節 同 志 會 0 黨  五 一 八 

伯は考 へたので ある。 これ 伯が 強硬に、 同志 會の 改組 を 主張せ る 一 つの 理由であった 0 

また 事實 問題と しても、 今日 一 且 他の 四 常務の 說に 屈して、 加 藤の 下位に つき 大浦、 大石 等の 制 肘に 甘ん すべし と 

する も、 結局 は 自らの 枯死と なる か、 乃至 は 後に 至っての 喧嘩 分れと なる かが 落ちと なる であらう。 故にむ しろ 機先 

を 制して 早く 身 を 引いた 方が、 賢明であった とい ふこと もで きる。 

この 常務 委員 會が 伯の 脫黨を 承認す る や、 伯 は若槻 をして 次の ごとき 脫會 理由 書 を 調製せ しめた。 

予カ 立憲 同志 會ヲ脫 退 セン コト- 決心 シ タル ハ、 同會ノ  S 部 其 他 トノ間 一一 於テ、 何等 感情 ノ 衝突 等 アル 一一 ハァラ 

ス。 叉 余力 右 決意 ノ在 ル所ヲ 幹部 一一 內示シ タル 場合 一一 於テ、 风种 部ノ之 一一 對スル 態度 等 一一 於テ、 何等 介意 スへ キコ 

トァリ タル 二 アラス。 余 ハ桂公 ノ遣志 ヲ紹ク コト 一一 付、 目的 ハ 全然 他ノ 諸君 ト同 一 ナルモ 、之ヲ 達 スへキ 手段 二 

付他ノ 諸君 ト其 意見 ヲ異 一一 シ タル 一一 依ル。 卽チ 他ノ黨 員ハ、 桂 公 ノ遣志 ヲ繼紹 スルハ 現在 ノ 創立 事務 ヲ繼 續シ、 

當初ノ 目的 通 立憲 同志 會ノ 成立 及 其發展 ヲ計ル -在リ ト爲ス 一一 反シ、 余ハ寧 II 現在 成立 セ シメン トス ル 立憲 同志 

會ハ 之ヲ斷 念シ、 別途 ノ 方法 ヲ 選フヲ 可 トス ト云フ 一一 在リ。 

また 黨側 は、 世間に 對 して は、 長 嶋隆ニ をして 記さ しめたる 次の ごとき 簡單 なる 理由 書を發 表した。 

後藤 男爵 ハ 桂 公 ノ 立憲 同志 會 創立 ノ 趣 匕 曰 一一 黉同 シ 從來盡 力 シ來リ タルモ 桂 公 ノ 薨去 セラ レ タル, 一 付 公 ノ 遗 志ヲ繼 

紹ス ル上 一一 於テ寧 n 同志 會ヲ 脫退シ 別途 ノ 方法 ヲ選フ ノ便ナ ルヲ信 シ今囘 脱退 ノ： „ ^意 ヲ爲ス 一一 至リ タリ。 

彼の 脱黨 承認が 發 表せられ ると、 俄然と して 留黨 運動が 勃發 した。， 二十 幾 名の 代議士 は、 自動車 を 連ねて 彼の 宮村 

町の 私邸 を 訪問し、 その 鎌 意を勸 めて、 聲淚 共に 下る の概 があった。 しかし 彼 は 頑として 聽 かなかった。 


兹に 於いて 代議士 連 は、 然 らば 彼と 共に 脫黨 して 淸 新の 天地に 一 黨を樹 てんと 敦圉 き、 切々 彼に その 黨^ たる こと- 

を 懇請した けれども、 彼 はや はりこれ を も 峻拒した。 それ は、 旣に 第二 黨 たる 同志 會を 去る 以上、 それよりも 小なる 

第三 黨 乃至 第 四 黨を率 ゆる は、 彼の 所 志ではなかった。 彼 は單身 孤立の 2^ 地に 歸 つて、 自由 獨 立の 活動 を 開始しょう i 

と 決心して ゐ たので ある。 

しかし 脫黨當 時、 彼に 浴びせられた 天下の 惡罵を 顧れば、 少數 なりと 雖も、 天下の 同志の 來集を 峻拒す る こと は、 _ 

尋常一様の 決心で は出來 難い ことであった。 そして 彼が この 誘惑に 迷 はす、 又 一時 目前の 感情に 練され なかった こと： 

は、 取り も 直さす、 彼の 後年の 發展を 可能なら しめたる 所以で あつたので ある。  一 

この 留黨騷 動の 一段落つ いたと ころで、 彼 は 十一月 一日 附、 次の ごとき 書翰 を 在来の 黨內 同志に 送り、 その 立場 を 

明かに した。 

拜啓 深 秋冷 氣之 候に 御座 候虚、 益. - 御寧 健被爲 在、 敬慶之 至に 奉存 候。 然者 小生 立憲 IE 志 會返會 を 決心 致 候 は、 深き 所存 も 有 一 

之 候 ことにて、 其爲め 一時 非難 攻擊の 焦 點と相 成 候 こと も 當然の 事と 覺悟致 候處、 各位が 殊に 從來の 御 厚誼 を 重 じられ、 懇到整 

高 敎を賜 はり、 且つ 熱誠 を 以て 小生の 再考 を 促され 候 は、 3M に 小生の 過榮 として 感激に 不堪 所に 御座 候。  ： 

小生 此 度の 進 返に 關し 候て は、 一切 辦解致 候 こと を 自ら 慎み 候 決心に 有 之、 隨て 今更 何事 も 申 上べき 瑰. S 無 之、 已に 今： W と 相 成 一 

候て は 黨に留 ろ も黨に 益な きを 感知し、 遣憾 ながら 返會を 決心 致 候 も、 畢竟 身 を黨 外に 置き、 徐に故 公の 志に 酬いん こと を 期す 

る は 終始 相 り 不申は 勿論に 候 得 共、 唯 X 從來志 を 同く せる 諸君と 一 時 分袂す るの 止むな きに 至り 候 こと は、 衷心 悲痛と する 所 

に 御座 候。 各地の 同志に 對 して は、 苟且に も 不信の 責 追れ 難き を自覺 する も、 必ずや 今日の 始末 を慚 謝する と 同時に、 更に 前 5^ 一 

を 相 誓 ふの 機來 るべき を 堅く 信し 候。 小生 は 自己の 誠意 を 推して 他日 を 期待す る もの、 今日 何等の 惡聲 汚名 を相受 候と も、 是曾 _ 
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て 蒙る 厚き 御 信愛の 反照に 候 得 は、 寧ろ 榮譽 として 甘受し、 好意 を 以て 之に 答 へん こと を 希 ひ 候 次第に 御 候。 

各位が 世間 囂々 の毀譽 に御頓 著な く、 卓 然として 道理 以上、 寧ろ？， I 乎た る 情誼 を 以て 留黨を 御； i 被 下 候 御高 義は、 深く 感謝す る 

所に 候 得 共、 最早 如何 共 難 致 場合に 至り 居候 ことにて、 終に 貴意に 副 ふ 能 はざる は、 吳々 も 恐 懦の仕 合-、 偏に 御 諒恕奉 願 上 候。， 

右 御體旁 X 奉 得 貴意 度 如此に 御^ 候。 顿首。 

かくして 伯の 同志 會脫黨 の 一幕 は 閉ぢた C 一方 同志 食の 方で は、 その後 結黨の 準備 著々 として 進行し、 十二月 二十 

三日、 築地 精 養 軒に おいて、 結黨 式が 行 はれた。 會 する もの 加 藤、 大浦、 大石、 河 野、 島 田、 ST 武富、 若槻、 片 

岡、 坂 本 を はじめ、 貴衆兩 院議 員、 前 議員、 全 國黨員 等 約 千 八 百 名であった。 

この 結黨 式に おいて、 加 藤 高 明が 正式に 總理に 選ばれ 大浦、 大石、 河 野の 三人が 總務に 指名され た。 さう して 大浦 

と 坂 本と が 報告 使と して、 桂の 墓前に 派遣され た。 

一 三、 大風 一過 

脫 黨の騷 ぎが 片附 くと、 伯の 身 邊は寥 廓と してきた。 洵に 大風 一過、 萬籟闐 焉の觀 があった。 

伯 は 飄然と して、 湘 南の 別業に 赴き、 朝 暾夕雲 を 友と して ゐた。 

葉 山から 歸 ると、 来訪の 時事 新報 記者に 對 して、 伯 は 次の ごとく 語った。 同紙 はこの 記事に 「後藤 男の 立場」 と標 

題し、 更に 小 見出 をつ けて 「男 曰く、 余 は 政界の 破産者な り」 と 記した。 

△ 新政 黨脫黨 後 余 は 葉 山に 於け る 生活 は 極めて 單 調なる ものな りき。 余が 數十 年來の 政治的 生活の 繁累を 離れ 

て 初めて 徐ろに 風月に 親しむ の 機會を 得たり。 唯； 、して 相模灣 頭波靜 かなる タ、 思を國 運の せて 


余が 宿 昔の 志 何時 果っ 可き かを考 ふれば、 葉 山の 秋 は 一 入 寂寞なら ざるに も 非す。. 天下の 事 や 時事 皆 非 なれば な 

り。 余 や 不肖と 雖も 常に 忡々 の 憂心 を 抱きて 日夜 國 事に 思 を 絶たざる に、 時運 余 等の 志に 添 ふや 否や は 解き 難き 

疑問に して、 < ^が 今後の 立脚地 を 政黨に 求む 可き か 否か さへ 未だ. 泥沌 として 一 も 定まる 所 無く、 少く とも 今後 半 

年 乃至 一 年の 間 は 余が 苦しき 烦悶の 時代なる 可し。 

△ 半年 乃至 一年の 後 機運 動かば 乃ち 蹶起して 運動 を 起す 可く、 否ら ざれば 或は 永久に 余が 政治的 生活の 終媳を 

見る に 至る や も 知る 可ら す。 余 は 今日の 黨 弊の 犬なる を 憂 ひつ.^ あり。 自治 體も經 濟界も 悉く 黨 弊の 蹂躪に 任せ 

て、 政 友會ゃ 今日 其の 形骸 甚だ 犬なる に 似た る も、 天下の 信任 果して 能く 政 友 會に向 ひつ k あり や。 或は 恐る 政 

友會 領袖の 胸中に は 唯 だ 黨勢擴 張の 方略 饒 かにして、 經世濟 民の 大 抱負に 至りて は 一 も 之れ 無き に は 非ざる か。 

彼等が 官僚政治 家の 政 黨操縱 を 以て 誠意 無し. と 云 ふ は 可な り。 然れ ども 自ら 幾 十 百 萬の 黨員 を踏臺 にして 黨 略に 

耽る は 誠に 寒心に 堪えす。 政界の 弊 竇には 非ざる か。 余 は 新政 黨に 在りて 親しく 地方の 狀況を 視察した るに、 黨 

弊の 極まる 所 人心 漸く 政 友會を 離れん とすと 雖も、 地方の 人々 が眞に 憲政の 本義 を自覺 する に 至る や 否や は、 未 

だ 容易に 吾人の 了解す 可らざる 所に して、 憲政の 前途 は 甚だ 遼遠な りと 云 ふ 可し。 是れ 余が、 

△  、ノ ンザ 同盟 の 政綱 を飜譯 せし 所以に して、 政黨の 人も黨 外の 人 も、 黨 弊の 外に 超越して 地方自治の 發 達を圖 

り、 經濟界 の獨立 を企畫 する 所以の 道 は、 當 今の 時勢に 於て 余は最 要の 急務と 信 すれば なり。 然るに 世人の. S 測 

の簽 だしき 之 を 以て 余が、 

△ 小 數黨を 樹立 する の 準備な りと 評す。 余 は 新政 黨脆黨 後 全く 政界の 破産者に して、 余が 政界に 於け る 財産と 
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言 ふ 財産 は 時計 も 指環 も 悉く 奪 ひ 去られて、 單身 孤立語る に 友 無き は 余が 現 狀の僞 はらざる 吿白 なり。  < 水 にして 

若しも 爵位 を辭し 貴族院 を 去り 得 可 くんば、 或は 尾 崎 君 等の 如く 小黨を 提げて 大黨の 横暴 を 制する や も 知る ベ か 

ら ざるが、 余 は 未だ 斷乎 として 黨界に 新 旗幟 を樹 てんとす る 迄に 民心の 歸嚮を 察知す るの 程度に 至らす。 若し 夫 

れ 余と 寺內 伯との 關係を 云々 する に 至って は 政界の 事情に 通ぜ ざる も 亦 甚だしき ものにして、 

△ 由 來寺內 伯 は 共に 政 權爭奪 を 語る 可き 人， に 非す。 勅命 一 度 伯に 下らば 直往邁進して 聖旨に 應へ んも、 勅命の 

下らざる 限り 異を 立て \ 政 權を爭 はんとす るの 人に 非す。 叉た 余 は寺內 伯と は 平生 親近の 間柄に 在りと 雖も、 萬 

一 寺 內內閣 成立の 曉に余 を 內閣の 一員たら しめんと する や 否 やすら 甚だ 疑 ひ ある 位な り。 長 州 派の 政 客が 悶々 の 

情 押さ へ 難く して 現 內閣に 陰謀 を 企て つ 、有りと 言 ふ も、 恐らく は 長 州 派 政治家の 實カを 買 被りた る ものに は 非 

ざる か。 桂 公の 坏 土が 未だ 乾かす とも 借金の 催促 を爲す 理由に も 非 ざれば、 脫黨も 可な り 陰謀 も 可な り 叉た 新ら 

たに 政黨 を計畫 する も 可 なれ ども、 余の 新政 黨脫黨 は敢て 新政 黨に 敵對 する 所以に 非 ざれば、  < 水の 心臓に 黴菌の 

生ぜざる 限り、 未だ 容易に 謀反 を 起す 事無く、 唯 だ 夫れ 六 根淸淨 して 静かに 時運の 變を 察せん のみ。 

かくして 伯が、 同志 會を 去って 政界に 孤立す ると、 間もなく 伯の 殘 したる 中 村是公 以下 は滿鐵 より 追 はれ、 暫くし 

て 家庭 內に 於いても、 實弟亲 七の 財政 上の 不始末から、 伯 自身の 資産に 大打擊 を 受ける やうな ことが 起った。 

南風 競 はす、 伯 は 內外俱 に 苦境に 陷 つた。 牢獄 を 出で て 房 州 保 田の 海岸に 悠 遊した る 日 以來、 生れて 二度目の 受難 

忍苦 時代が、 伯の 上に 廻って きたの だ。 


一 四、 夏季 大學と 新聞 聯盟 

この 隱忍 雌伏 時代に、 伯の 爲 しつつ あった こと は、 無黨派 聯盟の 計畫 であった。 それ は 一方に は 地方自治 圑體を 政 

黨 的鬪爭 より 擁護 せんとす る 企てで あり、 また 一 つに は、 大 新聞の 聯合に より、 公正なる 輿論 を 指導 せんとす る こと 

であった。 

これが 爲 めに 伯 は、 或は 獨逸 中世の 、ノ ンザ 同盟の 歷史 を飜譯 せしめて 小冊子と して これ を 同志に 頒 分し、 或は 通俗 

大舉會 を 作って ュ ニヴァ ー シティ •  H キス テン ショ ンの實 現 を 試み、 叉 は大擧 敎授を 集めて、 實際 家と 會 合せし め、 

學俗 接近 を 試みた。 この 通俗 大學會 の 運動と して、 伯が 初めて 起した のが 輕 井澤の 夏季 大學 で、 翌年 は 長 野 縣木崎 湖 

畔 にも 同様なる 夏季 大舉を 起した が、 これが 次第に 全國に 波及して、 今日の ごとき 夏季 大擧の 隆盛 を 見る に 至った の 

である。 

通俗 大學會 は 彼の 志と 遠 ひ、 遂に 十分の 發展を 見る ことなくして 終った けれども、 それ は 後年に 至り、 夫の 政治 倫 

理化 運動の 中に その 一 部の 收穫を 得た。 卽ち 小冊子 「政治の 倫理 化」 が、 大約百 萬 部 を 賣り盡 し、 低廉に して 平明な 

る 政治 書が、 大衆 的に 讀 まるる に 至った とい ふこと である。 

かかる 擧俗 接近、 學 問の 普遍 化 運動に、 伯 を 助けて その 志 を 遂げ しめたの は、 主として 新 渡戶稻 造であった。 

次に 伯は大 新聞の 聯盟に よって、 健全なる 輿論の 作興に 貢獻 せんと 志し、 しば 祕 書の 菊 池 忠三郞 を 下阪せ しめ 

て、 大阪 朝日 新聞と 大阪 1 母 日 新聞と を說 かしめ た。 
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菊 池の 直接 交涉 したの は、 大阪 毎日 新聞社 長 本山 彥 一で、 本山から 菊 池に 達った 書翰 七 通が ある。 その 第一 信は大 

正 三年 二月 十日 大阪 より 發し たもので、 その 文中に r 扠夫ノ 一件 一一 付 而も、 一度 會見 (註、 村山龍平との會Q^?指す) 相 

談致 候處、 一方より 見れ ハ、 今日 ハ其 好機 會 なるや も 知れす 候へ 共、 叉 一方より 見れ バ、 時機 未だ 熟せざる の感 あり 

とて、 進行 躊 as 致し 候樣の 次第」 云々 と ある。  • 

又 同年 三月 五日の 第二 信 は、 東京に 於いて 警 {f が 政府 反對の 群集 を擊 退の 際、 拔劎 して 新聞記者 を 一?^ 傷した る 事 

怦を 契機と して、 大阪に 於いて、 曾て 伯より 提案 ありし 新聞 同盟の 端緒 を 開いた 旨 を 報じて、 次の 如く 記して ゐる。 

責翰拜 見 仕 候。 愈 御 安静 奉賀 候。 陳者今 囘夫ノ 警官 傷 事件 等 之 問題 勃發致 候-一 付、 兼 而計畫 之 新聞 聯合 同盟 之 

端緒 を 開き、 先以 朝日 毎日 協議 會を 開き、 引績 近畿 記者 大會を 開き 候處、 多數 來會、 幾分 之 效果も 有 之 たるべく、 

• 併 何分 各自 意見 を 異にし、 互に 利害 關係も 有 之、 全然 一致 之 行動に 出 候 事 ハ六ケ 敷、 隨 而其效 果も大 ならざる 事 

と奉存 候。 但 朝日 毎日 二 新聞の 聯合 一致 ハ、 近畿 各 新聞社 一 一大なる 印象 を與 へたる こと ハ、 會議の 席上 一一て 各社 

員 之 演述上 明白 一一 認め 得られ 申 候" 今後 大事 件の 起る に從 ひ、 時々 囘を累 ね、 互 一一 意思 疎通 致 候 上ハ、 案外 好 結 

果を 得、 隨而國 家社會 一一 益す る 所 多き に至ル へき 敷。 此邊 精々 注意 致 居候。 

今 囘暗號 電報 御調 製 御 囘付被 下、 正-一 拜手仕 候。 併せて 御 來示之 趣 敬 承 仕 候。 男爵 閣下へ も 宜敷御 致 聲被下 度 奉 

願 候。 右 拜答旁 集 會內容 の 要領の み 申 上 度。 草々 頓首。 

三月 十七 日附の 第一 二 信 も 亦、 新聞 聯盟の こと を 記して 次の ごとく 言って ゐる。 

拜啟仕 候。 愈莉安 靜奉贺 候。 陳者ハ 先日 ハ 態よ 御 、- 候へ 共、 毎度 失禮 のみ 打 返 候 段、 恐悚之 至-一 不堪 候し 


其 後關西 記者 大會も 開設いた し、 區域も 擴大、 演說會 等 非常 之人氣 なりし 事ハ、 新聞紙 上- - 一ても 御 承知 相 成 候 半 

と奉存 候。 併 各 新聞社 內部之 一 致 結合 二 至りて ハ、 乍遣憾 未だ 充分 圓滿 一一 鞏固 -ー 至り 兼 中 候。 小生、 實 ハ 此點 - 一 

於て 苦心 致 居 申 候。 此邊御 諒察 可 被 下 候。 

扱 明日 ハ 本社 新聞 置 萬壹千 號發刊 一一 付、 小生 も 一 文 を 草し 宣言 致 候 事 有 之 候。 是レ 一一 ハ旣往 之 史を 語らす、 專 

ら 時局の 問題 一一 付 新聞 聯合 之 急務 を 陳辯致 候。 御 一 覽御 批評 可 被 下 候 右 要用 迄 申 上 度。 

しかし これが 本山の 該問題に 關 する 記述の 最後の ものであって、 それより 以下 第 七 信に 至る まで 全く 此の 件に つい 

ては觸 れてゐ ない。 

機 遂に 熟せす して、 新聞 聯盟の 事 は 中絶す るに 至った ので ある。 

一 五、 論文 「政 黨 の 將來」 

この 當時 伯の 筆に 成った 興味 ある 一 論文が ある。 それ は大阪 朝日 新聞の 新年 讀物 として 起稿した もので、 大正 三年 

1 月 三日の 同紙に 載って ゐる。 

この 論文 は 伯の 讀 書の 範圍を 示す 點に 於いて、 叉 伯の 社會 現象の 研究者と しての 立場 を 示す 點に 於いて、 多くの 示 

唆 を與へ る。 蓋し 伯 は、 好んで 英國 憲法 史の 講義 を聽 いた。 殊に 口 1 'レンス •  口 ー ゥ， -ル の 名著 「英國 政治 論」 は、 

或る 英語 學者 をして 全部 飜讀 せしめて 之れ を聽 いた。 また 伯が 生物 學に 興味 を 有し、 社會 現象 を 生物 舉 的に 觀 察した 

る は、 须贺川 時代 及び 臺灣 時代に 於いて 旣に 論じた ると ころで ある。 
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この 「政 黨の 將來」 と稱 する 論文に 於いて、 伯 は 日本 將來 の政黨 が、 決して 英國 の政黨 そのままの 形に 於いて 發達 

せざる べき こと を 論じ、 民主政治の 實體 が、 實は 寡頭政治 である こと を說 いて ゐる。 この 點に 於いて 伯の 政治的 態度 

は、 プレ ー ト ー の 所謂 哲人 政治、 卽 ち高尙 なる 貴族政治であった こと を 看取し 得る。 

政 黨の將 來に關 する 立論 は、 勢ひ國 家の 共通 性と 特異性と に 鑑みて、 旣往と 現在と に徵 して 多くの 材料に 依って 之 を判斷 すべき 

であるが、 是は專 門の 學 者の やる ことで 自分 は學術 的に 其 材料 を 集めて 仝き を 致す 事 は出來 ぬ。 併我國 の政黨 並に 立憲政治 は尙 

淺 いので あるから 他國 の歷史 を參考 として 論ずる ことが 出來 る。 其 趣 llni で 聊か 我國の 政黨の 將來に 就て 述べて 見ようと 思 ふ。 今 

日の 國家は 有機 體卽ち 生活 體 であって、 國 家の 機 務は 生物 學の 原則に 因る ベ しと 學 者が？？ へ るの みならず、 自分 も 常に さう 思う 

て 居る。 英 國のシ に-一 ー . の政黨 心理 學中 にも、 英人は 系統的に 事 を 知る を 好まぬ、 臨機 應 變 で 寅 際に 處理 する ことに 努め 

て 居る、 是れ 一 は 歴史 一 は 法律 一 は 慣例、 皆 其 成文に 據ら ずして 無意識的に 合理的に 發 達して 居る が 故に、 英國 憲法の 發達は 機 
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械 的に 非ず して 生物 學的 である、 故に 本 能 的の 活 力 を 有す、 然るに 英 國に模 做した る 列國の 憲法 的 政治 は、 初めより 化石 

して 活力 を 失 ひ 居れり 云々 と 云うて 居る。 此事は 大に我 立憲政治 並に 政黨 の將來 を判斷 する に參考 となるべき 金言で はない か。 

英國 憲法 の 發達は 機械的 に 非ず して 生物 學的 で あ る ことが、 最も 我 政黨員 の 注意す ベ きま 柄で は 無い かと 考 へる。 然るに 我國人 

が往々 英國の 議院 政治 を 模範と して 一 躍して 此 域に 達せん と 試みる やうで ある。 其 勇氣ゃ 賞すべし と雖 も、 其 注意に 於て は餘り 

粗暴 急激に 失する もので はない かと 思 はる。 胃 頭に 述べた る 如く、 生物 は 共通 性と 特異性と ある。 國 家に 於ても 亦然 りで、 此事 

は 政 黨と云 ふ 有機 體卽ち 生活力 を 有する 團體の 上に も 亦 同 一 である。 例へ ば 我が 國 民に は英國 民の 夫と 同じ やうな 保守的の 観念 

が ある だら うか。 英 人の 保守的の 觀念は 其の 强所 にして 同時に 弱點 であると 云 ふこと は 世界の 公論で ある。 我國 人に も 斯樣な 性 

質が あるか 何う か、 其の 他 諸般の 惯習、 歷史 等に 於て 社 余 "生活 上、 國家 生活 上、 其 性質 分量 を 同う する ことがあり や 否や。 是等 

を 顧みず して 直に 英國 に發 育した る 或る 生物 を 日本に 移して 果して 過ちな きを 得べ きか。 是れ我 政黨の 將來を 論ずる に 於て 最も 

慎重なる 注意 を 要する 問題で はない か。 試み に 尾 張 大板を 東京に 植ゑ 若く は 洋犬 洋馬を 移して 各地に 於て 馴化し な い 事を考 へ た 


ならば、 立憲政治；^ 上に 就ても、 政黨の 上に 就ても、 思 ひ 牛ば に 過ぐ る ものが あらう C 東京に 移 L た Cti? 張 大根が 數年 を舾て も 本 

性 を 有して 居る か。 又 洋犬 洋馬の 如き 稍 形を變 じても 其 最も 良き 所の 性質の み を造傳 する か C 或は 其弱點 が遣傳 せられて、 却て 

其 塞 暑に 堪へ 艱難に 堪 ふる 所の 强ぃ 力に 於て は、 土産の 犬馬に 劣る とい ふ 終 驗を得 やしまい か C 此の 如く、 民族的 本性の 特 稀の 

尊 55; 小すべき 本性 を 維持して 改善の 货を舉 ぐると いふ こと は、 犬馬の 改善に 就て さ へ 難い ことで ある。 是は氣 候 土地の 關 係が 大に 

與 つて 力 ある ものと 言 はなければ ならぬ が、 是と 同樣に 立憲政治 にしても 政黨 生活に しても 諸般の 社會 的、 歷 史的 關 係に 於て 容 

易に 模倣し 能 はざる こと は 明かで ある。 

故に 英國 憲法と 同一 の 編成 を爲 し、 英 11 政黨と 同一 の 網 領を 以て 組織して、 同一 の 結果 を 見る こと は出來 ぬので ある." 是は我 日 

本のみ ならず 列國 共に 英國の 憲法 政治 を 模倣 せんとして 成功した る 例 は 1" どない と 云 ふこと は、 者の 吾々 に敎 へ る 所で ある" 

(中略) 又：. ー レンス •  a 1 エル の說 をして、 s 分の， 記憶す る 所に よると、 世に 云 ふ 所の 民主 政に も 制限 をして 居る ので あるが- 

英國の 憲法 は 不文律で 無制限で 所謂 圓轉 滑脫 である。 米國は 之に 反して 明文に 制限が あり. - 英 II の 政治 は 民意 を 代表す る ものと 

云 ふけれ ども、 人民の 多数が 國政を 執る に 非ず。 又 投票 は 殆ど 通と 成って ゐる けれども、 政治 を 執る もの は 少数の 人に 限られ 

て 居る。 英國は 制限 ある Itjj 「王政に して 同時に 制限 ある 民主 政な りとの 說 あり。 憲法 學者ロ ー ド • ブ 口 ッカァ は 英國の ふ： a ぶ 法 政治 を 

ァ リノ 、トク 1 フ シ I 

ピラミッドに 譬 へて 居る。 其 墓 底 は 人民であって 中 一!^ は 財産 智識 ある 貴族、 尖 頂 は 皇室で、 此 一 一一の 者が 相竣 つて 堅固なる 憲法 

國 を 組織して 攀 ると 云うて 居る。 但し 此ァリ スト クラ シ ー なる 言葉 も、 十八 世紀 或は 十九 世紀の 初めに 川 ひられた る 語と 今日の 

と は 意味が 違って 居る。 其 資質の 進化して 智識の 發達を 見る ァリ スト クラシ ー であろ。 要するに 社會的 政治的 紳士 階級なる もの 

は 英國の 政治 を 掌る 人に なって 居る ので ある。 普通 投票が あると 同時に、 而も 其 モッブ の 跋扈 を 見ず して 止む 所以の もの は、 厳 

然 たる 秩序の 存 して 居る が爲 である。 決して 他國の 企及し 得ざる 所以で ある。 (中略) 

近來 世の中に 二 大政 黨 論と 云 ふことの 聲 が 隨分行 はれて 居る。 然し 英國に 於ても、 今日は 昔の やうな 二 大政 黨が行 はれて は 居ら 

ず、 又 各國に 於て、 英國の 二 大政 黨の歷 史を羡 慕して 模 做せん とせる ものが、 多く は 失 肷に陷 つて、 其 《3 初 模倣 を 企てた る 如き 

目的 を 達す る こと 能 はざる は、 識者 の 知 る 所 である。 
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抑 も • 政黨は 世に 云 ふ 二 大政 黨對 立な ど 云 ふが 如き 單 純なる iHi! 別で 成立す る もので はな い。 學 者が 政黨の 種類 を區 別す るに 非常に 

苦心 をして、 種々 な 類別が ある けれども、 多くの 點に 於て 列國 共通の 類別と はならない。 而 して 各 II の 特異性に 依って 分類 を 多 

くす るが 常で ある。 併し 立憲政治 を 行 ふに 赏 つて、 政黨を 無視す る こと は 何う しても 出來 ぬ。 唯 政治的 黨淤は 利益と 威厳と 實行 

行動との 三者 を備 へなければ ならぬ。 此點に 於て は 理想的の 政黨を 組織す るに は、 反 對黨の 存在して 居る こと を 第一 の 要素と し 

て 居る。 然ら ざれば 自黨の 分裂 を來 すので ある。 然れ ども 政黨は 必ず 革命的で はいかぬ。 進歩的 ならざる 可から ず。 义 保守的 精 

神 も必耍 である。 伊太利、 佛蘭 西の 政 黨は國 民 性に も據 るので あらう が、 鬼に^ 政府 願 覆 的で あると 云 ふこと は、 政 黨の爲 に Is 

むべき である。 (中略， } 

要するに 代議 政體 なる もの は、 一時 多數 政治で あると 云 ふこと を唱 へた けれども、 それ は 間違 ひであって、 代議 政體は 寡頭政治 

である。 而 して 平民 政治、 平和主義、 社會 主義と 稱 する ものに 於ても 種々 の 變遷を 綞 て、 マルクス 信仰の 誤解なる. こと を #51 り、 

ル ッソ I 信仰の 誤謬なる こと を 悟った。 畢竟 目的 は國 民の 下等 階級に 依り 社會を 統治す るに 非ず して、 進化の 程度と 共に I 加す 

る 多 數の國 家 公民の 階級に 依て 秩序 的の 惯習 を爲 し、 其 一 派の 利益の 爲に する 政治 を 作す と い ふ 事に なって 居る。 下級 階級に 依 

つて 支配 せられる もので はない。 玆に 於て 民、 王政 體の變 遷が愈 進んだ 譯 である。 昔 は 平民 政治と いへば、 例へば 民衆 及び 下層の 

階級 は 上 暦の 階. 級に 比すれば 一 層 聰明で ある、 其 民衆の 裁決 は 大國を 適當に 指導す る 能力 を 有して 居る と 云った ので、 一 切の 官 

吏 は 年々 選擧 する が {且 い、 1^ 開戰 とか 講和と かに 於ても 仝國 民の 裁決 を 取る が {n:- いとい ふ 信仰 を 有って 屛 つた。 此 時代に 於て は 

感情 並に 其 情熱が 理性 智識 义は 客觀 的の 判斷の 能力 を 凌ぐ 程の 危險を 見る に 至 つ て 居った。 然るに 近年に 至り 極端なる 平民 政治 

を 主張す る 者で も、 平民 政治の 政黨の あらゆる 弱點 及び 其 限界に 對 する 見識が 頗る 發 達して、 一大 進步を 現す に 至った。 是れ則 

ち 平民 政治 ほ 身の-最良なる 進步 と其敎 育の 力で ある。 

ロテ I シ ヨン 

。フ ラトンの 說に、 國 政の 轉 位 は 天子より 貴族に 移り、 貴族より 平民に 移り、 更に 平民より 君主に 歸 ると 言って 居る。. 是が卽 ち 

上文に 云 ふ 議院 政治 は 寡頭政治に 歸 すと 云 ふ 事で、 昔の 人 も 見て 居った ので ある。 此 事が 果して 常 を 得て 居るならば、 將來の 政 

黨 なる も 力 を 判新亍 るに 維から ざるた  r 中.^, >   


以上 述べた る 所より して 考察 したならば、 日本に 於け るお 來の政 黨と云 ふ もの をお 察 L 判 斷 する ための 原則 を 求め、 其 料 を 集 

むる ことに 於て 思 ひ 半ばに 過ぎる も-のが あらう。 併し 冒頭に 述べた 如き 理. S に 依り、 日本 政黨 の將來 を判斷 しょうと すれば、 自 

分の 攻究の 足ら * さる こと を 自ら 感ずる S である。 

伯の 同志 會脫 黨當 時の 意見 を、 この 一 論文と 對 比する ときに、 そこに 吾人 は 一脈の 思想 的述 關を發 見す る。 伯 は、 

蘇 峰の 批評の ごとく、 「訓練され たる 頭腦」 を 有せ ざり し 人で ある。 ゆ ゑに その 意思表示 は、 席 突に して 論理的 精確 

を缺 き、 人 をして 脫 線と 評せし めた けれども、 その 心內に 立ち入りて、 思想の 脈絡 を迎 ると きに、 吾人 は、 この 一見 

唐突 非 論理なる 言動 は、 實に 地下に 燃 ゆる 火焰の 火山 山嶺より 爆破す るの 類であって、 山 底に 常住の 火圑 ある 如く、 

伯の 心內 にも 一 定の 思想 體系 は存 して ゐ たので ある。 

第 四 節 對大 隈內閣 

一、 大 隈內閣 成立 

大正 三年 三月 二十四日、. 山 本 權兵衞 內閣が 所謂 シ ー メンス 事件 を もって 倒れる と、 後 繼內閣 問題に 關し、 政局 は甚 

しく 紛糾した。 元老 會議 はしば 開かれ、 後任 首相に ついて 鳩首 凝議した。 

元老 會議 において 先づ 推薦され たの は、 貴族院 議長 德川家 達であった。 しかし 德川 はこれ を拜辭 したので、 次に 元 

老會議 は、 山 縣の發 案に より 大隈重 信、 加 藤 高 明、 淸浦奎 吾、 伊藤巳代治、 平 田 東 助、 寺內 正毅、 後藤 新 平の 順序で 
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推薦しょう とした。 (世 外 井上 公 傳に據 る) 然るに 松 方 はま づ淸 浦が. H からう とい ひ、 大山が これに 黉 成した ので、 山 

縣も 同意して、 大命 は淸 浦に 降下す るに 至った ので ある。 かくして 淸浦 は、 全力 を 擧げて 組閣の 準備 を 急いだ が、 海 

軍 大臣 经衡に 就いて 一頓 挫を來 した。 ために 結局 組閣 不可能に 陷り、 四月 七日に 淸浦は 宮中に 參內 して 大命 を拜辭 す. 

るの 巳むな きに 至った。 

淸 浦の 失敗と ともに、 時局 收 拾ます，^ 困難と なると 見る や、 決然と して 病驅を 提げ、 輿津 の別墅 から 東京に 驅け 

つけて きたの が、 元老 井上馨であった。 壯年 時代の 一 徹な氣 象 を そのまま 持續 して ゐた彼 は、 私情と 行掛 りとの 一 切 

を擲 つて、 多年 薩長の 敵であった 大隈重 信 推薦の 一途に 猛進した。 彼 は 他の 元老 を說 得し、 また 大隈 を說 破して、 遂 

に大隈 內閣を 成立せ しめた。 

大隈は 果して 如何なる 內閣を 作る であらう か。 叉 伯は大 隈に對 して、 如何なる 態度 を 取る であらう か。 

伯 は旣に 首相 候補者の 一 人と して 元老 會議の 話題に も 上って ゐ たこと であり、 又 大隈の 基礎と せんとし たる 同志 會 

內に は、 依然として 伯の 同情者 は 存在した ことで も あるから、 大隈の 大命 拜受當 時には、 伯 も 亦 入閣す るので は ある 

まい かとの 觀測も 一部に は 行 はれて ゐた。 のみなら す 政界の 一部に は、 大隈を 推薦す るに 至ら しめたる は、 伯の 運動 

も亦與 つて 力 ありと 爲す もの すらあった ので ある。 

當 時の 新聞の  一 二に よって、 伯の 動 靜を窺 ふに、 先づ 三月 二十 七日の 大阪 朝日 新閜 は、 「後藤 男の 躍起」 と 題して 

次の ごとく 記して ゐる。 

？! MJiJ 男が Jw, とかして 騰 内閣の  一！ チ を？： i ち 降ん とい： 《?5^=(  つる は 事. V  . 乘巳 6^: 治チ 及び  一 一 に も內閣 Q 祖織を 


i,  更に ixl  -  ^is.  3W りひ， 

是れ大 伯 をして 三淤を 率ん て 内閣 を 被 織せ しむる に 於て は、 自分の 常然 の^ 利と して ；；^ 子 をお 領し 得べき ものと たし、 松 下 

某 等 をして 山縣 公、 土方、 E 中兩 伯に 說く所 あらしめ たれば、 兩伯 は數： w 前 某 高貴の 方を訪 うて、 山 本 内閣 を彈劾 をな したりと 

傳 へらる。 W して！？ 0 一十 五日 田 中 伯 は山縣 公邸に 在りて 公の 歸京を 待 受け、 大隈伯 推薦 云々 に 就て 懇談す る 所 ありた リと。 

また 三月 二十 八日の 中外 商業 新報 は 「後藤 男 暗中飛躍、 私に 人閣 を獨斷 す」 と 題して 次の 如く 報じた。 

曩に 新政 黨を脫 して 悠々 自適し っ& ありし 後藤 男 は、 海軍 問 題勃發 以來、 暗中飛躍 を 試みつ 子； めり し は 人の 知る 處な るが、 殊に 

昨今の 活躍 は目覺 しく、 廿 五日 午前 及サ 六日 午前 は淸浦 子爵 を訪 ひ、 <廿 六日 未明 は 椿 山 莊及平 £ 子を訪 へる 形跡 あり。 又寺內 

伯大浦 子との 密議 は廿 四日 夜行 はれたり との 事に て、 鬼に 角 同 男 は、 何人が 首相た る も 自分 は 必ず 閣員 一 椅子 を 占む るに 至る ベ 

しと 眤近 者に 語りた ると、 昨今の 飛躍と を 綜合して 推察す る 時には、 同 男の 行動 は 最も 注目に 値すべし。 

これ 等 新聞の 報道が、 悉く 眞相を 穿ち をる や 否やに ついては、 疑問 を 插む餘 地が ある。 しかし この 政變の 際、 伯が 

相 當活遞 な 活動 を 示した こと は事實 であり、 四月に 人っても、 再三 元老 井上 を訪 うて 密談して ゐる。 何れにしても、 

山 本內閣 に對し 終始 反對の 態度 を 取って ゐた 伯が、 これに 代る ベ き 新 內閣に 好意 ある 態度 を 取るべき こと は、 寧ろ 當 

然 のこと であった。 況んゃ 伯と 大隈 との 間に は、 性格 上 相 =^ハ 通す る 幾多の 點を 有した る を や。 

大隈が 徹頭徹尾 陽性で 樂天 的であった こと は、 頗る 伯と 相似て ゐた。 その 世界の 大局 を達觀 して、 日本の 事相に 對 

處 せんとす るの 態度 も 亦 相似て ゐた。 その 想像力 豐富 にして、 一見 空 粗 放漫と 見えつつ、 しかも 內心は 用意周到 にし 

て 事 を 輕 々しくせ ざると ころも 相 類して ゐた。 ことに 高談 放 語、 客 を 引き、 靑年を 近付け、 眼中 何人も 無き ごとき 豪 

快 さが、 甚 しく 兩者を 同型と した。 その 性情の 淡泊に して 恩 響と もに }g 然として これ を 忘る る 底の 襟度に 於いて 殊に 
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相 近かった。 

素より 兩 者の 性格に 於いて は、 相 異なる ところ も 亦少々 でなかった。 しかしながら、 世上に 同類 型の 人物 を 求む と 

せば、 伯と 大隈の ごとき は、 蓋し 甚だ 近似せ る 人物の 範疇 內に 人るべき こと は 疑 ひなかった。 

然るに 運命 は、 從來伯 を 山縣と 寺內の ごとき、 性格 趣味 全然 相 異なる 人物の 側近に 置き、 相 近 かるべき 大隈 と反對 

の 地位に 立た しめて ゐ たので ある。 いま 天 は 伯と 大隈と を 接近せ しむべき 唯一 の機會 を惠ん だ。 しかし 二人 者 は果し 

て 相 結び 相扶 けて 政界に 馳驅 する であらう か。 

此の 時 同志 會內 にあって、 いは ゆる 後藤 派の 直系と 目せられ たる 非 幹部 派の 人々 は、 伯 を 入閣せ しめんと して、 能 

意 努力した。 なかには ひそかに 祕密會 を 開いて、 「大隈 伯の 推薦せ る 閣員 は 吾人の 欲せざる ところ なれば 新に 後藤 男 

の 人 閣を大 隈總理 に 迫らん」 と. S. 合せ、 實行 委員 を 擧げて 斡 部に 會見を 申し込んだ けれども、 幹部に はねつけられて 

非常に 激昂した とい ふやうな ことが、 傳 へられた ほどで ある。 

然るに 四月 十六 日 成立した る大隈 內閣の 閣員 中には、 伯の 名前 は 人って ゐ なかった。 それ は 理由の ある ことで あつ 

た。 卽ち大 喂 內閣は 加 藤 高 明 を 中心とする 內閣 として 成立した からで ある。 四月 十日、 井上から 蹶起 を 促が された 大 

隈は その 歸途加 藤を訪 うて 下相談 を 行 ひ、 その 同意 を 得て やう やく 組閣の 決心 を 固めた ほどで あり、 從 つて 大 隈內閣 

は 一 部から 「準 加 藤 內閣」 と稱 せられた ほど、 加 藤 中心の 內閣 であった ので ある。 さう して 加 藤 は 同志 會脫黨 者た る 

伯 を 再び 迎 へて、 內閣內 に 一 厄介者 を 加へ ようとの 意思 は 毛頭 持って ゐ なかった。 

大 隈內閣 閣僚の 顏觸れ が、 殆ど 悉く 加 藤の 方寸に よって 決った ことに 對 する 不平 は、 果然、 何人に 內務 大臣の 椅子 


を與 ふべ き やの 問題に つ いて 爆發 した" ま づ國民 黨の犬 養 は 入閣 を 拒絶し、 中正 會の尾 崎が また 多大の 不滿を 示した 

ばかりでなく、 同志 會內の 不平 組 もこれ に應 じて 起ち、 若し 加 藤お よび 二、 三の 幹部に して 猛省せ ざれば、 脫 黨を辭 

せす とまでい きまく に 至り、 結 ns: 內相 は大隈 首相の 兼任で、 お茶 を 濁さざる を 得 なくなった ほどで ある。 

しかし 新內閣 成立 當時、 伯 は 依然として 奵意 ある 態度 を もって これ を迎 へた。 六月 二日の 東京 朝日 新聞の 記事が、 

伯の 當 時の 心境 を 物語って ゐる。 それ は 五月 三十 一日、 下阪 中の 伯 を とらへ て 感想 を 叩け る 記者に 對し、 伯の 放談せ 

る ものである。 

僕 は 政界 を隱 返した よ。 新聞で は 笫四黨 とか 云 ふ もの を どうかす る 野心 を 持って ゐ るなん て 嘘の 皮 だ。 何時までも 今の 樣 に氣樂 

に暮 したい .0 父 僕 等 をして 氣樂に 慕させる は 天下 泰平の 時で、 謂 は V 國 家の 幸福 だ。 世 問で は較も すれば 僕 を 何 かしない では 一 

日 も 過ごされぬ 人間と 思って 居る さう だが 其 樣な事 はな い。 モウ 政治に は 麻痺して 仕舞った。 夫れ ァ朿 京に！ ると 客が 多い さ。 

朝から 晚 まで 絕 間がない。 けれども 政治 上の 話は少 い。 焚 業 家 や 坊主 や 神主な どを對 手に して 色々 な 事 を 聞く も而 白い。 モウ 年 

も 寄った のかね。 年が寄つ たと 云 へ ば大隈 さん は 豪い ね。 是 まで 宮中 儀式な どに 彼の 骨格で 長い間 直立して ゐ るの を 見た 丈け で 

豪 いと 思 つて 居た が、 今度 は 進んで 難局 に赏 るの を 見て 益 豪 い と 思 ふ。 勿論 思 ひ 切つ て 起った の に は 素 晴ら し い 抱負が あ る に il 

ひない。 伍し 人物が 人物 だから、 歷 代の 首相の 樣に、 コ ッ と 小さ い 穴 を 掘ぢく つ たり 埋めたり する やうな ケチな 抱 ではな 

からう。 閣員 連 は 彼方から も 此方 かも 拾 ひ 集めた もので、 隨分 粹を拔 いた 積り だら うが、 素より 大隈 さんと は 比べ ものに はなら 

ぬ。 夫れ 丈大隈 さん は頭拔 けて ゐ るから、 閣員 連 は 何 かに 就けて 我を張る 勇氣が あるまい。 結局 大隈 さんの 心の中に 捲き 込まれ 

て、 謂 は^ 感化され て 終 ふだら う。 内閣の. li.; 命 は 閣員の 一 致統 一 に 在る。 大隈 さんの 閣員が 残らず 感化され て 終って、 鹏て統 一 

される の だから、 内閣 も 磐石と なる の だ。 僕 は大隈 さん を 以て 前 内閣の 首相と は數等 秀れて 居る と 思 ふば かりで なく、 歷 代の 首 

相 中 極めて 稀な ものと 思って 居る。 其のお 手 並は是 から 拜 見す るので、 未だ 日が 淺 いから 何も 批評す る こと は出來 ぬ。 國 K の 政 
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治 思想の 進んで 來 やうが 餘 りに 急速で、 僕 等が 是 まで やへ て 居った のと は 進み 樣が 早い 樣だ。 併し 世間 も 隨分六 かしくな つて 來 

た。 斯う 云 ふ有樣 では、 之までの 樣にズ 力/ \と 無責任の 法螺 も 吹 けんで はない か。 同樣 に大隈 さん も隨分 苦しいだ らう。 今迄 

の 主義 を 捨て 八方に 心 を 配って、 極く 慎重に 重苦しく 國政を 料理し なければ ならぬ。 世の中に は 政 黨と云 ふので 大隈 さん を 是非 

する もの あるが、 之 は無瑰 だ。 大隈 さん は是 迄政黨 に關係 はない。 謂 は V 批評 者の 立場に 居った。 政黨は 其の 言動 を 直に 實 際に 

行 はんとす る もの だが、 批評 者 は 人心 を 指導して 輿論 を 作る もの だ。 成 行 懸り上 同志 會は 味方す る だら うけれ 共、 大隈 さん は 

同志 會 ではない。 其大 さん を 政 黨とー ふ 目で 見て、 其 事業 を 批評す るの は 大問違 ひだ。 僕 等 は 出來る だけ 保護した いと 思 ふ。 

隨分 難局 だよ。 お 氣の毒 だ。 考 へて 見た まへ、 日本 は隨 分外 阈 から 買 被られて 居った。 夫が 近 顷は輕 蔑され 始めた。 輕 蔑の 上 は 

干戈 だ。 是迄 戰爭の 起った の は皆輕 蔑され た果 だ。 李鴻 章に 輕 蔑され て 日 淸戰爭 が 起り、 ァレ キン I フ に輕 蔑され て 日露 戰爭が 

起った ではない か。 輕 蔑され 始める の は油斷 ならぬ 時 だ。 大隈 さん は 疾に氣 が 付いて 居る だら う。 夫 だけ 苦しいだ らう。 同愦す 

. るよ。 マ ァ國民 一致して 扶け樣 ではない か。 

かくの 如く 伯 は、 最初 大隈內 閣に對 して、 好意 ある 態度 を 持して ゐた。 この 大隈 に對 する 伯の 好意が、 直ちに 加 藤 

に對 して し て 好轉し 得べ き や 否。 水 はすで に 分水嶺 を 下 つ た ので ある。 

二、 東洋 銀行 設立 案 

支那 を 如何にして 統制 あり 繁榮 なる 國 家に 仕立てようかと いふ ことが、 終生 伯の 腦裹を 去らない 問題であった。 そ 

れは 臺灣の 日に 始まり、 滿鐵に 於いて 緒に 就き、 桂內閣 時代に 於いてし ば/ \- 新 計 畫を樹 てた 所以であった。 

いま 大隈 內閣の 成る とともに、 伯 は 再び 支那 問題に ついて 一新 剖 案 を 編み 5! した"  -、 


金融 機關を 設立し、 以て 財政の 建 直し を 試みし めんと する の 案であった。 事實、 支那の 安定 は 財政の 建 直し， 

り 来らざる ベから すと する 伯の 意見の 發 露であって、 後に 說く ところの 支那 阿 汁 統制 案と 並んで、 伯の 支那 再建 ニ大， 

長 策の 一 をな す ものである。  - 

大正 三年 七月 五日、 伯 は 箱 根に 靜 養に 赴き 同月 十一 日夜、 歸 京した。 それ はこの 滞在期間 一週間に、 東洋 銀行 設立 一 

計畫の 草案 を脫 稿す るた めであった。 そのこと を當 時、 伯と 同行した 長嶋隆 二が 次の 如くに 語って ゐる。  一 

大正 三年の 七月 頃、 支那 問題に ついて 意見 を 書く やうに と 云 ふこと で、 私 は 伯と 御 一 緖に箱 根の 湯元の 今村繁 三- 

氏の 別 莊に參 りました。 主人 は 無論 來てゐ ない。 約 十日 間 二人 だけで 寝食 を 共に し、 支那 問題で 意見 を 伺ったり； 

私の 意見 も 申 上げたり しました。 さう して それ を 毎日 私が 書いた。  一 

その 意見の 大要 は、 日本と 支那と が經濟 的に 密接な 提携 をし なければ ならぬ。 それ は 日本と して 是非とも 必要で 一 

あり、 叉 支那の 利益で も ある。 日 支の 間の 國 交の 親善、 經濟關 係の 圓滿と 云 ふこと が、 日本の 世界に 立つ 政策の 一 

基礎 だ。 それ を實 現す るに は、 日本の 方から 誡意を 示して 掛ら なければ ならぬ。. その 具體 的の 方法と して、 二 億" 

圓の 支那の 金融 機關 11 銀行の やうな もの を 作り、 日本から 一億 出資す る、 支那の 方から 出資す る 一億 は 日本が 一 

支那に 貸して やる、 大體に 於て 二 億を棄 てて 褂 つて、 それに うるさい 條件ゃ 何 かを附 けない、 全く 日本が それ を- 

出して、 さう して 支那の 開 發の爲 めの 金融 機關 にす る、 さう して その 總 裁の やうな 者 は 支那 人に して、 副 總裁を I 

日本人に して、 さう して 經營は 日 支兩國 人が 共に やる けれども、 目的 は 支那の 經 濟の爲 めと 云 ふこと で、 犧牲的 

にこの 仕事 を やらなければ いかぬ と 云 ふ 案です。 その 案 を具體 的に 書 上げました。 丁度 歐洲 戰爭の 始まる 前の こ 

一 
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とで、 それ をす つかり 書 上げまして から、 元老の 諒解 を 求めた。 山縣 公、 松 方 公 は 御 自分で 直接に お出に なり、 

井上 侯の 方 は 私に 代って やれと 云 ふこと でした。 そこで 與津に 井上 侯を訪 うて 賛成 を 得た。 それから 平 田さん に 

も 御 相談が あった。 平 田さん から 山縣 公と 松 方 公に 話して 貰って 御 黉成を 得てから 御 自分で ぉ會 ひに なった。 そ 

れ から 總理 大臣の 大隈 伯に 進言して 總理 大臣の 賛成 を 得ました。 

かくして 東洋 銀行 設立の 計畫 は、 著々 として 進 渉した ので ある。 然るに 首相 大隈 は、 その 直接 交涉の 責任 を 伯に 託 

し、 それが 熟したら、 政府が それ を實 際に やる ことにしようと 云 ふこと になった。 然 らば その 結果 はどうな つた か。 

長 嶋は繽 いて 語って 曰く。 

丁度 支那の 公使の 陸宗舆 氏が、 その 夏 箱 根の 宮ノ 下の 奈良屋 に 居られた。 私 も 奈良屋 に 丁度 行って 居った。 それ 

. から 後藤 伯が 富 士屋の 方に 態 々来られて 泊って、 富 士屋の 後藤 伯の 部屋で 公使と ぉ會 ひに なって、 この 事 を 話し 

た。 これ は 日本 政府の 同意 を 得て 居る、 ただ 下 打合せ を 自分が やる ことにな つて 居る からと 云 ふ 意味で 公使に 話 

され、 公使が 本國 政府に 打電して 交涉が 始まった。 大分 交涉は 進んだ のです が、 支那の 方で も、 時機 を 少し 見る 

. と 云 ふこと でした。 丁度 袁世 凱の 大總統 時代で、 事柄 は餘程 圓滿に 進んで 居った。 ただ 日本の 內閣の 方が 大隈總 

理は 同意した けれども、 加 藤 外務大臣 などが さう 乘氣 でなかった やうです。 それが 遲れた 一 つの 原因で せう。 し 

かしこの 問題 はす， I つと 繼續 的に やって 居りました。 その 內に 翌年に なり 歐洲 大戰が 始まって、 かう 云 ふ 問題が 

實 行の 出来ない やうな 狀態 になって しまった。 若し この 時に この 案が 實 際に 成って 居ったなら、 歐洲 戰爭が 始ま 

つても、 日 支關係 はすつ と變 つて 居ったら うと 思 ひます、 然るに 二十 一箇 條 問題から、 兩 國の爭 ひが 始まって、 


到頭 今日まで 相 乖離す る有樣 になった が、 若し あれが 出 來てゐ たら、 さう 云 ふこと なしに 行ったら うと 思 ふ。 こ 

の 問題が 或る 處 まで 進んで 最後の 實現を 見る までに 行かなかった こと は 非常に 殘 念でした" これに は 後藤 伯 は 非 

常に 力を入れて 居りました。 

まことに 長 島の 語る がごと く、 それ は 日本に とっても、 また 東洋に とっても、 非常に 殘 念な ことであった。 

三、 歐 洲大戰 の勃發 

大正 三年 七月 末、 伯 は 家族 を 伴って、 箱 根 蘆の 湯の 紀國屋 に 避暑して ゐた。 和 子 夫人、 姉 初 勢、 並びに 筆者 夫婦の 

五 人 連れであった。 

人に 外國 書を讀 ませて 聞く ことのす きであった 伯 夫妻の ために、 筆者 は コ ー ナン • ドイルの ブ リゲデ ィァ ー • ジ ェ 

ラ ー ルの 武勇 談を 讀ん だ。 殊にし ば/ \ ナボレ オンの 出て 來る この 小說 は、 頗る 伯と 和 子 夫人 を與 がらした。 筆者 は 

路傍の 樹の 蔭で よく、 三人の ために この 書 を讀ん だ。 その 前の 冬 も 熱 海の 別莊で 一家の ために、 リットン 卿の 「ボム 

ペイ 最後の 日」 を讀ん だ。 それ は 多少な りと も 英文 學を 伯に 紹介して おきたい とい ふ考 へからであった。 

さう いふ 時に 伯 は、 平和な 溫柔な 家庭 人であった。 浴後の 一時、 肥えた 軀を 涼風に なぶらせながら、 綠 蔭に 坐して 

うれし さう に 小 說の話 を 聞いて ゐた。 

しかし さう いふ 泰平 無事の 日に、 世界 は 急速 力 を もって 一 大悲釗 に 向って 驀進しつつ あつたの である。 

六月 一 一十 八日 サラ H 1 ヴ ォ に 放 たれた 拳 銑の 一 彈は、 全世界 を驅 つて 急湍の 中に 奔 逸せし めすに はゐ なかった。 填 
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太 利の 最後通牒から、 八月 一日に は 露國の 動員、 獨 逸の 對 露宣戰 と、 事件 は 走 馬燈の ごとく 囘轉 し、 遂に 戰禍は 極東 

にまで 波及した。 . 

すな はち 八月 三日、 英國 政府 は帝國 政府に 對し r 英國 ハ參戰 スルー 一決 セリ。 而シテ 此ノ戰 亂ノ餘 勢ハ更 一一 進デ 極東 

方面 二 波及 セ ンモ未 ダ知ル ベ カラ ズ C 此 ノ如キ 場合 一一 至 ラバ、 日本 政府 ノカ ヲ藉ス ニ吝ナ ラザラ ン コトヲ 望ム」 3 曰 を 

申 送って 來た。  - 

大隈 內閣は 直ちに 臨時 閣議 を 開き 協議の 結果 「萬 一英 國 一一 シテ、 戰爭 ノ禍中 一一 投ズル 一一 至リ、 且ッ 日英 協約 ノ 目的 

或ハ 危殆 一一 顏ス ル等ノ 場合 一一 於ィテ ハ 、 日本 ハ 協約 上ノ 義務 トシ テ、 必要 ナル 措篮 ヲ執ル 一一 至 ルコト アルべ シ」 とい 

ふ聲 明を發 表した。 

然るに 八月 七日に 至り、 更に 英國 政府 は帝國 政府に 書 を 致して、 「獨 逸ノ 東洋 艦隊 ハ 極東 方面 二 於 ケル英 國人ノ 商 

船ヲ 脅威 シテ 支那 海ノ 安全 ヲ 妨害 スルヲ 以テ、 日本 艦隊 ハ、 獨逸 艦隊 ヲ驅逐 スルー 一助 カシ、 極東 一一 於ケル 日英 協同 ノ 

利益 ヲ 防護 セラ レ ン コトヲ 望ム」 と 申し 来った。 

この 日 午後 十 時、 大隙 首相 は早稻 田の 私邸に おいて 臨時 閣議 を 開き、 加 藤 外相より 對英交 涉經過 を 報告し、 閣議 は 

日英 同盟の 誼に 基き 參戰 する ことに 決定した。  . 

かくして 大隈 首相 は翌 八日、 內閣に 於いて 元老 會議を 開き、 參戰 問題に 關 する 閣議の 經過を 報告して その 黉成を 求 

めた ところ、 元老 側から は參戰 時期に 就いて 種々 痛烈なる 質問が 出た が、 しかし 結局 は 內閣の 案 を容れ た。 よって 大 

隈 首相 は、 十五 日 御前 會議 を赛 請し、 獨 逸に 對 する 最後通牒 を 決定し、 御 裁可 を 得た。 而 して 對獨 宣戰の 詔觔は 同月 


一 一十三 日澳發 された。 

然るに この 最後 通 中に ある 字句から、 重大なる 政治問題 を 惹起す るに 至った。 卽ち右 通牒 中 「第二、 獨逸 帝國政 

府は 膠州灣 租借地 全部 ヲ 支那 國 一一 還 附スル 0 的 ヲ以テ 一 千 九 百 十四 年 九月 十五 日限 リ、 無 惯無條 件 一一 テ日 $^ 國 {R: 憲 

二 交 附スル コト」 なる 項目が 插 入され てゐ たが、 これが 朝野 識者 間の 大 問題と なり、 囂々 たる 是非の 論 を 捲き 起した 

ので ある。 大暖內 閣が對 支 外交の 難 礁に乘 上ぐ るの 端 は、 實 にこの 參戰 決定への 措置に おいて 發 したので あった。 

さて 大隈 內閣が 急遽 參戰に 決定した ことに ついては、 伯 はこの 當時、 次の ごとく. 手記して ゐる。 

一、 八月 初旬、 英國 政府 ハ 日露 戰爭當 時 一一 鑑ミ、 今囘歐 洲戰爭 一一 關シ、 可成 日本 帝國參 加ヲ烦 ハサ サル 希望 ナル 

旨 通牒 シ來 リタ リト 聞ク。 果シ テ眞ナ ルカ。 

一、 八月 八日、 我 政府 ハ自ラ 進 テ獨逸 一一 對シ 宜戰ヲ 公布 セン トシ、 元老 會議 ヲ開キ タルー 一、 元老 質議 一一 明答 スル 

事 能 ハス シテ、 遂 一一 十四日 最後通牒 迄 遷延 シ タリ ト 傳フ。 

此 間英國 一一 對シ 日本 陸海 軍ノ義 愤國論 沸騰 茶 シク、 若シ 膠洲灣 占領 ノ爲獨 逸 一 一宜 戰 セサル トキ ハ、 現 內閣願 覆 

ヲ見ル 二 至 ルノ虞 アル ヲ以 テ、 英國 政府 ノ 同意 ヲ 要求 シ タリ ト 傳フ。 又 ー說ニ ハ、 英國 政府 ハ單ニ 膠洲灣 付近 

二 於テ獨 逸假想 軍艦 ノ 横行 ヲ 監視 スルー 一止 メ、 支那 一一 陸軍 軍隊 ヲ 派遣 ス ル事ヲ 不可 トシ テ、 東洋 平和 ノ爲 日本 

ノ戰鬪 行動 ヲ 抑止 ス へ シト 通牒 シ來 リタ リト 傳フ。 

叉ー說 一一 ハ、 日本 ノ 希望 一一 ヨリ、 楊子 江 以南 ハ英國 自ラ之 ヲ警衞 スルヲ 以テ、 其 以北 一一 於ケル 自由 行動 ヲ許 ス- 

支那 ノ 平和 ヲ 保護 スル 爲、 膠州灣 以外 可成 限 局シテ 陸兵 ヲ上 ル樣致 サレタ シト、 囘 答シ來 リク リ トモ 傳フ。 
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卽ち伯 は、 當時 まだ 大隈內 閣に對 して 好意 を 失って ゐ なかった ので、 大隈 首相の 措置に 對 して は、 疑惑と 痛心と を 

もって 眺めた けれども、 未だ 正面より 非難 攻撃す るに は 至らなかった ので ある。 

しかし 八月の 下旬に 至って、 伯の 對大 隨 內閣 態度 は 次第に 硬化し 來 つた。 さう して 伯が 早く も內閣 破壤の 運動 を 開 

始 したりとの 噂 すら、 新聞紙 上に 宣傳 される やうに なった。 特に 內閣の 外交に 慊ら ざる 元老 山縣と 通じて、 大 隈內閣 

を 倒 壌し、 朝鮮に ある 寺 內を擔 ぎ 出さん として ゐ. るな どと いふ 具體 的な 噂まで、 傳 へらる るに 至った ので ある。 

大正 三年 十 一 月 七日の 毎夕 新聞 は 報じて 曰く。 

現内閣の 外交が、 加 藤 外相の 私見と 大隈 首相の 附 和に 依って、 輕々 しく 妄斷の 傾き あり。 此の儘に 放任し 置かん に は、 國 運の 危 

殆に 導くべき 虞 あるより、 松方老 侯の 如き も 捨て置き 難しと なし、 憤然 蹶起して 外交 財政に 亙り 監視 を 厳に L つ 乂 ある は旣 報の 

. 如くなる が、 別に 飛報 あり。 政界の 寒 星 を 以て 目せられ 居れる 後藤 男 は、 五日 京都に 赴きて、 六日 入洛すべき 山縣 公を迎 へ、 帝 

國 外交に 關 する 重大問題 を議 せんとす と。 

山 公 憂慮 甚大 右に 就て 本社の 探閗 する 所に 依れば、 山縣 公の 現下 時局に 就きて 憂慮せ る こと は 他人の 想像 以上に して、 老の 一 

徹、 至急に 相當 警戒 を 加 ふる か、 若く は 内閣 を 更迭して、 今少しく 世界の 大勢に 通じ 軍國の 政務に 任ずる に適當 なる もの を 以て 

大政に 當 らし めんとの 意 あり。 去月の 元老 會議 以來、 公 は 親近なる 政 客の 來り訪 ふ 每に此 必要 を 論じ 居たり。 

後藤 男の 11M 意 而 して 後藤 男 亦 去月 末山縣 公を訪 したる 時 之を說 かれた る を 以て、 觀氣滿 々たる 後藤 男 何條只 聞き流し になす 

べき。 我が 志 をな すは此 機に ありと 許りに、 巨星 間 を 奔走し、 顷來 一個の 腹案 を 立て、 旣に之 を 京 城なる 寺 内 伯に 電報したり。 

寺內 伯の 起 否 後藤 男の 迎電に 接した る 寺 内 伯が、 果して 山 公 並に 後藤 男の 意見に 贅 し歸來 する や 否や は 未だ 知る 可らざる も、 

山 公藤 男の 意 は、 正に 寺 内 伯 を 京都に 迎 へて、 特に 中央 政界 gfj 視を 避け 協議 せんとす るに 在り。 而 して 其 S1 の 腹案 は、 現內 

の 外交 方針に 對し 一 種の 條件を 提議し、 若し 現内閣に して 之 を容れ ざるに 於て は、 一 蹂 して 現閣 を打续 せんと 云 ふに あるが 如 


しと 傳/ ら る C 

この 新聞記事が、 どの 程度まで 眞 相に 觸 れてゐ るか は 別問題と して、 伯の 大隈內 閣に對 する 態度が、 好意的 中立よ . 

り、 次第に 反對 へと 轉 向しつつ あった こと は事實 である。 

四、 支那 特派 說 

對獨 宣戰の 決定され た 八月 八日の 內閣 元老 合同 會議に は、 井上 疆は 出席し なかった が、 彼 は 長文の 意見書 を 認めて、 

これ を大隈 首相に 途 つた。 その 中に 於いて 彼 は、 日本 は英、 佛、 露と 誠實 なる 聯合 的團結 をな し、 この 基礎 を 以て 支 

那を 懐柔す るの 策 を 建つ ると 共に、 後藤 を 特使と して 支那に 送り、 袁世 凱を說 得して、 日 支 提携の 實を擧 げしむべし 

と說 いた。 

この 時 井上 は 使者と して 望月 小 太郞を 東京に 派遣した ので あるが、 その 大隈 首相との 會見顚 末につ き、 「世 外 井上 

公傳」 (第五 卷三六 九— 三 七 〇 頁) の 記す ところ は 次の 通りで ある。  . 

望月 は 公の 命 を 奉じて 直ちに 歸京、 十日 朝 先 づ大隈 を 訪問し、 右の 箇條書 を 示し、 遂條 公の 意の ある 所を說 明し 

た。 大隈は その 趣旨に 賛成し、 全く 公と 同意見で ある 旨 を 答へ たが、 只英 支兩國 への 代表者 人選に 關 して は 難色 

があった。 公 は 英國に は 都 筑馨六 を、 支那に は 後藤 新 平 を 推したい 希望であった。 當時英 國には 公の ：1 子 勝 之 助 

が 駐英 大使と して 居り、 支那に は 日 置 益が 公使と して 駐在して 居た。 公の 考へ では、 この 時局に 當 り英怫 露の 聯 

• 絡 を 執り 適宜の 活動 を 期す るに は 勝 之 助よりも 都筑を 勝れり とし、 叉袁大 總統を 我が 掌中に 納める ために は、 襟 
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度 豁達な 後藤 を拔擢 し、 日 置 を 指導せ しめる に 如かす とした。 然るに 都筑も 後藤 も 就中 後者 は 同志 會脫退 後 加 藤 

と 疎隔 甚だしい ものが あり、 狹 量な 加 藤の ことであって 見れば 容易に 之 を容れ ると も考 へられぬ が、 大隈 として 

も 亦 之 を 無理に 强 ひる ことの 出 來ぬ內 情が あり、 旁ぶ 公の 希望 實現は 極めて 困難ら しい 大隈の 口吻であった。 • 

望月 は 早稻田 邸を辭 去した 後、 目白 椿 山 莊に山 縣を訪 ひ、 この 井上の 提案 を 示した ところ、 山 縣も亦 これに 黉意を 

表した。 しかし 大 隈內閣 はこれ を實 行しょう としなかった。 かくして 八月 十五 日の 御前 會議 となり、 つ ひに 對獨 最後 

通牒と なった ので あるが、 この 最後通牒 中の 字句が、 つ ひに 政治問題 化する に 至った こと は、 上述の 通りで、 それに 

は 井上、 山縣を はじめ 元老の 多く もまた 黉同 しえざる ところであった。 井上 は 八月 二十 二日に 至り、 更に その外 交對 

策 を 望月に 口授して 大隈 首相、 山縣 及び 松 方に 傅 達せ しめたが、 その 中に 於いて 再び 彼 は 日、 英、 露、 佛四國 同盟 締 

結の 急務 を說 くと も 共に、 後藤 を 支那に 特派すべき こと をカ說 した。 右の 文書 は 五 項より 成り、 そのうち 伯の 支那 特 

派に 關 する こと は、 五の 「同盟の 實行 方法」 中に、 次の ごとく 記されて ゐる。 (世 外 井上 公傳 第五 卷三八 四ト五 頁) 

. 而 して 此四國 同盟に 對 する 日本の 義務 は 勿論 極東の 地域に 限るべし。 右の 腹案 は 十分 首相、 山 公、 松 侯 御 熟議 被 

下 度、 且 首相 は自 から 露 大使 マ レゥ イッチ、 佛 大使 ル 一一 ョ ー ル 氏と 會見、 露、 佛 との 成效確 實の豫 定出來 たらん 

に は、 石 光電 火の 瞬間に 於て 英國 大使の 協力 を 得る 樣 望み 度、 此 間の 掛 引は隈 伯の 老手に のみ 望む 事 を 得ん。 尙 

日佛 銀行 成立に 關 する 井 侯の 意見 は、 山 公に は 詳細 合點 する 様相 話し、 日佛 銀行へ 佛資を 吸 人し 日佛 銀行より 支 

那の袁 に 貸付る 事。 何と なれば 袁は 一方に は五國 借款の 不可能と、 他面に は 關稅收 人の 大減 落より 資金 缺乏、 其 

困難 想像に 餘り あり。 此時 こそ 日本が 袁 を懷柔 する の 好 時機な らん。 但し 袁は 一方に はジ ヨルダン、 他方に はモ 


リ ソンの 聯鎖 的- 面 あり。 之に 對抗 して 我 日 置 公使に て は 不安心な り。 {儿 しく 襟度 を活 達に し、 袁と 提携し 得ら 

るべき 後藤 を 派遣して 日 S 公使の 指導者たら しむべし。 或は 伊集院と 云 ふ 人 ある も、 伊集院 は曩に 支那 公使たり 

し 時、 袁 と共に 南方 を抑壓 したる 事 は、 或は 支那 將來 に對 して 此 際の 派遣 恐らく は 其 人に 非 ざらん。 

しかし この 井上の 提案 は、 再び 加 藤の 担む ところと なって、 果 されなかった。 

五、 解散 反 對の覺 書 

對 獨宣戰 以來、 次第に 內閣反 對に轉 向しつつ あった 伯 は、 大正 三年 十二月 五日、 第三 十五 議會の 召集 せらる る 前後 

に は、 純然たる 反對 者の 地位に 立って ゐた。 

當時 衆議院に 於け る 各派の 分野 を 見る に、 政 友 會は百 八十 四 名 を もって 第一 黨の 地に 居り、 國民黨 は 三十 二 名、 立 

憲 同志 會は 九十 五名、 中正 會は 三十 六 名 を 有し、 政府 支持 派 は 同志 會 並びに 中正 會 であって、 兩黨を 合しても 百 四十 

餘 名に 過ぎす、 議決の 勝敗 は 國民黨 の嚮背 如何に 繫 つて ゐた。 しかも 政 友、 國民 の兩黨 は大隈 內閣の 標榜す る ニ侗帥 

圑增 設卽行 案に 反對 して 共同 戰線を 張って ゐ たから、 このまま では 到底 內閣に 勝算はなかった。 

總辭職 か 解散 かの 危機が 日一日と 迫って ゐた。 しかし 成立 勿々 の大 隈內閣 が、 一 戰をも 交へ すして 退却す べしと は 

見られなかった ので、 解散 は 必至の 勢 ひと 見えた。 

これに 對し伯 は、 伯 一流の 論法から、 解散 を 非と して、 內閣 更迭 を 主張した。 次に 揭 ぐる 覺 書が それで ある。 

覺書. 
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一 現 內閣ハ 元老 諸 公が 陛下 ノ 御下問 ヲ奉 承シテ 推薦 セ ラレ タルカ 故 一一、 其 成敗 一一 對シ、 世人 ハ 一般 一一 當然 責任 

ヲ食ハ ルへキ モノ ト信セ リ。 

ー然ル 二 近時 內閣ノ 外交、 財政 並 一一 內政 ハ、 整理 ナ ルカ 將タ 紊亂ナ ルカ ノ疑ヒ ヲ容ル へキ跡 歷然ニ シテ、 殊ニ外 

交ノ 失政 ハ現ニ 國民ニ 過大 ノ 損害 ヲ與 へ、 將來蒙 ラシ ムル 二更 二重 大ナル 負檐ヲ 以テセ ン トス。 

一 財政々 策ハ 姑息-一流 レ、 終 一一 萎縮 祜渴 一一 傾 力 シメ、 民間 經濟 ヲシテ 愈々 不振 ノ極 一一 陷 ラシ メ ン トス。 

一 內政ハ 机上 ノ穴ェ 論 ニ囚 ハレ、 所謂 r ビ u クラシ ー」 ノ弊ヲ $； ^生セ シ ム ルヲ 顧慮 セ サ ル 二 似 タリ。 傳染病 研究所 

水産 講習 所 等 ノ實例 一一 徵シテ 明 ナル所 ナリ。  . 

1 元老 諸公ハ 多年 國政 料理 ヲ實 驗セ ラル 、モノ、 此經驗 ヲ以テ シテ、 決 シテ現 內閣カ 約 一年 未 滿ノ間 一一 經過 セル 

失政 ヲ知ラ レサ ルノ理 ナシ。 

一 有史以来 未曾有 ノ國歩 艱難 ノ 時-一際 シ、 現狀 一一 放任 セ ハ、 將來 一一 大患 ヲ始ス ノ恐ル へ キ ヲ曉ラ レサ ル 一一 ァ ラサ 

ル へ シ。 諸 公之 ヲ現 內閣 一一 委シ テ果シ テ自ラ 恢復 矯正 ノカ ァリト 確信 セラ ル 、 モノ アル 力。 

二 兀老諸 公一 一 シテ、 現內閣 一一 對シテ 不安 ヲ抱 カレ、 國家累 卵ノ危 キー ーァリ トセ ハ、 俗論 ノ毀譽 褒^ 一一 關セ ス、 之 

力 善後策 ヲ講セ ラル へ キー ーァ ラサル 力。 

一 、 近 ク來ル へ キ帝 國議會 一一 於テ、 政府 ト 衆議院 トノ間 一一 衝突 ヲ來サ ハ、 井上 侯ハ、 停會ヲ ナサ ス直 一一 解散 ス へ 

シ ト マ テ大浦 子 二 聲言 セラ レ タリ ト 傳フ。 果シ テ信 力。 

一 解散 後 ノ議會 ハ 政府 力 豫期ス ル如キ 結果 ヲ見、 國威 宣揚 ヲ全 クシ 眞ノ 擧國 一 致 ノ實ヲ 得 ヘシ ト信セ ラル、 力。 


且 元老 諸 公ハ安 シテ此 政策 二 贅同セ ラル へ キカ。 

萬 一 一一 モ選擧 干涉ノ 結果、 政界 險惡 ノ狀ヲ 呈シ、 現 內閣ヲ 嫌忌 スル ノ餘、 延テ 元老 諸公ヲ 敵視 スルー 一至 リ、 加 

フル 二 甚大 ナル 民主的 反抗 ヲ見ル コトァ ラハ、 獨リ諸 公 ノ爲ノ ミナ ラス、 國家 ノ爲ニ 異常 ナル 大損 失ヲ 招クコ 

トナキ 力 0 

如上 ノ 禍根 ヲ 絶チ、 福運 ヲ開 クト否 トハ、 來ル へ キ議會 一一 起ラ ン トス ル 政府 ト 衆議院 トノ 衝突 一一 對シ、 適當ナ 

ル燮 理ノ道 ヲ得ル ャ否ノ 一  點 一一 存スル 一一 ァ ラサル 力。 卽チ 現內閣 不信任 ノ 爲メ、 豫 算案特 一一 增師案 一一 反 對スル 

トキ ハ 先ッ必 ス停會 ヲ命セ ラル 、 ヲ以 テ當然 ノ處置 トス へ キ ニ非サ ルカ。 直 一一 解散 ス ルカ 如キ 過激 輕擧 ハ戒ム 

へ キナリ 0  . 

曩ニ 陛下 ノ 御下問 ヲ 蒙リ、 大 隙伯ヲ 推薦 セラ レ タル 元老 諸 公一 一 シテ、 旣 一一 不信任 否 非難 セ ラル、 コト 多キヲ 

免 レサ ル內閣 一一 對シ テ、 今日 衆議院 ノ反 對スル ハ、 固 ヨリ 當然 一一 アラス ャ。 然ル 一一 彼等 反省 セ ス ン ハ直 一一 解散 

ス ヘシ ト 豫言セ ラル、 コト 諸公ノ 眞意ト セン 力、 推薦 當時 ナラハ 率サ知 ラス、 今一 一 及 ンテ諸 公 自ラモ 不安 ヲ感 

シ、 國家將 來ノ爲 一一 現內閣 一一 委スル 一一 大事 ヲ以 テス ル コトヲ 疑懼 セラ ル 、 一一 モ拘 ラス、 何 力 故 一一 速 一一 內閣 更迭 

二 依 リテ、 此 疾患 ヲ 未タ甚 クシカ ラサル ノ時ニ 於テ 根治 セラ ル ヽ 手段 ヲ講 セラ レサ ルカ。 

聞 タカ 如 ンハ、 前日 內閣ハ 外交 失敗 ノ跡 ヲ掩 ハン カ爲 一一 勅 詫 ヲ請ヒ 奉リ、 外相 信任 ノ厚 キヲ 示シ、 輿論 ノ 非難 

ヲ 牽制 ノ苦計 ヲ施サ ン トシ タリ ト云 ヘリ。 其 事ノ眞 否スラ 私議 ス ル ハ尤モ 恐懼 スへ キー 一 アラス ャ。 諸 公果 シ テ 

之 レヲモ 知 リテ知 ラサル カ如ク 看過 セラ ル 、トキ ハ、 此ー 事以テ 解散 ヲ敢テ セント スル 理由 存セ サル へ キニ非 
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サ ルカ。  . 

1 停會中 一一 於テ、 元老 諸 公 至誠 ノ 奏請 一一 由リ、 內憂 外患 共 一一 來ラ ン トス ル 今日 一一 際シ、 先ッ 耳目 ヲ 一 新シ テ 人心 

ノ歸 向ヲ定 ムル爲 一一 政府 解散 ヲ 奏請 ス ルモ、 直 一 一聖 裁 下 ラサル 様、 諸 公 ヨリ 聞 達 ノ道ヲ 盡サル 、事、 國家 最大. 

ノ 緊要 事 ナリト 信ス。 

一次 一一 來ル へキ 內閣ノ 首班 ハ、 元老 諸 公中自 一， フ命 ヲ拜セ ラレ、 眞實 ノ擧國 一致 ヲ以 テ、 增師其 他 緊要 ナル 國務ヲ 

圓滑 遂行 セ シメ ラル ヽ コ ト當然 二 シテ、 此事ャ 決シテ 難事 二 ァ ラサル へ シト 信ス。 

ー假 一一 今囘 解散 ヲ斷行 セシメ ラル、 トキ ハ、 議會二 永ク增 師案ハ 否決 說ノ疵 痕ヲ胎 シテ、 將來其 通過 上 繼續的 障 

害トナ ルノ虞 ァリ。 且 解散 ハ此 一 囘ニ止 ラス、 動 モス レ ハー 一 囘三囘 二 至 ラサ レハ 安定 ヲ望ム へ 力 ラサル 一一 至ラ 

ン モ知ル へ カラス。 蓋 シ增師 案 ヲ以テ 解散 セラ ル 、 トキ ハ、 勢ヒ政 國ニ黨 共同 的 反對ト ナリ、 中正 同志 ニ黨ノ 

結合 ヲ以テ シテ、 到底 次 ノ議會 一一 勝利 ヲ镀へ キ 打算 ナキヲ 奈何。 

一 今日 內閣ノ 更迭 スル コ トハ、 外 政 上 有利 ナル 理由  一 二 シ テ足ラ ス。 現 一一 政府 者ハ、 歐洲 列國ニ 於ケ ルカ 如ク、 

電信 ノ往 復文 マ テモ 成ルへ ク 明示 シ テ、 政府 力 好戰的 一一 出ル 一一 非 ラス 其已 ヲ得サ ル 一一 至レル 經過ヲ 承知 セ シ ム 

ル 手段 ヲ 取ルヲ 得サル ハ、 畢竟 失敗 ヲ 掩蔽 セ ント スルー 一因 ル モノ  、如 シ。 然ル 一一 近頃 歐米 ヨリ 歸朝 セル 博 士官 

吏 等ハ、 皆 彼 地 一一 テ我 外交 失敗 ヲ聞 キ、 遣 憾ヲ懷 カサル モノ ナク 、且 英國ノ 排日 精神 深ク底 一一 潜 メリ ト云 ヒ、 

現ュ 日本一 ー强ュ ルー 一 勞多功 小ノ計 畫ヲ以 テセサ ルナ ク、 支那 鐵道 問題 ノ 利害 關係 一一 察ス ルモ、 彼ノ 心事 知ルへ 

キノ ミト 云 へ リ。 是レ我 國カ獨 逸 二 對シ テ宣 戰ス ル 二 臨ミ、 對 r グ レ ，<」 策 ヲ誤リ タル 一一 職 由シ、 獨ハ 敵國ナ 


レ ハ 言フ マテ モナ ク、 米ノ 感情 マ テ モ 傷ヒ、 同盟 ノ英 スラ窃 二 不滿 ヲ抱ク ュ 至 リタ ル 事實ァ ル ュ ァラ ス ャ。 

一 我 國カ右 等 列强ノ 疑惑 ヲ釋 キ、 感情 ヲ囘復 スルノ 道ハ、 現-一事 一一 當リ タル 現 內閣ヲ 更迭 シテ、 堂々 タル 帝國ノ 

眞意ヲ 表明 ス ルノ 他-一之 レ アルへ カラス。 少クモ 隣邦 支那 一一 對、 ソ テ、 有功 的 一一 之ヲ 實行シ 得へ キハ 疑ヲ容 レサ 

ル處 ナリ。 諸 公二 シテ、 其 推薦 シ タル 私的 情誼 トシ テ ハ 衷心 忍フ へ 力 ラサル モノ ァリ トス ルモ、 國家 百年 ノ爲 

二、 斷然 トシ テ 憂患 ヲ掃ハ レサ ル へ 力 ラサル ハ言ヲ 待 タサル 所。 是レ 實ニ國 ノ諸 公二 望ム所 ナリ。 

1 其 他 何 レノ點 ヨリ 論ス ルモ、 內外 諸政 ノ 失敗 一一 由リ、 政府 不信任案 ヲ 提ケテ 衝突 セシ メ、 豫算 一一 對スル 否決 ヲ 

避 クル ノ 手段 ヲ講ス ルノ餘 地ナキ 一一 至 ラシ ム ルコト ハ失計 ノ甚キ モノ ナリ。 ンャ 彼等 誠意 ナ クシ テ徒！ 一  政府 

ヲ攻 擊スル 二 非 ラス。 現 內閣ニ アラス ン ハ、 豫算 モ增^ モ 賛成 シテ、 國家 大計 ヲ 確立 セ ン トス ル モノ 多 數ナル 

一一 於テ ヲャ。 

以上 要項 ハ 散漫 ノ 嫌ナキ ニ非ル ヘシ ト雖 モ、 一 片 赤誠 ノ抑フ へ 力 ラサル モノ 存 スルー 一由 レリ。 愚 言 若 シ採ル へ キ 

モノ ァラ ハ、 原 政 友 會總裁 ト交涉 スルー 一 於テ、 國家 當面ノ 憂患 ヲ除 キ、 帝國 發展ノ 基礎 ヲ 確立 スル ヲ得ル コト、 

必ス シ モ 難事 ナ ラサル へ シ。 原 總裁亦 諸公ノ 志ニ酬 ィテ、 國家ニ 貢 獻スル ヲ否ム へ キュア ラスト 信ス。 

その 論法 は必 すし も 論理の 一貫 を もって 許す こと を 得ない 廉も あるが、 欽定憲法 論者であった 伯 は、 議會の 多數を 

政權 推移の 標準と せす して、 國務の 進行 を 政局 拾收の 眼目と したる が ゆ ゑに、 大隈 內閣が 解散に よって 多數を 得ん と 

したる 手段に 反對 し、 寧ろ 黨爭を 避けて 擧國ー 致 內閣を 作らん こと を 主張した ので ある。 

しかし 論理 を 離れた る事實 として は、 伯の 同情が 旣 に大隈 並びに 同志 倉より 去り、 原の 率 ゆる 政 友會に 移りつつ あ 
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りし こと は、 これ を 看取す る ことができる。 伯 はこの 頃より 急 角度 を もって 政 友 會に 傾斜して 行った やうで ある。 

殊に その 傾向に 拍車 を かけた もの は、 四 年初 頭 を もって 現 はれた る 大隈內 閣の對 支 交涉、 所謂 二十 一箇 條の 要求 問 

題であった。 

六、 總 選 擧 - 

政府の 提出した 豫算 案が 議會で 否決せられ ると、 大喂內 閣は斷 乎と して、 議會 解散 を 奏請した。 それ は 大正 三年 十 

二月 二十四日であって、 總選擧 は 翌四年 三月 二十 五日と 公布され た。 

この 時 伯 は贵族 院議 員の 立場から、 總選擧 監視の 必要 を 認め、 德富蘇 峰に 依賴 して、 次の 如き 監視 隊の 結成 を 提唱 

しょうと 企てた。  . 

大 隈內閣 創立 以來旣 一一 一年 一一 垂ン トス。 而シテ 首相 及 閣僚 ノ 天下一 一宣 言スル 所、 一 トシ テ 憲政 有終 ノ美ヲ 濟スニ 

ァ ラサル ハナ シ。 但タ 天下 ノ 人心 之 二 向 テ慊- お タル モノ アル ハ何 ソャ。 今ャ 議院 解散 セ ラレ、 總選 擧ノ期 眼前-一 

迫ル。 而シテ 當局者 ノ其ノ 取締 一一 關スル 訓諭、 亦 ク鄭寧 親切 ヲ極 ムル モノ ァリ。 但タ 天下 ノ 人心 尙未 タ之ヲ 諒ト 

セサル モノ アル ハ何 ソャ。 吾人 贵族 院議 員 タル モノ、 須ク事 實ニ就 テ其ノ 眞相ヲ 審査 シ、 公平無私 ノ 見地 ヨリ シ 

テ其ノ 判斷ヲ 下シ、 以テ 朝野 人心 ノ向 フ所ヲ  一 二 スルヲ 期 セサル 可 ラス。 是 ヲ以テ 吾人 有志 ノ徒 各地 方ヲ歷 遊シ、 

親 シク總 選擧ノ 施行 セラ ルル 實際 ヲ觀 察シ、 官府 報吿、 新聞記事 以外 ノ 資料 ヲ拾收 シテ、 聊 カ其ノ 目的 ヲ達 セン 

コトヲ 期ス。 希ク 广 有志 諸君 ノ黉 同ヲ 得、 互 一一 其ノ 遊歷ノ 方面 ヲ分 擔ス ルヲ 得ハ、 勞ハ半  一 I シ テ功ハ 倍スル モノ 


ァ ラム。 兹ニ 數言ヲ 陳シテ 諸君 ノ 賛同 ヲ 仰ク。 

しかし 乍ら、 この 企て は具體 的に 著 手され なかった。 この 點に關 する 伯の 眞 意に 就いて、 伯 自ら 新聞記者に 對 して 

左の 如く 語って ゐる。 

傻が 宮城 始め 束 北各縣 に隈閣 1ぺ 對 2 趣旨で. K 首 を發 表し、 同志 會胜 5?」 常時の 心事 を！ 1^ 明す ると 云 ふ 記事が 二三 新聞に より 傳 へら 

れ たが、 くの 誤傳 だ。 今に 及んで 3 は 〈逆說 返 理由で も 有るまい ぢゃ 無い か。 只 5^、 わう 云 ふ 噂の 起った と 一 K ふ もの は、 问志會 代議士 

某が 政友會 に復歸 したいが 御意 見 如何と 相談して 來 たので、 之に 答へ た 手紙に 次の 樣な事 を 書いて 遣った からだら う。 

同志 會脫 返以來 政界の 破废 者た る 我輩 は、 唯沈默 して 同黨の 成行き を見屆 くべき 立場に 有る ので、 輕忽に 其 可否 を 彼此 中 上ぐ 

る 事 は出來 ない が、 只 御 尋ね を 受けた 事柄に 就いて 丈 意見の 有る 處を御 答へ すれば、 元 來今ロ 迄の 政黨 なる もの は、 局外より 

公平に 見れば、 孰れ も 完全に 近き もので なく、 可否 を 云 ふ 事が 出来ない。 此 際に 新政 黨を 組織 すれば、 マ ー 創立の 新しい 丈に 

幾分 活氣も あり、 天下の 人心 を 新たに して 新生面 を 開く に 足る と屬 望した 譯 だった が、 不幸 此も 誕生 當時旣 に *r た 難 康 で、 從 

つて 生れた 子は脾 弱く、 其 生 立ち も 什麼も 面白くな いもの に 成った と 申す が 同志 會 今日の 現狀 で、 憲政の 進 步の爲 めに iEIJ- に 残念 

な 事と 存 ずる。 然し 乍ら 旣に斯 くな つた 上 は、 最大 政黨 たる 政 友 派 を 助けて、 憲政の 進步を 期せられ て は 如何で あるか。 拙者 

が 同志会 3 脫返當 時の 心 事理. H など は、 三年 前の 昔話で、 今更 申 事で は 無い と存 ずるが、 啻 先日の 大石君 同志 會隱返 は、 首 葉の 

上の 理. S で 無くて、 生きた 事實 として 拙者 脱 返の 所以 理. m を 溯り 示して 餘り 有る ではない か。 昔释 尊は澤 山の. S い 弟子 を 持つ 

て 居られた 中に、 釋 尊が 拈華 一番す る や、 迦葉は 直に 微笑 を 以て 之に 應 じたと 申す 事が 御座る。 拙者が 胜 退を敢 てして から 無 

言 三年、 漸く 今日に 及んで 事赏が 此れ を說 明して eK れ たの は、 抑 も 華 を拈る 者の 至らざる か、 微笑す る 者の 及ばざる か、 聖ぁ 

らば 問 はま 欲しき 事柄と 思って 居る。 抵て又 今日 舉國 一 致 を 必要と する は 云 ふ 迄 もな い。 然るに 昨 臓の 議會に 於て 原 君 は 之 を 

破った。 破った 者 は 原 君で 破らせた 者 は大隈 伯で ある。 有り 餘る 力に^つ て 居る 拳 を 拉し來 つて 横 紙 を 破らせて き 乍ら、 舉 

國 一致 を 原が 破った、 政 友會は 不屆き だと 云 ふの は、 達人の 眼より 見れば 仝然 不通の 論で、 誰か 烏の 雌雄 を 知らん やと は此事 
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と 思 ふ。 貴君 御 所存の 儘に 政 友 派に 復歸、 國 家の 爲盡瘁 せらる るが しからう。 

と 恁ぅ云 ふ 手紙 を 差し出した 譯 だから、 宣言書 云々 の 風說は 取消して 置いて 欲しい。 何 總選擧 の 形勢？ 夫れ は 却って 君 等から 

御聽 きせに やならん 事ぢゃ 無い か。 マ ー 併し 三月 一 日からで 無け り や 本當の 形勢 は 誰に も 解る ま い。 政 友 派が 國民黨 と 連衡して、 

絕. 對 過半 數を維 持して 行かう とする の は、 同黨 として 當然の 事と 思 ふが、 政府 侧が 本氣 で絕對 過半 數を 贏ち 得られる ものと 思つ 

てゐ るのに は 驚く。 大石 君な ど は 同志 會は百 十 名 上 は痴夢 だと 云って るソ ー だが、 何としても 政黨の 事情、 殊に 同志 會の 地盤 

を吞 込んで る 多年の 經驗 家の 此言 が、 一 番眞に1^^ ぃだらぅ，- それに 大 隈內閣 が選擧 取締 を 厳重に すると 云 ふの が赏に 可笑しい 話 

だ。 首相 自らが 政 社 法 違反 を. CI 晝 公然 遣って 居る ぢ やない か。 大隈 後援 侖" の 如き は 純然たる 政 社 法 違反で ある。 

伯 は 總選擧 とい ふ 街頭 運動 を、 伯 獨自の 立場から 不安 氣に 眺めて ゐた。 それ は 松方內 閣下に おいて 行 はれた 第二 囘 

總選擧 以来の 猛烈なる 激 戰と稱 せられた 選擧戰 であった。 列車の 窓から 選 擧演說 を 行 ひ、 その 演說 をレコ ー ドに 吹き 

込んで、 破天荒の 選擧 運動に 熟 中す る大隈 內閣を 評して、 德富蘇 峰 は 「狂奔 內閣」 と 名付けた が、 伯 はこの 狂奔ぶ り 

に對 して、 靜 かに 冷 かな 批判 を 試みた。 當時 における 伯の 手記に 曰く。 

一 政府 ハ擧國 一致 ヲ要ス ルノ時 之ヲ破 ラシ メ、 其罪ヲ 政友會 一一 嫁シ タリ。 

一 三 派 合同 ヲ畫シ テ成ラ ス、 大 隈黨ヲ 組織 セ ン トシ テ成ラ ス、 全 國民ノ 後援 ァリト 誇稱ス レ ハ其實 ナキヲ 覺リ、 

漸ク 心細 クナ リテ、 遂 一一 大隈 後援 會ナル 非 立憲 行動 ヲ敢テ スルー 一至 レリ。 

一 內憂ヲ 外患 一一 嫁シ、 內閣壽 命 延長 ヲ圖 ラント ノ 姑息 策 三味 一一 人リ、 前後 ヲ顧 ミス、 匆 忙宣戰 布吿ヲ 奏請 シ、 無 

用ノ 損害 食 檐ヲ國 民 一一 課 シテ顧 ミス。 萬 一 一一 モ 聯合 軍 敗績ノ 日、 我 如何 ナル 行動 一一 出 ッへキ 力。 其 思慮 淺薄ナ 

ル、 全然 國家ノ 利害 篝算 スル深 望遠 盧無 キヲ偶 マサル ヲ 得ス。 唯 國民ヲ 愚-一 シテ場 當ヲ講 スルノ 外對策 ナキヲ 


惜 シム。 

若シ假 リー 一 ni 淸 日露 戰役ノ 如ク 用意 シ、 戰時 禁制品 購入 其 他 船舶 等 ノ如キ 用意周到 ナレ ハ、 今日 我 帝 國ハ數 倍 

ノ 利得 ヲ 有スル ャ知ル へキ ナリ。 諸 職工 閑散 不景氣 ノ聲ナ カル へ シ。 

一大 局 ノ打箅 一一 暗ク、 場當 姑息 策 ノミヲ 講シ、 因循 一一 流ル、 力 故 一一、 事 i 其機ヲ 失ス。 經濟 財政 ノ 政策、 十日 ノ 

菊 一一 非サレ ハ 六日 ノ 菖蒲 ナ ラサル ハナ ク、 哲人 ハ燒石 二 水ヲ溉 タノ 姑息 スラ 之ヲ 笑フ。 況ンャ 冷却 セシ石 二 水 

ヲ漑ク ニ於テ オヤ。 論ス へ キ限 ニ非サ ルカ 如シ。 

一 選擧 干涉ハ 極メテ 群集 ノ 心理 ヲ陰險 一一 指導 シ、 辭ノ許 ス限リ 政府 自ラ 悪辣 一一 走ルノ 術數ヲ 弄シテ 得意 トス。 其 

反動 ノ恐ル へ キヲ知 ラス。 危キ 哉。 國家將 來ノ爲 一一 一言 シ置 タノ 必要 ァリト 信ス。 

一 政府 所信 ノ 薄弱 ナル コト ハ選 擧ノ央 一一 於テ、 機 關新閜 ヲシテ 再 解散 ヲ 公言 セ シメ、 首相 並內 閣員 中 一一 モ之ヲ 公 

言シ クル モノ アリシ モ 其非ヲ 知リ、 首相 蓄音器 一一 修正 シテ、 政府 黨少 數ナレ ハ總 辭職ヲ ナシ、 再 解散 セスノ 意 

ヲ明カ ニシ、 僅 二 辛 フシ テ 立憲 的ノ 意味 ヲ飾ル コトヲ 得 タリ。 其 所信 ノ薄 クシ. テ場當 一一 急ュ シテ、 誡意 アル 經 

綸ナキ ハ 推知 スル 二 難 カラ ス。 

一 支那 談判 ノ如キ ハ當然 ノ條件 二 シテ、 各國モ 異議 ヲ容ル へ キ處 ナク、 寧 支那 ュ トリ テ 希望 ス へキ モノ ナルニ 

拘 ハラス、 其 困難 ヲ釀シ クル ハ、 其 時機 ト方案 トノ宜 ヲ得サ ルー 一 歸ス。 而シテ 出兵 云. -ノ氣 勢 ヲ示シ タル 二 至 

テハ、 已ニ 外交 上ノ 失敗 タル コトハ 爭フへ キノ 餘地ナ キノ ミナ ラ ス、 隣國 二 對シ將 來測ル へ 力 ラサル ノ 不利 ヲ 

釀成シ タル コトヲ 思 ハサ ル へ カラス。 國民ヲ 愚 二 シテ頻 二 糊塗 政策 ヲ講ス ルモ、 識者 與セ サル へ シ。 大 ニ我國 
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民ノ覺 醒ヲ望 マサル ヲ 得ス。 

1 他人 ノ横暴 ハ之ヲ 抑制 シ、 自己 ノ横： S ヲ敢 テス ルコ ト、 黨派 爭鬩ノ 弊害 ナ ルカ、 政府 ハ之 カ輟ヲ 踏ミ、 政友會 

ノ專橫 ヲ責ム ル ハ可 ナレド モ更ニ 政權ヲ 濫用 シテ 以テ 政友會 以上 ノ專 横ヲ 恣行シ タル コ ト ハ、 將來 政事 ノ惡例 

タルコ ト、 不問 二 付 スへカ ラサル ナリ。 

一大 學敎授 一一 議員 タル ノ失權 ヲ內達 シテ、 小 中 學敎員 一一 ハ 投票 ヲ 强制シ タル ノ跡 アル サェ 不審 ナル 一一、 更 一一 甚シ 

キ、 文相 ノ名ヲ 以テ擧 校 教員 御用 議員 ノ 投票 ヲ 勸誘シ タル ノ迹 アル ハ 如何。 

一大 隈 後援 會ノ 選擧法 違犯、 選擧 取締 無視 シ タルサ H 問題 タルー 一、 汽車 演說ヲ 以テ、 西洋 流ナリ トテ、 屋外 政談 

演說ヲ ナス コトヲ 不問 一一 付スル ハ 如何。 

■ ー廢減 稅師圑 增設、 皆 誡意ナ キノ 首 張 ナリ。 成 法 無視 シテ誡 意ナキ 言論 ヲ以 テ、 國民ヲ 場 當演說 ヲ以テ 釣 ラント 

ス。 近ク各 新聞 モ大 ニ此 ニ自覺 スル處 アル モノ  ノ、 時-一 撥 雲 天ヲ見 ルノ感 アル 記事 ヲ 散見 ス。 政府 ノ爲二 新聞 

力 操縱セ ラル、 コト、 今後 幾何 長時間 ヲ有シ 得べ キ？ 

七、 對支 交渉に 奮起 

總選擧 を 前にして、 日本 全土に 激烈なる 政戰が 展開され てゐる さなかに、 大隙 內閣は 突然 對支 交涉を 開始した。 そ 

れは 晴天の 霹靂の ごとく、 日 支 兩國の 朝野 を駭 目せ しめたる のみなら す、 忽ちに して 全世界の 囂々 たる 非難 を 捲き 起 

す やうな！ ts^ 果 になった。 


その 經緯の 大要 はかう であった。 

靑 島の 獨逸 要塞が 我が 軍の 攻撃に 依つ て陷 落した の は 大正 三年 十 一 月 六日であった.〕 この 日 を 以て 軍事的 行動 は豫 

定の 成果 を收 めた ので、 外務大臣 加 藤 高 明 は、 十二月 三日に 至り、 北京 駐剖 全權 公使 日 置 益に 對 して、 對支交 涉を開 

くべき 訓令 を發 した。 五 項 二十 一箇 條 から 成る ところの 所謂 「對支 二十 一箇 條交 涉」 が是れ である。 

初め 靑島陷 落後、 支那 政府 は 日本軍の 卽時 撤退 を 要求し、 叉、 日本側に 對 して 何等の 諒解 を 求む る 事な く靑 島稅關 

に 任意 吏員 を 任命し、 その他 山 東鐵道 管理 問題、 中立 抗議 問題 等に 就いて 矢繼 早に 我が 方に 對 して 無理難題 を 持ち込 

む 等、 頗る 反日の 態度 を 現 はして きた。 ゆ ゑに 此 等の 諸 提議に 對し、 我が 方の 歸結點 を 支那 政府に 明確に 提示して お 

く爲 め、 日 支交涉 訓令の ごとき もの を發 する こと は 必要な ことであった。 併し乍ら、 この 提議が 一 囘の豫 備交涉 もな 

く、 しかも 列國の 眼の 大戰に 集中せ る 際に 乘 じて 突如 提出され たる 爲め、 一見 火事泥 的行爲 たる かの 如き 印象 を 世界 

に與 へたので ある。 しかも かかる 印象 は國 外の みに 止まらす、 國內に 於いても 一部 識者 をして 憂 ひ を 同じう せしめ、 

この 爲 めに 日支關 係の、 正規の 軌道 を逸脫 せんこと を 痛心せ しむる に 至った ので ある。 その 一 人が 伯であった。 

總選擧 の 結果 如何 を 懸念しながら も、 伯 は その 狂奔 的な 選擧 の戰況 にの み 心 を 奪 はれて はゐ なかった。 上述の 如く- 

伯は大 隈に對 して 好意 を繫 いで ゐ たころ から、 大 隈內閣 の對獨 最後通牒、 換言すれば 靑島 還付 聲 明に 對 して は、 一大 

疑問 を 抱いて ゐた。 況んゃ 靑島陷 落後に おける 對支交 涉の經 過に 就いては、 深刻なる 不審 を藏 して ゐた。 從 つて 總選 

擧の 結果、 萬 一 政府 與黨が 多數を 獲得した 場合、 對支 外交 政策 は擧げ て大隈 內閣に 委ねられなければ ならぬ ので ある 

が、 その 結果 は 如何で あるか。 伯 はか かる 國 策の 前途に 就いて 深甚の 憂慮 を 抱かざる を 得なかった。 
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大正 四 年 一 月 十八 日、 わが 日 置 駐支 公使から 五 項 一 一十 一 箇條 より 成る 要求 書 を 接受した 袁 大總統 は、 事 頗る 重大な 

るに 驚き、 卽 答し 難き 曰 を 答へ ると 共に、 國 務總理 徐世昌 以下 諸 閣員 を 集め、 鳩首 凝議の 結果、 漸く 二月 二日に 至り、 

外交 總長陸 徵鮮が 日 置 公使と 折衝す る 段取りと なった。 しかし 交涉は 容易に 進 渉し なかった。 殊に 二月 十七 日の 北京 

ガゼット 紙が、 日本が 對支 要求と して 歐米 與國 政府に 內 示した 案件の 內容は 四 項 十四 箇條に 過ぎす、 第五 項の 七箇條 

は祕 して これ を 示さなかった と 報道す る や、 この 暴露 的 情報の 故に 「日本 は對 支交涉 において 背信 的 行爲を 敢行した 

の だ」 とい ふ 物議 も 醸され、 對支 交涉の 前途い よ- 多難 を 極めん とする 形勢と なった。 

しかも かかる 情勢に 當 面しながら、 なほ 政府 は總選 擧戰に 狂奔して、 日 も是れ 足らざる 有様であった。 

伯 はこの 形勢 を 前にして 次の ごとき 覺書を 手記した。 

大正 四 年 一 一月 廿四 日夜 覺 走曰 (封 皮 表書) 

1 大隈內 閣-ー 對スル 先輩 ノ 意見 ハ當初 ヨリ 一致 セス、 大隈 伯從來 ノー 百 動 一一 徵シ 疑ヲ 抱クモ ノト、 是非 大隨 伯ヲシ 

テ 此方 ノ 意見 通 實行セ シメン トス ルモ ノア リ。 假ニ 之ヲ區 別スレ ハ 甲乙 兩 派トナ ルナ リ。 

一 今日 ニ於テ ハ、 乙 派モ大 隙內閣 一一 信頼 スルノ 念漸ク 薄ク、 甲派ノ 所見 ヲ  一 二 セ ン トス ル 一一 至 リタ ルノ形 迹ナキ 

一一 非ラ ス。 

一 支那 問題 一一 關シ テ、 根本的 解：^ トシ テ、 兩國間 ノ政友 ノ意氣 投合 ヲ圖 リ、 先 東亞 全體ノ 安危 一一 繫ル 所以 ヲ 攻究 

シ、 其 基礎 ノ上 一一 交涉ヲ 進行 セシ メン トセ シ 一一、 大隈 內閣ハ 眼前 ノ姑息 策 ヲ以テ 急釗ノ 功ヲ擧 ケント 期シ、 支 

那 浪人 派ノ首 張セシ 所說ヲ 綜合 シ タルモ ノヲ列 擧シ、 以テ 支那- 1 臨ミ 成功 ヲ期 シ.. 咋今其 始末- 1 窮シ、 出兵 以 


テ 結局 ヲ結 プノ 外 ナキカ 如 キ狀勢 -I 陷 レリ。 

其 病根 ノ ョ ル處ヲ 按スル 二 、 內憂ヲ 外患 ニ移シ テ以 テ內閣 ノ壽命 延長 ヲ圖ラ ン トシ クル 二 在リ。 獨逸 二 對スル 

宣戰ノ 輕擧モ 其 一 ナリ。 今囘 支那 一一 對スル 交 涉モ其 ニナ リ C 抑宣戰 ハ尙ホ 準備 ヲ要ス へキ モノ ァリ テ存ス C 之 

ヲ顧 ミス、 已 ニ國ノ 損失 少クモ 三 億 以上 二 達シ居 ルコト 疑ヲ容 レス。 今囘交 涉中ノ 問題 モ、 臨機 ノ選擇 ト豫後 

ノ 決心 トニ 用意 ノ 周到 ヲ 缺キ、 餘 リニ 場當 一一 傾キ、 國威ヲ 損シ、 我皇ノ 武威 ヲ黷 スノ 虞ナシ トセ ス。 

一 凡 ソ兵ヲ 出シ戰 ヲ宣ス ル ハ、 其 名 正シク 事順ナ ラサル へ カラ ス。 誠意 ナク唯 威嚇 ヲ 目的 トシ テ輕擧 二 出テ、 遂 

二 實戰ヲ 開 カサル へ 力 ラサル 一一 至ラ ハ、 其 軍ャ旣 一一 病 ァリ。 其 健全 ナ ラサル 軍隊 ヲ動ス コト ハ、 是レ武 ヲ漬ス 

モノ  二 非 ラス シテ 何ソ。 其 準備 周 カラス 用意 ノ到 ラサル 處 ァリ。 物的 一一 ハ 兵器 彈藥 財力 一一 缺 タルモ ノア リ。 心 

的 二 ハ內ハ 國民ノ 精神 振 ハス、 外 ハ列國 一一 對ス ル信ヲ 全スル 所以 ノ途 一一 缺 クル 處 ァリ。 (現 一一 獨逸 一一 對ス ル戰 

ヲ宜シ タル 二 徴シテ 明 カナ ル處 ナリ) 

此ノ諸 病根 ヲ 一掃 セン 一一 ハ、 國 家ノ爲 一一 止ム ヲ得ス 內閣ノ 更迭 ヲ斷 行シ、 當初 成立 ノ際 ヨリ 先輩 ノ抱ク 處ノ疑 

ヲ解ク 一一 若 カサル ナリ。 

1 內閣ノ 更迭 必要 ナリ トセ ハ、 之ヲ 選擧ノ 結果 ニ委セ ン トス ルカ、 將タ 元老 ノ盡カ 二 ヨラン トス ルカ。 此 二者 併 

用 セサル へ カラス。 此ニ 貴族院 ハ之ニ 對シテ 旁觀ス へキ 力。 

ー今ャ 東洋 安危 ノ分ル 、處此 秋 一一 ァリ トセ ハ、 餘 一一 諸 先輩 並 一一 我 同僚 ノ 安心 不動 ノ 情況 アル 一一 對シ、  < 水自 ラ疑ヲ 

生 セサル ヲ得サ ルナ リ。  ： .  . 
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一 選擧 ハ干涉 一一 ヨリ テ幸 一一 多數 ヲ制シ 得ン。 然レ トモ 政府 ノ 外交 政策 ハ之ヲ 如何 セ ン トス ルカ。 之ヲ現 政府 ニ委 

シテ 吾人 カ安ン スル コトヲ 得へ キカ。 

一 鐵血 政略 ノ本體 ハ誡意 一一 ァリ。 苟モ 國家ヲ 思フノ 誡意ナ クシ テ、 侗 人的 一一 內閣 維持 ノ爲 一一 弄ス ル小乘 政策 二 ョ 

ラ ハ 、 其 危險云 フへカ ラサル モノ ァ ラン。 

一場 當 政策 〈所謂 火事 盜的ノ 僥倖 ヲ射ル ノ攀ァ リテ、 信 ヲ隣國 二 失ヒ、 延テ 世界一 一信 ヲ失 フニ 至ル ヘシ。 之ヲ健 

全 情 態 一一 囘復 スルノ 途ハ、 一一 ー內閣 更迭 一一 ョル外 ナシ。 

一若 シ夫レ 支那 交涉ニ シテ、 兵力 ニ訴へ テモ其 局ヲ結 ハサ ル へ 力 ラサル モノ 目下 ニ迫ル 問題 ナリ トセ ハ、 何故 二 

之 ヲ靑嶋 軍引揚 以前 一一 提案 シテ、 其按ノ 結局 ヲ吿 クル ノ後 一一 引揚ヲ 命セサ ルカ。 必ス ャ當初 威嚇的 一一 テ交涉 纏 

マ ル へ シト輕 信シ、 場當 政策 二 出テ ヽ 案ノ如 ク行ハ レ ス、 今日 ノ如 キ窮狀 ニ陷リ タルモ ノナル へ シ。 要スル 二 

外交 交涉 問題 ヲ 提出 スルノ 時機 ヲ失 シ、 一方 ヨリ 見レ ハ後レ クル ノ憾 ァリ、 他方 ヨリ 見レハ 早-一失 シ タル ノ嫌 

ァリ、 過不及 共 一一 當局 ノ責 ナリ。 

一、 今ャ 朝野 ヲ擧ケ テ選擧 熱 一一 醉 ヘリ。 却 テ國家 安危 ノ大 問題 一一 注目 ヲ怠 レリ。 不信用 ナル 政府 ノ干涉 一一 成ル選 

擧ノ 結果 ハ 如何 一一 歸ス ルモ、 之-一依 賴スル ハ抑亦 過 テル 二 非 スャ。 由來 舆論ハ 愚論 ナリ。 干 涉ナシ トス ルモ、 

選擧 一一 ヨリ テ 成敗 ヲ 決スル コト、 此囘ノ 如キ大 問題 一一 到 テハ其 實甚タ 正當ナ ラスト 信ス。 元老 諸 公 {且 ク自ラ 之 

ヲ任ス へ キニ非 ラス ャ。 

1 各 冗 老ノ 今日 迄 現 內閣ノ 行動 ヲ旁 觀シ、 敢テ 何等 ノ 交渉 ヲ試 ミサ ルハ、 當 局ノ責 仨ヲ重 シ タル 所以-丁 ンテ、 固 


ョ リ當 然ナラ ン 力、 事苟モ 國家ノ 大事-一 關シ、 安危 此 一 擧 一一 アル -ー 方テ措 S 宜ヲ 得サ ル モノ アル ヲ默 認ス ル 一一 

於テ ハ、 長クモ 輔弼 ノ勒 ヲ拜シ タル 責ヲ 盡ス へ キノ 秋 一一 非 ラス ャ。 不幸 一一 シテ 外交 殊 一一 支那 交涉 一一 關シ、 現內 

閣ハ各 元老 ト 所見 ヲ異 一一 シ、 今日 ノ  狀 一一 陷リ、 兵力 一一 訴フ ルノ 外途ナ キー 一至 ラン トス。 是 一一 於テ 各： 兀老ハ 

シク 立言 更端、 正./ 堂. -現 內閣ノ 不信 ヲ責 メ、 國難ヲ 救濟ス ルノ擧 一一 出 ラレ ンコト 切望 ノ至 一一 堪へサ ルナ リ。 

大正 四 年 二月 廿四 日夜 

後藤 新平識 

卽ち伯 は、 大隈 首相 を もって、 政權 維持の ために、 外 政 を 弄ぶ ものと 爲 して、 斷じ てこれ を 倒さざる ベから すと 決 

心した ので ある。 

旣に 一 且 決意した となると、 鬼神 も 避く る ごとき 勇猛心 を もって 邁進す るの が 伯の 性格であった。 

伯 は 今や 大隄 內閣倒 壌の ために、 渾身の 力 を 傾けて 奮鬪 せんとす るので ある。 

八、 第三 十五 議 會 

總選擧 は 政府の 大勝に 歸 した。 げに 不思議なる は 民衆的 人氣 である。 伯 は大隈 內閣の 失政、 特に その外 交 上の 大失 

敗 を 痛憤し、 また 大隈伯 後援 會の 活動の 如き を、 選擧遠 反で あるとまで I 馬った けれども、 民衆 は 內閣の 治績な どに 超 

越して、 久しく 不遇の 地位に あった 老大 政治家の 蹶起 を 見て ー齊^ 同情 的 歡呼を 送り、 總選擧 においても、 殆ど 何人 

も豫 想せ ざり し 大勝 利 を、 政府 與黨 に齎 さしめ たので ある。 卽ち總 選擧の 結果、 政府 與黨は 同志 會百 四十 七 (解散 當 
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時 九十 五) 中正 會三 十五 (同上 三十 六) 隈伯 後援 會ニ 十七 (同上 無) 合計 二百 九の 議席 を 獲得し、 これに 對し 政府 反 

對黨 は、 政 友會百 〇 七 (同上 百 八十 四) 國民黨 二十 七 (同上 三十 一 4) 合計 百 三十 四に 顚 落した。 他に 中立の 無 所屬三 

十三 (同上 三十 三) であって、 政府 與黨は 全く 壓倒的 多數を 獲得した ので ある。  - 

それで 內閣の 地位 は、 磐石の ごとく 重くな つた 害であった。 しかるに 事實 はこれ に 反し、 日 支 交涉を 中心として、 

內閣の 中外に 於け る 信望 は、 次第に 下降 せんとし， つつあった ので ある。 

それ はこの 頃から、 日支關 係が 頗る 一 過 迫して、 國內の 攻撃が 次第に 辛辣と なって きたから である。 さう して、 それ 

を 貴族院に 於いて 代表した のが、 伯の 六月 四日の 質問であった。 

顧みる に 支那 政府 は、 日本より 二十 一箇 條の 要求 を 受ける や、 一方 國內の 輿論 を 刺戟し、 名 を 輿論の 反 對に藉 つて 

我が 要求 を 担 絶す る 態度 を 示す とともに、 他方 列 國に對 して は、 日本側の 要求 內容を 誇大に 宣傳 し、 被 等 をして 我國 

に 反對の 態度 を 執ら しむべく 策動した。 支那 各省 官民 も 要求 担 否の 反 對氣勢 を 揚げ、 奉 天 將軍張 錫鑾の 如き は、 比較 

的 日本の 立場 を 理解し、 管下の 排日 論 を 抑制す るに 努めた けれども、 當時 第二 十七 師長であった 張 作霖の 如き は、 强 

硬なる 日本 要求 担絕 論を唱 へ、 袁總統 に 向って、 斷 じて 讓 歩す ベから す、 交涉 決裂せば 全師を 率ゐて 日本と 決戰 すべ 

しな ど電稟 するとい つた 始末で、 爲 めに 排日 熱 は 全 支に 漲る 有様であった。 

玆 において 內閣 は、 更に 愼 重なる 凝議 を 遂げた 末、 當 初の 要求 を 若干 緩和した 修正案 を 作成し、 四月 二十 六日 これ 

を 支那 側に 提出し、 同時に 膠 州 灣の還 附をも 正式に 聲 明した。 支那 側 は 五月 一日、 我が 修正案に 對 する 修正 對案を 送 

達して 來 たが、 尙ほ 重要な 數點に 就いては これ を 担 絶して 來 たので、 政府 は 五月 三日から 六日に 亙って 閣議 を 開き、 


更に 元老 會議も 開催せられ、 その 結果 日 置 公使 をして 同月 七日 附を 以て 支那 政府に 最後通牒 を 送らし め、 九日 午後 六 

時までに 滿 足な 囘 答に 接せざる に 於いて は 自由 行動 を 執るべき 皆を聲 明せ しめた。 支那 政府 は 熟慮の 結果、 九日 午前 

一時、 陸 外交 總長 をして 日 置 公使 を訪 はしめ、 正式 囘答書 を 呈示して 我が 方の 要求 を容れ た。 その 間、 北京 駐剳 英國 

公使な どが しきりに 調停の 衝に 立ち、 同月 一 一十 五日 を 以て 新 條約は 漸く 調印 を 了した ので ある。 

かかる 複雑な 外交 情勢に おいて、 第三 十六 特別 議會は 召集せられ たので ある。 時に 大正 四 年 五月 十七 日。 

日夜、 對支 問題の 根本的 解決策 を 考究して ゐた伯 は、 玆 にいよ/. \ 大隙內 閣の對 支 外交 策 を 問責す るの 機 會を捉 へ 

る ことが 出來 たので ある。 

卽ち 六月 四日の 貴族院 豫 箅總會 において、 伯 は 蹶然、 大隈 首相に 對し 札彈的 質問 戰を 展開した。 この 時の 伯と 大隈 

首相との 應酬 は、 問題の 內容 と、 對 者の 人物と よりして、 頗る 重要なる 史的 價値を 有する が 故に、 項 を 改めて これ を 

說 くこと とする。 蓋し 伯の 長き 議院 生活に 於いて、 これ は 最も 重要なる 論戰 であった らうと 思 はれる。 

伯の 質問 も、 大隈 首相の 答 辯 も、 一一 百 辭敢て 精彩 あるに あらす、 內容必 すし も 斬新なる にあら すと 雖も、 その 一見 平 

板 生硬の 文字の 底に は、 軍國 日本の、 世界政策の 根 本義が 隱 見して ゐる ばかりでなく、 後年 帝 國の對 支 政策の 方向に 

對 する 暗示 を包藏 する が ゆ ゑに、 行間の 眞意を 汲む 讀 者に 多大の 示唆 を與 へす に は 巳まない であらう。 

九、 大隈 首相との 一 騎打  • 

大正 四 年 六月 四日 午前の 貴族院 豫 算總會 において、 伯 は r 大體 ノコ トニ 付 テ總理 大臣 一一 伺ヒ タイ」 と 前提して、 次 
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の 如き 質問 演說を 行った。 

抑モ 日獨宣 戰ノ議 ヲ定メ テ 上奏 ス ル -I 當ッ テ、 初ョ リ 中休ミ ヲ シ テ 聯合 II  ノ 勝利 ヲ俟ッ テャ ラル 、 コトデ アル ャ 否ャ、 又 今日 ノ 

中休ミ ヲ シ テ居ル 所ノ帝 國ノ狀 況ハ、 宣戰シ マ シ タル 所ノ 東洋 ノ 大帝 國ノ體 面上ト シ テ 如何 -- 感ゼラ レシ 力、 首相 初メ 内閣 ノ諸 

公 ハ 得意 ト セ ラ ル ル所デ ァ リャ、 吾々 ト 同ジク 遣憾ト セ ラル 、所デ アリシ ャ、 之 一一 付ィ テ 如何 ナ ル 御意 見ガァ ルカ 承リ タイ ノ デ 

アリマ ス。 父靑鳥 ノ朞月 一一 シ テ陷落 スルト 云フコ トハ、 其當 時總理 大臣 ノ御辯 明 ノア ッタ コトデ アリマ シテ、 明 カナ ル コ トデァ 

リマ スガ、 伯林 城下 ノ誓 ヲ爲ス ノ 時期 一一 關セズ 對支ノ 談判 ヲ開ク ハ、 固 ヨリ 豫定ノ 行動 デ アツ タカ. ドウ 力、 將义 此對支 談判 モ i^:: 

島 陷落ト 共 二 初 ョ リ 今囘ノ 提案 ノ如 クニ 十餘條 ニ亙ル 所ヲ以 テス ル 意見が 定ッ テ 居ッタ モノ デ アツ タカ ドウ デ アツ タカ、 又日獨 

宣戰ノ 上奏 ノ アツ タ後 一一 當ッテ 聯合 軍 敗 績ノ日 如何、 义兩 軍滕肷 ヲ決ス ル 一一 至ラ ズ シ テ 居中調停 -I 終ルノ 日、 聯合 軍 滕ノ日 -ー 

於 テ對獨 政策 ハ 如何 ト云フ コ ト ハ 目下 講ゼラ レテ アツ タコト ト信ジ マス。 其 中  一！ モ若シ 聯合 軍ノ 必勝 ヲ 一 方 -ー 期待 セラ ル、 トシ 

. タ ラバ 一ト ノ位ノ 年月 ガ經 ット云 フ コ トヲ御 計算 -ー ナツ テ居ッ タカ、 今 H  -ー  ナツ テハ 乂當初 -I 於ケル ト反對 シ テ、 今後 如何 樣ナ形 

勢-一 ナ ラウト 云フコ トノ豫 想 ヲ以テ 今日 準備 シ テ置 イタ モノ デァ ルカ、 是ハ 國民 ノ等シ ク聽カ ム ト欲ス W 所-了 ンテ、 私共 モ义聽 

カム ト欲 スル 所、 ダ 至難 ノ 問題 ノ如 クデ アル ケレ ドモ、 凡 ソノ豫 想 二 付ィテ 如何 ナル モノ デァ ルカ、 歐 洲 戰亂ノ 半-於 テ對支 

談判 ヲ開 カレル ト云 フコト ニナ リマ シ タノ ガ、 此時 ガ卽チ 好 時機 ト セ ラレ タルモ ノデ、 是ハ 豫定 ノ 行動 デ アル 力、 果 シテ然 ルカ 

或 ハ 又 偶然 ノ 行動 デ アル 力、 偶然 斯樣 一一 封 支 談判 ヲ開 カナ ケ レバ ナラヌ ャゥ- 一 ナッタ ノデ アル 力、 日獨 宣戰ノ 當時ョ リ豫定 セラ 

レテ 居ッタ モノ デ アツ タカ ドウ デ アツ タカ、 若シ 豫定ノ 行動 デァ ルト云 フナラ バ 何故 -1 靑島陷 落後 直 -I 交涉ヲ 開始 セラ レ ヌデ、 

時日 遷延 ノ 後-一 此 談判 ヲ 開始 セラ ル 、 一一 至ッ タカ、 此 事情 ヲ承リ タイ。 此 談判 ヲ開ク -I 當ッテ 提出 ノ仝 部ハ 勿論 阒滿 一一， 解決 スル 

モノ ト信ゼ ラレ タノ デァ ラウト 信ジマ ス。 併シ ナガ ラ 其 時機、 順序、 方法 一一 付ィ テ或ハ 千慮 ノ 一失 ヲ來 タシ、 中途 一-於 テ 違算 ヲ 

見ルノ 不幸-一 陷リ 示威 的 出兵 -ー 次グ -ー 我 提案 ヲ自ラ 修正 改案ス ルヲ敢 テシ、 遂- 一勢 ノ窮ス ル所 最後 ノ通 ト ナッタ。 此 最後通牒 

ト ナツ テ赏初 ノ 心算 -I 違フ ニ至リ タル モノ デナ イカ ト 信ジ ラレ マス ガ、 果シテ 左樣デ アリマ スカ" 而カモ 其 間 -! 於 テ 曹外交.^„<長 


ガ我 北京 公使館 ヲ 訪問 シ テ 拒雜セ ラレ タル 等ノ事 ァリ： 彼ノ 裔シ來 タル 條件 ヲ拂ス ルノ已 ムヲ 得ザル ニ至ル C 其 條件タ ル ャ 我お 

後 通 1^  ノ條件 ヨリ モ更 -I 有利 ナ ル -I 拘 ラズ、 飽 クマ デ之ヲ 排斥 シ、 隣國阈 民ノ惡 感情 ヲ 誘起 セザ レバ 巳 マズ、 恰モ是 レ 當初ョ リ 

ノ 豫定ノ 希望 ナリ ト云ハ ン ガ如キ 態度- 1 出デ タル - 一至 ッテ、 反感 ヲ買 フ嫌ヒ ヲ遺シ タル 跡 掩フべ カラ ザル コ ト ハ、 支那 ノ 官報 並 

彼等 ノ 英字新聞 -ー於 テモ明 カナ ル コトデ アリマ スガ、 (中略) 國民 ノ 大部分 -ー 於 テ 旣 一一 外交 / 爲 -ー 御盡カ 一一 相 成 ッテ 苦心 セラ 

レ タルコ ト ハ察ス ルケ レド モ、 外交 ノ 大成功 ト 公一 百 セ ラル 、所 ヲ以テ 見 レバ、 自他 ヲ欺 ク所ノ 黨 5^ 的 ノ 用語 デ アル 力、 或ハ 黨派 

的判斷 二 出デ タルモ ノデ アル 力、 义 誠意 左樣. デ アル 力 ト云フ コト 一一 付ィテ 人々 疑ヒ ヲ持ッ テ居 ル所デ アリマ ス。 (中略) 义 支那 

人並 一一 我 政府 ト我國 人並-我 政府 卜ノ 問-一 ハ今囘 大ナル 溝 ヲ生ジ 其 反感 アル コ トハ、 贊 明ナル 首相 並 -ー 内閣 ill? 公 ノ疾ク 一-御 推知 

一一 ナツ テ居 ル所デ アリマ セゥ。 必ズ ャ赏 初豫想 以外 ノ コト 一一 非 ザ ルカ、 將 タ父旣 一一 豫想ノ 外-一 出デタ ル 一一 非ズ シ テ、 是レ 先见ヲ 

以テ 洞察 シ居ッ タ所デ アルト 仰シャ ルカ。 (中略) 併 ナガ ラ 内閣 諸 公ハ上 陛下-一 對シ其 成功 ヲ上 券シ、 下！！ 民 一一 對シテ 其 成功 ヲ 

誇リ 得べ シト 確信 シ居 ラル 、ャ 否ャ。 滿 足ナル 結果-一 シテ 當初ノ 趣意 一一 何等 背ク 所が 無 イト 言 ハ ル 、ャ 否ャ。 或 ハ若シ 义然リ 遣 

憾限リ ナ シトノ 誠意 ヲ有セ ラル 、ナ ラバ、 本員 ハ信 ズル。 必 ズ ャ 其 誠意 ヲ有セ ラル 、ナ ラム。 鼓-一 蕃 後策ト シ テ講ズ べキ モノ ガ 

アルト 思フ。 ソレハ IJI. ん務デ ァ ラウト 思 フノデ アリマ ス。 (中略) 此度 兩國問 一一 生ジ タ ル 此 反感 ヲ 以テ、 條約 締結 後 一-於 テ、 ソレ 

ト共 -ー 雲煙 霧 消 スべキ モノ デ アル ャ 否ャ、 其信ゼ ラル、 所ヲ承 リタ イノ デ アリマ ス。 將タ义 從來獨 沸 問  一一 ルガ 如ク、 露獨問 一一 

蟠 マル ガ 如ク、 動 モス レ バ 確執 反感 ノ去 リ難キ モ / ヲ殘存 スル コトナ シト言 明 セラ ル 、 ャ 否ャ、 果シ テ言明 シ得ラ ル ルナ ラバ、 

其 所信 ノ在ル 所 ヲ成ル ベ ク明カ 一一 示 シ テ、 安心 ヲ與 ヘラ レム コトヲ 切 一一 希望 致シ マ ス 。 今ャ 首相 ハ 是等 ノ 反感 ヲ無 シ ト 首 ハ ル 、 

コト ハ出來 マイ。 (中略) 是等  一 I 對スル 反感 ヲ拂ヒ 去 ル所ノ 成 竹 ヲ示シ 得 ラレ ルナ ラバ、 庶幾 ク バ我々 ハ與リ 聞 カム コトヲ 。是 

恐 ラタ ハ 本員 一 人ノ 希望 -ー 非ズ シテ、 貴族院 仝 員 ノ望ム 所义國 民ノ望 ム所デ アラウ ト思フ ノ デァリ マ ス。 —— 

この 伯の 質問に 對し、 大隈 首相 は、 たまく 宮中 參內の 時刻が 迫ち た關 係から、 加 藤 外相 をして 代って 答 辯せ しめ 

ん とした。 しかし 伯 は、  ， 
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此事 ハ 成程 事 外交 一一 涉ル ャゥデ アリマ スケレ ドモ、 日 獨宣戰 ノ當時 ヨリ 戰爭全 體ノ コ トニ 對シ甚 ダ係ル 所 大ナル モノ デ アリマ ス 

カラ、 是非 總理 大臣 ノ御答 辯 ヲ煩ハ シ タイト 思 フノデ アリマ ス。 先日^ 外務大臣 ノ御答 辯 H 對シ テ ハ誠 一一 其 言葉 ャ麗 ハ シク、 其 

綴 リエ 合ノ 宜シキ コト赏 一一 敬服 イタ シ マスケ レ ドモ、 其 誠意 ノ貫 微ス ル 所-一 於テ、 私 ハ未ダ 首相-一 希望 スル 所ノモ ノト 同 ジャゥ 

二 ハナ イノ デァリ マスカラ  

と 押し返した。 さう して 加 藤 外相が、 それで は その 中で、 自分が 答へ て 適 當と思 ふところの 主管の 分 だけ 御 答へ しょ 

うと 言った が、 伯 は、  • 

私 ニ對ス ル御答 デァリ マス レバ、 ソレ ハ 首相 ノ御答 辯ノ 後- 1 願ヒ タイト 思ヒ マ ス。 私ハ 外務大臣 ノ御答 辯ヲ煩 ハシ タイト 云フノ 

デ之ヲ 提出 シ タノ デ ハ アリマ セヌ。 

と 突つ ばねた。 

かくして 同日の 午後、 大隈 首相が 宮中より 退 下した 後、 自ら 伯に 答 辯す る ことにな つた。 この 日の 大隈の 答 辯 は、 

まづ 世界 大戰 の勃發 より はじめて、 日英 同盟の 義 により 獨 逸の 東洋 艦隊 を 撃滅す るに は、 ま づ根據 地た る靑島 を陷れ 

なければ ならぬ ので、 つ ひに 對獨戰 爭が已 む を 得ざる 勢 ひとな つた 事情 を 述べた 後、 その後の 經過 について 次の 如く 

詳細に 亙って 長 廣舌を 揮った。 

愈 意 ヲ決シ テ獨逸 ト戰ヲ 開 タト 云 フコ トー 一 ナツ テ モ尙且 ッ 平和 一一 戀々 タ ルガ 1^ 一一、 最後 通 if ヲ發ス ル - 一成 ルべク 戰ヲ避 ケント 

ス ル ノ意ヲ 以テ、 支那 -I 還附ス ル ノ 目的 ヲ以テ 膠 州灣ヲ 日本 -ー 無 條件デ 引渡 ス コ トヲ 請求 シ タノ デ アル。 所 ガ獨逸 ハ 日本 -ー滿 足 

ヲ舆へ ヌ ト云フ ノデ、 直チ -I 膠 州灣ノ 攻擎ト ナッタ ノ ハ 御 承知 ノ コ トデ、 兹 -- 至ッテ 突然 此 重大 ナル 問題 ヲ決. シ タ譯デ ハナ イノ 

デ アル。 其 時 一一 想へ ラク。 助ケノ ナイ 膠 州灣ノ 一角、 之 ヲ拔ク コトハ 易ィ、 之 ヲ拔ク コトハ 易 ィガ、 獨逸 ト云フ 世界 ノ  gp5 大國ヲ 


2  .- シ ナクテ ハナ ラス、 是ハ 重大 ナル コトデ アル： 且 ッ 聯合 軍 ハ杲 シテ勝 ツヤ 否ャ ト云フ コ トモ、 無つ：；，。 ま： "二-リマ セゥ ガ直チ 

二 起 ル 大 問題 デ アル.^ 此 所- 議論 ヲ 致セバ 渾山 議論 ハ アルガ、 議論 ヲ $ キ マスし バ ドウ デ アル カト 言 フト、 必ズ 聯合 軍 ハ 勝ッ、 

X 一  度獨逸 ヲ敵ト シ テモ 平和 克復 後ハ ドウ デ アル カト云 フト、 獨逸ト 親善 ニナ ル、 再ビ 平和 囘復 後ハ 十分 ナル 親善 ヲ致ス コ ト モ 

難ク ナイ、 如何 トナレ バ仇 ヲ紡ブ コ ト ハ 獨佛或 ハ 獨露ノ 如 キ遣傳 性的 -! 來ル所 ノ惡感 ii? ト云フ モノ ハナ クテ、 唯 一時的 ノ モノ デ 

アル - 一依 ッテ、 平和 克復 後之ヲ 囘復ス ルコ トモ 決 シテ難 ィコト ハナ イノ デ アル、 若シ日 獨問ノ 平和 克復 後 十分 一一 感情 ノ 融和 ハ 出 

來 ナイト 見 テモ、 日本 ハ 一 曆 世界的 二 活動 ス ル 機会 a ガ玆 ニ生ジ タノ デ アラウ、 玆 一一 日英 同盟 ハ 愈 親密 一一 ナ ルノデ アル。 (中略し 

ソ レデ斯 ノ如ク 日英 同盟 ノ幅 ガ廣ク ナツ テ、 世界的 二日 本ノ働 キト 云フ モノ ガ、 日本 ノ烕 信ヲ保 ッテ、 將來ノ 世界一 一 カヲ^ ス上 

二、 實- ー戰爭 ト云フ モ ノ ハ 不幸 デ アル、 不幸 デ アルガ 外交 上 カラー 一目へ バ此 機會ヲ 利用 ス レ バ 一 暦 日英 同盟 モ親シ クナル ノデ アル、 

乂佛蘭 西、 露國ト モ 一 層. M 誼ヲ^ ス コ トガ、 餘 程是ョ リシ テ 一 曆 深厚 -I ナル、 是ョ リシ テ 日本 ノ經濟 上 一一 モ、 其 他 百般 ノ 方面 -ー 

愈 X 大 ヲ爲シ ハシナ イカ、 斯ゥ云 フ考ヲ 持 ッテ居 リマ シテ、 ソレ ガ 根本的 二 意 ヲ决シ テ齊シ ク獨逸 ヲ討ッ ト 云フコ トニ ナツ タノ 

デ アリマ ス。 其 次 ハ對支 談判 ノ コトデ アリマ スガ、 是ハ皆 偶然 一一 起 ッタ。 日 獨戰ハ 誰モ、 如何 ナル 聰明 ナ人モ 日 獨戰ガ Sii ラウト 

云フ コ トヲ豫 期 シタ人 ハ恐 ラクナ イデア ラウト 思フ。 (中略) 此 偶發ナ コトガ 起 ッテ、 トウく 獨逸ノ 勢力 ハ 极據地 ヲ失 ッタ爲 

-ー 、 或點 カラ 云 へ バ 支那 一一 於ケル 勢力 ハ大 失墜 ヲ爲シ タト 云フ コトガ 出 來ル。 獨逸ノ 勢力 ガ 失墜 シ タ ノ ハ 4- 然 日本 ノ 利益 デ アツ 

タカ ト云 フト、 日本 ノ 利益 バ カリ デナ ィ、 外ニモ 平和 ヲ欲 スル 日英 同盟 者 タル 英國 一一 大ナル 利益 ヲ與へ タノ デ アル、 其 利益 ハ赏 

一一 支那 一-於 テモ 大ナル 利益 ヲ得 タノ デ アル、 斯ク 確信 シ タノ デ アリマ ス。 是ハ私 一個 デハ ナイ ガ 吾輩 ハ サゥ 確信 シ タノ デ アル。 

ソレデ 先 ヅ笫ー 一一 日露 戰後、 謂 ヘラ ク國民 ハ滿洲 ハ再ビ 軍人 ノ血ヲ 流 シテ、 而シテ 他 ノ國ノ 勢力 ヲ斥 ケテ 支那 ノ、 干； 權ヲ 恢復 シタ 

ノ デ アル、 然 ラ バ 之-一 付テ 何等 力 支那 ガ 日本 一一 報酬 ヲ與へ サウナ モノ デ アル、 ト云フ  一 M 念 ハ アツ タ ラウト 思 フノデ アル。 所ガァ 

レ ハ無報酬無條件デ^！洲ハ支那-ー戾シタノデァル。 (中略) 所 ガ其後 十 年間、 殊-ー 後藤 男爵 ハ南 滿鐵 道-一 モ御 出-一 ナ リマ シ タカ 

ラ、 能ク御 承知 デァリ マセ ゥガ、 日 支 間 ノ極ク 細 力 ナ 問題 一一 マ デ常 一一 銜突 イタ シ テ、 其爲 兩國ノ 感情 ヲ害ス ルャ ゥナコ トガ非 
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常 二 多 イノ デ アル。 义^ ド滿洲 一一 於テ 日本 ハ 優越 ナ ル權利 ヲ持ッ テ居ル 以上 ハ、 ド ゥカ 此滿洲 ヲ機會 -! 乘ジ テ ハ 開放 ス， - コトガ 

必耍デ アル。 是 レ草リ 日本/利益 ノ ミナ ラズ、 支那 モ 利益 デ アル。 ドウ モ馬賊 橫行ス ルト云 フ如キ 有樣デ ハ迚モ 生命 財産 ノ安仝 

ハ保 テル モノ デハ ナイ。 日本人が 此處 二 發展 ス レバ 自ラ ソレー 一依 ッ テ 秩序 モ立 ッテ、 替察 制度 モ完仝 - 一行 ハレ テ、 而シテ 斯ノ如 

ク馬賊 横行 ナ ン. ド云フ コトハ 跡ヲ絕 ツヤ ゥ ニナ ルデァ ラウト 斯ゥ思 フノデ アル。 (中略) 而シ テ滿蒙 二 於ケル 日本 ノ優ナ ル權利 

ヲ 持ッテ 居ルト 云フコ トハ、 同盟 國モ及 ビ其他 ノ國モ 大抵 默認 シテ ル ャゥデ アル。 境 ヲ接シ テ居ル 露 國ノ如 キ國モ 旣-ー 默認シ 

テ 居ル。 此時ニ 東洋 カラ 朿洋ノ 平和 ヲ提亂 スル所 ノ敵ノ 颗者ヲ 斥 ケテ、 此機余 ：！ - 一  乘ジテ 談判 ヲ開 クコ トガ、 時機-一 於テ最 モ適セ 

リト、 斯ゥ考 へ テ此 談判 ヲ開 イタ 譯デァ ルノデ アリマ ス。 ソ レナ ラ バ 靑島陷 落後 談判 ヲ 一 月 マ デ延シ タノ ハ何デ アル 力 ト云フ 御 

疑念が アル 力 モ知レ ヌガ、 二十 箇條 餘ノ モノ デ 談判 ヲ開ク 一一 ハ 餘程^ 確ナル 調、 旣 二 從來 多少 ノ調 ハ アリマ スケレ ドモ、 事赏ノ 

事 二 當ッテ 見ルト 是マデ 方々 ノ調 ノ未ダ 足ラヌ モノ モア リ、 乂調 ヲスル -ー モサゥ 時 ヲ取ッ テハ居 ナイ ノデ アル。 旣- 一十一 月- 1 ハ 

出來 タノ デ アル。 ソ レカ ライ。 くナ 機關ヲ 經テ、 而シテ 重大 ナ 問題 デ アルカラ 北京 ノ駐^ 公使 ヲ 此方-一 呼ンデ 十分 ナル 談判 ノ 

意 ヲ舍メ テ、 而シ テ 談判 ヲ 開始 セ ム トス ルト、 支那 ノ習惯 一一 依ッテ 一月 ヲ休ン ダト云 フ如キ コト- 一依 ッテ 延ビ タト 云フャ ゥナ譯 

デ アルガ、 靑島陷 落 カラ 直 一一 起ッ タノ デ アル。 义此 E 獨戰 爭ガ 起ルャ 否ャ、 兹デ 從來ノ 國民ノ 希望、 國家ノ 目的 ヲ達セ ラル 、ト 

云 フコ卜 ハ是ハ 十分 -1 豫期 シタコ トデ、 乂 偶然 ノ出來 事 カラ デァ ッ タガ、 ロ獨 戰ガ與 へ テソレ カラ 起ッ タノ デ アル。 卽チ 日獨戰 

ノ 結果 直 一一 山 東 竹 ノ獨逸 ガ據ッ テ得 テ居ッ タ權 利、 利益 及 種々 ノ 手段-一依 ッ テ得タ 所 ノ讓與 ヲ唯ダ 日本 ガ繼承 スルト 云 フト、 日 

本ハ 支那 ト 談判 ヲ シナケ レバ ナラ ヌノデ アル。 卽チ第 ー號 -I 現レ タノ ハ重 一一 山 東 省 -ー 係 ルノデ アル。 鼓デ直 -I 笫 ニノ 問題 ハ從來 

ノ 日露 戰 後一-於 ケル 國民ノ 希望、 國家ノ 目的 カラ モ 必要 ト致ス 所デ、 滿洲 蒙古 是ガ 第二 號 -! アル。 ソ コデ機 會ヲ選 ンダノ ハ矢張 

リ日 獨戰、 膠州陷 落、 斯 ゥ云フ 次， 笫 デァリ マ ス。 (中略) ソレカ ラ初 メカ ラ此 多數ノ 提案 ガ完仝 -ー 解決 セ ラル、 ャ ト云フ コトヲ 

豫期 シテ 35 ッタ 力、 ドウ 力 ト云フ 御 問 ヒ ノヤ ゥデ アリマ スが、 勿論 私 ハ 疑ナク 大部分 ガ 目的 ヲ 達スル コト. ガ出 來ルデ アラウ ト考 

へ タノ デ アル。 其 後- . . 、判ガ 長ク、 二十 五六 囘モ掛 ッテ、 三 唐： =： 餘 モ掛ッ タノ ハ 如何- 1 モ 談判 ガ 困難 デ アルト 御覽 ナサ ルデ 


マセ ゥガ、 無論 轅 ル 闲難デ アル" ハ 中略) ソレ カラ 無論 减點 -_ お テ ハ 多少 此方 ノ 目的 ヲ達 シサへ ス レ バ向 ウノ 面目 ヲ保 ツ^ 

-ー 、 多少 條約ヲ 公文 ノ 交換 一一 致 スト 力、 或ハ 宣言  一一. メ テ置ク ト云フ コト モアつ テ、 餘 程之ヲ 談判 ノ！^ 過 - 一依 ッ テ、 少シ ヅッ转 

和シ テ行ク ト云フ コト ハ 所謂 外交 ノ 波瀾 曲折 デ、 初 メカ ラ斯 ゥ云フ 場合 二 ナル ト云フ n トノ 豫期ハ 大抵 豫期シ テモ對 手/アル コ 

トデ、 サ ゥ少シ モ違 ハ ヌャゥ ナ働キ ハ 隨分ム ヅカ シ イト 思 ヒ マ ス。 (中略) 波满 曲折 ハ ァレド モ 此度ノ 談判 其モ ノ 一一  付ィテ ハ第 

一 號、 第二 號 アタリ ガ大 目的 デ アル。 其 大目 的 ノ殆ド 仝 部ト 云ッテ モ 能ィ、 或ハ其 中二 多少 锾和シ タ コ トモ アルが、 多少 ヲ除ク 

ノ外 ハ先ヅ 談判 ノ 目的 ハ達 セラ レ タリ ト思フ ノデ アル。 ソレ カラ 其 次 ハ 三號、 四號、 是ガ 此方 カラ 請求 シタ 箇條デ アル。 三號 ハ 

御 承知 ノ漢 冶萍、 四號 ハ沿^^及島喚ノ不割讓、 此 nl 的ハ先 ヅ達シ タト 思 フノデ アル。 (， 中略) ソレカ ライ 烕カヲ 示 シタ卜 

力、 或ハ 最後 ノ通喋 ヲ送ル 前後 二 何等 力 十分 ナル 讓步ヲ ナ シテ來 タト 力、 ィ 0  くナコ トモ アリマ スル が、 是 ハ殆ド 談判 转 過ノ 

一 ッ ノ 波瀾 曲折 - 一過 ギヌ 譯デ アル。 是ハ自 ラ若シ 强ィテ 御 質問 -I ナ レバ、 赏局 大臣 力 ラ 御 答 致 ス 1 尸 ァ ラウト 思フ。 ソレカ ラ 多分 

是ハ 昨日 ノ 衆議院 ノ 演說デ 私 ハ 大成功 ト 云 フ 言 ハ少 シモ用 ヒナ カツ タ。 大成功 ト 云 フ 言 ハ ffl ヒナ ィ。 或ハ 新聞 ナ. ゾハ 時々 私ノ談 

話 ナゾト シテ 大成功 ト書 イタ カ知リ マセ ヌガ、 私 ハ 大成功 ト モ 成功 ト モ 失敗 ト モ能 ゥ言ハ ヌ。 私 ハ 國家ガ 自分 ノ 目的 ヲ 十分 一一 建 

シ得 タト 思フ。 然ル 一一 一 方デ ハ 失敗 ト云 フガ私 ハ 失敗 ト ハ思 ハヌ。 失敗 デナ イト 云フト 成功 ト云 ハ ナケ レ バ ナラヌ ：： 國家ノ 目 

的 ハ達シ タノ デ アル。 (： 中略) 古ィ 歴史 ハ 措 ィ テ、 先 ヅ日淸 戰役後 一 時 ハ 非常 一一 敵愾心 ヲ有ッ タガ、 幸 シ テ 緩和 シ テ却テ 日本 

一- 叙シ ム、 以前 ョ リ 一 層 親 シ ム - 一至 ッタ。 何故 親 シク ナック カト 云フト 日本 ノ カヲ認 メタ カラ 非常 一一 以前 ヨリ 親シク ナッタ トー K 

フ譯デ アル。 (中略) 決シ テ獨佛 仇 ヲ結ブ ナド、 云 フ如キ コトハ ナイ。 支那 人 ハ 善グ 批評 ス レ バ 執著 心 ガ强ク ナイ。 ソレ故 二 私 

ハ 支那 人、 支那 人 二 ハ 何 虚迄モ 常 一一 友誼 的 一一 過チヲ 改メサ スルコ トヲ努 メタ イト 思フ。 ソ レヲ改 メナ ケ レ， バ 支那 ノ國ハ 危ィ C 日 

本ヲ將 來敵ト スル コトハ 利益 デ ァ ルカ 不利益 デ アル カ知レ 切ッタ 話デ アル。 是ハ 日本 一一 成 力 ガ無ケ レ バ 味方 -ー ハ付 カレ ヌ。 侮ラ 

レ テ ハ 味方 ハ 來ラ ヌ。 此 日本 ノカト 云 フ モノ ハ 卽チ烕 信ト云 フ モノ ハ 一方-一 ぉテ 十分 了解 セラ レテ 居ル。 -サ ゥシテ 一方 一一 經濟的 

共同 ノ 利害、 是ガ亦 有 カナ モノ デ アル。 私ハ 此 支那 ノ 日本 -1 對スル 反感 モサゥ 久シク 保タズ シテ、 私ハ 從來 以上 ノ 親善 ヲ 涉取ラ 
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スコ トハ疑 ナイ。 況ャ 日本 ノ烕信 ハ 非常 -I 昂マ ッ テ 居ル。 日獨戰 カラ 非常 -ー 昂マ ッ タ。 r 中略) ： ： 何 ガァラ ゥ ト モ 日本 ノ烕信 

ガ昂 マリサへ ス レバ、 併シ a 本ガ是 カラ 働 ク所ノ 外交 上ト言 ハ ズ赏業 上ト言 ハ ズ、 是等 ノ行爲 一一 於テ 十分 ナル 親善 ヲ保ッ コトハ 

ソ レ程 困難 デナ イト 私 ハ固 ク信ズ ルノデ アリマ ス。 況 ンャ現 大綠統 ハ頗ル 老練 ナ ル人 デ頗. - 辛苦 艱難 ヲ嘗 メタ 人デ、 日本 ヲ敞ト 

スル コトハ 不利益 デ アルト 云フ コトハ 十分 知ッ テ居ル ノデ アル。 北京 政府 デ ハ 此條約 締結 後地 方ノ 日本人  一一 0 ス ル 感情 ヲ和 ラゲ 

ルコトー 一 付テ ハ遣憾 ナクカ ヲ盡シ テ居ラ ル 、ャ ゥデ アル。 (中略) ソレ故 二 私 ハ先ヅ 今日 ノ所デ ドウ セ國が 勃興 ス レ バ 喬木 ： ： 

國ガ 段々 大 キク ナルト 時-一風 ガァ タル。 一 部分 -I ハ猜ム モノ ガァ. ？カモ 知レヌ が、 概括 シ テート ゥカト 云へ バ 、 日本 ノ 烕信ガ 漸次 

昂マ リツ 、アルト 信ジテ 居ル。 (中略) ソレデ 私ハ此 問-一 n 本ノ 世界 二 於ケ ル 信用、 國民ニ 對スル 信用 上 -I 付テ、 何レ御 議論 ガ 

アル ダラウ ガ、 我々 ガ責仟 上 確信 ス ル所 一一 依レ バ、 私ハ 何等 帝國ヲ シテ 困難 ナル 地位-一 陷ラ シメ タト ハ少シ モ考へ テ居ラ ヌ ノデ 

アル。 併 ナガ ラ 大成功 ナ に ト云フ コトハ 甚ダ 恐縮 千萬ノ コトデ アリマ スが、 國家ヲ シ テ危キ -ー陷 ラシ メタ ト云フ コト ハ決 シテ私 

. ハ無 イノ デ アルト 確信 シテ居 ルンデ アル。 是ハ 我々 ガ晏然 トシ テ此 責任 ヲ取ル 所以 デァリ マ ス。 

以上で 大喂 首相の 答 辯 は 終った。 

これに 對し伯 は、 勿論 議論の 相違 も あり、 また 重要なる 二、 三の 點 について、 首相が 答へ すして 止んだ ことに は 遣 

憾 である けれども、 これ はも はや 追窮 しないと 述べ、 大體 において 首相の 懇切に して 誠意 ある 說 明に 感謝して、 この 

討論 を 終った。 

一 〇、 財政 策の 攻撃 

大隈 內閣の 外交 政策 を 攻撃した る 伯 は、 更に その 肘 政 政策に 對 しても 痛擊を 加へ た。 それ は 減債基金 問題と 責任 支 

出 問題と につ いてであった。 


減債基金 問題と いふの は、 公債 償還 基金 五 千萬圓 中、 二 千 萬 圓を鐵 道の 建設 改良 費に 貸付け、 以て 帝 國鐵道 會計法 

の 改正 を 企てん とする もので、 大隈 內閣の 組閣 當 初に 標榜した ところの 非 募債 政策 具體 化への 一端と も 見ら るべき も 

のであった。 

との 提案に 對 して は 政 友會も 國民黨 も反對 であった。 その 反對の 骨子 は、 旣に國 債 惯還繰 人 額 を 五 千萬圓 として 天 

下に 公表して ゐ ながら、 そのうち 二 千 萬 圓を鐵 道 資金に 充當 する こと は 信を內 外に 失 ふ 所以で ある、 現在に おける 內 

地 經濟界 の 實情は 二 千萬圓 程度の 公債 募集 必す しも 不可能で はない、 更に 亦、 一般 會 計から 貸付け るより は 預金 部 か 

ら 貸付け る 方法の 方が 良策で あると 云 ふに あった。 殊に 國民黨 の 如き は、 鐵 道の 建設 改良 は その 益金の 範圍內 に 限：；^ 

すべ きで あると 痛論した。 

この 問題に 對 して、 伯 は 獨自の 立場から 痛烈なる 批判 を 加へ た。 それ は大暖 內閣の 財政 策 を 以て 消極的 財政政策な 

りと 論斷 し、 二 千 萬圓の 資金 を 何故に 廢減稅 の 財源に 充當 せざる やと 喝破す るに あった。 この 問題に ついて 伯の 覺 逢曰 

の 全文 は 左の通り である。 

一、 國家ノ 事業 一一 ハ生產 的ナル ァリ、 不生産的 ナル ァリ、 生産 的 事業 一一 要スル 資金 ハ、 概シテ 其 事業 ヨリ 生スル 

利益 ヲ以テ 償還 シ得 ルカ 故 一一、 公債 ヲ以テ 之 一一 充 當シ、 其 費用 ハ 現代人 並 一一 子孫 ヲシ テ之ヲ 分檐セ シム ルヲ文 

明國ノ 通則 トス。 

一、 現 政府 ノ 消極的 財政 策 一一 ョレ ハ、 從來國 庫 ヨリ 五 千 萬圓ヲ 支出 シテ其 全額 ヲ 減債基金 一一 繰人レ タルモ ノヲ、 

今 囘ハ同 シク五 千 萬 圓ヲ國 庫 ヨリ 支出 シテ、 減債基金 一一 參千萬 圓ヲ繰 人レ、 殘貳千 萬 圓ヲ以 テ鐵道 資金-一充 當 
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山の 私邸に 訪問、 重要 協議 を 遂げ、 十九 日. に は山縣 また 自動車 を內田 山の 井上 邸に 驅り、 午前 九 時半から 午後 一時 半 

まで、 實に 四時 間の 長き に 亙って 會談を 遂げた。 

この 異常なる 元老 來往 の眞只 中、 卽ち 十八 日の 午後、 伯 は 突然、 井上 を 訪問した。 伯の 出現 は 政界の 神經を 更に. 一 

段と 昂進せ しめた。 六月 二十 一日の 讀賣 新聞 は、 「井 侯歸 京と 政界 動搖」 と 題して、 この間の 消息 を 左の 如く 傳 へて 

ゐる。 

井 侯と 外交問題 井上 侯が この 炎暑に 際して 歸 京した る こと 旣に 問題な り。 無論 これ を 以て 現内閣 破壤 問題の 現出と 見る 事は頗 

る 輕卒の 譏りな きに 非 ざれ ども、 少く とも 井上 侯 は 現内閣の 對支 外交 結果に 就て 非常の 不滿 をいだ き、 此の 審後 策に 就て 現内閣 

の 方針 並に 經過を 問 ひ、 更に 各 元老との 意見 S 交換 をな し、 相 共に 現内閣に 對し或 種の 警告 を與 へんと する 事 は、 疑 ふ 可らざる 

. 事實 なる が 如し。 

現内閣の 周圍 果して その 結果、 現内閣の 運命に 關す るが 如き 大 問題と なるや 否や は 不明 なれ ども、 この間 現内閣 破壞 運動 者の 

巧妙なる 手の 各 元老の 身邊に 迫る あり。 現在の 儘に て は 決して 不穩 なる 狀勢は 非 ざれ ども、 現 內閣の 周 園が 多少 舊 とその 趣 を異 

にす る もの ある は 否む 可から ず。 II 密院の 態度の 如き も 色眼鏡 を 以て 見れば 頗る 穩か ならざる もの あるが 如く、 彼是 總 合する 時 

は、 井上 侯の 歸京は 或 種の 問題 を 齎らし、 一時の 人騒がせ をな す 事 疑 ふ 可らず。 

破壤 運動 系統 そ Q 際 特に 看過す 可らざる は 現内閣の 破壤 運動な り。 同 運動に は ニ樣も 三樣も あり。 卽ち 後藤、 仲 小路 氏 等 一 淤- 

淸浦子 一派、 薩派等 その 顯 著なる ものなる が、 特に 後藤 男 一派の 運動 は 猛烈 を 極む る もの あり。 後藤 男が 十へ 日 午後 井上 侯を訪 

問した るが 如き、 旣 にこの 機會を 利用して、 其 運動 を赏顯 せんとす る 素志に 外なら ず。 

この 慌 だしい 元老の 動きに 就いて、 また 伯 は 次の 如く 新聞記者に 語って ゐる。 

山 井 公侯の 會 談に闢 して、 徒らに 外 問より 透視 的 噫 測 を 許さず と 雄 も、 井上 侯が 過般の 元老 會 議に參 列せ ず、 特使 大滞 一木 兩相 


より 顚末 を聽 取せられ たるに 止まる が 故に、 今 改めて 詳細の！^ 過 を 親しく 聽取 せんが 爲め 乃 み の-食！^" と 推す る は、 聊か皮相の見.^ 

に 非ざる 乎。 然れ ばと て 予輩は 山 井 公侯が 日 支交涉 Q 失敗、 排 SErra: 題 其 他 諸種の 内政 問題 ニ關 して、 现內閣 を 問責す る爲 めの 下 一 

協議な リと斷 言す る ものに 非ず。 恐らく 言 はぬ が 花た る 可し。 唯 井上 老 侯が 日 支 談判の 顚 末に 付て、 衷心 國 家の 爲め 憂慮 を 抱か， 

れ、 不安に 思 はれた る は事實 にして、 其 後日 支 親善の 如き は 空文に 終リ、 今や 支那 四 餘 州の 國 民舉げ てロ货 排斥に 狂奔し、 滔- 

冲 天の 概 あるに は、 益 侯の 心痛に ー曆 の^ 大を 加へ たる は爭ふ 可らざる 事 赏 也。 殊に 侯 は 先般 來關 西方 面 I 只 業 家より、 大阪名 一 

古屋に 於て 對支 貿易の 不振に 關 する 赏 情を聽 取され、 愈. 々敷當 面の 間 題と して、 何等かの 後 策 を 講ぜざる ベ からざる を 選 

悟され たるべし と 信ず。 (六月 二十 一日 、毎夕 新聞)  一 

井上 は 大隈を 推薦した る 張本人で ある。 その 井上 さへ、 大隈 內閣に 憂心 を 抱く に 至った の は、 主として 加 藤 外交に 一 

對 する 不安 不滿 からであった。 井上が 對獨宣 戰の當 初より、 對支 問題 を 憂慮し、 その 對策 を樹 てて 大喂に 進言した こ 一 

と は 旣述の ごとくで ある。 しかるに 彼の 獻策は 加 藤 外相の 阻む ところと なって 一 も採擇 せられ ざり しのみ ならす、 突： 

如と して 起り たる 日 支 交涉の 結果、 ：1 國の關 係ます/. \惡 化せん とする を 見て、 深憂 措く 能 はす、 延いては、 次第に： 

首相 大隈に 對し信 を 失 ひっつ あつたので ある。 山縣に 至って は、 早くより 大隈の 政策に 敗焉 たりし 關係 上、 ここに： 刚； 

元老の 間に、 內閣 更迭の 意が 動き はじめた こと は 察する に 難くない。  一 

ム 

この間に 乘 じて 伯 は 決然、 大 隈內閣 打倒の 急先鋒と して 現 はれた ので ある。  ！ 

ニー、 左 曲り の大 隈內閣 

當 時の 伯 は、 在野 二 年、 桂 公 を 失 ひ、 同志 會の政 友と 別れ、 自ら 「政界の 破産者」 なりと 冷嘲す る ほどの 境遇に あ- 
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つた。 しかの みならす、 家庭に 於いても 財政 上、 非常の 苦境に 陷 つて ゐた。 

從 つて 皮相なる 世間の 人々 は、 伯の 前途に 見切り をつ けて、 その 傘下 を 去る もの も 少なくなかった。 ー體に 在野 黨 

として 時の 政府に 對時 する こと は、 多 數の政 友 を 率 ゆる 場合に も尙ほ 難しと すると ころで ある。 況ん ゃ單身 孤立の 伯 

が、 財政 上 不如意の 境地に 於いて、 正面より 絕對多 數黨の 內閣を 攻撃す る こと は、 容 な ことではなかった。 殊に 伯 

の 背後に あって その 家計 を 守って ゐた和 子 夫人に 取って は、 山 本內閣 より 大隈 內閣 にかけ ての 夫君の 政府 攻撃 時代 は、 

相 馬 事件 失脚 以来 の 苦難 期 であった。 

しかし 剛氣な 伯 は、 かかる 家政 上の 苦痛 困難 も、 公生涯 上の 困難 も、 毫も 介意せ ざる ごとく 振舞った。 彼 は 得意の 

日の ごとく 陽氣 に、 在 朝の 日の ごとく 元 氣縱橫 であった。 

彼 は 政府の 迫害と 鬪 ひっつ、 ます 辛辣に 內閣 攻撃の 活動 を繼續 した。 彼 は 相 變らす 二三 九號の 自動車 を 乘り廻 

して、 大隈內 閣倒壞 の 運動に 銳 意して ゐた。 この 自動車の 番號は 「踏みく だく」 とい ふ 意味で、 內閣を 踏みく だく 爲 

めに 乘り廻 はすのに 相違ない と 噂され た。 

かう した 政局 緊張の 折 柄、 伯の 姿 は 六月 二十 九日 午後、 大阪 梅田驛 頭に ヒョ コリ あら はれた。 しかも 夫人 同伴の 旅 

であった。 それ は 大阪市 有志 主催の 市民 講演 食に 出席す る爲 めで あつたが、 伯 はこの 關西 行きの 車中に おいても、 例 

の ごとき 奇想天外の 警句 を 吐いて 新聞 人を悅 ばした。 曰く 「左 曲り の 大隈內 閣！」 

六月 三十日、 大阪 毎日 新聞が この 時の 伯の 車中談 を 次の 如く 揭げ てゐ る。 

俺が 井上 侯に 門前 拂ひを ゆった と 新聞に 出て 居る が、 一 體君 等の 仲間 は 口が 惡 くて 困る よ。 井上 邸と の 邸と はッ ィ向ひ 合って 


居る から 今度 もニ囘 許り 尋ねた が、 一 変 は客來 中だった から 遠慮して 引返した の で、 門前で 張りの 記者 連中が 尾據を つけて； & 

し 立てた まで さ。 井上 侯に 會 見した の は都筑 男と 同席だった。 元老 會議の 内容 は 尋ね もしなかった が、 侯の 口吻に 依れば、 對支 

外交 は あの 不始末 だし、 一方 歐洲 列强 との 關係は 益々 疎隔す る 許り だし、 此 儘で 終 過したならば、 日本 は 國際上 孤立 無投の 窮境 

に陷る 虞が あるので、 此際 内閣の 改善 を 希望した もの-らしい。 シ カシ、 所謂 内閣 改善 5 意が 政策 改善の 意味 か、 閣員 改善の 意味 

か、 此處 では 言 はれぬ が、 其內に ダンく 分って 來 るよ。 夫から 井上 侯 は 現内閣の 爲に產 婆の 役 を 勤めた 關係 上、 最後 迄 内閣に 

好意 を 表して 監督す る 積り であるが、 現內閣 にして 遂に 改善の 見込な しと すれば、 何う 云 ふ 態度 を 執る か 判らぬ と 云った 樣な話 

だった。 そんなら 内閣の 運命が 危 いかと 云 ふに、 之から 先の 遣 方 一 つで は 何う ともなる。 俊 は 内閣の 永續を 希望す るが、 内閣 自 

から 立ち行か なくなれば 仕方がな いさ。 仝 一一 E は 内閣 は 今や 地獄 極樂の 岐路に 立 つて ゐる やうな もの だ。 健 令： なる 與論に 聽 きて 

正路 を 迎れば 可し、 若しも ー步を 誤る 時には、 氣の毒 だが 内閣の 力お 落 だ。 無筆の 男が 七の 字 を 書く 時、 傍から 「右へ 曲げろ」 と. 

注意す ると、 「欺され る もの か」 と 左へ 曲げて 了った と 云 ふ 話が ある。 現に 減債基金 二 千 萬 圓を鐵 道に 振り向けた など は、 左 曲 

げの 尤なる もので、 此の 外 空前の 選舉干 涉を强 行して 選擧 取締法 を 選 舉干涉 法たら しめたる 等、 失政 は 枚 舉に遑 あらず だ。 而も 

政府 は 新聞 を官營 として 輿論 を 欺瞞して 憚らな い。 尤も 政府が 自己の 罪惡を 飽く迄 否認す る 所 を 見れば、 矢張り 惡 いと 云 ふ 事 だ 

け は 知って 居る と 見える。 大凡 歷 代の 內閣中 現内閣 不誠實 な もの は少 い。 平素の 言責 は 一 も K 行 せず、 偶赏行 すれば 悉く 七 

の 字の 左 曲り 許り だ。 と 云 ふと 直ちに 現内閣 倒すべし との 結論が 来さう だが、 俺 は 其 結論 は 云 はない よ。 兎角 天下 は 泰平が 善い。 

所が 政府 側で は國 民の 政治 思想が 幼稚で 困る なぞと 勝手の 熱 を^いて 居る。 若し 國 民の 政治 思想が 發 達して 居ったなら、 現内閣 

の 如き は 1 日 も 存在す る こと は 出來ま い。 して 見れば 閣員 は須 らく 幼稚なる 國 民に 感謝す ベ きで ある。 國 民に 足 を 向けて 寢ても 

相濟 まぬ 譯だ。 ▲ 邪魔者 視 された 元老と 云 ふ ものが、 何う やら 近顷は 若朽の 政治家より 賴母 しく 思 はれる やうに なった の は 妙 だ。 

內閣の 速 中な ども、 近頃 は 汁粉 を 喰った 昔 を 忘れて、 元老の 酒に 醉 つて 來た。 是を 責める と 「汁粉 を 唸った 事 もあった かネ、 額 

に 節で もつ いて ゐ るかい」 とケ D リ とし たもの だ。 斯う 云 ふ 手 合に 善政 を 期待す ろ は、 恰も 尼 坊主の 尻 を 捲く つて 睪丸を 探る が 
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如し かな。 ▲ 西 園 寺 侯の 上京 は 何の 爲だか 一向 知らぬ。 若し 阖侯 にして 風流 三昧 を 去って、 天下 經給を 行 はんとす る 雄心 ありと 

すれば、 それ も 可から う。 何人が 後 繼 内閣 を 組織す るか、 俺 は 八卦 見ぢ やな いから 想像 は 出來な い。 何人が 出る にせよ、 誠實に 

して 經論 ある 士で あるならば 異存 はな い。 彼の 徒に 空 粗なる 理想 を說 いて 然も 無！^ 給の 態度な ど は 學んで 貰 ひたくな いもの だ。 

七月 五日に 關 西の 旅から 歸 つてく ると、 伯の 內閣 攻撃の 端 は 益 M 銳く なった。 七月 六日の 東京 毎日 新聞 は r 綠蔭 

閑話 蠻爵の 四十 ニ珊 砲」 と 題して、 次の 如く 記した。 

關 西の 旅から 歸 つたば かりの 後藤 蠻爵 の玄關 は、 訪 s: 客 一 ダ I ス 以上の-履物で ゴ ッタ 返して 居る。 大人 大繁曰 in の應接 室で は、 今 

ゃ蠻爵 得意の 大風呂敷で、 數 名の 訪客 を 煙に 捲いて 居る。 

「現内閣 破缓 運動 は 其 後 御發展 です か」 と 唐突 を 食 はせ ると 「ナ- 一 内閣 破捿 11 そんな ケチな 事 をす る もの か。 我輩なん か溫順 

しい もの だが、 井上 や 松 方の 御爺さん 達の 方が、 破壤 運動 を 熱心に やっとる ぢ やない か」 とブ I ッと煙 を 天井に^い て 我れ 關せ 

. ず焉と 白ば くれる。 

左う はさせ じと 疊 掛けて 「そんな 隱 立てした つて 駄目です よ。 チャンと 設據が 上って 居 るんで すから ね」 と缣を 懸ける と、 「證 

據？ 馬鹿 ァ 云へ そんな ものが ある 樣 なへ マな 運動 は 仕 やしない ぞ」 と 語る に 落ちる 返答に、 得たり ゃ應と 突貫して、 「政 友 SIS 

の 或 消息通 は、 自ら 其 謀議に 參 すると か 何とか 公一 一 n して ゐる 者が あり 升」 とやる。  . 

「馬鹿な 事 を 云って る、 俺が やる のに 政 友會の 奴等に 助太刀 なんか 1- む もの か：： 而し 何う せ此 内閣 は 遣 さに や 駄目 だ。 あんな 

外交 を やられて 國 民が 堪 つた もの ぢ やな い。 夫れ に參政 官と來 たら 何 うぢ や (中略)」 とソ CI  くメ ー トル が 沸險し 出した。 

「ー體 内閣の 運命 は 何の 位 保てます」 と 云へば、 グッと 反身に なって、 虎の 如き 頼 髭 を 突出し、 「今 直にで も 遣して 了へば 世話 

なし さ。 而も 御大 禮は 3 は 逆に 原內閣 でも あるまい から、 大隈- の 最後の 思 ひ 出に やらせる も 好から う。 御大 鱧が 終ったら 最ぅ 用捨 

する て， 及ばん から、 自ら 投げ出さ ずん ば 此方から 漠 してやる さ C ナ ー 二 遠慮 も 糸瓜 も いるもの か。」 

「- S 園 寺 か —— 今 ノ コ /\  、出て 來 るから、 入らぬ 人 S がせ をす るんだ。 内大臣 か： ： 左う さ 大山 は あんまり 好かん と 云 ふこ つ 


たから、 西 阁寺を 祭り込む も 面白から う。 ダが政 友^ ぢゃ 何う 云 ふ もの かな ァ.^ 有っても 無くっても 好い 樣なも 力 だ 力、 あれで 

も 部で. H ぼに 像らぬ 連中 は西阅 寺を擔 いで、 世 問の 面目 を 立て さう つ て 云 ふ 連中 も ある だら う 」 

「貴方 も あんまり 永く 閑居して、 せ：： 村の 高臺 から 空砲 を 放って 居ないで、 原な り寺內 なりと 提携して、 大 活動 を 始 したら 如何 

です」 と 云へば 「ァ ハ、、 、左う てるな。 時期が 來りゃ 蛟龍 永く 池 中の ものに 非ず だ。 捲土重来の 大風 雲 を 5^ して 惰民を 貪 

る 政界に 爆裂 彈を 投入し よ うぢ やない か。 相棒 は 誰れ だって 關 はぬ さ。 原に しろ 寺 内に しろ、 俺の 意見 を 容れる 雅量が あり や、 

何 寺 どって 天下 を！^ つて 見せる さ、 ァ ハ、、 、」 愈.. 出で て 愈. - 後藤 式を發 揮して 割れん 許りの 哄笑 を 浴せ る。 知らず © 爵の放 

っ內閣 破壤の 大砲 は、 何時 實彈 となって 其效を 奏する や 否。 

一 三、 大 隈辭窮 す 

新聞 を 通じて あらゆる 機會 に內閣 攻撃 を繽 行して ゐた伯 は、 偶然に も大 隙と 立會の 上で、 大隈を 皮肉り 得る 絶好の 

機 會を惠 まれた。 卽ち鐵 道 青年 大食が 七月 十一 日 午前 九 時から、 早稻 田大學 講堂に おいて 開かれた。 伯 は同會 顧問と 

して 出席し、 三千の 鐵道從 業 員 を 前に、 演壇の 上から 大隈 首相 を 揶揄した のであった。 無論、 雄辯宏 辭の老 首相 もこ 

れに對 し 一場の 辨明 演說を 試みた ので あつたが、 在野の 自由 人た る 伯に 對し、 在朝當 面の 責任者た る 首相と して は、 

平生の 舌端 も 聊か 漉らざる を 得なかった C 

しかも これに は、 一 つの 因緣 話が ある。 それ は 第二次 桂內閣 時代、 そのころ 在野の 政治家た りし 大隈 が、 會合も 同 

じ鐵道 靑年會 において、 次の やうな 演說を 試み、 滿 場の 喝采 を 博した ことがあった。 

諸君 は 腕力の 外に、 腦カを 使って ゐ るのに、 土工よりも 餘り 多から ぬ 給料 を 受けて ゐ ると いふの は、 まことに 不 
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條理 である。 吾輩の やうに 無限に 命の 延びる 者 は 別と して (哄笑) 諸君 は 却々 さう は往 かない。 この 點 から 見て 

も、 諸君に 慰安 を與 へ、 諸君に 中流 以上の 生活 をな さしめ る 必要が あると 思 ふ。 日本の 鐵道 は、 決して 今日に は 

止らぬ。 今後 二十 五 年 を 出で ぬう ちに、 國有鐵 道 は 次第に 延びて、 二十 萬の 常備軍 以上の 鐵道從 業 員 を 要する や 

うになる と 信す る。 これ は 實に大 軍隊で ある。 この 大軍敲 が、 喜んで 働く か、 厭々 ながら 働く かとい ふこと は、 

實に國 家の 一 大事で ある。 かるが 故に 我輩 は、 總裁 閣下の 前で、 この 議論 を 致して 見たい と 思った ので あるが、 

お出でになら ぬの は 甚だ 遣憾 である。 (拍手) 何う かお 歸り になったら、 總裁 閣下に お 傅へ を 願 ひたい。 

かかる 言 辭に對 して 默 つて 看過す る やうな 伯ではなかった。 卽ち伯 は、 後の 鐵道靑 年 會の會 合に おいて 先づ、 

私が 今日、 大隈 伯の 演說 に對 してお 答す るの は、 決して 大隈 伯に 喰って か k ると か、 喧嘩 を賣 ると かいふ 意味で 

. はない。 當 局に 立って ゐ ると、 いろくな 人から 物を賴 まれる。 强 請され たり、 勸吿 されたり する ことがある。 

恰度 マリアの 像 や、 阿 彌陀樣 の 前で、 出來 もしない こと を、 强 請して ゐる 人が ある やうな もの だ。 しかし 我々 人 

間にお いて は、 路傍の 乞食が 「御 奉 謝」 と 言って 手 を 出した とき、 知らぬ 顏を しで 通り過ぎ るの は、 道に 外れて 

ゐる。 況ん やわが 尊敬す る大隈 伯から、 御 依賴を 受けた るに おいて を や。 

と挪楡 したる 後、 次の やうに 反撃した。 

然し 大隈 伯の 演説が、 そのと き 恰度 他の 材料の 持 合せがない ので、 出放題に 滿 堂の 氣に 人る やうな 場當 りの、 滑 

稽的 政談の 類 を やられた とい ふの ならば、 別に 深く とがめるべき こ 土で はない。 しかし 何等か 攻究の 末、 鐵道從 

業 員に 增 給すべき 數字 を、 營業收 人の 上から 見て、 かやう に發 表された のであるなら ば、 何う かその 立案の 基礎 


を 示されたい . 

然し 何と 一一 1  一口っても、. 鐵 道院總 裁と いふ K 任 ある 地位に ある 伯の 演說 は、 奔放 自在なる 大隈 の長廣 舌に 比すれば、 甚 

だ 氣焰の あがらぬ ものが あった。 

然るに 因果 應 報と いふか、 今や 主客 その 處を替 へて、 先の 鐵道 院總 裁が、 いま 在野の 一 自由 人と して、 大喂 首相 在 

野 時代の 放言に 對し、 辛辣なる 質問 を 浴びせう るの 機會に 達した ので ある。 

その 日の 光景 を、 內閣反 對の政 友 會機關 紙 「中央 新聞」 (七月 十二 日) は、 「. 大隈伯 辭^す。 後藤 男に 素破抜かる。 三 

千の 鐵道從 業 員の 前にて」 と 題して、 次の 如く、 やや 誇張 的に 記述して ゐる。 

鐵道靑 年 食 大食 は、 十一 日 午前 九 時より、 大隈伯 邸に 開催 せらる 可き 害なる が、 雨天の 爲 め早稻 田大學 講堂に 於 

て開會 せられたり。 (中略) 同會 顧問た る 男爵 後藤 新 平氏 は 悠揚と して 演壇に 立ち、 從業 員に 對し 慰安 的 演說の 

將に 終.，^ ん とする 時、 大隈 伯の 出席 ありた る を 以て、 後藤 男 は 莞爾として 伯 を 尻目に 掛け、 更に 演說 を鑌 けて 曰 

ぐ 0 

自分が 前に 鐵道 院總 裁であった 時、 從業 員の 諸君 は連袂 して 給料の 値上 を 請願され た ことがある。 ^し 當時は 折 

り惡 しく 諸君の 希望 を 容る、 事が 出來 なかった が、 元來 此の 給料 値上の 請願の 黑幕 として、 大隈伯 は 其の 尻押し 

をな すって 居た ので ある。 幸 ひ 伯 は 目下 內閣 總理 大臣で 在り、 諸君 は此際 諸君に 同情 多 かりし 伯 を 現閣の 首腦に 

頂いて 居らる、 から、 何の 遠慮 もな く 値上 を 請願すべく、 伯 も 亦 喜んで 値上げ を 快諾して 之 を 決行 さる \ 事で あ 

らう C 
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後藤 男 は 巧に 首相 伯に 向って、 愛嬌の 中に 皮肉 を 浴せ 懸ける や、 會衆は 床 踏み鳴らし 拍手 雷の 如く 起る。 次で 伯 

は 老艉を 提げて 演壇に 起ち、 ^々ながら 辯 解の 演說を 試みたり。 

只今 後藤 男爵が 言 はれた 事 は 我輩 は 確に 記憶 を 致して 居る。 男 は 我輩が 見れば 生氣 ある 靑年 である。 併し 我輩 は 

年 は 取っても 毫碌は 致さぬ。 後藤 男に 讓ら ぬ奠氣 は ある 積り である。 我輩 は從 業者の 給料 問題に 就て、 値上げ を 

なさ、 にる に 非ら ざれ 共、 三年 前の 生活と 今 ぼと が 同一の 生活 程度 なれば、 近頃 は 諸 物價の 高き 割に 連れて 些か 增 

給され て 居る 譯 であるから、 今 改めて 增 給を斷 行す る 事 は出來 ない ので ある。 

口から 先に 生れた る 首相 伯 は、 平生の 長廣 古に 似 もやら す、 唐突に 肉迫され たる 後藤 男の 挑 戰に匁 向 ひ 出 來す極 

めて 脫線 的に して 不徹底なる 辯 解 的 演說を 試み、 流る 少汗を 拭きつ \ 壇 を 退きた るが、 窮狀 見る も氣 毒な りし。 

公人と して は斯 くの ごとく 相鬪 つて ゐ たけれ ども、 私人と して は 伯と 大隈と は、 依然として 圓滿 であった。 それ は 

兩 者の 陽氣 にして 淡泊なる 性 の 賜物であった。 ゆ ゑに 大 IK 周圍の 者が、 伯の 辛辣なる 攻擊 に對し 深く 憤って、 首相 

に 伯 を 中傷した る 場合に も、 彼 はた だ 莞爾として これ を 聞き流して ゐた。 

伯に 於いても 亦、 大隈を N して 「海綿 頭」 と 言 ひ、 或は 「左 曲り 內閣」 と 痛罵しつつ も、 その 內 心に 於いて は、 大 

隈侗 人に 對 して は、 溫 かき 好意 を 失って ゐ なかった。 伯の 大隈內 閣攻擊 は、 寧ろ 外相 加 藤の 攻撃で あり、 內相大 浦の 

攻撃で あつたの である。 

伯 を 大隈の 政敵の 地に 立た しめたる は 運命の 一大 惡戲 であって、 恐らく 伯と しても 大隈 としても、 本意で はな かつ 

たで あらう。 


一四、 大 隈內閣 改造 

大正 四 年 八月 十日 を もって、 大隈 內閣は 改造され て、 閣員の 大 更迭が 行 はれた。 それ は 內相大 浦の 失脚に 因す る 政 

變 であった。 

その 經緯 はかう である。 

大正 四 年 五月 二十 五日、 政 友 會所屬 代議士 村 野 常 右衞門 は、 選擧 1#) 反 及び 收賄 罪と して 內務 大臣 大浦 兼武を 吿發し 

た。 高 松 疑獄 事件 卽ち これで ある。 同年 七月 二十 三日、 撿事總 長 平 沼 麒ー郞 は 尾 崎 法相 を訪 ひて 內議 し、 二十 八日、 

首相官邸 において 閣議 を 開き、 更に 翌 二十 九日 早 稻田大 隙 邸に おいて 緊急 閣議が 開かれ、 其の 席上、 大浦內 相 は 自ら 

の 責任の 下に、 國 家の 爲め 議員 操縦の 任に 當 つた 事 を 告白して 辭表を 提出し、 翌 三十日、 右 辭表は 允許せられ た。 

大浦內 相の 辭表 提出と 同時に、 大隈 首相 は 內閣の 首班と して 董督 の責免 かるべからざる もの ありと なし、 全 閣員の 

辭表を 取纏め これ を闕 下に 奉呈した のであった けれども、 八月 三日の 元老 會議 は大隈 I 相に 留任 を勸吿 する 事に 議が 

纏まった。 五日、 首相 は 閣議 を 召集し 對策を 協議した ところ、 閣員の 意嚮 は聯帶 責任 論と 留任 論との 二 派に 分かれ、 

結： r 加 藤 外相、 若槻藏 相、 八 代 海相 は 其の 職を辭 し、 他の 閣員 は 留任す るに 決定し、 海相に は 加 藤 友 三郞、 外相に 

は 石 井 菊 次郞、 一 木 文相 は內 相に 轉じ、 文相に は 高 田 早苗、 武富遞 相は藏 相に、 遞 相に (浦 勝 人 を それ-^.^ 充し、 

八月 十日、， 大隈 改造 內閣の 親任式が 擧 行せられ た。 

この 當時 伯が 大隈に 送った 書翰の 控えが のこって ゐる。 これ は大 隈內閣 改造 問題に は、 間接に 觸 れてゐ るに 過ぎな 
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いが、 議倉 政治 や 政 黨ゃ選 擧に關 する 當 時の 伯の 意見 を、 簡明に 物語る ものが ある。 

謹啓。 時下 殘暑甚 敷 候處、 益 御 淸福被 爲涉、 慶頌 至極 一一 奉存 候。 偖 唐突 ノ中條 一一 候 得 共、 我國 立憲 ノ政ヲ 施 カレ 

候 テョ リ旣 一一 一 一十 有 五 年ト相 成、 國民ノ 政治 思想 漸ク熟 シ來リ 候ト共 一一 、 所謂 政 黨政派 ノ紛爭 歳月 ヲ追フ テ劇グ 

餘弊 ノ及フ 所、 偶々 憲政 ノ美 果ヲ 牧メン トス ル豫期 一一 相 戾リ、 却テ 固有 諄朴ノ 良風 マテ 破壞 セラ レント スル 趨勢 

ヲ見 候ハ、 閣下 ノ夙 一一 國家ノ 深憂 トセ ラレ ク. ル所、 而モ最 モ政黨 ノ經驗 一一 富 マセ ラレ 候 閣下 一一 シテ、 內閣 組織 ノ 

初 二 當リ、 黨弊ノ 廓淸ヲ 道破 セラ レ候コ トハ、 眞 一一 達人 ノ 達見、 後進 小. 等 ノ佩服 ク能 ハサ ル所 一一 御座 候。 嗣 

後數々 拜晤 ノ機會 一一 於 テ親ク 至 敎ヲ賜 リ候所 一一 依 レハ、 其 間寸疑 ノ存ス ル モノ ナ キー ーァ ラサル モ、 大體 一一 於テ國 

家ノ 將來ヲ 洞觀セ ラレ、 憂ヲ 同クセ ラル 、 ヲ拜 悉シ、 欽仰 愈々 已 マサル 次第 一一 御座 候。 是 一一 於テ 小 半： ハ、 身黨派 

ノ內外 一一 在 ルヲ問 ハス、 何者 カ國家 永遠 ノ 疾患 ヲ 濟フ爲 一一、 黨派ヲ 超越 スル 有機 體ノ 必要 ヲ切實 一一 相 感シ、 平生 

聊カ 攻究 セル 實例中 一一 求メ候 末、 大正 二 年 秋日、 別冊 獨國 ハン ザ 同盟 一一 想到 シ、 直チ 一一 其 大要 ヲ 譯シテ 同憂 ノ士 

一一 頒チ、 相與 一一 參考ノ 料 ト致候 儀 一一 御座 候。 固 ヨリ 彼我 歴史 國情 ヲ異 一一 シ、 ー概 一一 校 倣スへ キー ーァ ラサル ハ論ナ 

キ所 一一 候 得 共、 國民ヲ シテ黨 派 的 流 毒ヲ免 カレ、 健全 ナル 自治 體ノ下 一一、 中庸 ノ 利幅 ヲ享ケ シメン トス ル 理想 實 

行ノ爲 一一 ハ 他山 ノ石 タル ヲ失 ハス ト存 候。 實ハ 小生 前年 立憲 同志 會ヲ 去ルノ 後、 早速 此事ヲ 首唱 シテ 識者 ノ 考慮 

ヲ 請ヒ、 國民ノ 注意 ヲ 喚起 致 度ト存 候モ、 時機 未タ 熟セス 今日 一一 相暨ヒ 候處、 旣 一一 內閣 一部 ノ 改造 行 ハレ、 閣下 

依然 輔弼 ノ 重責 一一 膺 ラレ 候 コト定 マリ 候 以上、 此 一一 鄙見 一一 對スル 閣下 ノ尊 敎ヲ 仰キ、 徐 一一 國 家政 治 ノ 根本 タル 自 

治 體ノ發 達ノ爲 一一 微力 ヲ效サ ン コ トヲ覺 悟 致 候。 但シ 小生 ノ此 主張 一一 對シ、 動 モス レ ハ 政黨 政派ヲ 無用 視ス ル モ 


ノ  、如 キ謬想 ヲ抱ク モノ ナキ ヲ保セ スト 雖モ、 小生 ノ本志 切實ニ 黨派ノ 改善 ヲ^ フニ 存シ， 此 點ニ關 シテ自 ラ.； ： 

驗 アル 諸賢 ノ在ル ァリ、 而カモ 國家ノ 根柢 タル 自治 體ノ 改善 ヲ以テ 於 リ重シ トシ、 於リ急 トス ルニ 外ナ ラス 候。 

別冊 中 一一 モ謂 ヘル 如ク、 黨派ノ 如何 ヲ論 セス 理想 ヲ同ク スル圃 集、 憲法 治下 一一 於 ゲル 文裝的 經濟的 結社 トジ、 地 

方 自治 ノ獨 立ヲ 保持 シ、 各階 級 ヲ通シ テ 平等 ノ 利益 ヲ享ケ シ メント ス ル 最大 ノ： HI 的 ヲ有ス ル圑體 組成 ノ 必要 ヲ感 

スル コト、 今日 ノ如ク 急ナル ハナ シ。 倘 シ此ノ 見地 ヨリ 言ハ 、、 健全 ナル政 黨ノ發 達 一一 ハ缺ク へ 力 ラサル モノ  二 

有 之 候 半ト存 候。 

今春 衆議院議員 選擧 一一 際シ、 各地 方 一一 胎シ タル 諸多ノ 弊害 ハ、 今更 絮說ス ルノ耍 ナク、 閣下 ノ親ク 見聞 セ ラル、 

所、 現 一一 之カ爲 一一 前內務 大臣 ハ罪ヲ 闕下 一一 待 ッノ止 ムナキ 一一 至リ、 閣下 モ亦 累ヲ 被リテ 一 クヒ ハ 骸骨 ヲ乞ハ レ 

候 コト、 閣下 ノ 素志 ト相逮 フ甚 タ遼キ モノ 可 有 之、 隨ッテ 今秋 行 ハレン トス ル府 縣會 議員 ノ選擧 一一 當リ テハ、 深 

ク前跌 一一 鑑ミ、 戒飭尤 モ努メ ラル へ キ ヲ疑ハ ス候得 共、 觀 シ來レ ハ國法 上 一 閣臣ノ 過失 ァラ ハ 之ヲ嚴 一一 咎メ サル 

へ 力 ラサル モ、 遡 テ國民 各自 ノ覺 醒ヲ 促スコ ソ正徑 一一 バ無 之歟。 其 形象 種々 ト 雖モ、 病 源自ラ 存スル 所ヲ知 ラサ 

ルへ カラス。 要 スルニ 自治 ノ 本義 ヲ明カ 二 シテ、 各人 ノ 自主 自覺ヲ 促シ、 各 政 塞 政 派ノ外 一一 於テ引 援附比 ノ習ヲ 

去リ、 眞正 一一 憲法 治下 ノ民 タル ノ 幸福 ヲ 享有 ス ルー 一足 ルへ キ 自治 圑體ヲ 組織 ス ル ノ 必要 ヲ、 國民 一 般 一一 知ラ シ メ 

ン トス ル 微衷 二 出 ツル ニ外ナ ラサル 儀 二 御座 候。 上來拜 陳スル 所、 極メ テ蕪雜 ヲ免レ スト 雖モ、 何者 カヲ 以テ國 

家 將來ノ 疾患 ヲ救ハ ン トス ル初ー 念ヲ 亮察 セラ レ、 更 一一 雅敎ヲ 吝ミ玉 ハス ンハ、 獨リ 小生 ノ至 幸ノ ミ 一一 無 之 候。 

終 -ー 國家ノ 爲-ー 且暮御 加餐 奉 祈 上 候。 敬具。 
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大正 四 年 八月 三十日  男爵 後藤 新 平 

內 閣總理 大臣 伯爵 大隙重 信 閣下 

一 五、 此の 室に ゴ ロリ 後藤 は 居候 

八月の 大 改造 は、 大隈 內閣の 致命傷であった。. 世 は內閣 が、 これほどの 大打擊 を 受けながら、 何故に 總辭職 をな さ 

ざり しゃ を、 却って 怪 ，§s した ほどであった。 

政 n:!: の 雲 行 は 急に 遽 だしくな つた。 しかるに 伯 は、 何故か この 重大 時機に、 瓢 然として 鮮滿の 旅に 出かけて しまつ 

た 0 

大正 四 年 九月 一 一十 五日 午後 六 時、 東京 を 發し翌 一 一十 六日 午前 九 時 祌戶驛 著、 宇治川 ミカ ド • ホテルに て 少憩の 後、 

正午、 郵船 備後 丸に 乘 じて 伯 は滿鮮 巡遊の 途に 就いた。 同伴者 は 中村是 公、 菊 池忠三 郞の兩 人であった。 

この 旅行の 目的 は、 十月 三日 京 城に おける 朝鮮 鐵道ー 千哩 開通式 並びに 同月 十日 奉 天に おける 南 滿醫學 堂の 卒業式 

に 臨席す る爲 めであった。 

京 城に 著いた のが 二十 八日 夜であった。 伯は總 宫 邸に 宿り、 翌ニ 十九 日朝、 早速、 中村是 公と 共に 共進會 を觀覽 

した。 而 して 十月 三日の 鐵道 一千 哩 開通 戎に 臨んだ 後、 五日 夜、 京 城 を 去る まで、 總赞 官邸に 起臥した。 そして 伯が 

總督 官邸 を 引 揚げて 間もなく、 伯の 惡戲が 暴露した。 十月 十日の 國民 新聞に その 顚 末が 左の 如く 記されて ゐる。 . 

閑"  」1 始政 £ 年 記念 共 進會へ 台臨の 砌の 事で ある。 總督府 では 特に 廳內の 一 窒を裝 飾して 殿下の 御 休 


憩室に 充て 參らせ 其 趣 を 謹んで 殿下に 言上した。 所が 良あって 殿下が 山縣 政務 總監の 先導に よって 件の 御 休憩室 

の 扉 を 引かせら る k 途端 ヒョ イト 正面の 辟」 を御覽 になる と、 何者の 惡戲か 小さな 紙片に 「此の 窒にゴ ロリ 後藤 は 

居候」 と 川柳と も 落首と も 得體の 判らぬ 珍 句が 犬に 茶目 式の 氣分 や-漂 はせ てゐ るので 流石 謹厳な 殿下 も カラく 

と 御 哄笑あって 「ゴ ロリ 後藤 は 居候 か、 よく 出 來てゐ る」 と 御 氣輕な 仰せ。 總監 悉く 恐縮して 了った さう だが 其 

後 貼 紙の 詮鑿 せない 處を 見る と 下手人、 いや 句の 主 はどう やら 夫子 自身で あるら しい 噂で ある。 蛇足で は あるが 

句の 所謂 居候 は 有名な 蠻爵 閣下で、 殿下と は 一 日逮 ひで 此窒に 暇を吿 げたので あつたげ な。 

かくて 伯 は 奉天經 由、 吉 林に 赴き 吉會線 問題の 實地 視察 を 遂げ、 吉 林に 一泊の 後、 長 春を經 て、 奉 天に 到 著、 十日 

の 南 滿醫學 堂 第 一 囘 卒業式に 臨席した。 十 一 日 は 旅 順に 赴き 都 脊府を 訪問し、 小蒸氣 にて 港內を 一 巡した る 後、 ャマ 

ト* ホテルに 入った。 翌十 二日 は 中央 試驗 所、 公學 堂、 沙 河口 工場 を參觀 し、 同日 午後 六 時半 工業 學校 講堂に 於け る 

讀書會 主催の 講演 會に 臨み、 午後 五 時には 滿鐵 社員の 歡 迎會、 午後 七 時には 大述市 の 歡迎會 に 出席した。 翌十 三日 

大連 を出發 して 朝鮮に 直行し、 京 城で はまた も總督 官邸に 一泊の 後、 十七 日 午前 八 時. 三十 分 東京 驛著歸 京した。 

伯 は滿洲 各地で 請 はるる ままに 到る 處で 講演 や 挨按を 行うた ので あつたが、 十一 日 午前、 白 仁 長官の 要請に 依って 

旅 順 工科 學堂 において 試みた る 「旅 順 工科 學 堂の 由來」 と 題した 伯の 講演 は、 伯 自らが その後、 大 連の 午餐 會 にて 挨 

梭 せんとした 時、 傍らの 中 村 是公を 顧みて 「自分の 滿洲 所感 は 工科 學堂 における 演 說に盡 きて ゐる。 あれ 以外に は 別 

に變 つた 所感 はない」 と 耳語した 程、 伯 自身、 自信 を 多分に 持った 演說 であった。 謂 はば 滿洲の 旅に おける 代表的 演 

說 であった。 その 要旨 は 左の通り である。 
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由來 工科 學 堂に 關 して は、 非難の 聲賞讃 の 說と相 半す る も、 雨 者 共に 吾人の 希望に 副 はず、 本學堂 現在の^ 織 も、 本學 堂の 發起 

人た る 余に は 首肯し 難き もの あれ ども、 是 れ本學 堂經營 者の 責 にあらず、 帝國議 會の關 係、 我國 制度の 關係 上、 止む を 得ざる 事 

なりと す。 而 かも 兎も角も これまで 發 達せ しめたる は 頗る 成功と 謂ぶべく、 白 仁 長官の 苦心 多大なる を 認め ずん ば あらず。 本學 

堂 創立の 主旨 は、 第一 旅 順の 繁榮 策に 在り、 諸君 熟知の 如く、 露國 政府 は 旅 順 を 東洋に 於け る 政治的 軍事的 中心 點と爲 すべく 國 

費を吝 まず 雄大の. i 營を爲 したる が、 借て 之を繼 承した る 我帝國 は、 如何にして 旅 順 を經營 すべき か、 自然の 勢に 放任せば 唯 だ 

衰微 あるの み。 旅 順の 衰微 は國烕 失墜の 一 とも Is し 得べ く、 他の 輕侮を 招く 虞 も 亦な しとせ ず。 余 は 先 旅 順の 軍事的 價値を 我 

陸海 軍人に 歴 Si: したる に、 重 を 置く に 足らずとの 一致した る 答 解 を 得、 他の 方法に より 旅 順の 繁榮を 維持し、 旅 順の 經營 を爲す 

の 必要 を 認め、 遂に 旅 順に 大 なる 學校を 建設す るの 志望 を 起したり。 當時余 は 臺灣の 民政長官 として 兒玉 總督の 下に 在り、 總督 

が 滿洲軍 總參謀 長と して 奉 天に 在りた る 時、 薹灣を代表し慰問の爲め來奉のi^b次、 旅 順 を 視察して、 ぼんやりと 爾 かく 大 なる 學 

校 設立の 念 を sii したる が、 其の後 滿鐵總 裁と して 來 任し、 關柬都 #府 顧問 をまぬ るに 及び、 益. -大 なる 學校 設立の 必耍を 感じ、 

其の 目的 を 達せん として、 當 時の 都督 大島子 及び 內閣 大臣 等に 意見 を 述べた る も、 該計 畫の大 なると 經 費の 巨なるとの 爲め 容易 

に容 れられ ず、 斯く 遷延す る 間に、 露國 時代の 建物 は 立 腐れと なり、 我 陸海 軍 は 旅 順 經營に 向って 何等の 施設 を 爲す事 能 はざる 

に 至リ、 余 は 益.^ 速に 自己の 初 一 念 を 達すべき の 必要 を 認めたり。 (中略.) 

旅 順 は 我 租借地に 在りて 日 支 露との 交渉 あり、 最も 神聖 偉大に して 名譽 なる 日露 戰蹟 として、 學 生の 修養に 適せり。 學 校の 位置 

として は 最も 適切なる も の と 謂ぶべし。 そ の 位置より 見れば、 英國の オック スフ ォ ー ド、 ケンブ リツ ヂの ニ大學 に 勝る とも 劣ら 

ず、 其の 經 €a 如何によ りて は隆を 牛津劍 橋の 二 大學に 比する こと 決して 至難に あらず。 學 生の 如き 一 萬 人を容 るるの 大 抱負 を 有 

すべく、 假 りに 一 人 一 箇月 十五 圓の 學資を 費やす とせば、 一月の 合計 十五 萬阒 となり、 一 年 約 二百 萬圓 となる。 旅 順 繫榮の 一 策 

ならず とせず。 假令學 生 數是れ に 達せず とする も、 確に 旅 順 繁榮の 一 助た る を 失 はざる べし。 學 生の 如き は徐々 支那 人 招 來の方 

法 を 取るべく 初めより 支那 學 i 丄收容 に 腐心す る は 不可な り。 余 は 心理状態 上玆に 支那 學. 收容に 就て の 意見 を陳 ベざる ベ し。 


宇内の 大勢 を 顧みる に、 武裝的 文； は斷 じて 非な り。 文裝的 武備 を 盛に 修めざる ベから ず" 卽ち. 技 „ ^等の. ro: 般科 si- 等 を 盛に 

して、 我 帝國の 文明 政策 を發展 助長せ ざるべからず。 余は此 意義に 於て 旅 順 工科 學 堂の 必要 を 認め、 父 将來の 多望 を斷 n ほして 疑 

はず。 然るに 潙々 たる 世上の 近眼 者 流 は、 兎角 本學堂 建設の、 fHaEUI 的 を 解せ ず、 往々 之 を 無用の長物 視し、 帝 阈議會 に 於ても 兎 

角の 議論 多き は 深く 歎息せ ざるべからず。 (十月 十三 日、 滿洲 日日 新悶) 

伯の 滿洲 視察 は、 伯が 初代 滿鐵總 裁であった 關 係から、 六日 朝 安東 驛を 出發 する に 際して は、 滿鐵 から 改野 理事と 

白 仁 民政長官が 同乘 し、 更に 五 龍 背から は、 滿鐵總 裁 中 村 雄 次 郞が乘 り 込む とい ふ歡迎 ぶりであった。 

伯 は 上田 滿鐵祕 書 役の 說明 を聽 取し 乍ら、 展望 室から 車窓 外に 展開す る 滿洲の 秋 を 眺めつつ、 懷花 3 の 念に 搏 たれ、 

名刺の 裏に 次の ごとき 一 詩 を 誌した。 

行 看 今古 戰場 間。 國策新 成意自 閑。 

水流 不語 前 朝 事。 仁 風 吹 徹萬年 山。 

そして 同車の 中村是 公に 對 して 伯 は 語った。 

『己れ の 詩 は、 詩に して 詩に あらす、 詩人 臭い 詩 は大嫌 ひだ！』 

伯 一 行が 長 春の 名古屋 旅館に 陣取った 時の ことで ある。 いよく 歸 らうと いふ 時に なって 伯 は、 

『乃公 は 昔の 後藤 ぢ やな い。 今 は 素浪人の 身分 だからお 茶代 も その 積り で 取つ て吳 れ。』 

といって 茶代 を 差 出した。 その 金額 は 金十圓 也であった。 すると 同行の 中 村是公 も、 

『乃公 は 叉、 その 素浪人の 飽 持の 资 格で 來 たの だ。 これで 御免 を 蒙る。』  , 
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と 御盆に 載せ た 金額 は 正に 金五圓 也であった。 

名古屋 館の 女將 は、 伯が 滿鐵總 裁 時代から、 伯 を 知って ゐる 評判の 女將 であった： そこで、 伯 一行 は、 今度の 旅 は 

素浪人の 旅で あると いふ 理窟 をつ けて、 この 女將に 一泡吹かせた のであった。 

一六、 寺內 との 提携 

^鮮の 旅より 歸 つた 伯 は、 中央 政界から 新し い 眼 を 以て 凝視され た。 

何故に、 行きに も歸 りに も 朝鮮 總督の 官邸に 起臥して 來 たので あるか C  . 

果然、 十月 二十 三日の 讀賫 新聞 は 一， 寺內 後藤 提携、 擧國ー 致內閣 準備、 寺內 擁護 黨の 糾合」 と 題して、 寺 內總督 と 

伯との 政治 提携の 成立 を 左の 如く 報道した。 

後藤 男が 過般 來 常に 總督 官邸に 起臥して 滯在 久しき に 亙れる に 就て は、 政界の 高等 消息 家 間に は 頗る 與味 ある 事 

情傳 へられつ、 あり。 卽ち此 度の 寺 內 後藤の 會見 謀議 は、 今後 兩 者の 提携 を 決定的に 表示す る ものにして、 寺內 

伯が 長 派遣 蒙の 唯一 人と して、 今や 其 將來の 出處は 頗る 注目に 航 する もの あると 共に、 政界の 破 產者視 された る 

後藤 男が、 大浦 事件 ありて より、 動もすれば 男 先年の 行動 は 寧ろ 頗る 怜悧 なりし との 結果 を 生じ 來り、 男が 新 境 

遇の 打開 は、 正に 今後 見る 可き の 一幕たら すと せす。 蓋し 同志 會脫會 後に 於け る 後藤 男の 苦慮 は、 世間 想像の 外 

にあり。 或は 第三 黨の 計畫の 下に、 總選擧 に 際して 各方 面に 資金の 給 與を爲 し 居る は 疑 ひもな き事實 にして、 而 

も 其 努力 は 只 世間の 物騷 なる に 似合 はす、 思 はしき 結果 を收 むる に 至らす。 然るに 玆に大 浦 問題 等に 於て 現內閣 


. の 鼎の 輕重が 渐く問 はれん とする や、 久しく 鮮 地の 邊 土に 虎 視眈々 たる 寺內 伯の 擁立 を 策した る は 明かなる 事實 

たり。 一： 儿來 朝鮮の 統治、 特に 過 年來寺 內 伯が 其の 政策 をー變 して、 或は 實業家 を 招集し、 又は 共 進會を 開き、 而 

も 其 客に 接する 愛嬌の 如き、 昔日と 別人の 觀 あり。 之 等の もの 後藤 男の 獻 策に 出で しもの 少 からす。 現 內閣の 後 

繼は、 戰後 重大なる 時期に 際して 組織され ざる 可ら す、 卽ち 次期 內閣 は、 必す ゃ擧國 一致 內閣 たらざる 可ら す、 

之が 爲 めに は须 らく 內爭を 一掃して、 犬に 帝 國の戰 後 外交に 當る 可き を當 然とす、 乃ち 玆に 超然 人才 內閣を 組織 

すべし となし、 伯 男の 提携と 將來の 策 戰は旣 に 成れり と稱 せられたり。 只 超然 內閣 又は 人才 內閣 とい ふと 雖も、 

昔日の 如く 全然、 政黨 無視の 不可能なる は兩 者の 認 むる 所、 玆に 情意投合 又は 政 黨懷柔 の 必要 あり。 而 して； 刚者 

の據 つて 以て 中堅と すべき は 政 友 食に 外なら すと。 伯と 政 友 食との 關 係が 久しき 以前より {rd 敷から す、 特に 山 本 

內閣に 至りて、 其 頂點に 達せし は 人の 知る 所なる が、 政 友會は 伯の 惡感を 不利と して、 東 柘に野 田 氏を报 ゑて、 

爾來 伯と 政 友との 惡感ー 播に盡 力せ しめつ、 あり。 近來雙 者の 間 昔日と 全然 觀を 異にする もの あり。 無 所 屬阁中 

の 後藤 系 同志 會 の 分割に な る+" ォ 內內閣 擁護 黨 の 多數 の 糾合に 就て は、 今後 著 々として 暗中の 飛躍と なる 可し とい 

へり。 

伯 は當時 この 噂 を 打ち消して ゐた。 だが、 落花の 水に 浮び、 開花の 陽に 向 ふ、 何ぞ 自然の 因緣 にあら すと 謂 はん。 

二 大政 黨 外の 勢力 相 合して 政權を 把握す るの 機來 るべ しとせば、 寺內と 後藤との 接近 は.， 潮の 月に 寄る がごと き 自然 

にあら す や。 
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一七、 京都 の 活 躍 

寺內と 伯と は、 隱 約の 裏に、 情意 相 吻合した。  . 

後繼 首相 は旣 に出來 上った ので ある。 ただ 剩す ところ は內閣 倒壞の 一事の み。 玆に 於いて 伯の 倒閣 運動 は、 猛然と 

して 尖鋭 化した。 その 頂點に 達した のが、 京都に 於け る 御大 禮當 時の 活動で ある。 

大正 四 年 十一 月 十日、 京都 紫宸殿に おいて、 大正 天皇 卽 位の 大典 を 擧げ給 ふ。 伯 は 御大 禮參 列の 榮に 浴した。 伯 は 

和 子 夫人と、 鶴 見 愛子 を 伴って、 十一月 五日 京都に 赴いた。 そして 下 河原 町 下 村 當吉の 邸に 落ちついた。 その後、 二 

十一 日朝 出發 する まで、 約 三 週間 を 京都で 送った ので ある。 

伯が 特に 和 子 夫人 を 同伴した の は、 和 子 夫人が 京都で 新聞記者に 語った やうに、 

年 をと ると 何事 をす るの も 大儀 に な り ま すから、 若 し 大切な 御 式 に 粗忽で もあって は大變 と 存じ、 初めは 御 遠慮 申す 積り でした 

が、 一生に 一 度の 御 盛 俵です からと 勸 めら れて、 急に 思 ひ 立って 下洛 した 次， 第で 御座います。 桂 袴の 色 はく すんだ 紫色 を 選び ま 

した。 髮が少 いのでお すべ、 -リ かしに 結 ふの はどう かと 心配 致し ましたが、 前 髮の形 さ へ 出来れば 略式で も 差 支ない との 事です か 

ら、 先達てから セッ セと 娘に 稽古 させました。 娘 も 段々 上手に なりました ので、 知らない 土地に 来て 馴れな ぃ髮 結さん に 彼れ 是 

れと 小言 を 云 ふの も 厭です し、 時間の 都合な ども 旨く行かな いと 思 つ て 娘 を 連れて 參 りました 。(十 一 月 六日 大阪 朝日 新開) 

卽ち 一生に 一 度の 御 盛儀に 參 列す るの 喜び を 抱いて、 夫妻 は 入洛した ので ある。 

伯 は 夫人 令孃を 伴って 京都の 街 を 散歩したり、 下 村の 案內 で、 自動車 を驅 つて 宇治から 醋蝴 方面へ ドラ イヴ を 試み 

て さの 風光 を 探り、 晝釵に は黄檗 山の 普 茶 料理 を樂 しむと いった 悠遊 ぶりであった。 


しかし その 間に も 伯 は 寸時 も 政治的 活動 を 休止し なかった。 むしろ 見様に よって は、 旅先ながら 政界の In- 星が 殆ど 

集まって をり、 ゴッタ 返して ゐる やうで 割合に 閑で あり、 しかも 人の 往來が 割に 目立たぬ かう した 機會 こそ、 政治的 

策謀 を 練る に は、 絕 好の 機 食であった。 さう して 伯 は 巧みに その 機會を 捉 へた。 

右の 策動に 就いて 田 健 治郞は 「我等の 知れる 後藤 新 平 伯」 のうちに 左の 如く 述べて ゐる。 

—— 私と 後藤 伯と は 政治 上世 間で は 意見が 全く 異な つて ゐる とい ふ 者が 多い やう だが、 そんな こ と はな かつ た。 

しかし 後藤 伯に は 伯 • としての 意見 もあった し、 貴族院 議員に 勅選され た 仲間の 團體 の、 幸供樂 部に 屬 して ゐ たが 

後藤 伯 は 多く 單獨で 動 い て ゐた事 はたし か で ある。 

大 隈內閣 のとき、 對支 政策が 甚だ 愚劣 極まる もので、 何とかして：？ 面 を 打開し なくて はならぬ と、 一般の 氣運は 

動いて ゐた。 この 局面 打開 策に つき 貴族院で も 二つの 意見に 分れて 種 々研究し、 對支 政策に 頭を惱 まして ゐ たが 

私 は 平 田 東 助、 小 松原 英太郞 氏 等 十二、 三 名と 共に、 對支 政策に つき 一 つの 研究 圑體 をつ くり、 よく 會 同して は 

意見 を戰 はした。 ことに 小 松原 英太郞 氏 はわ ざく 支那まで 旅行して 詳細に 調査した 程で、 これが ために 大隈內 

閣の 不評判 は 益 M 激しくな つて 來た。 

後藤 伯 は 同じ 幸 俱樂部 茶話 會 員であった けれども、 我々 の 研究 圑體に は 加 人せ すに、 別に 對支 政策 研究 圑體を 作 

つて、 私に も 加って はどう かと 勸 誘した。 別に 惡 いこと でもない ので、 私 は その 勸 誘に 從 つて その 會合 にも 出席 

して 各人の 意見 を 聞き 議論 も戰 はして ゐた。 この頃の 議會は 十一月に 初められて ゐ たので、 大 隈內閣 として は 一 

大難 關 にぶつ かって ゐ たのであった。 國論は 沸騰し 切っても ゐる。 どうに も かう にも あがきが とれなかった ので 
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あつたが 11 これ は 大正 四 年の 十一月. のこと で、 恰も 大正 天皇の 御卽位 大典のと きに あたり、 多く は 皆 京都へ 

と 行った。 京都に 行った ものの、 大隈內 閣の對 支 政策 失敗に つき、 人々 はよ く 集まって 相談 を 凝らした もので あ 

つた。 

十一月 十一 日の 夜更けてから である。 ひょっこりと 私の 宿 を 訪ねて 來 たの は 後藤 伯であった。 そして 私へ 云 ふの 

に は、 輿論 はかう 沸騰して ゐ るの だが、 元老た ちの 意見 は何處 にある のかが 判らす に、 實の ところ 自分た ち も 困 

つて ゐる ところ だが、 ふと、 氣づ いたの は 平 田 東 助の こと だ、 平 田 は 多分 元老の 意見 は 知って ゐ るに ちが ひない 

と 思 ふ、 そこで ど うだらう か、 君から 一 つ 平 田に 元老の 意見 を 謳 はせ て 見て はくれ まい か、 と 云 ふので あった。 

平 田なら 知って ゐる こと はたし かで ある。 それと いふの は 平 田 は山縣 老公の 懷 中に 飛び込み、 なんでも 彼で も 知 

. りつく して ゐる ところの 男であった からで、 私 も 後藤 伯の 言葉 をき、、 よし 承知した、 平 田 をつ、 き 一 つ 元老の 

意見 を 謳 はせ て 見ようと 引き受けて、 十三 日の 夜に 平 田 を その 宿に 尋ねて、 山縣 老公の 意見 を 聞いた こと も あつ 

た。 その ときには 團體 こそ 異なった が 政治 上の 歩調 を 一 つに したやうな ものであった。 

さて 平 田 を に訪 うて、 膝 をつ き 合 はして 一： 儿老の 意見と いふ ものが、 どう 動いて ゐ たかに つき 聞いて 見た。 それ 

は 後藤 伯の みのた めでな く、 私に 取っても 重大な 問題で、 これから 內閣 を攻擊 する 段取りに 缺く ベから ざる こと 

であった。 平 田 をつ、 いて 見る と、 實の ところ、 沸き立った 國 論に は 元老 も ほと- (\. 匙 を 投げて、 困り切って ゐ 

ると ころで あると いふに あった。 それで こちらの 腹 はき まって しまったが、 さて、 外交の 失敗 を さらけ出して 議 

會で攻 華 するとな ると、 政 問題の 失策なら、 事後の 影響 は 大した ことに もなら ぬけれ ど、 こと 外交の 失策 は 向 


後の 日本の 立場の 不利益 は 甚だ 大きな ものが あって、 收 拾すべからざる の 難局に 立たねば ならぬ。 そこで、 表面 

大 隈內閣 を攻擊 する 戰法 にっき、 後藤 伯 等と 頭を惱 ました もので あつたが、 つ ひに 小さな 問題 を捉 へて 攻擊 する 

ことにな つたので ある。 それ は 減債基金 問題で ある。 

つづいて 十五 日に、 伯 は 木屋町 大可樓 において 伊東 已代 治、 山 本 達 雄、 末 松 謙 澄と、 大 隈內閣 打倒 對 策に 就いて 重 

要 協議 を 遂げた。 しかも その 席へ 突然、 元老 山縣が 出^した。 政界に は 時なら ぬ 旋風が 捲き 起された ので ある。 

十七 日に は 伊東、 末 松の 二人 は 松 方 を 訪れた。 平 田 東 助、 淸浦ハ h 芸 n も 亦 東奔西走 を 始めた。 

その 間に も、 日本の 對支關 係 は、 ますく 紛糾し、 いよ/ \ 困難と なって 來た。 特に 御大 典當 時に おいて は、 英國 

の 策謀に よる 支那の 參戰 問題 あり、 袁世 凱の 帝制 問題が あって、 大 隈內閣 はこれ が對 策に 苦慮して ゐた。 袁世 凱が ク 

1 デタ 1- を 決行して 反對派 議員 を 放逐し、 自ら 帝位に 卽 かんとし たこと は、 南方 諸 省の 猛烈なる 反對 運動 を 惹起し、 

若し 袁 にして 帝位に 卽く事 あらば、 全 支那 は 動亂の 渦中に 投 ぜられ るか も 知れな い 情勢であった。 

これに 對 して 大隈內 閣は述 日、 閣議 を 開いて 凝議 を 遂げた。 そして 十一月 四日、 つ. ひに 英、 露、 佛、 伊の 四 國と共 

同して、 帝政 延期の 第一 囘通吿 を 行った。 然しながら、 若し 帝政 延期の 警 吿を發 すべし とならば、 何の 必要あって、 

歐羅 巴の 諸國を 誘引し、 共同に てこれ をな すので あるか、 それ は惹 いて 東洋 問題に つき、 彼等に 容噪 すべき 口 實を與 

ふるに 至り はしない か。 

大隈內 閣の對 支 外交に 對 する 不信任の 形勢 は、 いよ ノ\ 濃厚に なって きた。 それだけ 倒閣 運動 一派の 氣勢は あがつ 

た。 さう して 京都に 滯 在中の 伯 は、 政府 側の 焦慮ぶ り を、 左の 如く 批判した。 

第二 章 在野 時代  .  五 九 一 


第 四 節 對大 隈內閣  五 九 二 

今日 も 亦 閣議 を 開いた さう だが、 元來 現内閣に 何れ だけの. i 綸が あるか は 問題 だ。 對支 問題 は國 家の 安危に 關 する 重大問題で、 

廟堂に 立つ 者が、 國 家の 安危 存亡 を 以て、 少しで も 政爭 Q 具に 供す る樣な 了見が あって は 一大事 だ。 昨今 柩密院 Q 内で 流が 動 

いて 居る 樣に 取沙汰 さる \ の は、 主として 現内閣に 對 する 人心の 不安が 致す 听だ。 我 聚が頃 君と 含 見した から、 ソ コ 【！何 かの 意 

味が ある 樣に 推測す る Q は、 大に 我等 を 買 被って 居る もハ で、 元來 政界 は 實は彼 も 買 被り 是れも 買 被った 結果が、 卽ち 人心の 

安と なって 色々 風說を 産み出す の-だ。 石 井 外相 Q 外交 方針 は 加 藤 前 外相の 方針 を 踏襲して 居る 樣 だが、 加 藤 男の 外交 方針なる も 

の は 果して 好い か惡 いか は 疑問 だ。 我輩 は 外交の 事に 就て は 何等 關知 する 所 はない が、 偶 密 院の喑 流なる もの-は、 内閣が 京都に 

移る 以前に、 大隈 伯が 稱密院 で 御前 余 3 議の 最中に、 外交問題の-答 辯に 窮 して 「他に 約束が あるから」 と稱 して 逃げ出し たのが 元 

である こと は 云 ふ 迄 もない。 當 時 恰も 御大 典 問 際であった から、 マ ァく萬 事 は 御大 典 終了後と 云 ふので 延びて 居った の だ。 一 

部 人士の 間に は 三 浦 觀樹を 使つ て大 伯 を 罷めさせよ うとして 居る ものが あるか も 知れな い。 然し 誰れ と 云って 中心に なって 働 

いて 居る ものが ないから、 ものになる か 何う か は 之 亦 問題 だ。 隨分 柩密院 中には 大隈 伯の 機嫌 を 取って、 勳 章の 一 つで も 貰 はう 

として 居る 犬 も あるから ねィ 云々。 (十 一 月 二十日 山陽 新. 聞) 

尤も この 勳章 云々 は、 全然 伯 は 言った 覺 えなし として 翌々 日の 新聞で 取消して ゐ るが、 かう いふ 小さ い 言葉尻が 伯 

の 一 生に 累 ひした こと は 一 再でなかった。 

一 八、 還 元 問 题 

1 切の 準備 成って、 內閣 攻撃軍 は 議會の 開會を 待って ゐた。 

第三 十七 議會 は、 大正 四 年 十一月 二十 九日 を 以て 召集され た。 伯 は 田の 仲介に より、 ；： 丁 田、 小 松原 等の 一派と 連絡 


！ SSSHS??. く いよ/ \ 本格的に 大 1^ 內閣 打^の, に? K 進した。 さう して その 攻め道具 として 選ばれた のが、 いは 

ゆる 還元 問題であった。 

然 らば 彼等 は 何故に、 日頃、 口癖の やうに 言って ゐた對 支 外交問題に 就いて 正面から 內閣 攻撃の 擧に 出でなかった 

ので あるか。 この 點に 就いて 田 健 治郞は 「その 頃 を 語る」 のうちに 左の 如く 述べて ゐる。 

御大 典 も 終って 歸京 すると、 議會を 前にして 政界 は 非常に 緊張して 來た。 その 間 同志の 往復 協議 織る が 如き もの 

あり、 中 S 族 院で彈 劾す る ことに 議 はまと まった が、 貴族院の 壇上から 對支 外交の 失敗の 表裏 を摘發 する こと は 痛 

快に は逮 ひない が、 何だか 國辱 陳列 會 になり さう で 面白くな いとい ふところから、 對支 問題 を 例の 減債基金 還元 

問題と いふ オプラ ー トに 包んで 持ち出す 事に した。 

還元 問題と は、 大隈 首相が その 前の 議會 で、 次の 議會に 豫算を 提出す ると 聲 明した 減債基金の 繰 人を實 行せ ぬの 

は 怪しから ぬと いふ ことで、 金額から いへば 六 百 五十 萬圓 位の もので、 あんな 騷ぎ をす る ほどの 問题 ではな かつ 

た。 つまり 還元 問題 を對支 外交の 攻め道具に 使った に 過ぎぬ ので ある。  . ， 

これで 攻め道具 も 揃った。 いつ 戰 端が 開かれて もい \ 事 になった が、 こ \ に 一つ 氣が \ りな ことがある。 それ は 

大隈 首相 は 苦しく なれば、 きっと 元老に 泣きつ くに 相違ない。 その 時 元老に 「マ ァ，/ \ -」 と 留め男に 出られて は 

臺な しだから、 豫め^ 防 線 を 張る 必要が ある。 そこで 我輩が 叉 平 田 伯の 所へ 行って、 

「いざ， となって 元老に 飛び出され ると、 攻撃軍の 鋅 先が 鈍り、 延 いて 貴族院の 面目 問題になる から、 元老から 如 

何なる 場合に も 飛び出さ ぬと いふ 言質 を 取って 貰 ひたい。」 
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と 話して 歸 つたが、 後で 平 田 伯から その 事に ついて 諒解 を 得た との 返事が あって、 我々 同志 は 文字通りに 手 具す 

ね 引いて 議會の 開會を 待った。 

第三 十七 議會 は、 か.^ る 空氣の 下に 十二月 一日より 開かれた。 そして 衆議院から $5; 族院に 總豫箅 案の 廻って 來 た- 

のが、  十二月 二十 七日、 その後 本 會議で 我輩が 大隈 首相に 質問の 矢 を 放た うと 待 構へ て 居る と、 大隈 首相 は 俄の 

腹痛で 歸 つたと いふ。 的な き 矢 は 放 たれぬ。 我輩の 質問 は 翌年 一月 十八 日休會 明け 冒頭に、 堂々 の 論陣 を 布いて 

攻め寄せる ことにな つた。 

これ を 切 かけに 還元 問題が 天下の 大 問題と なり、 贵族 院議 員の 間に はこれ に關 し、 大隈 首相に 當 付た 狂歌、 狂句、 

狂詩の 類が 滔々 風 をな して 作られた。 これ を 小 松 謙 次 郎君が 編纂した のが、 當時 有名な 「還元 集」 である。 こん 

な餘 興まで あって、 大 隈內閣 はたう とぅ贵 族 院の重 圍を脫 出す る ことが 出來 なくなって しまった。 今度 はさす が 

の大隈 首相 もへ コ タレる だら うと 心密かに 期待して 居た。 

しからば 所謂 一， 還元 問題」 と は 如何なる 案件であった のか。 

大隙 內閣が 前期 議會に 於いて、 減債基金 五 千 萬圓の 中から 二 千 萬圓を 割いて 鐵道會 計に 組み 人れ、 その 際 貴族院で 

は、 伯 一派が 猛烈に これに 反對 した こと はすで に 述べた 通りで ある。 しかるに 政府 は 募債が 困難で あるから 萬 やむ を 

得ない 措置で あるが、 若し 經濟狀 態が 募債 可能の 狀況 となった 場合に は 減債基金 を 還元す べしと 辨 明して、 漸く 贵挨 

院の 承認 を經る こと が 出来た のであった。 

然るに 今や 募債 可能の r  I" されつつ あるの だ。 前期 議會の 一一 一一 n 明 上、 當然、 基金 還元 は實 行され なければ 


ならなかった。 然し 政府 は 何等の 對策を 講ぜぬ。 玆に 於いて か、 中；：^ 族院の 各派 は 猛然と して 減債基金 減額の 不可 を 高 

調して 內閣の 非 を 鳴らす に 至った の である。 

この 問題に 就いて、 伯 は 次の 如く 批判して ゐる。 

現内閣が 鐵道 資金 を 租稅に 仰ぎ、 括と して 恥る 所 無き のみならず、 之 を 以て 最良 法な りと 思考し： るに 至って は、 八 A く 沙汰の 限 

り 也。 世界 何れの 國か鐵 道 資金 を 租税に 仰げる や。 然も 其 租稅が 非常 特別 稅の 一部なる に 至って は 何事なる ぞ。 租税 を鐵道 資金 

となす は、 我輩 等 四十 七 人 組の 貴族院に 於て 反對 したる 所 なれ ども、 時局に 鑑み 又 政府に 誠意 ある ものと して 哲く之 を 忍びた る 

ii、 今 H に 至って 愈々. 我輩 等 反對の 正常な りし を證 明す るに 至れり。 然るに 現内閣が 其 非 を 改めざる のみならず、 錢減稅 を唱へ 

來 りし 问志會 も 亦、 鐵道 資金 を 租稅に 仰ぐ ことに 同意して、 r^; く 踐減稅 を 忘却した るの 如き は、 朝三暮四の^：^だしきものなリ。 

而 して 其理. E として、 現在の 經濟狀 態の- 變 態なる こと を 云々 する に 至って は、 之 を 云々 する 者 は 勿論、 沈默 して 之 を敬聽 する 者 

も 共に 正氣の 沙汰に 非ず。 (大正 五 年 一月 九日、 中外 商業 新報，) 

かくして 還元 問題 を繞 つて、 內 閣と贵 族院 との 抗爭 は、 いよく 深刻化して 行った。 正面衝突 は 必至 不可避と 見ら 

れ るに 至った。 さう して 元老 山縣 は、 この 急迫 化せる 政治 情勢に 就いて 多大の 憂惧を 抱き、 遂に 調停 斡旋に 乘り 出し 

て來 た。 かねて 伯 一派の 危惧して ゐた 元老の 干涉が 起った の だ。 この間の 事情に 就いて、 田 は 「其 頃 を 語る」 の 中に 

前揭に つづいて 次の 如く 述べて ゐる。  • 

すると 一月の 末であった か、 二月の 初めだった か、 ある 晚、 後藤 子から 電話で 「明日 山縣 公が 小 田 原から 歸る」 

と 知らせて 來た。 サァ 大變、 切 角 こ X まで 來て 元老に 出られて はと 氣が氣 でな く、 翌日 平 田 伯の 所へ 飛んで 行つ 

. た。 伯 は 我等の 顏を 見るな り、 「君に 會 はす 顏 がない。 今日から 坊主に なって おわびす る」 とい ふで はない か。 
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「弱った ナァ」 と 話して 居る と、 山縣 公から 電話で 會 ひたいと いうて 來た。 

すぐ 椿 山莊へ かけつけ ると、 公 は 「大隈 は、 宮中な どで 屠 i 會っ たが、 この 議會 が濟 めば 總辭職 するとい うて 居 

る。 あの 老人 を 槍玉に あげる の も 可哀想で はない か。 何とか 助けて くれ」 とい ふから、 「還元 問題な ど は 何でも. 

ない が、 對支 外交の 失敗が 餘り 甚だしい から、 我々 は 奮起し 1^ ので ある。 が議 會後辭 める とい ふなら、 この 上 追 

及し なくても い \。 しかし、 大隈 首相の いふ 事 はどうしても 信す る 事 は 出来ない。 あなた は 首相が 言責 を 尊重す 

ると 思 ひな さる か。 萬 一 元老が 欺され る やうな 事が あって は 一大事で あるが、 その 邊の事 は 如何です」 と 念 を 押 

すと、 公 も 「如何にも」 とば かり 暫く 目 を閉ぢ て考へ て 居た。 

そして 「それで はこの 顚 末を內 奏して：. a かう か」 とい はれた が、 その 一語 を 聞いて 我輩 は 「いえ、 それに は 及び 

ませぬ。 私の 一存で は 何とも 出來 ぬが、 同志と 協議して 火 を 消す ことに 努力 致し ませう」 といろ く 善後策 を 話 

し、 それから 我輩 は隱然 研究 會の總 裁であった 三 島 彌太郞 子 を 訪問す る やら、 八方 奔走して さしもの 火 を 消し 

止めて、 大隈 內閣と 貴族院との 妥協 は 成立し、 大隈 內閣は 議會を 無事に 切拔 ける ことが 出來 た。 

山縣 が大隈 と會談 したの は 二月 一日であった。 この 結 架、 贵院 の豫算 { さ 杏 期限 二月 五日 は 八日まで 延長せられ、 そ 

の 間に 田 等の 奔走に より、 內 閣と贵 族院 との 妥協 は 成立した ので ある。 さう して 同日の 豫 算總會 において 左の 附帶決 

議を附 して、 漸く 豫算案 は 承認され た。 

一、 海軍 補充に 關 する 將來の 施設に 就いては、 政府 は 更に 確實 なる 計畫を 立て、 提案せられ たきこと。 

1 i. 一に 關 して は、 軌 制に 關 する 方針 を：^ 定，  ，，1 つる こと。 


三、  >fl に 就いては、 財政の 許す 限り、 一般 會 計よりの 借人に 依らす して、 他に 適當の 壯畫を 立つ る こと。 

表面上、 この 三 項が 內閣と $3； 族院 との 妥協 條件 であるかの 如くであった。 しかし 眞の條 件が、 r 議會 直後 大隈 內閣は 

總辭 職す る」 とい ふに あった こと ば、 すでに 述べた 通りで ある。  ， 

伯 は 議會の 最終日、 卽ち 二月 二十 八日、 貴族院 本會議 において 日 支、 滿洲兩 銀行 法案に 關 する 演說を 行った。 これ 

が 伯の贵 族 院議 員と して、 本 會議の 壇上に 立. つた 最初であった。 さう して 遂に 最終と なった。 然し 時 はすで に、 內閣 

總辭 職の 口約に よって、 妥協が 成立した 後で あるから、 この 演說 は、 何等 政：：^ に 影響を及ぼす ところはなかった。 

一九、 大 隈內閣 倒る 

大隈 內閣の 運命 は、 すでに 第三 十六 議會 中に きまって ゐた。 問題 はた だ、 大隈が 何時 その 口約 を實 行す るか、 また 

後 繼內閣 は 何人に よって 組織され るかの ニ點に 過ぎなかった。 

然るに 大隈 は、 議會が 終っても、 なかく 總辭職 を 行はなかった。 その 間の 經緯 について、 大日 本 憲政 史 (笫七 卷、 

へ 二 0頁) は 左の 如く 叙して ゐる。 

蓋し 大隈 首相の 辭意を 決した る は、 一朝一夕の 故に あら ざり き。 是れ より 先に、 大 隙が 其の 地位の 不安 を 感じ、 

桂冠の 意 を山縣 に；^ らした る は 彼の 第三 十七 議會開 會中卽 ち 大正 四 年 十一 一月の 交に 在りき。 當時彼 は後繼 者の 問 

題に 就いては、 意 窃に加 藤 高 明 を 推す に 在りし が 如き も、 彼 は 未だ 之 を 明言せ す、 其の後 彼 は 山 縣に對 して 「後 

繼者 は、 心當り あらば、 幸に 賢慮 を 乞 ふ」 と 云 ひ、 山縣に 依頼し 來れ り。 是れ實 に 大正 五 年 一 月 中句な りき。 尋 
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で 三月 二十 六日、 彼 は 山縣を 古稀 庵に 訪ひ、 初めて 加 藤 推薦の 本意 を 言明せ り。 山 縣は嚮 に 其の 賢慮 を 乞ぶべく 

依賴 したる 大隈の 言 を追咎 せす、 唯大 隈に對 して 「後 繼 問題なら ば、 来月 十日 頃、 出京すべき を 以て、 其 時 を 待 

つて 協議 を 遂げん」 と 言 ひ、 他事に 及ば ざり き。  . 

しかるに 十日 ごろ 上京す る 害であった 山縣 は、 病氣 のた め、 上 一 不能と なった。 そこで 山縣 は、 大隈 首相に 對し、 

書面 を 以て、 後繼內 閣に對 する 彼の 所信 を 書き送った。 その 書翰の 內容は 次の ごとき ものであった。 

i 今や 世界の 大變に 際し、 其 終局の 結 架、 未だ 容易に 測る ベから す。 而 して 我 園の 興廢 隆替 亦 從て兹 に 係る。 

殊に 支那 之 動亂は 遂に 何れの 極に 至る を 知る ベから す。 東亞の 安危 は 顧 ふに 當に 此の ニ大世 2:^ の 進展に 由て 定ま 

るべき に 方り、 此大革 運に 處 して 能く 機に 臨み、 變に應 じて 我國運 を開發 し、 東亞 之 治安 を 保持 せんと 欲せば、 

先づ須 く內其 統一 と 治平と を 保ち、 上下 共 相 共同して 其 力 を 一 にし、 以て 外に 當ら ざるべ からす。 然るに 此の 時 

に當 つて、 縱令ひ 一 院の多 數を卜 Z めて 決議 を 左右す る實カ ありと も、 特に ー黨之 首領 を 擧げて 政局の 首班に 任ぜ 

んか、 近時 政界の 趨勢に 鑑みて、 能く 國內之 一致 共同 を 望む を 得ん や。 是れ  < ふが 內 閣後繼 者の 選 揮 は、 一 に此 

目的に 副 ふべ き 人物 を 擧るを 必要と し、 遣憾 ながら 提議に 同意す る 能 はざる 所以 也。 

卽 ち山縣 は、 後 繼內閣 が擧國 一致 內閣の 形式に おいて 成立 せんこと を豫 期し、 大隈 _n 相 は政黨 首領に 依って 統率 さ 

るる 內閣の 組織 を 希望して ゐ たので ある。 

かくして 大隈 首相 拽 冠の 問題 は、 遷延に 遷延 を 直ね て、 穴 H しく 三 箇月 を 過ごした。 さう してやう やく 具體 化の 兆 を 

あら はした の は、 六月 末であった。 


山縣が 田と 小 松！ 5- の 二人に 語りし ところに よれば、 その 經過は 次の 通りであった。 

其の後 病 少しく 怠った ので、 六月 二十 二日 頃大 隈が來 て、 初めて 加 藤 髙明を 推薦す るの 意を吿 げた。 抑 も 加 藤 は 

昨年 八月 大 が 首相たり し顷、 外相た るの 器で ない と 痛 斥した る 入で ある。 然るに 今 之 を 推薦す るに 至って は、 

其の 反覆 定見な きこと、 實に 驚くべき である。 依って 之 を 詰った 所が、 彼 は 答 ふるに 辭 なく、 翻って 予の擬 する 

所の 寺 內說に 賛意 を 表した。 (m 健 治 郎傳ニ 九九— 三 00 页) 

さう して r 大隈 首相 は、 六月 二十四日 を 以て 要職 を 退き、 後 賢 を 進む るの 意 ある こと を內 奏した」 と、 八月 一 日の 

田の 日記に 記して ゐる。 

寺內 朝鮮 總督が 東京へ 到 著した の は 七月 五日であった。 翌 六日、 寺內 は參內 して 天機 奉伺 を 終へ、 歸途、 大隈 首相 

を早稻 田の 私邸に 訪問した。 

その 席上、 首相 は 後 繼內閣 問題に 言及した ところ、 寺內は 左の 如く 述べて 首相の 提議 を 一蹴した。 

今や 帝國 は、 世界 無比の 大 戰に參 加して 終 ：！：^ の 勝利 を 制せむ とす。 是れ 內爭を 事と して 外 侮 を 忘る るの 秋に あら 

す。 爲し 得べ くむば 國論を 統一 して 官民 共に 協同 戮カ 以て 時局に 處 せざる ベから す。 若し 一 黨を 味方と して 他黨 

を 敵視し、 自ら 求めて 政 爭を滋 生す るが 如き こと あらば 至尊に 對し 奉りて 洵に 恐れ多し。 惟 ふに 閣臣の 任免 は 

陛下の 大權に 屬し臣 子の 濫りに 私議すべき にあら す。 故に 大命の 未だ 降下せ ざるに 先 だち て 前途の 施政 を 私議す 

る こと は 之 を 避けざる 可ら す。 されば 閣下の 御 商量に 對 して は審思 熟慮の 上 何分の 御 返答 致すべき も、 閣下 も 亦 

御 考慮 あらむ こと を 乞 ふ。 (元帥 寺 内 伯爵 傳 八 一 五 頁) 

第二 章 在野 時代  -  五 九九  一 


第 四 節 對大 隈內閣  六 〇〇 

次いで 七月 十日、 大 隙 首相と 寺內 との 第二次 會 見が 行 はれた。 しかし 兩 者の 意見 は 合致し なかった。 

八月 二日、 山 縣は寺 內に對 し、 首相との 意見の 相逮を 確かむ る 必要 ある 匕 u を 注意した るに 對し、 寺內は 直ちに 左の 

覺書を 山縣に 提出し、 自己の 所信 を 表明した。 

過日 も 旣に申 上 候 如く、 不肖 若し 御 推薦に 依り、 大命 を拜 す， るに 至る 以上 は、 敢て鞠 躬盡瘁 致すべき 覺 悟に 候 得 

共 苟も 斯る 重任 を 奉じて 立つ 以上 は、 亦 其の. 立つ 所以の 主義 方針 無 かるべからざる 事に 有 之、 前任者の 施設に 對 

して、 厚く 留意し、 妄 に改廢 すべから ざる は、 固より 當然 なりと 雖も、 總て 前任者の 施政 を 踏襲す る こと は、 爲 

し 得ざる 所な り。 

此比、 新閒 紙上、 全然 從來の 主義 方針 を 踏襲す る 後任 者 を 得る にあら ざれば、 辭 職せられ すとの 事 を 傅へ、 世間 

殆んど 之 を 信す るが 如し。 若し 首相の 意に あらす とせば、 其然ら ざる 皆 を 明に せられ、 世上の 疑惑 を 解かれん こ 

と を 望む。 

若し 夫れ 右 等の 事に して、 首相に 於て、 御 異議なく、 不肯を 其の後 任に 推薦 相 成る こと \ 假定致 候と も 少なく と 

も 大命 あるの 後、 進んで 夫々 の 交 涉の道 を 開く にあら ざれば、 順序 其當を 得ざる こと、 存候。 (公爵 山縣有 朋傳) 

右の 如く、 交涉は 全く 停頓して しまった。 今、 大 隙 と寺內 との 間に 意思の 合致 を 見ざる 要項 は、 田が これ を 摘記す 

ると ころに よれば 左の通りであった。 . 

一、 大隈は 切に 同志 食との 聯立 內閣を 求め、 寺內 は兩院 各派の 融合 內閣卽 ち擧國 一致 內閣を 主張す。 

二、 大隈は 先づ加 藤と 會 見して 閣臣の 配置 を 協定 せんこと を 求め、 寺 內は 大命 降下 以前に M を 行 ふこと は、 大權 


を 蔑視す るの 嫌 あるに 依り、 大命 降下 の 後 交渉 協定す る の 意 を 主張す。 

三、 大隈は 大命 寺內、 加 藤 二人に 降下の 議を 主張し、 寺內は 二人が 大命 を受 くる こと は、 內閣 統一 を缺 くの 魔 あ 

れば、 大命 は必す 一 人に 下るべき 議を强 執す。 

四、 大隈は 現 內閣の 政策 を繼承 踏襲す るの 約諾 を 要求し、 寺 內は現 內閣の 政策 を 尊重す べしと 雖も、 全部 踏襲の 

私 約 を 結. ぶが 如き こと は 潜 妄の擧 なる を 以て、 斷然 同意し 難しと 答へ た。 

五、 大隈は 同志 會と 聯立 協定 成立の 後 大命 降下し、 大命 降下の 後、 現 閣僚 辭表を 捧呈す るの 顺序を 固執し、 寺 內 

は 現 閣僚 辭表 f; 呈後 大命 降下し、 大命 降下の 後內閣 組織 協定の 順序 を 踏む こと を 主張す。 (E 他 治 郎傳三 00  — 三 

〇 一 頁) 

大隈 と寺內 との 第三 次會見 以來、 兩 者の 交涉は 全く 斷 絶し、 爲 めに 虛 說亂れ 飛び、 物情 騷 然として、 政局 は 五 里 霧 

中に 彷徨した。 

かかる 政局の 紛糾に 憤慨した 伯 は、 時局 打開 策に 就いて 重大 意見書 を 認めた。 伯 はこの 意見書の うちにお いて、 こ 

の 時局の 打開 策 は 正に 明治 十四 年の 政變の 如く、 非常 解決策 以外に 他に 方策な き ^！曰 を 切言した。 その 全文 は 左の 如く 

である。 

一、 今 囘ノ問 题ハ、 天下 公衆 ノ 最大 疑團 トス ル所 ナルヲ 以テ、 現在 及ヒ 將來ノ 爲メ、 其ノ 經過ヲ 公表 セ ラル、 ノ 

必要 ァ ル へ シ C 

一 、 本 問題 二 關シ、 首相 側 ヨリ ハ、 旣 一一 萬 朝報ノ 紙上 首相 ノ 言明 ト シテ 公二 セ ラレ クル モノ ヲ始 トシ、 高 田 文相 
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ノ 放言、 並 一一 大隈侯 後援 會ノ 決議 等ヲ 以テ、 此方 ノ 威信 ヲ 傷ケ、 少クモ 此方 一一 限リ 不利 耻辱 トナ ルへキ 放論縱 

談ヲ恣 一一 シ、 殊 一一 政黨者 流ノ間 一一、 彼等 ノ 自己 廣吿 乃至 防衛 一一 努 メタル 橫蔡恕 シ難キ 跡 ァリ。 

、 此方 ヨリ 經過 事實ヲ 公表 スルー 一方 リテ ハ、 首相 ノ 言動 一一 對シ、 必至 的彈劾 若クハ 非難 ノ 文字 ヲ避 クル コト能 

ハサ ラン。 若 シ之ヲ 避 ケント 欲 シテ、 俚讓ュ 云 フ帶ニ ハ短 シ櫸ュ ハ長シ ノ微溫 的 文字 ナ ラン 二 ハ、 寧 u 斷然公 

表 セサル ノ勝レ ル 一一 若 カサル へ シ。 此方 ヨリ 寛 假シテ 用語 ノ峻 嚴ヲ避 クル トキ ハ、 彼等 與黨ハ 却 テ與ミ シ易シ 

ト 爲シ、 曲筆 舞 文 黑白顧 倒 ノ反駭 ヲ逞ク セン。 シテ 然ル トキ ハ、 後一 一至 リ更 一一 彈劾的 誅ヲ加 フル モ其 效果 

著シ カラス。 此方 ノ 不利 ヲ 來スノ 虞 ァリ。 

、 此方 ノ 公表 ハ、 彼等 ヲシ テ完膚 ナカラ シムル マテ 徹底的 ナ ラサ レハ、 十分 ノ效 果ヲ奏 セス。 倘シ 徹底的 公表 

ヲ斷 行スル トキ ハ、 自然 ノ勢 ヒ彈 劾若ク ハ 非難 詰責 ノ跡 ヲ蔽フ へ キー 一 アラス。 故 一一 如何 一一 措辭 用語 一一 苦心 スル 

モ、 之ヲ以 テ總督 本然 ノ 面目 ヲ 保全 シ、 理路 ヲ履 ミテ 堂々 公人 ノ 態度 ヲ 示シ、 仁 一一 當リ テ師 一一 讓 ラサル ノ概ナ 

カル 人力 ラス G 

、 以上 ノ諸點 ヨリ 考慮 詮シ 來レ ハ、 此 公表 ハ或ハ 辭表ト 相伴 ハサ ル へ 力 ラサル 二 至 ラン トス。 

、 首相 ノ 提案 タル 政策 踏襲 並 一一 與黨 一一 倚 ルノ條 件ハ、 蓋シ 難題 タル ヲ知 リツ、 提出 シ タル モノ、 本案 ノ 不成功 

ハ當初 ヨリ 豫測シ タル 一一 ァ ラサル カヲ疑 ハサ ルヲ 得ス。 何 トナレ ハ、 加 藤子ノ 不承諾 ト尾崎 一派 ノ 反抗 ハ、 首 

相 側 一一 於 テ兼テ 熟知 ノ事 タル ハ 推察 スル 二 難 カラ サレ ハナ リ。 平 田 子 ト雖モ 此間ノ 消息 ヲ解知 セサル 一一 ァ ラサ 

ル へ シ。 然ル 一一 モ拘 ハラ ス、 子 一一 シテ 此案ヲ 執リテ 斡旋 多少 ノ跡 アル、 其ノ眞 意ノ问 邊-! 存シ タルカ ハ自 ラ會 


得- 1 苦ム所 ナリ。 知ラ ス此 ノ間训 二 好 信 ノ存ス ルモ ノア ルカ。 

、 首相 ノ辭意 ハ咋年 夏 秋ノ交 ヨリ 起リ、 而カモ 誠意 ヲ以 テ山縣 公一 一言 明 セル コト啻 一一 一再 一一 止 ラスト ノ 說信ナ 

リ トセ ハ、 夙-一之 ヲ 探知 シ タル 與黨側 ノ細作 等ハ、 近來 一一 至リ、 少ク トモ 七月 下句 山縣 公大 隈侯ノ 小 田原會 見 

以来、 與 黨側ノ 策士 ト 謀議 シ、 急 カー 一首 相ヲ 抱擁 シテ 交涉ヲ 不成功 一一 終 ラシ メ、 恬然 有 邪 無 邪ノ間 一一 日ヲ 送リ、 

三 四 箇月 ノ 後一 一至 リテ、 憲政 ノ順 應ヲ名 トシ、 加 藤 子 ヲ推シ テ後繼 者 タラ シムル 新案 ヲ 提出 セント ノ豫 定ヲ以 

テ、 首相 一一 肉迫 シ タル カノ 疑 ァリ。 是レ 寺內伯 自身 一一 取リ テハ、 其 ノ何レ 一一 基因 ス ル モ、 素 ヨリ 自己 利害 ヲ度 

外 ニ措ク 以上、 何等 問フヲ 要セサ ルー 一 似 タルモ、 之カ爲 一一 政界 ヲ蠭 毒シ、 惡弊 百出 後患 ヲ國家 一一 胎スノ 恐ルへ 

キ モノ アル ノ ミナ ラス、 上 聖明 二 對シ 奉リ、 臣子ノ  口外 クモ 憚ル へ キ 罪責 ヲ犯セ ル モノ タル ハ、 復タ 多言 ヲ 

要 セサル 所 トス。 

、 今 與黨ト 首相 トノ間 一一 於 ケル魂 膽ハ別 題 トス ルモ、 我 力 國家ノ 運命 ハ、 外交 殊 一一 對支對 米 ノ關係 一一 於テ、 內 

閣ノ 失政 歷然 タルモ ノア リ。 爲ニ 更迭 面目 ヲ 一新 スルノ 急ハ、 日々 刻々 二 切迫 シ來 ルノ狀 アル ハ辯 ヲ续 タサル 

所、 首相 ノ老媚 重責 ニ堪へ スト 云フ モノ、 實ハ 其ノ名 ヲ假ラ ン トス ル 二 過 キス。 事實 ニ於テ モ彼ノ 長居 ヲ許サ 

サル狀 態 一一 ァリ。 況ャ 首相 ノ 言行 一一 シテ果 シテ傳 フル 所ノ如 クン ハ、 和氣淸 麿ノ 再現 ヲ望 マサル ヲ 得サル モノ 

アル ヲャ。 首相 ヲシ テ與 黨ノ爲 一一 臣節 ヲ誤 ラシ メス、 且ッ國 家ノ急 ヲ匿濟 スルノ 一  事ハ、 之ヲ 元老 諸 公 ノ英斷 

二 待タ ス シテ 將タ安 二 求 ムへキ 力。 

以上 敍述 スル所 一一 付キ、 潜 思 熟考 セル 最後 ノ斷 案ハ、 唯ぶ 明治 十四 年 政 變ノ時 一一 於ケル 實例ヲ 踐ミ、 元老 諸 公 
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躬ノ誡 ヲ以テ 敬シテ 聖 斷ヲ仰 カル、 一事-一存 シ、 • 復タ 他-一良 途ナキ ヲ固信 シテ疑 ハサ ルナ リ。 

伯 はさら に、 次の 通りの 一書 を 認めて、 これ を 元老 山縣に 送り、 その 蹶起 を 促す ところがあった。 

謹；^：:。 日々 陰晴 難 判、 時 令 不正 之 候、 愈 御 幅 被 爲涉、 恐悅 至極 奉存 候。 sra 過日 趨伺之 節、 猶^ ト 申述、 稚敎ヲ 

相 仰 度 存候儀 モ不少 候へ 共、 折 柄 陸相 來訪セ ラレ 御 遠 盧中上 候 事 一一 御座 候。 然 ルー 1 拜 ^以来 昨日 一一 至ル迄 ノ經過 

一一 於テ、 隈侯寺 伯 間 ノ內議 交 涉斷絶 候 次第. ハ承及 候處、 十： 寸伯ト 小生 トノ 間枘 一一 付 テハ、 世人 ヨリ 過度 ノ視 聽ヲ惹 

キ居リ 候 哉 一一 相 感シ候 儘、 問題 ノ寺伯 一一 關スル 限 ハ愼ミ テ之ヲ 避 ケ居リ 候モ、 旣 一一 今日 ノ事體 ヲ現シ 候 上ハ、 君. 

國ノ爲 一一 誠意 微言ヲ 進 ムルノ 止 ムナキ 所以、 御諒鑒 被 遊 度 候。 

今囘 內閣ノ 更迭 ヲ急 トス ル a; 意義 ハ、 畢竞此 政 W ノ變 轉ヲ機 トシ テ、 支那 問題 乃至 歐米關 係 一一 於テ、 我ノ 利害 上 

. 從來ノ 行 懸リヲ 一 掃シ、 新ナル 地歩 ヲ 確立 シテ、 阈家 將來ノ 鹿； S ヲ 進メン トス ル 一 一存 シ候ハ 勿論 一一 有 之 候。 之 力 

爲 一一 ハ 更迭 一 日ヲ 緩クセ ハ 一 日ノ 損ァリ トイ フ へ キ 一一 御座 候。 然ル 一一 隈侯 ハ、 初 ヨリ 自家 ノ 覇業 ヲ 相繽セ シム ル 

ガ如キ 態度 ヲ以テ 後 繼者ヲ 求メ、 其 i£ マル、 一一 逢へ ハ、 卽チ 適當ノ 後任 者 ナシト 揚言 シテ 居直 リヲ敢 テシ、 ^？モ 

臣子 ノ心ァ ル モノ ハ、 口外 スラ 恐懼 一一 堆へ ザ ルー 百 動 ヲ以テ 聖 明ヲ掩 ヒ奉リ シ コ ト、 傳フ ル所 ノ如ク ンハ、 誰 力 

切齒 セサル モノ 之 アル へキ。 察スル 二 隈侯ト テモ、 當初 ヨリ 惡意 ヲ以テ 畫策シ タル 一一 モ無 カル へ キモ、 最近 ノ事 

情ハ、 與黨 策士 ノ權 謀ヲ通 シテ、 隈侯ノ 本領 ハ何處 ユカ 沒却セ ラレ、 元老 ヲ 無視 スルニ 至リ、 剩 へ大權 侵犯 皆 事 

マ實 一一 アーノ，， スト 辯シ 去リ、 近ク 上下 兩院 議員 一一 總花的 敍勳ヲ 行ヒテ 人心 ヲ牧 攬シ、 己レ 位爵ノ 一議 席ヲ 上院-一得 テ、 

"一一 羽翼 ヲ張 ラント スル 慾望ヲ 加へ 來リ タルコ ト、 テ、 先ヅ 第一 一一 寺 伯-一難 題ヲ持 懸ケテ ヲ葬リ 去 リニ、 三 


ヶ月 ノ後加 藤子ヲ 奏薦ス ルノ 新案 ヲ立テ 、、 元老 一一 戰ヲ挑 マ ン トス ル與黨 ノ內決 一一 想到 致 候 時ハ、 喂侯ノ 態度 ノ 

漸ク露：^！^！メ レ ル モ ノ何等疑フ へ キ餘 地ナク 候。 要スル 一一 憲政 擁護 ノ運 動モ、 亂階 トシ テ憂フ へ シ ト云ハ 、、 元 

老ノ 威信 失墜 モ正シ ク將來 ノ亂階 タル へ 、ン トノ虞 ァリ。 彼等 ハ動 モス レハ 超然 內閣ノ 憲政 逆轉ヲ 云々 ス ルモ、 今 

囘 隈侯ノ 言動 以上 ノ 憲政 逆轉ハ 果シテ 安一 一之 レア ル へ キ。 結局 スル所 憲政 擁護 ノ 盲動 ヲ覺悟 シテ、 敢テ 元老 ノ威 

信 維持 ト言ハ ス、 寧 口 恐 ナカラ 皇窒ノ 御 威稜、 國體ノ 維持 ノ爲 一一 忠死ス へ キカ否 ノニ點 一一 出 テサル コト、 愚考 

致 候。 例 不祥 一一 似 タレ トモ、 淸魔 朝臣 再出 シテ妖 氛ヲ拂 フノ秋 一一 ハ無之 敷。 國家ノ 柱石 トシ テ 君寵 至 厚ナル 閣下 

始メ 元老 諸 公ハ、 速 一一 情僞ヲ 具奏セ ラレ、 去 明治 十四 年 政 變ノ例 ヲ履ミ 避 斷ヲ仰 カレ 候 事 切望 ノ至 一一 不堪 候。 

若シ 閣下 二 シテ 此事ナ クン ハ 、 天下 公衆 ハ 一 一元 帥ガ巧 二 一  隈侯ニ 飜弄セ ラレ タリ ト云フ 事跡 ヲ窺フ ノ ミ 二 シテ、 

永久 一-一事 實ヲ知 ルー 一由 無ク、 爲 一一 國民ノ 心理 上 異常 ノ 影響 ヲ受ク ヘクト 憂慮 罷在 候。 玆ニ 一書 ヲ裁シ 御 賢 斷相仰 

キ 度如此 一一 御座 候。 猶 小生 應分ノ 御用 モ候ハ 、、 素 ヨリ 犬馬 辭セ サル所 一一 御座 候。 

その 間に 一方で は 同志 會、 中正 會、 公友 惧樂 部の 三 派 合同、 新政 黨 組織の 計畫 が、 九月 中頃から 急速に 進展して 行 

つた。 伯が 上揭の 意見書 及び 書翰に おいて、 黨人者 流の 策動と なした ると ころが、 いよく 具體 化の 兆き 呈し來 つた 

ので ある。 

伯の 手記 はか かる 情勢 を 次の 如くに 批刹 する。 

一、 三 派 合同 ハ ー擧 一一 過半 數ノ 大政 黨ヲ 組織 シ、 其 背景 ノ下 一一 加 藤 內閣ヲ 強請 スへキ 大勢 ヲ 誘致 シ、 以テ 元老 諸 

公ノ 異議 ヲ排シ 去リ、 上奏 ノ 成功 ヲ期シ タル ハ 明白 ナレ トモ、 此 表面 ノ 名義 ハ、 官僚 並 一一 上院 ノ壓 迫ヲ 避ケ、 
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民意 ノ 上達 ヲ圖ル 一一 在リ ト號シ タリ。 然ル 一一 其 事豫期 一二 はーヒ タレ トモ、 今 ャ却テ 現 內閣ノ 基礎 ヲ疑 ハル 、 二 至 

リタ ルヲ 以テ、 極力 强耍 シテ、 九月 十日 迄 合同 シテ其 面目 ヲ 保持 セン トシ クル 事實 一一 徴シ、 虚勢 ヲ 張リ、 超然 

內閣 一一 對シ 憲政 擁護 起ル へ シト 呼號セ シ モノ タル コ ト ハ、 知識^級 ノ 指彈ス ル處 トナリ タル 事。  . 

一 、 大隈侯 ヨリ、 後繼 內閣ノ 首相 トシ テ、 加藤ヲ 奏薦セ ント ノ議ヲ 提出 ス へ キ 形勢 ハ、 察ス ル 二 難 力 ラサル 以上 

ハ、 其 提案 後一 一元 老ノ 抗議 出ル ヨリ ハ、 寧. 口先 ンシテ 元老 一致 ノ 意見 ヲ 以テ、 今 ャ大隈 首相 辭任ヲ 以テ內 外人 

心 一新 ヲ期セ サルへ 力 ラサル 理由 ヲ、 豫メ 上奏 セ ラル、 コ ト 得策 二 非サ ルカ。 若シ 加；， f 內閣奏 薦ノ際 一一 及ヒ、 

元老 ノ 抗議 アル 力、 又ハ 御下問 ニ對シ 首相 ト 意見 ヲ 異ニシ 上奏 セ ラル、 二 至 ラハ、 人 一一 對スル 好 惡ノ情 一一 走ル 

ノ嫌ァ リトノ 說ナキ ヲ保セ ス。 素 ヨリ； 兀老 諸公ハ 國家ノ 爲メ、 唯一 意 忠純 其 適否 ヲ詮 考シテ 上奏 セラ ル 、 モノ 

. 一一 シテ、 何等 他 一一 顧 ル處ナ カル へ キモ、 其 先手 ト 後手 トノ間 優劣 アル へ キヤ 疑ヲ容 レサ ル處 ナリ。 

大隈內 閣倒壞 の 急先鋒であった 伯 は、 この 當時 八方に 注意 を拂 つて 居た。 さう して 彼の 意見 を 或は 直接、 或は 人 を 

介して 元老 山縣の 耳に 入れる こと を 怠らなかった。 しかし 人心の 機微 を 見る に敏 なる 伯 は、 めて 寺內 との 會見を 避 

けて 居た。 それ は 寺內の 性情が 甚 しく 用心深く 保守的で あるから、 大命 降下 前に 政治 を 第三者と 談 する は 大權を 私議 

する ものであるとの 懸念 を 生じ、 從っ て 組閣 を囘避 せんとす るの 心理 を 生ぜん こと を 慮った からで ある。 

當 時の 或る 新聞 は 寺內を 評して、 「寺 內は鲋 の やうな もの だ。 一 寸 でも 音が すると 水の 底に す ー つと 潜って 逃げて 

—ま：： ^面に 出て くるまで は、 じいつ として 待って ゐ なければ いけない」 と 謂った やうに、 武人 肌の 彼 は、 政黨者 

りごと く、 政權爭 奪に 狂弃 すると 見られる こと を、 極度に 嫌って ゐ たので ある。 


バ 月下.！？、  .i; 十內は 飄然と して 東京 を 去って、 高野山 參詣に 出かけて しまった。 然 らば その 間に 伯 は 何を爲 しつつ あ 

, ' . その 當 時の 伯の 手記 は、 それ を 物語って 左の 如く 言って ゐる。 

一、 大隈 侯より 後 繼內閣 首相と して 新 候補 提出の 前に 於て、 元老 諸 公の 意見 を 定めて 辭表 提出せ しめ、 內 外の 人 

心 一 新す るの 道 を 講ぜられ、 此囘は 元老の 先手 一 著 を 以て 機先 を 制せられ 度 事。 

一、 上院議員の 覺悟を 促さるべき 方法 を 講ぜられ 度 事。 

一、 今日の 形勢と なりて は 大隈侯 辭表後 元老に 加 へらる、 儀 は、 國家將 来の 爲危險 なる が 故に 之 を 担く の 道を講 

ぜられ 度 事。 

支那 馬賊の 首領 を將 軍に 登用す るは亂 端た るに 鑑み、 完全なる 善後策 を 講ぜられ 度 事。 

一、 何人 後 繼內閣 首相た る も、 解散 を斷 行す る覺 悟と 勇 氣とを 有する を 必要と す。 且 憲政 擁護 運動 は 最早 恐る、 

に 足らざる 事。 

一、 支那 顧問 中 山 龍 次 意見の 事。  • 

一 、 寺內 伯と 贵族 院議 員 前日 會談 大要の 事。 

かくの 如くに して、 大隈 內閣の 總辭職 問題 は、 紛糾に 紛糾 を 重ねた が、 大正 五 年 十月 四日、 大隈 首相 はつひに 參內 

し 拜謁仰 付けられ、 老齢 職に 堪 へざる： it を 言上して 辭表を 奉呈した。 しかし 大隈は その 際 併せて 後繼 者と して 加 藤 高 

明 を奏薦 した。 

其の 辭 表の 一節に 「伏して 以 ふに、 子爵 加 藤 高 明 は 練達 堪能の 士 にして、 叉久く 世の 重 望 を 負 ふ。 伏して 冀くは 
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^下 ゆん 憐を 垂れさせられ はが 後 權 として^ 明 を拔报 されむ こと を」 と、 あるの がそれ である。 

尺^ は？^^ を〃 もして 械 を；； 5S 出 r るク、 ちに や：： 相 山：：：^ に ^来し、 閒^ を n き、 お の：？ せした。 依 

て^::: 一同 も？！^ を^ 出し、 翌 *.^:^  =、 れ和 にお 巾に 參.？ ：、 閣：：：：の^^^を^^呈した。 

大|^^:相の^^を^呈するゃ§:=、 山縣、 火山、 松 方、 ISIW.^ チの？ 儿老は 8： バに 由り て 參內、 鄉前會 SS に 於いて、 

後 繼內^ のい：：： 班^と して 伯 に. 正毅を 〃乂  ffi した。 


笫 i! 節 對大 內閣 

li 乜下 愛憐 を 垂れさせられ 臣 が後繼 として 高 明 を拔描 さ 

ベ 隈は辭 表 を 奉呈して 宮械 を；^ 出す る や、 直ちに や：： 

て 閣員 一 同 も 辭表を 提出し、 翌 五日、 首相 は 宮中に 令 

大隈 首相の 辭表を 奉呈す る や 四日、 山縣、 大山、 ，： 

後 繼內閣 の^ 班 者と して 伯 餅^ 內正ー 「 あした。 
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、 あるの がそれ である。 

、 . ^議を 開き、 ^表 奉呈の 顚末 を報齿 した ^ 

を 奉呈した. - 

元老 は i::^:: に 由り て 噪內、 御前 會議に 於いて、 


第三 章 寺 內內閣 時代 

第一 節 新 內閣の 副總理 

一 、 寺 內. 平 田 • 後 藤 

大正 五 年 十月 四日 午後 三時、 伯爵 寺 內正毅 は 御 召に 依って 參內 し、 天皇陛下に 拜謁仰 付けられ、 內閣 組織の 大命 を 

拜 した。 

それ は 政界に 一大 セン セ， I シ ヨン を 捲き 起した。  - 

蓋し 當時 衆議院の 多 數黨は 同志 會 であった。 しかも この 時、 同志 會、 中正 會、 公友 俱樂 部の 三 派 合同 準備 はすで に 

著しく 進行して、 旬日の 間に も具體 化せん 形勢で あり、 それが 成立 すれば、 衆議院に 絶 對多數 を 占むべき こと は 明白 

であった。 事實 十月 十日に この 三 派 合同 は實 現して、 その 結果 生れた る 憲政 會は、 加 藤 高 明を總 裁に 戴き、 定員 三百 

八十 一 のうち 百 九十 七の 議席 を 占めて、 居然 衆議院 內に絶 對多數 を 確保した ので ある。 勿論 大隈內 閣總辭 職の 時 は、 

憲政 會は まだ 成立して ゐ なかった けれども、 大隈 は、 桂冠の 時に 際り、 加 藤 高 明 を もって、 練達 艰 能の 士、 能く 國事 

を檐當 する に 足る 者と して、 闕 下に 奏薦 したりと 傳 へられた。 このために 大命 は 加 藤に 下る であらう と 期待した 人々 
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が 多かった ので ある。 

しかるに 今 大命 は、 政黨 に無關 係なる 寺內に 下った ので ある。 寺內は 何の 成算あって 能く 新 內閣を 組織 せんとす る 

か。 彼 は 新しく 生れん とする 憲政 會と 如何なる 關 係に 立たん とする か。 寺內の 主たる 支持者 は 何人なる か。 平 K 東 助 

か、 加 藤 高 明か、 そ もまた 後藤 新 平なる か。 

それが 政界の 大きい 謎と なって 現 はれた ので あ， る。 

さて 宮中 退出 後の 寺內 は、 その 夜 僅かに 元老 山 縣有朋 を 棬山莊 に 訪れ、 內閣 組織に 關 する 端緒 を 開いた に 過ぎな か 

つた。 寺內は 二日 夜來 胃腸 を 損じ、 三日の 如き は 主 治醫の 勸吿に 依り、 終日 病床に 横臥して ゐ たからで ある。 それ 故 

に 四日の 參內も 病 を 推して 宮中に 赴いた 次第であった。 

翌 五日 も 寺內は 病後の 疲勞が 全癒せ ぬ爲 め、 終日 家居して 門 を 出なかった。 

この 日の 朝 九 時半、 伯 は寺內 から 會見を 求められた。 卽ち 閣員 顏觸れ の 銓衡が 始められ たので ある。 

伯が 寺內の 私邸に 赴いた 時には、 旣に 先客と して 平 田 東 助が 會談 中であった。 さう して 玆に 三人の 重要 會談が 行 は 

れ た。 . 

伯が 十月 九日 夜に 記した 覺書、 卽ち r 內閣 組織 ニ干與 セル 經過」 に 依れば 次の 通りであった。 

大正 五 年 十月 四日、 內閣 組織 ノ 大命 寺 內伯ニ 下ル。 

五日 午前 九 時半 ヲ期 シ、 寺內伯 ヨリ 參邸 ヲ求メ ラル。 定刻 到レ ハ、 平 田 子 先 著 伯 ト會談 中 ナルヲ 以テ、 別室 二 待 

ッ コ ト ぎ餘、 總 テ伯ョ リ K サ レ テ其ノ 席 二列 ス。 主客 膝ヲ交 へ テ相議 セラ ル 、 所ノ モ ノ、 卽チ平 田 子ノ」 i 


トス G 

然 らば 寺內と 伯と 而 して 平 田と、 三者 は 鳩 何事 を 語った ので あるか。 伯の 覺 #1 はこの 間の 機微に 觸れ て、 次の 如 

く 記して ゐる。 

伯 カ態穀 入閣 ヲ勸メ ラル、 一一 對シ テ、 子 ハ盛意 深ク感 スト 雖モ、 如何 セン 近年 ノ不健 魔 ナル、 到底 劇務 一一 堪フへ 

カラス、 仍 テ身ヲ 閣外-一 S キ誡意 援助 一一 努メ ン、 是レ 本來ノ 志望 ナリト 答へ ラレ、 伯 カ人閣 助力 ヲ請 フコト 愈ぶ 

切 二 シテ、 子 ノ辭退 愈. -固キ カ如ク ナルヲ 以テ、 不肖 亦傍ラ ヨリ 伯 ノ語ヲ 承 ケテ、 子ノ 奮起 ヲ您 涌， ン、 其 ノ間長 

時間 ヲ費シ タリ。 

卽ち寺 內は平 田の 入閣 を慫慂 した けれども、 平 田は不 健， S を 理由に して これ を 承諾し ない。 伯 も 亦 極力 勸說 したけ 

れ ども、 平 田の 意志 は 依然として 動かない C 

伯 は 何とかして 平 田の 入閣 を 可能なら しめる やうな 端緒 を 見出さう と 苦慮した。 さう して 若し 平 田が、 文部大臣の 

椅子に でも、 就く こと を肯 するならば、 組閣の 形態 を 整へ るに 好都合で あると 直感し、 その 3：= を 以て 平 田に 勸 めた ほ 

どであった。 その 間の 事情 は覺 書中に 左の 如く 記されて ゐる。 

子 カ從來 世人 動 モス レハ ー國文 敎ノ府 タル 文部省 ヲ輕 視シ、 文相 ヲ指 シテ 伴食大臣 ト 呼フノ 誤解 ヲ說 カレ タレ ハ、 

共 ニ苟モ 輔弼 ノ責ヲ 負 フ國務 大臣 トシ テ ハ、 漫 一一 事務 ノ 繁閑 ノ ミヲ以 テ孰レ ヲ重シ トシ 孰レ ヲ輕シ トス ル ノ謂ナ 

キ ヲ論シ タル 末、 比較的 常務 ノ閑 ナル 地位 ナラ ハ、 幸 一一 受諾 ヲ 得へ キカト 意向 ヲ叩キ クル 二、 子ハ其 レス ラ健 

. ノ許サ 、ルヲ 如何 セント 答へ ラレ タリ C  . 
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而 して 伯 はか かる 會 話の 間に 於いて、 伯 自身の 人閣關 係に 言及して、 自己の 立場 を闡 明した。 卽ち覺 書に 曰く。 

右ノ 談話 中、 不肖 モ亦 曾テ土 寸內 伯、 平 田 子 一一 語リ タル 如ク、 自己 ノ信 賴スル 內閣ナ ラン 一一 ハ、 人 リテ末 班 ヲ汚サ 

ン ヨリ ハ、 外 二 在 リテ檢 束ヲ受 ケサル 身分 トシ テ、 應分 努力 セ ンコト ヲ望ム 者、 時 一一 支那 ニ赴キ 露西亞 二 遊ヒ、 . 

彼 國大宫 紳士 ト 意見 ヲ 交換 シ、 談笑 ノ間、 多少 國際上 一一 貢獻 スルヲ 得ハ、 不肖 ノ本懷 トス ル所、 朝野 多士 良能 ヲ 

廟廊 一一 集 ムルコ ト必ス シモ難 力 ラサル ヘシ。 - 

と 述べて、 自ら 閣外に 在って 新 內閣の 對外國 策の 遂行に 對 して 盡 力す るで あらう こと を 言明した。 しかも 伯 は 更に 進 

んで 次の 如く 述べた。  ， 

然リト 雖モ、 今日 ノ 場合 駑材 仍ホ用 ァリト セラ ル、 ナ ラハ、 閣員 ハ备 方面 ヨリ 他人 ヲ擧 ケラ レ、 不肖 ハ 一 鐵道院 

總裁ト シ テ 知遇 ニ酬ュ ヘシ。 但シ 此ノ官 クル 閣員 一一 ァ ラサル ヲ以 テ便ナ ラスト セラ ルヽナ ラハ、 特ニ 閣班 二列 セ 

シムル ノ道ヲ 開 力 ハ可 ナリ。 不肖 力 元來外 一一 在リテ 誠意 微力 ヲ效 サン コト ヲ希フ ハ、 平 田子ノ 衷情 ト異ナ ルナ シ 

ト述へ タリ。 

卽ち伯 もまた、 新內 閣に對 して 外部から 援助しょう、 已むを 得すん ば鐵 道院總 裁と なっても いいと 提議した けれど 

も、 この 閣外 援助 は、 平 田の 如く 絕對に 入閣せ ぬと いふ 建前ではなかった ので ある。 

二、 對政黨 策 如何 

平 田の 人 ， "によって、 形勢 はー轉 した。 


であった。 しかし 政 機の 微妙なる 推移 は、 且に暮 を 料ら す、 如何なる 新 事情の 發 生が、 豫定 の徑路 外に 大勢 を 逸脫せ 

しむる や を 保し 難い。 

いまや 平 田の 一 返に より、 伯 は 一 進した。 しかし 伯が 寺 內の唯 一 の 相談 相手た るに は、 尙ほ 多くの 障礙が あり、 

つ 多くの 競爭 者が あった。 

その 最も 重大なる もの は、 加； 媵髙 明の 始末であった。 叉 更に は大隈 との 關係 であった。 

六日 伯 は 界 び 寺 內邸を 訪問して、 組閣の 議に參 した。 伯の 覺 *1 は 語る。 

翌 六日 引 績キ寺 內邱ヲ 訪ヒ、 叉ハ 他方 面ヲ 奔走 シテ、 與 一一 內閣ノ 成立 一一 焦慮 シッ、 アル 折 柄、 生起 シ タル 問题ハ 

各 政 黨トノ 交涉ヲ 如何 ス へ キカト 云フ是 レナ リ C 苟モ 擧國ー 致ヲ 聲明ス ル 以上、 閣員 ハ之ヲ 各 政 黨ノ間 二 求メサ 

ルへ カラス。 而シテ 順序 トシ テ先 ッ 衆議院 二 多 數ヲ有 スル同 志會 一一 對シ、 相當ノ 椅子 ヲ 提供 シ テ 交涉 ヲ試 ミル ノ 

要 アル ヘシ。 此ノ事 決定 セサレ ハ他 ノ黨派 乃至 黨派 以外 ノ 人士  二 向ヒ、 何等 交涉ス ルヲ得 サルへ シ ト云フ 難問題 

二 逢著シ タリ。 次 一一 其ノ 提供 セント スル 椅子 ハ何々 ナ ルカ。 入閣 ヲ求ム へ キ人ハ 其ノ黨 派ノ主 ト限ル へキ 力。 

首領 若 シ固辭 セハ、 其ノ 黨派ノ 代表的 人物 ヲ擇 フへキ 力。 將ク 代表的 ナ ラサル 個人 一一 就キ、 首相 銓考 シテ 決スル 

ヲ 得へ キカ。 假ニ 同志 會ト ノ議纏 マリ タリ トセ ハ、 政 友 會及ヒ 國民黨 一一 向ヒ テモ、 同一 ノ 形式 方法 ヲ以テ 協議 ヲ 

盡サ、 ルへカ ラサル コ ト 勿論 ナリ C 蓋 シ擧國 一 致ノ 美名 二 對シテ ハ 何人 モ 異議 ナキ 所、 彼等 ノ 賛同 ヲ得ル 亦：.^々 

タルへ シト 雖モ、 若シ 彼等 ノ間ニ 重要視 セラ ル 、 一 椅子 ヲ、 一 一方 三方 ヨリ 要求 ス ル ノ奇觀 ヲ呈ス ルコト ァラハ 如 
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何。 內閣 組織 ハ倍. - 困難 ト ナリ、 隨ヒテ 遷延 日ヲ曠 タス へ シ。 現下 ノ 情 勢 一一 於テ、 果シテ 緩慢 此ノ 如キ ヲ容ス へ 

キヤ 否、 更ニ 考慮 セサル へ 力 ラサル 二 至 レリ。 

しからば 組閣の 一 大難 關 として 現 はれた る 對政黨 關係を 如何にすべき や。 人 P -、 伯の 上揭覺 書のう ちに 表示され たる. 

筋 書を迎 つて 見れば、 次の 通りで ある。 

(ィ) 擧國 一 致 內閣を 提唱す る 以上、 閣員 は 各 政黨に 求む る。 

( 口 ) これが 爲 めに はま づ 衆議院の 多數黨 同志 會に 交涉を 始める。 

(ハ) 提供す る 椅子と 入閣 を 求むべき 人物の 鈴考。  . 

(二) 總裁人 閣固辭 の 場合、 代表的 人物 を 入閣せ しむる か、 個人的 人閣を はかる か。 

(ホ) 同志 會關係 解決した る 後に 政友會 及び 國： 黨に對 しても 交涉を 開始す る。 

(へ) 椅子の 爭奪戰 が 行 はれた 場合、 如何なる 對 策を講 する か。 これが 爲 めに 組閣が 遷延す る こと は 許されない。 

この 七つの 大 項目に 就いて 愼 重な 協議 を 遂げた のであった。 從 つて 先づ、 同志 會 との 交涉を 開始す る ことが 先決 要 

件と なった わけで ある。 

然るに 組閣 第三 日 目に 至って、 突然 横搶 が、 同志 會總理 加 藤 高 明から 入れられた。 さう して 險惡 なる 波 瀾 が、 寺 內 

の 脚下に 殺到した。 

一般に は 加 藤 同志 會總理 から 平 田 子に 使者 を 送って、 同志 會の 態度 を 通告した やうに 信ぜられて ゐる。 すな はち、 

「伯 狩 平 田 東 助傳」 二 五一 頁) によれば、 加：， i から 平 田に むかって、 次の 匕 曰 を. S. 送り 來 つたと 記して ある。 


聞く 所に 據れ ば、 後藤 子 及び 仲 小路 * は 新 內閣に 入り、 殊に 後藤 子 は內閣 重要の 地位 を 占むべし とのこと なり C 

此 二人 は 最近に 我が 同志 會を脫 退した る 人な り。 此人 をして 人閣 せしめ 要地に 就かし むる は、 卽ち新 內閣は 我が 一 

同志 會に對 して 戰を 挑む に 似たり。 閣下 は 寺 內 伯と 別懇の 間枘 なれば、 閣下より 此意を 土. -內 伯に 傅 へられん こと， 

を 望む。 ^し 此の 巾し 進め は、 何等 希望の 意味 を帶 ぶる にあら す。 唯 我黨に 於て は、 之 を 挑戰的 態度と 認む とい 一 

ふだけ を 御 諒承 あらば 則ち 足れり。  ： 

勿論 平 田 はこの 旨 を 寺 內に傳 達した に 相違ない であらう。 しかし かかる 趣： St は 平 田の 傅 達に 依っての み、 .一.>內 に 通； 

達された のではなかった。 伯の 覺 書に は、 加 藤 自身が 使者 を 寺 內に遣 はし、 强 硬な 抗議 を 持ち出した 願 末、 及び この 一 

抗議の 對策 において、 如何に 深刻な 苦心 を 致した かが、 次の 如く 記されて ある。  ， 

越テ 七日 一一 至リ、 同志 會ト ノ交涉 ハ內閣 組織 ノ 先決問題 ナリト 云フノ 議論 勢 ヒヲ占 ムルト 同時 一一、 同志 會總 理.^ 

藤子ノ 使者 トシ テ、 加 藤 房 藏ナル 者き 內伯ヲ 訪問 シ、 後藤 仲 小路 ノ 二人 者 ヲ人閣 セシメ ラル、 コト 事實ナ ラハ、 „ 

同志 會ハ絕 對的反 對-ー 出 ッへキ 匕 = 巾込ミ タリ。 事頗ル 奇怪 一一 シテ、 組織 進行 一一 ハ 何等 關係 ナキカ 如シト 雖モ、 同 _ 

志 會トノ 交涉ヲ 計畫ス ル上 一一 於テ ハ、 最モ 憂慮 ス へ キ 形勢 タル ャ論 ナシ。 是 一一 於 テ先ッ 平 田子ノ 起否ヲ 確定 シ、 

然ル 後他ノ 椅子 ヲ 按排 スル ヲ捷徑 トス トノ見 ヨリ、 寺 內伯ハ 辭ヲ盡 シテ頻 リー 一子 ノ人 閣ヲ 懇望 セラ レ タルモ、 子 

ハ 誠意 ヲ 披瀝 シテ健 ノ許 ササル モノ アル ヲ辯 シ、 文相 ノ 椅子 ヲモ辭 返シテ 受ケラ レス。 去 レハト テ他ノ 椅子 ハ 

俗務 ノ麕 集ス ルコト 文部 ノ比 一一 ァ ラサル 上、 同志 會ト ノ交涉 一一 於テ、 其 ノ欲ス ル所ノ 椅子 ヲ 提供 セサレ ハ、 雅量 • 

徹底 セ ス トノ 說出ッ 一一 至ル。 世間 ノ俗禮 一一 觀ル モ、 一 片ノ 名刺 ヲ以テ スル ヨリ モ、 何 モノ カノ 音物 ヲ以テ スルヲ 

笫三章 寺 内 内閣 時代  六 一 五  ： 


第一 節 新 内閣の 副總理  - 六 一六 

厚シト セン。 是レ 人情 ノ免 レサ ル所、 他方 面 一一 對シ テモ 內務、 外務、 大藏 ノ如キ 重要視 セラ ル 、椅子 ヲ除キ タル 

殘餘ヲ 以テ交 涉ヲ試 ミル トキ ハ 如何。 現 一一 伯 力 辭ヲ卑 クシ テ迎へ ント スルー 流人 物 中、 內閣ノ 短命 ヲ豫 想ス ル爲 

メカ、 常職ヲ 擲ッノ 不利 ヲ覺 ル爲 メカ、 將タ 進テ難 HI^ 一一  當ルヲ 欲セサ ルカ、 抑. - 吾人 ノ 微力 之 ヲ致ス 力、 孰レ 一一 

セョ、 此ノ際 第一流 ノ 人士 ヲ 網羅 スルヲ 得サル ハ、 伯 ノ殊- ー遗憾 トセ ラル 、所ナ ラン。 終 二 寺 內伯ハ 至誠 一貫、 

何 レノ黨 派 二 向ヒテ モ當初 ヨリ 敵 對行爲 ヲ敢. テセ サルヲ 本義 トシ テ七、 八 雨 日 二 於テ 大體ヲ 決定 ス ルコト 、シ、 

乃チ 不肖 一一 對シテ ハ 七日 夜ヲ以 テ、 內務 大臣 一一 奏薦セ ントノ 內意ヲ 漏サレ タリ。 

すな はち 寺內 は、 加 藤の 態度の 意外に 強硬なる を 見る や、 組閣の 際に 對政 黨關係 を處理 する ことの 困難なる を覺っ 

て、 つ ひに 意 を 決し 超 政黨的 立場 を もって、 新 內閣を 組織す る ことに 決心した ので ある。 かくして 平 田 は 自ら 退き、 

加 藤 は 寺內が 之れ を 却け た。 然 らば 殘 ると ころ は 伯 あるの み。 

果然、 寺內は 伯に 擬 する に內 相の 椅子 を 以てし、 伯は隱 然として 副 總理の 地に 坐した ので ある。 

. さう して、 それ は 同時に 寺內 と大隈 との 絶緣 でもあった。 當 時の 閣員 鈴 考の狀 況を觀 望して ゐた杉 山 茂 丸 は、 左の 

如く 語った。 

かくして 加 藤 高 明 子 は政權 にあり つけす、 寺內 伯が 組閣す る 事に なった ので あるが、 かく 事が 運んだ 裏面に は、 

寺內 伯が 大隈 侯の 子分と なるべき 約束に 基いた ものである 關係 上、 大命 を拜 すると 同時に、 先づ 組閣の 顏觸れ 其 

の 他に 關 して は、 大隈侯 を 訪問して 相談すべき 筋合の もので あり、 自分 は 極力 これ をす す. めた。 しかるに 寺內伯 

は大 iM の 下へ 赴かす 後藤、 田、 平 田の 連中 —— 內田 山の タキ 火の 面々 —— が 寺 內伯を カン 詰に してし まった。 そ 


れ 故に、 ム寸內 首相が 大隈 侯の 處を 訪問した 時 は、 大隈侯 は橫を 向き 乍ら、 寺 內 首相の 一 百 葉 を 聞き流し たやうな 始 

末であった。 

かかる 內閣 に人閣 せる 後藤 伯なる が 故に、 山縣 公に は 何等の 相談 もせす、 山 縣 公との 關係は 頗る 惡 化した やうな 

次第で ある。 

三、 寺 內內閣 成立 

組閣の 根本 方針と、 その 中心 人吻は 決定した。 剩す ところ は 他の 閣員の 決定で ある。 

組閣 第 四日た る 八日に、 閣員の 全 體的顏 觸れは ほぼ 決定した。 この 日伯 は、 寺內 邸に おける 會 合に 出席した 後、 平 

田 を 訪れた。 そして 內務 行政に 就いての 先輩と して、 平 田に 對 して 新たなる 立場に おいて 示教 を 求めた。 その 夜 伯 は 

再び 寺內を 訪れ、 平 田との 會見顚 末 を 報告し、 尙ほ. 閣員の 配置に 就いても 詳細な 打合せ を 遂げた。 

この 席上に おいて 寺 內は、 外相の 椅子 は 本 野駐露 大使が 歸 朝す るまで 自ら 兼攝 する が、 鐵道院 總裁は 伯に 兼任す る 

やうに と 要請した。 

右に つき、 伯の 覺 fn は 左の 如く 記して ゐる。 

八日 朝 土 寸內邸 一一 參集 シ、 閣員 ノ 決定 ト 同時 一一、 警視 總監其 他 新 內閣ノ 要職 一 一充 ッへキ 人 撰 一一 付キテ 協議 セリ。 旣 

ニ內務 大臣 タルへ キ內意 ヲ受ケ タル 不 小：：： ハ、 之 力 準備 トシ テ平 田子ヲ 訪ヒ、 是レ マテ ノ經過 並 一一 不竹ノ 心 ハ子 

ノ へ 一！？ f 知セ ラル、 所ナ ラン モ、 由 來內務 行政 一一 付 何等 經驗 ナキ身 トシ テ、 一朝 此ノ 重責 一一 膺ルノ 止ムナ キー 一至 リタ 
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ル 上ハ、 先輩 トシ テ將タ 長者 トシ テ、 細大 指導 敎訓セ ラレ クシ ト ヒ タルー 一、 子 ハ快ク 諾シ、 胸襟 ヲ開キ 懇切 敎 

ヲ 文：： マ レサ リシ ハ、 不肖 ノ 衷心 感謝 措. 力 サル所 ナリ。 當夜寺 內伯ヲ 訪ヒ、 齿 クルー 一平 田子ノ 厚誼 ヲ以 テシ、 且ッ 

內務 行政 ノ贲 一一 當ル 一一 付 キテノ 自己 ノ覺悟 ヲ述へ テ、 其ノ 推薦 ヲ受ケ タリ。 其ノ時 伯ハ、 外務 ハ 前例 モア ル コ ト 

ナ レハ、 本 野 子歸朝 マテ ノ間 w ク自ラ 兼攝ス ヘシ ト云 ハレ、 鐵道 院ハ當 分不背 一一 兼務 ヲ望 ムトノ コ トナル 故、 是 

レ亦 異存 ナキ モ、 內 務ハ殊 一一 劇職 ナルヲ 以テ： 鐵道院 總裁ノ 兼務 ハ、 長 クハ勤 マル マシ キカト 附言 シテ 受諾 シタ 

リ。 以上 記述 スル 所、 八日 夜 ニ至ル マテ ノ經 過ノ 概略 トス。 

かくして 寺內 は、 九日 午前 八 時半 を もって、 閣員 候補者 を 自邸に 召集した。 大命 降下 以來 五日 目で ある。 政黨 首領 

にあらざる 個人の 組閣と して は、 むしろ 短時日で あつたと 言 はなければ ならな い。 

こ. の 時、 寺 內は伯 を 別室に 招き、 外務大臣 を も兼攝 して 欲しい との 希望 を： S らした。 伯 は 寺內の 提議に 對 して 卽座 

にこれ を 受諾した ので あつたが、 ^內は 更に 熟慮の 結果、 前夜の 案に 復歸 し、 兹に 上奏 御 裁可 を 仰ぐ 手繽を 取る に 至 

つたので ある。 

卽ち 伯の 覺 |1曰 はこの 間の 消息 を 左の 如く 傅へ てゐ る。 

九日 午前 八 時半、 當日 閣員 一一 親任 セ ラルへ キ 諸氏 ヲ寺內 伯 一一 招 カレ タル 時、 伯ハ 不肖 ヲ別窒 一一 延キ、 昨夜 來更ニ 

熟考 ノ 結果、 最初 內談シ タル 如ク、 一時 外務 ヲ兼ネ ラレ タシト ノコ トー 一 付、 不 小：：： ハ ータヒ 人閣ヲ 受諾 シ タル 以上 

事ノ 難易 椅子 ノ 按排 等 ハ問フ 所 一一 アラス、 一 一一 首相 ノ指 命ヲ奉 セン ノ ミト 答へ、 不^ ハ 外務大臣 ヲ 兼ネ鐵 道院總 

裁 ハ遞信 大臣 ノ兼ヌ ルコトー 一 ータ ヒ決シ タルモ、 ^相 最後 ノ 考慮 一一 於テ、 外務 ハ， 打 相自ラ 兼攝セ ラレ、 鐵 道院ハ 


不 $1: 兼任 ノ前 案-一 復シ、 直 一一 上奏 裁可 ヲ仰 カレ、 午後 二 時 ヲ以テ 宮中 一一 親任式 行 ハセ ラレ タリ。 

大正 五 年 十月 九日 夜 記 

兹に 於いて +: ケ內 は、 同日 午前 九 時 五十六 分、 元帥 服 を 著 用し、 大藤 副官 を隨 へ、 朝鮮 總督の 自動車 を驅 つて 坂 下 門 

から 參內、 拜謁仰 付けられ、 大命 拜受の 旨 を 奏上、 閣員 名簿 を 奉呈して 御前 を 返 下、 內 大臣 府に參 集中の 諸 元老と 會 

見、 組閣 經 過の 報告 を 行 ひ 宮中 を 退 下した。 さう して 同日 午後 二 時、 宮中に おいて 左の 如く 親任式が 擧 行され た。 

任 内閣 總理 大臣 兼 外務大臣 兼 大藏大 K  ,p  ^  E 

朝 鲊總督 元帥^ 軍 大將從 二位 動 一等 功一 級 伯爵  2 

仵 内務大臣 兼 仵鐵道 院總裁 正三位 勳 一等 男體  後藤 新 平 

任 司法大臣 帝室 會計 1  摇杏， 局 長官 正三位 51 一等  松窒  致 

任 文部 大 E 正 四 位 動 二等  岡 田 良 平 

任 務 大臣 從 三位 動 二等  仲 小路  廉 

任 遞信大 E 從 三位 勳 二等 男爵 . 田  健治郞 

尙ほ 陸軍大臣 大島健 一 、 海軍大臣 男爵 加 藤 友 三郞は それ/、 留任した。 而 して 駐 露全權 大使 本 野 一 郞は十 一 月 一 一十 

一日 歸朝、 外務大臣に 親任せられ、 叉 十二月 十六 日大藏 次官 勝 田 主計 は大藏 大臣に 親任 せられて、 寺內 首相の 兼攝は 

解任 せられた。 
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四、 親任式 當 日の 伯  . 

顧みれば 明治 十六 年 一月、 初めて 田舍 出の 靑年醫 帥と して 出仕した 懐かしの 古 巢內務 省へ、 いま 伯 は 大臣と して 還 

つて ゆく の だ。  . 

伯 は 朝から 朗 かであった。  . 

その 日朝から 曇って ゐた空 は、 午後に なると 雨に なった。 內田 山の 伯の^ 邸の 玄關に は、 參內を 待つ 自動車が 橫付 

けにな つて ゐた。 玄 間の 左手の 應接 間で、 伯 は 大聲に 新聞記者と 話して ゐた。 

『宮中からの 御 召 を 待つ ばかり だ — つん？ 獵か、 獵期も 近づいた が、 どうも 今年 は 忙し さう だな あ、 自分 はいつ 

も 習 志 野邊に 雉子 打ちに 出掛け るんだ が、 まあ 當分は 駄目ら し いね。』 

『地方 官の狙 ひ 打ちで は、 嘸 さえた 腕前 を拜 見出 來ま せう。』 

『ィ ャ！ そり や 違 ふよ。 我輩 は 決して そんな こと はやらん。 政 黨に關 係の ない 我輩 は、 地方 官は 何れの 系統 を 引く 

もので も 差 支ない。 さう 云 ふ 黨弊を 医 さん 爲 めに 今度の 內閣が 出来たん だ。 超然 內閣を 作って 吾々 が 臺閣に 列す る こ 

と は 好ましい ことで はない が、 現今の 政黨が 政友會 にしろ、 同志 會 にしろ、 政權を 把持す る實 カは備 へても、 政權を 

握る ことの 出來な いのは、 さう した 黨弊を 醜して 自ら ヂ レンマに 陷 つて ゐ るから だ。 要するに 超然 內閣 は政黨 自らが 

出現 を餘 儀な くせ しめたの だ。』 

と 伯 は 付 を 張り、 眉 を 上げ、 椅子から 立ち上って 演說 口調で 語る のであった。 


さう して 燕尾服に 勳 一等の 大 綬を帶 びた 伯 は、 宮中に 參內 した。 宮內 省の 大玄關 で 伯 は 新聞記者の 包圍を 受けた。 

『批評 は 諸君の 方で お 勝手次第 さ。 ナ -ー鐵 道院總 裁か、 俺 だ！ 俺 だ！』 

親任式 を 終へ た 伯 は 直ちに 內閣に 赴き、 それから 內務 省に 行った。 時に 午後 三時 半。 

當時內 相祕書 {：：： として、 伯と 同車して 內務 省に 出かけた 前 田 多 門 は、 その 頃 を 追想して 左の 如く 語った。 

寺 內內閣 が 成立した 頃、 私 は內務 省の 書記官 兼 祕書官 であった。 寺 內內閣 の 親任式の あった 日 は. 1 降りの 日で あ 

つた。 

親任式 後、 各 大臣 は 首相官邸に 引 揚げて 初顏 合せ を 行った。 それが 終る と 首相官邸から 私に 電話が 掛 つて 來た。 

後藤 內務 大臣が 內務 省の 方へ お出かけになる から 御迎へ に來 いとい ふので あった。 早速、 首相官邸へ 出かけて 後 

藤 伯と 同車して 內務 省へ 乘り 込んだ。 そして 一木 前內 相と 會 見せられ、 事務 引 繼を行 はれた。 

何しろ 型破りの 內務 大臣であった。 親任式 後、 すぐ 內務 省へ 乗り込む。 しかも 若僧の 私に 對し、 內務 大臣 室に 入 

らる& や 否や。  . 

r 警保 局長 は 誰れ にしたら よいと 思 ふ？」  . 

と 問 はれた。 實際 吃驚した。 面 唆った 私 は 率直に、 

「分りません。」 

とお 答へ 申 上げた。 

かくて 一 木前內 相から 事務 引繼を 受けた 伯 は、 省內 高等官 以上 を 大臣 室に 集め、 一 木前內 相の 告別の 辭に 次いで、 
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內相 として 左の 如き 新任の 挨拶 を 述べた。  、 

本省に は 曾て 自分 も 在職せ る 事 あれ ど、 旣に年 を 經て不 案 內の事 多く、  二 三 面識 を 有する 人々 を 除きて は 未見の 方々 のみなる が 

一 木 前 内相 は學 問の 點に 於ても、 本省 事務に 直接 關係を 有せる 行政の 大家に して、 殊に 赏際 事務に 於ても 多大の 經驗を 積まれ 居 

る 事 なれば、 自分が 今囘 其の後 任と なる も、 果して 大任 を完 うし 得る や 不安に 堪えず。 されば 自分の 一木 前內 相に 及ばざる 點を 

補充す る 意味に 於て、 今後 一層 職務に 勉勵 され、 以て 國 家の 爲に盡 され 度し。 ^ほ 新內閣 はー黨 ー淤に 左右され る ものに あら ざ 

る や 勿論なる が、 大體に 於て 本省の 行政 事務 は 前 內閣と 同 一 方針に 從ひ逮 行 せんとす る もの なれば、 各自の-地位の 如き は 安心し 

て專ら 職務 を勵 まれ 度し。  • 

また この 日の ことにつ いて、 當 時の 神社 局長 塚 本 淸治は 左の 如く 語った。 

伯は內 相と して 內務 省に 乘り 込んで 来られる と、 スグ r 內務 省と いふと ころ は 梅干の ひからび たやうな 處だ」 と 

. 云 はれた。 

それ は內務 省の 豫算が 極めて 少額であって、 すべての やり方が 消極的で、 發展 的で ない こと を 諷刺せられ たので 

あった。 

五、 寺 內の爲 人 

いま 伯 は 寺 內內閣 中、 首相に 次ぐ 有力 閣僚と して 廟堂に 列した。 

當時 政治家と しての 寺內の 地位、 及び 寺 內內閣 と 伯との 關係 にっき 土 寸內の 女 "にして、 この 內閣の 書記官 長たり し 

兒玉秀 雄 は 次 の ご とく 語 つ た。 


寺內白は旣に^？^^軍大臣として武人の楝梁として世間から認められてゐたばかりでなく、 政治家と しても 重要視せ 

られ、 兒玉 大將の 死後 は、 實に 山縣系 を繼受 すると ころの 代表者で あると ほせられ、 從 つて 必 す.^ サ內伯 は 一度 は 

內閣を 組織す る 運命 を 荷って ゐる ものと 見られて ゐ たのだった。 大隈 內閣の 末期に おいて、 山縣 系の 策動 は 極め 

て 41 烈 であった。 そして 寺內 朝鮮 總 *^ を 朝鮮から 呼び 戾し、 大隈 侯の 辭 任と 同時に 山縣 系の 內閣を 組織す る こと 

になった。 その 謀議に 參畫 したの が 後藤 伯であった。 これが 爲 めに 寺 內內閣 における 藤 伯の 地位 は、 實に^ 總理 

の 地位で あつたの だ。 

しからば 副 總理の 貫錄を もって 人閣 したる 伯 は、 個人的に は 寺內と 如何なる 關 係に あつたか。 此の 點に 就いて 兒玉 

秀 雄の 語る ところ は 次の 通りで ある。 

寺內 伯と 私の 父 (兒玉 源 太郞) と は 親戚 舊 友の 間柄で 仲が よかった。 しかし 性格に おいて は 根本的に 相 容れぬ も 

のがあった。 これに 對 して 後藤 伯 は その 性格が 調和 的であった から、 後藤 伯と 寺內 伯との 交際よりも、 後藤 伯と 

父との 交際の 方が 圓滿 であり、 親交の 程度 も 濃厚で あつたと 思 ふ。  . 

卽ち 伯と 寺 內 との 關係 は、 伯と 兒 玉との 間柄の ごとく 親密なる を 得なかった 2 何故で あるか。 朝 比 奈知泉 は、 「明 

治 功臣 錄」 中に、 寺內の 性格 を 叙して 曰く  C 

甞て寺 內が敎 總監の 任に ありた る 時、 各 幼年 學 校長に 訓令して 「厳父の 嘉訓、 賢母の 誘掖」 を 以て 育英の 方針 

となすべき を 論告した ことがある。 (中略) 陽に は 秋霜烈日、 寸毫 の間逮 をも假 借せ す、 飽くまで も 厳格なる 態度 

を 以て 事に 當る 事、 是れ 伯が 所謂 r 嚴 父の 嘉訓」 を實踐 する ものにして、 其 至誡ー 貫、 理を 究め 精を盡 し、 赤心 
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を 傾けて 眞實に 忠なる こと、 是れ卽 ち 「慈母の 誘掖」 を 躬行して 已 まざる 所以。 されば 伯の 化 陀は衷 、むの 慈愛よ 

り 出で 些の蟠 り を 有せす、 暴風 一過して 後 は 天空 海澗、 朗 然として 塵 影 を 留めない。 更に 叉 伯が 頭腦の 明晰に し 

て 周 匝なる に 至って は、 伯 を 知る もの & 悉く 歎 服 措かざる 所で ある。 故に 伯の 計 畫は微 を 穿ち 精 を 究め、 周 園の 

關係、 前後の 情況 等 十二分の 愼 思を經 て、 然る 後 始めて isi^ 斷を 下す を 常と し、 決して 世上に 喧傳 せらる. -が 如き 

武辨 的鐵鞭 主義の 人で は 無い。 熟慮 斷 行の 語. は 吾人 之 を寺內 伯に 於て 校 範^に 示されて ゐるを 見る。 寺內 伯が 一 

瞬時と 雖も 大義 を 忘れす、 叉 禮儀德 操 端正に して、 贵任觀 念の 優秀 健實 なる は洽く 世の 認 むる 所、 故に 寺內 伯の 

至誠、 寺內 伯が 心事の 公明なる は 何人と 雖も之 を 疑 はない。 

卽ち寺 內は謹 嚴微密 の 人であった。 倫理 觀 念が 强烈 で、 理性の 明 1.? な 人であった。 一歩々々 を 千 思萬考 しつつ 運ぶ 

人であった。 そこに 寺 內の贵 むべき 特性が あった。 その代りに、 想像力と 藝術的 天稟に 惠 まるる こと 薄く、 天才 的奔 

放 性に 至って は、 全く これ を缺 如して ゐ た。 

これ を兒玉 源太郞 の、 天馬の 空 を 行く ごとき 濶 達と、 一 氣 宇宙の 幽玄に 悟 人す る 底の 直觀 性と に較 ぶれば、 その 

格が 全く 正反對 なりし を 見るべき であらう。 

伯と 兒 玉と は、 その 天才 肌と、 その ュ ー モアと、 その 無限の 想像力 を 共通して ゐた。 そこに 兩 人の 間に、 骨肉の ご 

とき 親しみの 生れた 所以が ある。 

しかし 寺內 はさう は ゆかない。 況んゃ 伯の 兒玉 大將に 於け る や、 長官と 幕僚の 關 係であった。 さう して 伯 は 終始 一 

貫して その 態度 を 失はなかった。 併し乍ら、 寺 內に對 して は 伯 は、 桂 內閣の 際に 於け る 同僚で あり、 今 その 內閣に 人 


然 らば 伯 は その 天馬 行 空の 性 を もって、 果して 能く 石橋 叩きの 寺內の 女房役た る こと を 得る であらう か。 彼等 兩人 

は 果して 能く、 その 長短 相補の 業 を爲す ことが 出來 るで あらう か。 

それ は 寺 內內閣 時代 を 物語り ゆく うちに、 次ぎく と 吾人の 眼前に 現 はれて くるで あらう。 

六、 陽氣 なる 內務 大臣 

初めて 第二次 娃內閣 に 人った 當 時の 伯 は、 漸く 五十 を 越した ばかりの 男盛りであった。 臺灣と 滿鐵の 成功が、 後光 

の 如く 彼の 全身から 放射して ゐた。 彼 はか かる 肉體的 並びに 精神的の 活力 を もって、 奔馬の ごとく 中央 政界に 躍り込 

んで 行った ので ある。 

然るに 今の 伯 は、 六十の 聲を 聞いた 老成 人であった。 桂の 死後 三年 間、 政治的に も 財政 的に も、 隨分 苦杯 を 嘗め 繽 

けて 來た 伯であった。 さう して 今 獲得した る 椅子 は、 首相に 次ぐ 重職た る內 相で ある。 

彼 は 重厚 味 を 加へ、 愼 重さ を增 したで あらう か。 

先づ 我々 は、 彼の 人閣 直後の 行動 を 眺める であらう。 

九日の 親任式 後、 逸早く 內務 省の 事務 引繼を 終った 伯 は、 十日の 朝 九 時 四十 分、 シルクハットにフ ^！ック姿で  一 二 

五號 自動車に 乘 つて nJK 服 橋の 鐵道院 へ 出かけ、 總裁窒 に 人り 添 田前總 裁から 事務 引繼を 受け、 直ちに 樓上會 議窒に 百 

餘 名の 高等 官 の 參集を 求めて、 新任の 挨接を 述べる と、 またも 大手 町の 內務 省に 車 を 走らせた。 內務省 は 昨 九日、 事 
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務引繼 を 了した ばかりの 所で ある。 彼 は 今日から いよ/ \ 本格的に 內務 省の 事務 を 見る ので あらう か。 

午前 十 時 過ぎ、 內務省 內玄關 へ 自動車 を乘 りつけ た 伯 は、 サッサ と 大臣 室に 人って 行った。 

秘書官が 扉 を ノックして 人った C  一  口 挨拶 だけした と 思 ふと、 伯 はもう 帽子 を 被って 出かけて しまった。 

この間、 僅かに 三分 間！ それが 新內務 大臣の 登廳 第二 日であった ので ある。  、 

世界新 聞 (十一 日附) は、 この 素晴らしい 登廳 ぶり を 報じて 曰く。  . 

秘書課の 給仕 曰く 「へ H  —大臣 は來 ました か。 来れば 私が 札 を 引っ繰り返して それから 各 課へ 知らせる のです が 

ね」 と駭 いて 居た 様子 だ。 

在廳 三分の 後、 伯の 姿 は 早く も內山 下町の 內相 官邸に あら はれて ゐた。 下撿 分に 出かけた ので ある。 

さ. うして 五日 後の 十月 十五 日に は、 伯 はもう 家財 家具 を 引 纏めて、 この 官邸へ 引 移って ゐた。 

謹嚴 そのものの ごとき 一木 喜 德郞の 後に、 かう いふ 內 相が 現 はれた ので ある。 しかも 嚴腐 几帳面の 寺內 首相の 女房 

役と してで ある。 省 內の吏 僚が 驚き 天下が 愕然とし たの も 無理 はない。 

然も 內務 大臣と いへば、 直ちに 副 總理を 聯想す る ほど 閣內に 於いても、 重き を爲 せる 椅子で ある。 その 所以の 第一 

は、 內務 大臣が 三府 四十 三縣の 地方 長官 を 指揮 監将 する 地位に あるから である。 內務 大臣に は、 直接 自ら 手 を 下して 

行 ふ、 執行 機關 としての 仕事 は 割に 少ない. - しかし 監 1^1 機關 として、 內務 大臣の 勢威 は、 日本 全 國を蔽 ふので ある C 

第二に、 內務 大臣の 椅子が 重要視され るの は、 選 擧の總 元締と してで ある。 從來 日本に おいて は、 總選擧 は  一、 二 

の 例外 を 除いて、 悉く 政府 黨の 勝利に 終る ことにな つて ゐた。 故に 如何なる 政黨 も、 パを 一手に 握り、 府 


縣 知事 を 通じて 選擧を 監督す る內務 大臣の 椅子 を、 望まざる はなかった ので ある。  ^ 

更に 之れ に 第三の 理由 を 加 ふるならば、 それ は 歴史で ある。 大久保 利 通が 內務 卿たり し 以來、 內 相の 地位 は傳統 的： 

に、 閣內の 主要人物 を 以て これに 一允つ る 政治的 習惯 になって ゐた。 ゆ ゑに 心理的に も內務 大臣なる 名稱 は、 天下に 副； 

總理の 印象 を與 ふるものが あつたの である。  ： 

伯の 寺 內內閣 に 於け る、 その 人物 閱歷の 上から 觀て も、 すでに 副總理 たるの 貫錄を 十分に 備 へて ゐた。 しかし それ! 

ばかりでなく、 その 占めたる 椅子が 內務 大臣であった がた めに、 いよく 居然と して 閣內の 重鎮、 天下の 剐總理 とし 一 

て 目せ しむる に 至った ので ある。  一 

寺內 がその 內 相に、 自己と 等しく 謹 嚴寡默 の 平 田 を 得る 能 は ざり しこと は、 一面 彼の 不幸であった かも 知れぬ。 し 一 

かし 他の 一面から 觀れ ば、 全然 自己と 正反對 なる、 明朗に して 愛嬌に 富む 伯 を 得た る こと は、 却って 犬なる 幸運で あ 一 

つたと いふ こと もで きる。 これによ つて 彼 は、 その ややもすれば 陷 らんと する 超然 {R 僚 內閣の 陰性 を 中和し、 爽：^ 味 一 

一 

と 陽性と を 加味す る こと を 得た からで ある。  一 

果然、 伯 は 寺 內內閣 の人氣 役者と なった。 彼の 存在に よって 寺 -s: は、 その 內閣に 一抹の 大衆性 を附 加し 得た ので あ i 

る。  -  、一 

七、 新 陣 容 

伯が 入閣した 時に、 前內閣 より 引繼 いだ 下僚 は、 內務省 は 事務次官が 久保田 政 周で、 鐵道院 は副總 裁が 古川 阪次郞 j 
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であった。 寺內內 閣は大 隈內閣 時代の 政務官 制 を そのまま 空位と してお いて 任命し なかった から、 各省の 事務の 中心 

は 事務次官に 集中した。 

伯 は 大臣と して は、 常に 事務 は 次官 任せであった から、 次官の 選任 は洵に 重要であった。 桂內閣 時代に 仲 小路 を遞 

信 次官と して 留めた やうに、 伯 は 再び 次官 及び：！ 總裁を そのまま §5 任せし める であらう か。 否、 伯 は 次官と 副總 裁と 

を 更迭し ようと 考へ てゐ たの だ。  . 

人材 を 集める ことに 異常な 苦心 を拂 つて ゐた 伯で ある。 いま 新 內閣の 剐總理 として、 思 ひの ままの 人事行政 を 行 ひ 

得る を 潮に、 如何なる 人物 を羅 致しようと したので あるか。 

この 時 伯の 眼中に 映 じた 一 一人の 人物が あった。 • 

伯 は そ の 冬 熱 海 の 別墅に 赴いた 時、 卒然として 筆者 を 顧み ていった。 

『方今 天下の 人材、 水 野と 濱ロ に 

實に 不思議な 口調であった。 文章 そのまま を朗讀 したやうな 口調、 且つ 語調であった。 しかし 伯 はよ くさう いふ こ 

と を 一 百 ふ 癖が あった。 伯 は その 時、 この 二人 を、 登 勝しょう と考 へて ゐ たので ある。 

水 野 鍊太郞 は、 衞生局 時代に 年若き 書記 {HZ として 內務 省に 来り、 伯と 相 知る に 及んで 下が 內務 大臣に なったら- 

私 はお 助けし ますよ」 といった 男で ある。. 

彼 は： 席 を もって 大學を 卒業し、 內務 省に 人って 歴代 大臣の 秘 となり、 法舉 博士の 攀位を 得、 遂に 原內 相の 下 

に.^ 宫と爲 り、 t;:::   ： -れ、 政友會 に人黨 して ゐ たのであった。 彼が 將來の 大臣た る こと は、 久しき 以前 


より 天下の 指 目した ると ころであった。 

濱ロ雄 幸 は 同じく 大舉を 優等の 席次 を もって 卒業し、 大藏 省に 人って 專寶局 長官と なり、 第三 次 娃內閣 の 時、 伯に 

拔權 されて 遞信次 {R となった。 さう して 伯の 同志 會に 入る や、 從 つて 之れ に 投じ、 大 隈內閣 時代に は、 大藏參 政せ と 

して 活動し、 將來の 大器 を屬 望され てゐ た。 

いま 伯 はこの 二 大政 黨 中の 俊 髦を拔 いて、 左右 雨 翼に 備 へんと したので ある。 伯 は 架して 成功す るで あらう か。 

年 も 暮れん とする 十二月 二十 六日、 伯 は 突如と して 內務次 {G の 更迭 を斷 行した。 久保 田を罷 めて 水 野 を 任用した の 

である。 . 

天下 は 眼 をみ はって 驚いた。 

後輩の 勝 田 主計 は その 數日 前に 大藏 大臣に 昇って ゐ. る。 政友會 內閣來 らば、 大臣た るべき 水 野が、 何の 苦しむ とこ 

ろあって、 短命 を喧傳 せらる る 寺-^ 內閣に 入り、 しかも 再び 次官の 舊 地位に 就かん とする か。 

この 時 水 野 は、 新聞記者の 問 ひに 答へ て r 國 家の 公職に 高下 はない。 自分 は 國務と あらば 屬 {R と雖 も、 悅んで これ 

を 受ける」 といった。 さう して 伯に 向って は 「衛生 局に お出の 頃お 話した やうに なり ましたね」 といって 笑った。 

水 野 は內務 省の 活字 引と いはれ た。 彼の 任命 は 俄然と して 全國の 地方 官を 緊張 さした。 彼 は 地方せ 史の 末々 まで も 

囊の物 を 探る ごとく 知悉して ゐ たからで ある。  . • 

伯 は內務 事務の こと を 新聞記者に 問 はれる と、 

『それ は 大臣に 訊いて くれ。』  , • 
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といった。 

『大臣！ 大臣 は 閣下 で せ う？』 

と、 驚いた 記者が 訊く と、 

『いや 內務 大臣 は 水 野 だ。』 

といって 笑った。 伯 は內務 省の 事務 は、 細大 悉く これ を 水 野に 委して 干涉 しなかった ので ある。 

しかし 政友會 から 水 野 を 拔き來 るに ついては、 種々 の 困難 を 超克し なければ ならな つた。 その 事情に ついては、 水 

野 自身が 次の 如く 語った。 

伯が 寺內々 閣 に內務 大臣と なった 時に、 自分に 內務 次官たら むこと を 切望 せられて、 是非 次官と して 內務 行政の 

• 局 に當り 補佐して 貰 ひたいと いふ 懇切なる 勸誘を 受けた。 當時 自分 は 政 友 食に 籍を 有して 居った ので あるから、 

超然 內閣 である 寺內々 閣の內 務次宫 たる こと は 四圍の 事情 之 を 許さなかった のみなら す、 殊に 原 敬 氏と は 特別の 

關 係が あるから、 原 氏の 快諾 を 得る のでなければ その 勸 誘に 應 する ことが 出来ない というて 斷 つた。 しかし 伯 は、 

內務 省の 仕事 は 君の 援助に 待たねば ならぬ とい ふこと を 幾 囘か繰 返され、 熱心に 自分の 決意 を 求められ たが、 自 

分 は 前述の 理由 を 以て 最後まで 之を斷 つた。 是に 於て、 伯 は 遂に 西 園 寺 公に 意見 を 提出し、 或は 叉 奥 田 義人 氏 を 

介して 原 氏に 水 野 を內務 次官に 採用した きこと を 熱心に 說 かしめ た。 紆餘 曲折の 交渉の 後、 原 氏 も 遂に 後藤 伯の 

意見に 從ひ、 自分 を內務 次官たら しむる ことに 同意 せられた。 

水 野の 任用に 對 する 世論 は、 伯が これ を もって 總選擧 に 傭 へんと する ものな りと いふに あった。 當 時の 新聞の 論評 


時事 新報  一 

若し 憲政 會が 不信任案 を 出す とすると、 政 友會は 多分 反對 する であらう。 斯 くして 議會 解散と ならば、 寺內 首相が 如何に 超然 內 

閣の 看板 を 維持しょう としても 不可能で、 是れ又 自然の 成 行で ある。 こうした 政界の-大潮 流が！^ i 々として 奔馳 して 居る から、 後一 

藤內 相が 政玄會 員た る 水 野 氏 を 次官と する の 意 を 生じた の だら う。  一 

東京 朝日 新聞  ； 

内務 次官の 更迭 は、 一方 對議會 の 答 辯 其 他 事務 上の 都合に も 促された が、 一方 遂に 來 るべき 運命 を覺 悟して、 地方の 事情に 精通， 

した 水 野 氏を迎 へ、 解散 後の 總選舉 の 準備に 取掛 つた もので あらう。  • 

報知ず 聞  . 

後藤 内相 は 久保田 氏で は 事毎に 前 内閣との 因 緣の禍 する 所 砂くな く、 現に 選舉法 調杏會 でも 後藤 內 相の 立場 困難と なった。 旁 議 

會開會 と共に 政界 益々 險惡の 模樣が あるので 斷然水 野 氏 を 内務 次官と し、 豫め 解散に 備 へんが 爲め、 地方 官の 更迭 を 必要と し、 一 

其 前提と して 此 更迭が あった。  一 

しかし 次官 更迭に 先立って、 伯の しなければ ならかった 人事の 異動 は、 警保 局長と 警視 總監の 任用であった。 一 

伯 は 寺 內內閣 の 出来た 時、 內閣の 方針 を 問 はれる と 「閣僚 はでき たが、 まだ 四 本 足が 揃って ゐな いぢ やない か」 と！ 

答へ た。  一 

伯の 四 本 足と いったの は、 內閣 書記官 長、 法制局 長官、 警保 局長 並びに 警視 總監の 意味であった。 書記官 長 は兒玉 

秀雄、 法制局 長官に は 有 松英義 が、 それ-^ \ 任命せられ たけれ ども、 他の 二つ は尙ほ 空位であった。 それで r 警保 局， 

長 は 誰れ がいい」 と、 いきなり 登廳の 日に 祕書官 の 前 田 多 門に 訊いた のであった。  ： 
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伯 は 次官の 水 野に 相談した。 すると 水 野 は、 當時 三重 縣 知事 をして ゐた永 田 秀次郞 を 推薦した。 それで 永 田 を 電報 

で 呼び寄せる ことにな つた。 

永 田 は 俳 號を靑 嵐と 稱し、 日本 派 俳句 時代 以来の 俳人であった。 新任の 途上、 句 あり。  ， . 

■ 蓮の 實の 飛ぶ と 見て 心定 りぬ 

當時、 世間で は靑 嵐の 局長 就任 は、 從來の やうな 俗人 M 長で はない、 十七 字 詩 局長 は、 必すゃ 新しい 行き方で 役所 

の 仕事 を處理 する であらう と 期待した のであった。 永 田 秀次郞 は 「吾等の 知れる 後藤 新 平 伯」 のうちに 次の 如く 述べ 

てゐる 0  . .  - 

私が 後藤さん の 知遇 を 得る 様になつ たの は、 明治 四十 一年に 私が 岩 手 縣內務 部長と なった 以後の 事で ある。 それ 

• から 大正 五 年 寺 內內閣 の 成立に 際して 後藤さん が內務 大臣と なられ ますと、 私 は 突然 三重 縣 知事から 警保 局長に 

轉 任の 內 命を傳 へられた ので ある。 其 時 私 は ひそかに 考 へました が、 後藤さん の 様な 活動的な 人の 下に 私の 様な 

手緩い 者が、 果して 其 役目が 勤まる であらう かと 心配 致し ましたが、 何事 も 私の 運命 だと 覺悟を 定めて 快よ くお 

引受け を 致しました。 當時 言論 界 では 寺 內內閣 は 非 立憲 內閣 であると 言って 殆ど 一 齊 射撃の 如き 有様で ありまし 

たから、 言論 取締に は 却々 に 面倒な 事が 多かった。 寺內 さん も 後藤さん も 時として は 烈火の 如くに 怒り 出された 

事が あった。 私 は 何時でも 後藤さん の 言論 取 練の 命令で 尤もな 事で あると 思った 事 は 水 野 次官に 相談して 直ちに 

實行 致し ましたが、 少し 無理な 命令で あると 思った 時 は 其 日は默 つて 握って 居て、 其 翌日 再び 後藤さん に 「之 は 

よく 考 へて 見ました が 不可け ませぬ 樣 です」 と 面 を W して. S- し 上げます と、 後藤さん は 丸で 昨日、 . 川が 一過 


して 野 分の 跡の 朝 景色の 樣な 知らぬ顔で 「フン さう か」 と 一 百って 其 儘になる のが 常であった。 其 頃の 私の 心 持で 

は 後藤さん は 私の 長. {n で 私 を 免職す る 力 を 持って 居る 怖い 人で あると 一一 iin ふ 樣な氣 分 は 少しも ありませ ぬでした。 

唯た とひ 後藤さん の 言 ひ 付けで も、 それが， 間遠って 居て 發寶 禁止の あとで 取 返しの 付かぬ事が 出来て は 折角 私 を 

信任して 下さる 後藤さん に相濟 まぬ と 云 ふ氣が 一 杯で ありました。 定めて 後藤さん は 私の 樣な 手緩い 取締 方に は 

不滿 であった のに 相違ない と 思 ひます。 併し それ をよ く 我慢して 下さった 事 は 全く 感謝の 外 はあり ませぬ。 後藤 

さんが 嘗て 私に 話しました。 「おれの 祕 #1 官 はおれの 言 ふが 儘になる 者で は 不可け な い。 おれの 言 ふ 事 をき かぬ 

者で 無くて は 駄目で ある」 此 一 語 は 如何にも 後藤さん が 人 を 使 ふのに 周到なる 用意が あつたかと 言 ふ 事 を 物語つ 

て 居る と 思 ひます。 御 承知の 通り 天才 肌の 人であります から 時として 破天荒の 妙策 を 立つ ると 共に、 時として 極 

めて つまら. ぬ 失敗 を爲す 虞が 無い とも 限り ませぬ。 此點に 就て 後藤さん は 善く 己 を 知って 之に 備 へた 人であった 

と 信じます。  - 

それが 永 田と 伯との 永 い 交誼の 初 まりであった。 彼 は 自ら 語る ごとく、 その 性格に 於いて 伯と 全然 異なって ゐた。 

一見 茫漠 として ゐて實 は內心 頗る 細心 密 意であった。 俳人と して 堂に 人る 技 を 有し 乍ら、 彼 は 文人 肌のお 天氣師 では 

なかった。 

伯 は 嘗て 永 田 を 評して、 . 

『うちの 永 田 は、 は あ、 は あ、 といって 人の 言 ふこと を 感服した やうに きいて ゐ るが、 あれで 腹の 中で は 警察 眼で、 

裏の こと を ちゃんと 考 へて ゐ るの だ c』 
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といった。 故に 伯 は警保 局長と して 彼 を 用 ひたる のみなら す、 後に 東京 市長と なって は 高級 助役と して、 一 切 を 彼に 

托し、 その 去る や 彼 を 後任 市長と 爲し、 後年 政治 倫 理化 運動 を 起す や、 細大、 永 田と 相談して 行動した。 仲 小路 死し、 

中 村 死した る 後に 於いて、 政治 上の 第一 の 相談 相手と して 伯の 臨終まで、 その 傍に 居た の は 永 田であった。 

永 田の 前の 警保 局長 は 湯淺倉 平であった C 伯 は 湯淺の 人物 を 愛し、 彼の 去る こと を 深く 惜しんだ。 しかし 湯 淺は寺 

內內閣 の 下に 引き 繽き警 保 局長 を 勤める こと を 欲しなかった ので ある。 伯 は 山 本 地震 內閣の 成る や、 湯淺 を拔擢 して 

警視 總監 とした。 

また 伯 は 警視 總監に は 岡 田 文治 を 任命した。 しかし 岡 田と 伯と は、 遂に 深い 個人的 關係を 生す るに 至らす して 巳ん 

だ。 

かくして 內務 省の 人事 は 出来た。 

然 らば 鐵道院 は 如何。 

伯 は、 古川 を罷 めて、 餘人を 以て 之れ に替 へんと した。 筆者 は 前後の 情勢より 推して、 伯の 意中の人 物は濱 口で あ 

つたと 斷言 する。 さう して 人 を 派して 濱 口の 意思 を 探らした こと も事實 である。 しかし 濱ロは 「御 好意 は 辱け ない が、 

今日 憲政 會を 去る こと 能 はす」 といって 固辭 した。 

伯は濱 口に 關し、 後に 筆者に 語って かう 云った。 「何しろ 濱ロは 袋 道に 人って しまって、 出られ かくな つて ゐ るん 

だから。」 

濱ロを 獲る 能 は ざり し 伯 は、 今一 人の 人物 を考 へて ゐ、 た。 それ は 中村是 公であった。 伯 は 年の 暮を 以て、 中 村 を 勅 


年の 月く る を 待って、 古川 I めて 中 村 を靈院 if した" 

。 白よ S 大臣 I 官に は、 韋身邊 にあった 菊 池忠. 一一 一郎 を 用 


選 議員と して 上院に 送" 

白の 更に 意 を 用 ひた 人事 は、 祕書官 の 任命であった  ラ t ラ ^^^^0 

ィ  にき 着した。 內務省 は 前. 田 多 門、 靈 は 岩 永 裕吉と 田 島 道 治と てあつた 

.<> でが、 他の  一二 人 は 年若き 人物 を擧用 L た .^^^%^貧日ノ  r 

これ を もって、 伯 は 一切の 人事 を 終了し、 猛然と して I なる 政治 行路に 上った。 

第二 節 政綱と 政策 


一、 秉公持 平の 宣 言 

大正 五 年 十月 二十 八 曰、 寺內 首相 は 地 直直 首相 s§ 集し、 m そ の^節^:: 。ベ ノ。 

大正 HW1>, 1-  ノ、， ぶ 同ノ 目的 ヲ 達成 ス ルガ 爲メ 最善 ノ 努力 ヲ吝 マサ 

歐洲 戰亂. 未ダ Is ラズ。 本大 |之ヲ| トシ U  r"ri 顋； シッ. ッァリ 。其ノ  §i ト i 亦 

而 I 同盟 ハ 我外交 ノ機！ ル所、 lin 待 テ、 等！、  11 

f 親密 ヲ加 フル ハ、 各位 ト共 一一 慶賀 スル所 ナリ。 本 大臣 ノ 正義 ヲ 重ン、 幾. - , 

テハず I ノ誼ヲ 明. 一一 シ、 以テ I ま ノ 平和 ヲ 確保 セム コトヲ 期- ノ  i  I ノ、， リ S 政ヲ 鐘シ、 以テ 聖 

.  ヲ や、. H まノ 正道 ヲ履 ミテ 皇讓ヲ 翼賛 シ 赤誠 事 一一 卞 1 ァ r-.- も- ョ 

本 大臣 ハ霞ノ 本義-一基 キテ 人う I ヲ導キ 立 生 申!^ レ、， 55  ノ カー ー寺タ ゲル 可 カラ ズ。 而テ各 Is 一一 於 ゲル 政 

明-一 答へ 奉 ラム コトヲ 期ス。 顧 フー 一 國是 一一 循ヒ 國運 ヲ 伸暢 ス ルノ舉 ^、：.^,;: トナ ク上ハ 至仁ノ  |ヲ奉戴 シ、 下ハ 忠良 

i 對シテ 2 1 持い" 坦 PH:pr" 煑 r シ、 I 

-. ？, 1、 ， 、欠,.、。 ； m- 一 厂也サ 一 IT 改ノ  二  ^ss ル 名お ノ バぷ/ ノ  _f 

ナル 國民ノ 希望 ニー 叫 £ ハム ト翁ス 而テ 4^TV  ノ f  i 

、  ,7 三 3 
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ヲ嚴肅 一一 シ、 秩序 ヲ重ン ジ統屬 ノ關係 ヲ明カ 一一 シ、 ^勤 奉公 ノ心ヲ 獎メテ 質 1=; 淸雕 ノ風ヲ 養ヒ、 時弊-一流 レズ 陋習 一一 泥 マズ、 柄 

ヲ 持スル 公平 ヲぽ トシ、 事ヲ 處スル 簡捷 ヲ 尙ビ、 以 テ其ノ  Klg ヲ舉 ゲシム ルコト -I 努メ ラルべ シ。 

この 首相の 訓示 案が 伯の 手許に 廻送され た 時に、 伯 は 紛奉を もって、 その 紙の 上攔餘 白に 「公 を 梁り 平 を 持し」 と 

本文の 句 を 抽出して 記した。 そして それが 首相 訓示と して 公表され ると、 世間 もまた この 長い 訓示 文の 中から、 や は 

り， この 四 文字 を 摘出して、 寺 內內閣 を 「乗 公 持 平 內閣」 と 呼ぶ やうに なつ だ。 

一 體に、 伯 はかう いふ ス 口 ー ガン を 作る ことの 名人であった。 伯が 米 國の大 統领セ ォド， I ル -ロ ー ズヴ， -ル トと對 

比された の は、 この ス 口， I ガン 作成の 天菓を 共通して ゐた點 にも ある。 蓋し 近代 民衆 政治に 於け る 政治家の 重要なる 

一 資格 は、 直截簡明なる ス 口 ー ガン を 作る ことで ある。 何と なれば 多忙なる 近代 人 は、 理 |g ぬきに 簡單 なる ス 1 ガ 

ン によって のみ 動かされ 易い からで ある。 それが 大衆運動 指導者の 重要な 呼吸で ある。 

伯 も 亦內務 大臣と して 三十日の 地方 長官 會議の 席に 臨み、 訓示 を 試みた ので あつたが、 この 訓示の 草案 は 伯 自ら 認 

め、 後、 これ を 下僚に 手交して 官廳式 文章に 書き 換 へしめ た。  • 

伯 自筆の 草案 中の 二、 三 を 摘記 すれば、 このうち に は、 次の 如き 金玉の 文字が ある。 

演說 文章 ノ 用語 用 辭ノ巧 令モ、 一 信 字 二 如 力 ス。 敢テ用 詰 ヲ異- 一 シ、 新 意義 ヲ銜フ ノ倆 ヲ作ル ヲ避ケ ント ス。 

黨派的 判斷、 黨派的 用語 ヲ以テ 新 意義 ヲ銜 ヒ、 人心 ノ歸 ii ヲ利セ ン トス ル 流-一 傚ハ ント欲 セス。 斯ク 謂へ ハト テ 黨淤ヲ 忌避 シ之 

ヲ 無視 セ ン トス ル -I 非ラ ス。 伹他 ノ黨派 wij:. 橫ヲ競 フ！： 政ノ 輝-一 傚ヒ 煽動 的 政治 ノ風 一-近々 コ ト 勿レ。 我！： 體ト 我隨史 - 一竹 ミ、 溫 

故知 新ノ K ヲ、 H.: トス ル- 一如 カス。 

n.,  ノ 事 i»  ；ー  隨フへ カラス。 後 仵者迷 Is ヲ懸 ゲル コトヲ ナスへ カラス。 


誠意 ヲ 缺キ、 人心- 1 影 t な ヲ： Ih- シ、 後害ヲ 生スル コトヲ 愼シム へ シ C 黨派的 一 時 

责任ヲ 重 ス ルカ 如ク桩 ヒ、 後任 者 -I 其 責ヲ遺 スへ カラス。 

上意下達、 下意上達 ヲ シ テ 疏通セ シ / ン 二 ハ、 新 閗ヲ讀 ム コ ト 不可 ナケ レ トモ 讀マ レサ ル コ ト。 黨派的 判 斷ノ祈 ヲ聞ク コ ト 不可 

ナケレ トモ、 容易 -I 聞 カレ サル コ ト ヲカト メ、 深 思 熟慮 スル ヲ 要ス。 

而 して 伯が 內務 大臣と しての 訓示 は、 次の 通りであった。 

今 囘內閣 新-一成 リテ、 不 背料ラ ス モ 内務大臣 ノ 重仟ヲ 拜シ、 本日 玆！ i 地方 長官 各位 ト相會 スルヲ 得 タル ハ、 本 大臣 ノ殊 一一 欣幸ト 

スル所 ナリ。 

政務 ノ 大綱 - 一就 テ ぺ 寺 内内 閣總理 大臣 ノ 訓示 旣 - 一之 ヲ悉 クサ ル。 歴代 前任者 ノ 訓示 セラ レ タル 處、 亦 比な 絃 <:1=1綮 -I 中 レルヲ 疑 

、ノ ス。 此ノ際 本 大臣 カ更 -ー蕪 辭ヲ加 フル ハ、 或ハ 蛇足 ノ感ヲ 免 レサ ラム。 . 

抑 X 内務 大 E ハ故 大久保 公以來 近ク前 大臣 一一 至ル マテ、 歷代其 ノ德高 ク其ノ カ大ナ リシ 一一 反シ、 今 乃 チ薄德 菲才 ヲ以 テ妄- ー此ノ 

顯職ヲ 汚シ、 特 一- 此ノ 難局 一- 虔シ、 君 國-ー 對シテ 一層 恐懼 ノ深キ モノ ァリト 雖モ、 內 -I 次官 局長 ヲ首メ 事務-一 練達 ナル諸 僚ァリ 

外 -! 經 驗閱歷 一一 富メ ル 各位 ァリ テ本大 E ヲ帮 ケ、 其ノ足 ラサル ヲ補ハ レル 一一 於 テハ、 庶幾 ク ハ魯鈍 誠 ヲ罄シ テ 聖明 -_ 奉答 ス ル 

ヲ 得ム。 是 レ決シ テ世問 尋常 ノ謙辭 -ー アラス、 11M 赏ノ吿 白 ナリ。 故 II 上下 ノ信望 厚ク 民情 I 一-通達 ス ル コ ト深キ 各位 ノぉヲ 將テ、 

本大 R  ノ短 ヲ補ハ レ ム コ トヲ、 訓示 ノ 初頭- 1 於 テ特- 一切 望ス。 惟フ - 一千 萬 ノ訓ー モ信ノ 一字-一如 カス。 一誠 以テ之 カ赏行 ヲ期ス 

ル ノミ。 本 大臣 、ノ 夙夜 自ラ 策進シ テ、 率 光 事 -ー 從ヒ、 各位 ト俱 一一 奮 勵赏效 ヲ收メ ム コトヲ 期ス。 各位 亦能ク 時勢 ノ 趨向 ヲ 察シ、 

公平 ノ心ヲ 以テ事 -ー 處シ、 公務 - ー當テ ハ大中 至 正 毅然 ト シ テ其ノ 地歩 ヲ占 メ、 片ー 一一 ：11  -ー聽 力 ス歡 心ヲ買 ハス 、常-! 地方 4- 體ノ 利益 

幸福 ノ爲- 一 努力 シ、 上意 ノ 下達 ト 下情ノ 上達 トヲ念 トシ、 一 -ー 赤誠 以テ 君國 ニ報效 セラ レム コトヲ 望ム。 - 

t 寸ー m 敬神 ハ我國 體ノ心 核-一 シテ、 國民 彝偷ノ 大本 タリ。 是レ實 二 大和民族 特有 ノ神髓 一一 シテ、 他 民族 ノ 企及 ス へ 力 ラサル 光輝 ァ 

國史ノ 精華 ハ自ラ 此-ー 展然 タリ C 毎年 政事 始 一一 於 テ先ッ 神宮 ノ事ヲ 奏スル ヲ以テ 定例 ト セ ラレ 卽位禮  一 I ハ 必ス大 甞祭ヲ 行 
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ハ セラ レ 立太子 禮ハ實 -- ^所大 前-一 於テ之 ヲ行ハ セラ レ 神宮 並 官國幣 社-一 於 テモ亦 必ス大 中祭ヲ 行フ。 此ノ如 ク我邦 振 古 

無比 ノ 盛儀 一一 ハ、 必 ス冥々 ノ裏 0 ぉ肅 虔敬ヲ 油起セ シ ム へ キ森 漦ナル 式典 ノ之 一一 伴フ ァリ。 近 者 世界 ヲ通シ テ 物質 ノ 進步殊 二 著 

シク、 人 ヲシテ 其ノ光 櫂-一 拉惑セ シメ、 爲- 一精 神 ノ感孚 ヲ輕視 スルノ 弊 ァリ。 遂 一-其 ノ 影響 ヲ、 此ノ 世界 無比 ナル我 國體ノ 心 核 

トシ テ見ル へ キ尊祖 敬神 ノ觀念 二 及ホ ス カ如キノ事ナキヲ保シ難シ。 各位ハ^^ク意ヲ此 用ヰ、 益. -國家 ノ宗祀 タル 祌社ノ 本義 

ヲ明カ 一一 シ、 神職 ヲ シ テ 夙夜 恭敬 奉仕 ノ誠ヲ ^サ シ メ、 今後 益 國民ヲ シ テ 阈體ノ 自^ ヲ固ゥ シ、 以テ 一 般ノ 敬虔 心ヲ篤 カラ シ 

メ、 舉國 一 心 皇室 ノ繁 榮國運 ノ隆： 《3  ノ爲、 相 率 ヰテ共 - ー奮勵 努力 セ ム コ トヲ 期ス。 

凡ソ 地方行政 ノ任 一一 在ル者 ハ.、 深ク 責任 ノ重 キヲ 思ヒ、 苟モ 品位 ヲ损 シ烕信 ヲ失ス ルカ 如 キノ 舉措 アル へ カラス。 事 一一 當ル 最モ 

公正  一丁 ンテ、 毫モ 偏頗 ノ事 ナキ ヲ耍ス 。徒-一人 心 ヲ迎へ 一時 ヲ伟ス ルカ 如キ、 其 ノ弊ノ 及 フ所偶 以テ 民風 ヲ荼 毒ス ルー 一至 ルへ 

シ。 事務 ノ 整理 改善 ハ施治 ノ耍綱 タリ。 シク 百事 井然 トシ テ紊 レサ ルヲ 期シ、 飢澄 放縱其 ノ煩ヲ 他日 一一 及 ホス 力 如キ、 最モ之 

ヲ戒ム ヘシ。 一事 一 務必ス 其 ノー  部ト仝 局 トノ關 係 ヲ竹察 シテ、 各部 各 課 互 -ー 相 乖離 悸戾ヲ 避ケ、 各 權銜ヲ 得、 聯貫 ヲ愆ラ サ ル 

コトヲ カム へ シ。 El? - ー當ル 者ハ. 深ク思 ヒヲ此 一一 效 スト 共 一一、 常 一一 庶， ぉヲ 督勵シ テ其ノ 修養 一一 勉メ、 處務 ノ硏究 ヲ積ミ テ其ノ 改善 

ヲ圖リ 、以テ 時運 ノ進步 一一 後 レシ メサ ラム コトヲ 望ム。 

各位 能ク 叙上ノ  3 ほ趣ヲ 體シ、 自重 自任 以テ職 一 I 磨リ、 邦家 永遠 ノ 福利 ノ爲 ニ其ノ 重責 ヲ竭サ レ ム コ ト ヲ要ス C 

地方自治 ハ 國家ノ 根柢 ナリ。 國運ノ 伸暢、 其/健 令： ナル發 達- 1 待ッ モノ 板メテ 大ナル モノ アル ハ固 ヨリ 言 ヲ俟タ ス。 各位 ノ 地方 

一一せ t 常-一思 ヲ 内外 ノ狀勢 一一 效 スト 共-一、 深ク 地方 ノ實 情-一 鑑ミ、 般ノ 施設 一 -ー 時速 ノ 趨勢-一伴 ウテ、 緩急 其ノ 宜シキ ヲ制ス 

ルヲ耍 ス。 徒 一一 事 功 ヲ收ム ル 一一 ま -ー シ テ、 計畫 周緻ヲ 缺キ、 情實 二 泥、、、 テ谩 -ー 事業 ヲ企畫 ス ルカ 如キ コトァ ラム 力、 累ヲ 後日 -I 

貽スノ 虞ナシ トセ ス。 シク其 初 二 於テ愼 密ナル 考慮 ヲ盡 シ、 著々 トシ テ步 武ヲ 進メ、 中途 苟モ 頓挫 ヲ來ス カ如キ ノコ ト ナカラ 

シム ヘシ。 都市 町村 等 -I 對 ス ル 指導 監督 亦 專ラ此 ノ心ヲ 以テ之 -ー 從ヒ、 其ノ赏 ヲ舉ク ル- 一勉 メラ レム コトヲ 耍ス。 

地方行政 ハ常 二 ほカト 相應シ テ 調理， K シキ ヲ制ス ルヲ 要ス。 負據 過重 -I 涉 ルカ 如キ、 固 ヨリ 之ヲ避 ケサル へ カラ スト * モ、 徒-一 


返 嬰 -I 陷ルハ 亦 地方 ノ發達 振興 ヲ期ス ル 所以-一 アラス。 是ノ故 -ー 確實 有利 ノ車業 一一 在テ ハ - 財政 ノ 調節 上 一 時5^|使 -! 依テ. N カ完 

成フ期 スル、 亦 已ムヲ 得サル モノ アル ヘシ。 而シ テ是等 5il 債 ノ傲還 一-就 テ ハ、 最 モ克ク 民力 ヲ稽 杏シ テ、 確 In;  -_ 遂行 シ 得へ キ計 

畫ヲ立 ツルヲ 要 トス。 

警察 事務 ノ 執行 ハ最モ 厳正 公平 ヲ期ス ルト 共-一、 亦 懇切 .1 寧 ナルヲ 要ス。 或ハ 時流-一 媚ヒ、 或ハ 寬厳ヲ 誤リ、 民衆 ノ處遇 其ノ道 

ヲ 失シ、 取 綺其ノ  {ュ シキ ヲ得サ ルカ 如キ 事ァラ ムカ、 啻 一一 謦察ノ 烕信ヲ 毀担ス ル ノ ミナ ラ ス、 延テ 公共 ノ 治安 ヲ 保持 シ難キ 二 至 

ル ヘシ。 各位 ハ是 等ノ點 一-向 テ、 今後 一 層其ノ 意ヲ效 スト 共 一一、 一 而 科學ノ 知識 - 一依 リテ 警察官 ノ勤勞 能率 ヲ高メ シムル ヲ要ス 

へ ク、 尙是等 劇務 一一 服 スル者 一一 對シ テ ハ 、 勞逸能 ク其ノ 節 二 中ルヲ 期シ、 以テ 常-一 淸 新ナル 活力 ヲ 保持 セ シメ、 情誼 一 貫 懇切 之 

ヲ率ュ ル ヲ要ス C 刑事 警察 n 關ス ル 成績 ノ 良否 ハ、 民衆 ノ利 害-一至 大ノ 關係ヲ 有ス。 近來 犯罪 ノ 手段 益 巧曲ヲ 1^  メ、 其 ノ搜杏 

逮捕 共 一一 一 曆ノ 困難 ヲ感セ シムル モノ ァリ。 {nj シ ク科學 ヲ應用 ス ル等、 其 ノ敎養 上遣算 ナカラ ムコト ヲ勉メ ラル ヘシ。 

土木 ノ施設 中、 特- 一治 水 事業 ノ如 キハ、 經费ヲ 耍スル コト 頗ル 多ク、 且 人命 財産 ノ 擁護-一 至大 ノ 關係ヲ 有ス。 之 力 計 畫-ー 常リテ 

ハ、 特- 一地 方 赏際ノ 狀況ヲ 詳察 シテ、 极本ノ 方針 ヲ 確立 スルヲ 耍ス。 而シテ 其 ノ赏行 一一 際シテ ハ、 最モ 設計 ヲ 周到-一 シ、 . 監舒ヲ 

厳密-一 シテ、 以テ 事業 ノ 完成 ヲ期セ サル へ カラ ス。 若シ其 ノ間ノ 用意-一 缺 クル 所 ァラ ムカ、 互 多ノ勞 費ヲ投 シテ、 而モ效 杲ノ之 

二 伴 ハサ ルモ ノア ラム。 是等 ノ點 -I 關シテ ハ、 從來 SA^ 訓示 セ ラレ タル 所 ァリト 雖モ、 今後 尙 一 層 ノ 注意 ァ ラム コトヲ 望ム。 

國家ノ 興隆 ハ强 健ナル II 民ノ 力-一 待ッ。 列 國ノ鼓 ウテ 意ヲ 民族 衞生 ニ用ュ ル 故ァリ ト謂フ へ シ。 我 邦 衞生ノ 施設 ハ、 幸-一 各位 ノ 

盡カ 一-依 リ、 漸次 改善 ノ緒 一一 就クヲ 見ル ハ、 誠-一喜 フ へ キ モ、 之ヲ歐 米諸國 二 比レハ ^及 ハサ ルコト 遠キ モノ ァリ。 一 タ ヒ傳染 

病 ノ侵襲 -ー 遭フ ャ、 忽 -I シ テ所 在慘害 ヲ逞ゥ スルヲ 見 ルカ 如キ、 遣憾ト ヒサ ルヲ 得ス。 抑 社會 各般 ノ進步 ハ 、 學俗ノ 近接 ヲ圆 

ル 一- 在リ" 殊 -I 衞生ノ 事 タル、 國民ノ 日常生活 ト最モ 密接 ノ關係 ヲ有ス ル ヲ 以テ、 其 ノ完整 ヲ期セ ム トス ル ニハ、 學術ノ 苦及ト 

一般 知識 ノ啓 發ト- ー待ッ モノ 多シ。 各位 ハ展 覽會 講演 會ノ 開催、 通俗的 印刷^ ノ 配付 等-一依" テ、 一般 衞. 思想 ノ開 發ヲ 阔ルト 

共 二、 諸 員 ヲ督勵 シテ絕 ス 研究 ニ務メ シメ、 日 進ノ學 術-後 レ シメ サラ ム コ ト ヲ要ス C 衞 生上ノ 改善 ヲ岡ル ハ、 醫師會 衞生會 
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等ノ 活動- 1 待ッ所 多シ。 是等 圏體カ 進テ醫 事衞生 進步ノ 先驅ト ナリ、 社會 公衆 ノ - 一  盡 カス ルー-至 ラム 力、 玆- ー始メ テ 官民 一 致 

協 カノ 實ヲ舉 クル コトヲ 得 ヘシ。 各位 ハ {=1 シク 驚風ノ 振作 向上 ト、 是等 阐體ノ 指導 提撕ト -I 意 ヲ 用ヒ、 共-一 醫事衞 生 ノ^ 其ノカ 

ヲ效サ シメム コトヲ 望ム。 

地方 靑年 國體 一 I 關シ テハ、 各位 夙-一 之 力 指導 一一 努ムル 所 ァリ。 殊 一一 力. ^訓令 ノ發布 以来、 益 X 振興 ノ氣 運ヲ呈 スルー 一至 レル ハ、 

塞 二 喜フ へ シ。 今 ャ靑年 闥體ノ 設置 益 多キ ヲ加フ ル - 一伴 ヒ、 地方 ノ開發 並 國家將 來ノ進 運 一一 關係ス ル所愈 X 大ナル モ ノア ラム 

トス。 此ノ際 一 曆 カヲ是 等鬧體 ノ誘掖 一一 效シ、 以デ 其ノ整 善發達 ヲ岡ル  一 I 勉メ ラルへ ク、 其 ノ他ノ 地方 改良 事業- 1 就テ モ、 亦 深 

ク 内外 ノ 情勢-一顧 ミ、 之 力 指導 獎勵- 一 竭サル へ シ。 帝 國在鄕 軍人 会" ノ振否 如何 ハ、 亦 地方 ノ 改良 -! 密接 ノ關係 ァリ。 從來 訓示 ノ 

趣旨-一 墓キ、 能 ク其ノ 力 ヲ效サ レム コトヲ 望ム。 感化 救濟ノ 施設 ハ、 各位 ノ 指導 卜 有志 ノ盡 カト -I 依リ、 漸次 其ノ 發達ヲ ル -I 

至レ ルモ、 世態 ノ 推移-一伴 ヒ、 斯業 ノ齊整 進歩^. -其ノ 必要 ヲ感ス ル モノ ァリ。 各位 ハ{ 且シク 時運 ノ 趨勢  一 I 鑑ミ、 利弊ノ 存スル 

. 所ヲ 考慮 シ、 他ノ 積極的 施設 ト相 待テ、 措置 {ュ シキ ヲ得シ メラ レ ム コト ヲ期セ ラル へ シ。 

以上 數項ハ 時務 -ー從 フ者ノ 服磨ス へ キ常规 一一 シ テ、 今更 メ テ多 辯ヲ耍 セサル 如シト 雖モ、 ；_J-  一一  一  一一  rc ヲ費サ 、ルヲ 得サル 所以 ノモ 

ノ ハ 、 將來歐 洲ノ戰 亂終媳 ヲ吿ク ルノ 時、 宇內ノ 形勢 一- 異常 ノ  局 ヲ見ル へキハ 疑ヲ容 レサ ル所  一丁 ンテ、 豫メ 之- -對 スルノ 準備 

一 I 努ム へキハ 、誠-一 刻下 ノ< ？. ふ務タ レ ハ ナリ。 本大 E カ兹 -_ 訓示 ヲ爲ス モ ノ、 亦赏 二 此ノ 記惊ヲ 新-一 シ、 以テ 各位 ト共 一一 淬礪ヲ 期 

セム トス ルー 一外 ナ ラス。 

二、 伯の 政綱 

寺 內內閣 の 親任式 後の 初 閣議に 於いて、 政綱 を發 表すべき か 否かの 議が 練られた。 

その 時 伯 は、 政綱 は發 表する の 要な しとの 意見であった。 さう して 寺 內も亦 これに 同意して、 內閣は 政綱 發 表せす 

と 決定した。 


これにつ き 伯 は 「詩人の 詩 を 見る 如き、 華 ありて 實 なき 施政 綱領 を 避くべき 方針 なれ ども、 地方. IH: 會議の 招集 は 遠 

からす 之 を 行ふ考 なり」 とこれ を 新聞に 發 表した。 

內閣は 政綱 は發 表しなかった。 しかし 伯 自身 は 政綱 を 準 傭して ゐ た" これ は 遂に 正式に 發 表されなかった が、 その 

主旨 は 種々 の 形に 於いて、 此の 內閣の 諸政 策に 反映し 實 施された。 

伯の 手記した る 「政綱 案」 と は、 次の ごとき 五箇 條の 內容を 有する ものであった。 

政綱 案 

一、 外交 ヲ振肅 刷新 シ、 聯合 國トノ 協調 ヲ確 フシ、 宣戰 大詔 ノ 精神 ヲ 貫徹 シ、 征戰ノ 效果ヲ 全 フス ル事。 

一一、 日 支 親善 ノ實 績ヲ 擧ケ、 其 經濟的 開發ヲ 促進 シ、 東洋 ノ 平和 ヲ 確保 スル 事。 

三、 生産、 交通、 航海、 贸：： ^等ノ 事業 ヲ獎勵 促進 シ、 積極的 一一 民生 ノ 向上 國 カノ 發揚ヲ 遂行 スル 事。 

四、 金融 機 關ノ疏 通ヲ利 導シ、 世界的 金融 ノ 調節 ヲ滑 カー ーシ、 以テ國 家 經濟ノ 進展 一一 資スル 事。 

五、 時局 ノ 進展 一一 順 應シ、 經濟生 產等ノ 諸 機關ヲ 組織的 一一 共通 聯絡 セシ ムル ノ道ヲ 講シ、 以テ 國防ノ 機能 ヲ充實 

セシム ル事。 

而 して 伯 は 更に 寺 內內閣 の 任務 を撿 討して、 內閣 更迭の 眞 意義 を？ i 明す る爲 めに は、 如何なる 阈策を 樹立して これ 

が實 現を圖 るべき かに 就いて 考究す る こと 4VKr: 心らなかった。 卽ち伯 は、 大隠內 閣崩壞 の 最大 要因であった 對 支 政策 行 

詰りの：：： i: 面 打開に 最も 苦慮した。 

勿論、 內政 全般、 外交 一 般に對 しても、 新生 命 を 吹き込む こと を 等閑 視 したわけ ではない が、 最も 全幅的 關心を 集 
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注した の は、 對支 政策に 於け る 新 局面の 展開であった。 しかも 伯の 對支 政策 は、 單に前 內閣の それ を轉換 する 爲 めに 

努力 するとい つた やうな 微溫 的な もので はなく、 伯 自ら 呼稱 する やうに 「新 對支 政策」 の實行 そのものであった。 こ 

の 政策の 貫徹に 依つ て、 伯 は 寺 內內閣 の 成立と その 存在理由と を 基礎 付けん としたの である。 

然 らば 伯の 新對支 政策 は 如何なる 理據に 基いて ゐ たか。 

伯の 論策 は、 十一月 二十 一 日の 覺書 において、. その 全貌 を あら はして ゐる。 卽ち大 隈內閣 の 外交 失敗 を 克服す るが 

爲 めに は、 先づ 外交官 並びに 關係 陸海 軍人の 部署の 異動 を斷 行し、 新しき 外交 政策 を 新しき 人物に 依って 實行 しなけ 

れ ばなら ぬ。 しかも この 新しき 政策の 實體 となるべき もの は、 單 なる 校 倣で ある こと を 許されない。 それ は必 すゃ獨 

創で あらねば ならぬ。 しかも 列國 からの 提議に 追隨 する 如き 方策であって はならぬ。 我國が 主動的に 立案 提唱し、 し 

かも 列國 をして 猜忌心 を 抱かし めぬ やうな 方途に 出で なければ ならぬ。 

而 して 國內 における 財政 狀態を も 的確に 認識し、 游金 處理の 方策の 爲め にも、 かかる 新 計畫は 樹立 さるべき i!:! を 力 

說し、 その 頃、 世界 大戰の 好況に 醉ふ 人々 の 行動 を 批判して 「彼等 多 數者ハ 地雷火 上-一 舞踊 シテ其 危險ノ 脚下-一 潜ム 

ヲ知 ラサル 痴漢 一一 似 タリ」 と 論破し、 終 M の 理想 を實に 「黄人 對 白人 關係」 において 一新 生面 を 打開す る ことに 設定 

し、 かかる 目標 を 達成す る爲 め、 伯 は玆に 「東亞 經濟 同盟の 建設」 を提 i? せんとす るので ある。 その 全文 は 左の通り 

である。 

一 、 不肖 ノ如 キ徽カ 者ノ閣 班-一列 ス ル ヨリ、 世人 動モ ス レ ハ 現内閣 ヲ目ス ル --、 短命 内閣 ヲ以テ スルモ ノ. 二 似 タリ。 內閣毒 命ノ 

長短 ノ如 キ、 必スシ モ問フ ヲ須ヰ サル所 ナリト 雞モ、 今次 內閣 更迭-一至 リタ ル眞 意義 ハ、 之ヲ闞 ル ヲ以テ 第一義 トセ サル 


力 ラ ス 。 而シ テ尤モ 徹底的 -I 其 ノ. S 來ヲ 明白 ナ ラシ ムル 方法 トシ テハ、 先ッ 從來 大.！ W 侯 ノ キ： 蘇、 若ク 、ノ 彘 近：^ や 政せ タ ル 

加 藤 子 ノ演說 -ー於ケ ル-諷妄ヲ：^^メ タル 首 說ノ 极本ョ リ顚 -まス ルノ耍 アル ハ、 亦 辩ヲ竣 タサル 所 トス。 

一 、 內閣 更迭 ノ  3M 意義 ヲ wii 滅セ ント ス ル 彼等 ノー 百 說ヲ擎 破 スルノ 手段 トシ テハ、 新聞紙 並 -I 他 ノ首論 -I 依ルコ ト常 然ナリ ト雖モ 

今 直- 1 此レ 等ノ 利器 ヲ以テ 相 酬ュル ノ未タ 必スシ モ長計 一- ァ ラサル ヲ知ル 。然レ トモ 默シテ 止 マン 力、 內閣 更迭 ハ果シ テ 無意 

義ナ ルカ トノ 疑問 ヲ 天下 後世 -I 殘ス ノ憾 ミア ルヲ 奈何。 I？ モ此 ノ如キ 重大 ナル 問 題ヲ シ テ、 永ク 不明 ノ裘- 一 葬リ去 ラシ ムルハ 

啻 一一 政治家 ノ 責任 ヲ 沒却ス ルノ ミナ ラス、 赏-ー 上 聖明 一 1 對シ 奉リテ 恐愤^ ク所 ヲ知ラ ス。. 下 阈民 ヲ驅テ 不安 迷惑 ノ 問- -展ラ 

シムル ノ禍极 ヲ酸成 セン C 

一、 一般的 政策 トシ テ ハ、 逸ヲ 以テ勞 ヲ待ッ ハ 兵家 ノ訣卜 スル 所、 沈 默ヲ以 テ暄霧 ヲ制ス ルノ寧 口 得策 タル ハ、 現内閣 成立 後 朱 

タニ閱 お 一-達 セサル 問 ノ經驗 二 察シテ 知ルヲ 得へ シト ノ說ァ ラン モ、 單 一一 自重 ヲ以テ 形勢 ヲ 觀望ス ル如キ ハ.、 责任 囘避ノ  IS ヲ 

免 レサ ル所 ナルノ ミナ ラス、 其 結来ハ 無能 無策 二 陷リ 易ク、 他人 ノ視 ヲ以テ 理據ノ 所在 明 カナ ラ スト 爲スノ 虞 アル 一一 止 ラス、 

已レ亦 更迭 ノ止ム ナキ 所以 ヲ遣ル ノ誤ヲ 致 スナキ 力。 深ク 考慮 セサル へ カラス。 現内閣 成立 ノロ 樋メ テ 淺シト 雖モ、 漸ク 世上 

人心 ノ 順調 的歸向 ヲ見ッ 、アル 所以 ノ モノ ハ、 第一 十パ 四日 -I 於ケル 元老 諸公ノ 英斷、 第二 同 七日 -ー 於ケル 首相 自ラ ノ果決 -I 

原ッ クハ、 更 一一 絮說 スルノ 要 ナカ ラン。 是ー i 於 テ 乎 第三 杲斷 ノ 必要 塞 一一 止 ムへカ ラサル モノ アル ヲ信 ス。 

一、 現-一 前 内閣 員、 及ヒ其 ノ與黨 タル 憲政 會ノ 人士 ハ 、 前 内閣 ノ爲 セル 所 ヲ以テ  一 ノ 失政 ナシト 白 晝公 一一： H シ テ渖ラ ス。 殊- 一外 交 

財政 ノ諸點 -ー 於テ 成功 ヲ 誇リ、 巧 一一 失敗 ノ迹ヲ 有耶無耶 ノ 問-一 包ミ、 失敗 ハ諸レ ヲ後繼 者 一一 嫁セ ン トス ル ノ陋 ヲ敢テ シ、 今後 

ノ施設 一一 對シ テ、 彼等 ハ事ノ 經過ト 時間 ノ 推移 ト ヲ瞹眛  一丁 ン、 以テ已 レー I 有利 自由 ナル 論評 ヲ試ミ ルノ 地ヲ作 ルー 一 腐心 シッ、 

ァリ 0 

一、 此 ノ如ク 問題 ハ多 蚊-一 涉ル モ、 別 チテ之 ヲ三現 トシ、 左 一一 其ノ耍 ヲ 條舉ス へ シ。 

第一 大 內閣 更迭 ノ出 發點 ハ圓滿 辭職ヲ 意味 シ、 W 般ノ 施設 一 -ー 後繼 者ノ爲 一一 便ナ ラシ メン トシ タル ハ、 本 ーパ 以前 ノ事 
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一- 屬シ、 其 後 二 至リテ ハ 唯是 レ名ノ  :，.  二 シテ、 la- ハ 國家將 來ノ爲 -ー 其 存立  一 c: ヲ緩 タスへ 力 ラサル ヲ認 メ、 乃チ 更迭 ヲクト ふ斷 

セ スンハ 國 家運 命ノ危 得テ ィフへ 力 ラサル モノ ァ ラン ヲ恐レ タル ニ山ル 。故 一一 新 内閣 霧命ノ 長短 ノ如キ ハ 、 ？； p£ 初 ョ リ亳 モ 

念頭 二 置ク所 一一 アラス ト 雖モ、 更迭 ノ  3M 意義 一一 シテ 果シテ 閥明セ ラル 、ヲ 得ハ、 之 二  w リ テ 上下 ノ 疑惑 不安 自 ラ釋然 タル モ 

ノ アルへ ク、 而シ テ^ 家 將來ノ 新 氣運ハ 隆然ト シ テ W キ來ラ ン トス。 意フ -ー將 一一 斷行 セント スル 或ル， 一方 法 一一 シテ 一 タヒ貧 

現 アルア ラ ンカ、 前內閣 並-一憲 政會ノ 主張 ハ忽チ 雲散霧消 シ 4^ ル へ シ。 其ノ 方法 ト ハ抑. -何 ソャ。 卽チ從 來對支 政！ ^一一  關係 

シ タル 随 海軍 外務 都督 府等官 史-ー シテ、 其ノ 事情 不問-一 付 シ難キ 者ノ處 分ヲ斷 行スル コト是 ナリ。 或ハ 彼等 ハ多ク 上官 ノ命 

令苦ク ハ 同意 ヲ得テ 行 ヘル モノ-一過 キ サルヲ 以テ、 大 内閣 旣 二 责 一一 任シ 引返 シ タル 今日 ニ於テ ハ、 更 -1 彼等 ノ責 ヲ問フ ノ 

要 ナシト 辯護ス ル說ァ ラン モ、 彼等 亦 國家ノ 官吏 タル 以上、 其ノ 公事 一一 於テ 功過 共 二 自ラ 153； フへキ ハ (W 然ノ理 ナリ。 而シ テ 

其ノ後 ヲ繼キ タル 現內閣 卜シテ ハ、 必ス シ モ 懲戒 ノ 意味 ヲ以テ セサル モ、 寬厳 《几 シキ -I 從ヒ、 彼等 ヲ虚ス ル 二 適當ノ 逍ヲ以 

テ スル ノ事實 一一 由 リテ、 新 内閣 自ラ 首途 ヲ壯 一一 スルノ 利 ァリ。 隨 テ從來 世人 ノ認メ タル 疑-雲 此 -ー 一掃 セラ ル へ シ。 此 ノ如ク 

スル トキ ハ、 無 一一 a  ノ裡 -I 前內 閣外 交上ノ 失败ヲ 暗示 スル -I 足ルヲ 以テ、 憲政^^:Iノ徒如何ーI饒舌ヲ恣ーー ス ルモ、 畢竟 政界 落伍 

者 ノ泣語 タル ヲ自ラ 廣吿ス ル - 一過 キス シテ、 新 內閣ノ 1^  二 最モ有 カナ ル抗： ^法 タラ ン トス。 

第二 前！ ヨリ 胚胎 シ來 ルへキ ハ卽チ 外交問題 ト ス。 是レ 藍シ對 支關係 -ー 止ラ ス シテ、 同時 歐 米列阈 -I 對 スル 問題 トナル へ 

シ。 何 トナレ ハ 東亜 問題 ヲ以テ 主耍ト スル 帝國ノ 立脚地 ヨリ 観、 歐洲 大戰ノ 講和 準備 ノ爲 メ、 將タ 平和 克復 後-一 於 ケル我 力 

對外 政策-一 關 連スル モノ 多々 アルへ ケレ ハナ リ。 凡ソ此 レ等ノ 重大問題 一一 付 テハ、 外務大臣 一一 於テ 最近 歐洲ノ 情勢 -1 鑑ミ、 

胸裘 成竹ァ ルへ キヲ疑 ハサ ルヲ 以テ、 姑 ク之ヲ 別題ト シテ^ クモ、 前 内閣 時代 -ー 於テ旣 -ー 聯合 國ノ招 一一 應シ 委員 ヲ 派造シ タ 

ル コト之 レア リト 雖モ、 ^受動的 二 シ テ 主動的 -I アラス。 例へ ハ 中 歐ノ. ^濟 同盟 力、 敞國卽 獨塽ニ 與リ タル -ー 促サ レテ、 聯 

合 1： 亦對抗 同盟 ヲ策 シ、 帝國ハ 英佛露 $ -ノ 友邦 -ー 促サレ テ 受動的 -ー 加盟 シ タル 如キ、 必 ス シ モ 不可 ナラ スト 雖モ、 率 モ東 

亜-一 關スル モノ-一  ァリ テハ、 帝阈 ハ自ラ 、王 動者タ ル ノ 地位 ヲ 占メ、 獨剖的 一一 世界 ノ經 濟财； ^上 -ー や 和的戰 爭ノ 陈者タ ルノ. 


i 


信ト覺 悟トヲ 以テ、 一 切ヲ舞 畫セ サル へ カラス C 故 -I 我 力 外交 上ノ 立脚 點 ヨリ 見、 國内ノ  濟 財政 ノ 狀態ト 相待チ タル 

的 立策ヲ 必耍ト ス。 卽チ ( 一 .：> 中 歐 1^ 濟 同盟 トノ關 保 ニー，) 聯合 國終濟 同盟 トノ關 係 ニニ ) 米 國ノ獨 立 的！^ 濟 財政 トノ關 係 等 

ヲ 綜合 シ テ、 而ル 後チ束 亞經濟 同盟 ヲ設 立シ、 以テ彼 レニ 對應 スル ノ 用意ヲ 怠ル へ カラス C 從來 外交 政策 ト云 ハ、、 此レ等 

重要 ナル事 現- 1 對シ、 國際 公私 法ノ 範圍內 一一 於テ 新ナル 辭令ヲ 作ルノ カナ ク、 徒-一 命 ヲ他國 二 聽キ、 一 切 主動的 二 出 ツル 能 

ハサ ルノ妝 アリシ ヲ 以テ、 苟モ獨 創 的 立策ハ 大和民族 ノ夢想 タモ及 ハサ ル所ノ 如キ感 アリシ ハ、 K  - 一浩 歎 スへキ ナリ。 

支那 領土 保 仝 ト云ヒ 門戸 開放、 機會 均等 ト へ ル 漠然 タル 文字 乃至 意義 一一 捉ハ レ クルカ 爲 一一、 諸多ノ 病根 此 一一 發スル ヲ知ラ 

ス、 不健 仝ナル 现想ト 薄弱 浮萍 ノ如キ 云爲ト ハ 一 モ見ル 一一 足ル ノ 事跡 ヲ留メ ス。 大隈- 內閣黨 ノ堅白 同異 ノ辯 ハ、 唯 識者 ノ 

一笑 ヲ買ヒ 得 タル 一一 過キサ ルナ リ C 是ヲ 以テ、 新 内閣 ハ 必 ス ャ前 一一 叙述 セル 世界 經濟 政策 ノ 三 要素 -ー 對 抗シ、 帝國自 ラ朿亞 

經濟 同盟 ノ 主義 ヲ 確立 セサル へ 力 ラサル ナリ。 前內閣 ハ亳 モ此レ 等 永遠 ノ 利害 一一 留意 セス、 义自ラ 己ヲ卑 クシ テ他 ノ爲 -ー受 

動ノ 地位-一 廿 ンシ、 旣ニ 一  タヒ麾 カレ テ 聯合 阈 ノ經濟 同盟 一一 加ハリ タル 以上 ハ、 現内閣 ハ之カ 善後策 トシ テモ、 徒-一 受動的 

二 滿足ス へ 力 ラサル ャ論ヲ 待 タス。 幸 一一 東. 亞經濟 同盟 一一 シ テ 成立 セ ンカ、 支那 二 於ケ ル排貨 同盟 ノ如キ ハ 自然 一一 緩和 セラ ル 

へ キノ ミナ ラ ス、 却テ之 レア ルカ 爲-ー 彼等 ノ歡心 ハ翁然 トシ テ我 一一 傾 キ向フ へ シ。 而シテ 最後 ノ 理想 タル 荧人對 白人 關 係-一 

於テ、 更 -I 一新 牛； 面ヲ開 カン トス。 是レ！^^！：人ノ所謂文裝的武備ノ基礎タ ルへキ モノ ナリ。 但 シ務メ テ 世界的 政策 ト相 和シ、 

其 ノ問銜 突ヲ避 ケテ、 獨創的 形跡 ヲ 韜晦 ス へ キナリ C 而シテ 之 カ實行 一一 付テ ハ、 第一 問題 ノ 解決 如何-一因 リ、 難易 自ラ 異ル 

へ キ ハ 勿論 ト ス。. 次 一一 國內 ノ經濟 財政 上、 殊 一一 現在 ノ正 货處分 一一 關スル 問題 ハ、 廣ク 之ヲ云 ハ 、、 金融 政策 ノ 確立 ト相 待テ、 

健全 ナル 政策 - 一由 リ之ヲ 決定 セサル へ カラ ス。 但シ 是ハ我 レ勝チ 味方 勝ッヲ 前提 ト シ テ 立案 スルヲ 以テ、 勢ヒ 問題 ハ國 內ノ 

經濟财 政 上 一一 進 移 セサル ヲ得ス e 是 一一 於 テ乎 現在 ノ 游 金虔理 ノ 方策 一一 論及 スルヲ 要ス。 

笫三 (一) 今 ャ歐洲 大戰ノ 結果 トシ テ、 輸出 ノ 超過 愈 X 多ク、 隨テ 正货ノ 蓄積 セラ ル 、モノ 怠 > 、加ハ レリ。 之 カ爲ニ 一般 ノ人 

氣揚々 タリ ト雖 モ、 各 業者 共-一 一 時 的 光景-一 胺惑 シテ、 偸安 逸樂風 ヲ成ス 一一 至ル モ、 今一 一 シテ大 一一 戒メ ス ンハ、 一 且 戰敬ミ 
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平和 克復 ノ 時-一 及ハ 、、 非常 ナル 勢ヲ 以テヌ 動的-一 輸入超過、 ！ 流出、 物 條貴ノ 必然的 悲境 一一 陷リ、 猥狠 恐慌 來ヲ叫 

フハ 幾ント 疑フへ キー 一 アラス。 畢竟 彼等 多數者 ハ 地雷火 上 -i 舞踊 シ テ、 其 危險ノ 脚： 卜 - ー潜ム ヲ知ラ サル 痴漢 -ー 似 タリ。 

以上 ノ現 狀ハ、 或ハ 官普ヲ 民業 一一 移ス へ シ トー K ヒ、 或ハ錢 減^ 若ク ハ非 募債 ノ赏 行ヲ 云々 ス ル 一 部實業 家ノ假 夢未タ 登メ ス、 

1 時 的游金 ノ處置 一一 窮シッ 、アル ノ狀ヲ 見、 我 力 經濟财 政 ノ將來 一一 想到 スル トキ ハ、 誰 力 危惧 ヲ感セ サルモ ノア ラン ャ。 此 

際 政府 者ハ {且 ク 彼等 ヲ 導キテ 十分 ノ譽 戒ヲ與 へ、 萬 一 一一 モ侮 ヲ異 H  - ー胎 スコト ナカラ シム ヘシ。 現在 ノ游 金， 額ハ 前日 ノ窮時 

一一 比 シテコ ソ數字  一！ 於テ甚 タ多キ ヲ知ル モ、 試  一！ 歐洲 六乂戰 II  ノ戰费  一！ 比セハ 如何。 恐ク ハ 僅 -ー兩 三日 ヲ支フ ル ノ資 一一 過キ サ 

ル ヘシ。 仍 ホ米國 カ歐洲 11 戰後得 タル 利益 一一 比 スレハ 、蓋シ 十分 ノー 一一  ダモ 相常ラ サル ヘシ。 畢竟 此ノ 如キ 程度 -ー アル ノ游 

資ヲ抱 キテ、 之 力 料理 方法-二せ ミ、 醉生夢 死、 一時的 快樂 一一 耽リ、 絕テ^ 家 他：：！  ノ爲 一-確 策ヲ立 ツル モノ ナキ ハ、 吾人 傑然 

トシ テ 肌膚 一一 粟ノ生 スルヲ ェ ス ン ハァラ ス。 是 一一 於テ 乎、 更 -I 第二 問題 タル 對支 政策 一一 囘リ、 現在 ノ游 資ヲ 利用 シテ、 所 

謂 東 10^ 經濟 同盟 政策 ノ 基礎 ヲ立 ツル コ トハ、 適切 ナル赏 地 問題 タル 一-至 ルへ シ。 若シ今 R 之 ヲ斷行 シテ、 支那-一 一 億/ 資ヲ 

投 * トセ ハ、 其 效果. ャ他 II 力 五 億 乃至 十億 ヲ投ス ル -- モ. 匹敵 ス ルヲ 得へ シ。 是レ 帝國カ 特殊 ナル 關係ヲ 有シ、 特殊 ナル 地位 ヲ 

ぉム ルカ 故 ナリ。 茫然 爲ス ナク、 歐洲戰 後 ヲ待テ 之 力 赏行ヲ 試 ミルト ハ、 其资金ノ3^バ|^ ハ反比例-ー今時ノ五分 一 乃至 十分 一 

二 過 キサル ハ 瞭然-一 シテ、 其 ノ上歐 米 ノ：！ 潜 的 侵略 策ノ 支那 一一 鼓ヒ來 ルァラ ハ、 我 力投 下スル 資金 ノ效 果ハ. 果シテ 幾 干ノ減 

根ヲ ルへキ 力、 識者 ヲ待 タス シテ知 ルへキ ナリ。 故-一 今日 ノ游資 ヲ轉シ テ對支 終 濟ノ茶 礎 ヲ定ム ル ハ、 自他 永 f ほノ 利益 ノ 

^ 一一  至計ト スへ キノ ミナ ラス、 今 ャ絕好 逸 ス へ 力 ラサル ノ機會 ト謂フ へ キ也。 

三、 對支 外交 刷新 案 

大隈 內閣倒 壌の 眞因 は對支 政策の 失敗に あった。 換言すれば、 寺 內內閣 の 出現 は對支 政策の 刷新に あった C 卽ち、 

大隈 内閣 打倒に 活躍した る 伯 は、 寺 內內閣 の對支 外交 策 樹立の ために 奮闘し なければ ならぬ 理由が あつたの である。 


ガ. に 於いて 4^ 內.？ ：閣に 於け る 伯の 重要なる 仕事 は對支 外交、 延いては 外交 一般に！^ る ことにな つた。 その 結果 伯 は 

外交に 關 ししば/ 內 首相に 進言す ると ころあった ので ある。 併し 伯 はか かる 新對支 外交 を 確立す る爲 めに は、 ま 

づ これ を國內 政爭の 外に？ 51 き、 內閣の 更迭に よって 變遷 せざる 一 贯 したる 國策 として 樹立す る こと を、 一 大 急務で あ 

ると なした。 さう して 伯 は、 この 政府案 を三黨 首に 內 示し、 豫め 彼等の 同意 を 得？ はくべし と 主張し、 次の ごとき 手記 

を 作った。 

一 大隈內 閣圓滿 辭職ハ 其 名 一一 シテ、 其實ハ 失政 ノ 引責 ナリ。 然ル 一一 前 內閣ノ 與黨ハ 堅 白 異同 ノ辯 ヲ以テ 其責ヲ 

他 ニ嫁セ ン トス。 現 二 支那 政策 ヲ誤ル モノ ハ 元老 ナ リト聲 言 セリ。 

一 假 一一 今、 支那 政策 ノ 失敗 主謀者 クル 大隈ハ 辭職シ タルカ 故 一一、 其 當事者 外交官 陸海 軍人 ハ其命 ヲ奉シ テ忠實 

一一 職 ヲ盡シ タリ トノ 立論 一一 一歩 ヲ讓ル トス ルモ、 此 主義 ヲ 以テ、 三黨 首領 一一 公然 交涉 シテ、 新對支 政策 ヲ內示 

シテ、 當面ノ 大局 ニ處ス ルノ道 ヲ講セ サルへ カラス。 

然るに 議會 開會期 もやう やく 切迫し、 十二月 十九 日にば、 貴 衆兩院 各派 代表に 對 する 豫算內 示會が 開かれた ので あ 

るが、 政府 はこの 席上、 つ ひに 何等 新對支 政策 を 表徴すべき 案件 を 提示し なかった。 かやうな 始末で は、 前 內閣と 現 

內閣 との 間に は 何等の 差 遠 も 特異性 も 認められぬ やうになる であらう と 懸念した 伯 は、 更に 想 を 凝らして、 「對支 政 

策 本案」 なる 具 體案を 作成した。 しかも この 案に おいて 注目すべき は、 支那 を 救 ふの 新 方策と して、 阿片 對策 を强調 

する に 至った ことで ある。 この 政策に 就いては、 伯 は 天性の 研究 癖を發 禅して、 臺灣 から 資料 を 取 寄せた ほどで あつ 

た。 案の 內容は 左の通り である。  . 
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對支 政策 ノ 本案 

一 、 大隈 内閣 ノ對支 政策 失 败ノ後 ヲ善ク ス ル$^ー 、 先 ッ其ノ 常事 者ヲ 更迭 シ テ、 内外 ノ 人心 ヲ 一新 スル ヲ以テ 最良：^ ト スト ノ說 

一一 對シ、 由 來該當 事 者ハ、 大隈 首相 ノ示 命ヲ 承ケ、 帝 國ノ對 支 政策 ノ實 行- 1 任シ タル モノ ナレ ハ、 假八？ 其事ノ 失敗-一 了ル モノ 

ァリ トス ルモ、 責ヲ负 フへキ 謂 ナシ。 故-一 |g 末ヲ大 隈侯ノ 引返 - 一止 メ、 其 餘ノ關 係 者 ハ姑ク 不問-一 忖ス ヲ可ト スト 言ヒ、 之 rK 

以テ現 內閣ノ 意見 ト スル モノ、 如シト 雖モ、 今次 内閣 更迭 ノ主 WI ハ、 對支 政策 ノ失胶 - 一存 スルヲ 以テ、 新 内閣 ハ當 然ノ 責務 ト 

シテ 根本 政策 ヨリ 改春ス ル所ナ カル へ カラ ス。 若シ此 事ナク ン ハ、 或ハ恐 ル內閣 更迭 ノ眞 意義 ヲ 喪失 スル ノ 誚ァラ ンヲ。 耍ハ 

一 切ノ情 K ヲ 排シ、 首相 ノ 一  斷ヲ 以テ、 舉國 一 致ノ赏 ヲ對支 政策 ノ 刷新 ノ上 二 顯示 ス ル -ー 在リ。 

一、 前^  ノ 意義 ヲ 表明 スル爲 一-、 首相 ハ新 内閣 ノ對支 政策 ノ 大綱 ヲ三政 黨ノ 首領-一 内示 シテ、 意思 ノ渾 和ヲ 阖リ、 之 ヲ以テ 常 面 

ノ 大局 ニ處應 スルノ 道ヲ講 スルト 同時 二、 對議會 政策 ノ 根基 ヲ此 -1 置クヲ 耍ス。 

一 、 豫箅 内示 會ー I 於ケル 形式 一一 於テ ハ、 何等 出色 ノ 精神 並 一一 文字 ナ シ。 寧 n 人ヲ シ テ內閣 更迭 ノ 意義 ヲ疑 ハ シメ、 唯 其 大隈内 

閣ノ規 畫-ー 異ナル 點ハ、 仝豹ノ  一  二 斑 一一 過キサ ルヲ思 ハシム ル ノ感ナ キュア ラサル 力。 延 テ頓テ 智識 階級 ノ 期待 二 背キ、 漸ク 

民心 ノ 倦厭 ヲ來ス ノ  ral トナル 虞ナキ 力。 

一 、 對支 政策 改善 ノ 第一 步 トシ テ、 內外ノ 人心 ヲ 一新 セシ ムル ハ、 蓬 -1 吃緊 事 - 一 屬ス。 而. シ テ赏行 ノ急ヲ 要スル モノ ヲ概 擧スレ 

ハ、 凡 ソ左ノ 如シ。 

第一、 支那 ノ動亂 ヲ挑發 スル媒 アル 我國人 ノー 百 行ヲ 戒メ、 山東滿 蒙-一 於 ゲル 在留 實業家 以外、 所謂 支那 浪人 ト稱 スル 種類 ノ者ヲ 

一 時 歸還セ シ ムへキ 事。 

第二、 帝國ハ 主動的-一 東 f?^ 經濟 同盟 ノ 基礎 ヲ 確立 ス へ キ事。 

第一 一一、 支那 ノ經濟 財政 上- 1 於ケル 困難 ヲ救 濟スル 爲メ、 四國 借款 ノ檢 束ノ外 一-立 チ、 的！^ 济 同盟 ノ基ヲ 開キ、 利植擔 保等ノ 

目前 ノ小 利害  一！ 顧 念 セス、 大ニ帝 S:  ノ 襟度 ヲ示シ テ、 互 資ヲ放 下シ、 以テ 支那 人ノ 心理 狀態ヲ 1 變セシ ムルノ 手段 ヲ講シ 、彼 


等ヲシ テ 不知 不識ノ 問-一 、 自然 -ー 從來ノ 疑惑 惡感 ヲ遣レ シ ムへキ 事。 

第 四、 我 放 資ノ憤 還-一充 ッ へ キ 一 大财源 ハ夫ノ 阿片 漸然 主義 ノ斷 行-一 在ルヲ 以テ、 1#査 立案 シテ 支那 政府 一一 敎示 勸告ス へ キ事。 

第五、 阿片 漸禁 主義 ヲ 支那 政府-一 勸吿ス ル豫備 手段 トシ テ、 英國政 一 交 涉シ、 明年 末ヲ 限リ、 支那-一 阿片 ノ 輸入 ヲ 林-ルス ル英支 

條約ノ 赏施ヲ 見合 ハ サ シメ、 支那 阿片 專賣 制度 ノ下 -ー 輸入 ノ利ヲ 起シ、 日英 同盟 ノカヲ 以テ之 カ效果 ヲ收メ シムル ノ^^^仏ヲ講ス 

へ キ事。 

笫六、 支那 人ヲ 指導 シテ、 特ー 一新 柬洋赏 業 銀行 ヲ 創立 セ シメ、 我國 ヨリ 其 資金 ヲ 供給 シ、 其 報償 ハ 阿片 專寶 ノ收利 ヲ以テ 之ニ充 

當セ シムル 事。 

第 七、 支那-一 於ケ ル誤リ タル 阿片 制度 ヨリ 生 スル假 文明 ノ 虐政 ヲ 排除 シ、 更 --3M 正 人道 ノ 主義 ヲ 徹底的-一 實 行シ、 道義 經濟兩 八. - 

ノ惠澤 ヲ洽カ ラ シ ム ル 新制 ヲ施ス へ ク、 支那 政府 二 勸吿 スへキ 事。 

第 八、 阿片 漸禁 法ハ 人道主義 ヲ 實现ス へキ眞 正文 明ノ 制度 ナルヲ 以テ、 其 赏行ノ 前提 トシ テ、 豫メ  H 英 間-一十 分 意思 ノ 交換 ヲ行 

ヒ 印度 阿片 ノ輸人 ヲ許ス ト 同時 一一、 阿片 漸禁法 ノ斷行 一一 助 カス へ キ 協約 ヲ 締結セ シムル 事。 

以上 ノ 政策 ハ、 歐 洲戰爭 中卽チ 講和 以前 二 於 テ斷行 スルヲ 耍ス。 蓋シ 今日 ハ絕好 ノ機會 -I シテ、 一 日ヲ 緩クス へ 力 ラサル 焦 ノ 

急務 ナリト 信ス。 

この 政策 案 を 作成す るに 當り、 伯 は 大內丑 之 助から 「帝 國之對 支 方針 私議」 と 題す る 調 茶 資料 を 送られ、 これ を讀 

破す るに 及んで、 この 資料の 表紙に 「大體 所見 一致せ り、 ー應 御 一 覽奉願 度 候 也」 として 署名す ると 共に、 その 內容 

についても 自ら 修正 を 加へ、 これ を 別紙 參考 書と して 添附し、 寺內 首相に 提示して 國策 樹立の 爲 めに 考慮 を 促した。 

參照別 断 

對支 政策-一 關スル 所見 

外蒙古、 西藏新 II 等ノ 外藩ヲ 除キ、 其他ノ 部分-一 對シ、 保全 主義 門戶？ I 放 主義 ヲ採ル コト。 
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保 仝お 義ハ 必要 ノ 場合-一 於テ ハ 兵力 ヲ以テ 之ヲ 掩護 スル コト。 

此 ts- 地ョ リ、 從來 支那 ヲ シ テ猗 疑ノ基 W タラ シ メタ ル^ 北 二分 論、 滿蒙 帝^ 論、 滿蒙處 分 論 等 ヲ？？ 道セ シ メサル コト" 又 之 力 

|只 現 ノ 企 1: ヲ 爲サシ メサル コ卜" 

保 仝 ハ 支那 ノ 統一 强 固ト、 經 濟ノ發 達、 及 文化 ノ：^ n 及ト ヲ計ル ヲ 以テ 其方 針ト ナス コトっ 卽チ此 三 大要 件 一一 適合 ス ル施 設ノ 創設，、 

X ハ之ヲ 阻止 妨？ ス ル 施設 ノ錢. 一一  關シ、 助力 ヲ與 フル コト。 

此 見地 ヨリ 内政不干渉、 王義ヲ 臨機 適用 ス ルコト アルへ キ コト。 

支那 ハ外 一一 向テ 十分 ナル 抵抗力 ヲ有セ ス。 故 一一 外 侵 ハ我ゾ W 國 一一 於 テ之ヲ 防護 シ得 ヘシ トス ルモ、 支那 ハ復 タ內 -一 於テ完 仝ナル S 

合 カナシ。 故-一 内潢ノ 虞ナシ トセ ス。 内？ Si 、ハ 復タ外 1^ ノ勢ヲ 誘致 ス ル W タリ。 內&ノ 、王 タル 原 ra ヲ列 擧セ 、へ .左記 國 K 性 ト相俟 

テ凡 ソ左ノ 如シ。 

一 支那 人 (漢人) ハ侗 人、 王 義ナ ルコト (協同 凝集力- -乏シ 黨同伐 異ヲ事 トス) 

C 

一 支那 人ハ 事大、 干： 義ナル コト (已レ 一一 利ヲ與 フル モノ フ 迎合 阿 附ス) 

C 

一 支那 人ハ 物質的 ナリ赏 利 的ナリ 自利 的ナル コト (拜 金、 王義 官吏 富ヲ 集ム、 中 飽贿賂 腐敗 ヲ極 ム、 民人 亦 然リ) 

C 

一 支那 人 ハ！： 家 的 觀 念ナ キコト 

C  、 

一 支那 人 ハ-; 1: 文 卑武ナ ルコト 

一 支那 人ハ 口舌 ノ民ナ ルコト 

一 、 • 共和政 體 ノ適當 セサル コ ト 

漢人 ハ 口舌 ノ民 ナルト 共-一、 黨同伐 異ノ民 ナリ。 大 總統ハ 黨 利害 ノ 外-一 超然 タル 能ハ ス。 然 レドモ 今日 ノ處 奈何 トモ 爲シ難 

ン。 克ク 南北 ヲ 調和 シ- 之ヲ 善導 ス ルノー^ アル ノミ C 一  大德ノ 偉人 出ル -ーァ ラサ レハ、 此政 體ヲ變 スル能 ハサ ル ヘシ。 

二、 兵制 確立 困難 ナル コ ト 


今 =r  ノ各 師^ ハ其ノ 主 將ノ 私兵 ノ如シ c 之ヲ 打破 ス ル ハ.5^::易ノ業-ー非ル へ シ C 特- 一兵 ノ 素質 劣恶 ナリ。 之 ヲ改ム ル亦至 雞ノ業 

タリ。 (唐 末 ヨリ 此風ヲ 馴致 シ、 曾阈 藩ノ湘 軍-於 テ 完成 セリ) 

三、 財政 整理 困難 ナル コ 卜 

支那^ 種租 稅ノ收 人少キ -ー ァラ ス。 官吏 ノ 腐敗 旣 一一 其 大半 ヲ中 飽ス C 外債 多 クシ テ國費 常-一足 ラ ス C 

四、 産業 保護 政策 ノ赏行 W 難ナル コト 

輸出 輸入 稅ノ 改正 、ノ、 列國ノ 同意 ヲ耍 ス。 旣- 一難 事 タリ。 會社經 營ノ材 能 乏シ。 科學 的！？ 識 ヲ缺ク C 

五、 列國ノ 勢力 餘リ -ー獼 澄シテ 支那、 王權ノ 行使 自. e ナラ サルコ 卜 

六、 幣制 ノ 改革 容易 ナ ラサル コト 

七、 阿片 ノ 吸飲 解 トナリ タルコ ト 

十年ヲ 期シ. タル 禁止 ハ 失敗-一 歸 セリ。 何等 癮者 救濟ノ 施設 ヲ ナサ ス C 又 各種 ノ 疾病 治療 機 關ナキ 支那 一一 於テ、 單-ー 阿片 ヲ禁絕 

スルモ 、其 目的 ヲ達 スル能 ハサ ルハ (3 然 ナリ C 阿片 ヲ 林ボ絕 セハ 「モルヒネ」 密輸入 セ ラル ヘシ。 「モルヒネ」 ノ害ハ 阿片 ヨリ 

甚シ。 此 一一 關 シテハ 我 政府 眞 面目 一一 支那 ノ爲- 一計 ル所ナ カル へ カラス。 卑見 ハ 別 一一 之ヲ 開陳 ス ヘシ。 

八、 ^語ノ 不整 理ナル コ ト  ， 

九、 交通 ノ發達 セサル コ ト 

借款 鐵道 布設 セラ ルル 二 至レハ 格別 ナリ。 通路 水路 荒錢 一一 歸セリ C 

十、 警察力 用ヲ 爲サス 保安 ノ實舉 ラサル コ ト 

十 一 、 鹿賊、 祕密 結社 ノ多キ コ r 

十二、 衞生設備ノ比^！無ナル コ ト 

十三、 文化 並" 及 機關ノ 不充分 ナル コト 
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以上 ノ如 ク、 支那 ノ 統一 强固ト 經濟ノ 發達ト ヲ計ル -ー 多大 ノ 障碍 ァリ。 列舉ノ 一  事項 ト雖 之ヲ 改善 スル ハ 容易 ノ 事業-一 非ス。 然 

レ トモ 我 邦 ハ此等 支那 ノ 政治 上、 ま濟 上、 社會上 ノ關係 一一 付 一定 ノ計 畫ヲ 定メ、 著々 之 カ實行 ヲ期ス へキ ナリ。 

此計 畫ノ實 ハ徐々 一-之 ヲ期 スルノ 外ナシ ト雖、 日本 ハ其間 赏カヲ 具有 ス ルノ 準備 ヲ爲 シ、 列 强ヲシ テ 東洋 ヲ 覬觀セ シメサ ルノ耍 

ァリ： 惟フ -ー實 カノ 後援 ナケ レ ハ、 正義 公道 モ之 ヲ行フ -I 由 ナケレ ハナ リ。 卽チ 日本 ノ大 方針 ハ 正義 公道 -ー 由リテ 亜. ifo^ 人 ノ亞. 

細 亜 主義 ヲ實 現セシ ム ル -! 在リ" 若シ 支那 -- シテ 到底 統 一 スル能 ハス シテ、 内潢 スルノ 止ムヲ 得サル 場合 二 至 ラハ、 日本 代リテ 

之ヲ統 一 ス へ キナリ C  .  . 

支那 ヲ 保仝シ テ之ヲ 統一 强固ナ ラシ メ、 又 其 經濟及 文化 ノ發達 ヲ計ル 帝^  ノ大 方針 ハ、 一面 之ヲ 英露佛 米 等 々 -ー 協議 聲明 ス ル ト 

共 二  、 他面 支那 一一 帝 國ノ此 眞意ヲ 諒解 セ シ ムルノ 必要 ァリ。 此 場合 一一 於 テ尤モ 注意 ヲ要ス ルハ、 支那 一一 在リ テハ、 

一 、 日本 ヲ蠻 夷視シ タ ル舊習 未 タ仝ク 除 力 ス、 日本-一 比スレ ハ歐米 ハ更二 優秀 ナリ トノ 思想 ァ ル コ ト 

二、 支那 人ハ 一 面 非常 ナル 事大主義 者-一 シテ、 他ノ 一  面復タ 非常 ナル 虚榮 漢ナリ 故- K 一 ) ト共 一一 歐米ノ  一  ニ國 一一 倚ラ ント ス ル ノ 

傾向 ァ ルコト 

三、 日本 ノ 誠意 ヲ疑ヒ 、動 モス レハ 以夷攻 夷ノ策 ヲ採ル ノ虞 アル コト 

日本一 I 在リテ ハ此 大方 針ヲ定 ムルト 共，！、 

一 、 支那 ノ統 一 發達ヲ 妨碍 シ又 ハ其 妨碍 ヲ煽 動セ シメサ ルコト 

二、 支那 人ノ 惡感ト 猜疑 卜ヲ 惹起 ス ル ノー 百 論 又 ハ所爲 ハ努メ テ之ヲ 避 クル コ 卜 

是 ナリ。 由来 我邦ハ 支那 トノ 地理 的關係 上、 支那 人トノ 交際 多キヲ 以テ、 人 一一 ヨリ テ各 其 立場 ト關係 トヲ異 一一 シ、 意見 區々、 

容易- 1 一  致セ ス" 卽チ 宗社黨 ァリ、 南方 淤ァ リ、 北方 淤ァ リ、 帝政 派 ァリ、 個人 崇拜 (寧 C2 利用，) 派ァリ C 此等ノ 徒ト相 俟テ、 

新聞紙 ノ不誘 愼ナル ァリ。 以上 ノ 方針 ヲ 徹底 セント セハ、 大- 一登 悟ス ル所ナ カルへ カラス。 

以上 ノ方 針ヲ 確立 シタ ル上、 我 官民 ノ採ル へ キ 方針 ヲ左 ノ如ク 定ム ルコト つ 


支那 -I 於ケ 我 終 凍：？. 力 カノ 扶植 

第 一 、 鐵道ノ 布設權 ハ 、 我 勢力圏 タル 滿洲及 福 州 极據卜 シ テ、 之 力 得 -ー努 ムへキ コト。 

一、 江 西^ 九 江 ョ リ 南1„«： ヲ ！^ァ 福州^15^州潮州廣東 二 至ル線 

二、 龍 口 ヨリ 濰縣诉 州徐州 州 ヲ經テ 河南^ 信 陽 至 ル線並 信 陽 ヨリ 九 江-一至 ル線 

11 一、 熱 河 ヨリ 北京 ヲ經太 原-一至 リ 河南 洛 陽-一至 ル線 並洛陽 ヨリ 信 陽-一至 ル線 

四、 濟兩 ヨリ 順德ヲ 經テ熱 河洛陽 線-一 接 續スル 線 

五、 福 州 ヨリ 浙江 省-一至 ル線 

六、 潮 州 ヨリ 赣 州-一至 ル線 

七、 熱 河 ヨリ 化 ヲ經テ 天津-至 ル線 

備考 以上 ノ線ハ 赏杏シ タル モノ  -I ァラ ス。 從テ變 更ヲ 要スル モノ アル へ シ。 又 列國ノ 獲得 シ タル 布 設權 ト杆 格スル モノ ナ 

キ ヲ保セ ス。 

八、 天 律、 汕頭又 ハ龍ロ 等  一 I 海陸 速 絡 設備 ヲ ナス 方針 ヲ採ル コ ト 

九、 京 奉鐵道 ハ之ヲ 我-一 收ムル 方針 ヲ採 ルコト  . 

十、 連山 灣ノ 築港 ハ我 -ー 於テ又 ハ我 借-ほ- IH リ之 ヲ行フ コ ト 一一 努力 ス ル コ ト 

第二、 束洋及 南洋 印度 ノ 航海 櫂ヲ 我-一 收 ムレ ノ 永久 的 方策 ヲ立 ツル コ ト。 特-ー 支那-一 於ケル 沿海 河川 ノ 航行 權ヲ シテ 優越 ナル地 

位ヲ 確保 セ シムル ノ 方針 ヲ定 ムル コト。 

1 、 支那 ノ港灣 河川 一- 於ケ ル 設備 ハ、 我 二 於 テ機會 アル 每 - 一之 ヲ 收メ、 (单頭 桟橋 倉庫 ノ如 キ之ヲ 買收ス ルノ 方針 ヲ採ル コト) 

又ハ自 ラ之ヲ 施設 シ、 若ハ 支那 政府 ヲ勸 誘シ テ、 我ヲ ン テ經 t 山セシ ムルノ 方針 ヲ採 ルコト 

二、 日本 船舶 ノ多數 出入 スル 港灣二 於ケル 水先 案 內ハ、 機會 アル 毎 二 邦人 ヲ聘 用セシ ムルノ 方針 ヲ 採ん コト 

笫三章 寺內 内閣 時代  六 五三 


笫ニ節 政綱と 政：^  六 五 四 

第三、 支那 ノ 開放 地-一有 望 有利 ト認 ムル 製造 工業 ヲ經營 スルノ 方針 ヲ採ル コト。 支那-一 經營ス へ キ此等 工業 ハ、 從來 ノ不成 Ig- 一 

鑑ミ、 日 支 合 辦ノ不 得 止 場合 ノ外、 日本 ノ草獨 資本 終營ト ナス コト。 尤モ 支那 人-一 シテ、 我 3M 意ヲ 諒解 シ、 合辦 ヲ望ム 場合 二 

至 レバ 合辦 事業 ヲ主ト スル コト。 

第 四、 支那 各 都市-一 於ケ ル電燈 電車 電話 冗斯 水道 等 ノ利植 獲得 ヲ計ル コト = 

第五、 鐵鑛 石炭 ヲ主 トシ、 其他ノ 鑛業權 獲得 一一 努ムル コト。 

第 六、 農業 ノ 改良 ヲ計ル コト。 此事 容易 ノ業 一一 非 ルモ、 先 ッ滿洲 二お リテ ハ 大豆 ノ 改良、 („ ^一; 一 M シ) 山 東-一 在 リテハ 棉花 ノ改 

良 ヨリ 始メ、 其 有望 ト認 ムル 農産物 ノ改- 良ヲ企 テ得ル 場合-一 於テ ハ、 其 货 行-著 手スル コト。 改良 ノ  if ス行ハ 他-一 適 I ほ ノ經營 者 

ナキ 場合 一 I 於 テハ、 此等" si^ 產品 取扱 ノ 商人 ヲ シテ、 合同 シテ 之-一 常 ラシ ムル コト。 

第 七， 商業 ハ 支那 貿易 ノ 趨勢 ヲ 察シ、 蜜勵 努力 新 市場 ノ il 拓 -ー努 ムルト 共-一、 我 商人 ヲシテ 支那 商品 ノ外 國賀 易、 卽チ 日本 以外 

ノ國際 貿易 -ー 從事セ シムル ノ 方針 ヲ採ル コ ト。 

一 、 新 市場 ノ 開拓-付 テ ハ、 日 支 協約 一 一定 メタル 山 東せ ノ 重要 地ヲ速 一一 開放 セ シメ、 從來ノ 開 市場 一一 シテ我 商業 勢 カノ 進人セ 

ザル 所-一 於 テハ、 適常ノ 方法 ヲ講 シ、 業ノ？ 達ヲ 計リ、 ， 何機會 アル 毎 一一、 支那 內地ノ 重要 都市 ヲ 開放 セシ ムルノ 

ト， 7,,:;^ レ コ 、 0 へ 福 建^ 一一  我 勢力 ヲ扶 植ス ル 爲同ン  . 

ヲぎ Z コ ー  i-^ ノ 都市 ヲ 放セ シムル 必要 )  - 

第ん、 支那 一一 於ケ ル f  #社 等ノ充 i 一  ヲ 計リ、 自殺的 f ヲ f シ メサル n ト。 き fl 其 他, 舰紅會 神 1 げ f 絞 f 的洒艇 

ヲ採ラ シン 

ム ルコト 

支那-! 於ケ ル我 文化 ノ  |3 及 

從來我 政府 ハ 支那 人 ノ 文化的 開發 ヲ等閉 一一 附シ タル モ、 齐國ノ 經驗- 一依 レハ、 終 濟上ノ 勢力 ハ. 精 祌上ノ 勢力-一 追 隨シ兩 者 勢力-一 

政治 上ノ 勢力 從フ ヲ常ト ス。 B 本ノ 文化 ハ ni 本 有ノ 文化 -ー 支那 ノ 文化 ヲ採リ テ之ヲ 同化 シ、 後西 洋ノ 文化 ヲ採リ テ之ヲ 東洋 化 

シ、 乂ハ シッ、 アル モノ ナルヲ 以テ、 支那 人 ハ之 一一 對シ、 侮蔑 ノ念 ブ懷ク ノ 傾向 ナ シ トセ サ ルら、 我 文化 ハ 根本 思想 一一 於テ 支那 


-. 略 同 I ナルノ ミナ ラ ス、 西洋 文化 採 川上 幾多 ノ 終驗プ 重ネテ 同化 シタ ル モノ ナリ C 特-ー 同文 十 ル ヲ 以テ、 支那 ハ之ヲ 採 ffl ス 

コ ト 西洋 文化 ノ比 -I アラス。 我邦ハ 束西ノ 文化 ヲー爐 -I 融化 ス ル ノ 使命 ヲ有ス ルヲ 以テ、 此點 向 テ大- 一 努 カス ル ノ 必要 ァ 

此 OJ- 地 ヨリ 左ノ 施設 ヲ ナス コト。 

第一 、 支那 內 地-一 院 學校ヲ 設立 ス ル コ ト。 

一、 旅顺ェ科學堂ヲ大；^子トシ、 も トシ テ 支那 人ヲ敎 育スル コト 

二、 應醫學 堂ヲシ テ、 主ト シ テ 支那 人ヲ敎 育セ シム ルコト 

三、 -鄒 家 屯 一- 滿蒙人 一-邦語 ヲ敎 投スル 學校ヲ 設立 スル コト 

四、 萌院ハ 赤十字社 ノ 事業 トン テ、 之ヲ 支那 ノ適 赏ナル 地-一 經營ス ル コ ト、 支那 トノ關 係 上、 赤十字社 事業 ト ナス ノ闲 難ナル 

場合 -1 於 テハ、 適 常 ノ侗 人乂ハ 副體 ノ 經營ト ナス コト 

第二、 日本 留學 生-一 對シ、 相 常 保護 ノ 方法 ヲ 講スル コト。 此等 留； f 生ノ敎 校- -關シ テハ、 赏該學 校長 等-一 我 政府 ノ對支 國是ヲ 知 

ラシ ムル コト 0 

第三、 支那 二 於ケル 立法 事業 ハ、 主要 問題 ノ 一  ナリ C 我 政府 ハ 支那 ノ 司法 二 關スル 法令、 舊惯ヲ 調杏セ シメ、  (4lff!; け ひ ■ 

II ム」 支那 特殊 ノ事 頃ヲ除 タノ 外、 日本 ト其 法理 ヲ 共同 ナ ラシ ムルノ 目的 ヲ以 テ、 支那 ノ 立法 事業 ヲ 指導 スルノ 方針 ヲ採ル 

コト。 

第 四、 支那-一 於ケル 動植物、 地質、 建築、 ^史、 哲學 等、 學 術上ノ 研究 ヲ爲シ 東西 文明 融合 事業 一一 資ス ルノ計 賓ヲ立 ツル コト。 

第五、 上海、 北京、 率 天 一一 漢字 新聞 ヲ經 營シ、 我 帝國ノ 國是ヲ 周知 セ シム ルコト C 

上海-一洋 字 新聞 ノ發行 ヲ計ル コト C 

以上 ハ i 力 ヲ漸ヲ 逐フテ 平和的-一 扶 桢スル 所以 ナリ 卜雖、 (！^ 删& ^ &聽 t プ S) 之-一 對シ 反對論 モ 亦少 シ卜 セフ； 卽 キ 支 

那ノ 開 發ハ開 發者ノ  R 殺 作用 -I 過 キス トノ 論、 又 人種 競爭上 支那 ノ 復活 -ー 協 カス ルト、 協力者 對スル 兵器 ヲ鑄造 セシム ルト同 

笫ー 一一 章 寺. S 内閣 時代  六 五 五 


第二 節 政綱と 政策  、 六 五六 

シト ノ論是 ナリ。 歐米 人中 或ハ如 此意圖 ヲ有ス ル者ナ シト云 フ可ラ ス。 彼等 ハ其 異種 族 異宗 敎ノ國 民ヲ^ 發セ ス シテ單 二 之 ヨリ 

利益 ヲ fti- スレハ 足ルト ナス-一 ァ ラン モ、 我 國ハ 其 存立 上、 支那 ノ開 發ヲ 必要 ト^ス モノ ナレ ハ、 從來外 國ノ放 資又ハ 文化 普及 

一- 關シ 有スル 支那 人ノ- 誤解 ヲ釋ク 一- 努ム ルト共 一一、 誠意 アル 放資及 文化 普及 ノ大ニ 歡迎ス へ キ 所以 ヲ悟ラ シ ムルヲ 耍ス。 

第 六、 支那 ノ 中央 及 地方 政府 -ー 各 政務 顧問 ト シ テ 日本人 ヲ 俯聘セ シムル ノ方釙 ヲ取ル コ ト 並稅關 吏員 モ 貿易 ノ^ 加 -I 伴ヒ 之ヲ增 

加セ シムル コト。 

第 七、 兵器 ハ日支 交 涉ノ際 提出 シ タル 條 件又ハ 其他ノ 方法 一一 W リ、 支那 一一 ^給 スルノ 方針 ヲ講 スル コト。 

邦人 ノ對 支那 人 態度。 

一、 支那 人ハ E 本ヲ 海外 ノ鱗 介視シ タル 舊習 未タ除 カサル コト 

一、 支那 在住 ノ邦 人中、 鯉 濟上敎 育 上 風俗 上 支那 人 一一 劣 ル者少 力 ラサル コト 

1、 支那 在住 ノ邦 人中、 往々 支那 人； 一 財 產上ノ 不利 ヲ被 ラシ メ 平然 タル 者 アル コト 

1 、 支那 在住 ノ邦 人中、 國賊 的行爲 ヲ敢テ ス ル者ァ ル コ ト 

一 、 支那 內地邦 商人 中、 不正 業又ハ 醜業 ヲ營 ム者ァ ルコト 

此等ハ 支那 人ノ 邦人 侮蔑 ノ 事由 トナル モノ  -ー  シテ、 滿洲 地方 一一 於 テハ露 國籍稱 太 人等ヲ 除クノ 外、 他ノ 西洋人- 1 ハ此ノ 種 ノ者ナ 

シ。 是 邦人 ノ對支 人 態度 ハ、 之 ヲ歐米 人ト異 別-一 セサル 可 ラサル 所以-一 シテ、 又 其 異別ノ 取扱 支那 人 ヲ滿足 セン ムル 所以 也。 

邦人 ノ多 數モ 支那 人 二 對シ テ ハ、 常 二 劣等 民 ヲ以テ 之 ヲ待ッ モノ 多シ。 特 一一 下級 邦人 ノ 支那 人 一一 對ス ル 行動 ハ、 頗ル 矯正 ヲ耍ス 

ル モノ ァリ。 惟フ  一！ 個人 ト 個人 トノ親 蕃ハ、 我 商業 我利 權ヲ發 展セシ ムル 好個 ノ 媒介 ト成ル モノ ナルヲ 以テ、 誠意 ヲ以テ 彼 _7 遇 

スへキ ナリ。 徂シ 彼-一 シ テ 不正 不通. ノ舉ァ ル トキ ハ、 亳モ 假借ス ル所ナ カルべ キ ナリ。 個人 間ノ 親善 關係 牢固 ト シ テ拔ク へ カラ 

サルニ 至 ラハ、 政府 問 ノ關係 ニ^ 離ヲ. Ih: ス ルモ、 其 影響 ス ル所極 メテ小 ナルへ キ也。 今對支 國是ヲ 定ムル  一二お リ、 特 -I 邦人 ノ對 

支 人 態度 ノ 改善 ヲ要ス ルハ、 論ヲ俟 タス シ テ明 ナリ。 


四、 豫 |# 編成 

寺 內內閣 の 成立した る 十月 は、 所謂 豫算 編成 期であった。 各省 豫箅案 は 八月の 交に 出揃って、 大藏 省との 交 涉を開 

始し 十月、 十一月の 頃に は 大抵 編成 を 了す る を 常と する。 

故に 寺 內內閣 は 其の 成立の 初頭に 於いて、 自己の 豫算を 編成し なければ ならぬ 苦境に 在った。 僅々  一、 二 箇月 を も 

つて、 各省 豫算 を根牴 より 再檢 討す る こと は、 到底 不可能で ある。 と 言って 前內閣 の豫算 全部 を 其の儘 踏襲す るので 

あって は、 內閣 更迭の 意義 を爲 さないで あらう。 寺 內內閣 の 苦心 は其處 にあった。 殊に 仕事 好きの 伯の 苦心 も 亦其處 

にあった ので ある。 

また 一方、 大 隈內閣 打倒の 表面の 原因 は、 貴族院に 於け る 所謂 「還元の 說」 にあった。 卽ち 減債基金 を 元に 還して 

五 千 萬 圓と爲 すべし とい ふので ある。 その 上院の 立 役者の 一 人 は 田 健治郞 であった。 ゆ ゑに 田 は 如何にして もこの 減 

債 基金 問題 だけ は、 翌年 度の 豫算に 於いて 片付けて 置かなければ ならぬ 政治 上の 責任 を 感じて ゐ たので ある。 「田 健 

治 郞傳」 a 一一 一  四 頁) は 次の ごとく 記して ゐる C 

十一月 一 日 田 男 は內務 省に 於け る 地方 官會議 に 臨みて (中略) 訓示 をな し、 叉 後藤 內 相と 減債基金の 復活、 海軍 

財源の 按出 方法 を內議 し、 轉 じて 大藏 省に 到り、 勝 田 次官と 同 問題 を 協議し、 其の 結果 を覽 らして 翌 二日の 閣議 

に 提出し、 左の 三 項 を 決定した。 

一、 鐵 道の 財源 は 一般 會計 借人の 方法 を 改めて、 之 を 公債 財源に 移す 事。 

第三 章 寺 內內閣 時代  六 五 七 


第二 節 政綱と 政策  六 五八 

二、 右の 減額に 依りて 得る 所の 二 千 萬圓を 移して、 減債基金 を 復活し 五 千 萬 K となす 事。 

コー、 七 年度 以降の 海軍 補充 財源 は、 勉めて 一般 會 計に 就て 其の 新 財源 を 求め、 減債基金 五 千 萬圓を 維持す る 事。 

但し 萬 止む を 得ざる 場合に 於て は、 其の 幾分 を 減す る こと あるべ し。 

かくして 二日の 閣議 決定に 基く 三 項目が、 大正 六 年度 豫算 案の 特徴であった。 何と なれば 各省 豫算案 はこれ を 精査 

編成す る 時日な き爲 め、 前 內閣の 豫算を 踏襲す る. ことにな つたから である。 

伯 も 勿論、 田の この 三 項目に 對 して は 賛意 を 表した。 しかし 伯 は、 それより 更に^ 極 的なる 各種 條項 を、 新 豫算の 

內に插 入 せんとして 苦心した。 然ら すん ば 新內閣 成立の 意味 を爲 さす、 また 民心 內閣 より 去るべき こと を 憂へ たので 

ある。 その 伯の 豫算 に關 する 意見 は、 次の 覺 ま曰 の 通りであった。 

■1、 豫備金 增額ハ 不當且 愚策 ナ ルガ 故-一、 其 五 百 萬圓丈 削減 スル コト。 

一 一、 鐵道 公債 募集 ノ計畫 一一 依リ、 预 金 部 同 貸付金 及 一 般會計 同 貸付金 ヲ 返濟シ 5 はク コ ト。 

三、 減債基金 繰 人 額ヲ五 千萬圓 一一 增加 シ、 一半 (三千 萬圓) ヲ外 倩惯還 一一 使用 シ、 他ノ 一半 ヲ 日本銀行 及 他ノ大 

機關 一一 保有 セ ラル、 內國債 ノ惯還 一一 使用 シ、 以テ此 等 ヲシテ 外債 叉 ハ外國 證券 ヲ買人 レシ ムル コト。 

四、 在外 正貨 ノ增 加ハ、 東洋 經濟ノ 中心 市場 トナル へ キ 本邦 ノ 前途 ヨリ 見テ、 最 モ悅フ へ キ コ ト ナリト 雖モ、 爲 

メ 一一  目下 ハ 兌換券 過度 ノ膨 騰ヲ來 シ、. 且 ッ外國 爲替騰 中： 只ト相 待テ、 輸出？ 0;3^ ヲ 抑制 シッ、 アル 力 故 一一、 之レカ 

處分ハ 成ルへ ク外國 證券 ノ購人 一一 使用 シ、 以テ 一面 正货 維持 ト均 シキ效 架、 否 ナ更ラ 一一 ー僵 有利 ナル效 果ヲ擧 

クルト 共 二、 他面 一一 於テ 兌換券 ノ 膨股ヲ 防キ、 且 ッ爲替 ノ騰贲 ヲ^ 正セシ ムへキ コト。 


五、 海^ 摘 張 財源 ノ 不足 ハ、 前記 豫備金 增額ノ 削減-一依 ル五百 萬圓ノ 外-一、 歳計 ノ 節約 一千 萬 圓ヲ^ 出 シテ之 二 

充ッ へ キコト 、シ、 若シ年 一一 依リ尙 不足 ス ル 場合 一一 限リ、 減債基金 ノ 一  時 使用 ヲ許ル スト スル コト。 

六、 減債基金 ハ 主義 トシ テ、 原則 トシ テ當分 ノ間五 千萬圓 トス ルコ トヲ立 明シ、 而 カモ戰 爭又ハ 軍事 一一 關シ、 增 

稅スラ 避ケ難 キ程ノ 必要 費起ル トキ ハ、 一 部叉ハ 全部 ノ 流用 ヲ許ル スコ トー 一定 ムコ ト。 

七、 鐵道 政策 ハ、 地方 開發及 農家 副業 獎勵策 一一 適 應セシ メン爲 、普及 主義-一重 ヲ © キ、 私設 線 及輕便 鐵道ノ 補助 

普及 一一 努ムル コトヽ ナス コト。 

八、 經濟 調査 會等諸 多 ノ調查 會ハ成 ルへク 速 一一 打 切リ、 更 一一 將來ハ 外 國ノ實 例 一一 傲ヒ 商業 會議 所、 帝國 農會、 銀 

行 集 會所及 工業界 ノ上 一一 位ス へ キ、 且ッ 之ヲ統 一 ス へ キ 高等 經濟 會議ヲ 設置 シ、 此等諸 璣關ノ 代表者 及 學者ヲ 

以テ 議員 トシ、 別 一一 調査 部ヲ附 5 乎ン、 之レ 一一 學者ヲ 網羅 シテ、 內外 ノ經濟 狀況ヲ 調茶セ シメ、 諸般 ノ經 濟策ヲ 

立案 セシ メ、 權威 アル 高等 經濟 會議ノ 成案 トナ シ、 以テ 目下 不統一 且ッ 相互 矛盾 スル 商業、 工業、 農業、 交通 

業、 金融業 並 一一 殖民 地 產業ノ 政策 ヲ 統一 スルヲ 期スル コト。  - 

九、 參政宫 制度 ハ之 ヲ廢 止シ、 別 一一 各省 一人 ノ學者 的 人才 ヲ 採用 スルノ 制度 ヲ設 クル コト。 

一 〇、 對支 政策 ハ先ッ 彼國ノ 財政 經濟ヲ 整理 改善 スル ヲ要ス ルカ 故 一一、 本邦 正貨 充溢 ノ 好機 ヲ 利用 シ、 彼レ 一一 贷 

付 的 援助 ヲ與 フルト 同時 一一、 財政 經濟ノ 顧問 ヲ派 シ、 名望 及學識 一一 於 テ諸外 國人ノ 均シク 認ムル 大家 ノ手 ヲ以 

テ誡實 一一 彼レノ 改善 整理 ヲ行 ハシム ルコト 。併 セテ 彼國人 一一 收稅、 會計及 銀行 事務 ヲ 指導 ス へ キ機關 ヲ設ケ シ 

メ、 實 務者ヲ 養成 ス ル コト。 
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しかしながら 伯の 苦慮 焦心 は、 遂に 其の 年の 豫算に は 效果を 奏せす して、 內閣は 何等 新規事業 費 を 計上す ると ころ 

なく、 平凡なる 豫算を 議會に 提出した。 尤も 其の 議會は 解散と 爲 つたた めに、 此の 豫^ は 結 W に 於いて 實 施せら るる 

機會は 無かった ので ある。  .  ， 

伯 はこの 志 を 行 ふが 爲 めに は、 更に 一 年 を 待たなければ ならなかった。 

五、 財政 計畫私 見 

此の 機會に 於いて、 引續き 伯の 寺 內內閣 に 於け る 財政 的獻 言の 物語 を 完結して S はかう。 それ は翌六 年の 夏、 大正 七 

年度 豫算 編成の 際に 伯の、 首相 及び 藏 相に 示した 財政 意見の 颜末 である" 

前 田 多 門 は 「伯 は 寺 內內閣 時代に 勝 田 主計さん を大藏 大臣に 就任させる 爲め、 大變盡 力せられ た。 間もなく 勝 田 さ 

んは藏 相に 就任され た」 と 語った が、 大正 五 年 十二月 十六 日 勝 田大藏 次官が 藏 相に 親任され るまで、 藏 相の 任務 は 首 

相兼攝 であった 關係 上、 伯 はしば く 首相に 對 して 財政 意見 を 述べた。 從 つて 勝 田 主計が 藏 相に 就任して から 後 も、 

伯 は 絶えす 帝國 財政の 前途に 對 する 關心を 失はなかった。 左に 揭 ぐる 「大正 七 年度 財政 計 劃」 一 對スル 私見」 -は 未定稿 

では あるが、 伯 はこれ を 首相に 提出して 建策した ものであって、 以て 伯の 財政 計 畫に對 する 意見の 全貌 を 窺 ふに 足る 

ものが ある。 

大正 七 年度 財政 計 劃- 1 對スル 私見 

明年度 财政計 劉 ヲ立ッ ル - 一方 リ、 特 一一 注意 ヲ耍ス ル 事項 甚タ 多シ。 今 其 主 耍ナル モノ ヲ舉 クレ ハ左ノ 如シ。 


一、 本年 变豫^ 不成立 ノ後ヲ 享ケ、 新-一 施設 經營ヲ 要スル 事業-伴 フ 一般 經资ノ 加。 

二、. 四圍ノ 形勢 -ー 鑑ミ、 國防ノ 必要 二 墓キ、 海軍 計劃ノ 基礎 ヲ 確立 スル コト。 

三、 歐洲戰 役ノ實 驗ト、 兵器 兵 具ノ進 步ト- 一伴 ヒ、 陸軍 ノ 改良 其ノ他 必要 ナル 施設 ヲ要 スル コト。 

四、 普通 敎育 費-一 對スル 國庫捕 助^ 額ノ 必要。 

五、 歐洲 戰役ノ 推移-一 顚ミ、 我 臨時 軍事費-一 相 常 整理 ヲ加 フル ノ 必要。 

六、 正貨 激^« 並爲替 資金 缺乏- 一 對シ、 適 常ナル 調節 方法 ヲ講 スル コト。 

七、 物貨 墩變- 一基 ク 諸般 ノ 影響 ヲ 考察 シ、 之カ對 策ヲ講 スルノ 必耍。 

八、 财政ノ 必要 ト終 濟界ノ 變遷ト 一- 應シ、 租稅 制度-一 改. 良ヲ加 フル ノ 必要。 

以上 諸種 ノ 事情 ノ下 一- 立テ、 明年度 財政 計 劃 ヲ定ム ルハ、 極メテ 困難 一一 シ テ、 且其ノ 計 劃 如何 一一 依テ、 將來 ノ财政 ハ固 ヨリ 一般 

經濟 一一 及ホ ス 影響 颇ル 重大 ナル モノ アル 力 故-一、 最モ愼 重ナル 攻究 ノ 必要 ヲ 認ム。 

顧フ 一- 豫算ノ 編成 ハ、 大正 初年 以降 多事多端 ノ 時代 ヲ經 過シ、 殆ント 一 囘モ完 仝ナル 豫算ノ 成立 ヲ 見サル ノ有樣 ナリ。 大正 初^ 

度. 豫 算ハ、 當 時內閣 成立 ノ 際-一 會シ、 前年度 豫算 踏襲 ノ 形式 ヲ以テ 僅 力 一一 編成 ヲ終 リ、 二 年度 豫算亦 前年度 豫箅路 襲 ヲ以テ 編成 

スル ノ已ム ヲ得サ ルー 一至 リ、 三年 度 豫算ハ 不成立 ト ナリ、 四 年度 豫算 同シク 不成立 ノ 運命- 「陷 リ、 五 年度 豫^ 一一 至 リテハ 俺 力-一 

成立 ヲ見 タリ ト雖 モ、 其ノ 編成 ハ 姑息 ヲ 極メ、 其ノ 成立-一 付 テモ、 議會- 一 於ケル 論難 ノ閗 一-幾多 ノ 修正 ヲ經 タリ。 本年度 豫^ ハ. 

議舍 解散 ノ結 杲遂 不成立 -ー終 レリ。 斯ノ如 ク頻年 豫算ノ 編成 並 成立 力 異常 ノ狀態 -ー 陷 リタ ルヲ以 テ、 明年度 豫葬 編成 -! 付 テ ハ 

幾多 ノ 整理 改 -M  ノ 必要 ァ ル ノ ミナ ラ ス、 多年 荒 怠 一一 歸シ タル 施設 - 一尉 シ、 之 力 實行ノ 方策 ヲ立ッ ルノ 必要 ァリ。 隨テ之 力 爲新规 

經費 ノ^ 加ハ 事情 已ムヲ 得 サル所 ナリ。 

海軍 製 艦 計 劃 ノ 變更及 陸軍 一一 於ケル 諸般 ノ 改良、 其ノ 他應急 ナル 施設 一 I 對スル 必要 ナル經 費ヲ、 明年度 豫算 -ー 計上 スルノ 要 アル 

ハ論ナ キ所ナ ルカ、 歐洲戰 役 ノ實驗 一一 徵シ、 帝國對 外關係 ノ變革 一- 鑑ミ、 將來數 年 一一 互リ、 國 防費ノ  激 ナル^ 加ヲ ル へ キ ハ 
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明 カナ ル所ナ ルカ 故-一、 明^度 豫箅 編成-一際 シテ ハ、 啻-ー 應<.6 ナル 終費ノ 計上 ト其 ノ财源 調達 ト 一一 付テ 攻究 ス へ キノ ミナ ラ ス、 

帝國 將來ノ 大計 一 1 墓キ、 之 カ财源 ヲ豫メ 準備 スル ノ 必要 ァリ。 我 阈布來 ノ财源 タル 租稅 中、 將來 阈费ノ I 加 - 一伴 フ 彈カァ ル モノ 

ヲ求ム ルモ、 其ノ 種類 甚タ乏 シキヲ 以テ、 現行 稅制ノ ミ- 一基 礎 ヲ置ク トキ ハ、 忽チ- ーシテ 财政ノ 窮迫 ヲ訴 フル-一至 ル ヘシ。 故- 1 

今日 一一 於テ適 C:£ ナル 稅源ヲ 求メ、 將來 ノ國费 ^加 一一 對シ 豫メ備 フル JW アル -I ァ ラサ レ ハ、 阈 運發展 上意 外ノ障 礙ヲ生 スル ノ虞ァ 

敎育 費國庫 補助 -I  ^ 額ヲ 施スノ 必要 ハ明 カナ ル 所-丁 ンテ、 明年度 .豫^  相 常 金額 ヲ 計上 セ サ，， レヲ得 スト 雖モ、 财政ノ  K 況- 一顧 ミ 

之 ヲ相常 程度 一一 止メ、 將來 漸次， 射額ノ 方針 ヲ立ッ へ シ C 而 シテ齊 通敎靑 費 ハ國庫 支辦ヲ 方針 ト スへ キヤ、 或ハ 地方-一 對ス ル國庫 

補助 ヲ 本則 ト スへ キヤ ハ、 最モ愼 重 ノ判斷 ヲ耍ス ル 問題 ナリ。 徒ラ -ー獨 庫 支 辦ノ美 名 -ー 捕ハ レ、 並 M 通 教育 上 弊害 百出 ノ端 ヲ啓ク 

カ如キ ハ、 深ク 注意 セ サル へ カラス。 

臨時 軍事費 ハ、 常 初 ヨリ 剩 餘金ヲ 财源ト ス ル ノ計 劃-一 シテ、 今 E 迄 之 ヲ實行 シ來リ タル モ、 此 ノ如キ ハ财政 計 劃 ノ不確 赏 ヲ來ス 

所以 ナルノ ミナ ラ ス、 戰役關 係 ノ！^ 费ヲ、 常 初 ヨリ 不川 意ノ 問-一虚 现セ ム トシ タル ハ、 共 タシキ 失態 ト認メ サルヲ 得ス。 抑戰役 

？ I 始以來 旣-ー 三歲ノ お： 霜 ヲ！^ 過シ、 我 國 カ費シ タル 所旣 -I 少額 ト謂フ へ カラ ス。 最近 ノ 趨勢 一一 徵ス レ ハ、 今後-: 1： 相 (： に 牛 =: ノ繼績 

ヲ豫期 セサル へ 力 ラサル ノ ミナ ラ ス、 帝國ノ 軍事行動 ノ iHi: 域 並 仟務ハ 漸次 擴大 セラ ルル ノ 形勢 ァリ。 或ハ 意外 ノ事變 發生シ テ、 

特殊 行動 ノ必 要ヲ a- ル ナキ ヲ保シ 難シ。 隨テ 臨時 軍事 费ヲ 剩餘金 -ー ノ ミ據 ルカ 如 キ姑ま ノ計劃 ヲ以テ シ テ ハ、 聯合 諸國 共同 作戰 

ノ 目的 ヲ 達シ、 帝阔 ノ 仵務 ヲ 完令： 一一 遂行 スル上 一一 於テ 遗憾 ナキ ヲ期シ 難シ。 故 一一 臨時 軍事費 ハ 之 ヲ 特別 會計 トシ、 之-一 對スル 一 

定ノ 財源 ヲ 求ムル ノ必耍 ァリ。 而シテ 其 ノ财源 ヲ租稅 一一 求ムル ハ事賞 不可能 ナ ルカ 故-一、 公俊 ヲ以テ 之 一 一充 ツル ハ、 經 濟 金融 ノ 

實況 -ー 察シ、 決シ テ 《3 ヲ失ス ルモ ノト 云フへ カラス。 且 財政 上 餘裕ヲ 生シ、 他 01ノ<3  -ー  應ス ルカ 爲、 旣 -i 支出 シ タル 臨時 軍事 

費-一 付 テモ、 公債 ヲ 募集 ス ル コ卜 トス ルノ 必要 ヲ認 ム。 旣往ニ 於テ 費消 シ タル 臨時 軍事 |«ヲ 捕ま- ス ル-! 公. 情ヲ以 テス ルハ、 一見 

不合理 ノ親ナ キ -1 ァ ラスト 雖モ、 元來 軍事費 ハ ^^义 ハ 公 债菜集 -ー 依 テ支辦 スルヲ 本則 ト セサん へ 力-フサ ル -I  、 時 ノ政称 ハ 數ケ 


リ -I 對スル ^少§^額 -I 過 キサル モノ  ノ如ク 誤認 シ、 剩餘 ん." -ヲ 財源 ト ス ル ノ偏則 -i 出 タルモ ノナ ルカ 故-一、 旣-!  S: 年間 - 亙" 0 

續，： ^支出 ヲ兑 タル ノ ミナ ラス、 將來更 -ー 經費 ノ^ 加 ヲ來ス ノ虞 アル 場合 -I 於テ、 ^稅义 ハ 公 倩 募集 ノ 方法 ヲ以テ 之ヲ 整理 ス ル ハ 

^然 ノ虔置 ナリト is ハ サルへ カラス。 露！： 最近 ノ狀 態-一 鑑ミ、 歐洲戰 役ノ終 過-一 徵スル トキ ハ、 或ハ我 軍ノ 行動 ヲ 必要 ト ス ル 

-I 至ルャ モ計リ 難シ。 從來 ノ如ク 姑息 彌縫ノ 方法 ヲ以 テン テ、 其ノ 必要-一 應スル コト 困難 ナリ。 臨時 軍事 贺ハ 此ノ 21- 斷然 特別 會 

計 トシ、 其ノ财 ハ之ヲ 公債 ノ發 行-一依 ルコト トシ、 同時-一 支出 濟 軍事費-一 對シ相 常 額ノ公 倩ヲ募 第シ、 以テ 一般 侖： 計-一 返^ ス 

ルコト トス ルヲ 要ス。 戰役ノ 影響 トシ テ、 貿易 上ノ 輸出超過、 軍需品 ノ賣 行、 及 船舶 運貨又 ハ保險 料ノ收 得、 異常 ノ 額-一達 シ、 

正^ ハ 未曾有 ノ額 一-上 レリ。 其ノ 影響 ハ， 金融 ノ 緩慢、 物 慣ノ鴨 貴 トナリ 。我 國仝般 一一 亙リ 殆ント 革命的， 1 動ヲ 終済界 -ー 出現 スル 

- 一至 レリ 0 一面 一一 於テ ハ 過度 ノ好景 氣ト ナリ、 人心 ヲ惑 亂シ、 他 ノー  面 一一 於テ 、ノ 生活 問題 ヲ 惹起 シ、 社會 階級 問 一一 不安 ノ禍 极ヲ 

生 シッッ ァリ。 今後 歐 洲戰役 力 依然 繼績 セラ レテ、 正 流人 多キ モノ ト見ル トキ ハ、 其ノ 影響 ノ 甚大 ナル 一一 對シ、 财政上 相 

常ナル 調節 ヲ 加へ、 反動 作用 ヲ綾 和ス ルノ 方！^ 一一  出 テサル へ カラス。 熟 將來ノ 趨勢 ヲ察ス ル 一一、 經 濟界ノ 現況 ハ旣ニ 過度 ノ膨 

脹 E 叩上ヲ タリ。 戰役 ノ繼績 如何 ニ拘ラ ス、 常軌 ヲ逸シ タル 經濟界 一一 急激 ナル 反動 ヲ來ス へ キ ハ、 理赏二 然ル へ キ所 ナリ。 大-. 

七 年豫算 實施ノ 時期 一一 至 テハ、 我經 濟界ハ 反動 時代  一 I 入ルモ ノト 推測 スル ノ妥常 ナルヲ 信ス。 經濟界 過度 ノ 好況 時代 -ー豫 ^ヲ編 

成シ、 反動 時代 一一 之ヲ赏 施スへ キ 明年度 豫算 編成 ノ困 難ハ、 蓋シ 想像 -ー餘 ァリ。 而 シテ經 濟界ノ 好況 力 繼績ス ル モノ トス ルモ、 

之ヲ 調節 スル财 政上ノ 方策 中其ノ 骨子 トナル へ キハ、 公債 發行 - 一依 テ 金融 調節 ヲ施ス 一一 在リ。 之-一反 シ、 反動 時代 一一 人ル トキ ハ 

公債 ノ發 行-一 不適 常ナ ルカ 如 キモ、 事 ！=； ハ寧其 ノ反對 一一 出ル モノ ナリ。 反動 時代 ノ常 トシ テ、 事業 一一 對シ 過度 ノ  t: 戒ヲ加 フル ノ 

結果、 金融界 ハ放資 ノブ 5 ニー 苦ミ、 お タシキ 緩慢 ヲ來 シ、 安 4- ナル 放资物 トシ テ、 公俊 ノ發 行ヲ歡 迎スル 二 至ル へ シ、 耍スル - 一明 

年度 中 公債 發行ハ 經濟界 調節 ノ上 二 於テ 必要 缺ク へ 力 ラサル 手段 ナリト 認ム。 

爲替资 金 調節 ヲ 目的 トス ル ^庫 證券 ノ發 行-一 關ル 法律 ハ旣- ー其ノ 公布 ヲ見 タ^ト 雖モ、 輸出超過 力 繼績ス ル限リ 爲将资 金 、ノ 依然 

缺乏 ヲ吿ク へキヲ 以テ、 明年度 一一 於テモ 政府 ハ 可成 公債 發行ノ 餘地ヲ 保有 シ、 之 一一 依テ生 ス ル 資金 ヲ爲将 資金 ト シテ 利^ スルノ 
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今』 ヲ講ス へ シ。 卽チ 正貨 ノ激^ 爲转资 金缺乏 等ノ理 お-一基 キ、 明 ギ度财 政 計 劃-一 於テ ハ 公債 募集 額ヲ 可成 多額-一 計上 スル ノ 必要 

ァリ。 戰時 特別 所得 稅ノ 賦課 ハ、 歐洲- 一 其 ノ例ヲ ル 所-一 シ テ、 我國 -ー 於テモ 一 部 論者 ノ 問-一之 ヲ 主張 ス ルモ ノア リト 雖モ、 審 

力-一 其ノ 當否ヲ 考察 スル 一一、 輕 々 -ー 之ヲ赏 行スル ノ甚ダ 不可 ナル モノ アル ヲ認 ム。 其ノ 理由 ハ左ノ 如シ。 

ィ、 明年度 以降- 1 於 テ之ヲ 賦課 セム トス ル トキ ハ、 戰役ノ 終^-一因 リ、 調 杏中 或 ハ調杏 後、 問 モナ ク之 ヲ廢止 セサル へ 力 ラサル 

一-至 ルノ 虞ナシ トセ ス。 

D、 新稅 施行 前 -ー 利得 シ タルモ ノト、 新稅 施行 後. 二 利得 スル モノ トノ 問-一 負 擔ノ不 植衡ヲ 來ス。 

ハ、 課稅ノ 範圍明 カナ ラ ス。 之 ヲ廣ク 適用 ス レ ハ、 農 商工 各^ 級 仝般 ニ涉リ 不常ノ 誅求ト ナリ、 之ヲ 狭キ範 K 一一 限ラ ムト ス レ ハ、 

負擔ノ 不公平 ヲ 來ス。 

-ー、 國 カヲ舉 ケテ戰 役-一 從事ス ル歐洲 諸 國ト我 國トヲ 同 一 -ー 論スル n トヲ 得ス。 

ホ、 戰時 中生 シ タ ル 特別 所得 ハ、 種々 ノ 原因-一依 リ 變化ス へキ モノ  二 シテ、 戰後义 ハ 長期-一 亙リテ 精算 スル -ーァ ラサ レ ハ、 其ノ 

利得 又 ハ 損失 ヲ明 力-一 スル能 ハサ ル モノ 多 シ。 故-一 一 年度 限ノ 計算 ヲ以テ 賦課 スル ハ 過酷-一失 ス。 課稅後 一一 生 スル损 失-一 對シ 

テ、 何等 補償 ノみ" 仏ナキ コト明 カナリ。 

へ、 戰時 特別 所得 稅ノ 如キハ 一時的 收 人-一 シテ、 財政 上 確 實ナル 財源 ト見 ル能ハ ス。 一時的 財源 トシ テ、 煩 雜ナル 手數ト 複雑 ナ. 

ル 關係ト ヲ有ス ル租稅 一一 比ス レハ、 寧 公債 募集 ノ 簡便 ナ ルヲ滕 レリ ト ス。 要 スル- 一 戰時 特別 所得 稅ノ 賦課 ハ、 今ャ旣 -ー 時機 ヲ 

失シ タル モノ-一  シ テ、 今 口 一一  及 テ斯ノ 新稅ヲ 制定 ス ルハ 一部 ノ人氣 ヲ博ス ルカ 如 キモ、 其ノ 赏 甚ダ シ キ 滑稽 ナル 結果 ヲ見ル へ 

ク、 且 一面-於 テハ、 戰時 中漸ク 萌芽 ヲ發シ タル 各種 工業 ノ發 達-一 對シ、 著シキ 迫害 ヲ加 フル ノ危 險ナシ トセ ス。 故  一 I 戰時特 

別 所得 稅法ノ 制定 ハ、 之ヲ 見合 ハス ヲ可 トス。 

最近-一 於ケル 物價ノ 騰貴 ハ實- 一驚 ク へ キモ ノア リ。 就中 生活必需品 ノ隙 貴ハ、 其ノ 影響 スル所 最モ大 ナリ。 之 力 爲社會 政策 上 

ノ種々 ノ  W 難ナ ル 問題 ヲ生 スル- 一至 レリ。 一 定ノ 俸給 ヲ以テ 衣食 ス ル， ¥ 吏 -I 封シ テモ、 相 常せ 俸ノ， 遂 ヲ講ス ル -ーァ ラサ レハ、 j 


^^-1 其ノ生活品位プ維持 スル能 ハサ ルノ ミナ ラス、 精神 上 ノ惡影 饗ヲ及 ホン、. 行政 上ノぉ 弊玆 -I 其 ノ端ヲ 發シ、 界 -ー 人材 

缺如 スルー- 至リ、 事務 ノ荒怠 ヲ來ス ノ  4^ ァリ。 然リト 雖モ、 一 般 官吏 -ー 對 ス ル 俸ハ、 財政 上 其ノ餘 裕ナキ コト明 カナ ルヲ以 

テ、 先 ッ最モ 生活 W 難ノ 境遇-在 ル 下級 官吏-一 對シ、 明年 K 一一  於テ相 常^ 倚^ 給ヲ 行フノ 必要 ァリ。 

現行 税制 ハ、 明治 四十 四 年-一 於テ 一般的 整理 ヲ 加へ ラレ タル 以来、 ：！  メテ 小. 部分 ノ改 li- ヲ 0- タル - 一止 マル 力 故-、 經濟 社会" ノ 

變. 遙 -I 伴ヒ 修正 整理 ノ必耍 ァリト 雖モ、 今遽 二 仝般 一一 涉リテ 之 ヲ行フ コ ト甚 困難 ナリ。 然リト 雖モ、 其ノ 利害 ノ最 著シキ モ / 

一一 付 テハ、 相當 考量 ヲ加 フル ノ必耍 ァリ。 現行 税法 中、 通行 稅ハ其 ノ稅額 僅-一四 百 八十 餘萬 圓-了 ンテ、 其ノ 性質 良稅ナ リト認 

メ 難シ。 市內 通行 稅ノ負 擔者ノ 多 數ハ勞 働 者、 學 生义ハ 下級 事務 從 業者 等-一 シテ、 之 一一 對スル 日々 ノ課 稅ハ、 社會 政策 上深ク 

顧慮 セサル へ カラス。 市外 遠距離 旅行者  一-!? J スル課 稅ハ、 多クノ 場合-一 於テ. i 濟上ノ 發達ノ 障害 トナ ルノ弊 ァリ。 故-一本 稅ハ 

之ヲ 廢止ス ルコト トス ヘシ。 一方 一一 於 テ國費 ノ^ 加 ァリ。 之 二 對シ テ 公債 募集 並 增稅ノ 必要 アル 場合 一一 於テ、 通行税 ヲ廢. ス 

ル ハ 甚シク 矛盾 ノ觀 ナキ -ー ァ ラサ レト、 惡稅ノ 整理 ハ新 稅ノ 制定 又 ハ^ 稅 一一 伴ヒ、 益 X 之 ヲ赏行 スルノ 必要 ヲ見ル 所 一一 シテ、 

通行 稅ノ 廢止ハ 今日 最 モ 時機 其 ノ宜 シキヲ 得ルモ ノト 謂 ハサ ル へ カラ ス。 

現行 稅制 ヲ見ル 一一、 將來 ノ彈カ ヲ有ス ル モノ 甚 少シ。 地租 ハ 固定 性ヲ 有シ、 所得 稅及營 業税ハ 將來^ 收ノ 見込 ナキ 一一 非 スト 雖 

モ、 其 ノ^ 加ハ 極メテ 漸進的 ナルヲ 期 セサル へ カラ ス。 各種 消費税 ハ 多少 ノ彈カ アル モ、. 旣-ー 負擔カ 過重 ノ 程度 一一 逹シ タル モ 

ノ 多ク、 多大 ノ  I 進ヲ 期待 ス へ カラ ス C 然ル 一一 財政 ノ 前途 ヲ通觀 スル 一一、 公債 募集 一一 適當 ナル 時期 ハ、 戰時及 戰後ノ 一  兩 年間 

二 止 マリ、 永ク 公債 募集 ヲ 以 テ 財政 計 劃 ノ 要素 ト 見 ル 能 ハ ス C 而 シ テ ^^海軍 ノ 施設 ハ 頗急 ヲ 要スル モノ ァリ C 現行 租稅^ 收 ノ 

ミヲ 唯一 ノ财源 トス ル トキ ハ、 緊急 ナル 國费^ 加ノ 必要 二 應スル 能 ハサ ルコト 明 ナリ" 是 二 於テ新 稅源ヲ 求メ、 財政 上 歳人ノ 

伸カヲ 養成 ス ル ノ耍 ァリ。 此ノ 理由 一一 依リ、 砂糖 消費税 ヲ 改メテ 砂糖 專賣 制度 ト ス ル ノ 必耍ヲ 認ム。 砂糖 消費 稅收入 額 約 二 千 

五 Rll 餘萬 圓ハ、 專賣 制度 ノ 下-一先 ッ五 千萬圓 前後 ノ 益金 ト ナシ、 其ノ後 漸次 益金 I 加 ノ途ヲ 講スル コト、 決シテ 困難 ナリト 謂 

フへ カラス 0 
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^稅ノ 必要 生シ タル 場合 -I 、 之 -I 先チ 公債 愤還金 五 千 萬圓ヲ 減額 シ、 財政 上 ふ 一一 應ス へキ ハ 常然ノ 順序 ナリト ス。 故- 1 公債 

償還 中 金 二 千 萬圓ヲ 減額 シ、 其 ノ餘裕 ヲ以テ 製 I,? 計劃ノ 財源-一充 テム トス。 之ヲ要 スルー I、 明年度 肘 政 計 劃-一 於 テハ、 公債 募 

集 二 依ッテ 臨時 的 財源 ノ 調達-一充 テ、 且ッ民 問 經济界 調節 ノ  H 的ヲ 達シ、 砂糖 專賣 制定 n 依テ將 來ノ肘 源-一 供シ、 兩者 相俟ッ 

テ 財政 极抵ヲ ナ シ、 諸般 經濟ノ 必要 二 應スル コト トス ル ノ適 常ナル ヲ 信ス。  - 

以上 說明 スル所 一一 基キ、 明年度 财政 計劃ノ 骨子 ト ナ ルへキ モノ  ノ 大要 ヲ列 舉スレ ハ左ノ 如シ。 

一、 海軍 製 艦 費 年額 約 二 千 萬 圓ヲ^ 加シ、 製鑑 計劃ヲ 確立 スル コト。 

二、 公債 償還 金 五 千萬圓 中、 二 千 萬圆ヲ 減額 シ、 之 ヲ以テ 前項^ 加^ 額 ノ财源 ヲ充常 スルコ 卜。 

三、 降 軍-一 於テ最 モ急ヲ 要スル 兵器 兵具ノ 改良、 其ノ他 必^ ナル施 I ばヲ赏 行スル コト。 

四、 普通 敎育 费、 國庫 補助^ 額 約 八 百 萬圓ヲ 計上 スル コト。 

五、 下級 官吏 及 特種 官吏-! 對シ、 總額約 一千 萬圆 ノ^ ii:^ 給ヲ 行フコ ト。， 

にハ、 通行 稅此 ノ收人 年額 約 四百 八十 萬 圓ヲ錢 止 スル コト。 

七、 歳 人豫算 -ー 租稅及 官業 收入 自然^ 加 約 四千 萬圓ヲ 計上 ス ル コ ト。 

八、 電話 交換 擴張 費ヲ 公債 財源 トシ、 旣定 年額 四百 五十 萬 圓相常 額ハ、 一般 1 費 ノ财源 一一 振換充 常スル コト。 

九、 砂糖 消費 稅法ヲ 廢シ、 砂糖 尊 賣法ヲ 制定 ス ル コ ト。 (大正 八 年度 以降 約 二 千 五 百萬圓 ノ^ 收ヲ 見込 ム コトヲ 得へ キモ、 -初 

年 -ー 於 テ ハ 專賣赏 施 準備 ノ 爲^ 收 ヲ 见込 ム コトヲ 得ス) 

卜、 三、 四、 五、 六 各 ¥5- 及其ノ 他^ 須-ー 屬スル 新！^ 费- ー對. スル财 源 トシ テ七、 八兩項 ノ，^ 額. ヲ充 常スル コト。 

十一、 臨時 軍事費 特別 會計ヲ 設置 シ、 公債 ヲ以テ 其 ノ财源 トス ルコ ト。 

十二、 前項 特別 < ^計-一 於テ、 旣-ー 支出 済 臨時 軍事 我 並 臨時 难件费 約 三億圓 (本年度 分ヲ 舍ム) --對 スル. 公 偾ヲ隨 時發行 シ、. 一 

般會計 一一 返 街 スル コト。 


十！ 一一、 大正 五 年崖餘 き， へ 千萬阒 巾、 ii^^^H^M^^^FfMIII! 

ヲ f シ、 露 If  i 事囊 i 額ヲ ッへ |除キ タル， Is- 萬^ ".d 

十. R 前 ザ i ま以テ 、不時- - t へキ I 蟹ノ财 f シテ g スルコ 卜： 

I  Mi^  ill. モノ アル ヲ以テ ぶき 4 ケ タルモ ノア リ- 

さう して 首相より 右の 提案 を禁 され 

Ftf  ノ卢叶 ノ日& 左の 如く 返 翰 を 首相,， ス きつ ヒ。 

？ Isli  an  一  相 k つた 

モア リ、？ シ 得サル モノ モ有 之、？？， L  irr 廉モ有 之 候モ、 中： 事？ i 

Mw^ft!  .  ,  ^^抱お ノ  ノ丄^ 杏ヲ. i タル 上- ナラ テハ、 fes^f  ノ トレ 

n 陳：" 仕 候。 別紙 、ノ 一 應御 返却 申 上 度 候。 敬具。  J4f モ：^ 定致サ レサ ルへ ク、 近 而卑. - 


第三 節 內務大 


臣 


一、 晴 室に 射す rn 光 

伯の 內 響に 於け る 仕事 は、 先 づ省內 豪の 刷新から 始まった。 fiil 、 

た 梅干， 一 とい ふ 印象！ けた。 f しさの！ した？ 勺 「-. rif た 瞬間に 內務省 は 「干 乾ら び 

ない と I した。 然き、 古木 死ズ の。， 簾を 一." して t でなくて は、 in 

f  ( ，ネ 灰の 如き 因襲 的 宫廳の 中に、 伯 ま .SJE^ こ ズ』、 ，，，，i,f 

それ I 時 神社 局長であった |淸治は語 る。 ィ ねずに して 生氣 it 新 簾 を注 入した か。 
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r 內務省 は ひからびた 梅干みたい」 とい ふ 伯の この 言葉 こそ、 實に 內務省 刷新の 第一 聲 であった。 この 言葉 を發 

せられた のが 實 によかった。 この 言葉の 故に、 爾來、 內務 省の 豫算が 積極的に 編成され る 事に なり、 大藏 省に 對 

して 强 硬に 多額の 豫算を 要求し 得る やうに なった の だ。 この 意味に おいて、 伯の 內相 就任 は、 內務 省の 傳統的 空 

氣に對 する ェ ボック • メ ー キングであった。 

その 頃までの 內務省 は 電話 も 二つし かない。. 課長 連が 長い 廊下 を 歩いて 電話口へ 行かねば ならぬ。 卓上電話 を 欲 

しいと 言っても 取 付けない。 食堂へ 人る 前に 手 を 洗ふ爲 めに 洗面器 を備 へつ けて 吳れと 要求しても、 便所に 手 洗 

が あるから、 食堂 用 洗面器 は 不必要 だとい つて 設備して 吳れ ない といった 位に、 保守的な 役所であった。 それが 

伯の 就任に 依って、 一切 明るく 改装せられ たのであった。 消極的な 役所の 空氣は 俄然、 一掃 せられて 積極的に な 

つて 来た。 

伯が 就任され る 前 迄の 內務 省の 人員 は、 極度に 切り つめられて ゐ たので あつたが、 伯の 就任に 依って ド シく增 

員され て 行った 

伯の 氣持は 「人間 は. トシく 使 ふべ し、 ニ定の 任務 を 持って ゐ ない 人間 も 任命して おくが よい、 かう した 人達が 

よし 一 定の 部署 を擔當 しないで ゐて も、 何 か 一 つで もよ い、 よい 考案 を 見付けて 吳れれ ば それでよ いの だ：：」 

とい ふので あった。 

それ は恰 かも 獨 逸の 工業 家が 學校 卒業生 を 所要 人員 以上に 採用し、 給料 を與 へて 遊ばせて おく。 そして 時間の 餘 

裕を與 へ ておいて 研究に 從 事させる。 そして かう した 人達の 間から 素晴らしい 發 見が あら はれて 來る事 を 期待す 


ると い つた 流儀 を、 伯 は 徹底的に 應 用せられ たの であらう と fflii ふ。 

かくして 卓上電話 も 取 付ら れ、 洗面器 も 購入され、 內務 省に はスガ くしい 氣 分が 漂 ひ 初めた。 そして、 やや もす 

ると 人員淘汰 とか 馘首と かいふ 風聲 鶴-:^ に摺 えて ゐた； 5^ 僚の 眼の 前に、 人員 增 加と いふ i$ びの 音づれ が到來 したので 

ある。 

それ は 先づ豫 算の增 加と して 現 はれ、 定員 增加 として 實 現し、 遂に は 內務省 始まって 以来の 海外 派遣 員の 設定と し 

て實 施される やうに なった。  . 

その 伯の 猜極 的な 精神が、 明るい 日光の やうに、 ばつと 省內に 射し 込んで きた。 それが 伯の 內務 省に 於いて 爲 した 

第 一 の 仕事で あつたの である。  . 

二、 十 時間の 報 吿聽取 

內務省 は本來 監督官 廳 であって、 現業 官廳 ではない。 故に 現業 好きの 伯に 取って は、 いささか 物足りない 役所で あ 

つた。 

叉 伯の 寺 內內閣 に 於け る 地位 は、 一省の 行政 長官と してより は、 內閣 の參謀 長と しての 方が、 より 重要であった。 

ゆ ゑに 伯 は、 省內の 行政 事務 は擧げ てこれ を 水 野次 宫に 委し、 自ら は その 大綱 を統 ぶる のみで、 專らカ を 內閣の 外交 

方針と、 財政 計畫 と、 さう して 政治的 駆 引に 傾けて ゐ たので ある。 

從 つて 伯が 內務 省に 於け る 行政 的 治績 は、 多く 錄 すべき もの は 無い。 以下 その 重要なる ものの みに ついて 摘記す る 
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であらう。 

十二月 八日 午後 一時より、 內相 官邸に 於いて 監察官の 報 吿會が 催された。 地方行政 事務 を 監察した 赤 池、 山縣、 堀 

切の 三 監察官の 報吿 を、 伯は內 相と して 初めて 聽 取した。 この 報 齿會は 夜 十 時 過ぎに なって 漸く 散會 したので あった 

が、 當時を 追想して 山 縣治郞 は 左の 如く 語った" 

內務 監察官 は 縣廳の 仕事 を實 地に おいて しら. ベ、 逐一 書類 を 繰返して 地方行政の 實相を 視察し 監督す る。 不審の 

點が あれば 地方 長 {R に對 して 直接に 質問す る。 一木 內相 時代に は、 一木さん が 非常に 事務に 精勵 された 關係 上、 

報 德宗の 本山と も 言 はれた 方であった から、 監察 {G の 復命 報告 は大變 注意して 聞かれた。 一 木さん は 監察官の 口 

答 復命に 就いては 非常に 留意せられ、 特に 局長 以上の もの だけが 出席して その 報 吿を聽 くと いふ 有樣 であった。 

. しかも 一木さん は 大變、 愼 重な 態度で 午後 一時から 夜の 十 時まで 監察官の 報 吿を聽 取され た。 それほど 熱心で あ 

つた。 ところが 內閣が 更迭して 一木さん が辭 任せられ、 後藤 伯が 內務 大臣と して 乘り 込んで 來られ た。 後藤 伯 は 

大變濶 達な 性格の 持主で あるから、 菜して 監察 {R の 報告 を ジッと 我慢して 聽 取され るか どうか。 我々 は大變 この 

事 を 心配した。 その 頃の 監察官 は 赤 池 濃 君と 堀 切せ；：： 次 郎君と 私との 三人であった。 

三人と も 思案投首して、 この 報 吿會を 後藤さん が 如何様に はされ るかと 心配した のであった。 いろく 相談し 

た 揚句、 到底、 後藤さん は 二 時間と か 三時 間と かいふ 長時間 を、 默 つて 聞いて ゐられ る やうな ゆっくりした 性格 

の 持主で はない、 さう なれば 我々 三人の 運命 も、 もう 終り だ、 しかし、 新 大臣の 方針 如何に 拘 はらす、 我々 は 職 

責上、 御 遠慮 中 上げて 報告せ ぬと いふ わけに は 行かない、 やはり 從來 通りに 御 願 ひしょう、 とい ふこと に 申合せ 


た。 そして 秘書 {„n の 前 田 多 門 氏に 對し、 內務 省が 地方 鹿の 監督 {G 廳 として 存在して ゐる 以上、 監察 {G の 復命 報吿 

を 大臣が 聽 取され る こと は 絶對に 必要な ことで ある、 殊に 前 大臣の 一木さん は 監察 { にの 復命 報齿 を^る 重視 せら 

れた、 後藤さん も 何卒、 監察官の 報 吿を聽 取して 頂きたい、 我々 として は敢 へて 報 吿會の 開催 を^ 促 はせ ぬが、 

第一 囘の會 合 は 特に 大切で あるから、 是非 十 時間 程、 時間 を 割愛して 頂きたい と 述べて、 この 希望 意見の 傳達方 

を依賴 した。  - 

前 田 祕書官 から 右の 趣き を 伯に お 傅へ すると、 伯 は、 

r 從來の 大臣が 十 時間 聽取 したと いふの なら、 我輩 も 十 時間 聽取 する c」 

とい ふ 御 返事であった。 .s^- ていよ/ \ その 日に なって、 午後 一時に 內相 邸へ 出かけて 見る と、 後藤さん はもう 

應接 間で、 我々 の來 るの を t 付って をら れる。 一切の 訪問客 は面會 謝絶で ある。 誰れ も 來てゐ ない。 

そこで 我々 三人で 打合せ を 行った。 前內相 時代まで は 一人、 三時 間 費して 報告した ので あつたが、 三時 間で は 

餘り 長過ぎる、 倦 かれる といけ ないから、 一時間ぐ らゐ で報吿 する 方が よから うと 巾 合せて、 先 づ赤池 カ報吿 

復命 を 始め、 內 輪の 申合せ 通り 一時間 ほどで 切り上げた。 ところが 後藤さん の 樣子を 見る と 非常に 熱心で ある。 

卷紙を 持って来て、 赤 池 君の 報告の 要點を 筆記され る C たまく 来客が あって、 給仕が 名刺 を 持って 來 ると 伯 は 

「今日は 監察官の 復命 報 吿會を 開いて ゐ るから、 叉 次の 機 會に來 て 頂きたい。」 

と 言 はれて、 一切の 訪客 は 斷られ るので ある。 伯が 餘 りに 熱心で あるから、 私 は 赤 池 とさら に 打合せて、 こん 

な 調子なら、 從來 通り 三時 間 やらう とい ふこと にして、 私 は 三時 問、 喋り 續 けた。 
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私の 報告が 終っても 大臣 は 相變ら す、 私の 報告の 耍點を 筆記して ゐられ る。 卷 紙が 二 間になら うが、 三 間になら 

うが 一 向平 氣 である。 

私の 報告の 後 を 受けて 堀 切 君が 起って、 これ 叉 三時 間の 報告 を 行うた。 更に 赤 池 君 は 先き の 報告が 短 かすぎ たか 

らと いふの で 追加 報 吿を行 ひ、 散會し たのが 夜 十 時であった。 

その後、 約 二十日 ほど 過ぎてから、 伯 は 「監察官の 報 吿會は 自分と して は 一 番 いい 學問 をした」 と 言 はれた が、 

伯の この 言葉 は 我々 に對 して は光榮 とい ふよりも、 むしろ 意外に 感ぜられた、 この ことあって 以來、 監察官の 報 

吿會 は、 伯の 在任中 は從前 通り 行 はれた のであった。 

實際、 地方 局長が 大臣に 對 して ドンナ 報吿 をしても、 それ は 一局の 事項と して 取扱 はれる。 監察官の 報吿 はー縣 

. の 全體に 亙る、 一行 政 モデルに 就いての 報告で、 この 報告 以外に、 大臣が 組織的 系統的に 取纏められた 報 吿を聽 

取す る機會 はない の だ。 この 監察官 制度 を 最も 活用 せられた 大臣 は、 實に 後藤 伯と 一木さん とであった。 ， 

三、 石 川縣の 再選 擧 

大正 五 年 十二月、 石川縣 郡部の 再選 擧が行 はれた。 伯 はかね，^ この 再選 擧の 成績 如何 を 憂へ てゐ た。 

何と なれば、 前囘 の選擧 において、 石川縣 下にお いて は 未曾有の 選 擧干涉 が 行 はれ、 大 隈內閣 はこの 問題に 就き、 

衆議院 反對 派から 猛烈に 攻撃 せられた。 そして その 結果、 熊 谷 知事 は 依願 免 本官と なり、 その後 任と して 土岐嘉 平が 

任ぜられ、 再選 擧を 施行す る ことにな つたので ある。 


然るに 寺內內 閣下に おける 再選 擧は 非常に 公平に 行 はれた。 伯 は その 報 吿を受 くる や、 大いに 喜んで、 十二月 二十 

八日 附を 以て、 土岐 知事 並びに 松 村 警察 部長に 對 して 感謝 狀を 送った。 知事 宛ての 感謝 狀は 次の 通りであった。 

. 1 -然者 前 內閣當 時 一一 於ケ ル贵縣 下衆 議員 議員 選 擧ノ颜 末 ハ、 實 一一- 昭代 ノ 一  大 疑問 ト シ テ 天下 ノ 物議 ヲ相 招キ候 

處、 其後贵 地方 モ 長官 警察 部長 ノ 更迭 有 之 候モ、 現 內閣ハ 其 組織 ノ初 ヨリ 乗 公 持平ヲ 3" トシ、 地方 官ノ更 任ノ如 

キハ殊 一一 愼重ヲ 要 シ候所 ト相考 へ 、 自分 內務 大臣 ト シ テ モ 全 信用 ヲ 長官 其 人 一一 澄キ、 自己 ノ誡意 ヲ他ノ 腹中 二 布 

キ候ハ 、マ、 必ズャ 首相 ノ 主持 セラ レ候 公平無私 ノ 精神 ハ、 能ク 部下 ノ諸員 一一 透徹 スべ キ儀ト 確信 致 候 次第 一一 有 之 

實 ハ今囘 ノ選擧 一一 際シ候 テモ、 或 ハ前內 閣當時 見 タル 如 キ隱ス ベ カラ ザ ル 諸多ノ 弊害 ヲ 反覆 ス ル コ ト ハ無 之歟、 

不幸 萬 一 一一 モ此ノ 如キ事 實ヲ再 釀スル トキ ハ、 折角 首相 ノ大 方針 トシ テ 主持 セラ レ候乗 公 持 平モ、 畢竟 虚辭 空文 

一一 了 ルコト 無 之 歟ト、 懸念 致 候 人 モ有之 候 樣存セ ラレ 候 得 共、 自分 ハ竊カ 一一 信スル 所ヲ堅 クシ、 深ク 閣下 ノ 賢明 

二 御 依頼 致 候處、 果然 取締 ノ嚴正 一一 シテ 毫モ偏 私ノ跡 ナク、 人 各ぶ 良心 ノ命ス ル所 一一 從ヒ 投票 ス ルヲ得 候コト ハ 

全 縣民ノ 親シク 目睹ス ル事實 一丁 ビア、 叉將來 一一 向ヒ 候テモ 大ナル 安心 ヲ得候 儀 ト存セ ラレ 候。 一時 幾ント 選擧ハ 

民意 一一 任セ スシテ 官命 一 一定 マリ、 正 法 ノ權威 ハ與黨 製造 法ト云 フへキ 不文 假法 ノ爲 一一 掩蔽 セラ レ、 選擧ハ 唯ぷ官 

權並 一一 金權ノ 左右 ス ル所ト 相 成、 善良 ナル 縣民ヲ シ テ自ラ 後患 ヲ招ク ヲ顧ミ ル 一一 遑 ナカラ シ ム ル如 キ狀態 一一 陷リ 

候 事 ヲ囘想 致 候 時ハ、 今日 多數縣 民ノ滿 足ャ誠 一一 推察 スルー ー餘 リア リト存 候。 今 囘貴縣 下 一一 オケ ル選擧 取締 ハ、 

天下 具瞻ノ 一大 試 驗場ニ 臨 メル モノ 有 之 候處、 幸 一一 指導 其 {且 シキヲ 得 ラレ、 部下 ノ諸員 亦厚ク 長上 ノ 精神 ヲ服朥 

シ、 働 精 其 職 一一 勉メ、 從來橫 溢 セル 選擧 場裡ノ 惡風ヲ 一掃 シテ、 此 一一 偉大 ナル實 績ヲ擧 示 セラ レ候コ トハ、 啻ニ 
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現內閣 ノ爲ノ ミナ ラス 我 力 憲政 史上 二 不滅 ノ 一功 勳ヲ 胎サレ タル モノ トモ 可 申、 現內閣 組織 日尙 淺ク、 未タ 善政 

ノ見 ルー 一足 ル モノ ナキ時 一一 於テ、 自分 ハ特 一一 感謝 ノ意ヲ 表 シ候儀 一一 御座 候。 —— 

四、 定員 增 加と 海外 派遣 

伯 は內務 省の 面目 を 一新す るた めに、 因襲 的なる 在來の 签氣の 中に、 ！ g 剌 明朗なる 氣象を 注 人した。 

その 具體的 事象と して 現 はれて きたの は、 人員の 增 加であった。 先づ 伯は警 保：： S: の 事務官 五名 を增 員し、 叉、 世界 

大戰 中の 諸 外國の 施設 を 視察す る爲 め、 內務 本省 官吏 並びに 地方 官の 海外 視察の 新制 を 設けた。 內務 本省の 官吏が 洋 

行す る 制度 は 元來、 存在して ゐ たので ある けれども、 地方せ 吏 を も 派遣 するとい ふこと は 全く 新しい 施設であった。 

それ. につ いて 前 田 多 門 は 左の 如くに 語って ゐる。 

伯の 內相 として 先づ著 眼せられ た 重要 案件 は、 內務 省の 機構 を擴大 する 事であった。 その 第一 著 手と して 敢行 さ 

れ たのが、 警保 局の 機構 を擴充 する 事であった。 當時、 課長 だけが 事務官で 高等官で あつたの を、 事務官が 新た 

に 五 人も增 員され た。 _ 

これ は、 實に 桁はづ れの增 員であった。 かかる 大擴張 を 敢行され たの は、 伯が、 世界 大戰の 最中で あるから、 警 

保局關 係の 事務 は 特に 萬逮算 なき を 期す る 必要が あると 思惟せられ たからで ある C 

更に、 世界 大戰 中の 諸 外 國の戰 時 施設 を 視察す る爲 めに 內務 省の 少壯宫 吏 を 海外に 派遣 せられた。 これが 爲 めに 

はヮ ザ/ \< 派遣され る 人々 を休敏 にした ものである。 しかも その 旅費 は 現職 官吏と しての 旅費 以上 を 支給せられ 


たもので ある。  一 

この 待に 洋行した 人々 のうちに は、 後藤 文 夫、 丸 山 鶴吉、 田 子 一民、 後に 堀 切？； I 次郞、 大塚 惟精、 次 田 大三郞 の 一 

諸氏と、 私と が ある。 

伯の この 少壯 官吏の 海外 派遣 は、 役所の 執務 上參 考と爲 るべき 知識 經驗を 求めし める とい ふより は、 もっと 遠大な 一 

計畫に 基いて ゐた。 それ は 要するに、 此等 有爲の 人物 をして、 早く 世界の 空氣を 呼吸せ しめ、 これによ つて^ 發開^ 一 

して、 將來 大成せ しめんと 欲する にあった。 それ は 伯の 終始一貫 したる 方針であった。 曾て 內務省 衛生 局に 於いて 窪， 

田、 有 松 等の 少壯 官吏 を 海外に 派遣し、 臺灣、 滿鐵 より 多 數の吏 僚 を 洋行せ しめたる と 同一 筆法で ある。  一 

架して 伯の 希望した る ごとく、 この 年若き 內務省 洋行 者 は、 その後 十 年 を 出です して、 殆ど 社會备 方面に 頭角 を顯 

はし、 國 家に 貢獻 すると ころ 尠 なからざる 人物と なった。 それが この 海外 派遣に 負 ふところ 多 かりし は 言 ふを俟 たな 

一 

いで あらう C  •  ： 

當時、 海外 視察に 派遣され た 丸 山 鹤吉は 左の 如くに 語った。  . 

岡田新警視總監が著任す^<-と間もなく、 內務 省が 一人、 二人 優秀な 人 を 洋行させる ことにな つた。  -. 

これまで 洋行す ると いっても、 本省詰めの 人ば かりから 選拔 して、 本省 以外、 地方 廳の 官吏から は 絶對に 洋行 出 一 

來ぬ ことにな つて ゐ た。 後藤 伯 はこの 制限 を撤廢 せられた。 そして 地方 廳に 勤務して ゐる もののう ちから も 洋行 一 

する 者 を 選び出す ことにな つた。  一 

そして 地方 廳 から 第 一 同の 洋行 を 命ぜられ たもの は 一 一人で、 京都府の 內務 部長であった 堀 田 貢 君と 私と が 洋行す 一 
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る ことにな つた。 地方 廳 の 役人 は 休職に なって 出かけた のであった。 

私が 洋行 を 命ぜられた 時は恰 かも 歐洲 大戰 中であった。 英國の 警視 廳 では、 私が 日本の 警察官 吏で ある 關係 上、 

スパイで はない かとの 嫌疑 を かけ、 私 を 拘引して 眞裸 にして 取調べた。 

私 は實に 憤慨した。 それで、 この 問題 は 單に丸 山 一個人の 問題で ない、 日本 官吏の 體面、 否、 日本 國 家の 名譽に 

かかる 大 問題で あると いって、 當 時の 駐英 大使 珍 田捨已 男に 對し、 「この 問題 を 以て 英國 政府に 對 して 抗議して 

欲しい」 と 談じ込んだ。 處が珍 田 大使 は、 「つまらぬ 問題 だ、 こんな 事で 英國 政府と 折衝す る價爐 がない」 と認 

めて とり 上げようと はされ ぬ。 それで 私 は カン/ \> になって、 とう/ \- 「大使が この 重大問題に 冷淡で ある 限り 

この 前で 腹 を 切る」 といき まいた。 珍 田さん も、 とう/ \ 「それで は」 とい ふので、 この こと を 問題に すると 云 

つて、 ダレ ー 外相の 處へ 談判に 行かれた。 

その 結果 一週間 もた たぬ うちかに 英國 側から 「丸 山 氏 を 取調べた の は、 實 に英國 側の 手落ちであった。 玆 に英國 

政府 は 深甚なる 謝意 を 表明す る」 と 云って 來た。 

さて、 私 は歐米 視察 を 終へ て、 東京 驛へ 無事 歸 著した。 直ちに 私 は內相 官邸へ 出かけた。 来客 中であった ので、 

二十 分 ほど 待た された 後、 大臣 室へ 人った。 そして 扉 を 開けて 人る と、 伯が、 

「いよう！ はだかで 歸 つて 來 るかと 思って ゐ たら、 洋服で 歸 つて 來たぢ やない か。」 

と 出し 拔 けに 言 はれた ので、 私 は 吃驚した。 

「それだけ 御存知ですなら、 もうな にも ゆ 上げる 必要はありません。」 


と 巾 上げる と、 伯 は、 

「いや、 よくやった。 よく 知って ゐる、 なかく 痛快だった。」 

と 云 はれた。 

また この 人員 增 加に 關述し て 、 塚 本 淸治は 次 の ご とく 語 つ た。 

伯 は內務 省に 事務官 を增 員され たばかりで なく、 その後、 外務大臣に 轉 ぜられ てから も、 行政 科 試驗に パスした 

內務省 その他の 省の 事務官 を 外務省に 採用 せられた。 これが 爲 めに 特に {n 制まで が 改正され た 如き は、 顯 著な 事 

例で ある。 

かくの 如く 伯 は 行政 大臣と しても 劃期的であった。 叉 そこに 過去の 因襲に 囚 はれざる 伯の 性格が 躍如と して ゐる。 

五、 警察官の 大增 員と 警察 講習 所 新設 

伯は衞 生局當 時から 警察に 深い 興味 を 抱き、 臺灣 時代に は 警察の 強化 改良に 力 を 用 ひた こと は旣に 述べた。 

伯の 內相 となって、 第一 に 眼 を 著け たの は 矢張り 警察であった。 それで 毎朝 警視 廳の 官吏 を 官邸に 招いて、 管內事 

務報 吿を聽 取した。 その 時 伯に 招かれた 一人、 丸 山 鶴吉が 次の ごとく 語って ゐる。 

伯に 對 して 仕事の 上で 關 係が 生じた の は 大正 五 年の 終り 頃で あつたと 思 ふ。 伯 は內務 大臣に 就任され た。 私 は そ 

の 頃 警視 廳 の 保安 部長であった。 當時、 警視 總監は 岡 田 文 次 氏が 任命され た。 岡 田 氏 は 樺 太 長官から 轉 任して 來 

. たので ある。 官房 主事に は 佐 藤氏が 任命 せられた。 當時は 現在と は 異なって 警視 總監 は必す 毎朝、 首相と 內 相と 
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に對し て 管內の 情況 を 報告に 出かけた ものである。 

伯 は 非常に 警察 事務 關 係に 就いては 興味 を 持って ゐられ た。 殊に 現業 關 係の 仕事 は 旣に遞 信 大臣 や 滿鐵總 裁を經 

て ゐられ るので あるから、 極めて 注意 を拂 つて ゐられ た。 

內相 就任の 頃、 岡 田 警視 總監が 未だ 樺 太から 引 揚げて 來な いので、 取敢 へす、 佐 藤 官房 主事に 對し 毎朝、 內相官 

邸に 來て說 明、 報告す る やうに 命ぜられた。 . 

伯 は 初めて 警察 關 係の 事項 を聽 取せられ るので ある。 さう して 藤 代の 大臣が さう である やうに、 伯 も 初めて 警察 

事務 を 見られる に當 つて は、 警察に 聞けば 何事で も 分る と考へ て ゐられ た。 

それで 佐 藤 官房 主事 を 招致して、 いろ/ \ '質問され たが、 佐 藤 君 は 一 つも 答 へられない。 とい ふの は 佐 藤 君 も 亦 

来任 後、 日 尙ほ淺 くして 警視 廳の 事務に は通曉 して ゐな かった ので ある。 

一日、 私に 來て吳 れと云 はれた。 私 は 警視 廳に 長らく 勤務して ゐ たので、 事情に は 可な り 通じて ゐた。 それで 伯 

の 質問に 出来るだけ 詳しく 御 答へ. & 上げた。 すると 伯 は 「君、 毎朝 來て 吳れ」 と 云 はれる。 そこで、 私 は 岡田警 

視總監 が 著 任される まで I 母 朝 出かけて 行った。 

毎日々々 伯から 警察 關 係の 事項に 就いて いろんな 質問 を 受ける、 それで 私 は 「警察 はそんな に なにもかも 分る も 

のではありません。 若し 何でも かで も 分る やうに 徹底的に しらべる ことにすれば、 それ は 探偵 政治になります」 

この 私の 言葉に 對 して、 伯 は 非常な 興味 を 感ぜられた らしく、 「それ は 尤も 千 萬の こと だ、 本當に 君の 云 ふ 通り 

だ」 と 共鳴され た。 


單に 日々 の 報 齿を聽 くの が 伯の： 人的ではなかった。 かくして 伯 は 帝都の 治安の 如何に 保た れつつ ある や を 知る とと 

もに、 梁して 當 時の 定員の 警察 {!：1 を 以て、 その 職務 を 遺憾な く實 行し 得る や 否や を 見ん と 欲して ゐ たのであった。 

さう して 伯の 得た る 結論 は、 警察せ の 待遇改善と、 人員の 大被 張の 必要と であった。 

當時警 視廳 管下 の警 {1:^ がいかなる 狀況 にあ. つた か、 而 してい かに 改善の. 必要に 迫られて ゐ たか、 「警察 消防 改蕃要 

綱」 なる 文書のう ちに、 左の 如く 誌され てゐ る。 

臀視廳 一一 於ケル 外勤 巡^  (駐. 勤務 巡杏ヲ 除ク) ノ 勤務 方法 ハ 隔日 勤務 制-一 シテ、 各 巡 杏一 n  ノ 勤務 時 問ハ、 t: 遍べ 昨？^ 立番八 

昨 問、 外-一戸 口 杏 察、 臨撿 視察 並 文 誉簿册 整理 ノ爲少 クモニ 時 問ヲ要 スルヲ 以テ、 合計 十八- 問ノ  務 一一 服シ、 休 時 問 トシ テ 

ハ 臺 一- 六 時 問 ヲ餘ス ノミ。 而 モ此ノ 休憩 タル ャ 繼績的 一一 行 フー ーァ ラ ス シテ、 僅 一一 一 時 問 苑斷片 的 -ー 行フ 一一 過キ サルヲ 以テ、 著シ 

ク 休養 ノ 效果ヲ 減殺 ス。  - 

加 フル-一 帝都 眷察 事務 ノ 繁劇 ナル他 府縣ノ 比 ユア ラサル 力 故-一、 晨ニ 勤務 -! 就 ク者夕 - 一至 リ旣 -ー 心身 ノ疲^ ヲ覺 H  、 更 -ー 深更 一一 

及 ンデ殆 ンド困 備フ！ i 一一  逢ス。 (中略) 

或ハ 曰ク。 視廳 -ー 於ケル 外勤 遮^ 一日 ノ勞 務ノ 過大 ナル コトハ 何人 モ之ヲ 認ムト 雖モ、 隔日 勤務 制  一！ ァリテ ハ. 翌日 一一 於 テ.^ 然 

一 ロノ 休養 ヲ享 ク、 以テ其 ノ疲勞 ヲ囘癒 スルヲ 得へ シト。 之 レ其ノ 一  ヲ知テ 其ノニ ヲ知ラ サル 者/言 ナリ。 

今試ミ -ー 二三 先進 文明 國-ー 於 ケル巡 杏 勤務 方法 ヲ見ル 一-、 英！： 倫 敦-ー ァリテ ハ、 三部 毎日 勤務 制-一 シテ、 一 = ノ 勤務 時 問 ハ八時 

問 ナリ。 佛國巴 51- 一一 ァリ テハ、 シク 三部 毎日 勤務 制 -ー ン テ、 六 時問每 一一 更代 ス ルヲ 以テ、 一 ni ノ 勤務 時？^ 三部 中ノ或 一部 ハ十 

二 時 問 一一 シ テ、 他ノ  二部 ハ六 時間 ナリ。 獨國 伯林 一一 ァリ テハ、 隔日 勤務 制 二 シ テ、 譽視 廳ト同 一 制度 ナル モ、 赏務- 一服 スル時 問 

ハ 十二時 問 -ー シ テ、 其 ノ他ノ 十二時 問 中 六 時 問ハ、 三時 問 宛 二度 一一 睡眠 ヲ許 シ、 他ノ六 時間 ハ 豫備ト シ テ瞥 察^ 內 -ー 休憩 セ シ ム 

トー K フ。 (中略) 
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今 ャ我邦 興 國ノ氣 運 一 I 際 會シ、 萬般ノ 事： ガ广 橫韓窮 リナ ク、 杜會ノ 秩序 民衆 ノ^ 習 亦 容易- 1 整頓 セ ス。 隨テ i! 察 事務 ハ之ヲ 

先進^  比シ寧 t "繁劇 ナル モ、 シテ閉 散ナリ トー 一 rc フヲ 得ス。 而モ 前陳 ノ如ク 巡 杏定员 寡少 ナル 二、 加 フル-一 過度 ノ 勤務 ヲ以テ 

ス。 之レ所 is 雜キヲ 人-一 贲 ムル モノ  -ー  シテ、 其ノ 果 タル ャ久シ カラ スシテ 心身 疲備 r 能率 減！？」 シ、 諸般 ノ 勤務 形式 二流 レ、 法 

ノ 執行 緩 俊且不 確. I：：； ト ナリ、 其 ノ：^ シキ ハ虛 偽-一 陷リ、 所？ S 免 レテ恥 ナク罰 セラ レテ 佼ムル ヲ知ラ ス、 監骨愈 厳-一 シテ 非行 益、、 

多ク、 遂 自暴 S 棄ノ境 -I 沈 ス ル 者ナキ 一一 アラス。 洵ー！ 長大息 ス へキ ナリ。 左- 1 揭 クル 巡 杏 懲罰 表ヲ 一見 セハ、 牛 -ー 過ク ル 

モノ ァラ ン 0 

免職，  罰傣  呵责  戒吿 

二 六 四  一 、八 四 六 .  四 五 

二 〇 二  二、 三 二 〇  七 五  六、 二 一  七 

二 〇 四  二、 三 八 八  八 一  七、 三 五八 

二 四  一 、七 二八  五 七 ■  五、 二 七 六 

一 三 三  一 、七 〇 四  四 〇  五、 八 一 〇 

要 之、 ^視 蝮-一 於 ケル^^ 勤務 方法 ヲ改 尊， シ、 巡杏ノ 活動 ヲシ テ活 氣ァリ 彈 力 ァリ、 犬-一 其ノ 能率 ヲ進 メ、 且ッ 勤務-一誠 赏 勤勉 

ナ ラシ ムルコ トハ、 帝都 特. 祭 ノ缺陷 ヲ扬フ 所以 ノな -I シテ、 最早  一 H モ忽 -I スル能 ハサ ルナ リ。 是 一一 於 テ乎次 テ起ル へ キ 問題 ハ 

ス 。 現 時 t: 視廳- 一 於 ゲル 巡査 定員 被 巡 杏一 人 常人 ：！ ハ左ノ 如シ。 

人口  巡査  巡 杏一 人當 人口 

部  二、 二八 一、 m  二  四、 一二 八  五 五 二 

郡  部  一、 一八 五、 三 四 六  一、 一四 九  一、〇 三 〇 

三ノ 先進^-一  於 ケル巡 杏 一 人 (S 人：： 數ヲ ル -ー、 左 ノ如ク -ー シテ、 捋視瞎 二 於ケル 其レト 比較 シ其ノ 懸隔 大ナル ヲ知ル 


年 次 ^ 

大 J^" 元 

一一 年， 

三 年 

四 年 

五 年； 


巡 定员 ノ^ 加ナ 

市 


今 試 -ー 

へ シ C 


敦 


一 五 SI 人 j 


巴  三 五八 人 

伯  林  三 二 四 人 

維  納  三 四 二人 

へ 中略) 次-考慮 ス へ キ ハ 巡査ノ 待遇 ナリ。 現 時 警視 瘴-ー 於 ゲル 巡査 俸給 平均 額ハ 十八 圓-ー シテ、 宿料 平均 額ハ 市部 三圓 五十 錢、 

郡部 ニ圓 五十 錢ナ リ。 外-一 被服 並-一！： 巾具ノ 給與 ヲ享 クルト 雖、 現今 帝都 一一 於ケル 巧 價家貸 其 ノ 他ノ實 情-一照 シ、 獨身者 ハ哲ク 措 

キ、 苟モ 家族 ヲ有シ 獨立ノ 生計 ヲ營ム モノー ーァリ テハ、 其ノ 生活 ヲ 維持 スルコ ト甚 困難 ノ狀態 -ー アル ハ 何人 モ認 ムル所 ナリ。 

かくして 伯 は、 警視 廳创 設以來 初めての 大擴張 をな すべく 決心した。 このと き 伯の 命 を 受けて、 その 衝に當 つた 山 

縣治郞 は、 次の 如く 語った。 

當時 における 警視 鹿の 巡査の 總員は 六 千 人であった。 これで は 到底 帝都の 治安 を 維持す る 事が 困難で あると いふ 

ので、 伯 は、 一， 六 千 人の 警官 を 一 萬 人に 增 員しょう」 とい ひ 出された。 同時に、 「國 庫の 分擔金 十分の 四 を 十分 

の 六に 增額 せよ」 と 伯 は 提議され た。 

そこで 私 は 伯の 御意 見に 對し 「伯 は內務 大臣で あるから、 單に 帝都の 警官 を增 員す る 事 だけ を考 へす、 六 大都市 

のこと も 考慮に 人れ て 頂きたい。 六 大都市の 分擔金 は神奈 川、 京都の 如き は 十分の 四で ある。 その他の 各縣 では 

十分の 三で ある。 ですから 警視 廳を 十分の 六と し、 或る 縣は 十分の 四、 乃至 十分の 三と いふ 案に したら 如何で せ 

う」 と. e '上げる と 伯 は 「その 案は尙 ほさら よい」 と 云 はれた C 

かくすれば 經常 費に おいて 實に 千萬圓 以上の 增 額になる の だ C それで 先づ、 帝都に 實 施し、 然る 後、 地方に 及ぼ 

すと いふ 段取りに して、 大藏當 局と 折衝 を 開始した。 事務的 交涉 では 到底 解決せ ぬ。 すると 伯 は 一 君、 大蔵大臣 
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の處へ 行って 話して 来い」 と 命ぜられ. たので、 は藏 相の 處へ 出かけて 政治的 折衝 を 開始した。 同時に 私 は 「伯 

から もどう か、 首相に お話し 願 ひたい」 と 巾 上げる と 伯 は r ゥン 承知した」 との 事で ある。 私 は大藏 大臣に 會っ 

て 話して、 漸く 帝都に 關 する 部分の 經費 だけ は 支出して 貰 ふこと になった。 

六 千 人 を 一 萬 人に 增員 するとい ふこと は、 警察力の 稀 有の 充實 であった。 直ちに 巡査の 補充 を增 して 行った。 こ 

の 補充に 著 手して 間もなく 例の 米騷 動が 勃發 した。 この 時 は 帝都の 治安 維持の 爲 めに、 巡 茶 を 十分に 活動せ しめ 

る ことが 出来た。 若し 增 員して なかったならば、 恐らく 警官 諸君 は 奔命に つかれて しまった かも 知れない。 

玆に 伯の 先見の明が 輝い. てゐ たので ある。 

この 警察官の 增 員に ついては、 昭和 十 年 六月、 內務 省警保 局の 一 事務官 は、 「伯の 內相 時代の 警官 增員 は記錄 破り 

であった」 と 前 S きして、 詳細なる 數字 を擧げ て、 次の ごとく 語って ゐる。 

伯の 內相 時代に おいて 實にー ー囘 にわた つて 警官の 大增 員が 行 はれて ゐる。 第 一 囘の增 員 は卽ち 大正 七 年 三月で あ 

つて 警部補 一 一十 人、 警視 廳 巡査 五 百 七十 八 名の 增加を 行うた もので あり、 更に 同年 七月 三日に は 警部補 一 一 百 十九 

人、 警視 廳巡查 二 千 三百 八十 人の 增加 を斷 行した のであった。 而 して 更に 伯 は 震災 內閣 の內相 時代に おいて は 二 

千 人の 警官 を增 員して ゐる。 その後 今日に 至る まで かかる 大掛 りの 增員は 行 はれて ゐ ない。 その後 行 はれた 增員 

は いづれ も 小規模であって、 大正 十 年の 千 六 百 名、 昭和 二 年の 五 百 名、 昭和 七 年の 百 五十 名、 昭和 八 年の 六 百 名 

であって、 伯の 內相 時代の 警官 增員 は數 字に おいて 斷然、 他者の 追隨を 許さぬ ものが ある。 ， 

警察 宵^ の 大增员 を 敢行し、 さらに 增俸 をも實 行した 後、 伯 は その 內容の 向上 を圖 らんが ために、 警察 講習 所 を 新 


由来 警察 の 養成 機關 は、 明治 三十 一 一年 九月から 三十 六 年 三月まで、 政府 事業と して 警察 監獄 學 校なる ものが あつ 

たが、 これが 廢 止されてから 後 は、 私立 團體 にして 內務 大臣 を總 裁と せる 警察 協會 において、 警察 の救濟 事業 ゃ雜 

誌を發 行す る 傍ら、 練習所 を 大手 町 の 憲兵 司令部 前 に 設け、 各 1^ 縣 知事 の 推薦し た 警部 や 警部補 を a:;- め て 教習して ゐ 

た。 そこで その 事業 を 政府の 事業に 移し、 場所 も 建⑩も そのまま 使って 警察 講習 所と したので ある。 生徒 は 全部で 二 

百 名、 やはり 各府縣 知事よりの 推薦者 を收容 し、 學科を 始め 犯罪 搜索、 法 醫學、 衞 生舉、 電氣 瓦斯 等の 取扱に 關 する 

高等 學 術と、 實務の 教授 並びに 運用 を 研究 させ、 一年で 卒業す る ことと した。 

尤も 伯 は、 大正 七 年 四月 一 一十三 日 を 以て 外相に 轉 任した から、 こ の 講習 所の 新設と 警察官の 第一 一次 增員 とが 表面. に 

現 はれた の は、 後任 者た る 水野內 相の 時代で あつたが、 その 一 切 は 伯の 手に よって 準備 せられて ゐ たので ある。 

六、 都市 計 畫 法 

それ は 伯の 在任中に は實 現しなかった けれども、 伯が 基礎 を 置いた ために、 次の 時代に 生れた のが、 都市 計畫 法と 

市街地 建築物 法と であった。 それが 近代 都市 計畫的 立案の 起源であって、 後に 伯が 東京 市長と して 又、 帝都 復興 院總 

裁と して、 直接 當 面の 實施者 となった ので ある。 

問題の 起り は、 大阪市に 對し、 從來 東京 市に 適用して あった 市區 改正 條例を 準用しょう とした 際、 伯 は、 單 に大阪 

市に 改正 條例を 準用す るに 止めす、 日本の 都市 計畫を 樹立し なければ ならぬ と 力説した。 これが 動機と なって 都市 計 

第一 一 5 寺. S 內閣 時代  六 八 一二 


第三 節 内務大臣  .  六 八 四  - 

畫 法が 制定せられ、 市街地 建築物 法が 生れた ので ある。 伯の 命 を 受けて 都市 計畫法 起草の 衝に當 つた 池田宏 は、 これ 

について 次の ごとく 語った。 

都市 計畫の 調査 費 を 初めて 豫算に 計上し、 これが 議會を 通過した の は、 全く 後藤 伯のお 藤であった。 それ は寺內 

內閣 時代の ことで ある。 

追加 豫算 として 二 萬 五 千圓を 議會の 終る 頃に 要求 するとい ふ騷 ぎであった。 「今頃に なって 追加 豫算を 出した つ 

て 駄目 だ、 なんとい ふ 無茶な こと をな さるの だら う」 と、 內 務省內 でも ゥヮサ した 程であった。 しかし 伯 はそん 

な 風評に 對 して は 一 向平 氣 であった。 

山 縣治郞 氏 を大藏 省へ 交涉に 差し向け、 とうく 議會の 終りが けに この 豫箅が 承認され た。 實に きわどい 藝當で 

, あった。 

この 豫算が 認められた 爲 めに、 初めて 都市 計畫 委員 會が 成立し、 これに 依って 都 巿計畫 法が 施行され る ことにな 

つた。 勿論、 この 委員 會の 成立す るに 先立って、 伯 は 外相に 轉 ぜられ たけれ ども、 かかる 意味に 於いて、 伯 は 都 

市計畫 法の 恩人で ある。 

こ の 都市 計畫調 查會の {R 制 は 次 の 通りであった。 

一 、 都市 計 劃 調杏會 ハ 內務大 E  ノ 監督-一 屬シ 都市 ノ 衛生 眷察 終濟 交通 其 他 都市 計 劃 上 必要 ナル 事項 ヲ 調 杏 1  难議 ス 

一 、 調杏會 、ノ 都市 計 劃 -ー 關スル 事ー攻 一一 付 關係各 大臣 ノ 諮問 -ー 應ジ 又 ハ 關係各 大臣 一一 建議 スルコ トヲ得 

一、 調査 余 "ハ侖 3 長 一人 委員 二十 四 人 以内 ヲ以テ 組織 ス 

前 Is- 定員 ノ外 必要 ァ ル 場合 一一 於テ パ 臨^ 委員 ヲ置ク コトヲ 得 


長ハ 内務大臣 ヲ以テ 之 -ー 充ッ 委員 及 臨時 委员 ハ 關 係齐廳 高等官 ノ ヘム 職 在ル者 ノ中ョ リ內務 大臣 ノ  i!5!-t. お - -依リ 內？」 

之 ヲ命ズ 

一 、 調査 會 一-幹事 及 書記 ヲ置ク 

さう して 都市 計畫法 全文 三十 三條が 法律 第三 十六 號を 以てい よく 公布せられ たの は、 大正 八 年 四月 五日であって、 

その 第 一條に、 

本 法-一 於テ 都市 計 劃ト稱 スルハ 交通、 衞生、 保安、 經濟等 一一 關シ 永久-一 公共 ノ 安寧 ヲ 維持 シ、 乂ハ 福利 ヲ^ 進ス ル爲ノ 重要 施設 

ノ計劃  一 I シ テ、 市ノ區 域內 -ー 於テ、 义 ハ 區 域外 一一 互リ 施行 ス へキ モノ ヲ謂 フ。 

と 規定し、 この 法律の 有する 近代 文化的 價まを 表現し、 その 都市 計畫 域の 決定に 就いては、 「關係 市町村 及 都市 計 

劃 委員 會ノ 意見 ヲ聞キ 主務大臣 ヲ 決定 シ 內閣ノ 認可 ヲ受ク へ シ」 C 第一 一條- と 規定せられ、 都市 計畫 委員 會に 就いては 

別に 勒令を 以て 定められた のであった。 

水 野 鍊太郞 も 昭和 五 年 四月 十日、 日 比 谷公會 堂に おいて 開かれた る 故 伯 一 周忌の 追悼 會 において 都市 計畫 法-に 言及 

して 曰く。  . 

大正 六 年に 伯 は 第 一 次內務 大臣と なられた のであります が、 赏時私 は 其 下に 次官と して 職に 在った のであります が、 伯 は 都市 計 

畫と云 ふ 事に 付きまして は 最も 深く 意 を 致されまして、 伯の 在職 中に 都市 計畫 法なる も の が 制定せられ たの であります。 伯が 內 

務 大臣と して 第 一 に考 へ られた 事 は、 帝都の 改春 建造と 云 ふ 事で あ つたの であります。 

更に 义其 昔に 遡り ますれば、 帝都 建造の 動機 は、 伯が 曩に 薹灣に 於て 民政長官 として 新 領土 終營の 事に 常ら れた 時に 始まって 居 

るので あります。 明治 二十 七 八 年 戰役後 臺灣を 領有し ました 當 時に 於き まして は、 薹灣の 諸 都市 は 極めて 亂雜 荒涼の 地であった 

のであります。 伯が K 政 長官と して 赴任せられ まする や、 第一 に是 等の 諸 都市 を 改造し 文明 都僉 となす の 必要 を 認められまして、 
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臺北を 始めと 致しまして 交通、 衛生、 类觀の 點ょリ 都市の 完 仝なる 計畫を 立てられて、 それが 實 現せられ て 今日の 立派なる 文明 

的 都市が 建設せられ たので ぁリ ます。 此經驗 に 基き まして 伯 は 東京 市の 建設と 云 ふ 事 を 胸中に 蔵せられ て 居った のであります。 

以て 伯 と 都 巿計畫 との 深き 因緣を 察知す るに 足る であらう C 

七、 救護 課の 新 設 

伯の 政治に 對 する 關 心が、 救貧と 防 貧と に出發 した こと は、 旣に衞 生 局 時代の 章 下に 於いて 細說 した。 - 

いま 內相 となる に 及んで、 伯の 注意 は、 當時 次第に 險惡 となりつつ ありし 社會 世相に 注がれ、 從 つて 社會 政策 を 擔 

當す べき 特別なる 局 課の 必要に 拂 はれた。 

大正 六 年 七月 二十日、 法律 第一 號を 以て 軍事 救護 法が 公布せられ、 該 法に 關 する 施行 令が 同年 十月 三十日 勅令 第二 

百 六號を 以て 施行せられ たの は、 伯の 社會 政策 的 立法へ の 第 一 著 手 をな す ものであった。 

該 法律 は その 第 一 條に 規定す る 如く 「傷病兵、 其ノ 家族 若ハ遣 族叉ハ 下士 兵卒 ノ 家族 若 ハ遣族 ハ本法 一一 依 リ之ヲ 救 

護ス」 るに あって、 歐 洲大戰 とい ふ 社 會的ー 大變 動の 波に 對應 する 爲 めに は、 是非とも 必要 缺 くべ からざる 社會的 意 

義を 有する 法律であった。 さう して 救護の 手續は 施行 令 第 一條に 規定す る 如く 「救護 ハ 救護 ヲ 受ケム トス ル者ノ 出願 

ニ因リ 住所 地 地方 長宫 一一 於 テ其ノ 許否 ヲ 決定 ス J とい ふので あった C 

そこで 伯 はこの 事務 を 取扱 ふべ き專 任の 官吏 を內務 省に 置く とともに、 此等 をして この 軍事 救護 法より 更に 廣汎な 

る社會 政策の 衝に當 らし めんと した。 


その 結果、 伯 は 今日の 社會： の 淵源 をな すと ころの 救護 課と いふ 新しい 課 を、 內務省 內に設 ，蓝 した。 これが やがて 

「社會 課」 となり、 更に 「社 會 ：：！ ！」 に擴大 せられ、 今や 「社 會省」 すら 新設 されん とする ものの 濫觴で ある。 前 田 多 

门 は 左の 如くに 語る。 

更に 伯 は 後年、 社會 局と いふ 一 大機關 の 起源と なった ところの 救護 課を內 務省內 に設， 位された。 

當時、 軍事 救護 法が 出 來てゐ たので あつたが、 この 事務 は 地方 局の 府縣 課の 片手間の 仕事と して 二、 三 名の 屬 {n: 

が 取扱って ゐた。 これで はいけ ない と 云 ふので この 事務 を獨 立の 課で 取扱 ふ 事と し、 社會 課と いふ 名 稱を與 へよ 

うとい ふ 事に なり、 後藤 伯 は 大いに 乘氣 であった。 ところが 寺內 首相に 話される と、 首相 は 「役人が 社會 なんて 

言葉の ついた 課で 働く とい ふ 事 は 以ての外 だ」 と反對 された ので 「救護 課」 とい ふ 名稱で 事務 を 取极ふ 事に なつ 

た。 ところが 米騷 動が 起った 時に、 この 課の 名稱は 「社會 課」 と 改められ、 後に 社會 局と なった ので ある。 


乂、 

-ノ 


論 取締 


當時內 相と して 伯の 苦心した ことの 一 つ は、 言論 取締の 問題であった。 

蓋し 寺 內內閣 の 成立した 大正 五 年より 翌六 年に 掛けて は、 日本に 於け る社會 思想の 轉換 期であった。 一方に は戰時 

の 好況より 來 る社會 運動の 擡頭 あり、 他方に は歐米 各國に 於け る 民衆 解放 運動の 影響 あり、 自然 我國に 於け る 思想界 

は 急激に 變 化し、 從 つて これが 取締りの 責任者た る內 相と して、 伯 は 容易なら ざる 困難 を經驗 しなければ ならな かつ 

た。 殊に 社會 一般の 民衆的 大潮と、 首相 寺內 1 びに 元老 山縣の 保守 思想との 中間に 介在して、 伯の 立場 は、 相 當に苦 
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しい ものであった。  . ♦ 

伯 は 言論の 取締りに 就いては、 常に 檢閱の 衝に當 る 人達に 對し 「大處 高所から 判斷 しなければ いかぬ」 と 口癖の や 

うに 訓 へて ゐ たので あるが、 この 訓 へに 接した 部下の 人々 に は、 その 限界が 判明せ ぬので 困惑した 様子であった。 

言論、 思想の 取締りに 就いては、 寺內 首相 は 全然、 伯の 措 澄に 一 任して ゐた。 R 寸內 元帥 傳」 のなかに、 永 田秀次 

郞の談 として、 次の 如き 一節が 揭 げられ てゐ る。 -  . 

言論 取締に 就ても 伯 は 自ら 「是れ は發賣 禁止に 附 すべき ものである」 と 思 はれた ことで も、 之が 當 面の 責任者で 

ある 警保 局長が 「是 れは默 許しなければ なりません」 と 言へば、 先づ r 內務 大臣 は」 と 尋ねられた。 而 して 若し 

內務 大臣の 承認の あった ものであった ならば、 r 此 等は卽 ち內務 大臣の 責任に 屬 する ものである。 然るに 內務大 

臣が 取締 上 不問に 附 して 善い と 云 ふなら ば、 如何に 私が 總理 でも 徒らに 干涉 すべき もので ない」 といって 許可せ 

られ た。 

その 頃から、 我國に デモ クラシ ー とい ふ 民 本 的 思想 を 現 はす 新しい 言葉が 流行し 初めた。 その 對 策に 就いても、 伯 

は 伯 獨自の 立場から これ を解釋 し、 取締って ゐ たが、 元老 山縣は 事態 を 憂慮して、 寺內 首相へ 取締りのより 殿 重なら 

ん こと を 督促す ると 云 ふ有樣 であった。 

當時を 追想し て 永 田秀次 郞は 次の 如くに 語 つ た。 

山縣 さんが 寺內 首相へ 電話 を かけて よこされ、 「寺 內內閣 の 思想 取締が 寛大す ぎる」 と 非難され た。 首相 もこれ 

に は大變 閉口して ゐられ た。 それで 二度 ぐら ゐ山縣 さん をお 訪ねして いろ/ \.說 明 中 上げた 事が ある。 山縣 さん 


をお 伺 ひしょうと した i^、 伯から 特に 一 山縣 さんが 理解、 納得され る やうに 說明 せよ」 との 命 もあった ので、 自 

分 は. S ろく 考 へた 結果、 H  n 取締りの 限界が 頗る 問題であって、 その 限界 を 定める 事が 困難で ある 事を實 例に 

依って 說 明す るが 一番よ いと 考 へて、 これらの 實物 を持參 して 詳細に 說 明した 事が ある。 

寺 內內閣 の 頃、 デ モク ラシ ー が 流行し 始めた。 後藤さん は寺內 首相に 度々 この デ モ クラ シ ー の 說明を 行って ゐら 

れた。 私 も山縣 さんに 「デモ クラシ ー の 講義」 をした 事が ある。 その 結果、 人 江 貫 一 君が 逆に 山縣 老公から デモ 

クラシ ！• の說 明を聽 かされた とい ふ 珍事 も出來 した。 

さらで だに 保守的で 新聞 人と 肌の 合 はぬ 寺內 である。 それが 天成の 新聞 人と もい ふべき 大隈の 後 を 襲うて 首相と な 

つたので あるから、 寺內が 新聞 界雜 誌界 に人氣 のよ からう 害はなかった。 であるから 伯 も 亦、 言論 機關 との 關 係に 於 

いて は、 人一倍の 苦勞 をした わけで ある。 

九、 內.務 省 の 豐 年 

伯 は 衛生：： 技師 時代から、 豫算を 取る 一種の 妙技 を 持って ゐ たこと は旣に 述べた。 

いま 內相 として 伯を迎 へ. ると ともに、 俄然と して 內務 省の 豫算 が增 加し 出した。 それ は會計 課長の 山 縣治郞 がいつ 

たやう に、 「內務 省の 豐年」 であった ので ある。 

伯が 當時 最も 痛切に 感じた こと は、 一 般 ⑩價騰 費に 伴 ふ 官吏 增傣の 必要と いふ ことであった。 

前揭 「大正 七 年度 財政 計 劃一 一 對スル 私見」 と 題す る 一 文のう ち、 當 時の 驚くべき 吻 價騰贲 の 趨勢に 鑑み、 「一 定ノ 
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傣給 ヲ以テ 衣食 ス ル宫 吏」 に對 しても 相 當の增 棒 をし なければ、 「管 一一 其ノ 生活 品位 ヲ 維持 ス ル能 ハサ ルノ ミナ ラス 

精神 上ノ惡 影響 ヲ及 ホシ、 行政 上ノ 百弊 玆 一一 其 ノ端ヲ 發シ、 且 官界 一一 人材 缺如 スルー 一至 リ、 事務 ノ荒怠 ヲ來ス ノ虞ァ 

リ」 となし、 特に 「下級 官吏 及 特殊 官吏 一一 對シ總 額 約 一 千 萬 圓ノ增 体增加 ヲ行フ コト」 を 主張して ゐる。 

かかる 見地に 立って、 伯 は 強硬に 豫算の 獲得に 努めた のであった。 地方 官吏のう ち 郡長、 警視の 優遇 案 は 遂に 伯の 

奮闘に 依って 實 施された のみなら す、 これが 導火線と なって、 後に は 一般 官吏の 增 俸も斷 行され るに 至った。 

山 縣治郞 は 次の 如く 語る。 

後藤 伯 は 豫算を 閣議で 餘 計に 獲得す る 事に 努めて 下さった。 多く 豫算を 貰ふ爲 めに は實 にょい 大臣であった。 

獨創的 且つ 天才 的に 新しい 提案 をされ る。 それから 又、 若い 人の 云 ふ 事で も、 老人の 云 ふ 事で も、 よいと いふ 事 

になれば 直感的に 賛成され る。 そして 信ぜられる 力 も 亦實に 強烈であった。 

豫算 閣議が 開かれる 時には、 私 は 伯に 「事務 當： ：5: で 認めた もの は、 飽くまで 閣議で 頑張って 頂きたい」 と 申 上げ 

た。 そして 大藏 省の 査定 意見に 就いては、 閣議の 前日に、 私 は 內務省 側の 見解 を拔 書に して 伯に お渡しした。 

閣議の n に は必す 私は祕 書せ 室で ^；: 機して ゐた。 すると 伯 は、 便所へ 行かれる ときと か、 食堂へ 行かれる 時と か 

に、 私の 許へ 来られて、 「あの 件 は 大丈夫 だ、 時に これ はどう だ」 と 訊され るので、 遂 一 說明 すると 伯 は 「よし 

分った」 といって 又 閣議の 席へ 臨まれて、 奮闘され たもので ある。 

それで、 時の 法制局 長官 有 松英義 さんが 時々 私の 處 へやって 來て 「君 はなに しに やって きた、 何 か內務 省に 問題 

が あるの かネ」 と 云って、 早く 歸れと 云 はぬ ばかりに ひやかされた 事 も ある。 


私は伯に J-し て地方官の優^^案を建議した." その 案の P おは" うえ 力ら #-5n„^^^  お 力ら 

九 人と いふので あって、 六 大都市 並びに 北海道、 福 岡の 各府縣 知事 及び 警視 總監を 親任と し、 その 地位 は內務 次 

官の 上席と するとい ふので あった。 又、 各 府縣に 指定 事務官 一名で あつたの を 三人に 增 員し、 警視 も 東京、 大阪 

だけで あつたの を、 各 府縣に 一 名 づっ篮 くこと にした。 

更に 郡長、 警視の 優遇 案 を 持ち出した。 卽ち 郡長の 平均 給 千 二十 圓、 警視の 平均 給 八百圓 であった もの を 前者 は 

千 五 百圓、 後者 は 千 二百 圓に するとい ふ 提案であった。 ところが これに 對 して は、 各省 間の 權衡を 失する とい ふ 

非難が 起った。 それで 私 は 郡長、 警視に 相當 する 官等で ある 典獄 (司法 省關 係) 司稅官 (大 藏省關 係) の 過去 二 

十 年間の 待遇の 變遷を 調査した 處、 典獄 は 千 三百 八十 圓、 司 稅官は 千 三百 五十 圓で あった。 それで 右の 理由 を强 

硬に 主張して、 とうく 郡長、 警視の 優遇 案は實 現す る 事に なった。 . 

その後 間もなく 物 價騰贲 の 影響で 八 年に 一 般增 俸が 行 はれた ので、 內務省 は 實に豐 年であった。 

伯 は內務 省へ 来られた 時、 r 內務省 は ひからびた 梅干で ある」 と 批評せられ たので あつたが、 伯が 來 任されて か 

ら、 間もなく 內務省 は 非常な 豐 年に 惠 まれた のであった。 蓋し 空前の 大豐 作で あつたの だ。 
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第 四 節 第三 次鐵道 院總裁 

一、 網 紀振肅 の 訓示 

伯 は 三度び 總 裁と 爲 つて 鐵道院 に歸る や、 直ちに 痛感した こと は從業 員の 精神的 弛緩であった。 嘗て 第二次 桂內閣 

當時、 赤 革の ゲ I トル 姿で、 全線 を 行脚して 鼓吹した る 鐵道氣 質 は、 今 果して 奈邊 にある か。 頻々 として 起る 列車 事 

故と、 殊に 黨 弊の 渐 く國鐵 上下に 浸潤 せんとす ると は、 伯 を 最も 痛心せ しめた。 

交通 業者 は 一 國國民 生活の 命脈 を 握る ものである。 若し 此の間、 精神の 弛緩と、 政治的 偏 倚と、 勞勸 運動 的 爆 動の 

人る あらば、 その 國家 全體に 及ぼす 危險 果して 幾何 ぞゃ。 伯 は 思うて 玆に 至り、 一大 警吿を 全從業 員に 與 ふるの 急務 

なる を 痛感した。 

故に 伯の 就任 第一 著 手の 施設 は、 院內の 綢紀肅 正であった。 

卽ち伯 はま づ鐵道 技監 を 復活し、 鐵道 巡察 課 を 新設した。 すな はち 大正 五 年 十二月 九日、 勅令 第二 百 四十 一 猇を以 

て 技監 設 S の 件 は 公布せられ、 長：，. す 川 連 介が 技監に 任命 せられた。 また 巡察 課 は、 鐵道院 事務 分掌 規程 を 改正して、 

これ を 總裁宫 房內に 設！！ y する 事と し、 , 一 ) 制度 及び 施設の ぉー 閱 監査 a  二 業務 施行の 實況 監査 を 取扱 ふ 事と した。 

この 新， t 左の 如くに 語った。 


る： ケ享慨 突 事件の 如き、 全く 風紀の 頸 廢に基 因す る もの なれば、 近々 技監 掌理の 下に 鐵道 巡察 制度 を 設け、 戴 道 

技術 及び 運輸 上の 知識 經驗 ある もの を 巡察 宫 とし、. 全線に 1 りて 從業 員に 對 する 巡視 監# の 任に 當 らしめ、 以て 

職員の 風紀 振 肅を圖 る 方針な り C 而 して 技監 は此等 巡察 官を 指揮す ると 同時に、 總 裁の 顧問と して 技術の 調和 を 

圖る ものにして、 余の 前任者 は 技監 制度 を 不必要と なせる も 土木、 建築、 電氣 並に 運輸 上の 技術 等 各專門 的の 技 

術の 進歩に 從ひ、 之が 調和と 統一 と を圖る は、 其 専門的に 分る \ 程 必要な り。 卑近の 例 を 引けば、 先年 新築の 京 

都驛と 東京 驛 との 比較 は 如何。 前者 は 技術 専門家と 運輸 實際 家との 意見 を 調和し、 後者 は 全然 技術 專門 家の 設計 

に 成れる にあら す や。 故に 技監と して は單に 技術 上の みならす 實 際の 運輸 事務に 精通せ しもの を 擧げ、 此 調和 を 

圖ら ざるべ からす。 其 効果に 至って は 後日の 實 鑌に徴 して 批評 を 乞 はんと 欲す。 (大正 五 年 十二：：：： 十：：： 大阪ハ #c! 新聞) 

その 顷の鐵 道 院內の 空 氣は 確かに 弛緩して ゐた。 その 證左 とも 見るべき は、 十一月 二十 九日 午後 十一 時 五十 分、 東 

北 本線 古 間木驛 における 列車 衝突 事件であった。 死者 二十 九 名、 重輕 傷者 百 八十 餘 名と いふ 一大 惨事 を 惹起した ので 

あった。 この 慘 害の 原因 は、 全く 一  從業員 醉餘の 失態に 基く ことが 判明した。 この 事件の 爲め、 伯は總 裁と しての 責 

任 を 痛感して、 進退 伺 を 出した ほどであった。 

かかる 弛緩 的 業務 狀態 を斷 乎肅淸 しょうと 決意した 伯 は、 先づ 前記の 如く 官制 を 改革し、 更に 進んで は 所管 職員に 

對し、 十二月 二十 二日 左の 如き 秋霜烈日 的 訓示 を與 へた。 

本官 乏を鐵 道院總 裁に 承く る こと 前後 三囘、 常に 鐵道 業務の 振肅を 以て 念と なす。 顧 ふに 鐵 道の 業務た る、 其の 
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事直に乘{チ，ズーた.{ー立>.ーュ1、ー-ヒ^^^^^^ 1 部の 全 に 於け る 脈絡 系统亦 極めて 密接なる もの あり。 從て 一 部分 擔の業 

務 なりと も、 其 責任 固より 至 重に して、 一 に 誠心誠意 を 主と し 秋毫の 輕躁荒 怠を容 さす" 今や 全線に 亙れる 鐵 道 

從業 員の 總數十 一 萬餘 人を箅 し、 線路 益ぶ 延長して 業務 愈 M 繁釗を 加 ふ。 其 間に 處 する 固より 才能 技俩に 待つ 所- 

多し と雖、 各自 其 責任の 重き を自覺 し、 品性 を 磨き 規律 を 守り、 誠意 以て 其 事に 從 ふに 非す むば、 全線の 業務 を 

して 敏捷 確實 能く 中外の 信 賴を完 うせし むる に 難し C 各自 深く 思 を此に 致し、 一誠 以て 其 業務に 當り、 自己の 事 

を處理 する の 懇切 を 以て 其 職分 を竭 し、 苟. f 其 分 撸の範 園に 於て 自己 卽 其の 事に 總裁 たる を 以て 任と なし、 全線 

の從 業員齊 しく 是の心 を 以て 打て ー圑 となり、 緊張 撿束相 動 まし 相 戒め、 以て 生新の 氣を 鼓し、 愈よ 業務の 肅正 

振 張を圖 るべ し。 今囘 巡察 課 を 本院に 設置した る は、 固より 制度 施設の 適否 を 精へ、 業務 執行の 實 狀を審 にす る 

が爲 なりと 雖も、 叉實に 此に鐵 みる 所 あり、 全線に 亙りて 各部の 調和 を圖 り、 貪撸の 權衡を 保ち、 以て 些の 徒勞 

なから しめ、 兼て 實 地の 指導 を 適切に し、 業務の 難易 を 察知し、 中央 並 各部 をして 情意 能く 疏 通し、 阻隔 奉： 塞の 

憾 なから しめむ とする の 主旨に 出づ。 從業 員の 遍く 此の 意を諒 とし、 皆 能く 其 責任 を 重 じ、 益 M 策勖 努力せ むこ 

と を 望む。 

更に 翌 二十 三日、 全國各 線の 各 驛從業 員 十一 萬 人に 對し、 ほぼ 同様の 訓示 を發 した" 

一 方に 於いて 斯 くの ごとき 訓示 を 試みる とともに、 他方に 人事の 異動 を 行って、 人心の 緊張 を圖 らんと したる 伯 は、 

その 翌年 匆々、 病餘の 古川 副總 裁を罷 めて、 中 村 是公を もって これに 眷へ、 更に 局 課長 多數の 任免 を斷 行して、 意氣 

£ とに 


こ、 運輸 激增と 從業員 優遇 

當時 は歐洲 大戰の 結果、 日本 國內に 空前の 好； S の：^ 開した る 時であって、 それが 如實に 反映して ゐ たの は纖道 であ 

つた。 

その 頃の 國有鐵 道の 飛躍 展を 最も 雄 辯に 物語る もの は、 大正 元年と 大正 六 年との 左記 統計で ある。 

^  ^  平均 膂業ー 平均 營業ー 

旅客 延人哩  貨物 延噸哩  sil^- 貨^ 種- 1 對スル 哩- 一針 スル 

,  營業^  旋{ 各人 員 貨^ 噸數 

大正 元年 度  一一 一、 さ 一七、. S1 、さ 0  二、 さ 二 一一 一七、 き 一 一 uro ん七、 九 5 一一 一ん、 へ さ 「000 五一 一四、 000 

大正 六 年度 C. 推定) S  、一一ん 一一 一、 0  ニー、  000 四、 一一 II 五、 六 一四、 000 IT 八 六 一一 一、 一一 Ifr.- 一二、 九 七 量、 000 七 ls、ooo 

この 運輸の 大激增 は、 鐵道 設備の 不足と 爲 つて 現 はれ、 滯貨は 全線に 山積し、 客 貨車 は 修繕の 時間 も 足らざる まで 

酷使せ" れ、， 從業員 は晝夜 兼行 の 奔命 に 、 殆ど 疲勞 困憊し た。 

これに 關 して 伯が、 しきりに 綱紀 振肅を 訓示し、 從業員 懸命の 努力 を獎勵 した こと は、 前項に これ を 述べた。 しか 

し 伯 は單に 一一 一一 ロ辭を 以て、 下僚 を督勵 する だけではなかった。 一方に おいて は、 設備の 大 改良 を實 施し、 鐵 道に 於け る 

未曾有の 大豫算 を 編成して その 急 を 救 ふとと もに、 他方に おいて は從業 員の 給 與を增 加し、 その 生活 を 安泰なら しむ 

る こと を 忘れなかった。 

大正 丘 年末に 行 はれた 記錄 破りの 多額なる 年末 賞與 は、 その 一 例で ある。 それ は 例年に 比し 一 躍、 二割 增と いふ 高 

率であった 0 
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十一 一月 十一 一日 附の 大阪朝 H 新聞 は、 この 喜び を 左の 如くに 報道して ゐる。 

どの 驛へ 行って 見ても 上は驛 長から 助役、 下は驛 夫から i| 除 夫、 注油 夫、 ポイント マンの 端々 に 至る まで 馬鹿に 

元氣 がよくて 爾々 々して ゐる。 此の 理由 を 聞けば 何れも 九日 付で 貰った 今年の 年末 賞與が 例年に 比して {且 かつ 

たからで 上等の 部が 月給の 一箇月 半、 下等の 部で も 一箇月 分は缺 けて ゐ ない。 つまり 例年と は 二割 方 多い 譯で唯 

身分の よい # 部述 がその 割に 一 寸 屈かなかった だけで ある。 といって コ レ とて 例年に 比べれば 惡く はない。 斯う 

全體に 賞與の 多かった の は 今年の 鐵道 益金が 例年より 約 一 一 百 is? 圓も增 したからで、 特に 現業員の 方を宜 くした の 

は 今年の 總 裁が 現業員 最 屑の 後藤 男 閣下で あるから だと 若い 車掌 達な ど は 無性に 閣下 を 難 有が つて ゐる。 何で 

も 大演習で 九州 下りの 時總 裁が 神 戶に這 人る とフ ロック を 急に 總 裁の 制服に 著換 へて 大黑 座に 馳 せっけ、 集まつ 

. た 多く の 現業員に 親愛 主義 だ の 家庭的 活動 だ の と 現業員^ば せ の 演說 をした ので スッ カリ 心醉し て 總裁は 閣下 に 

限る ことにして しまった 矢先の 赏與 の增加 だから、 愈 閣下で なければ ならぬ ことにな つたの だ。 

三、 鐡 近豫， 弊の 根本 策 

伯 は 寺 內內閣 の 財政 一般に 關し、 種々 の 獻策を 竹 相に 試みた ので あつたが、 殊に 鐵道豫 ^に關 して は 深き 關心を 持 

つて ゐた。 伯 はこの 運輸 激增の 好機 運に 乘じ、 鐵道公 倩の 根本 策 を 樹立し、 進んで 建設 改良の 基礎的 計 畫を實 施せん 

とした。 

伯 はこの 思想に 基き、 鐵道豫 算に關 する 根本 方針 を 指示す ると ころの 覺 #1 を 作成した。 その 覺 書の 內容 は、 


1、 鐵道 特別 會計ノ 精神 ヲ發 揮シ、 十全 ノ計畫 遂行 ヲ期 スル コト。 

一、 特別 會計ノ 許ス範 圍內- ーテ、 一般 會計 財政 ノ妨 無キ限 一一 於テ、 極メテ 有利 ノ 施設 卽チ 建設 改良 ノ經費 ヲ支辨 

ス ル爲、 公債 ュ 資力 一一 仰ク コト。 

一、 廣軌制 準備 ヲ廢 シ、 狹軌舊 制 一一 復ス ルノ 閣議 ヲ改メ ラルへ キ事。 

1、 廣軌制 準備 費 六 千 餘萬圓 ハ之ヲ 認メ、 年度 割 一一 定ム へ キ事。 

一、 建設費 改良 費 總計ヲ 認メ、 提出 ノ 年度 割 一一 隨テ 公債 募集 ノ案ヲ 認メ、 財政 上 應募ヲ 期シ難 キノ 秋 一一 際 シテ、 

工事 ヲ 中止 ス へ キ事。 

とい ふので ある C 而 して 伯 は、 この 公債 政策の 具體 案に ついては、 森 本邦 治郞 理事 をして 鐵道 公倩發 行に 關 する 研究 

を爲 さしめ たのであった。 森 本 理事の 報 吿內容 は 左の通り である。 

&府ハ 現今 ノ金融 ノ狀況 公債 發行 一一 利便 ナル時 一一 於テ、 大 一-事業 公債 ヲ發 行シ、 其 資金 ハ 一時 之ヲ 聯合 交戰^ 一一 贷付 スルノ 方針 

ヲ 採リ、 之 力 運用 一一 依リ、 現下 一一 在 リテハ 犬-一 輸出手形 買 人爲转 資金 ヲ潤 澤ナ ラシ メ、 輸貨ノ 膨脹 ヲ 抑制 シ、 而シ テ戰後 K 間 事 

業 萎縮 ノ 日-一至 ラ ハ其 資金 ヲ囘 收シ、 官ノ 事業 ヲ擴 張シ、 財界 ノ波 溯ヲ輕 減スル ハ、 所謂 ー舉兩 得ノ長 策 ナリト 信ス。 左 一一 其方 

法ノ 概要 ヲ述へ ン。 - 

一、 事業 公債 ノ發行 額ハ、 金融 ノ狀況 爲将資 金ノ 需要 並 一一 之 力 運用 ノ拟 如何-一依 リ、 ^減 仲 縮 ノ自. H ヲ 保有 ス ルカ 爲メ、 制^ 

ヲ付セ サルヲ 可 トス ルモ、 輸出超過額ノ半額内外ヲ以テ目^^ぬト スル コト。 

二、 公債 ノ發 行-一 侬リ得 タル 资 金ハ、 聯合 交戰國 政府-一 交 涉シ、 其 短期^ 庫 債券-一 應 募シ、 戰後银 年. ん 千萬阅 乃至 七で 萬關. 2： 外 

/償還 ヲ受ク ル ヲ目 仏ト シ テ 運用 スル モノ トシ、 其 利 廻 リヲ略 內債ノ 利 廻リト 大差 ナカラ シムル コト。 
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一 11、 前 1^ 償還-一依 リ得 タル 資金 ハ、 必ス 之ブ生 產的ノ 事業 费ー I 充テ、 其 利益-一 リベ、 ム债/ 利子 ヲ支 辦セ シメ、 一般 财政ノ 累ヲナ 

ササ ラシ ムル コ ト 0 

-€シ テ現农 お 業 中能ク 前， 71  ノ  M 的-一 ^§1應ス ル モノトシテ ハ、 

一、 製 鐵亭業 ノ擴張  一 

一、 電話 交換 擴張 

一、 鐵道ノ 建設 改良  -  ■ 

ノ三 事業 ヲ舉ケ サルヲ 得 スト 雖モ、 製鐵 事業 ノ 大摘張 ハ 、 満洲 及 朝鮮 -I 於 テ企晝 セル 民蛰 事業 ノ 發達 一一 影響 スル虔 アル ノ ミナ ラ 

ス、 戰 後必ス g ル へ キ銅鐵 愤格ノ 暴落 ハ、 其 邊ニ 達スル ャ測ル へ 力 ラサル モノ アル ヲ以 テ、 未 ク劇カ -ー 其 利潤 力 公債 利子 ノ負 

擔 一一 耐ュ ルャ否 ヤヲ 確 一一：. "ス ル能ハ ス。 電話 交換 擴張ノ 事業 ハ、 其利潤ノ公債利子ノ^«1;擔-ー關シ、 一般 财政 ノ累ヲ ナス コト ナキハ 

明 カナ ルヲ 以テ、 前記资金ノ若干ヲ之 -ー：^-常ス ル ヲ妨ケ スト 雖モ、 富 ノ^ 進-一 對 シテハ 械メテ 間接 ノ 事業 ナルヲ 以テ、 對 外債 

務ヲ 廣却シ 得へ キ资 ズぷ、 卽チ 外資- -ir シ キ，. ま金ヲ 以テ、 之カ大 擴張プ ナス。 お 深ク 考究 ス へキ モノ ァリ。 獨 リ帝國 载道ノ 建設 改 

良ノ 事業 ハ、 

一、 鐵道會 計ハ自 營ヲ、 ギ： 義 トシ、 其負擔 セル 公債 及 借人 金ノ 利子 ヲ支辦 シ、， 毎年 贰千 萬圓 以上 (大正 五 度 ハ參千 甙百餘 萬圓) 

ノ益 金ヲ舉 クル ノ ミナ ラ ス、 逐年 其額ヲ 累加 ス ルイお 況 ナルヲ 以テ、 事業 擴張ノ 爲メ、 現時^ チ -! 數億ノ 負 俊ヲ^ 加ス ル モ、 

一 般會計 ノ累ヲ ナ ス ノ憂 ナシ。 

二、 鐵道ノ 事業 ハ 丘 額ノ 资金ヲ 消化 シ得 ルヲ 以テ、 鐵道 公債 發行額 ハ能ク 現下 所要 ノ爲替 資金 ノ 需要-一 應 r へ ルコト ヲ得。 

三、 鐵道ノ 建設 改良 事業 ハ、 土木 業-一至 大ノ關 係. ブ有 スルノ ミナ ラ ス、 其 需要 スル 物品 ハ 多種 多樣 -I シテ、 各種 鋼鐵銅 材料 ノ製 

作、 1^-- 一  各種 機械 製作 工業、 電氣- 一 關スル 各種 工業、 セメント、 煉冗、 木材、 石材、 織物、 車輔、 造船 等ノ 諸事 業-密接 ノ關 

保ヲ有 スルヲ 以テ、 戰後 35{ 業奏 縮ノ 際-一 於テ 之- 1 簧佥 ヲ投- 卜スル ハ、 财界ノ 救済 上 效杲ノ 普： 過 的 ナルノ ミナ ラ ス、 近 寺 敎道事 


業 用品 ハ 一 部ノ 1^ 料 鋼材 ノ外、 總テ 内地 製品 - 一依 リ需 耍ヲ充 タス ヲ以 テ、 投^«ノ大部分 ハ內地ェ業 一一 活動 ヲ與フ -ルノ 利 ァ"。 

四、 帝國/ 金融 状態 ハ、 資金 ノ 常-一都 會 地-一 集注 ス ル 傾向 ァリト 雖モ、 鐵道 建設 改良 ノ 事業 ハ、 他ノ製 As 工業 ノ類ト 異リ、 仝國 

-I 分布 施行 セラ ルル ヲ以 テ、 其投<ぬハ常-ー.^^地方/んぉ融-!利便ヲ舆フ。 

五、 鐵道ノ 事業 ハ 僻陬 住 ほ/智識 ヲ啓 發シ、 埋沒 セル 富 源プ開 發シ、 メ. ^地方 ノ 眠レル 勞カヲ 活動 セシ メ、 富力 ノ^ 進國運 ノ發展 

二 至大 ノ效果 ァリ。 

之 ヲ他ノ 諸事 業-一 比ス レ ハ、 前記 ヘム 債- 1 依. - 資金 ヲ 投スル ニ最 モ適應 スルノ 官業 タリ。 而シテ 薹灣鐵 道、 朝鮮 鐵道モ 各 其 特別 會 

計 -ー 於 テ能ク 公債 利子 ヲ負 擔シ、 一 .i^ 財政 ヲ累ハ ス コトナ クン ハ、 其 資金 ノ 一部 ヲ 利用 セシム ルヲ妨 ケサル ナ"。 人或ハ 僻陬 ノ 

地方 -I 敷設 ス ル鐵 道ハ營 業 利潤 ノ薄 キヲ 見テ、 之ヲ 非議 スル モノ ァリト 雖モ、 此 ノ如キ ハ 民間 投資家 ノ 見地 ヨリ 立論 ス ル モノー I 

シテ、 鐵道 國有ノ 本旨 ヲ沒却 スルノ 論議 タリ。 試 ミー 一見 ョ、 各種 產， 業獎勵 ノ爲メ 支出 スル 補助金 ハ、 直接 -ー國 庫 二 何ノ收 得スル 

虔カ アル。 國家カ 僻陬 ノ 地方-一 敷設 スル鐵 道ハ、 其 目的 タル 地方 ノ 拓殖 開發 一一 在リ。 各地 ノ眠レ ル勞カ 及 富源ヲ 活動 セシ メ、 國 

カノ^ 進 ヲ謀ル -ー 在リ C 營業 利潤 ノ 多少 ハ固 ヨリ 其 主要 ノ 目的 -ー アラス C 然レト モ之 ヲ旣往 ノ實績 -ー 徵スレ ハ、 敷設 當初 -ー 於テ 

ハ收支 相償ハ サ リシ モノ モ、 尙且 地方 富 源 ノ開發 セラ ル ル 二 伴 ヒ概ネ 拾 年内 外 二 シ テ、 投資 二對シ 相當ノ 利潤 ヲ生 スル - 一至 ル。 

之ヲ產 業獎勵 ノ爲メ  -! スル 補助 八な， ノ、 能ク其 目的 ヲ達シ タル 場合-一 於 テモ、 直接 國 庫-一利 スル 鬼ナキ -I 比スレ ハ、 錄道ノ 敷設 ハ 

其 利益 ヲ享ケ テ其损 失ヲ免 ルル 產業 獎勵金 ナリト 云フヲ 妨ケサ ルナ リ。 

四、 廣 軌 案の 再 調 查 

伯の 名 は 一 時 廣執鐵 道と 關聯 して 記憶され た ほど、 伯 はこの 問題に 熱心であった。 

桂內閣 時代に、 殆ど 成る に垂ん として、 而 して 內閣 瓦解の 爲め果 さ ざり し 此の 案で ある。 伯 は 今、 三た び鐵 道院總 
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裁と 爲 るに 及び、 猛然と して 廣軌 問題に 突進した。 

內閣の 諸政 漸く その 緒に 就いた 十一 一月 一 一十三 日 午後、 鐵道院 に 登 鹿した る 伯 は、 技監 以下 各 局長 を 會議窒 に 召集し 

て、 廣軌 改築 案に 就いて 意見の 交換 を 遂げた。 

その 結果、 前內閣 時代に おいて 作成され たる 廣軌 改築 案の 再調査 を 行 ふこと に 決した。 當 時の 工務 局長 は 杉浦宗 一二 

郞、 工作 局長 は 島 安次郎であった。 さう して 岡 野 # は 杉 浦の 下で 働き、 森 本 は經理 方面 を擔當 した。 

當 時の 事情に 就き、 島 安次郎 は 左の 如く 語った。 

大 隈內閣 成立して、 仙 石 貢 氏が 鐵道 院總 裁に 就任す ると 共に、 廣軌 改築の 調 茶に 著 手され た。 この 調査 事項 を 協 

議 する 爲 めに、 軌幅調 查會が 構成せられ、 その 委員に は 各省 次官 並びに 田 中參謀 次長、 山屋 軍令部 次長 等が 參加 

された。 

當時私 は廣軌 案に 對 する 意見き 有し、 洋行 中に 提出した が 握り a された る ものと 思惟し、 侗人 としての 意見書 を 

新たに 作成して 提出した。 古川 副 總裁は 右の 意見書 を 仙 石 氏に 提出した 處、 お 意見書 は 院議と ならす、 參 考案と 

して 各 委員 間に 配布す る ことにな つた。 それで 私 は 右 調 查會の 半ば 頃から 會議に 出席す る ことにな つた。 

當時、 仙石總 裁の 廣軌 改築 方針 は、 

一、 狹軌 のままで 改築す る 場合の 經費 

1 、 廣軌に 改築す る 場合の 經費 

一、 右の 各個の 場合に おける 輸送 關係 


一 、 旅客の 關係 

の 各項に 就いて 調 丧を行 ひ、 旅客 貨物 を 運ぶ 爲 めに は、 

「第一」 ふ 田 時の 規定に 基く 規格に て 行 ふ 場合 

「第二」 線路 を 狭軌と し 機關車 貨車 客車の 車 體を擴 大したる i 仏 合 (共同 狭軌) 

「第三」 廣軌 の^ 準と して 第 一 囘 準備 委員 會 における 基準に 依る 場合の 經費 

「第 四」 狹執 における 車體 を擴大 するならば 更に 廣軌 において 車 體を擴 大したる 場合 は 如何 

以上 四つの 基準に 依る 工事の 程度 及び 所要 經費、 營業費 を それ ふ，、 調査して 四 種の 案 を 作成す る ことにな つた。 

然るにた まく 大隈 內閣の 改造 あり、 仙 石 總裁辭 任せられ 添田歸 一氏が 鐵 道院總 裁に 就任され た。 添 田 氏 は 仙 石 

前總 裁から 廣軌 問題に 關 する 事務 引 繼を行 ふに 當り、 極めて 簡單に 引繼を 行った ものの 如く、 以上 四つの 案に 對 

する 添 田 氏の 見解 は r 廣執を 採用し、 しかも これに 使用す る 車體は 大型の もの を 用 ひる」 とい ふに あった。 添 田 

氏の 眞意は 右の 案を實 施す る 方が 利 廻り 勘定 上、 得策で あると 思惟した らしく、 更に 叉 かかる 大規投 な 計 畫を實 

現せん としたの は、 外貨 を 輸入し ようとの 目論見 もあった からで あると 稱 せられて ゐる。 しかし 添 田 氏の 見解 は 

技術的 見地から 論 すれば 全く 「一個の 獨斷」 に 過ぎぬ。 のみなら す 日本の 鐵道 網の 將來を 廣汎な 立場から 考慮せ 

ぬ、 謂 はば 極めて 認識不足の 意見であった。 

かかる 案 を 把持して 調査 會に 臨んだ ところ 果然、 論議 は 沸騰した。 依って 私 はこの 案を說 明して、 「この 範圍內 

において 廣軌へ 改築す る 方針で ある」 との 趣旨 を 述べ、 意見書 を 提出した。 委員の 一部に は *こ の 説明書 を； |c 肯し 
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たもの もあった が、 これ を 機會に 本案の 成行き を ぼかす 氣分も 委員 會の うちにあった。 . 

かくて 一 時 本案 は 停頓の 情勢に あった。  - 

かかる 情勢に あった 時に、 大隈 內閣は 瓦解し、 寺 內內閣 成立し、 後藤 伯は內 相兼鐵 道院總 裁に 就任せられ、 三度 

鐵道院 に乘り 込まれた。 

後藤 伯 は 早速、 私 を 總裁窒 に 呼ばれて r 廣軌 案の 成行きが 1* だ 判明 を缺 いて をる。 聞く ところに 依れば、 途方 も 

ない. 一 ^犬な 案 も 調査 會に 提出され たやう だが：： 何ん とかして 廣軌實 現の 良 方策 はない か」 と 諮問され た。 これ 

に 對し私 は 添 田前總 裁へ 提示した 意見書 を 差 出した 處、 伯 は 「これ も 見方 だ、 君の 考 へで 行 ふと すれば ドレ 程の 

工事、 範圍、 經費を 要する か 調査せ よ」 と 命ぜられた。 私 は 「廣軌 案に 關 して 私見 を 上司に 提出す ると、 反って 

. 本案 件 は 紛糾す るから、 一 切 私見の 提出 を 見合 はす やうに 自分 は 命令され てゐ るが：： 公式に 調査 するとい ふこ 

とになる と 差 支が 生ぜぬ でせ うか」 と 訊す と、 伯 は 「よろしい、 君の^ 見と して 誰れ に 話しても よろしい！」 と 

言 はれた。 依って 私 は 直ちに 意見書 を 起草して 提出した。  ， 

五、 岛 の意兒 書 

かくして. 安次郎が、 伯の 乎 許に 差 出した の は、 次の やうな 內容 を^す る 意見 #1 であった U 

一 、 我國の 廣軌を 決定す る條 件はト ン ネル の 高さと その 延長と 複線 相互 問の 問隔 とに 依る。 明治 初年の ト ン ネル は 小さかった が 

その後 はだん/ \ 大きくな つて ゐる。 それで トンネルの 延長 十四 尺 以下の 分、 ナ五尺 以上の 分 等 それぞれ 調査し、 高さ も 亦 調 


こ の^i果ト ン ネル の數の 二割 を 除けば 1 へ 割 は歐洲 にて 使用して ゐる 廣軌の 車體を 通過せ しめ 得る 事が 判明した から、 トンネル 仝 

體數の 二割 だけ 癀大 工事 を 施行 すれば よい C しかも この 二割の ト ン ネル は、 王 として 東海道線、 山陽 線、 東北 線と いった やうた 運 

轍 交通量の 多い 地點に 存在し、 これらの 地方 以外の トンネル は 比較的 大きく、 しかも 東海道線、 山陽 線、 柬北線 等 も 前記 二割の 

うち 極く 少数の もの を 除けば 多少 狭い けれども 大きな 車體を 通過せ しめる 事が 出来る. - 從 つて 三百 萬圓 位の 鸫费で 改築 出来る。 

複線 線路 問の 間隔 も 調査した が、 常時 複線の 距離 は 少なかった。 

二、 廣軌に 改築す る 場合 は (ほ 然、 枕木 を 長く しレ ー ル 問の 距離 を廣 める 事 は仝國 的に 行 はれなければ ならぬ。 しかし トンネル を 

掘り か へ る亊 と、 橋梁の 改築と は 軌間 問題と は 仝 然無關 係で ある。 

コー、 舉輛は 廣軌に 改築す ると 同時に、 從來の 車輛 は廢棄 する 事に、 第一 囘 調査の 時 決定して ゐ たので あるが、 車輛 は 常時 旣に舊 

式に なって ゐ たから、 たと へ 狭軌の 儘で あっても 早晩と りか へ る必耍 に逼ら れてゐ る" 從 つて 殊更に 取り 換 へ る 必要 はな い。 

只、 線路の 改築 は 少なくとも 何十 哦每、 何 哩每に 一時に 取り 換 へない と n ぎ 目が 出來、 運輸 上に 支障 を 生ずる。 そして 布來 

の 車辆の 車輪の 位地 を變更 し、 時の 經 過に 件うて 本式に 取り 換 へる。 經 費 もこれ 迄 投下した 建設 資金の 一割 位で 十分で ある。 

右の 意見の 箇條 書に した もの を 島から 受取った 伯 は、  ， 

『これでよ い。』 

と 承認した。 

六、 島の 具體 案 

島 は その 意見書が 伯の 黉成を 得た ので、 更に これ を具體 化する 爲め、 線路 關係は 杉浦宗 三郞、 車輛 關係は 自ら これ 
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を 調査し、 更に 自己の 作成した 說明 資料 を 添附して、 再び 伯の 手許に 提出した。 

この 島 案 は、 從來の 委員 會 案に 對し、 當時 「別 案； 一 と稱 せられた。 <fr、  r 廣軌 改築 ノ 基準 並 一一 其 施 エノ 順序 方法 一一 

就テ」 のうちに 拨錄 せられて ある 「別 案」 卽ち島 案 を 摘記 すれば、 左の通り である。 

十二、 廣軌 改築 ノ墓準 並 一一 施工 方法 別 案 

廣軌 改築 別 案 ノ要點 ハ左ノ 如シ。  . 

一、 建築 定規 及 車輛 (ル 規齐 二種 截ヌ 規定 ス。 . 

ィ、 第一 種 建築 定規 及第 一種 車輛 定規 ハ、 大體- ー於テ 狭軌 改正案-一 據ル。 似シ 現場 プ調杏 シ其ノ 給果ヲ シテ、 多少 ノ 史 

ヲ行フ モ差支 ナシ。 

n、 笫 二種 建築 { ん規及 第二 種 車輛 定規 ハ、 大體- 一 於 テ廣軌 乙 案- 1 據ル。 但シ 多少 ノ錢更 差 支 ナシ。 

第 一 種 建築 定規 ハ 在來ノ 建造物 -ー 適 W シ、 第二 種建樂 定規 ハ新線 建；.^ 义 ハ 大 改築 工事 ノ 場合 ヲ 基準 ト ス。 

ハ、 車辆ハ 一般-一 第一 種 定規 據リ、 第二 種 定規 ハ 特別 ノぽ 間ヲ運 轉スル 車輛 一 I 限リ、 之 一一 據ル コト ヲ得セ シム。 

二、 停車場 待避 側線 ハ、 貨物輸送 量ノ大 ナル區 間- 1 於テ ハ、 長サ 一 千 五 W 呎 乃至 二 千呎ノ 列車 ヲ運 韓ス ル ニ適ス ル，, y サ トシ、 其 

ノ他 ノ區間 一一 在リ テハ、 一千 呎ノ 列車 ヲ 標準 トス。  . . 

三、 軌 條ハ， 大體 ニ於テ 線路 ノ狀況 一- 應シ テ之ヲ 定ムル コト トシ、 東海道線 ハ K« 「ポ ン ド」、 其ノ他 ノー R 問ハ 七十 五 「ポンド-、 X 

ハ 六十 「ポンド」 トス。 

四、 橋梁 ハ大體 一一 於テ 現.； ii ノ儘ト シ、 間隔 狭小 ノ モ ノ ハ 之ヲ擴 大ス。 但シ區 間 一一 依リ 使用 機關車 -ー 對シ テ 强度ノ 不十分 ナル モ ノ 

ハ之ヲ 架 替ュ。 

五、 車輛 ハ自 働聯 結器ヲ 具フ。  . 

六、 第 一 棰 建設 定规 一一 依ル 改築 工事 ヲ了シ タル 區間 ハ、 其 軌道 ヲ廣軌 -I 改築 ス。 但シ 軌條ハ 一 時 現在 ノ モノ ヲ 使用 スルモ 差支ナ 


七、 今後 新造 車辆 ハ 總テ 廣軌ト ス 。 

八、 廣軌 改築 ノ 進行 速 一一 シテ 新造 率辆問 一一 合 ハズ、 狭軌 ぼ 問 車： i 一一  餘裕ヲ や： フ、 ル トキ ハ、 新 刑 化 狭軌 率輔： N 廣軌 -ー 改造 ス。 

大要 前記 ノ如 キエ 事 方法-一 據ル トキ ハ、 廣軌 改築-一 耍ス ル冲" 5； 川ハ 軌道 费、 乘降場 改築 我、 車辆 新. 1 费、 及 車 辆 改良 费ヲ、 ナル 

モノ トシ、 其他ノ 費用 ハ委貝 會 ノ豫雾 ニ比ス レバ 遙 -I 少額 ノ 費用 ヲ以 テ足ル べキガ 故-一、 比較的 短少 i^=: ヲ以テ 廣軌ニ 改築 ス 

ルヲ 得べ ク、 而モ 前記 軌條 • 取将 工事 ハ必 シモ 軌間 變更ト 同時 一一、 之 ヲ行フ ノ要ナ キガ故 一一、 特種ば 問 ノ外ハ 之 プ令線 改築 後 二 

讓ルモ 可 ナリ。 

此 ノ如ク 一一 ン テ軌？ ？ヲ 改築 シ タル 後ノ廣 軌鐵道 ハ 如何 ナル モノ 十リャ ト云フ 一一、 客車 ハ 獨 逸國ノ モ ノ ト 英國ノ モ ノ トノ中 問 二 

位スル 寸法 ヲ有 シ、 旅お 列車 ノ 速度 ハ 類似 條件ノ 下 一一 在 ル英國 ノ夫ト 3§； シク、 货物 列車 ノ 輸送力 ハ略獨 逸^  ノ 夫レト 匹敵 スル 

コトト ナルべ シ。 而シテ 其 後ハ大 改築 ヲ耍ス ル機會 一一 於テ、 第二 種 建築 定规 一一 據リテ 施工 スルノ 外ハ、 徐 一一 運輸^ 進ノ 傾向 如 

何 ヲ觀？ f ーシ、 幾卜^ノ後杲シテ：.^〔人抱負ノ如キ第ニ種逑築定规、 卽委員 余" ノ廣軌 乙 案-一 據ル コ トガ 有利 ナ ルべキ 境遇-一達 セバ、 

其 時 二 至 リ初メ テ 一般 二 亙リ テ定规 變-更 工事 ヲ行フ ヲ可ト ス。 

卜 三、 結 il 

廣軌 改築 別 案ハ、 結局 -ー 於テ ハ 委員 會ノ 廣軌 乙案ノ 基準 一一 據ラ ン トス ル モノー 一  シテ、 永遠 ノ 後- 1 ハ 本案-一 ョル モ 委員 會 案- 1 ョ ル 

モ 同一 ノモ ノト ナル モノ ナリ ト雖、 其 ノ此虔 一一 至ルノ 過程 一一 於テ 著シク 差違 アル モ ノ ナリ。 • 理想 ノ 基準 二 到達 スル 迄ノ 間-一 於テ 

何レノ 方法  一 I ョ ル ガ 累計 一一 於テ ョ リ 多額 ノ 費用 ヲ耍ス ベ キカ ぺ 國運 發展ノ 過程 如何 一一 據ル ベ シ。 唯 本案 ノ 委員.^" 案ト異 ル要點 

ハ、 委員 會案ハ 二十 五箇 年間-一 亙 ルノ計 畫ナル 一一 對シ、 本案 ノ計畫 ハ廣軌 改築 ナル 名義 ノ下 一一 於 テ爲ス ベ キエ 事ハ、 長 クモ十 

ヲ出デ ザル期 問-一之 ヲ 終 r シ 、 其 後 一一 於 ル 運輸^ 進 一一 應ズべ キエ 事ノ 決定  一 I 就 テハ、 赞ク 之ヲ其 際-一 讓リ、 斯 クシ テ述 輸數量 二 

對スル 或然的 推測 ノ 錯i^ー  關 ス ル 危險 ノ 範圍 ヲ 縮小 ス ル ト 同 時 -ー 、 軌制 不統一 ノ 下-一 於ル 期間 ヲ 短縮 シ、 乂 改築 一一 赏リ新 線ノ布 
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設ヲ 避ケ、 且出來 得 ル限リ 現お 設備 ヲ 利用 シ テ所耍 ノエ 费ヲ 減セ ン トス ル - 一お リ。 (後略)  ， 

七、 閣 議 稟 請 案 

伯 は、 島の 意見 を 容れて 鐵道院 の議を 決定す る や、 次の ごとく、 大正 六 年 一月 十三 日附を 以て、 廣軌 改築 準 傭 工事 

に關 する 閣議 稟請案 を 首相の 手許に 提出した。 - 

明治 四十 三年、 廟議 東京 下關間 鐵道ヲ 軌 一一 改築 スル ノ 必耍ヲ 認メ、 四十 四 年度 豫算 一一 於テ、 之 力 改築 费ヲ 要求 スル ノ議 ヲ決ス 

ルャ、 同年 十月、 鐡道院 ハ廣軌 建築 定規 ヲ假 定シ、 爾後 施行 スル 東海道線、 山陽 線ノ 改良 工事 ハ 之-一 據 ラシ メタ リ。 所謂 廣軌改 

準備 工事 ト稱 スル モノ 是ナ リ。 然ル -i 衆議院 ハ、 廣軌 改築 費 豫算ヲ {# 議スル 一一 當リ、 財政 上 I- 濟上 重大 ナル關 係 ヲ有ス ルカ 故 

. -ー實 行上更 一一 愼重ノ 調 杏ヲ加 フへキ 希望 ヲ 表明 シ、 政府 亦 之-一同 意シ、 該豫 箅ヲ撤 囘シ、 四十 四 年 四月 廣軌鐵 道 改築 準備 委員 會 

ヲ 設ケ、 朝野 ノ 有力者 ヲ 擧ケテ 委員 トシ. 难 議セシ メタル -1、 該 委員 # ハ 東京 下關問 ノ廣軌 改築 ヲ 可決 報吿ス ルト共 一一、 更- 一本 州 

線 4i 部 ヲ廣軌 一一 改築 ス へ シトノ 建議 ヲナシ タリ。 時會々 内閣 更迭 シ、 後 繼 内閣 ハ 財源 ノ 見込 立 タスト ノ 理由 ノ 下- 1 、 同年 十二月 

之 力 賞行ヲ 中止 ス ル 一一 決シ、 尋テ 大正 二 年 六月、 廣軌 改築 準備 工事 ヲ モ之ヲ 中止 ス ル コ ト トセ リ。 

大正 一一 一年 鐵道ノ 建設 及 改良 一一 關ス ル叫年度以降七ケ^！^ノ計畫ヲ定ム ル 一一 常リ、 軌幅 問題 ヲ 決定 ス ル ノ耍ヲ 認メ、 鐵道 院ハ更 -ー院 

内-一 委員 ヲ設ケ 之ヲ調 杏シ、 其紡果 軌幅ノ 決定 ヲ 閣議 一一 稟議 シ、 政府 ハ更 一一 軌幅調 杏會ヲ 設ケ、 各關 係贫ノ 次官 其 他 ヲ以テ 委員 

ト シ .5* 議 セシメ タルモ、 遂ニ 決定 ヲ 見ル- 一至 ラス シ テ -閉會 セリ。 . 

今此問 一一 於ケル 運輸 狀態及 改良 工事 ノ變遷 ヲ觀ル  一一、 ^有 鐵道ノ 運輸 数量 ハ、 阈 カノ 發展ト 共-一 多大 ノ I 加ヲ 來シ、 明ュ 311 十四 

年腐軌 改築 準備 委員 ノ調^ 推定 セ ル 運輸 數量 ぺ 其 常時 - ー於テ ハ寧 0 過大 ナリ トシ テ 非議 セラ レ タル モノ、 今ャ 反ッテ 過少 ナリ 

シトノ 誹ヲ受 クル ノ實 ヲ 示シ (別表 參 照/ 一  面 技術 上ノ 進步ト 相伴 ッ テ、 狭軌 ノ儘 經詧 ヲ進ム ルト ス ルモ、 將來ノ 運 輪狀態 -- 


適 赏スル 設備 ヲナ サム トセ ハ、 明治 ST 十一 一一 年 定メ タル 軌假定 定規 ト、 殆ン卜 同一 ノ 定規-一依 リ、 工事 ヲ 施行 セ サルヲ 得サル 

赏況ト ナリ、 從ヒテ 現- 1 施行 セル 改良 工事 ハ、 跨 線 11  ノ高サ 等 俺少ノ 部分 ヲ除 クノ 外ハ、 軌道 ノ 中心 間隔、 橋梁 ノ强 度、 隧道 ノ 

大 サ 等、 、王 要 部分 -ー 於 テ 殆 ン ト 廣軌假 定定规 ト 差異 ナキ 設計-一 據ル ノ赏況 ナリ。 

IS フ -ー 國有鐵 道ノ軌 幅ガ早 晚廣軌 一一 依 ラサルへ 力 ラサル ハ、 單 一一 運輸量 ノ關係 一一 止 ラス、 之 ヲ經濟 上 軍事上 其 他 般ノ 事情 一一 照 

シ 一: 是 -i 緊要 ナルノ ミナ ラス、 事 货 狭軌 ト シ テ 必要 ナル 工事 ヲ 施行 スル 一一 モ、 現在 及 將來ノ 技術 ノ進步 -ー 適應セ シムル 一一 充分 ナラ 

シメ ムニ ハ、 其 設計 廣軌 ト異ナ ルコ 卜大ナ ラサル ヲ 以テ、 或ハ私 一一 廣軌ノ 準備 ヲ爲 ス- ー非ス ャトノ 疑惑 ヲ懷 カシム ルノ虞 ァリ。 

故 一一 此際 大正 二 年 六月 ノ腐軌 改築 準備 工事中 止ノ 閣議 ハ之 ヲ廢 棄シ、 自今 ヒ 明治 四十 三年 十 所定 ノ 方針 一一 依リ、 遂行 ス ル ヲ 

以テ涵家永遠ノ利^!! -ー  シ テ 適常ノ 政策 ナルヲ 認ム。 而シテ 之 カ爲メ  一一  、ノ、 多少 終 費 ノ^ 加 ヲ免レ スト 雖モ、 其 額 タル ャ極 メテ僅 

少ー 一過 キス。 i お シ夫レ 主要 線/改良 工事 ヲ、 從前ノ 狭軌 建築 定规 一一 從ヒ 施行 シ、 後日 更ー 一之 ヲ廣軌 -I 改ム ルノ 失費 ノ大 ナル 一一 比 

ス レハ、 其 得失 日 ヲ同フ シテ語 ルへカ ラサル ナリ。 依リ テ左ノ 決定 ヲ 望ム。 

軌道 中心 問隔、 橋梁、 隨道、 軌道 中心 ト乘降 場 if 壁トノ 間隔 等、 他日 廣軌 改築 ノ 場合-一 於 テ更- 一 多額 ノ 費用 ヲ 要スル モノ  、ノ、 之 

一一 支障 ナカラ シムル 方針 ヲ以テ 工事 ヲ 施行 スルコ ト。 

右 閣議 ヲ 請フ。 (別表 略) 

この r 廣軌 改築 準備 工事 二 關スル 件」 は、 つ ひに 閣議 を 通過した。 ここにお いて 伯 は、 この 閣議 案 を さらに 具體的 

にせる 次の r 廣軌 改築 事業 二 關スル 對議會 方針」 を 作成して、 いよく 來 るべき 議 會に備 へたので ある。 

鐡道軌 幅 擴築ノ 事業、 ノ、 旣往 一一 於ケル 運輸量 ノ^ 進 ヲ墓礎 トシ、 推定 セル 將來ノ 運輸量 ノ I 加ト、 軍事上 經濟上 ノ必耍 トー ー鑑ミ 

レハ、 何 レノ日 力 必ス赏 行セ サルヲ 得サル 事業 ナリト 信ス。 

右-一 關シ、 第三次；^^內閣^5時卽チ明治四十四年設置セラ レ タル 廣軌 改築 準備 委員 會ハ、 直-一廣 軌 改築 一一 著 手 スルヲ 可 ナリト ス ル 

報告 ヲナシ タルモ、 財政 上 ノ理. H 一一  依リ 決行 ヲ見ル 一一 至ラ ス。 
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爾後 技術 上 ノ進步 及 運輸量 豫想外 ノ智. 進 トハ、 更 -I 調 杏ヲ進 ムルノ 必要 ヲ生 シ、 前內閣 時代 卽チ 大正 四 年 ヨリ 五 年 一一 互リ、 鐵道 

院内 -ー 委員 ヲ置キ 調査 研究 ヲナ シ、 五 年-一 ハ軌幅 調査 會ヲ置 キ調杏 ヲ進メ タルモ、 決定 ブ 0- ル -I 至ラ ス シ テ閉 會ヲ見 タリ。 

想フ - 一本 間題ノ 困難 ナル ハ、 將來ノ 運輸量 ノ 推定 適確 ヲ保 證シ難 キト、 軌幅 改築 ノ 必要 迫レル ハ、 東京 下 ノ關間 ノ如キ 大榦線 -I 

過キサ ルモ、 大 幹線 ノ 軌幅ヲ 擴大ス レハ、 少ク トモ 之ト 連絡 スへ キ 本州 内 ノ主耍 線モ、 積 替ノ關 係上軌 幅ヲ擴 築セ サルヲ 得サル 

卜、 鐵道ノ 普及 卽チ新 線 建設-一 及 ホス 影響 ト、 财政 上ノ負 擔トノ 四點ニ 在リ。 

以上 ノ 困難-一打 滕ッ へ キ 方法  . 

單 一一 枕木 ト 道床 ノミヲ 改修 シ、 軌條ヲ 置キ替 へ、 軌幅ヲ 横 大シ、 現在 車輛 ノ車體 ハ其儘 トシ、 車軸 ノミヲ 取替へ、 車輪 ノ問 隔ヲ 

廣軌式 トシ、 橋梁 モ險 道モ 停車場 モ 線路 モ、 萬 u ムヲ 得サル 最少 限度 ノ 改築、 卽チ。 フラット ホ I ム - 一 多少 ノ 改修 ヲ加 フル 等ノ外 

ハ其儘 トシ、 第 一 囘ノ 改築 ト シ テハ、 單ー I 軌幅 ノ擴 大ノミ 一一 テ 滿足ス ル 新案 ァリ。 此方 法  一 I 於テ ハ、 新-一 耍ス ル 材料 ハ大體 枕木 

ト 砂利 ト 車軸 ノミ  一一 .i^ マ ル。 

此ノ軌 幅 ノ擴築 -ー 於テ ハ 、 當初 -! 於テ 車輔ノ 積載量^ 加セ ス、 一 列車 ノ 編成^ 大セサ ルヲ 以テ、 逐次^ 加 ス ル 運輸量 ヲ捌ク 上 -1 

ハ效 果少ナ キモ、 其 經費ハ 東京 下ノ 關間ノ ミナ ラ ス、 本州 仝 部ノ 改築 ヲ 施行 シテ、 數千萬 圓ノ. i 費-一 テ足ル へ シ。 

此 改築 遂行 後ハ、 

1、 車輪 ト 車輪 トメ 間隔^ 大ノ 結果、 今後 新造 ス へキ機 關車ノ 構造 上 一一 大ナル 利益 ヲ得、 其 牽引， カヲ^ 大シ、 將來 列車 ヲ大ナ 

ラシ ムル 素地 ヲ作 ル事ヲ 得。 

2、 列車 ノ速 カヲ^ 大ナ ラシ ムル 事ヲ 得。 

3、 隧道、 橋梁、 線路、 停車場 ハ 各線每 一一 運輸量 ノ^ 進， 1 伴 ヒ徐々 -! 改良 ヲ 加へ、 强 大ナル 列車 ヲ運 轉セシ ムルヲ 以テ、 運輸 

量 推定 ノ 誤算 ヨリ 生 ス ル 改良 費 ノ担失 ヲ免レ シ ム 3 

4、 軌幅擴 築 事業 ノ繼緣 期 問 三年 内外-一 テ 足ルヲ 以テ、 軍事上-一大 ナル 利益 ァリ。 


5、 從來調 杏 ノ廣軌 改築 方法 ノ如ク 改^ 期間 長 力 ラサル ヲ以 テ、 多量 ノ 狭軌 車 辆ヲ^ 備スル 担 失 無シ。 

6、 最初 投下 スル 資本 少ク、 改築 後ノ 改良 費 年額 ハ、 從來ノ 狭軌 改良 費ト 同額 前後 ノ费 額： 一 テ 足ルヲ 以テ、 財政 上 一時-多額 

ノ負 擔ヲ要 セス、 义新線 建設- 1 累ヲ 爲ス事 無シ。 

以上 所述ノ 方法 ハ、 廣軌 問題 ヲ 解決 ス ル 二 最モ適 當ナル 新案 ト認 ムル -IK リ、 目下 諸般 ノ 方面 -ー 亙 リ調查 講究 中-一 屬シ、 今期 議 

會 一-於 テ 決定的 意見 ヲ發表 スル能 ハ サ ル ヲ 遣憾ト ス。 

右 方針決定 迄ノ 改良 工事 ハ 左記 一一 據ル。 

新-一 築造 スル 隧道 

煤烟ノ 爲メ、 軌幅ノ 如何 一一 關スル 隧道 ハ大 ナルヲ 望ム。 义 或ル隨 道ハ將 來電氣 設備 ヲ耍ス ル關係 上 其擴大 ヲ望ム 故- 1、 廣狭ヲ 

^ ハ ス 相當 二 「ゲ ー ジ 」 ヲ大ナ ラシ ム。 

新-一 架設 スル 橋梁 

新 線 ノ如キ ハ、 軌幅 ヲ改ム ル モ車 幅ヲ^ 大ス ル 必要 ナシ。 之ヲ^ 大ス ル 時期 ハ、 恐 ラク數 十年ノ 後-一 シテ、 橋梁 ノ命數 モ恐ラ 

クハ盡 クルー 一至 ル ヘシ。 サレ ハ 稍强キ 狭軌 式-一 テ滿 足ス。 强サモ 亦 之-一 準ス。 

大 幹線 一一 於ケル 橋梁 ノ 改良  . 

大 幹線 -ー 於ケ ル 橋梁  一 I シテ、 改良 ヲ要 スル モノ ハ、 軌ノ 儘-一 テ モ最强 度 狭軌 式ヲ 採用 シ、 强 カノ モノ ヲ架 スルヲ 以テ、 自然 

幅員 モ^ 大シ、 通常 ノ廣軌 車輛 ノ 通過- 1 支障 ナシ。 支障 ヲ生 スル程 大ナル 車輛 ヲ 使用 スル 時期-一 ハ、 恐ラク 橋梁 ノ命數 モ盡ク 

ルノ時 ナル、 シ。 

停車場 ノ 新設 改良 

新設 停車場 並 一一 小 停車場 ノ 改良 ハ、 總テ 現在 ノ 式- 1 據ル。 廣軌 一一 改築 スル -! 失費 少ナ ケレ ハナ リ。 - 

大 停車場 ノ大 改良 
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本線 ノ 軌道 間隔 ハ 之ヲ擴 大ス。 是レ 狭軌 ト シテ モ 操業 上 便利 ナル 一-依 ル。 而シ テ廣軌 トナル モ建^ 其他ノ 改築 ヲ耍 セサ レ ハ ナ 

リ。 側線 其 他 ハ總テ 現在 ノ 式-一依 ル。 廣軌 -ー 改築 スル 一一 失費 少ナ ケレ ハナ リ。 

其他ノ 改良 建設 

大體 現在 ノ 式-一依 ルヲ 方針 トス。 改築 一一 大ナル 失費 ヲ要 セサレ ハ ナリ。 

八、 島 案の 特色と その， 實驗  - 

この 島 案に よる 廣軌 改築 は、 桂內閣 時代に 於け る それと は、 名 を 等しう する けれども、 その 內容に 於いて 頗る 異な 

る ものが あった。 

それ はおよ そ 二つの 點に 於いて 犬なる 差別が あった。 一つ は 技術的に、 いま 一つ は 財政 的に であった。 

技術的に は、 狭軌 を 直ちに 廣軌に 改築 するとい ふの が 桂內閣 時代の 案であった。 從 つて 一切の もの を 改築し、 且つ 

改築 中 は 列車 運轉 並び に 貨物 旅客 運輸 上に 種々 な る 故障が あ つ た。 

然るに 今 囘の島 案 は、 廣狹 兩軌を 併用しつつ 改築す る 案であった。 それ は軌條 について 言へば、 狭軌の 二 本の レ ー 

ルの 外に、 第三の レ 1- ルを 併置し、 狭軌 列車 は 狭軌の レ ー ルの上 を 走り、 廣軌 列車 は 第三の レ ー ルを 利用して、 廣軌 

のレ ー ルの上 を 走る 仕組みであった。 さう して 機關 車の みは、 廣軌と 狭軌と を 別と する が、 客 貨車 は 一定の 地 點に至 

ると 車 體は舊 のま まとして、 車輪の み を乘換 へて、 次の 廣軌レ ー ルの 上に そのまま 進む 式であった。 ゆ ゑに 貨物の 積 

換へ も、 旅客の 乘換へ も 行 はす、 廣狹 改築 區 間と 雖も、 何の ま 障 もな く運轉 する 仕組みであった。 


その 特色 は、 客货 車の 車輪 を車臺 より 取り外し 得る 如く 改造し、 その 車輪 取換 地點 は、 レ ー ルを 低く して いて、 

兩 側より 支柱 を 出し、 車體を 支へ て 前進せ しめ、 車輪 は 低き レ ー ルに 落し、 車體 のみ 前方の 區 間に 運べば、 そこの レ 

-I ルに廣 執の 車輪が 待って ゐて、 自然に 一 輛づっ 自己の 車輪の 上に 乘る ごとく： H 掛ける のであった。 

これによ つて 廣軌 改築 は 技術 上 非常に 簡單 なる ものと なった。 その 爲め 財政 上に 於いても、 ；； £ 內閣 時代の 二 億 二 千 

餘萬圓 の 豫算と 異なり、 僅かに 六 千 萬 圓見當 を もって、 應急 的廣軌 改築 を 終了し 得る とい ふ 案であった。 

卽ち十 年間の 大 問題たり し廣軌 改築 は、 この 島 案に よって、 僅かに 六 千 萬圓の 問題と 化した ので ある。 

さて 島 は、 この 廣軌案 を實驗 して、 輿論 を 作らん と 欲し、 原 町 田、 橋 本兩驛 間に 廣軌鐵 道の 實驗 装？ は を 施さん こと 

を 伯に 進言す ると、 伯 は 直ちに 之れ を容 れて實 行せ しめた。 それ を 島 は 次の ごとく 語って ゐる。 

後藤 總 裁が 外相に 榮轉 せられる 以前の 事であった。 私は總 裁に 對し 「廣 軌鐵道 問題 は 仕事の 範圍は 成程 大きい け 

れ ども、 その 性質 は 誠に 單 純な ものである。 試みに 實驗 して 見たい ものです」 と 希望した。 總裁は 言下に 「ゥン 

それ はよ からう」 と 快諾され た。 依って 私 は 早速、 長 谷川 氏 や 杉 浦 氏と 相談して、 撗濱鐵 道 線の 東祌奈 川と 八 王 

子 間にある 原 町 田と 橋 本 間の ニ驛 間にお いて、 廣軌鐵 道の 演習 を 試みた。 勿論、 レ ー ル は古レ ー ル、 機 關車も 使 

ひ 古 じの もの を 用 ひ、 素人に も 理解 出來る やうな 設備 を 整へ た。 

すると 後藤 總裁は 或る日の 事 「我輩 も 見に 行く」 と、 大變な 熱心 さで、 實地 視察に 出かけた。 

その 時、 丁度、 驛で 上り列車と 下り列車 とが スレ 違うた ので 兩 列車の 間隔 を實 地に 研究す る 事が 出來 た。 其の 時 

の 間隔 は 現在の 間隔と 同様であった。 
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私は總 裁に 對し r 獨 逸の 規定 標準に 則るならば、 大きな 專 を 通過させる 事が 出来る。 是非 この 際 見本 を 作って 見 

たいと 思 ひます。 これ は 規定 違反の 行爲 である けれども、 規定 そのもの は總 裁が お作りになる ものです から、 ど 

う ぞぉ宥 し を 願 ひたい」 と 陳情す ると、 總裁は 直ちに 裁決 を與 へられた。  ， 

私 は 5^ 喜して 見本 用の 車輛 を 製作した が、 この 時に 製作した 車輛 こそ、 現在、 東海道 を； 母 日々々 動いて ゐ る列舉 

と 同型の ものである。 

九、 廣軌 遂に 成らず 

廣軌 改築 案 は鐵道 院議と して 確定し、 寺內^^相の贊成を得、 閣議 も ほぼ これ を 認めた。 殘る ところ は、 議會 の協黉 

を 得て 豫算の 通過 を圖る ことで ある。  . 

此の 時 總選擧 すでに 終り、 政 友會は 第一 黨 として 衆議院の 決定 權を 握って ゐた。 故に 廣軌 案の 存亡 は、 政 友 會の黉 

否に よっての み 決する とい ふ 優勢であった。 

玆に 於いて 伯の 努力 は 政 友會の 賛成 を 得る ことに 傾倒され なければ ならぬ。  - 

然るに 憲政 會は 廣軌赞 成で、 政友會 は傳統 的に 廣軌 反對 であった。 その 理由 は 種々 あった。 併し乍ら 最も 重大なる 

理由 は、 不幸に して 黨 略であった。 蓋し 憲政 會が 都市に 選擧 地盤 を 多く 有する に 反し、 政 友會は 主として 農村 を 地盤 

とした。 然るに 農村 は鐵 道の 普及 を 熱望した。 これ を 利用す る ことが 選 擧上大 得策であった。 從 つて 政 友 會は新 線 建 

設に埶 一心で、 旣設 線の 改良 工事に 冷淡であった。 廣軌は 最も 大 いなる 改良 工事で ある。 故に 政友會 は、 これが 爲 めに 


新 線 建設の 資金 を 減すべし との 理由より、 反對 であった ので ある。 

政友會 のこの 新 線 建設 を、 世 は 「我 田引鐵 J と 嘲った。 それ 程、 彼等 は 自己の 選擧 地盤に 新 線 を 敷く ことに 熱心で 

あった。 これと 反比例して、 廣軌 改築に 反對 であった。 

伯 は 先づ、 政友會 員に して 前鐵 道院總 裁た る 床 次 竹ニ郞 を廣軌 論に 改宗せ しめんと 努力した。 蓋し 桂 內閣の 廣軌案 

を、 山 本內閣 時代に 打 切った の は、 床 次であった からで ある。 

これにつ いて 島 は 次の ごとく 語る。 

その 頃、 內相 官邸 は帝國 ホテルの 横 通りに あつたが、 或る日 總 裁から 電話で 「四 五日 中に 床 次 竹ニ郞 氏と 官邸で 

午餐 を 共に する から 君 も 列席す る やう」 とのこと であった。 

四 五日の 後、 內相 官邸の 午餐 會へ 私が 出かける と、 旣に床 次 氏が 来訪して ゐた。 後藤 總裁は 床 次 氏に 對 して 「コ 

ンナ 案が 出て ゐ るが、 君の 意見 はどう か」 とい ひ 乍ら、 總裁 は；^ の 提案 を 床 次 氏に 手交した。 床 次 氏 は 右の 書题 

を讀み 乍ら、 「これ は 妙案 だナ： ：」 と 云 ひ 乍ら も、 頗る 氣 のない 返事で、 餘り 質問 もせす、 極めて 氣乘 薄の 態 

度 を 示された。 

床 次は斯 くの ごとく 廣軌 案に 冷淡であった。 さう して iH 叩なる 伯の 努力に も關 はらす、 政 友會は 終に 黨議を もって 

廣軌 反對を 決定した。 この 通知 を 受けた とき は、 鐵道 院內に 一大 ショックが 起った。 中 村副總 裁の ごとき は、 飽 くま 

で これ を 株 守し、 若し 成ら すん ば、 一同 連袂辭 職すべし とまで 敦圉 いた。 

伯 は 如何なる 態度に 出で たか。 
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伯 は 全く 人々 の 意表に 出た。  - 

『廣軌 案 は 中止す る！』 

さう いって 高飛車に 下僚に 通告した。 中 村が 何と 一 百っても、 他の：：：^ 長が 何とい つても、 顽 として 耳に 入れなかった。 

殆ど弊履を^5てるゃぅに、 この 多年の 持論 を 一擲した。 

これ は 伯の 常套手段であった。  ， 

伯 は 本末 輕熏 を考 へた。 さう して 自分 は廣軌 案と 共に 討死すべき でない と 知った ので ある。 伯の 寺 內內閣 に 於いて 

成さん とすると ころ は、 第一 に 外交 政策の 建 直しであった。 ゆ ゑに その 大 ml 的の 貫徹の 爲 めに は、 淚を 呑んでも 廣軌 

案 を犧牲 にしなければ ならぬ と考 へたので ある。 

斯 くして 廣軌案 は、 玆に 第二： i:ci の、 而 して 最終の 蹉跌 を 見た ので ある。  、 

伯 は 間もなく 中 村に 鐵道を 托して、 外務省に 去った。 その 去る に 臨んで、 伯 は 悲痛なる 吿 別の 辭を 述べた。 それ は 

廣軌 案に 對 する 訣別の 挨 移であった ので ある。 大槻信 治 は 左の 如くに 語る。 

その 時の 伯の 挨 は鐵道 院创立 以來、 今日に 至る まで 未曾有の 挨楼 であった。 否、 他の 役所に おいても かう した 

挨 は 行 はれない と 思 ふ。 伯の 挨楼の 要領 は、 

11 技監 島 安次郎 をして 狹 廣-刚 用の 廣軌案 を 作成せ しめたが、 閣議の 方針 卽ち 豫算 膨脹 を 作 ふ 新 計畫は 一 切 見合 

せる ことにな つた 爲め、 自分の 目的 を赏 徹する ことが 出來 なかった のは殘 念で ある、 併し 自へ 刀の 信念 は變ら ぬ。 

諸君 は 是非とも 廣軌 案の 實現を 期す る やう 努力せられ たい —— 


とい ふので あった。 

大正 七 年 四月 二十 三日 附を 以て、 副總裁 中村是 公は總 裁に 親任 せられた。 勿 <1、 中 村 は 伯の 廣軌 改築 方針 を 熱心に 

主持、 踏襲した。 しかし 間もなく 內閣は 更迭し、 中 村 總裁も 退任した。 そしてせ 內內閣 の 跡 を 引受けた 原內閣 は、 廣 

軌案 を廢棄 してし まった。 

さう して 日本 は、 永久に 廣軌鐵 道 を 持 つ 機會 を，^ つてし まった。 

一 o、 廣軌 問題 後日 譚. 

■ 廣軌 案の 爲 めに 健闘した 島 は、 次の ごとき 後日 譚を 物語った。 

私 は 歐洲大 戰爭に 米 國が參 加した 頃、 約 半年 間、 米國鐵 道の 視察に 出かけた。 歸朝 後、 直ちに、 

二」 廣軌案 (軌間の 擴張を 主眼と す) 

「二」 車輛の 連結 を自働 式と する 

「三」 ^^；通制動機を貨車に設備する 

以上の 三 案件 を 一括し.、 この 豫算案 を 作成し、 大蔵省に 提出した。 然るに 偶 ぷ內閣 更迭し、 床 次 氏が 新總 裁と し 

て 就任した。 

床 次 總裁は 毫も 私の 意見 を聽 取せられ なかった。 間接的に は r 廣軌 案の 調査 は 未だ 不十分で ある」 との 批評 も、 

院^に しきりに 喧傳 せられた。  . ， ， 
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第 四 節 第三 次鐵道 院總裁  ，  七 一六 

かくて 廣軌案 は 到底 實 行の 見込みが なくなって 来た。 私 は 「旣に 技監に 就任して から 一 年 半の 月日 を經 過した か 

ら」 との 理由で、 退職 を 願 ひ 出で、 鐵道院 を 去った。 

床次總 裁 時代に 於いて、 廣軌案 を 切り離して 自働述 結 機と 貫通 制動機との 二 件に 關 する 豫算は 議會を 通過した。 

自働 連結 機 は 後藤 總裁 時代に 大井 工場で 試驗濟 みのもの であり、 大正 十二 年に 完成した。 制動機 も 亦、 後藤 總裁 

時代に おいて 大體の 方針 は 決定して ゐ たもので ある。 

當時 において 廣軌 案が 實現 されなかった こと は、 日本の 國策 上、 甚だ 遣憾 であった とい ふ 議論 は、 今日に 至っても 

各方 面の 話題に 上って ゐる。 下村宏 は、 この 問題に 就いて 次の 如くに 語った。 

廣軌 案が 實現 しなかった の は 後藤 伯も殘 念であった らうと 思 ふが、 これ は 日本に とっての 一 大 恨事で ある。 私 は 

• 原 町田驛 で 「廣軌 の鐵道 實驗」 を當 時見舉 した ことがあ るが、 この 廣執案 は 時日が 經過 すれば する ほど 大きな 問 

題と なる。 日本 帝國が 今後、 何千 萬 年も績 いて 行く の だとい ふ 事に 思 ひ 及ぶなら、 廣軌は 絕對に 必要な こと だ。 

これが 實 現しなかった 事 は實に 終生の 恨事 だ！ 

後藤 伯の 先見の明と いふ こと だけで はない、 日本 帝 國の將 来に 關聯 すると ころの 重大 案件な の だ。 電話 度數 制の 

問題 は廣軌 案に 比較 すれば 極めて 小さい。  ， 

かう した 新しい 施設、 阈 家の 遠い 將來を 考慮に 人れ た 重大 施設の 實 現の 爲 めに、 後藤 伯が 敢然と して 苦闘せられ 

たこと は實に 多と すべき こと だ。 

また  ： 1 は 語る。 


廣執案 は 技術的に は、 島 技監の 立案であった。 これ を實 現す る 場合の 財源 は、 鐵道收 入の 增加を 年 四 分と 見込ん 

で、 十 年間の 業績 を 基準に 生み出した ものであった。 

しかるに 議會 では この 「四 分說」 に 大反對 であった。 これが 爲 めに 遂に 廣軌 案は實 現す る 事が 出來 なかった の は 

殘念千 萬の 事で あるの みならす、 その後の 鐵 道の 牧人 增は七 分 乃至 八 分 を 往来し、 大戰 中には 飛躍的の 大增加 を 

示して ゐる。 關 大阪市 長 (當 時大學 敎授) は 四 分增進 案に 猛烈な 反對 論者であった。 その 論據 は、 「英 1: すら 四 

分で はない、 日本で は 到底 駄目 だ」 と 新聞記者との 懇談 會の」 版で 主張した。 私は關 博士の 立論の 雜然 たるに 驚い 

たが、 敢て 反駁し なかった。 何と なれば、 當時英 國の鐵 道 は 英全國 に 殆ど 敷設され て その 延長 實にニ 萬 五 千 哩 で 

あった。 これに 反し 日本の 延長 は 僅か 五千哩 で、 英國の 延長の 五分の 一 に 過ぎす、 從 つて 英國 における 四 分增進 

は、 實に 日本に おける 一 一割 增進說 の根據 になり 得る 可能性 すらあった ので ある。 

第五 節 解散 及び 總選擧 

■ 一 、 政局の 動向 

寺 內內閣 は 衆議院に 與黨を 持たなかった。 en 井哲 夫が 「土 寸內內 閣の與 黨は俺 一 人 だ」 と 笑って 新聞記者に 話した ほ 

ど、 衆議院に 足場 を 持たぬ 內閣 であった。 
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第五 節 解散 及び 總選擧  •  七 一 八 

議會內 の絕對 多數黨 たる 憲政 會と は、 組閣 當時 すでに 絶緣 した こと は、 上述の 通りで ある。 さう して 第二 黨 たる 政 

友會 とも、 未だ 表面的 提携の 實を 結んで ゐ なかった。 寺內は 何の 憑む 所あって、 議會に 臨まん とする ので あるか。 

この 點に 就いて 伯 は 對議會 策と 關聯 して、 內閣の 消極的なる 豫算 編成 方針に 不滿の 意 を 漏らし r 豫算 案ハ非 憲政 派 

の 黉成ヲ 得 へキ モノ 無 シ.： . 善政 主義 ノ信賴 ハ 悲觀 ヲ呈シ 來ルノ 處ナキ 力」 と 憂 へ 、 早く も 三十 八 議會の 解散 を 想望 

したので あった。 その 「昨今 政況」 と 題す る 手記の 內容は 左の通り である。 

昨今 政況  ., 

一 、 多 數ヲ避 クル ヲ以テ 第 一義 トスへ キカ。 

一 、 解散 スルヲ 以テ寧 口 得策 ス へ キカ。 

. 一、 憲政 食ノ 虚妄 ナル 演說並 新聞 ノ 讒誣 一一 對シ、 一人 ノ 反駁 辯 護 ナシ。 此儘 一一 放任 シテ 何時 迄 推移 スへキ 力 Q  - 

一、 政 友會國 民黨ハ 憲政 會ュ反 對シ居 レリ。 然レ トモ 未 タ#テ 現 政府 ノ辯護 者 タルコ ト 無シ。 此儘 一一 テハ 將來共 

二 辯 護 者 トナル へ キ 情勢 一一 至 ラス。 今 暫ラク 現 政府 二 反對ス ルノ 態度 ヲ取 ラサル 一一 止 マル。 

1、 豫算案 編成 ハ 憲政 會ノ反 對ヲ避 クル 二 意ヲ用 フル コトヲ 厚 クシ テ、 非 憲政 派ノ 賛成 ヲ 得へ キ モノ 無シ。 否資 

成 シ難キ 方却テ 多シ。  - 

一、 大 隈內閣 一一 倦厭 ノ：^ 意ハ、 寺內 內閣. 一一 反抗 ノ弱キ 一大 原因 ナリ。 彼等 ノ演說 煽動 一一 應セ サル 民意、 何時 迄 持 

績シ 得へ キカ。 

1、 此傣 一一 經過 セハ、 健忘 性ノ 群衆 ハ 次第-一 倦 大隙ノ 心理 情態ヲ 減退 シテ、 來 ルへキ 第三 十八 議會ト 共-一 去リ、 


非 憲政 若 クハ倦 大隈ノ 反動 ハ、 現 政府 無能 無策 一一 飽キ、 善政 主義 ノ 信頼 ハ悲觀 ヲ呈シ 來ルノ 虞ナキ 力。 

一 、 對支 政策 改誇 ノ事實 一 モ 表彰 セ ラサル (レ タル ノ誤 力) モノ 無シ。 內閣 更迭 ノ 主義 ヲ 無意義 二 了 ハラ シム ルコト 

二 至 ラサル 力。 

一、 政府 ノ 施設 ハ、 內閣 更迭 後無爲 一丁 ビア 治 ムルノ 主義 ヲ取 リ、 一次 官ヲモ 一 官吏 ヲモ 更迭 セス、 黨派^：犬味ノ儘 

ナ ルカ 故 二、 再 憲政 會內閣 ニナ ルへキ 潜勢力 ァ リト、 反 對派ノ 私語 二 利用 セラ レツ、 アル ヤノ 偶語 サ H 聞クコ 

ト アル 二 至 レリ。 

一、 內 務省ト 警視 廳ハ 乾枯 セル 梅干-一 均シ、 露氣モ 活氣モ 無シ。  .. 

. 一、 現內閣 憲政 會ノ舟 ニ乘ル モノ ナリ。 一旦 解散 スル トキ モ、 憲政 黨多 數ヲ得 ヘシ。 現內 閣ヲ颠 覆スル 朝飯 ノ前 

ノ 仕事 ナリ。 

蓋し 寺 內は當 初擧國 一致 を！^ 榜 して 立った。 併し乍ら 國 家が 危急存亡の 淵に 臨んで ゐる 時であるなら 格別、 單に歐 

洲大戰 參加國 の 一た るの みの 理由 を もって、 政爭を 休止す る擧國 一致 內閣の 成立し 得べき 道理 はない。 

寺內が 一 黨を 味方と し、 一 黨を 敵と して 戰 はざる ベ からざる は、 あまりに 明瞭なる 事實 であった。 

形勢 は 日 一 日と、 反 憲政 會的 方角に 進展しつつ あった。 

伯を內 相と したと いふ ことが、 その 大きい 理由の 一 つで もあった。 論理的な 頭腦 と、 好 惡の强 い 感情と を 持った 加 

藤 高 明 は、 理論的には 寺內の 超然 內閣 に反對 し、 感情的に は 嘗て 自黨 を脫 したる 伯 を 好まなかった。 ゆ ゑに 彼が 自己 

の 率 ゆる 大政 黨を、 反 寺內の 方向に 導き 行くべき こと は、 日輪の 東に 昇る ごとく 明かであった。 
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第五 節 解散 及び 總選擧  . 七 二 〇 

加 藤 は 議會に 於いて 寺 內內閣 を 倒さう と 決心して ゐ たので ある。 

これに 對 して、 寺內の 手に あった 切札 は、 議會 解散と いふ 一手であった。 しかし 解散 は、 言 ふが ごとく 容： \w なる も 

ので はない。 それ は 政界 財界 を混亂 せし むる が ゆ ゑに、 各方 面の 牽制 運動が 起って、 時の 首相の 勇斷を 鈍らす もので 

ある。 勝算 歷々 たる 場合の 外 は、 寺內の 如き 用心深き 男が、 解散の 擧に 出で ざるべき こと も 亦、 日の 西に 沒す るが 如 

き 自然であった。  - 

寺內 をして 加 藤、 平 田、 大隈 と絶緣 せしめた る 伯 は、 寺 內 をして 解散 を 決意せ しめなければ ならない。 解散に は與 

黨を 要し、 且つ 解散の ロ實を 必要と する。 

與黨は 政友會 でなければ ならぬ。 併し乍ら、 政友會 のみに 依據 する こと は、 前門の 虎 を 防いで、 後門の 狼に 襲 はる 

るの. 危險 である。 政友會 以外に 第三の 勢力 を 誘引して、 勢力 平均の 一因 子たら しめなければ ならない。 

その 重要なる 役者 は、 第三 黨 たる 國民黨 の 首領 犬 養であった。 彼を羅 致して、 政友會 と共に 憲政 會に當 らしむ るに 

若く はない。 犬 養 は、 嘗て 第三 次 桂 內閣の 日に、 大石、 河 野 等 五領 袖が、 自己 を 捨てて 同志 會に 走りた る こと を、 骨 

に 徹する の 怨みと して、 造次 も 忘れ 得なかった 男で ある。 彼 は 機會を 得て、 同志 會の後 身た る 憲政 會に 一矢 を 報いん 

と つて 居た ので ある。 

精 博に して 多 策なる 犬 養 を 引いて 自己の 味方と し、 議會を 解散に 導いて 憲政 會を 倒す ことが、 寺 內內閣 の 死中 活を 

得る 所以の 途 であった。 

何人が 初めて これ を 策した る や 明かで ない が、 政 機  り 間に、 その 方角に 向って 推進しつつ あった。 


伯が 伊東 nj 代 治 を 通じて 犬 養と 結び、 後年 世上に 喧傳 せられた る 所謂 「三角 同盟 j を 作りつつ あつたの は、 この頃 

のこと である。 しかも 犬 養 は その 一切 を 知らざる ものの ごとく、 年の 暮には 伊豆長岡の 温泉に 赴き、 政 客 端 摩の^ 外 

に脫 して ゐ た。  . 

伯 は徐々 として、 一切の 計畫を その 目標に 向って 準備しつつ あった。 

二、 解 散 

大正 五 年も暮 となり、 一般 政治 季節に 人る と、 衆議院に 強固なる 基礎 を 有せざる 此の 內閣 が、 果して 政界の 波涛を 

凌ぎ 得る であらう かとい ふこと が、 朝野 議論の 焦點 となった。， 寺內の 前にあった 途は、 解散 か 總辭職 かの 二つし かな 

かった。 而 して 伯 は それ を 解散の 一途へ と、 奔流せ しめんと 策しつつ あつたの である。 

かくして 風雲 を 孕める 第三 十八 議會 は、 大正 五 年 十二月 二十 五日 を 以て 召集され た。 さう して 例に より、 議會が 

年末 年始の 休會 期に 入る や、 政 W の 動き はいよ く 急と なった。 すな はち 國民 黨總理 犬養毅 は、 翌六年 一月 八日、 遽 

然 伊豆長岡より 歸り來 つて、 十日 急に 在京 代議士 會を 開き、 內閣彈 劾 案 提出の 黨議を 決定した。 さう してす ぐに 政 友 

會 にも 交涉 したので あるが、 政 友 會が體 よくこれ を 担 絶した ので、 國民黨 は 憲政 會に 交涉 し、 その 赘同を 得て、 つ ひ 

に憲國 共同 を以 て 內閣 不信任案 を 提出す る ことに 決した ので ある。 

その 間に 於け る.^ 十內 首相 は、 これら 政黨の 動きに 全く 無關 心なる が 如き 態度で、 一月 十五 日の 午前に は 本 野外 相と 

共に 加 藤 憲政 會總 裁と 首相官邸に 於いて 會 見し、 同日 午後に は、 原 政 友會總 裁、 犬 養國民 黨總理 と會談 して、 いづれ 
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第五 節 解散 及び 總選擧  . 七 ニニ 

も內 外の 趨勢に 1; し擧國 一 致の 必要 を 懇談す ると 共に、 特に 對支 外交に ついての 了解 を 求めた。 

かくして 一 月 二十 二日、 議會 再開と なるや、 寺內 首相の 施政方針の 演説に 次いで、 勝 田藏相 並びに 本 野外 相から、 

それ-^ 財政 方針、 外交 方針に 關 する 演說 があった。 さう して それが 終る と、 通吿 順に 依り、 憲政 會の片 岡 直 溫が登 

壇して 質問の 第一 矢を發 した。 片 岡の 質問 は 頗る 廣範圍 に 亙った が、 その 眼目 は 內閣の 副總理 たる 伯に 對 する 辛辣な 

る 攻撃であった。 卽ち 憲政 會は伯 を 攻撃の 標的と して、 內閣を 打倒 せんとの 策戰 であった ので ある。 

かくして 議場 は 第一 日より 險惡 なる 空模様 となって きた。 

片岡は 先づ、 擧國 一致 を 標榜す る內閣 が、 政黨的 基礎 を 有せざる こと を 難詰しつつ、 何時の間にやら 伯の 人身攻撃 

に 移って ゐた。 

. 或ハ 今： ：！  ノ 時局 一- 對シ テ 各政黨 政治 ノ 代表者 ヲ 網羅 シ タト 力、 若ク ハ國ノ 秀才 ヲ集 メタ トカト 云フコ トデァ レ.. ハ、 或ハ 代表的 ノ 

意味が 具 ハ リ、 隨 テ擧國 一 致 ノ現實 的 要素 ヲ具 へ ル ト見テ 宜シィ コトデ アリマ セゥ。 (「笫 一 番 一一 片岡 君」 「默 レ」 卜呼ブ 者ァリ 

笑聲 起ル) 而シ テ 現内閣 一一 於テ 此等ノ 要素 ヲ 確-一 缺ィ テ居ル ト云フ ノハ、 一 ニノ 例 ヲ擧ゲ テ見マ セゥ。 現 一一 今日 ノ 閣員 中、 曩 一一 

勢力 ヲ冇ス ル人ガ 政黨ヲ 組織 ス ル ニ當ッ テハ、 之 一一 參加シ テ而シ テ 地方 一一 遊說シ テ、 以テ 憲政 ノ實 ヲ舉グ ル 一一 付 テハ、 政 黨ヲ土 

臺ト スル コト デナ ケレ バ ナラ ヌ ト云フ 必要 ヲ、 其處 二 モ此處 二 モ鼓^ セ ラレ タ人デ ス。 (拍手 起リ 本 後藤 新 平」 ト呼ブ モノ 

ァリ) 

それより： 岡が 進んで 秘密 出版物に 論及す る や、 議場 は 俄然 緊張した。 それ もまた 伯に 對 する 人身攻撃であった。 

私 ガ知リ 得 タ所ノ モノ ハ八パ ノ末カ 九月 ノ事 デ、 祕密 出版物 ヲ配 布シ テ：^ ル (「其 虚々 々」 「明瞭 二」 ト叫ブ 者 ァリ) 滞 蒙 -I 於ケ 

ル 蒙古 軍 並  ーー^：！^肚黨ト！：：：本軍及：：！本人ノ難係ト題シ テ鐵筆 印刷^ デァリ マ ス。 其 外 山東贫 -ー 於ケ ル 革命軍 並 -_ 靑銅錢 買 ノ旣往 及 


現在 ト題 シ、 是 ハ T 鎢？ I 版 -1 附シ テア ルノデ アリマ ス。 其 内容 ハ 支那 方而 -! 樋メテ 有利  一 I シ テ 日本-一 取 ッテ： ^メ テ 不利 ナ ル虑構 的 

事 ITS; ヲ舉 ゲテ、 我^ ヲ極メ テ惡ク 致シタ モノ デ アル。 甚シキ -I 至ッテ ハ瞎軍 ノ^ 旗-一 鐵 砲ヲ擎 チ掛ケ タリ ト云フ 事！^ ヲ閗 ィテ居 

リマ スガ、 左樣 ナ事ハ ナイ ガ如キ 事-丁 ンテ、 彼ノ 不利 ナル 所ハ W シテ居 ルノデ アル。 是ハ 11M  - 一  阈家ヲ 念 フ者ノ 所作 トシ テ出來 ベ 

キ 手段 ノ モノ デハ ナイト 考へ ル。 聞ク所 - 一依 レバ 是ハ 四百 部 印刷 シテ、 サゥ シテ其 返 此處- 一 配付 シ タト 云 フ事デ 御座 ィ マ スガ、 

是ハ 漢文-一 モ 英文-一 モ佛 文-一 モ魏譯 サレ、 齐阈- 一知 レ渡ッ テ居ル 事 K デァ ルノデ アリマ ス。 (r 賣阈 奴」 ト叫ブ 者 ァリ) 是 ハ前內 

閣ヲ 顚覆セ ン トス ル所ノ 手段 ト シ テ行 ハ レ タ事 デァリ マセ ゥガ、 顚覆ノ  H 的 ハ達シ タカ 知ラ ヌ ガ、 是ガ爲 メ^ 家が 不利 ヲ蒙ッ タ 

コト ハ 甚シィ モノ デ アル。 (拍手 起ル) サゥ シテ是 等ノ事 赏ハ我 陸軍 一一 於テ、 ( 效色ァ リャ」 ト叫ブ 者 ァリ) i! 軍大 E 一一 於テ恐 

ラ ク知ラ レザル 害ハ無 イト 考へ ル。 而シテ 之 一一 關係シ タト 稱ス ル人ノ 人名 モア リ マ スガ、 其 中今ノ 内相 後藤 新 平 君ガ主 トシ テ爲 

サレ タト 一- ムフ コトデ アル (「後藤 君枯ノ 藤 ヨリ 出ヅ べシ」 ト叫ブ 者 ァリ) 

£：; 岡 は 更に 進んで、 桂內閣 時代に おける 伯の 措置 を 非難し、 また 巷間の 風 說を延 用して、 伯の 人格 を 毀傷 せんと 試 

みた。 

固ョ リ 後藤-! f; ハ 大 E ノ禮遇 ヲ賜ハ ル ガ如キ 人 一一 シ テ決シ テサゥ 内 心 一一 立入ッ テ以テ 非難 攻搫 ヲ致ス ガ如キ 事 ハ 本 デ ナイ。 相^ 

ノ 手腕 ヲ有 シ、 時 卜 シテハ ^政 ノ 料理 二 立タ シムル モ亦必 ラ ズ シモ不 w トハ 云へ ヌノデ アル。 (中略) 其 辣腕 ノ如キ 一例 ヲ  一一 m へ 

バ、 先ギ初 メテ^ 務大 E  - 一  御 就任-一 ナツ テ、 鐡 道- 院 總裁ヲ 御 兼任-一 ナッタ 際-一、 鐡道/ 收 入豫定 ノ通リ - 一達 セザ リシ 爲メ、 一  遍 

記帳 致シ マシ タ所ノ モノ ヲ 年度 ノ 切替 ヲ シ テ、 所謂 帳簿 ノ改 窟ヲ行 ハ レ タト 云 フ事ガ アル。 金額 ハ 最早^ ェ マ セヌガ 三 七、 八 

个萬圓 ノ額ト 思ッテ ヰル。 是 ハ 其^ 時豫算 委員 \ぼ 一一 於 テ私ガ 後藤 君 ニ向ッ テ 質問 ヲ試ミ タ。 民間  一 I 於テ 商業 上ノ 帳簿 ヲ改 |!1 ス ル 

ト 云フガ 如キハ 商法 違反 デ ァ ル 。 其 商法 違反 デ アル 事ヲ官 一一 於テ —— 政府 一一 於 テ 之ヲ爲 シ テ 差 支 ナ キヤ ト  一一 一 H ッ タ 。 善意 ノ 攻學 ハ 

悅 ン デ 受ケル ト云フ 意味 ヲ以テ 御 へ  一 I ナツ テヰ ルノデ アリマ ス。 

斯ノ如 キ事ハ 誠意 誠心 ヲ 標榜 セラ ル 、内閣 ノ下 -1 於テ、 而モ 斯かル 時局-一 於テ 小異 ヲ捨テ 、、 大同-一就 テ 國論ヲ 一致 セシメ ヨウ 
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ト云フ 標榜 ノ下 一一 於テ、 果シ テ至當 デァリ マセゥ 力、 其 他 色々 株式市場 ノ關係 卜 力 色々 ノ事 ヲ承ハ ルノ デス ガ、 人ノ 批評 ヲ捉へ 

テ攻 擎ハ致 シマセ ヌガ、 所謂 赤誠 ヲ披 濯シテ 誠心誠意 此 難局 一一 當ル ト浙ゥ II 榜 セラ レ タ其 內閣、 卽 チ舉國 一 致ノ 標本 卜 ナ ルべキ 

所 一一 於 テ斯ノ 如 キ人ヲ 以テ 組織 セ ラ レ テ以テ 其 目的 ト合 致シ マス ルカ ドウ デ アリマ セ ゥカ —— 

それが 下院の 決定的 勢力た る 憲政 會の 投じた 挑戰の 鏑矢であった。 

正面衝突 遂に 避くべからざる か 。 

果然、 翌 二十 三日、 內閣 不信任 決議案 は武富 時敏、 尾 崎 行 雄、 犬 養毅、 關 直彥、 花 井 卓藏、 濱ロ雄 幸、 安達 謙藏、 

片岡直 溫の八 名 を 提案者と し、 國民黨 二十 八 名、 憲政 會百 二十 九 名、 公正 會十 名、 計 二百 三十 名の 贊成を 得て 提出せ 

られ、 二十 五日の 衆議院 議事 日程に 上程され た。 すな はち 少なくとも 形式 上 は、 政 友會を 除く 衆議院の 大多數 は、 擧 

つて 寺 內內閣 打倒の 戰 線に 動員され たので ある。 

不信任案の 決議 並びに 理由 は 左の通りであった。  . 

. 決議 衆議院 は、 現内閣 を信仟 せず。 

右 決議せ り。 

理ぉ 現内閣 は國民 與論の 府 たる 衆議院に 基礎 を 有せず、 擧國 一致 を 標榜して 亳も 其の 赏 無く、 立憲の 正道 を唱 へて、 自ら 其の 

常軌に 悸る のみならず、 方今 世界の 變 局に 魔して、 大政 を 輔弼す るの 經綸 ある こと 無し。 是れ 本案 を 提出して 處決を 促す 所以な 

ま づ國： ^黨總 理犬養 毅が 起って、 提案の 趣旨 を說 明した。 それ は 徹頭徹尾、 寺 內內閣 が 衆議院に 基礎 を 有せざる こ 

とに 對 する 非雞 であった。 すな はち 曰く。 


唯事赏 ノ上デ 斯樣ナ 内閣 ガ 大政 ヲ 輔弼 シ得 ルカ、 圓滿ー 1 大政 ヲ 遂行 スル ノ  -I 差 支ハ無 イカ ト云フ 事 1:^ ノ 問題 ヲ 擧ゲサ へ ス レバ、 

明 腺デァ ラウト 思フ。 (中略」 帝！： K 民タ ル者ハ 何人 力 大命 ヲ拜ス ルカ 分ラ ヌ。 何人- 1 モ 大命 ハ降 ルノデ アリマ ス。 勿論 此問 一一 

於 テ政黨 員 タリ 政黨员 タラ ザル 1^ 別 ノ有ル ベ キ ti ハ無 イノ デァリ マス。 併シ ナガ ラ旣， 一 大命 ヲ邦シ テ大仵 - ー常ル ト云フ 以上 ハ、 

如何 一一 シタナ ラバ 大政 ヲ 輔翼 シ奉ル n トガ 出來得 ラレ ルカ ト云フ 事赏ノ 問題 ハ、 必ズ 御請 ヲ致 サレル マデ 講究 シナケ レバ ナラ 

ヌ 問題 デ アル。 (拍手 スル者 ァリ) ソレ 故-一政 黨 出身 デナ ケ レ バナラ ヌ ト云フ 議論 ヲ. 必ズ 主張 ス ル ノデハ ナイ。 政 黨ヲ极 據ト七 

ザ レバ、 如何 一一 聰明 ナル 政治家 ト 雖モ、 圓滿ノ 政治 ハ出來 ナイト 云フ コ トハ、 現實 一一 現 ハレ テヰ ル。 唯是レ ダケ ノ 問題 デ アル。 

(「ヒ ャ/. \」 ト叫ブ 者 ァリ) 

併し乍ら、 犬 養の 論法 は 進む につれ て、 何時の間にやら、 寺 內內閣 攻撃より は 寧ろ 憲政 會の 攻撃に 變 つて 行った。 

彼 は、 「本 不信任案の 提出に 就いて、 憲政 會が 我黨の 提議に 賛成され たの は、 我輩 等の 軍門に 降った ものである」 と 

急 言した。 すな はち 大隈 內閣 時代に 少數黨 を もって 內閣を 組織し、 犬 養の 反 對に會 しつつ、 少數も 可な りと 稱 して 邁 

進した の は 同志 會 であった。 しかるに その後 身た る 憲政 會が、 今や 寺 內內閣 の 議院 內に 於け る 少數の 故に、 不信任案 

を 提出 せんとす る 國民黨 に 合流した る は、 前年の 說を 捨てて、 犬 養の 軍門に 降る ものな りと 篤 倒した ので ある。 

兹に 於いて 議場 は、 不思議なる 光景 を呈 した。 それ は、 犬 養 は寺內 に反對 して 議會を 解散に 導かん とする ものに あ 

ら すして、 憲政 食の 多數を 打破す る爲 めに 總選擧 を 試みん として ゐる ことが 明白と なった からで ある。 憲政 會は犬 養 

の 策に 乘ぜ られ て、 その 多 數を失 はんとしつつ あるかに 見えて 來 たので ある。 

そ. W と氣 がつ いた 時には、 すでに 遲 かった。 憲政 會 はも 早 や 後退す る こと を 得なかった。 結局 犬 養に 引^られて、 

共同 提案者に 痛 篤せられ つつ、 解散に 進む より 外なかった ので ある。 
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それ は 伊豆の 溫 泉に 於いて、 年末より 年始に 掛け、 .1; 小內 側の 政 客と 犬 養との 間に、 すでに 默 契の 成立して ゐ たこと 

を、 憲政 食が 全然 氣 付かなかった ための 失敗であった。 

犬 養の 所論に 續 いて、 政 友 會の林 毅陸は 登 擅して、 まづ 反撃の 第一 矢 を 放った。  - 

加 藤 子爵 ハ大 内閣 ノ 失敗 ノ 連帶責 仵者デ アル。 (拍手^^ル) 此連帶 責任者 ヲシテ 後繼內 閣ヲ造 ラシ メ ン トシ タノ ハ非 立憲 ノ甚 

シキ モノ デ アル。 (拍手 起ル r ヒャ く」 「ソン ナ 馬鹿 ナ事ハ ナイ」 卜叫ブ 者ァリ 議場 騷然) 斯ル 內閣ヲ 是認 ス ルノ 意味 二 於テ超 

然 内閣 ヲ 排斥 ス ルノデ アル 力、 之ヲ何 フノデ アリマ ス。 之ヲ何 ハナ ケ レバ 何 ガ 故-一 超然内閣 ヲ 排斥 ス ルノ カ分ラ ヌノデ アル。 

更に 同じく 政 友會の 元田藥 は、 難詰して 言った。 

在野 ノ 時-諸君 ハ 何 トー 一：：：： ッ テ 1IW リマ シ タカ。 憲法 政治 ノ 事-一蝶々 致サ レ テ居 ッテ、 ータビ 内閣 - 一入 ル ャ否ャ 變說改 論、 總テノ 言 

責ヲ拋 ッテシ マヒマ シテ、 甚シキ II 至 ッテハ 選擧 -ー干 涉シ、 議員 ヲ買 收シ、 有ュ ル罪惡 ト云フ モノ ヲ行 ッテ來 タノ、 デ ハナ イカ。 

(拍手 起リ义 r ノ  —  く」 ト叫グ 者 ァリ) 此等 失政 ノ爲ニ 遂-ー 辭職ス ルコト ノ巳ム ヲ得ザ ルー I 至ッタ 時分-一 ハ、 私ハ n; ルハ や- 法治 

下 二 居ル所 ノ政黨 ノ德義 ト致シ マ シテ、 暫ク隱 忍 讓愼シ テ居リ テ時ノ 到ルヲ 待ッノ が 常然デ アルト 思フ ノデ アリマ ス。 現-一前 内 

閣ノ倒 レント スルー ー當ッ テ、 首相 大 侯 ハ寺内 伯 ヲ後繼 首相 -1 奏薦シ 態々 朝鮮 ヨリ 呼戾シ ナガ ラ、 自分 ノ黨 淤ノ 都合 ノ好ィ 相談 

が 出 來ヌト 云フノ 1 ァ、 直チ 一一 排斥 シ テ加 藤總理 ヲ推ス ナド、 一. ム フコト ハ何タ ル非 立憲 ノ事 デァリ マスカ。 

かくして 國民黨 の 犬 養の 言 ふところと、 政 友會の 林、 元 田の 論す ると ころと は、 表面上 敵 味方で ありながら、 事實 

は 全く 同 趣ヒ！ 3 であって、 寺 內內閣 を 攻略す る 害の 不信任案が、 却って 憲政 會を、 背腹兩 面から、 攻擊 する 攻 道具と 化 

した。 さう して、 この 勢 ひに 乘 じて、 再び 登壇した のが 寺 內首 相であった。 さう して 次の やうに、 憲政 食に 逆襲す る 

と共に、 政府の 斷乎 たる：^ 心 を 明かに した。 


.aiu 現 內閣ハ s 響-一 i ヲ有セ ズトァ 二、 ，，シ 帝 11 院 タル 5? 於 ゲル 多牧筹ま^ ヲ 

^"； 上 I デ アリマ スナ ラバ、 甚ダ 失！： ジ：。 多！ 黨ヲ i トセ ザ ルガ 故 シ得 ルナ" 

tl;"" ブ者ァ i 仏お 閣が少 I ヲ 援助 トシ テ 内閣 ヲ S シ タルモ 亦 非 立？：， コトガ 出 來ルデ アルト f  (！ 

P)？ 料 ri- 一 於キマ シテ、 I 同？ ル政黨 -ー對 シテハ 、進 siii 始ノ零 行ヒ、 S  ノ好 

トマス。 (中略 )|、 帝 I 法ノ  |ニ依ラ ザルノ 行動 ヲ敢 テシテ 、强 テ不 信任ヲ！ セラ レン トス 

レ 一一 於キマ シーア ハ、 政府 ハ其 確信 スル 所-一 於テ、 必要 ナル盡 ヲ取ラ ザルコ トヲ得 ナイト 存ジ テ居ノ 

首相の 演說が 終る とすぐ に、 墜の鬪 將尾 崎 行 雄が、 さらに 警 せんとして 登壇した 刹那、 解散の I が 降下した 

ゥ である。 

さう して 響 解散 裏、 S は院內 籠に 開かれ S 逢 代議士 f  .J、 今 曰 唯 $1 と I して、 單獨 f 

動に 出づ べしと 聲 明した。 

三、 也 方 長官への 首相 訓示 

大正 六 年 一月 二十 五日、 響の 解散 さるる や、 政府 は 二十 九日 午前 十 時から 宮城 內の內 I 謹に 於いて 謹 を 開 

き、 總選擧 の 期日 を 四月 二十日と 決定した。 

白ま 二月 二日、 天纛 下に 供奉して 葉 山に 赴いた 際、 豪に 觸れ たの が累 ひして、 同月 晉 より 發熱 l^r 

至った。 晉 夜の 如き は 一一 一十 八 度 二分と いふ 高熱であった が、 岸 博士 や g 博士 を 招き、 ひたすら 雲に 努めた ので 

四日 朝の f  一二 十七 度 二分に 降った。 籠擧 工作と も 云 ふべき 地 直 官裏は I の 間 i つて ゐ るので、 . 切. i 
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客の 面會を 謝絶して、 伯 は ひたすら 健 厳の 恢復 を圖 つた。 病氣は 急性 肺炎であった。 容易に 恢復し さう で、 なかく 

全快し なかった。 

長官 會議 第一 日 は 二月 十日 を 以て 首相官邸 において 開會 され、 寺內 首相 は 特に 次の 如く 議會 解散 理由に 就き 訓示し 

た。 

第三 十八 囘帝國 議會ノ 解散 ハ、 實- 一. 現內閣 不信任案 ノ 提出-一 職. m ス。 而シテ 其 不信 仵案 ノ內 容ハ、 主 トシ テ現內 閗カ國 民 輿論 ノ 

府 タル 帝 國議會 -- 基礎 ヲ有 セサル ヲ理出 トシ、 併セテ 大政 ノ 輔翼 ノ. i 綸ヲ冇 セサル モ ノト 斷シ、 之 ヲ辭柄 トナシ タル 一一 在リ。 

今 提案 ノ瑰 由-一就 テ 衆議院-一 於 ケル各 政 黨ノ所 說ヲ 摘摭セ ム 一一、 或ハ 現内閣 ノ 主義 政策 ノ 如何 ヲ問ハ ス、 クモ 議院- 1 基礎 ヲ有 

セサル 内閣 ハ、 憲政 ノ 本義 二 於 テ其ノ 存立 ヲ 認容 ス へ カラ スト 唱道 ス ル モノ ァリ。 或ハ 今一 一 於テ、 内閣 制ヲ 論爭ス へ キ 二 非ス、 

大臣 ノ 任命 ハ專ラ 大權 ノ發動 ル、 其 ノ政黨 者 タル ト否ト ハ、 固 ヨリー 一一 H 議ノ 限- 1  ラ ス、 唯 タ政黨 ヲ极柢 トセ サル 内閣 ハ、 到 

. 底圓滿 一一 政策 ヲ 遂行 スル コト能 ハサ ルヲ 以テ、 其ノ 存立 ヲ 認容 スへ カラ スト 稱スル モノ ァリ。 其ノ 論旨 ト スル 所、 彼此 相反 ス ル 

コト k  ノ如 シ。 其ノ 他議侖 3  ノ政黨 一一 基礎 交渉 ヲ有セ サル 内閣 ハ、 理想 ト シ テ望 マ サル 所ナリ ト謂モ 方今 ノ^ 情 一一 鑑ミ、 單 -i 内閣 

組織 ノ 形式、 其ノ 理想 二 合致 セサ ルノ故 ヲ以テ 政爭ヲ 滋クス ルハ、 國 家-一 忠 賞ナル 所以 二 非ス。 (中略) 

抑モ帝 1 ^議ノ ぼハ貴 衆兩院 ヲ以テ 成立 シ、 獨リ 二院 ノミヲ 認メテ a -I 國民 輿論 ノ府ト ナス へキ モノ-一  非ス。 然 ルー，、 帝！： 議會ニ 基 

礎 ヲ有セ スト 云爲ス ルモ、 衆議院 ノ 決議 ハ其ノ ー院ノ 意志 ヲ 表示 スル- 一止 マリ、 貴族院 ヲ 包括 ス ルノ 理ナキ ハ固 ヨリ 赏然ノ 事- 1 

屬ス 0 

況ン ャ 多數黨 二 极祗 セサル ノ故ブ 以テ、 ^ 一一  帝 ^議会" 一一 某 礎 ヲ有セ スト 爲ス 一一 至 テ ハ、 ^妄 ノー 一;E ナリト .fS フ ヘシ。 恕フ- 一 提出者 

多彭ノ 11M 意 ハ政黨 内閣 ヲ以テ 唯  一 ノ 理想 ト爲ス モノ ナ ラム ト 雖モ、 我帝國 ,1  .la リテ ハ 欽定憲法 ノ定 ム ル所昭 々トシ テ 一 點ノ 疑義 

ヲ容 レス。 II 務大 E  ノ任免 ハ 仝 然大權 -I  .S リ テ定 マリ、 決シ テ外 5^  ノ容嫁 干渉 ヲ許ス へ キュア ラス。 而シ テ 現内閣 ハ 常 一一 國政ノ 


運用 ヲ シ テ最 モ圓滿 ナース シメ ムコト ヲ冀ヒ 衆議院 ノ 協賛 權 -I 付テ ハ 貴族院 -I 對 スルト 同シク 仝幅ノ 敬意 ヲ拂 ヒ、 夙夜 敢テ違 ハ サ 

ラム コトヲ 期 セリ。 然レト モ 議會ノ 協賛 槌ハ fi. 一法 ノ ず- 條 -ー 付與シ タル 範阖 -I 於テ 政府 ノ！^ 給ヲ 可否 スへ キモ、 猥-ー 其ノ畛 域ヲ^ 

越 スへキ モノ-非 サルャ 論 ナシ。 而シテ 政黨ノ 嚮背ハ 一 -ー 政見 ノ 異同-一依 テ定 マルへ キ モノ ナ ルカ 故-一、 政府 1^ 給ノ 如何 ヲ顧ミ 

ス、 1?^ 政見 ノ 異同 ヲ問ハ ス、 一 -I 阈務 大臣 中政黨 出身 ノ 有無-一依 テ內 閣ノ信 不信 ヲ決セ ムト ス ルカ 如キ ハ、 固 ヨリ 失 常ノ舉 タル 

ヲ免 レス。 是レ 畢竟 政黨 內閣ノ 理想 一一 捉 ハレ テ、 凡百 ノ 議論 悉ク此 一一 胚胎 スル モノー-他 ナ ラサル ナリ。 顧 フー 一 純然 タル 政黨 内閣 

パ、 曾 テ英國 -ー 其ノ實 例ヲ觀 タルカ 如ク、 衆議院 多 數黨ノ 代表者 タラ サルへ カラス。 然レト モ我 帝^ 立憲 ノ 制度  一 I 在リ テハ、 貴 

衆兩 院ヲ以 テ帝國 議舍ヲ 組成 シ、 其ノ間 亳モ輕 重ノ差 アル コト ナシ。 然ル - 一翠-一 衆議院 一一 於 ケル多 數黨ノ 代表者 ヲ以テ 内閣 ヲ組 

織 セサル へ カラス ト爲ス 一一 至テハ 、啻二 至尊 ノ大 權ヲ 干犯 スルノ ミナ ラ ス、 併セ テ兩院 制度 ヲ 無視 スルモ ノト 謂 ハサ ルへ カラ 

ス。 凡ソ 政黨 ノ 離合 ハ其ノ 主義 ノ 如何 ニ依テ 決シ、 其ノ 嚮背 ハ 政見 / 異同 -I 由 リテ定 マル ヲ 常軌 ト ス。 是レ 現內閣 ハ ー黨 一派- 1 

偏 倚 セス、 公 ヲ秉リ 平ヲ持 シ、. 其ノ間 一一 處シテ 趨舍ヲ 誤 マル ナカラ ムコト ヲ期シ タル 所以 ナリ。 

义 タ政黨 一一 後援 ナキ カ爲 -I  、 内閣 ノ 組織 甚タ 弱 一一 シ テ. i 論 ヲ圓滿 一一 赏行 スル コト能 ハサ ル へ シト速 斷シ、 現内閣 カ故ラ  一一 ^熏. 

ノ 援助 ヲ 排斥 シ タルカ 如ク論 スル者 ァリト 雖モ、 現内閣 ハ、 夙-一政 策 ヲ圓滿 一一 遂行 ス ルカ 爲 -I ハ、 議院 一一 多 數ノ黨 員ヲ有 スル政 

黨ノ 援助 一一 俟ッ コト甚 タ切實 ナルヲ 知悉 ス。 豈敢テ 政黨ヲ 排斥 シ超立 ヲ好ム モノ ナ ラム ャ。. 顧レハ 客 歳 七：：：：；、 前 內閣ノ 首相 大隈 

侯爵 力 四圍ノ 事情 一- 顚ミ テ、 將ニ 挂冠セ ムト ス ル -ー 當リ、 遠ク本 大臣 ヲ 朝鮮 ヨリ 招致 シテ、 擬ス ル -ー後 繼ヲ以 テシ、 几 ッ.^ 議院 

ノ 多數黨 タル 同志 會及ビ 其 他 ノ與黨 ヲ以テ 援助 セシ メン コトヲ 提議 セリ。 然ル- 一、 本 大臣 ハ、 元 來阈務 大臣 ノ仵 免ハ  一 二 至尊 

ノ大權 一一 屬シ、 叨リ 一一 私議 スへキ モノー 一  非 サルヲ S ヒ、 义^;;^: ク モ 大命 ヲ邦シ テ 重任 -ー 膀ル ニ際シ テハ、 .1^ 議院 一一 多 數ノ黨 員ヲ有 

ス ル政黨 ノ按助 ハ ^務遂 行ノ爲 一一 最モ要 $1;.: スル所 ナリト 雖モ、 前 内閣 ノ 政策 ブ舉ケ テ 路襲セ サルへ カラ スト 一一 R フ 一一 至リ、 本大 E 

ノ素懷 ニ背ク モノ 尠 カラス。 殊ニ 對外ノ 政策- 1 付テ ハ，、 時局 一一 鑑ミ、 大 -ー 軌轍 ヲ改ム へキ モノ アル コトヲ 認メ、 遂 一一 其 提議 ヲ 

铯シ タリ。 常時 本 大臣 カ止ム ヲ 得ス、 多數黨 ノ按助 ヲ斥ケ タ ル 理由 此ノ如 シ。 (中略) 
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本 大臣、 曩キ  一！ 三政黨 首領 ヲ會 シ、 親 シク對 支 外交 一- 關シ、 前 内閣 ノ 方針 ヲ 變改シ タル 顚末 ヲ吿 クル ャ、 兩黨ノ 首領 ハ、 何 レモ 

現内閣 ノ新 一一 採レル 方針 ヲ以テ 是ナリ トシ" 赞成ノ 意 ヲ表シ タル - -拘ラ ス、 獨" 前 内閣 ノ與 黨タ リシ . 一 首領 ハ毫モ 從前ト 異ナル 

所 ナント、 爾後-一 至リテ 世上 一一 揚 一一 セリ。 

此ノ 如ク、 故ラ - 一事 赏 ヲ附會 スルノ ミナ ラス、 前 内閣 員 タ リシ 一 負 ハ、 貴族- 院-ー 於 テ^ 交 上 重大 ナル關 係-一 付、 容易-一 眞相ヲ 公 

表シ難 キ對支 外交 ノ 方針-一 關シテ 說明ヲ 要 メタル 一一 乘シ、 衆議院 公 ノ 議席-一 於テ、 之レト 應シ、 頻-ー 追窮ノ 態度 ヲ取ル 一一 至 

リシ ヲ以 テ、 政府 ハ止 ムコ トヲ得 ス祕密 會ヲ耍 求シ、 最モ國 交 上 二 支障 ナシ ト認ム ル 最少 限度 一一 於テ 事件 ノ顚 末ヲ 内示 シ タリ。 

是等ノ 事 實ハ比 白 前內閣 ノ與黨 タリ シ政黨 ノ挑發 一一 係ル モノ ラビア、 胸中 一 片國家 ヲ憂フ ル ノ 誠意 ヲ存セ ス、 唯 政 權學奪 ヲ是レ 事 

ト シ テ、 現内閣 ノ排 難攻擎 二 汲々 タル 之ヲ 以テ證 トス ル 二足 レリ。 —— 

それ は 平生の 寺 內には 似合 はしからぬ 激越の 口調であった。 その 論法 も 亦 頗る 具體的 且つ 祧戰 的であった。 さう し 

て 識者 は、 この 首相 訓示 中に、 多分 量なる 伯の 加筆 を味讀 した。 

然 らば 績 いて 行 はれた る 伯 自身の 訓示 は 如何で あつたか。 

四、 內 相の 型破り 訓示 

伯 は 病床で いらくして ゐた。 

天下 分 目の 合戰を 前にして、 病魔の 捕 慮と なった ので あるから、 檻の 中の 虎の やうに 伯 は 荒れた。 醫者 出身で あり 

ながら、 醫 者の 注意 を 無視して、 仕事 をしたがった。 さう して 肺炎 患者に 禁物の 接客 や 執務 をした。 

政 客 を 枕頭に 引いて 要談し、 次官 ：！：^ 長 を 招いて 命令し、 和 子 夫人が 注意す ると 怒號 した。 蒲圑を 撥ねて 身 を 起し、 


氷囊 をはづ して 體を 動かした。 

これに は 家庭の 人 も、 醫；！ も^ 護婦も 全く 當 惑した。 さう して 要談に 來た人 を、 病の 故に 担 絶した ことが 後で 判る 

と、 烈火の ごとく 怒った。 

『今す ぐ 此處へ 呼んで 來ぃ！ さう でない と 俺が 自分で 出て 行く！』 

まるで 駄々 ッ兒の やうに 怒鳴り 散らした。 

さう いふ 時 は、 和 子 夫人 は 他所 目 も氣の 毒な ほど、 はらく した。 それ は、 伯に とって 和 子 夫人が 一番 怒りい いの 

で、 夫人が 何 かいふと 一層 ひどく 怒った からで ある。 

伯 は、 筆者 を 枕頭に 呼びつ けて、 地方 長官 會議 で爲 すべき 訓示 案 を 口授した。 そしてす ぐ その 淨書 をな すべき 害 だ 

つたの を折惡 しく、 友人の 宅に 招かれて ゥッ カリして ゐた。 さう すると 官邸から 和 子 夫人の 電話で、 

『あの 訓示 はま だ淸 書が できて ゐな いかと 後藤が 騒いで ゐ ますから、 すぐお 歸り 下さい。』 

といって よこされた。 筆者 はいそいで 飛んで 歸 つて、 長い 訓示 案 をす ぐ淨 書した やうな 始末であった。 

さう いふ 昂 憤と 焦躁との 間に、 次の 如き 訓示 案 は出來 上った ので ある。 それ は 天下 を 驚倒せ しむる やうな 激烈な 文 

字であった。 選 擧の當 面の 主管 者た る內務 大臣と して は、 亂： i ともい ふべき 思 ひ 切った 訓示で あつたので ある。 それ 

を 水 野 次官が 代讀 した。 それ は 二月 十三 日であった。 

去ル 十日 內閣 總理 大臣 ヨリ、 衆議院 解散 ノ 事由 並 現內閣 施政 ノ 方針 一一 就キ、 樓々 訓示 セラ レ タリ。 本 大臣 ハ敢テ 

之 力 註 脚 ヲ試ム ルノ意 一一 アラス ト 雖モ、 聊カ 各位 ノ 備考 一 一充 テム コトヲ 冀ヒ、 玆 一一 所見 ヲ 披瀝 シ、 併セテ 來ル四 
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月 一 一十 日 ヲ以テ 行 ハ ル ル 衆議院議員 選擧ノ 取締 方針 二 就キ、 一 言 ス ル所ァ ラム トス。 

今 ャ歐洲 一一 於ケ ル大戰 ハ其ノ 禍亂ヲ 全世界 一一 波及 セシ メ、 其ノ結 ハ 帝國ノ 安危 邦家 ノ 運命 一一 モ亦容 ：3^ ナ ラサル 

關繫ヲ 及 ホサム トス。 是レ沟 二 上下 一 致 協力 ノ實ヲ 擧ケ、 內外 百般 ノ 措置 ヲ通シ テ大 ニ爲ス アル へ キノ 秋 ナリ。 

決 シテ徒 一一 蕭牆 ノ內 一一 相 鬩クノ 時 一一 アラス。 是レ 何人 モ其 ノ感ヲ 同シク スル所 ナリ。  . 

是ノ時 一一 方リ、 我帝國 二 於テ 行政 上ノ 至高 機關 タル 內閣ト 共 二 、 立法 機關 クル 議會ノ 繼續シ テ協 黉ノ任 ヲ竭ク シ、 

國政ノ 運用 國務ノ 進行 ヲ シ テ遣憾 ナカラ シ メムコ ト ヲ圖ル ハ最 モ切實 緊要 ノ事 タリ。 是ヲ 以テ現 內閣ハ 成立 ノ當 

時 ヨリ 務メテ 議會ノ 解散 ヲ避ケ ムカ爲 一一 5:^ カシ タリ。 然ル 一一 國民殊 一一 智識 階級 中 一一 ハ、 往々 當初 ヨリ 解散 ヲ豫期 

セル モノ 少カ ラサ リシ ノ ミナ ラス、 政 黨ノ間 二 於 テモ亦 憲政 會ヲ除 タノ 外 ハ概シ テ之ヲ 希望 ス ルカ 如キ 情勢 ヲ示 

セリ。 是レ果 シテ何 ノ故ナ ルカ。 言フ マ テ モナ ク 不自然 二 成立 シ タル 多數黨 ト、 不自然 二 減少 セル 少數黨 トノ存 

在ス ルカ 爲メ、 衆議院 ノ 實狀 ハ 到底 完全 ナ ル 立憲政治 ノ 運用 一一 貢獻シ 得サル モノ ナルヲ 憂慮 シ タル ノ餘、 寧 II 解 

散ヲ 希望 シテ 一 點ノ 光明 ヲ將來 一一 期待 シタ リシナ リ。 

現 內閣ハ 此ノ間 一一 處シ テ、 國家重 寄ノ任 一一 膺リ、 報效ノ 誡ヲ竭 タス 力 爲メ、 先 ッ此ノ 內外ノ 情勢 一一 鑑ミ、 決シテ 

內閣 更迭 ノ際 一一 於ケ ル從來 踏襲 ノ型 一一 囚 ハル ルコト ナク、 斷々 乎 トシ テ繁固 確 實ナル 經綸ヲ 提ケ、 以 テ此ノ 難局 

二 液ムヲ 必要 トセ リ。 現內閣 成立 ノ 前後 一一 於 テ、 寺內 首相 ノ 如何 一一 此ノ點 一一 於テ 努力 スル所 アリシ カハ、 首相 ノ 

演說 一一 徴シテ 自力 ラ歷然 タル へ シ。 

然ルュ 一派 ノ政黨 者 流ハ、 現 內閣ヲ nil シテ或 ハ阈： ^ト沒 交 涉ナリ トイ ヒ、 或ハ 政黨ヲ 疎外 スル モノ ナリト 爲シ、 


ル 一 種 政 黨式ノ 用語 例 ヲ製出 シテ盛 一一 中傷 ヲ試 ミ、 更ラ 一一 進テ ハ 超然 內閣ナ ル稱號 ヲ冠セ シメ、 此 ノ如キ 內閣ハ 

非 立憲 ナ リ ト呼號 シテ、 其ノ 理由 トス ル所 往々 欽定憲法 ノ 精神 ヲ 忘却 シ タル ノ觀 アル モ 復タ毫 モ顧 ミル 所ナ シ 。 

憲政 會ハ 此ノ如 クー 一 シテ、 故 Si 公爵 ノ 創設 一一 係レル 同志 會ノ 宣言 綱領 ヲ 無視 スルノ 奇觀ヲ 呈シ、 尙且 自力 ラ悟ラ 

ス、 益，. 其 ノ非ヲ 遂ケム トセ リ。 之 1 一反 シテ政 友 會ハ、 今 尙ホ故 伊藤 公爵 ノ创 設當初 一一 於 ゲル 精神 ヲ恪守 シテ、 

一 一一 節制 ヲ重シ 此ノ往 々一丁 ンテ 常軌 ヲ 逸セム トス ルノ 局面 一一 處シ、 依然 其ノ 本領 ヲ失 フカ 如 キノ 事 ナク、 是ヲ是 

トシ 非ヲ非 トシ、 寧^-著實公平ナル態度ーー出テ、 以 テ其ノ 主張 ヲ 一貫 ス。 

是ノ時 一一 當リ、 識者 中 一一 於テ モ前 內閣ノ 成立 以來 言論 機 關カ其 ノ穩健 中正 ヲ失フ 一一 至 リタ ルノ甚 シキヲ 歎 スル者 

少シ トセ ス。 現 二言 論界ノ In; 擘ヲ以 テ推サ ルル ノ人ニ シテ、 大隈 內閣ノ 新聞 操 縱策ヲ 目シ、 我 邦 憲政 史上 一一 於テ 

拭フ へ 力 ラサル ノ汚 點ヲ 加へ シ メタ リト 指摘 シ、 議員 買 收ノ爲 メ我邦 政界 ノ 腐敗 時代 至ルト 切言 スル ァリ。 世人 

ハ是 ヲ以テ 時弊 二 適 中 セル ノ言 ナリ トシ、 朝野 齊シク 之 ヲ賞譜 セリ。  . 

然ル 一一 不自然 ナ ル多數 黨ハ、 中傷 ヲ試ミ 誣言 ヲ放 チ、 百方 民心 ノ 煽動 ヲ事 トシ、 苦心 到 ラサル ナシ。 然レ トモ 時 

勢ハ旣 一一 推移 セリ。 嘗テ ハ此 ノ如キ 手段 ヲ以テ 人心 往々 其ノ 煽動 ス ル 所トナ リシ コ ト ァリ。 而カモ 今ャ我 邦國民 

ノ判斷 カハ、 旣 一一 幾多 ノ鍛 鍊ヲ經 タリ。 是 ヲ以テ 如何 二！^ 動ヲ 試ムル トモ、 政 黨內閣 ユア ラサ レ ハ非 立憲 ナリト 

ィ フ 力 如キ、 單純 二 シ テ 葡式ナ ル陳 (が 5  ノ 偏見 ヲ以テ シ テハ、 之 力 爲メニ 毫モ 誘惑 セ ラル ルコト ナシ。 

現 內閣ハ 成立 以來 終始 立憲 ノ 常道 ヲ逸セ サル コトヲ 努ム。 然 ルー 一憲 政會 及其ノ 一派 ハ、 立憲 ノ 常道 ヲ逸 スト シテ 
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呼 號シ、 各地 一一 演說ヲ 試ム。 然レ トモ 一般 公衆 ノ毫モ 之 一一 惑 ハサ ルル コト ナキ ハ何ノ 爲ソ。 彼等 遊 說者ノ 主張 ス 

ル 立論 ノ根據 明 二 謬 レルコ トヲ 知リ、 爲ニ 却テ現 內閣ノ  一  シ タル 至誠、 寧 口 一  般ノ 稔知ス ル 所トナ リタ ルカ 爲 

ナ ル ャ 明白 ナリ。 

不自然 ナル多 數黨ノ 主張 モ之 カ爲メ 短日月 ノ間 一一 於テ 次第 一一 變化ヲ 來シ、 殊 一一 其ノ 首領 ノ如 キハ、 山形 縣 ヨリ 始 

メ テ各縣 ノ遊說 ヲ爲ス 一一 隨ヒ、 漸次 ニ其ノ 論 ヒ：： ヲ 變更シ タル ノ 形跡. M 然 トシ テ掩フ へ 力 ラサル モノ ァリ。 

卽チ 我帝國 欽定憲法 ノ 精神 トス ル 所ハ、 歐 米列國 一一 於ケル モノ ト頗 ル其ノ 選ヲ異 一一 スル ハ、 我 邦 一般 國民 ノ旣ニ 

理解 スル所 一一 係ル。 是ヲ 以テ國 ぉノ立 憲的觀 念 ハ自 カラ 明確 トナ リ、 陳^ 一一 歸シ タル 黨派 式ノ 用語 例 ヲ以テ 如何 

二 攬亂ヲ 試 ミム トス ルモ、 其ノ間 議論 ノ紛滑 ヲ來ス コ トヲ許 ササル 一一 至 リシナ リ。 而シテ 一 方 學者其 ノ他ノ 識者 

.モ 亦其ノ 所論 ヲ發 表ス ル 一一 際 シテ特 一一 此ノ點 一一 留意 シ、 今ャ 健全 ナル 立憲 思想 ノ极 柢堅實 一一 シテ、 輕シク 動搖ス 

ル コ トナキ 二 至 レリ。 隨テ多 數黨ノ 言論 ヲ以テ 如何 一一 IS 動 ヲ試ム ル トモ、 殆ト之 二 耳 ヲ假ス モノ ナキ ニ至リ クル 

ハ、 業ニ已 二 明白 ノ事實 ナリ。 

然レ トモ 龙 大黨ノ 勢力 ヲ恃テ 政界 ヲ混毒 シ 、 且謬 レ ル黨派 政治 ノ觀 念ヲ 鼓吹 シ タル ノ後ヲ 受ケテ 成立 シ クル 現內 

閣ノ主 1!!: ト ス ル 所ヲ、 國民 二 遍ク 徹底 セ シメム トス ルハ、 シ テ容 ノ業ニ ァ ラサル ヘシ。 

我 地方 長官 各位 一一 於テ ハ、 此ノ如 キ流弊 ノ在ル 所ヲ觀 破シ、 種々 ナル 誣言 中傷 ノ爲 一一 人心 ノ  ：改 ラル ルカ 如 キナキ 

ヲ 期シ、 一意 專念 忠誠 ノ 至情 ヲ以テ 國家ノ 前途 ヲ 開拓 ス ルカ 爲メ、 健全 ナル： ^意 ノ壅塞 掩蔽 セラ ルル 力 如 キノ 事 

ナキヲ 3:! ト シ、 以テ其 ノ職赍 ヲ竭サ ルル コ トヲ 1^ ク信シ テ疑 ハ ス。 


冀 クハ、 我 地方 長. {R 各位 ヲ始メ 忠良 ナル {n^  ノ 他實恪 勤ナル 努力 一一 賴リ テ、 益 健全 ナル 思想 ヲ 養護 シ、 之 力 指導 

ヲ您 ルコト ナク、 相 共 ユカ ヲ致 シテ、 長クモ 明治天皇 力 夙 一一 立憲 ノ 大政 ヲ布カ セ給ヒ タル ノ叙慮 二 副ヒ奉 ラム 

コ トヲ、 本 大臣 ノ最モ 切望 シテ已 マサル 所 ナリ。 

是 等ノ點 一一 關シテ ハ、 內 閣總理 大臣 ノ 訓示 一一 於テ旣 一一 各位 ノ 知悉 セラ ルル 所 ナルヲ 以テ、 更 一一 多言 ヲ要 セサル へ 

キモ、 玆 二更 一一 現內閣 成立 當時ノ 情勢 ヲ 略述 シ、 以テ 各位 ノ參考 二 供セム トス。 

世 ノ 所謂 超然 內閣 ハ、 其ノ 如何 ナル モノ ヲ指ス ヤヲ 玆 一一 講究 スルノ 要 ナシ。 名 稱ノ何 タル ヲ問 ハス、 現內 閣ハ國 

民ト沒 交涉ナ ル モノ  二 モア ラス。 國民ノ 基礎 二 立脚 セサル モノ 一一  モア ラス。 而カ モ現內 閣員 ハ何レ モ 政黨ノ 出身 

者 二 アラス。 此ノ ー黨 一派 一一 偏 倚 セサル 內閣ノ 却テ國 民ト沒 交涉ナ ラス、 國 ：！^  ノ 基礎 一一 立脚 スル ノ實 アル ハ、 寧 

n 政界 ノ 情勢 自力 ラ之ヲ 促 力 シ クル ノ 結果 ナリ。 故 一一 現 內閣カ 一 黨 一 派 一一 偏倚セ ス シ テ、 而カモ 成立 ノ當時 直 二 

擧國 一 致ノ 援助 ヲ得ム トス ルノ 抱負 ヲ懷 キシ ハ、 寧 ti 偶爾 一一 アラス ト謂フ へ シ。 若シ此 ノ如キ ハ單 一一 首相 並 一一 內 

閣員 ノ侗人 トシ テノ 希望 一一 過キ スト ナス モノ ァラ ハ、 是レ 蓋シ思 ハサ ルノ 甚シキ モノ タル ヘシ。 

言フ マテ モナ ク、 內外ノ 情 勢 一一 促カサ レ當然 生シ來 リシ 時世 ノ 要求、 自力 ラ然 ラシ メタル モノ ナル コトハ 疑ヲ容 

レサ ル所 ナリ。 黨派 二 シ テ健 實ナル 動作 二 出 ツル モノ、 叉 ハ黨派 二 關係ナ シト 雖苟ク モ國ヲ 愛シ公  一一 f: スルノ 誠 

意ァ ル 同胞 公衆 ノ 意嚮 ト スル 所、 亦此 一一 存シタ ルヲ斷 言 シテ憚 ラス。 

然ルニ 不自然 ナル 多數ヲ 衆議院 二 卜：： メタル ノ黨 派ハ、 現 內閣ト 政見 ヲ同 クスル 不自然 ナル少 數黨、 及 現 內閣ノ 方 

針 ト大體 意見 ヲ異 一一 セサ ルノ 人々 等ヲ 無視 シ、 唯此ノ 不自然 ナル 多數黨 一一 偏 倚 スルー 一 非 レハ、 則チ 是レ國 ト沒 
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交涉 ナ リトノ 潜 越誣」 ナ ル 言論 ヲ 放 ツー 一至 ル。 

此 ノ如キ 13 倚 セル 僻 昆ヲ， 说據 トシ テ、 其 ノ言ハ ムト 欲スル 所ヲ恣 マ 一一 シ、 自家 ノ非 ヲ掩ハ ン カ爲メ 一一  强ヰ テ爭 鬩 

ヲ是レ 事 トシ テ、 現下 ノ 世界 犬 W 一一  於ケル 我 帝 國 ノ 地位 如何 ヲ 全然 忘却 シ去 リタ ルカ 如 キハ、 眞ニ 憂國ノ  士ヲシ 

テ國家 ノ爲メ 深 慨ヲ禁 セサラ シ メタル 所 一一 屬ス。 

寺 內總理 大臣 ハ夙 一一 此 一一 憂慮 セラ レ、 當初 大隈前 や：：： 相 力 其 ノ後繼 首相 トシ テ奏 薦セ ムトノ 內交涉 ヲ試ミ タル 際 一一 

於テ、 國務 大臣 ノ 任免 ハ 一 一一 大權 ノ發動 一一 由 ルへキ モノ ナレ ハ、 臣下 ノ身ヲ 以テ濫 一一 私 擬スル ヲ欲セ ス ト 言明 シ 

テ、 其ノ 交涉ヲ 謝絶 シ タル ノ ミナ ラス、 前 內閣ノ 政策 ヲ 踏襲 スルヲ 以テ條 件 トシ、 其 ノ率ュ ル所ノ 多數黨 ヲ以テ 

援助 ヲ與へ ムトノ 提議 モ亦斷 然之ヲ 拒絶 セ ラレ タリ。 是レ實  一一 土..^ 內^ 相ノ 至誠 界國 一一 報 スルノ 精神 ト、 內 外ノ庶 

政ヲ 医 救セ ム トス ルノ 一  大 抱食ト ノ存ス ルコト ヲ見ル へ キ所 タリ。 

, 現內閣 ハ初メ ヨリ 政黨ノ 援助 ヲ有セ スシテ 成立 セリ。 此 ノ如キ 內閣ノ 成立 スル 一一 至リ タル 所以 ハ、 抑. -何レ ュ在 

リャ。 黨派 生活 二 在ル 者ノ悉 ク政黨 內閣ヲ 希望 ス ルハ素 ヨリ 怪ム 一一 足 ラス。 然レ トモ 動 モス レ ハ 欽定憲法 ノ 精神 

ヲ 曲解 シ、 政 黨內閣 一一 ァラ サレ ハ概 シテ非 立憲 ナリト 妄斷ス ルカ 如キ黨 派式ノ 用語 例ヲ用 ヰテ、 單 一一 內閣 組織 ノ 

形式論 ヲ以テ 現 內閣ヲ 非議 スル ハ、 實 一一 遺憾 ナリト 云 ハサ ル可 カラス。 

然ル 1 一 モ拘 ラス 現 內閣ハ 至尊 ノ御 信任 ヲ辱フ シテ 組織 セラ レ タリ。 是レ現 時 政界 ノ SE 勢 自力 ラ然 ルヲ致 サシメ 

タル 一一 外ナ ラス。 卽チ 一 方 一一 於テ多 數黨ノ 放肆 濫妄 ナル 行動 ヲ敢 テス ル ァリ、 他方 一一 於テ ハ前內 閣ノ內 外 一一 涉リ 

テ秕政 百出 スルー 一至 リタ ル爲 メ、 竟. 一一 前 內閣ノ 更迭 已ム ナキ- 一至 リ、 前來累 稍シ タル ノ政弊 ヲ医正 スルノ 任務 ヲ 


れ擔 シテ、 現內閣 ハ卽チ 組織 セラ レシ ナリ。 是ヲ 以テ現 內閣ニ 幾分 反 對ヲ唱 へ タル ノ政 黨員ス ラモ、 尙且 前內閣 

ノ 崩壞シ タル ヲ視 テ爲メ  二 快哉 ヲ呼フ 二 至 リシナ リ。 

首相 ハ 內閣 組織 ノ後 一一 於テ モ、 虚心 如ー懷 至公至平 ノ 態度 ヲ 持シ、 立憲 治下 一一 於ケル 政黨ノ 意嚮 ハ固 ヨリ 之ヲ 尊重 

スル 一一 努力 セラ レ タリ。 殊 一一 對支 政策 一一 就テ ハ 愼重ノ 用意 ヲ悉 シ、 各 政黨ノ 首領 ト 意見 ノ 交換 ヲナ シ、 意志 ノ疏 

通ヲ圖 ラレ タリ。 然ル 一一 憲政 會ノ 首領 タル 加 藤 子爵 ハ、 政 友 會並國 民黨ノ 首領 ト其ノ 理解 スル 所ヲ異 一一 シ、 徒 二 

附會 ノ說ヲ 公表 シ タル ハ最 モ遣憾 トス ル所 ナリ。 加 之爾來 憲政 會ノ 行動 ハ、 議院 ノ內 外ヲ問 ハス 單 一一 多 數ヲ 恃テ 

現 內閣ヲ 排濟セ ム トス ル外、 復ー 片 國家ノ 前途 ヲ憂 フル ノ 誠意 ナキカ 如シ。 是亦旣 一一 國民 周知 ノ事 クル ヲ信 ス。 

今ャ 世界 ノ大變 局 二 臨ミ、 國家 多事 ノ秋ニ 際シ、 解散 ノ已ム ヲ得サ ルー 一至 リシ ハ抑モ 何 ノ故ソ 。衆議院 解散 ノ理 

由ハ 極メテ 明瞭 ナリ。 旣 一一 內 閣總理 大臣 ノ 言明 セラ レ タルカ 如ク、 今日 內外 多端 ノ時 一一 當リ、 衆議院 內 一一 多數ヲ 

占ムル ノ政黨 カ其ノ 黨與ノ 勢力 ヲ恃 ミテ、 憲法 上附與 セラ レ クル 協 黉權ヲ 濫用 シ、 國家 重要 ノ 議事 ヲ 放擲 シテ、 

驀然 不信任 ノ 決議案 ヲ 提出 シ、 國務 ノ^ 滯 ヲ來シ タル 一一 在ル コ ト固 ヨリ 言ヲ 待タ. ス。 

各位 ハ旣 一一 知悉 セラ ルル 如ク、 不自然 ナ ル多數 黨ハ、 其ノ 提携 シ タル 前內閣 ノ非ヲ 糊塗 セム カ爲メ 一一、 名ヲ 言論 

尊重 一一 藉リ テ、 政府 力 第三 十八 期議會 一一 於テ 要求 セ シ 所ノ祕 密會議 一一 於ケル 議事 ヲ 公表 セ ム コトヲ 求 ムルノ 術策 

ヲ 弄シ、 以テ其 ノ非ヲ 飾 ラム ト圖 レリ。 蓋シ其 ノ意ノ 存スル 所ハ、 政府 力 決シテ 公表 セサル へキヲ 豫期シ ッッ、 

此 ノ如キ 公表 ヲ求 ムルノ 手段 一一 依リ、 其ノ祕 密會ノ 內容中 一一 ハ、 其ノ多 數黨ノ 不利 一一 陷ルへ キ實迹 一 モ當時 一一 暴 

露 セラ レサ リシ モノ ノ如ク 一一 裝ヒ、 以テ 公明 ナ ル 公衆 ノ判斷 ヲ誤ラ シメム トス ルニ アル ャ明ナ リ。 其ノ窮 餘ノ苦 
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心 ャ想フ へ シ。 

世上 叉 或ハ現 內閣ヲ 評シテ 薄弱 ナル 內閣 ナリト 謂フノ 論者 ァリ。 其ノ意 ハ蓋シ 有力 ナル 政黨ノ 後援 ナシ トイ フ ュ 

在 ルカ 如シ。 此ノ點 一一 於テ ハ本 大臣 モ亦 首肯 ス ル 一一 吝ナ ラス。 然レ トモ 論者 ト雖 恐ラ ク ハ當初 ヨリ、 有力 ナル政 

黨ノ 後援 ヲ得 ル爲メ 一一、 憲政 會ト 妥協 スルヲ 得策 トシ、 前 內閣ノ 政策 ヲ 踏襲 スルノ 條件ヲ 甘受 シテ 之ト相 提携 セ. 

ョトノ 意 ユア ラサル へ シ。 現ュ現 內閣ヲ 評シテ 其ノカ 微ナリ ト雖、 其ノ 精神 ャ尊ム へ シト 言へ ル モノ スラァ リ。 

然ラ ハ其ノ 現內閣 ヲ視ル 二 微弱 爲ス ュ足 ラサル ヲ以 テス ル モノ ユア ラサル ャ固 ヨリ 明 ナリ。 蓋 シ擧國 一 致 內閣ヲ 

標榜 シテ立 テル 以上 ハ、 其ノ 組織 ノ當初 一一 於テ、 {且 シク三 政黨ノ 首領 ヲ會 同シ、 胸襟 ヲ披 キテ 內閣ヲ 組織 スルノ 

方法 ヲ 商議 ス ルヲ寧 ロ當然 トス へ キ 害ナル 二、 事 此-ー 出テサ リシ ハ 此ノ點 一一 於テ 逮算ァ リトノ 謂ナル へ シ。 

然レ トモ 此ノ 如キハ 當時ノ 事情 之ヲ 許ササ リシ ハ、 此 ノ如キ 論者 モ亦諒 トシ クル 所 ナリト 信ス。 其ノ 事情 ニ至テ 

ハ玆ニ 詳言 スル ノ要ヲ 見ス。 唯之ヲ 略言 スレ ハ、 横暴 ナル多 數黨ノ 存在 セル 力 爲メ、 比較的 健全 ナル 少數 黨ァリ 

ト雖、 後繼ノ 任ニ當 ルへキ 大命 ヲ拜 スル能 ハサ ルノ 事情 アリシ ヲ 以テ、 情勢 ノ趨ク 所 遂ニ現 內閣ノ 成立 ヲ促 シタ 

ル モノ ナリ。 之ヲ 目シテ 薄弱 ナル內 閣ナリ トイ フ モ、 其ノ 有力 ナル 政黨ノ 後援 ヲ得サ リシ 爲メ、 却テ非 立憲 ナル 

行動 非違 多キ 秕政ヲ 踏襲 ス ルコ トヲ免 カレ タル ハ寧。 幸ナリ トイ フ ヘシ。 

立憲政治 二 於テ 政黨ノ 存立 ハ 必然 ノ勢ニ 出 ットノ 論 二 ハ固ョ リ 同意 スルヲ 辭セス 。然レ トモ 現在 ノ 政界 二 於テ、 

國家ノ 重任 ニ膺ル コト ヲ得ル 二足 ルノ 多數 ヲ有ス ル 政黨ハ 不自然 ノ多數 ヲ恃ム 二 過 キス シテ、 健全 ナル政 黨ハ却 

テ 不自然 ナル 少數ニ 在ルノ 地位 一一 在リ。 隨テ其 ノ何レ ュ 依ルモ 齊シク 不可能 ナ リシ ヲ 以テ、 主義 政策 ノ 如何 一一 依 


リ 取捨 ヲ決ス ルノ外 ナキヲ 認メ、 現內 閣ハ遂 一一 有力 ナル 政黨ノ 後援 ナキ 一一 モ枸 ラス、 擧國ノ 民意 ヲ 基礎 トシ、 不 

偏 不黨秉 公 持平ノ 地位 一一 立チ、 敢焉 トシ テ從 來ノ 政弊ヲ 刷新 セム コトヲ 決意 シ タル 一一 外ナ ラス。 

今日 政黨 內閣ヲ 主張 ス ル所ノ 多 數黨タ ル 憲政 會 モ、 初メ 同志 會ト シ テ 大隈 伯爵 及其ノ 黨與ト 提携 シ タルノ 當時 ハ - 

果 シテ大 多數ノ 政黨ナ リシ 力。 其ノ 取リ來 リシ 徑路ヲ 見 ルュ、 當今ノ 情勢 尙已 ムヲ 得サル モノ アル コト、 蓋シ何 

人 ト雖之 ヲ認ム ルー 一難 力 ラサル 所ナル ヘシ。 

言フ マ テ モナ ク此ノ 曠古 未曾有 ノ 時局 一一 際シ、 我帝國 ハ 大 一一 國是 ヲ定メ テ之ヲ 遂行 ス ルカ 爲メ、 最モ 確實ナ ル經 

綸ヲ立 テサル へ カラス。 然レ トモ 総 ヲ描ク 一一 ハ、 先 ッ絕ニ 於 ケル汚 點ヲ拂 拭 シ去ル 二 ァ ラサ レ ハ、 之 二 著手ス ル 

コトヲ 得サル ヘシ。 今 其 ノ汚點 ヲ洗維 スルニ 勉メ、 意匠 慘澹 タル 準備 ノ 時代 二 於テ、 多 數黨ノ 衆 ヲ恃テ 非理 ナル 

行動 ヲ取ル 一一 至リ タル 爲メ、 遣憾 ナカラ 衆議院 ノ 解散 並 總選 擧ヲ 行フノ 止ムヲ 得サル 一一 至 リシナ リ。 其ノ 眞相ノ 

存ス ル所ヲ 明 二 シ、 從來ノ 弊竇ヲ 一 洗 シテ、 新 タナル 天地 ヲ 開拓 セ ム トス ル 二 當リ、 兹 一一 內面ノ 事情 ヲ語 ルノ外 

ナキニ 至 リシ ハ、 各位 ノ深 ク諒ト セラ ルル 所 ナルヲ 疑 ハス。  - 

今 ャ內外 多事 ノ秋 一一 當リ、 徒 一一 黨爭ヲ 事 トシ、 蝸牛 角 上 ノ鬪ヲ 爲スノ 非 ナルコ トハ、 一般 識者 ノ同 シク認 ムル所 

ナリ。 現 內閣ノ 所見 モ亦此 ニ外ナ ラサル ヲ 以テ、 至誠 事 一一 當リ、 忠 實ナル 國民ノ 意思 ト稳 健ナル 政黨ノ 所見 トヲ 

尊重 シ、 以テ 國家ノ 大計 ヲ策 セム トス。 

地方 長官 各位 一一 於 テモ、 現 內閣ノ 方針 ノ存 スル 所ヲ諒 トシ、 最善 ノ 努力 ヲ竭サ レム コトヲ 望ム。 隨テ 各位 ノ統^ 

二 屬ス ル 下僚 二 於テ モ、 亦此 ノ意ヲ 體シ、 此等ノ 趣 _j:n ヲ遍ク 徹底 セ シム ルー 一勉 ムへキ ハ 當然ノ 職務 タル へ シ ト信 
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選 擧ハ國 民ヲ シ テ其ノ 自由 意思 一一 基キ、 國家ノ 選良 ヲ 選出 セ シ ムルノ 方法 ナリ。 選擧ノ 公平 ハ實 一一 立憲政治 ノ根 

本ヲ 成ス。 苟 モ選擧 一一 シ テ其ノ 公正 ヲ疑 ハル ルカ 如 キノ 事ァラ ムカ、 奥 論 民意 ノ 所在 ハ得テ 之ヲ知 ル能ハ ス、 之 

ヲ從來 ノ實例 一一 徵ス ル 一一 、 國家ノ 官吏 タル 警察官 吏 一一 シ テ、 黨派ノ 運動 一一 使用 セラ レ タルカ 如キ コ ト ァリ。 此ノ. 

如 キノ 弊害 ハ斷シ テ 安除ス ルー 一勉 メムコ トヲ 要ス。 彼 ノ選擧 投票 一一 買收 ノ伴フ カ如キ 疑惑 ヲ國民 一一 抱 力 シ ム ル如 

キニ至 テハ、 立憲政治 二 於ケル 最大 恨事 ナリ トス。 

固 ヨリ 取締 ノ峻嚴 ナルヲ 期スル ハ尙 爲シ易 シ。 然レ トモ 至 公 至 正 一 點ノ 私曲 ヲ挾ム コト ナキヲ 一般 一一 認識 セシム 

ル ハ 事最モ 難シ。 各位 ハ宜 シク 厳-一 其ノ 部下 ヲ戒 飭シ、 其ノ 態度 ヲ 公明 ュ シ、 苟モ 疑惑 ヲ挾ム ノ餘地 ナカラ シメ 

ム コトヲ 期 セラ レム コト ヲ望ム 0 

投票 ノ買收 、利益 ノ 提供 及 饗應請 托ハ、 現 時 一一 於ケ ル 選擧界 腐敗 ノ 最大 原因 タリ.。 今一 一 シ テ此ノ 風潮 ヲ 矯正 ス. ル 

所ナ キー ー於テ ハ、 國民ノ 選良 ハ單 一一 金 錢ノ多 {4 一一  ヨリ テ決 シ、 眞 正ナル 國民ノ 意志 ハ毫モ 之 ヲ知ル 一一 由ナ キー 一至 

ラム トス。 故 一一 今囘 ノ選擧 一一 當リ テハ、 最 モ意ヲ 金錢ノ 授受 一一 注キ、 苟モ 投票 買 收ノ疑 アル 者 及 利益 ノ 提供 叉ハ 

饗應請 托ノ跡 アル 者 一一 對シ テハ、 毫末 ノ微ト 雖斷シ テ假借 スル所 ナク、 克ク 司法 當局 者トノ 連絡 ヲ保 チテ 其ノ檢 

擧 一一 勉メ、 以テ 禍根 ヲ 剿滅 ス ルコ トヲ期 セラ レム コトヲ 望ム。 

而シテ 其ノ之 ヲ爲ス 一一 先 タチ、 選擧民 一一 對シテ ハ 從來ノ 非行 一一 褻レテ 戒心 ヲ怠 リ、 爲メ 一一 嚴罰 一一 處セ ラル ルカ 如 

キノ 事ナ キ樣、 豫メ當 局 者 決、. ：3 ノ存ス ル所ヲ 一般 公衆 一一 警吿 シ、 以テ選 擧界ノ 廓清-一勉 メラ レム コトヲ 切望 ス。 


本 大臣 ハ兹 一一 各位 ノ 努力 一一 倚 頼シ、 今囘 ノ選擧 取締 ヲ以 テ永ク 後日 ノ範 タラ シメム コトヲ 期ス。 此ノ際 地方 長. P 

各位、 亦 現 內閣ノ 成立 ヨリ 以テ 今囘 衆議院 ノ 解散 ニ至ル 前後 ノ實 情ヲ諒 トシ、 總理 大臣 並 本 大臣 ノ 訓示 二 基キ、 

政府 方針 ノ存ス ル所 ヲ汎ク 徹底 セ シム ルー 一 於テ 最善 ノ 努力 ヲ致サ レ ム コ トヲ 期待 ス。 若シ本 大臣 ノ 訓示 其 ノ他ノ 

阽 ニ就キ テ疑ヒ ノ存ス ルァラ ハ、 忌憚 ナク 之ヲ 質シ、 以 テ其ノ 所信 ヲ强固 二 セ ラレ ム コトヲ 望ム。 顧フ 二 今日 ハ 

國政ノ 積弊 ヲ 一新 シテ、 邦家 非常 ノ時 一一 處ス ルノ 大計 ヲ立ッ へ キノ 時 ナリ。 切 一一 各位 ノ 努力 奮 勵ヲ 望ム。 

こ丄は 伯が 一枚の 紙片 も 持た すに、 病床で 口授した もので、 原文 はもつ と 激越な もので あつたの を、 多少の 修正が 

次官 その他の 手で 加 へられて ゐた。 

一方の 政黨を 不自然なる 多 數黨と 篤り、 他方の 政黨 を著實 公平と 呼び、 しかも 選擧の 公正 を 期すべし、 と內務 大臣 

が 訓示した ので ある。 地方 長官が 驚き、 天下が 驚いた の も 無理はなかった。 

これ は 如何なる 反響 を 生じた であらう か。 

五、 訓示の 反 響 

果然、 この 訓示 は 天下の 視 聽を聳 たしめ た。 そして、 これによ つて 最も 困惑した の は、 外部で なくして、 寧ろ 內務 

省內 であった こと は、 その 頃 を 追想して、 永 田 秀次郞 が 左の 如く 語って ゐる。 

寺 內內閣 の 總選擧 に 臨む に當 り、 伯 は內務 大臣と して、 地方 長官に 對し、 あの 有名な 「不自然なる 多 數黨」 とい 

ふ 言葉 を、 その 訓示のう ちに 插 人され た。 
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當時、 私 は警保 局長で あつたが、 伯から 訓示 草案 を 示された 時、 そのうちに は 頗る 激越な 口調の 文句が 多い ので、 

伯に 對 して 「一 應、 修正したい 箇所が あります」 と 巾 上げた。 其の 時 伯 は 「不自然なる 多數黨 とい ふ 文字 は絕對 

に 削除したり、 修正して はいかぬ」 と嚴 命され た。 これに は 水 野次 宫も 私も大 困りであった。 

私 は 伯 をお 訪ねして、 r 內 相の 訓示 は 訓示と して、 私 は警保 局長と して 警保 局長の 立場から 訓示す る」 と 申 上げ- 

た。  伯 はこの 事 をも默 許せられ たばかりで なく、 內相 訓示 草案に 對 しての 加筆 訂正 も 許された。 しかし 「不自然 

なる 多數黨 J と い ふ 言葉 だけ は斷 乎と して 手を附 けて はいかぬ との お 言葉で あつ た。 

玆に 伯の 面目が 實に 躍動して ゐる ばかりでなく、 私の 申出 を認 許せられ た處 にも、 伯の 面白い 性格の 一面が ある 

と 田 ：3 ふ。 

いよく 地方 長官に 對し 問題の 訓示 を するとい ふ 時に、 伯 は 病氣に 罹られて 缺 席され た。 それで 水 野 次官が 內相 

の 訓示 を 代理で 行うた ので あるが、 その 訓示た る や 實に總 選擧の 取締 は 公平に やれと カ說 しながら、 他の 一面に 

は 憲政 會を 不自然なる 多 數黨と 書いて ある。 その 調和 を 如何にす るか、 訓示 を朗讀 する 水 野 次官 も 閉口 すれば、 

訓示され る ところの 地方 長 {n も 困惑した のであった。 

私 は警保 局長と して 特に 警察 部長 會議の 席上で 訓示す る 事に なって ゐた。 その 日の 訓示が 終る と、 警察 部長 連 は 

果然 質問 を發 して 來た。 

警察 部長 側 は 「かう した 訓示 を 受けて このまま 歸 つても、 どう 措置して よいの か 分りません」 とい ふので ある。 

ソ コ で 私 は 次の やうに 答へ たもの だ。 


內務 大臣の 訓示 は 政治の 高等 批評で ある。 從 つて 不自然なる 多數黨 といった やうな 批刺的 言葉 も そのうち にあら 

はれて 來る わけ だ。 而 して 私が 指示し 訓示した 處は 我々 警察官が 嚴正 公平に 取締らなければ いけない とい ふこと 

をカ說 したので ある。 從 つて 選擧の 公平 を 維持す る 事 は實に 內閣の 運命 以上に 重大 事で ある。 

これに 對 して 警察 部長 は r 警保 局長の 只今の 御 說明を 知事に 對 しても 話して 戴きたい」 と 希望す るに 至った 程で 

あった。 

伯 は 私の かう した 訓示に 對 して は 一 言の 小言 も 云 はれなかった。 しかし 政友會 から 抗議が 出て 来た。 湯淺 君の 如 

き は 「永 田と いふ 奴 は實に 無茶な 奴 だ。 上司の 訓示 を 覆へ す やうな 事 を やって よくも 平氣で ゐられ たもの だ」 と 

批評した とい ふこと を 聞いた。 

かう した 關 係から、 政友會 から は 永 田の 警保 局長 を辭 任させよ と 伯に 迫って 來 るし、 新聞に はかう した 種類の 事 

件が 起る 度 毎に、 警保 局長 は轉任 するとい ふ 記事が 出た ものである。 叉、 政 友會の 方から いろくと 陳情 や 希望 

が 私の 手許へ 來る。 私が さう した 申込み を 拒絶す る 毎に、 政 友會側 は、 私の 態度 や 措 S はが 怪しから ぬと いって、 

伯の 處へ 苦情 を 持ち込んだ ものである。 これに は 伯 も 困り、 私 も 困った。 しかし 伯 はかう した 私の 態度 を默 過し 

て をら れた。 それで 尾 崎 行 雄 氏 一派の 人々 は r ァレ はどう も 後藤 內 相と 永 田警保 局長と が 馴れ合 ひでやって ゐる 

の だ」 と 批評した 程であった。 しかし 決して 馴れ合 ひでやって ゐ たわけではなかった の だ。 

水 野 次官に 依って 代讀 された る 伯の 訓示、 卽ち 「不自然なる 多 數黨」 とい ふ 高等 批評 は 俄然、 輿論の 大波 欄 を 惹起 

た。 或は これ を聽 いて 「長官 連 も戶惑 ひして、 政黨 本部へ 來 たの ぢ やない かと 眼 を白黑 した」 と 噂され、 或は これ 
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を 評して、 「超然 內閣黨 本部の 代議士 總會の 演説と 云った 調子 だ」 とか、 「明治座 新 富 座の 政談 演說會 の 筆記の 樣だ」 

とか 言 はれた ほどであった。 

この 激烈なる 訓示に 引繽 き、 十四日に は 警察 部長 會議が 開かれた。 病床の 伯 は 依然 出席 出来す、 水 野 次官が 伯の 訓 

示 を代讀 した。 それ は 情 弊な き 公正 厳格なる 選 擧を實 行せ よと いふので あった。  • 

伯が 全快して 國務 をみ る ことが 出来る やうに なった の は、 三月 初めであった。 

六、 ザ ル 碁と 本因坊 

かくして いよ- (\、 寺 內內閣 の 下に 總選擧 が 行 はれる ことにな つた。 我國に 於いて は、 政府 黨の 破れた こと は、 從 

來 殆どなかった。 ゆ ゑに この 總選擧 が、 內閣の 好意 を 寄せた る 政 友會に 有利で ある こと は、 明瞭であった。 

寺 內內閣 はい ま 如何なる 方策 を もって、 この 選擧に 臨まん とする ので あるか。 

當時 伯の 手記に かかる r 總選擧 一一 關スル 要件」 なる 箇條 書が、 その 一斑 を 示して ゐる。 

總選 擧に關 する 要件 

一 、 本年 六月 一一 開 カル へ キ 第三 十九 囘帝國 議會 一一 於テ ハ、 政府 一一 味方 ス へ キ 議員 ヲ 糾合 シテ 過半 數ノ 勢力 ヲ占 メ- 

豫算 法律 等 政府 提案 ノ 全部 ヲ 協黉セ シ ム へ ク畫策 セサル へ カラス。 

二、 前項 ノ 目的 ヲ 達スル 爲メ、 政策 上 一一 於テ 政友會 トー 致ノ 諒解 ヲ爲 シ、 選擧上 一一 於テ 間接 一一 政 友會ヲ 援助 シ、 

同 會員百 四 五十 名ヲ 當選セ シ ム へ ク. 努力 セ シ ムルヲ 耍ス。 


三、 政府 ハ勉メ テ實業 家 其 他 非 政 黨員ノ 立候補 ヲ獎勵 援助 シ、 中立 的赞同 議員 五六 十 名 ノ當選 ヲ期ス へ ク 努力 セ 

サルへ カラス。 

四、 右二 者 ヲ合シ テ贰百 名 以上 ノ 賛同 者 ヲ得、 以テ 政策 遂行 ノ 目的 ヲ達ス へ シ。 

卽ち 一方 政友會 を與黨 とすると ともに、 中立 議員 を 選出して、 一種の 第三 黨の 役目 を果 さし めんと する ので ある。 

それ は 二 大政 黨を囘 避し、 小黨 分立への 途を 歩まん とする もので、 ここに 伯が 獨逸 流の 議會觀 を 持って ゐ たこと が 窺 

はれる。 それ は 寺內の 意思で も あり、 また 元老 山縣の 希望で もあった ので ある。 彼等 は 一様に 英國 風の 二 大政 黨の交 

互 更替を 好まなかった ので ある。 

その 頃の 伯の 立場に 就き、 書記官 長であった 兒玉秀 雄 もまた 「伯 は內務 大臣と して 總選擧 の 中心と なるべき 運命に 

おかれた。 總 1 擧は 一面に は、 憲政 會を 敵と して、 他面、 第三 黨の 組織 を 目標と して 行 はれた ので ある」 と囘 顧して 

ゐる。 また 永 田 秀次郞 も 次の 如く 語った。  - 

總 1 擧の 時、 選擧長 は田遞 相で あつたが、 これ は 伯が 直接、 采配 を ふられる よりも、 田さん が やられる 方が よか 

らうと いふ ことで、 田さん へお 鉢が 廻った ので ある。 伯 はしば/. \ 田さん の 官舍へ 出かけられた。 

この 寺の 璁選擧 に、 政府 は 政 友會を 助ける 事に なり、 伯 はいろ/、 この 方面の 面倒 も 見られた。 それが 原因と な 

つて 後年、 野 田 卯太郞 君が、 伯 を 政 友會總 裁に 就任す る やうに すすめて 來 たのであった C 

然 ら ば 所謂 第三 黨は 如何 にして 作らるべき か。  ， 

これより 先き、 伯 は議會 解散の 翌日、 キ込 馬場 下に 犬 養 木 堂を訪 ひ、 會談約 一時間に わたって 政局に 關 する 重要 意 
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見の 交換 を 遂げた が、 更に 同月 二十 六日 午後 七 時から、 舊 公正 會所屬 議員 中、 現內閣 不信任 決議に 反對 せる 者 を 招待 

して、 實業 家と 政黨 との 關 係に 就き 挨拶 を 述べた 際、 

( 一 ) 實業家 諸君の 從來 執り 来りし、 正 を 正と し 邪 を 邪と したる 行動 は、 政府の 主義と 一 致した る 事。 

(二) 實業家 議員が 從來往 々政 黨の爲 めに 操縦せられ、 其の 主張 を枉 げら" れ たりし が、 今囘 初めて 其の 主張の 貫徹 

したる 事。  • 

(三) 政府に は 議會に 一 人の 味方な しと 云 はれた るが、 愈ぶ 其の 主張 を爭 ふの 期に 於いて 堅實 なる 同意 者 あり。 從 

て 之れ を稱へ たる 吾輩 は、 其の 節 も 修正せ ざるべからざる こと を 寧ろ 甚 ばんと する ものな り。 

との 意味 を 述べて、 二十 五日の 議場に 於け る 一同の 行動 を 謝し、 併せて 將來 とも 政府の 味方た らんこと を 婉曲に 從ゎ慂 

した。 この 中立 議員 應援の 企 圖に關 し、 當 時の 新聞に 「御用 黨 組織 計畫」 と 題して、 次の 如き 記事 を揭 載す る もの も 

あった。 

政府 は 今 囘の總 選 擧に對 し、 表面 は 之 を 否認し つ、 ある も、 其實 第三 黨を 組織 せんとの 企 畫を爲 し、 御用 議員 五 

十 名 內外を 選出せ しめんと 後藤 內相、 田 遞相等 夫れ/ \畫 策 中なる が、 超然 內閣の 御用 黨 たる こと を 以て、 特に 

嚴正 中立の 立候補 を 宣言し、 全國に 亙り 適當の 候補者 を 物色し つ \ あるが、 是等 中立 議員の 中堅た るべき もの は 

云 ふ 迄 もな く舊 公正 會の實 業 家 前 議員に して、 嚴正 中立 を 標榜し つ 、而も 來 るべき 臨時 議會に 於て は、 叉復 不信 

任 案に 反對 すべく、 現に 不信任案に 反對 したる 舊 公正 食前 代議士 (中略) の 外全國 各地に おける 成金 出の 中立 議員 

は、 總計 五十 名內 外に 達すべく、 何れも 旣成 政黨に 人ら す、 彼の 大隈 內閣當 時の 總選擧 に 際し、 五十 餘 名の 無 所 


屬 ffl が 成立した ると 同様の 中立 圑體 再現すべく、 政府 は 專ら此 中立 議員の 操縦に 苦心せ る 如し。 

更に 伯 は、 地方自治が 政爭に 依って 圓滿 なる 發展 を^ 礙 さるる を 憂へ て、 「自治 圑」 の 組織 を提 i? し、 自ら 署名し 

て 全國の 新聞紙に 寄稿した。 その 全文 は 左の通り である。 從 つて 伯 は、 總選 擧應援 演說に 赴いた 場合に おいても、 必 

す 地方自治 制の 確立に 言及す る 事 を 忘れなかった。 

方今の 一 大 急務 

地方の 自治 制度 は、 國家 憲政の 基礎と なる もので、 その 振 ふと 振 はざる と は、 國 運の 通 塞 憲政の 消長に 關 する こと は 1^ めて 大で 

ある。 故に 這 政の 發達を 思 ひその 濟美を 冀ふ者 は、 須 らく 先 づ思ひ を是に 致し、 克く內 外の 形勢に 鑑み、 地方の 情況に 照して、 

克く 其發達 を圖ら ねばならぬ。 これ 恐らく 方今の 一大 急務で あらう。 

元來 地方自治なる もの は、 國 家が 互に 其 公共 的 精神 を發 揮し て その 听屬せ る 地方の 文化的 並 に 經濟的 發展を 促し、 之 によ リ て國 

民の 福利 を^ 進し、 之に よ リて國 力の 發展 を圖ら むと する ので ある。 故に 自治 圑體 なる もの は、 _ー  方より 見れ ぱ國 民が 憲政 的修 

養 をな すべき 一 種の 學 校で、 また 活動 を 練習すべき 一 種の 練兵場で ある C しかるに 我 地方自治の 團體は 殆ど 其 目的と 精神と を 忘 

れ、 口に 益- - 邪道に 陷リっ \ あるの みならず、 中には 腐敗、 棍亂 その 極に 達して、 今の ま.^ では 到底 之 を 救 ふべ からざる の 情況に 

4ii る もの も ある。 見よ 中央 政界 【一 於け る犀蹙 すべ き 黨爭は 直に 地方に 波及し、 其 自治 行政 は 徒らに 黨員政 力.^ の 左右す る 所と なり 

明かに 其 利益に 反すと 思 はる.^ ものまで 黨 略の 爲に 犠牲に 供せられ て 地方の 自治 制は爲 めに 萎微 不振 1" ど 其 1^ みに 達して 居る。 

これ 吾人が 年来 地方自治の 刷新 改善 を 絶叫して 巳まざる 所以で ある。 

さらば 如何に 之 を救濟 すべき か 其 策 固より 一 にして 足らぬ が、 我が 觀る 所では、 各地の 靑年圃 若く は 其の 他の 圑體 を誘掖 指導し 

て、 漸次 その 向上 發展を 促し、 その 力に よりて、 地方自治の 改善 を圓 るの も 亦 その 一策 かと 思って 居る。 客年 内務 當局 者が 各地 

の 地方 長官に 靑年園 組織 の 必要 を 訓令し て ょリ 到る 處そ の 組織 を 見ざる なく、 今や その 数 幾 10: 千 に 達し、 今後も^ 愈々 多き を 加 
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ふ ベ き 情勢 が あ る。 故に 吾人 は そ の 團體 を 基礎 とし 國 家の 綜合 的 利益と 相反せ ざる 範圍 内に 於て、 各階 級の 政治的 並に 經濟的 利 

益の 調節 を圖 り、 若し 同一 階級 内に 於て 各部 屬义 は園體 間に 利害の 銜突 ある 時 は、 最も 公明なる 方法に ょリ て、 之が 調和に 力め 

汎く 各地 講演 會を 催し、 通信 機關を 設け 雜誌 を發 行し、 且在來 の 敎育機 關と適 i 且の 交渉 を 保ち 專ら會 員の 敎育、 訓練、 及 團結を 

固う したならば、 什麼 かと 思って ゐる。 

固より， 此圑體 は 純 乎た る 自由 結社で、 政黨政 派の 類で はなく、 寧ろ 黨爭 より 來れる 諸 i の 弊害 を 除去- -、 地方自治 體 をして 各自 

その Q 、王 的 發達を 遂げし めむ とする に 在れば、 そ. の 何 派に 屬 する を 問 はず 志 を 同じう する 者で さ へ あれば、 喜む で 其 人舍を 許し 

中央と 地方と 相 待って こ  >- に 一大 隨體を 形づくったならば- 其 效果も 亦 必ずや 大 なろ ものが あらう。 要するに 自治と 靑年團 と は 

地方の 開 發發展 を 促す 上に 於て、 決して 離る 可から ざる 者で ある C 故に 吾人 は 地方の 青年が 克く其 地位と 任と を考 へ、 邦家の 爲 

に奮勵 一 番 せられむ こと を 希望して 休まぬ。 

叉 伯 は、 中立 議員 中、 醫界 よりの 立候補者 を 應援し 支持した。 殊に 當時、 最も 世人の 注意 を 集めた の は 大日 本醫^ 

會 との 關 係であった。 一月 八日の 萬 朝 報 はこれ を 評して、 「前 囘の總 選擧に 於て は 大隈伯 後援 食なる 團體 出現し、 從 

來の逐 鹿史に 一 新 記錄を 作った。 物好きな 後藤 內相は 之に 對抗し 得る 一 新機軸 を 示さう と考へ た 結果が、 例の 醫師圑 

蹶起と 爲 つて 現 はれて 来たさう だ」 となした。 

果然 二月 十日 開かれた 大日 本 醫帥會 は、 滿場 一致 を 以て、 左の 如き 宣言 を 可決した。 

衆議院 は 遂に 解散せられ、 總選舉 は來る 四月 二十日 を 期して 普く 行 はれむ とす。 本會亦 斯界 多年の 宿志 を 貫徹せ むとして、 此秋 

犬に 活躍せ むと する 所以の もの 他な し。 夫れ 帝 國議會 は國民 階級の 縮圖 にして、 一般 社會の 意志 を 代表す るの 府 たり。 從 つて 其 

の 一 部 階級 者 流に 偏 倚すべからざる や 誼と して 常に 然り。 然るに 本邦 醫事 衛生の 刷新 を 叫ぶ の 聲比年 甚大 をな せる にも拘らず、 

其實の 未だ 大に 見るべき ものな き、 畢竟 立法府に 其 聲を傳 へ 其の 途を 通じ 其 功を爭 ふの 士 乏しき に 職 ほせ ずん ば あらず。 (中 格) 


斯の計 策を赏 現すべき 楼會は 眼 頭に 迫れり。 然るに 世 問往々 本會の 行動 を i 油せ？ て、 現内閣 捷 護の 意に 出". つと 傲 L、l**, をい 

後藤 男 後援 會と H し、 恰も 往年の 大隈 伯後投 せの 錄に傚 ふ ものと 猜し、 素り に 流 首 蜚！ is を 放ち.. 切リに 江湖の 耳目 を 欺かん とす 

る 者 あり。 本會 たる もの 何ぞ斯 の-如き 痴戲 を學ぶ ものなら む や。 

しかるに この 中立 議員の 選出に ついては、 種々 なる 支障が 起った。 初め 伯の 周 園の 人々 は、 此の 機會に 於いて 伯の 

直參 たるべき 代議士の ー圑を 作らん こと を計畫 し、 資金 を 募集し、 候補者の 選定 をして ゐ たので あるが、 この こと は 

選擧の 事務が、 內相 たる 伯の 手 を 離れて、 田遞 相の手に 移った ため、 その 計畫に 種々 なる 手^ ひ を 生じた。 何故に 首 

相が 選擧 長の 仕事 を 田の 手に 移し たかは、 明瞭でなかった が、 少なくとも 伯が これ を 全然 快し として ゐ なかった こと 

は 明かであった。  ， 

一方、 伯が 無遠慮に 各地に 中立 議員 を 立てて、 これ を 後援した こと は、 政 友會の 頗る 迷惑と したと ころであった。 

そこで 原 敬 は、 伯 を 訪れて これに 抗議した。 すると 伯 は 例の 調子で、 

『それ は 可笑しな 話で はない か。 君 は 選擧に 掛けて は 日本一 の 玄人 だ。 基で 言へば 本因坊 だ。 我輩 は 田舍の ザル碁 だ。 

ザル 共力が どこへ 石 を 置かう と、 本因坊が 苦情 をい ふの は 可笑し いぢ やない か c』 

と 言った。 

理窟 屋の原 も、 かう いふ 流儀 違 ひの 論法 を 用 ひられて は 返答に 困った。 彼 は 伊東 已代治 を 訪れて 「後藤 はかう いふ 

無茶 を 言 ふので 困る」 と 苦笑した。 
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七、 病後の 强， 行 軍 

伯の 肺炎 は 一 一週間 ほどして 全快した。 

それで 伯 は 二月 十七 日の 朝、 寺內 首相 を 訪れて 會談 したる 後、 熱 海に 轉地 療養した が、 三月 初 句に は歸 京し、 三月 

十日 午前 九 時の 列車で、 東京 驛發西 下の 途に 就いた。 西 下の 任務 は、 十五 日から 十七 日に わたって 伊勢神宮 外宮 遷宮 

式に 參 列す る爲 めであった。 しかし 總選擧 期日 もお ひく 切迫して 來 たので、 この 旅 を 利用して、 伯は關 西方 面の 立 

候補 情況 も 視察し、 旁. - 大阪鐵 道豫定 線の 視察 を 行うた。 

今 その 日程 を 見れば 左の通り である。 

. A 三 十 H 午前 八 時 三十 分 東京 發 A 十日 午後 九 時 五十 九分 名 古屋著 (泊) A 十  一 口 午後 四時 十四 分 名 古屋發  <- 十 一 日 午後 八 時 二十 

五分 大阪著 A 十二 日大阪 滞在 <3 十三 日 神 戸滯在 A 十四日 午後 十二時 二十 五分 神戶發 A 十四 H 午後 一 時 二十 二分 大阪著 〈十四日 午 

後 二 時 五分 湊町發 A 十四日 午後 六 時 三十 六 分 山 田 著 < 十 五日 午前 十 時 十二分 山田發 A 同 十六 日 午後 一 時 五十 分 東京 歸著。 

大患 直後に かう いふ 無理な 旅行 をした の は、 聊か 理由の ある ことであった。 「俺 は 今度、 自分の 體を 試しに 行った 

の だ」 と 自ら 語った ごとく、 彼 は 自己の 健康が 果して 往年の 如く 劇務に 堪 ゆる や 否や を試驗 して 置きたかった ので あ 

る。 西 下の 途上、 豐橋驛 で 出 迎ひを 受けた 新聞記者に 對 して、 伯 は 次の 如く その 所信 を 披瀝した。 

自分 は 未だ 病 上りで 此の 通り 稀ら しく 和服で ある。 今日は 沼津へ 下車した の-で 大分 遲れ た。 ナ 一一 選 舉の豫 想 か、 何が 今から 判る 

もの か、 まだ/ \ そんな 時期に は 達して 居ない ョ。 世 問で は 何の 彼のと 云 ふけれ ども、 自分の 考へ として は 内務大臣 は 今までの 

やうに 選舉 係で あ つて はなら な い。 唯々 選舉を 公平に 取締 さ へ すれば それで 十分 だと 云ふ考 へ を 持って 居る。 赏 際の 仕事 は 水 野 


等に 遣らせて ある。 自分 は 大臣に なって 以來 碌な こと もして ゐ ると は 思うて ゐな いが、 此 の選舉 だけ は 立淤に 行って 退ける 

つもり だ。 今：： r で こそ 世 問で は惡く 云うて 居る が、 至公至平に 行へば、 時日の 經 つに 從 つて、 正しい もの は 正しき ものと 判然す 

るで あらう と 確信して ゐる。 (中略) 現内閣が 超然 內閣 だからい けない、 眞に國 民が 自覺 したら 存在が 難 かしから うな ど \ 馬鹿 

な 事 を 云つ ちゃい けない。 それ は 議論 だ。 成程 現内閣 は 身に 寸鐵 なく 實に 薄弱 サ。 併し^ K と 沒交涉 だと か 非 立 やお だと か 云 ふの 

は それ は 黨派的 臆 斷で、 國 民と 沒 交渉の 內閣と 云 ふ ものが.^ 體 あり 得る もので はない。 自分 は 確に 七 千 萬^ 民の 後援 ある こと を 

確信す る。 (中略) 前 内閣 通りの 選舉を 立憲 だと 云 ふの なら 其 通り 遣って 見よう か。 成程 大隈侯 は 偉人に 相違ない。 自分 も 侯に 

心服して 居る。 社 會の爲 にも 大いに 盡 された。 併し あの 內閣は 尊敬す る 事が 出来ぬ。 1： 民の 輿望に 依って 成立した やうに 云 ふが 

クラブ 洗 粉 や 御園 白粉の やうな 鳴 物 入で 選舉 をして、 之れ に國 民が 肢 まされた の だよ。 I (三月 十二 日 大阪朝 口 新開、 

この 旅行 中、 伯 は大阪 から 祌戶に 赴く 車中で、 車窓から 海岸 を 走って ゐる 電車 を 眺めて、 突如と して 云った。 

『電車と 汽車が あべ こべ に 付いて ゐ る。』 

これ は 同行の 鐵道專 門 家 を 驚か し た。 

全く 伯の いふ 通りであった。 海港と して 發 達すべ き 大阪と 神 戶とを 連絡す る鐵 道が 山に 沿うて 定り 近距劑 輸送の 

ための 電車が 海 沿 ひに 走って ゐ るの は、 日本の 運輸 政策 上 の 大損 害 であった。 

かくて 伯は大 阪を發 して 宇治山 田に 赴き、 十五 日 午後、 外宮 遷宮 式に 參 列した。 この 際 圖らす も 起った のが、 不敬 

寫眞 事件で ある。 それ は 伯が 御 式 を 待つ 間、 外宮 齋館內 において、 白の 齋服を 著け て、 富 眞を 撮影せ しめた ことが、 

撮影 禁止の 域內 における 不敬 行爲 であると いふので ある。 そのこと が當 時の 新聞に 揭載 さるる や、 反 對黨は 得たり 賢 

しと、 {W; 傅の 材料に 利用した。 尤も この 事件 は 間もなく、 何等 規則違反で もなければ、 不敬 事件で もない とい ふこと 
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が 判明した けれども、 問題 はつひに 議會 にまで 持ち こされた。 さう して 伯 は、 反 對黨の 質問に 對 して、 次の ごとく 答 

辯して、 身の 潔白 を 明かに した。 

唯今 本ギ 一一 一月 十五 日豐受 大神宮 還 御祭 參列ノ 事 一一 關シ テ御 質問. ガァリ マ シタ。 甚ダ事 赏ヲ違 へテ 居ル。 誤解 一 I 非 ザ レバ 曲解 デァ 

ルト 信ズル モノ デ アリマ ス。 (中略) 此 神宮 二 關係シ マ シタコ トデ、 悉ク 神宮 ノ儀 式ヲ掌 ル 人ガァ リ マス。 其人ノ 指揮 -I 從ッテ 

行動 ヲ致ス モノ デ アリマ ス。 此 行動  一 I 背 イタル コト ガナキ 以上 ニハ、 ソレ 以上 ノコ トヲ附 會シテ 說ヲ爲 ス者ノ 爲メー I  、 何等 此大 

典 ヲ曲グ ベ キ モノ デ ナイ。 (中略) 徹頭徹尾 此祌典 ヲ掌ル 所 ノ者ノ 指揮 -I 對シ テ何ラ 違反 スル コト ナク、 神聖 ノ 儀式 ハ行 ハ レ テ 

缺點 ナカ リシ コト ハ、 此處  一 I 明言 スル コトヲ 憚 力 ラヌノ デ アリマ ス。 (中略) 兹 二 其 順序 ヲ ！ 應朗讀 致 シ マス。 

「本年 三月 十五 日 璺受 大神宮 本殿 還 御祭 參 列-一 於 テ內務 大臣 力 齋服ブ 著^ シ 齋館內 一一 於テ 撮影 セシ メタル ハ、 明治 三十 八 年 六 

月 神宮 司 廳達神 地 取締 规定 一一 違反 シ タル ノ ミナ ラス、 不 護愼ナ ルカ 如ク 云爲ス ルモ、 同 规定- ー於テ 撮影 ヲ禁 セル ハ、 御 神殿 It 所 

等 所在 ノ 土地 及參道 等ノ 第一 類 地 ヲ云フ モノ 一一  シテ、 齋館 構内 ノ如キ 右 神 地" 取締 規定 ニ依ル へキ モノ  -1 ァラ ス。 現 ニ數囘 撮影 ノ 

. 先例 ァリ、 且ッ 元來該 規定 設定 ノ 精神 ハ 第一 類 地-一 ハ、 御 神殿 拜所等 存在 スルヲ 以テ是 等 建物 及 附近 宮域ノ 撮影 ヲ禁 止シ、 神宮 

ノ尊嚴 ヲ傷ク ルコト ナカラ シメン トノ旨 趣 一一 出テ タルモ ノナル ヲ 以テ、 祌 宮司 廳/ 承認 ヲ得 テ、 齋館ノ 内部-一 於テ、 單 -I 其 人物 

ヲ 撮影 ス ルガ 如 キハ、 右-取締 規定- 1 逮反セ サルノ ミナ ラズ、 亦 其 精神- 1 於テモ 何等 支障 ナカ ル へ シ」 

是 ダケ ガ 大體ノ 考究 ヲ費シ タル 所デ、 (中略) 自分 ハ 重大 ナル 祭儀 デ アツ テ、 之- 1 參列 スル爲 -ー齋 館-一人 ッテ 齋服ヲ 著シ、 敬虔 

ノ 態度 ヲ 以テ、 參列ノ 時 ヲ待ッ テ居ッ ター 一 違ヒ ナイ。 而シ テ寫眞 ヲ撮ラ シム ル爲ニ 寫眞師 ヲ呼ン ダナ- ドト ハ、 爲メ  -ー  スル 者ノ将 

へタコ トデ、 此方 カラ 依賴シ タ譯デ ハ ナイ。 彼等 ハ 彼等 ノ 順序 ヲ以 テ、 齋 館-一 於テ 撮影 ス ルコ トヲ許 サレテ 入ッタ コトデ アリマ 

ス。 然ラ サ ル者ヲ 自由 一一 ァノ 中へ 人レル モノ デハ ナイ 位ハ 、 御 承知 デ アラウ 卜思ヒ マ ス。 

この 答 辯に よって、 神宮 內 撮影 事件 は、 何等 不敬の 行爲 ではなかった ことが 明かに なった。 しかし その 前、 總選擧 

の 際に は、 この 所謂 不敬 事件が、 反 對黨の 利用す ると ころと なり、 盛んに 宣傳 せられた るが ために、 たと へ 伯の 同情 


者と い へ ども、 後藤と い ふ 男 は 兎角 物議 を釀 しゃすい 人物で あると い ふ 印象 を與 へ られ たの は事實 であつ た。 

伯 は 十七 日の 朝歸 京す る や、 また 直ちに 東北、 北海道の 選擧 視察に 赴いた。 すな はち 三月 二十四日 夜、 上野 を發し 

福 島、 仙嘉、 盛 岡、 靑 森の 各地 を歷視 し、 靑 森より 函 館に 渡り、 札幌、 小 樽 を 巡視した るの ち、 三十日 再び 函 館に 引 

返し、 翌三 十一 日靑 森に 渡り、 歸途は 奥 羽 線に よって 秋 田、 山形、 米澤、 郡 山、 若松 を經 て、 四月 五日 朝 上野に 歸著 

した。 

かう した 旅行 中、 伯 は 各地で 選 擧演說 を 試みた が、 その 要旨 は 左の 如くであった。 

余 は 自治 圃を 組織し 國民 をして 黨淤の 弊 寄より 免 かれし めん 事 を 期せり。 是を 以て 一 の 政黨を 作る もの X 如く 解す る は 誤れり。 

余 は 大正 二 年に パ ウル ゼン の 「政黨 政策と 道德」 を飜譯 したる 時より、 此感を 有したり。 決して 内務大臣 として 地方 長官に 命じ 

て 之を强 制せし めしに は あらず。 自治 體を 健全に する は、 人體の 健康 を^して、 如何なる 傳染 病に も 冒されざる 用意 をな すに 等 

し。 齐政黨 の 首領と 雖も此 趣意に 不賛成なる はなし。 卽ち國 民に 完仝 なる 思想 を 注入す るに 在りて、 其 組織の 如き は 必ず 余の 草 

案に 依れと 云 ふに 非ず、 唯 だ 其 型 を 示せる のみ。 权て 議侖" 解散に 關 して 反 對黨は 其 理由な しと 稱 する も、 是れ黑 白 を辦ぜ ざるの 

言な り。 不自然なる 多 數黨は 帝 國議會 代 議院の 運用 を危 ふくす る を 以て、 玆に 解散 を 見たり。 其 理由 は 總理大 E 及び 内務大臣の 

演說に 依りて 明かな り。 不自然なる 多 數黨と は、 反 對黨に 敬意 を 表した る 語に して、 是を說 明せば 選 舉干涉 に 依リて 成立せ る 非 

立憲の 多数 黨 なり。 彼等 は 現内閣 を 以て 民意 を 代表せ ずと 云 ふ も、 是れ 彼等が 黨派的 用語の 變轉 にして、 不肖 然の 多数 黨に 依ら 

ずと 云 ふの 意な り。 衆議院に は尙ほ 他に 政黨 あり。 彼と 略 ぼ 相似た る數の 議員 は 彼等と 意 を 異にせり。 不自然の 多 數黨に 依れ 

ば 民意 を 代表せ ずと 云 ふが、 衆議院に 於け る百餘 名の 議員 は 政策 を 見て 賛否 を 決せん と唱 へ、 秩序 ある 進步を 遂げん としつ 、あ 

り。 是等 は徇に 欽定憲法の 精神 を 守り、 且つ 政黨 創立の 趣意 を 完了し つ \ ある ものと 云 ふ 可き なり。 近來义 現内閣 を無爲 無能と 

云 ふ も、 是れ 善事 を 棒 引して 惡事を 尋ねん とする ものな り。 又 前後 ニ囘に 試みられし 石 川縣の 選舉を 比較して 0- よ。 果して 何れ 

第三 章 寺 内. S 閣 時代  七五三 


第五 節 解散 及び 總選舉  .  七 五 四 

の 内閣が 非 立憲な りし か。 反 對黨の 新聞 も、 現内閣の 下に 行 はれし 選舉を 非難す る 能 はず、 i^H 其 公正 を認 むる の 巳むな きに 至れ 

り。 此 席上に、 或は 反對黨 の 諸君 も 居る 可し。 石 川の 選舉を 不正と 云 ふ もの あらば、 玆 にて 其 說を承 はらん。 (三月 二十 六日 時 

事 新報) 

四月 五日 早朝、 彼 は 長途の 旅行 を 終へ て 東京に 歸 つてき た。 この間 風邪 一 つ 引かなかった 彼 は、 みごと 自分自身の 

試驗に 及第した。 

『俺 もこの 分なら、 まだ 働け るな c』  . 

彼 は 心中に さう 思って、 會 心の 微笑 を 洩らした。 

八、 關西 旅行 

東京の 選擧 事務 は田遞 相に 委せて あるので、 伯 は 北海道から 歸 つて 來 ると、 僅か 三日 を 東京に 過ごした だけで、 ま 

たも 十日の 朝に は關 西の 旅に 出發 して ゐた。 

表面の 用 向 は選擧 視察であった けれども、 實際は 憲政 會 打破の 實戰 であった。 しかも 伯 は平氣 で、 一方に は 至 公 至 

正と か、 秉公持 平と かいって ゐ ながら、 他方に は 政府 黨だ とか 反對黨 だと かいって ゐた。 それで ゐて 自分自身 その 矛 

盾 を 意識して ゐる のか ゐ ない のか 判らない ところに、 伯 一流の 頭の 歪みが あつたの である。 

四月 十日 午前 八 時半 東京 驛發、 同日 午後 四時 八 分 名 古屋驛 著、 直ちに 百 春樓に 人り、 所謂 後藤 系 候補者と 會談、 卽 

夜 八 時 一二 十五 分發 列車で 岐阜に 向った。 それより 祌戶に 直行し、 十一 日 午前 六 時 二十 分 神戶驛 著、 直ちに トァ. ホテ 


ルに 入り 休憩、 同 十一 時 兵 庫 縣廳に 赴き、 縣下三 市 二十 五 郡の 郡 市長に 對し、 左の 如き 選 擧に對 する 訓示 を 行った。 

近來 物質文明の 進 步に伴 ひ、 國民 動もすれば 自己の 權利 のみ を 主張す る 事 を 知って 義務 觀 念と 犠牲的 精神 を 失 ひ、 我國航 先傳來 

の 美風 漸次 衰滅し っ& ある 事 は、 货に 遣憾に 椹へ ざる 處 なり。 然るに 官吏の 職務 は、 此の 義務 觀 念と 犠牲的 精神に 依る に 非 ざれ 

ば、 決して 其效果 を舉げ 得る ものに 非 ざれば、 諸君 は飽迄 誠心誠意 職務に 努力 せらるべし。 殊に 諸君 は 目前に 選 舉を控 へ 事務 多 

端なる べき も、 常に 厳正なる 態度 を 持し、 決して 其微 中に 投じて 之れ に干與 して 職務 を 誤 まるが 如き こと あるべからず。 近來社 

會の 木鐸た るべき 新 SS 紙 は、 動もすれば 偏頗なる 言論 を 弄し、 危險 思想 を釀 成して 社會の 風敎を 害する 事 決して 鮮 しとせ ず。 殊 

に 昨今 新聞紙に 依って 報道 せらる る 政界の 事情の 如き 虚僞 も甚 しく、 一  犬虛に 吠えて 萬 犬 實を傳 へ、 世人 多く 誤 まられ つ  >- ある 

は洵に 遺憾な り。 新聞紙の 多く は內閣 更迭の 際に 於け る 元老の 行動 を 非難し つ >M める も、 恁は 誤解 も 甚だしき もの にして、 却つ 

て 大隈前 首相が 辭表 捧呈に 際して、 未だ 決せざる に 先立ちて、 不謹慎に も 新聞記者 を 招きて 之を發 表した るが 如き、 我 國從來 の 

前例 を 破リ、 建 國傳來 の 綱紀 を紊る ものと 云 はざる ベから ざるに、 新聞紙 は 之 を 責めざる のみ か 其 報道 を さ へ せざる に 非ず や。 

諸君 は斯る 新聞紙の 虚偽に 惑 はさる X 事な く、 如上の 意 を體し 公正なる 判斷を 以て 選舉に 臨まれん 事 を 望む。 

宛と して 憲政 會较 擊演說 である。 

正午、 淸野 知事 主催の オリエ ン タル • ホテルの 午餐 會に 臨んだ が、 伯 は その 席上、. 輿に 乘 じて 詩 を賦 した。 其の 時 

の 狀景は 次の 如くで ある。 

11 シャン パ ン の 廻りに 額面 漸く 紅色 を呈 する 顷、 淸野 知事 フ ロックの ポケット に 雨 手 を 突 込で モヂ /\ してゐ たが、 やがて 一 

枚の 紙片 を 取 出し 內相 閣下の 御覽に 人れ ると、 內相 得意の 鼻眼鏡 を 一寸 かけ 直して、 グット 反身に なり、 讀んで 見る と 和 關雪畫 

伯 高 韻と 題して 七首絕 句が 認めて ある。 內相首 を 左右に 振る こと 數囘 「オイ 俺に も ー絕 浮んだ ぞ」 と 云 ふな リ、 鉛筆の 走り 書、 

戴 星 出 人 不知 疲 勿 間 前 險 舆 夷 

談笑 一座 皆英逆 何 求 避 俗义吟 詩 
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賦し 終りて 义も S 慢の 鼻眼鏡 を兩 手で チヨ ィと 摘みながら r ドウ だね …… 」 と 男爵 閣下の 得意、 知事 も 内相 を 前に 置いて 萬更拙 

いと も 云へ ず、 赏に御 美事です ね は 淸野氏 もなかく ぉ世辭 がせい。 (四 十三 ロ大阪 時事 新報) 

伯 は 午後 四時 過ぎ 誠訪 山の 武德 殿に 赴き、 自治に 關 する 講演 を 行うた。 聽衆ニ 千、 伯の 演說に 對し彌 次を發 する 者 

あり、 伯 も 亦應酬 して、 會 場の 穴 H 氣は 極度に 緊張した。 それ を 新聞 は 次の 如く 報道した。  . 

;| さし もに 廣き武 德殿も 立錐の 餘 地が 無くなった。 纏て 定刻 を 過ぎた ST 時 五十 分、 內相は 多 數赞官 の 物々 しき 警護の 問 を 設け 

の 席に 就き、 淸野 知事の 紹介で フ ロック コ トの 瀟洒な 姿 を 壇上に 遝び、 一一 コ くと 微笑 を满 へながら 開口 一  番 「諸君 我 日本 は 

浦 賀の砲 聲以來 更に 近年に 至って 二 つ の 砲 聲が放 たれた。 それ は 憲法 政治と 自治 政^の 叫びで ある：：」 と 劈頭に 於て 先 づ聽衆 

の 度 膽を拔 くと、 所々 に 拍手が 起る。 内相 閣下 大の 得意で 「立黨 政治の 基礎 は 自治 政治で ある：：」 と 叫び 「代議士 を擧 ぐるに 

常り、 國 家の 選良 を 出す に 就いては、 自治 團の 進步 せる と然ら ざると は、 大いに 選良の 人物に 關 係す」 とソ n/\> 選舉 問題に 立 

人る や 「現内閣 は 如何 だ」 と大向 ふから 横檢を 入れる 「ノ  — /(\」 と 叫ぶな ど、 大いに 彌 次り 出した ので、 之 は 意外 だとい はん 

許りに、 内相 稍 や 庇 古 垂れ 氣 味であった が 「自治の 權利は 立憲政治の 下稽古で ある。 これで もノ 1/\が首 へます か」 と 大人 氣 

なく 反問す ると、 聽衆は 只 わけもなく  r ヒャ /\」 を述 呼した。 11 (四月 十三 口大阪 時事 新報) 

講演 終って 伯 は 午後 六 時 過ぎ、 西 常 盤に 於け る 市 主催の 歡迎會 に 臨み、 翌十 二日 午前 八 時 四十 四 分祌戶 驛發、 京都 

に 赴いた。 

先 づ府廳 にて 郡 市長に 對し 訓示 を 行 ひ、 終って 京都府 政 記者 一同に 對し 共同 會見を 遂げた。 會見願 末 は 左の通りで 

ある。 

郡 市長の 何 候 を 受け、 今度 は 新聞記者 にも 會 うて 逍 らうとの 御^、 大 納まりに 納 つて 府政 記者 一 同 を 引 0M> る。 木內 知事と 大野 

市長が 席に 陪し、 卓上に は選舉 形勢 一斑と 大書し、 傍に は 内相 訓示の 滲徹法 (京都府) と 表紙に 書いた 美 濃 版の 小册 子を乘 せて 


ある。 記者が ズラリ と內相 を包闻 すると、 某 新聞に 自分の 講演が 間違って ゐ ると 大 にブリ 付き、 熊 公式の 榮を 切った が、 急に 

氣を かへ、 ー體世 問で は 御用 黨々々 々とい ふが 御用と は 何事 だ、 ^も國 家 的に 生活す る もの 一人と して 御用なら ざる はなしと 大 

いに 憤慨し、 選舉の 形勢 面白から ずと 見て とった か、 聲 、淚 並び 下らん ばか リ露ッ 赤に なって 怒鳴りた る。 木內 知事 も 見る に 見 兼 

ねて 閣下の 御 議論 も 亦 ー說 です が 新聞 もなかく よい ものです と 水をさし たので 蠻爵 急に 氣をか へて r ィャ 左う ともく」 と 急 

に碎 けて 見せ 「閣下の 訓示 は 仝 國の人 K に 徹底して ゐ ると 思へ ます か」 と 聞く と 「ィャ 一般に 行 互って るない と 思 ふが、 憲政 余" 

なぞが 騷ぐ處 を 見る とャッ パリ 邪魔に なると 見えるな。 吾輩の 脱線 演說 か、 脫 線した？ ァレは ツイ、 ソノ あんな 工合に たった 

んさ。 無論 今度の 總選舉 は 政府 黨大滕 利 萬々 歲、 天に 代って 吾輩が 反 對黨を 撲滅す る さ」 11 

正午、 伯 は 京都 商業 會議 所に おける 官民 合同の 歡迎會 に 臨み、 同 三時、 靑年會 館に て 自治に 關 する 講演 を 行うた。 

そして 翌 三日 は 大阪に 行って、 ま づ府廳 に 赴き、 郡 市長に 對し選 擧に對 する 訓示 を 行 ひ、 訓示 後、 新聞記者と 會 見し 

た。 會 見の 模樣は 左の通り である C 

知事よ リ選擧 形勢 を聽 取した る 後 新聞記者 を 引見して、 昨日 京都で は 記者 諸君に 苦言 を呈 して 置いた が 今 ni は 犬に 愛嬌 を 振 撒い 

て 置く ので ある、 とて 頗る 上機嫌の 態な リ。 曰く。 我輩が 神 戸で 關 西の 大 新聞 は 危險 思想 だ. と攻擎 したと 一 百 ふ 2 か、 夫れ は 傳 

だ。 新 閗は讀 むべ し讀 まるべ からず と 首った 迄 さ。 ■ 今日の 訓示に 何 か 新し い 意味が 舍 まれて ゐな いかと 言 ふの か。 何もな い ョ。 

官吏 は須 らく 職務に 忠實 なれと 首った 迄で、 古臭い ぉ念佛 でも、 人間 は 毎朝 毎夕 唱 へて ゐ るのと 同一 轍サ。 總選舉 の豫想 か、 政 

府 黨が滕 つに 決って ゐるョ 。大阪 の 金澤、 小 林、 河 野が 當選 する だら ぅサ。 ー體 御用 黨 なんて 事新しく i ふが もので はないで は 

ないか。 諸君 達 も 御用 黨さ國 民 4- 般 御用 黨 ならざる はなし だ。 

僅々 五分ば かりの 會 見に 内相 大にメ I ト ル を 揚げた。 (四月 十四日 大阪 朝日 新聞) 

かくて 伯 は 正午、 北濱の 花外樓 における 市長 主催の 歡迎 招待 會に 臨み、 同夜 八 時 三分 梅 田 驛發の 列車で 歸 京した。 
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第五 節 解散 及び 總選舉 

九、 政策 案 手 記 

a 伯が 籠 擧の舊 うづ まく 眞只 中に まて 認めた る 政 観で あつ プ 

一、 山 東^ 改善 策 至急 實行ノ 事 

附 阿片 制 施行 上 急 要ナル 改正 斷行之 事 

一 、 關東州 並南滿 改革 施行 之 事 

一 、 鐵道院 幹部 更迭 斷行ノ 事 

一 、 海事 金融 機關 新設 之 事 

. 一 、 船舶 政策 經濟 會議 一一 设出 ス ルハ 何故 ナ ルカ 

一、 悔ほ 連絡^ 灣統 一政 ま 經濟會 議-ー 投案ヲ 見サル 所以 ノ 理由 

一、 大阪讓 並臨港鐵道始 末ノ  II  ■ ナ；； 一新 スへキ 方 案 ヲ立ッ へキ事 

一、 5 銀行 補助金 八 百 五十 萬圓ノ i- 一 付之ヲ 魔"...^ 法 p_ 合  大 ， 一 讓組 合ノ醫 ヲ圖リ I 經濟ノ 

附 中央 豪 銀行 ヲ I シ中 鹿以. 下 製 i 助 法 ヲ講 一 

ー？ぉ 利ヲ增 進シ 併セテ 商工 發展 一一 資ス へキ事  t.,  ノ ムへキ 

,>.2 ヲ n5、ii  、業 銀ほヲ f シ 海外 發暴 業-一 對シ資 I 給 ノカヲ 致 サシム へ 5 

一、 勸業 銀行 一一 一大 改正 ヲ 加へ 13^ ノ， 業褒. て 乂せ. 

一、 株式 取引 霊ノ i ハ大 -ー考 慮 ヲ要ス へキ事 

附 本件 一一 關シ 農相 藏相ノ 意見 ヲ徵シ 熟慮 ヲ要ス へキ事   


一、 總選舉 關シ 中立 議員 候 捕 選定 進行 ノ狀況 ヲ稽杏 攻究 ス へキ尊 

一、 内務 竹監 •x;- 局員 並 書記 巡 廻 開始/事 

一 、 地方 長官 訓示 情報 稽査ノ 事 

一 、 政 友^ 民 候補 齐地 確定 ノ狀況 地方 長官 報 吿ト各 本部 見込 ト對 照シ 中立 議員 頒布 確定 ノ爲 憲政 會內 情調 在 必要 ノ事 

この 覺書 は單に 項目 を 羅列した るに 止まる。 時 は總選 擧の眞 最中で あり、 いはば 戰塵濛 々たるな かに、 伯 は 一方 か 

くの 如き 多方面に 亙る 政策 を 考慮しつつ あつたと いふと ころに、 伯の 面目が 躍って ゐ ると 思 ふ。 

第 六 節 特別 議 會 

一 、 政府の 大勝と 伯の 新國策 

總選擧 の 結果 は 政府 支持 派の 大勝 利に 歸 した。 

政 友 會は百 五十八 名 を 得て 第一 黨 となり、 これに 無所屬 中立 派の 六十 八 名 を 加 ふるとき は、 二百 二十 六 名と なり、 

議員 總數 三百 八十 一名 中、 優に 絶 對多數 を 占めた。 況んゃ 國民黨 の 三十 六 名 も 亦、 政府 支持に 傾きた る を や。 

こつ 齒 i 選擧の 結果 は、 ほぼ 伯の 最初から 意圖 せる 目的 を果 した ものと いふ ことができる。 すなはち伯は議會解^^と 

なるや 一月 三十 一日、 遞相 田と 凝議して 選 擧對策 を 練り、 次の 如く 意見 一致して、 さらに 寺內 首相の 同意 を 得、 これ 
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を實 行す る ことと なった。 

現 內閣の 政策と して は、 旣に政 友會の 諒解 を 得て 一致の 行動 を 執り 相 助く る 事と なりたる 以上、 政友會 現在の 百 

十一 名に 過ぎざる 少數 を、 百 五十 名 以上に 達せし める が爲 め、 政府 は 其の 當選を 援助し、 別に 中立 議員 候補 を 選 

擧に 立た しめて、 之 を 政府の 味方と なし、 少く とも 五十 名 以上の 當選を 期し、 彼此 相 待ちて 衆議院 過半 數の 勢力 

を 制し、 若し 國民黨 にして 政府の 政策に 賛成せば、 好意 を 以て 之を援 け、 約 三十 名の 當 選者 を 得せし め、 以上の 

三 派 合同 を 以て 憲政 會を 抑へ、 以て 政界の 大勢 を 制し 得べ し。 (£ 健 治 郞傳三 ニニ； A) 

これが 寺 內內閣 の 總選擧 における 根本 方針であった ので ある。 而し てこれ を 次の 當選數 表と 對 比して 見よ。 

解散^ 時  射 減 (<3) 

一一 一  四 七 

二 〇〇  A 八 一 

二八  八 

四 二  二 六 

三 八 一 

以て 選擧の 結果が、 ほぼ 豫定 通りに 實 現された る を 見る であらう。 否、 それ はむしろ 豫定 以上に 行き過ぎた 觀 すら 

あった。 當 時の 法制 ：！：^ 長宫有 松 英義の 如き は、 「いま 少し 政 友 會を援 ける 事 を手控 へ、 憲政 會 にも 正當 なる 力 を 現 は 

さしめ たなら、 ：.！ 者 は 伯仲の 數 になって、 天下の 形勢 は餘程 面白かった であらう。 惜しい 事 をした」 と 嘆 じた ほどで 

ある。 蓋し 總選擧 の 目的 は 憲政 會の多 數を擊 破す るに あって、 濫りに 政 友會を 太らし むる ことにはなかった からで あ 


政 友 會 

憲 政 會 

國 民 黨 

無 所 屬 

計 


常 選者 數 

一 五八 

一 一 九 

三 六 

六 八 

三 八 一 


へ 總選舉 中 政府が 常 選の 見 

パ込 ありと 豫 想せ る もの 

( 一 五 〇) 

(一四 一) 

( 三 二) 

( 五 〇) 


る。 すな はち 二 大政 黨の 勢力 を 相枯抗 せしめ、 政府に 好意 を 有する 中立 派 議員に キャスティング • ヴォ ー トを 握らし 

むる ことが、 寺 內內閣 の ごとき 超然 內閣 において は、 最も 望ましき 狀 態であった ので ある。 さう して その nil 的 は、 こ 

の 總選擧 の 結果に よって、 ほぼ 達せられた。  一 

かくして 政 爭は玆 に 一段落 を吿 げた。 これより 寺內內 閣の爲 すべき こと は 政策の 實現 である。 .  一 

.  一 

然 らば 如何なる 政策 を實 現すべき か。  •  .ー 

伯 は 政府 支持 派の 大勝 を 知る や 否や、 早く も m を 執って 新國 策の 綱領 を 起草した。 その 全文 は 次の 通りで ある。 

大正 六 年 四月 廿 五日 稿  一 

一、 宇內ノ 大勢 一一 鑑ミ、 肇 國ノ宏 護一 一考へ、 日 新 ノ科學 藝術ヲ 利用 シ、 我 國民ノ 特有 セル 忠勇 ノカ ヲ發 揮シ、 權ー 

義ノ直 シキヲ 制シ、 輕佻 浮華 ヲ戒 メ、 萎縮 返 婴ヲ避 ケ以テ 因襲 ノ陋 風ヲ 除キ、 大 一一 國運ノ 興隆 ヲ圖 ルへキ 事。 一 

社會 制度 

一、 人、 い ノ危 ト^ 心ノ 微トヲ 濟ヒ、 民 德ヲ厚 キー 一 導キ、 以テ徒 一一 權利 ヲ貪リ 義務 ヲ怠 リ、 延キテ 民本主義 ト黨 本： 

主義 トヲ 混同 シ、 其ノ極 立憲 君治ノ 大本 ヲ謬ラ ン トス ル如キ 弊 源 ノ防範 一一 カム へ キ事。 

財政 經濟 金融 

一、 世界 ノ 財力 ヲ 利用 シ、 世界的 事業 ヲ起 シ、 眞正ノ 人道 ヲ 尊重 シ、 獨立 自衛 ノ大 3:: 一一  由リ、 大正 聖代 一一 於ケル 

國防ノ 新 意義 ヲ發揚 スへキ 事。 

勸 業  一 
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一、 富源ヲ 開拓 スルト 共 二、 深 ク意ヲ 富源ノ If 養 二 致シ、 力 ヲ帝國 將來ノ 經綸ニ 用 ウル ニ務 ムへキ 事。 

一、 戰時 及ヒ戰 後一 一 對シ、 確乎 經綸ヲ 定メ、 盛-一之 力 實行ヲ 期シ、 民心 ノ裔フ 所ヲ新 一一 スへキ 事。 

一、 軍器 ノ獨 立、 國民 糧食 ノ 自給 ヲ稽 査シ、 國カ發 展ヲ策 立 シテ、 侵略 主義 ノ弊 一一 陷 ルナ ク、 專ラ 自衛 ヲ 重シ、 

カヲ 拓殖 一一 傾 クへキ 事。 

以上 ノ大 主義 一一 本 ツキ、 內外 諸政 ノ 改善 ヲ 圖リ、 擧國， 一致 之カ斷 行-一任 スへキ 事。 

二、 地方 官に 訓示 

伯の 手記した る新國 策が、 如何にして 實 施せら れんと する や は、 暫く これ を 後段に 讓り、 吾人 は 先づ、 總選擧 後の 

伯の 亂示 を點撿 し、 伯が 這般の 選擧を 如何に 眺めた るか を  一 lE する であらう。 

伯 は 五月 二十 九日の 地方 長官 會議 において 一場の 訓示 を 述べた。 その 全文 は 左の通り である。 

今 囘ノ會 同 -I 當リ、 各位- -吿 クへキ 所ハ、 內 閣總理 大臣 ノ 訓示-一 於テ、 庶政 ヲ提 銜シ、 綱領 ヲ總报 シテ、 餘藏ヲ 遣 サス。 本 大臣 

ハ此ノ 機 會-ー 於 テ玆ニ 一  辭ヲ賛 セムト 欲スル モノ ァリ。 去ル 二月 ノ會 同一-於 ケル 訓示-一 付、 各位 盡瘁ノ 紡果、 一 般國民 ヲシテ 能 

ク 衆議院 解散 ノ 意義 ヲ理 會セシ メタル 一事 是ナ リ。 

今次，. 選 擧-ー 對スル 政府 及 地方 長官 ノ 態度 ハ、 公明正大 擧 措其ノ せ：シ キー 一 適ヒ、 一 面 一一 於テ ハ毫モ 汚跡ヲ 現在 二 印スル コ トナク 

义俑 ヲ將來 -I 作ル コトナ キト 共， 一、 他ノ 一面-一 於 テハ國 民 ノ自覺 著シク 發達シ タル コトヲ 實鎮- 一 證明シ タリ。 本 大臣 ハ深ク 各位 

ノ勞ヲ 多 トシ、 更-ー 此ノ立 證ヲ得 タル ヲ喜 フ。 今次 ノ選舉 ュ 於 テモ亦 幾多 ノ 違反者 アル ヲ免カ レサ リシ ト雖、 其ノ 事-一 處 スルャ 

至 公 至 正ヲ旨 トシ、 毫モ偏 私-一 涉 ルコト ナク、 能ク 用意 ノ周： g ト 取締 ノ 勵行ト -I 依 リテ、 國民 ノ憷仝 ナル思 tea ヲ振 乍シ、 從 fc- ノ 


選舉 -I 見 タルカ 如 キ弊赘 ノ^ 除 -I 勉メ、 以テ前 5^ 刷新 ノ 端緒 ヲ啓キ タル ハ、 正-一 一段 ノ進步 ヲ示シ タル モノ ト 確信 ス。 今後 此ノ 

刷新-一 盡 クシ タル 精神 ト 努力 トヲ持 績シ、 更- -進テ 諸般 ノ 障碍 ヲ 排シ、 益 X 前路ノ 開拓-一勉 メ、 以テ 立憲政治 ノ 面目 ヲ 一新 スル 

二 至 ラシ メム コトヲ 冀望 ス。 

中央 政治 ト 地方自治 ト ハ 密接 ノ關 係ァリ ト雖、 其ノ間 亦自ラ 劃然 タル i ノ域 ノ存ス ル 一一 拘ラ ス、 二者 ノ關係 未 タ國民 二 諒解 セラ レ 

サル モノ ァリ。 政局 ノ 波動 往々 一一 シ テ其ノ 餘勢ヲ 地方自治-一 及ホ ス ハ、 我 邦 現時ノ 通弊 タル ヲ以 テ、 此際特 -I 地方 人心 ノ鄉 i フ所 

ヲ轉 進シ、 ほ治ノ 本義 ヲ閛 明-一 シ以 テ其ノ 改善 發 達-一勉 メ ラル へ シ。 

政府 施設 ノ 方針 ハ 終始 一 貫シ テ亳モ 倫 ハ ル所 ナシ。 其 ノ赏施 スへキ 政策-一至 リ テハ、 今後 一 定ノ 計畫ヲ 立テ、 時勢 ノ進運 一一 伴ゥ 

テ、 之ヲ赏 行 セムト 欲ス。 總理 大臣 ノ 訓示-一明 ナ ルカ 如ク、 政 機ハ仝 體-ー 於テ固 ヨリ 緩 滞ヲ許 サス。 必スャ 積極的- 1 シテ且 主動 

的 ナルヲ 要ス。 在來ノ 施設-一 對シ テハ、 益 之 力 振作 ヲ 加へ、 更 -I 進テ 時代 ノ要求 一一 適 應ス- へ キ新ナ ル籌畫 ヲ運ラ シ、 前後 相杆 

格ス ルコト ナク、 首尾 相 呼應シ テ其ノ 生面 ヲ開カ シメ、 以テ 人心 ノ 倦怠 ヲ ー轉セ シムル ハ、 蓋シ今 H ノ要 諦タ ル ヘシ。 畏クモ 

先帝 陛下 ノ 明治 初年- 1 於 テ宣シ 給へ ル 五箇 條ノ御 誓文 中、 人心 ヲシテ 倦 マサ ラシ メ ン事ヲ 要 スト ノ 聖旨 ハ、 蓋 シ此點 一 1 存ス へ 

シト拜 察ス C 

顧フ -ー輓 近 我 邦 諸般 ノ事、 概ネ 他動 的-一 傾キ、 主動的 ノ モノ 少キ -ー似 タリ。 二者 固 ヨリ 時 fi: 應 シテ捸 擇其ノ せシキ ヲ制ス へ ク、 

舟 一一 刻 シテ劍 ヲ覓ム ルノ愚 ヲ學フ へ カラス。 然ル 二 今日 二 於テ ハ 概ネ 受動 退 嬰 二流 レ、 推 護 緩慢 二 狃レ、 國運 ノ進暢 二 伴フ へキ 

必耍ノ 施設、 往々 一一 シテ等 閉 - ー附セ ラル、 ノ觀 アル ハ、 本 大臣 ノ最モ 遣憾ト スル所 ナリ。 殊 二世 界ノ 一  大變局 -ー於 ケル帝 國ノ地 

位 一一 顧ミ、 現在 ヨリ 將來 一一 亙リテ 百般 ノ 施設 常 一- 主動的 一一 出 ツル ノ最モ 今日 -ー 切實 ナルヲ 感ス。 此ノ點 -i 於 テ特- 一 各位 ノ 留意 ト 

盡 カトヲ 期待 ス。 

地方 ノ 一  般 行政 一一 關ス ル 事項 固 ヨリ 一 一- シ テ足ラ ス ト雖、 其ノ實 竊ヲ. 舉ク ル 一一 於テ、 科學ノ 活用 ト 能率 ノ^ 進ト  一 I 待ッ へキ モノ 

益 饒シ。 之-一依 リテ 新ナル 施設 ヲ進 メ、 以テ 時勢 ノ 要求-一 應スル ハ、 新 局面-一 處ス へキ 當然ノ 針路 タル へ シ。 各位 ハ能 ク此ノ 
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主旨 ヲ體 シ、 地方 ノ  §：； 情 一一 應シ テ、 適切 確！：：；  ノ 計畫ヲ 立テ、 鲜新 ナル氣 カヲ以 テ之ヲ 遂行 セ ムコト ヲ期セ ラル ヘシ。 

戰 時並戰 後ノ經 蕾-一 對シテ ハ、 幾多 急需ノ 施設 ヲ要ス へキ モノ アル モ、 今一 々之ヲ 指陳セ ス。 然レ トモ 國防ノ 意義 一一 就テ 之ヲ稽 

フルー 一、 獨リ 狭義-一 於 ケル武 裝上ノ 設備 ノ ミニ 止 マラス、 更- 一進 ンテ廣 義ナル 文治 上ノ 設備 ヲ 整へ、 以テ^ 家 安定 ノ 基礎 ヲ擎固 

-ース ルハ、 中央 並 地方 職司ノ 共-一 最善 ノ 努力 ヲ， ゅクス へキ所 タリ。 唯夫レ 時運  一 I 應シテ 文治 上ノ 設備 ヲ 整へ、 企 畫經營 其 ノ{ 且シ 

キ ヲ得シ メム. 一一 ハ、 兩者ノ 連裕ト 調和 卜 ヲ完ゥ スルノ 要殊- 一切 ナル モノ ァリ 。各位 ハ常ニ 意 ヲ此ノ 點-ー 致シ、 部下 ヲ誘 掖シ テ支 

捂扦格 ナキヲ 期 セラ ル へ シ。 

官紀 ノ振 肅-ー 關シテ ハ、 近ク 内閣 訓令 ヲ以テ 公示 セラ ル 、所 ァリ。 各位 能 ク其ノ 趣旨 ノ 徹底-一勉 メ、 身ヲ以 テ範ヲ 示シ、 吏僚ヲ 

督 シ テ各其 ノ 職 守 二 忠實 ナ ラ シメ  、 其 / 地方 公吏 一一 對スル 亦 此ノ心 ヲ以テ 事-ふ E ラシ メラ レム コトヲ 要ス。 

内政 行政 一 1 關シ 各位 ノ 考慮 ヲ煩ハ ス へ キ 諸般 ノ 事！^  - 一就 テ ぺ 昨年 會同 ノ際旣 一一 委曲 ヲ悉ク シ タリ。 今囘更 -ー 諮問 指示 セ ム ト ス 

ル ノ 事項 一一 關シ テ ハ、 次官 及 各 局長 ヲ シテ說 示セシ ムル所 アル ヘシ C お 是等ノ 外- 1 於テ モ 各位 ノ懷抱 セラ ル 、 意見 ハ、 肺腑 ヲ披 

. キ テ 稟議！！ 言 セラ レュ コトヲ 望ム。 

更 に また 警察 部長 會議 に 於いて は、 左の 訓示 を 試みた。 

今春 衆議院議員 ノ 選舉- 一際 シ、 諸子 ヲ僉 シ選擧 取締 一一 關シ 指示 スル所 アリシ 力、 今 ャ社會 ノ狀態 一一 鑑ミ、 益 警察 事務 ノ 改善-一 

努メ以 テ此ノ 有事 ノ秋ニ 常リ、 公共 ノ 安寧秩序 ヲ 保持 シ、 民衆 擁護 ノ 職責 ヲ完 ゥシ、 併セテ 保健 ノ赏ヲ 舉ケム コトヲ 期シ、 玆 一一 

-弭ヒ 諸子 ノ會同 ヲ促シ タリ。 譽察ノ 要ハ常 一一 人心 ノ歸趣 スル所 一一 察シ、 又能ク 事物 ノ 推移 スル 所二稽 へ、 適應 一一 運爲 策畫シ テ、 

公害 ヲ剗 除シ 公安 ヲ 確保 ス ル -ー 在リ。 今 ャ進運 ノ促ス 所、 世態 ノ變 遷殊 -ー著 シク、 而モ歐 洲ノ戰 亂以來 化 學ノ應 用益 盛 一一 シ テ、 

之-一 關ス ル 知識 技能 ヲ 尊重 ス ル ノ 傾向 愈 X 熾ナラ ム トシ、 勢 ノ趨ク 所 人事 ヲ驅テ 倍 複雜 煩忙 ヲ加 ヘシ メ、 之-一伴 フ ノ鲁察 事故 

亦 nr ヲ逐フ テ^ 加ス。 此ノ 間-一 處シ テ能ク 危害 ヲ 未然  一 I 防止 シ 民衆 保護 ノ 職責 ヲ完 ウセ ント ス。 其ノ任 ャ{是-| 重シ ト謂フ へ シ。 

是ノ 時- 1 常テ、 替 察 官吏 ノ勤勞 能率 若シ 或、 ノ世ノ  運ト 行 シ得サ ルァラ 、ノ、 其ノ 任務 ヲ 遂行 ス ル -I 於テ ？^」 憾多キ ヲ免カ レ ス 


自今  一 I 意ヲ各 3  ノ敎養 - 一致 サン メ、 學俗ノ調和能率ノ^?»進ヲ旨ト シ、 敢テ世 一一 後ル、 コト ナカラ シム ヘシ。 

夫 レ國務  一口 モ 替察ナ カル 可 カラス。 如何 十 ル政體 一一 於 テモ、 如何 ナル 時代-一 於 テモ、 察 ヲ離レ テ阈政 存在 ス ル能ハ ス。 而シ 

テ此ノ 重要 ナル 國務ヲ 遂行 セン 力 爲メ- 一  ハ、 充分 統御 節制 ノゾ f ねヲ 講シ、 勢 察機關 ヲシテ 整然 タル 秩序 ヲ 維持 シ、 上. 卜相應 首！：^ 一 

貫 セル  一 ノ 有機 體ヲ 形成 セン メ、 有機 體 固有 ノ 機能-一依 リ、 其ノ 組成 分子 タル 侗人ノ 集合 以上 ノ 力量 ヲ出シ 得ル 二 至 ラサル 可 力 

ラ ス。 之 レ眷察 機關ノ 統制 上最モ 留意 ス へ キ點- 一 シテ、 此ノ問 ノエ 夫赏 -I 死活 ノ岐ル 、所 ナリ。 殊 -ー眷 察 H 於テ最 モ忌ム へ キ ハ 

徒 勞ナリ 。世 二 「早 シ# シ恰 モ善シ 危シ」 ト謂フ 藤 ァリ。 此ノ 「恰モ 善シ」 ノ 所ヲ捉 へ、 克ク徒 勞無キ ヲ期ス ルハ、 能率 ノ^ 進 

上 ョ リー 一； H フ モ 極メテ 注意 ス へキ點 ナリ。 警察 ノ 事務 ャ 多端、 一事 ト雖モ 徒 勞ニ歸 セシム ルヲ許 サス。 51- ムラ ク ハ靜定 工夫 忙^ 行 

ノ 用意 ヲ以テ 事 一 1 臨 ミ 、 克ク機 {且 ヲ 誤ラ ス 、 常 一一 適切 ノ 措置 -ー 出 テン コトヲ C 

替 察ノ事 タル 常-! 偶發ノ 難-一具 フル ノ覺 悟ヲ 要ス。 難事-一 # ^ヒ テ氣！ ^ミ 意屈ス ル事 無ク、 常-優越 ナル氣 分 ヲ以テ 事-! 當ル ノ概 

無 カル 可 カラ ス。 如此ク ン ハ 一難 生ス ル 毎-一 1© 氣 百倍 シ、 事 ヲ斷ス ル」 ー躊蹯 ナキヲ 得へ シ。 假令 難事 隨ヲ 接シ テ到ル モ、 職務 上 

ノ 興趣 々タルモ ノア ラン 力。 興味 ハ 難ヲシ テ難タ ラシ メス、 自ラ 辛苦 ヲ忘ル 、 一一 至 ル ヘシ。 此點 一- 關シ テハ、 諸子 力 自己 ノ 修 

養 上 並 部下 ノ 訓練 上、 深甚 ノ 用意 ァラ ン コ トヲ望 ムャ切 ナリ。 

善 察 官吏 ハ常 一一 人事-一 接ス。 人 - -對シ 事-一 處ス ル 須ラク 親愛 ノ溫情 ヲ以テ ス ヘシ。 處置膨 酬苟モ 懇切 ヲ缺 キ、 苛 察 -ー 倾キ、 畏 

怖 ノ念ヲ 以テ迎 へ シ ム ル如キ ハ、 固ョ リ信 賴ヲ受 クル 所以 二 アラス。 近時 警察 一一 關ス ル 法令 漸ク 滋ク、 之 一一 囚テ 虚分ヲ 1" 察 二 待 

ツモ ノ少シ トセ ス。 或ハ 徒-一形 式ノ末 一一 拘泥 シ テ 煩累 ヲ與 へ 、 若 ハ處分 《ts ヲ失シ 執行 s シキヲ 得 サル如 キアラ ハ、 ^接 民衆 ノ利 

害-! 關スル 所 多シ。 シク 常-一事 ノ 緩急 ヲ 斟酌 シ、 懇切 簡捷ヲ 旨 トシ テ、 公平 直截 能ク 事-一 臨ミテ 過誤 ナキヲ 期 セシム へ シ。 

蒈. 祭 宵 史ノ 志操 ハ常 二 堅 實ナル ヲ尙フ 。濫- 一 周圍ノ 刺戟  一 I 役 セラ レ テ 容易 一一 動搖ス ルカ 如 キハ、 斷シ テ 容恕ス へ カラス。 近 者！^ 

濟 上ノ昂 勢著シ キー 一伴 ヒ、 奢侈 ノ 趨向 漸次 高潮 一一 達シ、 人心 物情 共 二 著シク 浮華-一 騖 セ輕躁 一一 流レ、 所謂 狂人 走 リテ不 狂人 モ亦 

走ル ノ觀ァ ラム トス。 多數 警察官 吏 ノ中、 或 ハ覺ヱ ス此ノ 風-一 感染 シ、 身ヲ 持スル コ ト 厳正 ナ ラス、 職-一 常リ テ 忠 實ヲ缺 クカ如 
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キアラ ハ、 眷察ノ 威望 信任 兩 ナカラ 地- 1 墜 ツルヲ 致 サム。 須ラク 各自 其ノ職 司-一封 スルノ 親 念ヲ 明確-一 シ、 fa 固ナル 意志 ト敢爲 

ノ 精神 トヲ以 テ、 能ク 一身 ノ涛慎 廉直 ヲ守 リ、 審思明 » 以テ 疑惧 ノ問ニ 惑フ コトナ キヲ期 セシム へ シ-】 

三、 伯と 尾 崎 行 雄との 一 騎打 

總選擧 後の 特別 議會が 大正 六 年 六月 二十 一日 を 以て 召集 せらる る や、 果然、 伯 は 政敵の 攻撃の 的と 爲 つた。 

蓋し 「不自然なる 多 數黨」 訓示 は、 憲政 會に 耽って は 骨に 徹する の 怨みであった。 しかも 總選擧 中、 伯の 東西南北 

の遊說 と、 その 無遠慮なる 言論と は、 彼等に 取って は 忘れ 難き 痛憤の 因であった。 而 して 彼等 は 大敗して 二百の 議席 

の 殆ど 大半に 近き 數を 失った ので あるから、 その 怨恨の 內相 たる 伯に 向 ふべき は當然 であった。 

玆 において 憲政 會は 內閣 不信任案 を 提出し、 尾 崎 行 雄 を 陣頭に 立てて、 痛烈に 內閣を 攻撃せ しめ、 殊に その 鋭鋒 を 

伯 に 集め、 秘密 出版物 問題 を も つて 白^ を 伯の 胸に 擬せ しむる の 策戰に 出で た。 

內閣 不信任案が 上程せられ たの は 六月 三十日であった。 

今當 日の 衆議院 議事 錄 により、 尾 崎の 演說中 伯に 關 する 部分 を揭げ ると、 次の 如くで ある。 

次- 1  (「何 シ 二 上 ッタ」 「懲罰-一 附スべ シ J ト呼ブ 者 ァリ. >  次- 1 現在 ノ 後藤 内相- 1 關スル コトヲ 以テ彈 劾ノ 一箇 條ト 致- ス-  (中略) 

後藤 內務 大臣 ガ 在野 ノ日、 卽チ 内閣 組織 ノ前 ノ事デ アル。 昨年 ノ夏頃 デァリ マセ ゥガ、 世-一 所謂 秘密 出 K ナル モノ ヲ 三部 世間 一- 

振リ撒 イタ。 其 事- 1 付テ 後藤 內務 大臣 ハ之ヲ 認ムル ャ否ャ ト云フ 事 ヲ確メ マシ タ听、 彼ハ確 カニ認 ムル、 是ハ撒 イタ 一一 違ヒ ナイ 

ト云フ コトヲ 申ス。 誠-一 然ルべ キコト ト思ヒ マス。 彼ハ 虚偽 ハ き C ハ ナイ： シタ 事ハシ タト 申ス點 一一 至ッ テハ、 甚ダ 類ノナ ィ良大 

臣ト、 其點 ダケ ハ 褒メテ 置ク。 而シテ 問題 ハ此 秘密 出 ナル モノ  -- 如何 ナル コ ト ガ書ィ テア ルカ ト云フ 一事 デァリ マ ス。 广 中略) 


此 後藤 内務大臣 ノ 政治家 トシ テノ 資格-一 關 係スル 問題 デァ A ガ 故-一、 在野 ノ日ノ 舉動ト 雖モ、 彈劾ノ 一箇 條ト 爲サザ ルヲ得 ナイ 

ノ 1 ァ アル。 大體ヲ 申 セパ此 問題 ハニ ッデ アル。 山 東 贫-ー 於ケル 日本 軍隊 及 日本人 ノ擧 動、 滿 蒙-一 於 ゲル：：！ 本 軍隊、 其 ノ他ノ 官憲 

及ビ 人民 ノ舉動 ト云フ コトノ 事 赏ヲ世 問 二流 布ス ル 目的 デ、 之ヲ 世間-一 頒布 シ タノ デ アル。 (中略) 敍上ノ 事 K ヲ約首 セバ、 啻 二 

亂暴 狼藉 ノ ー霄 ヲ以 テス ルノ外 ナク、 關東 租借地 ノ 治安-一任 ス べキ關 東都 督ガ其 械內ー 一宗 社黨ガ 兵、 殊- 一馬 賊ヲ 集合 シテ其 練 

兵ヲ爲 シッッ アル ヲ默認 セル が 如キ、 g 宗 肚黨ノ 解散 ヲ 協定 ス ル 爲帝國 政府 ノ 高官 タル 外務省 參政官 及參謀 本部 支那 課長 ガ之 一一 

參與 セル 如キ、 ^亦 治安 保持 ノ 責任 アル 滿 鐵附屬 地-一 蒙古 軍ヲ 陣詧セ シメ、 殊 -1 附近 民家 ノ掠 Hi- ヲ 認容 シ、 及燒棄 ヲ傍觀 セル 如 

キ、 ：ゅ 陛下 ノ 軍隊 ヲ シテ 土！： 馬賊 ノ集團 タル 蒙古 軍ヲ 護衛 セ シメ、 更-ー 其 蒙古 軍ノ 到ル處 掠奪 ヲ封 巾助ス ル ノ形ヲ 造成 シ ッッ アル 

如キ、 眞 -I 天下 ノ 一  大 怪事ト シ テ」 ト 書ィテ アル。 若シ 事實デ アル ナラ バ、 之- 1 對シ テ ハ 官紀 ノ振肅 上、 陸軍 ノ紀禅 上、 之 一一 向 

ヅ テ 制裁 ヲ加 へナケ レバ ナラヌ 。此處 二 責任者 ガ 居ル。 r 拍手 起ル) 彼ガ 依然 ト シ テ其職 二 居ルト 云フコ トハ、 是ハ 事實 デナ イト 

云フコ トノ證 據-- ハナ ラヌ。 (拍手 起 ル ) 若 シ 事實デ アル ナラ バ 、 ^"^軍其責 二 任ジ ナケ レバ ナラ ヌ。 事實デ ナケ レバ 後藤 其責 -_ 任 

ジ ナケレ バ ナラヌ C  (拍手 起ル 「大 內閣デ ハナ イカ」 ト呼ブ 者 ァリ； >  (中略) 其 次 二 ハ 我 軍人 ト外務 トノ關 係 二 付テ 容易 ナラ ス 

コトヲ 書ィテ 居ル。 「支那 地方 官ト ノ交涉 ノ如キ ハ、 往々 軍人 一一 テ 直接 之ヲ行 ヒ、 沿線 ノ眷 察權 モ仝ク 憲兵 ニ於テ 自在-一行 ヒ、 

犯罪者 ハ ^ド靑 島 軍政 署 二 送リ、 領事 二 ハ 僅 力 一一 事後 一一 至リ テ、. 書類 ヲ送 リ居ル ノ ミナ リト云 フ」 ： 是亦我 陸軍 及 外務 ノ關係 

-ー 忖テ ハ、 青 任 アル 政治家 タ ル 者ハ、 容易 --斯 ノ如キ 事實ヲ 流布 シ テ 、ノ 相成ラ ヌ害 デァ ル。 事實デ アツ テ モ 流布 シ テ ハ 相成ラ ヌ 

害デ アル C 況ャ其 事 實ノ虚 否ヲ認 メズ シ テ直 二之ヲ 流^ ス ルー 一至 ッテ ハ、 其國家 二 忠實 ナル觀 念無キ コ ト實- 一驚 タノ 外ハ ナイ。 

(「ソ レヲャ ラセ タノ ハダ レダ」 ト呼ブ 者 ァリ) 我々 ハ爲 一一 ス ル所ノ 支那 人 及ビ揭 探等ノ 捏造 シ タル 听ノ說 -- 付 テ煑任 ヲ取リ ハ セ 

ヌ。 日本 政 麻 ガ畫ク 獨探ナ ドノ 流布 シ タル 說ヲ見 テ、 直-一日 本 政^ ノ 仕事 ナリト 云フ コ ト ハ、 何人 モ愛國 者 トシ テ云フ ベ カラ ザ 

ル コ トデ アル -I モ拘 ラズ、 獨リ 現在 ノ內務 大臣 タル 後藤 男爵-一 於テ ハ、 斯ノ如 キ事ヲ 獨探ノ 手先 ト ナツ テ 流布 シテ、 话然 恥ヲ知 

ラ ナイ ノデ アル。 (拍手 i& ル) 是等 ノ事赏 一一 對シテ 天下 後世 彼ハ 一 世ノ 榮譽ヲ 受ケテ 居ル" 朝廷 一一 於テ ハ殊 一一 野- 1 アル 時ト 雖モ大 
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第 六 節 特別 議余"  七 六 八 

臣ノ禮 遇ヲ賜 ル程ノ 優遇 ヲ國家 ヨリ 受ケ テ居ル 一一 モ拘ラ ス、 斯 ノ如ク 事赏ト ス レバ 國家ノ 恥辱 國家ノ 惡事ト ナル事 11 事赏 デナ 

クシ テ獨 探ノ 製造 シタコ トヲ擴 ゲテ、 而シ テ恥ナ キノ ミナ ラ ズ 、 世 問 二 向ッテ 豪語 シテ、 之ヲ 愚圆 々々云 フ者ハ 畢竟^ ヲ 知ラヌ 

力 ラト 言 フノデ アル。 吾 ハ之ヲ 配ッタ -ー 違 ヒナ イト 云フ が如キ コ卜ヲ 恬然 恥ナ ク明霄 スル 一一 至ッ テハ、 政治家 / 青 任、 政治家 / 

君國 一一 對スル ノ 義務、 何 レ ユア ルカ ト云フ 事 ヲ疑ハ ザ ルヲ得 ナイ ノデ アル。 (拍手 起 ルソ斯 ノ如キ 閣僚 —— 斯ノ如 キ閣儉 ヲ控へ テ、 

而シテ 官紀 ヲ振 肅ス ル國家 ノ爲- 一 働ク、 如何 一一 シテ 出來ル ノ デァリ マスカ。 寺內伯 一一 問フ。 閣下 ノ 閣僚 —— 閣下 ヲ除ィ テ以テ 重 

要ナル 位地- 1 アル 後藤 內相 ハ、 斯ノ 如キ： 太 下 後世 ヨリ 國賊ト 云 ハ レテモ 辦明ノ 無ィコ トヲ致 シテ！ IW ルノデ アル。 (議場 騷然) 

尾 崎 行 雄 は 日本 議會史 中の 異彩で ある。 彼 は 雄 辯 宏辭を もって 聞え、 殊に 彈劾 攻撃の 辯に 至って は、 秋霜烈日 政敵 

を粉碎 する の 威 ありと 稱 せられた。 

ゆ ゑに 彼が 憲政 會の 痛憤 を 代表して 壇に 上り、 その 巨彈を 伯に 集中す るに 當 つて は、 人 をして 伯の 爲 めに 心 膽を寒 

からしめ た。 果然 尾 崎の 論難 は 全 議場 を 緊張せ しめた。 

伯 はこれ に對 し、 如何に 應酬 せんとす るか。 

伯 は 議長の 許可 を 得て、 直ちに 1|? 一に 上った。 囂々 たる 篤聲と 妨害と が、 憲政 會 側より 起り、 伯 は 暫く 壇上に 佇立し 

て、 鎮靜を 待つ の 外 無かった。 

議場の 少しく 鎭 まると ともに、 伯 は 口 を 開いて 次の ごとく 論じた。 併し乍ら、 幾度と なく 起る 反對黨 の怒聲 は、 し 

ばし ば 伯の 言 句 を中絕 せしめた。 

議事 錄は 次の ごとく、 當 日の 伯の 演說を 報じて ゐる。 

私 ハ 現内閣 ノ 一  人 トシ テ、 ：SSJ-^ 君 ノ演說 對シテ 一首 セザル ヲ得ナ イノ. デ アリマ ス。 是ハ 唯 個人 關係ノ ミデハ アリマ セヌ。 义國 


交上大 ナ ル 關係 ノ アル コトデ アリマ ス カラ、 崎 4；  ノ 根本的 誤解 -! 對シテ ( r  ノ ウ^ 一 首申サ .^^ バナ ラナ イノ デ アリマ ス。 

(「護 聽」 卜 ブ者 ァリ) 少シク 黨汲心 ヲ去ッ テ (「何 ダ」 ト ブ者 ァリ) ； 1^ ハ眞赏 ヲ能ク 申 述べ テ置 キタイ ト思フ ノ デァリ マ ス。 

尾 崎；？；^ ハ ァ レ ヲ祕密 出版 ダト言 ッテ居 ッテ、 此 ノ祕密 出版 ヲ肝 クノデ アリマ ス。 (「恥 ヲ知 レ恥ヲ 知レ」 ト呼ブ 者 ァリ) 少シ £1^ 力 

一 I ォ聽 ヲ願ヒ タ ィ。 (T 脱線 シ テ lug ル 」 ト呼 ブ者ァ リ) f?^ 尾 崎 君 ノ朗讀 セラ レ タ所ノ モノ ハ、 唯ダ其 常時 二 於ケ ル 記事 ヲ集メ タ モ 

ノデ アツ テ、 後藤 新 平 ノ 意 トシ テ斯 ノ如キ モノ デ アルト 云フ コト 一一、 之ヲ， 1 ィャゥ トス ルノ ハ、 お 崎！^  ノ 1^  -i ス ル所ノ 材料 ト 

シテな シ イカ 知ラヌ ケレ、 ドモ、 ソレハ 甚 ダ違ッ タル コトデ アルト 私 ハ考へ ルノデ アリマ ス。 (r ノ ゥ./ \」 ノ聲起 ル) 乂タ 此ノ記 

事 ハ 其 3M 偽 如何 一一 至ッ テハ、 吾々 當時ノ 攻究 ノ 材料 デ アツ テ、 苟モ國 家-一 忠ナル 者ハ、 斯 ノ如キ コトヲ 耳-了 ンテ (「何 ガ國家 一一 

忠ダ」 ト呼ブ 者 ァリ) ^モ國 家 二 忠ナル 者 ハ斯ノ 如キコ トヲ耳 一一 シテ、 而シテ 同志 ト共 二 攻究 セ ヌ デ^ム モノ デ ナイ。 唯ダ 意々 

卜 シテ之 ブ以テ 人 ノー 百 論 ヲ蔽ハ ン卜 ス ルガ 如キ ハ甚ダ 卑怯. S 振舞 デ アル。 (拍手 起ル) 少シ 卑怯 ナル 振舞 ヲ去 ッテ 士人ノ 態度 ヲ以 

テ 御聽キ ナサ ルガ {几 イト 思フノ  、一！ > アル。 決シ テ 興奮シ テ申 ス譯デ ナイ。 是 ハ 重大 ノ 事件 デァリ マ ス。 而シ テ若シ ー步ヲ 讓ッテ 一:^^ 

崎 君ノ言 フ コトガ 事 實ナリ 卜 セバ、 常時 ノ 司法 大 E ハ 何故-一之 ヲ处 ロメ ザ ルカ。 C 拍手 起ル) 之 ヲ以テ 曠職 ノ誹 リト言 ハ ズ シテ、 人 

一一 之 ブ 責メ ント ス. ル惡 德ハ、 實-ー 破赚恥 漢ノ爲 ス所デ アル。 尾 崎 君 toi- 一  非 國民デ アツ テ、 人 ノ非國 民ヲ言 フ コ ト ガ 出來ル 力。 

(拍手 起ル) 私ハ CiS? 崎 君 ヲ以テ 非 n 民 卜 言 フ 一一 ァ ラ ズ 。 —— 尾 崎 君 ヲ以 テ非國 K ト 一 百 フ 一一 ァ ラ ズ 。 併シ ナカラ 尾 崎 君 ノ 首 論 口 調 

ヲ 藉リテ 言 ッタナ ラバ、 前ノ 司法大臣 ト シ テ 自分 / 責任 ヲ亡心 レテ、 妄リ -ー 他人 ヲ责メ ン トス ル ハ、 惡德 一一 s フべ カラ ザル トコ ロノ 

モノ デ アル。 (拍手 5^ ル 。 此時發 言 ス ル 者 多 シ ) 

諸君、 靜カ 一- 少 シ聽キ 給へ。 此ノ 印刷物 ハ 一度-一 出タ モノ デ ハ ナイ。 數囘 一一 出タ モノ 一一  シテ、 父 前 內閣が 業-一巳-一 此ノ 出版物 ヲ 

知ッテ ッ タノ デ アル。 而シテ 其 時祕密 出版 ト シ テ 罰 スルコ トモ 出來 ナケレ バ 、 何等 問 フコ トモ 出來ヌ トコ。 ノモ/ ヲ、 今 持 ッ 

テ 來テ、 其 罪 ヲ問ハ ン トシ、 其责 ヲ問ハ ン トス ルノ 卑怯 一一 驚 カザル ヲ得 ナイ ノデ アル。 何トナ レバ 此ノ 出版物 ハ处 n ムべキ モノ デ 

モナ ケ レバ、 攻究 ノ 材料 ト シ テ 士君子 ノ問  一！ 、 談論 ノ 材料 ト シテ供 セラ レタ モノ デ アルト  一- 4 フ コトハ 明 力 ナ コトデ アル。 ソレヲ 
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以テ 彼是， 趣妄ノ 言ヲ放 ッテ、 之 ヲ事實 一一 シャゥ ト云フ コト ハ、 却 テ此ノ 議場 二 サラケ 出 シテ、 其國辱 ヲ曝ス ャゥナ モノ デ アルト 

思フ。 併 ナガ ラ、 吾々 ハ斯 ノ如キ 國辱ノ ァ ル ト ー1^フ コ トヲ 保證シ ナイト 云フ コ 卜ヲ兹 一一 明言 シ テ置キ マス。 是等 ハ 卽チ 材料 デ ァ 

ッ テ、 攻究 ノ 材料 デ アルト 云フ コ トヲ言 フテ 置ク。 r 中略) 是ハ 常時 ノ 攻究 -ー備 へ タ所ノ モノ デ アツ テ、 其ノ 事實ヲ 攻究 スル 听ノ 

材料 デ アル ノデ ソレヲ 以テ事 赏ナリ トシ テ此ノ 翁 場 二 吹 聽シ、 加 之前ノ 司法大臣 ト シテ E ラ責 ヲ負ハ ズ シテ、 之ヲ朗 讀スル 一- 至 

ッ テハ、 甚ダ 尾 崎 君 ノ爲 一一 怙 ムノデ アリマ ス。 (拍手 起リ 「何ヲ 言 ッテ 居ル」 ト呼ブ 者 ァリ) マダ 是等 ノ 事情 一一 付 テ尙ホ 言 フべキ 

コト ハ澤山 アリマ スガ、 此意 ノ在ル 所-一 於テ、 御 諒察 ヲ乞ハ ン トス ル者デ アリマ ス。 (拍手 起ル〕 

尾 崎の 攻撃 演說 自身が、 彼の 演說 として は 上乘の 出來榮 えでなかった ごとく、 伯の 答 辯 も 亦、 必す しも 好成績と は 

いひ 難かった。 

ただ 尾 崎と 伯との 一 騎 打であった とい ふ點に 於いて、 天下の 與 味を牽 いたに 過ぎなかった。 

一 四、 內相彈 劾 案 

この 特別 議會は 徹頭徹尾、 後藤 攻撃に 終始した。 

內閣 不信任案の 否決せられ たるより 十日の 後、 憲政 會は 再び 後藤 攻撃の 機會を 作った。 それ は 內相單 獨の彈 劾 案で 

ある。 

七月 十 一 日の 衆議院 本食議 議事 日程の 第 四に、 次の ごとき 決議案が 上程 せられた。 

第 四 決議案 (富 田 幸 次 郎君 外 七 名 提出) 

内務大臣 男爵 後藤 新 平 は、 自ら 反 贫 して 速に 處 決すべし。 


右 決議す。  一 

理由 書  _ 

男^ 後藤 新 平 は、 大正 五 年 八月の 交 r 滿 蒙に 於け る 蒙古 軍 並 宗社黨 と tw 卞軍及 日本人との 關係」 「山 東贫に 於け る 革命 黨と 日本； 

人」 及 ru 支銜突 事件の DM 相」 と 題す る 三種の 印刷物 を 配布し、 常時 新 平等が 陰謀 阇 として 世上に ー傳 せられた る 企 岡の 遂行に 

便したり。 該 印刷物に 記載した る 事 1^ は 我が 軍務 常 局 者が 支那に 對し、 險 諭なる 施設 ありた るが 如く 構造した る ものにして、 皆： 

誣妄 の謠言 に 外なら ず。 現に 大島 陸軍大臣 は、 本年 七月 二日、 豫算第 四 分科 會に 於て、 議員の 質問に 答へ、 明かに 事赏 無根の 妄ー 

說 たる こと を 確言せ り。 然るに、 新 平 は、 政^の 爲に 手段 を揀 はす、 國 家の 烕信を 傷け、 帝國 陸軍の 面目 を 蹂躪し、 口 支 交渉の i 

進行 を 阻 寄し、 遂に 我國 をして 不利に 陷 らしむ る を 顧みず。 其の 亂行斯 の 如し。 斷 じて 薹閣 の-重任に (3 るを容 さず。 是れ 其の 虚 A 

決 を 促す 所以な り。  ， 

この 決議案 提出 理由の 說明 者と して 登壇した の は、 憲政 會の 早速 整爾 であった。 當時 伯に 對 する 政敵の 反感の、 如 一 

何に 熾烈な りし や を 傅 へんが 爲 めに、 冗長なる 彼の 演說を 次に 引用す る。  一 

諸君、 問題 トナリ マ シ タル 此 決議案 ハ、 内務大臣 後藤 男爵 ノ反^ ヲ促シ 其 ノ處決 ヲ求メ ン が爲メ 一一 提出 セラ レ タノ デァリ マ ス。 

後藤 男爵 ノ不 譴愼、 後藤 男爵 ノ不 誠赏、 其ノ 惡德. 其 ノ亂行 ハ我國 民 トシ テ斷 ジテ 默過ス ルコト ノ出來 ナイ コトデ アリマ スル ガー 

故 一一、 玆 - 一之 ヲ 彈劾ス ルノ 已ムヲ 得ザル 一一 出デ タル 次第 デ アリマ ス。 事實 ハ旣 一一 世ノ 中二 行渡 ッ テ ルノ デ ゴ ザ イマ シテ、 昨年 一 

八月 ノ頃、 後藤 男爵 ハ或ル 印刷物 ヲ 内外 二 配布 シ タト 云 フコト 一一 由來シ テ居 ルノデ アリマ ス。 (「止 セく 分ッテ IS5 ル」 ト呼ブ 者 一 

ァリ)  一 

議長 (大岡 育造 君) 静肅 -I 願ヒ マス。  一 

早速 整爾君 第一 ガ滿 蒙-一 於ケル 蒙古 軍 並-一宗 社黨ト 日本軍 及 日本人 トノ 關係ト 題スル 一 ッノ 册子デ アル。 第二 ガロ 支銜突 事件 

ノほ 〈相 ト題ス ル此册 子 デァリ マ ス。 笫三ガ 山 東^  二 於ケル 革命軍 卜 日本人 ト題ス ル 此册子 デァリ マ ス。 是等ノ 印刷物 ハ何 レモ 驚 
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クべ キ 記事 評論 ヲ以 テ滿サ レテ 居ル。 帝 國ノ咸 信 一一 關スル 記事 評論 ヲ以 テ滿サ レテ 居ル。 外交 上ノ  I 大 障害ト ナ ル ベ キー 一一-口 說ヲ以 

テ滿サ レテヰ ルノデ アリマ ス。 日本 ノ 政府、 日本 ノ 軍隊、 其 他：：！ 本ノ 官憲 並 二日 本人 ノ行爲 二尉 シテ！ 1:^ ダシ キ罪惡 ナ ルガ 如 クニ 

, 誣ヒ、 特- ー我ガ 軍務 常 局者ノ 行動-一 對シテ ハ、 極端-一 中傷 非難 ヲ 加へ ル ノ 記事 言 說 ヲ以テ 滿サレ テ居ル ノ デァリ マ ス。 私ハ 

世間  一一 &々 ノ，？ ！^、 解ガ アリマ ス ルガ 故-一、 此册子 一一 於テ斷 定的ノ 記事 言說 ヲ褐ゲ テ居ル ト云フ コ トヲ 證據立 テル 爲メ  二  、 極 ク簡單 

一一 此 出シ ダケ ヲ 此席 一一 於テ 披露 シ タイト 思フ 。 (「簡 單 一一 賴 ム ，1 ト呼ブ 者 ァリ) 斷定的 -ー 揭ゲテ アル。 例へ バ 日 支銜突 事件 ノ ほ 〈相 

ト 題スル 册子ノ 中-一、 我ガ當 局ノ大 失態 明白 卜云フ 見出 シヲ 始メ トシ テ、 反袁 運動 ノ爆動 助長、 是モ 斷定ヲ 致シテ 居ルノ デァリ 

マス。 ソレ カラ 私ハ簡 SBf- 一  申 ス爲メ 主 ナル點 ダケ ヲ申 ス。 勤 玉^  ノ 弊害 百出 ス、 是 斷定ノ 記事 デ アル。 蒙古 軍 招致 ノ 失敗、 是モ 

斷定的 ノ 一 百說デ アリマ ス。 露 國官セ - 一  押收 サ ル 、 何故 - 一 蒙古 ヲ.^  メザ ルカ、 是ハ a- 出 シ ダ ケ 讀上 ゲ マ シ テ モ此 記事 ノ 斷定的 ノ 記 

事デ アルト 云フ コトハ 明-一之 ヲ 推測 スル コトが 出 來ル。 支那 側 ノ，？ 4、 解ヲ. r ズ、 W 本 側 交渉 ノ手； 乂ん、 ソ レ カラ nr 本 ノ惡策 事ヲ誤 ル 

I ■ 事 ヲ 破ル、 斯樣 一一 斷定 ヲ 致シテ 居ルノ デ アリマ ス。 

或ハ 朝陽坡 事件 ノ 失態、 謂ハ 、、、自業自得 (一 • 其 通 リダ」 ト呼ブ 者 ァリ) 日本 官憲 ノ 矛盾 撞著、 日本 ノ 統治 ヲ 疑フ、 歐米 人口 本人 ヲ 

危險視 ス 、 ロ本ノ 小策 甚ダ不 ：5' ナリ、 而シ テ 最後 一一 對支 方針 ノ 一新 ヲ要 スト 云フ  一 ノ 斷定的 / 首 論 II ナツ テ居 ルノデ アリマ ス。 

縱 ンバ假 一一 斯樣ナ 事實ァ リト致 シマシ テモ、 徒ラ 一一 之 ヲ發キ 立 ツル ト云 フ事ハ (.「 實際 アツ タコ トダ」 ト 呼ビ發 一一 K スル者 多シ) 

議長 (大 1： 育造 „^) 靜肅- 一：：  . 

早速 整爾君 國家 ノ^ メ 一一  ハ斷 ジテ之 ヲ避ケ ナケレ バ ナ ラヌ。 (拍手 起ル〕 荷モ 眼中 國家ァ ル者ハ 徒 一一 暴露 シ テ帝 國 ノ 威信 ヲ傷ケ 

ルガ 如キコ トヲ敢 テシテ ハ ナ ラナ イノ デ アル C  (拍手 起リ 「暴露 スル ハ常リ 前ダ」 ト呼ブ 者 ァリ) 況ャ鼓 ニ揭ゲ ラレ テア ル听ノ 事 

實 ヲ特- ー爲メ 一一  スル所 アル 所ノ控 造-一 係ッテ 居ル。 CT 控 造ヂャ ナイ 事 §2； ダョ」 ト呼ブ 者 ァリ) 現， 一 諸君 去ル 二日 ノ 豫^ 委員 ノ第 

四 分科 會 -ー 於テ 議員 ノ質 一一  答へ テ、 斯ノ 如キ事 K ハ無 シ、 事 |2； ハ無 很ナリ ト斷首 シ テ居 ルデハ アリマ セヌ 力。 (拍手 起ル) 或ハ 

斯ノ如キ事|3;ヲ或獨探ノ控£^！  -I 係 ルトサ へ^ サレテ 居 ルノデ アリマ ス。 鬼-一 角頗ル 穩ナラ ザル所 カラ 現レ テ來 タ听ノ 虚構 担造ノ 


-ー  相 逢 ナイ ノデ アリマ ス カラ シテ、 之 ヲ借リ 來ッテ 殊-ー 印刷 シテ內 外-一 配布 スルト 云フコ トハ、 誠 一一 首 語道斷 ナ ル 行爲デ ァ 

ル トー 百ハ ナケ レ バ ナラ ヌ ノ デァリ マ ス。 (拍手 起ル) 後藤 男爵 11 大ほノ 禮遇ヲ 受ケテ nw ル所ノ 後藤 si- 爵 11 男爵 トシ テ 華族 ノ班 

一一 列シテ 居ル、 其ノ榮 譽ヲ荷 フテ居 ル所ノ 後藤 君ハ、 斯ル. 印刷物 ヲ 配布 シテ帝 1： ノ國辱 ヲ發キ 出 スト 云フ コ ト モ顕 ミズ (「活動 

辯士」 ト ブ者 ァリ) 國家 ノ烕信 ヲ傷ケ ルコ トモ 顧 ミズ、 帝國 降軍ノ 面目 ヲ蹂 躏ス ル コ トモ 顧 ミズ、 我 外交 上ノ 一  大損 杳 ヲ醜ス 

コ トモ 顧 ミ ズ 、 帝闕 ノ 地位 ヲ 不便 一一 陷レル コトヲ 顧 ミズ シ テ 、 或 陰謀 ノ 目的 ノ爲メ 一一  此 印刷物 ヲ 配布 シ タト 云 フ 二 至リ マ シ テ ハ 

誠 二 後藤 男ノ 良心 何レ 一一 在ル ヤヲ 疑ハザ ルヲ得 ナイ ノデ アリマ ス。 (拍手 起ル ) 其 ノ當時 後藤 男爵 ハ (「去 ッ テ大 伯  一一 §1： へ」 卜 t- 

ブ者 ァリ) 一種 ノ 陰謀 圑ヲ組 綠シテ 居 ッタ。 こ— ノウ，^ 」 ト呼ブ 者 ァリ) 後藤 男ハ此 陰謀 圏ノ 中心 デ アツ タト 承ッ テ屛リ マ ス。 

广 拍手 起ル) 政權爭^^ヲ目的ト シテ 居ル、 前 内閣 ヲ破壤 ス ル ト云フ 目的 ノ爲メ  - 一  其 陰謀 ヲ？ ，_:: ーシ クシ ッ 、アツ タト 云フコ トハ、 世 

二 著シ キ 事赏デ アル ノデ ァリ マ ス。 (「加 藤 カ大隈 ガ今ャ リツ 、アル ダラウ」 ト呼ブ 者 ァリ) 卽チ 後藤 爵 、ノ 其 陰謀 鬧ノ 中心 デ ァ 

ル。 後藤 男爵 ハ其 陰謀 ノ 目的 ヲ逹セ ン ガ爲メ 一一  殊更-一 斯 ノ如キ 印刷物 ヲ 配布 ス ル ニ至ッ タノ デァリ マ ス。 (拍手 起ル) 舉竟 政爭ノ 

目的 ノ爲メ  -- 我國家 ヲ犧牲 一一 スルヲ モ顧ミ ザ ルノ 言動 デ ハ アリマ セヌ 力。 (拍手 起ル) 非^:. 氏的ノ 行動 デ アル ト評 セラ レテ モ 無論 

辨解 スルノ 一 百 葉 ハ無 イデア リマ セゥ。 寶闹的 ノ 行動 ト評 セラ レテモ 無論 之 ヲ 解 スルノ 言葉 ハ無 イデア リマ セゥ。 (拍手 起ル〕 市 

井ノ 一  私人 ト雖モ 斷ジテ 斯ノ如 キ行ァ ル コ ト ヲ許サ ナイ。 況ン ャ 大臣 禮遇 ヲ受ケ テ、 男爵 ノ榮譽 ヲ荷フ 听ノ其 人 ニ於テ ハ、 H=々 

ハ國家 ノ爲メ  - 一之 ヲ 痛嘆 セザ ルヲ得 ナイ ノデァ リ マス。 (拍手 起ル) 後藤 男爵 ハ 今更 周章 狠狠シ テ此ノ 印刷物 ハ決 シテ政 5^?,  ノ目 

的-一 佻シタ モノ デハ ナイト 辨解 ヲシテ 居 ルノデ アリマ ス。 唯 同志 ノ 研究 ノ 材料 ト シ テ之ヲ 配布 シタ - 一過 ギ ナイト 舞 解 ヲシテ ル 

ノデ アリマ ス。 是レ抑 男爵 ノ^ 辭- 一外 ナラ ヌ。 私ハ 先刻 モ申 シマシ タル 如ク、 此 印刷物 一- 收メ テア ル所ハ 攻究 材料 トシ テ認ム 

ル コ ト ハ斷ジ テ出來 ナイ。 悉 ク皆斷 定的ノ 記事 評論 デ アル。 (拍手 起ル) 殊 一一 後藤 男 ハ 此 册子ヲ 配布 ス ル /前後 I ふ E ッ テハ、 昨年 

ノ八 W 七：！ 1 ト記 惊致シ テ居リ マ ス。 貴族院 議員 ノ多 數ヲ 華族 會館 一一 招 ィテ此 册子ヲ 作ッタ 所ノ其 一 人 ノ問题 ノ人西 原龜三 ト云フ 

者ヲ 華族 余 3 館 一一 招 ィテ、 彼ヲ シ テ色々 ノ說明 ヲ爲サ シ メ タト 云 フ事赏 モ有ル / デ アリマ ス。 (拍手 起 ル；) 义色々 ノ风チ 者 ヲ鐡道 協侖" 
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-ー 招 ィテ此 册子ヲ 配布 シ テ、 已レ ノ 陰謀 ノ 目的 ヲ建セ ン トス ル所ノ 材料-一 供シ タト 云フ事 K モ有 ルノデ アリマ ス。 (拍手 起ル) 殊 

諸君、 此 問題 ガ 世間 一一へ 签敷 クナル -ー 及 ンデ 後藤 男爵 、ノ 此 印刷物 ヲ —— 世 問 -ー 配布 シ タリ シ 印刷物 ヲ 囘收ス ルコトー 一 仝 カヲ注 

イダ ト云 フノ ハ果シ テ 何故 デァリ マスカ。 C 拍手 起ル) 同志 ノ 研究 材料 一一 ス ル 印刷物 ヲ 殊更 -ー 狼很ヲ シ テ囘收 セン コト ヲ努メ タト 

云フ 二 至ッテ ハ、 是ハ 研究 材料 ト スルノ 目的 ニ非ズ シテ、 .4- ク政 爭ノ 目的-一 供シ タルモ ノデ アルト 云フ コトヲ 推測 スル -I 足ルノ 

デ アル。 (拍手 起リ 「前 司法大臣 タル 尾^ ハ 之ヲド ゥ シ タ」 「政 爭ノ 目的 ト 推測 ス ルカ」 ト呼ブ 者 ァリ) 後藤 男爵 ハ ？？ <此 問題 ヲ 

以テ 小ナル 法律問題 卜 混同 セント シテ カラ 二、 時ノ 司法 常 局 者 ハ 之ヲ处 II メナ カツ タト 云フ コトヲ 云々 シテ居 ルノデ アリマ ス (r ォ 

前ノ 親分 デ ハ ナイ 力」 ト呼ブ 者 ァリ) 司法 常 局者ガ 之ヲ处 口 ム ル ト处 a メ ナイ 卜 ハ 政治 道 德上ノ 重大問題 ト ハ 何等 ノ關係 モナ イノ 

デ アリマ ス。 吾 ガ聞ク 所 一一 依 リマ スレ \ 此 印刷物 ハ 先刻 モ申シ マ シ タル 如ク 問題 ノ人西 原龜三 ス ラ 此等 ノ事實 -! ハ 多クノ 間違 ガ 

アルト 云フ コト ヲ自ラ 一一 一一 口 明 シ テ居ッ タト 云フ コトデ アル。 卽チ其 記事 ハ 悉ク 斷定的 論法 ヲ用ヒ テ讀ム 者 ヲシテ 其事赏 ナル 事ヲ信 

ゼ シメン トシ テ、 a ラ知 リツ、 之 ヲ誣ヒ タル 後藤 男爵 ノ 罪 ト云フ モノ ハ益 大 ナリト 一一 目 ハナ ケ レバ ナラ ヌ ノデ アリマ ス。 (拍手 

起ル 「大 喂ノ罪 尙ホ大 ナリ」 ト呼ブ 者 ァリ) 陰謀 圃ト 後藤 男爵 ト西原 龜三ト 寺 内 伯 (「大 ノ罪 ハ、 ドゥダ」 ト呼ブ 者 ァリ」 ) 之ヲ 

以テ此 陰謀 團ノ 系統的 組織 ト云フ モノ ヲ、 殆ド 推測 スル コト が出來 ルノデ アリマ ス。 諸君、 (「早速 陰謀 圏ト ハ何 ンダ」 ト呼ブ 者 

ァリ) 要ス ル  一 I 後藤 男爵 ハ (「日本-一 陰謀 圑ガ アル 力」 ト呼ブ 者 ァリ) 眼中 國家 ナク、 (此 時發言 ス ル 者多ク 議場 騷然) 

議長 (大岡 育造 君) ili 肅 一一 願ヒ マス。 

早速 整爾君 國 民ナク 唯徒ラ -I 陰謀 ヲ逞 ウセ ンガ爲 一一、 無責任 ナル 行爲ヲ 演出 シタ 一一 相違 ナイ ノデ アル。 (「ソ レガ獨 斷ダ」 卜 呼 

ブ 者ァリ ) 不諫愼 ナ ル 不誠實 ナル コト、 彼ノ 無責任 ナル コト ハ云フ マ デモ ナイ ノデ ァリ t- ス。 ケレ、 ドモ 帝國 / 烕信 ヲ 傷ケ、 帝國 

ノ 體面ヲ 穢シ、 外交 上 一一 極メテ 不利 ナル 地位 一一 帝國 ヲ陷レ タト 云フ コ トハ、 我 國民ト シテ ハ斷ジ テ之ヲ 看過 スル コト ハ出來 ナイ 

ノデ アリマ ス。 (拍手 起ル) 斯ノ如 キ：： 斯ノ如 キ：： 斯ノ如 キ：： 斯ノ如 キ：： 遂 一一 斯ノ如 キ驚ク へキ 問題 ヲ 演出 スル 一一 至 リマ 

シ テハ： ：( 此時發 言 ス ル 者多ク 議場 騷然) 


議長 (大岡 育造 君，) Qsi- 一 ！ 早速 整爾 —— 早速 整 爾"？ ； T 左樣ナ 一一 H 辭 ハイ ケ マ セヌ。 御 取消 ナ サイ" へ 「取消 セ. 取 涫セ」 「議長 

議長」 「謝罪 シ 尸 J 「破 * 恥ト ハ 何ダ」 「動議 ガ出 ルゾ」 「議場 ヲ何ト 思フ」 ト呼ブ 者ァリ 議場 騷然) 

早速 整爾君 諸君 11 諸君 私ハ •： 人 T 帝 國議會 ヲ何ト 思フ」 ト呼ブ 者 ァリ) 私ノ 說明ス ル 意義 ガ 徹底 ス レバ 宜 イノ デ アル。 私ノ 

言葉 -I 無 疆ノ首 ガァリ ト致シ マス レバ 少シモ 取消 スコト -ー 躊躇 シ ナイ ノデ アル。 (「破 服恥ト ハ 何ダ」 「無 禮ナ 一一 目辭 ヲ用ヒ ル ナ」 

「默レ 默レ」 ト呼ブ 者ァリ 議場 騷然) 

議長 (大岡 育造 君) 肅  一-. I 唯今 議長 ハ演說 者-一向 ッテ 無？ 4  ノ言ノ 取消 ヲ命 ジタ， デァリ マス。 (「取消 セ 取消 セ」 「陰謀 圑ト 

ハ 何ダ」 ト呼ブ 者ァリ 議場 騷然) 

早速 整爾君 私 ノ演說 中 一- 左 樣ナ無 禮ノ言 葉 ァリト ス レ バ 私 ハ之ヲ 取消 スル 一一 躊 瞎シナ イノ デァリ マ ス。 併 ナガ ラ私ノ 演說ノ 趣 

意ヲ 取消 ス コ ト ハ 出來ナ イノ デァリ マ ス。 (「無 纏ノ 言葉 ガ アルカラ 取消 セ」 「ハ ッ キリ 取消 セ」 ト呼ビ 拍手 ス ル者 ァリ) 斯 ノ如キ 

人格 ノ人ヲ 我國務 大臣 一一 戴ク ト云フ コ トハ、 諸君 國家 ノ爲- 一之 ヲ忍ブ コ トガ 出來ル デァリ マ セゥ 力。 (拍手 起リ 「大 浦ハ ドゥダ」 

「大 浦ヲ戴 イタ 者 ハ 誰ダ」 ト呼ブ 者 ァリ) 苟モ 大政 輔弼 ノ 大任 ヲ有ス ル國務 大臣 r 大浦 ハ ドゥダ」 「ソ ンナ 事ヲ言 フ 資格 ガ ァ ル 

力」 ト呼ブ 者ァリ 議場 騷然) 

議長 (大岡 育造 君) 靜肅- 一：： 

早速 整爾君 私ハ 11 諸君、 今ハ 諸君、 後藤 大臣 ノ此 不謹慎 ナル 問題 一一 關シ テ私ハ 議論 ヲシテ 居ル。 過去 リタ ル前 内閣 ノ色々 ノ 

事-一 付キ マ シテ ハ此 問題 ト 何等 ノ 關係ハ 無 イノ デ アル。 (拍手 起リ 「ノウく」 ト呼ブ 者 ァリ) 鬼 二 角國務 大臣 タル 者ハ 一 代ノ俵 

表タ ル へ キ 人格 ヲ耍ス ル コトハ 勿論 デ アリマ セヌ 力。 風紀 ノ類 败甚 シキヲ 慨キ、 是ガ振 肅ノ策 ヲ究ム ル ノ急切 ヲ感ズ ル ノ今 U  二 

當 リマ シ テ、 後藤 男爵 ノ如キ 低級 ナ ル 人物 ガ國務 大臣 ト シ テ其ノ 地位 ヲ占ム ルト云 フコト ニナ リマ シテハ 、滔々 タ ル 社會ノ 風潮 

ヲ 正スコ 卜ハ遂 一一 不可能 一一 終 ルデハ アリマ セヌカ (拍手 起リ 「人ノ 事 ヲ云フ 資格 ガ アル 力」 ト呼ブ 者 ァリ) 內務大 E ト シテノ 彼 

ハ 我國 民ノ上 二 立 チテ、 果シテ 風紀 ヲ說ク ノ 資格 ガ アル デ アリマ セゥ 力。 而カ モ尙 國 務 大臣 ノ 地位 一一 座シ テ居ル ト致シ マス レ バ 
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吾々 ハ帝 國ノ前 ノ爲メ  ニ深ク 此レヲ 憤慨 セザ ルヲ得 ナイ ノデ アル。 (拍手 起ル) 惟フ -ー 現内閣 員 諸 公 ノ中隨 分 變ッタ 御 方々 ガ列 

席 一一 相 成ッテ 居ルノ デァ" マ ス。 (「何 ダ」. 卜 呼 ブ者ァ リ；) 其ノ 内閣 成立 常時 ノ 誠意 誠心 トー 百ハ ル、 看板 モ、 或ハ^1_1:政、王義ト言ハ 

ル 、標榜 モ秉 公， 持 平 トー 百 ハル 、看板 モ、 悉ク 自ラ疾 一一 之ヲ破 却シ去 ラレ テ居 ルノデ アリマ ス。 特, 一 後藤 男爵 ノ如キ ハ 袷ド f9  二 モ 

棒 一一 モカ カラ スト 云フ ャゥナ 世評 ヲ受ケ テ居ル 人 デァリ マ ス。 

男爵 ハ此ノ 場合 自ラ 反^ シ テ ！ 深ク 反竹シ テ (一 何ダ」 ト呼ブ 者 ァリ) 斷然 虚決シ テ其ノ 職ヲ返 力 ル 、卜 云フ コトガ 男爵 ノ 御身 

ノ爲メ  二 モ最モ 有利 ナル遣 方デァ ラウト Jjl- ハ考へ ル ノ デァリ マ ス。 (拍手 起リ 「憲政 > ^"ノ 爲メ  二 ハ{且 イダ ラウ」 ト呼ブ 者 ァリ) 吾 

吾 ハ斯ノ 如 キ瑰. W  ノ下 一一 飽 クマ デモ 此彈 劾ノ 目的 一 フ達セ ザ レバ 巳 マナイ モノ デ アリマ ス。 (拍手 起リ 「内容 貧弱」 ト呼ブ 者 ァリ) 

この 早速の 演 說に對 して、 政 友 會の堀 切 善 兵衞は 立って 反對を 試み、 伯の 秘密 出版物の 內容は 大部分 事實 であると 

斷じ、 これ：^ して 誣妄 にあら す、 ただ 後藤 內相 は大隈 內閣に 敬意 を拂 つて 事實 にあら すと 爲 せる のみ、 大隈內 閣の非 

行 は 天下 周知の 事實 なりと 攻撃した。 

一 

その後 を 受けて 伯 は 演壇に 立った。 この 時の 憲政 會の 妨害 は 劇烈であった。 傍聽. 席に あった 者 は、 屢 立場 內の罵 

聲 のために、 伯の 所論 を聽 取る ことが 出來 なかった 程であった。 

當 日の 衆議院 議事 錄は、 次の 如く 記して ゐる。 

國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) 諸君 モ御 承知 ノ如ク 出版法 -ー 於テ ハ 「凡ソ 機械 合 密其ノ 他 何等 ノ 方法 ヲ以テ スル ヲ問ハ ズ文 書圆畫 

ヲ 印刷 シ テ之ヲ 發賣 シ义ハ 頒布 スルヲ 出版 ト云 ヒ」 ト アツ テ、 先 ヅ 出版 ノ 定義 ヲ示シ テア ルノデ アリマ ス。 所ガ 出版 ノ 定義 ヲ 示 

サレタ $5  メ  -ー 、 出版 ノ 定義 ノ方カ ラ說明 スル コトガ 恐シク ナツ テ、 段々 問题 ハ變ッ テ居リ マス ガ 順序 ヲ以テ 鼓 申述ブ ル コトノ 

必要 ヲ認メ テ居リ マス。 (「男 ラシ ク」 ト呼ブ 者 ァリ) 隨ッ テ此 定義 -ー 相 當スル 示 |れ ガ アツ テ、 而シ テ 出版法 二 规定シ タル 屈出ヲ 

^シ 手綾ヲ 履行 セザ ルモ ノ ハ祕密 出版 ト ナツ テ法 禅上ノ 犯罪 行爲ト ナ ルべキ モノ デァリ マス。 (「問題外」 「決議案 ヲ 0-  」 ト呼. ブ 


者 ァリ) 祕密 出版 ト シ テ論ゼ ラ ル 、所ノ 事 <|3： ハ、 第一 - 一之 ヲ 發寳ス ルカ 若クハ 頒布 ス ル， ブ 必要 トス ルノデ アリマ ス。 然ル -ー 本大 

臣ガ 嘗テ此 印刷物 ヲ 調整 シ タ ル 一一 な £ッ テ ハ 、 發 K 若ク ハ 發賓 -I 類似 シ タ ル事 赏ハ無 イノ デァリ マス。 (「ソン ナ 事ヲ聰 クノデ ハナ 

ィ」 ト呼ブ 者 ァリ) 父 頒布 シタ ル コ トモ 無 イノ デァリ マ ス C  (I. 後藤. s 相 良心 ァ ルャ」 「出版法 ノ 題デ ハ ナイ」 ト呼ブ 者 ァリ) 

議長 广大岡 育造 君) 靜肅- 一：： 

^務 大臣 (男爵 後藤 新 平 ー體 出版法-一 所謂 頒布 ト アル ハ 不特定 ノ人 一一 向ッテ 頒布 ス ル コトヲ 申 スノデ アル。 本大！ ai ハ此ノ 印 

刷 物-一 付テ ハ 知已ノ 問、 械メ テ範圍 ノ狭ィ 信用 アル 特定 ノ人ヲ 選 ンデ贈 ロチン、 攻究 ノ 資料 一一 供シ、 其 眞ナル モノ ハ之ヲ 除キ、 其 

虚ナル モノ ハ 其 流說ノ 起ル所 ヲ防ガ ン トシ タノ デ アリマ ス。 尙ホ此 事 一一 付テ 攻究 N 材料 ト云フ コ ト -ー 付 テ餘程 低級 ノ人 ハ 之ヲ理 

解 スルコ トガ 出來ナ イノ デァリ マ ス。 能 ク此點 一一 付テ 誠意 ヲ以テ 攻究 セラ ル、 コトヲ 望ム ノ デァリ マ ス。 而シテ 此發賣 サぉク ハ頒 

布ト云 フ事實 ガ無ィ 以上 ハ、 祕密 出版 ト稱 シテ 出版法 一一 違反 ス ル モ ノダ ト云フ コ ト ハ 出來ナ イノ デァリ マ ス。 此 見地 カラ シテ先 

ロ豫谆 委員 會 一一 於キ マ シ テ、 本 大臣 、ノ  崎 君 一一 對シ、 君 、ノ 出版法 ヲ 承知 シ テ居ラ ル ルャ否 ヤヲ フ タノ デ アル。 Efi-I^t^:;: ハ q ソ ン 

ナ コトハ 脱線 ダ」 ト呼ブ 者 ァリ) 尾 崎 君 ハ知 ラヌト 答へ ラレ タノ デ アル C ソレ カラ 後 1. 議場 騒然) 

議長 (大岡 育造 君) 靜肅 二  。 

ぉ務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) ソ レ カラ 後 出^法 11 祕密 出版 ト云フ 論法 ヲ變へ タカ ノ如ク 見 H マ ス C 其錢へ タ コ ト -I 對シテ ハ是 

カラ 段々 申 述べ ヨウ a 大-ー ャルべ シ」 ト呼ブ 者 ァリ) 此尾崎 君ノ答 一一 ハ聊 カ驚キ 入ッタ 次笫デ アル。 依テ本 大臣 ハ 出版法 ノ 规 

定ヲ 陳述 シ テ祕密 出；^  ノ 性質 ヲ 說明シ タル 所、 尾 崎 君 、ノ 之 一一 對シ テ遂  一一 一 一一 一一 II  ノ答フ ル所ヲ 知 ラザル 次第 デァ ッタ。 然ル- 一 今此議 

場 -ー テ 問題 ト ナ リ居ル 出版物 ハ、 前 内閣 時代 調整 シ テ知已 朋友 一一 配ッタ モノ デ アツ テ、 決シ テ是ガ 出版法 -I 違反 シ タ 法律上 ノ犯 

罪 ト認メ ラ ル ベ キ事 實ヲ舍 ン デ居ル モノ ナラ バ 、 常時 恰 モ 尾 崎 君 ハ 司法大臣 ノ 要職 一一 居 ラレ タコト デ アルカラ、 必 ズ ャ 司法 部. S 

一一 於テ 問題 ト シ テ爬雜 剁块ヲ カメ ラレ タコ トデァ ラウ ト思ヒ マ ス C 併シ ナガ ラ 此 問題 一一 關シ我 司直 ノ^ 一一  ハ各 言 硬骨 ノ士ガ 

揃 ッテ！ ：w ル故、 如何 二 尾 崎 君 ガ 憲政 會 ヲ 標榜 シ テ 威勢 ヲ振ハ レ テモ、 之ヲ 如何 トモ スル コトガ 出來 ナカ ッタ n トハ、 想像 ス ル  一 I 
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餘 リアル コト デ、 過！； z 豫箅 委員 會ノ 席上 デ明. m 一一  申シテ アル。 是マデ ハ豫算 委員 會ノ 席上 デ. &シ タ コトヲ 繰返シ テ此 議場 -ー 申シ 

テ置 クノデ アリマ ス。 要 スルー I 事實ノ  3M 相 ヲ究メ ズ、 法规ノ 如何 ヲ顧 ミズ、 徒ラ -1 人ヲ 捕へ 罪名 ヲ擔 ハシム ルガ 如キコ ト ヲ公會 

ノ 席上 ニ於テ 忌憚 ナク 揚言 セラ ル 、 一 1 至 ッテ、 士君子 ノ恥ル 所デ、 其 ノ粗漫 橫著ニ 驚 カザル ヲ得ナ イノ デァリ マ ス。 (「何 ヲ朗讀 

シテ 居ル」 r 朗讀ヲ 許シマ セヌ」 ト呼ブ 者 ァリ)  . 

議長 (大岡 育造 君) 静肅 一一 願ヒ マス。 

國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) 斯ノ 如ク旣  一！ 豫算 委員 會 - ー於テ 質問 -I 對シ テ 明答 シテ置 イタ コト デァレ バ、 此事ハ 最早 終結 シ タ ル 

コト、 信 ジテ居 ッタ。 此度ハ 此 罪名 ヲ付シ テ法 捧上ノ 問題 ト スル コトハ 到底 出來 ナイト 悟サ レ タ爲メ  一一  0. 朗讀 ハイ ケマ セヌ」 

ト呼ブ 者 ァリ) 之ヲ 避ケテ 反省 處決ヲ 促 スト 云フ 決議案-一 出 ラレ タノ デァリ マ ス。 ：： (議場 騷然) 

議長 (大岡 育造 君) 靜肅- 一：： 

國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) 少シ 御分リ 一 1 ナラヌ 力. S レ マ セヌ。 此度ハ 到底 罪名 ヲ付 シテ^ フ コトガ 出 來ヌ、 法律上/ 爭が 出；^ 

. ヌ ト 覺悟ヲ サ レテ、 而シ テ反^ 處決ヲ 促 ス ト云フ 筆法 -ー 出 ラレ タノ デ アリマ ス。 然ル 一一 出版 ノ自體 違法 -I ァラ ザル コト旣 一一 明 力 

ナ ル所デ アツ テ、 決議案 ノ 理由 ト ス ル所ハ 當時新 平等 ガ 陰謀 圑ト シテ： ••( 「朗讀 ハ イカ ヌ」 「朗 讀ハ 禁ジテ アル」 「頭デ 演說セ ョ 」 

ト呼ブ 者ァリ 議場 騷然) 

此處に 至って 議場 は 全く 混 亂に陷 つた。 その 囂々 たる 狀態 は、 次の 速記 錄が 活寫 して あます ところがない。 

議長 (大岡 育造 君) 議事 ノ 進行/ 爲メ 一一 一  言致シ マ ス。 本 議場 一-於 テ 議事 ヲ 丁寧-一 ス ル爲メ 一一、 原稿 ヲ持 ッテ 演說ス ルコ トハ少 

シモ处 ロメ マ セヌ。 (「朗 讀 ハ許シ マ セヌ」 ト呼ブ 者 ァリ) 

議長 (大岡 育造 君) 唯今 朗讀 シテ ハ居 ラヌ。 (「 朗 讀シテ 居ル」 「議長 不公平」 ト呼ブ 者 ァリ) 

議長 (大岡 育造 君) 静カ -ー 御 聽キナ サイ。 (「議長 ノ 良心-一問 ヒ 給へ」 ト呼ブ 者 ァリ) 

議長 (大岡 育造 君) 望月 君、 何ヲ仰 シャル I— 此ノ演 境 一一 於テ 原稿 ヲ備 へテ 演說ス ルコト ハ各 總理大 E 在 來ノ赏 例 ガァリ マ ス。 


明瞭 ナル 演說デ モ尙ホ 1^ 稿 ヲ 備へテ 演說 スル コトハ アル ノデ アリマ ス。 演說 ヲ 丁寧 II スルー 一 於 テ 少シモ 差 支 アリマ セヌ。 r 「議長 

不公平」 ト呼ブ 者ァリ ) 

議長 (大 岡 育造 君) 原稿 ヲ讀上 ゲル ナラ. パ止メ マ ス。 (「原稿 ヲ讀 上ゲテ 居ルデ ハ ナイ 力」 ト呼ブ 者 ァリ： ) 

國 務大 E  (男爵後藤新平！！^^ 諸君 ノ 理由 書ヲ讀 ンデ ル ノデ アリマ ス。 

議長 (大 1： 育造 君) 露、 朗讀ス へ キ 場合 ハ 朗讀シ テモ 敢テ处 ロメ マ セヌ。 (「衆議院 規則 一-明 力 二 朗讀 ヲ禁ズ ト書ィ テア リ マ ス朗 

讀スル コトハ 出來マ セヌ」 「議長 發言 ヲ許シ テ居リ マ スカ」 ト呼ブ 者 ァリ) 

II 務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) 諸君 (「正々 堂々 ト ャレ」 ト呼ブ 者 ァリ) 諸君、 常時 新 平等 ガ 陰謀 闥 トシ テ：： (「 朗讀 ハ許サ ナイ」 

「徵 罰」 卜呼ブ 者ァリ 議場 騷然) 

議長 (大 1： 育造 君) 議長 ハ 更 一 一宣 吿致シ マ ス。 若シ 原稿 ヲ此處 デ朗讀 ス ルナ ラバ 止メ マス。 併 ナガ ラ 演說ヲ 丁寧 -1 スル 爲メー I 原 

稿ヲ備 ヘル ト云ブ コ ト ハ 議員 ノ 自由 デァリ マ ス。 世界 ノ演說 者 ノ例ヲ 御覽ナ サイ。 演說ヲ 丁寧 二 ス ル爲メ  二 原稿 ヲ備 ヘル コトハ 

差 支ァリ マ セヌ。  - 

國務 大臣 r 男爵 後藤 新 平 君) 諸君 ガ 提出 ノ 理由 デ アリマ ス。 諸君 ノ 提出 セラ レ タル トコ 0  ノ 理由 書ヲ朗 讀シ テ居 ルノデ アリマ ス。 

諸君 ノ 提出 セ ラ レ タル 理由 書ヲ 朗讀ス ル コトハ 勿論 常然ナ コトデ アリマ ス。 其朗 讀ヲサ レタナ ラバ 諸君 ハ恐 n シ イノ デ アル 力： 

:( 「何ガ 恐 n シィ」 r 餘計 ナロヲ 利ク ナ」 「默 レ」 「何ガ 恐 0 シィ」 ト呼ブ 者 ァリ) 

議長 (：大 岡 育造 君) 靜肅- 一。 (「何 ガ恐 口 シ ィ何ガ 恐。 シィ」 ト呼ブ 者 ァリ) 

議長 (大岡 育造 君) 戸井 君靜肅 二 11 議長 ノ 命令 ヲ奉ゼ ザ レバ 相 當ノ處 分 ヲ致シ マ ス。 (「何 ガ恐 n シィ」 「恐 n シ イト ハ 何事 デ 

ァリ マ ス」 ト呼ブ 者 ァリ) 

國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) 常時 新 平等 ガ^ 謀圑ト シテ 世上 一一 暄傳 セラ レ タル ：： (「何 ガ恐 n シィ」 ト呼ブ 者 ァリ) 

議長 (：大 岡 育造 君) 御 控へナ サイ。 (「構 ハ ズャル ベ シ」 「演 說ヲ 進行 ス ベ シ」 「恐。 シ イト ハ 何事 デ アリマ ス」 ト呼ブ 者 ァリ) 
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かう した 喧囂 の裡 に、 伯 は 更に 演說 をつ づけた。 

國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君， } 「常時 新 平等 ガ 陰謀 圑 トシ テ喧傳 セラ レ タル 企岡ノ 遂行， 一 便 一一 シ タリ」 ト 記載 シ テア リ マ ス。 當 

陰謀 國ナル モノ ガ アル ャ否ャ ハ知ラ ヌ 所 デァリ マ ス。 併 ナガ ラ諸 f_f; ノ理^ 書 二 ハ 左樣- 一書 ィテ アル。 常時 陰謀 國ハ ァリ ャ否ャ ハ 

知ラ ヌ。 併シ 諸君 ハ 陰謀 1: が アリシ 如ク 甞ィテ アル。 本 大臣 ハ 自ラ此 陰謀 则 二 加盟 シ タルコ トモ ナケ レバ 企テ タルコ トモ ナイ。， 

反 對黨ノ 憲政 會ノ 人々 ハ 、 常時 大 內閣 一一 反對ノ 意見 ヲ有シ タル 者ハ 皆 陰謀 園 ト認メ ルカ モ知 ラヌ。 (「ノウく」 「ヒャ く 下 

呼フ者 ァリ) 本 大臣 ハ 支那 一一 關ス ル 印刷物 プ 調整，〉 テ知已 二 之ヲ 贈呈 シ タルコ トハ、 畢竟 常時 內閣ノ 施 爲ヲ不 - 一考へ タ カラ、 

此施爲 ノー li^ リ タルコ 卜 國：^ ヲ 失 g^: セ シムル コトァ ラム コト ヲ恐レ テ 攻究 ヲ シ タノ デ ァ ル C  (「朗 讀 ハ 駄目 ダ 一 ト #,ブ き ァリ) 之 

ヲ 憂慮 シ タノ デ アル。 卽チ 一 而^ 家 ヲ思フ ノ 至誠 一一 出デ タル 者デァ ッ テ (「ノ ゥ く」 ト呼ブ 者 ァリ) 素 ヨリ 何等 ノ  ノ ヽ 1 アル 

譯デ ハ ナイ (「ヒ ャ/ \」 「ノウ/ \」 ト呼ブ 者 ァリ) "疋 ハ誓ッ テ；^ 一一  斷贯ス ル所デ アリマ ス ： ：( 議場 騒然) 

議長 (大 岡 育造 君) 靜肅 -1。 

. 國務 大臣 (後藤 新 平 君) 印刷物 ノ內容 一一 付テ ハ本大 E ハ其 事赏ヲ シ タノ デナ ィ カラ、 偽ハ素 ヨリ 保 證スル 所 デナ イト 云フ 

コ ト ハ 最初 力 ラ申シ テ居ル 。而シ テ當時 本 大臣 ハ 多少 其 間 一一 事 赏ノ認 ムべキ モノ ァ リ 卜信ジ テ居 ルガ 爲メ 一一、 憂慮 ノ餘リ -I 之ヲ 

知己 朋友 一一 分 ッ テ 攻究 ヲ 促シタ モノ デ アル。 

今日 ト ナツ テ ハ本大 E  ノ 敬意 ヲ表ス ル所ノ 同 ノー  人 タル 5;pEnil  ノ大 E が、 lij 一-事 K 無 极ノ旨 ヲ斷ー 百 サレタ 以上 ハ、 今更 之 ヲ疑フ 

餘址 ハナ イノ テア リ マ ス。 今日. -及 ンデ 一 段落 ヲ吿ゲ テ居ル 一一 拘ラ ズ、 常時 ノ事赏 遡リ 彼是 論議 ヲ試ミ ルハ恰 モ風ナ キー 一浪 ヲ 

起ス 如キデ アツ テ、 苟モ國 家ヲ憂 フル ノ 誠意 アル 者ハ 今：：：： 一-及 ン デ箪ヲ 發ィテ 蛇ヲ尋 ヌル ノ愚 ヲ學 ブ者ハ ナイ ノデ ァリ マ ス。 

斯賴ナ 事ヲス ルト云 フ事ハ 甚ダ深 ク歡ズ べキデ アル ト考 ヘル ノデ アリマ ス。 (笑. 錄起リ 「後藤 新 平 誠意 ァリ ャ」 ト呼ブ 者 ァリ) リ- 

上述べ タル 所 --據 レバ 本 決議案 ノ 目的 ハ 畢竟 本 大臣 ノ 一身 ヲ排 擠セ ン ガ爲メ  -ー、 惡意 ラ出デ タル モノ デァリ マ ス。 (「堂々 トャレ 

三 ノ. セ」 ト^プ 者 ァリ) 而シ テ本 大臣 入閣 以前 ノー 々タ ル 一 身 ノ行爲 ヲ捉へ 來ッテ 一面-一理 ノ 無キ 所-! 道理 ヲ， オシ、 而シ テ 


本案 ヲ 議場 二 提出 セラ レマシ タノ ハ 半面 -! 於テ ハ 本 大臣 入閣 以來 -_ 於テ 何；^  ノ 缺點ヲ 見出 ス べキモ ノが無 ィ爲メ  n  (r  ノウく」 

「大 缺點 ァリ」 ト呼ブ 者ァリ 拍手 起ル) セ 政會ノ 諸君 ハ 職務 上 ノ 行動 二 對シテ ハ敬^ シ テ居ラ レ ル！^  メ  -ー (，「 何 ヲ云フ ノダ .|f 無^ 

者」 ト呼ブ 者ァリ 議場 騷然)  、 

議長 (大岡 育造 君) 靜肅 - 一：： 

^務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) 信任 セ ラレ テ居ル ト云フ コ トノ 結； i ヲ や：.、 ス ルデ ハナ イカ。 (T ソ ン ナ結論 ハ ナイ」 ト呼ブ 者 ァリ： ^手 

起ル) 憲政 會ノ 人々 ガ 如何 一一 本 大臣 ヲ陷レ ン トス ルモ (笑 聲 起ル) 諸君 ノ 焦慮 セラ ルル コトガ アル モ其 效ヲ GJ- ル コト能 ハ ザル -ー 

苦シム ヲ知ル 二 難 力 ラザ ルノデ アリマ ス。 本 大臣 ハ 斯 ノ如 キ攻擊  一 I 對シテ ハ聊カ 面目 トス ル所デ アル。 (笑 * 摔起 ル .) 而 シ テ 本 大臣 

ハ 演說 -ー 付テ、 彼是 レ 諸君 一一 對シ テ 何等 力 辦解シ ャゥト ス ル ノデハ ナイ。 (「女々 シィコ トヲ云 フナ」 ト t- ブ 者ァリ 拍手 起ル 本 

期 議會/ 時日 剩ス 少ク ナッタ 今 H  - 一 於テ、 重要 ナル 議案 モ 堆積 シ テ居ル 折 柄、 區々 タル 本 大臣 ノー  身ノ事 一一 付テ (T 默レ」 「何 

ヲ朗 讀シテ 居ル」 ト呼ブ 者 ァリ。 小山 松壽君 「議長々々 衆議院 規則 百 十二 條 一一 ••：」 卜 言 ヒ 議場 騒然) 

議長 (大岡 育造 君. - 靜肅 一一 願ヒ マ ス。 小山 君：： 

國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) 貴重 ナル時 問 ヲ費シ 諸君 ノ 考慮 ヲ愤ハ ス コ 卜 ハ本 大臣 ノ甚ダ 恐懼-一 椹へ ザル所 デァリ マ ス。 (「何が 

恐懼 ダ」 ト呼ブ 者 ァリ) 上述 ノ如ク 本 大臣 ハ 決議案 ノ理 -£ 一一 對 シテハ 衷心 少シモ シキ 所. ガ ナイ。 (「ま 心-;^ シキ 所が アルカラ 

ダ」 ト呼ブ 者ァリ ：：>  亳 モ其赏 ヲ得タ ルモ ノト 認ムル モノ ガ ナイ。 卽チ本 大臣 ノ 行動 一一 付 テ更ラ -ー 自ラ顚 ミル，；^, シキ所 ナク、 俯仰 

天地 二 恥ヅ ル所ガ ナイ. ノ デァリ マ ス。 故 二 反^ 處 決ナド ハ認メ マ セ ス。 (「良心 ガ ナイ 力 ラダ」 卜呼ブ 者ァリ 拍手：； 5^ ル； 寧 D 今 

=1  ノ如キ 提議. ブ爲ス 諸 ノ 誠意 ヲ疑 フ者デ アル。 (「ノウく」 拍手 起ル) 故 一一 此黨與 ノ 這政會 ノ 提出者 ノ 黨與 ノ  ^^ぉ ガ 彼此 レ 首 

ハレ ルガ 此黨與 / 中- S ね政會 ノ 提出者 ノ 黨與 ノ 諸！？ ノ外ハ 之 ヲ顧ミ ラル 、人ハ ナ イデア ラウト 信ズ ルノデ アリマ ス C 提出者 ノ 諸 „ ？?^ ハ 

旣ー 一頓 ミラ レテ 居ルデ アラウ。 此 議場 一一 於テ 三分 ノ  一  ノ人 ガ嚣々 ス ル ダケ デ アル。 (「選 舉 干涉ノ 結果 ナリ」 「nfE シ イカ」 ト呼ブ 

者 ァリ) 三分 ノ  一  ノ 諸君、 少シク 謹聽シ 給へ。 (「後藤 君 餘リ. 0 々シィ コトヲ 一一 ーョ フナ」 其 他發言 スル 者ァリ 議場 騷然) 
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議長 (大岡 育造 君) 靜肅 一 1 ： •• (「三分 ノ 一  トハ 何ダ」 「議論 ヲ シテ カラ 後 ノコ トダ」 「ャル ベ シ く」 ト呼ブ 者ァリ 議場 騷然) 靜 

肅-ー：： 

國務 大臣 (男爵 後藤 新 平 君) 憲政 會ノ 諸君、 諸君 モウ 少シク ヨリ 多ク 忠良 ナレ。 ヨリ 多ク 偉大 ナレ。 (笑聲 起ル) ヨリ 多ク 立憲 的 

ナレ。 斯ノ如 キ區々 タル 問題 ヲ以テ 三分 ノ  一  ノカヲ 以テ、 三分 ノ  一  ノ數ヲ 以テ、 此 議場 ヲ投^ ス ルト云 フコト ハ愼マ レン コトヲ 

希望 致シ マ ス。 (笑 聲起リ 拍手 Sil ル) 

以上 を もって 伯の 演說は 終った。 さう して 採決の 結果、 この 內相彈 劾 案 は 否決され た。 

しかし この 後藤 攻撃 は、 これ を もって 終らなかった。 これ は 更に 一層 猛烈なる 勢 ひ を もって、 次の 議會に 現 はれて 

くるので あるが、 それ は 次 節に 於いて 述べる であらう。 

第 七 節 通常 議 會 

一、 軍 國議會 の豫算 

特別 議會を 終って 後、 寺 內內閣 の 政治的 立場 は 比較的 安泰と なった。 ただ 此の間 大正 六 年 四月に 米國 の參戰 したる 

と、 その 年 三月に 露 國にケ レンス キ ー 中心の 第一 次 革命 起り、 その 十月に は 遂に レ ー ニンの 社會 革命の 勃發 したる あ 

つて、 聯合 國の 一員た る 日本に も 亦 多大の 影響を及ぼした 爲め、 國 策の 根本に 幾多の 變化を 生じた のであった。 

又 他方に は、 日本 は 歐洲各 國がカ を 戰爭に 傾けて、 一 般產業 を 顧みる の 暇 無 かりし 爲め、 歐洲 よりの 注文 並びに 戰 


前 歐洲各 園の 市場たり し 世界 各國 よりの 注文に より、 國內產 業 俄然と して 勃組ハ し、 签 前の 好 景氣を 現出して ゐた。 

これが 如眞に 反映した の は、 大正 六 年 十一 一月 一 一十 五日 を もって 召集 せられた 第 四十 囘帝 國議會 であった。  一 

政府 は 歐洲戰 況の變 化に 基く 國防 計畫 を企圖 し、 同時に 國內產 業の 勃興に 隨 伴す る社會 問題の 對策を 講究した。 そ 

れが寺 內內閣 の豫算 として 議會に 提出せられ たので ある。 

-  一 

從 つて 此の 議會 は、 軍 國議會 たるの 色彩 頗る 濃厚であった。 卽ち 開院 式の 勅語に も、 

朕 ハ此ノ 時 一一 當リ、 國務 大臣 一一 命 シテ、 國防 ノ充實 其ノ他 國運ノ 伸張 一丁 必要 ナル 諸般 ノ計畫 ヲ定メ シメ、 大正 七 一 

年度 豫算案 及 法律案 ヲ帝 國議會 一一 提出 セシ ム。  ， 

と 仰せられ 給 ひ、 而 して 翌七年 一月 二十 二日、 4； 寸內 首相の 施政 演說 も、 次の 如く 論及して、 軍 國議會 たるの 色彩 を 明 

確に したので ある。  i 

11 講和 一一 關シテ ハ 聯合 與國ハ 最モ嚴 正ナル 態度 ヲ取 リ、 永遠 ノ 平和 ヲ得ル マデ ハ 干戈 ヲ戢メ ザルノ 決心 ヲ以テ 一 

戰鬪 一一 從事 シッ、 ァリ。 我 帝 國モ亦 同一 方針 ヲ以テ 此變局 一一 處シ萬 遣憾ナ キヲ期 セリ。 此ノ際 本 大臣 ノ最モ 憂慮 一 

スル所 ハ露國 ノ現狀 ナリ。 (中略) 國內 ノ擾亂 漸次 極東 ノ露領 一一 波及 シ、 動 モス レバ 帝國 ノ國是 トス ル 東洋 ノ 平和 一 

ヲ 危殆 ナラ シ ムル ノ虞ァ レバ 直 二 寒心 ニ堪へ ズ。 (中略) 政府 ハ 大正 七 年度 ノ豫 算ヲ 編成 ス ル 一一 當リ、 第一 ニ國防 

充實ノ 方針 ヲ定 メ、 陸海 軍 一一 就ィテ ハ增稅 一一 依 ルノ止 ムヲ得 ザルヲ 認メ、 之 一一 關スル 法案 ヲ 提出 セリ。 (中略) 尙ー 

時運 ノ 推移、 經 濟界ノ 趨勢 一一 鑑ミ、 自給自足 長へ 一一 經濟 上ノ獨 立ヲ期 スルノ 目的 ヲ以 テ之ガ 施設 一一 關シ 必要 ナル 一 

方策 ヲ講 ジッ、 ァリ。  一 
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かくして 議會に 提出せられ たる 豫算案 は、 國防 充實の 財源と して は、 先づ 海軍 艦艇の 補. 一 允 費と して、 七 年度 以降 六 

箇 年に 亙って 三 億 五千餘 萬圓、 陸軍 兵力の 充實 費と して、 七 年度 以降 十八 箇 年に 1 つて 五 千 五百餘 萬圓、 之れ に製鐵 

所 繼續擴 張费ニ 千萬圓 と、 義務教育 費 國庫負 擔額ー 千 萬 圓とを 合して 豫算を 編成し、 歳出 七 億 ニ千餘 萬圓、 歲人六 億 

八千餘 萬圓、 この間の 不足 を 政府 は 所得 稅、 酒稅、 自家用 醬 油稅、 組織 物 消費 稅、 砂糖 消費税 等の 新たなる 增稅に 依 

つ て補墳 しょうと 試みた ので ある。 

卽ち軍 國議會 の 豫算案 は、 決して 單 純なる 軍事 豫算 のみ を： HIg として 編成され てはゐ なかった。 軍備 充實に 要する 

財源 を 所得 稅、 酒稅、 組織 物 消费稅 等の 新たなる 增稅に 依って 獲得 せんとし たる 處に、 見逃がす ことの 出来ない 一大 

特色 を 傭へ てゐ たので ある。 換言すれば、 兹 に社會 政策 的 見地に 基く 稅制體 系の 確立へ の 努力の 跡 を 看過す る ことが 

出來 ない ので ある。 

かかる 豫算案 を 作成し 得た 根本的な 動因 は、 何處に 存在して ゐた ので あらう か。 

內閣 の- 1 總理 としての 伯 は、 財政 計畫に 就いても 亦、 伯 獨自の 立場から 重大なる 提言 を爲 し、 伯の 意思 を豫算 案の 

うちに 表現す る ことに 努力した。 

第 四十 議會に 提案 さるべき 豫算 案、 法雜案 等が 閣議に おいて 論議 決定 されん とする 直前に おいて、 伯 は 帝國肘 政の 

前途 を 深慮し て 財政 意見 を 草し てゐ る。 その 全文 を 揭げれ ば實に 左の 通り である。 

一 、 最近 銀行 利子 引 揚ノ爲 市場 一一 及ホ シ タル 實驗 ヨリ 推考 ス ル 一一 、 銀行家 ノ橫暴 ハ獨リ 政府  一一 H 糸 ヲ及ホ ス. 一一 止 マ 

ラス、 我帝國 滅亡 ヲ來 スノ虞 アル コト、 政 黨政派 ノ；； 铷橫 一一 讓 ラサル 危 41- アル コト。 


一、 船舶 管理 令ヲ發 布シ、 不自然 ナル 物價騰 $1; ヲ 制スル 爲メ、 暴利 ヲ貪ル ノ徒ヲ 取締 タル ハ可 ナレ トモ、 銀行家 

ノ暴橫 一一 放任 ス ル ハ 政策 不徹底 ノ嫌 アル 一一 非サ ルカ。 

一、 豫算 決定 切迫 セリ。 現 內閣ノ 眞價モ 之ト共 一一 發表セ ラルへ キノ 自然 ノ勢 ナリ。 

內地 々 方官 ノ 更迭 並 一一 臺 灣總督 ノ 更迭 モ斷行 セラ ルノ 時機 一一 際會 セリ。 

ェ部 省、 商務省、 拓殖 省 新設 モ此際 斷行セ ラル へキ 時期 ト認 ム。 

一、 公債 政策 並 一一 增稅廢 稅案モ 提出 セラ ル、 必要 ナリト 認ム。 

軍事公債  ， 

鐵直公 Ij 貝 

砂糖、 酒、 煙草、 並 郵便 電信 電話料 增加 

通行 稅ノ廢 止 

一、 軍事公債 中 一一 ハ單 一一 聯合 軍 援助 ノ爲 ノミ 一一 非 ラズ、 支那 ノ 文化的 征服 費 經濟的 協 助 費ヲモ 含マシ ムルノ 計畫。 

大正 六 年 十月 廿四 日夜  (花 押) 

一一、 伯の 豫算 折衝 

此の 四十 議會に 提出せ る豫算 は、 寺 內內閣 の 最初の 豫算 であった。 

何と なれば 第三 十八 議會は 組閣 匆々 の 際で、 新 豫算を 作る の 暇な く、 第三 十九 議會は 特別 議會 で、 一般 豫算 提出の 
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機會 でなかった からで ある。 從 つて 寺 內內閣 として は、 この 豫算は 全力 を 傾けて 通過 を 計らなければ ならなかった。 

然 らば 當 時の 衆議院 內の 形勢 は 果して 如何であった か。 土. -內 內閣の 後援に よって 第一 黨と爲 つた 政友會 は、 果して 

從 順に 此の 豫算 案に 協賛す るで あらう か。 

此の 時 各派 勢力の 狀態は 政 友會百 六十 四、 寇政會 百 十八、 國民黨 三十 六、 新政 會 五十一、 無所屬 十二であった。 

政 友 會はー 月 二十日の 大會 において 「厳正中立の 態度 を 持して 深く 時：：^ の 趨勢に 鑑み 至 誡を盡 して 國 家の 要務に 膺 

らむ」 こと を聲 明し、 國民黨 も 亦 二十日の 大會 において 「世界の 變局に 際して 國 家の 歩武 を 世界の 進 運に 調和し 政治 

の 心髓を 民生の 實 質に 契合して 國務の 革新 を圖 るべ し」 と聲 明し、 更に 又、 新政 會は 「其の 聲明 せし 前言に 基き 豫算 

及 法 徐案を すべし」 と 論じた。 かくの 如く 政 友會、 國民黨 並びに 新政 會の三 派と もに 寺 內內閣 の 施政方針 並びに 

施設の 如何に 依って、 議會に 於け る黉 否の 態度 を 決す ると 云 ふ 意見であった。 

而 して 憲政 會 だけ は、 一月 二十日の 同 黨大會 において 「我 黨はカ を 極めて 寺 內內閣 の 失政 を 排撃し 我黨の 主張 を 貫 

徹せし むる を 期す ベ し」 と 宣言して、. 寺 內內閣 排撃の 態度 を鬧 明した。 

玆に 於いて 衆議院に 與黨を 持た すして、 軍 國豫算 の 通過 を圖 らんと する 寸 內內閣 は、 正に 望 大難 關に迺 遇した 譯で 

あった。 

何人 かが 起って この 難局 打開の 重責に 任じなければ ならぬ。 而し てこの 重任 を擔當 したの が實に 伯であった。 伯 は 

政友會 並びに 國民黨 と 折衝して この 難：； 1； を 突破 せんと 企て、 先づ 大藏當 w をして！， 女 « 案 四 案 を 起草せ しめた。 卽ち左 

の 通りで ある。 


第 一 案 

、 通信 收入 中葉 畨ノ 引上ヲ 見合 ス コ ト 

、 通行 稅中 五十 哩 以上 若 クハ査 武等ヲ 存置 スルコ 卜 

右 補 sg- ト シ テ酒 稅查石 -ー 付 查圓ヲ ^加 ス ルコト 

第二 案 

、 通信 收 人中 葉書 ノ引上 ヲ兑 合ス コ 卜 

、 通行 稅中 五十 嗟 以上 若 クハ查 贰等ヲ 存置 スル コト 

、 淸涼 飲料 投ヲ 廢ス ル コ ト 

右 不足 補喷ト シ テ 

、 酒稅查 圓引上 ノコ ト 

、 所得 稅笫 一 種 甲 法人 / 税率 ヲ 幾分 改定 ス ルコト 

笫 三 案 

、 通信 收入 中葉 書ノ 引上ヲ OM ロハ ス コ ト 

、 通行 稅中 五十 隨 以上 若 クハ查 貳等ヲ 存置 スル コト 

、 淸涼飮 料税、 飴稅及 メリャ ス、 フ H ル ト稅ヲ 廢スル コ 卜 

右 捕場ノ 方法 トシ テ ハ 

、 ； f5 稅查 圓ヲ 引上ク ルコト 

、 所得 稅笫 一種 甲 法人 ノ 税率 ヲ 幾分 高ムル コト 

、 議院 建築費 ヲ 删減ス ル コ ト 
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第 四 案 

一 、 通信 收入仝 部ヲ 見合 ハ ス コ ト 

一 、 通行 稅中 五十 哩 以上 若ク ハ查 贰等ヲ 存置 ス ル コ ト 

右 捕壙ト シ テ ハ 

一 、 酒稅或 圓ヲ^ 徵ス ルコト  .  . 

一 、 所得 稅笫 一 種 甲 法人 ノ率ヲ 幾分 高ムル コ ト 

一 、 議院 建築 费ヲ 删減ス ル コ ト 

以上 ハ互 讓スへ キ 程度 順 二列 記シ タルモ ノー 一  シテ、 第三 案 迄 ハ已ム ヲ得サ レハ互 讓ノ餘 地 アル モ、 第 四案ハ 無理 ナリト 考フ。 

製鐵所 公債 支 辨-ー ハ絕 對-ー 不賛成 ナリ。 

£ 畑地 價 修正 费ノ删 除 -ー モ絕對 不同意 ナリ。 

• 以上 ノ外尙 想像 ス レ ハ諸案 アル へ キモ、 先方 ノ 意見 明確 ナル上 一一 於 テ，： 1: 考慮 ス へ キモ、 提案 ノ精 神ヲ 仝然 沒却ス ルカ 如キ 修正案 

-I ハ 斷ジテ 同意 出來ス 候。  以 上 

一方 政 友 食から は、 文書の 形式 を 以て 財政 當 局に 對し、 左の 如き 質問 を 送って 來た。 

政府 ハ 過： W  ノ 本會議 二 於テ、 必 スシモ 原案 ヲ 固執 セサル へ キヲー 百 明 セラ レ タルカ、 llj" 々ノ 所兑二 ョ レハ、 政府 ノ計 畫ハ 國 防充實 

ト稅制 整理 トノ  二方 針  一 I 基キ タル 力 如シ。 國防 ノ充實 ハ國家 一日 モ綾 フスへ カラ サル 問題 ナ レ ハ 、 之ヲ 今日 一一 於テ 承認 シ、 之 -ー 

要スル 財源 ノ捕充 トシ テ、 ：fs 稅 所得 稅ヲ 承認 シ、 臨 事 軍事 费ノ财 源-一充 ッ へ キ戰時 利得 挽ヲ 承認 ス へ シト 雖モ、 悅制 整理 卽錢 

減稅案 並-一之-一 關 スル^ 收 法案 ハ、 總テ 平和 克復 後-一 讓ルヲ 相？ お 卜 認メ、 此 際之ヲ 承認 セス。 

政府 ハ之 一一 同意 セラ ル 、ャ 否 言明 ァ リタ シ。 

これに 對し 肘 務當局 では、 次の 如き 態度 を 以て 囘 答し た。 


政府 ハ 1! 防 允！：：；/ 财源ノ 補充 トシ テ、 ^收 計畫 ヲ立テ タルカ、 ^收 計畫- ー付テ ハ、 專竇 El? ハ I 人ぶ ノ外 I 挽 ヲ爲ス コ卜 トシ、 、や-トシ 一 

テ 1： 稅及 所得税 -ー 於 テ收入 ヲ得ル 方法 ヲ立テ タリ ト雖 モ、 同時 二 税制 整理 ヲ モ併セ K 行セム トセ リ。 然ル -ー 税制 整理 ハ 主義 ト シ_ 

テ ハ之ヲ 否認 セラ レサ ル 以上 ハ、 政府 ハ 其 赏行ヲ 相？； FE  ノ時. 機 マ デ 延期 ス ル コト- 一同 意ス。  一 

稅制整 fM::: 行ノ 延期- 1 侬リ、 ：！J- -I 歳入 ノ 復活 ヲ lo- ル 以上 ハ、 政府 ハ强テ 通信 收人 ノ^ 加ヲ 岡ルノ 必要 ヲ認メ サルヲ 以テ、 通信 收 

入ノ 否決-一 モ亦 反對セ ス。 

一 

鼓に 於いて 伯 は 二月 三日 午後 八 時、 原 政 友 會總裁 を 芝 公園の 自邸に 訪れ、 豫算案 協定に 關 する 最高 折隨を 遂げた。 

一 

この 際 伯が 腹案と して 持って ゐ たの は、 次の 六點 であった。 それ を 伯 は 自筆 を もって 書き 殘 して ゐる。  一 

一、 國防 ハ少ク モ人ケ 年度 間- 1 涉ル 確定 計畫ヲ 必要 トス ル事 

一 、 國^ 充實 ノ财源 トシ テ -fs 稅及 所得 稅ヲ 主眼 ト ス ルコト  一 

一 、 製鐵 所所 要經费 ハ之ヲ 公債 支辨 トセ サル コ ト  一 

一 、 稅制 整理 廢減稅 ハ 主義 上之ヲ 否認 セ ス シ テ其ノ 遂行 ヲ 延期 ス ル コトハ 考慮 スへ シ  一 

一、 通行 稅廢. ハ之ヲ 友. 黨間ノ 協議- 1 依リ更 一一 考慮 ス へ シ 

以上 -I 依リ 財政 經畫 上收支 適合 セサル 所 ハ酒稅 ノ^ 率 並 所得 稅笫 一 種 甲 法人税 率ノ 幾分 ノ引上 -1 依 リ之ヲ 補喷ス ルコト  一 

原 邸に おける 會談は 約 一時間に 1 つた。 その 間に 伯 は、 右の 六點 をカ說 して、 原の 説服 を 試み、 協定 は 遂に 成立し 一 

た。 さへ つして この 夜 成立せ る 協定の 要領 を、 伯の 手記 は 次の 如く 記して ゐる。  一 

」 

. 大正 七 年 二月 三日 夜 於 原 邸  一 

一、 II 防充 實案ハ 政府 ノ 提案 ヲ 否認 セス  ， 

一 、 政府 豫^ 案 並^ 税法 律 案-一 ョ レハ、 國 防 ト稅制 整理 トノ雨 意義 ヲ有ス ： 然ル 一- 稅制 整理 一- 關シテ ハ 今錢減 稅ハ、 義上 之ヲ否 

第三 章 寺. 閣 時代  七 八 九 


第 七 節 通 常議會  七 九 W 

アル。 此 一一 於 テ^ビ 本- ^"二 於テ更 一一 其邊 ノ調奄 モナ ク、 貴重 ナル 問 貴重 ナル 議場-一 漫然 トー 一 H ハ レ ル ト云フ コ ト 一一 付テ ハ、 之 一一 

甚ダ 辦解ヲ 努ムル ト云フ コトハ 狂人 一一 和ス ル非 狂人 ノ誹 ヲ免レ ヌ コト ヲ虞レ ルノデ アリマ ス。 义世 一一 匿名 ノ投害 若ク ハ 匿名 ノ文 

書 ヲ以テ 侗人ノ 行動 ヲ 是非 ス ル ト云フ コ トハ、 誠意 ヲ缺 キ不眞 而目ナ 舞 文 -I ナ ル ト云フ コ トハ、 是ハ 今日 ノ 文明 世界 ノ 紳士 

生活 一一 於テ、 最モ明 カナコ トデ アリマ ス。 然ル  一一 ^^名若ク 、ノ 偽名 ヲ以テ 害 力 レ タル 所 ノ モノ-一  對 シテ、 反 駭ス ル事ハ S ダ 大人 氣 

ナ キ事デ ァ"、 要ラ ヌ騷投 ヲ醜ス コトデ アリマ ス。 是等 ノ事ハ 自然 明 カナ ル ヲ待ッ ガ常 然デァ ルト 考へテ 居ル。 所 ガ今ャ 本 議場 

二 於テ、 帝^ 議侖； ： ノ議员 タル 田 中 君-一 於テ問 フ听ト ナッタ カラ、 唯今 承ッテ -t 解 ノ機ヲ 得 ルト思 ッテ、 喜 ンデ此 所-一 多少 ノ. 呤 問 

ヲ妨ゲ テ モ申 述べ テ見 タイト 云フ 念慮ガ 勃然 ト シ 一で；^ ッ タノ デ アリマ ス。 (「謹 聽」 ト ブ者 ァリ) 然ル 一一 其首ハ レル ノ モノ ハ 

何デ アル カト云 フト、 矢 張 其 匿名 舞 文 曲筆 ノ外ニ 出 デナ カツ タト 云フコ トハ、 甚ダ 遣憾卜 ス ル所デ アリマ ス。 而シテ 中 君ハ此 

日本 新聞 -I 書 イタ 所ノ 曲論 ヲ捉 へ來 タッタ 外、 何物 モ無 キコ トヲ 遣憾ト 致ス丈 一一 過ギ ナイ ノデ アリマ ス。 

斯 ノ如キ 事赏ノ 曲解、 閑 文字 ノ戲レ 一一 對シ 唯々 無 恨 虚妄 ノー 一 rrr ナリト 聲明ス ル コ ト ヲ憚ラ ヌ丈ノ コ ト デァリ マ ス。 义財產 ヲ洗ッ テ 

見セョ ト云フ コ トデァ ルナ ラバ、 m 中 君 自ラ苦 シ洗ッ テ見 セタ所 一一 於テ、 ：止然 タル モノ、 ガ アツ タラ、 如何 ナル 責任 ヲ執ラ レ ルカ 

ガ明 カデナ ケ レ バナラス。 唯々 新閗 一一 出タ モノ ヲ持ッ テ來タ カラ、 斯 ゥ云フ コト デァ ルナに 、云フ コ トデ、 ソン ナ硇デ ハイ カヌ 

ノ デァリ マ ス。 斯樣 ナル事 ハ私ハ 紳士 トシ テ丈 デモ 甚ダ W ム所 デァリ マ スガ、 議場 ノー 百 トシ テ、 斯 ノ如キ 無根 虛妄ノ 言 ヲ 以テ、 

苟モ 帝國ノ 内閣 員 一一 向ッ テ攻擎 ヲ試ミ ヨウ トーみ フ 事ハ、 少 シ 御竹ミ ニナ ッテ モ {几 カラ ゥト； 4 ハ考へ ルノ デ アル。 乂帝^  ノ 1^ 義ノ 

上 カラ モ、 自分 ハ S ダ IE ム所 ダト考 へ マス。 是 レ或ハ 田 中？；；  ノ 筆法 一一 依 ッタナ ラバ、 自分 ノ事ヲ 棚-一 上 ゲテ、 人ヲ攻 メルト 仰シ 

ャ ルカ モ知 ラス。 ソレ ハオ 互- -攻 メナ ケレ バナラス モノ ト考 へテ 苦言 ヲ呈ス ルノデ アリマ ス。 而シテ 若 シ私ノ 財產 ヲ洗ッ テ見タ 

イト 云フ コトデ アツ タナ ラバ、 先ヅ 第一 二 誠 .K-! 御調べ ュ ナ ルナ ラバ、 一 M 役所-一行 ッテ 後藤 新平ハ 一級 選舉 民トナ リシ 力、 何年 

何月-一 ナ リシ 力 ヲ 一 ッ 御調べ 一一 ナ ルノガ 必要 デ アル。 而シ テソノ 一級 選擧 民トナ リシ ハ 何年 何月 何物-一依 リ ナッタ ノデ アル 力、 

之ヲ 調べ テ觅 タナラ バ、 次 ハ 卽チ 登記所 ニ行ッ テ兑レ バ分ル ノデ アル。 是ハ 少シ 此听デ 斯樣ナ コ トー- 對シテ 一 一 百モ云 フ愤？ 


ィ トス レバ 又  一一 rs フト 云フコ トハ、 少シ 可笑シ イカ シラ ヌケレ ドモ、 其 位 一一 申 上 ゲヌト 少シ分 ラナ イカ ト思 フ、 田 中 君ハ。 ( 笑聲 

起 ル) 私 ハ少シ 申 上 ゲテ兑 タイト 思フノ デ ス が、 議場 -ー 數分時 御許ヲ 願ヒタ ィ。 私ノ 一  級 選 舉民ト ナツ テ ルノ ハ、 .t^ 布區 二 於 

テ む 千坪ノ 屋敷 ガ アルカラ デ アル。 其 邸 ハ 何時 幾日 一一 買ッタ モノ， テア ルカ。 明治 二十へ 年 -I 買ッ タノ デ アル。 幾ラ デ買ッ タ ノ デ 

アル 力 ト云フ コトハ 传明デ ァ ル。 明治 二十へ 年 ト云フ ノハ、 私ハ 相 馬 事件 - 一座 シ テ、 牢 カラ 出 タ時デ アル。 其 時 二方 ッ テ 各地  一 I 

於テ 同情 ノ 人が 翕然 ト シ テ私 二 之 一一 對 シ テ 何等 力 ノ 一  臂ノ カヲ盡 サゥト 云フ事 一一 ナツ タノ デ ァ ル C 其 中 一一 名 古 屋大阪 一一 於ケ ル所 

ノ  ^^友人 ガ翁然 ト シ テ 之 - 一力 ヲ致 サゥト 言 ッ タノ デ アル。 其 時 - ー私ハ 決シテ モウ 役人 -ーナ ラヌト 云フ考 ヲ有ッ テ居ッ タ爲メ 一一、 

大阪 祌戸ノ  -ー  住へ ト云 フコト ヲ勸メ ラレ タ友 人ガ 居ル。 ソレ等 ガ卽チ 「ミル メ」 ノ 海岸 一一 於テ 地听ヲ 買ッ テ晃レ タノ デ アル。 

ソレ卜 同時-一 東京 ノ方ノ 知人 ハ 是非 東京 -I 居レ ト云フ コトデ アツ テ、 朿京デ 買ッ テ旲レ タノ デ アル。 卽チ 其 初 ハ 竊布新 糊 町 -ー 

於ケ ル 所 ノ地 听デァ ッ テ、 三千 二百 圓デ 買ッ タノ デ アル。 チャント 明-一 ナツ テ居 ル。 阿川 光裕 ノ世 話デ 買ッ タノ デ アル 11 モウ 

立 シ ゥ ゴ ザィ マスカ。 モ ゥ少シ 申上ゲ マセゥ 力。 (「謹 聽々 々」 ト呼ブ 者 ァリ) ソレ カラ ソレ ハ、 卽チ 三萬圆 一一 賣レタ / デ アルト 

云 フ事ハ 籠 所 一一 アル ノデ アル。 ソ レ カラ 今 アル 所ノ七 千坪ノ 地所 二 千 坪 ト五千 坪、 其 五 千坪ヲ 二.^  t へ 年 一 萬 圓デ買 ッ タノ デァ 

ル。 初メ 安場 保 和 ガ買ッ タ / デ、 卽チ其 者 ガ其儘 私 一一 讓ラ レ タノ 1 ァ アル。 一 萬圓デ アツ タ ノ ガ今 ノ卽チ 三十 だ-萬 圓ノ 値打ガ ァ ル 

事 ハ明デ アル。 是卽チ 造物主- 力-一依 ッ テ得タ ノ デ ァ ル。 是等 、, 恐ラ ク 田中蕃 立 君ハ、 此 造物主 ョ リ 13- 放サ レタ モノ ト见テ ぉル 

デ アラウ。 自ラ^ ミテ其 地位 ヲ ii^ ヘラ レタナ ラ バ 分ルデ アラウ。 

唯 言フ。 田 中 君^ ホ 偉大 ナ レ尙ホ 忠實ナ レト答 ヘル ノ外 何事 モア リ マ セヌ。 

伯の この 演說が 終った とき、 滿堂は カ强き 同情の 拍手 を 逢った C そして それ以来、 伯の 資産に 關 する 流言 浮說 が， 3 

んだ。 

また 三月 一 一十 日の 贵族 院本 會議 において は、 選擧法 別表 改正案 を 衆議院より 政府が 撤囘 したの は 怪しから ぬ、 これ 

は 貴族院 改正の 附 合に 提出した ので はない かと 憤慨して、 江 木 千 之が 伯に 質問 を 試みた。 伯 は 事務的に 餘 りに アツ サ 
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リと答 辯し 過ぎる ので、 江 木 はしき りに 追及 するとい ふ 小論 戰を 展開した。 しかし これ は 江 木が 結局、 

幾-度 御 尋ネィ タシテ 見 テモ、 慎重 ニ考へ タト 云フ 言葉 ヲ 五 遍 モ 、 六 遍 モ 繰 返 へ サル 、 一一 過ギ ナイ ノデ アリマ ス カラ、 此 問答 ハ 果 

シ テ 如何 ナ ル モノ デ アル カト 云フコ トハ、 今日 ノ 速記 ノ儘之 ヲ國民 二 示 ス外ハ ナイ 卜考へ マフ、 ルカ ラ、 此ノ 質問 ハ 、 此 以上 質問 

スル ト云フ コトハ 無用 ト 本員 考 へ マスカラ、 ソレ ハ止メ マス- ガ、 要 スルー 一 政府 ハ 誠意 モナ ケ レバ 誠心 モナ イト 考へ ルノデ アル。. 

と 述べて、 質問 を 打 切り、 何等 大事 を 惹起す る ことなくして 終った。 

四、 寺內 首相に 呈す るの 書 

議會內 に 於いて 政敵 痛撃の 標的と なって 奮鬪 しつつ ありし 伯 は、 他方 內 部に 於け る 閣僚の 行藏に 就き、 頗る 快し と 

せざる ところがあった。 それ は 察する に 此の 時に 萌した のではなかった。 遠く 前年 總選擧 の 日に 端を發 し、 更に 外交 

問題に 關 する 態度に 關 して、 ます 甚し きを 加へ たる ものの 如くで ある。 

會期 半ば を 過ぎた る 三月に 人る に 及んで は、 伯 は 永く この 內閣に 止まる も、 到底 國 家の ため 匪躬の 節を盡 すの 難き 

を 痛感す るに 至った ものの ごとく、 遂に 筆 を 取って、 左揭の ごとき 辭意を 手記した。 

大正 七 年 三月 二日 (花押) 

一、 現內 閣ハ此 情勢 一一 任 カセ、 次 ノ議會 迄 推移 スルコ トハ、 國 家ノ爲 利害 如何。 

一 、 現在 ノ 閣僚 ハ此 國運ノ 危機 一一 任ス ル覺悟 ァリャ 否ヲ疑 サルヲ 得ス。 

：、  < ぷハ此 際 先 內閣ヲ 去リ、 閣外 ヨリ 援助 スルヲ 以テ、 國 家並 二 現內閣 ノ爲ニ モ兩善 ノ策ト ス。 


一、 內閣ヲ 去 ル-ー 臨ミ、 閣僚-一 對シ、 忠 實ナル 友誼 的 警吿ヲ 試 ミント 砍ス。 

一 、 閣員 最 一 層眞 面目 一一 偉大 一一 周到 一一 ァ ラン コトヲ 望ム。 

この 辭職 決意の 覺 書に 關聯 する 文獻 として ー寺內 首相に 呈す るの 書」 が殘 されて ゐる。 この 書が 認められ たの は 三 

月 中の ことで ある。 

この 書のう ちに 於いて、 伯 は 寺 內內閣 今後の 施設に 就いて 重大な 献言 を 行うて ゐる。 殊に 外交 政策に 就いては、 世 

界大戰 とい ふ 異常な 國際 現象 を對 象と しての 對策 二つ を 記載し、 これ を 第一 案、 第二 案と いふ 名 稱を附 して 詳述して 

ゐる。 その 全文 は實に 左の通り である。 

現內閣 成立 ノ初、 世人 往々 其ノ持 續ノ長 カラ サル へキヲ 思ヒ、 S シ キー 一至 リテ ハ呼フ 一一 三 筒 内閣 ヲ以テ スルモ ノア リキ。 蓋シ 

何等 黨派 的拫據 ナク、 所謂 無援 孤立 ノ 内閣 ナ レ ハナ リ。 然ル- ー此レ 等ノ豫 想ノ中 ラス シテ、 能ク 今日 アル ヲ致 セル ハ、 畢竟 閣- > 

力 至誠 一貫 ヲ以テ 終始 セラ ル 、ト、 人 皆 時局 ノ 重大 ナル -ー變 ミ、 政 權ノ爭 奪 ノ弊ヲ 幾分 緩解 シテ、 眼ヲ 大局 ノ上ニ 著ケ、 ^カヲ 

國 家-一 傾 クル ノ 必要 ヲ自 覺シ タル トニ. e ル ハ論ヲ 待タサ ル听、 而シテ 其 ノ最モ 著大 ナル 顯象ハ 外交 調 杏會ノ 成立 卽チ是 レナ リ。 

不肖 ハ 固ョ リ 今日 ノ 同會ヲ 以テ、 目的 ノ仝部 ヲ達シ タリ トハ 一一 目 ハ サ ルモ、 成立 ノ後未 タ久シ 力 ラサル 二 モ拘ハ ラ ス、 赏際 獎多ノ 

效果 ヲ見ハ シ タル ハ 閣下 / 熟知 セ ラル 、所ノ 如シ。 但タ赫 々ノ 功ヲ以 テ內外 一一 臨ム 一一 足 ラサル ヲ憾 ミト スル ノミ。 

倩々 按ス ル 一一、 開闢 以來 三千 年、 生ヲ 日本 帝國 一一 稟ケ タル モノ 幾 億 萬ヲ以 テ算フ へ シ。 中-一就 キ申ス モ畏シ 上 -! 中興 ノ 英主 明 

治 天皇 在 マ シ、 下 二 輔翼 ノ賢 臣ァ リテ、 維新 ノ鴻 業ヲ 成就 シ、 眇 タル 東洋 ノ 日本 ヲ シ テ 世界 ノ 日本 タラ シメン トシ タル 抱負 ハ、 

早 ク旣- ー當年 一一 萌芽 ヲ發 セル ヲ觀 ル。 

今日 非常 ノ 時-一 常リ、 閣下 ハ 内閣 ノ 首班 一一 居 ラレ、 赏 二 七 千 萬 同胞 中 責任 ノ第 一人者 タリ。 而 モ旣往 現在 一一 於テ 唯一 ノ 責任者 タ 

ル ノ ミナ ラ ス、 將來ノ  nz 本 臣民 一一 向テ、 將タ 永遠 ナル 國家ノ 運命 二 對シ テ、 安危 禍福 ノ 分岐 點 -I 立 テル 今日 ノ 政府 ヲ雙肩 - 一 荷 ハ 
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ル 、 二 於テ、 閣下 ノ青 任ノ更 一一 重大 ナ ルヲ念 ハス ンハ アラス。 而 シ テ 閣下 ノ爲 幸 力 不幸 力 不肖 微力 ヲ以テ 閣下 ノ選簡 ヲ辱ク シ 

テ、 閣班ノ 末ヲ汚 スト 雖モ、 非材 何等 ノ e フ爲サ 、ル ハ、 衷心 慚愧 ニ堪 へサル JW - 一  シテ、 寧 口 返テ別 一一 閣下 ノ 知遇 -ー 答 フル ノ道 

ヲ坂ラ ンカト 考慮 シ タル モノ、 其ノ 幾间 ナルヲ 知 ラス。 今仍 ホ 閣下 ヲ 輔佐 ス へ キ 適仵者 ヲ 薦メテ 不肖 ノ後ヲ 繼カシ メン卜 スルノ 

志 念絕ュ ル コ 卜 ナシ。 是 レ閣； トノ爲 -ー自 ラ計ル 一一 ァラ ス シテ、 閣下 力 今上 及ヒ 先帝 兩 陛下 ノ御烕 霊-一 對シ奉 リ、 夙夜 國家ノ 

爲-ー 辛勞セ ラル 、至誠 ヲ 親シク 見聞 ス ル不小 =： 力、 微力 ヲ盡シ 赤誠 ヲ致 サン 卜 シ テ、 惱 T 苦，： HI ラ禁 シ難シ トス ル所 ナリ。 次 一一 聊カ愚 

案ノ 存スル 所ヲ披 港シ、 以テ 閣下 ノ至 敎ヲ仰 カン トス。 

一 、 今 ロノ 時局 -1 臨ミ、 閣下 以外 首相 ノ最 適任者 や ル へ キ人ナ キハ、 不$"  ノ諛辭 I- アラス シテ、 恐 ラクハ 一 部黨人 ヲ除ク 天下 萬 

衆 / 首肯 ス ル所ナ ラン。 故, 一 閣下 ハ 一 曆 自重 發蜜 セ ラレ、 必要 ノ 場合 或 ハ 内閣 一部 ノ 改造 ヲモ 斷行 シ テ 責任 ヲ 4- ク セラ レサ ル 

へ カラス、 此ノ題 案 一一 對シテ ハ別 一 1 卑見 ァリト 雖モ、 今叨リ 二 開陳 ス ルヲ 愼ミ、 閣； 卜ノ 垂問ヲ 待テ徐 0  二 其ノ 細目 ヲ 中へ ン卜 

ス 0 

一、 現時ノ 世界 戰爭ニ 對シ、 滔々 タル 時俗ノ 出兵 論-一 惑ヒ、 或ハ 政爭ヲ 外-一 韓向 セシメ ン トシ テ 出兵ヲ 說キ、 义ハ M 循姑息 受動 

的 一一 其ノ成 ヲ待ッ モノ、 如 キハ、 素 ヨリ 閣下 ノ採 ラレ サル听 ナルヲ 以テ、 此レ等 一一 對シテ 進 首 ス ルノ耍 ナキヲ 知ルト 雖モ、 不 

小 2： ハ 時局 ノ變 轉-ー 應シ、 深慮 熟 察 ヲ重ネ タル 後、 時流 ヲ 超脱 シ、 卓然 タル 3M 人道 ヲ 尊重 シ、 公！ ナル 平和 ノ恩 澤ヲ五 世界一 一 被 

ラシ ムへ キ 見地 ョ リ、 一 大 斷案ヲ 下シ テ 勇往邁進 ス ルノ耍 アルへ キヲ 信スル モノ、 閣下 ノ 聰明 必 ス 成 竹ノ存 スル モノ アル ヲ疑 

ハ ス。 而カモ 高見 ノ 鄙懷ト 一致 スル 所 多 キ ハ 、 不货 カ侖" 心ノ欣 トス ル所 ナリ C 

一 、 今日 ノ 大局 - 一虚 シ テ 最後 ノ 斷案タ ル へ キハ、 徒 一一 現狀 -ー捉 ハル 、 コト ナク、 遠ク 將來ヲ 達觀シ テ樹ッ ル大 策ナラ サルへ カラ 

ス。 是ヲ以 テ先ッ 米！！ ノ 3M 意ヲ 試ミ、 果シ テ彼ハ 帝國ト 協同 ス ル 決心 ヲ有ス ル ャ否。 彼 ハ其ノ 協同 ヲ持 績ス ル ノ實カ ヲ有ス ル 

ャ否ヲ 究メ、 然ル 後、 現在 彼 力 單獨不 講和 ノ 外-一 立ッヲ 利用 シテ、 我 亦單獨 不講， 和 ノ盟- ー加ハ リナ カラ、 其ノ 地位 關 係-一 於テ 

他ノ 聯合^ 側ト 事情 ブ異 -I ス ル 自然ノ 形勢 ヲ 活用 シ、 愛一 一 u 米 協同 ノ カノ.^ 一一 、 世界平和 ノ爲- 一 調停 的干涉 ヲ試ミ ル方 55^ ナキ 


ャ 否。 卑見 ヲ以 テス レハ、 此ノ事 タル 必ス シモ 絕 51- -ーァ ラサル ヘシ。 不肖 ハ 現內閣 成立 以前 二 於 テモ、 或ル 機會 一一 乘 シ 我 IT  ノ 

考慮 ヲ費ス へ キー 大計 策タ ルヲ 思ヒ、 講究 久シキ 二 亙リ、 稍々 領侖" セリ。 未 タ曾テ 之； N  u 外セサ ルモ、 前內閣 時代 以來 胸中 常 

- 一往 來シ、 帝國ノ 大局 一一 處ス ルノ 道ヲ考 フル 毎-一、 此ノ. 一法 一一 想 及 セサ. - コト ナシ。 故- 1 假リ- 一之 ヲ以テ 第一 案 トス。 

一、 若 シ米國 一一 シ テ其ノ 誠意 赖ム 二足 ラ ス トシ、 乂其ノ 持 績ノカ 到底 日本 トノ 協同 ヲ令 クシ テ、 仲介. 1 停 的 干渉 ヲ善ク 七サル モ 

ノト 認ムル トキ ハ、 此ノ 場合 止 ムヲ 得ス、 獨逸カ 近 者 我 -I 對シ テ 多少 ノ 秋波 ヲ送ル モノ  、如ク 推察 セラ ル 、理由 アル ヲ逆ニ 利 

用 シテ、 適當 ノ機會 -I 於テ 背德ナ ラサル 手段 ヲ携 ヒテ、 何等 力 彼ト意 a- ヲ 交換 シ、 博愛 正義 ノ點 ヨリ、 世界 戰爭ノ 終結 ヲ 速力 

ナ ラシ ムル爲 一一 努力 ヲ試ミ ル コト、 亦 講究 ノ價 値ナキ  一！ ァ ラサル ヘシ。 假 リー 一之 ヲニ某 トス。 

すな はち 伯の 第一 案と いふの は、 米國と 共同して、 講和 成立の ための 調停 的 干涉を 試むべし との 案で あり、 第二 案 

とい ふの は 日本 單獨 にて、 世界 大戰の 終結 を 速 かなら しむる ために 努力す るの 案で ある C 而 して 伯 は、 

以上 第 一 案 第二 案 ト云フ モ、 固 ヨリ 二者 優劣 輕重ァ ル 一一 アラス。 唯 X 第一 案 一一 シ テ採ル へ 力 ラサル 卜 キハ、 寧 n 第二 案ヲ m ウル 

コ ト 、 帝^  ノ爲ニ モ又 世界 ノ爲 一一 モ 有益 一一 アラス ャト 思惟 セル 假設案 - 一過 キサル ハ 勿論 ト ス C 

と說 明した る 後、 進んで 主動的 外交 政策の 急務 を說 き、 特に 對支 外交 政策に ついては、 特使 を 派遣して 日 支 提携の 實 

を 擧げ獨 逸の 東方に 對す， る 野心 を 阻む と共に、 米國の 偽装 的 侵略 主義に 對抗 して、 帝 國傳統 の 國是を 中外に， K 揚 すべ 

しと 論じた。 

一 、 前記 第 一、 第二 孰レノ 案ヲ實 行スル -I モ セョ、 現在 ノ狀態 -1 拘束 セ ラ レ曠日 彌久、 受動的 一一 安スル 間ハ、 到底 之ヲ 斷行シ テ 

好果 ヲ齋ス へ キ新 ナル" 大地 ヲ開ク コト 難シ C 而シ テ此 ノ如キ 乾坤 一擲 ノ怏斷 二 出 テント 欲 セハ、 ^多ノ 準 僦 ヲ要ス へキハ 勿論 

ナリ。 其ノ 一  トシ テ ハ、 是レ マデ現 內閣カ 支那 一一 對シテ 執レル 方針、 殊-ー 最近 決定 セル 對支 政策 ハ、 之 力 準備 行^ トシ テ其ノ 

i 且キ ヲ得タ ル モノ ナリト 雖モ、 更 ；ー 效 果ヲ顯 著ナラ シ メン爲 一一 ハ、 一 步 ヲ進メ テ此ノ 際 適材 ヲ 朝野 一一 简拔シ テナ 乂那 一一 派 逍シ、 
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或 ハ 特命 的ト シ或 ハ 無 使命 的ト シ テ、 我 力 政府 ノ 意思 ヲ彼ノ 政府 常 局 者 一一 致シ、 同時 一一 民 問 有力者 ト モ 接觸シ テ權威 アル 說明 

ヲ 試ミ、 幸 一一 彼， 了解 ヲ得 ハ、 此 一-亜 钿亞 -I 於 ケル笨 固ナル 同盟 的 結合 ヲ 形成 シ、 文 的-一武 的- 1 完仝 ナル 一 大勢 カヲ內 外-一 示 

フ、 一一 足 ラシ ム ル ヲ 得ン。 而シ テ之 ヲ以テ 印度 及 ヒ露國 -ー及 ハン ト フ、 ル 獨逸ノ 勢力 -ー 對シ、 彼 ノ輕侮 ヲ防ク -ー 卜 分 ナル核 威ト實 

カトヲ 併有 ス ル モノ タラ シムル トキ ハ、 假令獨 逸 力 印度 ヲ侵サ ン トス ルモ、 父露國 ヨリ 西 伯利亞 II 人ラ ント ス ルモ、 以上 ノ 一 

大勢 カヲ 排除 スル 爲メ、 獨 逸ハ更  一一 E 多ノ 勞カト 幾多 ノ年 听トヲ 經サル へ 力 ラサル ヲ 自覺セ サル理 ナシ。 獨逸カ 印度 及 ヒ露國 

-ー 對 シ テ 侵略的 野心 ヲ 有スル コ 卜ハ、 最早 議論 一一 ァ ラ シ テ 事實ナ リ。 唯々 其ノ 行動 ノ 上  一一 ？ほ性 力 急性 力 ノ 差別 アル ノミ。 

更 -I 米國/ ilM 意ヲ 忖度 セ ン- 一、 彼ハ 所 道義 的 侵略、 H.- 義 ヲ抱ク モノ-了 ンテ、 換言 ス レ ハ 公義 人道 ヲ被 衣ト セル 偽善 的 一 大 怪物 

- 一外 ナラ ス。 現在 大統領 ゥヰル ソン ノ  i ロ道ス ル听ノ モノ 力 稍々 成功 ス ルカ 如ク見 ュ ル 二 隨ヒ、 其ノ 怪杓ノ  t^. 體 / 顯現 セ ラル、 

ハ寸 疑ヲ容 レサ ル所、 故-一 獨逸 國人ノ 主義 ト米 國ノ民 本、 王義ト ぺ 畢竟異^>?同物タ ル コトハ 否認 スル ノ餘地 ナン。 是 -ー 於テ乎 

日本 ハ帝國 固有 ノ 光輝 アル 民本主義 ヲ 基礎 トシ、 三千 年來ノ 傳統的 皇室 中核 ノ 大道 ヲ發拇 シ、 之レ -ー 和ス ル 一一 時世 ノ進 運-一伴 

フノ 道ヲ以 テシ、 千 萬年渝 ラサル 國家ノ 精粹ヲ 固守 シッ 、本 來ノ 大目 的ヲ 貫徹 セ ン爲 一一、 此 ノ際特 -I 一  大 努カヲ 耍ス へ キヤ 論 

ナシ。 之 レ卽チ 皇祖 皇宗 ノ^^ ヨリ 中興 ノ 聖 天子 力 吾人-一 下サレ タル 賜モ Z  二 シテ、 今日 ハ 吾人 國 民力 上 K  ニ致ノ カブ 以 

テ、 國家 ノ 運命 ノ爲 -1 逸ス へ 力 ラサル 機 余" ヲ摟 ミ、 更 一一 一 大 決心 ヲ以 テ自ラ 新ヂ、 地ヲ 開キ、 ^^然前進 ス へ キノ 秋 ナルヲ  一一 一一 n ス 。 

然 らば 是 等の 大國 策を實 行す るに つ いての 具 體案は 如何、 伯 はま づ、 

一、 如上 ノ 目的 ヲ 達成 セン 爲- 一、 先 ッ對支 政策 ノ 成功 ヲ以テ 第 一義 トス ルコ ト、 更- ー絮？ ^スル / 耍ナ ケン。 而シテ 之 力 實行ノ 手 

段 方法 ト シ テハ、 次-一 褐 クル 機 關ヲ設 クル ヲ以 テ最先 吃緊 ノ事實 ナリト 認ム。 

と爲 し、 次の 如く、 軍需 大臣の 設， 危、 印度 及び 西 比利亞 方面への 不動 的 軍装、 西 比利亞 方面の 賑濟、 新聞 諜報 撿閱局 

の 新設、 戒厳令の 一 部 施行 等の 問題 を 論じた。 


、 新 一- 軍需 大臣 ヲ置 キ、 糧食 ヲ始メ  W 般 軍需品 ノ 需給 並 一一 國 K 糧食 ノ 供給 一一 對スル 大計 ヲ定 メ、 之 力 遂行 -1 付テ ノ耗綸 ヲ立テ 

シ ム ヘシ-一 軍需 大臣 ハ 必スシ モ各贫 大臣 ノ 例-一 傚フ ヲ耍セ ス。 义其ノ 人選 -1 付テ モ必 ス シ モ 文武 官ノ中 一一 求 ムルノ 要 ナシ。 廣 

ク 朝野-一 亙リ、 最モ 練達 多能 ノ士ヲ 舉用ス レハ 足ル。 是レ 世界的 戰爭 二對ス ル 國民ノ 覺悟ヲ 促シ、 國家ノ 意阖ノ 存スル 所ヲ中 

外 II 表示 スル II 必耍ト ス。 

、 前項 ノ大策 ヲ樹テ 、、 印度 及 ヒ西伯 利 iSj 方面 -! 對 スルー 一 付 テハ、 新聞紙 其ノ他 通信 ノ如キ モ、 聯合 阈^  ノ勸 誘-一 由ル コトナ 

ク、 我ハ 主動的-一 對應 ノ道ヲ 講シ、 屹然 トシ テ不 動的 軍裝ヲ 令： ク セサル へ カラ ス。 抑々 不動 的 軍裝ノ 謂ハ、 時 俗 一一 動サ レテ妄 

リ -ー 出兵 セ ス、 假令 幾分 出兵 ヲ餘 儀ナク セラ ル、 コ 卜ァリ トス ルモ、 其ノ 引揚ノ 場合 ヲ豫見 シテ、 萬 遣 計ナキ ヲ期ス ヘシ。 

チ 最後 ノ結杲 ヲ豫 想シ、 善 惡兩面 ヨリ 判斷 シテ、 事 ノ孰レ 一一 落著ス ル モ、 帝 國ノ烕 信ヲ失 隊シ、 若ク ハ 利益 ヲ減 失ス ル コトナ 

力 ラシ ムル爲 一一、 萬 仝ノ計 策ヲ立 ツルヲ 要ス。 

、 前項 ノ 軍需 大臣 ハ、 便宜 大藏 大臣 ヲシ テ 兼ネシ ムルモ 不可 ナント 雖モ、 事赏上 特-! 此ノ 官ヲ 置キ、 講究 實行ノ 任 二當ラ シ ム 

ルヲ 要ス。 若シ 大蔵大臣 ヲシ テ此ノ 任務 ヲ負ハ シ ムル トセ ハ、 名ヲ 棄テ實 ヲ取ラ ン爲 二、 物價 調節 ノ 意味 ヲ 以テ、 先 ッ五百 萬 

石 乃至 一千 萬 石 (或 ハ五百 萬 石 以上 ヲ得ル コト 至難 ナ ラン) ノ 穀物 ヲ外國 ヨリ 輸入 セシ メ、 之ヲ 一方 內地 一一、 他方 西 伯 利亞方 

面  一 I  、 凡ソ各 半數ヲ 分配 ス ルコト 、シ、 内地-一 付テ ハ暫 ク言フ ノ要ナ キモ、 西 伯 利 方面 ニー  於テ ハ之ヲ 同 鐵道ノ 沿線 - ー於ケ ル 

露國 窮民 ノ賑濟 (或ハ 有償 的 一一 义 ハ 無償 的 -ー) - 一充 ツル コト、 セハ、 彼等 モ帝國 ノ恩德 ヲ感ス ル コ ト 幾許 ナル ヲ知ラ ス。 而シ 

テ 僞善的 人道 ヲ宗 トス ル米國 ヲシテ 後- 1 ャぉ 若セシ ムルノ 妙計 タル ヲ失 ハス。 且ッ 之レト 同時 一一、 大ナル 赤十字社 隊 ヲ 組織 派 ゆ； ボ 

シテ、 鐵道 沿線 ノ病 傷者 ヲ 施療 ス ル コト、 セハ、 現在 擾亂ノ 裏-一 困苦 シッ、 アル 窮民 ヲ救濟 スルト 共 二、 秩序 保持 セラ レ、 齐 

人 其 ノ 緒-一安 スルヲ 得ハ、 1^  - 一  隣 誼 ヲ仝ク スルノ ミナ ラス、 彼等 ヲ シ テ 日 東 君子 國 ノ 眞意ヲ 善 解 セン ムルヲ 得 ヘシ。 萬 一-一 モ 

帝 國ノ這 個行爲 - ー對シ 妨碍 スルモ ノア ラハ、 我 カ海而 二 堂々 タル 武力 ヲ備フ ルァリ 。必要 ノ 場合 一一 ハ , 略取 占領 ヲ斷 行シテ 

他： = 平和 克復 ノ際、 西 伯 利 fSi  二 於ケル 一 大 中立 地帶、 卽 チ緩銜 地域 ヲ設 クル ノ素ト 爲シ、 我 力 帝^  ノ， H 衛的外 藩 ヲ定ム ルノ大 

第三 章 寺 5； 內閣 時代  .  八 〇 1 


第 七 節 通 《® . 議 會  .  八 〇 二 

計 ヲモ立 ツルヲ 得 ヘシ。 

一 、 軍需 大臣 ノ外、 新聞 諜報 檢閱 局ノ 新設 プ要 ス。 同局 總裁ハ 司法大臣 若ク ハ檢事 總長ヌ シテ 之-一任 セ シメ、 厳正 -ー シテ 1 ッ最 

モ有 欽ナル 取締法 ヲ 遂行 セ シムル コト、 シ、 政府 ノ大 方針 ト相應 シテ、 聊モ遣 憾ナキ ヲ期ス へ シ。 

一、 東京、 京都、 大阪、 撗濱、 神戶、 長 崎、 敦 賀及ヒ 北海道 ノ 各地 一一 、へ 必要-一 應シ獨 探 取締 ノ名ノ 下-一、 戒厳令 ノ 一部 ヲ 施行 

シ、 帝 國武裝 ノ赏ヲ 示スノ 必要 アル へ シ。 低 シ現法 ヲ以テ 不備 ヲ感 スル 點ァラ ハ、 多少^ 補 改訂 ヲ加 フル モ亦適 赏ノ處 置 タル 
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この 覺書 は、 その後 伯より 寺內に 呈示され た 如くで ある。 寺 內が これに 關し、 如何なる 返答 を與 へたる や は 明白で 

ない が、 かかる 不滿と 焦躁の 念の、 伯の 腦 裏に 去来しつつ ありし こと は事實 であった。 それが 外相と なって 後、 つ ひ 

に總 辭職騷 ぎと して 爆發 したので ある。 それ は 後に 記す であらう。 
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ない が、 かか、 る 不滿と 焦躁の 念の、 伯の 腦裏に 去来しつつ ありし こと は事實 であった。 それが 外相と なって 後、 つ ひ 

に 總§驟 きとして 爆發 したので ある。 それ は 後に 記す であらう。 
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第 八 節 和 子 夫人の 永眠 

一、 臨 終 . . 

伯が 議會 の內 外に 於いて、 八面の 敵と 應酬 して ゐる 時に、 伯の 家庭に は 重大なる 事件が 起った。 

それ は 和 子 夫人の 重病であった。 

夫人 は. その 年の 始めより、 健廢を 害し、 議會ひ 進行と ともに、 日 まじに 重態に 陷り つづ ぁづた ひで ある 。しかし 彼 

女 は M れを 良人に 祕し、 一 切の 人々， に祕 し、 ただ 自己の 胸底に 深く 疊ん でゐ た， それ は 重圍の 中に 苦戰 しつつ ある 良 

人に 妻の 重病 を 知らし むる は、 その 闘志 を 沮喪せ しむる 憂 ひ ありと 虞れ たからであった。 

彼女 は肾臓 病に 罹って ゐ たので ある。 

食慾 は 日 ましに 衰へ、 歩行 は 次第に 困難と なり、 伯の 二階の 居間と、 伯の 母利惠 子と 姉 初 勢との 階下の 居間に 通す 

る 階段 を 上下す る ことす らも、 大きい 苦痛と なって きた。  . 

しかし 彼女 は 一 切 を 忍んだ。 ただ その 露 はれん こと を これ 懼れ た。 

一 日 千秋の 思 ひで 彼女の 待った 議會 終了の 日から、 彼女 はばった りと 重患の 床に 倒れた。 伯が 政 海の 怒 を 首尾よ 

く乘巾 切った とい ふ 安心と ともに、 彼女の 忍耐力 は盡 きたので ある。 
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伯の 驚き は 非常であった。 

平生は 親しき ままに 遠慮 もな く、 怒號 もし、 叱-おもした 伯であった。 しかし 元来が 多 血 多感の 漢子 である。 妻 を 思. 

ふの 情 も 亦 人 一 倍であった。 

伯 は 悄然と して 見る も 哀れなる ほど 打ち沈んだ。 公務の 閑 を偷ん では、 夫人の 枕頭に 侍し、 何くれとなく 慰め もし、 

世話 もした。 

さう いふ 時 夫人 は、 努めて 元 氣を裝 ひ、 快活に 語り、 明朗に 笑った。 

しかし 病勢 は 日 一 日と 昂進して 行った。 腎臓病の 外に 心臓肥大 を併發 して ゐ たので ある。 元 來が醫 者であった 伯 は、 

最愛の 妻の 危險を 十分に 知って ゐ た。 

旣に 早くより 死を覺 悟して ゐた 夫人 も 亦、 やがて 最愛の 夫 を 後に して、 この 世 を 去らなければ ならぬ こと を、 明瞭 

に 悟って ゐた。 

さう して 良人 は淚を 妻に 隱し、 妻 は 良人の 面前で 朗 かに 笑った。 

夫人の 肉 身の 人々 は 悉く その 枕頭に 侍して ゐた。 ただ 一 つ 夫人の 待ち 焦れて ゐ たの は、 米國 に留舉 して ゐる 一 子 一 

藏 の歸國 であった。 

『 一 藏は 今日 紐 育を發 つたと 電報が 來 たよ。』 

と 伯が 吿げ ると、 

『ああ さう です か。』 


さう いって 夫人 は 嬉し さう に 微笑した。 

伯は眞 赤に なった 眼 を 横に 向けた。 

それから 大勢の 親戚知己と、 夫人の 病魔との 戰 ひが 始まった。 ^の 醫學 博士 佐 野 彪太を 中心として、 盡 せる だけの 

醫療が 加 へられた。 

病勢が 一 退す ると、 邸內の 人々 は 愁眉 を 開いた。 

『せめて 一 藏 さんのお 歸 りまで。』 

さう 言って 凡ての 人が、 一 藏の歸 り を 待った。 

當時 伯の 知己 や 下僚の 人々 が、 夫人の 看護の ためにした 不眠不休の 盡瘁 は、 伯と その 家族の 人々 が淚を もって 感謝 

したと ころであった。 

伯 はよ く 一人で、 書齋に 人って 考へ てゐ た。  . 

ふと 室に 人って、 眼を眞 赤に して ゐる伯 を 筆者 はよ く 見掛けた。. 

彼 は その 永い 生涯 を囘 顧して、 苦樂を 偕に した 幾 十 年 を 思 ひ 起し、 身 を 切られる やうな 苦しみ をして ゐ たに 違 ひな 

かった。 

しかし 和 子 夫人の 待って ゐ たもの が、 いま 一人あった こと を 筆者と 筆者の 妻 は 知って ゐた。 それ は その 當時、 筆者 

の 妻 は 身重であって、 出産の 日 は 一、 二 箇月の 後に 迫って ゐた。 自分の 血 を 分けた 初孫 を 見たい と、 如何に 烈しく 夫 

人が 待って ゐ たかを、 筆者 夫婦 は 知って ゐた。 
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夬人は 心贜の 苦痛の ために、 激しく 苦悶した。 さう して 賢-読 病の ために、 段々 と 視力 を 失って いった。 

. 伯が 枕頭に 坐って、 手 を 額に 當 てて、 

『誰れ だか 解る かね。』 

と 優しく 訊く と、  . 

『私 を 可愛がって 下さる 方 c』 

さう いって 微笑した。  . 

一蔵の 晚香坡 からの 乘船を 伯 は、 彼女に 吿 げた。 

それから 彼女 は、 毎日々 々指 を 折って 一 藏の歸 り 著く 日 を 待って ゐた。 

しかし 天 は、 壽を この 人に 藉さ なかった。  .  . 

彼岸 櫻の 花が いて、 彼岸 櫻の 花が 散って、 やがて 八重 櫻が 一杯に 人 あき 揃った 四月 八日の 午後 二 時 過ぎ、 彼女 は溘 

焉 として 地上 を 去った。 

享年 五十 三 歳であった。 

二、 夫婦 相愛 

和 子 夫人の 遣骸 は、 危篤と いふ 體裁 のままで、 その 日の 夕刻、 麻布 狸 穴 町 滿鐵總 裁 社宅に 移された。 それ は、 この 

家が 伯 夫妻の 往年 住まって 居た 邸で あり、 殊に 和 子 夫人が 好んだ 家であった ので、 手狭な 內相 官邸から 早く 移さう と 


支度して あつたの を、 璽 態の 爲め 遂に その 機會 なく、 永眠の 後 僅かに 運ぶ こと を 得た ので ある。  一 

一蔵の 歸りを 待って 葬式 を 擧げる ことと なり、 その 日 は 四月 二十 七日と 決定され た。 死後 二十日で ある。 その 永い 一 

n 數の 間、 夫人の 遺骸 は 階上 大廣 間に 安置され て、 毎日 讀經の 僭と 通夜の 人々 とに 守られて ゐた。 伯 は 多忙なる 公生 一 

活の暇 を 割いて、 柩 前に 端座し、 来客と 共に 通夜した。  一 

さぅして夫人の：^^ち焦れた 一 藏は、 四月 二十 三日に 米國 から 歸 つてき た。  一 

和 子 夫人の 死が、 如何に 深刻なる 打撃と して 伯の 頭上に 落下し たかは、 外 間 想像の 外で あらう。 しかし 伯 自身 はこ 

れ について、 近親者に 向っても 遂に 一言 も 語らなかった。 少年の 日より 世 路の嶮 難に 鍛 へられた 伯 は、 この 一大 痛苦 一 

に際會 する も、 一言半句の 愚痴 を 零さす、 能く 忍んだ ので ある。  一 

けれども、 和 子 夫人の 死が 伯に 取って 償 ひ 難き 一大 損失であった こと は、 伯 を • 知る ものが 悉く これ を 認めた。 德富ー 

蘇 峰 は國民 新聞紙 上に 於いて、 和 子 夫人 を 弔 ふの 辭を 記した るう ちに 一 後藤 男 はこれ によりて、 最上 無二の 好 侶伴 を 一 

失った」 といった。  一 

優れたる 長所と ともに、 多くの 缺點を 有した る 伯の 爲 めに、 能く その 短 を 補 ひ、 その 長 を扶掖 し、 缺點を 許し、 美 一 

點を 愛した る內 助の 人 は、 いま 永久に 伯の 傍ら を 去った ので ある。  .  .ー 

ある 人 は 嘗て 伯と 夫人との 關係を 評して、 言った。  ^ 

『後藤 男に よき 點 ありと せば、 それ は 男が 夫人より 受けた る もので あり、 夫人に して 惡 しき 點 ありと せば、 それ は 夫： 

人が 男より 得た ると ころで ある。』  . 
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その 言 固より 半ば 戲れの 誇張で ある けれども、 そのうちに 亦 多分 量の 眞實 もあった。 それほど 夫人 は 伯の 爲め によ 

き 侶伴で あり、 封？ 助 者であった。 

伯の ごとき 天才 兒の 妻た るの 困難 は、 決して 尋常一様の ことではなかった であらう。 しかし 乍ら 夫人の よくこれ に 

堪へ、 これ を悅 びと したる 所以 は、 夫人が 渾身の 情熱 を もって 伯 を 愛して ゐ たからで ある。 伯 も 亦 時として 放縦の 行 

ありた るに 拘 はらす、 その 衷情に 於いて は 和 子 夫人 を 愛して 渝る ところがなかった。 ゆ ゑに 外見より すれば、 氣を休 

むる の 暇 もな き 緊張と 劇勞 との 生涯で ありながら.、 和 子 夫人 は その 心中に 於いて は、 晏如 として 安ん すると ころが あ 

つたので ある。  . 

- 殊に 晚 年に 及んでの 夫人 は、 この 優れたる 良人 をして その 天稟の 才を 十二分に 國家 民人の 爲 めに 發 揮せ しむる を、 

自己の 社 會に對 する 一 個の 奉仕と 考へ てゐ た。 ゆ ゑに 個人的の 愛情 以外に、 公人 後藤 新 平の 內助 者と しての 責任 を 痛 

感し、 そこに 自己の 慰安 を發 見して ゐ たやう であった。 

であるから 伯の 公人と しての 活動に ついても、 夫人 は 驚くべき 細心 を もって 逐一 これ を 凝視 研究して ゐた。 さう し 

て 伯の 意外の 誤算 や 見込 違 ひに ついては、 竊 かに 伯の 左右の 人々 に 注意して 警戒 せんこと を 求めた。 

伯が 來 客と 會談の 際 は、 夫人 はよ く 隣室に 坐って これ を聽 いて ゐた。 それから 伯に 少閑あって、 茶の間に 安 坐し、 

番茶 を 飲んで ゐる折 など は、 夫人 は 巧みに 伯 を 誘って、 その 日の 政治 談を 試みし めて これ を 聞いて ゐた。 

かざみ ざ とう 

『な， -ん だ、 また 風見 坐 頭が！』 

さう いって 伯 は、 夫人の 政治 好き を 揶揄し 哄笑しながら、 うれし さう に 政治 談 をした。 


それ は 夫人が その 父 安場 保 和より 傳 へたる 家風で あつたので ある。 安場 保 和 は 家に 歸 つて、 その 母に 政治 談 をす もん 

こと を 好んだ。 さう いふ 家庭の 風習 を、 夫人 は 後藤 家に 輸入して 來てゐ たの だ。 

『あなた はいかに も 惡黨の やうで、 本心 は本當 にお 人 善しな の だから 困ります c』  一 

夫人 はよ く 伯に さう いった。 すると 伯 はきつ と、  ., 

『お 指圖、 恐れ入ります。 アツ ハハハ ハ。』  一 

と 高 笑しながら、 丁寧に ぉ辭儀 をした。 

彼等 はさう いふ 夫婦であった。  一 

：2 はよ く 人に 賴 まれて 揮毫 をした。 伯の 手 習のお 匠 樣は肥 後出 身の 土 肥 樵 石 (名 直康) であった。 夫人 も 亦 同ぶ 

く 樵 石に ついて 稽古した。  1 

伯 は 二、 三人の 召使に 手傳 はせ ながら、 一 氣に數 十 百 枚の 書 を 仕上げた。 さう いふ 時に よく、  一 

『奥さん をす ぐ 呼んで 來 い！』  一 

と 書生に 命令した。  _ー 

夫人が、 何事が 起った かと 小 走りに 走って 來 ると、  ム 

『どう だ！  土 肥の 翁さん が 泣く やうな 立派な のが 出来た ぞ！』 

さう いって 伯 は、 いま 書いた 幅 物 を 示した。  一 

さう いふ 夫婦であった ので ある。  - 
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夫人の 死 は、 伯の 胸中に、 埋める ことので きない 大きい 空虚 を钊 つたに 逮 ひない。 

三、 和 子 夫人の 葬儀 

四月 二十 七日 午前 十 時、 靑山齋 場に 於いて 和 子 夫人の 難儀が 佛式 によって 擧 行され た。 

當時は 伯の 全盛時代で はあり、 生前 知己の 多かった 和 子 夫人の ことで もあった ので、 その 參會者 は罕に 見る 多數に 

上り、 式場 は 非常なる 混雜を 見た。 

午前 七 時 三十 分、 麻布 狸 穴の 邸で は、 導師 芝 青松 寺の 北 野 元 峰 以下の 讀經に 次いで、 喪主 ー藏 その他の 燒 香が あつ 

て、 八 時 四十 分柩は 馬車で 靑山齋 場に 向った。 齋 場の 外部 は 鈴 木 赤 坂 憲兵 分隊長、 野 口 警務 部長 以下、 憲兵 警官 数十 

名が 出張して 整理して ゐた。  ノ 

正面 齋 壇に 安置した 白木の 柩舆の 上に は、 「正三位 勳 一等 男爵 後藤 新 平 妻 和 子 之柩」 と 認めた 銘旗を 垂れ、 兩 側に 

は 閑 院宮、 北 白 川宮、 山縣 公、 各 大臣、 岩 崎 男、 廣紹儀 等から 贈られた 花環 生花 を 供へ た。 

午前 十 時、 發 願文 讀誦 と、 八 導樂に 次いで 導師の 引導が あり、 喪主 以下 會葬 者の 燒 香が 終る と 一先 づ 休憩し、 十一 

時 柩舆は 十八 人の 舆 夫に 擔 がれて 場外に 出た。 隨從 する 喪主 一 藏 及び 伯 その他の 近親者 は、 夜行く 水の やうに 音 もな 

かった。 斯くて 約 一時間 を經て 埋葬の 式 を 終った。 

この 葬儀の 狀況 を、 當 時の 新聞 は 次の ごとく 報じた。  ん 

後藤 新 外相 夫人の 葬 俵 は、 前夜 來の雨 も カラ リと 晴れる し、 何しろ 男の 今 ほ は總理 大臣の 格式が ある 所へ、 內 務^、 外務省、 錄 


道 院と云 ふ 大物が あり、 外交 阑か ら學 者、 政" 赏業家 乃至 醫 者に^ 侶に 諸々 の 階 欲から ざっと 二 千 人と 云 ふ會葬 者。 名刺 受 

が 三十 幾 個、 受附 及び 誘導 掛 りと 云 ふの が 驚く 勿れ 百 五十 餘人。 く 以て 近來稀 有。 盛 俊で、 恐らく 東京 中の 自動車が 传集 つた 

かと 思 はれる 樣な 有樣。 女の 會葬 有で 在任中に 付、 代理 妻 何々 子、 {::: 命 出張 中に 付 代理 IV 何々 子と 云 ふ 傑な の も 頗る 多く、 何で 

も 二三 百 人 もあった。 餘リ 多人數 なので、 いつ 式が 始まる のか 分らたい で 居る 內に、 大使 や 公使が ぞ ろく 歸 るんで、 扱て はも 

う 濟んだ の かと 人 込 パ う し ろ で 初めて. g つたの が 半 數位ぁ つ た。 其 の 混雜の 中で 美 L い J^i の 持お リ. 板 一如-伯と 河 野廣中 氏、 そ れ に 

大男の 日 比 野 雷 風と 出 羽ノ海 なぞが 目につ いた。 常 日の 接伴 一 切 は 本職の {3C 内官 式部 職が 腕 ii ひで 之に 常って 居た。 

式が 終って から、 遣 骸は靑 山 慕： 地に 運ばれて、 伯の 爲 めに 半ば を殘 した 敷地のう ちに 埋められた。 柩の 中には、 生 

前夫 人の 愛讀 した 和漢 洋の 書物が 十數冊 入れられた。 

墓標に は 伯が 自ら 筆 を 取って 「後藤 新 平 妻 和 子 之 墓」 と 記した。 

第 九 節 外務大臣 

一、 拔 打ちの 轉任 

大正 七 年 四月 二十 三日、 伯 は 突如と して、 本 野外 相の 後 を 襲って 外相に 轉 じた。 それ は總 ての 新聞に 不意 打で あつ 

たやう に、 外務省 自身に も 全く 寢 耳に 水であった。 

親任式の 少し 前に、 伯が 外務省に、 午後 三時に 行く から 皆 集まって ゐる やうに と傳 へた 時に、 外務省の 官吏 達 は、 
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「何 をし に來る だら う」 と 不思議に 思った 程、 それ は 唐突で あつたので ある。 

この 日 嗣子 一 藏が母 和 子の 葬儀に 列す る爲め 午前 七 時 橫濱人 港の H ンプ レス • ォブ •  U シ ァで歸 朝した。 伯 は 午前 

中、 本 野外 相辭 任に 伴ふ閣 儀に 出席す る爲 め、 首相官邸に 出かけて ゐた。 閣議で いよく 伯が 內 相から 外相へ 轉する 

1 切の 措置 を內定 して、 伯が 首相官邸から 自邸に 歸來 した 時には、 ー藏は ゴルフ 競技で 傷ついた 右 中指の 治療の 爲め 

大學 病院 佐 藤 外科に 赴いて ゐた。 一蔵が 病院から 歸 つて 来た 時 は 午後 二 時であった。 久々 で 親子の 對面 をす ると 間 も 

なく、 同 二 時半、 伯 は 再び 自動車 を驅 つて、 親任式に 列すべく 宮中に 參內 した。 

親任式 を 終へ て 新たに 外相の 椅子に 就いた 伯 は、 直ちに 外務省に 赴いた。 さう して 電話 を 一 けて 怪しみ 待って ゐた 

省內各 高等官に 向って、 新任の 挨拶 をした。 一同 は 初めて 伯の 外相 專任 となった こと を 知って 呆氣に 取られた。 それ 

から 伯 は、 同省 出 人の 新聞記者 團を 引見して、 左の 如く 所信 を 述べた。 

自分 は今囘 初めて 外務大臣に 仵 命され たが 外交の 事 は^ょり 無經驗 であるから 幣原 次官 其 他より 充分 說明を 受け る考 へ である。 

外交 方針 は 前 大臣の 方針 を繼 承す る 答で あるが、 方針と か 抱負と か は具體 的に贯 明す る 事 は出來 ぬ。 e 分を此 任に 就か しめたの 

も 云 はば 口 を 封ず る爲 めだら う。 左れば 腹 は膨る 、かも 知れぬ が 沈默の 外な し。 元 來此仵 は 寺 内 首相が 兼攝 さるる が 順 《3 である 

が 首相 は 病中の 事 なれば 其 健康 上 兼攝は 不可能で 强 ひて 兼 攝と なれば 必ず 其 .Ig 狀に {几 しくな し。 其 結果 自分が 仵命 さる M 事と た 

つた 次第で ある。 而 して 內外兩 大臣 を 兼任す る 譯には 行かぬ ので、 専任と なった 次第で ある。 (七 年 四月 二十四日 時事 新報) 

しかし 伯の 轉 任の 經緯 が、 しかく 單 純でなかった こと は 次 項に 記す 通りで ある C 

二、 外相 就任の 經緯 


伯が 如何なる 經緯の 下に 外相に 轉 じたる か は、 當時、 遞 相であった 田の 日記が、 最も詳細にこの間の消^：^^物語っ 

てゐ る。 卽ち 二十四日、 田 は 伊東 已代治 を 訪問して、 將來に 於け る 政界の 趨勢、 及び 本 野外 相 退職の 露 相に 就き 會談 

した。 次の 通りで ある 

伯 HI く。 予が露 國に對 し 出兵 論者た る こと は 君の 知る 所で ある。 倂し 出兵 は國 家の 大事に 屬し、 必す 大義名分 無 

かる 可ら す。 一は 帝國の 自衛であって、 二 は 聯合 與國の 共同 作戰 である。 若し 自衞 の爲 めに 出兵す ると すれば、 

東亞の 危險 切迫す るの 實 なかる 可ら す。 若し 共同 作 戰の爲 めに 出兵す ると すれば、 英佛米 等の 聯合 請求な かる 可 

らす。 本 野外 相 は 前 二者の 事實 未だ 具體 的なら ざるに 卒然 英、 米、 佛に對 し 私談的 出兵 論 を 試み、 米國 の-階々 裡 

に反對 意思 を 表明す るに 頓著 なく、 意見 #1 を 元老 及び 閣僚に 配付して 出兵の 決行 を 主張し、 山縣、 松 方ニ老 をし 

て 賛成 論に 傾かし めた。 幸に 閣僚 尙ほ愼 重の 態度 を 持し、 聯合 國 賛成 表示の 確認 を 求めた のは國 家の 至 幸で あつ 

た。 本 野外 相 近時 病 重く、 審思 熟慮 を缺 きたる は恕 すべき も、 國家 安危の 關 する 所 遂に 退官す るに 到りた る は、 

萬 止む を 得ざる 事情であって、 外交 調査 會員も 亦 之を諒 とした。 本 野外 相 退職の 事 決する や、 山縣公 特に 来訪し 

て予の 後任た らんこと を勸 め、 寺內 首相 も 亦 後藤 內相 をして 來り說 かしめ た。 依って 予は 去る 二十 一 日 親しく 丄チ 

內 首相と 面談した るに、 首相 は、 予に 外相と なって 臨時 總理を 兼任 せんこと を內談 し、 時 {且 を 見て 大任 を讓 るの 

意 を も 仄めかされた。 予は 大いに 考慮した が、 首相 は 尙ほ靜 養 一 二 ヶ月 後、 病 氣囘復 の 望みな しと も 限らす、 一 

時 的總理 就任 は 言 易く して 實行 難く、 半途に して 波瀾 を 生ぜば、 却って 自ら 禍す るの みならす、 併せて 國 家を禍 

する の 恐れ ありと 答へ て辭 退し、 外相の 後任に は 後藤 內相を 推薦した。 京都に 赴きた る 兒玉伯 も、 亦山縣 老公の 

第三 章 寺 e 内閣 時代  八 一三 


第 九 節 外務大臣  ，  八 一四 

意 を 探りて、 後藤の 外相た る 事に 同意 を 得た ので あるから、 君 幸に 之を諒 とし、 徒らに 難局 を 避く る もので ない 

事 を 承知せられ たし。 寺內 首相 幸に 病 本復して 再び 大局に 當り 時局 を收 拾せば、 天下の 至 幸であって、 叉 現內閣 

成立の 大使 命で ある。 萬 一 病 漸く 重く、 大任 を辭 する の 止む を 得ざる 事と もなら ば、 切に 君の 考慮 を 求めざる 可 

らす。 予は政 黨內閣 に 反對 する もので は 無い が、 此の 大使 命 を 全うする こと を 危ぶむ ものである。 不幸に して 寺 

內伯 退任せば、 現 閣僚 は 結束して 或は 後藤 を 推すな り、 或は 同志 を 推す も 亦 不可なら す。 要するに 後藤 を 助けて 

其の 成績 を擧 げしめ、 大使 命の 結果 を 全うせねば ならぬ。 此の 一事 は實に 君の 胸^ 如何に 存 す、」 (E 健 治 郎傳三 S 

五— 三 四 七 頁.) 

すな はち 本 野外 相が、 病氣 重態の 故 を 以て 辭表を 提出した の は、 四月 二十 二日で あり、 伯が 土寸內 首相に 代って、 閣 

議 に內閣 一 部 改造の 已むを 得ざる 事由 を報吿 したの は翌ー 一十三 日で あり、 そして その 翌ー 一十 四日に は、 はやく 外相 交 

迭が行 はれた のであって、 全く 電光石火 の ご とき 早業で あ つ た。 

しかも この 轉任は 全く 極 祕裡に 行 はれた ので、 發 令の 事前に おいて は、 流石に 敏感なる 新聞 通信社 等 も、 何等の 豫 

測、 豫感を 持って ゐ なかった。 兒玉 書記官 長が、 新聞記者 室へ 更迭の 辭 令の 紙片 を もたらして、 「人事 一件 J と 言 ひ 

殘 して 立 去った。 その後に おいて 俄然 新聞 通信網 は 異常な 緊張ぶ り を 示した とい ふ狀 態であった。 

三、 內相 及び 鐵道 院總 III の 後. 任 

翌 二十四日 午前 九 時半、 伯 は 事務 引 繼の爲 め、 內務 省に 出頭、 大臣 窒 において 水 野新內 相に 對 して 事務 引繼 をな し 


たる 後、 省內各 高等官 を 食堂に 集めて、 次の ごとき 挨楼を 試みた。 

今囘 外務大臣 を拜 命し、 本省 を 去る と雖 も、 水 野 君の 如き 練達 堪能なる 適 仟者を 得た る は、 予の 深く 慶ぶ 所な り。 予が 本^お 任 

中 は、 次官 以下 各位の 懇切なる 援助に 依り、 内務 行政の 上に 幾分の 效 果を收 め、 此際 更に 一段の 研究 を 遂げん とする 時に 常リ、 

外 祭 大臣に 仟 ぜられ たる は、 恰も 碧眼 一道 禪に 入る の感 なくん ば あらず。 外務大臣に 代り、 從來の 氣焰を はく を 許さず と雖 も、 

外交 上 幾多の 飛電に 依り、 腹膨 くる &の みなれば、 偶々 本省に 來 りて 君と 相 見ん に は、 其の 幾分 を 叱： 露す る を 許された し。 本 

日 は 諸君と 吿別を 意味す るに 非 ざれ ども 本哲を 去る に 臨みて 一 言 以て 挨拨に 代 ふ。 

當時を 追想して 水 野 鍊太郞 は 「我等の 知れる 後藤 新 平 伯」 の 中に 左の 如く 記して ゐる。 

その後 外務大臣 本 野 子に 代り、 伯が 外務大臣に 推薦 せられた 時 は、 自分 を 後任 內務 大臣に 推薦 せられた。 伯が 此 

の 事 を 自分に 話された 時に 自分 は固辭 した。 伯が 內務省 を 去らる.^ 以上 は、 自分が 內務次 育と して 伯 を 援助す る 

の 情誼 は 旣に盡 し 終った ものであるから、 自分 はこの 際 職 を辭し 元の 政友會 に復歸 したい。 內務 大臣と なる が 如 

き は 自分の 望む ところではない。 內務 大臣の 適任者と して は 田 健 治 郎君 も ある。 有 松 英義君 も あるから、 さう い 

ふ 人に 後任 者と なって 貰 ひ、 自分 はこの 際 是非 辭 職した きこと を 固く 主張した ので あつたが、 伯 は 「自分の 後任 

者と しての 內務 大臣 は 君 を 措いて は 他に ない。 君 は 自分の 下に 內務 次官と して 仕事 をせられ て 居った ので あるが 

事實 の內務 大臣と して 働かれた ので あるから、 今後 は名實 共に 備 はる 內務 大臣と なって この 內閣 を援 けて 貰 ひた 

い」 とい ふ 懇切なる 勸吿 があった。 且つ この 事は旣 に寺內 首相 も 叉 元老 方面の 人 も 同意して 居る ので あるから、 

今 さら これ を辭 されて は 困る とい ふやうな 話が あって、 結局 內務 大臣と なった ので あるが、 伯が 人 を 信任す るの 
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厚き、 情誼の 深き 實に 感激に 堪 へなかった。 自分 は今猶 伯の 遺 德を追 _nll して 居る 次第で ある。 

伯 は 人 を 見る の 明 あり、 一 たび 信任 すれば 萬 事 これに 任す とい ふ 風であった。 故に 伯の 下に 集まった f ま， 皆 伯に 對 

して は忠實 なる 子分と なり、 援助 者と なり、 衷心より 伯の 情誼に 感す るので ある。 今日 猶ほ 伯の 遣德を 慕って 居る 者 

が 勘 なくな いのは、 全く この 誠心より 出で たる 情誼 的關 係に 基く ものであると 思 はれる。 

また 鐵道 院總 裁に は、 副總裁 中村是 公が 陞任した。 

四、 新 外相の 對外聲 明 

當時は 歐洲戰 局の 最も 危急に 瀕した 時であった。 去る 三月の 獨 逸の 突 擊は幸 ひに して 阻止され たけれ ど、 露獨 講和 

のた め、 獨逸は 背後の 安全 を來 すと ともに、 東方の 兵を轉 じて 西部 戰 線に 集中し、 しかも 聯合 國 側に 於いて は、 米國 

參戰 の實效 未だ 十分なら す、 形勢 俄かに 逆睹し 難き 時であった。 

ゆ ゑに 此の 時、 突如と して 起った 日本 外相の 更迭 は、 少なから す 聯合 各國の 神經を 尖らした。 殊に 伯 を 目して、 從 

來往々 にして 親獨 主義者た る やの 噂 を 流布す る もの ありし 事情に 照らし、 聯合 各 國の神 經は尙 ほさら 昂 ぶった。 こ， e 

を もって 日本 政府の 外交 政策の 一 轉機 であるかの 如き 疑 ひ を すら 抱いた ので ある。 

この 誤解と 不安と は、 速 かに これ を 一掃す る 必要が あった。 それが 伯の 就任 第一の 仕事であった。 よって 伯 は 外人 

記者 を 招集し、 次の ごとき 聲 明を發 した。 それが 外相と しての 伯の 世界に 對 する 第一 聲 であった。 

共通 目的 ノ爲- 一 干戈 ヲ執 リ、 勝利 ト 平和 ト ノ 確保 セラ ルル マテ 互 一一 相 協力 セ ム コトヲ 盟約 セ ル 聯合 諸 國 中ノ 一  外務大臣 トシ テ、 


現-卜 別 -ー 何等 ノ.： 曰 一一 百ヲ« ^ス ノ 必要 アル ナシ。 然リト 雖本大 ほ ハ、 特- ー此ノ 際、 百方 疑惑 ト 不信 トノ 稞子ヲ 撒.^ ス ル 一一 汲々 タル^ 

險ナル 浮 說宣傳 運動-一 對シ、 警戒 スルノ 緊要 ナル コトヲ 認ム。 

是ヲ 以テ本 大臣 ハ、 仝然前 外務 大ほノ  ^；? 痫 -I 基ク 今次 ノ. 史迭 -I 際シ、 或ハ我 政府-一 於テ其 政策 ヲ^ 更ス ヘシ トー. ムヒ、 或ハ^^！：ト 

ノ 盟約-一 對 ス ル我 誠意 ノ 減返ヲ 0- ル - 一至 ルへ シ トー I？ フカ 如キ ハ、 何等 ノ根據 ナク、 乂 令- 然事實 - 一反 スル モノ ナルコ トヲ斷 一一 ヨス。 

本 大臣 ハ 玆 -I 帝國カ 聯合 諸國中 ノ 一  阈ナル コト、 並 常 一 1 盟約 ヲ重 ンシ、 與阈 -ー 信赏 ナルコ トヲー 首 スルー I  .i^  メム トフ.。 是レ赏 一一 

我 外交 政策 ノ拫本 要義 一一 シテ、 現-一 帝國 外交 ノ  軸 トシ テ H 英 同盟 ァリ、 乂米^ トノ間 一 I ハ條約 及 協約、 特-ー 客年. 華府 一一 於 

テ 交換 シ タル 石 井 「ラ ン シ ンゲ」 協定 ァリ。 ；史 一一 聯合 諸 國トノ 間 一一 ハ、 水久 不易 ノ 親交 ァリ。 將义 隣邦 露 西" 及 支那 一一 對シテ ハ. 友 

好 關係ヲ 保持 シ 協力 ノ實ヲ 舉ケ ム トス ルノ誠 實ナル 冀望ヲ 有ス。 

歐洲 -- 於ケ ル 事件 ノ經過 ハ 一.!!: 人ノ常 - 一之 ヲ最モ 重大視 シ、 钿心ノ 注意 ヲ 傾倒 ス ル所 ナリ。 聯合^^ 海軍 ノ卓 絕セ ル 愛^心、 勇氣 

犧牲心 及 才略 一一 對シテ ハ、 吾人 ハ赏 嘆ト 同情 卜ヲ林 ボス ル能ハ ス。 今ャ 吾人 ハ米阈 力、 沈 剛毅-一 シテ现 今世界 的大 政治家 ノ 首班 

-1 列ス へ キ 賢明 ナ ル其ノ 大統領 ノ下ニ  、 未曾有 ノ 國内統 ーヲ遂 ケテ、 一 意專 心戰爭 一一 塞-が シッッ アル ヲ目 擎ス。 

我阈ハ平和ヲ翹5^-ス ル コト 世界 ノ他 ノ列强 一- 讓ル モノ 一一  非ス。 然 リト雖 y 常ノ 目的 ノ$ ^ナ ルカ、 义 ハ^ 家ノ名 譽若ク ハ 安固 ノ威 

迫 セラ ルル 場合 一一 ハ、 必 スシモ 戰 ヲ恐 ルル モノー ー非サ ルナ リ。 

日本 ハ常 一一 聯合 阈ノ 一  ト シ テ其ノ 八 L カヲ 竭シ、 將來 一一 於テ モ亦！ i ル モノ-一  ァラ ス。 我 友邦 ノ^ ^{ ハ 三年 半 以前 口 本ガ獨 t^! 對杭 

セ ル 聯合 二 加盟 セル ヲ忘ル へ カラ ス。 ITjz 人ハ 東亞 一一 於ケル 平和維持 ノ 保障 ヲ與 へ 、 忠赏 二 之ヲ實 行シ、 太平洋 及 印度洋 ヨリ 敵ヲ 

一掃 セリ。 加 之 我 軍艦 ハ 地中海 太平洋 及 印度洋 一一 出動 シ、 又 我 商船 ハ出來 得 ル限リ 聯合 諸國 一一 货與 セラ レ タリ。 帝國 ハ曾テ 聯合 

側 一一 對ス ル 誠意 ヲ 囘避シ タル コ ト ナク、 戰爭ノ 結果  一 I 對ス ル！ ft 人ノ 不動 ノ 信念 ト、 聯合 國 共同 ノロ 的-一 對ス ル 不易 ノ 忠誠 トヲ、 

中外 -ー 宣明 セリ。 

吾人 ハ+乂那ノ友ー^|協同及賛助ヲ求ム ル モノ ナリ。 a 又 支那 一一 冀望 スル ニ其ノ 偏見 ヲ脫 却シ、 敵ノ 扶植 培養 セ シ 陰謀 ノ^ー 一  陷ラ サ 
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ル コ トヲ以 テス。 

今ャ完 仝ナル 統一 ハ滕敗  一 I 至大 ノ關 係ヲ 有ス。 石 井 r ラ ン シ ンゲ」 協定 スラ、 支那 一一 於テ 反感 ヲ釀 生セ シメム カ爲、 敵ノ 利用 ス 

ル トコ ロト ナリ タリ。 然レ トモ 吾人 ハ今ャ 支那 政府 力 日本 ノ 友情 ノ 仝キヲ 理解 スル - 一至 レルヲ 知ル。 吾人 ハ 相互 ノ防識 及 利益 ノ 

爲、 支那 ト完 仝ナル 協力 ヲ爲サ ム コトヲ 欲ス。 

露西亜 -1 關シ テハ、 同 國内ノ 事態 ハ敵 一一 幾多/便益 ヲ與 へ、 殊-ー 陰 險ナル 輿論 操縱 運動 ヲ 旺盛 二 ス ル ノ機 會ヲ與 へ タリ (- 此ノ 如. 

キ 輿論 操縱 運動 ハ、 今 ャ西比 利 isi  二 於テ 進展 シ ッッ アル 力、 其ノ 目的 ト スル トコ 0 ハ、 特-ー 日露 間 並 一一 日米 間ヲ 離隔 セ ム トス ル 

-I 在リ。 例へ ハ 少數ノ 日英 海軍 陸 戰隊 ノ浦鹽 上陸 メ如 キ、 其ノ 地方 的 事件 タル コト 事態 常 然ナル -I 拘ラ ス、 法外 一！ 重大視 セラ レ 

タ ル 力 如キ是 ナリ。 

日本 ハ 敵意 アル 勢力 力 東部 西 比利亞 一一 浸潤 スル ハ、 自國及 支那 一- 對 スルノ ミナ ラ ス、 聯合 國 一一 對 スル 烕迫ト 認メ、 瞬時 モ之 ヲ輕 

視シ タルコ トナシ 。之ト 同時 二日 本ハ、 露 西 isj 力 唯 一 時 常態 ヲ逸シ タル 國家 組織 ヲ、 目下 改造 ス ルー-努力 シッッ アル 一大 國 タル 

コ トヲ、 聯合 國 一- 於テ 認識 ス ルノ 事實ヲ 看過 シ タル コト ナシ。 此ノ 改造 ノ 事業 -ー 獎勵ト 援助 トヲ 與フ ルハ 日本 ノ 職務 ナリ。 吾人 

ハ 露西亞 人民 ノ 健全 ナル 常識 力、 此ノニ 隣接 國 ヲ 離隔 セ ム カ爲、 邪曲 ナル 風說 一一 ヨリ、 惑亂 セラ ルル コトナ カルへ キヲ信 シテ疑 

、ノス 0 

終リ 一一 本 大臣 ハ、 内閣 員ノ 變更ノ 結果 我 政府 ノ 政策-一 何等 ノ變化 無ク、 义將來 モ之無 カル へ キ コ トヲ重.^^テ聲明.スc 吾人 ハ 極東 

一 I 於ケル 平和 ヲ 維持 シ、 且 極力 吾人 ノ 隣邦 及 與國ヲ 援助 ス へ シ。 

果然、 この 聲明 は大 反響 を 聯合 各國に 惹起した。 しかも それ は 悉く 好評であった。 好評と いふよりも、 安心 乃至 は 

滿 足と いふ 方が 當 つて ゐ たか も 知れない。 

その 重なる もの を摘錄 すると、 次の 通りで ある。 


まづ 倫敦 タイム K. は 曰 く-。 

後藤 新 外相の 陳述 は大に 吾人 を滿 足せし むる もの あり。 其 陳述 は 械柬其 他世界 到る 處に 於て 獨 逸の 抱 造 流布した る虚說 誹謗 を 翁 

效 に反馼 せる ものと いふ 叮し。 殊に 後藤 男 は 其 外相 就仵 に.； 55^ いで 日本の 態度に 變化を 見る に 至らん との 最近の 流說を 打消し、 滕 

利を赢 得する まで 何處 まで も 聯合 國と 一 致 提携す る を 誓約せ る ものにして 必ずや 其 約束 を 厳守すべし。 新 外相 は 日本 は 露 國に對 

して 至大の 好意 を 有し、 露 國が列 强の伍 伴た る 地位に 復 せんこと を 熱望す る ものなる こと を 確言せ り。 他の 事由 は 暫く 措く も、 

日本 は 其 存在理由 其 物の 爲め、 然 かく 希 ふ は 當然の 事なる 可し。 日本 は 極東に 於け る獨 逸勢 力が、 自己に 向って 幾何の 镜 牲を拂 

はしめ しか を 忘れず。 而 して 新 露國の 復活 は、 獨逸 勢力の 盛 返し を 抑止すべき 有效 なる 障？，！； たる を 得 可し と 信じ れり。 故に 露 

國の國 家 的 改造に 對し、 出來 得る 限り 露國に 援助 を與 ふる は 日本に 取りて 利益な り。 (五月 五日 時事 新報) 

他 新聞の 論調 も 亦 大同小異で、 溫和 自由主義 を 代表す るゥ H スト ミンスク ー • ガゼ ッ トは 曰く。 

吾人 は 協商 側に 對 する 日本の 誠意に 就て 證據を 求む る 必要なし。 何と なれば 誰 人 も 日本 政府 を 疑 は ざれば なり。 然れ ども 新 外相 

の 宣明は 趣味と 深き 尊敬と を 以て 讀 まる V ならん。 獨逸 主義の 宣布 運動に 關 する 後藤 男の 引照 は愕 くに 足らず。 蓋し 極東の 亊情 

に 精通す る 人士 は 敵の 代理人が 開 戰以來 歐洲に 於て 忙し かりし が 如く 極東に 於ても 亦 多忙な りし 事 を 熟知 すれば なリ。 

次に デ 1 'リ ー . テ レグラ フは 曰く。 

日本 は 下露 國を 害せん とする 些 の 目的 を 有せざる のみならず 却つ て 最近 三年 間 露國の 友人た る こと を $ は 明し、 後藤 男 も 亦： 

利に 於け る獨 逸の 運動の 行 はる V  SI 露^の 再建 事業 を獎勵 援助す る は 日本の 任務な りと 首 明したり。 

日本に 於いて 發行 せらる る 外字 新聞 も 亦、 これに 吝 しみな き 讚辭を 浴びせた。 まづ ジャパン • アド ヴァ ー タイ ザ I 

の 社説に 曰く。 

日本 は 今や 後藤 男の ロを假 り、. 聯合 國の 目的 を恪 守し、 且つ 其の 終局の 勝利 を 信ずる 旨 を 屋上より .K  一一  rc せり。 而 して 刻下 日本の- 
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外相 之に 就て 說明 する 必要の なき は、 男の 外國 通信員に 語りた るが 如し。 右 通信員 は、 恐らく 一般 政策 以上の 首 辭を 男より 聞く 

こと を 希望した るな らん も、 男が 此の 點に 於て 不得要領 なりし 一 事に 至りて は、 何人も 其 男の 巧妙なる 外交 術 を 驚嘆せ ざる を 得 

ず。 然れ ども 對露 問題 は尙 未決の 裡 にあり。 其の-政策 は 今後の 開展に 待たざる ベから ざる 際、 男の-親 露 聲ー百 は 過激派 政府 を 憤怒 

せしめ、 亂 暴の 命令 を發 せしめた る 風說を 一掃す るに 足るべし。 男 は 露國を 援助 鼓舞す べしと 云 ひたる が、 斯る首 は 干 涉を諷 示 

する ものに あらず。 又 日本の 新聞紙 は、 政策の 變更 したる 結果 外相 は 更迭した りとの 說に 一致した るが、 後藤 男 は 唯 「外相の 更. 

迭 したる の 故 を 以て 外交 方針に 變更 を來す ことなし」 と爲 せり。  . 

次に ジ ャ パン • ガゼ ッ ト は社說 のうちに 次の ごとく 述べた。 

此簡單 な る 首：： s は 其 言 辭 よりす る も义其 特質 よりす る も 支那 及露國 に 封す る 口 本の 政策 を 宜 明した る こと は 明. G なり。 而 して 斯 

る.： 曰 一首より 茫漠たる 外交的 辭令を 除去し 之 を 分析 すれば 糨 めて 肝要の 意義 を 包含し、 重大なる 國際的 進展の 赏現 を論設 する こと 

を 得べ し。 

五、 外國 政府の 反 鹿 

聯合 國 政府 も 亦、 伯の 就任と 聲 明に 對し、 好意 を 寄せた。 

米 國は當 時 駐日大使 として 年少 氣 鋭の 0 1 ランド • ヱス • モリス を途 つて ゐ たが、 伯 は內相 時代から モリスと 親し 

かった。 その 結果、 彼から 大統領 ウィルソン 及び 國務卿 ランシング、 次官 ボルク 等に、 伯の 人と 爲りを 詳報して あつ 

たので、 米國 との 關係は 初めから 良好であった。 それ は 後に 西 比利亞 出兵に 關し、 伯と モリスとの 間に 隔意な き交涉 

の 起る 前提であった。 また 伯が 翌年 渡米に 際し、 米國 上下より 歡 待せられ たる 一因で もあった。 


支那 は從來 伯が 多くの 親友 を 有する 國 であり 佛、 伊、 白 は 多く 關係 すると ころではなかった が、 最も 懸念 せられた 

の は英國 であった。 

しかるに 伯 は、 就任と 共に 諸國 外相に 挨 俊の 電報 を發 したが、 五月 四日 附を 以て 英阈 外相 バルフ ォ ー ァは、 伯に 對 

し 特に 左の 返電 を 送って 来た。 

本 野 子^ 氣 二 テ 巳 ム ナク辭 職 ノ^、 閣下 新 一一 外務 ノ銜  一一 ,M ラ ル、 趣 一一 テ. 5?^ セ ラレ タル 懇 WW ナ ル 貴電ヲ 謝ス。 閣： 卜 力 表彰 セ ラ レ 

タル 懇情 ハ、 予亦 閣下-! 致 サン ト欲 スル所 二 シ テ、 义 R 本 帝 1： 政」 肿 力：：； 英 同盟 ヲ！： 守 セラ レント ノ： 小捣ノ 決心 ヲ有セ ラル ゝ ils ヲ 

聞 クヲ喜 フ モノ ナリ。 ロ英 同盟 ハ 英國 政府 二 於テ モ貴 我兩國 國交ノ 換子ト ナ シ、 將來 一一 於テ モ引績 キ同樣 - 一之 ヲ認メ ム トス ルモ 

ノ ナリ。 閣下 ノ 同情 アル 支持 並 -ー 協 カノ 保證ヲ 得テ、 予ハ更 一一 新ナル 確信 ヲ以 テ、 聯合 軍ノ捷 利ト其 目的 ノ 達成 ヲ 期待ス ル モノ 

ナリ 0  . 

兹に輿 味 ある 一 つの 文 獻が殘 つて ゐる。 それ は北滿 にあった ホル ヮ ッ ト將 軍の 手翰で ある。 

ホル ワット は 東淸鐵 道の 現地の 長官であって、 久しく 哈爾 に 駐在し、 極東 露 西亞の 、であった が、 レ ー ニンの 

革命と ともに 失脚して 不遇の 地位に あった C しかし 彼 は 極東 各地に 散在せ る 白 系 露 人の K 頭と して、 隱 然として 反 革 

命運 動の 中心であった。 また 當時 日本に 於いて、 ホル ワット を 助けて 西 比 利亞^ 白糸 露 人の 獨立國 を 作らし め、 以て 

赤 露と 我國 との 緩衝 地 帶と爲 さんと 企てる もの もあった。 

すな はち ホル ワット は、 當時 極東に 於け る 不思議なる 潜 勢 的 存在で あつたので ある。 彼 は滿鐵 時代より 伯と 相 知つ 

てゐ た。 故に彼が伯にょって白系露人の志を達せんとの期^-を抱ぃたことは無理ではなかった。 

彼 は 次， の ごとき 書翰 を 伯に 寄 せて きた。 
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貴方が 日本の 外務大臣と 言 ふ 高い 位に 立 たれた と 聞いて、 私 は 非常なる 滿 足を以 つて 我々 が 千 九 百 〇 八 年に 初めて 會 つた 時の こ 

と を 思 ひ 5^ した。 其の 時 は 貴方が 日露の 接近と いふ ことに 就いて、 能動的 有力なる 事業家と して 現 はれられた 時で ある。 貴方 は 

滿洲に 於け る 雨 隣國國 民の 間に 密接なる 親しい 交際 を iiii す ことに 第 1 の 稀 をお ろされ た。 年月 Q 經 るに 從 つてこう した ニ國 民間 

の 交際 は 益 i 開けて 來た。 之 は 我々 の 夙に 見る 听 である。 

現在の 又 我國に 取って 困難なる 時に あたつ て、 貴方が 舆望を 荷って 貴方に 適應 した 地位に つかれたと い ふ こと は、 大變 喜ばし い 

ことで ある。 

閣下、 閣下に よつ て 始められた 事 を 人々 が績 けて ゐ ると い ふこと を御覽 H たって、 大變 逆境に 立って ゐる 我國に 出来 得る りの 

助力 を與 へられよ" そうしたなら は、 我々 は E 本闹 民の 助力に 依って、 露 西 51 の 1$ 興 を 0- る ことが 出来る であらう。 

私け 滿 腔の 誠意 を 捧げて 貴方 をお 祝 ひする。 それと 共に 貴方の 非常に 闲 難なる 事業の 御成功 を 祈る。 

六、 言論 機關 との 小 波瀾 

かくして 頗る 順調に 外相の 店 を 開けた 伯 は、 測らす も 意外の ことから、 一 時 は國內 言論 機關 の包圍 攻撃に 陷 らんと 

した。 それ は 端 を 地方 長官 會議に 於け る 訓示に 發 する。 この 訓示 中に 伯が 一， 言論 機關を 指導」 せんこと を、 地方 長官 

に 求めた るに 對し、 都下の 新聞が 囂々 として 伯 を 非難した ので ある。 

伯 は 大正 七 年 五月 十四日 夜、 折 柄、 長官 會議へ 出席の 爲め 上京中であった 地方 長官 一同 を 外相 官邸に 招待し、 晚餐 

會を 催した。 この 席上で 伯の 試みた 訓示の 骨子 は、 (ィ) 獨探嚴 重 取締、 (口) 與 國に對 する 言論の 取締、 (ハ) 日 支 親善 

の 眞義、 (二  ) 輸出 邦 品の 粗製濫造 取 it 等の 諸點 に關聯 する ものであって、 その 全文 は 左の通りであった。 


現下 露 國内ノ 秩序 壤亂 一一 伴ヒ、 西 利 Si 地方 等 ヨリ 敵國ノ 密使 义ハ 危險 人物 ノ 本邦へ 渡 來ス ル 者可不 一一 付、 益. - 替戒ヲ 厳-一 シ、 

人 國者ハ 勿論 一 般布 §2 外人 ト雖、 荷モ 容疑 ノ者 アル トキ ハ 厳重 其 行動 ヲ 監視 ス ルコ ト極メ テ 必要 ナリ。 將又 露^ 內 -i 於 ケル敵 g 

勢 カノ 侵 人ト共 -ー 帝國並 一一 聯合 與國 問ノ 關係ヲ 阻隔 シ、 殊 一一 日米 及 日 支問ヲ 離問ス ルヲ 目的 ト ス ル 各般 ノ浮 說ガ、 露阈 方面 ヨリ 

傳播セ ラル、 至 リタ ルハ、 顯著ナ ル事赏 二 付、 苟モ此 等 流言 一一 惑 ハサ ル、 コ トナ キ樣、 特 -I 管下 人民 ヲ 指導 セラ ルル ヲ耍 ス。 

本邦 言論 界 二 於 テハ、 動 モス レ バ事實 ノ眞相 ヲ究メ ス シ テ、 妄リ 二 聯合 與國 ノ內政 軍事 ヲ 露骨 -ー 批評 シ、 甚シキ ニ至テ ハ極メ テ 

挑發 的ナル 非議 ヲ敢テ スル モノ ナキ 一一 非ズ。 惟フ -1 刻下 國際 時局 ハ益 X 重大 ヲ 加へ、 帝國カ 聯合 與國ト 同心 協力 以テ 今次 戰爭ノ 

光輝 アル 捷利 ヲ期ス ベ キノ 際-一 常リ、 假リ 一一 モ與國 -I 對シ 不信 ノ 言動 ァ ル ハ、 國 家ノ爲 直接 間接 一一 重大 ナル 不利 ヲ釀ス モノ ナル 

二 付、 各位 ハ此 等ノ點 一一 付 一 曆 細心 餱重ノ 注意 ヲ以 テ、 管下 ノ 言論 機 關ヲ 指導 セラ レン コトヲ 切望 ス。 

日 支兩國 識者 問 一一 ハ、 昨今 親善 提携 ノ露 義漸ク 徹底 シ、 從ッテ 兩國人 ノ往來 亦 頻繁 ヲ加 フル 一一 至レル 一一 付テ ハ、 地方 官民-一 於テ 

今後 益ス 懇切 以テ此 等來遊 支那 人士 ヲ遇ス ベ キ ハ 勿論、 其 他 支那 一一 對シ 善隣 ノ誼ヲ 盡スコ トー ーハ特 一一 留意 シ、 事ノ 大小 ヲ問ハ ス 

苟 クモ此 大義 -ー 悸ル ガ如キ 事象 ヲ見サ ル樣、 切實 措置 ァラ ン コトヲ 望ム。 

開戰 後一！ 於 ケル我 賀易發 展ノ頗 ル見ル へキ モノ ハ 國家ノ 慶事 ナリ ト雖、 其 發展ノ 急激 ナ リシ 爲メ、 常 初外國 市場 一一 於テ、 輸出 本 

邦 品-一 對ス ル 粗製濫造 ノ 非難 頻々 績出 セル 一一 顧ミ、 爾來 官民 一 致之ガ 改善-一 協力 シ タル 結果、 近時-一至 リ漸ク 其 面目 ヲ改 メタル 

が 如 キモ、 今 尙ホ其 聲ヲ絕 タザ ル ハ頗ル 遣憾ト ス ル所 ナリ。 斯 ノ如キ ハ、 戰 後-一 於テ 當然來 ルべキ 激烈 ナル國 際 商 戰-ー 對應ス ル 

所 二 非ルヲ 以テ、 地方 官憲- 1 於テ ハ須ク 管内 當 業者 ヲ戒飭 シテ、 浙種 弊資ノ 絕滅ヲ 計ルハ 勿論、 常-一 在外公館 等ノ報 吿ノ發 表-一 

留意 シ、 適，： J=i 當 業者 ヲ 指導 誘掖セ ラレ、 科學ノ 應用ト 共-一本 邦人 特有 ノ 技能 ヲ 加味 シ、 以テ 良品 供給 ノ策 ヲ建テ シメ、 今日 海外 

市場 一一 占メ得 タル 我 商品 ノ 販路 ノ 維持 一一 勉ムル ハ 勿論、 益 X 之ガ擴 張ヲ企 畫シ、 我 對外賀 易發展 上、 永遠 的 萬 仝 ノ計ヲ 樹立 スル 

-ー萬 違算 ナキヲ 期 セラ レン コトヲ 望ム。 

時局 ノ變 進-一伴 ヒ、 我 聯合 諸國 一一 於テ、 輸出入 禁止 制限 其 他戰時 非常 ノ 措置 ヲ講 スルコ 卜頻々 相次 キ、 我 通商 交通 上 影響 スル 所 
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ま TN 幽夕矛 ラ目  尸 二  Si 

容易 ナ ラサル モノ ァリ。 然レ トモ 斯ノ 如キハ 我 共同 ノ 敵- 1 當リ、 戰爭ノ 目的 ヲ 遂行 ス ル.^  二 於テ、 事情 ャム ヲ得サ ルー 1 出テ タル 

モノ ナルヲ 以テ、 聯合 與國ノ 一  員 タル 本邦 ト シ テハ、 戰爭 遂行 ノ 必要 -ー 墓ク 聯合 諸 國ノ是 等 一 切ノ 施設 -I 對シ テハ、 克ク 其基ク 

所ヲ諒 知シ、 之- 1 伴フ我 損害 ノ如 キハ、 共同 策戰ノ 目的 ノ爲メ 已 ム ヲ得サ ル襪牲 トシ テ、 CI ラ 之-一 處 スルノ ゾば ヲ講 スルノ 覺悟ァ 

ル ヲ要ス ヘシ。 固ョ リ政軒 常 局 -I 於テ ハ 、 本邦 商工業 一一 重大 ナ ル 影響 ァ ル モノ-一  對シ テハ、 我？ お 業者 -I 及 ホス 不便 不利 ヲ出來 得 

ル限リ 除却 セ ン コ トヲ 期シ、 常-一 銳意 努力 ヲ怠ラ ス、 聯合 與网 政府 《：WEI? 亦、 常-一好 意 ヲ以テ 我 希望 ノ存ス ル所ヲ 考査 シ、 事ノ輕 

重- 1 應シ、 我 ノ蒙ル へ キ 損害 ヲ少 ナカラ シメン n 卜ニ勉 メッツ アル コ卜 ハ、 諸！？ ノ. u  熟知 スル 所ナル へキヲ 以テ、 諸君 ハ 管内 

我當 業者 プシ テ、 克 ク大戰 一一 魔ス ル帝 II  ノ 地位 ヲ了得 セン メ、 聯合 與^-一  於テ 何等 通商 上ノ 制限 的 施設 ヲ講ス ル アル -ー 會スル モ 

從來ノ 如 ク徒ラ -ー其 聲ヲ大 二 シテ货 益 乏シキ 行動 二 出 ツル コ トヲ 避ケ、 慎重 事 - ー處シ テ徐。 一一 後ノ策 ヲ講セ シ ム ル樣適 《1 指 

. 導セ ラレ、 或ハ 禁輪 商品 一一 對 ス ル新^ 路 ノ^:; r 或ハ 事業 ノ縮少 - 一依ん 持久 策 等、 其 他 機 ノ處置 ヲ執ル 一一 必要 ナル 方法 ヲ 攻究 

シ、 當 業者 ヲ シ テ歸趨 -I 迷 ハシム ル カ如キ コ ト ナ キ樣、 充分 留意 セラ レム コト ヲ希 紫ス。  • 

虚心 5" 懷 にこの 訓示 を通讀 する もの は、 何等 非難す ベ き 文字 を發 見し ないで あらう。 

然るに 右の 訓示 中、 與 國に對 する 言論の 取締りに 言及した 部分のう ちで 「各位 ハ 一層 細心 嚴重ノ 注意 ヲ以テ 管下 ノ 

言論 機關ヲ 指導 セラ レ ン コ トヲ 切望 ス，」 と あるに 對し、 外務省 出 人 記者 團を 以て 構成され て ゐた霞 俱樂部 は 「言論 機 

關 指導 云々」 の 字句 は、 實に 言論 壓迫を 意味す ると ころ ひ 不妥當 極まる ものな りと して、 伯に 對し强 硬なる 抗議 を 持 

ち 込み 来った。 

しかるに 伯 は、 これに 對し、 大臣の 訓示に 關し 新聞記者より 指 圖を受 くべき 筋合な しと 稱 して、 顽 として 讓ら なか 

つた。 これが 爲め 記者 團はー 齊に伯 を 攻撃して、 激越 話 篤の 文字 を 速ね た。 伯 もまた これに 應戰 し、 爾後 外務省 內霞 

仉樂部 用の 部屋の 使用 を 禁止し、 =; つ 外務省の 情報 を 一切、 この 證^ 樂 部所 屬 記者に 與 へす と吿 げた。 


:.f 者の 抗爭は 次第に 激烈と 爲り、 種々 の 仲人 も 亦 これ を 解決す る こと 能 はす、 人 をして 伯の 政治的 生命に も關 係す 

べき 大事 件に 發展 する かの 危惧 を すら 生ぜし めた ほどであった。 

大隈前 首相の 放慢 なる 新聞 懐柔策の 後 を 受けて、 寺內 首相の 謹厳 は 頗る 言論 界に 不評判 を 招き、 「非 立憲」 r ピリ 

ケ ン」 等の， S 名 を もって 呼ばれて ゐ たので あるから、 伯が いま 敢然と して 此等增 上慢の 新聞記者の 祧 戰に應 じて 立つ 

たの は、 一部の 人士 を 首肯せ しめた けれども、 一般 社會 はこの 帝都 新聞 全部の 掩撃を 蒙りつつ ある 伯 を 目して、 或は 

官僚 的高壓 的と 難 じ、 乃至 は 大人 氣 なしと 笑った。 

この 外務省 所屬 記者との 衝突 は、 更に 擴 大して 各社 仏 i 部 を 以て 組織 せらる る 春秋 會に 飛火し、 同 食と 伯との 對立抗 

爭 にまで 進展した が、 五月 十八 日に 至り、 仲裁す る ものあって、 伯 は 春秋 會 代表者と 官邸に おいて 會 見し、 春秋 會側 

より 「指導 云々」 に對 する 伯の 說明を 求め、 伯 は 懇切な 釋明を 行 ひ、 玆に 漸く 者 間の 完全なる 意思の 疏通 ^見る に 

至った ので ある。 

當時、 外務 當局 において 作成せ る 會見錄 は、 右の 顕末を 左の 如くに 記述して ゐる。 ■ 

霞 俱樂部 問題に 關し、 春秋.^" は 特に 評議員 會を 開きて 凝議の 結果、 圓滿 なる 解決 を 期す る 目的 を 以て、 先つ 後藤 外務 大 E に 意 ai 

を 交換す へしと なし、 特に 委員 五名 を擧 けた リ、 依りて 委員 は 十八 口 午後 外務大臣 官邸に 於て 外務大臣に 會 見し、 所謂 「指導」 

なる 文字に 關 して 說明を 求めた るに、 外務大臣 は 何等 一 百 論應 迫の 主 a ほに 出て たる もの に 非す、 左の 意義な りと 解釋 せられたり。 

指導なる 文字 は 善意に 解釋 せられ 度し、 例せ は褐載 禁止 事項な とに 觸れ、 後ち にて 處 分す るか 如き は甚 た遣憾 なれ は、 前以て 注 

意を與 へ 、 右樣 S 行 違 ひなと 無き やうに し 度し との 信 切 に 出て たるに 外な ら す。 

之に て 委員 は、 問題の 要點 たる 指導の 語 か 右の 意 なれ は、 紛議の 根本より 消滅す 可き 性質なる を 認め、 猶ほ 懇談 を 重ねた るに、 
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第 九 節 外務大臣  八 二 六 

大臣 は 一 切の 善後策 を 委員 等に 一 任し、 霞俱樂 部の 使用に 供す る 旨を述 られ、 雙 方の 意志 仝く 疏 通して 委員 は 引取りた リ。 犬に 

燃え 上らん とせし 同 問題 も斯る 解：^ を 得ん とする は 時節柄^た 結構たり。 之に て 圓滿. なる 解：^ を 見る へ し。 

而 して 右の 席上に おいて、 伯 は豫め 「指導 云々」 の 用語に 就いての 釋明を 試みるべく 草稿 を 用意した" 草稿 內容は 

左の通り である。 

凡ソ 忠良 ナル國 民ハ、 宜ク 國家ノ 指導 監督 ノ 中二 立 ッ へ シ。 新聞記者 モ國民 タル 以上、 國家ノ 指導 監督 ノ 外-一 立ッ へ キ モノ  -ー非 

ス" 從ッ テ此ノ 範圍ヲ 超股シ テ橫 議ヲ恣 一一 スルヲ 許ササ ルナ リ。 

國民 -ー シテ 國家ノ 指導 監督 ノ下 一一 立ッ モノ トセ ハ、 國家 ノ機關 タル {HI 吏ハ、 國家 ノ爲- ー此ノ 指導 監督-一 當ルノ 責任 アル ャ 勿論 二 

シテ、 國務 大臣 力 地方 長官-一 對シ、 其ノ 官吏 トシ テ jfi 擔スル 青 任-一 關シ 訓示 ヲせ W スモ亦 當然- 丁 ンテ、 之-一 關シ外 問 ノー 一一 一口 議ヲ 容ル 

へキ モノー 一  アラス。  • 

今囘 訓示 中 「指導」 ノ 文字 用語 ノ 意義 ハ此ノ 如ク、 其/指 m〉J ヲ爲ス へ キ 訓示 ヲ受ケ タル 者 亦 前述 ノ如キ 職責 一-居 ル モノ ナリ。 

七、 アウト ルック 事件 

いま 一 っ發 生した 舌禍 事件 は、 伯 個人の もので なくして、 首相 寺 內の關 係した ものであった。 

大正 七 年 三月 八日、 紐 育の 「アウト ルック」 記者 グレ ゴリ ー •  メ ー ソンが、 永 田 町 首相官邸に 寺內 首相 を 訪れ、 日 

本對 世界の 問題に ついて、 質問 體の會 見 を 行った。 この 答 辯に おいて 寺內 首相 は 「日本 ハ 孤立 ス ルコト ヲ得サ ルカ 故 

二 獨逸ト 同盟 ス ル コ ト萬ナ シト ハ 言フ へ 力 ラサル モ： ：」 とい ふ 言葉 を 用 ひた。 首相の この 片言 は 俄然 一 大 政治問題 

化せん とした C 卽ち この 言辭は 「日本 は歐 洲戰爭 後の 形勢 如何に 依って は 或は 獨 逸と 同盟す るか も 知れぬ」 と 解 せら 


れ たからであった。 かくして 首相の この 言辭 は、 神經 過敏な 外交 圈を 刺戟した ばかりで はなく、 國內に 於いても 各 新 

聞 通信社 各 轮部を 以て 組織され てゐる 春秋 會が、 決 11 を 作成して 首相に 迫り、 失言 取消 を 要求 するとい ふやうな 有樣 

であった。 

首相 對グ レゴリ 1- •  メー ソンの 談話 中、 問題と 成った 箇所の 要領 は 次の 通りであった。 

問 や； ハロ 本ノ. M 人ナ ルカ 故-一、 露骨 一一 御尋シ テ、 ，1^ 解 ノ存ス ル所ヲ 米^人 -ー 說明 セント 欲ス C 依 テ御等 ス ル 次第 ナ ルガ、 米阈 

人ノ 中-一 ハ、 歐 洲戰爭 終局 後、 世界 ノ 形勢 次第 - 一依 テハ、 日本 ハ獨 逸ト 同盟 スル n トナキ ヲ保セ スト ノ說 ァリ。 余ハ之 一一 答 へ 

テ 曰ク。 聯合 與國カ 其 態度 ヲ誤ル -ー 於テ ハ ィ ザ知ラ ス、 日本 トシ テ ハ左樣 ノ事ハ ナカラ ン卜。 唯 米國ハ 日本一 ー對シ 無法 ナル態 

度ヲ執 ラサル 限リ ハ、 日米 關係 ハ存 續スル モノ ナリ トノ事 ヲ述へ 居レル 次. 笫ナ ルカ、 閣下 ノ御 意見 如何。 

答 ソ ハ 戰爭ノ 終局 如何-一 ^ルコトー 一 シテ、 歐洲 戰亂ノ 結果 力 如何 樣 -I 相 成ル へ キカ ハ、 今 nz ョ リ逆^ ス ル コ トヲ 得ス。 世界 ノ 

形勢 如何 一一 依テ ハ、 素 ヨリ 日本 ハ 孤立 ス ルコト ヲ得サ ルカ 故-一、 獨逸 ト 同盟 スルコ ト萬ナ シトハ 首 フ へ 力 ラサル モ、 余 ノ见ル 

所ヲ以 テス レ ハ、 今日 / 狀能 f 一一  於テ斯 ノ如キ 危險 ナント 思考 スル モノ ナリ。 

これが 單に そのままに 忠實に 報道せられ たなら ば、 何等の 波瀾 を 生じなかった ので あらう けれども、 不幸に して メ 

1 ソン は 米 國ジャ ー ナ リズムの 弱點を 代表す る 典型的な 人物であった。 彼 はこの 點を 誇張して 記載し、 且つ 原文た る 

日本 文 原稿の 一部まで、 寫眞 版に して 同誌 上に 揭 げた。 これによ つて 恰 かも 寺 內 首相が 公式 聲明 を爲 したる ごとき 印 

象 を與へ ん としたの である。 

從 つて 今や 伯が 外相に 就任して ゐる關 係 上、 伯が 本 怦に對 して 如何なる 見解 を 吐露す るか は、 正に 新聞 人 注視の 的 

であった の だ。 

第三 章 寺 内 内閣 時代  八 二 七 


第 九 節 外務 大 E  八 二八 

六月 六日 ジャパン • アド ヴァ， I タイ ザ ー 記者 は、 伯 を 外相 {nz 邸に 訪問し、 この 問題に 就いて 伯の 說明を 求めた。 さ 

うして 伯の 談話の 內容 が、 翌 七日の 紙上に 左の 如く 揭 げられ た。 

昨朝 記者 ハ 後藤 外相 ヲ其ノ 官邸 -ー 訪問 シ 會 シ タルが、 記者 ノ  、 

閣下 ハ寺內 首相 ト 「アウト ルック」 記者 トノ， ^3 談 事件 一一 就ィテ 如何 一 一考 フル 乎、 1^ 閣. トハ 本件 ガ  一 ノ！： 際 問題— ナルべ シト思 

惟ス ルカ。  ，，. 

ト 質間シ タル-一、 外相 ハ第 ニノ 質問- 1 對シ r 斷ジテ W 際 問題 トナ ラズ」 トカ 說シ、 1= ンド 絕叫シ タリ。 

記者 ハ更- 一 「春秋^^"ハ首相ノ1ーH明ヲ批難シ、 ッ 首相 ノー 一  m ハロ 本^ 民ノ 意思 若ク ハ 感情 ヲ 代表 セザル コトヲ 海外-一 急報 シタ. ル 二 

ァラ ズ ャ」 ト 諷吿シ タル 一一、 外相 ハ 半バ 反語 ヲ弄ス ル 口調-一 テ 微笑 シッッ III ク。 其 レ ハ甚ダ 御 親切 ノ 事共 ナリ。 然レド モ余ハ 春 

秋會ノ 親切 ハ聊 カ標外 レナ ルナ キヤ ヲ恐 ルル モノ ナリ。 彼等 ノ 目的 如何 ヲ gi: ハ ズ、 彼せ 寸ノ 努力 ハ失 $1-  一 I 終 ハルナ ラン。 若シ余 一一 

シ テ 外國 新聞記者 特 -I 英米 新聞記者 ノ 器量 ヲ 了解 シ タリ トス レバ、 彼等 ハ斯ル 事件 ヲ 取上ゲ テ 國際 問題 -I シ テ 大騷ギ スル 程ノ無 

. 識者- - モア ラザ レバ、 义 刻下 ノ 重要 ナル 問題-一 忙殺 セ ラレ、 斯ル 事件 ヲ觀 ズル 餘裕ヲ 有セズ ト想ハ ル。 「然 ラバ 閣下 ハ 引用 セラ 

レ タル 首相 ノ言 詰ハ 何等 ノ害 ナシ ト認ム ルカ」 ト問ヒ タル- 1 外相 ハ左ノ 如ク答 辯シ タリ。 

他ノ 首相 ナ ラバ 一 曆 巧妙-一 自已ヲ 說明ス ルナ ラン モ、 寺 內伯ハ 率 K  -I 語ル 軍人 的 政治家 ナリ。 伯 ヲ知ル 者ハ誰 人モ伯 ノー 一  ほ ヲ 如何 

-1 解 釋スべ キカヲ 熟知 ス ルナ ラン。 首相 ノ 首 明ト、 iii^ 秋會が 日本 國 民ノ爲 -I 試ミ タル 所謂 訂正 決議 ナル 者ノ 問-一、 華竟 如何 ナル 

差違 力 アル。 首柑ハ 日本が 獨逸ト 损手ス ル- ガ如キ コ ト、 サぉク ハ斯 ル危險 ノ無キ n トヲ 一一 H 明シ タリ。 然レ. ドエ-首相 ハ i ぉシ 君が 「" 

本 ノ前ゾ は -1 大ナル 災厄 ノ生ズ ルガ 如キコ ト萬ナ カルべ キ乎」 ト 質間ス レバ 「勿 論 ソ レ ハ 可能 ナリ。 然レド モ鬼モ 角 現在-一 於テ ハ 

決 シテ生 ズルコ トヲ認 メズ」 ト答 フル 底ノ 人物 ナリ。 首相 ノ絕封 -I 且ッ 徹頭徹 lii^ 正 a ナル コ ト此ノ 如シ。 而シテ 首相 ノー 一  H  ノ 意義 

ハ、 其ノ 性格-一 之ヲ 顧ミ、 此-フ 疑念 ヲ袂ム へ キ餘地 ナキナ リ。 外！：  ノ 新聞記者 ハ明ラ 力-一 H 本 ノ新閗 記者 ヨリ モ善ク 首相 ヲ 了解 

ス。 余 ノ知レ ル範圍 一一 テハ、 本 問 題 ニ就テ 怒- 摔ブ 放チ タル  一 ノ外阈 新聞 ナシ。 「アウト ルック」 ガ 本邦 一一 到 著スル マデュ 旣- 一二 


週間 ヲ！^ 過シ タリ。 然レド モ-丄 "人 ハ 口 本 ノ或ル 新聞 ノ如ク 意地 惡ルキ 精神 ヲ以テ 本 問題 ヲ論 ジタ ル  一 /米^ 新聞 ァ ル コ ト"^4  -ー 

セズ。 君ハ寺 内内 閣ノ 政敵 ヲ以テ 自認 ス ル或ル 新 閗ガ、 極メ テ 微細 ノ 刺戟 ヲ與 フル モ、 否 何等 ノ刺戰 ナキモ 最大 ノ^^ ヲ舉ゲ ル 

コ トヲ 記憶 セザル ベ カラ ズ。 政治 ヲ 外交 ト 混同ス ル 誘惑 ハ拒グ ベ カラーサ ルガ 如シ。 而シテ 此ノ事 ハ蕃ク 海外-一 於テモ 了解 セラ レ 

居ル コトト 推測 ス。 

後藤 男 ハ最モ 愉快 ナル 態度-一 テ、 其ノ得 タル 新 位地 ヲ 愛好 ス ルガ 如ク見 H タリ。 「現内閣 ハ 果シテ 留任 スべキ 力」 ノ 質問-一 對シ 

男 ハ燎臺 下 暗ク、 男ノ 地位 ガ餘リ 一一 燈臺 一一 近接 シ タル コ トヲ 辯ジ、 「浙ル 問題 ハ 門外漢 ノ却テ 知ル所 ナリ」 ト 答へ タリ。 

八、 日 支 軍事協定 

伯が 外相の 椅子に 轉 じた 時、 憲政 會總裁 加 藤 高 明 は、 これ を 冷嘲して 次の やうに 語った。 

後藤 男が 専任の 外務大臣に 爲 つたと 云 ふこと は 如何にも 奇拔な 話 だ 0 從來 外交官 出身 以外の 者で 外相の 椅子 をト n めた の は 大隈侯 

だけの やうに 思 ふ。 勿論 適任者 さ へ あれば、 外交官 出身に 限らず 何人が 爲 つても よ ぃ譯 であるが 後藤 男 は 果して 其の-適 仟 であら 

うか。 (中略). S 來 天才と 發作的 人物と 狂人と は 一 寸 其の 一 R 別の 付かぬ ものである。 後藤 男が 其の 何れに 屬す るか は 知らぬ が、 鬼 

も 角 も 一風 變 つた 人 問の やう だ。 國民は 如何に 感ずる か、 識者の 多数 は 恐らく 一種の 不安 を懷 くで あらう。 それにしても、 彼の 

威張る ことの 最も 好きな 後藤 男が 何故 内務大臣 兼鐵 道院總 裁と 云 ふ 大に烕 張れる 椅子 を擲 つて 外務 大 E と 一ぶ ふやうな 貧乏 錢を引 

いたか、 內閣の 壽命を 延ばす 爲 めに 攮牲 になった ので あるか、 其れと も 自分 の 希望 で あ つ て 今日 得意 を 感じて ゐ るので あ るか。 

(四月 二十四日 時事 新報) 

然るに 遣 ながら、 外相と して 伯の 在任した の は 僅かに 五箇 月の 短期間であった。 ゆ ゑに 天才 的に もせよ、 狂人 的 
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にもせ よ、 十分に その 力 を 揮 ふの 餘地 がなかった ので ある。 

その 短期間に 伯の した 一番 大きい 仕事 は 、西 比利亞 出兵であった。 いま 一つ は 外交 調査 會關 係の 仕事であった。 し 

かしこの 二つに 就いては 節 を 改めて 論す るが ゆ ゑに、 玆には それ 以外の 事件の み を 記述す るで あらう。 

伯が 外相 就任と ともに、 第一 に 解決し なければ ならなかった 重要 案件 は、 前任者 本 野 一郎より 引繼 がれた る 日 支 軍. 

事 協定であった。 

これ は 日 支兩國 間の 重大 事たり しのみ ならす、 ケ 日より 囘顧 すれば、 東亞 全 M の 和平に 關係 すると ころ、 頗る 深刻 

な 重大問題であった ので ある。 - 

いま その 經緯を 遡って 尋 ぬるに、 大正 七 年 三月 二十 五日、 駐日 支那 全權 公使 章宗神 は、 時の 外相 本 野 一郎に. 對し、 

. 一、 中國 政府 及 日本 國 政府 は、 敵 國の實 力 日に 俄國の 境內に 蔓延す る を 見る に 因り、 其の 紡果、 將に 遠柬仝 局の 和平、 及 安寧 を 

して 侵 迫の 危險を 受けし めんと す。 此の 情勢に 適應 し、 及 雨國此 次の 戰爭 に參 加す る 義務 を赏 行す るが 爲め、 n 十に 及びて 行 ふ 

べきの 虔置を 協同 考量せ ざる 能 はず。 

二、 前項 述 ぶる 所に 依り、 兩 II 政府の 合意 を經、 後ち 實行 決定の 事に 因り、 凡そ 兩國の 陸海 軍 は 共同 防敵戰 略の 範圍 に對 し、 應 

に 協力の 方法、 及 其 條件を 行 ふべ し 11 

との 書翰 を 提出した。 當時 における 東亞の 形勢 を 見る に、 露國は 革命の 結 架、 その 國土 瓦解し、 各種の 民：^ は 獨立運 

動 を 開始し、 獨逸 東漸の 勢 ひ はいよ/ \ 熾烈 化して、 西 比利亞 方面の 情勢 も 方に 急迫 化せん とする 際であった。 兹に 

おいて 帝國 政府 は 支那 側の 捉議 に對 し、 欣然 應諾 する ことに その 態度 を 定め、 本 野外 相より 卽日應 lif の 意味の 囘答を 


發し、 「公文の 有效 期間 は 兩國の 軍事 當 1:1^ に 於て 協議す る ことと 致 度 候」 と 答へ た。 この 趣旨に 對 して は 支那 側 も 亦 

快諾し、 依って 本案 件に 關 する 折衝 は、 兩國の 軍事 當局者 を 以て 行 はれた のであった。 

然るに 日 支兩國 間に、 軍事協定 締結の ための 交 涉が行 はれつつ あると いふ ことが、 一た び 外 間に. 洩れる と、 支那 內 

部に は^ 烈 な反對 運動が 起った。 さう して その 形勢に 乘じ、 支那 南方 派の 領袖 伍 廷芳、 陸 榮廷、 廣繼堯 等 は、 速 名に 

て 五月 八日、 時の 大總統 代理 馮國璋 に 宛てて、 日 支 協約 反 對の通 電を發 し、 且つ 「中央政府が 該 密約に 調印せ す、 且 

南北 爭議の 諸問題に 關し 平和 會議を 組織して ー倂 解決す る ことと なれば 停戰 して 國民 最後の 裁判に t:: つべき」 i3:n を述 

ベた。 卽ち 南方 派 は 北方 派との 妥協の ロ實 として 日 支 協約 反對を 持ち出した のであった。 

かくの 如く、 この 協定 交涉 が、 支那 南北 抗爭に 利用され るに 及んで、 東亞の 形勢 はます/ \ 混沌と なった。 その 間 

種々 なる 臆說 は亂れ 飛び、 日 支 協約 は あたかも 支那 を 軍事的に 日本の 支配 下に 置かん とする ものなる が 如き 虚構の 風 

說 さへ 行 はれた ので、 本邦 在留の 支那 留學生 は 風雲 急な りと 見て、 鑌々 歸國 する に 至った。 しかも 歸國 後に おける 學 

生 等 は 各方 面に 對 して、 日 支 軍事協定 反對の 運動 を 開始し 北京、 天津、 長沙、 上海、 奉 天、 南京 等に 於いて 與手 生集會 

を 催し、 或は 商 會等を 煽動して 反對 決議 を 行 はしめ た。 かくて 支那 留學 生の 歸國は 俄然、 我が 朝野 識者の 視聽を 引く 

に 至った ので ある。  ，•  . 

五月 十一 日 午後、， 寺尾亨 博士が 外務省へ 出頭して 伯に 面會を 求め 來 つた. - 伯 は 書記官 松 岡 洋右を 伴 ひ、 寺 尾に 會見 

したが、 その 時 寺 尾 は、 在 本邦 支那 留學 生の 歸國は 憂 ふべき 事態で あるから、 旣に 午前中 文部 當 局に 對 しても 陳情し 

たるが、 外務 當局 としても 速 かに 對策を 講ぜられ たき 旨 を 述べた C これに 對し伯 は、 「日 支兩國 間の 關係は 漸次 好轉 
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して ゐる」 3:! を 告げる と共に、 世上の 誤解 を 解く ために、 特に 日 支 交 涉經過 を 「外務大臣 談」 の 形式に 於いて、 左の 

如く 發 表する ことと なった。 

後藤 外務 大 E  ノー Ir" 明 

B 支兩國 ハ 現 -ー 聯合 國側ノ 與阈ト シ テ 參戰セ リ。 ：：： ヲ追 フテ獨 逸勢 カノ 加ハ リ ヅ 、アル 露阈、 殊 - ー露領 細亞ノ 形勢 -ー 鑑ミ、 此 

際 萬  一 -I 處ス ル爲、 re 支 協同 シ テ對敵 防衛 ノ計 書： ヲ樹ッ ル ハ蓋シ 緊要 事  一 I 屬ス。 而シ テ是义 K  一！  B 支 共存、 朿亞仝 局 保持 ノ拫本 

義 一一 副フ 所以 ノ今" ナリ。 目下 進行 中ノ  = 支 軍事 協商 ハ、 專ラ此 趣旨-一基 ケル モノ-一  シテ、 斷 シテ此 目的 ノ範圍 外-一 涉ル 何等 ノ條 

項ヲ モ舍ム モノ  一 I 非ス。 事旣 一一 戰時中 一一 於 ケル對 敵 軍事行動 一一 關スル モノ ナルヲ 以テ、 乍 遺憾 其內容 ハ之ヲ 公表 スルヲ 得 スト 雖 

或 支那 新閗紙 乃至 支那-一 於ケル 外字 新聞紙 ノ傳 フル 所ノ如 キハ、 大部分 虚構 担 化 3  - ー係ル 無恨ノ 報道 ナリ。 

(ーーぽ、 上欄に、 「本 睿寫ヲ 大正 七 年-な =;4« 一：：： 寺： 博士-一松！： ヨリ 手交」 と 記入し あり：) 

兹に 於いて 寺 尾 博士 等 は、 右の 外相 淡 を 直ちに 印刷に 附し、 同日 夕刻、 支那 留學生 並びに 下宿 業者に 對 して 配付し、 

この結果 支那 留學 生の 歸國熱 も 漸く 下火と なる に 至った。 その後 二 週日 餘、 協定 は 遂に 成立し、 五月 三十日 我が 外務 

省 は、 正式に 軍事協定 成立 經過を 左の 如く 發 表した。 

日 支兩國 政府 ハ、 敵！ i 勢力 力 東 仝局ノ 平和 及 安寧 ヲ危 1= ナラ シ ムルノ 情勢 ヲ牛； スル 一一 至 ラント スル 一 1 鑑ミ、 ：：： 支 兩！： 協同 シ テ 

之- 1 對應ス ルノ方 ヲ 講ズル コ卜 極メテ 緊要 ナルヲ 認メ、 兩 n 問 二 隔意 ナク 所見 ノ 交換 ヲ 行ヒタ ル末、 本年 三 =: 二十 五日 ヲ以テ 

帝！： 外務大臣 卜お 本邦 支那 公使 トノ問 一一、 別紙 ノ通リ 公文 ノ 交換 ヲ了ス ル -I 至 レリ。 

仍テ 帝國政 麻ハ右 交換 公文 ノ 趣旨- i 基キ、 帝國 陸海 軍 ヨリ 委員 ヲ 北京-一派 シ、 支那 M 海軍 常 局ト會 商セシ メタル 力、 交 涉圓滿 一一 

進 渉シ、 il 軍侧 協定 ハ 五月 十六 日、 海軍 侧 協定 ハ 五月 十九 日 夫々 調印 ヲ了シ タリ。 

斯ク 今次 ノ 協定 ハ、 前記 三月 二十 五：： r  ノ 交換 公文-一基 キ、 共同 防 敵-一 付 兩！： ^海軍 ノ  51 定ス へ キ 方法 及 條件ヲ edc 體 的-一 取： メタ 


ル モノ-一外 ナ ラス。 從テ事 軍機 - ー屬ス ルカ 故-一、 其 ノ内 容ハ 之ヲ公^„^ス ルコト ヲ得ザ ルモ、 前々 來 所述ノ  =11 的 以外 - ー涉ル 何^  ノ 

條現ヲ 含 ム モノ  アラス。 义斯ル 目的 以外 ノ條 項ヲ 含ム へ キ 性質 ノ モノー 一  モア ラサル ナリ。 サレハ 例へ ハ *1 上傳フ ルカ 如ク、 本 

SI お 中 -ー ハ 出征 支那 軍隊 ヲ r= 本 軍隊 ノ 指揮 ノ. 卜 一一 置クコ ト、 W 本ハ 支那 領土 內 一一 於テ其 ノ欲ス ル地點 -I 要塞 ヲ 建設 スルコ トラ 得 

ル ュ ト、 H 本ハ 支那 鎩道、 船 所、 兵器 廐ヲ 管理 スル コ ト等 ノ規々 七 アウト 云ヒ、 甚 タシキ 一一 至" テ ハ、 £ 本 ハナ 乂那ノ 財政 ヲ|<!« 瑰 

スル コト、 ：：： 本ハ 支那 t: 察 機關ヲ 机織ス ル コ ト、 本ハ 兵器 所用 ノ 原料 ノ亲 出スル 支那 鑛山ヲ 自由-一 採掘 ス ル ヲ得ル n トヲ 規定 

セリ トー フカ 如キ 類ハ、 Is: レ モ 虚構？^ え 3 一一  係ル 無根 ノ 報道-一 シテ、 本 協定 一一 ハ仝 然此ノ 種ノ條 一お ナシ。 

この 協定の 內容 は、 右の 外務省 發表 にある ごとく 「事 軍機 一一 屬ス ル」 が 故に 當時は 公表せられ なかった。 しかし、 

もはや その 目的 終了し、 その 效カも 亦 消滅した 今日で あるから、 ここに その 全文 を揭げ る。 

日 支 陸軍 協同 防 敵 軍事協定 

口 支， 兩國 政府 協商 ノ 結果 一一 基 キ兩國 政府 交換 文書 (附錄 第 一 第二 第三 第 四 號參 照) 一一 依 リ雨國 軍事 常 局 互 一 1 委員 ヲ派 造シ、 左ノ 

事ヲ 協定 ス。 

第 一 條 =H 支兩國 陸軍 ハ 獨填兩 敵國ノ 勢力 露國 境内 一一 蔓延 ス ル - 一依 リ 極東 仝 局 平和 ノ危 險ヲ 豫防シ 及ヒ歐 洲戰爭 參加ノ 義務 ヲ赏 

行 セン カ爲 協同 防敵ノ 行動 ヲ執ル 

第二 條 協同 軍事行動 一一 關シ 兩國ノ 地位 ト 利害 卜 ハ 平等 ノ 見地 一一 於テ 相互 -1. 尊重 スル モノ トス 

第一 一 一條 ほ 支 兩^? M 局ハ本 協定-一基 キ 行動 ヲ 開始 スル 一一 常リ 各自 本國 軍隊 及 官民 ノ 軍事行動 ぼ 域内-一 在ル モノ  -! 對シ 相互 誠意 親 

蕃 同心 協力 シ テ 協同 防敵ノ 目的 ノ 達成 ヲ期ス へ キ コ トヲ 命令 义 ハ 訓吿 ス 

« ^ソ 軍事行動 一 m 域內 一一 於ケル 支那 地方 官吏 ハ該 區域內  一一 ル 日本 軍隊 -ー 對シ盡 力 協助シ 軍事上 一一 故障 ヲ生 セサラ シメ乂 = 本 軍 

隊ハ 支那 ノ ホー 植及 地方 ノ 習惯ヲ 尊重 シ 人民 ヲ シ テ 不便 ヲ 感セサ ラ シ ム 

第四條 協同 防 敵 ノ爲ー 1 ほ 本 軍隊/支那 國 境内- 1^ ル モノ ハ總 テ戰爭 終了後 プ俟チ 支那 國 境内 ヨリ 一律 撒 ス 
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第 九 節 外務大臣、  As 

第 五條 支那 國境 外- 1 軍隊 ヲ 派遣 スル 時ハ要 スレハ 兩國ハ 協同 シテ 之ヲ 派遣 ス 

第 六 條- 作 戰威域 及 作 戰上ノ 任務 ハ 協同 防敵ノ 目的 一一 逾應ス ル如ク 兩國， 舉事當 局 -I 於テ 各自 本國ノ 兵力 ヲ街リ 別 一一 之ヲ 協定 ス 

第七條 日 支兩國 軍事 當局 ハ 協同 作 職 期間 -I 於ケ ル 協同動作 ノ 便利 ヲ 計ル爲 左記 事^ ヲ行フ モノ トス 

一 、 直接 作戰上 一一 關 シ 各 軍事 機關 ハ 彼此 相互 職 負 ヲ 派遣 シ 將來 連絡 ノ 任-一充 ッ 

二、 軍事行動 及 運 輸、 補充 ノ 敏活 且確 赏ヲ計 ル^ 陸 海 速 輪 通信 諸 業務 ハ 彼此 共-一利 便 ヲ國ル 

三、 作戦上 必耍ノ 建設 例へ ハ 軍用 鐵道、 罨信、 電話 等 ノ如キ コ 卜-一 關シ 如何- 1 設備 スへ キヤ ハ 兩國總 司令官- 1 於テ 臨時 之ヲ協 

定 ス戰爭 終了 ヲ俟 チ總テ 臨時 建設工事 ハ之ブ 撤錢ス 

四、 協同 防 敵 一一 關シ要 ス ル所ノ 兵器 及 軍需品 並 其 原料 ハ兩國 相互 供給 ス。 其 數量ハ 各自 本國ノ 需用 ヲ害セ サル範 圍ヲ以 テ限リ 

ト ス 

五、 作戰區 域内 -ー 於ケル 軍事 衛生 二 項 - ー關シ テ ハ 相互  一一 M 助シ テ造憾 ナカラ シ ム 

六、 直接 作戰上 一一 關ス ル 軍事 技術 員ノ 補助 ノ 必要 アル トキ ハ 一方 ノ化 i 求 一一 ヨリ 他方 ヨリ 捕 助 シ引テ 遣 用-一 資ス 

七、 軍事行動 區 域内 一一 諜報 機關ヲ 設置 シ 並 軍事 所用 ノ 地 圖 及 情報 ヲ 相互 交換 ス 

諜報 機關ノ 通信 連絡 一一 關シテ ハ 彼此 補助 シテ其 便利 ヲ鬪ル 

八、 共用 ノ 軍事 暗號ヲ 協定 ス 

本 條列ス ル所ノ 各 一 3- 一一  シテ豫 メ計畫 及 準備 ヲ耍 スル モノ ハ別 一一 之ヲ 協定 ス 

第八條 軍事輸送 ノ爲 柬淸鐵 道； N 使用 スル トキ 該鐵 道ノ 指禪、 保 謹、 管理 等ハ本 來ノ條 約ヲ雞 重シ其 輸送 方法 ハ 臨時 之ヲ 協定 ス 

第九條 本 協定 黄 行-一 耍ス ル 詳細 事項 ハ日 支兩國 軍事 赏局ノ 招 定ス ル各當 事 者-一 於テ 協定 ス 

第十條 本 協約 及 本 協定 附屬ノ 詳細 事 Is- ハ 日支兩 國 一一 於 テ等シ ク之ヲ 公布 スルコ トナク 軍事 ノ祕密 トシ テ取 扱フ 

第 十 一 條 本 協定 ハ H 支- 兩國降 軍 代表者 記名 調印 シ 各自 本 國 政府 ノ 承認 ヲ經 タル 上效カ ヲ生ス 其作戰 行動 ハ適 (=s ノ 時期 ヲ 待チ兩 


^最高 統帥 部商定 シ之ヲ 開始 ス 

本 協定 及 本 協定 基ク 各種 細則 ハ 歐 洲戰爭 期内 ヲ以 テ本來 ノ有效 期間 ト ナ ス 但シ歐 洲戰爭 終了 シ笫 一 條述 フル 所/協同 防敞ノ 

目的 消滅 ス ル -1 至 リ其效 力 ヲ失フ 

兩^ 政府 本年 三月 二 十五 日 東京 -ー 於 テ 交換 セル 公文 ハ 戰爭 終了 シ 本 協 (疋 ノ 效カ 消滅 スル時 又 其效カ ヲ失フ 

第 十二 條 本 協定 ハロ 本文 及 漢文 各. - 二通 ヲ 作リ對 照シテ 記名 調印 シ雙 方齐. - 一 通 ヲ取テ 證據ト ナス 

日本 大正 七 年 五月 十六 日 

中華 民 國七年 五月 十六 R 

日 支 海軍 共同 防 敵 軍事協定 

日 支兩國 政府 協商 ノ 結果 (大正 七 年 三月 サ 五日、 中華 民 國七年 三月 廿 五日) 東京-一 於 テ兩國 政府 問 交換 セル 文書 二 據リ兩 ^海 

軍 當局互 -ー 委員 ヲ派 シ左ノ 事項 ヲ 協定 ス 

第 一 條 日 支兩國 海軍 ハ敵國 勢力 束漸 シ其ノ 結果 極東 仝 局ノ 和平 及 安寧 將 -1 侵 迫ヲ受 クル ノ危 險ァ ラム トス ル -I 因 リ此ノ 情勢-一 

適應 シ 氣兩 國此ノ 次 歐洲戰 爭參加 ノ 義務 ヲ 赏行 セ ム カ爲 共同 防 敵 ノ 行動 ヲ執ル 

第二 條 協同 軍事行動  一 I 關シ 兩國ノ 地位 ト 利害 ト ハ 平等 ノ 見地 一 1 於テ 相互 一一 尊重 スル モノ トス 

笫三條 日 支 雨 國當局 ハ 本 協定 一一 基キ 行動 ヲ 開始 ス ル I 一方 リ 各自 本 國 艦船 及 官民 ノ 軍事行動 區 域内 - ー在ル モノ  - ー對シ テ 命令 又 ハ 

訓吿 ヲ發シ 彼此 誡意 親蕃 同心 協力 以テ 共同 防敵ノ 目的 ヲ達 セシ ム 

第四條 作 戰區域 及 作 戰上ノ 任務 ハ 共同 防敵ノ 目的 一一 適應ス ル如 ク兩國 海軍 當局 一- 於テ 各自 本國ノ 兵力 ヲ量リ 別 一一 之ヲ 協定 ス 

第 五條 日 支兩國 海軍 當局ハ 協同 作戰 期間 -I 於テ 協同動作 ノ 便利 ヲ圖ル 爲左ノ 事項 ヲ行フ 

一 、 ^31接作戰上 一一 關シ各 軍事 機關ハ 彼此 互 一一 職員 ヲ 派遣 シ往來 聯絡 ノ 任-一充 ッ 

二、 軍事行動 及 運輸 補充 ノ 敏活 確赏ヲ 期ス ル爲 海陸 運輸 通信 諸 業. 5^ ハ 彼此 共 一一 便利 ヲ謀ル 
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三、 艇 兵器 及 軍事 機具 等 ノ造修 並 之 -I 要ス ル 材料-一 關シテ ハ爲シ 得 ル限リ 相互 - 一輔 助ス 軍需品， 亦同シ 

四、 K 接 作戰上 - ー關ス ル 軍事 技術 人員 ハ日 支兩國 海軍 相互 輔助ノ 必要 ァ ル トキ ハ 一方 ノ化 S 求-一依 リ 他方 ハ之 -I 應シ淤 遣 服務 セ 

シ ム 

五、 日 支兩國 海軍 ハ 各自 必要 ナ ル 地點 -I 雜報 機鼸ヲ 設置 シ 又 行動 上 必要 ナ ル 水路 岡 誌 及 情報 ヲ 交換 ス 

通信 聯絡 ノ 敏活 確實 ヲ期シ 相互-一輔 助シ テ其ノ 便利 ヲ歸 ル爲 必要 ナル 設備 ハ 兩國 (CE 事 者 臨時 之 ヲ協 定ス 

六、 共用 ノ 軍事 喑號ヲ 協同 商定ス 

本條列 ス ル所ノ 各" m  一 I シ テ豫メ 計畫ヲ 耍スル モノ 及豫メ 施行 ス へキ モノ ハ作戰 未- K 行 前 別 -ー 之- ブ 協定 ス 

笫六條 本 協定 實行上 必要 ナル 詳細 事 ー狃ハ 日 支兩國 海軍 常局齐 《ほ 事 者 ヲ 指定 シ之ヲ 協定 ス 

第七條 本 協定 及 本 協定 附屬ノ 詳細 事 日 支兩國 -I 於 テ均シ ク之ヲ 公布 ス ル コ トナク 軍事 ノ祕密 トシ テ 取扱 フ 

第八條 本 協定 ハ日ナ 乂兩國 海 es- 代表者 記名 調印 シ齐自 本！： 政府 ノ 承認 ヲ經テ 效カヲ 生ス其 ノ作戰 行動 ハ適 當ノ 時機 ヲ俟チ 兩闕梅 

軍 最高 統帥 部商定 シテ 之ヲ？ £ 始ス 

本 協定 及 本 協定 一一 墓 キ發生 ス ル所ノ 各種 細則 ハ E 支 兩國ノ 獨槐敞 國  一一 m ス ル戰 爭狀態 終了  ノ  ヲ佼チ 其ノ效 カヲ： ^<フ 

第九條 本 協定 ハ 口 本文 及 漢文 各 二通 ヲ作リ 彼此 尉 照シテ 記名 調印 シ雙方 各 一 通ヲ 保有 シテ 證據 ト爲ス 

ぼ 本 大正 七 年 五月 十九 H 

中華 民 國七年 五 a: 十九： W  於 北京 

九、 西 原 借款 問題 

伯が 外相と して、 本 野から 引韆 いだ 重大 案件の 一 つ は、 所謂 「西 原 借款」 であった。 


I 


寺 內內閣 の對支 外交 は、 前大隈 內閣の それに 對 比して、 著しい 轉囘を 示した。 すな はち 大隈 內閣の 二十 一箇 條 問題 

が、 支那の みならす 歐米 列強の 間に、 日本の 俊 略 主義なる が 如く宜 俥され、 ために 帝國 外交の 行詰りと なった のに 鐵 

み、 寺 內內閣 は 主力 を 經濟的 施設に 注ぎ、 支那の 經濟 的開發 のた め、 日本 は 極 的に 借款に 應. f る ことと なった ので 

ある C そのため 寺內 首相 は、 勝 田 蔵相、 本 野外 相と 凝議の 末、 これが 特殊 任務 を果 すべく、 西 原 龜三を 支那に 特派し 

た。 これが 世に宜 傳 せられた 西 原 借款 問題で ある。 

伯が 外相に 就任した 頃、 未だ 西 小 借款 問題 は、 支那 側と 交涉 の繼績 中であった。 しか しこの 西 -to-^ 款に； ては內 

外に 相當 強烈なる 反對 論が あり、 特に 外務省 內 における その 急先鋒 は、 林 駐支 公使であった C 

右に つき 林權助 は、 その 頃 を 想起して 次の 如く 語った。 

ー體 日露 戰爭 以後の 我 外交 を、 世界で は追隨 外交と いって 非難して ゐる もの も あるが、 我輩の 眼から 見れば、 追 

隨 外交 や 協調 外交 どころ か、 獨斷專 行の 氣 ま- - 外交、 氣 紛れ 外交ば かりで、 西 原 借款の 如き も その外 交の 現れで 

あった。 我輩の 考へ では、 利權 なんかに は 眼 も くれす、 英國 あたりに 相談して、 日本 は 支那 統一 のために 戰爭中 

一時 列國に 代って 金 を 貸して ©  くの だとい つて、 その 解 を 求め、 本 當に援 段 政策 を 堂々 と實 行せ よと いふの だ 

つた。 

然るに その 時の 遺 方 はどう だら う C 寺 內 首相、 勝田藏 相、 西 原龜三 君の 三人 だけで 計畫 して、 列 國に對 して、 何 

等の 諒解 を 求めない のみ か、 列國が 戰爭で 支那 を 顧みる 暇がない のに 乘 じて、 利權 とい ふ 利權を 押へ て 置かう と 

いふの だから、 亂 暴な 話さ。 
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我輩 は、 西 原 君と 支那 交通 部の 間に 最初の 借款が 出來 るまで は、 その 消息 ゃ經緯 について は 能く 知らなかった が、 

それと 知って から は、 我輩 は 徹頭徹尾 この 遣 方に 斷然 反對 したの みならす、 西 原 君の 召喚、 を 政府に 要求したり、 

或 ひ は 同 君 を 天津から、 無理矢理に 日本へ 退去 させよう とした こと も ある。 

然し 西 原 君 は それ を 根に持って ゐ なかった と 見えて、 我輩に 反感 や 敵意 を 示し もしなければ、 その後 も 時々 我輩- 

の 所へ  やって 來 たもの だ。  こんなと ころから 見る と、 西 原 君 も 全く 善人 だな と 感心して ゐる。 

かう いふ 次第で 我輩が 餘り西 原 借款に 反對 したため だら う。 後藤 新 平 君が 本 野 一 郎君の 後任と して 外相と なった 

が、 後藤 君 は 我輩に 「一時 歸國 せよ」 との 命令 をよ こして 來た。 (その 顷を 詰る 一二 六 四 頁) 

然 らば 伯 は、 何故 林に 歸 朝の 命令 を發 したので あるか。 車の 起り は、 林 公使が 本省に 宛てて 打って よこした 次の 電 

報 (五月 三十 一 日 著電) であった。 

由 來 支那 ノ開： 一  從事ス ル 有力 ナル 日本 圃體 二種 ァリ。 其； ハ赏 一一 寺 內伯ノ 系統 一一 屬シ、 所謂 朝鮮 祖ト シテ知 ラル ル所ノ モノ  二 

シテ、 同圑體 ハ嘗テ ハ 朝鮮 ノ開發 一一 付 種々 ノ 活動 ヲ 爲シ、 近ク ハ 交通 銀行 借款 及 ni 華 酒 業 銀行 借款 一一 對シ 責仵ヲ 有スル モノ ナル 

ノ ミナ ラス、 人 ハ 過般 政論 ヲ激 發セ シ メ タル 軍器 問 题ノ责 仵者モ 亦 彼等 一一 外ナ ラサル ヲ 信スル モノ ナリ。 且又 同 阐 體 ハ 日本 公 

使館ノ 後援 一一 倚賴 セル 横濱 正金銀行 及 一一 一井 其 他 同一 系統 ノ ー圑ト ハ常ー I 反對ノ 地位-一 立ッ モノ  二 シテ、 現-一 朝鮮 組ハ常 一一 公使！^ 

ト 協議 ヲ遂 クル コト ナク、 而シテ 現-一 酒 草 借款 ヲ 成立 セ シメン ト企畫 シッッ アル ハ、 赏 -I 彼等 朝鮮 組ナル ヲ 以テ、 公使館 力 何 

等 其間ノ 消息-一通 セサル ハ 誠-一 當然ノ コト ナリ ト云フ ヘシ。 寺 内伯ノ 財政 密使 タル 西 原 氏ハ、 絕へ ス 東京 北京 問ヲ 往復 シッ ッァ 

リ。 而シテ 又 現 一一 交通 銀行 ノ 顧問 ハ. 此等 徒< 黑ノ 代表^ 一一  ァ ラサ レ ハ實- 一 其 子分 ナリ。 曹汝 霖氏ハ 飽迄モ 本件 商議 ノ發 生ヲ 否認 ス 

ルコト ナキヲ 保シ難 キモ、 吾人 ノ旣- 一報 道 セル 應然 タル 事赏ハ 到底 之レヲ 否認 スルヲ 得サル へ シ。 


時の 首相 を 「寺 內伯」 とい ふ侗 人の 名で 呼び、 その 「ト：—^ 伯」 の ー黨 こそ、 政府の 外交 方針 を紊 る徒黨 なりと 言 は 

ん ばかりの 激しい 語氣 である。 これに 對 して 首相 寺內 は、 七月 七日 附 次の 如き 書翰 を 外相た る 伯に 途 つて、 林の 遣 口 

を 明ら さまに 非難す ると 共に、 西 原の 行動 を 是認して、 その 方策の 貫徹 を 期した。 

拜啓。 陳ハ 別紙 林 公使 來電- ー云爲 セル 支那 鐵 問題-一 關スル 件ハ、 是迄西 原 ヨリ 支那 政府 常 局 者へ 申入 候 行 掛ハ御 承知 之 通リ、 決 

テ西原 個人 トシ テ 支那 當 事者ト 交 涉爲ス モノ-一  ハ無 之、 其、 王 3 曰ハ 政府 ノ 是認 シ H:K 行セム トス ル處 ノ考按 一一 御迹 候處、 林 公使 ハ 

3i! 故-一 此邊ノ 事情 ヲ知 ラヌ 額シテ 大倉ヲ 支援 シ、 且 先般 御 申 遣 相 成候ケ 條書ノ 主旨 一一 モ反房 シテ相 働 候 哉。 其邊ノ 見常更 一一 相 付 

不申、 甚不 港- 1 存居申 候。 將又 一昨日 大倉喜 八郎氏 來訪、 鳳凰 山 之 件 支那 政府へ 支持 致 吳候樣 申 付人 候 問、 小生 ハ、 右 西 原 之 支 

那 政府 申込 之製鐵 問題 ハ、 彼 個人 ノ 意見-一 、ノ無 之、 右ハ我 政府 之 意見 ナリ、 卽 政府 ハ 支那 ヨリ 鐵ヲ 兩國之 需用 一 一充 ス爲メ 協同 シ 

テ製鐵 事業 ヲ起 シ度考 ナリ、 お テ 此事ノ 決定 - 一至 ル マテ ハ、 君ノ 事業 ヲ單獨 -ー 支持 ス ル コトヲ 申込 ム譯ケ 一一 不行候 間、 其 決定 ヲ 

可 待 旨 申 聞 置 候。 且日支 ノ間ー 1 製鐵 事業 ヲ 協同 シ テ爲ス コト 一一 成約 セハ、 雨國 ノ爲尤 有利 一一 可 有 之 一一 ァラ スャト 聞 候處、 夫レ 

ハ 誠-一 給 構 事 ナリト 申 答 候。 然 シ私ノ 鳳凰 山 ハ從來 ノ關係 行 褂モ有 之 候 問、 特別-一 右 斗 吳度申 候 間、 兎-一角 大體 決定 之 上 一- ァラ 

サレ ハ 支援 ハ出來 ズ、 又此 約束 成立 セ ハ 君等モ 出資 其他ノ 方法 ヲ講 シ、 利益 ハ均 霜シ得 ラル.、 一一 ァラズ ャト申 相 分レ申 候。 本 問 

題 ハ我國 務上之 見地 ヨリ モ、 殊 一一 兩國 協同 ノ 事業 ト爲ス コトノ 緊切 ナル コト、 昨年 來數時 論議 スル處 一一 有 之 候 問、 此邊 御了承、 

林 公使 ノ變體 力 餘リ行 過 キ破壤 -ー 不至樣 御 配 意 希望 -I 不堪 候。 

右ハ 昨日 拜晤之 節 可申述 之處、 失念 致 候 哉-一 相考 候ト、 只今 林ノ 報吿ヲ  一 or 彼ノ 態度 之餘リ 他人 ラシキー 一 一驚 シ、 拙 簿相認 候 

次第-一 御座 候 御 推 讀希上 候。 草々 拜具。 

寺內の 書翰 中、 鳳凰 山鐵鑛 問題と いふの は、 大正 五 年の 交から、 大倉 組が 江 蘇 省 鳳凰 山の 鐵鑛に 著 目し、 支那 人名 

義の會 社なる 華 寧 公司の 手に より、 北京 政府から 採掘 權を 獲得して ゐ たの を、 江 蘇 省 官民の 激烈なる 反對 運動の ため 
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鑛業權 の 取消 を 蒙った ので、 帝國 政府 は 北京 政府に むかって 切りに 交渉して ゐ ると、 ■ 突然 横 合から 西 "；^ の 鐵鑛國 有、 

日 支 共 伺 經營の 運動が 起った ので、 事態 をます く 紛糾せ しめたの である。 

かくして 鐵鑛 Si;S9 を 繞る大 倉 組對西 原の 爭ひ は、 ー轉 して、 +: 寸內對 林 公使の 爭 ひなる かの ごとき 觀を呈 したので あ 

る。 その 間に 一方 西： S は、 支那に 於いて、 委細 構 はす 活躍 を繼繽 し、 七月 二十 二日、 つ ひに 次の 大方 針 を 樹立し、 勝 

田藏相 宛てに 發電 したので あった。  一 

製鐵ハ 左ノ趣 JlH-l テ假 契約 ヲ 締結 スル コトヲ 豫メ御 承認 ヲ乞 フ。  . 

( 一 ) 政府 ハ鐵 鑛國 有、 H.: 義ヲ 公表 シ國待 製 鐵せヲ 設置 シ 特別 會計ト ナス コ ト 

(二) 借款 總額 一億 圓 トシ 銀行-一 於テ 金額 引受 ノコ ト 

(三) 擔保ハ 製鐵^ ノ 財産 一切 並 其 ノ收人 

(四) 第一 期 事業 資金 ハ 三千 萬圓 トス 

(五) 第一 期 製 鐵株鑛 區域ハ 政府 之ヲ 定ム但 位置 及區域 ヲ此際 發表セ バ 地方 ノ 反對ヲ 招クコ ト吉 林ノ如 キ恐ァ ルー I 依ル 

(六) (七) (八) (九) 略 

大體 右ノ趣 HE 一一  ョ リ 支那 政府 ノ 意見 決定 セ バ 速力 一一 調印 スル コト -ー 運 ビタシ 故-一 代表者 ヲ吉 川氏ト ス ルナ ラ バ其ノ 手配 ァリ度 

西 原の 電報 は 七月 二十 五日、 藏相勝 田から 左の 如き 書翰 を附 して 伯に 廻送され た。 

に 拜啓 別紙 西 原來 供 高覺候 |何 本件 -1 蹦シ テ ハ 明朝 拜 光親 シ ク卑 中 度 候 拜具 

さう して 伯 はつひに 林 公使に、 歸朝 命令 を發 したので あった。 

然 らば 外相と して 伯 は、 この jr;^ 借款 問題に つき、 如何なる 態度 を 探った か。 林 は 囘顧談 のなかで、 .ft- の 如く 語つ 


てゐ る。 

II そこで 我輩 は、 早速 歸 朝して 東京 驛に 著く と、 後藤 君が 停車場より 「直ぐ 來て くれ」 とい ふので、 直ぐに 外 

務 省に 行って みると、 後藤 君 は、 西 原 借款 問題に ついて まだ 調印し ない 殘 りの 分 はどうす るの だとい ふの だ。 

丁度 その 時には、 出來か \ つて ゐた 借款が まだ 澤 山あった の だが、 我輩 は 「皆い けない」 とたち どころ に 反對し 

た。 すると 後藤 君 も 「同感 だ」 と 我輩の 反對 論に 賛成して くれた。 

そこで 我辈 は、 寺內 首相、 勝田藏 相に 對し 飽くまで 反對 し、 結局 寺內 首相 も、 後藤 君 や 我輩 等 二人の 主張 を容れ • 

この 鐵鎮 問題ば かりで なく、 未 調印の 殘 りの 分 並びに 今後 交涉を 開始すべく 豫 想され たる 案件 は、 悉く 中止す る 

ことにな つた。 後藤 君のお かげで、 西 原 借款が あの 位で 濟ん だの は、 まだく 幸 ひだった よ。 

この 問題に ついて 思 ひ 出す の は、 丁度 我輩が 支那から 歸 朝しょう と 思って ゐた 頃、 本國 では 盛んに、 我輩の 辭職 

說が傳 つて ゐ たさう だ。 歸朝後 外務省で 聞いた 事で あるが、 後藤 君が 外務大臣に 就任して、 この 西 原 借款と いふ 

ものが、 餘 り歡迎 した もので ない とい ふこと を 知って 以来、 終始 我輩の 立場 を 支持して 吳れ たので、 政府 部內に 

噂され てゐた 我輩の 辭職說 も、 何處 かへ けし 飛んで しまったと いふ ことであった。 

我輩の 援段 政策 は、 こんな 風に 意想外の 發展 をみ てし まった が、 折角の 援段 政策 も 結局 北方 軍閥の 仲間割れ のた 

め にとう/ \. 失敗に 終つ てし まった。 (その 顷を語 る 三 六 四— 五 頁) 

一 〇、 外務 翁 改革 綱領 
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伯が 外交に 最も 大 いなる 關 心と 興味と を 有した る こと は、 旣に臺 灣の卷 以來、 しばく 論じた ると ころで ある。 い 

ま 多年の 志 を 達して 外相の 椅子に 坐す。 その 改革の 所案果 し て 如何。 

ここに 次の 如き 草案が 殘 つて ゐる。 これによ つて、 當 時の 伯の 外務省 改革案の 丁 M を 窺 ふこと がで きる であらう。 

外務省 改革 綱領 

外交 ノ 刷新 ハ 政策ノ 確立 並 統一 ヲ以テ 第一義 ト ナス。 而シテ 政策 ノ 確立 統一 ハ、 人材 ノ充 實ト 制度 ノ 完備 トヲ埃 

ッテ、 始メテ 其 實ヲ擧 ダルコ トヲ 得べ シ。 故 一一 外務省 釐革ノ 要諦 ハ、 

第一、 門戶ヲ 開放 シ、 養成 一一 注 慮シ、 簡拔 淘汰 ヲ行 ヒ、 以テ 適材 ヲ得 ルー 一 ァリ。 

第二、 組織 ヲ擴 張シ、 人員 ヲ增 加シ、 經 費ヲ充 實シ、 以テ 機關ヲ 完備 スル 一一 ァリ。 

第三、 分掌 ヲ明 ュシ、 聯絡 ヲ密 ニシ、 事務 ヲ簡捷 ュシ、 以テ其 運用 ヲ 敏活 ナ ラシ ムル ユア リ。 

今 以上 ノ 方針 一一 基キ、 速 一一 實行ヲ 必要 トス ル 改革 事項 ヲ摘 錄ス レバ 左ノ 如シ。 

(甲) 人事 上ノ 改革 

"第一、 試驗 任用 一一 ハ、 毎年 出來得 ル限リ 多數ノ 人員 ヲ 採用 スルト 共 一一、 他方 門戶ヲ 開放 シテ 廣ク 人材 ヲ 招致 ス 

ルニ カルコ ト。 

第二、 省員ノ 養成 一一 注 慮シ、 殊ニ 年少者 一一 ハ 組織的 研究 並 1 一語 學 修練 ノ 機會ヲ 充分 一一 與 フル コト。 (中略) 

第三、 補任 方針 ヲ 確立 シ、 且 更迭 頻繁 ノ弊ヲ 避クべ キ コ ト。 (中略) 

第 四、 簡拔 淘汰 ヲ勵 行シテ 省風ノ 刷新 ヲ計ル コ ト。 (中略) 


第五、 給 與ノハ ，1* 田 公平 ヲ計 リ、 領事 官通譯 せ 及 特殊 ノ 技能 ヲ 必要 トス ル {n:! 職 一一 對シ テハ、 年功 加係ノ 制度 ヲ設 

クル コト。 (中略)  、  • 

(乙) 組織 上ノ 改革 

第 六、 外務省 內ー 一外 政 委員 會ヲ 設ケ、 大臣 次官 各 局長 及 ビ專任 委員 數名 ヲ以 テ之ヲ 組織 シ、 外交 上 ノ极本 政策 

及 重大問題 ヲ赛 議決 定セ シ ムルコ ト。 

第 七、 調査 局ヲ 新設 シ、 情報 ノ 整理 利用、 海外 事情 ノ 調査 及 啓發、 弘報 ノ 事務 一一 當 ラシ ムル コト。 

第 八、 政務 局ヲ廢 シテ亞 細亞、 歐羅巴 及亞米 利加ノ 三局ヲ 設ケ、 外交 上ノ 一般 事務 ヲ處 理セ シメ、 通商 局 二 ハ 

專ラ 通商 貿易 一一 關ス ル 事務 ヲ掌ラ シ ムルコ ト。 (中略) 

第 九、 人事課、 會 計課ヲ 合シ テ經理 局トナ ス コ ト。 (中略) 

第 十、 第一 第二 兩次 宫ヲ 置キ、 第 丁 ァ、官 ハ主 トシ テ 外交 及 通商 ノー  般 事務 ヲ統 理シ、 第二次 {R ハ主 トシ テ省內 

ノ 行政 ニ膺ル コ ト。 (中略) 

第 十一、 各 局ノ下 一一 在ル 課ヲ增 設シ、 且 課長 ノ 權限ヲ 高ムル コト。 (中略) 

第 十二、 在外公館 ヲ增 設シ、 且 商務官 制度 ヲ 復活 スル コト。 (中略) 

！ M、 欄外に 伯の 自筆に て 「商務官 ノ 外科 學的赛 事官卽 技師 テ ヒニ ッセ • アツ タセヲ © クへ キ事」 と あり。 

第 十三、 在外公館 附 駐在員 ノ 制度 ヲ擴張 スルト 同時 一一、 其 服務 關係ヲ 明 定スル コト。 

第 十四、 定員 ヲ增 加シ殊 一一 庶務 擔當者 ノ數ヲ 數倍ス ル コ ト。 
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第 十五、 經 費ヲ充 實シ殊 一一 主要 在外公館 一一 機密費 及 旅費 ヲ 配給 ス ル コト。 • 

(丙) 事務 上ノ 改革 

第 十六、 事務 ノ 分掌 ヲ明カ 一一 シ殊 一丁 王 要 在外公館 一一 在リテ ハ 分課 制度 ヲ設 クル コト。 

第 十七、 本省 及 主要 在外公館 一一 ハ 電信 事務 ノ タメ 專 任者ヲ 配 I はスル コト。 

第 十八、 監察 {R 制度 ヲ設ケ 在外公館 ヲ 視察 監督 シ且 本省 ト 在外公館 ノ 聯絡 並 各 館 相互 ノ 聯絡 ヲ計 ラシ ムル コト。 

. 第 十九、 省員ノ 旅行 ヲ 頻繁  一丁 ン 事務 ノ 聯絡 一一 資ス べキ コト。 

第二 十、 本省 及 在外公館 ノ諸 設備 ヲ 整頓 シ 充分 機械 カヲ 利用 シ、 殊 一一 在外公館 ノ 設備 ハ 事務 本位 ト ナスべ キコ 

to 

右の 草案の 一部 は、 伯の 手に よりて 實 現され、 他の 一部 は計畫 された だけで、 つ ひに 實現 されす、 また 具體 化の 計 

畫 すら 全然 建たなかった もの も ある。 

第一 の門戶 開放、 人材 簡拔 のこと について は、 本節の 第 十 項、 第 十二 項、 及び 第 十三 項に これ を 記す ことと する。 

第二の 經費 充實、 機搆擴 張の ことに ついては、 第 十二 項、 第 十二 項に おいて これ を 述べる。 さう して 第三の 事務 上の 

改革に つ いて は、 第 十一 項に おいて 多少 觸れ ると ころが あるで あらう。 

一一、 省內 施設 

外相と しての 伯が、 省內 事務に ついて 爲 したる 施設の 一斑 を 記して 見る と、 伯の 在任中に 外務省 調査 部が 擴大 せら 


れ、 滿洲に 特別 任用に 依る 領事が 任命せられ、 更に 叉、 在外公館の 職員 定員が 增 加せられ、 外交 {B 畑 以外の 官吏 を も 

外務 事務官に 任用し 得る やうな 官制 改正が 行 はれた。 

抑 も 外部より 有爲 なる 人材 を 外務省に 拔き來 つて、 久しく 沈滯 せる 部 內に、 潑剌 たる 生 氣を橫 溢せ しめなければ な 

ら ぬと は、 伯の 素 願であった。 これにつ いて 田 中 淸次郞 は 語る。 

伯が 外務大臣に なられてから 間もなく、 私に むかって、 「君 は 奉天總 領事に なれ。 上海 總 領事に は 米 山 梅吉、 長 

春 領事に は 岩 永 祐吉を やる つもり だ。 その代り、 君 は  一、 二 年 基礎が できる まで やれば、 それで 勘辨 してやる。 

あと は 岩 永に やらせれ ばいい」 とい ふ 話であった。 そこで 私 は 「それ はいけ ません。 たと へ 御 受けしても、 あな 

たが 外務大臣 をお やめに なれば、 私共 はすぐ 首になる の は 判りき つて ゐ ます。 あなたの 外務大臣が 四 年 も 五 年 も 

つづく とい ふ保證 がっくなら le^ に 角、 何時お やめになる かわから ぬのに さう したお 話 は 御免 蒙ります」 と 言って 

斷 つた。 しかし 伯が 早くから、 特別 任用の 制度に よって、 外務省の さ. 氣を 一新し ようと 考 へて ゐられ たこと は、 

たしかで あると 思 ふ。 

さう して、 伯の かう. した 意圖 が、 在滿 領事の 特別 任用 制 や、 省內の 官制 改正と なって あら はれた ので ある。 

尤も 是 等の 改革のう ち、 外務省 調査 部の 充實 は、 前 外相 時代 旣に議 食の 協 贊を經 てあつた もので あり、 悉く 伯獨自 

の 見に 依って 案出され たものと 斷 する こと は 出来ない。 しかし これが 實 現し 得た の は 伯の 在任 期間 中であった。 卽ち 

大正 七 年 五月 二十四日 勅令 第 百 七十 ー號を 以て 「外務省 臨時 調査 部 官制 中 改正 一一 關スル 件」 が 公布せられ、 卽日 施行 

された が、 それ はこれ までの 官制で は 「外務 事務官 專任四 人 (奏 任)」 とあった の を 八 人に、 r 屬專任 五 人 (判 任)」 
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とあった の を 十一 人に 增 加した ものである。 一見 單 なる 職員 增 加の やうで あるが、 これによ つて 意圖 したと ころ は、 

實は 外務省 內に 特定の 機關を 設けて、 一 に は 外務 參謀 本部の 任を授 くると 共に、 他に は 外交的 情報 任務 を 行 はし めん 

とする ものであった。 卽ち 「臨時 調杳 部活 用 一一 關スル 案」 のうちに、 その 任務が 次の ごとく 記されて ある。 

現在 ノ 外務 贫 臨時， 調査 部ヲ 擴張シ 左記 事 ー织ヲ 擔任セ シ ム 

(ィ) 外務 次官 ヲ 補佐 シ せ務ノ 統一- 1 资ス ルコト 

(n) 重要 懸案 ノ  n 在 研究 並 資料 ノ. 蒐集 ヲ爲ス コ. ト及 右^ 諸 案件-一 關ス ル意 見ヲ 提出 シ 上司 ノ參考 -ー 供ス ル コ 卜 

(ハ) 將來ノ 重要 問題-一 對スル 思索 考究 

(--) 外務省 外部 トノ 聯絡 ヲ 良好 ナ ラシ ムル コト 

(1) 內國側 各お、 參謀 本部、 軍令部 其ノ他 特殊 官廳 及赏業 家、 政黨 ET 操 觚者等 民 問 有力者 トノ 聯絡 接觸 

(2) 外國側 本邦 駐在 外交 国 員、 在留 諸外國 人トノ 私的 接 觸ヲ圆 リ且適 堂 彼等 ヲ 利用 7、 ルコ卜 

. (ホ) 外交 案件-一 對 スル. ^方面^ 論ノ 統一 ヲ圆リ 或ハ進 テ內外 輿論 ヲ作爲 スルコ 卜 

(へ) 新聞 雑誌 ヲ 利用 5? 導ス ル コ ト (现农 臨時 調 杏 部-! 於テ |2； 行シ おレ ル 新聞 撿閱ノ 事務 モ亦 或ハ之 一一 加フ) 

(ト) 外 國 及國內 一般 5， 潮-一 對スル 研究 觸接 

(チ) 海外 (特- 一 支那 及 米^) 及 内！！  ノ 旅行 

附、 本贫ト 在外 各 公館 トノ 意志 疏通 一一 資ス ルカ^ 一一  ス ル往來 

リ) 其ノ他 上司- 1 於テ隨 時下 命スル 特別 事項 アル ヘシ 

この 臨時 調査 部が 後に 現在の 情報部と なった ので ある。 


ニー、 外務省 大擴張 

伯が 外相と して、 省內 施設に 於いて その 抱負の 一端 を 具現 するとせば、 正に それ は 大正 八 年度 豫算 案に おいて 行 は 

るべき であった。 何故ならば、 大正 七 年度の 豫算は 本 野 前 外相の 手許に 於いて 編成され、 第 四十 議會を 通過した もの 

であった からだ。 

ここにお いて 伯 は豫算 編成 期に 人る や、 八 年度 豫算 編成 計 畫槪要 を 作成せ しめた。 この 案が 完成した の は 七月 十一 

日であった。 それに は 伯が 依然、 積極的 進取 的 對豫算 態度 を 堅持して ゐる ことが 生動して ゐる。 その 要點を 摘記 すれ 

ば 左の通り である。 

大正 八 年度 外務 本贫 職員-一 關スル 豫算並 右 豫算々 出ノ 根本 タル へ キ局課 編成 計畫 概要 

二、 然ル 二 本省 職員^ 員ノ 急務 ナル ハ從來 ト毫モ 異ナル コ ト ナク、 七 年度 ニ於テ ハ上記 ノ如ク 僅 力 一一 四名ノ 高等官 ノ^ 員ァ リタ 

ル モ此ノ 如 キ增員 二 テ ハ甚ダ 遣憾ナ キ能ハ ス、 カノ 本^ 職員 仝部ヲ 外交官 組織 一一 爲サ ン トス ル ノ案 ノ如キ ハ今姑 ラク之 ヲ措ク 

モ、 從來 ノ儘ノ 局課ノ 編成-一 テ ハ、 到底 現在 並將來 トモ 外務省 全般 ノ 事務 ヲ 統轄 ス ル -ー 極メテ 不便 ナリ。 故 一一 此際 多少 トモ 局 

課ノ 編成-一 時勢-一 適應ス ル所ノ 改善 ヲ加 フル ハ、 實 際已ヲ 得サル 所-一 シテ、 又赏 -I 急務 中ノ 急務 ナリト ス、 就テ ハ右ノ 趣 11 ほ-一 

基キ 大正 八 年度 ノ經 費ヲ 要求 セン トス。 

三、 (中略) 其 ノ主ナ ル點ハ 現行 外務^ 官制 一-於 テ定ム ル 政務、 通商 ノニ 局ノ 區別ヲ 廢シ、 地理 的 ノ區別 一 1 基キ 第一 局、 笫ニ局 

第三 局ヲ 設ケ、 當該 局-一 於テ ハ其ノ 擔任ノ "陸 域內- ー關ス ル 政務 通商-一 關ス ル 一 切ノ 事務 ヲ 統轄 シ、 外 一一 第 四 局 及第 五 局 ヲ設ケ 

第 四 局-一 於テハ 萬國條 約、 萬國 會議、 司法 共助、 犯罪 人 引渡、 脫 I- 脱 船人？；^ 捕 援助 (通商 條 約-一 認ムル モノ)、 國外 追放、 領事 

裁判 權、 損害 要償 其他國 際紛爭 事件、 仲裁裁判 條約、 仲裁裁判 事件 並國際 公法、 國際 私法、 國際 手形、 國際 海運、 著作 權、 ェ 
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業 所有 權ゃザ 一一 關 7、 ル ^1?案^、 俘^ 其ノ他 政務 通"： g 一一  關係ナ キ齐種 ノ阈際 交 涉及倐 約-取： w,*t; サ 一一 關スル 率務ヲ 分擔セ シ メ  、 义第： ん 

if トシ テハ 從來大 K^- 好 -ー 於テ各 一  ^ヲ^ シタ リシ^ 信 及 反譯並 今^ 新タ  一一 a ^報-一 關スル 事務 ノ爲ー 課ヲ 創^ シ、 此ノ 三？！ 

ハ相 共通 ノ點. ヲ有ス ル 二 ヨリ、 - 此， 三^ プ以テ  一 ヲ 組織 セ ン卜 ス。 蓋シ I ゆ 信^ ノ 本務 ハ、 外務^-一 於テ ハ< ^然 特殊 ノ 事務 タ 

ル ト ！ IE ゆ 二、  ：f  メテ 重要 ノ モノ 十リ。 其ノ  ^！-務 ハ -ー  内 卟發著 ノ  信 一一 關スル モノ  ノ ミトラ プ、、 S ゆ 信 IB 號 ノ 機 漏洩 ヲ 厳重 -I 

防止 シ、 一方 齐！： 使 川/暗 號プ 調^ シ、 機. ぉノ 情報 ヲ 入手 スル^、 其ノ 執務 上 微妙 ノ點ァ リテ存 ス„- (中略) 又 情報 課 ハ從來 

外務^ 之ヲ. 1^ セ ス、 常-一之 力 不備 ヲ感シ 居 レリ。 (中略) 现戰爭 中 特-ー 注目 ス へ キ事 1^  ノ 一  ハ、 歜米各 阈殊ニ 獨逸ノ 「ブ n  。ハ 

ガン ダ」 一一 ぉリ。 右ハ 一朝一夕  一 I 行フ コ卜ヲ 得， ル所ノ モノ ナリリ 

次-一 飜譯課 ノ件ナ ルカ、 (中略) 人員 尠少ノ 結 栗^內 ^外-一 參考 トナル へ キ文害 ノ反譯 -I 手ヲ 染ムル コ ト能ハ ス。 (中略) 有益 ナ 

ル 材料 モ 少數ノ 執務 官カ 原文 ノ儘 目ヲ通 シ置ク 一一 過キ ス シテ 終リ、 廣ク 利益 ヲ頒ッ コトヲ 得ス、 爲-ー 遣憾少 ナカラ ス。 (中略) 

故 二 反 譯官ヲ ^員 シ、 反 譯課ト 前記 電信 課 情報 諫トノ 三 課 ヲ以テ 第： 五局ヲ 編成 セ ン トフ、。 從テ 大臣 官-: ^-1 於テ ハ 人事課、 會計 

課、 文書 IT 記錄 It  ノ 四^ 卜 ナリ、 次官 ノ^ 轄 事務 ヲ 減少 シ、 次.，：？ 》 ヲ シテ大 E 補佐 ノ權 能-一 餘カ ヲ存セ シメン トス。 (中略) 
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ヲ取リ タル モ此カ |a 施 上 

現在 ハ 


差 引權員 
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豫ぉ 人員 

1 


鑭譯官  七  三  四 

屬  八 〇  六 三  一 七 

飜譯官 補  七  ■  五  二 

技手  六  四  二 

計  一六 九  九 六  七三 


右の 計畫に 依れば、 殆ど 七 年度 人員の 九 割に 垂ん とする 大增員 案で あり、 殊に 事務官 を 新設し、 四十 二人の 定員 を 

設 くる こと を 目標と したる が 如き、 全く 伯 獨特の 著 眼と 豫算 獲得の 自信と を 以てする のでなければ、 かかる 大擴張 案 

を 提出して 閣議で 奮鬪 する 氣 持に は 容易に 成り 得なかった であらう。 惜しい 哉、 內閣 更迭に 會 して、 伯 はこの 豫算案 

通過の 爲 め健鬪 する 機 會を惠 まれなかった。 

一 三、 機密 费の 明細書 

外相 就任と ともに 伯 は、 非常な 決心 を 抱いて 此の 役所に 乘り 込んだ のであった。 

伯 は 沈滞した る 外務省の 空氣を 一新し ようとい ふ 意氣に 燃えて ゐた。 その 爲 めに は、 あまりに 過少なる 豫算を 思 ひ 

切って 擴大 し、 且つ 甚 しく 傳 統に囚 はれた る 人事 を 刷新し、 老朽 を 退けて 新進 を 起用し、 且つ 外部より 新 血液 を 注 人 

して、 省 內に活 氣を橫 溢せ しめなければ ならぬ と 決心して ゐた。 外 間が 伯に 期待した ると ころも 亦 これで あつたので 

ある。 

伯 は その 手始めと して、 大藏 省に 交涉 して、 多額の 機密費 を 取って きた。 しかし 伯 は 後に 嘆 じていった。 
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『外務省の 奴等 は、 機密費 を 取って きても 使 ひ 方 を 知らん。』  . 

この 機密費に ついては ー插 話が ある。 右に ついて 當時 次官であった 幣原 喜重郞 は、 次の ごとく 語った。 

後藤さん が 外務大臣に なられる と、 暫くして 私 を 呼ばれた。 行って 見る と、 いきなり、 「君、 機密費 を 四、 五 千 

圓 俺のと ころへ よこして おいて くれ」 とい はれた。 

私 はび つくりして、 「御 人 用なら ば、 いくらでも 差 上げます が、 外務省の 機密費と いふ もの は、 どうい ふ 風に 使 

ふとい ふこと を 明瞭に して 支出す る もので、 た 一  度に 出す ことに はなつ てゐ ません」 とお 話しす ると、 後藤 さ 

んは、 「さう か、 實は 俺の 處で 色々 と翻譯 などさせる 必要が あって、 金 を 渡す 時に、 一 々請求書 を 出して くれと 

も 言へ ない ので、 纏めて 君の 方から 預かって 置きたい と 思った の だが」 と 言 はれた。 そこで 私は會 計の 方から 確 

か 三千 圓 ばかり 後藤さん の處に 渡して おいた。 

いよく 後藤さん が 外務大臣 を罷 めら れる數 日 前に、 私 を 呼ばれた。 行って 見る と、 「君 これ を 返して おくよ」 

といって 私に 渡された の は、 例の 機密費の 殘 金と、 これの 支拂 明細書で、 しかも それ は 全部 後藤さん の 直筆で、 

何月 何日、 誰某に 何百 何十 圓と、 一 々丁寧に 書いて、 その上 ちゃんと 請 取まで 付けて あった。 後藤さん とい ふ 人 

は、 大ざっぱな 人 かと 思って ゐ たら、 かう いふ 方面 も あるの かと 私 はび つくりした。 

話 は 再び 元に 房って、 人事 刷新で あるが、 それ は 伯が 色々 な 腹案 を もって、 これ を斷 行す るば かりにな つて ゐた時 

に、 內閣が 更迭した ため、 遂に その 志は遂 ぐる を 得なかった。 伯の 僅かに 實 行し 得た の は、 少沘 外交官の 久しく 奏任 

官 として 停頓して ゐ たの を、 拔擢 して 勅任と した ことで ある。 さう して この 時 伯に 拔擢 された 松 平 fe 雄、 永 井 松 三、 


出 淵 勝 次 等 は、 後に 悉く 大使と して 外務省の 中心と なった。 

一四、 日 置 を 起用 

伯の 人事に ついて、 いま 一つ 插話 として 記して lEl く價 ig の あるの は、 日 益の ことで ある。 日 S は 加 藤 高 明に 信任 

せられて、 駐支 公使と なり、 當時 伯の 最も 攻撃した 日 支 交涉の 衝に當 つた 男で ある。 ところが 日：. a は 閑地に ある 際、 

一夕、 伯 を 訪ねて 對支 問題に 就いての 意見 を 述べた ことがある。 その 時 伯 は 「對支 政策 一一 關スル 所見」 並びに r 對支 

政策 之 本案」 と 題せ る 二部の 對策案 を 日 置に 手交し、 意見 を 求めた。 この 二 案 は、 伯の 對支 政策 意見であって、 前述 

の ごとく 寺內 首相 も 旣に閱 了の ものであった。 日 置 は 右の 二 案 を 自邸に 携帶 して 讀 了の 後、 伯に 返した。 其の 際 彼が 

伯に 宛てた 一月 二十 一日 附書 翰の 一節に、 

11 其 節 拜借致 候對支 政策-一 關スル 御 案稿拜 見、 其 深遠 ナル觀 察、 公明 寛 弘ナル 判斷、 周到 ナル 用意、 感服 ノ外 

無之特 一一 其 大體ノ 方針 ガ 卑見 ト全ク 一致 シ居 ルコト ヲ認ム ルハ、 小生 ノ 欣喜 一一 堪へ サ ル處 一一 有 之 候。 右 兩稿共 再 

三 閱讀致 候處、 中二 阿片 ノ 問題 ノ 如キ、 小生 ノ未タ 曾 テ思ヒ 寄 ラサ リシ 新 事項 モ少カ ラサル 一一 付、 尙 ホ篤ト 研究 

ノ上、 重ネテ 親ク御 示敎仰 度ト存 候。 11 

と ある 如く、 伯の 對支 政策に 就いて 明確に 共鳴した 旨の 意思 を 表示した のであった。 

さて 伯 は、 外務大臣に 轉 すると 間もなく、 日 置 を 呼びに やった。 伯と 加 藤との 關係 をよ く 知って ゐた日 5は は、 たい 

てい 覺悟を 決めて、 伯の 前に 現 はれた。 さう して その 日の 會 見の 模様 は、 日 置の 語る ところに よれば、 次の 通りで あ 
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た 0  . 

或る日 後藤さん から 來 いとい ふこと であった から、 出掛けて ゆく と、 いきなり、 「今日は 君に 氣の 毒な こと を 言 

はなければ ならん」 とい はれた。 それで 自分 は、 多分 これ は罷 めて くれと いはれ るの だと 思って、 「何です か」 

と 訊く と、 r 瑞 典に 行って 貰 ひたい」 とい ふこと であった。 

加 藤 高 明の 望 用した る 日 gi を、 平然として 瑞典 公使に 起用した ところに、 伯の 人と 爲 りの 一端が 現 はれて ゐる。 

かくして 日 置 は 大正 七 年 九月 一日、 赴任の 途に 就く ことにな つたので あるが、 伯 は 八月 二十 六日の 夜、 丸ノ內 銀行 

クラブに 開催され た 日米協 會 主催の 送別 會 において、 nlli は 公使の 爲 めに 一場の 挨！^ を 試みた。 この 挨拨は 單に日 公 

使へ の 送別の 辭 であった だけでなく、 外務大臣 としての 伯の 心境の 一 端 を 叶 露して ゐる。 

閣下 諸君 今夕 此 / 席上 二 於 テ 一場 ノ 演說 ヲ試 ミル ノ 名 譽ヲ與 へ ラレ マ シタコ トハ、 不 $1: ノ最 モ 欣幸ト ス ル所デ アリマ ス。 多士 

.濟 々ノ  r! 米協舍 二 於テ、 自分 一一 演說 ス ル機ノ ぼ ヲ許サ レタコ トハ、 偶 自分が 外務 大 K タル 爲 メデア リ マ セゥ。 近代 ノ 外務 大 E 中 

外^  ノー 百 語 -ー 堪能 ナラ ザル者 ノ此ノ  - ー朥 リマ シタコ トハ、 蓋シ 異例 ト. &ス べキデ アリマ ス。 此ノ 異例 ヲ以テ シ テ 、 卟務大 R タ 

ル ハ 自分 ノ光 榮ト ス ル所デ ァ ル ト 同時 -_  、 自分 -I 對 シ テ 非常 ナ ル ザ" 痛ヲ與 フル モノ デ アリマ ス。 

此ノ 時-一 於テ 外務^ 中最モ 外！：  ノ 事情-一精 ク、 經驗  一二お ミ、 語學 -I 長ズ ル人ノ 比較的 閑散 ノ 地位- 1 アツ タト 云フ コ トモ、 亦 異例 

トスべ キデ アリマ セゥ。 卽チ R 置 公使 ノ如キ 其人デ アルト  一一 rs ハ ネバナ ラヌ。 古 詰 一一、 人ハ 苦心 ノ裹 一一 寶ヲ 出 スト 云フ コト -ガァ 

ル。 古人 我ヲ欺 カザル 一 例ト 思フ。 

自分 ハ外 阈語ノ 素養 ナキ爲 一一 、 殊 一一 痛苦 ヲ覺 ュル 際、 幸- 1 公使 ノ如キ 人ヲ得 テ此ノ 局-一 常 ラシ ムルヲ 得 タル ハ、 自ラ意 ヲ强ゥ ス 

ル所 デァリ マス。 


今夕 諸君 ノ 賛同 ヲ 得テ、 我ガ國 一-於 ケル 有力 ナル侖 "合、 卽チ ni 米 協侖" ノ 他サル 、大 宴會 一一お テ、 其ノ行 ヲ壯ニ セ ラル 、公使 ヲ見 

出 シタコ トハ、 自分 ノ 同慶 二 堪へサ ル所ニ シテ、 或ハ之 -I 依テ 自分-平生 ノ造憾 ヲ補フ -1 幾 カラン ト信ズ ルノデ アリマ ス。 卽チ常 

席上 一一 於 ケル： ：！ 置 公使 一一 對ス ル稱贅 ノ聲ガ 夫レデ アリマ セゥ。 

瑞典 ハ敢 へテ大 阈ト云 フデハ アリマ セ ヌガ、 今 n:  ノ 時局 二對シ テ ハ最モ 重要 ナル 場所 ノ 一  デァリ マ シ テ、 同^ 一一  駐剳ス ル 公使 ノ 

仵务 ハ 極メ テ重 シト申 サネバ ナラ ヌ。 口 置 君 ノ如キ 適材 I 一  シ テ、 自ラ 時局 ノ 重大 ナ ル 一一 顧 念 シ、 徒 -1 大國ノ 地位 ヲ擇ブ コト ヲセ 

ズ、 自ラ 奮テ仵 一一 瑞典 一一 赴 カレン トス ルハ、 獨リ 自分 ノ會 心事 ト スル所 ナルノ ミナ ラズ、 货 一一 帝 國ノ爲 二 欣賀措 力 ザ ル所デ ァ リ 

マ ス 0 

諸君 ハ比 ノ間ノ 消鹿ヲ 領解 セ ラル、 コト、 信ジ マ ス 故、 敢テ 多言 ヲ费ス コトヲ 致シマ セヌ。 蓋シ n 置 fl;^  ノ 仵務 ノ 如何 一一 重ク、 君 

ノ 努力 ガ 如何 一一 帝^  一 I 取テ 重大 ナル 關係ガ アル 力 ト云フ コトヲ 考慮 シ來リ マ ス レバ、 何人 モ君ノ 如キ最 逾 仵 者ヲ此 地位-一得 タル 

コトヲ 滿足セ ラル、 デ アリマ セゥ。 

自分 ハ唯 A^ii ク信 ジテ居 ル所ヲ 述べ テ 送別 ノ辭ト 致シ、 當 席ノ煑 ヲ塞ギ タイト 存ジ マ ス。 

伯 は 自ら 語擧の 才を缺 いて ゐ たため、 語舉 の. jv ある もの を 重用す る 傾向が あった。 日 の 起用 も その 一 つの 現 はれ 

であった。 日 置が 大隈 內閣の 時に 外相 加 藤 高 明に 重用され て、 支那 公使と して 日 支 交涉の 衝に當 つたと いふ やうな こ 

と は、 伯の 眼中に はなかった ので ある。 

後に 日 置の 獨逸 大使と なった 折に も、 伯 はまた 閣外から 強く 後援した。 
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第 十 節 外 交 調 杏 會  八 五 四 

第 十 節 外 交 調 査 會 

一 、 外交 調査 會 の 成立 

組閣 當初、 三黨 首と 會 見して、 擧國 一致 內閣を 作. らんと 努力して 成ら ざり し寺內 は、 その後 もこの 志 を 拾て なかつ 

た。 彼の ごとき 性格と 政治 理論より すれば、 國民は 常に 協力 一致して 奉公の 實を擧 ぐべき であって、 國 內に黨 派^ 鬪 

爭 ある は 望まし からざる ことで ある。 反 對黨も 亦 陛下の 忠良なる 反對黨 であると いふ 英國 風の 政治 理論 は、 彼の 首肯 

し 難き ところであった であらう。 ゆ ゑに 彼 は、 機會 ある^に 擧國 一致の 形 を 整 へん ことに 腐心した。 

寺內 のこの 思想が 現 はれた のが 外交 調査 食であった。 さう して これ を 作り上げ たのが 伯であった ので ある。 それ は 

寺 內內閣 時代の 最も 異色 ある 政治 工作で あつたと 考へ られ 得る。 

吾人 は先づ その 官制 を 見る であらう。 . 

大正 六 年 六月 五日、 左の 如く 臨時 外交 調査 委員 會 官制が 發 布せられ た。 

朕、 時局 ノ撗大 鑑ミ、 永遠 ノ 利害 ヲ 慮リ、 側近-一 臨時 委員 #ヲ 特設 シ、 中外 ノ 情勢 ヲ考杏 シテ應 機 啓沃ノ 任- 1 當 ラシ ム ルノ必 

要ヲ 認メ、 臨時 外交 調査 委員 官制 ヲ 裁可 シ、 兹- 一之 ヲ 公布 セ シム。 

第 一條 官 中-一 臨時 外交 調^ 委員 會ヲ 設ケ、 天皇-一直 隸 シテ、 時局-一 關スル 重要 ノ案^ ヲ考杏 * 議セ シム。 


第二 條 臨時 外交 委员會 ハ總裁 一 人 委員 若干 人ヲ以 テ之ヲ 組織 ス。 

第一 一 一條 總裁ハ 内閣 總现大 E ヲ以テ 之 一一 充テ、 委員 ハ. 2： 閣總现 大^、 國務 大臣、 若ク ハ！： 務大 E タル 前 宫ノ禮 遇 ヲ賜ハ 

モノ、 阙務大 ほ タ リシ モノ、 又 ハ親仟 官ノ中 ヨリ 簡拔シ テ之ヲ 勅命 ス。 

第 IT 條 總裁ハ 旨ヲ 承ケテ 委員 ヲ統 督シ、 議事 ヲ 整理 シ、 敷 奏ノ任 一一 常ル。 

第 五條 臨時 外交 調 在 委員 舍- 一、. 幹事長 一人、 静事 t お干 人ヲ 置ク。 

幹事長 ハ委貝 ノ中 ヨリ 之 ヲ兼ネ シメ、 會務ヲ 整理 セシ ム。 

幹事 ハ 內閣及 外務 贫 高等官 並 陸海 軍將校 ノ 中-一就 キ、 之ヲ 任ス。 

幹事 ハ 幹事長 ノ 指掷ヲ 承ケ、 會務ヲ 掌理 セシ ム。 

第六條 特別 ノ須耍 アル 場合-一 於テ ハ、 第三 條ノ 規定-一 拘 ラズ、 學 識經驗 アル モノ ヲ以テ 臨時 委員 一一 勅命 ス。 

笫七條 委員 / 待遇 ハ 官職 ヲ 有スル トキ ハ、 其ノ  職 一一 付受 クル 待遇 一一 依テ、 官職 ヲ有 セザル トキ ハ別 一一 之ヲ 定ム。 


而 して 翌 六日、 同 官制 第三 條に 基いて、 左の 如く 總裁 並びに 委員が 親任 せられた。 


臨時 外交 調 杏 委員会" 總裁 

臨時 外交 調 杏 委員 


内閣 總理 大臣 伯爵 

外務 大 E 子爵 

內務大 E 男爵 

海軍大臣 

ii 軍 大臣 

IS 密 顧問 官 子爵 

樞密 顧問 官 子爵 

It 密 顧問 官 子爵 
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第 十 節 外 交 調 杏 會  八 五六 

原  敬 

犬 養  .毅 

然 らば 外交 調査 食の 任務 は 如何なる 內容を 持って ゐ たか。 當 時の 寺內 首相の 上奏文 は 次の ごとく 記して ゐる。 

此ノ 曠古 未曾有 ノ 大戰ハ 前お 稱 ホ望洋 ノ觀ナ キ能ハ サ ルモ、 戰 局 ノ 推移 ハ變轉 極 リナ ク、 我 帝國ト 利害 ノ關 係最モ 深甚 ナル 交戰 

舆國ノ 政治的 革命 ト 平和-一 眷眷 タル 中立 强國ノ 參戰ト ハ、 刻々 終 5c ぃノ 機運 ヲ 促進 シテ、 早晚 媾和 會議ノ 開催 ヲ見ル 一- 至ラ ム コ ト 

モ、 亦 逆メ測 リ知ル へ 力 ラサル モノ ァリ。 我 帝 國 ハ旣- 一 東洋 ノ 禍根 ヲ掃 攘シ、 南洋 ノ敵 據ヲ 覆滅 シ、 更ー 一進 テ歐洲 -I 於ル 聯合 國 

-1 對シ 極力 後援 -ー努 メッツ ァリ。 猶ホ 終局 ノ 目的 ヲ達ス ルカ 爲 -I ハ、 勢 ヒ與國 ノ急需 -I 應シ、 益 多大 ノ 援助 ヲ爲サ サルへ カラ 

ス。 苻モ 其ノ初 一一 當リ 戰亂ノ  中 一一 投セ サレ ハ則チ 已ム、 旣 -I 之 一 I 投シ タル 今：： r  ニ於テ ハ、 義 一一 仗 リ信ヲ 重 ンシ、 共同 進 止ノ誡 

意ヲ 表現 シ、 最後 Z 目的 一一 向ヒ仝 カヲ 傾注 ス へ キ ハ (3 然ノ事 タリ。 若 シ此ノ 誠意 ノ 徹底 ヲ懈ル - ー於テ ハ、 媾和 條件 ヲ議ス ル 一一 方 

リ、 或 ハ惧ル 孤立 援ナ ク、 遂 一一 與國ノ 一顧 ヲモ 獲ル コト能 ハサ ル - 一至 ラム コ トヲ。 

至尊 ノ近側 -I 適 當ノ調 在 機 關ヲ備 へ、 我 帝 國前今 b  ノ 要望 -I 就キ、 潜 思研鑌 ヲ竭ク シ、 豫メ敏 機，；； -ー處 スルノ 道ヲ講 セシメ ラレ 

サル へ カラス。 啻 一一 歐 米 ノ關係 ノミ- 一止 マラス、 隣邦 支那 一一 對シ テ モ、 亦從來 施爲ス ル 所-一 g ミテ、 之 力 K 正 漦革ノ  ：！^ ヲ運 ラス 

へ キハ询 -I 刻下 ノ 急務 ナリ トス。 是レ特 一一 臨時 外交 調 杏 委員 會 官制 ヲ 草シテ 

聖批 ヲ仰ク 所以 ナリ。 

その 文中に は、 擧國 一致の 文字 は 見當ら ない けれども、 參戰の 意義 を 全うする 爲め. に は、 側近に 外交の 調査 機關を 

置いて、 帝國 前途の 要望に つき 潜思硏 緩せ しめようと いふので あるから、 その 言外の 意 は、 明かに 衆智 を鍾 めて 擧國 

一致の 力 を 表現し ようとい ふに ある。 すな はち 外交 を 黨爭の 上に S かんとす るの 心で ある ことが、 明瞭に 看取され る 

ので ある。 


そ 

の 

成 

—し 

の 

經 

ふも. 
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如何に 外交が 重要で あるから といって、 內閣 以外に 新たに かかる 大機 關を設 5a する について は、 十分の 理由が なく 

て はならない。 また 單 純なる 潜 思研鑀 以外、 更に 重要なる 作用 を 持たなければ ならない。 

然 らば この 大機關 は 如何にして 生れし か。 「田 健 治 郞傳」 所載、 田の 六月 一日の 日記に 口  く。 

此日 午後 六 時 兼 約に 依り 後藤 內 相と 會談せ しに、 內相密 に 語る らく、 議會 解散 後計畫 せし 所の 三 政黨首 5、 會 合の 

件 は、 概略 左の 如き 順序と なった。 

明日 T: 寸內 首相 は 原 政 友會總 裁、 加 藤 憲政 會總裁 及び 犬 養 國民黨 總理を 邸に 招き、 世界 大戰 に對 する 外交 政策 

上、 擧國 一致の 必要 ある 所以 を陳 ベて 同意 を 求め、 各黨 同意の 後、 直に 臨時 外交 調 查會を 宮中に： 返き、 前記 三 

名 及び 平 田、 伊東、 牧野 三 氏 を 高等 委員と なし、 特に 大臣 待遇 を與 へて 外交 政 凍の {番 議決 定機關 となす 事。 

以上の 計 畫は旣 に 山縣、 松 方 等の 各 元老、 平 田、 伊東、 原、 犬 養 諸氏の 同意 を 得た る も、 唯 加 藤 憲政 會總 裁の み 

は 明日の 參會 を旣諾 せし も、 其の 受任の 諾否 は豫 知し 難かった、 蓋し 加藤總 裁の 今日の 境遇 は 進 返： 他 難に して、 

之を諾 せん 乎 昨冬 以來 政府に 反抗せ し 行動 は 全然 無意義に 屬 すべく、 之 を 拒絶せ ん乎獨 り擧國 一 致 を 破る の责を 

荷 ふべ く、 去就の 決 恐らく は 困難なら む。 併し 政府 能く 原、 犬 養 二 氏 を 味方と せば、 假令 加藤總 裁應諾 せざる も、 

優勝の 位置 を 得て 政界 を 安定すべく、 伊東、 後藤 二 氏の 功 偉な りと 謂 ふべ し 云云-し 

叉 同じく 三日の 日誌に は 左の 如く 記して ゐる。 

第三 章 寺 內內閣 時代  八 五 七 


第 十 節 外 交 調 杏 舍  八 五八 

此日 臨時 閣議 を 首相 {ns- に 開き、 午前 十 時 閣僚 皆 集まる。 寺內 有 相 は 昨日 三黨 首領と 會 見の 顚末を 語り、 上奏文 

及び 官制 案 を朗讀 す。 其の 大 匕：： は 一昨日の 日誌に 記載せ るが 如く 原、 犬 養 二 氏 は 直に 同意 を 表し、 加 藤氏 は g  (奮 

S 狀を呈 し、 • 遲 疑して 決 答せ す、 後日の 返答 を 約して 去れり。 閣僚 は 皆 賛同して 之 を 可 す。 此夜 伊東 氏 を 往訪 

し、 三黨 首領 會合 斡旋の 勞を 謝す。 蓋し 此事は 同氏の 計畫 斡旋に 係り 原、 犬 養 二 氏の 一致 黉同 したる は 同氏の 勸， 

說與 つて 多き に 居れば なり。  ， 

と 記載して、 伯が 伊東と 協力して、 如何に 外交 調 宪會の 産婆 役と して 活躍した るか を傳 へて ゐる C 又 「三 浦 觀樹將 軍 

囘 顧錄」 に は、 この間の 消息 を 左の 如く 記して ゐる。 

寺 內內閣 の 時、 時 n:^ の 擴大に 鑑み、 永遠の 利害 を 慮り、 中外の 情勢 を 考査して、 應機 啓沃の 任に 《。i らしむ ると い 

ふ 事で、 臨時 外交 調査 委員 會と いふ もの を 設けた が、 此れに ついては 大に 事情が ある。 

1 體對支 政策の 改善 を圖 ると いふ こと は 寺 內內閣 の 使命の 一 つであって、 大隈 內閣の 時、 酷く 亂れて 居った 支那 

關係を 寺 內內閣 によって 舊へ復 させようと 云 ふので ある。 

ソ レ に 原と 犬 養と は 何う しても 此方へ 引っ張つ て來 るつ もりで あるが、 種な しで は 政黨を 引っ張つ て 來れる もの 

ではない。 特に 犬 養と いふ 男 は、 犬の {R 僚 嫌 ひだ。 種な しに 官僚 內閣の 手傳ひ をせ よと 云った 所で、 ソレは 無理 

だ 0 

然 らば ァレ等 を 引っ張って 來る種 は 何が 好い かと 云へば、 外交より 外 はない の だ。 今 は 外交 上 最も 大切の 時機 だ。 

特に 外交 を改 ぶ；： する の は 寺內の 使命の 一 ッだ。 ソレで 外交 調 茶 食と いふ もの を 設けて、 政黨の 首領 を 皆 此れに 人 


れ ろと 寺 內に勸 めた の だ。  ，  、 

：: 其內總 選擧も 濟んで 其の 結果 も 概略 分った。 其 形勢 は 犬に 政府に 有利 だ。 其 朝、 土ォ內が我^^の所へ遣って來 

た 0 

「大分 我々 に 近い 方が、 多數の やうであります。」 と 言った が、 何だか 嬉しい やうな 嬉しくな いやうな 變な顏 付 

だ。  * 

「政府の 味方が 多くな つたの は 好い が、 此方の 手傳 をせ よと 種な しに は 引っ張って 行けぬ。 ソレに は 外交 調査 會 

の 如き は 最も 必要の 機關 だが 君 は 何と 言っても 遣らん ぢ やない か。 名義な くして 引っ張って 來 いと 言 はれても、 

乃公と して は 出来ぬ。 强 つて 遣らぬ とい ふこと なら、 乃公 は是れ 切で 手 を 引く、 一切 關係 せぬ。 無 名義の 下に、 

ァ レ 等に 附 いて 來 いと 云 ふこと は 言 はれる もので ない。」 と 言 ふと 寺內 は、 

r ァレは 調査に 掛 つて 居ります ので、 左様 急に は 出来ぬ。 ソレに 目白が 大分 不同意 だから。」 

と 言って 頗る 澀 つて 居る。 目白と は 山 縣の事 だ。 

「ハァ 左様 か。 乃公 は 行掛り だから 是れ まで 心配した が、 さう いふ ことなら 仕樣がない。 乃公が 止めさへ すれば 

ソレで 好い。 明朝 は 熟 海に 歸るぞ c」 

,v 言って 話 を 打 切って 仕舞った。 寺 內は歸 つて 後藤に 話す。 後藤 は 又 伊東に 話した。 其 相談の 結^、 後藤が 飛ん 

で 来たから、 

「乃公 は 何程 寺內に 言っても 中々 遣らない から、 モウ 手を切る ばかり だ。 ァレ 等に 無 名義の 下に 政府 を 助けさ さ 
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うと いふの は 無理 だ、 乃公 は モ ゥ 東京 へ 殘る 必要が ないから 明日 は 熱 海に 行く。」 

と 言 ふと、 後藤 は、 

r 實は 伊東 も 出る 笞だ けれども、 二人 揃って 行く にも 及ぶまい。 是非 止めて 吳れと 言 はれた から、 自分 一 人で 來 

たのです。 是非お 止まり 下さる やう c」 

との 賴 みだ。 

：: 其の 時、 犬 養が 伊豆の 長 岡に 来て 居った が、 此熱 海へ 訪ねて 來た。 

「何う します か。」 

と 言 ふから、 

「何う する か 譯がハ 刀らぬ。 寺內は 政府の 味方が 多い と 云って 喜んで 居る よ c」 

と 言 ひ、 是れ までの 經緯を 話した 上、 

「斯うい ふ事實 だ。 此後何ぅする^3りか、 乃公に は 分らぬ。」 

と 言 つ た こと だが、 其 後 間もなく 東京から 電報が 來た。 

「至急 御 相談した いから 歸 つて くれ c」 

とい ふので 早速 歸 京して、 寺 內に會 つた。 ところが、 

r 實は 甚だ 申譯 がない が、 調 茶 中な ど 上 百った の は 全くの 偽りで、 實は 調査な どして 居った ので はない。 併し ァ 

ナタの 御計畫 通りに は 行かぬ が、 鬼に 角 遣る ことにしました。」 


と 言 ふの だ。 

「何う いふ もの だ。」 

と 聞く と、 斯々 の もの だと 言って、 伊東の 書いた 草案 を 見せた。 

r 大體 それで 好い。 遣らぬ より は 好い から 文句 は 言 はぬ。 ソレで 結構 だ。」 

と 言って 置いた。 

扱て 外交 調査 會は 愈ぶ 設置す る ことに 內定 したが、 元 來大隈 內閣の 時に 亂れた 對支關 係 を、 此せ 內內閣 によって 

復舊 しょうと いふの だ。 原と 犬 養の 二人 は 異議 は あるまい が、 加 藤 は 自分が 外務の ：：^ に當 つた 關 係が あるから、 

此れ は 頗る 困る であらう。 ソコ で寺內 から 形式的に 交涉 して 見た が、 終に 出て 來な かった。 原 は 喜び はしな かつ 

たが、 受ける こと は 受けた。 ソレは 責任 を 自分が 負 はねば ならぬ とい ふ 用心 もあった からで ある。 

犬 養はァ レ の 立場と して 官僚 を 助ける とい ふ 名義が 出來 たの だ。 

外交 調 查會は 斯うして 成立した の だ。 我輩 は此 原と 犬 養との 二人 を附 けて 置いて、 * 內に 支那 政策 を 遣らす こと 

にした の だ。 

尙 ほこの 外交 調査 會には 加 藤 高 明が 參加を 担 絶した る 事情 は、 「加 藤 高 明傳」 に詳 かで あるが、 その 要領 は、 加 藤 

が +: 小內に 面會を 求められて 首相官邸 を 訪れた る 時、 初めて この 事 を 聞かされ、 全く 寢 耳に.^ であった に 反し、 同席し 

たる 原と 犬 養と は 事前に これ を 承知して 居りたり と 想像す ベ き 理由 ありし こと、 從っ て 加 藤に 於いて は 熟考の 時間 を 

必要と したる に、 寺內 はこれ に對 し、 一日 乃至 二日と いふ 期限 付の 時間し か與へ ざり しこと、 しかも 寺 內は加 藤に 對 
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して、 諾否の 返事の みに て 可な り、 とい ふごと き 冷 かなる 態度な りし こと を 等 を褐げ て、 「誠意 は當 方に こそ あれ、 

先方の 誠心誠意 は僞せ 物であった」 とい ふ 加 一勝の 言葉 を 引用して、 寸內の 態度 を 非難して ゐる。 

これに 對し、 「元帥 寺內伯 輕傳」 は、 

然るに 總選擧 の 結果 は 憲政 會絶對 多 數の權 威 を 失 ひ 政 友會、 國民黨 多少の 勢力 を增 加す るの 形勢と なりたれば、 

伯 は 其の 理想と する 國論 統一 を實 行す るに は 絶好の 機會 なりと 傚し、 五月 下句 本 野外 相、 後藤 內相 等と 內議を 凝 

し、 六月 一日 使を馳 せて 加 藤、 原、 犬 養の 三政黨 首領に 吿 ぐるに、 明 二日 午前 十 時 各位と 會 見し 一切の 城府 を撤 

して 帝國の 外交 國是を 商議せ むと す 願く は 萬 障を排 して 枉駕 せられよ と。 三 首領 皆 之 を 快諾す。 翌ニ 日加 藤 子 先 

づ 到り 約 五分 を經て 原、 犬 養 "刚 氏 亦 來り會 す。 伯 初めて 至誠 を披 派し 案 を 具へ て 臨時 外交 調査 會 設置の 必要 を說 

き、 三黨 首領の 該 調査 委員 を 受諾せ しむる こと を 懇：？ 1 せし が、 "il 小、 犬 養の： m 首領 は 世界 大局の 上より 打算して 黨 

情の 如何に 關 せす、 直に 委員た る こと を 然諾して 同意 を 表し、 加 t1 子 は 熟考の 猶豫を 求め、 其 決 答 を 保留して 午 

前 十一 時 首相 邸を辭 去せ り。 翌三 日加 藤 子 意 未だ 決せす、 急に 同黨の 領袖 を 集めて 凝議し、 其の 結果 委員 を辭退 

する に 決定した る もの、 如し。 翌四 日伯 は 使者 を 遣 はして 子の 意 を 窺 はしむ る も 未だ 答 ふる 所な し。 依て 伯 は 五 

日 午前中 更に 兒玉 內閣 書記せ 長 を 加 藤 子の 私邸に 遣 はして 諾否の 卽答を 求めし む。 加 藤 子 之 を 引見し 其 委員た る 

を辭 謝して 臼く。 予は 委員た るを辭 する も、 事 苟も 國 家の 大 經に屬 する 以上 大事 ある 毎に 首相の 需に應 じて 卑見 

を 陳述す る を辭 する ものに 非す、 請 ふ 還りて 之を荇 相に 傅へ よと。 其 心事 は 之を諒 とせざる にあら す、 然れ ども 

外交 調査 會は 現に 此日宫 制 を 以て 發布 せらる &の 刹那に 際し、 子 勝の 一 私 約 を 以て 之 を中廢 すべきに あらす。 加 


之 憲政 會の 機關 新聞紙 は此 日の 朝刊 を 以て 早く 旣に該 {R 制の 逮憲 たる を 痛論し、 屋上 更に 屋を 築く ものな りと 辯 

駁す。 形勢 斯の 如し。 如何に 寬 量なる 寺內 伯と いへ ども 豈 子が  一： の令辭 のみに 信賴 する を 得む や。 伯 は 加 藤 子 

の 委員 を 謝絶せ し を 以て 頗る 遣憾に 感ぜられ たる も旣に 觔 語の 降下せられ たる 以上 勢 ひ 之 を 中止すべき にあら 

• す、 依て 豫定の 順序 を 經て此 日 臨時 外交 調査 委員 會 官制 を 發 布せられ たり。 

と 記して、 加 藤が 相談 を 受けて 後、 拒絶の 決心 を 固め 居り 乍ら、 二日 間 その 返答 を與 へす、 しかも 返答した る 日の 朝 

は、 その 機關 新聞 を もって、 これ を 攻撃せ しめたり と 記して ゐる。 

當時加 藤が 參加 拒絶の 理由と して 明記せ る もの は、 彼が 四日 朝 寺內の 代理と して 來訪 した 兒玉秀 雄に 手交した 次の 

覺 蚩曰 である。 

外交に 關し國 論の 一致 を 期す る は 基より 希望すべき 所なる も、 內閣 以外、 ^に 天皇 直屬の 機關を 設けて 事實上 

國務 大臣に 擎肘を 加 ふるの 虞 あるが 如き は、 輔弼の 責任 を嚴 明す る 所以に あらざる のみなら す、 斯の 如き 方法に 

より 所期の 目的 を 達せん とする は 極めて 困難な りと 信す。 然れ ども 外交 事項に 關し、 各方 面の 意見 を微 する を 便 

とせら る 、場合に 於て 卑見 を 求めら る 、事 あらば、 所信 を 開陳し 當 局の 參考に 供す る は 固より 辭 する 所に 非す、 

若し 夫れ 此際 全國の 有力者 を 網羅し 國 論の 統 一 を圖 らんと 欲せば、 寧ろ 擧國 一 致 內閣の 樹立 を計畫 する を 適當な 

りと 1 百す.^ 

しかし かかる 表面的 理窟の 外に、 外交 調 查會の 作者た る 伯に 對 する 感情 も、 全然なかった と 言 ふこと はでき ないで 

あらう。 それ はせ 內の 組閣 最中に、 自ら 書 を 送って 後藤、 仲 小路 等 を 閣員と する に 於いて は、 同志 會 は反對 せざる を 
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得すと 申し送り たる 以来の 行掛り である。 この 加 藤の 覺 書中の 擧國 一致 內閣 云々 の 文字 も、 伯 を 閣外に 追 ひて、 內閣 

改造 を 行 はば、 これ を 助く るに 吝 ならす との 意味に 讀 まれない こと もない。 し 理由 はと まれ、 加 藤の ごとき 我國外 

交 界の耆 宿 を 逸した こと は、 外交 調査 會に 取って 一 つの 損失であった こと は 否み 得ない。 

政 友會の 原の 參加 は當然 であった が、 犬 養の 加 はった こと は對 世間 的に は 大きい 獲 物であった。 何と なれば. f: 寸內內 

閣 成立 當初、 かなり 猛烈な 反對 者であった 犬 養が、 たと へ 裏面工作 として 三 浦の 盡カ があった にしても、 公人と して 

政府 支持に 傾いた の は、 一 つの 大きな 轉 身であった。 犬 養の 委員 就任 事情に 就いて、 兒玉秀 雄 は 左の 如く その 眞相を 

語った。 

犬 養さん は 育 僚と は緣の 遠い 人であった。 しかし、 その 晚 年に は、 {：：： 僚 系の 人々 と大變 懇意に なって ゐた。 

これ は 犬 養さん 信 身が、 僚 系と 餘 りかけ 離れて ゐる事 は、 天下の 政治 を 運用す る 上に おいて 不都合で あると 痛 

感 された のに も 依る ので あらう けれども、 犬 養さん のか 、る轉 向の 原因 11 動力と して 後藤 伯と 伊東 伯との 考へ 

が 多分に 織り込まれて ゐる。 

卽ち、 兩伯 は、 舊式黨 人の 群から、 犬 養 氏 を 引き 拔き、 犬 養 氏 を皇窒 中心の 人物に 轉向 させようと いふ 目標の 下 

に、 犬 養 氏 を 起用して 外交 調 會の 委員たら しめ、 その 結 犬 養さん も 金 ピカを 著る やうに なれ、 晩年に は從來 

野人 を 以て 表徴 せられて ゐた犬 養さん が 一 番、 {n 僚の 地位 を 獲得せられ、 せ 僚と 緣の 遠かった ものが 一 番、 緣の 

近い 人と なられた。 若し 伊東、 後藤 兩 伯が 犬 養さん を 起用す る 機會を 作られなかったならば、 恐らく 犬 養さん は 

國民 黨の總 裁と して 一 生 を 終られた かも 知れない。 


かう いふ 複雑な 經緯 を經て 生れた 外交 調查會 は、 六月 十八 日に 至って 漸く その 初 顔合せ を 行った。 それ は 午前 九 時 

半からで、 場所 は 宮中 東 三の 間であった。  . 

その 席上 寺內 首相 は、 總裁 として 左の 如き 挨 述べた。 

—— 曠古 未會 有の 變 局に 處し、 擧國 一致の 實 を舉げ て、 國 家の 政策 を籌畫 する 爲、 區々 一身の 毀譽を 顧みず、 驟然 起て 此の 重任 

を拜受 せられた る は、 畢竟 報效の 至誠？ 泌湃 たるに 依ら ずん ば あらず。 (中略) 子爵 加 藤 高 明君 を 此の 班 列 中に る こと 能 はざる 

は、 本員の 最も 造憾 とする 所に して、 特に 本員が 禮を卑 くして 子爵の 然諾 を 求めた るに 拘ら ず、 事の 鼓に 到りた る は 本員 不徳の 

致す 所、 佝に 慚愧に 堪えず。 (中略) 本 余 "の 特設 に關 して、 憲法 上の 關係义 は 形式の 如何に 涉 りて、 荐 りに 論難 攻擎 する もの あ 

りと 雖も、 是等は 政府に 反對 せむ が爲 に、 故ら に 堅 白の 筆舌 を 弄する ものにして、 固より 正^の 言說に 非ず。 (中略) 唯 其の赏 

效を舉 ぐると 否と は、 本會 今後の 運用 如何に 繁り、 成敗 利鈍の 岐ろ X 所 亦實に 此に存 す。 此の， 一事 は 政府 反 ii 者の 藉て 以て 反對 

のロ實 とする 所なる が 故に、 本員 は 各位 閣下と 共に 夙夜 銘記し、 拮据 事に 從ひ、 黽勉 公に 奉じ、 以て 聖 明の 宏猷 を翼贊 し 奉ら ざ 

る 可から ず。 (中略) 自今 本員の 執務 上に 於て、 時に 或は 用意の 周！ ml を缺 き、 忌諱に 觸る \ こと あるが 如くん ば、 各位 閣下 隨時 

忠 吿を與 へられむ 事 を 懇請す。 (中略) 凡そ 本 食に 於て 各位 閣下の 考慮 を 煩すべき もの、 事 多く は 機微に 渉り、 嚴祕を 要せざる 

はなく、  < ^位 閣下 も 亦 多年の 經驗に 依り、 深く 之を諒 せらるべき を 知る。 此の 故に 敢て第 一條の 明文 を設 くるの 必要 を 認めざる 

も、 特に 將來を 慮りて 其の 意を昭 明し、 先づ 本員 自ら 戒 むべき の 規準と なし、 且 各位 閣下の 厲 行を冀 はむ とす。 —— 

この 初 會議の 光景 を、 翌日の 新聞 は 次の ごとく 報道した。 
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外交 謂^ 侖 "の 初 会" 議 はきの ふ 2 朝 九 時半から 十 一 時半までに せ ： 中柬 三の 問で 開かれた。 ^分のう ち拜 借の 會議 室の 卓子に は 委員 

の 頭數だ け 墨 塗の 現 箱に 料紙が 添へ て ある。 先 は 加 藤 海相、 殿り は 牧野 男、 原さん、 犬 養さん が 腕 車、 平 ra 子が 時代の ついた 

一頭 馬車、 首相 はじめ 餘は 何れも 自動車で 額 を 揃へ た。 

政友會 あたりから 「何だか 彼奴に 搔き 廻され て 了 まひ さう だゼ」 と齒痒 がら- れてゐ る 問題の 巳 代 治さん、 初會議 の 歸リを 其 儘 霞 

ケ關の 李 王 殿下の 御 招寞に 列し 午後 二 時に 「少し 醉ひ 過ぎた やう だぞ」 と翠雨 庵へ 歸 つて 來た。 待ち設けた 寫眞 班に 「今す ぐ 後 

藤が やって 來 るから 待ち 給へ、 僕 は 和服に 著 て來 る：：」 とト： 機嫌 だ。 「初 ノぼ議 の 景氣 ？」 と 訊く と 「む >f_l 在會 のこと で 今 

日 は J-" と 後藤に 談判せ にやな らん、 まあ 待ち 給へ：：」 (中略：) 「もう 後藤が 來 さうな もん ぢゃ」 と暖を 撫でる、 そこへ 自動車 

の 音が して 紋付 の 後藤 男が 翠 雨の 柴 折から 石傳 ひに 入って 來る、 一 種の 演劇 氣 分が 沸く：：， 「後藤さん 寫眞師 がお 待ち兼ね 

だョ： ：」 と 男 を 座敷に 請 じて 對座 すると ころ をパ チン！ 何事 ぞ、 已代治 子の いは ゆる 後藤 男へ 談判と は？ 梅雨の 氣は I け陶 

しく 主客 を罩 めて 低迷す る。 

四、 會の 本質に 關 する 憲法 論 

この 外交 調査 會に對 して は、 憲政 會は 反對の 第一 聲を 擧げ て、 憲法違反 であると した こと は旣に 述べた。 果然 この 

論議 は 朝野の 間に、 廣汎 なる 憲法 論戰を 展開した。 

吾人 は 先づ、 伯の 地方 長官 會議に 於け る內 相と しての 訓示から 物語る であらう。 

借 今日 特に 諸君の 參集を 乞 ひたる は 臨時 外交 調査 會の 事に 關 してな り。 此調查 會の事 は 現内閣 成立の 始め 總理 大臣の 演說、 議會 

解散 後の 訓示 及 今囘の 會議に 於け る 訓示に 於て 一 貰し 居る 精神 を 酌まん か、 其の 精神 ある 處自 から 明瞭な らん。 卽ち 首相 は此前 

古 未曾有" 時 1:5 に 際し 内外の 15 勢に 監み ^論の 一 致を阖 るの 道 を 講じ 居たり しが、 不幸に して 議會に 於け る 意見の 銜 突より 解散 


となり、 而 して 總選擧 の 結果 政府 不信任と 云 ふ 事 は國民 s 意思なら ざる こと 判明した る は 論 を俟 たず。 然 レ 乍ら 選舉の 紡果 によ 

りて 與黨を 作り 此の 與黨 によりて 政務の 遂行 を 期せん とする は 首相の 考 にあらず。 與黨を 造りて 其の 力 を 以て 政務 を 行 ふ は 一 見 

普通の 事の 如く 思 はるれ ど、 一 黨 派に 偏 倚して 時局 を處理 せんとす る は 首相 の 素 心と 十分 合致す る もの にあらず。 首相の 意 は 

依然 秉公持 平に あり、 以て 善政 を 行 ひ 以て 時局 を K 救 せんとす るに ありて 特に 政府の 意 m -』 に反對 する 黨派 を捷滅 する 考 へ にあら 

ず。 曩に 不自然なる 多 數黨と 云 へ る は 文明 的 意義の 存 する 所な り。 故に 政府に 反對 する 黨 派が 少数と なりたる を 以て 決して 滿足 

すべきに あらず。 時局に 鑑みて 國 論の  一 ！^-を阖り、 大局に 處 したき 考へ なり。 而 して 此 度の 官制の 上の 上諭 も Ar- く 此御趣 じ S に 出 

でた るな り。 世上 種々 の 議論 あり。 或は 内閣の 上に 内閣 を 作る と 非難す る もの-も あれ ど、 我々 は 之 を 以て 現 時に 處す るに 適 常な 

る 組織と 信ずる と共に 憲法 上 亦 何等 差 支な きものと 信ず。 諸君 歸 任せられたならば 此の 意味 を 十分 徹底せ しめ 誤解な き樣 努めら 

れん 事 を 望む。 

卽ち伯 は 訓示 中に おいて 特に 「世上 種々 の 議論 あり、 或は 內閣の 上に 內閣を 作る と 非難す る もの あれ ど 憲法 上 亦 何 

等差 支な きものと 信す」 と 論及して ゐ るが、 これに 對 して は、 忽ち 各方 面より 反對 論が 現 はれた。 

しかして かかる 論難 中、 大正 六 年 八月 一 日發行 「國家 學會雜 誌」 に揭 載せられ たる 佐々 木惣 一 博士の 「臨時 外交 調 

杏 委員 會ト 憲法 ノ 重大 原則」 と 題す るー篇 は、 舉問的 立場から 極めて 鋭角 的に、 外交 調査 會に對 する 批判 をな して ゐ 

る。 その 要點を 摘記 すれば 左の通り である。 

顯務大 E 以外 一一 天皇 ヲ 輔弼 ス ル ノ機關 アル コト ヲ認ム へ キヤ 否ャ。 憲法-一依 レ ハ天皇 ヲ 輔弼 スル 機關ハ 阔務大 Hi タ ル コトヲ 原則 

. トス。 從テ 阈務大 E 以外 ニ於テ 天皇 ヲ 輔弼 ス ル機 關ハ、 憲法 自身 ノ之 ヲ認メ サル 限ハ、 之 アル コトヲ 得ス。 此ノ事 タル 憲法 第五 

十 五條 第 一項 ヨリ.^: ス ル所 一一 シ テ、 大 -I 注意 スへキ モノ トス。 (中略) 憲法 第五 十 五條 第 一項 ハ (一 ) 國務 大臣 ノ 職務 力 天皇 ノ輔 

弼 一一 在ルコ ト及ヒ (二) 天皇 ヲ 輔弼 ス ル モノ ハ國務 大臣 ナル コトヲ 意味 ス。 換言 ス レ ハ 同 規定 ハ (一 ) 一 面 一一 於テ ハ^ 務大 E  ノ輔弼 
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第 十 外 交 調査.^  八 六 八 

ノ 職務 プ叨ー I スルト 共- 1 (二) 他面 -I 於テ ハ 輔弼 ノ 職務 ヲ行フ 桟關ヲ 特定 ス ル モノ ナリ。 從 テ阈務 大臣 以外 - ー於テ 大皇ヲ 輔弼 ス ル 

ノ機關 アル コトヲ 得ス。 唯 憲法 自身-一 於テ此 ノ如キ 機關ノ 存^ ヲ認 メタル モノ ハ固 ヨリ 此ノ  5^  二 在 ラサル ナリ。 

と 論じて、 「國務 大臣 以外 一一 憲法 ノ認 メサル 天皇 輔弼 ノ機關 ヲチ： ^クル ハヤ ノ， お 一反 タル ナリ， 一 と 述べ、 外交 調 杏會の 

？ は、 正にせ ぼ法逮 反なる ぼ を 指摘した のであった。 

伯 はこれ より さき、 すでに かかる 論難の 鴻 起すべき を 察知して、 その 對策を 考究した 結果、 六月 二十四日 夜 首相の 

意を體 して 翠" 响莊に 伊東：： J 代 治 を 訪問し、 外交 調杳 委員 會の設 澄が 憲法 逮反 にあら ざるの 趣旨 を閬 明して 欲しい と^ 

囑 した。 伊東 は 伯の 請 を容れ 「外交 調^ 會 要義」 と 題す る 費 重なる 文書 を 作成した。 今 その 緒言の 一部 を 摘記 すれば 

實に 左の 如くで ある。  - 

臨， む 外交 調 杏 委員 會 官制 ノ 公布 セラ ルル ャ、 世ノ 政治家 操^ 者 流ノ： ^難 攻孳ス ル モノ 其ノ 聲頗ル 高シト 雖モ、 之ヲ耍 スル- ー其ノ 

論旨 ハ國法 上 ヨリ 兑 タル 異同： ト、 政策 上 ヨリ 論 スル賛 杏說 トノ： 者-一大 別 スルヲ 得へ シ。 人心 ノ異 ナル其 ノ面ノ 如シ。 固 ヨリ 

深ク处 ロム へキ- ー非サ ルモ、 傳翼ナ クシ テ 千里 -I 飛ビ、 衆 口 相依テ 昨- 1 金ヲ 鑀シ、 竟 -ー 其ノ腾 意 ヲ誤ル コト アル ヲ怕 ル。 政爭ヲ 

離レテ IP 眼 之 ヲ評ス レ ハ、 時局 多難 ノ今 a 徒ラ -!  口舌 ヲ鬪ハ ス ノ、 甚タ國 家-! 不利 ナルヲ 痛歎セ ス ム ハ ァラ ス。 

本文に 於いて は、 先づ 時局 重大なる 際、 政爭を 超越して 國論を 統一すべき、 擧國 一致 機關の 必要 を說 いた 後、 得意 

の 憲法 論に 人った。 その 議論の 骨子 は、 次の 一節に 盡 きる。 

臨時 外交^^ 委員 會ノ 性質-一至 テ ハ、 乃チ 至尊 ノ 側近 -I 在リテ 外交-一 關シ 啓沃ヲ 任 卜 スル 臨時 特設 ノ，？ I 在機關 タル 該 官制 ノ上 

論文 中 -I 昭示 4-: フル ル所、 固 ヨリー 點ノ 疑ヲ容 レサ ルナ リ。 蓋シ 時局- 1 對應シ テ 藝畫ス へキ 要項 ハ、 概シテ 至 尊大 權ノ發 動 -I 

出 ルへキ モノ 多シ。 乃チ特 -I 委員 會ヲ 以テ 聖斷- 一 資スル 至尊密勿ノ職ト爲シ、 之ヲ側近 -ー 特；？-^ン 尸、 皇 -I ぼ 讓セシ X ラレ タ 


ル モノ トス。 天皇 ハ固 ヨリ 事項 ノ 如何-一 拘 ラス、 何人- 1 モ詢諜 セラ. -ルモ 叙 盧ノ儘 ナルノ ミナ ラス 夭 皇 ハ苟モ 憲法 一一 達 背 

シ若ハ 之- -牴 « セサル 以上 ハ、 須要-一 從ヒ 如何 ナル 官職 ヲ設ケ ラレ、 X ハ 如何 ナル仟 務ヲ命 セラ ルル モ、 亦 大權ノ 自由 _| 屬シ、 

宭法 上毫モ 異議 ヲ容レ ザル所 ナ"。 

而 L て 外交 調査 會の 設置 を 以て、 國務 大臣 輔弼の 責任 を罔晦 し、 憲法に 違 北 n し、 憲政の 本義 を紛 清す る ものな りと 

の批 議に對 して、 要義 は 次の 如く 答へ た。 

調査 委員 會/ 性質 ハ、 {は 制 及 上 論文 -I 明示 セラ レ タル 力 如ク、 外交 - ー關ス ル啓沃 ノ檐關 -I シ テ、 國務ヲ 施行 ス ル機關 -I 非ス。 _ 調 

査 委員 會 ハ 單 -I 考査 審議 シ テ 啓 沃-ー 資スル マリ、 其ノ 旅行 ハ 依然 ト シ テ 罔 務 大臣 ノ 糜 司-一 屬ス" 毫モ 國務 大臣 輔弼 ノ 責任 ト 

相 牴«ス ルコト ナシ。 而シテ 憲法 第五 十五 條ノ 規定 ス ル所、 國 務ノ旌 行ハ必 ス國務 大臣，. 輔粥 -I 待ッ へキコ トヲ定 メタ リト * モ 

決シ テ國務 大臣 以外 -_ 輔弼 ノ機 關、 其 他 調査 機闢 ヲ置ク コトヲ 許 ササル /義- ー非サ ルナ "c 現, 一 艇密院 ハ 天皇 ノ 至高 顧問 府 一一 

シ テ默 转啓沃 ノ官タ ル モ、 以 テ國務 大臣 輔弼 ノ責 仟、 卽 憲法 上ノ 責任 ト 何等 牴解ス ル所十 シ： (中略) =^ ソ辅菊 ハ國務 大臣 ノ轄 

ミ- ー限ル 〈キ モノ  ニァ ラ ス： 内大臣 、， 常 侍 輔菊ノ 職 二 シ テ、 宫內 大臣 モ亦 皇室 ノ 事務  ー| 付 輔弼 ノ任 一一 在リ C 其 他^ 密 K モ諮 

詢 -I 應へテ 至尊 ヲ 辅菊 スル モノ タラス ムハ アラス、。 

なほ 要義 は 「個ん トシ テ 一 般的ニ 至尊 啓沃ノ 重任 ヲ荷 フ」 ところの 元老 や、 「憲法 上 常 ノ锼關 二 シテ  一 二 諮詢 

一一 應シ 索議 ヲ遂ケ 意見 ヲ 上奏 スル」 ところの 框密 顧問と 對 比して、 外交 調査 會が、 合議 體 として、 外交の 事項に 限り 

自ら 進ん で 考査 審議し 至尊 の 應機 啓沃を 以て 任と す る と こ ろ の 臨時 特設 の機關 である こ と を 明かに する と共に、 經 

濟 調査 會、 防 務會議 の ごとき 內閣 に肆霉 する 內閣の 補助 機關 にあら すして、 參謀 本部、 海軍 軍令部、 朝鮮： i 督府、 會 

計撿查 の 如く 天皇に 直隸 する 特定の 機關 である こと を 主張した () 
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第 十 節 外 交 調 査 食  八 七 〇 

この 「臨時 外交 調査 委員 會 要義」 は、 流石 憲法の 番人 を 以て 目 せらる る 伊東の 手に やなった だけあって、 微に 人り 細 

に 亙り、 ほとんど 凡ゆる 反對論 を、 周到なる 用意 を 以て 徹底的に 擊破 する だけの 力 を もって ゐた。 

更に 伯 は 新聞記者 協會の 人達に 對 しても 働き かけ、 外交 調査 會 設置の 違憲に 非ざる 皆 を 強調 せんとして、 六月 二十 

五日 夜の 新聞 協會 招待 會に、 政府 側 を 代表して 來賓 として 出席した ので あつたが、 意外に も當 夜の 主人役であった 板 

垣 退 助 は、 挨 拨を述 ぶる に 際して、 外交 調査 會 設置が 極めて 安 當 適切なる 施設で ある 旨 をカ說 したので、 伯 は 板 垣の 

挨拶 に 感激して 謝辭を 述べた。 當夜 の 顚末を 新聞紙 は 左 の 如くに 報じて ゐる。 

食 終って 板 垣 伯は當 夜の 主人役と して 挨按 をな して 後、 所感 を 述べ て 曰く。 

今や 世界の 變局は 人道 を 滅却した 慘港 極まる ものである。 この 錢 局に 際し、 日本が 世界に 對 する 使命、 日本が 東洋に 對 する 使 

命、 この 二 個 S 大使 命を果 すべく、 帝 國の國 液を定 むる は 現下の 急務で ある。 此の 時に 於て 外交 調 杏會の 設けられ たの は 最も 

. 機宜に 適した 施政と 云 はねば ならぬ。 諸君、 社 會の先 覺者を 以て 仟 ずる 操 觚者 諸君 は、 須 らく 此の 外交 調査 會の 事業に * 援を 

與へ、 國 論-の 統丁 y 計リ、 以て 此の 大切なる 時勢に 順應 する^ 是を 謬らない やう 努力 せられん 事 を 望む。 

と 言々 句々 肺肝 を 披瀝して 痛切 を 極めた。 後藤 内相 は來賓 として 謝辭を 述べ て 後、 

予は予 が 平生 畏敬す る 板 垣 伯爵の 御 演說に ffi  く 感激した ので、 少 くも  一 一一 re せざるを得ない こと \ なった。 伯 は 維新の 元 動で、 

當時は 今の 如く 新閗と い ふ 言論 機關 なきに、 日本 をして 世界の 日本と なすの 運命 を 開拓せられ たの である。 而 して 今 义 世界の 

大勢 を 見て、 帝國ハ 執るべき 國 策を說 かれた の は、 我々 後進の 者が 感激に 堪えぬ 次第で ある。 今や 獨乙 は敵國 なる も 我が 今 

上御卽 位の 時 「東邦の 民に 君臨し 給 ふ 天子」 との 語 を 我！： に 送って 居る。 相當の 嫉妬 を 持つ 獨逸 にして 猶此言 をな して 居る。 

諸君 は 此 の 語 を 如何に 感ずる か。 我々 日本 帝！： 民の 使命の 存 する 所 を自覺 して、 此の 內 外の 希望に 副 ふ 事 を 努めねば ならぬ。 

今や 我^ は 此の 使命 を果 すべき 機せ に 達した。 獨論を 鼓^すべき 任に ある 新開 記者 i^g 君の、 此の際 一 曆國 家の ため 努力せられ 


ん こと を 望む。 

と 熟 誠 溢れた る壯 重の 首々 滿堂肅 然として 傾聽 した。 (六 年 六 二十 六日 やまと 新聞) 

五、 外 調 委員 五箇 年 

外交 調査 會は、 寺 內內閣 から 原 內閣、 高橋內 閣を經 て、 加 藤 (友) 內閣 まで 繼續 した。 その 五箇 年 有餘の 間に、 外 

交 上 重大な 案件が、 それから それへ と 起った。 第一 に 參戰國 の 日本と して は、 歐 米諸國 との 關 係が 相當 面倒で、 若し 

一歩 を 誤れば、 帝國の 地位に 影響す ると ころが 少なくなかった。 外交 調 查會の 成立に は、 上述の ごとく、 多分の 政略 

的 意味 も 入って ゐ たが、 この 戰 局の 推移 極まりなき ときに 當 つて、 日本が 聯合 國と 協調して、 參戰の n 的 を 達し 得た 

の は、 外交 調査 會の 應機畫 策に 負 ふところが 少なくなかった。 

大正 七 年 四月 二十 三日、 伯は內 相より 外相に 轉 するとと もに、 外交 調査 會 幹事長の 辭令を 受けて、 自ら 作った 調査 

會の大 番頭と なること になった。 外相と しての 伯が、 西 比利亞 出兵 問題に つき、 この 外交 調査 會に 於いてい かに カ戰 

苦闘し たかは、 次 節に 於いて 詳記す るで あらう。 

寺 內內閣 の辭職 後、 原內閣 時代に おいても 伯 は 依然として、 委員の 一 人と して、 外交 調査 會に 出席した。 この 原內 

閣 成立の 翌々 月、 卽ち 大正 七 年 十 一 月 十 一 日に 歐洲 大戰 は休戰 となり、 引續 いて 巴 里に 平和 會議が 開催され る ことと 

なった。 そして 帝國 は、 西 園 寺 公望 を 首席 全權 とし、 これに 牧野 伸顯を 加へ、 更に 在英 珍 田 大使、 在 佛松井 大使、 並 

びに 在 伊 伊集院 大使の 三人 を 併せて、 五 人 を全權 委員と して 任命した。 

笫手草 寺 内 内閣 時代  八 七 一 
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全權 委員の 巴 里からの 重大 報 吿を受 くる 毎に、 外交 調査 會は 開催せられ、 伯 も 亦 出席して その 意見 を 述べて ゐ たが、 

その後 間もなく、 伯 は 横濱を 解纜して 米 國經由 外遊の 途に 上った。 しかし 外交 調査 會の 模様に ついては、 伊東！： J 代 治 

から 絶えす 詳細に 亙る 手記が 在外 客舍に 郵送せられ、 伯 はこれ によって、 同會の 事情 を 知悉す る こと を 得た。 

大正 八 年 十一月 歸 朝の 後 も、 伯 は 依然 閣外 委員と しての 外交 調 茶會に 出席した。 かくして 伯 は、 西 比利亞 出兵 及び 

撤兵に 關 する 問题、 巴 里 講和 會議、 平和 條 約の 締結、 華府 會議、 海軍 軍備制限に 關 する 條約 締結な ど、 多くの 國際的 

大 問題に つき、 その 樞 機に 參畫 したので ある。 特に 對支 問題 は、 外交 調査 會の 最も 力 を 人れ たもので、 當時、 誰れ い 

ふとな く 伊東、 後藤、 犬 養の 三角 同盟が 傳 へられ、 常に 新聞の 紙面 を賑 はした。 それ はこの 三者が、 外交 調 查會の 有 

力 者であった がた めに、 自然 さう いふ 風說も 起った ので ある。  - 

然るに 外交 調査 會は、 講和 會議の 問題が 一段落 を吿 げた ころから、 次第に 廢止說 が 盛んと なり、 さらに 華 府會議 が 

終って、 軍縮に 關 する 諸 條 約が 批准 せらる るに 及んで は、 單 なる 外交 報 吿機關 の 如くに 化して しまった。 外交 調杏會 

は、 元来が 永久 的の もので なく、 その 名の 如く 臨時 機關 である。 すでに 本來の 任務 を 終った 上 は、 强 ひて 報 吿機關 と 

して 存置す る 必要 はない ので ある。 さう して 加 藤 (友) 內閣に 至，^ つ ひに 廢 止さる るに 至った 顯末 は、 次 項に 述 ぶる 

通りで ある。 

六、 外交 調査 會の廢 止 

加 藤 友 一二 郞內閣 成立 後、 一箇月 餘を經 過した る ころ、 伯は內 外の 情勢に 鑑みて、 外交 調査 會 委員 を 辭 任せん と 決心 


した。 それ は 大正 十一 年 八月 七日 附、 加 藤 首相 宛て 書翰に 記されて ゐる。 伯 はこの 書中に 於いて、 旣に巴 里會議 終了： 

後に おいて は、 外交 調 茶 委員 會の 存立 は 無意義なる 事 を 指摘し 「外交 調査 委員 會の存 廢ハ當 初 創立の 意義 も 有之此 際： 

ハ或 ハ被廢 候ても 可然 か」 と、 その 廢 止の 時期 到來 したる 皆 をカ說 し、 更に 卽刻廢 止で きがたき 事情 あれば 「小生 單" 

獨 進退 を 決し 度」 と 言明して ゐる C  -. 

その 書翰の 全文 は 左の通り である。  ： 

德暑之 候签卸 邀滕爲 邦家 奉賀 候。 其 後， 何 一 應拜趨 之 上と 存 居候へ とも、 御 多忙 中却而 御迷惑と 差控、 此にャ 略 俵 別紙 辭職願 封 人： 

一 

御手 許 迄 差 出 候 間、 可 然御取 斗 奉 願 上 候。 委細 之 事情 は 前； H 拜話之 折 雜述候 通に て、 外交 調 杏， 委員 會 S 存錢ハ 常 初 創立の 意義 も： 

有 之、 此際ハ 或 ハ被廢 候ても 可然 か。 若し 急-一 御斷行 六ケ敷 事情-一 も 有 之 候 ハ \ 小. 單獨進 返 を 決し 度より、 親しく  陳御聞 

,1 達し 置きた る處、 過廿 五： w 柬京 停車場に て 承りた る 立 話に てハ、 急に 御 決行 無 之 かに 御内 話 一一 付、 熟慮 之 末 先^ 獨辭職 之 事-一： 

決し 候 次. 第-一 御座 候。 右 申 添 置 候。 

この 翰の 日附は 八月 七日に なって ゐ るが、 これに も 指示して ゐる やうに、 これよ.^ 先き 旣に伯 は *：： 相に 會 見し、 一 

切りに 「外 調廢 止」 を 進言して ゐる。 伯の 辭職願 は 次に 揭げる 如く 七月 三十 一 日附を 以て 認められた のであった。 

as  職 願  ； 

新 平 儀  一 

臨時 外交 調 _ ^委員 會 委員 被 免 度 此段奉 願 候 也  _ 

臨時 外交 調 木ュ委 委 n  i 

大正 十一 年 七月 三十 一日  男爵 後藤 新 平 (花押) 』 
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總裁  . 

內 閣總理 大臣 男爵 加 藤 友三郞 殿 

大正 十 一 年 八月 十三 日の 東京 朝日 新聞 は 伯の 辭意 問題 を 左の 如くに 取扱って ゐる。 

後藤 新 平 男 は豫て 外交 調査 會 委員 辭 職の 意 岡を懷 き、 旣に 彼の 巴 規 會議 終了後 責務 了れ リと なして、 同志の 伊東 巳 代 治 子、 犬 養 

毅氏 等と 相 諮り、 共に 辭意を 洩らした が、 時の 首相で 外 調の 總裁 たる 故 原 敬 氏 等 は、 時局の- 重大なる を說 き、 殊に 後藤 男、 

犬 養 氏 等 は 抑 外 調 設置の 首唱者た る 責任 上より 云 ふ も、 洲大戰 の 善後 措置が 今少し 目鼻の 付く 迄、 暫く 任に 留まられ 度き 旨 を 

極力 懇. 憑せ る 結果、 當時辭 職 決行の 事 は 暫く 留保され、 其の後 高 橋 內閣に 及んで は 辭意を 懐ける 事に 變 りはなかった が、 但し 時 

恰も 華 盛 顿會議 開かれ、 引績き 內閣の 動搖に 次いで 政 變 等の 爲め、 遂に 其の 機 を 得なん だので ある。 然るに 加 藤 内閣の 成立 後、 

最近 華 盛 ® 會議の 結果に 成る 瞬 際 諸條約 批准 も 終 はリ、 に 時局の 攒大に 鑑み、 應機 啓沃の 任を盡 さしむ る爲 め、 特に 側近に 

設けられた 臨時 外交 調 « 委員會 は、 其の 目的 を 成就し 責務 を果 したる ものと して、 愈豫 ての 素志 達成の 時機 到來 せりと なし、 斯 

くて 後藤 男 は 單獨に 去る 七：：： 外 調 委員の 辭表を 提出し、 次いで 十 R 加 藤 首相 (現 外調總 裁) の 招きに 應 じて、 永 田 町の 首相官邸 

に 赴き、 首相と 會 して 大要 右に 述べ た 如な 辭職 理^ を 述べ、 最早 今日に 於て は：. W 考の餘 地な き 旨 を 附言して 辭 去した。 

しかし この 辭任 は、 なかく 實 現しなかった。 伯 はしき りに 焦った。 その 結果、 九月 九日 附を 以て 首相 宛てに 「外 

交 調査 會存廢 之 儀 は 一 に 御高 見に まかせ (中略) 小生 進退 之點は 調査 會存廢 問題と は 全然 別問題と して 速に 御 解決 被 

下」 云々 との 趣旨 を 開陳した のであった。 その 全文 は 左の通り である。 

時下 殘暑難 凌 候處、 益 御淸勝 奉敬賀 候。 陳者 過日 拜話之 節 簡單に 申 上 置 候 通、 外交 調査 會存廢 之 儀 は 一 に 御高 見 

に まかせ、 可成 首相 御 政策の 御 便 直 を 妨げざる 限と 相考 居候 故、 單に 小生 進退 之點 は、 調 茶 會存廢 問題と ハ 全然 


別問題と して、 速に 御 解決 被 下候樣 希望 之 至 一一 奉存 候。 時 今 支那 西 伯利亞 問題 之 傾向に 徴し、 此儘 I 任苒 重任 を 辱 

しめ 居候 事 如何 一一 も 不安 を 感じ、 一日 も 早く： y ハ望 任を辭 し、 專心 他に 自由なる 境遇 一一 於て 驚 鈍 を盡し 度、 委曲 當 

初 開陳 候 通-一有 之、 外 支那 丙 伯利亞 漫遊 問題、 內 東洋 協會、 日露 協會の 始末 等 有 之、 最近 ボ ーィ* スカウトの 事 

業 創設 も 有 之 候の みならす、 旣に 心中 決定し 居候て、 最早 千 萬 熟慮の 末-一 も 翻すべき 餘地 なきもの を、 此上 自他 

を 欺き 辭 表の 提出 を 祕し候 事 心苦しき 限に 有 之、 公然 發表之 外 無 之 場合 一一 立 到 居り 候 間、 事情 御 洞察 速 一一 相 運び 

候 様 御 執 奏方奉 願 上 候。 實は御 面 話 之 上と 存 候へ ども、 官邸 往復 は 却 而⑩議 を 招き、 無益なる こと &存候 一一 付、 

紙上 を 以て 決意の 次第 を 再 陳し御 決裁 を 促し 候。 草々 不盡。 

しかし、 遂に 伯 は 單獨辭 任す る ことが 出来なかった。 右 書翰 を途 つてから 十日 目、 卽ち 九月 十八 日の 勒令を 以て、 

臨時 外交 調査 委員 會 官制の 廢 止が 公布せられ、 卽日 施行せられ たのであった。 外 調の 功績 如何に 就いては、 加 藤 首相 

が 左 の 如く 新聞紙 上 において 言明した。 

臨時 卟交調 杏 委員 會は 去る 大正 六 年 六月、 歐洲 戰亂勃 發以來 時局 G 進展 愈大 なる に 鑑み、 永遠の 利害 を 慮りて、 特に 側近に 之 を 

設け、 應機 啓沃の 任に あたらしめ、 爾來 今日に 及んだ。 同 委員 會が 設置せられ たる 時 は、 戰局 e 推移 in 轉 まりなく して、 大戰 

の前5^尙5|^洋の感なき能はず。 常時 帝 國は旣 に 東洋の 禍很 を掃瘦 L、 南洋の 敵據を 覆滅し、 更に 進んで 洲に ける 聯合 M に對 

し 極力 後援に 努めて 密接の 接觸 を持續 し、 以て 協同動作の-誠意 を 表明し つ つ あり。 隨 つて 戰局 内外に 於け る 諸般 G 施設 は 最も 慎 

重 畫策を 要した。 次いで 休 戰條約 締結 せられて、 講和 會議の 巴 Sf; に 開催 せらる \ や、 帝國は 聯合 與國と 協調 を 保ち、 幾多の 折銜 

を經 て、 概ね 所期の 目的 を 達成し、 對獨 平和 條約 等の 締結 を るに 到った。 义露國 の 革命より 延 いて 西 伯 利 15! 出兵 乃至 撤兵に 至 

る 諸般の-西 伯 利！ 0^ 問題、 並に 時局に 關聯 する 隣邦 支那に 關 する 諸問題 ぁリ。 更に 昨 大正 十 年 十 一 軍備縮小 等に 關 する 華 府<|3 議 
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歐洲大 戰に參 加した る我國 は、 交 戰四年 半の 間、 愼 重なる 態度 を 持して これに 深入りす る こと をし なかつ 靑島 


-  ノ f  ノノ  JV 一  I メ J ャ I  ヽ ，一 r ヽ 

の 開催 せらる X に 常って は、 帝國は 特に 重大なる 使命 を帶 びて 之に 參 加し、 海軍 軍備制限に 關 する 條約 等の 締結 を 見たり 其の 他 

振 古 未曾有の 變 局に 際會 して、 外交 上 II 家の 大計 ili する こと を 要する もの あり。 此等は 舉げて 至尊 直諫の 機 たる 臨時 ト 

交 調査 委員 會の議 に 附託せられ、 同 委員 # は. 五 年の 久しき に 亙リ、 應戰 策 慎重， 戚議を 以て 啓沃の 重任 を盡 した。 以上の 如く 干 

戈 仝く 戟リ、 時局に 伴 ふ 諸般の 案件 も 概ね 一段落 を吿 げたる を 以て、 曩に 委員 會の 存廢に 付せ 上に 論議 を 生ずる に 至った 常時、 

. 其の 存廢に 付 別に 考慮した る ことたく、 目下 之が 廢 止の 意な き 旨 ーーョ 明した る も、 其の後 世局 は 最早 同 委员會 の 存置 を 必要と せ-ざ 

る こと を 確認せ しむる に 到り、 殊に 委員 中に も 自己 一身上 都合に 依り 脫退を 希望す る もの を，^; じたる を 以て、 愼重 考慮の 卞、 今. 

日 委員 食 官制の 廢止を 見る に 至った 次第で ある。 (十 一 年 九 =： 十七 H 東京 朝日 新 間) 

かかる 重大なる 國策 { さ議の 衝に當 つた 伯で あつ. たが 故に、 長き 邊り にお かせられて は、 特に その 功 鑌を嘉 せら， 丄、 

陞爵の 御沙汰 を 賜 はり、 親 控式は 九月 一 一十 五日 午後 一 時靈 ケ關 御所に おいて 左の 如く 行 は せらに た。 

依勳功 特陞授 子爵  正三位 勳 一等 男爵 後藤 新 平 

さう して この 月 三十日に は、 從 二位に 叙せられ た C 

第 十一 節 西 比 利亞出 兵 


攻略と 太平洋の 獨艦 と、 並びに 地中海に 於け る 我が 驅逐 艦の 參加 以外に、 我 國は兵 を 動かす ことなく、 妝 界の大 

勢に 對し 用心深き 待機の 姿勢 を 取って ゐ た。 

然るに 大正 六 年 十一月、 露 國にレ ー 一一 ン の社會 革命 起り、 更に 露、 獨、 填單獨 講 和の 傾向 顯著 となる に 至り、 我國 

の參加 協力 を 要求す るの 聲、 聯合 與國 殊に 英佛に 於いて 熾烈と なって きた。 

卽ち我 國の西 比利亞 出兵 を 求む るの 聲 である。 

この 論議の 內容 は、 日米 聯合 軍 叉 は 日本軍 を 骨子と して、 これに 聯合 諸 强國の 武力 を 加へ、 以て 西 比利亞 より 露國 

を 牽制 せんとす るに あって、 英 佛兩國 政府に 於いて 提起せられ、 帝國 政府の 考量 を 求め 來 つたので ある。 

卽ち 大正 六 年 十二月 二日、 巴 における 聯合 國會議 に 於いて 「フォッシュ 將軍 案」 として、 怫國 側から n 米 軍の 

西 比利亞 出兵 論が 協議せられ、 また これに 相 前後して、 英國は 浦鹽に 堆積す る 軍需品の 敵 乎に 陷るを 防ぐ ため 米國に 

出兵 を說 いた。 越えて 大正 七 年 一 月 一 日、 英國 外務 次官 は 珍 田 大使に 對し、 日本軍 を 主力と し、 英米の 小 部隊 を參加 

せしめて 浦鹽 出兵 を 決行 せんこと を 提議した。 

然るに その後、 露 獨單獨 講和：^ 判 漸く 進 渉し、 西 比 利亞の 情勢 亦不穩 化する に 至った ので、 佛國 政府 は 大正 七 年 二 

月 六日 駐怫松 井 大使に 覺書を 送って、 帝國 政府に 對し 注意 を 促が し、 更に 同月 十二：： n に は、 在 本邦 佛國 大使から 覺書 

を 提出し、 イルク ー ッ クに 於け る 外國人 殺害 風說 に關聯 して 帝國 政府と 協議す るの 用意 を 有して ゐる 3：： を聲 明した。 

時に 本 野外 相 は、 此 等の 諸 提議に 對し、 先づ 聯合 國 政府の 對露 態度の 根本 方針 を 確かむ る 必要 ある を 認め、 如上の 

英 佛の發 案に 對 して は 決定的 囘 答を與 ふること を 留保し、 また 出先 官憲 をして 聯合 與國 側の 意向 を 探らし めた。 
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三月 六日に 至り 英、 佛、 伊三國 政府の 交涉が 纏まり、 同日、 英國 政府 は 珍 田 大使に 對し r 獨逸 勢力の 東漸 防止の 爲 

西 比 利亞鐵 道の 聯合 國 管理 案」 を 提議し、 其の 實 行方 を 日本に 依頼した きぼ を 申出で た。 翌 七日、 米國も 亦、 在 本邦 

米國 大使 を 通じて 覺書 を帝國 政府に 提出し 來 つたが、 「若し 愈々 干涉を 企つ るの 得策た る 場合に 至らば、 その 衝に當 

るに は、 日本 政府が 最適 當の 地位に ある けれども、 現在 之れ が 千 涉を行 ふの は、 果して 得策で あるか 否や 最疑 を存す 

る ことで ある」 とい ふので あって、 日本の 西 比利亞 出兵に は 俄かに 賛成し 難き が 如き 色 を 見せた。 

この 米 國の覺 書に 對し 帝國 政府 は、 三月 十九 日 その 囘答 として 「今 囘 ノ干涉 案ハ毫 モ帝國 政府 ノ 希望、 叉 ハ發議 二 

胚胎 シ クル モノー 一 非 サル」 ヒ曰 を叙說 した 後、 「聯合 諸國ガ 時局 ノ 須要 一一 應スル 提案 ハ帝國 一一 於テ 誠悃以 テ之ヲ 考慮 ス 

ルノ 決心 ヲ有ス 。然レ 共 這 般計畫 ノ實績 ヲ擧ケ ンカ爲 、交戰 大國ノ 全體ノ 協調 ニ俟 ッコト 極メテ 大ナル モノ アル コト 

ハ、 帝國 政府 一一 於 テモ、 確信 スル所 ナリ。 只 夫 今後 若シ西 比利亞 一一 於ケ ル敵ノ 活動 愈ぶ 發展 シ帝國 丕基ノ 安固 ヲ 危殆 

ナラ クムル 虞 アル 時ハ、 元 ヨリ 自衞ノ 手段 ヲ ト ルノ外 ナキ事 ハ 言 フヲ俟 タス。 其 ノ時ニ 當リテ ハ 、 米國 政府 ノ 好意 ァ 

ル 支持 ヲ 期待 スル モノ ナリ」 とのき を 開示した。 また 同日、 英國 政府に 對し、 (一) 米國 政府が 叙 上の ごとき 態度 を 有 

する に 係 はらす、 本件 を實 行した る 場合に 於いて、 米國 政府 は尙ほ 精神的 物質的 援助 を與 ふるものと 認 むる や 否や、 

(三) 英國 政府に 於いて は 地域の 範圍を 「チェリャビンスク」 又は 「ォ ム ス ク」 に 達せし むる こと を 必須 條 件と 認 むる 

や 否や を、 反問した のであった。  、 

然るに 米國 政府の 態度 上述の ごとくなる を 見る や、 英佛は 更に 米國 を勸說 する の 必要 を 認知し、 種々 なる 方法 を以 

て、 同 國に對 して 其の 露 國の實 情を說 示した る も、 米國は 依然として、 從來の 態度 を變更 する 模様な く、 同月 二十 五 


日に 至り、 同 政府 は 在 本邦 同國 公使 をして、 西 比 利亞に 於け る 重大なる 事態より 生す る 諸 難件 を 解決す る 爲め適 富と 

思惟す る 措置に 關 して、 同國 政府 は腹臟 なく 日本 政府と 意見 を 交換すべき 旨 を 答へ た。 

二、 本 野外 相の 出兵 意見 

事態、 斯の 如し。 從 つて 當 時に おける 閣議に おいて は、 絶えす 出兵 問題に 就いての 論議が 行 はれた。 而 して これら 

の 閣議に おいて、 本 野外 相が 出兵 論 を iP へたに 對し、 寺內 首相 は 持 重 論に 傾いた。 次に 揭 ぐる 伯の メモ は、 この 當時 

の ものであると 思 はれる。 

首相 意 

1、 列國 ヨリ 要求 ァレ ハ直 一一 出兵 ス へ シトハ 首相 ノ 意見 一一 非 ラス。 

2、 獨逸 勢力 東漸 ノ 程度 危險 ニ迫ル ト認ル トキ ハ斷 シテ 出兵 セサル へ カラス。 

3、 此戰： ：！^  二 ハ 深人ス ルコト ハ 上下 共 二 望 マサル 所ナリ トシ、 單純 二 出兵 スルヲ 不可 トス。  、 

外相 

1、 列國 同意 ノ上ハ 出兵 ス ル コ ト 首相 モ 異議 ナキモ ノト 信シ居 レリ。 (此點 首相 トノ間 一 致ヲ缺 ケリト 看傚サ ヽ 

ルヲ 得ス) 

. 2、 然ラハ 今日 ノ米 國ノ 率直 ナル吿 白 一一 對シ テハ、 外相 ト 首相 トノ 見解 一一 差異 ァリャ 否。 

3、 此際此 儘 二 セ ハ、 獨乙ノ 勢力 東漸 一一 任ス へ カラス C 獨兵 頭上 ュ來ル ヲ待ッ へ カラス。 
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首 相 

1、 露网冉 g ハノ爲 二 必要 ナ レ ハ出 \ ^ハヲ 斷行ス ル コ ト 不可 トセ ス。 • 

り. 一、 獨露聯 な ロノ  \is ^ル トキ ハ^ニ 出兵 セ サ. - へ カラス。 

s、 此機會 一一 乘シ 一 部ノ 露^ ヲ い：：^ セ ン トス ルノ企 闹 ヲ^ セ ス。 

4、 今日 出兵 名分 如何 ヲ疑 ハサ ルヲ 得ス。 日本 從來 名分 正シカ ラサル 戰爭シ タル 歴史 ナシ。 

本 野外 相 は、 四月 十二 日の 閣議 懇談の 際に は、 次の 如く 對露 出兵に 關 して、 相當强 硬なる 意見 を 述べた。 

昨春 以来. 露！：  ノ情 勢ヲ達 觀スル 二、 露阈 -i- ノ大多 數ハ、 夙 一一 疲弊 戎旅ノ  tis- 一  厭キ、 ft 和ノ  一：：！ モ早 カラ ムコト ヲ冀へ ル隙ニ 

乘シ、 獨逸ノ 劃策 ト 過激派 ノ 跳梁 卜 相俟 ッテ、 終 二！： ヲ舉ケ テ^ 分 五 裂 ノ狀ヲ 呈スル - 一至 ラシ メ、 今ャ 一 面歐- 露-!.; リテ ハ、 地 

勢 上殆ン ト其ノ 死命 ヲ制 スト モ稱 スへキ 波爾的海沿？ル^^^洲 ノ 太 部分、 及 之-! 隣接 セル 西北 部 地方 並 一一 波 蘭 ハ 、 獨填ノ 占領 二 歸 シ 

南方 黑海 一一 沿へ ル露 土！： 垸ノ 修正 ヲ迫ラ レ、 芬蘭及 「ウクライナ」 ハ脫 離シ、 黑海ノ 要港 「ォ デッ サ」 モ亦 最近 獨樓 軍ノ 占領 ス 

ル所ト ナリ、 波 爾的海 及 黑泡ハ 共-一 獨 逸ノ權 下-一 置 カルル - 一至 リ、 「ドン」 地方 ハ 僅-一 自立 ノ姿ヲ 保持 セル ノミ。 而シテ 他面 露 

領 iSi 細 亞-ー 在 リテモ 亦、 ^地 トモ；^ 沌 タル 狀 態-一 陷リ、 殊-! 束 部 西 比 利亜ノ 如キ、 今猶 過激派 ト反 過激， 淤ノ 紛爭ぬ マサル 有樣ナ 

リ。 要 之. 露阈ハ 現-一、 日ヲ 追フ テ解體 一一 赴キ、 此問 二獨逸 ハ銳意 其ノ勢 カノ 扶植 伸張 ヲ 企劃 シテ休 マ ス。 此 形勢 ヲ以テ 之 ヲ推ス 

-1、 歐露ハ 早晚獨 逸化ス ルヲ免 カレ サル へク、 而 シテ獨 逸勢 カノ 東方 露領 一一 延ヒ、 滿蒙 地方 -ー 浸潤 ス ル 如キハ 亦、 草-一時 ノ 問題 

タル-一過 キス ト認ム へ キニ^ タリ。 就テ ハ、 今サ ぉ帝國  ー| シ テ斷然 其 ノ意ブ 決シ、 早 一一 仏 3 ン テ獨 逸勢 カノ 東漸 ヲ防 遏シ、 且 東亞 大 

陸-|於ケル帝國立脚ノ基礎ヲ固ムルノ5?^-ヲ講セサレ ハ、 戰後 終-一 H 支 關係ノ 极本ヲ 壤チ、 極東  一！ 於ケル 帝國ノ 地位 ヲ根抵 ヨリ 覆 

へ ササレ ハ 已 マサル 事態 ノ 馴致 セラ ル へ キヲ 憂慮 ス。 尤 モ今遽 -I 極朿 方面 -ー 露骨 ナル 活動 ヲ敢テ シ、 以テ帝 國ノ輕 起ヲ誘 フ如キ 

コ 卜ハ、 恐 ラク獨 逸ノ爲 ササル 所ナル へ シ ト雖、 若 我 二 於テ、 此際萬 一 -ー モ此 ノ如キ 觀測ヲ 基礎 トシ、 機鋒 未タ 目睫ノ 間-一迫 ラ 


サルヲ 理由 トシ テ、 何等 施 ス所ナ クシ テ止マ ハ、 他 H 必ス 東亞-一 對 スル獨 逸/野望 遂行 ノ基礎 成 リテ、 東ノ 危機 漸ク 動力 ムト 

ス ルノ 形勢-一 逢 著 スへク 、而 モ事玆  一！ 至 リテ、 初メ テ對應 策 ヲ講セ ム トス ルモ、 時已 一一 遲ク、 獨逸 東漸 ノ勢ハ 終-一之 ヲ 阻止 ス ル 

ノ 方途 ナカ ル ヘシ。 則 チ恰モ 彼 力 極東-一 於テ、 其ノ 活躍 ヲ許 ササル 重大 事由 ノ存ス ル今 nn ヲ 以テ、 赏 ニ乘ス へ キ艳 好ノ機 會ナリ 

ト 信ス。 1:1: 帝國 政府 トシ テ ハ 、 此際 左記 諸點 -I 就テ モ、 慎重 考量 ヲ遂ク ルノ要 ァリト S. わ 料ス。 

右の 如く 本 野 は、 露 西 亞の混 亂に乘 じて、 獨 逸の 勢力す でに 歐露 及び その 近傍 を蔽 ひ、 東漸して まさに 滿 蒙に 及ば 

ん とする 勢 ひ を 述べて、 帝國が 自衛 上 これが 防遏 策を講 する の 急務 を說 いた 後、 繽 いて 次の 如く 對英、 對獨、 對米、 

對 支の 諸 關係、 及び 講和 會議 における 發 言權、 特に 露 西 亞處分 問題に ついての 發言 權の關 係、 並びに 國民 精神 緊張 化 

の關係 等、 七 項に 1 つて その 所論 を 明かに した。 

一 、 國際 政局 ノ将來 ハ 容易 一一 豫斷ス ルヲ得 スト 雖、 今日 マ テノ 推移 一一 照ラ シ之ヲ 考察 ス ル -ー 、 帝國 外交 ノ 基礎 ハ戰後 猶之ヲ n 英 

同盟 一一 置キ、 日米協 商 ヲ以テ 之 ヲ補フ ノ 方針 ヲ採ル へ ク、 若此拫 本義 一一 ン テ過タ ス ト セ ハ、 帝國 ハ. 其 覺悟ヲ 以テ、 今 ヨリ 益.^ 

日英 米 連街ノ 基礎 ヲ 鞏固 ナラ シ ムルノ 手段 ヲ講 スルト 同時-一、 又 其 ノ對獨 地步ヲ 一 層 固メ置 タノ 要 アル 事。 

二、 假-ー 戰後國 際 政 115  ノ 推移 如何 一一 依リ、 或ハ終 一- 獨逸ト 握手 スル ヲ以テ 我-一有 利ナリ ト認ム へ キ狀況 一一 立至ル コ トァリ トセ ハ 

益 A- 以テ 今日^ 固 ナル對 獨地步 ヲ占メ 置 クノ耍 ァリ。 若然ラ ス シ テ 後日 獨 逸ト提 挈セサ ルヲ 得サル 事態 ノ生 スル 時ハ、 是卽チ 

土 耳 古 勃 牙 利ノ轍 ヲ踏ム ノ 運命 一一 陷ルノ 時 ナルコ トヲ覺 悟 セサル 可 ラサル 事。 

三、 支那  一 I 於 ケルト 同 シク、 米 人力 將來 東方 露領 亞钿亞 一一 相當 活動 ス へ キハ、 蓋シ 大勢 ノ免 カルへ 力 ラサル 所ナル ヘシ。 他日 我 

邦人 カ之ト 提挈ス ル 力、 將义之 一一 對抗 ス ルカ、 其 ノ孰レ ノ 方針 一一 出 ツル-一 セョ、 刻下 帝國ノ 急務 ト スル 所ハ、 先ッ同 方面 -ー 有 

カナ ル 地歩 ヲ 占ムル 二 在"。 而シ テ今 ロノ 形勢 ハ 卽チ此 目的-一向 ッテ 施策 ス へキ 絕好ノ 機會ヲ 提供 スル モノ ナル 率。 

四、 現下/ 大戰終 前 一一 於テ、 堅 實ナル 日 支 提挈ノ 基礎 ヲ 形成 シ、 以テ戰 後歐米 列强ノ 殺到-一 備へ、 永ク束 亜ノ 安寧 保持 ノ計ヲ 
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樹ッ へキハ 勿論 ノ義ナ ルモ、 之ヲ 遂行 スルー I 常リ、 件ぉ！^^米列强 一一 於テ 極東 ヲ顧 ミル ノ遑ナ キ-ー 乘シテ 之 ヲ行フ ヘシ ト云 フカ 如 

キ 趣旨 一一 基キ、 又 ヽノ 列强 -I 依 リ斯ク 解 セラ ル ル 力 如 キ態変 ヲ以テ セハ、 啻-ー 其ノ成 效ヲ期 シ難キ ノ ミ ナ ラス、 或 ハ却テ 禍因 ヲ 

貽ス ノ虞デ シ トセ ス。 此故 一一 {且 シ ク之ヲ 世界 變局ノ 骨子 一 I 聯 結シ、 現 一一 聯合 與國ノ 奮 鬪 支持 セ ル 封獨抗 ノ 一  部ト シテ 之ヲ行 

フ へク、 而シ テ旣 一一 此 趣旨 - 一則 ル ヘシ トセ ハ、 須ラ ク稹 極ノ事 實ヲ以 テ之ヲ 世界 -ー 公示 セ サル可 カラ ス。 唯之ヲ ロニ スルー 一止 

メ、 其 ノ獨逸 封 抗ノ拫 本義-一 出 ツル 所以 ノ赏 一一 至リテ ハ、 1" ント 施ス所 ナキカ 如キ、 斷シテ 不可 ナル 事、 1： 斯ル 大事 ヲ 遂行 セ. 

ム トス ル |ー  赏リ テハ、 必ス 一 面相 《：E  ノ 代 K ヲ 支 拂 フ ノ 覺悟 アル ヲ要 スル 事。 

五、 今日 ノ如キ 形勢 ヲ以 テ、 歐 洲ノ戰 n5 ヲ 結へ ル曉、 講和 會議 -I 於ケ ル帝國 ノ發霣 果シ テ 幾何 ノ 重キヲ ナス へキ 乎。 若 夫 歐洲西 

部义 ハ 伊 國戰線 一一 於テ 聯合 軍側ノ 大破 ij^ ヲ看 ルカ 如キ 事態 -ー 逢著シ タル 嘵 -I ハ、 此點- ー付更 一一 憂慮 ス へキ モノ ナカ ル へキ 乎。 

此 見地 ヨリス ルモ、 恰モ 講和 ノ氣 運漸ク 熟セム トス ル此 秋-ふ £ リ、 一大 積 樋 行動-一 出テ、 以 テ我發 言權ノ 墓礎ヲ 撗充シ 置クノ 

要 アル 事。 

六、 殊 一一 露 國ノ處 分 問題 力、 講和 會議 一一 於 ゲル 重要 議題 タル へ キ ハ明 ナ ル虔、 同 國ノ處 分 如何 ハ帝國 及 東 isj 仝 局 ノ將來 -I 重大 

ナル關 係 アル ヲ以 テ、 帝國ハ 之-一 對シ 豫メ有 カナ ル發言 權ノ 基礎 ヲ 確保 シ置 タノ 要 ァリ。 然ル 一一 例へ ハ 同國ノ 領土保全 其ノ他 

朿亞ノ 安固 -ー 必要 ナ ル 條件ヲ 主張 セ サル へ カラ サル 場合 -ー 常リ、 同國 領土 上 -I K 接 且堅赏 -_ 立脚 ス ル所ナ クシ テ、 如何 -ー ロ爭 

一一 努ムル モ、 其ノ效 果甚タ 薄弱 ナル へ シ。 故- 1 苟 モ權烕 アル 發霄 權ヲ 把持 セ ム ト欲セ ハ、 其ノ 基礎 ヲ 直接 露 國 領土 上 ノ 立脚 二 

求ムル ノ捷 徑ナル 一一 如 カサル 事。  . 

七、 お 近時 我 邦人 心 ノ弛廢 一-至 リテハ 誠-一 寒心 ニ堪 へサル モノ ァリ。 現 二 精神 上 並 物質 上 深刻 ナル 銀鍊ヲ 經ッッ アル 歐 米列强 

ノ諸國 民ト、 戰後 激甚 ナ ル へ キ國際 競 爭場裡  一 I 相 見ュル ノロ アル ヲ想 ハハ、 講和 -I 先 チ我邦 民心 ノ振與 ヲ阖ル ノ耍 アル ヲ登ュ 

ノ 事 

さう して 最後に 西 比利亞 出兵の 大義名分 を 次の 如く 述べ て、 その 結論と したつ 


贓テ 帝國ノ 自衛 ト東 }0j  ノ 保安 トノ 見地-一 立チ、 且 右-一列 擧 セル 諸 點-ー 鑑ミ、 獨 逸勢 カノ 東漸 ヲ 附止ス ル爲、 帝^ 政 麻-一 於テ 一大 

英斷ヲ 下シ、 西 比 利 出兵 ヲ 敢行 ス へ キハ方 一一 今日 在リ。 而シテ 其/出兵 ノ 趣旨 タル 露^ ヲ 獨逸ノ 把捉 ヨリ 救出 シ、 聯合 與 M 

ノ急 II 赴キ、 兼ネ テ乂 帝國ノ 自衛 ト柬 令： 局ノ 保持 ノ ゾ！！ ブ講ス ル -I 在リ。 殊 英佛供 聯合 與！：  ノ懇薪 -ー 應スル モノ ナリト ナス 一一 

於テ、 其ノ 名義 亦 誠 一一 公明正大 ナリ。 若此機 ヲ逸セ ハ、 他日獨逸ノ野§^遂行ノ基礎旣-|成リ、 帝國 終-一已 ムナク 對抗ノ 策-一 出テ 

サルヲ 得 サルノ 際、 果シ テ-舟 ヒ斯ル 絕好ノ 事情 ノ 下-一、 此 ノ如キ 正大 ナル 名義 ヲ 獲へ キヤ 疑ナ キ能ハ ス。 若 夫 今：：： 之ヲ 決行 スル 

ニ當リ テハ、 先 ッ日支 協同 ほ 衛ノ下 二 共同 出兵 ノ議ヲ 決シ、 一面 其ノ 行動 ノ 時機、 形式 及範 圍！^ 寸ハ、 一 一一 我 自^-一任 スル コ卜ト 

シ、 之-一 關 シ英佛 伊三國 政府 ト 協商 ヲ 遂ケ、 他面 米 政府-一 對シ テハ、 特ー I 露國 -I 於ケ ル反獨 分子- i 於テ 聯合 與國ノ 按助ヲ 希 §f -シ 

ッッ アル ノ事 實ヲ 指摘 シ、 率直 一一 我 所見 ヲ披 渥ス ルト间 時-一英 沸 伊等ノ 諸國ヲ シテ、 更-ー 適切-一 我 驟起ヲ 耍スル 所以 ヲ 之- 1 說カ 

シメ、 米國ノ 了解 ト 支持 ヲ得ル -I 最善 ノ 努力 ヲ 試ミ、 以テ 速- 1 西 比利亞 出兵 ノ大 策ヲ 決行 スル コト、 帝^前：^bノ爲最機{^l -1適セ 

ル 措置 ナリト 確信 ス。 

三、 伯の 出兵 意 見 

上述の 如く 西 比利亞 出兵 問題が、 やう やく 複雜 化し 來 つた 際、 伯 は 本 野外 相辭 任の 後 を 受けて、 四月 二十 三 nl、 外 

相の 椅子に 就いた。 本 野 は 在任中、 出兵 問題に つき、 首相 寺 內の持 重 論と 絶えす 相容れなかった。 然 らば その後 任た 

る 伯の 意見 はどうで あつたか。 

伯 もまた、 本 野に 劣らぬ ほどの、 强 硬な 出兵 論者で あつたので ある。 次に 揭 ぐる 長文の 伯の 覺 書が、 これ を 物語つ 

てゐ る。 
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第 十一 節 西 比利亞 出兵  ベへ 四 

歐洲 戰爭ノ 終結 將 一一 何 ノ日ヲ 以テ見 ルへキ カハ、 誰人モ 豫測ス ル能ハ サル 形勢 ト ハ ナ レリ。 -而 シテ此 ノ如ク 前途 遼々 ノ 形勢 ヲ致 

シ タル ノ 責ハ、 主 トシ テ 米國 -ー 歸セ サルヲ 得ス。 

英沸露 供 ノ實カ ハ 漸ク 强砮ノ 末-一 近 カント スルノ 際、 倐忽ト シテ 米國ノ 之-加 ハ リタ ル爲 一一、 聯合 國側ノ 米-一 期待 ス ル听 遽然ト 

シ テ^ 大シ 來リ、 或ハ 過分 ノ 依頼 ヲ米ニ 屬スル /觀 ァリ。 最近 傳フ ル 所-一依 レ ハ、 米國ノ 緊張 程度 ハ H: 一日 ヨリ 甚シ ク、 其 過分 

ノ 自信 力 ハ 聯合 各國 ノ上 一一 出 テ ン トシ、 緊張 二次 ク -1 緊張 ヲ以 テス ル トキ ハ、 遂 ニ其ノ 底止 スル 所 ヲ知 ラサル - 一至 ラン モ 亦 料 知 

スへ カヌス シテ、 米 國カ此 ノ如キ 形勢 ヲ致 セル 目的 ハ種々 多 樣ナラ ン モ、 其 意 ノ果シ テ那邊 二 存ス ルカ ハ、 公平 ナル 批評 者ノ 

疑問 ヲ招カ サルヲ 得サル ヘシ。  . 

最近 巴 里 #議 -I 於ケル 聯合 < ^國ノ 間-一 討論 セラ レ タル 狀態ブ 以テ、 米！ i  ノ賞 情-一照 考スル トキ ハ更 -I 其疑ヲ 深クセ サルヲ 得ス。 

何トナ レハ、 ？；？ £ 初露國 ノ近狀 -I 鑑ミ、 之 力 魔 置對策 ヲ講セ ント 主張 セ シガ、 忽然 一 變シ テ 有利 ナル戰 勝 的 成果 ヲ議ス ルノ勢 ヒー 1 

傾 キタレ ハナ リ。 而カモ 何等 目的 ヲ達ス へキ 結論 ヲ 見スシ テ、 徒 一一 持久 戰ヲ 計畫シ テ 之- 1 ^i- セント スル如 キハ、 必勝 的 打箅ナ 

ク單 一一 戰禍ヲ 長 カラ シ ム ル 所謂 非人 道ヲ 以テ擬 セラ ル 、 モ何/ 辦疏カ アル。 

眼ヲ 一 轉シテ 獨逸ノ 形勢 ヲ. 祭ス ル 一 1、 其 窮迫 名狀ス へ 力 ラサル モノ アル ハ 瞭然 ナリ卜 雖モ、 然レ トモ 此ノ 如キ 持久 戰的 計畫 一一 對 

シ テ屈從 ヲ甘ン セサル ヘシ。 或ハ 恐ル、 老^ ナル獨 帝ハ巴 ぼ議ノ 情報 ヲ得テ 冷然 微笑 ヲ？ i スナキ カヲ。 蓋シ獨 逸ノ眞 情ハ、 一 

方 窮迫 想像 ノ上 -ー出 テン モ、 之ト 同時-一 有ラ ュ ル苦 計ヲ施 シテ、 他方 -1 有望 ナル 新生面 ヲ披 キテ進 マント スル狀 アル ハ、 想 察 二 

難 カラ ス。 而シテ 其 窮餘ノ 計 畫ハ愈 出テ愈 V 奇、 ッ其ノ 手段/ 惡辣ナ ル人ノ 意表-一 出 ツル モノ ァリ。 殊 -I 最近 露 伊- 1 對スル 

戰略 謀計 ノ陰險 ナル、 傳フ ル 所果シ テ眞ト セ ハ、 何人 力 驚！！！ ヲ禁ス ルヲ 得ン。 而カ モ其 事ハ其 一 部 二 於テ時 艱ヲ拯 フノ效 果ヲ收 

メッ、 アル モノ  、如 シ。 卽チ 北方 露國ー I 於 ゲル 冬期 戰 一一 費ス へ キ戰鬪 カヲ緩 クシ テ之 ヲ肸 養シ、 南方 太 利、 巴爾 幹、 波斯ヲ 伐 

ッ -ー 轉用セ ント ス ル 如キ、 寒地 戰ヲ暧 地 戦-一 移 サ ン卜ス ルノ計 一一 出ル 一一 非サ ルカ。 殊 一一 露國 -I 向テ ハ 互額ノ 金ヲ投 シテ、 以テ兵 

家ノ所 IS 戰ハ ス シ テ捷ッ ノ猾策 ヲ弄ス ル モノ、 加 之、 軍器 材料 乃至 糙盒ノ 缺乏ヲ 露^  ノ 天産物 一一 賴テ 械足ス ルノ長 計 ヲ採ラ ント 


ス。 是獨 リ露國 -ー對 スルノ ミナ ラス、 巴爾幹 方面 對シ テモ、 侵略 ト 同時 -ー 同一 ノ計ヲ 施 用 セン。 乃チ米 國ノ參 加-一 S テ得 タル 

聯合 1: 側ノ實 カト相 對抗ス へキ 持久 的 抵抗力 ハ、 漸次 獨逸ノ 手-一依 テ 培養 セラ レツ 、アル ヲ觀 ルへキ ナリ。 必ャ彼 獨逸ハ 一層 飛 

行機濟 航艇ヲ 併用 シ テ侵擎 ノ勢ヲ 取リ、 應接 ナカラ シ ム ルモ ノア ラン。 

かくの 如く 伯 は、 米國の 野心と、 獨 逸の 苦肉 的 活躍と を 叙した る 後、 

此 ノ如キ 非常 危險ナ ル時態 一一 臨ミ、 徐カ 一一 我 力 帝國ノ 現狀ヲ 察スル トキ ハ、 疑惑 塞 心自ラ 措ク能 ハ ス。 試ミ -ー 其 要 ほ ヲ下文 ュ舉 

ケテ、 憂國 識者/ 敎 ヲ請ハ ン トス。 

と 記し、 繽 いて 日本が、 東洋 平和の 維持の ために も、 また 帝國 の自衞 のために も、 百年の 大計 を 樹立せ ざるべ から ざ 

る 所以 を、 次の 如く 記した。 

一 、 帝 國カ獨 逸 ニ對シ テ 宣戰シ タル 當初 二 在テ ハ内、 遠大 ノ計 ヲ立テ ス外、 機略 ヲ誤リ タル カ爲- 一、 其餘累 ハ延テ 今 = 一-及 ヒ、 

上下動 モ ス レ ハ 目前 賀易ノ 盛況 ナル 一一 拉惑 シ、 小 數ナル 識者 以外 ノ人 ハ、 往々 一一 シ テ身戰 時- 1 在ルヲ 忘レ、 情 風家國 一一 滿チ消 

消長 夜ノ晏 眠ヲ貪 リツ 、アル 現 狀ヲ顧 ミル トキ ハ.、 國家將 來ノ爲 二 至大 ノ 憂慮-一 堪へ サル 事。 

一 、 帝國カ 世界 戰爭 一一 加ハ リタ ル赏 初-一 於 テハ、 諸 多ノ失 計ヲ免 レサ リシ モ、 爾來 反贫ス ル處ァ リテ、 參戰ノ 程度 ヲ適冗 - ー導ク 

コ ト 一一 努力 シ、 殊 一一 歐洲 出兵 一一 付テ ハ實際 不可能 ナル 所以 ヲ 表示 シ タル 事。 

一、 帝國ハ 歐洲 出兵 ヲ肯ン セサ ルモ、 戰爭參 加 ノ爲- 一 重大 ナル 任務 ヲ負 ヒ、 且ッ 今日 一一 至ルマ テ 偉大 ノ 效果ヲ 聯合 國側 -ー與 へ タ 

リ。 特 一一 太平洋 ノ安仝 ヲ 保持 シ、 聯合 國ヲ シ テ 東洋 諸國 -ー 於ケル 幾多 ノ紛 亂ヲ 顧慮 ス ル煩擾 ヲ免レ シ メタル ハ、 一-一 帝 國ノ援 

11^  二  ® レル事 

一 、 支那 ノ内亂 ハ何ノ 日 ヲ待テ 鎮定 セラ レへキ 力。 前途 茫乎ト シテ測 知スへ カラス。 露國 ノ近狀 宛然 亂麻ノ 如シ。 其 禍害 ノ 東洋 

仝 面 一一 波及 セン コト昭 々タリ。 此 危急 ノ秋 - 一際 シ、 東洋 鎭護ノ 使命 ヲ帶フ ル 帝國ト シ テ、 長ク 聯合 諸 國ノ爲 -1 太平洋 ノ 安.^, ヲ 

保障 シ、 東洋 4- 面 一一 對シ テ 何等 後顧 ノ患 ナカラ シム ルハ、 實 一一 容易 ノ業 一一 アラス。 且 ッ帝國 自衛 ノ爲 -ー モ 一 大！^ 略ヲ 講セサ ル 
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第 十一 怖 c 比利亞 出兵  八 八 六 

へ 力 ラサル 亊，) 

一、 若シ獨 逸- シテ 如上 ノ形 努ヲ巧 用シ、 露 ノ繊 道-一 沿フテ 軍事的 駐屯地 ヲ步ー 步進メ 來リ、 終-一浦 逢-一至 ル マテ ヲ奪 略シ、 

i"^ お 駐屯地-一： C ヲ以 テ^ フル 飛行機 ヲ：^ シ、 A 鐵 道-ヨリ テ 潜航艇 ヲ 橡送シ 來リ、 黑龍江 沿岸 乃至 浦 壅-一至 ル諸港 中、 小 造 

船 所 プ，； ス ル 各地 -ー 於 テ之： N& 立テ、 先ッ 若千ノ 潜航艇 ヲ放チ テ！^ ：： 人ノ 安眠 ヲ驚破 七 シメ、 暴行 ヲ 太平洋 上 一一 試ミ ル コ ト絕無 

ヲ期ス へ カラス： w.』 フテ此  一 i  ffH レハ、 粟ノ 肌-一生 スルヲ 覺フ： 此 ノ如キ 場合 ヲ豫 想シ テ、 確然 タル 自衛 ノ 方策 ヲ講ス ルハ、 今 

:::^^115ノへ4務ナル事" 

1 、 帝 1： ハ 如上 ノ 非- ぉナ ル形 -1;^ シ、 自ラ 晏如ト シ テ 何等^ 策ヲ講 ス ルコト ナク、 一：：！  ノ安ヲ 偷ミ、 百年 ノ大 計ヲ 遼ルへ カラ 

サル 地位- -uw ルヲ自 覺スル -I 於テ ハ、 先ッ： 卜- 1 列記 スル 事項- 1 就キ、 赛思 熟考 シテ適 常ノ 對策ヲ 講究 スル ぺ 實 一-至 緊ノ 急務 

タ ル へ キ |1„-。 

而 して 伯の 所謂 「適 當の對 策」 とい ふの は、 結 W は 西 比利亞 出兵 論で あるが、 それ は 次の 十二 項に 亙って、 詳細に 

論ぜられて ゐる。 

一 、 元來 自衛 的 一一 シ テ 侵略的 ナラ サ ル帝阈 軍隊 ノ本 ぼョ リ 見テ、 歐洲 出兵 ノ 不可能 ナル モ、 太平洋 上 -ー 敵襲 近キ 比隣 ノ 領土 一一  危 

除 ノ及フ トキ ベ 東洋 鎭護ノ 意義 ノ外、 更-ー 自衛 上 相常ノ 準備 ナカ ラサル へ 力 ラサル 事。 

二、 西伯利^0^出兵モ前^ノ瑰.2-|依リ、 遠征 的 出兵 ヲ要 セサ ルモ、 現- 1 禍害 ノ 尺寸 ノ 問- 1 切迫 シ來ル トキ ハ、 攻守 兩仝 (攻擊 的 

防衞ン ノ策ヲ 講シ、 其 接近 セル 黑 龍浦鹽 方面- 1 於ケル 軍事的 防衞 ハ辭ス へ 力 ラサル 事。 

三、 米！： 力 浦 盥及ヒ 「イルク I ック」 -ー ；： 多ノ： i 道 材料 ヲ輸 入シ、 時. K  -1 依リ、 露阈 -1 代 リ鐡道 输送ノ 任務- 1 當ラ ン トス ルハ、 

一：：！  ノ 故-一 アラス。 帝！^ カ或ル 方法 ヲ以テ 之 二 參加セ ン トス ルコト ハ、 最早 今 ロト ナ リテハ 至難 ナ ラント 雖モ、 若シ 兵力 ヲ 以 

テ之プ 保護 ス ル場 合、 = 米 兩兵ノ 混成 隊ヲ 以テ スル コト、 亦 策 ノ得タ ル モノ  -I ァ ラサル 力 故 II 、 豫メ 米國ト 懇談 ヲ盡シ テ、 材 

料 供給 ヲ 米國ノ 力- 1 待チ、 逑カ -1 終^ ノ仟 ハ 帝！： -I 委仟セ シムル ノ策ヲ 養 スへキ コト。 


四- 前 ー狃ノ 目的 ヲ達ス ル爲- 一 ハ、 最近 ノ露領 各地 方 及 支那 ノ狀 況、 並-一 漸ク 太平洋 上-一 危險ノ 切迫 シ來ル ほ 〈相ヲ 略叙 シテ、 英怫 

米 三 國 / 意向 ヲ 搜リ、 且ッ 彼等 ヲシ テ快ク 帝國ノ 施設 並- 1  ,實 行 一一 賛同 セシム ル爲、 至 急帝國 ヨリ 各！： 一一  鄭重 ナル 照會 ヲ發ス へ 

キ事。  . 

五、 假 一一 歐洲 二 百 萬ノ兵 ヲ出ス モノ トセ ハ、 其 武力 ヲ持 續セ シム ルー 一足 ルー 箇年 ノ軍费 ハ、 恐ク ハ 百億 M 以上 二 達ス へ シ。 父 西 

伯 利^ ヲ限リ 百 萬 ノ兵ヲ 出 スモ ノト 假定ス ルモ、 仍ホ a 露戰役 常時 一一 倍シ、 卽チ 一 箇年 五十 億圓 ヲ下ラ サル へ シ。 是レ 現昨ノ 

赏 情 一 一考へ 避 クへカ ラサ ル負 擔ナル へ キ事。 

六、 世上 謂 フ所ノ 出兵 ハ、 征服/目的 ヲ 達シ、 城下 ノ誓ヲ 意味 ス ル 用語 ナルヲ 以テ、 苟モ其 目的 ヲ達ス ル ヲ得ル トキ ハ、 徒- 1 返 

守ヲ 許サ、 ルモ、 以下 言 ハ ント 欲スル 出兵 ハ之レ ト 別個 ノ 意義 ヲ 有スル VV  ノタ ラサル へ 力 ラサル 事。 

七、 露 國ノ近 狀ヲ審 察シ、 聯合 國側 トノ 協商-一依 リ、 浦鹽 ヨリ 露 都 一一 至 ル鐵道 線路 ヲ宰 理スル  一 I 必要 ナル 警備 軍ヲ 帝！： ヨリ 派 造 

スル モノ トセ ハ、 卽チ戰 時 警察 的 意味 一一 於テ 出動 ス ル モノ ナルヲ 以テ、 固ョ リ 征服 ヲ 目的 ト セ ス、 ？？ < 城下/誓 ヲ 要求 ス ル モノ 

-ーァ ラサル 力 故 二、 均ク 出兵 ト 云フト 雖モ、 兩者ノ 軒輊 同日 -ー談 スへキ 二ァラ ス シ テ、 道 般 臨時 軍隊 ノ 出動 ハ 必スシ モ 不可能 

ナ ラサル へ キ事。 

八、 前 > ^ノ理 .m ヨリ、 必要 ノ場 合一 1 於テ、 黑龍江 沿岸 ノ 一部 乃至 滞鹽ヲ 占領 シテ、 太平洋 沿岸 並 一一 其 海面-一 於ケル 敵襲 ヲ 防禦 ス 

ルコ トハ、 帝國 政府 ノ歐洲 出兵 ヲ以テ 不可能 ト ス ル 主張 ト 何等 矛盾 ス ル所 ナキヲ 以テ、 豫メ關 係諸國 Z 同意 ヲ得 テ、 極力 之 -I 

當ル ノ 覺悟ァ ルへキ 事。 

九、 黑龍江 乃至 浦 藤 -ー 至 ル 沿線 ヲ完仝 -ー 占領 シ テ、 其 治安 ヲ 維持 セ ント欲 セハ、 勢哈 爾賓ィ ルク— ック 若クハ 貝 加爾以 束 一一 於ケ 

ル.^<:;地ーー我警備軍隊ノ駐紮ヲ必耍ト ス へ キ事。 

十、 上文 ノ 場合- 1 對スル 陸海 軍ノ新 勢力 卽 飛行機、 最近 ノ 重砲 並-一 潜航艇 其 他 近代的 兵器 ノ充 赏ヲ計 畫スへ キハ、 寸刻 モ猶 豫ス 

へ カラ サル 急務 二 ン テ、 現 -1 提案 セ ル豫算 ヲ以テ 滿足ス へ 力 ラサル 事。 
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十一、 外務 當局ノ 報告- 1 依レ ハ、 哈爾賓 其 他 ノ地ー 1 於 ケル露 兵ノ亂 暴ヲ鎭 定スル 目的 ヲ以 テ、 支那 ヨリ 若干 出兵 スト ノ コ トナル 

ガ、 支那 ハ自 ラ內亂 ヲ鎭應 スルノ 能力 ダ 一一 ナシ。 何 ノ餘カ ァリテ 外藩邊 疆ュ 出兵 スルヲ 得へ キ。 ク帝國 政府 ハ 支那-一 論シテ 

出兵 ヲ止メ シ ムへキ 事。 

十二、 帝國 パ. 上 來敍述 ス ル 趣意 ヲ 以テ、 近 今 無 政 麻 ノ狀態 下 一一 アル 哈爾 賓ノ 急難 ヲ、 支那 一-代 テ自ラ 救護 スルノ 覺悟ヲ 爲サ、 ル 

へ カラ スト 雖モ、 其 費用 ノ如キ ハ素ョ リ歐洲 出兵 ノ 幾分 一 -ーテ 足リ、 爲 二 帝國ノ 負擔ヲ 過大 -ース ルナ キハ 明白 一一 付、 動 モス レ 

ハ 所謂 三十 年戰ノ 慘禍ヲ W ヒ 賞現セ ン 卜スル 今次/ 戰局ヲ 短 カラ シムル 爲メ、 人道 上及ヒ 自衞上 適赏ノ 努力 ヲ吝ム へ 力 ラサ 

レ fcLO 

ノ  W 

四、 列國 との 交渉 

さて 伯が 本野辭 任の 後 を 受けて、 外相の 椅子に 就いた 後 も、 西 比利亞 出兵 問題 は、 國際 的に 複雜 なる 經緯を 描きつ 

つ、 次第に 進行して 行った。 いま 外務省 文書 「西 比利亞 出兵 問題-一 關スル 帝國ト 聯合 列强間 交涉經 過大 要」 に據 つて _ 

これ を 略述 すれば 次の 通りで ある。 

石 井 駐米 大使 は 著 任 後、 四月 二十 八日 初めて 國務 卿と 會談 した。 その 際、 國務卿 は 「日本 カ露領 沿海州 地方 一一 優越 

ナル 地位 ヲ占 ムルノ 自衛 上 必要 ナル ハ 明瞭 ナリ」 と 前提した る 後、 「今後 西 比利亞 出兵 ノ 必要 起 リタ ル際、 n 本ハ其 

ノ 大部 隊ノ外 二、 米 闽 ノ 一  部隊 ノ參加 ニ對シ ：：！！ 對セ ラル へ キカ」 と 尋ねた。 そこで 伯 は、 五月  一 n 電 訓を發 し、 石 井 

大使 をして、 次の 如き 趣旨 を囘 答せ しめた。 

帝國 政府-一 於テ ハ 從來、 トシ テ 軍隊 指 權/ 統一 並^ 朿 方面-! 於ケル 帝！：  ノ地化 一一 顧ミ、 .5: 比 利^ 出兵 ノ 場合-一、 帝 II  ノ舉獨 行 


動ヲ機 {且 - 一 適 スルモ ノト 思考 シ來リ タルモ、 時局 ノ發展 如何 一一 ョ リ、 聯合 與國 ヨリ 其ノ 軍隊 ヲ麥 加セ シメ度 意思 ヲ 表明 シ來ル 場 

合- 1 ハ、 之ヲ 考慮 ス ル -ー 異議 ヲ有 セス。 

國務卿 は 之れ に對 して 感謝の 意 を 表する と共に、 私見と して 「聯合 國 軍隊 ノ參加 ハ專ラ 露國民 ノ 感情 ヲ和ケ ムトノ 

趣旨 一一 外ナ ラサ レハ、 日本一 ー於テ 指揮 權ヲ 執ル ハ當然 ナリ」 と 語った。 

また これと 同時に 帝國 は、 同じ 趣 皆の こと を英、 佛、 伊の 聯合 諸國 にも 通報した が、 各國 政府 みなこれ に 感謝の 意 

を 表し、 特に 英、 佛兩國 の 外務大臣 は、 帝國 大使の 說 明に 係る 聯合 國の參 加 は 形式的 なること、 及び 日本が 主動的 指 

揮の 地位に 立つ ことの 趣 皆 を 是認した。 

然るに 五月 三十日に 至り、 英國 政府 はおが 珍 田 大使に 對し、 「西部 西 比利亞 產穀ノ 敵手 二  スル コトヲ 防止 シ、 且 

ッ 西部 戰場 一一 於テ 獨逸ヲ 牽制 スル 爲、 日本軍 ヲ 主力 トス ル 丙 比利亞 出兵 一一 關シ、 英米 佛 ヨリ 招請 スルー 一 於 テハ、 日本 

政府 ハ之ヲ 承諾 セ ラルへ キヤ」 との 質問 を發 した。 そこで 帝國 政府 は 次の 趣 3:: の 囘答を 作成して、 六月 五日 珍 田 大使 

に 訓電 を發 した。 

聯合 與國並 米 國トノ 間-一 相當ノ  了解 成立 ス ルー 一至 ラハ、 及 フ限リ 誡悃以 テ之ヲ 考量 ス へキ 決心 ヲ有 スル ハ、 旣-ー 三月 十九 日對米 

问答 一一 モ述へ タル 通 リナ ルカ、 帝國 政府 ハ 露國カ 聯合^^阔 -ー 對スル 國際上 / 信義 ヲ 念 卜 シ 、 危險 ナ ル 獨逸 勢力 ノ 親袢ヲ 脫フ、 ル？ 

トヲ特 一一 緊要 ト認ム ルヲ 以テ、 モ露阈 一一 此方 針 一一 向 ヒテ努 カフ、 ル政^ ノ 樹立 ヲ见 ベ 其黨 派ノ 如何 ヲ ハ ン、 之 ヲ 支持 ス ルヲ辭 

セ サルヲ 以テ、 "^？：比利 -^:„- 地方 一一 自治 乂 ハ 獨立ノ 政治 阅體 ヲ 確立 セント セル 露^ 人 / ほ摯 ナ ル 計賓 一一 せ シ 、 聯合^ 側 一一 於 テ 必要 ナ 

ル投 助ヲ與 ノル ノ外ナ シ卜 思考 ス C 

然るに 右の 訓令 執行に 先 だち、 六月 七日 英國 外務大臣 は、 三日の ヴ， -ル サイ H 會議の 決議に 基き、 西 比 利 亞問题 に 
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關す る覺書 を 珍 田 大使に 手交した。 その 要領 は、 「日 本帝國 政府 ハ、 他 ノ交戰 與國ノ 軍事上 ノ 事態 カ許ス 程度 一一. 於ケ 

ル 拨助ヲ 得テ、 西 比利亞 一一 於テ 共同 行動 ヲ執 ルノ覺 悟ァリ ャ.， ^ャ。 英怫^ 三國 政府 ヨリ 正式 一一 日本 政府 一一 問 合ス」 と 

いふに あり、 右 行動の 場合に は、 次の 三條 件の 實行を 要すと なした のであった。 

一 、 聯合 與 n ハ 露國ノ 領土 保 仝 尊重 ヲ約ス ル コ ト。 

二、 聯合 與國 ハ露國 内政 問題 -ー關 シ孰レ ノ、： 十 一張 一一 モ加 擔セサ ルコト ，プ. 錄 明スル コト。 

三、 聯合 與國 ハ 獨逸 勢力 一一 對 抗シ、 之ヲ 打破 シ、 且 中央 帝國ヲ シ テ 西部 戰線 -ー 其ノ仝 兵力 ヲ 集中 ス ル ノ 方策 ヲ飜へ サシム ルノ目 

的ヲ 以テ、 與國淤 遣 軍隊 ヲ出來 得ル丈 西方 M 進出 セシ ムル コト。 

この 英國 政府の 覺書 に繽 いて 怫、 伊兩國 政府から も、 大體 において 英國 政府と 同じ やうな 覺書を 送付し 來 つた。 そ 

して この 英、 佛、 伊 三 國の覺 書 は、 正式に なされた もので あり、 且つ その 提議 も 相 當具體 的な ものであった。 それ は 

歐洲 聯合 與國 の、 我れ に對 する 出兵 要望が、 漸く 切實 となり 來 りし を 見る に 足る ものが あった。 この 三國 提議に 接し 

て、 日本 國內の 出兵 論 もまた、 俄然 旺盛と なって 來た。 しかし 米國は 依然、 出兵 反對の 態度 を 改めない。 そこで 帝國 

政府に 於いて は、 愼重. 港議を 重ねた る 結果、 英國 政府の 覺 書に 對し、 左の 囘答 を與 ふること に 決し、 六月 二十 一日、 

珍 田 大使に 之れ を覺 書と して、 英國 外務大臣に 手交すべき 旨の 電訓 を發 した。 

帝國 政府 ハ 西 比利亞 一一 於ケル 形勢 ノ 須要 -ー應 シ執ル へ キ 方策- 1 付、 出來得 ル限リ 自已ノ 政策 ヲ 協同 交 戰與國 諸政」 时ノ 政策 ト相調 

和セシ メムコ トヲ常 二念 トセ リ。 之ト 同時  一 I 帝國 政府 ハ、 西 比 利 fSl  -I 於テ 軍事行動 ヲ執ル 場合 ニハ、 之 一一 對スル 米國ノ 精神 上 並 

質上ノ 支持 ヲ得ル コ トヲ特 一一 重要視 シ、 此ノ  uril ヲ W 三 首 明 セリ。 而シテ 米國ノ 支持 ヲ 期待 ス ル 日本 ノ 立場 ハ、 曩 -I 英佛 伊三國 

政 麻-一 於テ、 六月 七日 英國 外務大臣 ヨリ 駐英 帝阈 大使-一 手交 セ ラレ タル^ 書 所載 ノ 提議 ヲ 作成 セル-一方 リ、 充分 之ヲ諒 得シ、 之 


ヲ 考量 -ー 加へ ラレ タルコ トヲ 了解 ス C 

然レ トモ 本 問題-一 關シ、 帝阈 政府 ハ前 キー-合 衆國政 對シ、 . ^三 H 卜 九 a 附^ 書 ヲ以テ 聲明シ タル 趣旨 一 1 顧ミ、 前記 三^政^ 

及 合衆^ 政お Si 一一  ウ几 令ナル 協-^ ノ 成立ヒ サ ル 以前 -I 決意 ヲ表 セ ム n ト、 德義 上？ W  -  保 ス へ キ 境遇 一一 在ル プ、 三 1： 政府 一一 於- ァ 

^^察セラ レ ム コト ヲ卞： S フト 共-、 此ノ：：：米雨^問^^！復ノ顚末ハ、 (：？ 時 三國政 W へ. Sll ン タル ヲ 以テ、 帝 H 政^ 誠意 ノ 存ノ、 ル听ハ 

深 ク 洞見 セラ レン コトヲ 望ム。 

帝國 政府 ハ w 英兩 國？^  ノ 同盟 關係 -ー 鑑ミ、 西 比 利- 亞 一一 於ケ ル 聯合 干涉ヲ 假定シ テ、 其ノ實 施ヲ耍 スルモ ノト 思考 スル 三條件  一 I 

就キ 、慎重 考慮 シ タル 結果 ヲ 以テ、 腹蔵 ナク、 特- 一英 國 政府 ノ 機密 的參考 一一 供 セムト 欲ス。 

一、 ニノ ニ點- ー付テ ハ、 帝國 政府 ハ旣  一丁 繕明シ タル 所 ァリ。 主義 トシ テ更ニ 異議 ノ插ム へキ所 ナシ。 

第三 ノ條 件、 卽チ 聯合 遠征 軍 ガ出來 ル^リ 西方 - 一進 出スへ キコ 卜ヲ 要請 セ ル條件 一一 關シ テ ハ 、 帝 國 政府 ハ ， 深 ク其ノ 目的 一一 同情 ヲ 

有スル モノー 丁 ンテ、 最 慎重 ナル 考慮 ヲ 加へ タ ル モ 東部 西 比 利 Is- ノ範圍 外 二 涉リ 西方  一！ 進出 スルコ トハ、 事實上 至難 二 シ テ、 到底 

之 ヲ約ス ルコト 能 ハス。 且 帝！！ 政府 ハ西 比利亞 一-於 テ 協同 行動 ヲ執ル 場合 一一 ハ、 特- 一指 採權ノ 統一 一一 重キ ヲ措ク モノ ナル コトヲ 

表； セント 欲ス。 而シ テ帝^ ノ 地理 上ノ 地位、 並 帝國カ 本件 ノ爲 使用 ノ 必要 ヲ生 スへキ 兵力 テ 顧ミ、 西 比 利 亜 一一 於 ケル， 4- 聯合 軍 

ノ 最高 指 摊權 ハ、 日本 ノ手 一一 置 カレ ム コトノ 希望 ヲ 鼓-一 表明 スル ハ、 敢テ不 常 -ー非 ラサル へ シ 卜 思考 ス。 

芙、 佛、 伊の 三國 は、 熱心に 日本の 西 比利亞 出兵 を 要望し 來 つた。 しかし 米國が 動かざる 以上、 帝阈 として は、 輕 

輕に その 提議に. ぼす る ことができなかった ので ある。 そこで 政府 は 右の 覺書 を英國 外相に 手交す ると 同時に、 口頭 を 

以て 率直に、 次の 趣き を說 明す る やう、 珍 田 大使に 訓令 を發 した。 

. 帝國 政府 ハ、 西 比 利 151 千 涉案ヲ 考慮 フ、 ル 一一 方リテ ハ、 先ッ 聯合 諸！ i ト 米！！ トノ 問-一 完 仝ナル 協， 1 成立 シテ、 米^  ノ 本案- N ぜス ル 

腹 藏ナキ 快 アル ヲ 必要 トシ、 旣-- 三 卜 九 n: 米阈 政^へ ノ通 中 一一 モ、 此趣 旨ヲ宜 一一 K セリ。 惟フ 一一 米^ 政府 力 未 タ進ン テ本問 
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題-一 關ス ル其 從來ノ 態度 ヲ ii 更. - ル ノ 意思 ヲ 表明 セ サル 二 (W リ、 帝！： 政府 二 於テ、 今 H 英 1： ン 提議 -ー 同意 ヲ 表シ、 聯合 列强 一 致 

シ テ、 米國 政府 一一 交涉ヲ 開始 スルノ 形式 ヲ執ル 一一 於テ ハ 、 恰モ 聯合 圃カ 一 闋トナ リテ、 强壓 ヲ米國 一一 加へ ム トス ル モノ ナ ルカ 如 

キ感 觸ヲ與 へ、 事態 妥赏ナ ラサル ノ嫌 ァリ。 假令 米^ 政府 一-於 テ右 提議 ヲ應 諾スル モノ トス ルモ、 其 任意 的 決定-一 甚 カザル -ー於 

テ ハ、 本件 ノ 十分 ナ ル實鎮 ヲ舉ク ルコト ヲ期シ 難 カルへ ク、 殊- ー米國 一部 ノ 人士 中 一： ハ、 帝闻 政^力 何等 カノ 私心 一一 某キ、 出兵 

ヲ 希望 スルャ ニ疑フ モノ アル-一 顕ミ、 帝國 政府 ハ寧 0 此際、 本 問題 - ー對ス ル 意見 ヲ 決定 ス ルコト ナク、 哲 ク米阈 政^  ノ仵意 的 決 

定 ニ待ッ コト、 大局 ノ爲- 一得 策ト 思考 シ タル 次第 ナリ。 

さう して 前記 對英囘 答の 次第 は、 駐在 帝國 大使 をして、 それ-^ 佛、 伊兩國 政府に 通告せ しむる と共に、 駐米 大使 

をして 米國 政府に も內吿 せしめた。 また 伯 は 外務大臣 として、 駐 日英、 佛、 伊 各 大使の 來訪を 求め、 對英囘 答覺書 S 

を 手交し、 なほ 米國 大使 来訪の 機に、 右 對英囘 答の 次第 を內吿 する 所があった。 

さて 六月 一 一十 四日、 珍 田 大使が、 前記 帝國 政府の 囘 答に 關 する 電訓を 執行した 所が、 バ ル フ ォ ァ 外相 は、 「豫メ 米 

國ノ 同意 ヲ求 ムル 點ハ、 畢竟 形式 問題 ュシ テ、 結 W 日本 政府 ノ處置 ニ從フ ノ外ナ カル ヘシ」 と 述べた 後、 出兵 地域に 

關 する 我が 覺 書中 の 文 一一 百 を 指摘して、 次の やうな 質問 を 發 した。 

右一 一依 レハ、 日本 政府 ハ 此點 一一 就. テ ハ 三 國 政府 ノ 企！： フ、 ル 目的 一一 ハ 充分 同情 セラ ルル モ、 赏際 東部 西 比 利 wi 以西 へ ノ 出兵 ハ 至難 

ナリ ト云フ 二  ^リ。 卽チ 本件 ハ 日本 政府 二 取 リテハ ネ- 義上ノ 問題-一 ァラ ス シ テ、 舉竟實 行難ノ 問題 -I 屬 スト 了解 セラ ル。 杲シテ 

其 通 ナリヤ。 

そこで 珍 田 大使 は、 右覺 書の 文句 以外、 特に 政府の 見解に ついては 說 明に 接して ゐな いこと を 前言した 後、 同大 使 

一己の 私見と して、 次の やうに 述べた。 


R 本國內 有力者 間 -ー ハ、 ：= 本ノ 參戰ハ ni 英 同盟 ノ 義務 臆 行 -I 必耍 ノ範圍 -ー 於 テスへ ク、 此ノ 範圍プ 逸出 ス ルカ 如 キハ、 是 レ參戰 

ノ 理由 並 一- 宣戰ノ 詔勅 一一 悻ルト /議論 ァリ。 地中海へ ノ 艦隊 派遣 モ、 此稀ノ 見地 ノ下、 常時 議會ノ 問題 卜 ナリ. タル コ トモ ァリ。 

或 ハ 政 麻 モ 此點 二 顆慮 シ居ル コ トカト 5、 ム考 セ ラル。 旁以 テ 本件 ハ必 スシモ 實行難 ノ ミ ノ 間 題  一！ ァ ラサルへ キヤ 卜^ セラ ルト述 

へ 、 尙 東部 西 比 利 ffi 以西 -1 對ス ル 日本 ノ 出兵 不能 ハ、 主義 上ノ 理由 - 一依 ル モノ ト 假定ス ルモ、 之ヲ 的確-一 明 一 百ス ルコ 卜ハ、 露阈 

人- 1 對スル 後援 タル ノ 意味 -ー 於ケ ル我 出兵 ノ價値 ヲ減ス ルノ虞 アル ヲ以 テ、 旁覺書 一一 在 ル如キ 文句 ヲ用ヒ タル モノ ナルャ モ計リ 

難シ。 

すると バルフ ォ ァ 外相 は、 「自分 ハ 前述 セ ル 自分 ノ  了解 ノ正シ カラ ム コ トヲ 最モ 熱心 二 希望 ス ル モノ ナリ。 何卒 此 

意 ヲ帝圃 政府 一一 傳達セ ラレ 度シ」 と、 念 を 押して 依賴 した。 

そこで 帝國 政府 は、 この 「東部 西 比利亞 以西へ ノ 出兵 ヲ約ス ル能ハ ザルハ 主義 上ノ 問題 ナリヤ、 將叉實 行難ノ 問題 

ナリヤ」 の點 について は、 帝國 政府の 意見と して、 左の 趣ヒ s を バルフ オア 外相に 說 明して 差 支へ なき 3n を、 六月 三十 

日、 珍 田 大使に 訓電した。 

帝！：  ノ 東部 西 比 利 亜 以西 出兵 一一 對シ テハ、 主義 ノ 問題 トシ テ國內 -ー 異論 ヲ唱 フル モノ アル ハ、 貴 官カ英 II 外務大臣 一一 指摘 セラ レ 

タル 通ナ ルモ、 帝國 政府 力 今 囘英國 政府 へ ノ囘答 中、 右 範圍外 進出 ヲ約ス ルコト 能 ハサ ルコ トヲ明 首 セル ハ，、 赏 行上ノ 至難 一一 基 

キ タルモ ノー 一  シテ、 絕 對的ノ 意義 ナリ。 蓋シ 東部 西 比 利 亜 以西へ ノ 出兵 ハ、 其 行動-一 各般 ノ 重大 ナ ル妨礙 アル モノ ト豫 想セ ラル 

ル ノ ミナ ラ ス、 進出 遠キ I ー亙ル 一一 從ヒ、 用兵 ノ 機能 ヲ 發楝ス ル ノ  度ハ 漸次 遞減 シテ、 紡 ほ 所期 ノ 目的 ヲ達ス ルコ トヲ得 サルモ 

ノト 信ス。 從テ右 事實上 至難 ナル 進軍 ヲ 聯合 與國 I 一  約スル カ如キ ハ 、 帝國 政府 力 自國並 聯合 與國 -I 對 ス ル 責任 ヲ 自覺ス ル - ー於テ 

到底 堪へ 難キ所 ナリ。  . 

一方 石并 大使が、 六月 二十 六日、 米 國國務 卿に 面會 して、 對英 囘答內 小口の 訓令 を 執行した 所が、 國務卿 は帝國 政府 
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第 十一 節 西 比利亞 出兵  八 九 四 

の 好意 ある 態度に 對 して 非常に 感謝し、 「西 比 利 亞干涉 問題 一一 關シ眞 面目 二 論議 シ 得べ キ者 ハ 日本 及 米國ノ ミナ ル ュ 

日本 ガ斯ク 正 當ナル 態度 ヲ變 セザル ハ滿 足-一 堪へ ザル所 ナリ」 との 旨 を 述べ、 つ いで 石 井 大使の 問に 對し、 「兵力 干 

涉 は動モ ス レバ 歐露 人ノ 誤解 ヲ招キ 易ク、 從テ獨 逸 ノ乘ズ ル所ト ナルノ 虞 アルガ 故 二、 充分 之 ヲ愼重 二 スルヲ 要ス。 

尙叉 一 方 意外 二 モ 一， チ エック • ス a ヴ アツ ク」 軍 ガ與味 アル 發展 ヲナ シッッ アル 二 鑑ミ、 此際 輕擧ハ 禁物 ナリ」 と 思 

考 すと 答へ た。 

五、 西 比利亞 出兵 促進 

かくして 四 園の 情勢 は、 帝 國の西 比利亞 出兵 を 必至なら しむる 日が、 刻々 と 迫りつつ ある を 思 はしむ る ものが あつ 

た。 問題 はた だ 一 つ 米國の 態度 如何で あつたが、 若し 米國 にして 英、 佛、 伊 三國の 提唱に 應 じて、 日本の 出兵に 黉意 

を 表せん か、 日本 もつ ひに 最後の 決意 を 堅めねば ならなくなる であらう。 然 らば 帝國 外務大臣 として、 霞 ケ關の 主人 

公と なった 伯 は、 これにつ いて 如何なる 意見 を 抱いて ゐ たか。 

伯 は 夙く から、 外交 調 查會に 於いて、 相當强 硬な 出兵 論 を 主張して ゐた。 その 意見 は、 外務大臣と なっても 依然 變 

ら なかった。 さう して 時局の かく 切迫し 来れる を 見る や、 長文の 意見書 を 草して、 その 出兵 論 を 組織的に 論述し 且つ 

促進 を圖 つた.. - それ は 三部より 成り、 その 第一 r 西 比 利 亞出丘 ハノ！ n 的」 は、 六 項に 分ち、 獨逸 勢力の 東漸 を 防ぐ 自衛 

上の 必要、 帝 國國際 上の地位 確立の 必耍、 講和 會議 における 發言權 確保の 必要、 米 國の西 比利亞 活動 對抗の 必要、 帝 

國 民心 振興の 必要、 我對支 政策 上の 必要の 六方 面に 亙って、 西 比利亞 出兵の nl 的 を 詳述した？ 


一、 帝！： 自衞ノ 必要 獨逸 勢力 束漸 ノ危險 

露國ノ 情勢 ヲ察 スル --、 昨春 以來 獨逸ハ 咸壓ト 陰謀-一依 リ歐 露ヌ投 亂シ、 過激派 ノ 跳梁 ト相俟 ッテ、 露 國ハ仝 ク四分 丑 裂收拾 

ス へ 力 ラサル 狀 態-一 陷 レリ。 此ノ 間- 1 乘 シテ、 獨逸ハ 銳意其 ノ勢權 ノ扶被 -I 餘 カヲ剩 サス、 殊ニ 「ブレス トリ トウ スク」 ノ講 

和條約 締^ 以來 々武力 ト懐. fc- 策-一依 リ、 波爾的沿岸^15州ノ大部分、 芬蘭、 波觀、 「ウクライナ」、 高 加 索 地方 ヲ、 或 ハト： ：領シ 

或ハ其 保護 下- -獨立 分離 セシ メ、 今 ャ.^ 然 歐露ノ 死命 ヲ制 シ、 露國 ヲ舉ケ テ其ノ 勢力 下 一一 籠蓋セ ム トス ルノ^ ァリ。 斯クノ 如 

ク シ テ歐露 力 早 晚獨逸 化 スル ハ 明白 ナルノ ミナ ラス、 進 ンテ露 領西比 利 亜 一一 於 テモ、 亦獨 逸勢 力 伸張 シ、 終 -ー滿 蒙 地方 亦 之 力 

影響 ヲ受 クル - 一至 ルへ キハ、 單 一一 時日 ノ 問題 二 過 キサル ヘシ。 蓋シ (一) 西 比 利 Hi- 力無 限 ノ富源 ヲ藏ス ル廣漠 未^  ノ  土地-一 シ 

テ獨逸 カ垂诞 ま』 カザル ノ地ナ ルー 一 鑑ミ、 (二  ) 此等 ノ 地方 一一 於 ケ ル 過激派 / 勢力 日 一一 仲 張 シ 、 趿扈跳 地猶 混沌 紛^  / 狀態 一一 

在 ル實情 -I 照シ、 (三) 過激派 政府 卜獨逸 トノ關 係： W  メ テ 密接 ナル モノ アル コト ハ、 近時 歴々 之 ヲ證ス へ キ事實 ノ發覺 二 徵シ、 

殊  一一-??: 比 利 於ケル 獨澳 俘む お 力、 獨逸參 謀 本部 /  K 接 問 接 ノ 指導/下- 1 、 過激派 ト相 應シテ 活躍 セリト 斷スへ キ $, ゆ 跡 ノ現ハ 

レッツ アル 一一 於テ、 最早 疑 ヲ 挾ムノ 餘地 ナキ二 至 レリ。 

今 若 シ帝國 一一 シ テ斷然 其意ヲ 決シ、 早 -ー ； 53 ン テ之ヲ 防 遏シ、 帝國 立脚 ノ甚礎 ヲ固ム ルノ ヲ講セ スムハ 、終-一 西 比 利 fsj 一一  於テ 

獨逸ノ 勢力 已 -1 i ぽ II シ、 東 ノ 形勢 爲メ 一一 一  變、 帝國ハ 1: 防 上 政治 上將 タ經濟 上、 常 二 之 力 烕迫ヲ 蒙ルノ 危局 ヲ 馴致 ス へキハ 

想像 一一 難ラ ス。 出兵 ノ 必要 ハ赏 一一 此ノ 束亜ノ 危局  一一 0 ス ル防 衞策タ ル -ー 存ス。 

-; 帝阔 ノ^ 際 政！ II？ 上ノ 地位 確立 ノ 必要 

( 一 )：；1 英米 連銜ノ 必要 

阈際 政！ ：5  ノ 將來 ハ 容易 一一 豫斷 ス ル ヲ許サ スト 雖、 時局 火體ノ 趨勢 一一 照 シ、 殊 一一 帝！： 力 英米 兩大 海軍！：  ノ間 一一 介お スル 關係上 

帝國 外交 ノ 基礎 ハ、 戰後猶 之 ヲロ英 同盟 一一 置キ、 =! 米 協商 ヲ以テ 之 ヲ補フ ノ 方針 ヲ採ル コト、 帝^^年ノ^：^^タ ルへク 、サぉ 

此极 本義 二 シテ過 タス トセ ハ、 帝國 ハ其ノ 覺悟ヲ 以テ、 今 ヨリ 益々：！： 英米 述銜ノ 基礎 ヲ强 固ナ ラシ ムルノ 手段 ヲ講ス ルヲ要 
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笫卞 一節 西 比 利^ 出兵  八 九 六 

ス。 而シテ 近時 ノ如 ク、 彼等 -I 對ス ル我 態度 ノ常 -I  m 昧 模糊 ヲ 械メ、 兎角 不徹底 滕ナル 、ノ、 或 ハー 時/偸安 姑息 ヲ求 ムル爲 

メ  -ー  ハ， ？ ナ ラン モ、 シテ ノ  ^i;^ ヲ 維キ、 ^界ノ 尺 勢 -_  X ル ^^萬 入. 一  ノ irX 策 ト：； ：" フへ カラス。 テハ 此^ 斷乎ト シ 

--ノ 其 態^ プ 決定 シ、 速-一 我 上 許 ス^ リ 一一 於テ、 ：w 力 ^2: 卜 シ、 —^1-|^抗_が-|努カス ル コ ト：： 取モ ユ^ナ リ卜： ノ、。 然ラ 

ス ン ハ 戰後ノ  M 際 政 W  二 於テ、 帝！： ハ 終 一一 孤- >; ス ル ノ. 小^ プ ル  一 I ぶ 十フ ン。 

(二) 帝 ノ對 獨抗爭 努力 表明 ノ必 耍 

然ル 一一 近時 帝 國ハ對 獨大戰 -ー參 加シッ 、、 鬼 角 熱心 ナル 努力 ヲ爲サ ス、 却テ列 强大戰 -I 熟中ス ルノ 間- 1 乘 シテ、 私 力 II 勢力 

ノ保仝 私利 ノ經營 一一 汲々 タリ トノ感 念、 歐米 人. ノ間 一一 傳播 シ、 帝^  ノ  3M 意 ヲ疑フ モノ 鮮 カラス。 此ノ 感念ヲ 一掃 シ、 此ノ疑 

雲ヲ 排除 ス ル爲- ーモ、 亦 西 比 利 I5j 出兵 ヲ斷 行シ、 帝^ ノ  衞ト： n 時  一 I、 飽ク迄 帝閾カ 聯合 諸^ ト共 -I 正義 ノ爲 奮鬪ス ルノ 寅 

ヲ示 スノ要 ァリ。 

三、 講和 會議 -1 於 テ發首 植 確保 ノ必耍  I 

(一) 一般 講和 問題-一 對ス ル發贯 攉 

上述 ノ如キ 帝阈ノ 態度 ヲ以 テ、 此ノ儘 歐洲ノ 戰局ヲ 結 へ ル嘵、 講和 會議 -ー 臨 マ ハ、 帝^  ノ發 一一 ；-2 杲シ テ 幾何 ノ重キ ヲ爲ス へ キ 

乎。 若 夫 レ歐洲 西部 戰場 -ー 於テ、 聯合 軍側ノ 大破 淀ヲ看 ルカ 如キ 事態 -I 立至ラ ムカ、 更ー I 此ノ點 一一 付 憂慮 ス へキ モノ ナカ ル 

へ キ乎。 此ノ 見地 ヨリス ルモ、 恰モ 講和 ノ氣 運漸ク 動力 ム トス ル 秋-二 5 リ、 進ン テ積 If  ノ 行動 二 出テ、 我發言 梅ノ墓 礎ヲ擴 

充シ置 タノ 要 ァリ。 此ノ 必要 ハ 獨リ 聯合 諸阈終 一一 勝 ヲ制ス ル 場合 -1 於テ 然ルノ ミナ ラス、 獨逸カ 終局 ノ勝 ヲ占ム ル 場合- 1 於 

テモ 亦同樣 ナリ。 

(一 一 ) 露 國處分 間 題 -1 對スル 發言權 

殊-- 露 國處分 問題 力 講和 会 "議ー I 於ケル 一 ノ 重要 議題 タル へ キ ハ 明白 ナ ル處、 同 國ノ處 分 如何、 -帝网 及 東 131,4- 局 ノ將來 -1 重大 

ナル關 係 アル ヲ以 テ、 帝 II ハ之 一一 對シ 豫メ有 カナ ル發首 權ノ 基礎 ヲ 確保 シ 置クノ 要 ァリ。 例へ ハ同 II  ノ 領土 保 仝 其 ノ他東 fSj 


ノ 安固 必要 ナル條 件ヲセ 張セサ ルへカ ラサ ル 場合-一 當リ、 同國 領土 上  一一 ^接 A 堅赏 一- 立脚 ス ル 所ナク シ テ、 徒ラ -ー 口舌 ヲ 

以テカ 爭スル モ、 其ノ效 乘甚タ 薄弱 ナ ル ヘシ。 苟 モ權咸 アル 發首 權ヲ 把持 セ ムト欲 セハ、 其ノ 基礎 ヲ 接 露 II  ノ 領土 上ノ立 

脚 一一 求メ、 其 ノ發言 ヲ 有力 ナラ シムル ノ 必耍ナ ル ハ論 ヲ俟タ サル ヘシ。 

四、 米 國ノ西 比利亞 活動 對抗策 

米國 政府 當路者 ハ、 露領 亞細亞 一一 於ケ ル帝國 勢 カノ 伸展 ヲ 阻止 ス ル ノ 意嚮 ナキヲ 言明 シ、 同 國自ラ 西 比 利 6=: 地方 一- 何等 ノ 野心 

ナキヲ 示セリ 卜雖、 米 國カ將 來其ノ 互大ノ 資本 ヲ拖シ テ、 支那 一一 於 ケルト 同 シク、 經濟上 東方 露領 細 10- 一一  相 5ぱ 活動 ス へ キ ハ 

蓋シ 大勢 ノ免 カル へ 力 ラサル 所 ナルノ ミナ ラス、 米 國カ現 一一 西 比 利 亜 ニ於ケ ル 努力 ト 相俟ッ テ、 露國ョ リ進ン テ之ト 經濟的 接 

近 ヲ企阔 セント シッ、 ァ ル事實 一一 顧ミ、 他 口 我 邦人 力 米國ト 提挈ス ルカ、 將乂之 二 拮抗 ス ルカ、 其 ノ孰レ /方針 -ー 出 ツル -I セ 

ョ、 同 方面 一一 帝 國ハ先 ッ現實 一一 有 カナ ル地步 ヲ占ム ルヲ 要ス。 而シテ 今日 ノ 形勢 ハ卽 チ此ノ 目的 一-向 ッ テ 施策 ス へキ絕 好ノ機 

會ヲ 提供 スル モノ ナリ。 

五， 帝國 民心 振興 ノ 必要 

近時 我 邦人 心 ノ弛廢 - 一至 リテハ 誠 二 寒心 一一 堪へ サル モノ ァリ。 現 一一 精神 上 並 物質 上最 痛切 深刻 ナル 銀鍊 ヲ經ッ 、 アル 歐米 列强 

ノ諸國 民ト、 戰後 激甚 ナル へ キ國際 競 爭場裡 一一 相見ュ ルノ日 アル ヲ想ハ ハ、 講和-一先 チ、 我 邦 民心 ノ振 與ヲ 闘 ルノ耍 アル ヲ覺 

ュ。 此ノ 意味 二 於 テモ、 帝 國ノ西 比 利 出兵 ヲ斷 行シ、 人心 ヲ 緊張 セシム ルノ要 アル ヘシ。 

六、 我對支 政策 上ノ 必要 

(一) 「獨 逸ノ 支那 燈亂 根據ノ 除去」 

我 隣邦 支那 ノ興廢 如何 ハ、 國防上 及經濟 上帝^  ノ 死活 一一 關スル 重大 間 題-了 ビア、 帝國カ 確乎 不拔ノ 勢力 ヲ 支那-一 扶植 シ、 之 

ヲ 指導 誘掖シ テ、 東！3^水遠ノ平和ヲ確保セサル へ 力 ラサル ハ、 帝 國對支 政策 ノ 根本 墓 礎 ナリ。 

然ル -ー 獨逸 勢力 束漸シ テ西 比利亞 - 一延 ヒ、 終 一一 滿蒙 -ー 浸潤 ス ル コトァ ラン 力、 帝 國ノ此 ノ對支 根本 方針 ノ 基礎 ヲ 棍亂ス ル 一- 
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至 ルャ必 セリ。 惟フ -ー 獨逸ノ 支那- 1 對スル 雄 圆ハ、 ー靑鳥 ノ陷落 一一 ヨリ テ 消滅 セ ス。 戰後 必スャ 新進 氣銳ノ 勢 ヲ以テ 之-一 臨 

ムノ意 ァリ。 故 一一 一度 西 比 利 le- ヲ其ノ 手 一一 收メ ムカ、 獨逸ハ 露國ヲ 通シテ 北方 ヨリ 支那-一迫 リ、 ^?1-ー帝國ノ勢カ-|拮抗シ、 

支那 ヲ烕 脅ス へ キ ナリ。 此ノ 故-一、 今-一 於テ 帝^ 力 進 ンテ西 比 利 一-於 ケル獨 逸勢 カ驅 逐策ヲ 決行 スル ハ、 他日 獨逸カ 支那 

ヲ澄亂 威迫セ ム トス ルノ 根據ブ 除去 ス ル 所以-一 シテ、 我對支 政策 上 緊急 ヲ耍ス ル 方策 ナリ。 

(二 ) 「戰後 支那 -I 於ケル 列 强競爭 一一 對スル 準備 並 日 支 提挈赏 現 / 必要」 

大戰 終熄 前堅實 ナル日 支. V 政治的 軍事的 經濟 的投挈 ノ 基礎 ヲ 形成 シ、 以テ 戰後歐 米列强 ノ 支那-一 對スル 殺到 鼓爭 -ー備 へ、 進 

ン テ之ヲ 基礎 ト シテ、 多年 ノ對支 懸案 ヲ 解決 シ、. 益 兩國ノ 緊密 ナル 關係ヲ 確保 ス ルノ要 アル ハ論 ナシ。 然ル 一一 此ノ日 支提挈 

ヲ實 現スル - 一際 シ、 却 テ歐米 列强ヲ シテ其 極東 ヲ顧 ミル ノ睱 ナキ 二 乘シ、 帝^ 獨リ 0 已ノ 利益 ノ爲 -I 之 ヲ行フ モノ ナリ ト猜 

疑 セ シ ム ル ハ -I 其 ノ 成效 ヲ期シ 難 キノ ミナ ラス、 或 ハ却テ 禍因 ヲ貽 スノ虞 ナント セス。 此ノ 故-一 靳ル 疑念 ヲ避 クル 爲、 宜 

シ ク之ヲ 世界 變局ノ 骨子  一 I 聯 結シ、 現 -1 聯合 與國 ノ奢鬪 支持 セル 對獨 抗爭ノ 一部 トシ テ之ヲ 行 ハサ ルへ カラス。 曩 -I 對獨日 

支 協同 自衞ノ 盟約 成立 セ シハ、 4- ク此ノ 趣 3ロ  -I 外ナ ラス。 然ル -I 此ノ 趣旨 ヲ 貫徹 ス ル爲、 積極 ノ事 赏ヲ以 テ之ヲ 世界一 1 公示 

シ、 其 ノ獨逸 對抗ノ 根 本義 二 出 ツル 所以 ノ實ヲ 明-一 セサル へ カラス。 唯 之ヲロ 一一  スル ニ止メ ハ、 獨リ歐 米 列强ノ ミナ ラ ス、 

支那 自身 ヲ シ テ亦帝 國ノ眞 意ヲ疑 ハシム ル- 一至 ラム。 此ノ 故-一 多少 ノ懷牲 ト代價 ヲ拂フ ノ 覺悟ヲ 以テ、 對獨 防衞ヲ 實行セ サ 

ルへ カラス。 特-ー 今日 西 比 利 isj 出兵 ノ 急務 タル 所以 ノ 一  亦玆ニ 存ス。 

次に 第二 部の 「西 比利亞 出兵 反對論 一一 對スル 辨妄」 は、 第一 に 出兵 尙早 論を駁 し、 第二に 出兵が 獨露聯 契 を 促進す 

との 說を 反撃し、 第三に 日獨 接近の 機會を 逸すとの 論に 反對 し、 最後に 日 獨大戰 を 促し 國カを 疲弊せ しむる との 論 を 

說 破して 次の ごとく 說 いた。 

一、 出兵 尙早論 一一 對ス ル辨妄 


獨 逸勢 カノ 西 比 利 lsj-1 浸潤 セ K  ノ  I：； 形 未 タ顯ハ レ ス、 帝^ 又ハ 東. 亞 一-直接 危害 ヲ及 ホス ノ事赏 -^i: 未 顯著ナ ラサル 二 當リ、 濫リ 

一一 自衞ノ 名 ノ下ー 1 輕々 シク 出師 ヲ爲ス 力 如キ、 跺<:： ふノ 失計ナ リトノ 論ァリ ト雖、 

( 一 ) 獨逸ハ 陰 -ー 其 勢力 浸潤 -ー努 カス ルモ、 今遽 一一 極東 方 IS  兵力 ヲ以テ 露骨 ナル 活動 ヲ試 ミ、 以テ帝 II  ノ 蹶起 ヲ 誘教ス ルカ 如 

キ ハ 巧 t』 ナル 獨逸ノ 容易 - 一之 ヲ敢テ セサル 所ナル ヘシ。 然リト 雖若帝 國カ萬 一 此 ノ如キ 觀測ヲ 基礎 ト シ、 其 危害 ノ目随 -I 迫 

ラサル ヲ 理由 トシ、 倫 安 姑息 何等 爲ス 所ナ クシ テ止マ ハ、 他日 必ス東 封スル 獨逸ノ 野望 遂行 ノ 基礎 旣ー 一成 リテ、 樋朿ノ 

危機 確在ス ル 形勢 トナル 二 迨ン テ、 急速 之 力 對應策 ヲ講セ ム トス ルモ、 時機 已 -ー 遅ク、 獨逸 東漸 ノ勢ハ 終 一一 之ヲ 阻止 スルノ 

ム ルナ カル へ シ。 故 二 恰モ獨 逸 力 極東-一 於 テ其ノ 活總ヲ 許 ササル 重大 事由 ノ存ス ル今 H ヲ 以テ、 其 勢 カノ 樹立 ヲ 阻止 シ置ク -- 

ハ、 蓋シ 今日 ヲ以 テ絕好 ノ機會 ナリト 信ス。 

(二) 殊 一一 獨逸カ 西方 戰場 一一 於 テ其仝 力 ヲ盡シ 奮鬪シ ッ ッ、 尙且歐 露 -ー於 テ露國 領土  ノ蠶蝕 ト自國 勢 カノ 扶植 --銳 意 努力 シ、 著 

著其ノ 功果 ヲ收 メッツ アル 實狀ー I 鑑ミ、 彼等 ノ 西 比利亞 浸潤 モ 、 亦 陰 密ノ間 一一 著々 步武ヲ 進 メッツ アル ノ 誰 跡^ 然 タル モノ 

二 想到 セサ ルへ カラス。 果シ テ然ラ ハ 此 危局 一一 對 ス ル帝 國自衞 策ノ斷 行ヲ： W 早 ナリト フ、 ルハ、 國際 ノ活機 活躍 ヲ自 覺セ サ ル 

ノ迂論 タル ヲ免 サルノ 形勢 トナ レリ。 

(三) 聯合 與國殊 -I 英佛饼 國ハ、 近時 西部 戰線 一一 於ケ ル其ノ 頸勢ヲ 憂慮 シ、 之 力 牽制 策 トシ テ、 帝 國軍ヲ 主力 トス ル 聯合 軍ノ歐 

露 ニ近ク 遠征 セ ム コトヲ 希望 シ、 K 接獨 逸軍ヲ 東方 ヨリ 牽制 セ ムコ トヲ耍 請セム トシ、 旣 -ー 協議 ヲ重 ネ、 W ヒ 正式 一一 帝國ノ 

出兵 ヲ 懇請 シ來 レリ。 然ル -I 帝 國ハ曩 -ー 聯合 與國ノ 出兵 懇請 一一 對シ、 米國ノ 同意 ト 共- 1 聯合 諸國 協調 ノ上本 問題 提議 アル 一一 

於テ ハ、 誠意 之ヲ 考量 ス へ キ コ トヲ 聲明セ ル關係 上、 愈.^ 英佛伊 力 米 國ヲ說 得シ、 四國ノ 協同 投議ァ ル ニ於テ ハ、 終-一 之ヲ 

拒絕 シ 難キ 事情 ァリ。 或ハ 終-一 大兵 ヲ 動力 シテ、 遠ク 歐. 露 -I 迄 モ兵ヲ 進 メサル へ 力 ラサル ノ 破目 一一 陷ルノ 恐ナシ トセ ス。 故 

一一 如此 機會ノ 現出 ス ル 一一 先ン シテ、 我 ヨリ 進ンテ 機先 ヲ制ス ル ノ策ヲ 立テ、 今囘 計畫ノ 自治 國體 援助 ト云 フカ 如ク、 我 -ー 取 

リ 利便 ナル 形式 ノ 下-一、 我 自衛 上 必要 ナル 東部 西 比 利 13- ノ地點 迄 出兵 シテ、 聯合 諸國ノ 耍請ヲ 緩和 シ、 以テ 帝國ノ 出兵 ヲ朿 
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部 西 比 利 地方 二 局限 ス へ シ。 是レ 寧。 帝 國ノ發 意-一基 キテ モ、 西 比 利 出兵 ノ特 -I 急 ヲ耍ス ル 所以 ノ 一  ナリ。  ， 

二、 帝國ノ 出兵 ハ獨露 聯契ヲ 促進 ス ル モノ ナ リトノ 論 

帝國ノ 出兵 ハ露 國民殊 -I 過激派 ヲ 激昂 セ シメ、 彼等 ヲ驅 ッテ獨 逸-一 走 ラシ ムル モノ  -ー  シ テ、 却 テ獨露 聯合 シ テ、 帝國 一一 對抗 ス 

ルノ 危勢ヲ 促進 スル モノ ナリ トノ 論ァリ ト雖、 

( 一 ) 獨逸カ 一 面旣 -ー 歐露ノ 重要 地點ヲ 占領 シ テ、 歐露ノ 主要部 ヲ籠 蓋シ、 今 ャ仝ク 烕壓ヲ 以テ、 殆ト仝 露ノ 死命 ヲ制ス ルノ 勢. 

アルト 同時-一、 他面 歐露ノ 中心 各地-一 於テ、 廣 ク其ノ 陰謀、 塌動、 識報ノ 機關ヲ 設置 シ、 過激派 ヲ懷柔 シ之ヲ 頤使 ス ル /狀 

勢 トナレ ル 今日、 露國過激淤政府カ仝ク獨逸政^^藥籠中ノ モノ  二 シテ、 其 愧儡タ ル 一一 過キサ ル兩者 ノ關係 次第-一 暴露 セ ル -ー 

徵シ、 (最近 露 獨關係 調書 參照) 帝國ノ 出兵 如何 -I 拘ハ ラス、 過激派 力 終 -I 獨逸 一-走 リ、 自阈ヲ 仝然獨 逸化ス ル -ー 放任 ス ル 

-I 至ル ハ ほ 然ノ 趨勢-一 シテ、 過激派 ヲ鼓^ シテ^ 獨抗 爭ヲ -捋始 セシメ ン 卜セシ 英米 ノ 努力 力 失敗- 1 終 リシ ハ、 之ヲ や』 シテ餘 

ァリ。 帝國ノ 出兵 ハ或ハ 此 趨勢 赏現 ノ機ヲ 幾分 早ム ルコ トハ或 ハ之ァ ラム モ、 之 カ爲メ 一一  特-ー 露 國ヲ驅 ッテ獨 逸 一一 走 ラシ ム 

ル者ト 爲スへ カラス。 過激派 ノ獨逸 -ー 走ル コトハ 已定ノ 勢 ナリ。 帝！：  ノ 出兵 ト 多大ノ 交涉ナ シ。 況ン ャ露國 -I ハ 聯合 國ノ出 

兵ヲ窃 -I 翹望ス ル ノ多 數穩健 分子 アル ノ ミナ ラス、 背信 暴 戾ノ爲 -I 民心 日 二 離 レン トス ル 過激派 ノ 向背 ノ如キ ハ、 帝國 出兵 

ノ 大計 ヲ定 ム ル I 一  常リ、 多ク 考量 ヲ勞ス ル ノ^ 値ナ シ。 

(二) 之-一反 シ露 國ノ 所謂 穩健 分子 ナル モノ ハ、 聯合 諸 1： 力 一般 露 興 民-一 對シテ 何等 直接 效果 アル 赏カ的 援助 ヲ與 へ得サ ル爲、 

終 一一 不本意 ナカラ 獨逸 ノ烕壓 -ー 屈 從シ、 玆 - 一益 露國 ヲ舉ケ テ獨 逸化セ シ ムルノ 趨勢 ヲ 現出 セント スル 狀況ナ ルカ 故-一、 帝 

國カ 聯合 與國ト 共 一一 、 假リ -ー 西 比 利 fo-  :1 於ケ ル露 國民ノ 一  部分 一一 對シ テダ 二  K 力 的 援助 ヲ與 へ 、 之ヲ擁 灘シ テ 獨逸ノ 烕壓褪 

亂 ヨリ 獨 立セシ ムルヲ 得ハ、 穩健ナ ル露國 民 -ー 奮發 興起 ノ機 會ヲ與 へ 、 獨 逸勢 カノ 驟神ヲ 脫離ス ル ノ勢ヲ 助成 スルヲ 得ン。 

此斷 一日 ノ猶 豫セ ハー 日 以上 ノ禍 機ヲ^ 加 スルノ 虞 アル コトヲ 知 ラサルへ カラス。 何 レニ セ ョ國家 扭織解 體シ、 國民 仝ク事 

大 主義 -ー 傾ケ ル露國 民 -ー ^ シ テハ、 實カ ヲ示シ テ之 ヲ激勵 援助 セ スンハ 其ノ效 ナカ ラム。 


三、 日獨 接近 ノ機 會ヲ逸 スト ノ論 

戰局ノ前ゾ^：^未タ明ナラ ス、 從テ戰 後^ 界ノ變 局、 殊- 一列 國 連衡 合 縱ノ關 係 如何-成 リ行ク へ キヤ、 今 俄- 1 豫斷ヲ 許 ササル 今日 

輕忽 -ー 出兵 ヲ斷 行シ、 帝阈ノ 態度 ヲ Si 明 -I スルー 一 至ラ ハ 、 他日 或 ハ獨逸 ト提擎 スルノ 必要 ァ ル 場合 -ー處 スルノ 立場 ヲ累ス ル モ 

ノ  -I シテ、 出兵 ハ帝 國將 來ノ爲 得策 一一 非 スト ノ論 ァリ。 乍 去、 

(一) 帝國旣 一一 對獨 戰爭 一一 參加 シ、 聯合 諸國ト 協同 ノ義ヲ 宣明シ ナカラ、 味方 聯合 軍最 悲境-一 陷リ、 世界 政局 ノ變 動ヲ 胚胎 セ 

ル此ノ 重大 時機-一際 シ、 依然 拱手 傍觀ノ 態度 一一 出テ、 首 鼠兩端 ヲ持ス ルカ 如キ ハ、 信ヲ 與國- 一失 シ、 自然 戰後 孤立 ノ 地位- 1 

陷 ルナ キ， ブ保セ ス。 帝國 卜シテ ハ此ノ 際切實 一一 其ノ烕 カヲ發 揮シ、 盟邦 與國ノ 急 一一 赴ク 所以 ノ實ヲ 舉ケ、 益 聯盟 ノ誼 ヲ敦 

ゥ シ、 戰 後列 國合縱 連 銜ノ問 一- 立チ、 克ク 確實ナ ル地步 ヲ占ム ル ノ极 基ヲ、 今日  一 I 於テ 確保 シ置カ サル へ 力 ラサル ナリ。 

(二) 飜テ獨 逸從來 ノ對外 政策 ヲ案ス ル -1、 譎詐 百 端 到底 盟邦 ト シテ 信ヲ措 クー 一足 ラサル 國 ナリ。 殊 -I 其ノ  國 -I 對スル 態度 ヲ 

通觀 スルー 一、 曾テ 黄禍 論ヲ S? へテ 我邦ヲ 迫害 セン トシ タル 外、 日淸 日露 ノ 大役-一際 シ、 其ノ陰 險ナル 政策 ヲ 遂行 シ、 百方 帝 

國ノ 進展 ヲ妨. ス ル -ー 努メ、 爾來或 ハ我款 心 ヲ收メ ント ス ル色ヲ 示シ、 或ハ帝 國 ト與國 トノ離 問 一一 詭謀 ヲ弄シ テ I™- ラサル モ 

ノア リ C 到底 誠意 ヲ披！ i シテ 相結フ へキ國 民-一 非 サルヲ 知ル。  ， 

ニニ) 若シ夫 レ日獨 兩國ノ 利害 關係ヲ 考察 ス ル -ー 、 獨逸カ 世界 ノ大 市場 タル 支那 一一 對 ス ル 野心 ト畫！ ^ト ハ、 決シ テ儘滅 セル モノ 

ト傚ス へ カラス C 虎 視眈々 唯 陰 忍 以テ其 ノ機ノ 到ルヲ 俟ッァ ル ノ ミ C 今後 新進 氣銳ノ 勢ヲ以 テ再ヒ 東亜 一一 臨ミ、 經濟上 政治 

上帝 國ト 拮抗 ス へキハ 明ナリ Q 從テ獨 逸 力 帝 國將來 ノ發展 一一 一 大 障碍 ヲ爲ス モノ タル ハ昨モ 今モ異 ルナン。 若シ其 勢力 西 比 

利亞ヲ 席捲 シ滿 蒙-一 殺到 セ ハ、 將來最 モ恐ル へ キ帝國 ノ競爭 者ハ獨 逸-一 シテ、 其ノ 利害 終-一 一 致ス ルヲ許 ササル モノ ァリ。 

獨逸ト 聯盟 ス ル ノ 危險且 有害 ナル 所以 玆 一一 存ス。 

(四〕 假リ 一- 一 步ヲ 讓リ、 戰後國 際 政局 ノ 推移 如何 一一 依リ、 或ハ 終-一 獨逸ト 搌手ス ルヲ 以テ我 -ー 有利 ナリ ト認ム へ キ狀況 一一 立 至 

ルコ トァリ トセ ハ、 益 以テ獨 逸 一一 對シ テ 今日 攀固ナ ル地步 ヲ占メ 置 クノ要 ァリ。 若然ラ ス シ テ 後日 獨 逸ト提 挈セサ ル ヲ得サ 
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ル 事態- 1 至 ラム 力、 其關 係ハ從 場的ト ナリ、 土 耳 古 勃 牙 利 乃至 澳太利 ノ錄ヲ 踏ムノ 運命-一 陷ルノ 時ナル コトヲ 覺悟セ サルべ 

力 ラサル ナリ 0 

四、 出兵 ハ日獨 ノ大戰 ヲ促シ カヲ 疲弊 セシム ヘシ トノ論 

现昨 ノ戰局 ヨリ 察スル -1、 若シ獨 逸- 1 シテ 西部 戰緣 一-決定的 仝 勝 ヲ博シ タル 後、 其兵ヲ 東方-一進 メ、 西 比利亞 -I 於テ帝 se 軍ト 

爭フノ 舉ニ出 ツル コ 卜ナキ ヲ保セ ス： 果シ テ然ラ ハ我ハ國カ舉ケテ遠ク§:比利^^ノ地-ー 獨逸及 露 國ノ大 軍ト联 ハサ ルヲ 得ス- 

事此- -至テ ハ、 我ハ國 力-一 於テ 兵力-一 於 テ將义 資力- 1 於テ、 到底 之- 1 堪 フル 能 ハ ス。 結局 帝國ハ 國カヲ 疲弊 セシ メ、 再 ヒ强國 

ノ班 二列 スルヲ 得 サル- 一至 ラン。 寧 n 此 ノ際ハ 慎重 ノ 態度 ヲ 持シ、 徐。 -I 充實 セル 兵力 資力 ヲ擁 シ、 滿ヲ持 シテ放 タス、 以テ 

戰後ノ 世界 政局 一一 處スル -I 若 カスト ノ論 ァリ。 

C-  一  > ^レ帝 II 力 封獨宣 戰ノ事 K ヲ忘 レ、 早晚日 獨ノ抗 爭ハ免 レサ ル モノ ナル コトヲ 閑却 セル ノ諭 ナリ。 果シ テ獨逸 力 西部 戰線 

- ー仝滕 ヲ博セ ムカ、 帝阈ノ 出兵 如何-一 拘ラ ス、 ^ -I 其 鋭鋒 ヲ 東方- 1 轉シ 來リ、 最モ 露骨-一 西 比 利 亞經營 -I 著 手シ、 必耍ノ 場 

合 一一 兵力 ヲ以 テ臨ム ノ 覺悟ァ ルへ キハ、 智者 ヲ待タ スシテ 明ナリ C 若 シ帝國 -ー シ テ 獨逸ノ  東進 出ヲ 默視セ ムト スルー 1 於テ 

ハイ サ知 ラス、 苟モ 東亞-一 於ケル 帝阐ノ 地位 ヲ 必死 以テ 確保 セム トセ ハ、 此ノ獨 逸烕カ ト對抗 スルノ 決心 ナ カルへ カラス。 

將乂 日獨. K 戰セ ル 上ハ、 早晚獨 逸勢 カノ 東方 殺到 ヲ 打算 セ スムハ アルへ カラス C 此ノ故 二 獨逸カ 終 二 仝 力 ヲ擧ケ テ 東方 二 殺 

到 スルノ 日ヲ俟 タス、 其ノ 極東-一 於ケ ル 活躍 ヲ許 ササル 重大 事由 ノ存ス ル 今日 一一 於テ、 機先 ヲ制 シテ之 一一 備 フル ノ途 ヲ講セ 

サルへ 力 ラサル ナリ e 

(一二 今：！！  ノ 出兵 ハ爲- 一兵 カト資 カノ 消費 ヲ免レ スト 雖、 敵ノ 羽翼 巳-一成 リ、 形勝 ノ地 步ヲ 占メ、 現 赏 一一 東亞 ノ 危機 切迫 スルノ 

日-一至 リ、 俄 力 -ー 兵ヲ 動力 シ テ 防衞ノ 手段-一 出 テム 力、 時機 已 -I 逸シ、 四圍ノ 形勢 ハ 仝然我 一一 不利 ナル へキカ 故-一、 其國カ 

ヲ 疲弊 セ シムル コト、 今日 -I 於テ スル ヨリ モ 一 層大ナ ル モノ アル ヘシ。 

(三) 況ン ャ獨逸 カ其ノ 四周 ノ列强 トノ關 係、 及 西 比 利 亜 遠征 軍ノ 輪送ノ 困難 ナル 狀況- 一照 シテ、 論者 ノま 張ス ルカ 如キ 大軍ヲ 


東方 動力 ス カ如キ コト 萬之ナ カルへ ク、 又 力 力 ル危 險ナル 策-! 出テサ ル へク、 僅-一 一部 ノ兵ヲ 動力 シ、 露^ 過激派 ヲ煽シ 一 

テ 我-一 抗セ シムル -1 止 マルへ シト 推測 スへキ 理由 アル-一 於 テヲャ e 

(四) 若シ夫 レ之ト 關聯シ テ、 假 一- 獨逸 カ大軍 ヲ以テ 殺到 ス ルカ 如 キコト ナン トス ルモ、 歐洲戰 久シキ 二 亙リ決 セサル 場合、 一 

我 軍 ヲ西比 利 10- 一一  駐^ セ シメ、 軍資 ヲ徒 费ス ルカ 如キ ハ 愚策 ナ リトノ 論 - 一至 リ テハ、 旣ニ 西比利^1出兵カ束^01ノ危局ヲ豫防 

シ、 世界 ノ變局 一一 虚シテ 帝國ノ 地步ヲ 確保 シ、 東洋 永遠 ノ 和平 ヲ 維持 セ ン トス ル國家 kn 年ノ大 策-一 資セ ン トス ル モノ ナルコ ： 

ト ヲ 忘レ、 戰局 ノ餘惠 -I ヨリ 蓄積 セ ル資 カノ 一  部分 ノ 減損 ヲ恐 レテ、 趁趄逡 巡 一日 ノ安ヲ 偸マム トス ル短 見者 流ノ論 一一 シ テ" 

此 世界 ノ變 局-一 處シ、 帝國 百年 ノ 運命 ヲ 開拓 シ、 國家ノ 興隆 ヲ計ル 所以 ヲ解 セサル モノ ナ"。  ； 

最後に 第三 部の 「西 比 利 亞獨立 援助 ノ 形式 一一 依ル 出兵 ノ 現下 ノ 最良 策 タル 所以」 は、 この 際の 西 比利亞 出兵が、 3! 

兵 論の 目的 を 大部分 貫徹し うると 共に、 露國 民の 反感 を 一掃し、 出兵に 伴ふ危 險を豫 防し、 聯合 國の 要望 を 緩和す る. 一 

所以なる を說 いて、 次の 如く 記して ゐる。  ，： 

西 比利亞 -I 於ケ ル露 國人ヲ 糾合 シ テ、 純然 タル 自治 义 ハ 獨立ノ 政治 團體ヲ 机織セ シム ル爲、 帝國  一一^ テ 兵力 其ノ他 必要 ナ ル 援助； 

ヲ與 へ 、 西 比 利^ ヲ 以テ獨 逸勢 力 二 對抗 スルー 園體 ト爲ス ノ案ハ (一 ) 出兵 論ノ 目的 ノ 大部 ヲ達シ (二) 露國民 二 對シテ モ其ノ 反感； 

ヲ招 カス (三) 出兵 反對 論者 ノ 憂慮 ス ル 危虞 ヲ 除去 シ (四) 聯合 諸國ノ 要望-一 モ副フ 所以 ナリ。 今 其 理由 ヲ 略述 ス へ シ。  - 

一 、 出兵 論ノ 目的 大部 貫徹  ： 

( 一 ) 帝 國軍ノ 兵力 的 梭助ヲ 以テ、 西 比 利 isi  二 於ケル 露國民 ノ反獨 分子 ヲ 糾合 シ、 獨逸ノ 愧儡ト 推斷ス へ キ 理由 ァ ル 過激 淤 政府 

ト仝 然獨立 セル 擎固 ナル 政治 園體ヲ 組織 セ シ ヌハ、 獨 逸勢 カノ 西 比 利 亜 浸潤 ヲ防 遏シ、 爲-|東^^將來ノ危局ヲ防衞ス ルヲ得 

へ シ。 卽 チ帝國 自衞ノ 必要 ヲ充タ ス 所以 ナリ。  一 

(二) 反 獨露國 民 援護 ノ 形式- 1 於テ、 西 比 利 ^ 一一 出兵 スル ハ、 卽西比 利 亜 一一 於ケル 帝國ノ 武力 的 活動 一-依 リ、 遙-ー 聯合 軍-一勢 投ー 
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シ、 帝國カ 聯合 諸 國ト共 -ー 、 其ノ 可能 ノ範 圍內 -I 於テ對 獨抗爭 -ー 努力 スル 所以 ノ實 ヲ示ス モノ-丁 ンテ、 帝 國カ獨 逸 一一 對スル 

協同 大戰ー I 奮 勵スル コ. ト： N 表明 シ、 歐米人 ノ帝國 從來ノ 態度-一 關スル 疑念 ヲ 一掃 シ、 日英 米 連街ノ 基礎 ヲ策 固ナ ラシ ムル所 

以 ナリ。 

(三) 此 ノ如ク 帝國ノ 武力 ヲ以テ 積極的 行動 ヲ西比 利 亜 -ー 執リ、 獨逸 勢力 東漸 防 遏ノ實 鎮ヲ舉 クル ヲ得 ハ、 講和き 議- ー於ケ ル我 

發 言權ノ 基礎 ヲ癀 充ス ルー 一足 ラム。 殊- 一之 - 一依 リ テ露國 領土 上 -ー 直接 且現赏 -ー 帝國ノ 實カヲ 確立 スルヲ 得 ルカ 故-一、 露國領 

土處分 問題-一就 テ、 獨 逸- 1 封シ、 义 聯合 與國- ー對シ テ權威 アル 發言 權ヲ 把持 スルヲ 得 ヘシ。 

(四) 西 比 利 亜 獨立圈 體ヲ拖 護 シテ、 同地 露 國民及 新政」 肘ト帝 國トノ 親き 密接 ノ關 係ヲ確 シ、 各 要地-一 帝！： 軍ヲ 配備 シ、 且 

鐵道 管理 其他ノ 民政 -! 干舆 セル 西 比 利 亜 ノ赏權 ヲ我手 一一 收ム ルヲ 得へ ク、 獨逸ノ 經濟的 軍事的 陰謀 ヲ 一掃 シ得 ルノ ミナ ラス 

米國 ノ 經濟的 活動 -I 對抗 シテ、 帝國ノ  濟的 勢力 扶植 ヲ 容易 ナ ラシ ムルヲ 得 ヘシ。 殊-ー 帝國民 カ其ノ 資力 智識 及 性格 -ー 徵 シ 

到底 歐米 人ト同 一條 件 下-一 經濟的 勢力 扶植 ノ競爭 -ー堪 へ サ ルコト -ー 想到 セ ハ、 米 II  ノ西 比利亞 活動 對抗 策ハ、 我ノ 長所 タル 

武 カノ 活動 二 ヨリ、 我 國民ノ 短所 ヲ補 ヒ、 以 テ競爭 - 一打 滕タシ メサル へ 力 ラサル ヲ知ル へ シ。 

(五) 西 比 利 亜獨立 援護 ハ、 旣 -I 明. E ナル獨 逸 東漸 防遏ノ 一 實行 タル ヲ以. テ、 日 支 協同 防衞ノ 目的 ヲ達 シ、 兩國協 戮ノ赏 現ヲ促 

ス モノ タルカ 故 一一、 我對支 政策 ノ 進展 及 懸案 解決- 1 資スル 所 大ナル へ シ。 

(六) 直接 獨逸ト 交戰ス ルー ー非サ ルー I セョ、 兵 ヲ西比 利 fSj  一  I 動力 シ、 大ナ ル 責任 ヲ負フ 以上、 其ノ 人心 緊張 振興 -I 利ス ル 所亦鮮 

力 ラサル ヘシ。 

二、 露 國民ノ 反感 一 掃 

帝國 出兵-一伴 フ 第一 ノ 憂虞 ハ、 之 力 爲-ー 露 國民ノ 反感 ヲ挑 發シ、 之 ヲ驅テ 獨逸ー I 走 ラシ ム へ シトノ 對露關 係-一存 ス。 

然ル -I 此ノ策 ヲ執ラ ハ、 帝國ノ 出兵 力 仝 ク西比 利亞， 露國民 ノ獨立 援護 ノ爲 一一 シテ、 何等 領土 侵略 露國民 壓迫ノ 目的 ヲ有 セサル 

コ ト、 何人 モ 容易-一 感知 ス へ キヲ 以テ、 露 國民ノ 帝國ー li; ス ル 疑念 ヲ 一 歸シ、 其ノ K 感ヲ招 ク虞ヲ 除去 スル ヲ 得へ シ。 徒^^ハノ 


結果 カ反獨 政治 圑體ノ 糾合 擁立 ト ナルヲ 以テ、 一 面親獨 傾向 ヲ有ス ル露國 民、 殊 - 一 過激派 政府 -I 於テ ハ 反感 ヲ 惹起 ス へ キモ、 

憂フ ル- 一足 ラサル ハ 前述 ノ如 シ。 (西 比 利 亜 出兵 反對論 ノ辦妄 二、  ノ(  一  J 參照) 他面 却 テ獨逸 ノ烕壓  一 I 屈從セ ム トス ル露國 民 

ノ健仝 分. 子 ヲ激勵 反^ セシム ルノ效 ァリ。 寧 0 露 國民多 數ノ歡 迎スル 所ナル ヘシ ト信 ス。 而シテ 之 レ纏テ 米^ 政府 ノ 懸念 タル 

露國 民衆 一一 抗爭 スル ノ惧ヲ 除却 シ得ル 所以 ナリ。 

三、 帝國 出兵 - 一伴 フ危險 ノ豫防 

帝國 出兵 一一 伴フ第 ニノ 憂虞 ハ、 聯合 軍ノ 要請 -I 餘儀 ナクセ ラレ、 軍ヲ 遠ク歐 露近ク - 一進 メ サルヲ 得サル 一-至 リ、 勢ヒ大 軍ヲ動 

カス ノ耍 ァリ、 兵力 資力 ノ消 $i ^互 大ナ ルー 一至 ル ベ シ ト云フ 二 在リ。 且終 H 獨逸ノ 大軍及 其 ノ合セ ル露 國軍ト 對抗ス ルー 一至 ルへ 

キヲ 以テ、 闞運 ヲ賭セ サル へ 力 ラサル ノ危 險ト、 少クト モ國 カノ 大ナル 疲弊 ヲ來ス へ シ ト云フ  一 I 存ス。 然ル 一-帝 國ノ 出兵 ヲ SI 

比 利 亜獨立 援護 ノ 目的 範圍 -I 止メ ハ、 數箇 師國ノ 兵力 ヲ以テ 足リ、 且遠 ク歐露 -I 進軍ス ル ノ耍請ヲ鉢善ク拒0^:ス ル ヲ得 へ ク、 

大軍 遠征 ノ危 險ヲ 輕減ス ルヲ 得べ シ。 況ン ャ帝國 軍ハ獨 立露國 政府 ノ 後援者 トシ テ 後-一 控へ、 西方 進出 又 ハ 西部 西 比 利 fs^ 糾合 

ノ爲- 一 ハ、 露國獨 立軍ヲ 利用 ス ルヲ 得へ キ 一一 於テ ヲャ。 本案 力 純然 タル 西 比 利 亜 出兵-一 比シ安 仝且 有利 ナル 所以 ハ、 I::;- ー此ノ 

帝國軍 活動 範圍ノ 限定、 及 兵力 資力 ノ 限定-一 ヨリ、 國カ 疲弊 及 懸軍 遠征 ノ危險 ヲ豫防 シ得ル 點-ー 在リ。 

四、 聯合 諸國ノ 要望 緩和 

最近 六月 三日 英佛 伊三國 代表 ハ、 「ゲ H ル サイ ュ」 會議 -1 於テ、 再 ヒ帝國 軍ノ西 比利亞 出動 ヲ 希望 スル コトヲ 決議 シ、 之カ內 

協議 ヲ 在英 帝 國大 使-一 開始 シ、 覺書ヲ 提出 セル 力、 曩 一一 帝國 政府 ハ 聯合 諸 國 ノ 協議-一基 キ、 英國ノ 帝國軍 出動- 1 は 帝國 政府 卜 

意見 ノ 交換 ヲ 爲シ、 米國モ 亦其ノ 意見 ヲ 披瀝 セル n 際シ、 帝國 政府 ハ 聯合 諸 國ノ完 仝ナル 協調 ノ 下-一、 帝 國軍西 比 利 isi 出兵 ノ 

提議 アル -1 於 テハ、 誠意 之ヲ 考量 スル -I 躊躇 セサル べキ旨 言明 セル 行懸 上、 此ノ際 聯合 與 1: ノ此ノ 内 協議 ヲ拒 絕シ 得サル モノ 

ァリ。 愈 X 米國 ノ 同意 ァ ル 二 於 テハ、 終-一 帝國軍 ノ 出兵 ヲ 斷行 セサル ベ 力 ラサル ナル べシ。 然 ル 一一 道囘 ノ 提案 、ノ  、 出兵 ノ 目的 

範 圍ヲ擴 充シ、 出兵 ノ條件 トシ テ、 
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(一) 露國/ 領土 保 仝 尊重 ノ約  - 

(二) 露國 内政 -1 關シ孰 レノ黨 派 モ與ミ セサル コト ノ聲明 

(三) 敵ヲ シ テ 西部 戰線仝 力 集中 ノ策 ヲ飜サ シ ム ル 爲與國 派遣 軍隊 ヲ出來 得 ル丈ケ 西方 -! 進出 セシム ルコト 

ノ三ヲ 揭ケ、 帝國ノ 賛同 ヲ求 メ來 レリ。 

然ル -ー 前述 ノ如ク (前項 三、 帝國 出兵-一伴 フ 危險ノ 豫防參 照) 帝 國軍ノ 西 比 利 f5i 出兵- 1 伴フ危 險ハ、 前記 條件/ (三) 卽チ帝 M. 

軍 ノ歐露 -- 近ク 遠征 ヲ餘儀 ナクセ ラル ルコト -I 存ス。 去 リトテ 無？^  -ー  敵軍 牽制 聯合 軍ノ危 救助 ヲ 目的 ト ス ル此 ノ條件 ヲ拒禾 

シ 得サル 情誼 ァリ。 故 一一 軍略 上, 見地 ョ リ、 帝 國軍ノ 一  定 地域 以上 一一 進出 ノ、 ル ノ 不可能 ナル 所以 ヲ辦ス ルト 共-、 獨逸 勢力 東 

漸 敵軍 ノ 物資 利用 ヲ防 遏シ、 聯合 諸國ノ 利益 ヲ拖護 スルト 同時- 1、 露 國民中 ノ反獨 分子 ヲ 糾合 拨護 シ、 獨 逸-一尉 抗スル 勢力 ヲ 

露國内 一一 樹立. シ、 勢 ヒ^ 逸ノ 兵力 ヲ 牽制 ス ル - 一足 ルノ策 トシ テ、 西 比 利- 亞獨立 援護 ノ 意味 於ケル 帝國ノ 出兵 ヲ 提議 シ、 聯合 

國 ノ此ノ 要望 ヲ 緩和 ス ル コ ト、 最安 且機. S  -1 適ス ル モ ノト 思考 ス。 

且西比 利 亜獨立 援護 ノ爲ノ 出兵 干 涉ハ、 前記 條件 (一 ) ノ露國 領土 保仝ノ 趣旨-一 適シ、 乂政黨 政 派 一一 關係 ナク、 露國ヲ 獨逸ノ 

• 蠶蝕 ヨリ 防護 セム トス ル 國民ヲ 糾合 援助 スル モノ ナ ルカ 故 二、 國 内黨. 爭 一一 干 涉スル モノ-! 非ス。 從テ 前記 條件 二 1) ノ 趣旨-一 

背反 ス ル モノ-一  モ 非ス。 果シテ 然ラハ 本案 一一 基ク 出兵 ハ 、 大鉢 聯合 與國ノ 目的 一一 副ヒ、 其 ノ危險 ナル耍 望 ヲ綏和 シ得ル 安 仝 ノ 

策ナリ ト云フ べシ。 

六、 夫れ 兵 は 勢な り  ， 

當時 外相と しての 伯と、 在京 外國 使臣との 會談 は、 悉く 通譯を もって 行 はれ、 その 會見記 は 後に 記錄 されて ゐた。 

次に 揭げ るの は、 次揭 伊東の 手翰 中に ある、 伯と 英 大使 グリ ー ン との 會見記 である。 


伯 は外國 人との 會談 中、 突如と して 古典の 成句 を 引用す る 癖が あつたが、 この 英 大使との 會見 中に も 「夫 レ兵ハ 勢 

ナリ」 と 喝破して、 通譯 して ゐた永 井 松 三 を 齊窮 せしめた の は、 後に 外務省の 食堂での 笑話と なった。 

會見錄 に 據れば 七月 一 日の 會談の 要領 は 次の 通りであった。 

午後 四時 半、 外務大臣に 面會 の爲、 英國 大使 グリ！ ンが 訪問し 來り、 「本國 政府 ヨリ ノ來電 一一 ヨリ、 日本 政府 最近 

ノ囘答 一一 關シ、 珍 田 大使 r バ ルフォ ー ァ」 氏 間 一一 ナサ レ タル 談話 ノ 要概ヲ 承知 シ タルカ、 右 ハ果シ テ珍田 大使 ノ 外務 

大臣 二 電報 シ タル トコ „ -ト 同一 ナリヤ、 爲念 承知 セン 力 爲ニ來 レリ」 と 書って、 伯の 內示を 請うた ので、 伯 は 珍 田の 

來電 (Igl 四) によって その 大略 を 述べた。 すると 大使 は 一 々聽 取の 後、 出兵の 域 を 東部 西 比 利亞に 限れる 部分に 

關 する 珍 田 大使の 說明を 指 適して 次の 如き 質問 を發 した。 

右 東部 西 比利亞 二 限 リク ルハ 差 常 リノ 話 二 シ テ、 將來其 ヨリ 以西 一一 之 ヲ擴張 スルヲ 議スル ノ餘地 アル ャ 如何。 珍 田 子爵 ノ說明 -ー 

农レ ハ、 日本 國内 一一 ハ 日本 ノ 同盟 義務-一基 キ說 ヲ爲ス モノ ァリ。 因テ 日本 政府 一一 於テ 輿論 ヲ 考量 一一 入レ、 斯ル 限界 ヲ爲シ タル モ 

ノナ ラント アル トコ 口、 右ハ果 シテ然 ルャ。 

伯 はこれ に對 して、 次の 如く 答へ た。 

國内 一部 ノ 輿論 ハサ ルコ ト 乍ラ、 帝國 政府 ト シ テハ、 旣 -ー 海軍 カノ 援助 ヲ 地中海 方面 -ー 及ホシ ルカ 如ク、 可能 的 聯合 與國 ノ爲 

努力 貢 獻ヲ惜 マ サ ル覺悟 ヲ有シ 居ル次 笫ナ ルモ、 何分 二 モ 用兵 上 東部 西 比 利 fs| 以西 一一 進軍 ス ル ヲ豫約 ス ル ハ 不可能 タ ル ヨリ、 覺 

書記 載 通 リノ 決定-一達 シ タル モノ ナリ。 

英國 大使 は 同盟 義務の 範 圍に關 して 日本に 行 はるる 解釋 は、 バ ルフ オア 外相に 於いて は 是認し 居らざる ビ" を 述べ.、 
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尙 ほ帝國 政府が 派兵の 區域を 東部 西 比 利亞に 限った ことに 對し、 遣 憾の意 を 表しつつ #i ^話 を繼繽 して ゐ たが、 その 間 

に 伯 は 大要 左の 如き 趣旨の こと を英國 大使に 話した。 

聯合 與國 共同 ノ 目的 ノ爲- 一 努力 セ ン ハ、 參戰以 來帝國 政府 不變 ノ覺 悟- シテ、 海軍 カ拨 助ノ赏 例- 1 徵ス ル モ自ラ 明 ナリ。 陸-一 於 

テモ亦 然リ。 然リ ト雖モ 西方 派兵 ノ コト タル、 性質 上 之ヲ專 門 的 智識 ヲ以テ 判 斷セサ ルへ カラス。 専門家 一一 非ル モノ トシ テ、 自 

分モ 常識 上尙 西方-一 モ 及ホシ タク 思考 ス ル ハ 勿論 ナル モ、 遺憾 乍ラ 陸軍 ノ專門 家 ハ之ヲ 愼重考 究シ タル 後 不可能 ト 結論 セリ。 勿 

論 兵ハ勢 ナリ。 一 定 不動 ノ線ヲ 限界 ト シテ 劃シ、 武ヲ 進ムル 一一 此 境界 ヲ出テ スト 云 フカ 如キ ハ、 迂者 ノ言タ ルヲ免 レス C 其間ノ 

機微 ハ之 ヲ事實 緊切 ノ 場合 切迫 セ ル 際-一 於テ之 ヲ決ス へク、 今豫 メ之ヲ u  -I 上サル 、ヲ可 トス へ シ。 今 若シ强 テ之ヲ 明-一 セント 

セ ハ 専門家 ハ 責任 上 不確 實ノ嫌 アル 斷 一一 目ヲ 避ケ、 其 カノ 克ク スル トコ D ヲ以 テ答フ へ シ。 帝國 政府 ハ卽チ 責任 ノ觀念 I 一  驅ラ レ 

テ 其 用兵 ノ範 圍ハ 東部 西 比 利亜ノ ミナ ルコ トヲ囘 答 セサル ヲ得サ リシ ナリ。 其 他 二 理由 ナ シ。 此際 境界 論 ヲ深ク 論嚷セ ン ハ、 

偶々 之ヲ ナサ、 ル ノ 妙味 ヲ 閑却 セル ノ 嫌ァラ ン。 此 點英國 大使 一一 於テ篤 ト諒ト セン コトヲ 望ム。 上 叙 出兵 範圍ハ 招 對ナル コ ト ハ 

之ヲ 「バ ル フォア」 氏 一一 說明ス ル樣珍 田 大使 一一 訓令 濟ナ リ。 

ここにお いて 英國 大使 は、 伯が 反覆 敷衍した る 說示を 諒解した る ものの 如く、 「出兵 範圍ニ 關シ此 上 論議 ヲ重 ヌル 

ハ、 寧 U 得策 ナ ラサル へ シ C 自分 トシ テ ハ帝國 政府 力 海上-一 於テ 聯合 與國 ノ爲メ 一一  努力 ヲ惜 マサ リシ 力 如ク、 陸上 二 

於 テモ亦 必耍ノ 場合 一一 及ン テ同 樣ナラ ン コトヲ 切望 セサ ルヲ 得ス」 と 言って 話頭 を轉 じ、 尙ほ 左記の 二 點に關 して 伯 

の意昆 を 訊した。 

曩-ー 三月 十九 口 日本 政府 カ米國 政府へ 對シ 囘答ス ルャ、 日本 ハ米國 ヨリ 物質 上 並 精神 上 ノ馁助 ヲ仰カ ント 欲ス、 故-一 米 國-ー シ亍 

出兵 支持 ノ 決意 之ナキ 以上、 ロ本獨 リ之ヲ 敢行 ス ルノ意 ナシト アル 趣 -ー 領解 シ タリ。 米國 - ー於テ ハ爾來 其 態度 ヲ變ス ルコ トナク 

何等 ノ 援助 モ與 ヘラ レサ ル 次-第 ナ ルカ、 日本 政府 ハ米國 ヨリ 如何 ナル 援助 ヲ 期待 ス ルャ。 如何 ナル 援助 ヲ耍ス ルャ。 次-一 出兵 ノ 


要請 ハ 米 國カ他 三國ノ 提議 -ー 賛同 シ タ ル 場合 一-、 四國ノ 名-一お テ 日本 二 申 人 レ ラル 、ヲ 耍ス ルャ。 必シ モ其 形式 ヲ採ル ヲ 要セサ 

ル ャ。 

これに 對 する 伯の 答 辯 は 流る る 如くであった。 卽ち 曰く。 

米國 援助 ノ 程度 ハ 米 國參加 / 意氣込 如何 一- 關聯 ス。 仝幅ノ 援助 ナ ルカ 一部 ノ 援助 ナ ルカ 逆睹シ 難シ。 然レ トモ 帝國 政府 / 顧 念 ス 

ル トコ。 ハ之ー I 非ス シテ、 米國 政府 ノ 欣然 留保 ナキ 賛同 參加 ァリ ャ否ャ 一一 ァリ。 米 國カ其 決意 ヲ 表示 ス ル 一一 ァリ。 要 ゆ； g ノ 形式 亦 

然リ。 之 亦 第二 位ノ 問題 ニ屬 シ、 米 國カ三 國ト同 一 意見 ヲ抱ク 一一 至リ、 聯合 國間完 仝ナル 協調 成立 スルコ トコ ソ、 帝國 政府 カ最 

重視 スル トコ n ナレ。 今 囘英國 政府 一一 對 ス ル 囘答 モ 亦實 一一 此情神 一一 出ッ。 

これで 英國 大使 は 所要の 說明 を得盡 したる ものの 如く、  r 此上 ハ本國 政府 熟議 ノ 結果 ヲ知ル ヲ待ッ ョ リ外ナ シ， 一 と 

て辭し 去らん とした。 そこで 伯 は、 「日本 ノ 聯合 與 國ノ爲 ニ盡サ ントノ 熱 誡ナル 決意 アル 次第 ハ特 一一 之ヲ明 一一 シ 13 キ 

クシ」 との 希望 を 披瀝して、 その 日の 會見を 終った。 

七、 の 苦慮 

この 西 比利亞 出兵 問題 は、 外相と して 伯の 當 面した る 最大の 事件であった。 それ は國際 的に も國內 的に も、 波瀾 重 

疊 した。 伯 は 此の間に 處 して、 並々 ならぬ 苦心 を拂 つた ものである C 

その 當 時の 伯の 心境と 態度と を 物語る 重要なる 文 獻が殘 つ てゐ る。 

外相に 就任した 伯 は、 外交 調査 食の 幹事長であった C 外交 調査 會の 委員 中、 伯が 最も 懇意な 間柄で あつたの は 伊東 
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已代 治であった。 伯 は 外交 上の 重大 案件が 突發 する 毎に、 伊東と 相；^ W する こと を 忘れなかった。 

七月 一日 頃に おける 伯 は、 對 露干涉 問題の 前途 を 憂へ、 頗る 龃ハ 奮して ゐた。 伯が 如何に 與 奮して ゐ たかと いふ こと 

は、 當 時 伯と 間斷 なく 意見 を 交換して ゐた 伊東 巳 代 治の 手記が、 明確に この間の 事 情 を證據 立てて ゐる。 この 手記 は 

伯との 會談經 過 を 記載した もので、 伊東 は、 伯が その： HJg とすると ころの ものが 貫徹され ぬ 場合に おいて は、 潔く 挂 

冠す る 決意 を藏 する ものと 認め、 伯の 驀進 的 見解 を綏和 せん ものと 苦慮した 顚末を 明細に 誌し、 伯の 手許へ 寄贈した 

のであった。 その 全文 は 左の通り である。 

大正 七 年ヒ月 一 日 午前 八 時、 後藤 外相 ト 電話-一 テ 對談シ タリ。 前キ - 一英 佛 伊三國 政府 ノ 提議- 1 囘答シ タル 後、 其 趣旨 ハ 同時-一 米 

國 政府-一 モ 通牒 シ タル 箬 -I 付、 爾 來米國 政府 ノ 態度 果シテ 如何 ノ 傾向-一 ナ リ居ル 乎、 石 井 大使 ヨリ ノ報吿 -i 接シ居 ラル へ キヲ信 

シ之ヲ 外相-一 質シ タルー 一、 脚せ い， 軒 後) 米國ノ 態度 面白 カラス、 米 M ハ 出兵 ノ外他 一一 別段 ノ 方策 ヲ執ル モノ  、如ク 

推察 セ ラル、 ト ノ意ヲ 洩サレ タリ。 

. 外相 曰。 出兵 ノ 時機 ハ 正-一 今ノ 時-一お リ、 矢 ハ將ニ 弦ヲ離 レント スル 二 當リ、 逡巡ス へ キ-ー 非 スト。 意 氣頗ル 激昂、 袷 ント其 意 

ヲ解 スル能 ハス。 或ハ 出兵 問題 一一 關シ、 寺. S 首相 ト銜 突シ タル -ー ハ 非スャ ト思ハ レ タル 節 モア リ。 聊カ 外相 ノ爲 一一 憂慮 ス ルノ餘 

更 一一 午後 二 時 ヲ期シ 弊 宅-一 枉駕ヲ ゆ； i ヒ、 緩々 相 語 ラント 約 シ、 更 一一 親ク外 相眞意 ノ在ル 所ヲ閗 カント 欲シ、 來客ヲ 謝絕シ テ待受 

ケ タル-一、 期 一一 及ヒ 俄-一 差 支ァリ トテ斷 リ來リ タリ。 此夜 外相 ハ 外務省 ノ舊大 官ヲ濱 町ノ常 盤-一 招邀シ 自分 モ亦 同時 刻 二 ハ 

常 盤 ノ向フ ナル 彌生樓 一一 招 カレ 居リ、 十 時顷俱 一一 相携 へ テ歸ラ ント 欲シ、 出先 ヨリ^ 相 へ 送 ルへキ 手紙 ヲ認メ 、之ヲ 懐-一 シ出懸 

ン トシ テ 居ル虚 へ、 意外  一 I モ瓢然 トシ テ 外相 來 訪ァリ 。今朝 電話 ノ 趣旨 ヲ問ヒ タル-一、 西 比 利 isj  ノ 近況 二三 件、 並 滿洲國 境 一一 在 

ル 支那 兵力 竟-ー 我 陸軍 ノ來援 ヲ請フ - 一至 ル へ キノ 情勢 ハ、 旣 -I 劉崇傑 ヨリ モ內報 シ來リ 居リ、 到底 我 帝 國ハ此 際 出兵 ノ 策-一 出ッ 

ルノ外 ナク、 首相 ト ハ 猶未タ 熟議 ヲ遂 ケ居ラ サ ルモ、 大 一一 準備 ヲ 整へ テ之ヲ 提出 シ、 萬 ー聽カ レサ レハ本 野 ノ轍ヲ 追フノ 外ナシ 


i テ 事頗ル 切迫 セル モノ  、如 ク、 尙 仔細 二 其理. e ヲ閗カ ン 卜欲シ タルモ、 時旣 -I 四時 過 一一 ン テ緩語 ノ餘暇 ナク、 自分 モ篤ト 考慮 ス 

へ シトテ 分袂 シ タリ。 ffl! 午前 ノ 電話 一一 テ聞キ タル 所、 或ハ 寺. s 首相 一-提議 シ、 何歟 銜突ヲ 來シ、 燉 詰ヲ發 セラ レ タル 一一-非 スャト 

窃-ー 心配 シ居 リタ ル 一一、 寺. s 首相 ハ未タ 發議セ ス、 首相 ト 外相 トノ間 何等 銜突ノ 事 赏ナキ コ トヲ 確メ、 多少 安心 シタ ル モ、 今度 

提案 ノ 上 排斥 セラ ル 、力 如キ 事ァラ ハ、 本 野 前 外相 ノ颦- 一俊 フトノ 意 ヲ漏サ レ、 胸中 旣 一一 成竹ァ リテ、 最早 動力 ス へ 力 ラサル モ 

ノ  、如ク 二 察セ ラレ タル -! 因リ、 昨夜 彌生 ヨリ 歸宅 後モ、 前 _ ^ノ 外交 密電 類ヲ繙 讀シ、 深ク 沈考シ タルモ、 外相 ノ述へ ラレ タル 

力 如 ク差向 切迫 ノ 事情 湧出 シ タル -! 非ス。 恰好 外務省 ヨリ 一 封 接 到 披讀シ タル 一一、 種々 ノ 電報 中、 石 井 大使 發 一一 係 ル 電文 ァ リ" 

英佛 伊三國 政府 一一 答へ タル 趣 11ほ 一一 關ス ル米國 政府 ノ 所感 ヲ報吿 シ來リ タル モノ 一一  シテ、 米阈ハ 我囘签 一一！^ シ 仝幅ノ 謝意 ヲ表 スル 

ト共, 一、 過日 ノ巴 里ゥ エル サイ ュ 會 議ヲ輕 蔑シ、 英佛伊 三國ノ 周章 狼狠ヲ 冷笑 ス ル モノ  、如 ク、 而シ テ赏際 事 一-任 ス へ キハ貴 我 

兩國 (日米) ノ外ナ シト 放言 シ タリ。 而シ テ其 語氣中 一一 、 前來ノ 出兵 問題 -ー ハ毫モ 注意 ヲ拂ハ サル モノ  、如 シ。 米 II  ノ 態度 斯ノ 

如ク ナル、 英佛 伊三國 政府 ノ勸 誘モ竟 一一 失敗-一 終リ タルコ トハ 察スル 一一 難 カラス。 夫是ノ 事情 ヨリ、 外相 ハ先 ロマ テ ハ 多少 米^ 

ノ 同意 ヲ 期待 シ居 リタ ル 一一 拘 ハラス、 今ハ 之ヲ 斷念シ テ、 更-ー 前來 ノ行懸 一- 何等 關係 ナク ン テ、 別-一 出兵 ノ 手段 ヲ講 セント スル 

oooo〇o〇〇〇o〇〇〇o  〇o〇o〇〇〇〇〇〇〇o〇〇  o〇oo〇〇〇  〇o〇〇〇o〇〇〇〇〇  ooooooo 

ノ 意ナル コ トヲ 推察 セラ ル 、 モ、 事ノ 速成 ヲ求ム 一一 ,；|:4 ナル ョ リ、 計畫 周到 ナラ ス、 時機 未タ 熟セサ ル 一一 先チ、 輕卒 -I 提案 ス ル 

〇o〇oo〇  〇〇oo〇〇o〇o〇〇〇〇〇〇o  〇〇ooo〇〇〇〇 

力 如 キアラ ハ、 容易 ナ ラサル 結果 ヲ來ス へ キヲ 怖レ、 終夜 潜考 憂慮 シ タリ。 越へ テ 二月 二日、 午前 八 時、 電話 ヲ以テ 後藤 外相-一 

本日 中 -! 綏々 面 會ノ機 會ヲ與 ヘラ レタ シト 申送リ タル 一一 、 午後 二 時 此方 ョ リ 相伺フ モ 可、 亦 御來臨 ヲ待ッ モ可 ナリト 返答 シ來リ 

タル 二 因リ、 午後 ニ時是 ヨリ 參趨ス へキヲ 約シ、 期ヲ違 へ ス 往訪 シ タル 二、 樓上 東北 ノ 一  室 二 シテ四 望 開豁 ナル 淸凉ノ 書齋二 テ 

會見 セ ラレ タリ。 

昨朝 來 外相 ノ語 氣頗ル 激烈、 事情 モ亦赏 一一 切迫 セル モノ アル 力-一 察セ ラル、 願 クハ伏 藏ナク 胸臆 ヲ 吐露 セラ レン コト ヲ。 昨夜 來 

心配 ノ餘リ 推參シ タル 譯ナル 故 二、 一切 ノ 事情 ヲ 打明ケ ラレ タシ ト尋 タル-一、 

外相 曰。 前來ノ 出兵 問題 ノ 外-一 シ テ、 米國 ハ何歟 別-一計 畫 ヲ立ッ ル モノ ト察セ ラル、 而シ テ兩 三日 中-一 ハ其 消息 ノ報吿 -I 接ス ル 
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事ト 期待 シテ 居ル、 斯 カル 趨勢 ナ レ ハ、 我帝國 -I 於テ ハ、 主動的 方針 ヲ以テ 一 定ノ 行動 ヲ執ル へ ク畫策 ヲ立ッ ル ノ外 アル へ カラ 

ス、 而シ テ直  一一 . ^ヲ現 定ス ルト 否トハ 第二 問題-一 シテ、 前來ノ 出兵 問題 一一 關シ、 米國ヲ 重要視 シ タル 外交 上 ノ經路 一一 捕 ハレ スシ 

テ別 一一 主動的 畫：^ ヲ 立テ、 今 口 マテ 帝國カ 聲明シ タル 處ー I 牴 觸セサ ル範圍 -I 於テ、 勇往 直前 スル ハ、 今日 ヲ以テ 絕好ノ 機 會ナリ 

ト 信ス、 其 理由 トシ テ ハ、 

第 一 、 滞 潮 港- 1 於ケ ル勞兵 會トチ H ック軍 トノ銜 突ノ結 杲ハ、 愈々 同 港内 ノ不 秩序 ヲ來 シ、 是 ヨリ 益々 騷擾 ヲ招ク ヘシ。 尤 チェ 

ッ ク軍ノ 優勢 ハ 一 時 ノ變體 -I シテ、 素 ヨリ 永績ス へ キ 性質 ノ モノ  -I 非ス。 勞兵會 其 他 一 味ノ 儕輩 等ハ、 機- 1 應 シ復譽 ヲ圆ル へ 

ク、 是 ヨリ 雙方ノ 間 ノ爭鬪 ハ絕ル 間 ナク、 騒亂- 一次 ク- ー騷 亂ヲ以 テス ヘシ。 一 葷帶 水ノ我 帝國ト シ テハ、 殊 -I 獨乙 カ漸々 烕カ 

ヲ揮フ テ右ノ 一方 ヲ 後援 ス ルヲ知 リテ袖 手 傍 觀ス. ル ハ、 東洋 平和 ノ 重責 ヲ擔フ 帝國ノ 使命-一 背 タノ 譏ヲ免 カレ サル 事。 

第二、 「セメ  ノフ」 軍ハ 形勢 日 -ー 非 一一 シ テ、 今 ャ滿洲 ノ國境 外 僅 十 里ノ處 -I 追窮セ ラレ、 動 モス レ ハ 支那 ノ 領域 内 -I 逃入セ ン ト 

ス ルノ 悲境-一 陷リ居 レリ。 若シ 一 步ー I テモ 支那 ノ領 域内 一一 進入 セ ン乎、 素 ヨリ 武装解除 ノ 事免ル へ キ -I 非ス。 义追 擎ノ露 兵ト雖 

モ 勢-一 乘シテ 支那 ノ領 域內 -1 閭人 セン モ亦 知ルへ カラス。 孰レ モ 軍容 厳 肅ナラ サル 兵隊 ノ事ナ レハ、 如何 ナル 椿事 ヲ引 起シテ 

支那 兵ト銜 突シ、 砲火 ノ間 一一 見 ュルコ トナシ ト斷ス へ カラス。 現-一 支那 側 一一 テ顷 日專ラ 此事ヲ 憂慮 シ、 萬  一 ノ 不慮 -I き スル爲 

一一、 帝國 出兵 來援 ノ事ヲ 請求 セ ント、 劉崇傑 等モ頻 -I 唱道 シ居ル 樣子ナ レ ハ-- 不日 公然 提議 シ來ル モ亦 知ルへ カラス。 事玆 -I 

到リ テハ、 日 支 軍事 協約 ノ 表-一 於テ、 我 帝國ハ 支那 急需ヲ 拒絕ス ルコト 能 ハス。 當 然其需 -ー 應シ テ直 一一 出兵 スルノ 外ナキ 事。 

第三、 支那 國 境内  一一、 S 々勞 兵會 ヨリ 飛行機 ヲ飛ハ シ、 示威 的 動作 ヲ爲ス コト ァリ。 何故- 1 支那 兵 之ヲ射 擎セサ ルカ。 蓋 飛行機 

ヲ 擎ッノ 銃砲 一一 事 ヲ缺ク 故ナラ ン。 此事ハ 昨今 始メテ 我 陸軍 側 ヨリ 聞 ク所ニ シテ、 滿洲 一一 特派 シ アル 我 武官 等 一一、 飛行機 射擊 

ノ 銃砲 ヲ 何故 二 支那 兵 -I 貧 與セサ リシ カハ、 實 一一 迂遠 千 萬ト謂 ハサ ルへ カラス。 「セメ  ノフ」 二 野砲 ヲ給 與シ タル 時坏 ハ 、 之 

力 操 縱ヲ楝 習セシ ムル爲 二、 特 -I 人員 マテ モ货與 へ タル -I 非 スャ。 敞ノ 飛行機 力 自分 等ノ 頭上  一 I 飛行 ス 小. ヲ視 ナカラ、 何等 之 

t  /  i  -.  -  ^000  000000000000000000000 

-I 對シ 施ス ラク 今日 マ テ其鄣 吿スラ 怖 怠 スル杯 迁ノ極 ト評ス ルノ外 ナク、 鬼 モ角敵 ヨリ 支那 兵 -l對シ示1l^的舉動ヲ爲ス事 


ハ、 形勢 ノ日 一一 切迫 スル ヲ證 スルー I 足ル 事。 

右ノ外 往日 - 一 在 リテ獨 塽俘港 力 武装 ヲ爲セ ル コト、 是レ 一時 ノ 風說- 一過 キサ リシ モ、 今 口- 1 於テ旣 -I 顯然 タル 事赏 -I シテ、 復タ 

掩フへ 力 ラサル モノ ナリ、 加 ルー I 浦 潮 昨今 ノ騷亂 ハ、 素 ヨリ 對岸ノ 火事 視ス へ 力 ラサル モノ トス、 其 他 我 阈防上 ヨリ 觀察 セル 露 

國ノ 現狀、 其 他 西 比 利 亜 ノ现狀 -ー 付 テハ、 唯今 陸軍 參謀 本部 ヨリ 接手シ タル 別紙 二通 ノ 機密 文 甞ハ、 御 參考迄 一一 後刻 迄 一一 謄寫ノ 

上 御手 許- 1 呈送ス へ シ、 此 二通 ヲ閲讀 セラ レナ ハ、 如何 二 事情 力 切迫 シ居 ルカ ト洞 觀セ ラル 、- 一足 ルへ シ。 叙上ノ 形勢 ナル ヲ以 

テ、 我 帝 國ハ自 ラ進ン テ主働 的 態度 ヲ取ル へ キハ、 帝 國 自衞ノ 道 一一 於テ止 ムヲ得 サル所 トス、 义 此ノ自 衞策ノ 外、 更-ー 露 國民救 

f  1 1  *  -.  rr  '  '  '  .  .  .  ooooooooooooooooooo 

濟ノ事 ヲモ附 加 セサル へ カラス、 自衞ノ 事 ハ猶ー 二 箇月 猶豫 スルモ 可ナリ トシ テモ、 極東 露 領ノ不 秩序 - 一至 リテハ i" ト收 ス へ 

00000000  000000000000 

力 ラサル モノ ァリ、 之 ヲ救フ ハ實- 一目 下ノ急 要ナリ トス、 是レ西 比 利^所 在ノ 各地 方 露 民ハ、 顷日 來頻- 一日 本 出兵 ヲ歡迎 スルノ 

意 ヲ表シ 來リ、 勞兵 會ヲ除 クノ外 ハ悉ク 然リト 謂フモ 過言 一一 非ス、 現-一 數日 前- 1 ハ 「クル ペン スキ. I」 ヲ經. E シ テ帝國 出兵 ノ請 

願ヲ 爲シ來 レリ、 其 他 露 銀行 ノ 頭取 ハ 同ク、 救 濟ハ询 -1 有難 キ事 一一 相違 ナキ モ、 秩序 ノ 保護 力 根本 義テ アル、 义帝國 ノ爲ー I 自 

衞上 豫備ノ 手段 テ アル、 敵 ノ勢ー 1 乘シ テ 來襲セ サル 以前 ニ於テ 機先 ヲ制ス ルノ策 ヲ講ス ルハ、 帝國ト シ テ ハ 當然ノ 责務ナ リト、 

是ニ由 テ之ヲ 觀レハ 、「ザ バイ カル」 以東  一一 i! 察隊ヲ 派遣 スル トシ テモ、 一 口 モ早ク 著 手スル ヲ 得策 ト ス、 是ハ 聯合 國 一一 於テ モ素 

ヨリ 何等 異議 ノ存ス へキ害 ナシ、 是义自 衞策ノ 一端 ト稱 シテ可 ナリ、 乍 併此ノ 警察 隊 派遣 ノ爲- 一、 如何 ナル事 端 ヲ引起 サン モ亦 

逆 シメ計 ルへカ ラサル モ ノアレ ハ、 萬 一 -ー 應スへ キ 相當ノ 準備 ナカ ルへ カラス、 旣-ー 自衞！ ^タル 以上、 自 ラ進ン テ取ル へ キ 行動 

ナ ルカ 故-一、 他國二 協議 スルノ 要 ナシト 雖モ、 米 國-ー 對シテ ハ英國 ト同樣 交誼 ヲ重ン シ、 前 來ノ成 行 -ー 拘泥 セス、 別問題 ト シ テ 

米國 一一 提議 ス ル コ ト 得策 ナラ ント 思考 ス。 

右ハ 後藤 外相 ノ說 明大 耍 ナリ。 其 他餘談 トシ テ、 佛國 ヨリ 「チェック」 軍-一機 關銃百 門 山 砲 二十 門 一一 相 應ノ彈 藥ヲ取 揃へ 給與ノ 

事ヲ依 親シ來 リ居ル n ト、  米國 大使 (モリス 氏) ノ來談 中、 今度 浦 潮- 1 於テ勞 兵會ト チェック 軍ト銜 突ノ原 S  (Is  一 f 割 

"骸^.^ XI な) ハ、 浦 潮： 堆積 セ ル 軍器 類ヲ西 送シテ 「チ H ック」 軍ヲ 討伐 スルノ 用 一一 供 セン トシ タル ヨリ、 「チェック」 軍忽 
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チ 閗知 シ テ之ヲ 防遏シ タル-! 因ル 云々。  - 

义 昨日 英國 大使 外務省へ 來訪、 大臣 ハ面 會セサ リシ モ、 幣原 次官 代リテ 面接 シ タル -ー、 大使 來訪ノ 趣 as ハ、 表面 一一 於テ ハ 過日 偷 

敦 一一 於テ帝 國ノ囘 答-一 關シ、 珍 田 大使 ト英國 首相 並 外相 トノ  v^" 談 一一 付テ ハ、 孰 レ珍田 大使 ヨリ 詳細 ノ報 吿ァリ タルべ ケレ ハ、 帝 

國 政府 ハ 其會談 ノ顚末 ヲ詳悉 セラ レ タ ル 今日 一- 於テ、 果シ テ 如何 ナ ル 感想 ヲ懷カ ル 、 ャト開 力 ント 欲スル 二 在リ ト申述 タル モ、 

其 實區域 問題 一一 付帝國 HM 意 ノ存ス ル 所ヲ： 究 セント スルノ 目的 ナ リシ コト 判然 セリ。 區 域-一 付テ ハ絕對 的ナル ャ ト問ヒ タル 一一 因. 

リ、 豫約ス ルコト 能 ハサ ル ハ絕對 的 ナリト 答 へ (其 他 珍 田 大使 へ 訓令 シ タル 趣意 ヲ以テ 敷衍 シ タリ) タル -I 對シ、 仝然 失望 ノ意 

ヲ表ス ルカ ト思ヒ タル 二、 然ラ ハ 此事 ハ 中止 ノ外 ナント モ 斷言セ ス シテ、 却 ッテ尙 有望 ノ 意味 ヲ 漏シ、 米國 同意 ノ 場合 一一 於テ ハ 

協調 ノ結 杲ト 日本 帝國 政府  一一 €, 人ル、 -1 ハ 如何 ナル 形式 ヲ以 テスへ キ乎、 例へ ハ 共同 提議 ノ 形式 ヲ. 以テ スへキ 乎、 义ハ 別- 1 提議 

スル モ可 ナル乎 ト問ヒ タル 一一 因リ、 幣原 次官 ハ 共同 提議 トモ、 乂ハ 別個 獨立 提議 雙方 トモ 意-一介 シ居ラ ス、 唯 要 ハ帝國 力 聯合 國 

ト米^ トノ 協調 完成 シ タ ルヲ 知リ、 帝國カ 欣然 トシ テ 出兵シ タル 樣 ニナ ルコ ト 希望 スル 而已テ アル 云々 ト 答へ タル 由。 

八、 形勢 ー轉 

日本の 西 比利亞 出兵 は、 歐洲 における 聯合 諸國の 熱望であった にも 拘 はらす、 これ を障礙 して ゐ たの は、 米 國の反 

對 であった。 然るに 形勢 はー轉 した。 その 米國が 今度 は 逆に、 我れ にむ かって、 西 比利亞 共同 出兵 を 提議し 來 つたの 

である。  . 

何者が しかく 米國の 態度に 急 角度の 轉囘 をな さしめ たか。 西 比利亞 における チ ニック • ス 口 ー ヴ アツ ク 軍の 健氣な 

る 活躍が これで ある。 


由來 填匈國 內のチ " ッ ク 民族 は、 約 七百餘 萬、 スロ ー ヴァ ッ ク 民族 は 一 ー百餘 离、 總計九 百 五十 萬と 稱 せられた が、 . 

多年の 歷史と 宗教との 關係 上、 ハプ ス ブル グ 王家 は 全く：^ 等 を 同化す る こと 能 はす、 ：.！：^ 族 は機會 ある 毎に 壤 3. 政府 i 

に 反抗し、 爾來數 百年、 常に 一致の 態度 を 取り 來 つたので ある。 世界 大戰 開始 さるる や、 この 兩民族 は、 填匈國 政府 

の 下に、 聯合 國と 戰鬪 する を 潔し とせす、 或は 家族 を 擧げて 遠く 米、 佛に轉 住する もの あり、 或は 徵發 せられて 出征 一 

中、 露 軍に 降服す る もの あり、 かくて 大正 六 年の 頃に は 露 領內に 移住す る もの 二十 萬 人、 米國 に流寓 する もの 約 百 

人の 多數に 達した。 そのうち 露， 取に 投降して その 軍隊に 加 はり、 鋒 を 逆にして 獨填 軍に 對抗 し、 ウクライナ 方面で 交一 

戰 して ゐ たもの が 約 五 萬 人あった が、 赤色 革命の 結果、 露 西亞の 過激派が 戰線 部隊 を 解散す る や、 この チ， - ック. スー 

ヴァ ック 軍隊 は、 戰線を 撤退して ウクライナの キエフ 市に 駐屯して ゐた。 然るに 獨 露單獨 講和 條 約が 調印せられ 一 

て、 ウクライナ もまた 對獨 戰乖の 意向な きを 見る や、 兹に 彼等 は その 方面 を轉換 して、 西歐戰 場に 參 加す るの 決心 を 一 

爲し、 道 を 西 比 利亞に 取り、 浦 鹽斯德 港から 海路 佛國に 向 ふべ く 行動 を 開始した ので ある。 是れ より 先き 襖 匈 國を脫 

走して 聯合 國 または 中立 國に 走って ゐたチ -ック • ス n 1 ヴ アツ ク 民族 は、 同志 を 糾合して 國民 協會を 組織し、 マサ 一 

リック 博士 を總 裁と して 建國の 運動に 著 手し、 先づ佛 國に鎚 つて 熱心に 聯合 列強の 同情 を 喚起す るに 努めて ゐ たが、 一 

玆に 至って 佛國 政府 は、 レ ー 二 ン 政府に 對 して、 在露チ ェ ック • ス 口 ー ヴァ ック 軍の 爲 めに、 西 伯 利亞鐵 道を經 由し！ 

て 浦鹽に 出づる 行動の 自由 を 承認 せんこと を 求めて 其の 許諾 を 得た。 かくして チ . -ック • ス 口 ー ヴァ ッ ク軍 は、 大正 一 

七 年 四月の 初 句 キエフ 市から ペンザ 市に 移動し、 爱に 一部 武装 を 解き、 十 數梯圑 に 分って、 逐次 東行の 途に 就いた の 

である。 
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然るに レ ー 一一 ン 政府 は 彼等が 西 比 利亞を 通過して、 西歐戰 線に 轉 進す るの は、 獨逸 及び 過激派 軍に 取って 甚だ 不利 

な ことに 氣 付いた。 さう して 武裝 せる 獨噢俘 慮と 赤衛 軍と が、 共同して チ， - ック軍 を 途中に 支 阻し、 以て 彼等の 浦鹽 

集中 を防礙 しはじめ たので ある。 すると 浦 鹽に先 著して ゐた第 十七 梯圏 一 萬 五 千の チ ック • ス 口 ー ヴァ ッ ク軍 は、 

友軍が 途中に 支 阻せられ つつ あるの 報に 接する や、 之れ が 障礙を 除去 せんと 欲し、 イルク ー ック 以西に 停 屯して ゐた 

同胞 軍と 協力し、 最後 梯團 をして 無事 ペンザ を 撤退せ しむべく、 再び 西部 西 伯 利亞に 向って 行動 を 開始し はじめた の 

であった。 

此の間 マサ リンク 博士 は、 聯合 列强の 同情 を 得ん が爲 め、 巴 里から 米國に 渡航し、 最も 熱心に 遊說 努力して ゐ たの 

であるが、 米 國には 旣に百 萬を算 する チ H ック • ス 口 1- ヴァ ッ ク 民族が 流寓 して ゐ たので、 是等 民族の 哀 1:1?^ は、 大ぃ 

に米國 上下の 同情心 を 唆り、 且つ マサ リック 博士の 遊說 は、 遂に 大統領 ウィルソン を 動かして、 米國 政府の 態度 を 一 

變せ しむる に 至った ので ある。 

かくして 七月 八日、 米國 政府 は 突如、 日本に 對 して、 チ H ック .ス 口 ー ヴァ ック軍 救援の ため、 西 比利亞 共同 出兵 

を 提議し 来った ので ある。 その 次第 は、 石 井 大使の 報吿 によれば、 次の 通りであった。 

七月 六日 「ハウス」 大佐 ト 面会" ノ際、 「ハ ウス」 ヨリ、 西 比 利 亜 問題 -I 新 動機 起リ、 大統領 ハ 取 急 キ本使 ト會談 ヲ欲ス ルコ トト信 

ス ト 開キ、 急 二 華 盛 頓 一一 歸還セ ル 、 恰モ 國務卿 ヨリ 會見ヲ 求 メ來レ ル 一一 付、 七月 八日 朝 往訪 セ ルー 一同 官ハ、 r チ H ック. スロゲ 

アッタス」 力 西 比 利 亜 一一 於ケ ル 行動 ノ 機宜 ニ適シ タルコ ト驚ク へキ モノ ァリ、 彼等 ハ 到ル虚 過激派 ノ 權カヲ 倒シ、 一 園體ノ 成立 

ヲ見ル 毎-一、 直チ - 一之 ヲ 地方 有志 者 -ー 引渡 シ、 自ラ ー點ノ 私心 ナキコ トヲ證 明シ、 過激派 -ー 屬ス ル獨澳 人ノ 外、 努メ テ露國 人 二 

危害 ヲ 加へ サ ル樣心 掛ケ居 ル爲、 今 ャネ國 一一 於ケル 「チェック. ス 0 ゲ アッタス」 -I 對スル 同情 ハ 勢力 アル 國論ト ナリ、 此ノ 


際 r チ H ック -ス0 ゲ アッタス」 ヲ 見殺シ セサル コトハ 、人道 ノ命 スル所 ナルノ ミナ ラス、 國論ノ 要求 ス ル所 ナルヲ 以テ、 米國政 

府 ハ、 所謂 西 比 利 亜 干渉 間 題 一一 付テ ハ、 未タ其 決定 ヲ見ル ノ運ヒ 二 至 ラサル モ、 先 以テ大 至急 r チ H ック. スロゲ アツ クス」 救 

援ノ 方法 ヲ執 ラン トス。 彼等 ノ欲 スル ハ 兵器 彈藥ノ 供給 -ー アル 處、 右 ハ米國 ヨリ モ 供給 ス へキハ 勿論、 英國 - -於テ モ露^  ノ 勘定 

-- 於 テ米國 -_ 註文 セル 兵器 多量 ァリ、 之ヲ 補給 スル 積ナ ルモ、 右ハ何 レモ 時日 ヲ要ス ル-ー 付、 急場 ノ用 トシ テ、 此際 ロ本ョ リ供 

給 セラ レン コト ヲ 切望 ス 。 

之カ爲 日本 政府 ノ要ス へキ 費用 ハ、 米國 政府-一 於 テ分擔 差 支 ナシト 語リ、 次 一一 國務 卿、 ノ、 西 比 利 亜 干涉ノ 意味-一 ハァ ラサル モ、 

「チ H ック • ス n  I ゲ アツ ク」 ヲシ テ浦鹽 ヨリ 漸次 西部 西 比 利 亜 - 一進 ミ、 其ノ 同胞 ヲ救 濟セ シム ル爲、 浦鹽 -I 若干 ノ 守備隊 ヲ置ク 

必要 アル へ シ。 右- 1 關シ、 去 六 R 陸海 軍 卿、 軍令部 長 ト會議 ヲ遂ケ タル 處、 右赏 行-一 關シテ ハ、 露 國人ノ 思惑 一 1 顧ミ、 日米 同數 

ノ 陸軍 ヲ 送リ、 同時 -ー 軍隊 派遣 ノ 目的 ハ、 「チェック. ス 3 ゲ アツ ク」 救援-一 アル 力 故、 目的 達成 次第、 政事 的义 ハ 軍事的 -ー 、 露 

0  ノ 主權 ヲ 害スル コトナ クシ テ、 直 II 撤兵 ス ヘシ トノ 日米 宣 言 ヲ發ス ルヲ 得策 ト 思考 ス 0 

右- 1 付 日本 政府 ノ 同意 ヲ得 タル 場合-一 ，ノ、 米國ハ 目下 天津-一 在ル 守備隊-一、 若干 ヲ馬尼 刺 ヨリ 補足 シ、 二 個 聯隊 約 七千ノ 兵力 ヲ 

浦鹽 -I 派逍シ 得へ キ -ー 付、 日本 ヨリ モ同 數ノ 兵力 ヲ 派遣 セラ レン コトヲ 望ム。 尤米國 軍隊 ハ 防寒 ノ 準備 ナ キ爲、 被服 等 至急 米國 

ョ リ發 送シ、 横濱 長崎邊 一- テ 出先 軍隊 -ー 交付 スルコ トトナ ルへキ -I 付、 米國 軍隊 ノ 派遣 - 一 ハ 、 多少 時日 ヲ耍ス へ キー 一 ヨリ、 先以 

テ 日本 ヨリ 至急 軍隊 ヲ 派遣 サ レン コトヲ 希望 ス。 前記 宣言 タ 二 發セハ 日本軍 ノ先著 ハ、 露 國人ノ 感情 ヲ害ス ル コトナ カルへ シト 

, 語リ居 レリ。 

かくして チ H ック • ス C 1 ヴ アツ ク 民族の 獨 立建國 運動 は、 西 比利亞 出兵 問題の 形勢 を 一 轉 せしめた。 昨日まで、 

焦心 苦慮しつつ あった 伯 は、 如何に 心 を 躍らして、 この 電報 を讀ん だで あらう か。 しかし 事 は 重大で ある。 帝國 政府 

は 極めて 愼 重なる 態度 を 以て、 この 對策を 凝議した。 
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九、 廟議 決定 

伯の 意見 は 勿論、 米國の 提議に 應 じて、 出兵す べしと いふに あった。 のみなら す 更に 進んで、 浦鹽 にの み 限らす、 

更に 必要なる 地 點へも 出兵し なければ ならぬ とい ふ、 强 硬な 意見であった。 

當 時の 伯の 手記 は 次の 通りで ある。 

一、 チ エツ ク 救助 ノ爲 日米 兩國 共同 出兵 援助 ノ宜言 ヲ發ス ル事 一一 ハ黉同 ヲ表ス へ シ。 然ル 一一 之 ヲ浦鹽 一一 限局セ ン 

トス ルハ 策ヲ得 タルモ ノー 一  非ス。 日本 帝國 地位 其 他 ノ關係 上、 最早 今日 ノ現狀 一一 徴シ、 浦鹽ハ 勿論 兼而 不安 ヲ感 

シ 帝國ノ 出兵 掩護 ヲ 懇請 シ來ル モノ 一一 對シ、 浦鹽 以外 必要 ノ地 一一 軍隊 派遣 ノ急 要ヲ 認ム。 何 トナレ ハ 過激派 並獨 

填 俘虜 ヲ敵ト シ 戰鬪ス ルチ ェ ックヲ 援助 ス ル 日本 帝 國軍ァ ルヲ 知ル處 ヨリ、 過激派 並獨填 俘虜 ノ 日本人 一一 對抗ヲ 

喚起 スルノ 新 危險ヲ 增加ス へ キヲ以 テナ リ。 

首相 寺內 は、 米國の 提議に 接しても、 なほ 出兵 を躊隨 する の 色 を 見せた。 しかし 外相た る 伯が、 前揭 伊東の 手記に 

も 見る ごとき 熱烈なる 態度 を 以て、 出兵 論 を 唱道した ので、 結 25、 閣議 は 伯の 主張 を 容れ、 米國の 提議に 應 じて 出兵 

を斷 行す る 根本 方針 を 容認した。 さう して 七月 十五 日に は、 いよく 宮中 牡丹の 間にお いて、 元老 會議が 開かれる こ 

とに なった。 

七月 十五 日の 元老 會議 は、 重要なる 史的 價 爐 を 有する 會 合であった。 翌十 六日の 時事 新報 は、 同 會議を 次の ごとく 

報道して ゐる。 


—— 曾て 下. 乂 になった 出兵 問題 も 义頭を 擡げて、 漸く熱度を^？して來た。 十五 R 午前 十 時から せ" 中 牡丹の 間に 開かれた 元老 會議ー 

は、 抑 も 何 を 意味す る 物 か。 定刻 前 四十 分、 西阅寺 公ず-侯が. 自動車で フ n ック姿 を 東 車 寄に 現 はすと、 間もなく 後藤：？^ 相が 之 も 一 

フ 口 ッ ク 姿で 自動車 を 内閣の 玄關に 止める。 九時廿 五分 馬車 を驅 つた 奧 元帥の 厳めし い 軍服 姿が 坂 下 門 を 潜る。 (中略) そこ へ 一 - 

臺の 馬車が 近 衞師團 乾 門から 緩 かに 乘り つけた。 之れ ぞ 元老 會議の 首 腦山縣 公で、 珍ら しく も 軍服 姿で 厳めしい。 議 する 所 は 一 

何？ (中略) 午前 十 時 四十 分 先づ奧 元帥が 返 出した。 

今日の 會 議に關 して、 内閣の 下條 書記官 は 態々 記者 室を訪 ふて 「三 元老が 寄られた の は、 陛下の 御 召に よるので はない。 何 か 元 

老 方に 相談が あって、 便宜上 宮中に 集合 協議され るの-です」 との 御 斷りは 御念の 入った もの。 因に 大隈 侯の 不參は 仝く^ 氣 の爲； 

である。 かくて 首相 外務 兩相 を眞 先に 各 相 は 十二時 十分 散會 した。  一 

この 元老 會議の 席上に おいて、 伯 は 西 比利亞 出兵の 根本 方針に 就いての 帝國 政府の 態度に 就いて、 委曲に 互って 縷 I 

樓說 明した。 元老 會議 も、 大體 政府の 決意 を 是認した が、 但し 今囘の 出兵 は 我が 自衛 的 意味 全然 無しと 云 ふに は 非 ざ 一 

る も、 寧ろ 聯合 與國 援助の 範圍 を擴大 する 意味に 於いて 決行す る も であるから、 此の際 却って 我が 出兵に 對し、 與 

國の 誤解 を 招く が 如き こと 無き を 期せなければ ならぬ、 叉國 民に も 十分の 了解 を 求め、 少なくとも 外交 調查會 等に 於 

いて 異論な き 場合、 玆に 始めて 政府の 所信 を 決行す べしとの 注意が あつたと 傳へ られ る。  一 

績 いて 七月 十六、 七の 兩日 にわた つて、 外交 調 查會が 開催 せられた。 卽ち 十五 日の 元老 會議 において 說明、 諒解 を 

得た る 西 比利亞 出兵に 就いての 帝國 政府の 方針 並びに 對米囘 答案 及び 帝國の 出兵 宣言 案に 就いて、 意見の 交換 を 遂げ 一 

た。 伯が 當局 大臣と して その 說 明の 衝に當 つたこと は 勿論で ある。 傳 ふるところ によれば、 この 外交 調査 會 において 

政府 側が 「チェック 軍 を 完全に 援助す るに は、 ひとり 浦鹽 のみなら す、 他の 方面に も 或る 程度の 出兵の 必要 を認 むる； 

第三 章 寺 内 内閣 時代  九 一九  ； 


第 十一 節 西 比 利 亜 出兵  九 二 〇 

を 以て、 米國 政府に 對 して は、 協同 出兵 同意 を囘 答す ると 共に、 尙 その 末尾に、 チ H, ック軍 援助 方法に 關し、 帝國政 

府は 多少 見解 を 異にし、 更に 他の 方面に も 出兵の 必要 を 認め 居る ：il:n を 附言し、 この 旨 を通吿 すると 同時に、 直ちに 出 

兵實 行の 計畫 である」 と說 明した ところ、 极本 主義に 關 する 意見 は ほぼ 一 致した けれども、 手 繽に關 して 委員の 一 部 

から 異論が 出た。 その 主唱 者 は 政 友 會の原 敬であって、 「今囘 の 出兵 は、 帝國の 可能なる 範圍に 於て 與國の 救援 を 試 

みん とする ものであるから、 元老から も 註文が あった 通り、 帝國の 執るべき 行動に 對 する 與國の 了解 はこの 際 最も 緊 

急で ある。 故に 今日の 場合 は、 米國 から 挞議 のあった 範圍內 の 出兵に 止む るが よい」 と 主張した と傳 へられる。 然し 

政府 當局は 飽くまで も、 チ ック軍 援助の 完全 を 期す る爲 めに は、 それで は 駄目 だと カ說 し、 多少 議論の 沸騰 を 見た 

が、 結局 原 も、 浦鹽 以外の 方面に 出兵 を 要する とい ふ 點に關 して は、 政府の 所見 を 諒 とする に 至った。 一方 政府 側で 

も、 一 片の 通吿を 以て 提議の 範圍を 超えた る 出兵 を斷 行す るの は、 或は 將來に 禍根 を貽す 虞れ なきに あらす となし、 

玆に對 米 外交 手續を 更改す るに 決し、 斯 くして 兩 者の 間に 交讓 妥協の 成立 を 見、 滿場ー 致 右の 妥協案 を 是認した ので 

あると いふ。 

さう して その 結果 發 せられた のが、 第 十 一 項に 揭 ぐる 七月 十九 日の 對米囘 答で ある。 

一 〇、 文士との 淸談 

かう いふ 息詰まる やうな 國際 危局の 中心人物であった 伯 は、 その 忙中に 小閑 を 割いて、 一 插 話を當 時の 新聞に 提供 


それ は 七月 十五 日 文人墨客との 一夜の 歡會 である。 七月 十五 日と いへば、 それ は 上述の 如く、 宮中 牡丹の 間にお い 

て、 歷 史的な 元老 會議が 開かれた 日で ある。 その 元老 會議を 終へ て、 伯 は 午後 は 首相官邸に 於け る 臨時 閣議に 列席し、 

さう して 夜 は、 麻布 跑 穴の 滿鐵 社宅に おける 文士 招待 會で 過ごした のであった。 

しかも この 夜 は、 政友會 では 出兵 問題に 就いての 緊急 幹部 會が 開催 せられて ゐ たの だ。 然るに 問題の 焦點に 立つ 伯 

が、 悠々 として 文士 招待 會に 出席した とい ふ. 如何にも 閑日月 的な 態度が、 世の 注目 を惹 いたので ある。 この 席上で 伯 

は、 西 比利亞 出兵 問題の こと は 全く 忘れて しまった やうに、 相 馬 事件 懷舊談 を 試みた。 卽ち、 七月 十六 日の 時事 新報 

が、 次の ごとく 報じて ゐる。 

旣 報の 後藤 男 文士 招待 會は、 午後 六 時から 麻布 強 穴の 滿鐵 社宅で 開かれた。 雨 を 含んだ 涼しい 風が 暮 近い 木立 を 

靜 かに 渡る 頃、 眞 先に 乘 込んだ 自動車から は、 之れ は 叉 珍ら しく 思 はれる 有 島 生 馬 氏が、 令弟の 里 見 Et と 泉 鏡 花 

と共に 現 はれて 玄關に 立つ。 鑌 いて 長田秀 雄、 長 田 斡 *r 阿部次郎、 田 中 純、 和 辻 哲郞、 久米正 雄、 芥川龍之介 

の 諸氏が、 孰れ も 白地に 絡 羽織の 輕 装で 參 著して 時 を 待つ。 官郎 から 自動車 を驅 つた 後藤 男、 次いで 水野內 相、 

長 尾 中 管 局長、 靑嵐 宗匠 永 田警保 局長、 鶴 見 氏の 親戚で ある 三 井の 石 本惠吉 男が、 之 も 申合せた 様に 和服 姿で 來 

る。 是 等の 諸氏と 接待 役の 鶴 見 氏と 氏の 夫人 愛子と 後藤 男の 令息 一 藏 氏と を 加へ て、 庭に 面した 休憩室から 一 同 

食堂 y# つたの は 雨の 降り出した 七 時 過。 主人役 も來 客も嚴 しい 挨拨は 一 切拔 きにして 食事が 始まる。 永 田 局長 

の 俳句 論、 長 尾 半 平氏の 著書 「禁酒に 關 する 感想 一 から 水 野 氏が 大舉 時代 小說を 書いて 森 田 思 軒に 叱られた と 云 

ふ、 餘り 人の 知らぬ 吿白談 に 人々 の 耳 を 傾けさせ、 後藤 男の 相 馬 事件に 移って 主客 歡を盡 し、 散會 したの は 十一 
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時 を 過ぐ る 頃、 雨 を 吹く 風 は 冷たかった。 當夜 列席すべき 代議士 尾 崎敬義 氏と、 . 熱 海に 居る 有 島武郞 氏と、 伊香 

保に 保養 中の 德田 秋聲 氏と 片瀨に 居る 谷 崎 潤 一 郞 氏は缺 席した。 

一一、 對米囘 答 

閣議から 元老 會議 へ、 ：兀 老會議 から 更に 閣議へ、 閣議から 外交 調茶會 へと 數次 開かれた 重大 會合 によって、 廟議は 

つ ひに 決定した。 

七月 十七 日 次の 對米囘 答 を、 石 井 大使に 訓電した。 

岡務卿 談話 ノ 第一 點卽チ 、「チ H ック • ス n  ： リア ック」 軍  一 I 對ス ル 武器 供給 ノ件、 帝阈 政府 ハ米. 興 政府 ガ令 然我ト 听見ヲ 一一 ースル 

ヲ諒 悉シ、 欣快 一一 堪 ヘス。 右 武器 ハ旣 一一 本邦 積 出 ヲ了シ タリ。 . 

次 一-第二 點、 卽チ 「チェック • ス n ゲ アツ ク」 軍 救援 ノ 目的 ヲ 以テ、 日米 軍隊 ヲ浦鹽 一一 派遣 セ ム トス ル米國 政府 ノ 提議 一一 付テ ハ 

歐洲 聯合 國ノ 意嚮 ハ未タ 之 ヲ確ム ルノ機 余" ヲ得 スト 雖、 從來西 比 利 Is- 千涉 問題、 並 「チ H ック. ス D ゲ アツ ク」 軍 支援 問題 一一 關 

シ 、 聯合 諸國 政府 ノ 累次？ I 示 セ ル 意見 一一 徵 シ テ 推測 スル -I  、 聯合 諸阈 -I 於 テモ、 本件 提議 /  、H -義 一一 反 對ナキ コトト 思考 セ ラル、 

力 故 一一、 此ノ 諒解 -I 基キ (中略) 帝國 政府 ハ 右米國 政府 ノ 提議 中、 浦 潮 派兵 ノ事 一一 欣然 同意 ヲ表 シ、 之ト 同時 -ー 本 問題 -ー 關スル 

帝國 政府 ノ 地位 ヲ率度 -ー 宣明セ ム トス。 

一 1： 務卿 ハ 今囘 派遣 セラ ル へ キ 軍隊 ガロ米 同數ナ ル へキコ トヲ 提議 セラ レ、 米國 ハニケ 聯隊 ノ 兵力 ヲ浦 鹽-ー 汲遣ス へ キ 意向 ナ 

ル趣ヲ 以テ、 m 本ョ リ モ 同數ノ 兵力 ヲ 派遣 セ ム コ 卜 ヲ希 51- セラ レ タリ。 然レ卜 モ 日本 ノ 使用 ス へ キ兵數 -ー 關シ 制限 ヲ設ク ル コ ト 

ハ 、 恰 モ列國 -I 於テ 日本 ノ 野心 ヲ 疑ヒ、 之ヲ 掣肘 セ ム トス ルノ意 -ー 出テ タ ル カ如キ 誤解 ヲ 日本 國民 -ー 與フ へキコ 卜 必然 ノ勢 -I シ 

テ、 帝闽 政府 ハ 如何 一- 辦明 ヲ試ム ルモ、 此ノ誤 解 力 聯合^ 共同 ノ 目的 -I 貢 獻セム トス ル國 民ノ 熱誠 ヲ著 シク 冷却 セシ メ、 永ク物 


議ノ 因卜ナ リテ、 微妙 ナル阈 民 的 感觸- 一、 ：ば甚 ナル惡 影響 ヲ及ホ ス へ キヲ 憂慮 セサ ルヲ 得ス。 nlnl 米 其ノ他 聯合^ 则-ー 於テ、 本 

件 目的 ノ爲- 一 使用 ス へキ 兵力 ハ、 隨時 必要 -ー 應シ テ 決定 ス ルコト ヲ要ス へキ- 一依 リ、 帝國 政府 ハ差向 キ多數 ノ兵ヲ 派遺ス ル ノ意 

-I 非サ ルモ、 豫 メ之ヲ 制限 ス へ キ 性質ノ モノ  - ー非ス ト 思考 ス。 

. 二 帝國 政府 力 諸方 面 ヨリ 得 タル 情報 一一 徵スル -ー、 今ャ 「チェック. ス 。ゲ アツ ク」 軍-一 對抗 セム トス ル 過激派 軍 及獨！ ^、俘 # ジノ 

兵力 ハ、 侮ル へ 力 ラサル モノ ァリ。 「チェック • ス ロゲ アツ ク」 軍 ノ能ク 之 ニ堪へ テ、 永ク 現下 ノ地 步ヲ 維持 スル コトヲ 得へ キ 

ャ、 帝闕 政府 ノ 深甚 ナル 不安 ヲ抱ク 所 一一 シテ、 萬 一同 軍/ 不幸 一一 シ テ败蝴 フ、 ル 場合ハ 勿論、 假令勞 農 政府 及獨逸 政府 -ー シテ、 從 

來 ノ 態度 ヲ ー變シ 「チェック • ス n ヴ アツ ク」 軍-一 許ス 二、 武装 / 儘 西 歐戰場 一一 向フコ トヲ以 テス ル 場合 一一 於 テ モ 獨塽 勢力 ノ 西 

比 利 fSi 方面 一一 對 ス ル壓 迫ハ、 今後 益 激甚 ト ナル へ キヲ豫 想 スルノ 外 ナク、 其ノ 結果 卜 シテ、 聯合 諸國殊 一一 帝 國ハ、 地理 上ノ關 

係 ヨリ、 緊切 ナ ル 利益 - 一 最 重大 ナ ル 危險 ヲ感セ サルヲ 得ス。 隨テ 前記 r チ H ック • ス 0 ゲ アツ ク」 軍 支援 ノ 方針-一伴 ヒテ 發牛； ス 

へ キ 形勢 一一 因リ、 西 比 利^ 一一  出兵 セ シムル ノ 場合 ァ ル ヘシ。 以上 ノ 見地 - 一依 リ帝國 政府 ハ 速-一 米國 政莳ノ 提議  一 I 應諾ス ルノ 手段 

ヲ採ル へ シ 〇 

この 對米囘 答に は、 日米 兩國の 共同宣言に 就いて、 何等 言及す る處 がなかった。 それ は 外交 調查會 において 「日米 

各其ノ 立場 ヲ異 一一 シ、 且 派兵 ノ地點 形式 一一 於テモ 異ナル モノ アル 力 故 一一、 各自 單純 一一 適當ノ 形式 ヲ以 テ宜 言ヲ 發スル 

ヲ可 トス」 とい ふ 結論に 到達した からで ある C この結果、 伯 は 十八 日 午後 四時 十分、 宮中に 參內 して 內奏 を經た 上、 

左の 宣言 案 を米國 政府に 內 示すべく、 七月 十九 日、 石 井 大使に 苑 て電訓 した。 

帝國 政^ ハ露國 並 露^ 人民 一一 對 ス ル舊來 /隣 誰 ヲ重ン シ、 露國ノ 速-一 秩序 ヲ恢 復シ テ、 傭 仝 ナル發 達ヲ遂 ケムコ トヲ、 衷心 切 5*- 

シテ止 マサル 所ナリ C 然ル 一一 近時 露！！ ノ 政情 著シ ク混亂 一一 陷リ、 復タ 外迫ヲ 择禦ス ルノ カナ キー 一 乘ジ、 中 歐諸國 ハ 之 一一 應迫ヲ 加 

フル コ卜 愈々 シク、 其ノ 烕 壓遠ク 極東 露領 一一 浸漸 シテ、 現 一一 「チェック. ス D ヴ アツ ク」 軍ノ 東進 ヲ 吼碍 シ、 其 / 軍隊 中 -ー ハ 
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多數 ノ 獨难-俘ぉ：|^=^入 シ、 實 際-一 於 テ其ノ 指揮 權 ヲ掌搌 スルノ 事 顯然 タルモ ノア リ。 

f 「チェック. ス D ゲ アツ ク」 軍 ハ、 夙- 1 建 SIZ 宿志 ヲ抱 キ、 終始 « 合 列强ト 共同 對敵ス ル モノ ナ ルカ 故-一、 其ノ 安危 ノ養ル 

所延 テ輿國 -I 影響 ス ルコト gi シ トセ ス。 是レ 聯合 列强及 合衆國 政府 力 同 軍-一 對シ 多大 ノ 同情 ヲ 寄與ス ル 所以 ナリ。 今ャ 聯合 列強 

ハ同攀 力 西 比利亞 方面-一 於 テ獨埃 俘 虔ノ爲 著シク 迫害 ヲ被 ムルノ 報-一 接シ、 空シク 拱手 傍 親スル コト能 ハス。 業-一已-一 其ノ 兵員 

ヲ浦鹽 -I 派遣 シ タリ C 合 衆！： 政府 モ亦同 ク其ノ 危急 ヲ 認メ、 帝國 政府 -1 投議 シテ、 先ッ 速-一 救援 ノ 軍隊 ブ 派遣 セム コトヲ 以テセ 

リ。 是-ー 於 テ帝國 政府 ハ、 合 衆 s: 政府 ノ 提議- 1 應 シテ、 其ノ 友好- 1 酬ヒ、 且 聯合 列強- 1 對シ步 武ヲ齊 フシ テ履 信ノ 實ヲ舉 クル 爲 

-ー、 特-ー 帝國ノ 地位-一 顕 ミテ、 速-一軍 旅ヲ 整備 シ、 先 ッ之ヲ 浦 童- -發 t:.- シ、 更 -ー缓 急- 1 應シ西 比利亞 沿道 ノ 秩序 ヲ 維持 スルノ 目 

的ヲ 以テ、 臨機 軍隊 ヲ智 遣シ テ、 該 方面 一一 出動 セ シムル -I 決定 セリ。  • 

敍上ノ 措置 ヲ取ル 二方 リ、 帝國 政府 ハ 一 意 露 B« 及露國 人民 ト 恨久ノ 友好 關係ヲ 更新 セ ム コ トヲ 希岡ス ルヲ 以テ、 常-一同 國ノ 領土 

保仝ヲ 尊重 シ、 併セテ 其ノ國 内政 策-一 干渉 セサル ノ旣定 、王 義ヲ 明 スルト 共- 1、 所期 ノ 目的 ヲ建 成スル -ー 於テ ハ、 政治的 又ハ軍 

事 的 -I 其ノ、 王權ヲ 侵害 ス ル コト ナク、 速-一 撤兵 ス へ キコト ヲ玆- 一 {日； 首 ス。 

一 一 二、 ウイ ルゾンの 反對 

伯 はかくして 西 比利亞 出兵の 方向に 國內を 引 招って きた。 當初 難色の あった 寺內 首相 を說 得して 閣議 を 纏め、 次に 

元老 を 賛成せ しめ、 最後に 原の 異論 を讓 らしめ て、 外交 調 杏會の 歩調 を 揃へ、 かくして 日本の 出兵 宣言 案 は 出来 上つ 

た。 しかしながら 伯の 前に は、 最後に 突破し なければ ならない 今一 つの 大きな 障 礙が橫 はって ゐた。 それ は浦鹽 以外 

に 用兵 地域 を擴大 する ことと、 必要に 應 じて 兵力 を增大 する ことにつ き、 如何にして 米國 政府 を說 服すべき やの 問題 

であった。 


米國 大統領 ウィルソン は 徹頭徹尾、 對 露干涉 に反對 であった。 ただ 出兵に 黉 成した の は、 チ I ック軍 救援の ためで 

あった。 故に この 範圍を 越 ゆべき 危險 ある 出兵に は、 全然 反對 であった。 であるから 彼 は、 この 目的 を 明瞭に 宜言中 

に 記載 せんこと を 主張した るの みならす、 七 千の 兵に 限定し" 日本 も 亦 この 兵 數を越 ゆるな からん こと を 強調す ると 

共に、 日本軍が 浦鹽 より 遙か 西方に 進まん ことに 反對 した。 然るに 日本側に 於いて は、 單り チェ ツク .スロー ヴ アツ 

ク軍を 救援す るの みならす、 露領に 於け る獨立 自治 團體を 援助 せんとの 目的 を 有し、 且つ 從 つて 兵數に 於いて 遙 かに 

米國 提案に 越えて ゐ たの だ。 

然 らば 如何にして ウィルソン を說 得して、 日本 案に 妥協せ しむべき か。 

爱に 於いて 伯 は、 一方 駐米 石 井 大使 をして 米國 政府に 交涉 せし むる とともに 他方、 自ら 駐日 米國 大使 を說 得して、 

本國 政府 を 動かさし めんと した。 

當時 日本に 駐在して ゐ た米國 大使 n 1 ラ ンド. H ス • モリス は、 米國フ * ラデル フヰ ァの壯 年 辯護士 で、 四十 を 越 

したば かりの 働き盛りであった。 彼 は プリン スト ン大學 時代の ウィル ソ ンの 弟子の 一 人で、 犬の ウィル ソ ン黨 であり 

且つ ウィルソン 內 閣員 中に 多くの 友人 を 持って ゐた。 . 

彼 は 仕事師であった。 さう して ウィルソン 張りの 理論家であった。 

彼 は 伯 ひ內相 時代から 相 知って ゐた。 蓋し 伯 は モリス に 於いて 恰好の 相手 を發 見した ので ある。 

伯 は 直接 モリスに 會 見して、 非公式に 話 を 付け、 この 難 關を乘 り 越えようと 決心した。 さう して この 仕事の ために 

伯 は、 外務省の 役人 を 煩さないで、 筆者 を通譯 として 帶 同し、 夜半し ば 米國 大使館 を 訪れて モリスと 會談 した。 
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それ は 表面に は 一 度 も 出なかった。 しかし それだけに 隨分 互に 腹心 を披 いての 懇談であった。 

さて 伯が、 米國 大使の 來訪を 求めて 對米囘 答の 要領 を內 話す ると 共に、 宣言 案の し を 手交した の は、 二十 六日で 

あった。 富 日の 會見 內容は 左の 如くであった。 

大正 七 年 七月 二十 六日 午後 四時 米國 大使 ノ來 訪ヲ 求メ、 外務大臣 ヨリ 「チェック」 軍 援助 出兵 一一 關ス ル米國 政府 

ノ 申出 並 之 一一 對ス ル帝國 政府 ノ囘答 趣旨 ヲ內 報セ ラレ、 我 宣言 案寫ヲ 手交 セラ レ タリ。 右內報 一一 先チ、 大臣 ハ本 

件 力 政 客 ノ爲ニ 利用 セラ レ タル ヲ 遣憾ト ス ルノ意 並 外 間傳フ ル トコ n 正 鶴 ヲ得サ ル モノ アル ニッキ、 玆ニ 之ヲ內 

示 セント 欲スル 次第 一一 テ、 政府 ハ重ネ テ米國 政府 ヨリ ノ囘 示ァリ タル 後、 本件 顚未ヲ 公表 スル 所存 ナリ トノ 趣旨 

ヲ述へ ラレ、 大使 ノ問 一一 對シ テ、 大臣 ハ 同日 午前 十一 時 英佛伊 三 大使へ モ 內示シ タル 趣ヲ語 ラレ タリ。 

經 過內容 叙述 後、 大臣 ハ帝國 政府 出兵 ノ趣旨 ハ米國 ト軌ヲ 一 一一 シ、 全然 「チェック」 軍 援助 ノ爲ナ ル旨ヲ 覆說セ 

ラ レ、 之 二 加 フル 一一 日本 ハ 地理 上米 國ト 異リ、 利害 ヲ感ス ル コ ト 緊切 二 シテ、 最近 ノ 情報 一一 ョ レハ、 滿洲 里方 面 

敵軍 飛行機 ノ 活動、 浮虜 軍隊 ノ 組織的 敎練、 黑龍江 艦隊 中獨逸 坐礁 軍艦 士官 ノ 活躍 (之 一一 對シ テハ近 ク帝國 海軍 

ノ 一  部 警備 ノ任 一一 當ル ヘシ) 等、 警戒 ス へ キ モノ 少カ ラサル ヲ 知ル。 仍リテ 之 亦 考量 ノ 中二 置 カザルへ カラ スト 

語 ラル、 ァリ。 米國 大使 ハ自國 政府 ヨリ 概略 電報 ァリ タルモ、 詳細 ノ內示 ヲ受ケ タル ハ之ヲ 謝 スト テ、 別 用ノ談 

二人 リタ リ。 

次いで 七月 二十 八日の 午後 三時、 石 井 大使から、 日本の 出兵 宜言 案に 對 する 米 國 政府の 囘 答が 到 著した。 その 內容 

は 次の 通りであった。 


！  ^務卿 代理 ハ 日本 ノ宣言 案 二 言及 シ、 左 ノ三點 -ー付 日本 ノ 注意 ヲ喚起 シ タ キ ぼ、 希 5*- ヲ述 ベタリ。 

一 、 Also  to  act  in  harmony  with  allies  (且 聯合 列强 一一 對 シ步武 ヲ齊フ シテ： •  •) ナル 句ハ、 (中略) 御 承知 ノ通、 英 

佛 政府 ト米^ 政.： M トノ 意見 ハ著 シキ 懸隔 ァリテ 聯合 阐 一一  協調 一 致ヲ 見ザル モノ ナル- 一、 右 ノ如キ 一 句 ブ存ス ル -1 於テ ハ、 恰モ 

西 比 利 盟 干涉 問題-一 付、 國 一 致 行動 ス ルガ 如キ 誤解 ヲ招ク へク、 斯 ノ如キ ハ米國 政府 カ努メ テ避ケ ント欲 スル所 ナリ。 就テハ 

一 致ノ 程度 ハ 今囘 ノ浦鹽 派兵 一-止 マル コトヲ 明 力 二 ス ル 爲メ、 右 ノ終リ  一一 in  this  extsdition  (今！：  ノ 出征 -- ツキ) ナル 三 字 

ヲ附加 セ ラレ タシ。 

二、  Having  regard  at  the  Same  time  to  the  special  position  of  Japan  (特 二 帝國ノ 地位 二 ミ テ  ) ナル 一句 ニ付テ 

ハ 米闕 政府 ハ夙 二日 本ノ 東亜 於ケ ル 地位 ヲ 認識 シ、 石井ラ ン シ ンゲ 協約 二 於 テ明カ 一一 之ヲ 文書  一一 ハス ヲ辭セ ザ リシ/ミナ ラ 

ズ、 右 協約 ノ 成立 ハ現 政府 ノ 誇リト スル所 ナルヲ 以テ、 右ノ 一  句ノ 意義 一一 付亳モ 異存 アル 次第-一 ァラ ザルモ 此 一句 ヲ存ス ル爲 

メ、 恰モ 大統領が 懸念 ス ル露 國人ノ 感想 -I 惡 影響 ヲ與 ヘント スル モノー ーァ ラズャ トノ 印象 ヲ與フ ル虞 アル 一一 付、 此 見地 - 一依 リ、 

右 ノー  句ヲ 削除 セ ラル、 方然ル ベント 思考 ス 。 

三、 If  called  for  by  furtlier  exigencies  of  situation 以下 Siberian  Railway 迄 (更 一一 緩急 二 應シ西 比 利 Is- 沿道 ノ 秩序 ヲ維 

持スル 目的 ヲ以テ 臨機 軍隊 ヲ^ 遣シ テ該 方面 -ー 出動 セシ ムル 一一 決定 セリ) ハ往電 第 四 〇〇號 記載 ノ 理由 一一 依リ 削除 セラ レン コト 

ヲ 望ム。  . 

これ は 出兵 宜言 案に 關 する 米 國の 抗議であった。 しかし それよりも 重大な の は、 兵数と 用兵 地域の 問題であった。 

故に 伯 はこの 米國 よりの 正式 囘 答の 來る 前に 兩 三次、 モリス 大使 を 訪れ、 ウィルソン 提案の 日米 軍 同 數七千 說の不 十 

分なる こと を說 明し、 浦鹽 より 以西、 數百哩 の 東 支鐵道 沿線 警備の 業 は、 かかる 寡兵 を もってして は 到底 不可能なる 

こと を 反覆 縷述 し、 兵 數の增 加と、 用兵 地域の 擴大に 同意 せんこと を 求めた のであった。 
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第 十一 節 西 比 利！ 出兵  九 二八 

しかるに 月末に 至り、 或る 夜 モリス 大使が、 筆者の 來訪を 求めて 來 たので 急訪 すると、 彼 は、 

一 「後藤 男の 御意 見 を 詳細 本國 政府に 通電 しました ところ、 只今 その 返事が 參 りました。 重要 且つ 緊急で あると 思 ひま 

すから、 貴君から 早速 男爵に 御 傳達を 願 ひます。 ウィルソン 大統領 は、 兵數增 加の 件に は、 どうしても 黉成 致し ませ 

ん。 若し 日本が この 兵數 では 不可能と ならば、 米國 として は 西 比利亞 出兵 を 見合す より 外 はない、 と 申して 參り まし 

た。』 

と 言った。 筆者 はすぐ 外相 官邸に 引返して、 右の 趣き を 伯に 傳 へた。 

その 時の 伯の 顏を、 筆者 は 今日 も はっきりと 眼前に 思 ひ 浮べ る。 

白皙な 顔に、 鼻眼鏡、 半白の 鬆 の 伯 は、 じっと 默 つて 筆者の 顔 を 見詰めた。 悲痛な 失望の 色が 顏 一面に 漂って ゐ た。 

『ゥ ン、 さう か。』 

ただ それだけであった。 

1 身 を 賭して 折角 ここまで 國論 を引摺 つての、 とどの 揚句が 米國 大統領の 反對 である。 

萬 事 休す る 力 

伯 は 悲痛 胸に 寒がった であらう。 新 外相の 第 一 歩が、 兹に 一 大 蹉跌に 出會 つたの だ。 

この 米國 政府の 囘答 は、 まもなく 正式に 裔 された。 その 要旨 は 次の 通りであった。 

多數ノ 乒カヲ 派遣 ス ル ハ、 露 國人ヲ シテ、 西 比利亞 一一 對ス ル 兵力 干 涉ナル 誤解 ヲ抱カ シムル 二 至ルへ ク、 如此ハ 

米國ノ 本旨 一一 非 サルヲ 以テ、 日本 カ强テ 多數ノ 軍隊 ヲ 派遣 セント スルー 一 於 テハ、 米國ハ 本件 ヨリ 脫退 シテ、 無關 


係 ノ狀態 一一 立ッ へ シ。 米國 ヨリ 七千ノ 軍隊 ヲ、 英國 ヨリ 約 三千 五 百、 伊太利 ヨリ 二 千、 佛國 ヨリ 三百 ヲ 派遣 ス ル 

トシ テ、 日本 ヨリ 一 萬 乃至 一 萬 一 一千 ヲ 超へ サ ル 軍隊 ヲ途ラ ハ、 合計 一 一 萬 五 千 以下 一一 シテ、 「チェック」 側ノ 希望 

-I 依 ルモ之 一一 テ足ル へ ク、 露 國人ヲ シテ 誤解 ヲ モ生セ シ メサル ヘシ。 且又 米國ハ 日本軍 隊ノ 指揮 權ヲ 認ム ルノ外 

日本 派遣 兵 カノ 米 國兵ノ 二倍 一一 近 キコト 一一 テ、 日本 國民ノ 諒解 ハ得 ラル へ シ。 故 一一 第二 囘ノ送 兵 一一 關シテ ハ、 此 

際 論及 セサ ルコト トシ、 必要 起リ タル 場合、 新 問題 トシ テ議ス ルコト トシ 度シ。 

右の 米國囘 答に おいて 日本の 兵力 を 一 萬 二 千と 限定した の は、 我が 帝 國の戰 略單位 は師圑 であり、 强ひ てこれ を 縮 

小しても、 混成 旅團 以下の 兵數を 派遣す る こと は 我が 軍制の 許さざる 所で ある。 米國は 縦し 七 千の 兵數を W 限しても、 

我れ は 建 制 上 一 萬 二 千 を 下る ことができぬ。 若し 米國が 之れ を 肯んぜ なければ、 我れ は 寧ろ 出兵せ ざるに 若 かすと い 

ふ、 強硬なる 日本の 意見に、 米 國が讓 つた 結果であった。 

さて モリス 大使から、 米 國の囘 答を齎 した 翌朝 早く、 筆者 は 伯に 呼ばれて、 官邸に 出かけて 行った。 

奥の 一間に 居た 伯 は、 昨 n と は 打って 變 つた 上機嫌であった。 生きく とした 表情 を もって、 ：兀氣 よくいった。. 

ォヴェ クチ I 'フ 

『客觀 的に 物 を 見る のが 俺の やり方 だからな。』 

と、 にっこりして、 

『米國 の 大統領が 反對 なら、 それでも よい。 さう いふ 風に 物 を 運ぶ ことにする。』 

と 言った。 それから 筆者 は 伯の 內意 を、 非公式に モリス 大使に 告げる ことの 命 を 受けた。 さう して 伯 は、 國內の 意見 

をもう 一 度纒 めて、 ウィルソン の條 件で 西 比利亞 出兵 を斷 行す る ことに 決心した ので ある。 
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第 十一 節 西 比 利 亜 出兵  九 三 〇 

ニニ、 出 兵 宣 言 

米 國の囘 答に 接した る 伯 は、 直ちに 寺內 首相と 協議し、 三十日 特に 小 田 原に 赴き、 古稀 庵に 元老 山縣を 訪問し、 囘 

答對 策に 就き 打合せ を 遂げ、 三十 一 日の 閣議に 臨んだ。 翌 八月 一 日 も 亦 臨時 閣議が 開かれ、 閣議 半ばに して 伯 は參內 

した。 而 して 同日 午後 三時から 外交 調 查會が 開かれた。  * 

この 日永 田 町 首相官邸に 召集され た 外交 調査 會には 宵 相、 外相、 陸海 軍； 刚相、 平 田、 伊東、 牧野、 原、 犬 養の 各委 

員、 幣原、 山 田、 栃內、 兒 玉の 各 幹事が 悉く 參 集し、 午後 三時より 同 五 時半まで 凝議した。 さう してつ ひに 米 國の囘 

答に 盛られた る 希望 を 容れ、 宣言 原案に 三點の 修正 を 加 ふること を 決定した ので ある。 さう して、 兵力お よび 地域に 

ついても、 米 國の囘 答に 同意 を 表する も、 「浦 鹽 方面 以外 一一 出兵 シ、 且 形勢 ノ發展 一一 伴ヒ、 增援ノ 必要 アルへ キヲ豫 

想ス ル」 旨 を 附言す る ことにな つたので ある。 

かくして 政府 は 二日 午後 六 時 官報 號外を 以て 「出兵 宜言」 を發 表した。 發 表された る 出兵 宣言に は、 米國の 希望 を 

容れ、 前掲の {ー且 言 案のう ち 左の 如く 三點が 修正され てあつた。 

出 兵 宣  一一 m 

(—— 前撝 宣言 案-一同 ジ) 是 一一 於 テ帝國 政府 ハ 合衆國 政府 ノ 提議  一 I 應 シ テ 其 ノ. 友好 -I 酬ヒ且 今次 ノ 派兵 一一 於 テ (以上 A 字 描 人) 聯合 列强 

-ー對 シ步武 ヲ齊フ シ テ 履信ノ 實ヲ舉 クル 爲-- 特 -I 帝國ノ 地位-一顧 ミ テ 速-一 (以上 十三 字 削除) 軍旅 ヲ 整備 シ先ッ 之 ヲ浦鹽 -I 發遣セ ン 

卜 ス (續 ノ^ 分ハ 原案 一一 於テ ハ ？發遣 シ更ニ 緩急 二 應シ西 比利亞 沿道 ノ 秩序 ヲ 維持ス ル ノ  g 的 ヲ以テ 臨機 軍嫁ヲ If 遣 シテ該 方面 二 出動 セシ ムル 二 決定 セリ i ト アル 


ヲ 除 ス ) 

こ の 帝國の 出兵 宣言 は 全く 米國を 出し 拔 いた 形であった。 米國の 宣言 は 漸く 八月 四日に 至って、 國務卿 代理から 左 

の 如く 發 表された のであった。 

合衆國 政府 ノ 判斷 -11 仝 時局 一一 對シ再 三 -舟 四最 モ 慎重 ナル 考慮 ブ廻シ タル 後 到達 シ タル 判斷 11- - 一依 レ ハ、 露西亞 -I 對スル 武力 

的 干 涉ハ、 現 時同國 ノ悲ム へ キ 混亂ヲ 囘復ス ル コ ト無 クシ テ、 却 テ更- 一 其ノ混 亂ヲ^ 加シ、 同國 ヲ其ノ 困難 ヨリ 救出 ス ル コ ト無 

クシ テ、 却 テ之ヲ 損傷 スルノ 結果 ヲ齋ス ヘシ。 

從來屢^^議セラ レ タルカ 如キ 武力 的 千 涉ハ、 假令 東方 ヨリ 獨逸 -I 攻擎 ヲ行ハ ン トス ル 眼前 ノ 目的- 1 ハ有 效ナリ トス ルモ、 合衆^ 

政府 ノ判 斷- 一依 レ ハ、 右 武力干渉 ナル モノ ハ、 露國 救濟ノ 手段 タル ヨリ モ、 却テ單 -I 露國ヲ 利用 スルノ 結果 一一 終 ルノ恐 レア リ。 

露國 人ハ、 假令之 一一 ヨリ テ 何等 カ利ス ル コ ト ァリト ス ルモ、 少ク トモ 現今 ノ慘憎 タル 狀態 ヨリ 至急 救濟 セラ ル ル ノ利 益ヲ 享受 ス 

ルヲ 得サル ヘシ。 露國ノ 物資 ハ外國 軍隊 ヲ 維持 ス ル爲メ 一一  消耗 セ ラレ、 決シテ 彼等 自身 ノ窮 狀ヲ囘 復シ、 义 ハ其ノ 男女 兒童 -I 機 

食ヲ 供給 ス ル 二足 ラサル ヘシ。  -  . 

吾人 ハ 目下、 西方 戰 場- 1 於テ 滕利ヲ 獲得 セ ントノ 目的 —— 決定的-一 シテ且 自信 アル 目的 —— ノ爲 -I 吾人 ノ 全力 ヲ 傾注 シッ ッ アル 

ヲ 以テ、 合 衆國政 _ ^ハ、 此際 吾人 ノ 勢力 ヲ 分割 分散 ス ルカ 如キ 、ノ . 最モ 不得策 ナリト 斷ス。 故 一一 現 時局 一- 關ス ル米國 政府 ノ觀測 

一一 依 レハ、 武力 的 行動 ハ、 武装 セ ル獨澳 俘虜 ヨリ 攻擎 ヲ受ケ ッッ アル 「チェック • ス Q バック」 軍 一一、 出 來得ル 限 リノ 保護 ト救 

援ト ヲ與 へ 、 X 自治， ズ ハ 自已 防衞ノ 努力 ヲ强 固ナラ シ ムル爲 二、 露國人 自身 -ー 於テ、 浦 鹽斯德 「ムルマンスク」 乂ハ r ァ ル ハ ン 

ゲル」 方面 ヨリ 援助 ヲ受 クル ヲ 甘諾 ス ル 範園 -ー 於テ ノミ、 之ヲ 認用ス へキ モノ ナリ。 

現下 -ー 於ケ ル米國 用兵 ノ唯 一 目的 ハ 、. 後日 露國 軍隊 -I 必要 ナル へ. * 軍需品 貯蔵 ヲ護衞 スルト 共-一、 露國 人力！^ 束シ テ自衞 手段 ヲ 

取ル  一 I 當リ、 其 甘受 ス へ キ針巾 助 ヲ與フ ルー 一 在リ。 而シ テ米國 政府 力 「ムルマンスク」 及 r ァ I " ン ゲル」 附近- 1 於テ. 英佛兩 1： 
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政府 ト 協力 作動 シッッ アル、 亦實 -I 右ノ 目的-一外 ナ ラス。  . 

目下 西 伯 利 fs- 一-於 テ、 叙 上ノ穩 妥ナル 目的 ヲ 達成 ス ル爲、 充分 ナル、 m 隊ヲ 使用 シ得ル モノ、 獨リ 日米 雨^ アル ノミ。 仍テ 米國政 

府 ハ 、 日本 政府 一一 提議 スル -1 、 兩國各 數千ノ 軍隊 ヲ浦鹽 一一 派遣 シ、 一 體 ト爲リ テ 同地 ヲ 占領シ 且ッ 目下 西 進中ナ ル r チ H ック • 

スロ バック」 軍ノ 背後 地方 ヲ、 能 フ限リ 警護 セ ムコ トヲ以 テス ルャ、 E 本 政府 ハ 此 行動 ヲ執ル 一一 同意 セリ。 

米國 政府 ハ、 如上 ノ 行動 ヲ執ル -I 常リ、 亳モ 露國ノ 政治的、 王權ヲ 侵犯 ス ル意 W 、わ ナク、 縱 今已ム ヲ得ス 占領 ス ル -I 至レル 一定 地域 

内 二 於ケル 地方 的 事件 タリ トモ、 4- 然其ノ 内政-一 干渉 スルノ 念 ナク、 且現 4^ 及 將來ー 1 lesl リ、 更-ー 其 領土 保 令； ヲ 損傷 ス ル意ナ キノ 

ミナ ラ ス、 却 テ露國 人民 力、 奮然 努力、 以テ 自家 ノ 事業 卜、 自家 ノ 領土 及 自家 ノ？ ^命-一 對スル 支配 植ブ 囘復セ ン トス ル 二 常リ、 

露國 民自ラ 受諾 シ得 可キ 援助 ヲ與フ ル ヲ以テ 唯一 ノ 目的 ト爲ス モノ ナル ヲ、 公然 且厳肅  一 I 露國民 -I 對シ 宣明セ ント 欲ス。 

思フ  一一 E 本 政府 モ亦 同樣ノ 保障 ヲ發ス 可シ。 合衆國 政府 ノ企 畫ト 目的 トハ 英、 佛、 伊三國 政府-一 通牒 シ タルカ、 右三 國 政府 ハ主： 

義 -1 於テ 之-一同 意ナル 1M、 國務^  一 I 照 覆 セリ。 然 リ卜雖 合衆國 政府 力、 此 重大 事件  一 I 關シ 到達 シ タル 結論 ハ、 何等 吾人 ト 共同 戰 

鬪 -I 從事ス ル 諸政 府ノ 行動 ヲ 制限 シ、 若ク ハ其ノ 任意 ノ判斷 -I 干涉セ ン トス ル モノ  二 非ス。 

ホ機會 アル 毎-一、 各種 ノ 方面 一一 於テ、 多少 組織的 方法 一一 依リ、 西 比 利- 亞 人民 ノ 緊要 ナル 需要 ヲ充サ ンカ 爲メ、 有；^ ナル 報道 ヲ 

播 布シ、 1 ッ溫健 ナル敎 育 的 援助 ヲ舆 フル 最良 方策 ヲ 施設 スル -1 慣レ タル 商人、 農事 専門家、 勞働 顧問、 赤十字 代表者 及 基督 敎 

靑年會 代表者 ヨリ 成ル 一 固ノ 委員 プ、 最近 ノ機會 一一 於 テ西比 利 roj  -I 淤遣セ ンコ トハ、 亦 合 衆國政 麻ノ企 圖ス ル トコ。 ナリ、 此計 

畫 ノ 遂行 ハ 「チェック • ス n バック」 -I . 對スル 軍事的 援助 一一 隨伴 ス可キ モノ  -ー  シテ、 之ヲ 妨碍 ス可キ モノー 一  アラス。 聯合 與國& 

府カ、 苟モ必 嬰 又 ハ 可能 ナ ル 場合-一 ハ、 如上 ノ 軍事的 及 經濟的 計畫ノ 遂行 -I 積極的 援助 ヲ供 與セ ンコ トハ、 合衆國 政府 ノ 希望 シ 

且 ヅ 期待 ス ル卜コ n ナリ。 

玆に 於いて 伯 は米國 宣言 發 表の 翌日、 卽ち 八月 五日、 米國 大使と 會 見した る 際に、 帝國の 出兵 宣言 發表 期の 迅速で 

あった 事情 を釋 明して、  . 


『米國 政府の 修正 提議 を 容れる ことに 決定した 以上、 寸刻 も 早く 世人の 疑惑 を 一 掃したかった から。』 

と 次に 揭 げられ た 會見錄 が 示して ゐる 如く、 髙 飛車 的 外交 辭令を 用 ひて. 米國 大使の 口 を 封 じて しまった。 

八月 五日 午後 三時、 米 1： 大使 ハ 外務大臣 ノ許ヲ 得テ、 ランス フホ -r  H ス ：、、 ラ—  (n 舰 f 御 赚顧辭 " お 糊 fffl) ヲ伴ヒ 

來訪 ス。 大臣 ヨリ チ H ッ ク軍 援助 I 一  關スル R 米兩國 政府 協議 ノ纏レ ルヲ葚 フ旨 ヲ述へ ラレ、 大使 ハ 自 1- 政府 ノ  .K 首 接 到 一一 首 及 シ 

タルカ、 大臣 ヨリ 右. iB ハ石井 大使 ヨリ ノ來電  一一. H レ ハ、 米國 大使 ヨリ 我 政府 一-送付 ス ル害 ナリト アル ヲ語 ラレ タリ (.1  且 

刻 大使 ノ依 賴ナリ トテ、 永 井祕逢 a 官宛添 一 

翰ト トモ 一て、、 ラ— ヨリ 送付 シ 越セリ C  ) 

帝國 政府 出兵 宣言 發表 ノ 急速 ナ リシ  一 I 關シ、 大 E ハ右ハ 何等 他意 ァ リシ-非 ス、 只タ 本件-一 關スル 誤報 謬 閗世問 一一 流布 サル ルノ 

甚シキ ヨリ、 我 政府 一一 於 テ米國 政府 ノ 修正 提議 ヲ容ル ルコトー 一 決定 シ タ ル 以上、 寸刻 モ早ク 世人 ノ 疑惑 ヲ 一掃 セント 欲シ タルカ 

故 二  、 將又 各自 獨立宣 一 百發表 方法 一一 付テハ 打 合 、ノ ス へ キ US 米闕 政府 ヨリ 特-ー 申出 モナ ク、 別段 差 支 ナシト 思考 シ タルカ 故-一、 二 

H. 發表 シ タリ。 米國 政府 官ー首  一 I 關シ テハ、 ffi: 兵 ノ趣 32 旣 一一 一 ナリ、 其內容 ヲ殊- 一 スルノ 謂 ナント &-考 シ 、 t<K 然米阈 政府 一一 信賴 シ 

タ ルナ リト 吿ケ ラ レ、 次テ我 出兵 數 一一 關シ テ ハ 、 大統領 一一 於テ 何等 疑惧 シ居ラ ルル トコ 0 アル-力、 特-ー 繰 返シ念 ヲ推サ レ タ ル樣、 

石 井 大使 ノ來電 二見 ュル 卜コ 0、 右ハ 大統領 力 本邦 何レカ ヨリ 發セ ラレ、 單 -1 新聞紙 上ノ 記事 - 一基 ケル 情報-一 ヨリ、 一種 ノ 印象 

ヲ得 ラレ タルコ ト其 原因 ナ ル へ シト 推測 ス ルモ、 之 仝 然祀憂 一一 シ テ、 我 出兵 數 ハ 一 萬 ニ千ヲ 越ュル コトナ カルへ シト述 ヘラ ルル 

ャ、 大使 ハ右ノ 種類 ノ報 道ハ、 聯合 通信 ノ 日本 ノ 新聞記事 其儘ヲ 綜合 シテ 送報ス ルカ 爲ナラ ンカ ト辦疏 的中 言ヲナ セリ。 

大臣 ハ語 ヲ續 キテ、 我 政府 ハ常初 必要 ト認メ タル 程度 ノ 出兵 ヲモ、 米國 政府 力 出兵 本來ノ 目的 一一 副 ハサ ルノ虞 ァリト ナス モノ ハ 

悉 ク米國 政府 ノ 立場 ヲ諒 トシ テ之ヲ 減 縮シ、 專ラ 兩國ノ 協調 ヲ完 一一  シタ シトノ 衷心 ヨリ、 確定 議ニ 達シ タリ、 然ル 一一 右- 1 關シ 

テ 、へ 新聞紙 等揣摩 臆測 ノ緒 杲、 無根 ノー 記事 有害 ノ謬說 ヲ載ス ル モノ！ I メテ多 キモ、 何レ モ腐相 ヲ傳へ ス、 其邊ノ 消息 ハ 本邦 ノ 

事情 一一 精通 セ ル ミラ ー 新 局長 ョ リ、 米 國當局 へ 說明ァ ル ヲ望ム トノ趣 11ほ ヲ 詳述 セラ レ タリ。 
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ミラ— 著 任ノ顷 -I 問題 トナル ャモ測 ラレ サル -I ツキ、 所謂 出兵.^ 加 ヲ耍ス へ キ 事態 ノ發^ 一一  關シ、 何等 閗クト コ。 ァラハ 幸甚 ナ 

リト、 大使 ノ 請-一 對シ、 大臣 ハ滿洲 里方 面 一一 於ケル 過激派 軍ノ 暴狀、 獨塽 俘^  ノ跋 恩、 在 本邦 人ノ 被害- 1 關シ、 諸 情報-一就 キ 

詳述 サ ルル トコ ロア リ、 在米 大使 亦 ナイト 提督 其 他 ノ向 ヨリ 同 件 二 關シ聞 及 セル トコ D ァリ トテ、 事態 ノ 尋常 ナ ラサル ヲ 認ムル 

モノ  ノ如 クナ リキ。 

一四、 北満 派 兵 問 题 

米國 との 共同 動作と して、 一 萬 二 千の 兵 を 浦鹽に 派遣した る我國 が、 數日を 出です して 二 千の 兵 を 突如と して 南滿 

より 北滿に 移動した 時には、 米國 上下 は 愕然として 驚いた。 

彼等 はこれ を 目して 日本の 二重外交 となした。 それ は 外務省の：^ 定 したる ところ を、 參謀 本部が 勝手に 覆した る も 

のと. 誤解した ので ある。 

しかし これ は、 日本側に 取って は、 西 比利亞 出兵と は 全然 異なる 日 支 軍事協定に 基く 行動であって、 地域と して は 

露領西 比利亞 にあらざる 支那の 領土 內の ことであった ので ある。 

ゆ ゑに 八月 十三 日 を もって、 米國 その他の 國々 の 誤解 を 解く ために、 我が 外務省 は 左の 如き 宜 言を發 した。 

輓近滿 洲-ー 接 邇スル 露 領地 方-一 於テ、 武装 セル 獨填 俘巌 ハ事赏 上露阈 過激派 軍隊 ノ 指揮 權ヲ 掌握 シ、 勢力 日- 1 加ハ リテ、 旣 一一 支 

那ノ 邊境ヲ 壓シ、 事態 益々 急 一一 シテ、 現 -ー ^洲 M 附近 ノ  n: 支！ 1^ 住民 ハ、 爲メ  -I 避難 撤返ノ 巳 ムヲ得 ザル- 一至 レ リ。 是レ單 二 支 

那 領土  -I 對ス ル脅烕 タル-一止 マラ ズ、 义赏 -I 支那 ト 休戚 ヲ共 -ー ス ル R 本帝闺 -_ 在リテ 等シク 不安 ヲ感ゼ ザ ルヲ得 ザル所 ナリ。 是 

於テ日 支兩國 政府 、ノ 切實 -ー 此 情勢 - 一 處 フ、 ル ノ 方圆ヲ 商量 シ、 應急ノ 處置ト ン テ 布滿洲 守備 軍ノ 一  部ヲ 移動 ス ルコト ，1 決 セリ。 


敍上 軍隊 ノ 移動 ハ、 日 支兩^ 步武 ヲ整シ クシ テ、 共-一 國 難-一 備 フル ノ 意-一 出デ タルモ ノナ ルガ 故-一.、 固 ヨリ 支那 ノ、 王 楝及ビ 地力 

人民 ノ權利 ハ厳ニ 之ヲ 重ンジ テ秋毫 モ侵ス コトナ カルべ ク、 兩阈孚 信ノ隣 誼！ 1^  二 益々 敦キヲ 加 フべキ ハ疑ヲ 容レザ ルナ リ。 

また これと 同時に、 外務 當 局の 說 明と して、 次の ごとく 發 表した。 

11 事の 玆に 到れる に 就いては、 支那 政府 にても、 過激派 軍隊の 侵 襲に 伴 ふ滿洲 単： 方而の 不穩、 住民の 避難 等、 地方 官憲に 命じ 

て その 情勢 を 具 さに 調査せ しめたる 結果、 同 方面に 對 する 派兵の 必要 を認む るに 到りた る もの の 如く、 卽ちロ 支兩國 政府 問の 交 

涉を て、 雙互 隔意な き 商量の 下に 事 を 決した る もの なれば、 兩國 何れより 提議した るに も あらず、 憂 を 同じく せる 兩^ 政 麻に 

於て、 互に 意思の 合致 を 見た る ものと 解すべく、 その 結果 は 勢 ひさきに 成立した る 日 支 軍事 協約の 活用 を 意味す る ものと 云 ふ を 

得べ し。 

この 問題に 就いても、 伯 は 外相と して 米國 大使と 接衝 しなければ ならなかった。 すな はち 伯 は、 八月 十三 日 午後 三 

時、 米國 大使の 來省を 求め、 次の 趣 皆 を 以て 詳細に 說明を 行った。 

過激派 軍隊 ハ、 輓 近滿洲 Sf: 方面 -ー於 テ武裝 セル 多 數獨填 俘 慮ノ事 實上ノ 指揮 一 1 服シ、 「セ メノ  7」 軍ヲ 支那 國境 一一 壓迫 シ、 滿洲里 

ノ 一部 ハ砲 擎ヲ 受ケ、 該市 在留 日本人 二百 五十 餘名ハ 終 一一 海拉爾 -I 避難 スル ノ已ム ヲ得サ ルコト トナリ タル 一一 《5 リ、 該 地方 -ー 駐 

屯ス ル 支那 軍隊 ハ 兵力 微弱-一 シテ、 過激 淤 軍隊 一一 抗ス ル コ ト能ハ ス、 僅-一之 ト 妥協 シテ 一 時其ノ 侵入 ヲ免レ タル モ、 形勢 日 一一 險 

惡 -I 陷 ルー I 至 レリ。 依 テ帝國 政府 ハ 不取敢 我 南滿洲 駐屯 軍ノ 一  部 ヲ滿洲 里 地方 一一 移動 ス ルコトー 一 決定 セリ。 尤モ右 日本軍 隊ノ移 

動ハ、 支那 ノ 同意 及 協力 ヲ以 テ、 支那 領土 內 二 限リ之 ヲ行フ モ /  -ー  シテ、 一 時 應急ノ 要 ヲ了ス レ ハ E  二 撤返ス へ ク、 從テ 今次， ノ 

浦鹽 共同 出兵 f?< ハ露國 領土 内 一一 於ケ ル 軍事行動 ト ハ仝ク 性質 ヲ異 -I シ、 直接 ノ 利害 關係 ヲ有ス ル モノ ハ日 支兩國 一一 止 マル。 唯タ 

時節柄 誤報 ノ傳 ハラ ン コトヲ 虞レ、 特ー 一之 ヲ內 吿ス ル 次第 ナリ。 

繽 いて 伯と モリス 大使との 間に 二、 三の 問答が あつたが、 それによ つて、 わが 滿洲里 移動 兵 數はニ 千 を 超えす、 支 
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那兵數 も 約 二 千、 これに 對 して 敵勢 は 五 千と 傳 へらる る こと を 明かに した。 そして 右 問答の 後の 會談 の模樣 は、 次の 

通りであった。 

大臣 ハ更 一一 地圖 一一 就キ 說明セ ラル 、トコ ァリ。 浦盥 方面 チ H ック 軍、 幸-一同 附近 ノ敵ヲ 破リ、 西行ヲ 始ムル ヲ得ン 力、 滿洲里 

一一 Jnr カナ ル日 支軍ノ アル ハ、 同地 方 一一 達 スル迄 ノ鐵道 通過 ヲ 安易 ナラ シム ルノ利 ァリ。 我 軍-一 シテ國 境ヲ超 H テ、 カル ムイス 力 

ャ 方面 一一 向フヲ 得ハ、 二 層效 果ァラ ン モ、 本 派遣軍 ハ滿洲 里 ヨリ 進ンテ 露領- 一入 ル モノー 1 アラス ト 附言 セ ラル。 尙 大使 ノ 問-一 應. 

シ、 大臣 ハ 本件 ハ石井 大使 ヲシ テ米國 政府 一一 通吿セ シメ、 英佛 $.齐 政府-一 モ 亦同樣 通吿シ アル コト ヲ吿ケ ラレ、 大使 ハ 大臣 ヨリ 

ノ 本内吿 一一 對シ 謝意 ヲ表シ タリ。  - 

一 五、 ホル ヮッ ト 援助 問題 

チ - ック 軍改援 問題に 關聯 して、 當時、 西 比 利亞に は、 過激派に 對抗 する 假 政府の 組織 運動が 進展して ゐた。 その 

すでに 組織せられ たる 假 政府 は 三つあった。 その 一は ダ ー バ 派の 西 比利亞 政府で あり、 二 は ホル ヮ，" ト將 軍の 極東 政 

府 であり、 三 は ノヴォ ニコラエ ウス クの西 比利亞 政府であった。 このうち ホル ワット 將 軍の 極東 政府 はしば く 使者 

を 外務省に 派遣し、 伯に 面會を 求め、 該 政府の 援助 方 を 申し入れた。 卽ち 大正 七 年 七月 十九 日 午後 二 時、 露國 大使 ク 

ルぺ ンスキ ー 並に コル チヤ ッ ク 提督 は、 伯 を 外相 官邸に 訪問し、 特に コル チヤ ッ ク 提督 は ホル ヮ ッ ト將 軍の 極東 政府 

の 存立 問題に 言及し、 「聯合 諸國 (日本 ヲ 含ム) 代表者 ハ、 最近 俄 力 二 ホル ヮ" ト將軍 一一 對シ 反對ノ 態度 ヲ持 スル 一一 

至リ タル 養、 右 ハ頗ル 了解 一一 苦 シム所 ナリ。 希クハ 日本 政府 一一 於 テハ、 同將軍 ヲ見抬 テラル ルコト ナク、 之ヲ 援圾セ 


ラ レ タシ」 と MSE せる に對 し、 伯 は 「該問題 ノ 解決 ハ 聯合 列國ノ 意見 一 致 二 俟 タサル へ カラス。 日本" 强說得 一一 付 

勞 ヲ惜ム モ ノ 一一  非サ ル」 ilin を 答へ た。 更に 又 同月 三十 一 日、 露人ゥ ォ ス い. 口 ー チンが、 外務省に 伯 を 訪れ、 西 比利亞 

問題に 言及し、 次の 如く 陳述した。 

御 承知 ノ如ク 今 ャ西比 利 亜 二 ハ種々 ナル政 派 黨派ァ リテ互 二相 爭ヒ、 哈爾賓 -ー 於ケル 1^ 東 政府 ァ リ 。 浦 潮斯德 二 於 ゲル 西 比 利 ffi 

政耔 ァリ。 「ホル ヮ ー ト」 將軍 ハ固ョ リ自ラ 政權ノ 野心 ァリテ 政府 ヲ 設立 シ タ ル 一一 ァラ ス。 哈 爾賓 地方  一 I 於ケ ル 有志 力 擁立 シ テ 

以テ 地方 ノ 治安 ヲ 維持 シ、 國家ノ 確立 ヲ期ス ル 一一 外ナラ ス。 浦， 瞾斯德 一一 於ケ ル 政府 ナ ル モノ ハ社會 主義 ヲ以テ 立國ノ 基礎 トナ ス 

一一 對シ、 吾人 ハ 國 家社會 主義 ヲ以テ 立 テリ。 浦 潮 斯德- 一 於 ゲル 「チェック • ス 0 ゥ オック」 力、 過激 淤 -I 對シ、 猛然 西 比 利 亜 内 

地 一一 向テ 進軍 ス ル -ー 當リ、 吾人 ハ 1^ カ之ヲ 援助 セ ム トス ルモ、 浦 潮斯德 一一 於ケル 西 比 利 ISi 政府 ハ之ヲ 拒ミ、 列^ 領事 亦 之 -ー 賛成 

シ、 在 北京 列國 使臣 亦 充分 吾人 ヲ支 持ス ル能ハ ス シテ、 目下 西 比利亞 一一 於ケル 狀態ハ 如何-一 モ 混沌 タリ。 日本 政府 力 西 比 利 Is-  二 

出兵 セラ ル 、 一 I 當リ、 如何 ナル 政派ヲ 援助 セラ ル へ キ 方針 ナル. ャ。 

これに 對し伯 は、 

日本 ノ 出兵 セム トス ルノ 目的 ハ、 混 亂狀態 二 陷レル 西 比利亞 -ー 於ケル 秩序 ヲ 恢復 シ、 露 國民ヲ 救濟セ ム トス ルー 一外 ナ ラス。 故- 1 

露國内 一一 於ケ ル甲 黨ヲ揚 助シ、 乙 派ヲ排 祷セム トス ルカ 如 キハ、 固ョ リ 出兵 ノ 趣意 一一 アラス。 大體ノ 目的 ハ右ノ 如 クニ シテ、 之 

ヲ達 セムカ 爲メ、 日本軍 力 如何 ナル 行動 一一 出ッ へ キヤ、 开ハ 事件 ノ 進展 一一 伴 フ成行 ナリト ス。 

と あっさり 答へ て 確言 を與 へなかった。 蓋し この ホル ワット 政府 援助の 問題に ついては、 元老 山 縣の指 金が あり、 杉 

山 茂 丸、 夏秋龜 一、 臼 井哲夫 等の 暗躍が あつたと 傳 へられる。 

右に ついての 杉 山の 囘顧談 は、 次の 通りで ある。 

第三 章 寺內 内閣 時代  九 三 七 


第 十一 節 西 比利亞 出兵  九 lll-i- 

寺 內內閣 の 外相と して 後藤 伯 は、 山縣 公と 自分と で計畫 した 西 比 利 亞經營 案の 實現 を、 寺內 首相と 協力して 打ち 

こ はして しまった。 

山縣公 は、 この 西 比 利 亞經略 案の 實 現に 依って、 君國 へめ 最後の 御 奉公 を 致す 覺 悟であった。 卽ち 夏秋龜 一氏 を 

ィル クックに 派遣し、 ホル ワット 將軍 を人國 せしめ、 西 比 利 亞獨立 を 策した ので あつたが、 夏 秋 氏が 出先 領事の 

佐 藤氏に この 點に 就き 諒解 を 求めた。 

一方、 自分 は 山陽 ホテルに 陣取り、 事 端の 發 生と 同時に、 山縣公 は參內 して 上奏す る覺 悟であった。 

然るに、 佐 藤 領事から ホル ヮ ッ トに關 する 情^が 後藤 外相の 手許へ 到達す ると、 後藤 外相 は 直ちに 寺內 首相に 報 

吿し、 協議の 結果、 ホル ワットの 人國を 禁止した。 この 報告 を山縣 公に 傅へ ると、 山 縣公は 葡萄酒の 盃を 床上に 

投げつ けて 一もう 駄目 だ！」 と 嘆息され た。 

また この 當時、 哈爾賓 に 於いて 活躍した 夏 秋龜ー も、 當 時の 事情 を 左の 如くに 語った。 

我國が 未だ 西 比 利亞に 出兵 中の 事であった。 私と： n 井哲夫 氏と が哈 市に 出かけた。 その 時哈巿 駐在の 我 軍隊の 司 

令官は 中島 正 武少將 で、 その 下に は 荒木 處夫 中佐 もゐ た。 

その 時、 白 軍の ホル ワット 將軍を 日本へ 連れ出す こと、 し、 私と 臼 井 氏と は 長 春へ、 杉 山 茂 丸 氏 は 馬關へ 出張し 

たのであった。 

私達 は どれ だけ 待って ゐて も、 ホル ヮソ ト將 軍が 出て 來 ぬので 業 を 煮やして、 哈 市へ 出かけて 見た。 すると、 ホ 

ルヮ ッ ト將軍 は 「駄目 だ/ \. ！」 と 云 ふ。 「どうして 駄目な のか」 と 聞く と、 將 軍の 曰く。 


「佐 藤领事 (後の-: 1： 武 大使) がどうしても 査證 を與へ て吳れ ぬ。 總 領事 は 英米に 對 して 氣 兼ねして ゐ るの だ c」 

とい ふ。 とうく 將軍の 連れ出し は 駄目に なって しまった。 其 後 ホル ワット 將 軍から 使が 來て、 一億 圓の 借款 を 

巾 込んで 来た。 

後藤さん にお 願 ひする と 「寺 內 首相が 承諾 すれば よい わけ だが：：」 との 御 話で ある。 それで 臼 井哲夫 氏が しき 

りに 寺 內 さんに 懇願した。 その 結 架 漸く 承諾 を 得た。 

ところが 俄然、 內閣が 更迭し なければ ならぬ 羽目に 落ち 人った。 それで. };寸 內 首相 は、 

「コ ンナ事 を內閣 に引繼 ぐと 問題 だから」 と 言 はれ、 とうく この 計畫も 水泡に 歸 した。 

當時、 藏 相の 勝 田 主計 氏 も 日本に は 金が 餘 つて 困って ゐる 時で あつたし、 右の 趣 匕：： に大赘 成であった。 そして 朝 

鮮 銀行 あたりから 融資す る 事に 大體 話が 纏まって ゐ たのに、 惜し い 事 をした ものと 今でも 思って ゐ る。 

一 六、 西 比利亞 派兵の 效 * 

上述の 如く 幾多の 紅餘 曲折 を 經て西 比利亞 出兵 は 行 はれた。 卽ち 八月 九日、 大ハ介 大將は 浦 璽 派遣軍 司令官に 親 補せ 

られ、 八月 十一 日 早く も 我が 第 十二 師圑は 浦鹽に 上陸した。 次いで 第三 師團も 派遣せられ、 九月 五日に はハバ n フス 

クを 占領し、 更に 南 滿洲に 駐屯して ゐた第 七 師團の 一 部 もこれ に參 加した。 十月 中には 後 只加爾 州に 至る 東部 西 比 利 

亞ー 帶の 地の 治安 は 維持せられ、 チ， -ック • ス ti 1- ヴ ァ ッ ク軍も その 西部に 遮斷 せられた る 友軍との 述絡 捉携を 達成 

し 得た のであった。 
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然るに 九月 下旬、 後に 記述す る 如く、 寺 內內閣 は 總辭職 を 行うた のであった。 伯.？ 亦 外相の 椅子 を 去った。 總辭職 

の 時期が 今 一 箇月 ほど 遲延 したので あったならば、 伯 は 西 比利亞 出兵 當 初の 目標た るチ ， -ック • ス a 1 ヴ アツ ク 救援 

の實 效を收 めた るの 事實を 認識して、 快く 椅子 を 去り 得た であらう！ 

伯の 辭任 直前、 卽ち 九月 二十 三日 附で、 外務 當局 において 調 茶 作成せ る 「西 比利亞 出兵の 效果」 と 題す る 文 は、 當 

時に おける 出兵の 進 渉 狀況を 左の 如くに 記載して ゐる。 

聯合 列強 協調 ノ下 一一 「チェック」 救援 ノ 目的 ヲ 以テ、 帝國ガ 本年 八月 中旬、 其 軍隊 ヲ浦鹽 一一 出動 セシ メシ 以來、 

帝 國軍ヲ 主力 ト ス ル 聯合 軍 ハ、 「一一 コ リスク、 ゥ ス リス キ ー」 ョ リ、 北方 「ハバ 口 フス ク」 二 進 擊シ、 獨澳 俘虜 及 

過激派 軍ガ、 西進シ テ黑 龍鐵道 一一 依リ 「ブラ、、 コ ゥ H シチ H ン スク」 方面 へ 向 フャ、 帝國軍 ハ之ヲ 追撃 シ、 九月 十 

八日 同市 及 r ァ レキセ ー フス ク」 ヲ 占領 シ、 更ラ 二 西 進シッ 、アル 力、 一 方 滿洲里 後 貝加爾 方面 ヨリ 「セメ  ノフ」 

支隊 ヲ 援助 シテ 進出 セル 帝國 軍ハ、 九月 六日 「チタ」 ヲ 占領 シ、 「イルク！ ソ ク」 方面 ヨリ 東進 シ來レ ル 「チェ ッ 

ク」 軍 及 西部 西 比利亞 政府 軍隊 ト 完全 一一 連絡 ヲ保 ット共 一一、 「カル ムイス カャ」 ヨリ 東北 方 黑龍鐵 道 一一 沿ヒ、 「ネ 

ル チン ス ク」 「タブ ッ カル」 ヲ 進撃 シ、 更 二 東方 二 進出 シ ッ ッ アル ヲ 以テ、 敵勢 力 ハ 目下 「ァ レキセ ー フス ク」 及 

「タブ ッガ ー ル」 間 二 於 テ挾擊 セラ レ、 其 一部 ハ 北方 「ゼ ー ャプ リスク 二 ー」 方面へ 逃 レツ、 アル 現狀 ナリ。 (「二 

コラヱ ウス ク」 二 於テモ 九月 九日、 我 陸 戰隊ヲ 上陸 セシ メ、 赤 衞軍ヲ 解散 シ、 敵勢 カヲ 掃蕩 セリ) 

帝 國軍ノ 行動 ハ、 大要 前述 セル 如クナ ルカ、 今日 迄 一一 現 ハレ タル 西 比利亞 出兵 ノ效 果ヲ列 擧スレ ハ左ノ 如シ。 

1、 敵勢 カノ 掃蕩 


西 比利亞 出兵 前 - 於 ケル在 西 比 利 亞獨澳 俘虜 ハ 、 總計約 十 一 萬 三千 (內 確實 -ー 知リ得 タル 武装 俘虜 約 1 一 萬 一 一千 

以上 一丁 ンテ、 適時 武装 シ得ル モノ 約 一 萬 六 千) 一丁 ビア、 在 東部 西 比利亞 過激派 軍 ハ約ー 萬 五 千 以上-一達 シ居リ 

タル 處、 出兵 ノ 結果 彼等 ハ 到ル處 擊破セ ラレ、 或ハ 武装 ヲ 解除 セ ラレ、 或ハ 投降 シ、 或ハ 離散 シ、 目下 其殘黨 

ハ約ニ 萬 八 千 一一 過 キス。 今ャ 彼等 ハ r ゼ ー ャ」 河 上流 一一 逃 竄シッ 、ァ リ。 直接 戰鬪 一一 於テ得 タル 俘虜 數ハ明 力 

ナ ラサル モ、 數百 名ヲ出 テサル ヘシ。 此等 俘虜 ハ 聯合 與國 共有 ノ 俘虜 トシ、 西 比利亞 一一 收容セ ラレ 居 レリ。 

戰利品 トシ テ * 獲 叉 ハ押收 セル モノ ハ、 輕 砲艦 及 汽艇 計 一 一十一 一隻、 機關車 貨車 列車 装甲 列車 一 一 百 餘輛、 各種 大 

砲 百 二十 五門、 其 他彈藥 鉄器 等ナリ トス。 

一 一、 東西 r チ ェ ック」 ノ 連絡 

「チ H ック」 軍ハ 我軍ノ 援助 一一 依リテ 九月 一 日 東西 相 連絡 シ、 西部 西 比利亞 政府 軍隊 ト共 一一、 九月 九日 ヨリ 「ゥ 

. . フル」 方面 一一 向テ 輸送 ヲ 開始 シ、 目下 引續 輸送 中 一一 シテ、 同 方面 一一 於 ケル戰 況ノ急 ヲ救ハ ン トス。 而シテ 之 二 

關聯 シテ、 西 比利亞 鐵道ノ 改善 叉ハ. 管理、 及 聯合 軍ノ 「ウラル」 方面 進出 等ノ新 問題 正 一一 惹起 セラ レント シッ 

ッ ァリ。 

三、 西 比 利亞ノ 秩序 維持 

過激派 ノ 跳梁 時代 一一 生命 財產ノ 不安 固ヲ 感セシ 一 般露國 人ハ、 出兵 一一 依リ 秩序 ノ 維持 セラ ル 、 ヲ 見テ大 一一 感謝 

シ、 與 國軍ヲ 好感 ヲ以 テ歡迎 シッ、 ァリ。 今 ャ帝國 ヲ始メ 聯合 國ハ r ホル ワット」 政府、 「デル ベル」 政府、 及 

r ヲ U ゴ ツキ ー」 ノ 「オムスク」 政府 トノ間 二 立 チテ、 之 力 妥協 ヲ 促進 シ、 以テ西 比 利亞ニ 於ケル 政權ノ 確立 
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一一 努力 シ ッ、 ァリ „ - 

四、 反 過激派 勢力 ノ增進 

前記 諸政 府ヲ 始メ、 「セ メノ フ.」 軍哥 薩軍ノ 勢力 ハ 復活 シ、 殊  一一 sSi 龍 哥薩軍 首長 「ガモフ」 ノ 如キ、 帝 國軍ノ 

支援 ヲ得 テ、 九月 十八 日 「ブラ ゴゥ ヱシチ H ンス ク」 二進 入シ、 同地 二 於 テ黑龍 政府 ノ樹 立ヲ宣 言 セリ。 

之 ヲ耍ス ル 一一、 西 比利亞 出兵 一一 依リ 敵勢 カハ 一 It セラ レ、 東西 ノ 「チ H ッ クニ 軍ハ 連絡 シ、 西部 西 比利亞 政府 軍 

ト共 ニ今ャ 「ウラル」 方面 ニ向テ 進軍 シ、 「チ H ック I 一軍 ノ急 ヲ救ハ ン トスル 一方、 西 比利亞 一一 於ケル 秩序 ハ 漸次 

恢復 ノ緖 一一 就 カン トシ、 反 過激派 軍ノ 勢力 增進 一一 伴ヒ、 對獨 軍隊 ノ復 活ヲ 見ン トス ルノ 機運 一一 向 ヒッ、 ァリ。 

かくの 如く、 西 比利亞 出兵 は、 伯の 外相 在任中 は、 目醒 ましき 成功 を收 めつつ あった。 否、 伯が 外相の 椅子 を 去つ 

て も、 その後 一年間 は、 形勢す こぶる 有利に 見えた。 すな はち 西 比 利 亞の反 過激派 軍 は、 聯合 國の 應援の 下に 形勢 大 

いに 振 ひ、 ォ ム スクに 政府 を 建てた る コル チヤ ッ ク 提督 は、 兵 を ウラル 方面に 進め、 歐露 における ュ デ 一一 . チ、 デ 二 

キン 等の 反 過激派 軍と 連絡し、 つ ひに 一 時 は 全 露 政府の 成立と なった ので ある。 

尤も 戰 局の 擴大 すると 共に、 派遣 兵 もまた 漸次 增加 せざる を 得なかった。 帝國 政府 は 最初 出兵の 際、 上記の 如く、 

ー應米 國の囘 答に 同意 を 表する も、 形勢の 發展に 伴 ひ、 增援の 必要 あるべき こと を豫 想す るヒ： n 附言して ゐ たが、 その 

豫想 せし 增援の 必要 は 直ぐに 起った。 さう して その都度 聯合 諸國の 了解 を 得て 援兵 を 送り、 出兵 三 箇月の 後に は、 す 

でに 七 萬 三千の 我が 兵が、 西 比利亞 に馳驅 して ゐ たので ある。 これに 伴うて、 西 比利亞 出兵の 目的 も、 最初 はチ よ ッ 

ク • ス 口 ー ヴ アツ ク 軍の 救援に あった ものが、 何時の間にか、 西 比 利亞の 政情の 安定、 滿 鮮に對 する 脅威の 防止、 わ 


が 居留民の 生命 財産の 安固、 交通の 自由の 保障 等 を、 駐兵の 理由と する に 至った ので ある。 

然るに 大正 八 年 十月 顷に 至って、 西 比 利亞の 形勢 は ー變の 兆を呈 して 來た。 白露 軍 は 次第に 勞農 軍の ために 撃退 さ 

れ、 十一月に はも はや オムスク を も 支へ 得すして、 イルク ー ックに 撤退し、 つ ひに チタに 移り、 形勢 日に 非と なった 

ばかり か、 最初 聯合 軍の 救援 を 乞へ るチ ェ ッ ク 軍が、 却って 勞農 軍に 投じ、 西 比 利亞は 全く 混 亂に陷 つた" 

この 形勢 を 見る や、 米國軍 はは やく も 見切り をつ けて、 九 年 一月 撤兵して しまった。 英佛 諸國軍 もまた 米國 軍に 傲 

つた。 然るに 最後まで 頑張った の は、 我が 國軍 であった。 さう してつ ひに 尼 港 事件の 不祥事 さへ 惹起し、 駐兵 四 年 有 

餘、 國帑を 費す こと 十億 圓、 三千 五 百の 將兵を 曠野に 失って、 しかも 得る ところ は 何で あつたか。 西 比 利亞の 出兵が 

その 最初の 成功の 華々 しかった だけ、 その 終末の 失敗の 慘め なりし こと は、 轉た 進む は：^ く 退く は 難しとの 言葉 を、 

如 實に思 はする ものが あった。 

一 七、 西 比 利 亞經濟 援助の 議 

さて 吾人 は、 再び 伯の 外相 時代の ⑩ 語に 歸ら ねばならぬ。 

その 當時、 西 比利亞 出兵の 問題と 前後して 起った のが、 西 比 利亞に 於け る 露國民 を經濟 的に 救援 せんとす るの 議で 

あった。 この 議 はま づ 聯合 與國 間に 起り、 我 國も亦 これが 爲 めに、 特別なる 委員 會を 設置す るに 至った ので ある。 

その 事の 起り は、 石 井 駐米 大使が 大正 七 年 六月 二十 六日、 米 國國務 卿に 面會 した 際、 同大 使から 對 露經濟 委員 派遣 

計畫に 就いて 質問した ところ、 國務 卿が、 
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經濟 委員 派遣 ノ議 ハ、 吾人 ノ 主張-一 シテ、 夙-一大 統領-一 勸吿 シッッ ァリ。 吾人 ノ 目的 ハ损 益ヲ顕 ミス、 1" ント 慈善-一等 シキ 基礎 

-ー於 テ露國 民-一 缺乏 セル 物品 ヲ 供給 シ、 西 比利亞 €H 産物 ト物々 交換 ヲナ シ、 以テ露 國人ノ 民心 ヲ繁 タト 同時-一、 食料 ノ獨 逸-一渡 

ルヲ防 カム トス ル 二 在 リト說 明シ、 尙經濟 委員 淤遣ノ 目的 力 慈善 的ナル コト、 及露國 人力 rz 本 ヲ以テ 政治的 野心 ァリト ナシ、 英 

國 ヲ以テ 商業 的 跋扈 ノ 野心 ァリト ナス ノニ理 .S 一一  依リ、 經濟委 負ハ米 II 人 ノミヲ 以テ机 織スル ハ、 事ノ 成功 ヲ期 スル 所以 ナル へ 

シ。 (中略) 米國 ハ露國 一一 對シ、 政治 上 何等 ノ 野心 ヲ有セ ス、 潔白 ナル モノ ナ ルカ、 賞ハ 商業 上ト雖 今日 ハ 勿論 今後-一 於テモ 多大 

ノ 希望 ヲ有 セス。 又 何等 ノ特 權ヲ 得ント 欲スル 一一 モア ラス。 吾人 ノ 目的 ハ 然戰 一-勝 ッノ 一  點-- ァリ。 

と 答へ たこと にある。 石 井 大使 は 直ちに 伯 宛てに、 米 國の對 露 援助 計畫の 趣意 を 通報して きた。 

玆に 於いて 伯 は、 六月 二十 八日 午後 二 時、 露亞 銀行 總裁 プチ ロフが 外相 {B 邸に 伯 を 訪問した る 際、 對西比 利 亞經濟 

援助 問題に 就いて、 伯から S5 極 的に 言及す るに 至った。 プチ 口 フが伯 を 訪問した 主たる 用件 は、 彼が 七月 七日、 日本 

を發 して 米國へ 赴かん とする 爲 めの 挨楼 であった の だ。 會見談 の 內容は 左の通りであった。 

—— 次-一大 臣ハ 政府 ヨリ 全然 獨 立シ、 日露 協 余" 义ハ 赤十字 ノ 事業 トシ テ西比 利 亜- 1 人ヲ 派シ、 救援 ノ趣 3ほ ヲ 以テ、 食料品 衣服 

等ヲ 送リテ 物々 交換 ヲ 1^ サ シムル コ トヲ 考慮 中ナ ル旨ヲ 話サレ タル -I 、 プチ。 フ氏 ハ露國 ノ要ス ル所 ハ 秩序 一一 シ テ、 秧序タ -I 確 

立セ ハ 物資 ノ 問題 ノ 如キ必 スシモ 憂 フル-一足 ラス、 希クハ 聯合 諸國殊 二  ロ本ノ 力- 1 依リ テ露國 一一 秩序 ノ 確立 セラ レム コトヲ 、然 

ラサル 一一 於 テハ、 露 國內ノ 秩序 ハ獨 逸ノ 力-一依 リテ 確立 セラ ルル 二 至 ラム コト ヲ懼 ルト述 へ、 重ネテ 謝意 ヲ表シ テ 引取 リ タリ。 

右の 如く 露亞 銀行 總裁 プチ ロフ は、 この 問題に ついては、 あまり 熱心でなかった が、 石 井 大使の 報吿を 受けて 以來 

伯 は 心中 私 かに、 なほ もこれ が 對策を 練る を 怠らなかった。 蓋し この種の 施設 を、 米國 人の 獨 占に 委す こと は、 わが 

東洋 政策 を實 行す る 上に おいて、 得策で ない と考 へたから である。 ところが 七月 二十 一日 發電、 石 井 大使より 重ねて 


次の ごとき 報吿 があった。 

米阈 政府 ハ 最近 ノ機 13- 一  於テ、 西比利！？^ー向ケ商人、 藝家、 勞働 顧問、， 赤十字 及 基督 敎靑 年會 代表者 等 ヨリ 成ル 委員 ヲ 派遣 シ、 

以テ 幾分 組織的- 1 住民 ノ  si^ 急ナル 經濟的 要求 ヲ滿タ サン ト欲 ス。 此ノ 考案 ノ實 行-一 付ィテ ハ、 「チ H ック」 軍 救援 ノ爲 出ス へ キ兵 

力-一 隨伴シ 、之ト 協調 ヲ保 タシム ヘシ。  . 

かくの ごとく、 米 國の對 西 比 利 亞經濟 援助の 計畫 は、 いよく 熟し 來 つた。 更に また 七月 三十日、 在東京 英國 大使 

が幣原 外務 次官に 手交した 覺 K 曰の 冒頭に は、 次の 如く 記されて あった。  • 

英國 政府 ハ露國 人民 ヲ救 濟ス ル爲、 經濟 的？^ 助 ヲ爲ス コ トヲ以 テ對露 西 f3i 聯合 國干涉 ノ最モ 重 耍ナル 部分 ナリト 思考 ス。 而シ テ 

英國 政府 ハ、 斯ル 救濟ノ 提供 ハ 聯合 軍 ノ西比 利 亜 出動 ニ伴フ へク、 Hj 聯合 國間ノ 合意 一一 依リ赏 行セ ラル へキ モノ ナリト 思惟 ス。 

(中略) 又 合衆國 政府 ハ機會 ノア ラ ン 限リ、 有ラ ュ ル 方法-一依 リ、 人民 直接 ノ 窮乏 ヲ 救濟ス ル爲、 一 ノ 委員 圑ヲ西 比 利 亜 一一 淤逍ス 

ル ノ 意思 ァ ル ヲ明 一一 シ タルカ、 英國 政府 ハ之ト 充分 ノ 協同 ヲ惜マ サ ル ベ キ旨 囘答シ タリ。 

かくして この 問題 は、 完全に 國際的 重大 意見と なって しまったの である。  ，  . 

しからば この間に 處 して、 伯 は 如何なる 對策 をめ ぐらした のであった か。 

一八、 伯の 對策 

ここにお いて 伯 は 西 比 利 亞經濟 援助の 問題に つき 松 岡、 木 村雨 書記官に 命じて、 帝 國の對 策 立案 を 起草せ しめた。 

その 際 伯 は、 次の 手記 を 以て、 兩 書記官に 示した。 それが 對策 立案の 基礎と なった ので ある。 

帝國軍 一一 前後 シテ、 シベリア 露國 窮厄ヲ 匡救 援助 スル 施設 ヲ 必要 ナキ 力。 前項 ノ 施設 ヲ 必要 トセ ハ、 如何 ナル組 
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織 ヲ適當 トス ルカ。  - 

此 組織 機關ノ 中心 ヲ 官民 孰レ  一一 ク へ キカ。 將叉 官設 ノ 中心 ト 設ノ 中心 トヲ 設ク へ キカ。 或ハ 公共 圑體 トシ テ 

中心 ヲ設ク へ キカ。 

. 其 命名 宣言 ヲ 如何 一一 スへキ 力。 

其 組織 並 規定 ヲ 如何 ニスへ キ 力。 

中心 ト 各種 ノ實際 活動 ヲ 如何 一一 取締 ヲ 規定 スルソ 必要 ナキ 力。 

露國々 カノ 復興 ノ 努力 ヲ助 クル ノ 施設 ナリ。 

政府 ノ 助力 金 必要 ァリャ 否。  - 

かくて 伯の 命に 依って 松 岡、 木 村雨 書記官 は 對案を 起草した。 對策 意見の 要領 は 左の 如くであった。 

西 比 利 亞-ー 於 ケル帝 國軍ノ 活動-一伴 ヒ、 一 面 西 比利亞 住民 然眉ノ 急 タル 食糧 其ノ他 必需品 供給 ノゃ b ヲ開 カサル へ カラ ス。 他面 米 

. 國其ノ 他 ノ利權 獲得 一 1 對抗 シテ、 此際 帝國ノ 經濟的 活動 ノ 基礎 ヲ 確立 セサル へ カラ ス。 然リ 而シテ 二者 ハ之カ 實行上 密接 不可 離 

ノ關係 二 在ルヲ 以テ、 一機 關ー 1 委任 スルヲ 要ス。 乍 去 政府 自ラ之 ニ當ル ハ、 露 國民及 外姆ノ 疑心 ヲ 誘起 スルノ 虞 アル 力 故 一一、 民 

間ノ 企業 國體ヲ シ テ之ヲ 實行セ シムル コト、 目的 ヲ達ス ル -ー 便宜 多シ。 

然レ トモ 本邦 企業家 ノ赏情 一一 照シ、 此ノ際 多大 ノ費ヲ 投シテ 國家的 事業-一 赏ル ノ氣カ アル モノ 鮮シ。 勢ヒ 政府 自ラ 二、 三千 萬ノ 

資 ヲ投シ テ 之 ブ 保護 援助 シ、 之 力 赏行 -I 當 ル 主任者 ハ、 對外 企業- 1 付 特-- 手腕 ト 達識 アル 民問ノ 實業家 ヨリ 之ヲ採 ラサルへ カラ 

ス。 耍ハ思 切リ資 ヲ拋チ 人ヲ選 ヒテ、 之 一 1 一任 スルー 一 在リ。 
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(ィ) 一時的 救済 卽帝 國軍ノ 進出 占領 セル 地方、 又ハ帝 國軍ノ 出動 ブ俟 タス シテ、 過激 淤ノ 勢力 ヨリ 脫出 シ、 一時 秩序 ヲ囘復 

セル 地方 一一 對シ、 恩惠的 差 常 リ缺乏 一一 苦メ ル 生活 上ノ 必需品 ヲ給 與シ、 民心 ヲ收^ ス ル コ ト。 

之カ爲 -I ハ、 政府 ハ相 當ノ 資金 ヲ 支出 シ、 民 Si 企業家 ノ 醵金 ト併 セテ右 資全ト ナス へ シ。 

( 0  ) 永績 的救濟 

一 、 地方自治 圑體 -ー 對 ス ル财政 援助 恩惠的 救濟ハ 一時的  一 I 止 メサル へ カラス。 當面ノ 急 ヲ救ヒ タル 後ハ、 地方 住 3；:? プシ テ 

自ラ 團體ヲ 組織 シ、 各自 獨立ノ 財政 計畫 ヲ立テ シメ、 之ヲ 援助 スル ノ外ナ シ。 (中略) 

二、 物資 輸送 方法 改善 鐵道ノ 管理 及 船舶 ノ 調節-一 努力 シ、 S 殊-ー 東 支 鐵道及 南滿鐵 道卜ノ 聯絡 輸送 ヲ 速-一 復舊 完成 シ、 S 

黑龍江 及 松 花江ノ 水運 囘復 ヲ計ル コ ト 急務 ナリ。 (中略)  . 

三、 輸出 人 制 ノ撤返 自由貿易 西 比 利 亜 ノ經濟 的 救濟ノ 第一 ハ、 物貨ノ 自由 且 迅速 ナル 交換 及 配給-! 在リ。 之 力 爲-ー ハ露 

國自ラ 制定 セル 輸出入 制限 ヲ撤 廢セ シメ、 北滿 ヨリ ス ル 聯合 諸國ノ 輸入制限 ヲ モ此ノ 際 撤去 シ、 寧 a 自. S 貿易 一一 任スル Z 方 

,  針ヲ 確立 セサ ルへ カラス。 

第 ニノ 企業 問題 

(ィ) 民 問 企業家 ノ 「シン ヂケ -ト」 ノ急速 組織 我國民 海外 企業 ノ 失敗 ハ、 常 一一 企業家 各自 ノ 1§ 疑 競爭ノ 弊 一 1 墓ク、 而シテ 米 

國 ノ如ク 大企業 國民卜 ノ競爭 一一 於テ ハ、 我 資本家 ノ 協力 ヲ以 テ對ス ルノ外 ナシ。 此 ノ弊ヲ 除キ、 此ノ 必要 一 1 應ス ル 二 ハ、 民 問 

企業家 ノ 合同 協力 ヲ計ル ノ耍ァ ル ハー 一 H ヲ俟タ ス。 

(尸) 「シン ヂケ I ト」 ト 金融業 者トノ 聯絡 之 カ爲ー I 政府 ノ 有力 ナル 保護 ト 獎勵ヲ 耍ス。 . 

(ハ) r シ ンヂケ ー ト， I 代表者 ノ西比 利 亜 派遣 (中略〕 

此の 成案 を 得た る 伯 は、 いよく これ を具體 化する の 意 を 決し、 直ちに 閣議の 承認 を經 た。 さう して 西 比 利 亞經濟 

援助 委員 會 官制 は 八月 十八 日、 令 第三 百 二十 八號を 以て、 左の 如く 公布 せられた。 
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第 一 條 臨時 西 伯 利經濟 援助 委員 侖" ハ 外務大臣 ノ 監督-一 屬 シ W 伯 利  一 I 於ケル 經濟投 助 -1 關 ス -ル 事 頃 ヲ 調査 {ffil ス 

第二 條 臨時 西 伯 利經濟 援助 委員 會ハ 委員長 I 人 副 委員長 一 人 及委员 若干 人 ヲ以テ 組織 ス 

第三 條 委 SS 副 委員 21^ 及 委員 ハ 外務大臣 ノ 奏 l-i  -1 ョ リ 關係ノ issHB 及 學識ァ ル^ノ 中 ヨリ 內閣- 一 於テ之 ヲ命ス 

第四條 委員長 ハ 會務ヲ 總理ス 委員長 事故 アルト キハ副 委員長 其ノ 職務 ヲ代 瑰ス 

第 五條 臨時 西 伯 利 經 濟 援助 委員 會 -I 幹事 若干 人 ヲ置ク 外務 大ほ / 奏請 一- ョ リ 卟 務部內 ノ 高等官 ノ中 ヨリ 內閣 -! 於テ之 ヲ命ス 

(以下 略) 

而 して 八月 二十 一 日の 各 新聞紙に は、 外務 當 W 談の 形式に おいて、 左の ごとく 經濟 援助に 對 する 說 明が 揭載 せられ 

た 0 

〈援助 ノ 急務 露 領西伯 利に 於け る 露 U 人の 窘窮 の狀 態、 實に同 慵に堪 へざる もの ある は、 旣に顯 著の 事實 にして、， 政^ 二 於て 

も 夙に 之が. i 濟 援助の ふ務 なる を 認め、 又 聯合 與^に 於ても 同情の 感を 抱き 3W りたる も、 如何せん 秩序の 恢 M せられざる 限り、 

パも 易に 手 を 下す こと 能 は ざり しが、 過般 「チ H ック梭 助」 の爲、 帝^ 及 與^より： ネ隊を 浦 窺 方面に 派 ま， ム する ことと なり、 玆に卯 

か 秩序 恢復の 曙光 を 認め、 從 つて 經濟 援助の 手段 を 講ずる の 餘地を 生ずる と共に、 益 よ 其の 必要 を も 感ずる に 至れり。 

A 援助の 方法 而 して 差赏り 右經濟 援助 は 西 伯 利 方面の、 最も 窮乏 を吿 ぐる 物資の 併 給に ありと 雖も、 其の 他 又 貿易の 復活、 產 

業の 恢復 等に 付 露 國人を 援助せ ざるべからざる 點も 多々 あるべく、 此等齐 種の 事務 を 外務^の 常務と して 取扱 ふに は餘 りに 廣 H? 

に 互り、 且 之が 事務た る や、 官廳專 門の 事と 云 はんより は、 寧ろ 赏業 方面の 協力に 依って、 初めて 其の 效果を 舉げ、 目的 を滿足 

に 達し 得へ きもの 多し。 政府 は 此の際 右 施設の 調 杏 * 議の爲 め、 委員 余" を 組織して、 人 を廣く 官民の 問より 簡拔 して 委員 會を組 

織し、 -; 1: 其の上に も 意見の 聽 くべき もの. あらば 之 を 斯界 有識者に 質し、 且つ 一方に 於て 外務^に 臨時 職員 を智 置して、 專ら 之が 

事務に 常ら しむる ことと し、 以て 右 I- 濟 援助の 货 を舉 げんこと を 期せり。 加 之 英國を 始め 米國に 於ても 略 同一 の H 的 を 以て 施設 

する 所 ある 模樣 なれば、 本件 事業の 遂行 上 自然 此 等の 施設と も 相 聯絡す るに 至る が 如き こと も あるべし。 . 


一九、 委員 會の 成立と 伯の 訓示 

叙 上の 如き 經緯の 下に、 臨時 西 比 利 亞經濟 援助 委員 會は 外務大臣の 監督 下に 設 S せられる に 至った。 委員 は 左の 如 

く 任命 せられた。 

委員長 男爵 目賀 W 種太郞 

委 員 木 下淑夫 松 田 道 一 祌野滕 之 助 田 中 政 明 • 井出 謙 治 岡 货 若宮 良 夫 水 町 装 六 井上！！ £1 四郎 

早 川 千吉郎 中 野武替 川上 俊彥 美 濃 部俊吉 梶原仲 治 

かくて 任命され た 目 I 只 田 委員長 以下 各 委員 は、 二十 一日 正午、 永 田 町 首相官邸に 參集、 寺 內 首相の 訓示 を聽 取し、 

午後 零時 半 更に 各 委員 は 外相 官邸に 赴き、 伯 主催の 午餐 會に 臨んだ。 伯 は 席上 左の 如き 訓示 を 試みた。 

今囘 政府-一 於ィ テハ、 西 伯 利 經濟 援助 ノ 急務 ナルヲ 認メ、 之カ爲 勅令 ヲ以テ 右 委員 會ノ 官制 ヲ定メ ラレ マシタ 結果、 委員長 始 

メ 委員 各位 ノ 任命 ヲ 0- マ シ タ ル 次第 デ ァリ マ シ テ、 本 委員 會ノ 任務 一一 關シ テハ、 總理 大臣 ヨリ 旣 一一 各位 一一 大耍 訓示 セラ レ マシタ 

故 一一 、 御 承知 ノ コト ト信ジ マス ガ、 此機 一一 際シ本 大臣 ョ リ モ聊カ 心 付キタ ル 諸點ヲ 迷べ タイト 考へ マス。 

御 承知 ノ如 ク露國 ノ解體 ヨリ 引 續キテ 西 伯 利 亜 ハ仝ク 制度 廢絕. シ、 秩序 モ紊 亂シテ 過激派 ノ 專權、 獨塽 俘慮ノ 過激派 加擔、 並- 1 

「チ H コ —  • スロ  I ゲ ァク」 ノ 奮起 等 ノ事變 相次 デ起 リ、 爲メ.  二 西 伯 利 亜 一一 於ケ ル 政治的 勢 カノ 中心 モ種々 ニ岐レ テ居ル 次第 デ 

ァリ マ シテ、 力 、 ル狀 態ノ下 一一 西 伯 利 亜 方面 一一 ハ物资 ノ大缺 乏ヲ來 タシ、 父 産業 ノ壌 頹ハ. &ス 一一 及バ ス 貿易 ノ杜絕 等ノ 結果、 同 

地方 ノ露國 人 ガ窮困 ノ狀態 -I 陷 リマ シタコ トハ實 一一 同情 二 椹へ ザル モノ ガ アリマ ス。 之ガ 爲帝國 政府 一一 於テ ハ 聯合 與^ ト共 -I  M 

一一 西 伯 利 亜 一 帶 一一 於ケ ル此ノ 狀態ヲ 一 日モ 速力 一一 囘復ノ 域 一一 達セ シ メ ン ガ爲 考慮 ヲ囘ラ シ テ居リ マ シ タガ、 此ノ 事務 タ ル ャ其性 

質ノ上 ヨリ 見レハ 外務^  ノ 事務ノ 一部-一 ハ 相違 ナキ モ頗 ル廣汎 一一 亙リ、 到底 常務 的ノ. g 織 一一 テ ハ 其 目的 ヲ建シ 得ザル モノ ガァリ 

第三 章 寺 内內閣 時代  九 四 九  . 


第 十一 節 西 比 利 fsi 出兵  九 五 〇 

マ ス カラ、 今囘 本件 事務-一 專ラ 從事ス ル听ノ 外務^ 職员ヲ ^餘ス ル卜 同時-一、 一方-一 委員 會ヲ設 ケ其ノ 委員 ハ廣ク 官民 ノ間 ヨリ 

之ヲ 簡ヒ、 齐 種/方面 ョ リ調查 研究 ヲ遂 ゲ、 以テ適 赏ナル 援助 方法 ヲ塞ス コ トトナ リマ シタ ル 次笫デ アツ テ、 右 樣ノ關 係 カラ 本 

委員 會ハ本 大臣 ノ 監督 ノ 下-一 屬セシ メラ レ テア リ マ ス。 此変ノ 世界 戰爭 ハ赏- 一 有史 以來ノ 最大 事件 デァリ マ シテ、 東洋 永遠 ノ平 

和 ノ爲ニ 一  大使 命 ヲ帶ブ ル我 ガ帝國 ト致シ マシ テハ殊 -I 此ノ戰 爭ノ上 二 重大 ナル關 係 ヲ有ス ルコト ハ申ス マ デモ アリマ セン。 而 

シ テ露國 ノ崩壤 ハ 令-世界 -I 一  大 震動 ヲ與 へ マシ タト 同時-一、 露國民 -I 對 ス ル帝國 上下 ノ  5! 情ハ 世界 何レ ノ國 民- 1 モ涯ル コ 卜ナキ 

ヲ信ジ マス。 サ レバ 政^  II 於テ モ义國 民ノ問 一一 於テ モ夙ュ 其 ノ窮厄 ヲ救フ ノ道ヲ 講ゼラ レ 且之 ガ實行 ヲ期ス ル 所以 デァリ マ ス。 

是レ啻 一一 隣邦 ノ 情誼 ト云フ 一 點ノミ 一一 止ラ ズ シ テ帝^ 傳來ノ 正義 人道 ノ發現  一！ 外ナ ラズ、 卽 チ身 ヲ挺シ テ 東洋 ノ爲 -I 將タ 世界 ノ 

爲ニ カヲ效 サン トス ル 帝國 ノ 至情 n 出ヅル モノ デァ" マス。 以 來帝國 政府 ハ 深 思 熟慮、 以 テ 今 nz 一一  及 ビタル 次第 デ アリマ ス。 

果シテ 健 ナル 再興 露 西盟ヲ ン コトヲ 希 岡 スル 以上、 帝國ハ 其ノ地 關係 -I 考慮 シテ先 ヅ西伯 利亞ヲ 濟ヒ、 之 ヲ以テ 露本國 -I 

及 ボス へ キ 中核 ト爲ス ノ 良計 ナル ベ キヲ 信ジマ シ タノ デ アル。 H 下 西 伯 利 ヲ 救援 ス ル 一一 最モ 急務 ト スル ハ 必需品 ノ 供給 ヲ 以 

テ 第一 トス ルモ、 更ラ ニ之レ ヨリ モ 11::^ ナルハ 其ノ 秩序 ノ囘 復デ アツ テ、 物资ノ 供給 ハ 之 一一 次ゲ モノ デ アリマ ス。 似 シ其ノ 内政 

干涉ス ルガ 如 キハ固 ヨリ 帝 國ノ敢 へ テセザ ル所デ アリマ ス。 從テ帝 國ハ今 ャ內政 干涉ヲ 避ケッ 、 「チェ コ ー」 軍 救 5^ ノ爲ニ 忠勇 

ナル 軍隊 ヲ 出動 セ シメ、 米 國其ノ 他 聯合 與國ト 共同 事-ふ £ リ、 其 ノ總指 报權ハ 我 力 司令官 ノ 掌握- 1 歸シ マシ タコト 一一 於テ、 帝！： 

ノ 仵務ノ 重大 ヲ加 へ タルコ トハ 勿論 デ アリマ ス。 

今囘 帝國ノ 出兵 ハ徒ラ -ー 遠征 長驅、 單 一一 討伐 侵略 ヲ事ト スル モノ トハ 仝 然其ノ 性質 ヲ異 一一 ス ル 高尙ナ ル 意義 一一. e 來 スルコ トハ卑 

一一 r" ヲ 俟タズ シ テ、 各位 ノ夙 一一 諒察 セラ ルル 所デ アリマ ス。 故 一一 多 一一： ロヲ費 スノ 耍ハ アリマ センが、 唯一 首 デ申シ マス レ バ 畢竟 此軍 

ハ新ラ シ キ 救世軍 デァリ マ シテ、 此軍ノ 目的 ヲ建 成スル モノ ハ卽チ 本 余" ノ 事務 ノ上 一一 存ス。 是レ御 互ノ 仵務ノ メテ 重大 ナル所 

以デ アリマ ス。 

帝國 ハ兹- 一新 ラシ キ 四海 兄弟 主義 ヲ以 テ隣國 救援 ノ赏ヲ 舉ゲ、 之-一由 テ 跌序ノ 囘復ヲ 促シ、 其 ノ窮ヲ 拯フテ 安-一居 ラシ メ、 所謂 

愛 ノ理、 心 ノ德ヲ 普及 セシメ テ、 朿洋 二 雄 タル 帝國ノ 真面目 ヲ發 揮シ、 歷 史上 稀 -ー 觀 ル 我ノ溫 情ヲ 隣民ノ 胸底 -I 覺ラ シ X  、 以テ 

旭光 ノ惠澤 -1 對スル 理解 ヲ 彼等 ノ間 一一 與 ヘン コト ヲ冀 フノデ アリマ ス。 何卒 各位 ハ右ノ 趣旨-一 由 リ速ー I 之ガ 目的 ヲ 達成 ス ル  一一 m 


カセラ レ ン コ トヲ 希望 致シ マ ス。 各位 ノ調杏 セラ レ义 審議 セラ レ マ シタ 所 ハ、 前述 ノ如 ク今囘 臨時 增置ノ 外務^ 職員-一 ヨリ 本大 

臣ノ指 拇ノ下 一一 速力 -ー 實施セ シ ム べク、 又 各位-一 於 カレ テ モ齐 種/率 業颺 體等ト 連絡 ヲ取ラ レ、 適赏 ノ策ヲ 講ゼラ ル ル樣 希？ 致 

シ マス 0 

聯合 與國 一一 於 テモ西 伯 利 fo^ 經濟 援助 ノ車 務ヲ 著々 講シ 居リ、 英國 ノ如キ ハ旣 一一 本邦 常 局者ト 連絡 ヲ取ラ ン コトヲ 申出 デ テ居リ マ 

スシ、 又 米 國-ー 於 テモ西 伯 利 亜 援助 團體ノ 組織 ガ旣- 一成 立シ之 ヲ發表 シテ居 リマ ス。 此等 ノ團體 トモ 常-一 接觸ヲ 保チ、 互-一 相俟 

チ相倚 リテ、 援助 ノ 目的 ヲ達ス ルヲ得 ルコト ト考へ マス。 

援助 事務 ノ 内容 ノ何 タルカ ハ、 之レ ヨリ 各種 ノ 調査-! ヨリ テ追々 ト其ノ 施設 ス へキ 細目 ガ 分明 スルー 一至 ルコト ト信シ マスが、 差 

(e リ 外務 贫ノ 執務 上 調查シ テ置キ マシ タルモ ノガ アリマ ス故 一一、 是レ ハ本 事務 一一 從事フ ル 職員 ト御 協議 相成ル 樣致シ タイ？ デァ 

リ マ ス 0 

終リ 一一 委員長 タル 目賀田 男爵 閣下 始メ 各位 御 多忙 中ナル 一一 モ拘ラ ス、 今囘ノ 任命 ヲ御 受諾 下サレ マ シタ事 一一 付、 爱 一一 本大 K  ノ深 

甚ナル 謝意 ヲ表シ マス。 

かくの 如く 臨時 西 比 利 亞經濟 援助 委員 會は、 伯の 主唱に よって、 華々 しく 成立した のであった。 ただ その後 間 もな 

く 寺 內內閣 が 瓦解した ため、 伯 は 自ら これ を 指導す る ことができなかった けれども、 西 比利亞 出兵と 同じく、 - この 經 

濟 援助 計 畫も、 伯の 畫 策に 成る ものであった。 

この 西 比 利 亞經濟 援助 委員 會 そのもの は、 所期の 成績 を擧げ 得た とい ふこと はでき なかった が、 その 出資に よって 

成立した 日露 協 會擧校 は、 いま も その後 進た る哈爾 賓學院 となって 殘 つて ゐる。 それ は滿鐵 調査 課員たり し 井田 孝 平 

の 提唱に よる ものであって、 井田 は當時 各方 面に むかって、 露西亞 特に 極東 露領に 働くべき 靑年を 養成す るた めに、 

露 西亞語 及び 露 西亞の 政治、 經濟、 社會、 民情 を敎 へる 學 校の 設立 を說 いて 歩いて ゐ たが、 その 說に西 比利亞 經濟援 
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第 十一 鋒 le 比； R:iai 出兵  九 五 二 

助 委員 會が 賛成して、 學校建 4れ費_ て *3 ハ -て！ I ュ 立せ」 めた のが、 a 露 « 會畢校 であった- さう して 伯 は 自ら その 初代 

の總 長に 就任した こ 

第 十二 節 寺 內內閣 の 總辭職 

一、 米 騷 動 

大正 七 年 八月 五日、 富 山 縣滑川 町に 於いて 細民 漁夫の 婦女子 五十人、 同町に 於け る 資産家、 米 商 を 歷訪 し、 米の 廉 

寶を黎 願した。 彌次 馬が こ ，た： 追 し、 喧接を 極めた ので、 官憲 は 直ちに この 群衆 一一 動？ ー鎮璧 せむ と 出動し、 同夜 十 

一時 三十 分 頃、 新く 験擾は 防止され た. - 

しかし 乍ら、 間もなく 全國 的に 蔓延した 所謂 「米騒動」 は、 これが 導火線と なって 爆發 したので ある。 

米價 の 曰 S 騰は 世界 大戰が 帝國の 經濟界 にもたら したと ころの 異常な る 影響で あ つ たつ 卽ち 從來、 輸入超過 であった 

ところの 我國の 貿=^ は 俄然 輸出超過 となり、 輸出の 超過に 伴うて 金貨 は激增 し、 債務 園であった 我國 がー 躍、 債權國 

の 立場 を 獲得す るに 至つ た" 從っ て 物價の 昂騰 は 逐年 飛躍的 數字を 示現し、 世界 大戰勃 發當時 に 比铰 して 實に九 割 六 

分の 騰贵率 を 示した" この 物價の 暴騰に 正比例して 必然的に 米價の 高騰 を 促が し、 つ ひに 一石 三十 圓臺に 達し、 米價 

問題 は 一 大社 會 問題 化する に 至った。 


富 山 縣滑川 町に か、 ける この 直接行動に 病輓 せられて 勃發 したる 米 矮 動 は、 その 範圍實 に 二十 四縣、 百 三 市町村に わ 

たる 一 大 擾と 化し、 警察 官憲の 力 を 以て 鎭壓 する 見込みた き 地域に おいて は、 特に 出兵して 僅かに これ fes 靜 せし 

むる とい ふ 情勢であった C 

な 弓 十 十」 日 午後 十 時 現在、 調査に 基いて 作成せられ た 內務省 文書 一 米 債 問題 一一 關ス ル府縣 紛擾 狀況 調」 に 依れば、 

出兵の 結果、 漸く 鎭 靜に歸 したる 酉お、 は、 一 東京 東京 市. 一 愛知 縣名 古屋市 ム賓島 縣廣島 市、 吳市、 福 山 市、 三次 町 

外. K 個 町お/一京. II^HIT 京都市、 八幡^、  0^^^ ー大121府大15^市、 場 市、 岸 和 田^ ム兵窜 縣种戶 市、 《^ 崎 町、 J 靜 岡縣静 

1： 布、 藤 枝 町： 5, 、 一，？ 一福 島縣福 島. 一 「-、 若 ち- ，一 fv| 和歌 山縣 和歌 山 市、 日 方 町 外 五町， J 岡 山 辭！： 山 市た 三重 縣津市 <1宮 城 

iilFig 臺. 一 「• 一 福 p-ef-K: 司， fB、  iiU9:r 添 田お，」 山ロ縣 宇都 村ん 新潟驟 長！！ 市 等の 廣範 園に わたった" 今 その 內容を 表に 

つて 摘記 すれば. 鐘- て ある： 
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m 
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ミ 
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放 
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シ 
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ヒ 
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粉 町 浦 江 日 
河 名 町 町方 
町 手 加 和 町 
町 太欲黑 


十 
四 


出 
兵 


岡 


掛三町 付 藤 
川ケ 燒町权 
町 日)^ 金 町 
町 町 谷 見 


十 

五 


梨 縣 


甲府市 


十五 日 


十六 日 

以 來鎭靜 


出 


兵 


十五 日夜 群衆 約 三 四千 名 f お 尾 家 -ー 放火 シ更- 一 多數 民家 ヲ襲 擎シ 

テ暴狀 ヲ極ム  , 
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九 五六 


十 三 日 


兵 庫 縣 


静岡縣 


大阪^ 


廣島縣 


尼 ケ崎町 


江 尻 町 


岸 和 m 町 


福 山 市 


十四日 


以 來平穩 


出 


兵 


十四日 


十四日 


十四 H 


同 


十六 日 

以 來平穩 


出 兵 


兵 


出 


兵 


十し ハロ 

以 來平穩 


出 


兵 


十三 日夜 特殊 部落民 タル 暴徒 蜂起 一 萬 ノ群来 ト和シ 富豪 精米 會 

社 白米 商 等-一 放火 シ义 ハ 破壤シ 狼藉 ヲ 極ム、 步兵 二百 名 出動 午 

前四時鎖^；化 

十 11：= 夜 數十名 ノ 暴徒 數圃現 ハ レ 暴行 ス 步兵五 百 騎兵 六十 出動 


十四 = 午後 八時顷 群衆 約 二十 戶ノ. 柄 商 ヲ襲ヒ シ モ 軍隊 ノ 出動 一一 

依リ鎖 鏨 ス 


十四 R 夜 暴徒 蝉 起 シ 九 時 顷米商 -ー 放火 


十四日 約 三千 ノ 暴徒 起リ 市内み 所 一一 放火 シ 民家 ヲ襲ヒ 形勢 益險 

惡ト ナレル ヲ以テ 出兵 ヲ求メ 十五 nz 午前 五 時鎭靜 一一 歸ス 


十四 H 約 六百ノ 群衆 米 商 富豪 ヲ襲 ヒタ ル モ暴舉 - 一至 ラ ス 

十五 R 約 一 千 集合 不穩ノ 形勢 アリシ モ 軍隊 出動 警戒 ヲ爲ス 


三 重 縣 


津 市！ 十五 日 


卜ヒ n 

以 來大體 

平穩 


兵 


十五 口 午後 七 時 暴民 蜂 toi シ 民家 ヲ破 壤シ 米穀 取引所 一一 放火 ス 

軍隊 ノ 出動 -ー 依リ 十六 口 午前 三時 鎭靜ス 


和 駄山縣 


！  く.！ 

以 來大體 
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十四：：： 上記 各地 ー齊ー I 暴徒 蛏起シ K 家ヲ破 壤シ且 放火 ス ル等狂 

暴 プ 逞 フ ス必要 一一 應 シ 軍隊 ヲ 派遣 ス 

十五 日モ 引 績暴舉 出 タル 地 多 シ 


I 降大體 


十五 日夜 各地 何 レモ ー齊 -I 數百ノ 暴徒 蜂起 シ 家屋 破壤、 放火 等 

出 兵- ノ 狂暴 ヲ逞 フス ルヲ 以テ何 レモ 出兵 ヲ耍 求セリ 

十六 日 以降 平 穩ナリ 


福 

网 

縣 

新 

縣 

m 

r  T 

l-l 

縣 

同 

福 
网 

縣 

添 
村 

長 

市 

宇 
村 

戶 

ス W 

村 

門 

二 r?T 

市 

仙 

市 

十 

し 

十 

■  r  . 

u 

十 
H 

十 

—し 
,ヽ 

n 

十 

ハ 

曰 

十 
14 

形 
勢 
不 

穩形 
勢 
fir 
不 

下 
不 

穩以十 
來_^ 
稍 1 
靜日 

穩以十 

來 4- 
稍丄 

以十 

來八 
卓,、 

穩日 

出 

丘 

出 

丘 

出 
兵 

出 

丘 

出 

丘 

出 
兵 

引 十 十 

續八七 

キ P  F4 

卜 ，二 

行 前 後 
ヲ 二八 
敢 時時 
行三樂 
ス 十 地 
軍 分 炭 
隊 ダ 坑 
譽ィ々 
察 ナ 夫 
協 マ 三 
力 ィ 百 
以 ト 名 

； ヲ 蜂 

m 以 起 
カテシ 
醫安暴 
戒全行 
中燈ヲ 
置爲 
% ス 
ヲ 

爆 
破 
シ 

前 十 
一 七 

時 H 

鎭夜 
靜群 
ス 衆 
約 
ぼ 
名 
米 
商 
及 
巡 
杏 
派 
出 
所 
ヲ 

襲 
ヒ 

暴 
行 
ノ 

上 
放 
火 

ス 

午 

m 十 靜 放 十 
ヲ八 火 七 
襲 日 シ日 
ヒ 午 頗 午 
劇 前 ル 後 
場 十 險 八 
其 時 惡 時 
他 事 ナ宇 
諸務 リ 部 
所 所 原 炭 

二 ヲ 坑 
放 襲 ハ々 
火擎 表 夫 
シシ 面 約 
狂タ 賃ー 
暴ル 銀 千 
ヲモ 値 名 
極擎 上 蜂 
ム返 二 起 
卽ス ァシ 
タ 15 午 リ 米 

十 後 翌 商 

ニー    日 其 

名 時 午 他 
ヲ 更 m 家 
出 二 七屋 
フ、 警 時 破 
察 鎭续 

二十 
十 六 
分 日 
解 夜 
散 約 

ス ~ * 

千 
名 
集 
合 
米 

商 

戶 

ヲ 

破 
缓 

シ 

戸 

ヲ 

燒 
却 
午 

一, £^ 

I-JIJ 
四 

B き 

二 テ人米 
依 米 リ 穀 
リ 屋彌廉 
出 '次賣 
兵 質馬ヲ 
ヲ 屋加發 
耍 、ハ表 
求吳リ シ 
セ 服 投 タ 
リ 店石ル 
等 ヲ 處 
ノ爲市 

雨ス民 
戶 モ 競 
破 ノ ヒ 
子ァテ 
窓 リ 買 
ヲ遂入 
破 ニノ 
壤群爲 
シ 衆 店 
暴 約 頭 

行 ニニ 
ヲ m 
繼^ 集 
續 所 シ 
セニ夜 

ル 於 二 

十 民 勢 十 
七 家 不 五 
日 ニ穩日 
群 放出 夜 
衆 火 兵 多 
ァ シヲ數 
リ 十 要 ノ 

タ七求 群 
ル ス W 
モ 午 十 市 
無 後 六 内 
事 二，  二 
解 時 引 於 
散 半綺ケ 
ス鎮 キル 

、1^ 入 

m  ^  ^ 
フ、 fh 部 
及 ノ 
窝米 
豪屋 
ノ 及 
襲資 
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ヲ 家 
な ヲ 
シ 製 
逮 ヒ 
二 形 

その 頃 を 想起して、 當時警 保 局長であった 永 田 秀次郞 は、 左の 如く 語った。 

米騒動が 勃發 した 時に、 內務 大臣の 水 野さん は 那須へ 出張 中であった。 騒動が いよく 激化して 來る樣 子な ので、 
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ト路農 頃が、 r..^ の 際 戒厳令 を 施行 するがよい」 としきり に 戒厳令の 施行 をカ說 された。 そこで 私 は - これ は 

いかぬ」 と考 へたので、 伯 をお 訪ねして 「戒厳令 を 布く ことに は斷 じて 反對 です ひ 戒厳令 を 布く 位なら ばむ しろ 

內閣を やめた 方が よい。 殊に 戒厳 問題に 就いて 最も 重要な 關係 大臣た る內務 大臣の 旅行 不在 中に、 かう した 重大 

案 牛 を 夫しょう などと いふ こと はよ くない 事です」 と 中 上げた ことがある。 そして 戒厳令 はとうく 實 施されな 

かった。 

二、 臨時 對策， 

寺 內內閣 は、 米 價對策 を 決して 等閑 視 して ゐ たわけではなかった。 旣に 同年 五月 十四日の 地方 長官 會議 において、 

首相 寺內 は、 

ノ 昂騰 ハ 近時 益々 甚 シキヲ 加へ、 就中 米價ノ 暴騰 ハ國 民ノ 生活 上 -! 至大 ナル 困難 ヲ及 ボサム ト ス ル ノ狀況 デァリ マス。 政府 

.ハ 客 秋 以降 專ラ 人爲的 昂騰 ヲ 防止 ス ル -ー 努メ、 义近ク ハ 外米 管理 ノ 制度 ヲ設ケ テ之ガ 調節 ノ 目的 ヲ 達成 スル コト ヲ期シ テ居リ マ 

ス。 (中略) 暴騰 度ヲ 超ェテ 底止 スル 所ナケ レ バ、 延テ經 濟上ノ 調和 ヲ破 リ、 地方 產業 ノ萎廳 ヲ來タ スノ 虞ナシ トモ 限 リマ セヌ。 

(中略) 殊 一一 經濟界 ノ發展 一一 伴フ 資産家 ト勞働 者トノ 貧富 , 懸隔 甚シ キ 場合、 若 ハ 物價 騰貴 - 一伴 フ 生活難 ノ 多大 ナル 場合 一一 於テハ 

知 ラズ識 ラズ國 民 思想 ノ變化 ヲ來ス モノ デァリ マス。 此ノ 故-一 一般 宗敎 心ノ 普及、 國民 道德ノ 獎勵、 濟生 救民 ノ 施設 ハ劉 下ノ急 

務ナリ ト認メ マ シテ、 之 ガ企畫 經營- 一 努力 シ ッッァ ル 次第 デァリ マ ス。 

と 述べて、 物價 政策に 對 する 政府の 所信 を 披瀝した のであった。 しかし 乍ら、 tt- の 頃の 寺 內 首相 は旣に 不治の 難症に 

冒さ、、 氷囊 を左陶 で， 縛しながら、 政務に 鞅掌す るの 有様で、 「寺 內 元帥 傅」 (九 五三— 九 五 I 頁) によれば、 すな はち 


次の 如き 狀 態であった。  •  J 

六月 初旬 主 治醫は 遂に 伯を强 要して、 1$ び 病を湘 南に 養 ひ、 1 切の 政 客 を 謝絶せ しむ * 斯の 如き もの 旬日、 偶 ま 英^の 懿親 「コー 

ンノ ー ト」 殿下の 皇帝に 代り 最高 勳章を 捧持して 帝 國に束 臨 せらる >t あり。 是れ國 家の 大禮 にして 首相た る もの は 其 職責 上 之 を 一 

閑却す る こと 能 はず。 六 n: 十七 日 上京して 宮 内大臣 を 往訪し、 豫め國 賓に對 する 優遇 方法 を內議 し、 翌十 八日 殿下 を 東京 驛に奉 i 

迎 して、 爾来 二週間 在京 後 殿下の 御 返 京 を 奉送し、 爾後 或は 上京して 國務を 執り、 或は 湘 南に 歸 りて ^：? を靜 養せられ たる も、 疲 

勞 日に 加 はりて 元氣 益. -衰 ふ。 平 井 主 治 醫面を 犯して 劇職 を 返き 閑地に 就く の 必要 を苦諫 す。 當時 内外の 政務 略解 決 を 見る に 至 一 

りし かば、 伯 は 之 を 一段落と して 心 窃に辭 意 を 決し 其の 準備に 著 手せ り。 

これに 依って 見る も、 米騒動の 勃發 前にお ける 寺內 首相の 心境 は、 辭 職して 閑地 靜養を 念願し、 專ら 退却の 準備中 i 

であった ので ある。 

かう した 矢先へ 米騷 動が 突發 したので あった。 寺內は 八月 十二 日、 病 を 推して 上京、 直ちに 騷擾 鎮撫の 方針 を 首相 一 

官邸に 於いて 協議した。 伯 は 無論 出席した。 外に 大島 陸相、 仲 小路 農相、 松窒 法相 等の 關係 大臣が 參 集した。 而 して 

翌十 三日の 臨時 閣議に おいて は、 國庫金 一 千 萬圓を 支出して 外國 米の 廉賣を 普及す るの 方針 を 確定す ると 共に、 國內 

の貯藏 米を强 制買牧 する の 方法 を 定め、 米穀 供給の 途を圓 滑なら しめる 方策 を 樹立した のであった。 此の 日、 勒 して 一 

內帑を 割き 金 三百 萬圓を 下賜され、 細民 賑恤 の資に 充てさせ 給うた ので、 寺 內 首相 は參內 して 御禮を 言上した。 

一 

三、 伯の 建 言  „ 

米騒動 は當然 政治問題と 化した。  一 

■  I 

. 笫三章 寺 内 内閣 時代  .  九 五 九  一 


第 十二 節 寺內 内閣の 總辭職  九 六 〇 

さう して 寺 內內閣 の 進退 問題が 起って きた。 しかも 「大日 本 憲政 史 卷三六 八 頁) に は 有 松 英義談 として 彼の 米騷 

動なる もの は、 其の 實は政 友會の 策士が 隱微 の裡に □□□□ 民 を 煽動した 形迹が あると 記して ある ほどであって、 米 

騒動に 對 する 政治的 責任 問題 もまた、 論議の 一 中心 題目と なった ので ある。  - 

伯 は、 かかる 難局 を 切り 拔 けんが 爲 めに、 如何なる 對策を 持って ゐた であらう か。 

伯の 意 圖は旣 に 決して ゐ た。 卽ち 臨時 議會を 召集して、 出征軍 費 及び 官吏 增俸五 千 萬圓案 並びに これが 財源た る增 

稅案を 提出し、 この結果 如何に 依って 內閣の 運命 を 決定す べしと 論じ、 米騒動 を 以て 漫然 批 政の 結果な りと して 引責 

する 如き は斷 じて 避く ベ きで あると なし、 この 旨 を 左の 如ん 、首相 寺內に 進言した C 

近 者 都鄙-一 亙ル滠 擾ハ、 實- 一隆 世ノ 恨事- 1 シテ、 殊ー I 閣班 フ汚ス 不肖 等ノ 恐懼 措 ク能ハ サ ル听、 臺閣 一一 首位 ヲ占メ ラル 、閣下 ノ 

憂慮 責任 ヲ感セ ラル 、 一 段ノ.„^1£キ モ ノ ァ ル ハ、 誠-一 其ノ 處ナリ トス。 

然リ ト雖モ 今次 ノ事 ヲ以テ 漫然 甜 政/結 杲ト爲 シテ 內閣ノ 更迭 ヲ促ス 一 部 者ノ贯 -lil^ キ、 直-一 責 ヲ引テ 骸骨 ヲ乞 フノ因 ト觀ル へ 

キヤ 否 ハ自ラ 輔弼 ノ 本義- 1 考へ、 愼重 熟慮 セ サルへ 力 ラサル 所 ナリ。 但 シ無爲 -ーシ テ其ノ 位-一止 マル ノ 不可 ナルャ 論 勿シ。 

今囘ノ 不祥事 ハ悲ム へ シト 雖モ、 政府 者 努力 シ テ其ノ 後 ヲ善ク スルヲ 得ハ、 夫 ノ忌長 スへキ 虎疫ノ 流行 一-際 シ、 衞 生上ノ 急進 步 

ヲ見、 國民ノ 傻展ヲ 向上 セ シムル トー 般ノ效 杲ヲ资 スカ如 クナル ヘシ。 所謂韓 禍爲 福ノ妙 訣自ラ 此ノ裹 -I 存ス へキ ナリ。 

騒擾 ノ 撂 語 ハ卽チ 米 愤ノ險 貴 二 アル モ、 眞ニ 生活難-一 位 ク者ハ 寧 n 彼等 群集 ノ中 一一 ァ ラサル 力 如シ。 彼等 ノ多 數ハ、 他人 ノ 衣食 

二 賴 ル血氣 未定 ノ壯者 -ーァ ラサ レハ、 外 觀上ノ 下流 者、 之-一 加 フル 一一 傳習的 反抗 心 ヲ有ス ル nnnnn ナル モ ノア リ。 而シテ 背 

後 ノ塌動 者 ト偶發 的 一一 相寄リ タル 一種 ノ 「モッブ」 ヲ以 テ視ル へキ ナリ。 或ハ 彼等 ヲ以テ 直 -I 肚會的 行動 者ト スル ハ中 ラスト 雖 

モ、 必ス ャ 將來ノ 階级戰 乃至 資本 ト勤 勞トノ 鬪爭ノ 端ヲ開 タノ 素 21 タラ ン。 而シテ 其 ノ由來 スル所 一日 ノ 故-一 ァ ラサル ナリ。 

是 プ 以テ閣 班-一列 スル不 ほ 等 ハ蹇蹇 躬、 责任ノ 重 キヲ自 覺シ、 當 面ノ處 置ヲ懈 ラサル ト 同時 二、 將來二 對スル 長 計ヲ立 テ以テ 


心 ノ 歸趨ス ル所ヲ 示シ、 .ft 人プ シテ其 ノ^ー 一安 セン メサル へ 力 ラサル ハ、 ぉ然 ノ责務 卜ス C 故 二 閣下 ノ儸 廢永ク 劇職 一一 堪へサ 

セラ レサ ル モノ ァリ トス ルモ、 今：：！ ハ 0 シ ク 進止ヲ 決セ ラルへ キノ 時- 1 アラス。 〈にシ ク 人心 安定 ノ： Z ヲ 待チ、 後事 ヲ托ス へ キノ 

贤 能ブ薦 メラ レテ可 ナリ。 萬 一 一一 モ 「モッブ」 ノ  一  5^ ヲ 以テ、 容易 二. 2 閣 ヲぉ仆 スルヲ 得トノ 妄信 ヲ 、 阈：^  ノ 問-一抱 カシム ルト 

キ ハ 、 亂^ 此 -I 開 カル 、ノ虞 ァリ。 山 一： >-戒 シメサ ルへケ ンャ。  . 

ff^  -ー關 スル卑 ノ大要 左ノ 如シ。 

一 、 少佐 及ヒ之 二 相常ス ル 以下 ノ武 {B、 並 一一 之ト 同等 ナル 文々 ：！  二 對シ、 適 常 程度 ノ^ 体 ヲ給ス へ キ事。 

今：：； 衣食  一 I 困ム 者ハ、 勞働者 ヨリ モ寧 D 一定 ノ係 給ヲ受 クル 者-一 多シ. - 故 一一 中流 智識 階級 ノ 生活難 ヲ 扭フヲ る務ト ス. -モ、 政 

^トシ テハ、 先ッ 比較的 下位 -I 居ル 高等 {：1：1 以！^  ノ 生計ヲ 安全 ナラ シ ムルノ 方法 ヲ講 スへキ ナリ。 低 シ^ it  ノ 程度 ハ、 凡 ソ^ 家 

ノ 官吏 トシ テノ 體面ヲ 保チ、 薪水 ノ患 ナカラ シメ、 以テ^！！-心奉公シ得 へ キ金掛ヲ：^與 ス へ シ。 

一 、 # 察 機關ヲ 一 層 改善 周到 ナラ シ ムへキ 事。 

今 n  ノ 事赏  一一 0 ミ、 警察 能力 二 シ テ 一 層滿足 / 狀態 -ーァ リタ ラン 一一 ハ、 或ハ 事前 -ー 防 退 ス -5 コト必 スシモ 至難 ナ ラス。 或ハ事 

後ト雖 モ其ノ 禍丧ヲ 多少 輕減ス ルヲ得 タラント ハ、 實際ヲ 知悉 ス ル 者/異口同音  一一 ？？ フル ナリ。 怛シ 今： Z  ノ場 合、 0f  二 理 

想 的 人；^ ヲ得ル ノ 困難 ナ ルハ、 何人 モ認ム ル所ト 雖モ、 人物 ノ 不足 ハ運 ffl  ノ妙 ヲ以テ 補ヒ、 常-一事 アル ノ R 一一  備 フル ノ ffl 意ヲ 

怠ルへ カラス。 

一 、 首 論 機關ノ 取締 ヲ嚴重 一一 シ 思想 ノ險惡 - 一向 フヲ 防禦 ス へ キ事 C 

一一 B 論 機 關卽チ 新聞紙 雑誌 ノ 取締 ハ 當局ノ 至難 ト ス ル所、 而 カモセ 政治 下 -ー 在リ テ最モ 尊重 ス へ キ 機關ナ ル ハ 勿論 ナリト 雖モ、 

現 -- 今次 ノ縵擾 ニ關ス ル 誇張 ナル 記事 報道 力、 如何 -I 國民 思想 一一 惡 影響 ヲ及シ タルカ ヲ兑ル トキ ハ、 11M  ニ澳 一心-一 堪 へサル モノ 

ァリ。 常 ノ 取綺 シ テ今少 ク早ク 且 ッ嚴ナ リシナ ラン ニハ ノ遣憾 ハ 、 誰人モ W 覺セ サル モノ ナカ ル ヘシ C 

一 、 将 來ノ爲 〒ほ 级戰並 -;ぉ本勤勞ノ闘5^^-ー備フ ル 用 意 ヲ以テ メ之カ 方法 ヲ 講究 ス へ キ事 
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第 十二 節 寺 內內閗 の 九 六 二 

首相 閣-ト 力 夙-一 意ヲ SJ 民 fel 涛 調 査會ノ 急 f 议 -1 用 ヰ ラレ、 已  一 I 案 成リテ 審議 中 -ー 屬ス ル此ノ 梭翻ノ 如キハ 時務 二 適スル モノ ナル 

ヲ 確信 スト 雖モ、 單 一一 是 レノミ ヲ以テ 一切 ヲ 解決 スへキ --ァ ラサ レハ、 此ノ 楱翻 ヲ 中心 トシ テ 諸 多 / 施設 ヲ企 ツル ノ要 ァリ： 

一方-一 偏 倚プ免 レサ ル政黨 政 3^ ァリ、 他方-一 不純 ナル 1百 論機閱 ァリ。 IS 者自ラ 相待テ 一 稀不傻 仝ナル 空氣ヲ 作リ、 人心 ヲ 不安-一 

導 キ 思想 ヲ 險惡 ナ ラシ メン トス ル 傾向 アル ハ、 最モ 5£ 意ヲ 要 ス へ シ 。 

一、 成 ルへク 速-一 臨時 議侖" ヲ 召集 シ、 前項 ノ^ 传- 一伴 フ费 額、 ii^- ー臨咔 軍車 费、 其ノ他 必要 支出 ノ 協賛 ヲ求 ムへキ 事- 

前 一 wl^ii^ 一一  要ス ル豫^ ハ、 約 五 千萬圆 - ー上ラ ン。 仍ホ軍 费其ノ 他 一切 ヲ 計上 シ、 I？ 餘 八お 及 ヒ公 債ヲ財 1« ト ス ル約五 僚 圓ノ豫 

ヲ議會 附議 ス ルヲ 要ス。 

以：^ノ^^£攻廟$^(ぇ マルト 同 時- 1  、  W ほ 搁杏ノ ヲ 中心 ト シテ、 阈 (-5^ 的大策 プ樹ッ ルハ、 -K  刻 ドノ々. ".^ 務 二 シテ、 且ッ 來ノ 至 

計 タル ヘシ。 戚 ハ是レ ゃザノ 計畫ヲ 以テ、 內閣長 ー时ノ  策 トー 礴" フ ルモ ノア ラン モ、 モ W 家 ノ重キ - 一任 スル 以上、 一：：： ト雞モ 時局 

-ー 對應ス ルノ 道ヲ盡 サスシ テ町ナ ラン ャ。 假令業 半 二 シテ其 ノ伎ヲ 去ルコ トァリ トス ルモ、 後 繼 者ヲ シ テ之カ $：：! 行ヲ完 カラ シ メ 

ンコ卜 ヲ期ス ルハ、 現 *11«： 仟者ノ 本然 ノ 義務 タ ルヲ 信スル モノ ナリ。 恭ミ テ 高蹇ヲ 仰ク。 

や. s: 辭ぉ^ を M む 

伯の 如上の 1:3^ 解に 對し、 田 遞相は 內閣改 迭說、 卽ち仲 小路 農相の：：？； 責 §1 職： t を i? へ、 從 つて 臨時 議會も 召集の 必要 

なき こと をカ說 した。 卽ち 「田 他 治 郞傳ヌ 三. んリ t;; ン 二十 凡 n の 田の H 誌 は、 此の 消 Co を， t かにして ある。 

今：！ 1： 愤の 進？； $1 を 私議す る こと は、 私情に 於て 忍びざる 所なる も、 公義に 於て 默 止すべからざる は、 仲 小路 相 引責の 一事で あつ 

て、 朝^ 各方 面 を 通じて 嗷々 として 之 を 鳴らさざる もの 無し。 *t ^相の 努力 知る 者 は 能く 之 を 知る も、 然かも 其の 施設 はみ な 功 を 

奏せず して 遂に 未曾有の 投亂を 招く。 蓋し 相の 不幸な り。 予之を 首相に 諷し、 首相！^ つて 而 して 決行す る 能 はず、 友誼に 篤く 


信義に 重きの 致す 所、 必ずしも 处 II むべき に 非ざる も、 若し 現狀の 儘に て. 議侖" に 臨まん 乎、 未だ 本侖" 議に 入らざる に 先 だち、 大多 

數を以 つて 先 づ廩 相 不信任案 を 可決し、 之が 爲め 進んで 解散 を 行 は V、 有識 階級み な 背いて 內閣の 暴斷を 貴むべし。 返いて 辭職 

を爲 さん 乎、 ほ〈 に是れ 行詰りに して、 我等み な 政治的 致命傷 を 受けむ。 (中略) 故に 臨時 議會を 開かん と 欲せば、 相の 進 返 は 先 

決 問題たら ざる. ？ らず。 寧ろ 臨時 議會 の議を 籠め、 徐 るに 常 而 5 善後 措置 を 施し、 久.ー期内閣の進^^ど決すべ し。 

とのニっの^5^大建策に對する、 首相 寺內の 裁斷は 如何で あつたか。 時の 內閣 #1 記 官長兒 玉秀雄 は、 當 時の 寺 內の心 

境 を 次の ごとく 語った。 

閣議に 出席す るに 際しても 寺 內 さん は 看護婦 を 伴うて ゐられ た。 寺內 さん は 一 日 も 早く 辭し たかった。 しかし 米 

騒動が 起った ので 责任 上、 銀壓 する 迄、 辭任 する 事が 出来す、 病 を 推して 踏みと まった 次第であった。 この 無理 

が、 7>內 伯が 總辭職 後 間もなく 薨去され た. 原因で ある。 

卽ち. 內の 體內に は、 田の 內閣 改造 說は 勿論、 伯の臨時議會說の如き^$極的行動に出る氣カは、 すでに 失 はれて ゐ 

たので ある。 

然 らば 寺內 は、 如何なる 方途 を 以て 辭意を 表明す るに 至った ので あるか。 永 田 秀次郞 は 「+: ォ內 さん は 立つ rtlT 迹を濁 

さすと 云って ゐられ たが、 後藤 伯 は それ は 無駄な 事 だと 言って ゐられ た」 と 語って ゐ るが、 要するに 寺內 は米騷 動に 

就いての 一 切の 後始末 をつ けた 上で、 辭 表を闕 下に 奉呈す る 意思で あつたの だ。 

永 田 秀次郞 は 更に 又 次の 如く 語った。  . 

寺 內 さんが 內閣 投げ出し を 決意 せられた 事 は、 伯に 對 して だけ 話された と 信す る。 他の 閣僚 はこの 事 を 知らな か 
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第 十二 節 寺 内 内閣の 總辭職  九 六 四 

つたと 思 ふ。 水 野 內相は  一 口 も！： 十く 辭任 したかった。 しかし 伯 は 水 野さん にも 竹 相の 辭 意の 事 は 話して ゐられ な 

い。 水 野さん の辭 意と いふの は對政 友會關 係であって、 當時 において は 政 友會は 政權を 待ち 疲れた 形で あつたの 

だ。 

かくて 寺 內內閣 はいよ く；^ 却す る ことにな つたので あるが、 上記の 伯の 建策 中、 {!：：： ぉ增 係に 關 する 件 は、 八月 二 

十九 日の 閣議に おいて、 その 一部分 だけが 承認され 「高等 {n 年 係 ニ千圓 以下 は 臨時 增條 平均 二割 五分、 判 任 宵 以下 は 

旣定 二割 五分 增傣 以外に 一 割 五分 增給 追加の 件」 として、 確定 實 施される に 至った。 

ld、  ； i 件 

八月 三十 一日、 寺 內芮相 は 元老 山縣を 古稀 庵に 訪問して 辭意を 吿げ、 九月 十四日 午後 一時 四十 分 參內、 闕 下に 伏し 

て 骸骨 を 乞 ひ 奉り、 更に 同月 二十 一日 午前 九 時 三十 分、 再び 參內、 玆に 初めて 正式に 辭表を 奉呈した。 辭表 文の 內容 

の 一 部 を 摘記 すれば、 左の 如くであった。 

顧みて 考 ふるに、 在職 二 年の 間 治 を圖る 背て 澥る にあら す。 而 かも 事 多く は 志と 〈还 ひ、 內治 外交 益よ 盤 難に して 

治績の 見るべき 無く、  越 羞を胎 し、 Sf; 子の 幾 を 免れす。 加 之、 微魑旣 に 耳順 を 超えて、 健 ，版 俊た 舊の 如くなら 

す、 今春 病痫を 得て より、 精神 越 潔、 政 機 を 見る に 便なら す、 此の 天下 巨人 を 懐 ふの 時に 當り、 尊： 苒 ffl 恩 を濫に 

せば 啻に 臣等 曠職の 咎を 免れざる のみなら す、 恐く は 過誤 を將 來に胎 すの 結 に 終らん とす。 伏して 望む らく は 

聖明臣 の病驅 を^み、 1： らく 重 負を釋 き、 靜 養の 地に 就かし め 給 はんこと を。 


この 日 正午、 首相 {H 邸に 於いて 臨時 國民 經濟調 _ ^委員 食が 開催され た。 この 會 合に 出^すべく 伯 始め 各國務 大臣 は 

午餐 後、 閣議 窒に參 集した。 そして^ 內竹 相から 辭表 奉呈の 顚 末を聽 取し、 午後 二 時散會 した。 

後 繼內閣 の 錢衔に 就いて、 山 縣は西 園 土ォを 推した ので あつたが、 西 園 寺の 蹶起 を慫 想した る 松 方 は、 九月 二十 一日 

附を以 て 西 園 寺 辭退 の 事情 を 山縣宛 てに 左の 如く 通報し た。 

今日 午前 丙 園 寺： H 御 パロ 之 上、 總理 大臣 御 內論被 爲在候 次第に 御座 候處、 同人 はー應 退出、 湖 考の上 何分 御 答 可 巾 

上との 次第に 御座 候 付、 祸 同人へ 緩々 面晤之 上、 是非 此際は 御 fl 相 成 度 爲國家 切に 懇願 仕 候 得 共 何分 病身 を以御 

受難 仕と の み 辭退之 御氣に 御座 候。 

かくして 元老 は、 西 園 寺に 意中の人 物 を 推薦せ しむる ことと なり、 二十 五日 午前 九 時 十五 分、 西 園 寺 は參內 して 大 

命 を拜辭 し、 且つ その 推薦に より、 二十 七日、 原 敬 は 御 召に 應 じて 內閣 組織の 大命 を拜 し、 二十 九日、 親任式が 行 は 

れ、 同日 を 以て 寺內 首相 以下の 辭 表が 聽 許せられ た。 

かくして 伯 は、 在任 僅か 五箇 月に して 外相の 椅子 を 去った ので ある。 
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